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ユー a• ロック集成である。曾葉の通り、これはヨーロッパのブ a グレッ 
シヴ • ロックの総カタログである。20年弱にも渡る膨大なその歴史を一册の 
本に求めた世界初の試みである。 MARQUEE が遇去7年に渡り蓄積してきた 
資料の全てをここに注いで削られた一つの完結した宇宙——それがこの本の 
意味するところである。人類の全歴史をふり返っても、唯一無比といっても 
良いこのヨーロッパのプログレッシヴ •a ック • シーン。ある意味では全て 
の音楽、あるいは音楽的思想は70年代に a ックという自由な表現形態の中で、 
他の芸術とまじりあいながら、結合、分化を繰り返し、新しい変容体を生み 
出したといえる。伝統と進歩は融合され、有害無実でしかないヒエラルヒー 
から離脱し、壮大な夢の空闔を生んだのである0ある者は自らの脳裡に夢を 
くくりつけることに命を賭け、又、ある者は人間の限界に、世界の壁に挑ん 
だのである。不幸なことにこれら2つの思想を含んだロック • ミュージック 
を総含し、プログレッシヴ • ロックと呼んでしまっているが為に、多くの誤 
解、混乱を呼びおこしてしまった。しかし戦う者も夢みる者も、現実との壁 
の狭間に漂うという意味合いに於いては同志である。従ってここには両者を 
含んだ広義でのプログレッシヴ•ロックの作品が紹介されている。イギリス、 
フランス、ドイツ、イタリア、スペイン、ポルトガル、オランダ、ベルギー、 
スカンディナヴィア諸国、オーストリア、ギリシアから我国という広大な地 
域で生み出された作品群をリストアップした。 

この壮大な夢の世界を探求する者の為に。あるいは迷宮に遊ぶ者の為に。 

山崎尚洋 
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II fascino- 
eunpo 9 

di confusione 




Entoure de montagnes, formant „ n e muraille.une vallee rayonnante de soleil, 
un lac bnllant dun ec;at d'argent. une foret de saprns aux dimes resplendissantes, 
des ammaux pa.^ageant notre bonheur, un air pur, un ciel sans nuages, 
c’est WAPASSOU notre contree damouret de paix. .» 


▲ワパス ー、 幻のファースト•ア 
ルバム時にプロモート用に制作さ 
れたポスター。 
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K M Shinjuku-ku Tokyo161 
¥ m JAPAN 03-954-2055 


TO FOREIGN MUSICIANS 
& DISTRIBUTORS. 

WE ARE SPECIALISTS OF PROGRESSIVE 
ROCK. PLEASE SEND US YOUR UNKNOWN 
MATERIALS. WE MAY INTRODUCE THEM IN 
OUR MAGAZINE & DISTRIBUTE THEM IN 
JAPAN. WE ARE LOOKING FORWARD TO 
YOUR CONTACT. THANKS. 


ベル • アンティーク • レーベルは、国内外の秀れたアーティストの 
作品を発振し、リリースする為に生まれた MARQUEE のレーベル 
です。今年も素晴らしいアルバムをあなたにお届けする為に さらに 
充実したラインナップでお送りします。御期待下さい。 


NEW RELEASE 


好評発売中 



ビブリア 
天地創造 ( CD ) 

MARQUEE9003 
¥2920( 税抜） 

好評発売中 

① Introduction (^Genesis ③ Moises ④ 

L«sGu«Tas(|)ProfKiM(DLibrMSapie 

ncialM0Crislo(|)Apocaiipsis 


ビブリアとはすなわちバイブルのこと。聖 
害をめぐるトータル.コンセプト作品。才一 
ケス トラを複雑にからみあわせて演出するそ 
の世界は，オサンナやチ I ルヴヱッロにも通 
じる闍の エナジーを 発散させ，我々を，しば 
し異空間へと誘います0このプロジェクトが 
母体となり様々なシンフォ ニック • グループ 
か0生まれる，アルゼンチン•プログレッシヴ 
• シーンの モニュ メンタルな作品。 



ラグナロク 
神々の戦い ( CD ) 


POLYDOR/MARQUEE 9004 
¥2920( 税抜） 


7月15日発売 


0FiveNewVMrs(2)WatBrfa«l-Capt Fagg 
③ Fourtamth Knock 0Paths Of Remini¬ 
scence d)Th« Voitung ⑧ Samoli na ⑦ 
Nooks 


最も洗練されたオセアニアのシンフォニッ 
ク • グループ。その甘美なアンサンブルは， 
かのセパスティアン • ハーディ ーがそうであ 
つたように，真夏の夕暮れに水平線の彼方に 
沈む太陽のように，美しく，はかなく，甘い 
感傷に満ちています。太陽と海の国，ニュー 
ジーランドから生まれたラグナロクの世界は， 
多くのユーロ • ロックの作品を聴き続けたあ 
なたにさえ，衝撃を与えることでしょう。 



バナナ 

影法師 ( CD ) 

MARQUEE 9010 
¥2920( 税拔） 

近日発売予定 

(DEI Escultor YLaEstatua(2)Un Hombre 
En LaHoguera a) Preparation b)Sacri- 
ficio c)HumoYCenizas ③ AunEsTimpo 
De Sonar ④ Vispera ⑤ Pr eguntas Al Cido 
(DQuien SeAcordata 


ラテン的な陰影を楽曲に投下し，濡れたよ 
うななめらかさと技巧的なテンシヨンを共存 
させるバナナ。全編を支配するナイーヴで無 
垢なイメージこそか' 彼等の原点であり，ア 
イデンティティーでもある。美しさは，その 
心と，表現する為に必要不可欠な演奏能力と 
のせめぎ合いから生まれる。そうして誔生し 
たこの作品が，今，あなたの心へとしのびよ 
ろうとしている。風のように。 



マクィナ•デ•アセル"い 

ロス/ブブリーナ （ CD ) 

MARQUEE 9011 
¥2920( 税拔） 

近日発売予定 


① Bufoulina(2)Ci 
te(DBoleto*,Pas« 
Vermellas(DRo( 


iad)Como NUrta EI Viento Nor • 
,Pase*Y Abonos ④ No Puedo 
^Rock(DPorProt>arEIVino 
YEIAguaSalada(DAhTeViEitreLasLu- 


アルゼンチン • プログレッシヴ界の鬼才， 
チャーリー•ガルシア率いるグループ。2枚 
のアルバムがあるが，これらは甲乙付け難い 
完成度を誇っている。多種多彩なキーボード 
を駆使したサウンドは，ラテン的フィルター 
にかかった万華鏡のよう に色彩感にあふれ， 
エモーシヨナルな躍動感で満たされている。 
彼の才能が開花した，比類なきシンフォニッ 
ク作品である。 



スピリット•オヴ•クリスマ 
ス/5»で乎ばわる者の声 

( CD ) 

MARQUEE 9012 
¥2920( 税拔） 

① All The Wrong Roads ② Stay Dead La¬ 
zarus! ③ Voice In The Wilderness ④ War 
Story(DTheFactory(DB«yondTheField 
We Know 


60 年代後半のサイケデリック • シーンが持 
つていた，あらゆるものを飲み込もうとする 
かのような貪欲さと，プログレッシヴ•シー 
ンの明晰さ/洗練を吸収したこのグループの 
サウンドは，へヴィーで躍動感に富み，例え 
るなら，オサンナのパレポリにでも通じるよ 
うな，夢幻的な「絵」を放つ作風。豪華ブッ 
クレット付 CD にて，遂に再発決定。完全限定 
プレス。 



ダイス 

北欧の夢 ( CD ) 


BELLE ANTI0UE 8906 
¥3200( 税抜） 

①東方の_アニカ③理想 
寒の日光浴麥ヴ x ネツィア 
条約⑤組曲•フォリーズ* 




ウイリアム •シェラー 
永却の光 ( CD ) 

MARQUEE ¥3200( 税抜） 

①供入②ようこそ兄弟，パラ 
の繁み，そして庭■③91高き 
楽曲パート1④気高き楽曲パ 
—卜 2® 永却の光⑧双魚宮⑦ 
ハーレ • クリシュナ⑧宝瓶宮 



アウカン 

理想霉 への 飛翔 ( CD ) 

MARQUEE ¥2920( 税抜） 

① UegandoACasa ② Primavera 
De Una Esquina(DCancion De 
MiPadre^HadaEIDestierro 
⑤ Tres DeOctubre ⑧ Mi Amor Y 
Mo Contra Tod os Los Que Rayen 
(DMisterioAzd 



ミルクウィード 
ミルクウィード （ LP ) 
SYN-PHONIC/MARQUEE 
9011 ¥2800( 税抜） 

A / ①ナーヴァス.ハウス②ミ 
ル クウ ィード ③タイム • ボム 
•ティッキング 
B/ ①アウト .フォー •ア•ウ 
オーク 


…グ： 

- :: 


み •. 

L —— — j_ 


カラバン 
失われた空 ( LP ) 

SYN-PHONIC/MARQUEE 
9010 ¥ 2800( 税抜） 

A / ①イントロダクシ ヨン② 
ビトウイン•ザ•ラインズ 
D グレイスレイヤー④プロ 


タンッ • オーヴ 

ミ②真在中の 



オパス•サンク 
オパス•サンク咖* Vol . 
1&2 ( CD ) 

MELOS 各 ¥2920( 税抜） 
Vol.l/ ① LeTempsDes Pissenli 
ts(2)ll EtaitMagicien (DLesSai- 
gneu rs ④ La Bal ⑤ Contre Cou 
rant 

Vol.2/ ① Provisor ② Periude 
AuSuivant 他 


三ーキーごべル•アンティーク•レ—ベルでは' 上記の作品の販売店を募集しています。卸し売りに関して下記まで御連絡下さい。詳細を御説明致します。 
〒161東京都新宿区下落合 3-15-18 SY ビル404マーキー/ベルアンティーク担当：沢田 TEL 03-954-2055 FAX 03-954-9563 









































ORLD rMSQUE 


雷霾贐 _ 13 :« N 1 f :30 
趣休 


404 S IT IMI Shimo-Oehioi, Shmjvkv-ky, Tpkyo 
161 JAPAH fhm9^954^205S Fajt.*954-956J 


第 10 回 WORLD DiSQUi SPECIAL BARGAIN SALE 


'月 14 日(土)， 15 日(日) 1 1:00a. 


START! 


去年のクリスマス以来久々のセ—ルです。ここのところ御無沙汰している中古盤 〆 
オリジナル盤が大置に入荷します#イギ1；ス，イタリブ,フランス，ドイツ， ベネ 
ルクス，北等から集められた約丨000枚のレコードがこめ日の為に用意されます" 


剪回の セールに ひき 統 き，先着順の シス テ 
ムは中心し法す & 当日の朝丨〇: 30分に抽選を 
し，それに従い順にはいつていただくことに 
な”ます。抽選終 T 後おいら七た方には，従 
来通リ轚理巻を発行致します q (!o : 0¢以前に 
は住人の方の迷惑になりますので1〇 : 〇〇以降 
に御来店下さいますようお瞄いします。 


FOXTtOT (NORWAY) 

打ち込み凰のビートとジヱネシスの敍 
情性を持ったグループ。正に 90 年代の 
シンフォを嘈示す i 新しい感覚のシン 
フォ作品です。棄晴らしいセンスで磨 
かれた洗練された音です。 (CD) 


FAMTASYm) 

_幻で期最的なサウンド襦写でトップ 
• クラスのシンフォ作品として肝価の 
高い作品。ドイツからの正規再堯螌。 
美しく コーティング されたダプル•ジ 
ヤケットでのリリースガ (LP) 


SURPRISE (m) 

メロディとヴォーカルを大切にしたシ 
ンフォニック • ロック。聽けば聽く锂 
にはまり込んでいくような，奧深い鏟 
力を持った作品。オリジナル螌での限 
定入荷ですガ (LP) 


ZAO (FRANCE) 

ジャズ.ロックの真鮰とも曾うべきザ 
才のサ ー ド及び フォース • アルバムが 
CW 匕されます。ヴァーチュオウゾウ遍 
によるスピーディでメロディアスな 
湞赛は圧倒的です。 （ CD) 


プリチイッシュ • プログレッシヴ•口 
ック眉指の名作が邀に CD で置場。オル 
ガン备中心にした重々しく影のあ*サ 
ウンドは正にブリ，イッシュならでは 
のものです。 (CD) 


[ 輸入 CD] 

AREA-Ooc 

FOXTROT-A Shadow OfThe Past 
GAVIN BRYARS-Hommage 
LE ORME-College,Florion,etc. 
ANALOGY-* 

FRAN 

JADE _ 

Mike OLDFIELD-new 
MINIMUM VITAL-2nd 
TIENKO-2nd 

KING CRIMSON-Pandemonium 
GENESIS-Live SuperAive Tango 
KLAUS SCHULZE-X 
FORGAS-New 
PULSAR-Pollen 
ARTIE MESTIERI-Live 
V.A.-Enchantment(with Additional Tracks) 


^ALOGY-same 

ANCO LEPRINO -Integrati Disintegrati 
DE WARRIOR-FloatingV^>rld,Way ToTheSun 

しハ • M . C T ) _ new 

l-2nd 

4-Pan dem 
Super^Livi 
E-X 


PLANETARIUM -In The Beginning 

NOVA-Blink 

COCTEAU TWINS-new 

GONG -Expresso,You ， Angel’s Eag # etc. 

I POOH-new 

CLEARLIGHT-OearlightSymphony II 
EMBRYO-Opal 
O TERQD -Qiaturas DaNoite 
SECONDA GENE SI -T utto Deve Fin ire 
GARADRIEL-Muttered Promises 


Jackoty 

HARDY-2nd 


[ 国内 CD] 

ANGE-Emile 
SEBASTIAN 卜 

GENTLE GIANT-Acquiring 
FLAMING YOUTH-Ark 2 
GINO DEUSO - 海の特 
MARIO CASTERNUOVO- 7 本の麻糸 


UMBERTO BALSAMO •蒼い天使 

WEB •妖獣 

ORKUS-One 

AUGUST-new 

MILKWEED-same 

ZAO •Kawana,Shekina 

TRANSIT EXPRESS-CouleursNaturelle 

AUNSORRENTI-Aria 

TRIANA 

GRANADA 

BUON VECCHIO CHARLY-same 


MIKE OLDFI 


~ Paint A Picture 
E OLDFIELD-new 
SPIRIT OF JOHN MORGAN-! 
MUSHROOM-same 
FUZZY DUCK-same 


GNIDROLOG-Lady Lake 

MOONKYTE-same 

JERUSALEM-same 

F AIRFIELD PARLOUR - From Hom« T 〇 Home 

ANDROMEDA-Un re leased Album 

FOXTROT-A Shadow OfThe Past 

AUNT MARY-Janus.Loaded 

COCTEAU TWINS-new 

STEEL MILL-Green Eyed God 

POPOL VUH -Quike Maya,Stone From Time 

H ARMONIUM-Les Cinq Saison (Fold-Out Covei 

LIGHT OF DARKNESS-same 

OPEN AIR-same 

LAGGER BLUES MACHINE-Live 

HECTNIA 


WORLD DISQUE 5 〜 e 月の_レコー 


MAY BLITZ (U) 

サイケ 4 ハード•口 7 ク •ファ ンの間 
で人 91 の裹ぃメイ.ブリッツの作品が 
CD イ匕されました。プログレ色をも含ん 
だ 1st, ストレートなノリ备持つ 2nd, 
ともに大推薦です。 （ CD) 


WIND (W.GERMANY) 

メロトロンの大洪水，甘いメロディ， 
つたない ヴォーカル， そしてジ ャケッ 
卜 “ 〇ドイツ*情派シンフォニック . 
ロックの中では聞違いなく最高僳作の 
一枚。待望の再発！ (LP) 

mV 、ン>，的鈐八 


5PffffrOFCNff/5nMA5(CANADA) 

カナディアン • プログレッシヴ • シー 
ンの ® レアー • アイテム，スピリット 
• オヴ • クリスマス。そのへヴィで壮 
大なサウンドはオサンナなどに通じる 
ものがあります。 (CD) 


•AOWA 費 Off (NEWZEAUND) 

セパスチヤン • ハーディと並ぶオセア 
ニア . シーンの雄ラグナロク〇ギター， 
キーポード中心のメロディアスな演赛 
はヨーロッパのトップ • クラスの作品 
に匹する出来です 0 (CD) 




PLANETAKimonu) 

フアン待望のプラネタリウムがいよい 
よ再発。メロトロン等を巧みに用いた 
K ラマチックなサウンドは正にイタリ 
アン•シンフォニックの逸品と雷うに 
相応しいものです。 （ CD) 

その他の入荷 


WORLD DISQUE SET SALE LIST ML 62 § 月 25 日発行！— 

こI 一0 •ロックが一 《t± がないと霣われ S 理由のーゥにディ XHfcTa— ><75擊さがあげられ 
ます 0 もし，日本中どこに佳んでいてもレ： 3- ドを入手できれば，未だ二0ジャンルを知ら 
ない，親い感性を持っあなた■の為 C 二め通儅蹶充システムは発足しました。マーキーに緝介さ 
れた作品のほとんどが二のシステムで入手可餹であるばかりでなし次#揭載予走の新入期■奢 
いち早く入手す》こ t すら可鼴です 3 限定螌の多いこのジャンルです。毎月，この y ストを御赛 
用になっていれば，名!!を寶いのがす*れもあ*)衰せん 0 Hi {霞才 y ジナル轚条瓣安で放出す 
备サービス磐，入手可期な CD/tPIr 網 lit たスペシャル•ストック*そ L て觴蠊になって入竿明 
難なオリジナル貧を_雇けす备貴少盤;5—ナーと充寶したリスト* rr 。 _希望の方は100円切手 
闻封の上< 最新 y スト希望と明紀の上， MAROUE £ 内ワールド*ディスク係まで餐申し込み下さ 
い。毎月25日前後にリストを御送致 L ま f 。 


WORLD DISQUE ： 161東京都新宿区下落合3-1°5-18 
SY ビル403 TEL . 03-954-2055 









































r アナログ盤で堪能したいプログレッシヴな音 j 




スティーヴ•ヒレツジ、ロバート•ワイアツ 
卜等をゲストに迎え、ソフト•マシーンを継 
承発展させた73年発表の名作。 


ダリル.ウェイのヴァイオリンとソー ニヤ • 

• クリスティーナのヴォーカルが美しく融合 
した72年発表のセカント • アルバム。 




エルトン*デイーン、ヒ— •ホッパー等を 
迎え、カンタベリー* ロックは、現在進行形 
であることを示した87年発表のアルバム。 


CAN/THE CAN BOOK 


ロジャー•ディーンと並び、70年代プリティ 
ッシュ • ロックの数多くのジャケットを手掛 
けたアート集団ヒプノシスの作品集。ジャケ 
ット作品からライヴ•ポスターまで、彼らの 
活動を幅広く才ール•カラーで紹介していま 
す0 


カンの歴史のみならず、メンバーの伝記（力 
ン脱退後の軌跡など）も記載しているヒスト 
リー•ブック。又、今まで見たこともないマ 
ル コム.ム ーニーやダ モ • スズキ在籍時の ラ 
イヴ•フォトも収録されています。 


CURVED AIR/PHANTASMAGORIA 


SPACE BOX/KICK UP 


UNIVERIA ZEKT /THE UNNAMABLES 


マグマ結成以前のクリスチャン.ヴアンダー 
のプロジェクト c マグマ節の萌芽を感じ取る 
ことができる。 


ROGER DEAN/VIEWS 


イエスのジャケットで有名なロジャー•ディ 
ーンの画集。イェスだけでなく、グリーン • 
スレイド、ジェントル•ジヤイアント、ユー 
ライア.ヒープなど彼の手掛けたジャケット 
をほとんど網羅している豪華オール.カラー 
の画集です。 


GENESIS/FROM ONE FAN TO ANOTHER 


ジェネシス在籍時のピーター.ガブリエルの 
奇陛な衣装を身にまとったライヴ • フォトや、 
各メンバーの幼い頃のフォト等を多数オール 
• カラーで収録している写真集です。 


ディスクユニオン新宿店4戸では、イギリス、イタリアから中南米にいたるまで世界各国の 
プログレッシヴな音楽を直輸入 LPT 、 各種取揃えております。 

(輸入 CD 、 中古 LP 、 CD も連日入荷中） 


RECOMMENDED RECORDS SAMPLER 


これを聴かずして前衛音楽は、語れないと断 
言できる e 濃度の高い異端音楽団達のオムニ 
バス2枚組。 


HYPNOSIS/WAKE AWAY RENE 


ユーロ、プログレッシヴ • ロック高価買取中！! 

ユーロ、プログレ ッシヴ•ロックの LP 、 CD の 買 取りは、ディスク ユニオン新 宿店におまかせ 
下さい。廃盤、貴重盤は特に高額にて買取りいたします。詳しくは、お問い合わせください0 



〇 至 P 

卩〇门 伊勢丹 0 

〒160新宿区新宿3—31—4 
TEL 03(352)2691 

営業時間平日 11:00〜20:00 
日曜•祝日 11:00〜19 :〇〇 
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年中無休 
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70 年代プログレッシヴ•ロックの金字塔ともいうべき名盤の日本初の CD 化/ 



風の唄/セバスチヤン•八ーデイ •PHCR- 2001 


「Four Moments 」(75 年)に続く 2 nd アルバム。神秘的で雄大な才ーストラリアの大自然の美をそのままサウンドで 
表現したかのよろな、フアンタジックな作品。最近、注目を集めているオセアニアン•プログレッシヴ•ロックのパン 
ドの中でも最も知名度が高い。メランコリックで比類なき美しさをたたえたマリオ•ミロのギターとメロトロン、才 
ルガン、ムーグ•シンセサイザーを見事に使いわけるトイヴオ•ピルトのアンサンブルも見事。パンド自体は本作を 
最後に解散。ミロとピルトはウインド•チェイスを結成する。 

〈収録曲〉風の唄/アツト•ジ•エンド/ラブ.アンド•ミュージック/八口一•フイミスター/ピースフル 


¥2,如ル_♦歌詞•対訳付7月 S 日発売予定 


WIND CHASE 
SEBASTIAN 
HARDIE 


MAY BLITZ 1st 
MAY BLITZ 



VERTIGO からデビューした八ード•ロック系アーティストの中でも 、 CLEAR BLUE SKY と並ぶ独創的な音楽性を持つ 
た幻の名バンド 0 元ジェフ•ベック•グループのトニー•ニューマン ( ds ) がカナタ人のティーンエイジヤー、ジェイ厶 
ズ•ブラック ( g ， vo )、 レイド•八ドスン ( b ) と結成したトリオ 0 本 1 st アルバムはアコースティック•パートとエレクトリ 
ック•パートの対比に八ード•ロックとプログレッシヴ•ロックの両方かの影響を見てとれるダイナミックな音楽性を 
披露。 

〈収録曲〉スモーキング•ザ•デイ•アウェイ/アイ•ドント•ノウ/ドリーミング/スクィート/トウモロウ•メイ•カム/ファイア 
一 • クィーン/ヴァージン•ウォーターズ 


メイ•ブリッツ lst / メイ•ブリッツ 


•PHCR- 2002 


2nd Of MAY 
MAY BLITZ 



2 nd オブ•メイ/メイ•ブリッツ 


1 st で見られたプログレツシヴ寄りの感性は多少かげをひそめ、よりアグレツシヴな面が強調された 2 nd アルパム。 
へヴィなリズム•セクションに進歩的なリフがからむ八ード•ドライヴィング•ナンパーのフアンキーな側面も見せる 
ナンバーにも着手するなど、独創的でオリジナリティあふれる HR サウンドを確立した幻の名盤。プリティッシュ • 
ロックのレア•アイテムのひとつだ。世界初 CD 化/ 

〈収録曲〉ワオー•マッド•メン•オンリー/スネイクス•アンド•ラダース/1969年12月25日/イン•パート/8マッド••グリム • 
ニッツ/八イ•ピーチ/八二一•カラード•タイム/ジャスト•シンキング 


ASYLUM 

CRESSIDA 



アサイモム/クレシダ #PHCR-2004 


VERTIGO のプログレッシヴ•ロック系の作品としては、 GRACIOUS 、 AFF 旧 ITY、DR Z と並び人気の高い1枚、八モンド* 
オルガンを中心としたそのサウンドは、ブリティッシュ•プログレッシヴ•ロック創成期の名作として知られてし〗る。ぶ 
あついストリングスを配した“ Munich / ミュンヘン”はブリティッシュ•ロックが世に送り出した叔情的ナンパーの中 
でも1、2をほこる屈指の名曲。このメロディアスなナンバーを聴くだけでも価値はある。今まで C □化はおろか、再 
発すらままならなかった幻の1枚が20年の歳月を経て今、復活する/’70年の名デザイナー、 KEEF によるジヤケット。 
〈収録曲〉アサイラム/ミュンヘン/グツバイ•ポスト•オフイス•タワー•グッドバイ/サバイパ ー/リプリーブド/リサ/サマー 
ウイークエンド•オブ•ア•ライフタイム/レット•ゼ厶•カム•ホエン•ゼイ•ウイル 


ARK 2 

FLAMING 

YOUTH 


戰 


アーク n / フレイミンク•こ 


GENESIS で、そしてソロとして世界のミュージック•シーンをリードする男、フィル•コリンズのプロ •デビュー作がこ 
れだ./後に JACKSON HEIGHTS に参加するブライアン•チャットン ( kb ) も在籍した F Y 唯一のアルパム。火星、金星、 
木星など、題材を宇宙に求めた卜一タル•コンセプト•アルバム。ビート系のサウンドからプログレッシヴ•ロックへと 
移行していく過程を体験するろえでも重要な作品だ。 

〈収録曲〉ガイド•ミー、オリオン/アースグロウ/ウェイトレス/ザ•ブラネッツ火星 • 戦いの使者〜金星 • 平和の使者〜水 
星.翼の使者〜木星.喜びの使者〜土星.老年の使者〜天王星.マジシヤン〜海王星.ミスティック/チェンジス/パルサ 
一/スペース•チャイルド/イン•ザ•ライト•オブ•ラブ/フロム•ナウ•オン 


発売元0日本フォノグラム株式会社 
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1960 〜 1970 年代の，今では古典的とも言える，典型的なプログレッシヴ•ロックの幻の名盤の数々が入 

- - - - - .運—」 3S«r \ * I +-. アー千スト-グループの数も，レコードの枚数も極端に多いので，お問合わせいただく 

よりも矢張り，ご来店下さる方が良いと思います。この様なチャンスはめったにないので，是非ご来店の上数々の名盤を見て下さい。 


廃盤レコード入荷 


新着輸入盤 


• QUELLA YECCMA LOCANDA/SAME (LP) 

• WIND/M0RNIN6(LP) 

• CURVED AIR/LOVE CHILD(LP-CD) 
FORMULA 3/1 990 (LP* CD) 


鑑 « 



• ARTI& MESTIERI/LIVECCD) 

• PLANETARIUM/INFINITY 

• NOVA/BLINK 

癱 N 明 VA IDEA/IN THE BEGINNING (1ST) 

• PINK FLOYD/LIVE BIRMINGHAM ,08 0370 

• PINK FLOYD/LIVE AT EMPIRE POOL, 1974 


• PINK FLOYD/LIVE IN LONDON,1970 

• GENESIS/LIVE IN CHICA 60,1978 

• STEVE HOWE WITH B0DAST/EARLY YEARS(LP) 

• KIN6 CRIMSON/THE COURT OF THE SCHIZOID 
MAN(LP) 






dm ai»_ 


STEVE HOWE WITH NOAST 


営業時間 ( 平日） 11 〜 19 時 ( 休日） 1 丨〜け時定休日•毎週月曜日 新宿レコード 



輸入ロックヒテオノ V —ケン 




























































ITALY 


ヨーロッパの各国々にはそれぞれ固有のァイデン.. 
ティティーを持9たいわゆるューロロックが存在して 
いるが、それらの国々の中で最も層が厚ぐ、かつ演奏 
水準、作曲センスの高いのがイタリアン•ロックであ 
るプレミアータ （ PPM ) が英マンティコアを通じ 
て H 本盤もリリースされた73年頃から少しずつではあ 
るが日本でもイタリアン* ロックに対する関心が高ま 
りだした。しかしこの時点ではせいぜいバンコの一部 
のアルバム、プレミアータのイタリア原盤、オルメあ 
たりしか知られてはいなかった。 S 本でイタリアン* 
ロックが本格的に話題になり始めたのは76年頃からで 
あろうか，この間に本国イタリアでは数々の名盤がリ 
y —スされては廃盤になってしまいつつあったことを 
考えるとまことに残念ではある。が、それはイタリア自 
身にも問題があった e あれ程自国のプログレッシヴ * 
シーンが隆盛を極めていたにもかかわらず、ほとんど 
他国へとディストリー e ュートしようという意志がな 
かったのである。彼等がもし、他の国々へのヂィスト 
y ビュートに力を入れていたらシーンの状況はもう少 
し変化していたかもしれないだろう。 

それはともかくとして、76年以降は名を聴いたこと 
もない無名のダループの作品が存在することを一部の 
マニァ達が知り始めていた。この時期以降は日本へも 
イタ！；ア盤が輸入されていたのであるが、残念ながら 
それらは Q 大なイタリアのシーンの極一部分に過ぎな 
かった a ア膊ぐらいまでの間には現在では希少盤と 
て高値を呼んでいるマクソフォーネ、フォルムラ.卜 
レ、イル•ヴォ ーロ等が輪入盤として入荷してはいた 
が、しかし絶対数が少なく、やはり一部のマニアが入 
手できた程度であった„本格的にイタリアン* ロック 
の全貌が日本で明らかになり始めたのはキンダ•レ 
コードが始めたユーロビアン.ロック•シリーズを通 
してである。このシリースを通じてューロ •ファン、 
イタリアン，ロック♦ファンになった読者の方も結構 
多いことと思う。このシリーズを通じて、過去には考 
えられなかったマニアックな作品群—ーイル*ヴォー 

口、フ ォル ムラ • トレ、 ニュー. ト ロルス、 オ ザンナ 
からはてはトリアーデ、ムゼオ.ローゼン バッハ、 ア 
ル—ザ.ファ ラックス、 チェリー* ファ イヴ etc が 我 
が国に紹介されたのである。さらには近く RC A レー 
ペルの作品群も国内プレスされる予定で、かなりな数 
のイタリアン* ロックが日本で再発されたことになる c 


+しかしこれ程多くの作品が再発されてなお、ブロッ 

コ .メン ターレ、オパス•アヴァントラ、プロセッ 
シヨン、ヤクラ等々まだまだ名盤の数々が謎のヴェー 
ルに包まれているのも事実である^改めて7〇年代のイ 
タリアン•ロックの層の厚さに驚かされる。ブ y テッ 
シュ.ロックでさえも、一部のメジャーいダループ 
(ジ玉ネシス、キンダ•クリムゾン等）を除ぐとこれ 
程まで水準の高いブログレ、 y シヴ*グルーブは多く存 
在しないような®象を受ける。 

イタリアン* ロックの美学は情熱の美学である。瞬 
時の美に命をかけたアーティスト達の青春の記録であ 
る。情熟的ではかなく、明るい太陽の下の孤独である， 
思想云々よりも感挫に根ざしたイタリアの伝統がロッ 
ク.ミ文ージッタの中にかえり咲いた輝き一それこ 
そがイタリアン* ロックの持つリリシズムといえない 
だろうか。 

イタリアン * ロックの美しさに気付き、それを世界 
的にプログレッシゲ.ロック*ファンへと紹介したの 
は R 本人であったというのも皮肉な話である。熱心な 
マニア達の纖求により、現在、イタリアン•プログ 
レッシヴ •ロ ックの全てはあばかれた B 最後に発掘さ 
れた第一級のグルーブはヤクラであり、それ以後は高 
いヴォルティジを持つグループは見つかってはいない。 
従ってここに紹介されたレコード群を持って70年代の 
イタリアン•ロックの全てであると言い切っても良い 
だろうと思う 〇 カンタウトーレ達の作品はまだまだ未 
開の地ではあるが …。 MARQUEE 0 i 2 で紹介した作 
品群にさらに約100枚ものアルパムを加えたこのカタ 
ロダは、従って最も完全なイタリアン.ロックのカタ 
ログとしての意味を持つものである。 

どこまでも青い青い空の中に一人すい込まれていく 
ようなイル.ヴォ_ 口，いまや全てのシンフ ォニッ p * 
アーティストの中でも別格视されているプレミアータ、 
余りにイタリアらしいキーボード • トリオ、レ*才 
ルメ。孤高の道を歩んだアレア 。 驚ろしい程の音楽水 
準を誇ったバンコ e 数えあげたらきりのない程にイタ 
リアン，ロプクへの思いは募る，めくるめくあたかも 
迷宮のようなこの世界へあなたもさまよい出てみては 
いかがだろうか。無数の夢が、歴史が、愛が、せめぎ 
あいながらあなたの精神を圧倒し続けることだろう， 

山崎尚洋 





BANCO DEL MUTUO 
SOCCORSO 


多くの実力あるプログレバンドが現れては陽の目を 
見ずに消えていった70年代のイタリア。そんな中で 
ニュー. トロ ルス、オルメ、 PFM と並び数少ない“10 
年選手”として君臨して来たのがこのバンコである。 

インターナショナルな成功を収めた PFM は例外とし 
ても オルメ、 NT とて元々はポップスバンドとしてス 
タートした経緯があり、デビュー以来純プログレの路 
線を崩さぬままこれ程の長きにわたって完成度の高い 
作品を次々と創り上げて行ったグループは他に見当た 
らない。そこで本稿ではそんな彼らの歴史を簡単に振 
り返ってみる。 

正式なダループ名は BANCO DEL MUTUO 
S 0 CC 0 RS 0 o 辞書によると"共済組合” “共済銀 
行”といった意味の I 言葉らしいが、トスカー ナ 地方の 
共済組合から取られた名であることは国内盤のライ 
ナー にも明記されている a グループの母体となったの 
は60年代には ノ チ x ンツィ 晃弟が中心となってローマ 
大学で結成されたロックバンド。 7 G 年代に入ると R , 
ダンジェロ、 P . カルデローニといったメンバーが 
次々と グループに 参加、2年程独自の演奏活動を行っ 
p ていたが72年、リコルディよりレコードデビューの運 
1 びとなった„リコルディで3作を製作した後、マン 
ティコア、再び9コルデイ、そして CBS とレ ー- ^ルを 
移り計12枚のアルバムを残しているが、ボッブな色合 
ノ、を増した80年代の作品を除けば、いずれも独創的で 
プログレ ッシヴ ロッタとして質の高いものとなってい 
る。 

バンコ •サウン K 、 の魅力は、キングの ユーロ ロック 

シリーズで国内発売が実現した初期の3枚とマンティ 
コアでの3作目 "Come In Un^Ultima (最後の晩餐) 

”の計4作品に凝縮されている。いずれも典型的なシ: 
ンフオニック サ クン ドであるが、 リ X ナ ーの心理を読 
んで常に先固りをする意表を突いた展開が繰り返され、 
全てが計算ずくの緻密な曲構成はまさに一級品である。 
その柱となるのはノチ:^ ンツィ 兄弟の操るキーボード 
群であるが、各メンバーの演奏技量が非常に高いレべ糧 
にあるため、キーボードばかりに寄り掛からない組み 
立てが可能になる訳である，その上、巨漢ヴォー灰| 
スト、 フランチエスコ*ディ♦ジャコモの 澱みの無 か、 
よく伸びる歌声はシンフォニック系のサウンドを構築 
するのに理想的と言え、彼らのサウンドの有するオリ 
ジナリティを より強固なものにしている。 

初期の3枚は徼妙に異なったタッチで作り上げられ 
ている ◊1 st では力強い面がある程度強調されている 
が、 2 nd “ Darwin !” では独特の暗い影を宿したサウン 
ドに少々アバンギャルドな味付けがなされ、構成自脉 
も非常に稠密なものになっている。 3 rd “IosonoNato 
Libero ” は完ぺきなアレンジで聴かせる、シンフォ 
ニックロックの “教科書”とも言うべき大作だ 。 しか 
しデビュー後僅か1年たらずで、■々と完成された3 


類型のサウンドを確立してしまった彼らも、この後大 
いなる挫折を味わうことになる。 

PFM に続け、とばかりにインター ナショナル 市場 
進出を狙ってマンティコアからリリースされた 4 th ア 
ルバム “ Banco ” は日本で もキングの ユーロ ロック シ 
リーズが始まるずっと前に発売された。主に 1 st と 
3 rd から数曲をセレクトし英語の歌詞を付けたものだ 
が、受けを狙ったためか、その小じんまりとしたァレ 
ンジは余りにもインパクトが弱過ぎ“世界進出作戦” 
の結果たるや惨澹たるものに終った。なお本作からは 
オリ ジナル ギタ リストの Marcello Todaro に代わって 
Rodolfo Maltese が参加している。次の“ Garofano 
Rosso w はサウンドトラック盤。看板であるフラン 
チ X スコのヴォーカルが聴かれないという点で相変わ 
らず物足りなさを残しているが、7枚目の“ Come 加”で 
はようやくキーボード郡を駆使した畳み込む展開が復 
活〇前期の総決算とも言うべき大作に仕上げた。本作 
J こは アルバム デビュー間もない A , ブラン.ドゥアル 
ディが参加しているが、バンコのメ 'ノバーも後に、彼 
の M 地中海キャラヴァン’’でバックをを務めることに 
なる 0 

再び y コルディに戻って製作された8枚 H の“ D ! 
Terra ” は彼らにとって2枚目のインスト作品だが 
“Garofano Rosso ” とは趣きが大きく異なり、キー 
ボードブレイ等は控え目のまま、オーケストラを大胆 
に導入、よりドラマチックな展開を模索した作品と 
なっている0同作で転機を迎えた彼らは、翌年には 
ヴォーカルを全面に出した “Canto Di Primavera ” を 
発表、ポップな方向へのイメージチヱソジに力を注ぐ 
が、 r 春の歌 j のタイトルに相応しい、柔らかく温か味 
のあるサウンドは CBS 移籍後の諸作品とは比べ物に 
ならない程みずみずしいものになっていいる。（本作 
からはオリジナルペーシストの R . Dangelo に代わり、 
Giancoiaiacomo 力 5 ^—又を弾いている。） “ Copolinea ” は 
9作目にして初のライヴ。ミラノのカボリネア.ジヤ 
ズクラブでの実況盤だ “•” Di Terra ” を除く全作品か 
ら満遍なく選曲されているが、バックにブラスセク 
ションを従えるなどしてどの曲も驚く程現代風にァレ 
ンジされており、ユーロ ファ ンから フュー ジ g ンファ 
ンまで楽しめる非常に受け口の成い音作りになってい 
る. 〇 

その後 CBS に移籍した彼らは80年から83年までの 
間に “ Urgentissimo ” w Buone Notizie w “ Banco ” の3作 
品をリリースするが、 t 、ずれもボップな音作りが中心 
で、プログレ愛聴家には物足りない作風となってし 
まった。なお80年にはノチ: c ンツイ兄弟が、元デ•デ* 
リン ドのヴォーカリスト、ヴィト《パラディソのアル 
鱗ムでバックを務めているが、こちらも菲常にボップ 
なサウンドとならている。 江田和宠 
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PFM -本名プレミアータ.フォルネリア•マル 

コーニ（ブレシア地方にあるパン屋の名前）は71年6 
月にヴィアレッジョ.ボップ.フヱスティバルでデビ 
ューを飾った。 

彼らの前身はルチオ.バッティスティの門下生の集 
まりであるイ • クエッリというポッブス.バンドで、 
フランコ. ムッシーダ、 フラヴィオ•プ レモ— リ、 
ジョルジオ•ピアッツァ、フランツ•ディ•チョッ 
チョ，アルベルト.ラディウスの5人で68年のカンタ 
ジーロ .フヱスティバルでデビューをしている。しか 
し、それほど注目を集める事はなく、どちらかという 
と、グループとしての活動よりもセッシ 3 ンとしての 
仕事が多く、アルバムはリコルディから1枚しか発表 
していないが、この期間における国内でのヒット•シ 
ングルの8割に彼らが参加していた。その中の仕事の 
一つにバッティスティの「8月7日午後」の レコー 
ディングがあった。このアルバムにはタエッリ全員が 
参加していたが、バンド自体は崩壊寸前であった。こ 
の状況をバッティスティが見てとり、このままでは危 
ないと思い、彼の助力によってクエッリを解散させ、 
新たに2っのグループを誕生させた。1つはラディウ 
スを中心とするフォルムラ • トレであり、もう 一 ^っが 
残りの4人に マウロ.パガー ニを加えたこの PFM で 
ある。 

トレはこのレコーディングの最中に結成され、順調 
なすべり出しをしたが、 PFM の方は先のフヱステメ 
バルでデビューを果たしたものの、アルバムを出す程 
のァイデァや確固たる自分たちの音楽性を見出すレべ 
ルに達してはいなかった。そんな迷いの中にある彼ら 
に指針を与えたものの一つにジヱントル.ジャイアン 
卜の ファースト. アルバムがあった。これによって 
PFM としてのオリジナリティや方向性を見出すこと 
ができ72年3月12日にヌメロ.ウーノからデビューア 
ルバムがリリースされた。この「1分の物語」と題さ 
れたレコードは国内で大ヒットし、チャートの4位ま 
で上り、その年の暮れに早くもセカンド 「Per Ur 
Amico 」 発表と精力的に活動を続ける。このァルバム 
は ELP のイタリア公演に同行したピート.シン 
フィールドが聴いて興味を持ち、73年1月20日に設立 
されたばかりのマンティコア.レー- i ルから英詩版が 
リリースされることとなる。プロデュースと英訳を 
ピートが行い、 1 st から一曲と新曲を加え、残りは全 
て 2 nd からで日本でも「幻の映像」のタイトルで発売 
された。録音は2月7日にロンドンのコマンド•スタ 
ジオで行われ、グレッグ.レイクが立ち会っている。 
このアルバムがイギリスでのデビューであり、事実上 
のマンティコア第一弾であり、彼らにとって世界へ羽 
ばたく大きな fe 機であった„レコード番号は ELP の 
「タルカス」がアトランティック6666だったのにちな 
みマンティコア6667になっている。しかし、ヌメロ. 
ウーノ側とでマネージメント問題が発生し、マンティ 
コアとの契約が大幅に遅れたために結局、ピートのソ 
口が第一弾として先にリリースされ、 PFM は後回し 
になってしまった。マンティコアはその後バンコとも 
契約を交わしている。 

PFM はこの年イギリスを中心に ョーロッパ•ツ 
アーを行い8月24日には第12回ナショナル.ジャズ 

&ブルース.フェスティバルにジヱネシス，リンディ 


スファーンらと共に出演。この頃の彼らのステージの 
ブロデュースは全てピートとグレッダがやっていた。 
この間にクラウディオ.フ t ビとの共同ブロデュース 
でアクア.フラジーレのデビ ュ ー•アルバムを ヌメロ. 
ウーノからリリース。9月に入るとベースのジョルジ 
才が脱退し、新たに元アレアのパトリック.ジヴァス 
(フランス人）が加入、11月から74年2月にかけロン 
ドンのアドビジョン.スタジオで「甦る世界」の録音 
に入る。このテープは1月にイタリアに持ち帰り、ミ 
ラメのフォノラマ•スタジオで手を加え、ファビとの 
プロデュースで4月にリリースされた。この直前にシ 
ングル「甦る世界」が出たが B 面の「ハンスの馬車」はア 
ルバム未収録のライヴ曲である。タイトル曲はファー 


ストに収められていたものの焼き直しで今回も全曲英 
詩だが後発でヌメロ.ウーノから伊語版 「 L’isola Di 
NienteJ が出された。（ここでマニアがよくカン違いす 
るのだが「幻の映像」から「ジェット.ラグ」までは 
オリジナルは全て マン ティ コア 盤であり、ヌメロ. 
ウーノではない。つまり英語版がオリジナルであり、 
Zoo から出ている「ジェット•ラグ」も再発である。） 
アルバム発表に合わせ、 3月から4月上旬まで初のイ 
タリア•ツアーを 行う。 その後、8月22日の トロント 
大学の コン ヴォケー ション ホール、31日のニューヨー 
ク •シエ ファ ー •セント ラル •パー ク•ミュ ー ジック • 
フ X スティバルを収めたライヴ盤「クック」（伊盤の 
タイトルは 「Live in USA 」） 解散したアクア•フラ 



ジーレからベルナルド.ランゼッティを加えた6人組 
で 「チョコレート. キンダス」をたて続けにリリース 
し活発な動きを見せている。 

やがてアメリカ指向を目指す PFM と民族音楽へと 
傾倒していくパガーニとの間で衝突が起こり脱退、新 
たにアメリカ人バイオリニスト、元イッツ.ア. 


リーが脱退し、ルチオ•ファプリが加人。8 i 年6月 
にはプ レモー リも脱け、4人組でヌメロ.ウーノより 
「Come ti va inriva alia cittaj を、また 7 月 24 日に行 
われたフィレンツ X のテアトロ .テンダにおけるライ 
ヴを収録した2枚目のライヴ盤 「 Peformance 」 と、こ 
の年精力的な活動を行う。この頃からフランツがフロ 


ビューティフル.デイのグレゴリー.ブロックが加入 
し「ジ〇：ット•ラグ」 を 77年に 制作 （日 本 盤のライ 
ナー は間違'^ 、だらけ）。しかし、どういう わけ か 彼らも 
アコースティックな方向へと転換していった。個人的 
な 推測 だが 恐 らくファブリツィオ.デ.アンドレとの 
出会いがそうさせたのだろう。 

そして自らのレーベル Zoo を設立、バンコの作った 
プロ ダクシ ヨ ン/ムジーザ、そしてフランコ.マ モー 
ネと共に国内アーティストの育成、バックアップの担 
い手として活躍しアンジヱロ .ブランデュアルディ、 
マウリツィオ，ファブリツィオを送り出す。 PFM も 
78年に 「 Passpartu 」 79年にデ.アンドレとの共演ラ 
イヴ「イン.コンチェルト Vol . lj 「同 Vol .2 j (これは 
オリツォンテというレー- i ルから廉価盤で出た）と国 
内に活動のターゲットを絞っていく。 

次作 rSuonare SuonareJ ではベルナルドとグレゴ 


ント•ヴォーカル となり、ドラムスには パ ガーニの 
2 nd ソ ロに参加している ワルテル.フォイ ンが入って 
ツイン. ドラムとなる。また各メ ン バーはそれぞれ 
セッショ ン .ミュージ シャンと しても動き回り、アルべ 
ルト•フォルテ ィスを始め多くのカンタウトーレの 
バックを務めている。83年にはサントラ 「Attilaflagello 
di Dio 」 がリリースされた。 その後のアルバムの 
ニュースは途絶えたままだが、現在でも彼らはセ 、 Y 
ショ ンやプロデュース等、裏方で活躍しているようで 
ある。 いわねあつみ 
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レ.オルメの歴史の始まりは今だ霧に包まれて小鮮 
明である。結成は67年頃で当初はシングル•ヒットを 
チャー トに送り込む若き5人のアイドル.グルーブ 
だった。ちょうど同時期にデビューしたイ • プーと共 
に60年代後半のイタリア.ポッブス.シーンを彩って 
いたに違いない。そんな彼らにピッタリの名前のレ 
コード会社 カー. ジュークボックスから「帰ってきた 
夏」「ミラノ1968」等のヒット.シングルをたて続け 
に飛ばしていたが、やがてアルバムも出せるようにな 
り 「Ad Groriam 」「 L ’ aurora 」 の2枚がリリースされたが 
2枚目の方はプロモーション•プレスの段階で、発売 
はされていないらしい。（しかし見た、と言っているイ 
タリア人も居る）このアルバムのタイトル曲である 
「 L ’ aurora 」 は70年夏のフエスティバル•ディスキに出 
演した際に演奏されたが、この時すでにトリオ編成に 
なっていて後の ELP サウンドを確立していた。 ELP が 
鳴り物入りでハデなデビューをしたのが同じ70年夏の 
8月29日に行われた第3回ワイト島ポップ•フェス 
ティバルだった事を考えるとなかなか興味深い。恐ら 
くは当時時代を先取りしていたこのアルバムはあまり 
に異端すぎたがためにレコード会社側からストップが 
かかったのだろう。そんな彼らに門戸を開放したプロ 
デューサーが ジャン ピエロ.レヴ ヱ ルベリで ある。 彼 
は50年代後半からカンタウトーレとして活躍し、ル チ 

オ • バッティスティやニュートロルスのプロデュース 

などをしてきた、 L 、わばバティスティと並ぶ「もう一 
人のドン」と言っていいだろう。その大物が彼らを大手 
フィリッブスへ紹介したとしても会社は断れないに決 
まっている。こうして全てがラッキーな彼らは 「 Collage 」 
で大手から堂々たるデビューを果たしたわけで、ちな 
みにこの年大手からデビューしているのは CBS のイ. 
プーだけでこれ以前は全くない。とするとこの 「 Collage 」 
こそが外資系大手からデビューした記念すべき最古の 

イタ リアン•ロックのアルバム といえよう。 メンバ— は 
アントニオ.パリウカ、アルド. タ リアピエトラ、ミ ゲー 
レ •ディ .ロッシの3 人。 このアルバム もタイ トル 曲が 
シングル.カット され、彼らの人気は いよいよ 凄ま じい 
ものになってきて 72 年に発表された 「Uomo di 


PezzaJ はついにミリオンセラーを記録してしまっ 
た。時を同じくして人規模な国内ツアーを行い、完令 
にイく動の地位を築き[:げた。このツアーの模様はのち 
に rin Concert ] と題され74年に出された。その前の 
年73年にはトータル.アルバム 「Felona e Solonaj を 
リリース。愛と平和と光に輝く星フヱローナ、永遠の 
闇に閉ざされた暗黒の星ソローナ、この2つの惑星が 
全ての幸福の根源を否定した神によっておゲいのヴ場 
が逆転し、破滅へと向かうストーリーで、この一人字 
宙叙脊詩はピーター•ハミルの目に止まり彼内身の手 
で英訳されてカリスマから 「Felona & Solona 」 として 
出された。この時、渡英した際にマーキーでライヴを 
行ったが、 PFM と対照的な音の無機質なイメージの 
せいか、失敗に終わっている。この間にアルバム未収 
録シングル 「Gioco di bimba 」 を出し、翌74年には. 
「 Collage 」 以来、ずっとプロデュースを続けていた 
ジャンの最後の、そして第二期オルメの最高作である 
rContrapuntiJ を発表。ジャン自身もピアノで参加し 
ている。この後ジャンと別れた彼らは世界へと目指し 
バンドの改革を行う。初めてのギタリスト、トーロ ■ 
マルトンを加入させアメリカへ渡り、ロサンゼルスで 
fSmogmagicaJ を録音。 n 楽性もよりインターナ 
ショナルな方向へと大きく変化してしまった。ギター 
リストはすぐにジヱルマーノ .セラフィンに代わって 
しまったが、アメリカ、イギリス、ドイツでワールド • 
ツァーを敢行し、76年 rVerita NascosteJ 77年 「Storia 〇 
Legenda 」 とリリースしていったが結局彼らの世界に 
対する挑戦は無残な敗北に終わり、活動休 lh 状態と 
なってしまった。第:-期オルメの終焉である。しかし 
79年以後、 FFlorianJ「Piccola Rapsodia dell ’ ape 」 とい 
う印象的な 2 枚のアルバムが出された。全編、生楽器 
で構成され、ジヱルマーノまでもがバイオリンを弾い 
ていてさながらヴヱネチア風琴を奏でる室内楽とでも 
言える異質な雰囲気が漂っている。この後またもや大 
変革が起こり、再び白らの音楽性を解休し始め、ジ X 
ルマーノが脱退、フィリップスとも決別し、往年の卜 
リオに戻りオルメの歴史上、最高に緻密な音作りがさ 
れたラスト.アルバム 「 Venerdi 」 を発表 u 録音はミラ 
ノのスタジオ•ラディウス、プロデュースはロベルト. 
コロンボでドログエリア.ディ.ドルゴーロという 

レベルから出された。またこの中の 「 MarinaiJ が第 
32回サンレモ音楽祭に入賞し、〔たびチャートを歩ん 
でいく期待が高まる中、85年に解散してしまった。18年 
に及ぶ波乱の歴史のまさに終幕である。なお、86年に 
日本でのみ発表されたライヴ2枚組が出ている。先の 
75年の ツ アーでギターはジヱル マー ノで ツヱッペリン 
やジ x スロ.タルの曲など演っていて結構楽しめる。 

いわねあつみ 















AREA 


’79 年 6 月 14 日、イタリアで、ディメトリオ•スト 
ラトスの追悼コンサートが 開かれた。 マウロ •パガ— 
二、 バンコ 、 A •ブランドゥアルディ、 そしてヴォー 
カリストを失なったアレア等、35ものグループが出演 
し、6万を越える聴衆を動員した。その模様は2枚組 
の 「1979 ilConcerto 」 として残っており、 ディメ トリ 
才に対する参加 グループの 感情——追悼の念、音楽に 
対する熱意等——を伝えている。だが、この イベント 
が一つの終わりを象徴していたことも、多分、確かだ 
ろぅ。 

アレアは’73年に 「Arbeit Macht FreiJ でシーンに 
デビューした、ジャズ的なイディオムとバルカン半島 
系民族音楽の手法を混合させたサウンドは音楽的にも、 
又、技巧的にも極端に完成度の高いものだった。特に 
A — 1はイタリア国内において、学生集会等の場で、 
学生達に歌われるという程、ポピュラーな存在だった 
ようだが、この事は、日本において、かつて「反戦 
フォーク」が学生達に合唱されたことと、音楽的な意 
味においては多少異なる。バルカン半島（特にブルガ 
リア、ギリシア）の民族音楽から影響を受けた彼等の 
サウンドは、付加リズムと呼ばれるリズム形を主体に 
している。当然、不規則拍子の曲を複数の人間によっ 
てユニゾンで合唱するということは普通の四拍子の曲 
をやる場合に比べて難易度が高いと言える。逆に言え 
ば、その場でこの曲を歌った人間は、この曲を歌える 
程度には聴きこんでいた、ということになる。 

さて、ディメトリオ•ストラトス （ vo , per , kbd )、 パ 
オ ロ. ト ファーニ ( g ， S yn ) 、 パトリツイオ •ファ リ 
セッリ （ pf , kbd )、 パトリック.ジヴァス （ b )、 ジュリ 
才.カビオッツォ （ dr )、 エドゥアルド. ブスネッロ 
( sax , clarinet ) の6人編成で始められたアレアだが、 
1 st アルバム 発表後 、 P • ジヴァスが PFM に 引き抜 
かれ、 E •ブスネッロがグルーブを 脱退、結局新任 
ベーシストにアレス •タ ヴォラッッィを 迎え、5人編 
成で、 2 nd アルバム 「 Caution,Radiation Area 」 を’74年 
に発表。以後、’77年まではこの5人で活動を行なう 
ことになる。 


’ 75年に発表された 3 rd アルバム rCrac !」 がイタリ 
ァ•レコード批評家賞を受賞、又、同年、ライブ•ァ 
ルバム 「 Are ( A ) zione 」 発表。’77年にはポール•リッ 



トン （ per )、 スティーヴ. レイ シー等をゲストに 5 th 
アルバム rMaledettiJ を発表。新境地を切り開く意欲 
作とでも言うべき作品である。又、同年にはベスト. 
アルバム 「Anto Logicamente 」 を 発表している。 

そして P •トファーニ脱退後の’78年、4人編成と 
なったアレアは、それまでの クランプ ス•レー ベル か 
らアス コルト. レーベルへ 移籍、 「 1978 ,gli dei se ne 
vanno.gli arrabbiati restanolj を発表。ディ メトリオ最 
後の スタジオ 録音となった。この作品は、再びレコー 
ド批評家賞を受賞した。 

「1978—" - J は或る意味ではアレアの総決算とも言 
える作品である。前作 「 Maledetti 」 よりは 、 「Arbeit 
Macht FreiJ ,「 Crac !」 といった辺のアルバム作りを 
元に、よりグレード•アップした作品集であると言え 
よう。アルバム.トップにスピーディで変則拍子の 
ヴォーカル.ナンバーを持ってくるところも同じであ 
るが、彼らのこの路線の中でも、この曲の出来が最も 
高度で、かつインパクトのあるものであることは異論 
のないことであろう。 

そして’79年6月13日、ディメトリオ•ストラトゥ 
ス死亡。死因は骨髄の病気であるとも、血液関係であ 
るとも伝えられている。 

彼の'死によってドサクサのように出たレコードが2 
枚ある。一枚は’76年11月にミラノで行なわれたアレ 
アの即興演奏を全面に収録した 「 Event ’76」。 もう一 

枚はディメトリオが 、 M . パガーニ 、 P • トファーニ 
等と’ 78年11月に行なったロックン.口ール.ライブ 
を収録した 「 Rock ’ n’Roll Exibition 」。 又、「1978 —」当 

時に、アレアのメンバーと共に M • パガーニの 1 st ソ 
ロ アルバムに 参加していることも忘れる訳にはいかな 
いだろう。 B — 1 でのアレ ア十 パガーニの 超絶 イン 
ター•プレイ。彼等がここまでやりながら、多分、ま 
だ余力を残しているように見えることに、恐怖さえ感 
じてしまう。 

’80年、残された3人は 「 TIC & TAC 」 を発表。決 
して悪いアルバムではない。だが、ほとんどの人々は 
ディメトリオがもはやこの世に存在しないのだという 
ことを再び思い知らされたような気分になった。 

ディメトリオがアレアにもたらしたのはバルカン半 
島系民族音楽、政事色、 攻撃性だった。だが、その 斧 
で断ち割るようなインパクトと裏腹に、とてもヒュー 
マンな男だったのじゃないかと思うのは僕だけではな 
いだろう。この場合のヒューマンとは 「 Event ’76」 の 
ジャケのように、『野原で少女と共に花をつむフラン 
ケンシュタイン』のような感覚で、人が修らの中に良 
く忘れてきてしまうような感情のことだ。とにかく、 
彼の死によって プログレ/ アヴァンギャルド系音楽は 
10年遅れることになったと言えよう。 斎藤千尋 











NEW TROLLS 


ニュートロルスの結成は古く、1966年頃でヴィット 
リオ•デ.スカルツィを中心にジヱノヴァで活動して 
いた。翌年には、早くも口ーリングストーンズのイタ 
リア公演の前座を務めるまでとなり、これがきっかけ 
で国営レーベル、フォニット=チェトラにスカウトさ 
れた。そしてシングル 「 SenzazioneJ でデビュー。68年 
に 2 nd シングル 「 Visioni 」 が大ヒットし、ようやくア 
ルバム制作のチャンスが訪れた。メンバーはヴィット 
リオの他、ニコ•ディ.パーロ、ジャンニ •べッ レー 
ノ、 ジョルジオ•ダダモ、マウロ•キアルージの5人 
でプロデュースにはファブリツィオ.デ•アンドレと 
ジャンピエーロ.レヴ ヱ ルベリとでその年に発表され 
た。翌69年にはアルバムは出してはいないがサンレモ 
音楽祭に出演している。待望の 2 nd は70年に 「New 
T rolls 」 と題されてリリースされたがこのアルバムで 
はマウロが脱退して4人組となっている。このメン 
バーで翌71年にトーマス•ミリアン主演のホラー映画 
「La Vittima DesignataJ のサントラを友人ルイス. 

エンリケス. バ カロフと共に「コン チヱ ルト •グロッソ」 

として4月に発表。しかし、この後ジョルジオが脱け 
新たにマウリツィオ•サルヴィとフランク.ラウ 
ジェッリが加入し4枚目の 「Searching for a Land 」 を 
リリース。このアルバムはスタジオ録音とライヴの 
カップリング2枚組でライヴの方に2曲だけジ 3 ルジ 
才が参加している。タイトル、歌詩は全て英語でフラ 
ンクが書いている。この後、ニュートロルス最高作と 
して名高い 「 UT 」 を72年にリリース。これまで安定し 
た活動を見せてきた彼らだが73年にヴィットリオを除 
く全てのメンバーが脱退してしまい、4人の連盟で 
「？」のジャケットで別バンドとしてアルバムを出し 
てしまった。このバンドが発展し、後にイビスとなる。 
残されたヴィットリオはバンドの立て直しを計り、 
ジョルジオが戻って来て、後にイビスへ参加するレ 
ナート•ロセット等総勢8人を集め、彼の実父ジャン 
二.デ•スカルツィの経営するプロダクション、スタ 
ジオ g に所属し、 r アトミックシステム」を製作するが、 
発表当時はチュトラ側との契約問題でニュートロルス 
の名は使えずに当初は 「 N . T.Atomic System 」 のス 
テッカーが貼られて マグマ. レーベルから出ていた。 
このアルバムが ニ ュー トロ ルスの名で出るようにな っ 
たのはスタジオ G のディストリビューターがリ コル 
ディからチヱトラに移ってからだった。なお、ドイツ 
盤は「禿山の一夜」のタイトルでジャケ違いで Pan から 
出ており、一曲カットされ代わりにイタリアで発売さ 
れたシングル「禿山の一夜」が入っていて、日本盤は 
全曲+「.禿山」という構成になっている。74年にはジ x 
ノヴァのアリキオーネ劇場でのライヴ盤「テンピ. 
ディスパリ」を出したがその後しばらく活動が途絶え 


てしまった。その間に解散したイビスと除々に和解が 
進み、ニコとジャンニが復帰し、元ヌオヴァ•イデア 
のリッキ ー•ベロ ーニが人り、再びパカロフとセルジ 
才.バルド ッ ティを迎え76年に「コンチェルト•グ 
ロッソ n 」 をリリース。--曲だけジルベール•ベコー 
の曲が入っている。このアルバム発表に合わせたコン 
サートを収めたライヴ盤が用意されたが音質面での問 
題で3年後の79年にようやく発表された。この時期は 
スタジオ G も傾きかけ、会社立直しのために無理に発 
表された感が強く、ニュートロルスも WEA に移籍し 
ている。メンバーも後にソロとして独立することとな 
るジョルジオ•ウーザイを加えた6人編成で「アルデ 
バラン」「ニ ュー トロルス」の2枚をリリースしてい 
る。81年になると2人のジョルジオが脱退し、古巣 
チェトラに舞い戻り 「コン チヱルト.グロッソ01」の 
布石とも言うべき 「 F . S 」 を出す。ベーシスト不在のた 



めに ニコが ベースを 弾いている。この頃から次第に彼 
らはポップ化していき、 カン タウトーレの連中ともつ 
き合っていくようになる。82年にはドゥルビのアルバ 
ムに全面参加、他にもオルネラ.ヴァノーニ，ミーナ 
等数多くの歌手のアルバムに名を連ねている。翌83年 
には 「America O . K .」 というラディウスが激怒しそう 
なタイトルでアルバムを発表。詩は全曲ルチオ•バ 
ティスティとのコンビを解消し、 ジャンニ. ベッラと 
組んでいたモゴールが担当。またベースは3人のゲス 
卜が入れ替わりでレコーディング参加をしている。ま 
たトロルスと並行してヴィットリオは CASCO という 
名のバンドを結成し、12インチ.シングルを出してい 
る。 

これ以後、トロルスは完全なポップ.バンドと化し、 
かつての面影は全くといっていいほど無く、本誌の読 
者の興味をそそるような話もないし、第ーグロッソ DI 
を期待している愚かな読者は一人も居ないだろうとの 
勝手な推測によりべンを置かせてもらう。 

いわねあつみ 
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FORMULA 3 


■ L VOLO 



ジミ •ヘンドリックス、クリーム、バニラ. ファ ッ 
ジ、 ドアーズといったア ー ト.ロック、ニュ ー.ロッ 

クと呼ばれていた音楽が、ここイタリアでも強い 影響 
力を与えるようになり、この国の若者たちの中からも 
新しい音楽を作り出そうとたくさんのグループが生れ 
て 行く。 フォルムラ.トレ もその中のひとつにすぎな 
かったが、ルチオ • パティスティの強力の援助のおか 
げで、恵まれたスタートをきることができた。しかも、 
人々を印象づけるには十分なギター、オルガン、ドラ 
ム、そして、ドラマーがリード•ヴォーカルも取ると 
いうイタリァ国内ではもちろん、本場 アメリカ、 イギ 
リスでさえ数が少ない、変則的な編成も商業的成功を 
求めての結果と考えるのもあながち的はずれではない 
だろう。 

結成1 年後、 パティスティらの手によって設立した 
ヌメロ.ウーノの専属第1号として、69年秋記念すベ 
きデビュ ー • シングル“ Questo Folle Sentimento ” を 
発表、 モ ゴール 作詞（全部の詞を手がけている） パ 
ティスティの作曲、プロデュースによるものでヴォー 
カルは トニー. チッコ が担当し、ところどころラディ 
ウスの独特のひきづるようなギターがすでに聴ける。 

B 面“ Avevo Una Bambola ” は外国のカバーもので、 
ラディウスが歌っている。いろいろな意味で話題に事 
欠かないこのシングルはヒットし、デビュー.アルバ 
ムの製作に取りかかる。70年2月に発表された“ Dies 
Irae ” は当時の水準を越えた演奏を聴くことができ、 
特に3人の合作である LP タイトル曲は、本人たちが 
何を意識していたのか、プログレシッヴ.ロックと呼 
んでもおかしくないサウンドを作り出している。5月 
には LP からカットされたパティスティ作曲 “Sole Giallo 
Sole Nero ”， ヌメロ.ウーノのもう1人の生みの親サン 
ドロ.コロンビーニ 作曲による “ Se Non E’Amare 
Cose '" を発売する。両面ともチッコのヴォーカルで、 
後に数々の名盤を作り上げる名プロデューサーの手に 
なる B 面が今までの彼らにない静かで美しい面を引き 
出している。10月にはさすがパティスティと思わせる 
ヒット性に富んだチッコが歌う “ Io Ritorno Solo ” ， 
すでに作曲家としても知られていたマリオ.ラヴ X ッ 
ツィ作、ラディウスのヴォーカルの“ Nananano ” を 
発表する。 

翌71年2月、両面 LP 未収のため、彼らのシングル 
の中でも一番存在価値が高い “La Folle Corsa 
Partl . Partn ” を出す。 C . Donida という人の作曲によ 
るもので 、 Part I は チッコの ヴォーカル， B 面の パー 
卜 n は彼らの派手な演奏を聴けるインストでライヴ録 
音というファンにとってはまことに貴重な1枚である。 
彼らの最大の ヒット とな っ たバティスティ作， チッコ 


のヴォーカルによる "Epper Mi Son Scordato Dite ", 

“Nessuno Nessuno " を 5 月に発表し、彼らの人気も 
決定的なものになって行く。9月には、全曲パティス 
ティ作曲の 2 nd LP「Formula 3」を発表し、その後、 
レコードに関しては8ケ月沈黙してしまう。そうこの 
年10月にシングル、翌年1月に LP と P FM が衝擊的 
なデビューを遂げるのである。それがトレのメンバー 
たちにどのくらい刺激を与えたかはもう語る必要もな 
いだろう。 

新生フォルムラ.トレとして、バティスティの手に 
よる2曲 “ Sognando . E Risognando ” “Storia Di Un 
Uomo E Una Donna " を 72 年 5 月発表する。ともに、 
彼らの代表作のひとつといえるこの名曲、今までの彼 
らにはない緊張感と美しさに満ちている。ラディウス 
のヴォーカルもこの B 面で花開いたよ■うだ。今まで 
ジャケットにメンバー写真を使用していたのに対して、 
これより、象徴的なものに変って行く。そして、9月に 
は演奏の充実を計った 3 rdLP “Sognando E Risognando ” 
それにラディウスのソロ.アルバムを発表する。ここ 
では評論家からも支持を得たというラディウスのソロ 
について簡単に触れてみよう。ディメトリオ•ストラ 
トス，ヴィンチェ•テンペラ，ジャンニ.ダラリオ等 
総勢15名が参加したジャム•セッシヨン.アルバムで、 
ブルース.ロック，ジャズ•ロック的な内容を持って 
いる。もちろん、主役はラディウスのギターである。 
この時期になぜ作ったのかと疑問に感じないわけには 
いかないが、ラディウスが多くのものを吸収するため 
にと考えたい。 

シングル•チャートに別れを告げた彼らは1年振り 
のシングルとして73年5月には両面オリジナル曲を発 


表する。 A 面チッコの自作、ヴォーカルの“ La Ciliegia 
Non E ’ Di Plastica ”， B 面は ロレンツィ 作曲、 
ラディウスのヴォーカル “Cara Giovanna ” 。そして、 

6月には最終ァルバム “La Grande Casa ” ，9月には 
LP からのカット、ラディウス初のシングルめ A 面と 
なった “Rapsodia Di Radius ” ， ロレンツィ 作曲、同 
じくラディウスのヴォーカル“ Bambina Sbagliata " 
を発表し、次第にラディウスのしめる役割りは大きく 
なりグループの解散を招くことになってしまうのであ 
る。イル.ヴォ ーロに ついては、彼ら （3 人以上）が 
参加したレコードを参考までに上げさせていただき終 
りにしたい。 

ファウスト•レアーリの“ Amore Dolce,Amore 
Amaro.Amore Mio ” （75 年）は当り前として、ヴォー 
口 .サウンドの片鱗に触れることができるレコードと 
して、ラヴ;^ッツィの恋人でもあったロレダーナ•ベ 
ルテの “Normale 0 super ” (76), といってもメン 
バー全員が参加しているがどうか定かではない。マル 
チェラのライヴ “ L_anina Del Matti ”(75 年)には全員参 
加して演奏だけの部分にはそれらしきところを聴きと 
ることができる。マルチェラとしては、ラヴェッ 
ツィ，テンペラが参加した “ Bella ”(76 年)の方が良い 
出来。バティスティのレコードに加わっているのは意 
外と少なく、ヴォ ーロ結成以前の“ II Mio Canto 
Libero ”(72 年)に、ダラリオ，ラヴェッツィ，ラディウ 
ス，ロレンツィ，そしてチッコの名を見っけることが 
できる 。 “Lucio Battisti.La Batteria.il Contra — basso , 
Eccetera ”(76 年)では、ラディウス，ロレンツィ，ダラ 
リオ，ボブ•カレロの4人が1曲だけバックを担当し 
ている。ヌメロ •ウノからの Bruno Lauzi の L P にも 
メンバーのほとんどが参加していた。しかし、内容は 
ただの歌もの。マルチ x ラのお兄さん、 ジャンニ•ベ 
ラの “… Io Canto E Tu ” （「僕は歌う、そして君 
は…」）はダラリオ，ラヴヱッツィ，テンペラが顔を連 
らね、前作にはメンバー.クレジットがないため参加 
メンバーは不明だが、やはり何人かは協力していたに 
ちがいない。何故これ程、個性豊かな6人がバック- 
バンド， セッションの仕事をやり出したのか。そのエ 
ネルギーでせめてもう1枚ぐらいはレコードを作って 
ほしかったと考えるのは私だけではあるまい。 

吉瀬孝行 







ITALY 



ACQUA FRAGILE 

same title 


Numero Uno キング 1973 年 

DZSLN 55656 廃 K22P 113 廃 

A: MORNING COMES B: SONG FROM A PICTURE 
COMIC STRIPS EDUCATION STORY 

SCIENCE FICTION GOING OUT 

SUITE THREE HANDS MAN 



AGORA 

Live In Montreux 

Atlantic W . パイオニア 丨 975 年 

T 50171 廃 P- 彳 0399A 廃 

A:PENETRAZIONE B:SERRA S 

SERRA S QUIRICO PART 2 

QUIRICO PART 1 ACQUA CELESTE 

L’ORTO DI OUIDIO 


Alun 


P . F . M ■の初プロデュース.グループと•して世に出たアクア.フラジーレ 
は、ブリティッシュ•ロック、とりわけジェネシス、ジェントル•ジャイ 


75年7月7 0■に行われた モントルー.ジャズ. フヱスティヴァルでデビ 
ュ ー。その時のライヴをそのままファースト. アルバムに 収めた。 グルー 


アントの強い影響下にあった。実際、曲によってはオリジナリティの欠如 
を認めざるを得ない部分もあるが、溢れんばかりの躍動美と人間味に満ち 
たその演奏は十分に魅力的だ。また、清涼感溢れるコーラス■サウンドは、 
多くのイタリアン•ロックの中にあって異彩を放っているといえようこ彼 
らは、この1 st アルバム発表の翌74年、ディスキ.リコルディに移籍して 
2 nd アルバム 「 Mass-Media Stars 」 を発表。よりインターナシヨナルな可 
能性を提示していたが、翌75年に- Vo . のベルナルドが兄貴格の P . F . M . に加入 
したことにより、その短かい歴史は幕を閉じたのである。 （城） 


プ名のアゴラとは古代ギリシャの自由と民主主義への「唱和と参加』を理 
想とする民衆の広場の事。メンバーは全員ミュージカル等で仕事をしてい 
たスタジオ.ミュージシャンの集まり。ジャケットに「ウェザー.リポー 
卜にべ--シックな影響を受けたエレクトリック•ジャズ」というバンドの 
インフォメーシヨンが載っている。翌年に若干のメンバー.チヱンジを行 
い 「Agora 2」（ Atlantic : T - 5032 4) を発表するがその後解散してしまった 
様だ。メンバー•は G . B . D . Kyd . Sax •の5人でセカンドはもう一-人サック 
スとパーカッシヨンが加わっている。 （い） 



Patrizio Alluminio 率いる3人組アルミノジェニは、72年にフォニットー 
LPQ より唯一のアルパムを発表している。キーボードトリオのスタイルは 
トリップと同じであるが、若干ボルテージは落ちる。サントラを含め5枚 
程出ているシングルはいずれもポップな音作りがなされている。これが彼 
ら本来のサウンドとも言えようが、本作では幾分ポップな要素を生かしな 
がらもパイブオルガンまで導入した典型的なキーボードロックが聰かれ彼 
らの作としてはむしろ異端的とも言えよう。ただ、時として本来の持ち味 
とブログレ的要索がうまくマッチしていない部分も見受けられ、完成度自 
体は今一つ。が、まとまりは良い方で、泥奥さの中にも味わいがあり、コ 
レクターからは割と受けが良い作品。 （江） 


ALPHATAURUS 

same title 

MAGMA キング 1973 年 

MAGL 18001 廃 K22P-328 廃 

A: PECCATO D’ORGOGLIO B:LA MENTE VOLA 
DOPO L'URAGANO OMBRA MUTA 

CROMA 


トゥディオ G によって設立された マグマ. レー 
ベル。アルファタウラスはその第一弾としてストゥディオ G のプロデュー 
スの下にリリースされた。メンバーは以下の通り。 ピエトロ •ぺツレグリ 
—二（キーボード）、グイド.ヴァツセルマン（ギター ） 、ジョルジョ.サン 
タンドレア（ドラムス）、アルフォンソ.オリーヴァ（ベース）、ミケ ー レ. 
バヴァロ（ヴォーカル)。スタイルとしてはさほど新しいものではなく、へ 
ヴィーで荒けずりなプログレッシヴ•ロックと言える。ただその荒けずり 
さが不思議な魅力をかもしだしているのも事実で、めずらしさも手 f 云って 
か一,時はかなりなプレミアムがつけられていたようだ。オリジナルは3面 
開きのジャケットである。 （山） 



ジェノバを本拠とするス 



ALUNNI DEL SOLE 

Dove Era Lei A Quell’Ora 


PROOUTTORIASSOCIATI : PA/LP-38 72 廃 


i : DOVE ERA LEI A QUELL ORA 
IL PAESE DEI 咖 ALU 
L* MU INN0CEN2A 
VENTO AZ2URR0, L ACQUA VERDE 
DEL PORTO OMBRE DI LUCI 
COLLANE n C0NCM6LIE 


: UN RICORDO 
COSA V06LI0 
FANTASIA 


PAOLO MORELU - VO ETC. 



ALUNNI DEL SOLE 

Tarante 

RICOROI SMRL 6248 79 廃 

6I0CATT0L0 

BIANCANEVE NON TORNA 
CANZONE ’INT’ ’0 SUONNO 
UNA F06LIA BRUCIATA 


: BELL'AMERICA 
INMMORARSI 
TUT ID COME UN ANNO FA’ 
TARANTE' 


「太陽の息子達」と名乗る彼らの記念すべき 1 st アルパム。60年代後半に 
シングルデビュー、本作リリース後はほぼ1年に1枚の割でアルバムを発 
表、10年以上を経た今もその輝きを失うことはない。イタリア独得の哀感、 
語り掛ける様なヴォーカル、溢れんばかりのストリングス、リリカルなピア 


60年代の中期から長い活動を続けるアルンニ.デル.ソーレである。パ 
オ ロ. モレルリを中心としたこのグループのサウンドは、最初期からほと 
んど変化しておらず、時代時代で身にまとう服が変わる程の変化で、イタ 
リアの愛を世界中に歌いかけている。本アルバムは79年にリコルディ.レ 


ノの響き…どれ一つを取っても叙情派サウンドの愛好者をセンチメンタル 
な気分にさせるのに十分すぎる位だ。さすがに最近はポップな色合いを带 
びて来てしまったが、それでも10枚以上の作品に共通の物哀しさが秘めら 
れており、時代を超越した美しさがそこにはある。そんなみずみずしさを 
常に保って行くことによって彼らのアルバムデビューの年は、'古き良き時 
代"の一言で片付けられてしまう様な、単なる安っぼい過去にはならなかっ 


一べルより発表されたもの。従来通り、ジャン. ピエロ. レベルベリの才 
ーケストラ • アレンジを加えて、甘い哀愁を秘めた歌声を聴かせてくれる。 
初期のものに比べると、アレンジがシンブルになっているが、やはり歌い 
まわしは彼等のものである。ジャケットはモレルリのペンシル画。聴いて 
いると、このレコードに出会ったイタリア中部の坂のある小さな町アレッ 
ツォの石だたみを想い出す。 （山） 




























ITALY 



ALUSA FALLAX 

Intorno Alla Mia Cattiva Educazione 


Fonit-Cetra KING K25P-428 廃 1974 年 

LPQ-09082 廃 

A: SOLILOQUID B: PER CHE HO VENDUTO 

NON FATEMI CASO IL MIO SANGUE 

INTORNO ALLA MIA PER INIZIARE UNA VITA 

CATTIVA EDUCAZIONE _ E’ OGGI, E' COSI ， 

FUORI DI ME POCOQUEL CHE CONOSCO 

DENTRO DI ME CIO, CHE NASCE CON ME 

RIFLESSIONE AL SPLENDITA SENSAZIONE 

TRAMONTO 

IL PESO DEL し E TRADIZIONI CARTA CARBONE 


74 年にフォニット•チヱトラから唯一のアルバムをリリースしたアルサ 
• ファラックスは、マニアの間でさえその名■をほとんど知られていない存 
在であろう。タイトルは邦訳すると「私の奇妙な教育法について」という 
意味で、全面を通じて短い曲が13曲もクレジットされていて、その全てが 
トータルな相関関係を成し* t いる。サウンドはプログレッシヴ • ロックと. 
しては極めてオーソドクスなスタイルを持ち、地味な印象さえ受けるので 
あるが、所々にユーモアをきかせた叙情的な展開はかなり魅力的といえる 
だろう。聴'く度に彼等のサウンドにはまり込んでしまうような不思議な魅 
力だ。 （山） 


ANONIMA SOUND LTD. 

Red Tape Machine 

ARCOBALENO ： ARCLP 000111 72 廃 
PRO ： VELIO GUALAZZI 


60 年代後半に CBS から Anonima Sound 名義のシングルを何枚か発表、 
Anonima Sound LTD . と改名して 72 年に本作をノ J リースしている。ドイツ 
ロックを思わせる暗い幕明けだが、間もなくやや古めかしい感じのブリテ 
ィッシュ風サウンドが支配的となり、結局これが最後まで続く。60年代の 
英国志向のサウンドはアナロジーなどと共通だがオルガンは余り多用せず、 
アコー スティック ギターを 重点的に使っているのが特徴。 ブルージーな 曲 
も聴かれる一方で、ピンク•フロイドなんかが時々やるフォークタッチの 
曲を思わせる部分も。演奏技術自体はそれ程でもないが、アナロジーに比 
ベれば録音状態は良い方。なお、レー-^ルのアル コバ レノは リコ ルディの 
傘下である。 （江） 




APOTEOSI 

same title 

s>aid Record 
MAP145 SI 廃 

AiEMBRION 

PRIMA REALTA’ 
FRAMMENTARIA 
RI VOLTA 


1975 年 


B:IL GRANDE DISUMANO 
ORATORIO (CORALE) 
ATTESA 

DIMENSIONE DA SOGNO 
APOTEOSI 


5 人のメンバーから成るアポテオジは、75年にこの素晴らしいアルバム 
を発表した知られざるグループである。静けさを誘なうピアノ、自由自在 
に繰られるシンセサイザー、伸びやかなギター、強力なリズム•弋クショ 
ン、そして音の波間に現われては花を添える美しい女性ボーカル。これら 
が彼等の魅力であるといえるだろ.う。ロックとクラシックのエッセンスが 
見事な調和を保って いる このアルバムから、彼らの求めていたものが全盛 
期イタリアン.ロックに見受けられるあくまでもイタリア的感性による狂 
おしいまでの美意識の発露であったことが伺える。決して派手ではないが 
極めて純粋な音楽的姿勢を感じ取れるアポテオジ。お粗末なジャケットに 


封じ込め闇に葬るには余りに惜しいグループである。 （鈴) 



ANALOGY 

same title 

VENT0TT0 PRVLP2204 72 


JUTTANIENHAUS-VO. 

H_J •“ MOPS” NIENHAUS-DS 
W0LF6ANG SCHOENE-B. 
MARTIN THURN-6.FL BONGO 
NICOLA PANKOFF-KBD. 

PRO: 赢 LDO PAGANI 


廃 


アナロジーは女性 1 人を含む 5 人組で、72年に超マイナー*レーベルの 
VENTOTTO から唯一のアルバムを発表している。クレジットされた.メンパ 
一名を見る限りイタリア人のグルーブではないようだ。音的にもさして取 


り上げるべきものは無く、60年代の英国を感じさせるオルガンが目立つ程 


度。ややポッブなパートも見受けられるが根本的にイタリアン • tr ックの 
本質からは外れた音で、演奏技術も若干劣る。その名のみが知られていた 
頃はコレクター達も騷いでいたが、実際に音を聰いた時点では失望した人 
もいよう。なお薄紙製のジャケにはメンバーのヌード写真、中には足跡を 
デザインした大型ボスターが入っている。結局、プログレファンにとって 
は単なる、'資料的価値"といったところか。 （江） 



ANTONIUS REX 

Zora 

TICKLE ：TLPS 5013 77 廃 


DORIS *' ZORA" N 册 T0N-KBD 
ALBERT GOODMAN-DS 
ANTONIO BARTOCCETI-6. VO 


ヤクラ解散後、リーダー格だった Antonio Bartoccetti は英国人と思わ 
れる2人と共にアントニウス • レックスを結成、77年に 1 st アルバム“ Zo ‘- 
「 a ” を発表した。ジャケットデザインにはヤクラの面影が残るが、より口 
ック的なアヴァンギャルド，ミュージックを目指していると思われ、シリ 
アスな部分はすっかり影を潜めてしまっている。ヤクラの曲も2曲、焼き 
直して演っているが若干迫力は不足している。ハープシコードは使ってい 


るものの、派手なギターやドラムスの導入など、より力強い音を目指して 
おり、その分キーボードの薄さが目立ってしまうためである。ヤクラの幻 
影を振り払ってから針を落とすべきであろう。なお、本作は翌78年に未収 
録の1曲を加え、ジャケ違いながら再発されている。 （江） 


AREA 

Crac ! 

Cramps 1975 年 

CRS し P5103 廃 

A: L'ELEFANTE BIANCO B: NERVI SCOPERTI 

LA MELA DI ODESSA GIOLA E RIVOLUZIONE 
MEGALOPOU IMPLOSION 

AREA 5 


アレアの 3 枚目のアルバムである '、クラック/〃 は初期のコミュニスト 
としてのアレアから後期のカオス的なアレアのちょうど中間にあたる時期 
に発表された。時期的な点のみならず、その音楽的内容においても、彼ら 
の一つの頂点を示すア.ルバムだろう 。 A - 1の流れるようなボ_カルの、 
爆発するような感性のほとばしりは、後期のアレアの妙にカオス的でシャ 
ー マニックな色彩はなく、地中海的な力強さに満ちている。リンゴをかじ 
る効果音が印象的なアジテート.ソングの A — 2、そして都市の生成と崩 
壊を表わした象徴的な A — 3と、息をもつかせぬ緊張の連続である。これ 
に対して B 面は多少緊張の糸が解けたような所もあるが、ジャズ • アルバ 
ムとしては出色の出来である。日本盤の発売を強く希望する。 （宇） 



版 































自らを「芸術家と職人」と名乗るアルティ.エ.メスティエリのデヴュ 
一•アルバム。その内容は、その名の通り高い芸術性と確かな技術に裏打 
ちされた超高水準のものとなっている。緻密に計算された構築美を基本と 
し、ジャズの即興性をもその要素として加え、徹頭徹尾緊張感溢れる音楽 
を創りあげている。正しく不滅の名作といえよう。彼らは ’75年に 2 nd ア 
ルバム 「Giro Di Valzer Per Domanij を発表。ややジャズ•ロック色を 
強め、より研澄まされた音は、 1 st に劣らぬ傑作であった。が、大幅なメ 
ンハ•一交替後、’79年に発表された 3 rd「Quinto Stato 」 では、高い技術 
のみでは良い音楽は生み出せない、ということを証明する様な内容に終始 
し、かつての栄光を汚してしまっているのは残念でならない。 （城） 


バリオー ニの 5 作目。若者の愛を描いた前2作でスターダムにのし上が 
.った彼だが、今度はシンセ奏者として日本でも良く知られるヴァンゲリス 
を迎えての意欲作だ。ピアノでトト.トルカーティも参加している。これ 
までのストリンダスに代わり、ヴァンゲリスの演出によるオーケストレー 
ション（キーボード群）を大胆に導入しているが、派手派手しいブレイや 
殊更構えたところも無く、典型的なラヴ.ソング•スタイルのポップスを 
中心に展開する。恋をささやく男女のシルエットをデザインしたジャケッ 
卜は、恋愛映画かムード音楽といった体でもあるが、作品の内容を端的に 
表したものとも言えそうだ。なお、オリジナルは見開きジャケで、裏面に 
歌詞を綴ったポスターが付されている。 （江） 



IL BALLETTO DI 

Sirio 2222 

R^A 

PSL-10459 廃 

A: A UN POSTO 
EH EH AH AH 
NEVE CALDA 
MATI ASPETTERO' 
MEDITAZIONE 


BRONZO 


1970 年 


B:GIROtONDO 
INCANTESIMO 
TI RISVEGLIERAI 
CON ME 
MISSIONE 
SIRIO'2222 



IL BALLETTO DI BRONZO 

YS 

Polydor ボリドール 1972 年 

2448 003 廃 23MM 0149 

A:INTRODUZIONE B: SECONDO INCONTRO 
PRIMO INCONTRO TERZO INCONTRO 
EPILOGO 


イル•バレット • デイ . •ブロンゾの幻のファー スト •アルバム。メンバ 
一のクレジットがないのでよくわからな いの だが、ギター、ドラム、 ベー 
ス、ボーカルの4人編成で、この.時点ではキーボードは参加していない。 
内容のほうは純粋なハード.ロックであるが、そうかといって決して出来 
は悪くはない。年代を感じさせるものの、まとまりがとてもよい。又、一 
曲だけ出玉の出来の曲があり、乙こではチェンバロ、ヴァイオリン、ピオ 
ラ、チェロを大胆にフューチャーしてイタリアンパロ ッ クの深遠な世界と 
バラードのリリカルな融合を聴くことができる。この後彼らはセカンド、 
「 YSj を発表後解散、又、キーボードのジャンニ•レオーネは EMI より LEO 
NERO / VERO というアルバムをリリ_スした。 （山） 


遅すぎた日本発売によって、ようやく多くの人々の知る所となったイル 
• バレット.デイ.ブロンゾの2 nd アルバム「イプシロン.エッセ」は、 
信じ難いまでの重厚さと神秘性に満ちた圧倒的名作だ。 ’72年というイタ 
リアン•ロック全盛時に生まれ出た名作群の中にあっても、この作品の存 
在感は絶大なものであると言えよう。ギター、キーボード、ベース、ドラ. 
ムの4人のメンバーは、4人が4人とも全編、これでもか、これでもかと 
ばかりに 攻擊 的な演奏を繰り広げ、聴き手にわずかな息をつく間さえ与え 
ない。アルバムは5つのパートから成るトータルなものだが、我々の予想 
を次々に覆しながら展開する 曲 作りは見事としか言い様がなく、十年以上 
の月日を経た現在も 斬新 さに満ち満ちているのである。 （城） 



42年、シシリーはカッターニャ生まれのカンタウトーレ。69年頃から作 
曲家として知られ、後に自らもカンタウトーレとしてデビュウ。75年にサ 
ンヴァンサン 夏の フヱスティヴァル 入賞作品、、ナタリー〃が有名。本アル 
バムは77年の作品で、ナタリーと較べると、都会的で、感情の起伏がなだ 
らかになり、悲しみを赤裸々に悲しみとして表現してしまわない昇華され 
た人生観がしつとりとしたストリンダスをバックに表現される好作品であ 
る。僕個人としてはこの作品以降の彼のスタイルを好む。以後一年に一枚 


ガリバルディ解散後の74年、ギタリストのバンビ.フォッサーティは前 
ガリバルデイのドラマー、 M •カッシネッリ、元ニュー.トロルスのパーカ 
ッ ショ ニスト、 R . ソムスンダラム、それにベーシストを加え本グルーブを 
結成、1枚のアルバムを発表した。ガリバルディ時代あれ程ジミへン風サ 
ウンドに傾倒したバンビだが、その面影は全く無い。力強さがまるで失わ 
れてしまつているのだ。クレジットによるとパーカッションが2人、バン 
ビ自らもマラカスを手にするなど、どちらかと言えばパーカッシヴな面に 


程の割合でアルバムをリリースしていたが、最近は新作の発表の噂を聞か • 
ない。日本でもキングより「愛を置き去りにして」がリリースされた。こ 
のアルバムも彼の持ち味を生かすことに成功した素晴らしい作品である。 

この作品に何も感じない方にはバルサモの良さはわかる_まい_ 


重きを置いている様で、全面を通じひずみのある荒々しいギターブレイと 
は無縁である。明るくゆったりとした曲作りが主流で、トロピカルな印象 
を与える。 （江） 






































ITALY 



BANCO DEL MUTUO SOCCORSO 

same title 


Ricordi キング 1972 年 

SMRL 6094 M GXH 2 〇ね廃 


A:IN VOLO B:IL GIARDINO DEL MAGO 

R.I.P. TRACCIA 

PASSAGGIO 
METAMORFOSI 



BANCO DEL MUTUO SOCCORSO 

lo Sono Nato Libero 

Dischi Ricordi キング 1973 年 

SMRL 6123 磨 GXF-2054 廃 

A: CANTO NOMADE B: LA CITTA’ SOTTILE 

PER UN PRIGIONIERO DOPO...NIENTE E’PIU’ 
POLITICO LO STESSO 

NON MI ROMPETE TRACCIA II 


ローマ出身のベテラン.グループ、 バンコの 輝ける 1 st アルバム。後の 
2 nd 、 3' rd 、 そして 6 th「Come In Un’Ultima Cena 」 と共に、イタリアン* 
ロック史上、決して忘れることのできない名盤中の名盤といえよう。表面 
的にはラフな感じを受け、そのためか低い評価を下す方もおられる様だが、 
むしろダイナミックな面が強調されたその演奏は、彼らの本質である繊細 
かつ優美な感覚とあいまって、非常にみずみずしい印象を与えてくれる。 
そうした点においてこの1 st アルバムは、彼らの全作品中でも最も魅力溢 
れる-枚だといえよう。なお、このアルバムのオリジナル•ジャケは、レ 
コードサイズの壺貯金箱型（もちろん平面）で、ジャヶ上部の穴から、な 
にやらオマケが出てくるというかなリ変態的な代物である。 （城） 


バンコ . デル•ムトウ オ. ソ ッ .コルソの サード. アルバム。 彼等の結成 
はジヱネシス や ジェントル.ジャイアントといった 英国の バン ドに触発さ 
れ ての 事では あっ， たが、 ノチヱンツィ 兄弟の キーボード、 フランチ ヱ スコ 
•ディ • ジャコモの 唱法に代表されるまごうかたなき民族性は デビュー 当 
初より第一級の独自性を示していた。熱狂と悲愴とが入り混じり眩を禁じ 
得ない前作 「 DARWIN !」 に比べ， このサードは 整然とした印象を与える。 
A 面で聴かれる アコースティック.ギターの 織り成す牧歌的な調べは新境, 
地と言える。しかし初期 バンコの 魅力——前衛精神と気高い f 云統美との見 
事な共存は ここで も失なわれていない。相変わらずの演奏水準の高さには 
吉を巻く。 （古) 



J.B.BANFI 

Glaxy My Dear 

RED VPA 123 78 廃 

J.B.BANFI-SYN. KBD. 

PRO ： A. BRIVIO, S.VESCHI 



IL BARICENTRO 

Sconcerto 


El3C 064-18152 76 廃 

i ： SC0KERT0 
LIDO BIUCD 
ICRIDIMI EPAMLLELI 


：AFU 

PIETK « LUNA 
DELLiVENIS 

C0MUNCHE...(T0D0 M0D0) 


元ビリエット.ペル•インフエルノの キーボー ドブレイ ヤー、 バフォ. 
バンフィは最近ではベテラン歌手ミーナのバックを務めるなど、スタジオ 
ミュージシャンとして活躍中だ。本作はビリエット解散以来4年ぶりに発 
表した 1st ゾロアルバムである。しかし、昔のシンフォニックな面影は既 
に無い。裏ジャケにショルツの言葉が記してあることからも分かるように、 
完全に彼を意識したエレクトロニクス作品となっているモノトーンの寂 
しさは無く、割と活発なシンセ音が飛び交う。レベルとしてはヴァルター 
•クリスチャン.ローテのソロあたりと同程度で、部分的には晩期のエル 
ドンを思わせるパートも。なお、この後ドイツの 1C レーハ^レから2枚の 
作品を出すが、やはりシンフォニック色は薄い。 （江） 


RCA レーベルの数あるグループ達の中でもひときわ異彩を放っていたテ 
クニ カル•シンフ ォニック. グループ Festa Mobile。 彼等はおしぐも一枚 
のアルバムのみで解散してしまうが、実は若干のメンバー•チヱンジの末 
にバリチュントロ（重心の意味）と改名し、2枚のアルバムを EMI に録音 
した。サウンド.イメージはシンフ ォニッ クからジャズ •ロッ クへと移行 
したが、あいかわらずアレンジとソロ •プレイの均性の取れた高水準な演 
奏を繰り広げてくれている。2枚とも良いが、どちらかを取れといわれれ 
ばこのファ_ストであろう。ダブル.キーボード•スタイルの4‘人編成で、 
イタリアのこのカテゴリーの作品としては、アゴーラ、エトナ、ノヴァ、 
アルティ等と並び称しうる傑作アルバムである。 （山） 





LUCIANO BASSO 

Voci 


Ariston 

ARLP/12288 廃 


1976 年 

A:PRELUDIO 

B:VOCI 

ECHO 


PROMENADE T 
PROMENADE II 。 



ル手アーノ.バッソはシリアス.ミュージック畑の素養を生かして、麗 
美なサウンドを_り出すアーティストである。76年にリリースされたこの 
ファースト .アルバム「ボーチ」では、バッソの奏でるピアノ、 メロ トロ 
ン、 チェンバ_ 口、 オルガン等を中心に、 ヴァイオリン、 チェロ、 コントラ 
バス、 ギター 等のリード楽器を巧みにからませて見事な叙情美を創り出す 
ことに成功している。次いで78年にセカンド.アルバム 「 COGtl IL 
GIORNO」（ARISTON AR / LP /12333)、80 年にサード. アノレノ <ム '" LU ¬ 
CIANO BASSO 」（ AR / LP /12374) をリリース。セカンドは、ソプラノ •ヴ 
ォイスを加え、より完成されたアンサンブルを聴かせてくれる。サードに 
なると、現代音楽的な要素が強くなっていて、〇ック畑の人間には多少、 
難解な印象を与えるかもしれない。 （山） 


FRANCO BATTIATO 

Fetus 


Bla ...Bla 
BBX し -1001 廃 

A: FETUS 

UNA CELLULA 
CARIOCINESI 
ENERGIA 
FENOMENOLOGIA 


1972 年 


B:MECCANICA 

ANAFASE 

MUTAZIONE 


鬼オバッティアートの記念すべき第 1 作。タイトルも「胎児一 ins 界へ 
の回帰」と以降の変容をキ想させる。密度の高い内容を難解めかさずにア 
ピールす るカリ スマ ティックな才能は計り知れない。続いて発表された P - 
ollution と共にこの意味で彼の本領が伺われる。ヴァンゲリスや J - M - 
ジャールの 耽美性にクリティカルなアイロニーを加えながら観念主義に陥 
らないのは懐疑的で i 剣な音楽家であるからである。しかも彼の詩人肌が 
ユーモアを理^する性のものなので硬質な死物にならない。現在大ヒット 
中の作品群はポップ.ミュージック全盛時代へのアンチテーゼであり、な 
おかつ作品として蛙力的な輝きを放っているという不可思議なものだ。近’ 
作の L’arca di No 6 はフヱアライトを駆使して製作されて.いる。 （岡） 






























LUCIO BATTISTI 

Umanamente Uomo : II Sogno 

Numero Uno RCA 1972 年 

ZSLN 55 060 逢 6194 廃 

A:I GIARDUVI DI B:COMUNQUE BELLA 

MARZO IL LEONE E LA 

iNnocenti evasioni gallina 

...E PENSO A TE SOGNANDO E 

UMANAMENTE UOMO ： RISOGNANDO 

IL SOGNO IL FUOCO 



LUCIO BATTISTI 

Anima Latina 


Numero Uno RCA- 6283 M. 1974 年 

DZSLN 55675 m 


A:ABBRACCIALA 
ABBRACCIALI 
ABBRACCIATI 
DUE MONDI 
ANONIMO 

GLI UOMINI CELESTI 


B:GLI UOMINI CEL.ESTI I 
DUE MONDI 
ANIMA LATINA 
IL SALAME 

LA NUOVA AMERICA ■ 
MACCHINA DEL TEMPO ^ 
SEPARAZIONE NATURALE 


イタリアン•ロックの基盤を作ったルチオ.バッティスティは作詞家、 
モゴールとともにヌメロ.ウーノを設立し、フォルムラ.トレ、 P . F . M . を 
デビューさせたことは既知のところであろう。彼は’リコルディよりオムニ 
バスを除く 3 枚のアルパムを発表しており、本作は自らのプロデュースに 
よる通算、 4 作目に当たるとともにヌメロ •ウーノにおける彼の初作でも 
ある。トニー■チッコ、マリオ.ラヴヱッツィ等をバックに彼の歌声はリ 
コルディ時代に比べ、よりリラックスしており、彼の持ち味が確実にイタ 
リアという土地に根付きながらオリジナリティーに满ちた形で開花してい 
る。 彼と モゴールのペンによる B — 3 、「ソニャン ド •エ.リソニャン ド」 
はフォルムラ • トレが 3 .作目で取り上げた曲と同曲である。 （松) 


現在も一線で活躍するルチオ•バッティスティのこの作品はヌメロ•ウ 
ーノ移籍後、 4 作目、オムニバスを除く通算 7 枚目に当たる。本作までの 
アルバムに、しばしばフオルムラ.トレのメンバーが起用されたように、 
ここでもアルベルト•ラディウスとマリオ•ラヴヱッツィが参加している0 
前作は彼がブラジルから戻っての制作であり、それを反映してか部分的に 
サンバのリズムやパーカッシヨンが前面に出ていた。本作にもその傾向は 
認められ、やや複雑な音作りであるが、彼なりに見事に処理されている。 
これ以後、インターナショナルな方向性を前面に打ち出し、現在までに 13 
枚ものアルバムを発表している。作詞はモゴール、バッティスティはヴオ 
一カル、ギターのほかピアノとアレンジも手懸けている。 （松） 


LOREDANA BERTE 

Streaking 

C 明 :69073 .74 M 

LOREDANA BERTE - V0 
PRO : ENRICO RICCARDI 


とても美しいカヴァーテザインが印象的なロレダナ.ベルテの 1 st アル 
バム。アクア•フラジーレの 1 st より一回り大きい6面開きのジャケの内 
部はタイトルからも想像がつく様に彼女の全裸写真で綴られており、話題 
性も十分と言える。ただ、薄手のジャケのため傷み易いのが難点。ジャケ 
のイメージとは裏腹に、音の方は軽快なノリで押す割とオーソドックスな 
ロック調のナンバーが目立つが、彼女の持ち味であるハスキーヴォイスが 
十分に生かされた展開で、元デリリウムのイヴァノ •フォッサーティ参加 
の下、現代風の音作りで迫る近作とは異なる素朴な味わいが感じられる。 
2 nd “Normale 0 Super ” ではロック色が薄まり、歌物としての体裁もかな 
り整ってくる。 （江） 




BIGLIETTO PER L1NFERN0 

Same title 


1 rident 
TRI 1005 廃 

A:ANGIA 

CONFESSIONE 
UNA STRANA FEGINA 


1974 年 


B:IL NEVARE 
LAMICO SUICIDA 


トリデントの 5 番、ビリエット.ペル.•リンフェルノは、先に日本発売 
されたムゼオ. ローゼンバッハやイ ル.バレット.ディ. ブロ ンゾ ふし 
て同じトリデントのセミラミスなどと並ぶ、イタリアン.へヴィー.シン 
フォ ニック. ロックの極致をゆく名作だ。決して器用とはいえない が 終始 
迫力一杯のギター、エフェタト処理によって多彩な音色を聞かせるキ•ーボ 
ード、そしてある時はたたみかける様に、またある時は舞うように吹かれ 
るフルートなど、どれもが素晴らしい。なお'、キーボードのバフオ.バン 
フィは、後に レッド. レーハ:ルから1枚、またドイツ•の I C レーベルから 
2枚の ソロ •アルパムを発表しているが、内容はシュルツ ヱ 風、あるいは 
.ポップで、いずれもこのビリエットの影を見ることは全くできない。（城） 




BLOCCO MENTALE 

Poa 


Titama 
BM 2301 廃 

A: CAPITA 
ARIA E MELE 
IMPRESSIONI 
10 E ME 


1973年 


B: LA NUOVA FORZA 
RITORNO 
VERDE 


LA BOTTEGA DELL’ARTE 


Dentro 

EMI 

3 C 064-18248 廃 

A: DENTRO 

IL SUO SGUARDO 
LA MALINCONIA 
LA MIA POESIA 
CHE DOLCE LEI 
A RENEE 

CANZONE DEL SOLE 
D'INVERNO 


.1977 年 


BiQUANDO UNA DONNA 
INCONTRO 
MUSICANTE 

QUESTA SERA E PER NOI 
L'ULTIMA STORIA 


このブ ロッコ . メンターレは Durium レーへ i ルの 販売傘下に ある Titania 
レーハ:ルから本作品「ポア」を発表した。おそらくこれが唯一のアルバム 
と思われる。メンバーは G. ， Key., B. ， Dr .， そして Flute & Sax の 5 人で、 
Vo. は主にベーシストと管楽器奏者の 2 人が担当している。表ジャヶの中央 
に見える花の部分はくり抜かれていて、中ジャヶでは白い服をまとった5 
人のメンバーがその花のまわりで手を差しのベて立っている。音の方もそ 
んな雰囲気を反映して、とても優しく暖か味のあるものになっている。演 
奏スタイルは随所にメロトロン、ピアノ、フルートなどをちりばめた当 
時のイタリアのごく平均的なもので、斬新さなど少しもないが、それでも 
すがすがしさを伴ったこの美しさには、心魅かれるものがある。 （城） 


ボッテーガ•デラルテのセカンドアルバム。イタリアのいわゆる 1 ラヴ 
.ロック.グループ」、例えばイル.ジアルデイ ーノ •デイ.センプリーチ 
やジー. メン 等のカテゴリーに属するグループであるが、極めて質の高い 
演奏を聴かせてくれ、又、メロディーラインの美しさも特筆すべきで、こ 
こにとり上げることになった。ピアノ、クラヴィネット、アーブ、ミニ* 
ムーグ 、ハモンド. オルガン、 メロ トロン等、多彩なキーボード群により 
厚みのある、しかもとてもイタリ T らしい哀愁に满ちたサウンドを聴かせ 
てくれる。 ピエロ. カラブレーゼ、マッシモ.カラブレーゼ、 ロマーノ. 
ム ズマ ッラ、フエルナンド.チュッチ、アルベルト.ノくルトークの 5 人の 
男達により創られた。 （山） 
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ITALY 



BRAINTICKET 

Celestial Ocean 

RCA 1973 年 

DLISP 34158 廃 

A:EGYPTIAN KINGS B:THE SPACE'BETWEEN 
RAINBOW COSWIC WIND 

ERA OF TECHNOLOGY VISIONS 
TO ANOTHER 

UNIVERS 



ANGELO BRANDUARDI 

Alla Fiera Dell’Est 

Polydor 1977 年 

2448 051 

A:ALLA FIERA B:IL DONO DEL CERVO 

DELL'EST IL FUNERALE 
LA FAVOLA DEGU CUOMO E LA NUVOLA 

AIRONI SOTTO IL TIGLIO 

IL VECCHIO E LA CANZONE DEL 

FARFALLA RIMPIANTO 

CANZONE PER SARAH 
LA SERIE DEI NUMERI 


「COTTONWOOD HILL」(BLPS-19019) 、 「PSYCHONAUT」(BI 15 
156) のアルハ•ムをドイ ツ のべラフォン.レーベルからリリースしていた ブ 
レイン.ティケットのサード.アルバム。73年にリリースされた。本アル 
バムでのメ ンバー はジョ エル.ファン ドル_ゲン ブロック、カロー レ•ム 
リエル、バーネイ•パルムの3人で多種のキーボードを中心にシタール、 
ドラム、エコーのかかったヴォイス等をちりばめたトリップ • サウンドを 
演奏している。しかし決してたれ流し的なものではなく、曲としてバラン 
スよくまとめられているので極めて完成度は高い。他の2枚とは比べよう 
もない程の名盤といえよう。メンバーはイタリア、ドイツの混合チームと 
思われる。尚、特大の楽譜とおぼしきポスターが付されている。 （山） 


イタリアを代表するカンタウトーレであるアンジヱロ .ブランドゥアル 
ディは73年にデビューし、 RCA より2枚、ポリドールより6枚のアルバム 
を本国で発表している。1作目と8作目はポール.バッ クマ スターのアレ 
ンジだが、本作を含め殆どの作品でアレンジ他を務めているマウリツィオ 
• ファプリツィオの存在を抜きにブランドゥアルディを語ることはできな 
い。地中海民族音楽を彼の感覚で処理したメルヘン的な特徴あるサウンド 
は、バンコのジャンニ.ノチエンツィも参加したサード.アルバムに当た 
る本作をはじめ、いずれの作品にも流れている。なお、ピート•シンフィ 
—ルドが英訳し.た「ハイダウン•フヱアー」は本作の英語版である。この 
作品はイタリア盤のみリーフレットが付けられている。 （松） 



1983年にリリースされたアルパム。ポール•バックマスターを起用した 
前作が不評であっただけに従来通り、アレンジャーにマウリツィオ.ファ 
ブリツィオを迎えたこのアルバムの完成度の高さは嬉しく、後期の作品の 
中では一つの頂点を形成する作品である。彼が大々的に ヨーロッパ •ツァ 
一を行なった最後のアルバムでもある。この後、85年にリリースされたイ 
ーツの詩に曲をつけた最新作では、小編成での演奏で、ツァーも国内だけ 
のものであった。彼のポリシーが一徹であるだけに、時代の流れの外側に 
位置してしまったということであろうか。今後はサウンド • トラックスを 
手がける方向に進むようだ。多くのカンタウトーレ達がアメリカ志向にな 
っている今、彼のアイデンティティーは重要である。 （山） 


カリ フィ はキーボードを フィー チュアした極く標準的なロッ クパン ドで 
プログレ色は薄い。 A 面4曲、 B 面5曲で、割と緩やかなタッチの曲とア 
ッブテンポのハードな曲に分かれており、オルガンが余り前に出て来ない 
場合はギターが主導権を取っている。全体的なイメージとしてグルーブ自 
体の目指す方向性が今一つはっきりせず、中途半端な印象を与える。ただ 
A 4のインストではパイプオルガンまで用いた驚異的なブログレナンバー 
を披露、リスナーの度肝を抜く。途中ジャジーな展開を織り交ぜながら、 
力強いドラミングに乗ってキーボードワークで押しまくるというまさに白 
眉の出来。これだけのプレイが出来ることから、本気でブログレッシヴロ 
ックを志していれば傑作を残していたことだろう。 （江） 



CAMISASCA 

La Finestra Dentro 

BLABLA BBXL 10005 73 廃 

A：UN GALANTUOMO B ： JOHN 

HO UN GRANDE VU0T0 NELti UN FIUME Dl LUCE 

TESTA IL RE6N0 DELL'EDEN 

SCAVANDO COL BJUHLE 



CAMPO Dl MARTE 

same title 

United Artists 1973 年 

UAS 29497 廃 


A-.PRIMO TEMPO 
SECONDO TEMPO 
TERZO TEMPO 
QUARTO TEMPO 


B-.QUINTO TEMPO 
SESTO TEMPO 
SETTIMO TEMPO 


今や大スターとなったフランコ.バッティアートだが、70年代には彼は 
自らのレーベル BLA BLA を設立し、意欲的、前衛的なポリシーを持つアー 
ティスト達のレコードをリリースしていた。これらのグループにはカブシ 
クム.レッド、アクチュアラ、オサージ.トリベ etc. がいるが、このユリ 
.カミサーシャなるシンガーも BLA BLA が世に送り出した極めて個性的 
なソングライターである。ギターの弦をかきむしるような多少神経症的な 
歌声もさることながら、アナーキックなディストーション • ギターを用い 
たと思うと生ピアノとチヱロでバックを演奏したりと革新的なセンスの良 
さを感じとることができるだろう。オザンナと同様イタリアの「闇のサウ 
ンド j を象徴するカミサーシャは従来のカンタウトーレとは一線を画する 


カンポ.ディ.マルテとはマルス広場の意味。神話上の人物、軍神マル 
スの名をとったもので、実際に同名の広場もイタリアにある。本アルバム 
は73年にリリースされたもので、全体的にへヴィーな内容ではあるが、単 
なる ハー ド •ロッ クとは明らかに一線を画している。イギリス人を1人含 
む5人のアーティストにより演奏されているが、変拍子を使用したり、フ 
ルート、ホーン、メロトロン、ピアノ、オルガン等を随所にちりばめたり 
と、変化に富み、なかなかの好盤といえるのではあるまいか。筆者個人と 
しては、ジャケットのセンスの悪さが気になるが、このジャケットだけで 
内容を判断してしまっては危険であるように思う。唯一のアルバムと思わ 
れる。 （山） 



































CANZONIERE DEL LAZIO 

Spirit。Bono 

laiINO IT6L 1400 6 75 廃 

A ： BALLO IN IE (FESTA) B ： M08TE Dl PULCINELUk 

IALLU SPIIITO BONO 



CAPITOLO 6 

Frutti Per Kagua 


IT ZSLT 7001 4 72 廃 

E.DE AN6ELIS 
F OE 6RE60RI 
L. DONATI 
L. BERTI 
R. BARTOLOTTI 

PRO ： FRANCESCO TESSANOORI 


ヨーロッパ各国には自国のトラッド•ミュージックとロックの融合を試 
みた数多く の アーティストがいる。イギリ スの フェアポート. コン ヴェン 
シ ヨン、 ステイール アイ. スハ 。ン、アイ ル ランドのサブライ•アンド. デ 
ィマン ド.カーヴ、 フランスのマリコル ヌ等はそれらを代表するもので あ 
ろう。イタリアにおいても、 マウロ •パガーニの 1st ソロがその種の作品 
として 広く 知られているが、パガー ニが一 時在籍したカン ツォーニエレ. 
デル. ラッツィ ォもその分野では長いキャリアを持つグループである。本 
2nd でも地中海音楽を巧みに ロック に取り入れ、一部ジャズ的要素を加え 
て、彼ら独自のサウンドを作り出している。民族音楽色の濃いボーカル、 
カルロ •シリオットの素朴なハ♦イオリンが印象的である。 （賀） 


ハード•プログレッシヴ.グルーブ、カピトロ.セイは72年にアルパム 
• デビューを飾っているが、ポップス様のサウンドも得意としていた様で、 
同年のサンレモフュスティバルにも参加している。しかし本作では硬質的 
なヴォーカルとへヴィなギターによる攻撃的なサウンドが目立つ。フルー 
卜の導入はデ•デ • リンドあたりと共通な構成だが、それ程シンブルな音 
ではなく、全体的に多少入り組んだ印象を与える。部分的にはプロセッシ 
ョンに近い所もあるが、 A 面終盤から B 面にかけて割と哀感を带びた展開 
が見られるほかは、イタリア的な感性は余り現れて来ない。むしろ、音の 
端々に時として暗い陰が感じられる。まず標準作と言えるが、長い曲にな 
るとそれを支える展開力に若干乏しい嫌いがある。 （江） 
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カプリ コーン•コレー ジ ヱの 1st アルパム。 根本的には ピアノ、フルー 
卜、サックスそれに軽やかなリズムセクションを中心に据えたイージーな 


音が下地である。次作や Capricorn College Brass 名義のシングルを賊け 
ば明白だ。ただ、本作ではイタリア臭い情緒的なナンパーが6割方を占め、 
そこそこのサウンドが楽しめる。演奏技量、録音状態の面では今一つだが、 
全体的に非常に柔らかな音作りがなされ、チヱンバロの導入が効果的で、 
クラシカルな趣をも湛えている。A3、5あたりはなかなかの佳曲と言え 
よう。また、 B1 などではリズミカルなピアノ、パーカッションがイージ 
一な雰囲気を漂わすが、ヴォーカルが入ると一変してイタリア特有の哀愁 
が満ち溢れてくる。 （江） 



CAPSICUM RED 

Appunti Per Un’ldea Fissa 


Bla-Bla 

BB し -11051 廃 

A.PATETICA 
1 。 TEMPO 
2° TEMPO 
3* TEMPO 
LO SPEGNIFUOCO 


1972 年 


B:EQUIVOCO 

RABBI A & POESrA 
CORALE 


このアルバムー枚を発表して解散したカプシクム•レッドは、現在イ* 
プーのベー シストとして 活躍 中のレッド•カンツィアンが在籍していたグ 
ループ。 彼はギターとボーカルを担当している。 A 面では ベートーヴェン 
のピアノ.ソナタ第8番「悲愴」——奇しくもラッテ • エ•ミエーレの「パ 
ビヨン」 でも用いられていたが——がロック風のアレンジで全曲演奏され 
ている。タイプとしてはリック.ヴァン.ダー•リ ン デン率いるオラ•ンダ 
のエクセプションあたりが思い浮かぶが、イタリア的叙情に彩られた演爭 
には未完成ながらも捨て難いものがある。この内容がら察するに、イ • プー 
の「パルシファル j、 「ロマン組曲」といった気品あふれる名作群は、レッ 
ドの加入に依る所が大きいとも思われるのである。 （古） 



Mario Panseri 参加のこのアルバムはアコースティックで地味な印象が 
強いサウンドであるにも拘わらず、聴く度に、新鮮な感動を与えてくれる。 
別段キーボードが縦横無尽に飛びまわる訳でもなくむしろその役割は色彩 
を添える程度に止まっているのだが、それでも尚、全編を包む言葉になら 
ぬ余情と奇妙な温もりは Capuano 自身のボーカルと Panseri の素晴らしい 
アレンジ能力に因るのだろう。，8つのパートに分けられ、トータル.アルバ 
ム的色合いの濃いこの作品は、ボーカリストのアルバムであり乍、極端にボ 
一カルパートを抑え、その展開の妙、構成力には驚きを禁じえない。（鈴） 


ジ エツ トの シングル や女性 シンガー、ジョヴァンナの アル パムでアレン 
ジを担当しているニニ，カルッチは、自らも少なくとも2枚のリーダーア 
ルバムを作製している。 1st と思われる本作ではかなり良質なプログレッ 
シヴ • ラヴロックが楽しめる。ピアノ、 ac ギター、 ス トリ ングス 等による 
きれいなメロディーが持ち味だが、露骨なイタリア色は抑えめ。同国の歌 
物作品によく見られる叙情的なフレーズの、'波状攻撃〃は余り無く、どち 
らかと言うとサビの盛り上げ方で勝負する実力派の作品だ。驚く程ポップ 
で、 それでいて全く俗っぽいところが無 いのもい い。もう一枚のアルバム 
は75年に Ultima Spiaggia から出された“ Da Bambino Di Hanno Detto” だ 
が出来としては本作の方が上。 （江） 
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CATERINA CASELLI 


Primavera 

CGD 

69071 廃 

A: PRIMAVERA 
MOMENTI SI 
MOMENTI NO 
DE SIDERARE 
IL MAGAZZINO DEI 
RICORDI 
UNA GRANDE 

EMOZIONE 
PRIMA NON SAPEVO 


1974 年 


B:IO DELUSA 
PIANO PER NON 

SVEGLIARTI 
BUIO IN PARADISO 
NOI LONTANI NOI 
VICINI 
PRIMAVERA 

ひと 


カテリーナ•カッセーリは、カンツォーネ畑で活躍する女である。場違 
いな印象を受けるかも知れないがこのアルバムだけは特別に紹介する必要 
がありそうなのでここに掲げることになった。プリマヴヱーラ——「春」 
を テーマに するトータル的な色彩が濃く、壮大なオーケストラをバックに 


切々と歌い上げる彼女の歌声は、まるでイタリアの栄光の日々をさすらう 


かのようでもある。ジャケットはボッティチェッリの「春」をあしらった 
もので、外ジャケはモノ •トーンで、そして内ジャケはフル•カラーで「春」 
が描かれている。プーの 「パル シフ アル」 をはるかに上回る感動を与えて 
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same title 





Grog 

GRL 02 廃 

キング 1976 年 

K22P-I84 廃 



、.■•つ ■=■ 

••こ • •' 

A: PRINCIPE DI GIORNO B:GIOCHI NELLA NOTTE 
FA VOLE ANTICHE LA GRANDE I SOLA 

EFTUS LA DANZA DEL FATO 

L’lMBROGLIO 


' い :.:::: 麵:！ 





わずか5枚のアルバムをリリースして消滅したグロッグ.レーベル。そ 
の中でもこのチェレステはひときわ高貴な光を放っている。メンバー等に 
関して詳しい事は伝わって来てはいないが、アコースティック*ギター、 
ベース、 フルー トを中心に曲は進行し、メロトロン、シンセサイザー、時 
折思い出したように用いられるパーカッションが花を添えるといつたもの 
である。このように彼等の音楽は非常に静的、内省的であり、幼な子が初 
めて世界を目の前にした時のような純粋な驚き、不安、感動に満ちている。 
地味ながら深い味わいを持つこのチヱレステ、実に愛すべきアルバムであ 


くれることを確信する。74年一 1 往年のイタリアの芽吹きを感じさせる一 る。メンバーのうちサックスとキーボードが、同じくグロッグよりリリー 

枚である。 （山） スされたピッキオ.ダル•ポッツォのファーストに参加している。（古） 



オザン ナ ー派の 数あるアルバムの中でも パレ ポリと 並び 称される名盤で 
ある。 ダニー ロ. ルスティ ーチの 弟、コルラド.ルスティー チの バン ドで、 
コルラ ドは後に ダニー ロと共に ノヴァ を結成することになる。73 年に リリ 
ースされた本アルバムの内容は、ギリシアの古伝説に基づく 「メロス」 の 
物語である。サテュロスの夜宴から物語は幕を明け、フレスコ画と称され 
た不思議な象徴詩に致るまで美しいイタリア語の響を伴いながら圧倒的な 
曲展開をする。 コルラ ドのギターを中心に各人が使い分ける多数の楽器が 
怖るべき変拍子を伴いながら古伝説を見事に現代に甦らせている。ダニー 
口とエリオ • ダンナの協力の基に作成された。しかしこの素晴らしい内容 
とは裏はらにチ エルヴェ ロの活動は、はかなく短いものであった。 （山） 


チェリー•ファイヴは、ゴブリンのクラウ ディオ. シモネッテ ィ とマッ 
シキ.モランテのユニットで、彼等2人が全ての曲を書き下している。ド 
ラムをたたいているのは、名作「オペラ.プリマ j を作成したルスティヶ 
ッリ+ ボルディーニの カルロ •ボルディーニ。 内容は割とハードなプログ 
レッシヴ.ロックと呼べるもので、時折前にでてくるメロトロンの響きが 
なかなか魅力的である。ゴブリンの一連の作品から、想像するのはむずか 
しいだろうが、強いて言うとするならば 「IL FANTASTICO VIAGGIO 
DEL “ BAGAROZZO ” MARK 」 あたりの作風に近いような気もする。全 
体的に軽快な曲が多く、多少物足りなさも残るが、一聴には値すると思う。 

(山） 



フオル ムラ. トレのドラマー、トニー. チ ッコが グループ解散後チコと 
名を改め、 ソロ •シンガーとして初めて発表した のがこの 名作 1 ノッ テ」 
である。 ここでの チコは水を得た魚の様に生き生きとして見え、その歌唱 
もアップ.テンポなナン八一からしっとりと歌いあげるバラードまで、彼 
の実力の 程を示す素晴しさである。加えて パオロ. オルミによるオー ケス 
トラ.アレンジが 哀感たっぷりに愛の物語を盛り立ててゆく。 この 後チコ 
は同傾向の 2 nd とべスト.アルバム、 CGD より EMI 移籍後にも2枚程アル 
バムを発表す るが、 彼の ロマン ティックな持ち味は失われているよつだ。 
どこに でもありそうな男と女の情景を ファンタジー へと昇華してしまった 
彼の名はしかし、決して忘れられることはないであろう。 （古） 



CINCINNATO 

same title 


PDU PLD.A5091 74 廃 

GIANNI FANTUZZI-B. 

GIACOMO URBANELLI-KBD. VIB. 
ANNIBALE VANETTI-B 
DONATO SCOLESE-PERC. 


PDU から唯一のアルバムをリリースしているチンチナートはアヴァンギ 
ャルドなジャズ.ロックを得意とする。ピアノがサウンドの核をなし 、 A 
1ではそれにひずんだギターが絡みロック色の濃い演奏を聴かせる。しか 
し全体を通して見ると、ジャズ風のインストパートが大半を占め、ヴォー 
カルは一部で聴かれるのみ。演奏の端々に ''技巧派〃を目指しているフシ 
が伺えるものの、アルティ•エ•メスティエリあたりと比べ隔たりが感じ 
られるのは仕方あるまい。録音状態が完璧でないせいもあろう。曲構成は 


A 面3曲、 B 面は1曲で全て費やしている。メロトロンは B 面の中程で顔 


を出すが、若干の哀愁をそそるのみで、シンフォニック通を満足させるま 
でには至っていない。 （江） 
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A Box 

1972 年 

B:NEED 

WHEN THE SUN REFUSES 
TO SHINE 


サーカス2000(ドゥエミッラ）のセカンド LP である本作品は、残念なが 
ら日本では知名度も人気も低い。編成は女性ヴォーカル、ギター、ベース、 
ドラムスと比較的才ーソドックスなタイプで、サウンド的には早い話アシッ 
ド.ロックである。だが当時の他のバンドのように混沌だけを売り物にし 
ている訳ではなく、整然としていて心地良い、フォーク.ロック風に始ま 
る A — 1を頭だけ聴いて「ようするにジェファーソンか j と思う人も大胆に 
ギターが入って来ると意見を変えざるを得なくなるだろう。 B - 1に至っ 
ては、もはや完璧に乱れたメロディーが暴れ回っている、というよりも散歩 
している。本国では日本よりも高価で売買されているようだが、メンバー 
の写真を見て納得してしまった。ハッキリ言って眼がキマっとるわ。（千） 




CITTA FR0NTALE 


same title 


Cas 

Fonit Cetra KIMBK25P-472 廃 1974 年 

LPX 45 廃 

1 

A:ALBA DI UNA CITTA 
SOLO UNITI … 

EL TOR 

DURO LAVORO 

BiMUTAZIONE 

LA CASA DEL „ 

MERCANTE'SUN 
MILIONI DI PERSONE 
EQUILIBRIO DIVINO? 

Coc 


ドスケイプ.オブ.ライフ」が発表される少し 
ダンナと ダニー ロ.ルスティーチはクラウディオ 
• ロッキと活動していたドラマ—、エンツォ•ヴアリチェッリとピンク. 
フロイドの「狂気」に参加していたライザ.ストライクを加えウーノを結 


オザンナの4枚目「ラ 
前の74年6月にエリオ- 


成、残りのリノ.ヴァイリッティとマッシモ.グァリ ーノは 新たに4人の 
メンバーを加え、チッタ.フロンターレを作る。ウーノとは違い、全曲イ 
タリア語で唄われ、曲もリノとマッシモが全て書いている。しかし、この 
アルバムー枚で行方不明となってしまった。ジャケットはウーノ、「フンド 
スケイブ j と同じくドラマーのマッシモのデザイン。メンバーは実際は 5 
人だが一人のホーン奏者の名前は判っていない。 （い） 



ジャケットとはうらはらにラヴ • ロック色の.強いサウンドを聴かせる。 

イタリア語のヴォーカルが見事に溶け込んだ A -1 は、美しいメロディがち 
りばめられており、演奏も仲々良く、単なるラヴ • ロックと片付けてしまう 
には惜しい。その後、平均的な曲が続き、多少我慢していると、シンセの 
哀愁のあるイントロで始まる B -3 で、再びすばらしさを思い知ることにな 
る 。II Giardino Dei Semplici , La Bottega Dell’arte に通じる美しい曲。短 
いのが難点だが、インストゥルメンタルの B -4 は一番プログレ色が強い。 
叙情性あふれるこういった曲は、イタリアならではのもので、他の国々の 
追随を許さない。ボローニャでの録音となったのは、ローマ、ミラノ、卜 
リノといった都市においてこの手の音はすでに廃れていったあおりだろう 
か。 （吉） 


リッカルド.コッチャンテの中で最もプログレッシヴな作品は、パオロ 
•ルスティケッリらを加えた Mu であろうが、より、内省的な作品として 
何を選ぶかといえば 、 Concerto — か、本作である。 Concerto 〜ではヴァ 
ンゲリスをアレンジャーを迎えたが、ここでは E .. モリコーネのつややかな 
オーケストラ*アレンジが彼のしゃがれ声と一体となり美しく悲しい愛の 
世界を描いている。オリジナルはこのダブル•ジャケットのもので、フォ 
ロンの 絵のものは再発。フランス語ヴァージョンもフランスでリリースさ 
れており、それはフォ ロンの 絵でダブル • ジャケットである。尚、彼の良 
質な作品にふれたい方は、76年までの作品を一聴することをお勧めしてお 
く。サイゴン生まれの情熱的なカンタウトーレである。 （山） 



RICCARDO COCCIANTE 

Concerto Per Margherita 

RCA 1976 年 

TPL 1-1220 

A:N0N0STANTE TUTTO B: VIOLENZA 
MARGHERITA ANCORA 

SUL BORDO DEL FIUME QUANDO SI VUOLE BENE 
INVERNO QUANDO ME NE ANDRO 

PRIM A VERA DA QUI 

NONOSTANTE TUTTO 


72 年にリリースされたコッチャンテの作品。複雑な変形ジャケットとい 
い、そのサウンドといい、当時のプログレッシヴー色だった熱いシーンが 
想像できるシンフォニックなアレンジが成された作品である。ゲストも多 
数プログレッシヴ畑のアーティストを起用しており 、 Rustichelli & Bordi - 
ni のキーボ_ダー、パオロ •ルスティケッリ 、 ANONIMA SOUND のデレク 
•ウィルソン、 BRAINTICKET のジョエル •ヴァンドロー ゲン ブロー ク、 
キャロル.ムリエル etc •が色どりを添えている。この時期には多くの カン 
タウトーレがプログレッシヴ色を強めた作品を残しているが、その中でも 
完成度の高い一枚である。尚、この頃のコッチャンテは名のスペルをイタ 
リア風に Riccardo とはしていない。 （山） 


サイゴン生まれのカンタウトーレ、コッチャンテはそのルックスにもか 
かわらず常に抒情的な心に残る作品を顕わし続けている。マルゲリータな 
る清らかな少女に捧げられたこのアルバムは、 Lucia (これも女性名）と 
並びリリカルな美しさではちょつと白眉。ぞれもそのはずアレンジをヴァ 
ンゲリスや E .モッリコーネという巨匠が手がけている（とても E • バカ 
ロフの比じゃない）。彼はアレンジにこだわる人でペリジヱオの G . トマー 
ゾ、 D . ローズ 、 P •バックマスターらを起用し雅ゃかな有能性を醸し出 
している 0 Poesia 、 Anima 、 L’alba 、 し oncerto per Margherita、Riccardo 
Cocciante 、 Mu、...e 10 canto、Cervo a primavera 、し occiante のいずれ 
も質の高いものばかりだ。 （岡） 
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CORTE DEI MIRACOLI 

same title 

Grog KIN6 K22P-326 廃 1976 年 

GRL 04 廃 

A:...E VERRA L'UOMO B:IL RITUALE NUTTURNO 
VERSO IL SOLE I DUE AMANTI 

UNA STORIA FIABESCA 


コルア•デイ.ミラーコリの唯一のアルバムは、ニュートロルスのビッ 
トリオ•ディ.スカル ツィ をゲストにむかえて作られた。ツイン.キーボー 
ドという意欲的な編成、ユートピア志向を示した歌詩と曲作りと、素晴しい 
グルー•プになる萌芽を持ったグルーブだった。 a 面1曲目の、、人間がいなけ 
れば〃はユートピアとしての自然が人間によって破壊されていく悲哀を歌っ 



DALLAGLIO 

Sera-Mattina 


LOVE ： 5360 001 A 72 廃 

GIANNI DALLA6LI0-DS, P, VO 
ALBERTO VALLI-EL-G, AC-6 
WALTER BRAVI - B 
GAETANO LEANDRO-0R6, MTN.SYN 


ジャンニ. ダラリオは IL VOLO 加入前の 72 年、 自らの パン ドを 率いて 本 
作を発表している。内容的には ブロ グレという.よりも歌物としての色彩が 
濃く、 カン タウトーレの一連の人気作に劣らぬ出来栄えを誇っているが、 
ストリングス等で盛り上げていく叙情派タイプとは一線を画す。きれいな 
メロトロン や彼自身が奏でるピアノを絡ませながら、あくまでもヴォーカ 


ているか' これが彼らのベストだと言って良いだろう。ビットリオ •ディ. 
スカル ツィ のギターに ツイン. キーボー ドがからむところなどは秀逸の 一 
語に尽きる。全体としてはニュートロルスの影響から抜け出していない部 
分も多く目につくが、これから彼らの個性が発揮され、ビッグなグループに 
なるという矢先にグロッグレーべルが消滅してしまったのである。（宇） 


ルパートを中心に据え、非常にマイルドな仕上がりを見せている。作曲は 
全て彼が手掛けているが、キーボードばかりを突出させた安易な、、泣き" 
に走る気配もなく、曲の端々ににじみ出たセンスの良さは目を見張るもの 
がある。もっとも一流セッションマンの彼がこの程度の作品を作り上げる 
のは朝飯前？のことだったかも知れない。 （江） 



非常に癖の強いシンフォニックロックを得意とするダルトンの 1 st アル 
バム。ピアノ、オルガン、メロトロン等 kbd 系を中心とした屋台骨はその不 
器用さ故に少々頼りない印象を受けるが、フルートの導入によりかなり引 
き締まったサウンドとなり、哀愁を带びたメロディーラインも俄然生きてく 
る。曲と曲の間隙にはピアノとフルートによる淋しげなテーマが幾度とな 
く繰り返される。しかし、どの場面でも極端なイタリア色は感じさせず、特 
に B 面では、力強いリズムをバックにワイルドなギターが右に左に飛び回 
り、荒々しいオルガンがうなりを上げるなど、プリティッシュナイズされた 
演奏も披露している。 2 nd は75年の発表。プログレ色は薄まり、強い個性も 
影を潜めてしまっているが、巷で酷評される程ひどい出来ではない。（江） 


オレンジ色の封筒型変形ジャヶ。表面には切手が貼られ消印まで押して 
ある。一風変わった趣向のチロ .ダミコの 1 st アルバムであるが、叙情派 
カンタウトーレの作品の中ではトップクラスの出奉栄えを誇る。彼自身が 
奏でるのであろうか、全面に施されたメロトロン、抜群の歌唱力、重厚な 
音作りどれを取っても2流プログレパンドがジタバタしたところで遠く及 
ばない崇高な世界がそこにはある。曲によってはバイオリン、フルート、 
ac ギターの美しい音色が聰く者を虜にし、ラストでは麗しいピアノを徹底 
的にフィーチュア、聴き終えた後も暫く余韻が残る様な印象的な終幕とな 
っている。なお彼はこの後 Daniel Santacruz Ensemble を結成、数枚のポ 
.ッブス作品を発表するが ''哀しみのソレアード"は日本でもちょっとした 


ヒットとなった。 


DATA 

same title 


NUMERO UNO ZSLN 55668 

A ： C0MPLEANN0 
STRAOA BIANCA 
C0NGRESS0 Dl FIL0S0FIA 
TUTTO IL MIO M0ND0 
DOVE VAL UMANITA? 


: PER MIA MAORE 
ARIA IN ME 
WFNI\MA 

10 E LA MIA SCIMMIA 

MAGIA 

DATA II 


DEDALUS 

same title 

TRIDENT ：TRI 1001 73 廃 

F10RENZI0 B0NANS0NE - EL-CEL. EL-P. SYN 

MARCO Dl CASTRI - 6. S. PER 

FUR 10 01 CASTRI - B. PER 

ENRICO GROSSO-OS. PER 

RENE MANTGNA AKUTUALA ' - PER 


(江) 




70 年代後半には、ソロシンガーとしてヒットをとばし、キング.レコー 
ドより日本盤もリリースされたウンベルト.トッツィが、それ以前に在籍 
していたグループにストラーナ • ソチエタとこの ダー タがある。 ダー タの 
ほうは当時意欲的な作品群をリリースしていたヌメ ロ.ウーノからのデビ 
ュウと、その意味深げなジャケットからして、プログレッシヴ • ロックの 
中でもかなり革新的な内容を想像しがちだが、彼等の持ち味はストラーナ 
•ソチエタ同様ソフトでメ ロウなカンタウトーレ•タイプのポップ.ロッ 
クである。最近日本で、プログレッシヴ.マニアの中にクローズ•アップ 
されてきたカンタウトーレ達であるが、それらを好む方には絶好の作品と 
してあげておこう。良質なポップス•アルバム。彼等唯一の作品。（今） 


シンフォニック系の好作品が華やかに注目を集める中で、イタリアン. 
ジャズ•ロックの人気は今一つ地味であるが、興味深い作品は意外に多い。 
Trident レーハ^レに2枚の作品を残しているデダルスは前衛ジャズ•ロック 
の代表格とも言え、割と個性的な存在である。 2 nd ではフリーな部分を極 
限まで押し進めた実験音楽を披露しているが、本作では ''本格派〃として 
の体裁を十分に整えながらも、サックス、 el ピアノ、 el チヱロ等を駆使、 
更には民族ジャズ.ロック.グルニプ ''アクチュアラ"から参加した Rene 
のパーカッションも加わり、部分的には徹底的にフリーな空間を創り上げ 
ている。演奏技術もまずまずで、重量感溢れるリズム陣の働きが効いてい 
る。時計を取り入れたカヴァーは Caesar Monti の手によるもの。 （江） 



て.丁 .、へ. ••• JT^l 

ROCI CATALOG 


E 脚 PEJH 
































DE DE LIND 

lo Non So Da Dove Vengo E Non So 
Dove Mai Andro，Uomo E II Nome Che 
Mi Han Dato. 

Mercury 1972 年 

6323 901A 廃 

A: FUG A E MORTE B: SMARRIMENTO 

INDIETRO NEL TEMPO CIMITERO DI GUERRA 
PAURA DEL NIENTE VOGLIA DI RIVIVERE 
E POI 

おごそかな雰囲気につつまれて、このデ•デ.リンドのアルバムは幕を 
開ける。他の多くのイタリアン.ロックと同様、この作品もトータルな曲 
作りがなされており、ア コース ティック•ギターと フルー トをメインに使っ 
た、'静〃 の 部分と、ブラック.サ バスばりのへ ヴィーなギターをメインに 
使った ''動"の部分とが、何度となく対比されながら曲が進行してゆく。 

が、部分部分を聴く限りは輝きを見い出すことも容易なのだが、両面通し 
て聴いた後には、少々散漫な印象のあることは否めない。彼らは、本アル 
バム以前にもシングルを発表しており、そのジャケット写真でははつらつ 
とした青年の姿を見せて いたの だが、本作の中ジャヶに見える姿が、何と 
も不健康な雰囲気に満ちているのは、一体何故なのでしよう？ （城） 




DELIRIUM 

Dolce Acqua 

Fonit Cetra 
LPX 11 廃 

A:PRELUDIO 
MOVIMENTO I 
MOVIMENTO II 
TO SATCHMO 
BIRD AND OTHER 


UNFORGETTABLE FRIENDS 


1971 年 


B:SEQUENZA I & II 
JOHNNIE SAYRE 
FAVOLA 0 STORIA DEL. 

LAGO DI KRISS 
DOLCE ACQUA 


デリリウムはトロルスを始め多くのロック.アーティストを生み出した 


ジエノヴァの 出身であるが、随所に ジャズのエッセンスを ちりばめながら 
抒情性と アグ レ ッシヴ なパワー も 持っ た ユニークな グループ である。 リー 
ダーの イヴァノ •フ ォッサ ー ティはこの1 作に のみ参加し、 後は オスカル 
• プルデンテとの 共作と ソロと を合わせ 6 枚の アルバムを 発表して いる も 
のの 彼の本領は ミ ュージ ック .メイカーと して他の アーティストに 手を借 
す時に発揮され、 ソング.ライター として数多くの ヒットを 放って いる。 
グループの 方は メンバーを 補充し Lo scemo e ilvillaggio、Delirium III 
の 2 枚の秀作を リリースし 解散して いる。どこか 郷愁をただよわす フォッ 
サーティのヴォーカルとフルート が印象的な作品。 （岡) 



DELIRIUM 

Viaggio Negli Arcibelaghi del Tempo 

FONIT CETRA : LPX 20 74 M 

PINO DI SANTO-OS.PER, VO 
MARTIN FREDERICK-FL. S, KBD. VO 
MARCELLO REALE-B. VO 
ETTORE VI60-P, 0R6.VIB, SYN, MTN. VO 
MIMMODI MARTINO-6. VO 



GINO D’ELISO 

II Mare 

NUHERO UNO ZSLN 556 抑 76 廃 

A : HOI E- SOLO MUS1CA B ： CARSO 

IL MARE IL CANTASTORIE EQUILIBRISTA 

IL PALCO E’ VUOTO L 0R0L06I0 

I SANTI SUI MURI EMILIO BARBONE 


Cor 

I 

D 


デリリウムの 3 rd アルバム。 1 st ではア コースティック ハ。ートを中心にジ 
ャズ的な要素も絡めながらイタリア特有の郷愁、切なさを奏で上げ、 2 nd 
はメロトロンを前面に押し出し、よりプログレッシヴな手法を模索した意 
欲作であった。本作では前2作の持ち味をソツなく吸収することにより、 

より完成された形でのプログレッシヴ • ロックが聴かれる。最後のアルパ 
ムになってしまった点は惜しまれるが、残された作品はいずれも良質なも 
のばかりで特にフルート、ピアノに加えオーケストレーシヨンが効果抜群 
の本作などは国内盤リリースには持って来いだったはずだ。トロルス等の 
ビッグネームの陰になって今一つ地味な印象を拭い切れない彼らが、我が 
国で正当な評価を受ける日は遠のいたままである。 （江） 


76年に本アルバムでアルバム•デビュウしたジノ •デリソは現在までに 
4枚のアルバムをリリースしているカンタウトーレである。2作目以降は、 
いわゆるチャート入りを意味したようなポップなカンタウトーレ•タイプ 
であるが、この「II Mare (海)」と題されたアルバムだけは、当時の第一線 
イタリアン.ブログレッシヴ•アーティスト達と肩を並べ得る躍動感に满 
ちた素晴らしいアルバムである。彼の自由な歌声も素晴らしいが、このア 
ルパムの仕掛人はフルート、サックス、キーボードを担当するクラウディ 
才.パスコリであろう。雄大なストリングスのうねりはかのイル.ヴォー 
口を想わし、アコースティック*ギターのつま弾きやフルートが効果的に 
配されている。イタリアらしい好作品である。 （山） 



DIK DIK 

Suite Per Una Donna 

Assolutamente Relativa 


Ricordi 

SMRL 6095 廃 

A: DONNA PAESAGGIO 
IL VISO 
IL CUORE 
INTERMEZZO 
LA CATTEDRALE 

DELCAMORE 
LE GAMBE 


KING K25P-613 廃 1972 年 

B: SUITE REALTIVA 
MONTI E VALLI 
ISOGNI 
LA NOTTE 
SINTESI 


ディク•ディクは’ 66 年にデビューして以来活躍を続けてきた 5 人組のベ 
テラン.ポップス.グルーブだ。が、本作はトータルな内容の壮大かつ叙 
情味溢れるシンフォニック.ロックとなっており、彼らの音楽活動の中で 
は極めて特異な存在の作品である。こうした作品が生まれた背景としてレ 
アーレ•アカデミア•ディ•ムジカの関与が噂されているが、本作とレア 
ーレのアルバムを画作した人物が共にマウリツィオ.ヴァンデリであるこ 
と、また製作スタッフに共通の人物がいること、そして何よりその演奏内 
容等から判断すれば極めて信憑性の高い説であるといえる。しかし楽器担 
当者のクレジットが一切ない以上推測の域は出ない。なお、作曲者はディ 
ク•ディクのキーボーダーであるマリオ.トターロ自身である。 （城） 


DUELLO MADRE 

same title 

PRODUTTORIASSOCIATI : PA/LP 47 73 廃 

PIPPO TREHTIN-S.FL 
MARCO ZOCCHEDU-B 
BOB CARELLO-B 
DEDE LOPREVITE-DS, PER 
PRO ： GIAN PIERO REVERBERI 


IL VOLO のべ ーシストとして活躍したボブ.カレロ （VOLO の 1 st アルバ 
ムには“ OLOV ” としかクレジットされていない）が在籍したことで知られ 
るグルーブ Duello Madre は73年に唯一のアルバムを発表している。彼はバ 
ッティスティのハ•ックミュージシャンとしても有名だが、72年には本グルー 
プのギタリスト、マルコと共に Ossage Tribe なるパンドに籍を置き、やや 
実験的な音楽をブレイしていた。本作ではジャズロックを披露しているか残念な 
がらプログレファンを仰天させる様な作とは行かない。 G . P . Reverberi が2曲 



程キーボードで参加しているが全体的にもう少しアクセントを付けたかっ 
たところだろう。リズム陣が割としっかりしている為、演奏自体は締まっ 
て聞こえるが、管楽器系のソロが幾分迫力不足のように感じる。 （江) 



28—29 


































キーボードを中心とするグループ。グループ名から ゴシック.ロマンス 
的なイメージをいだきがちだが、音のほうに暗さはなく、どちらかという 
とプリティ ッシュ ナイ ズ された軽快なプログレ ッシヴ•ロック を聴かせて 
くれる。タイプ的にはレ • オルメに近く、一種なごやかさもかねそなえた 
ボーカルもここちよい。特に派手さがない為か、イタリアの超一流グルー 
プ——例えば マクソフォー ネやクヱ ラ . ベッキア •ロ ッ カン ダ、 ピエロ . 
リュネール、 オパス •ア ヴァントラ 等とは比較し難いが、ルオ ヴォ •ディ 
• コロンボ、 オディ ッ セアあたりのグループと同様の評価を与えることが 
できるだろう。 （山） 


エレクトリクツス というのが、個人の ユニット の名称なのか、あるいは 
グループ名なのかはっきりしない。76年に、前衛的な作品を積極的にプロ 
モートしていた PDU レーベルからリ リース された彼等（彼）の 唯一の 作品で 
ある。当時、イタリア盤としても数動く紹介されていたドイツのグループ 
達、タン ジヱ リン、シュルツ ヱ、 クラスター、クラフト ヴ ヱルク 等の影響 
を受けて創られたことが想像できる エレクトロニクス.ミュージック であ 
る。なめらかな、耳あたりの良いサウンドは、ドイツの エレクトロニクス 
•ミュージックを 消化した上での彼等の生んだ 一つの 帰結なのであろう。 
洗練されたイタリア人の感覚を反映した秀れた作品である。カヴァー•ワ 
ークも特筆に値する素晴らしい作品。 （山） 



EQUIPE 84 

ID 


RICOROI SMRL6Q72 70 廃 


A：ID 

BOON GI0RN0 AMI CO Ml 0 
LA NOTTE Dl VERITA’ 
6I0CHI D’AMORE 
PADRE e neuo 


B ： JO 

UN BRUTO S06N0 
LA NOTTE Dl S.LUI6I 
IL RE DEI RE 
FINE 



EQUIPE 84 

Sacnficio 

ARIST0H ： AR/LP 12134 74 廃 


60 年代後半に“ Equipe 84" (Vedette : VPA 8051) でアルバム.デビュー 
を飾ったエキぺ84。60年代にはもう1枚アルバムを残しているが、当時は 
ストーンズ.ナンバーを取り入れるなど、今聴く限りでは極く標準的な才 
ールディーズといったところだ。しかし70年代に入るとポップス•バンド 
として着々と力を着け、基本的な路線は維持しながらもプログレッシヴロ 
ックとの融合点を模索し始めた。本作は第2期エキぺの1作目に当たる。 
メロ トロン、 チヱンノく口、パイ オリン、 ハモンド. オルガン等を随所に散 
りばめ、非常に柔らかな音作りとなっているが、この時点ではまだポップ 
な要素が勝っていると言えそう。なお、後に P . F . M . に加入する Franz Di 


80年前後、イタリアン•ロックの叙情性に魅せられたリスナー達が、ま 
だ日本では情報量が豊かではなかった歌物の世界に触手を伸ばし始めたが、 
シンフォ ニック系 プログレと 共通の美意識を持っ た 良質な作品群は違和感 
無しに受け入れられていった。彼らのアルバムの 中で 最も ブログレ 色の濃 
い本作などはポップス作品と受け止める向きは少なかったが、結果的に口 
ックとポップスとの橋渡し役を担ったのは彼らと DIK DIK であった。70年 
代に入って質の良い作品を 次々 に発表した エキぺ は本作で頂点を捶めるこ 
とになる。ストリングス、 メ ロト ロン、キーボード 系の 使い方 もポップスの 
域を遙かに超えた非常に積極的なものとなっている。更に ac ギターや フル 


Giocoio がドラムスでゲスト参加している。 


ートの優しい音色が加わり、典型的なイタリアのカラーが現出される。（江) 



IL V 0 L 0 の初代べーシストとなるミケーレ.セファー率いるトリオ Era 
di Acquario は73年に唯一のアルバムをリリースしている。キーボードレス 
の上、地味なカヴァーワークも手伝ってか、廃盤ブームをよそに人気の方は 
今一つであるが、確かにプログレファンにアピールするものには欠ける。 A 、 
B 面各5曲ずつで、肩の凝らない小品集といったイメージだ。 ac ギターとフ 
ルートの澄んだ音色が中心になるが、殊更叙情的なパートが多い訳でもな 
く、もう少しメリハリが欲しかったところだろう。みずみずしさは十分に保 
たれている為、メロトロンを導人しても面白かったろうが、へヴィなプログ 
レッシヴロックを聴き続けた後、リラックスムードで締めく くるには、こ 
の程度のサウンドが適しているのかもしれない。 （江） 


76年の自主製作。イタリア人コレクターの話によると200枚の限定プレス 
だそうだ。事実とすれば、市場を見る限り、その1割近くが日本に流れて 
来ていることになる。内容は、適度な甘さとイタリアン.ロック特有の繊 
細さを十分に兼ね備えた良質なもので、ファンにとっては気になる1枚だ。 
ただ72、3年頃の名作群の様な爆発力には欠ける。フルート、ピアノ、 aG ギ 
夕一の澄み切ったサウンドを核として、全面にわたりほのぼのとした手作 
りの温かさがにじみ出た作りになっている。派手さは無いが、キーボード 
類も適宜散りばめられ、時に顔を出すチ X 口が素朴な雰囲気を作り上げて 
いる。叙情派というよりも清澄派といった印象が強い。なお、 A 面ほ全面 
費やしての組曲になっている。 （江） 


MARQUE E 

E 興 0 卩脚 1 ： ROCK CATALOG 



























エス ポシトは ノルマン 系ナポリっ子である。イタリアでは特に ピーノ • 
ダニエー レと共演するようになって以来、彼とトゥ リオ•デ • ピスコ ポの 
株が異常に高い。2人共割合どこにでも姿を現わす人だが、もともと彼は 
ソレンティと仕事を始めたようだ 。 Rosso Napoletano、Processione 
Sul Mare’、Gente . Dis ’ tratta、La Banda el Sole 、 Tamburo を製作した 
経歴には P •づッ クマス--ター、 ジジ. デ. リ エンツォ、ロベルト .フィック 
ス、フランチェスコ*ブルーノ らの協力がものを 言い、 特に後者 3 人らと 
共にテレーザ. デ •シオの アルバム 作り 〖こ 参加する等、ナポリ •パワーの 
一端を担う者として活躍のおとろえを知らぬ. パーカ ッシ ヨン•マンで ある。 

(岡） 



TONI ESPOSITO 

Rosso Napoletano 


. ぺ ..... ハ.」.へ … 


Numero Uno 1974 年 




DZLSN 55677 M 

A: ROSSO NAPOLETANO B: DANZA DEI BOTTOM 

IL VENDITORE DI 
ELASTIC! 
BREAKFAST 

L’EROE DI PLASTICA 


'通 


ETNA 

same title 

CAT0CA : CTL1-1002 75 廃 
CARLO PENNISI-6. MLN 
ELIO VOLPINI-B 
A60ST1N0 MARAN60L0-DS, PER 
ANTONIO MARAN60L0-KBD, CL 


有名なシチリアのエトナ火山をグループ名に冠した彼らはイタリア♦ジ 
ャ ズロック界屈指のテクニシャン集団である。その高度な演奏技量は Gob - 
lin (Marangolo 兄弟）、 L’Uovo Di Colombo (ベースの E . Volpini ) 等を聴けば 
分かることだ。全編インストで、イタリアでは類を見ない本格派ジャズロ 
ックと言えるが、 3 rd 以降の Arti + Mestieri の様に小手先の技術ばかりが 
先行する訳でもなく、迫力は十分。ホーンの導入は無く、ギターワークと 
el ピアノか*中;！:、となる。ロック色が濃く、非常にアグレッシヴなフュージ 
ョンサウンドとでも言えば適切だろうか。なお、彼らは 72 年に Flea と名乗 
り 1 枚のアルバムを発表しているが、その内容は本作とは 180 度異なるハ 
ー ドロックで、かなり荒々しいものであった。 （江） 




近時のイタリアン.ブログレッシヴ•ロックの中で レコード. デビュウ 
をはたせたのは ヒューマン •イクスプレッションとこの ヨウ ロッパである。 
さらにこのヨウロッパはイギリス盤も、リリースされるというめぐまれたグ 
ループである。プログレ= ハード 路線のグルーブであり、その点完全なプ 
ログレッシヴ•ファンには多少なじまぬ作品かもしれないが、安定したテ 
クニックでおしまくる胸のすくサウンドは正にイタリアである。イエスか 
らの影響を随所に感じるが、おそらく メンバー間で、プログレ路線とハー 
ド路線に好みが別れているのだろう。しかしその融合がここでは非常に良 
い方向にむかっており、一聰には値するアルバムに仕上げられている。グ 
ループの核となるのは RDM のギターだった S . Urso である。 （山） 


キーボード.トリオ、エクスブロイトは CGO レ-^ルに LP 1 枚とシン 
グル 3 枚を残している。見開きジャヶながら表、裏、内ジャヶとも頼りな 
い線画が描かれており、自主製作との噂があるが真偽の程ははっきりしな 
い。ただしブレス枚数はさ程多くない様だ。内容は典型的なオルガン. 
ロックで随時ピアノを併用するが電子系の音は聴かれない。英国的な泥臭 
いイメージも併せ持ち、ブログレとしては若干地味な印象は免れないが、 
オルガン系の音が好きな人であれば十分に傾聴出来る作品である。曲構成 
は A 面が 3 パートに分けたタイトル曲で全て費やし、 B 面は少々ポップな 
味付けをした 6 曲の小品集。フヱイドアウトされている B 4 “Anima Nuda 
はシングル盤で完全収録されている。 （江） 



LUCIO “VIOLINO” FABBRI 

Amarena 


CMMPS 5205 651 7B 廃 


DANCIN’ & SIN6IN' 
SKEW 
AMARENA 
TELEPHONE LIRE 


B ： BLACK60LD 
CHARLESTOKD 

IL LUPa I CINESI & LA FAVOLA 
DELLE PARLE DI VETRO 



MAURIZIO FABRIZIO 

Movimenti Nel Cielo 

Polydor 1978 年 

2448 075 廃 

A:CIELO B:IL SOLE 

PIANETI NASCI DEI NUOVI 

DANZA DELLE STELLE SATELLITI 

MOVENZE DEGLI SPUTNIK SUITE 

ANELLI DI SATURNO DANZA DELLE STELLE 

EPISODIC) LUNARE MOVIMENTI NEL CIELO - 

CIELO 

MOVIMENTI NEL CIELO 


マウロ .パガ ーニに替わって PFM のメンバーとなり、また、クランプス 
• レーベルの数多くの作品でも巧みなサポートを見せたルチオ•ファブリ 
のソロ。 Walter Calloni ( ds ), Hugh Bullen ( b ), Claudio Pascoli ( sax , fl ) ら 
の協力を得て、ファプリが才人ぶりを発揮した力作である。ファプリはバ 
イオリンを始めとしてヴィオラ、チェロ、ギター、シンセ、ベースを見事 
に使い分け、バラエティに富んだ演奏を展開している。ジャズィに、ポ^ 
ブに、そして、クラシカルに、いずれの形態においても彼の演奏は極めて 
テクニカルである。種々の音楽的要素を取り入れたためアルバムとしての 
統一感にやや乏しく、また、一部リズム•セクションがファンキーなため 
軽い感じを受けるが、音楽的完成度の高い作品である。 （賀） 


アンジェロ.ブランドゥアルデイ、リッカルド.フオッリらの名アレン 
ジャーとして知られるマウリツィオ•ファブリツィオは、古くはデイク. 
デイク「風のように」、ドナテッロ「恋のとりこ」等の作曲家として活躍し 
ていた。ソロ •アルバみを現在までに 4 枚リリースしているがこれはその 
2枚目にあたる。スカラ座オーケストラ、 ロベルト. プレオ（セッション 
•ギタリスト、 87 年 12 月に来日した）、そしてアンジェロ.ブランドゥアル 
ディがヴァイオリンで参加し、見搴なバロック•ロックを披露してくれて 
いる。 B —1 太陽は、マウリツィオ自身のピアノが美しい佳曲。彼はすべ 
ての作曲、オーケストラ.アレンジ、指揮を担当している。来日の経験も 
ある。 （山） 



：AN ROCK CATALOG 


30-31 



























ITALY 



FESTA MOBILE 

Diario Di Viaggio Della 
Festa Mobile 

RCA 

DPS し -10605 m 

A: LA CORTE DI HON B: UA UA 
CANTO RITORNO 

ARISPEA 


1973 年 



EUGENIO FINARDI 

Sugo 


Cramps 


5205-152 


W . パイオニア 1976 年 

P-10313C 廃 


A:MUSICA RIBELLE 
LA RADIO 
QUASAR 
SOLDI 

NINNANNANNA 


B: SULLA STRADA 
VOGUO 

OGGI HO IMPARATO 
A VOLARE 
LA C.I.A. 

LA PAURA DEL 

DOMANI 


RCA レーハ ^ レのセッションマン達によるグルーブ。安定した、かつ正 
確無比のピアニストをメインにした曲が全面を貫く。このグループのピア 
ニストはイタリアというテクニシャン揃いのシーンの中でもけたはずれの 
腕と体力を持っていて、正に驚異的な存在であるといえる。他のメンバー 
もそれぞれが安定したテクニックを持ち、軽快なプログレッシヴ.ロック 
を創り上げている。現在のところこのアルバムしか知られていないが、こ 
のアルノ<ムだけで潰れてしまったとしたら余りに惜しいグループだ。同年、 
やはり RCA からリリースされている「 JACOPONE / JACOPONE」（RCA 
DPSL 1060 8) というロック•ミュージカル的なアルバムにも彼等が参加 
していた。フェスタ.モビーレとは「移動祝日」のこと。 （山） 


現在も活躍中のカンタウトーレの一人。デビューはヌ メロ . ウーノで、 
このアルバムはクランプスに移籍してのファースト。パックを全面的に盛 
り上げているのはアレアのパトリツイオ•ファリセッリ、パオロ ■トファ 
一二、アレス.タヴォラッツィの3人でこれにルチオ.ファブリ、アルべ， 
ルト•カメリー ニ、 ルチオ.バッティスティもよく起用する売れっ子スタ 
ジオ.ミ ュージシャン、 ウォ ルター •カッ ローニとヒュー. ブレン等の豪 
勢なゲストが参加している。タイトルの 「 SUGO 」 とはスパゲッティ•ソ 
ースの商品名。詩の面ではフランチヱ スコ . グレゴーリの様なプロテスト 
ソングのタイプだが音楽的には日本でもイタリアでも彼自身の最高作と評 
される程の実力を充分に発揮した快作。 （ぃ） 


FLASHMEN 

Hydra 

KANSAS LDM 1700171 廃 

ROBERTO CAR0LI - DS 
LUCIANO SPOTTI-G 
6IULIAN0 QUARANT0TT0- B, VO 
SILVER SCIVOLI - ORG, VO 


ラヴロックグループ、フラッシュメンは 60 年代後半にデビュー、当時の 
シシグルには有名なチャイコフスキーの「白鳥の湖」をラヴロック風にア 
レンジしたものも見受けられた。本作は彼らの 1 st アルパム。年代的なも 
のを考えるとまずまずの出来と言えそうだ。オルガン系の音が割と積極的 
に使われているため、ラヴロックという言葉から受ける"ぬるま湯〃的な 
イメージを多少は払拭出来よう。ただ、本来の路線を逸'脱しない部分では 
かなり楽しめるのだがロック調の長い曲になると今一つ煮え切らず、萃干 
の古めかしさ共々プログレファンには少々物足りないかも知れない。なお 
グループは同レーハ^ルに計6枚のアルバムを残している。また、タイトル 
の '、ヒュドラ"とはヘラクレスが退治したという水蛇のこと。 （江） 



FLASHMEN 

Pensando 

KANSAS ： LDM 17003 72 廃 


フラッシュメンの 3 rd アルバム。彼らが本来得意とするのはいわゆるラ 
ヴロックであるが、本作では迫力十分のハードブログレッシヴ•サウンドが 
楽しめる。元々使用頻度が高かったオルガンに加え、ハードなギターや力強 
いヴォーカル等を積極的に取り入れ、彼らの作品の中では最もロック色の 
濃い作りになっている。メロディーライン等に本来の持ち味が見え隠れす 
るが、70年代の熱い息吹とほとばしる躍動感で满たされたサウンドは熱心 
なファンにとって捨て難いところ。ただ、時に比較の対象とされる JET , JU ¬ 
MBO 等の作品より もスケールは小さいし、手法的にも極くオーソドックス。 
あくまでも、ラヴロックの延長糠上で，、•ワーアップを図った結果、好作品に 
仕上がった訳で、ブログレを意図してのアルパム製作ではないようだ。 （江） 




FLEA 

Topi 0 Uomini 


FMIT:LPQ 咖 70 72 廃 

AGOSTINO MARAH60L0- DS. VIB, PER 
ANTOIIO MMMIB0L0- VO, P, HCA 
CARLO PENNISI-6.MLR.V0 
ELIO V0LPINI - B, S.V0 


ETNA の前身バンド FLEA は 72 年に唯一のアルパムを発表しているが、全 


く同じメンバーによる演奏とは思えない程、両者のサウンドには隔たりが 
ある。 ETNA は技巧派タャズロック • バンドとの印象が強かったが、本作で 


はへヴィなギターブレイを満載、ドラムソロまで盛り込んだエネルギッシ 
ュなハードロックが聰かれる。荒々しくかなりアーシーな音作りは、当時 
イタリアのロッカー達も憧れたであろうプリティッシュ•ハードのスタイ 
ルで、郷愁めいたものとは一切無縁である上、オルガンレスのためブログ 
レファンが聰きこなすのは若千キツイ感じだ。なお、 Etna として再結成さ 
れるまで各メンバーは Goblin ， L’Uovo Di Colombo 等で独自の演奏活動を行 
うことになる。 （江） 



FORMULA 3 

Dies Irae 


Numero Uno 1970 年 

ZSLN 55010 廃 


A: DIES IRAE 

NON E，FRANCESCA 
PERCHEI-PERCHE' 
TI AMO 

QUESTO FOLLE 


SENTIMENTO(INTRO) 


B: QUESTO FOLLE 

SENTIMENTO 
WALK AWAY RENEE 
SE NON E'AMORE COS'E* 
SOLE GIALLO, SOLE 一 


jNERO 


フォルムラ.トレが’ 70 年に発表した この デビュー作は，後の輝かしい 
イタリアン•ロック.ムーヴメントの先兵的役割を果たした記念碑的作品 
である。後の3 rd ， 4 th アルバムのような多彩なキーボード群による壮大 
なサウンド.オーケストレイ シヨ ンは未だ聴かれないものの、ラディウス 
のへ ヴィ ーな ギターと ロレンツィの オルガンを中心とした、 一 味違った重 
厚な音に仕上がっている。その中でも特に注目に値するのは神々しい雰囲 
気に包まれて觑開する A -1 の タイトル曲である。 この 曲は彼らの後の名作 
群と比しても決して見劣りしない名曲と言えよう。他の曲も音楽的に成熟 
したものとは言えないか'イタリアらしい情緒に満ちたものとなっていも。 
しかし、何故に この 作品は忘れ去られているのだろうか？ （城） 
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FORMULA 3 

La Grande Casa 

Numero Uno キング 1973 年 

DZS し N 55655 廃 GXF K22P-153 廃 
RCA-6250 廃 

A: RAPSODIA DI B: LA GRANDE CASA 

» RADIUS CARA GIOVANNA 

LA CILIEGIA NON BAMBINA SBAGLIATA 

E’DI PLASTICA 
LIBERTA’ PER QUEST’UOMO 



BUCCHELI FRANCESCO 

Journey 

Edizioni Musicali 2000 1979 年 

AL/79L.P 


A: JOURNEY B:ANNALIA 

DREAM 
SOLITUDE 
I KNOW THE TIME 
JESUS CHRIST 


フ ォルムラ. トレ 4 枚目にして最後の作品である。彼等はモゴール、 パ 
ッティスティの擁護下にあったわけだが、ここにきて初めて全曲をメンバ 
一自身が作曲している。大仰な構想がかえって彼等の未熟さを露呈してし 
まっていた前作 ''夢<のまた夢〃に較べ、 カン タウ トーレ 達の持つ生と愛へ 
への渴望を率直に ''歌〃 として表現しているようだ。ラディウスがアコ ー 
スティック.ギターをつま弾き切々と語りかける A — 1、 B - 2等の、清 
楚な曲想に投影された詩情は10年を経た今でも決してみずみずしさを失う 
ことがない。このアルバム発表後ラディウスと ロレンツィ はイル. ヴォー 
口を結成、ドラマーの トニー. チッ コはソロ • シンガーとして、それぞれ 
素晴しいアルバムを発表している。 （古） 


ブッケッリ•フランチェスコ という マルチ. キー ボーダー による アルバ 
ム。 シンセサイザー による メディ テイ シヨナル.ミュージック がくりひろ 
げられているのだが、そこはイタリア人らしく メロディーを 聴かせる もの 
で、 多種の キーボードの 上を鳴り響く生ピアノが印象的である。若干 テク 
ニック 9甘さ、 シンセ サイ, ザーの 音色に問題が残るが、 センスは 十分合格 
点を与えられる。同系統のイタリアの バンド r サンジュリアーノ」と比較 
すると多少見劣りがするが、決し.て二流にまで落ちることはないであろう。 
自主製作らしい。 （山） 



GARYBALDI 

Nuda 


C 明： F8L5113 72 廃 


” P.N.F0SSATI-6.VLA,V0 
>, MTN 


‘ BAMBI ” 

LIO MARCHI -ORG.P.M 
MAURIZIO CASSNELLI - DS, PER, HCA, V0 
AN6EL0 TRAVERSO-B 
PRO ： I VO CALLEGARI 



GIALMA 3 

LI so I a Del Tonal 

DRUMS ：EDL 2046 79 廃 

A ： LISOLA DEL TONAL B : BELO 晒 IZONTE 

LA CORSA SBALLATA FRANCIS DRUMS 

PAVANE MARANBUE- 

BALLAD 


ジミヘンの支持者と言われるギタリみ卜 Bambi Fossati をリーダーとし 
たグルーブ Gleemen は70年に唯一のアルバムを出したが、2年後、全く同じ 
メンバーながら Garybaldi と改名、本作をリリースした。ジャケは3面開き 
で裸女に群がる動物達を描いた印象的なデずインだ。サウンドの核を成すのはや 
はりバンビのギターブレイで ブロ グレ色は余り濃くないが、ジミヘン色ばかりがク 
ローズアップされても正確な内容が伝わらない。たまに登場するピアノも仲々き 
れいで、 B 1 などはイタリア色をとどめる好ナンパーになっている。 2 nd “ Astro - 
labio ” ではスタジオライヴを披露しているが、ベーシストが交代、キーボー 
ドの Lio ’ も正式メンバーを外れゲスト参加にとどまっている。 （江） 


80年前後に発表されたアルパムの内でも、極めて高水準な内容を誇る作 
品。プログレッシヴ•ロックというよりはむしろ ジャズ . ロックの範ちゅ 
うに人るのだろうが、彼等の奏でる清澄な音空間から喚気されるイメージ 
は、かの Arti E Mestieri の Tilt が最も近い。メンバーは Ricoardo Zegna 
(Corte Dei Miracoli ? 、同姓同名だが同一人物かどうかは不明。）を中心と 
する3人で、他に3人のゲストを迎えている（バイオリン2人オーボエ1 
人)，全編インストゥルメンタルで電気楽器は一切使われていない•テ、 R . Ze - 
gna のリリカルなピアノと2台のバイオリンの美しくも哀し気な音色が溶 
け合うサウンドは静ひつなまでの叙情を湛え、一種官能的でさえある。 



(鈴) 



FRANCO MARIA GIANNI 

Affresco 

ARIS:ANL 400074 m 


74 年にリリースされた男性シンガー、 フランコ •マリア. ジャンニのア 
ルバム。自主製作の噂もあり、「シンガー系では随一のコレクターズ.アイ 
テム J (イタリア人コレクターの話）だという。音の方は、表面的な派手さに 
欠けるもののキーボードやヴァイオリン、チヱロ等の導入により十分にブ 
ログレッシヴな形態が保たれている。ストリングス等による爆発的で一気 
の 盛り上がりは余り見られず、 ac ギターをパックにした歌を中心に丁寧な 
音作りでじっくりと聽かせるタイプで、繰り返し耳にする度に味わいを増 
して行く。緩やかな作風ながらもバックの演奏にはブログレ全盛時の嬋き 
が見て取れる。特にヴァイオリンが効果的だ。これに ac ギター（ピアノ）、 
シンセ系の音が絡み溢れんばかりのみずみずしさを釀し出している。（江） 


IL GIARDINO DEI SEMPLICI 

same title 

CBS . 81170 75 廃 


グルーブ系の叙情派アーティストの中でも Alunni Del Sole , La Bottega 
Dell ’ Arte と並んで人気が高い彼らの 1 st アルバム。哀愁たっぷりのメロデ 
ィーライン、美しいストリングスや ac ギターの爪弾き…と、盛り上げ方と 
してはオーソドックスな手段を用いているが、ピアノよりもオルガンの使 
用頻度が高いため、曲によってはロック色が若干濃くなる。また、ストリ 
ンダスは余り多用せず、オーケストレーション効果にはメロトロン等キー 
ボード系を代用するというケースが目立っている。なお冒頭に出て来た美 
しいメロディーが B 面の最後で再び顔を出し、とても印象的なエンディン 
ダに，なっている。この後、グルーブは次々と良質の作品を発表することに 
なるが、次第にポップな色合いを増して行く。 （江） 





























ITALY 


RCA ： DPSL 10622 72 廃 
PRO ： PAOLO DOSSENA 


カラフルなイラストカヴァーに包まれたグランデ•ファ ミ リアのアルバ 
ムは A 、 B 面各6曲を収録した小品集。基本的にフォーク/トラッド的な 
演奏形態を取っているが、イタリアンポップスの爱聰家であれば歌物の延 
長として架しめる作品だ。曲によってはハ_ア シコー ドや メロ ト ロン、 バ 
イオリン等を活用しアクセントを付けてはいるものの曲間の格差が大きい 
のが難点で、一概に評価を下しにくいタイプの作品ではある。が、全体的 
にほのぼのとした雰囲気に満たされているため、今一つ迫力不足との感は 
否めない。シンフォニック通が聰けばなおさらであろう。ただ、この手の 
サウンドを得意とするバンドは他に余り見受けられず、案外貴重な存在と 
言えるのかもしれない。 （江） 


GRANDE FAMIGLIA 

Una Citta Possibile 



BILLY GRAY 

Feeling Gray ? 

P0LYD0R : 2448 009 71 麻 

BILLY 6RAY-VO, G 
ADALBERT0ANDRE0ZZI-6 
ROBY FAVARO-B 
6AIY MOSCHINI - DS, PER 
61 AN LUIGI PEZZEHA-P 
SHEL SHAPIRO-6, KBD 
PRO : SHEL SHAPIRO 


71 年、トリップは彼らの最高傑作とされる 2 nd アルバム“ Caronte ” を発表 
するが、ギタリストのビリー•グレイは同作を最後にグノレ-プを脱退、翌年ポリド 
ールよりソロアルバムをリリースしている。ギタリストのソロのため標準的なロッ 
クサクンドが中心でプログレ色は薄いが、曲によってはストリングスを導入、 
シングルカットされたトリッブの“ Little Jenny ” の様にゆったりとした歌 
で聰かせる佳曲も見られる。またキーボードを絡めての泣きのメロディー 
も適宜盛り込与れている他、 B 面ラストでは凄まじいばかりのブルースギ 
ターがうなりを上げるなど多少のメリハリは認められる。全曲とも彼のべ 
ンによるもので、グルーブを離れ伸び伸びしたタッチでのアル ノ、•ム 作りで 
はあるが、歌詞が英語であることを含めイタリア的色彩は薄い。 （江） 


■alo £ g 




lerra In Bocca 

RIFi : RDZST 14207 71 廃 


ビートグループだったジガンティは71年、ヴィンチェ.テンペラ等多彩 
なゲストを迎え、突如としてプログレッシヴロックの大作“ Terra in Bocca " 
を発表した。全面に亙リメロトロンが满邋なく散りばめられ、ピアノ、 ac 
ギターの美しい音色、哀愁たっぷりのメロディーライン、息もつかせぬド 
ラマチックな展開等、全てに於て完璧な仕上がりである。ムゼォ等国内発 
売された名作群とも十分に比肩できる出来と言っていい。なお、曲は全て 
Piero De Rossi/Vince Tempera のコンビが書き上げている。また、彼らの 
この他のレコードは、ほとんどがビートもしくはポップスでデヴィッド. 
ボウイの、、スペース•オディティ"を収録した3曲入りシングルも出てい 
る。 （江） 



GLEEMEN 

same title 

C6D : F8S 5073 70 廃 

BAMBI P J.F0SSATI-B, V0 
LI0 MARCHI-0R6.P 
MAURIZI0CASSINELLI-DS.V0 
ANGELO TRAVERS0-B 
PRO: IV0 CALLEGARI 


バンビ•フォ .ッ サーティ率いる GLEEMEN (逼歴の楽人達）は70年に唯一 
のアルバムをリリースしている。60#代の名残が色濃く漂うサウンドはガ 
リバルディよりもシンブルなものだ。オド ロオ ドロしいカヴァーデザイン 
を象徴するかの様な思わせ振りのオーブニンダながら、間もなく威勢の良 
いリズムに導かれて彼らの得意とするパターンが出て来る。曲によつては 

ブルースギターがうなりを上げる一方で、古奥いオルガンの音色はどこか 
頼りなげ。いずれにしてもブログレファンの嗜好にマッチした作風ではな 
い。現地イタリアではブログレ系廃盤の価格が高騰する以前は、オールデ 
ィーズ的価値が高いこの手めレコード（他に GIG ANTI や TRIP の初期など） 
が遙かに高値を付けていた。 （江） 



G.MEN 

Oggi 

m ZSKE 55380 75 廃 

A J0TIE AMARA 
STORIA Dl UOMINI 
AMAREZZA E ELUSIONI 
ERR0RI 11101 
0661 

LA NOSTM LIBERIA 


LA ST0RIA Dl ME E 0 TE 


ieu 0CCNI TU0I 


LA C0LPA 
IN F0HD0 A( 
PK6MERA 
SEMI LASCI 


G . メンは代の中盤に 3 枚のアルバムを残したグルーブ。本作品は彼 
等のセカンドにあたる。いわゆるカンタウトーレ • タイプの曲を得意とし 
ていたグルーブで、このグルーブも良いアレンジャーを加えてオーケスト 
ラをパックに配したら又、違った面白い作品ができたと思う。幸か不幸か 
彼等はオーケストラのかわりにメロトロンを大幅に導入した。これにより、 
アレンジの甘さはあるにしろ、かなりプログレッシヴ，タイブのイメージ 
を持たれている。ただ基本スタイルはポップス • グルーブであるから間違 
えぬように。当時の熱いプログレッシヴ.シーンに影響を受けてこの時期 
にはポップス • グループ、あるいはカンタウトーレまでもが意欲的なサウ 
ンドを模索したことはシーンの厚味を増すのに貢献した。 （今） 



GOBLIN 

II Fantastico Viaggio Del 
Bagarozzo Mark 

Cin 
SC 


33.37 


XI 明 K25P-360 


1978 年 


ZA 

MAGNIFICA 


A: MARK IL BAGAROZZO B 
LE CASCATE Dl 

VIRI DIANA 

TERRA Dl GOBLIN ....E SUONO ROCK 

UN RAGAZZO D'ARGENTO 


t：LA DAN ； 
OPERA 1 
NOTTE 


ゴブリンのグループ活動とアルバム.リリースはかなり乱脈をきめこん 
でいてわけのわからないベスト物があったりするが、これは 「ローラー, 

に続くコ ンセ ブト.アルバムでスケールの大きさも増し聴いて いると ハッ 
とさせられるような研ぎ澄まされた音がある。4人の力量が最大限に生か 
された中でユニークなのは M . モランテのヴォーカルである。彼は後にシ 
エイブ.アシブに成功しソロに専念、左にならってヒゲをそりおとした軽 
佻浮薄なナルシスト C •シモネッティもソロに、 Patrick 発表後は A • マ' 
ラン ゴロは New Perigeo に参加、 残った F • ピニャテッリのあまり いた 
だけない新生ゴブリンも1 st 、 Volo のおあとは再び旧交を温め直してサン 
トラ Tenebre を製作するという次第である。 （岡） 



























1 GREGOR 

same title 


I 


KANSAS 5300-504A 75 廃 




k ： LASIAN UM SORRISO 1 

NON SO CK COSA HAI 

1 ： CENTO 8A6AZZE 

IL COL 明 E OEI WEI SOGNI 



DOMANI SI 

DOPO TANTO TEMPO 



N« PIAN6ERE PER ME 

SAMBA PAMELA 

SPE6HI L ILLUSIONE 

CANZONE PER III’AMI CO 




E . A . ポウやフラッシュ マンを 配したカンザス.レーベルにおそらく唯一 
のアルバムであろう本作品を吹き込んだグレゴールは女性キーボード奏者 
を含む5人編成のグループである。当時オーヴァーグラウンドに浮上でき 
ずに消えた一例えばストラーナ • ソチエタや G • メン等と同じタイプの歌 
を中心としたグルーブで、メロディや曲は非常に良いものを持っているの 
であるが、彼等の最大の欠点は良いアレンジャーにめぐまれなかったこと 
であろう。全て自分達で演奏をしているのだが、それがかなり地味な印象 
を与えてしまうのである。彼等がもし、ジャンピエロ • レヴヱルヴヱッリ 
にめぐり会っていたら、プーやアルンニ.デル. ソーレ ばりの作品に成っ 
た可能性が高い。スターダムを夢みて消えた惜しいグルーブである。（山） 



GRUPPO D’ALTERNATIVA 

Ipotesi 

EMI ： 3C.O 6417873 72 廃 

LEONARDO DOSSO-AC- G, FA60TT0 
6IANFRANC0 FUMABALLI - FL 
PAOLO-RIZZI-B 
ROBERTO ROMANO-KBD. PER 
NINO FLENDA-DS, PER 
UNO GUASCONI - VO 
RODOLFO PACE-6 
6IANCARL0 BASSI - WORDS 

グルッポ，ダルテルナテイーヴ T は72年に“ Ipotesi” を題する個性的な 
アルバムをリリースしている。ピッキオ.ダル.ポッツォの 1st とも共通 
な準アヴァンギャルド的な展開を得意とするが、混纯とした中にもフルー 
卜、オルガン等イタリアのカラーを色濃く残したフレーズが見え隠れして 
いる。 A シンフォニック• ロック〃と呼ぶには抵抗があるが、非常にち密で 
奥行きの深い曲構成を誇り、意表を突く展開は常に聴く者を魅き付ける。 
高度な演奏技術に裏打ちされた計算ずくの曲作りとも言えよう。グルーブ 
は作詞家の G.Bassi を含め8人編成の大所带だが、本作のみで解散してし 
まった模様。なお最近、一部の店でレギュラー入荷が見られたことから、 
同年代の他の廃盤に比べ安価での入手が可能と思われる。 （江） 



GRUPPO FOLK INTERNAZIONALE 



Le Mille E Una Notte 



Lorchestra 1979年 

OM 101 


1 '' IIMi 

• ' 

A: CITTA BIANCA E B: MORTE DI SHERAZADE 

AZZURRA DANZA FINALE 

FESTA POMPOSA 



グ ルツポ•フォルク•インテルナ ツィ オナーレは76年に結成されたバンド 
で以来 「FESTA POPOLAREj(OLP 10005 )、 「DALOY POLITZEI 」 
(OLP 1001 3 )「IL NONNO DI JONNI」（OLPS 5500 1) と 3 枚のアルパム 
をロルケストラより発表、3枚目のアルバムを発表した79年にこのマキシ. 
シングルを同時にリリースする。従来のアルバムでの彼等のサウンドはイ 
タリア、イギリス、メキシコ、ギリシャ等の民族音楽を独自の解釈でコンテン 
ポラリーなものに変形させてしまうといったものである。しかし、このマキ 
シ•シングルで聴けるサウンドは一段と冴えをみせているといえよう。その 
サウンドはグリフォンとサード•イヤ ー• バンドを足したようなもので、別な 
いい方をすればイタリアのユニヴェル•ゼロ的なサウンドを有している。（山） 


GROUP X 

Out, Off 


RADIO : ZPLRR 34052 78 廃 


グルーブ X は 73 年、“ Frrrrrigidaire” (C.P.T. : LP0K-5) なる作品でアルバ 
ムデビューを飾っている。謎めいたバンド名と思わせ振りな変形ジャヶが 
関心を集めたが、内容的にはフュージョン色の濃いものでプログレファン 
の支持は得られなかった。以来5年を経てリリースされた推定2枚目の本 
作は、出来としては 1st を遙かに上回る。サウンドトラックとしての録音 
のため短い曲が多いものの、コマ切れとの印象は受けず、またキーボード 
系が積極的に使われているためプログレファンでも十分に聴きこなせる好 
作品に仕上がっている。効果音の使い方等は、サントラを数多く手掛けて 
いる ゴブリンの手法を思い浮かべてもらえ ばいい が、シンセの音色やメロ 
ディーライン等には若干暗い陰が感じられる。 （江） 



GRUPPO 2001 

L’alba Di Domani 


i 62019廃 


1972 年 


: MAGGIO B:VOLO D’ANGELO 

UNA BAMBINA...UNA PADRE VINCENZO 

DONNA DENISE 

ERA BELLO INSIEME L’ALBA DI DOMANI 

A TE 

PAESAGGIO 

「明日への夜明け」と題されたグルッポ2001 (ドゥエ. ミッラ.ウ ーノ） 
唯一 のアルバム である。夜明けに向かって飛翔するカモメがこの レコード 
の内容をよくあらわしている。ロッカンダ.デレ.ファーテの持つ構成力 
とカンタウトーレ達の持つほのぼのとした愛の賛美が程よくブレンドされ 
たそのサウンドはイル • ヴォーロやフォルムラ•トレにもその共通点を見 
い出すことができるだろう。切々と歌いあげるしゃがれ声の ボーカルは リッ 
カルド •コッ チャンテやクラウ r ィオ.パ リオーニ風であり、とてもあ 
たたかみのあるものだ。イタリアの黎明とでもいうべき72年に製作され、 
人知れず消えていった彼等のサウンドは、しかし今尚、素敵な夜明けの歌 
を私達へと歌いかける。 （山） 


—— 


IL GUARDIANO DEL FAL0 

Domani 


OCCHI SCURI CIERO CHIARO 
DOLCE SOGNI 
PER UNA NOTTE 
PER UNA NOTTE 
QUEST* SERA 0 MAI PIU 


)：LEI 

THE HIGH AND THE MIGHTY 
PAJASO 

I ONLY HAVE EYES FOR YOU 

DOMANI 


_ 主にフォニット.チヱトラに作品を吹き込んでいるグァルディアーノ. 
デル •ファー ロ （燈台 守）がいったい何枚のアル パムを リリースしたのか 
は僕は知らない。長く、イージー.リスニング的なロック作品を手がけて 
きている。バック.ミュージシャンは流動的であるが、基本的にシンセサ 
イザー奏者を中心としたユニットである。本アルバムではドラムにトゥリ 
才•デ.ピスコポ、ベースにジジ.カペロットを迎え、イタリアらし いソ 
フトなイージー.リスニング.ロックとでもいうべきものを聴かせてくれ 
る。生のストリングス•オーケストラも導入される。 プログレ ッシヴ .口 
ックとはいい難いが、そこに流れる情熱は充分にイタリアのアイデンティ 
ティーを感じることができる。一聴に値する作品であると思う。 （山） 


/NL A R Q IT E E 

PROPEAN ROCK CATALOG 




34—35 



























ITALV 



ゲルチアは 82 年に 1 枚のアルバムを自主製作しているテクニカルな 4 人 
組である。往年のプログレ名作群に比べると遜色は隠し切れないが、 80 年 
代の作としてはまずまずの出来だ。尤も、'軽薄短小〃が主流である時代性 
に照らしてみても、かつての様な重々しい音作りが期待出来ないのも無_ 
からぬこと。果たして本作でも軽やかなテンポのナンバーが中心となり、 
フュージョンタッチの仕上がりとなっている。時たま流れるアーブオディ 
ッセイの音色や一部のメロディーラインにイタリアらしい影をかすかに伺 
い知ることが出来、純然たるフュージョンとは言い難いが、いわゆる''ポ 
ンプ"とも全く流れを異にし、プログレッシヴロックと呼ぶには若干物足 



KAY HOFFMANN 

Floret Silva 


BELLE ANTIQUE 8502 '85 M 
：ISTt MUNDUS 
FLORET SILVA 
EXORCIMUS 
ICH WILL TRUREN 
RONDO 
MAI TANZ 
QUOT SUNT HORAE 
TOT 

SONUS DllLCIS LYRAE 


B ： OUVERTURE ZUM FEST 
INTERMEZZO 
TEMPO INSTAT 
LAN6UE0 
CHUME, CHUME 
NUMMUS 

POST COMMUNIO SANCTI 
CYRILLI 


フロレット.シルヴァはドイツ人女性ケイ • ホフマンを中心にフィレン 
ツエで結成されたグルーブで、 ピエロ . リ ュネールの ジ ャ , クヱリ ーネ •ダ 


ルビィやガイオ•キョッキョ等を迎えて 77 年にアルバムを一枚制作した。 


中世歌謡 カル ミナ•ブラウナを原曲に彼等独自の解釈をほどこしたもので、 
ピエロ . リュネール やオパス.アヴァントラ等と同等に評価されて然るべ 
き作品である。彼等個々のメンバーの音楽的素養は多岐に渡るが、それが 
良くこなれた形でサウンドに反映しているのが素晴らしい。このアルバム 
はリリースされることなくオクラ入りになっていたものを本誌べル*アン 


ティーク.レ ー ハ i ルが 85 年にリリースしたものである。グループ解散後は 



以前に比べるとかなりプログレ関係のレコードも入手し易くなり、 80 年 
代に関しては聴きもらしは少なくなったように思われる。とはいえ、イタ 
リアとなると話は別だ。レコードの流通機構がちがうせいか、大手レーヴ 
エル以外はなかなか輸入されて来ない。この Hopo の多分唯一のアルバム 
も人知れず廃盤となってしまったようだ。短い曲はポップな感覚を持った 
曲で、彼らの真価が発揮されるのは長い曲である。彼らの特徴は曲作りの 
おもしろさと甘く美しいトーンのギターにあるだろう。さらには、控えめ 
で美しいキーボード、歯切れが良く素直なヴォーカル、ドラマーの吹くフ 
ルートと!；コードを一気に聴かせる力を持っている。テクニカルにせまる 
訳でばないのに、好印象をあたえるのは、メロディを重視し、意外な展開 
をみせる曲作りにある。 （吉） 


80 年代は、イタリアン■プログレッシヴは完全に死滅していたかのよう 
な様相だった が、 実は、自主製作レベルではあるが、新しいグルーブが生 
まれていたことが判明した。しかし、それらのグループのほとんどは LP 
を製作するに到らず、テープ作品をリリースするに止まっている。しかし 
例外的に L P をリリースしているグループが 2つ 存在し、 1つがヨウロッ 
ハ。 （ EUROPE )、 もう 1 つがこの ヒューマン •イクスブ レツ シヨンである。 
黒に統一されたジャケットや、御手製のブックレットをみると、手創りの 
良さ；^伝わってくる。イタリアくささこそ少ないものの、夢幻的なイメー 
ジの トータル色の澳い素晴らしい作品である。ちなみに バロ ックというグ 
ループはテープではあるが、やはり高水準の音を有しているニュー • グル 
ープである。 （山） 



HUNKAMUNKA 

Dedicato A Giovanna G. 

Dischi Ricordi 

SMRL 6096 廃 1972 年 

A:NASCE UN GIORNO B: 10 CANTERO’ PER TE, 
RUOTE E SOGNI INTERMEZZO N.1 

L’AEREOPLANO GIOVANNA G. 

D’ARGENTO INTERMEZZO N.2 

CATTEDRALI DI *BAMBU IL CANTO DELL AMORE 
ANNIVERSARIO MUORE IL GIORNO 

MUORE 



IBIS 

Sun Supreme 

Polydor ポリドール 1974 年 

2448-022 廃 23MM0M4 廃 

A: DIVINE MOUNTAIN/ B: DIVINITY. PART 卜 3 
JOURNEY OF LIFE 
PART 卜 4 


ディスキ.リロルディより、72年にリリースされた本アルバムは、元ア 


72年、ニュー.トロルスが二つに分裂した際、ニコ•ディ•パーロ、ジ 


ノニマ . サウン ドの キー ボー ド 奏者 ロベルト.カルロ ッ トのソロアルバム 
である。（シングルはリコルディに 2 枚、後に N . UN 0 に 1 枚ある。） フ 

ン カ. ムン カは キ_ ボードとヴォーカルを担当しており、たおやかな セン 
スの良いメロディにプログレッシヴなアレンジをほどこした曲で占められ 
ている。。ポップな曲と叙情的な曲がブレンドされているが、どちらの曲 
想も美しいイタ リア 語で埋めつくされ、演奏もなかなかの名盤といえる。 
特に A — 4 が驚くべき出来。尚、ジャケットは便器をあしらったもので蓋 
の部分が開くようになっている変わり種である。 （山） 


ヤン ニ. べッレーノ、 フランク•ラヴジヱ ツリ、 マウリツィオ•サルヴィ 
の 4 人はヴィットリオ.デ•スカルツィと別れ連名のアルバムを発表した。 
その後、ジャンニがトリトンズに参加しリック•パーネルと交替、イビス 
と名乗り、 74 年に制作されたのが本作である。ニコの音楽性を反映し、か 
つ、 国外市場を意識したイビスの音楽は、本作では組曲となっており、 ハ 
ードな音作りが中心となっている。 75 年にはマウリツィオ、リックに替え、 
レンツォ. トルトーラとパスク アーレ •ヴ ヱン ディッテを迎え、 2 作目「イ 
ビス」を発表するが、ニコがヴィットリオと和解しジャンニとともにニュ 
一 • トロルスへ復帰したことにより、イビスは活動を停止した。 （松) 





























イタ リアン.ロッ ク絶頂期の隠れた1枚。メ ン バーは3人で中心人物刊- 
naldo Prandoni はボーカル、ギター、キーボードを担当し更に作曲、アレ 
ンジ まで一手に引き受けている。テクニカルな面では語るべきものは何も 
ないが、 A - l 、2 の美しさには無条件に感動する。爪弾かれる生ギターの調 
べに聰き惚れる内に知らぬ間に次曲は始まり、いつしか淡い郷愁と悔恨の 
彼方へと移行する。展開自体極めて単純であり、目新しいものは何もない。 
しかしそれでも尚この古法に則った、心の深奥に働きかけるかのような、 
淋し気なメロディーと愁いを带びたボーカルは、眠りについた答の記憶を 
呼び醒まさずにはおかない。 E . A . Poe , Formula 3等を更に私的にしたよう 
なと言ったら少しは的を得ているだろうか？ （鈴） 


この一枚の作品は、正にイタリアという国土がキリスト教生誕とパロッ 
ク音楽発祥の地であるという事を改めて再認識させてくれるであろう。い 
や、そればかりか数多くの名作を輩出したイタリアン•ロック界の頂点を 
極めた、金字塔とも言うべき名作であると断言できる。宗教の持つ荘麗か 
つ至上の愛に包まれた明るさとは正反対に、彼らには邪悪と暗黑、怪奇と 
パラノイアの渦巻く奈落の底へと引きずり込むかの様な緊迫が漂っている。 
パイプオルガンと、何かに取り憑かれたかの様に歌いあげる女性 Vo をメ 
インに、チェンバロ、フルート、ヴァイオリン、ベース… etc が絡んでい 
く様は、ダンテの神曲を我々の目の前に体現しているかのようだ。75年に 
自主製作された、悪夢の世界への招待状である。 （大） 



ドリウム•レーへ t ルは、イタリアン•ロック•ファンの間でも割と馴染 
みの薄い存在だが、イタリア本国では規模の大きい会社であるらしい。中 
ジヤケに貼り付けられている金杯が、表ジャケのくり抜かれた部分から浮 


ジャンボはヌメロ.ウーノからシングルデビューを飾った後、フイリッ 
ブスに移り 1 st アルバムをリリースしている。日本ではたまたま、セッシ 
ヨン的色彩の濃い 3 r d アルパムが最初に紹介されたため誤った先入観が植 


き出ているという、気品溢れるジャヶットに包まれた J . E . T . のアルバムは、 
全体的にハードな音創りがなされている。全盛期のユーライア.ヒープを 
彷彿とさせるような A — 1のタイトル.ナンパーは、その代表的な存在だ 
が、 B 面では、ニュー.トロルスの 「 UTj 中の名曲 「Chi Mi Pu 6 Capire 」 
を思わせるような、シンフォニックな趣を持った曲も聴かれ、いずれもが 
それなりに魅力的である。全体的な出来としては、中堅的存在といった印 
象だが、忘れ去られてしまうには惜しい好作品と言えよう。 （城） 


え付けられてしまった嫌いがあるが、本作では彼らの原点とも言うべき泥 
臭いブルースロックがとっくりと聰ける。ブルース特有のコード進行に渋 
めのギターや ハーモニカが 絡めば、もうそこはブログレ爱好家の守備範囲 
ではないがこうした曲展開では A . Fella のダミ声が俄然生きて来る。ただし 
B 面に入るとピアノ、フルートの使い方等、 2 nd と共通の要素も見られる 
ようになり多少趣が変わって来る。素朴な印象さえ与える B -1 の曲は、次 
作 A -3 にも収録され、迫力満点となって再登場することになる。 （江） 



JUMBO 

DNA 


Philips 
6323-01 7 L 


廃 


1971 年 


A ： SUITE PER IL SIG K B:MISS RAND 

®Sta Accadendo E’BRUTTO SENTIRSI 

Qualcosa Dentro Me VECCH 

>a Corri HAI VISTO... 


©Ed Ora 
®Dio E 



JUMBO 

Vietato Ai Minori Di 18 Anni ? 

Philips 1973 年 

6323 025 A 廃 


A:SPECCHIO B:GIL 

COME VORRE1 ESSERE VANGELO? 

UGUALE A TE 40 GRF.LO? 

IL RITORNO DEL NO! 

SIGNOR K 
VIA LARGA 


ジャンボのセカンド.アルバム。サード.アルバムがゲスト.ミュー ジ 
シャンを加え、緻密な構成とハイ グオリ チィな演奏力を誇るのに対し、本 
アル.バムは、 オリ ジナル•メンバー 自身によってのどかさを感じさせる歌を 
中心にしたしぶみのある曲を展開させている。 クセの ある ボーカルが 好き 
嫌いを分けてしまいそうな気がするが、聴き込めば聴き込む程に深みが増 
してくる アルバム だと私は思う。 バツ クに流れる ピアノやフルートがとて 
もイタリア然とした響きを持っている。この 時点でのメンバー は、 アルヴ 
ァロ •フェツラ （ Vo . Gui ) 、ヴイート.ヴァルツァーネ （ Dr ) 、セルジオ. 
コンテ （ Org )、 ダニ エーレ. ビアンキーニ （ G )、 ダリオ •グイ ドツ ティ ( F 1) 
アルド.ガルガーノ （ Bas )。 （山） 


ジャンボの サード.アルバム。 彼等は本 アルバムを 最後に解散してしま 
つ。 前作とはうって変わり、サウンド重視の アルバム となり、 テクニック 
を 前面に押し出した緻密な構成 力を 誇っている。 アルヴ ァ ロ •フ X ッラ （ヴ 
才--カル、アコースティック.ギター、ピアノ、オルガン、サックス）、セ 
ルジォ.コンテ（キーボー ド）、 ダリオ. グイド ッティ（アコ—スティック 
. ギター、フルート、 ハー モニカ、エレクトリック.ギター)、ダニ エノ レ 
. ビアンキーニ（アコースティック.ギター）、アルド.ジャルガ— ノ：メ 
ロトロン他）、ツッ リオ.グラナテ ッロ （ドラ ムス） の メンバーの他、べゼ 
才 にも参加していた アンジヱロ .ヴ ァッジ（ミニ.ム ー グ）や フランコ. 
バッティ アート等多彩な ゲス トも参加している。 （山） 
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FRANCO LEPRINO 

lntegrati."Disintegrati 

ELEVEN ELC25133 77 廃 
A PMTir B : PARTE 2 


Leprino の作り出す音楽は、寄せては引く波の如く反復をくり返し、聴 
く者の内面に向って語りかけてくる。時には安らぎを与え、時には意識を 
めざめさせてくれる。イタリアにあってはこの種の音楽はほとんどなく貴 
重な存在であろう。それだけにとどまらず、内容的にも成功していると思 
われる。彼の本業はギターらしく各種多様に使いこなしており、他にもシ 
ンセサイザ ー、 ヴァイヴなどの演奏も行いセンスの良いところを見せてい 
る。両面で1曲という大作ながら、ピアノ、フルート、オーボエ、効果音 
を盛り込み単調さを克服している。このアコースティック靖^器の使用がメ 
カニックな感じをなくし、彼のめざしているサウンドを二際輝けるものに 
しているようだ。また、この Eleven レーヴェルは Fonit Cetra 系でファン 
の興味をそそらせる。 （吉） 



LOCANDA DELLE FATE 

i-orse Le Uucciole Non Si 
Amano Piu’ 

Polydor ポリドール 1977 年 

2448 055 廃 23MM 0148 

A: A VORTE UN ISTANTE B:CERCANDO UN NUOVO 
DI QUIETE COFINE 

FORSE LE LUCCIOLE SOGNO DI ESTUNNO 
NON SI AMANO PILP NON CHIUDERE A 
PROFUMO DI COLLA CHIAVE LE STELLE 

BIANCA VENDESI SAGGEZZA 


西洋音楽が数百年来追い求め続けてきた構築美——その一つの完成され 
た姿がここにある。 ツイン •ギター、ツイン.キーボード、ベース、ドラ 
ム、ヴォーカル、そして時折ギタリストが吹くフルートも加えた、計7人 
の メンバー によって織り成される完璧無比なアンサンブルとテクニックに 
は、聴く者すべてが圧倒されるに違いない。イタリアン•ロックがその輝 
きをほぼ失いかけていた’77年にロ カン ダ.デッレ.ファーテは世に出た。 
しかし彼らぼ、その先駆者達が持ち続けてきた '、美意識"を見事に受け継 
ぎ、遂にそれを極限にまで昇華させてしまったのだ。この煌きを、一体ど 
のような言葉を用いて伝えたら良いのか。とにかく、すべての人々にこの 
作品を聴いていただきたい。ただそれを願うばかりである。 （城） 




LATTE E MIELE 

Passio Secundum Mattheum 

Polydor ポリドール 1972 年 

2448 01 1A 廃 23MM 0146 

A: INTRODUZIONE B:I TESTIMONI 

IL GIORNO DEGLI AZZIMI IL PIANTO 

ULTIMA CENA GIUDA 

GETZEMANI IL RE DEI GIUDEI 

IL PROCESSO IL CALVARIO 

I TESTIMONI (PARTE 1) IL DONO DELLA VITA 


新約聖書中の '''キリスト受難" を テーマに創られたこの アルバム こそ、 
イタリアン.ロック 史上、まごうことなき最高の名盤だ！ ヨーロッパの 
伝統芸術に触れる時、その精神的背景にあるキリスト教の存在の大きさを 
認識せずには決していられない。同じ聖書の内容にしても、ほとんど県体 
験に近い ヨーロッパ 人にとっての重み、深みは、（信仰の有無に関わらず） 
「知識」ないしはそれに類するものとしてしか得ない我々日本人から見れ 
ば、到底はかり知れないものだ。そしてそこから生まれる「真実」に圧倒 
され、「伝統」を感じとる時に、私達はこの作品の素晴らしさを知るのだ。 
多彩なキーボード群とか、合唱団を使っているとかは、この作品を賛辞す 
る上で、あくまで二次的なものにすぎない。 （城） 



LATTE E MIELE 

Rapillon 


Polydor ポリドール 1973 年 

2448 015A 廃 

A:PAPILLON 
PRIMO QUADRO 
SECONDO QUADRO 
TERZO QUADRO 
QUARTO QUADRO 
QUINTO QUADRO 
SESTO QUADRO 
SETTIMO QUADRO 
DIVERTIMENTO 
ストが発表された翌年の 73 年9月にリリースされ 


ポリドール 
23MM 0147 廃 

B: PATETICA ： 
PARTE PRIMA 
PARTE SECONDA 

を 


PARTE TERZA 
STRUTTURE 


彼等の第 2 作はファ 
た。メンパーは全く変わっていないがストリンダスとホーンが入っている。 
タイトルの「ハ。ビヨン」とは、人形劇で、ルナ•パークでみた人形劇にイ 
ンスパイアされて彼等がそれを音楽化したもの——がこのセカンドアルバ 
ム ーパピヨン ーで ある。 A 面の組曲はこの物語がテーマになっている。 B 
面はショパン、ハ♦ッハ、ヴイヴァルデイの曲をアレンジしてまとめたもの。 
この後、解散しドラマー（当時I 8 才）を残し全てメンバー.チヱンジを行い 
76年に再編されマグマより3枚目をリリース。その後もラッテ.ミエーレ 
名儀のシングルを製作するが、完全なポップスになってしまっている。（い) 



FAUSTO LEALI 

Amore Dolce, Amore Amaro, 

Amore Mio 

CBS キング 1975 年 

69173 廃 K22P-227 廃 

A:IL VOLO DELLA B:UNA CHIESA DI ALBERI 
FARFALLA E GINESTRE 

BRUCIA IL PA RADI SO HEY PSST PSST DONNA 
AMORE DOLCE, AMORE DUM DUM LA LA 
AMARO,AMORE MIO AMORE VIVO 
UNA GRANDE FESTA AI DEDIK IU 
LULTIMA VOLTA 

カンタウトーレであるファウスト.レア7リカ' バックをセカンド•ア 
ル バムを出した当時のイ ル . ヴォーロに託したアルバム。レアーリは他に 
も 「LEAPOLI」 等教枚のソロ .アルバムがある。独特のしゃがれ声を持 
つ レアーレとイル.ヴォーロのサウンドは見事に一体化して生き生きとし 
た印象を受ける。特にタイトル.チューンである A — 3が典型的な例とい 
えるだろう。 B 面ラストではイル.ヴォ ーロのみのイ >ストゥールメンタ 
ル.チューンが収録されているが、恐らくこの曲はイル•ヴォーロのセカ 
ンド.アルバム録音時に於ける未発表テイクであろうと思われる。ラディ 
ウスの12弦ギターが印象的である。尚、国内盤にはアルパムの未発表テイ 
クが収録してある。 （山） 



LEO NERO 

Vero 

EMI ： 3C.O 6418272 77 廃 

LEO NERO- KBD 
PRO ： C0RRA00 BACCHELLI 


IL BALLETTO DI BRONZO のキーボード.プレイヤー、 ジャンニ- レオ 
ーネはレオ.ネロと改名して77年に 1st ソロアルバムを発表した。その存 
在自体は早くから知られていたが、地味なカヴァーが災いしてか日本に初 
めて入って来たのは意外に遅く、3年程前のことである。様々な憶測が流 
れていたが出来としてはほぼ期待通りのものと言ってよさそう。 A 面は歌 
を中心にしたちょっと意外な展開であるが、典型的なイタリアンサウンド 
で、十分に楽しめる。圧巻は B 面のプログレパートだ。多種多彩なキーボ 
ード群を自在に搡り、若干へヴィな面が失われつつあるものの、パレット 
時代を彷彿とするブレイで聴く者を陶酔の世界へといざなう。なお、3年 


後に発表した 2nd ソロ“ Mon,itor” は二: 
いる。 


-ヴ 


:イヴ色の濃いものになって 
(江） 


























EMILIO LOCURCIO 

L’Eliogabalo 

UNA SORS CONIUNXIT ： ZPLU 34023 7 7 廃 



MUZI LOFFREDO 

Tu Ti Nni Futti! 


IT ： ZSLT 70031 76 庚 
MUZZI LOFFREDO-VO. 6. 

ARTURO STALTERI - ORG, P, EL-G, SYN. PER, CELESTA 
6AI0CNI0CCHI0-EL-6, B, CELESTA 


派手なイラストカヴァーに包まれたエミリオ.ロクルチオ名義のアルバ 
ム v レリオガバーロ"は、彼自身の他、ルチオ•ダッラ、テレサ•デ•シ 
•才、クラウディオ.ロッリを K 役に据えたオペレッタが収録されている。 
イタリア語で早口にまくし立てる唱法が好みを別つ感があるが、非常に完 
成度の高いブログレッシヴ • ロックが聴かれる 。 Pierrot Luna ire , Crash , 
Odeon の 3 グルーブがバックを務めているが、注目の Pierrot は主に アコ 
ースティック•パートを担当、ピアノやメロトロンの奏法に面影を伺い知 
ることが出来る。が、彼らの演奏ばかりを前提とした評価はこの際避ける 
べきだ。どのハ•ートに針を落としても、ズッシリとした確かな手応えは同 
じなのである。70年代後期を代表する好作品と言えるだろう。 （江） 


ムツツイ •ロフ レツ ドと いう シンガーのアルバム。ピエロ •リュネールの 
A •スタルテッリ 、 G . キュッキョが参加している。裏 ジャケ には、 グループと 
しての Pierrot Lunaire の名が見て取れるが、中心はあくまでも Muzzi 。 一 
聴して ピエロと 認識出来る ナンバーは1 分にも満たない 2、3曲のみだ。 基本 
的には アヴァンギャル ド•トラッドと いった 趣で、大半が ギター 伴奏をバッ 
クにした悲痛な叫びとも言える歌声で埋め尽くされている。全編を支配す 
る重々しく陰鬱な雰囲気で好き嫌いが分かれそう だが、 甘さ と 切なさの大 
盤振る舞いに鉋食気味の リスナーに とっては耳を傾けてみるのも一興 だろ 
う。尤も、その特異な世界を垣間見た時は少なからずショックを受ける だ 
ろうし、針を落としたまま終幕まで付き合えるという保証は出来ないが。（江） 



L’UOVO Dl COLOMBO 


same title 


EMI 1973 年 

3C. 064-1 7889 廃 


A:L’INDECISIONE 

10 

ANJA 
VOX DEI 


B:TURBA 

CONSIGLIO 

VISIONE DELLA MORTE 
SCHERZO 



MADRUGADA 

same title 


Philip ： 
6323 0 


033 A 廃 


1974 年 


A: MADRUGADA I B:D.M.T. 

CAMMINAR MANDRAX 

VIENI NELLA STRADA MADRUGADA II 
UOMO BLU 


このルオヴォ•ヂィ.コロンボは5人編成のダブル.キーボード•バン 
ド。所々ギターも入っているが、あくまで補助的な演奏にとどまっている。 


76年に「インカストロ」というアルバム （P FM に加入したバイオリニ 
スト、ルチオ • フアブリなどをゲストに迎えている。）を発表した3人組の 


“ A&R Suppoter とクレジットされたリノ •チェリという人物の担当楽 
器が明確ではないが、彼と エンゾ.ヴォルピーニの 2人が キーボーダーで 
あると推測される。ピアノ、オルガン、シンセサイザー、ストリングス等 
のキー ボード群をメインに繰り広げられるそのサウンドは当時のイタリア 
にあっても決して目新しい物とは言えないが、この グループの 場合リズム 
隊の好ブレイのおかげで作品全体が引き締まったものとなり、他の同系統 
グルー プの作品と比べても見劣りしない出来となっている。個性欠ける 
点は少々残念だが、キーボード•ファンには必聴の一枚だろう。 （城） 


グループ、マドルガーダのこれは1枚目のアルバムである。詩情に満ちた 
美しい音世界を展開するこの作品は、例えばイ•ディク•ディクやエキぺ 
84あるいは UT といった当時の多少ラヴ. ロッ ク的なグループが残した名 
作に勝るとも劣らない内容となっている。キーボード類こそ多用してはい 
ないが美しく清らかなボーカル.ハーモニーとイタリア的な叙情的な メロ 
ディー•ラインがトータルな構成の中に泉の如くあふれ出る。夢見るよう 
な音の綴織りの中でみず々ずしい生命の息吹き.を感じずにいられない。（鈴） 



前衛的な作品を世に送り出し、注目をあびたユニークなレーベル、ァス 
コルトより唯一のアルバムをリリースしたペペ.マイナは、ミステリアス 
なヴヱールに包まれたマルチ•ミュージ シャンで ある。国内盤もリリース 
されたので日本での知名度はあるが、本国では極めてマイナーな存在であ 
つたことは想像できる。ハーブ、フルート、ギター、ピアノ、ピッコロ、 
パキスタン•ベル、リラ etc を使用して、たおやかな地中海音楽のうねり 
を雄大に表現したペペ • マイナの音楽性は唯一無比のものであり、プログ 
レッシヴ • ロックの持つ、もう一つの側面を見事に描き切った意欲作であ 
る。蛇足ながら、このアスコルト•レーベルはカテリーナ•カッセルリが 
革新的なアーティストを育てる為に設立したレーベルで、他にも好作品が 


先頃来日公演を果たした マティア•パザールの 1 st アルバム である。 ム 
ゼオやジヱットに在籍したミュージシャン達を中心に結成されたバンドと 
聞いて、これほど現代感覚溢れる洗練されたポップ•サウンドを想像でき 
る人はいまい。ラッテ.ミエーレ等と同様、過去のサウンドとはキッハ•リ 
と訣別し、時代の流れの中に積極的に身を投じたことが結果的に成功へと 
つながつたわけである。当時のリーダーは殆どの作曲を担当したキーボー 
ド奏者ピエロ •カッサーノ （81 年に脱退）で、フュージョンタッチのソフ 
卜なナンパーから無難なイタリアンポップスまで幅広く手掛けているが、 
全体的に、声量豊かな女性ヴォーカリスト、 マティアの 歌声が十分に生か 
された作りになっている。なお、 2 nd ではライヴが聰かれる。 （江） 



ある。 


(山） 
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MAXOPHONE 

same title 

Produttoriassociati 1975 年 

PA LP 57 廃 

A:C'E UN PAESE B:ELZEVIRO 

AL MONDO MERCANTI DI PAZZIE 

fase antiche conclusioni 

AL MANCATO COMPLEANNO NEGRE 

DI UNA FARFALLA 


マクソフォーネが残した唯一のアルバムでは、極めて高水準のシンフォ 
ニック.ロックが聴ける。各メンバーが圧倒的技量と洗練された感覚の持 
ち主で、そのプレイを叙情派ロックの範疇で語るには難がある。ホルン、サ 
ックス、クラリネット、フルート等の管楽器を多用した饒舌なアンサンブ 


ル、目まぐるしく人れ替わる個々のソロはジャズをも包含し、加えてボー 
カル. ハーモニーの ポップ性はバロック.ロックに耳慣れた私達には新鮮 
である。しかし随所に押し寄せるパッションの嵐、これこそが本作を叙情 
派たらしめ、パステル.カラーのジャケットも彼等のロマンチシズムを伝 
えるには充分て'^る。尚、ドイツ盤はテイク違い、本国イタリアではアル 
バム未収録のシングルがリリースされている。 （古） 


METAMORFOSI 

...E Fu 丨丨 Sesto Giorno 

Vedette 1972 年 

VPA 8168 廃 

A:1L SESTO GIORNO B: HIROSHIMA 
E LUI AMAVA I FIORI NUOVA LUCE 
CREPUSCOLO SOGNO E REALTA* 

INNO DI GLORIA 


メタモルフォッ•シはヴヱデット•レーベルに2枚のアルバムを残してい 
る。このアルバムの存在を知る人の多くは、これが 2nd だと言っている様 
だが、それは本作の番号が8168で、一方の 「Inferno」 が8162であるためだ 
ろう。しかし、レーベルに表記されている発表年は、本作が1972年で、一 
方が1973年となっており、音の方と照らしてみても、本作を 1st とする方 
が納得がゆく。と、いうわけで、このメタモルフォッシは Vo. + flute，G，B， 
Key,Dr. の5人編成のバンド。サウンドの核は華麗なキーボード群である。 
A-B 面とも基本的には同様の音創りがなされているが、よりドラマティッ 
クな内容の A 面に彼らの持ち味が発揮されており、これが次なる名作 「In¬ 
ferno」 へと受け継がれてゆく のである。 (城） 




METAMORFOSI 

Inferno 

Vedette 1973 年 

VPA 8162 廃 

A：INTRODUZIONE B:VIOLENTI 

SELVA OSCURA MALEBOLGE 

PORTA DELL* INFERNO SFRUTTATORI 
CARONTE RAZZISTI 

SPACCIATORE DI DROGA 
TERREMOTO FOSSA DEI GIG ANTI 

LIMBO LUCIFERO (POLITICANTI) 

LUSSURIOSI fcONCLUSIONE 

AVARI 



PASQUALE MINIERI 
& GIORGIO VIVARDI 

Carnascialia 

MIRTO 6323 750 79 M 

A ： CANZONE NUMERO UNO B ： KAITAIN 

FIOCCNI DI NEC E BRUSCOLIM CRUZEIRO DO SUL 

ALMEISAN CAMELA 


前作のメンバーからギタリストが抜け、ドラマーも交替し、より強固な 
チーム.ワークによって創りあげられたこのアルバムこそ、イタリアらし 
い美と力強さ'に満ちた名作中の名作だ。徹底的にキーボードをフィーチャ 
一し、これでもかこれでもかとばかりにスリリングな場面が続く。バンコ 
やラッテ. エ.ミエー レに魅せられたことのある人がこの音を聴けば、きっ 
と溜め息が出てしまうに^Iいない。こんな文章を読んだ時、あなたは--体 
どうすれば良いのか。礼束を握りしめてレコード店に駆け込むのか。ある 
いは微力ながらも、日本発売を望む声をレコード会社やこのマーキー•ム 
ーンに寄せるか。それとも端から諦めて知らんぷりを決め込むか。どれを 
選ぶもあなたの自由だ。とにかく、良く考えていただきたい。 （城） 


玄人好きの作品をリリースしていたミルト.レーベルから発表されたこ 
のアルバムは、 カンツオ ニエーレ.デル •ラッツィオ のジョ ル ジオ •ヴィ 
ヴァルディ を中心にデメトリオ•ストラトスや マウロ.ハ。 ガーニ等が参加 
して削られたものである。地中海音楽〜アレア〜 マウロ •パガーニ〜 カン 
ツォ ニ エー レという硬質でレベルの極めて高いミュージッタ.アマルガム 
の様相を呈しているといって良いと思う。 A 面はどちらかというと カン ッ 
ォ ニ エー レの ヴァ イオリニスト、 カルロ •シリオット の ソロ. アルパムに 
も通じるようなゆったりとした地中海音楽が、 B 面はより硬質なア ヴァン 
ギャリズムを注入した作品である。又、デメトリオが死去する直前の録音 
としても話題を求める一枚。 （山） 


MIR0 

Real Life Games 

VEDETTE : MLP 5551 77 廃 
MIR0-V0 
KEN STAGE-6 
MARCO PELLEGRINI-DS 
6IANNI GALL A6LI0-PER 
LUIGI CAPPELL0TT0-B 
VINCE TEMPERA-AC-P,EL-P,SYN, PIPE 0R6 
LUI6I QUA6LIA-P 
PRO：ALLAN GOLDBERB 

実力派シンガー、 ミ ーロの 作品の 中で、 元イ ル. ヴォ ーロのジャン ニ- 
ダラ リオ、 ヴィ ンチヱ.テンペラ等をゲストに迎えて製作された本作は一 
際光っている。V•テンペラの奏でるキーボードがイニシアチヴを取るバッ 
クの演奏は、時に イル •ヴォ ーロの 面影が見え隠れするほどで、70年代前 
半のみずみずしい感覚が色濃く残されている。加えて、テンペラによるス 
トリング.アレンジも見事なもの。一方で A-3 の様にファンキーでポップ 
なナンパーも聴かれるが、イタリアンロックのファンであれば十分に傾聴 
できる作品となっている。難点は全曲とも英語で歌われていること。79年 
発表の“ Amniguit4 ” という作品を聴いたが、よりポップで軽やかな音作りが 
なされており、むしろ本作よりも英語が似合いそうな雰囲気である。（江） 



DONELLA DEL MONACO 

Schonberg Kabarett 

Cramps 1978 年 

520730 5 廃 

A:GALATHEA B: NACHTWANDLER 

GIGERLETTE ECLOGE 

DER GENUGSAME DER WANDERER 

LIEBHABKR ERWARTUNG 
EINFALTIGES LIED 
MAHNUNG JEDEM DAS SEINE 
ARIE ANS DEM SPIEGEL VON ARKADIEN 

’82 年に亡くなったイタリアの名テノール、マリオ.デル.モナコの姪で 
あるドネラ.デル.モナコのソロアルバム。彼女はオパス•アヴァントラ 
の一員として 74 年と 75 年にそれぞれアルバムを発表したがその後バン.ドせ 
解散してしま.う。以律、」 TAyA、 クランブス、. HOLLY と現在までに 3 枚の 
ソロアルバムをリリースしてシリアス.ミュージック畑で活躍中である。 
このアルバムはシヱーンベルグの歌曲集であソ、ピアノをバックに彼女が 
完全にシリアス.ミュージック側の唱法で歌っているものである。全てが 
シェーンベルグが 2CH 戈の時に書き下ろした作品で、ロマン派の色彩の濃い 
作品である。テキストはリヒャルト • デーメル、ニーチヱ等によるもの。 

(山） 
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ADRIANO MONTEDURO E 
REALE ACCADEMIA Dl MUSICA 

same title 


RCA 1974 年 

TPL1-1038 廃 


A: BtJONGIORNO NEL B: VIAGGIO LIBERO 

BOSCO LE MONTAGNE NEL 

LA FAVOLA DEL TRAMONTO 

GUARDIANO DEL BOSCO PRELUDIO A … 
M-EZZOGIORNO UNA CANZONE 

LE FIGLIE DELL'ERBA SUONI DI UN ANITA 



MORGAN 

Nova Solis 

RCA 1972 年 

LISP 34154 廃 

A:SAMARKHAND B:NOVA SOLIS 

THE GOLDEN 
ALONE 
WAR GAMES 


ギタリストであるアドリアノ •モンテドゥーロとレアーレ•アカデミア 
•ディ•ム ジー カの共演 盤。. この時点でのレアーレは、オリジナル.メン 
パー •は キーボー ドの フェデリコ •トロイア_ 二と ドラムスのロベルト•セ 
ンサソーノの二人となって レ まったか' それでもあのア コース ティックピ 
アノを中心とするレアーレ節は健在である。レアーレのアルバムでもそう 
であったように、歌を大切にしながらも時としてもり上がるインストゥー 
ルメンタル部の叙情は、地味ながらも甘美な調べをつくり出している 。 A 
一1は後半部の演奏が素晴らしい。又 A — 2の印象的なスキャットは私達 
をイタリアの街並へとさそい込んでくれるかのよう。ジャケットもとても 
綺麗だ。 （山） 


イギリス人モーガン.フイッシャーのグループ 「モーガン」 の ファー ス 
卜.アルバム。ホルストの惑星をアレンジしたりして軽快なプログレッシ 
ヴ•サウンドが繰り広げられている。翌年、ヴォーカルをロベルト•サプ 
セッドからティム • スタッフヱルに替え、前作同様の見奉なアルバムを制 
作するが、これは76年にアメリカのイ ン ポートレコードからリリースされ 
るまでは陽の目を見なかった 。 （BROWN OUT IMP 1006) 彼は後にイギ 
リスに戻りモット.ザ.フープル、モット、ブリティッシュ.ライオンズ 
を 経てソロ活動にはいり、ロル•コックスヒルとのデュオ、ミ ニア チャー 
ズの編集を行ない、又、ハイブリッド•キッズと自らを称しアルバムを一 
枚発表している。 （山） 



IL MUCCHIO 

same title 

Carosello 1970 年 

SCLN 25001 廃 

A: PER UNA LI BERTA B: MISERICORDIA 
QUALCUNO HA UCCISO UN ANGELO VERO 
IL CAM MI NO DI CHI AVE MARIA 

NON VERRA QUESTI SIAMO NOI 



MURPLE 

lo Sono Murple 

Basf-Fare 
20 23137 F 廃 

A:ANTARTIDE 

METAMORFOSI 

PATHOS 

SENZA UN PERCHE’ 
NESSUNA SCELTA 
MURPLE ROCK 


1974 年 


B: PRELUDIO E SCHERZO 
TRA I FI LI 
VARIAZIONI IN 6/8 
FRATELLO 
UN MONDO COSr 
ANTARPLASTIC 


イル•ムキオが本作を発表したのは’ 70 年のこと。他の多くのグループが 
活動を起こし始めながら未だあるレベルに達し得ないでいたこの早期にム 
キオはイタリアン•ロックの魁と言うべきサウンドを創り上げていた。詳 
しいクレジットがないので楽器編成が明確ではないが、おそらく Vo . Keyb . 
X 2 、 B . Dr . の5人と思われる。一応ダブル.キーボードのスタイルではあ 
るが、彼らの音の特徴はそのキーボード.プレイよりもむしろヴォーカル 
が歌い上げる哀愁漂うメロディーにあると言える。イタリアン•ロックに 
限った事ではないが、その土地の香りと、そしてそこに住む人々の精神の 
発露から生まれた音楽の魅力は、多少の年月を経て変質する様なものでは 
毛頭なく、むしろ時流と無関係に生き続けているのである。 （城） 


このムルプレは割と最近になって発堀されたグループなので、あまり知 
られていないと思う。「私はペンギン」と題されたこの作品は、12のパー 
卜から成るトータル.アル八ムだ。 Key . G . B . Dr . の4人という平凡な編成 
だが、メインはピアノ、オルガンを中心としたキーボードである。それな 
りに聴き所もあり、キーボード•ファンには結構受ける音だろう。しかし 
ながら、手放しで誉めることのできるアルバムではない。作曲、演奏とも 
全体的に今一つまとまりを欠いており、せっかくのトータル • アルバムも 
画倒れの感がある。また、もともとキーボードがメインなので、どうで 
も良いことなのかも知れないが、ギターのお粗末ぶりは目（耳？）に余る。 
少々酷な言い方だが、これならギターレスの方が良かったのでは？（城） 



MUSEO ROSEN BACH 

乙 arathustra 


Dischi Ricordi キング 1973 年 

SMRL6113 廃 K22P-280 廃 


A ： ZARATHUSTRA: B: DEG LI UOMINI 

L'ULTIMO UOMO DELLA NATURA 

IL RE DI IERI DELCETERNO 

AL DI LA DEL BENE RITORNO 

E DEL MALE 
SUPERUOMO 

IL TEMPO DELLE CLESSIDRE 



NEW TROLLS 

Concerto Grosso Per I New Trolls 


Fonit Cetra キング 1971 年 

し PX 8 GXF 2043 廃 

A: ALLEGRO B:NELLA SALA VUOTA 

ADAGIO 
CADENZA 
SHADOWS 


ニーチェの 哲学的叙事詞「ツァラトゥスト ラ かく 語りき」 を テーマに し 
た一大トータル.アルバム。イタリアン.ロック黄金時代の73年に発表さ 
れた幻の名盤と噂の高い一枚。洋しい事は国内盤の ライ +—に述べてある 
のでそちらを参照して頂きたい。グループはこの-一枚で解散し、 メンバー 
の内2人が ドウ リウムからアルバムを出していた J . E.T •のメンバー 2人と 
合体し、75年「イ •ノく ザール」を結成。後に女性 シンガー、 アントネッラ 
• ル ッジ ヱ ーロを 加えマティア •ノ ザール と名を 変えデビュ ー 。 アリスト 
ンから7枚のアルバムを出す。昨年、世界歌謡祭に来日し、決勝進出を果 
し川上賞を受賞した ピエロ. カッ サーノ は マティア.バザールの 
キーボード。 現在でも ムゼオのメンバーは マティアで活動 中。 （ふ） 


ニュー.トロルスの3作目。映画音楽界で活躍しているルイス•エンリ 
ケス.バカロフのオーケストラ.アレンジにより壮大なバロック.スタイ 
ルのロックを演奏している。コンチェルト.グロッソとはバロック時代の 
器楽コンチ X ルトの形式でメロディーが合奏により奏される形式をさす。 
これに対し小合奏形式をとるものをコンチヱルティーノという。ニュー. 
トロルスは現在まで実に長い活動を続けるベテラン.グループで、現在、 
かつての名グループ達がマンネリズムに陥っている中で、なかなかの好盤 
(エッ フェ •エ •ッセ）を発表している。コンチェルト. グロッソのハ。 ート 
3も製作中である。本アルバムは日本でも好セールスを記録している。71 
年という早い時期に作成された作品とは思い難い程完成度が高い。（山） 


/fS A R Q m’ E 

EUROPEAN ROIJK CATALOG 



























ITALY 


NEW TROLLS 

UT 

Fonit Cetra キング 1972 年 

し PX-20 厘 GXF-20 廃 

A: STUDIO B: C，E TROPPA GUERRA 

X X II。 STRADA PAOLO E FRANCESCA 

I CAVALIERI DEL CHI MI PUO CAPIRE 
LAGO DELEONTARIO 
STORIA DI UNA FOGLIA 
NATO ADESSO 

5 作目。タイトルの 「 UT 」 とは音階のドの音を指す。ヴィットリオ•デ 
. スカルツィは一曲も書いておらず、メンバー以外の人間が作曲に参加し 
ている。その内の-一人、ダイナ.ディーニは本アルバムのヴィットリオを 
除いたメンバー、 ニコ、 ジャンニ、フランク、 マウ リツィオの作ったアル 
バム、通称「 ？ 」に参加している。実質的•には r UTj もこの4人のアルバ 
ムと見てよいだろう。その後、4人がグループを離れ、イビスを作りヴィ 
ットリオがアトミック.システムを作る分裂劇の原因こそがこのアルバム 
なのである。 A 面の組曲についてはスペースがないのだが、内ジャケを訳 
してもらえればわかると思う。 A — 1ではピアノ練習曲のツェルニーがそ 



N ICO, GIANNI, FRANK, MAURIZIO 

Canti Di Innocenza, 

Canti Di Esperienza 

Fonit-Cetra 1973 年 

LPX 22 m 

A: INNOCENZA B: L’AMI CO DELLA PORTA 

ESPERIENZA ACCANTO 

SIGNORA CAROLINA VECCHIA AMICA 
SI MONA ANGELO INVECCHIATO 

「 UT 」 を 発表後、 2 つのチームに 分裂してし 
まう。ヴィットーリオ•ディ.スカルツィは 「 NT -アトミック-システム」 
を 製作し、残りの 4 人、すなわち、 ニコ、ジャンニ、 フランク、マウリツ 
ィオはグルー プ名も決まらないまま、 4人の 連名 で本ア ルバムを 発表す る。 
内容は純粋なハー ド•ロック •サ ウンドで あり、 「 UT 」 の B — 1 の曲を連 
想していただければよいだろう が、 かなりへ ヴィーに 仕上げられ ている。 
このアルバム 発表後、 ジャンニ •べッレーノは 「 TRITONS 」 に 加入して 
しまい、残りの 3人に 元ア トミック. ルースターの リック. パーネルを 加 
え、 イビスが 結成され ることになる。 （山） 



っくりそのまま使われている。 


(い） 



jr ゴむ二 


I NOMADI 

Un Giorno Insieme 


E_ 3C 064-17 咖 73 廃 

A：UN 6I0RI0 INSIEME B 

IL 6IGMTE 


ABBI CURA DI TE 


s= 


DOMAII 

I CARO 


ME 


ノマーディは実に長い活動を続けるグループである。60年代中期には結 
成され、筆者の持っている彼等のレコードで最も古いものが、68年のもの 
(EMI SCPSQ 545) —このアルバムはプログレッシヴな手法とビートルズの 
影響が感じられる好作品）である。その後、10年以上に渡り多数のアルバ 
ムをリリースしているが、最高作は本アルバムであろう。生のストリング 
ス群、メロトロンをも使用して、センシティヴで情熱的^な歌を中心とした 
素晴らしいアンサンブルを聴かせてくれる。彼等の作品には出来不出来の 
バラツキがあるが、本アルバムや74年の丨 Nomadi Interpretano Guccini あ 
たりが推薦盤である。本アルバムは変型ジャケット、ポスター付きと豪華 


なもので、彼等の頂点に位置する作品である。 （山） 


NOVA 

Blink 

Arista 1975 年 

ARTY 118 

A: TAILOR MADE B: USED TO BE EASY 

PART 1,2 FART 1,2 

SOMETHING INSIDE TOY PART 1,2 
KEEPS YOU DOWN STROLL ON PART 1，2 
PART 1,2 
NOVA PART 1,2 

ウーノがアルバムを出した後、エンツォ.ヴァリチヱッリは脱退し、コ 
ラー.ド•ルスティーチ、ニュートロルスのレナート.ロセットらが加わり、 
ノヴァを結成。イギリスに進出しこのファーストをりリース。プロデュー 
スは当時クォンタム•ジャンプにジョン • G •ペリーと共に参加していた 
ルパード•ハイン。翌年、アイソトープの 「Deep End 」 を手掛けたロビン 
•ラムレイ&ジェリー.スミスのプロデュースによる 「 Vimana 」 発表。ダ 
二ーロ.ルスティーチはルーナ結成の為脱退し、パーシー . ジョーンズ、 
フィル.コリンズ、ナーラダ.マイケル.ウォルデンがゲスト参加。続く 
「Wings of Love 」 では元イビス、アトミック • ルースターのリック.パー 
ネル加人。 78 年には 4 枚 目 「Sun City 」 をリリース。 （い） 




NUMI 

Alpha Ralpha Boulevard 


POLARIS : POLBP 708 

GUIDO BOLZONI 
MARIO CARLOS RO 明 ONI 
BEPPE TIRANZONI 
ROBERTO TAVA 
PAOLO BUCCELLI 
FURIO SOLAZZI 
PRO : 謂 ST 


71 廃 



NUOVA IDEA 

Clowns 

Ariston 1973 年 

AR/LP 12100 廃 

A-.CLESSIDRA B: CLOWN 

UN，I SOLA UNA VITA NUOVA 

IL GIARDINO DEI SOGNI 


ヌーミは 71 年に唯一と思われるアルパムを残しているが、60年代のカラ 
一が色濃く残っているサウンドから判断してブログレッシヴ•ロックを意 
図しての演奏ではない様である。たまたまチヱンパロ、オルガン等が積極 
的に使われているため、一部の曲では準プログレ的な色合いが澳くなるが、 
本来得意とすべきはラヴロック/ポップス系のサウンドだろう。高水準の 
シンフォニックロックや甘さたっぷりのカンタウトーレ作品を聰き慣れた 
我々にとっては今一つ、ヽ半熟〃とのイメージが強い作風である。ただ、イ 
タリアン.ブログレッシヴロックの黎明期に於けるフォルムラ3やエキぺ 
84などを見る限り、この手のバンドが良質のプログレバンドに成長する可 
能性は有ったと言える。 LP 1枚での解散は彼らにとっても不本意だった 
ことだろう。 （江） 


ヌオヴァ.イデアは、アリストン.レーベルのプログレッシ.ヴ.シリー 
ズと して計3枚のアルバムをリリ ース していたグループ。77年に ファース 
卜•アルハ♦ム 「IN THE BEGINNING 」（ ARISTON : AR / LP - 12061 ) を、 
72年に 「 MR.E JONES 」( ARISTON : A _ R / LP -12075) を、73年に本作を 
発表した。キーボードのジョルジォ.ウザイを中心としたグループで、こ 
の時点ではリッ キー. ヴエローニ （ G ) をアントネッロ.ガべッリのかわり 
に新加人さゼ%6人編成になっている。 ファース トは、.未完成な部分が多い 
が、所々オザンナ風の佳曲もあった。セカンドは、彼等のアルバム中、ポップ 
色がいちばん強いが、バックに流れるウザイのキー ボー ドが不思議な ムー 
ドを創り出していた。本作は一応、彼等の最高作といえるだろう。（山） 


























イタリアン•ロックの名作群を聴き通してきた方にとって、このオディ 
セアの残した唯一のアルバムは、決して衝撃的な音ではあるまい。目まぐる 
しく複雑な曲展開をするわけでも、超人的な演奏技術を見せるわけでもな 
い 3 むしろ各曲とも小じんまりとした印象である。しかしながら、歌心を大 
切にし、聞かせ所をしっかり押さえた曲創りと演奏はなかなか兄車で、捨て 
去ることのできぬ好アルバムとなっている。編成は Vo . G . Key . B . Dr •の5 
人。誰か一人が目立つというわけではないが 、 A — 3のインストゥルメン 
タルをのぞけば、ヴォーカルのパートが比較的多い作品である。そのヴォ 
—カルの ロベルト . ゾラは、決して美声の持ち主ではないが、リッカルド. 
コッチャンテに近いタイプのなかなか渋い歌い手である。 （城) 


オパス.アヴァントラというアンサンブルと、ドネラ.デル.モナコの 
出会いにより、このアルバムは作成されることになる。曲はドネラ•デル 
. モナコとアルフレッド.ティゾッコが創り、才ーケストレイションの指 
揮はアルフレッドが担当している。アルフレッドはグループのメンバ--で 
はないが、彼とそして彼等の師とでもいうべきディレクションをするジョ 
ルジォ.ピゾットを含めたユニットをオパス.アヴァントラとみるべきで 
あろう。シリアス♦ミュージックをべースにしながらもあくまでポップな 
彼等のサウンドは伝統を受け継いではいるが、全く新しい音楽といえる。 
パーカッションとして、 トニー . エスポシトが参加している。多くの人々 
に聴かれるべき、そして評価されるべき音楽である。 （山） 



OPUS AVANTRA 

Lord Cromwell Plays Suite For 
Seven Vices 

Suono 1975 年 

SRLP 1002 廃 


A: FLOWERS ON PRIDE B:IRA 
AVARICE — 


LUST 
MY VIC 


GLUTTO 

ENVY 

SLOTH 


オパス.アヴァントラのセカンドアルバム。ドネラ.デル.モナコも参 
加している。「クロムウヱル卿の奏する7つの大罪の為の組曲」と題され、 
オリヴァー. クロムウヱルをめぐる一大組曲である。彼等のサウンドはシ 
リアス.ミュージックとフリーロックの中間に位置し、しかも驚く程ポッ 
プだ。 A — 1は原曲はハイドン、詩はドネラ.デル.モナコに依るもので 
英語で歌われている。前作と比較すると多少フリーな部分が増してきてい 
るが、基本的な踏線は全〈変化してはいない。 A — 3に於ける叙情性は前 
作をあきらかに継承しており、この曲こそ彼等本来の持ち味である。ロッ 
クとシリアス•ミュージックの融合とかいった表面的な次元ではなくもっ 
と根深い所に彼等の「美」は眠っているようだ。 （山） 


LE 0RME 

Ad Gloriam 

CAR JB CRJLP 00015 60 年代終盤廃 

ALDO TA6LIAPIETRA-V0, AC-6, FL, CELESTE 

NINO SMERALOI - 6, VO 

CLAUDIO GALIETI-B, CEL, VO 

TONI PA6LIUCA-0R6, HPD, EL-P 

Ml CHI DEI ROSSI - DS, PERC 

PRO ： C. A.ROSSI, TONY TASINATO 


オルメは Car JB レ-^ルに多くのシングルを残しているが、最初のアル 
バムはこの“ Ad Gloriam " である。我々には馴染が深いキーボードトリオと 
しての演奏は聴かれず、素朴で少々荒削りとの印象は否めないが、メロデ 
ィーライン等にオルメらしい所も見受けられ曲によっては味わいがある。 
チェンバロやチヱロ、効果音の導入など当時としては思いっ切りプログレ 
ッシヴなサウンドだったと推測され、事実シングルではそこそこの秀作を 
残しているが、時代的に今のブログレファンが聰いて満足できる様なアル 
パムの製作は困難だったとも言える。なお L さ urora ” なる 2 nd アルバムに 
ついてはプロモのみ、または存在しないと見る向きが支配的。また本作以前 
にも前身バンドのレコードがリリースされている模様である。 （江） 



LE 0RME 

Uomo Di Pezza 

Philips フォノグラム 1972年 

6323 01 3A B 卜0116廃 

A：UNA DOLCEZZA B: BREVE IMMAGINE 

NUOVA FIGURE DI CARTONE 

GIOCO DI BIMBA ASPETTANDO L’ALBA 

LA PORTA CHIUSA ALIENAZIONE 


CAR - JUKEBOX からファースト 「AD GLORIAN 」 そしてャカンド 「 L ’ 
AURORA 」 を発表後、キーボード•トリオとなりフィリッブスに移籍し続 
々とアルバムを発表してきたレ•オルメ。彼等は現在までに計13枚ものアル 
バムを発表するベテラン • グループである。残念ながら最新作ではポップス 
になってしまっているか' このフィリップスでの2枚目はとてもういうい 
しい印象を受ける好アルバムだ。彼等の傑作を上げるとすればこのアルバ 
ムと 「FELONA E SORONA 」、「 CONTRAPPUNTI 」の3枚た*ろう力ぐ、後 
期のアルバムもキャメル.タイプのサウンドとして十分評価できる。主要 
メンバー はほとんど変動なく、ボーカルとベースのアルド、キーボードの 
アントニオ、ドラムスのミツキの3人によって構成されている。 （山） 




OSAGE TRIBE 

Arrow Head 

BLA BLA：BBL 11052 ’72 廃 

MARCO ZOCCHEDDU- VO, 6, P, HCA.ORG 
BOB ’ CALLER0-B.V0 
CUCCIOLO-DS.VO 
PRO ： PINO MASSARA 


オサージヱ.トリベは、後に ドゥエ ロ.マドレを経てイル.ヴォーロに 
参加す るべーシスト、ボブ•カレロが在籍していたグルーブである。 D . マ 
ドレの項では 実験 音楽と紹介したが、どちらかと言うとつかみどころが無 
い サウンドと言った方が正確だろう。プログレ色は 薄く、 力強いギター 音 
の 他、若干 ポップなメロディーやジャジーなパートも盛り込まれている。 
たまに D . マドレを思わせるベースラインが出てくるものの全般的には消化 
不良気味。もっと変化を付けるにはキーボード系の 稹極 的な導入が 不可欠 
だったろう。 表、内 ジャケともカヴァーワークの方はなかなかしゃれてい 
る。なお、本作以外のアルバムについては未確認であるが、本作発表以前 
の 71 年、ブラ•ブラレーベルよりシングルを1枚リリースしている。（江） 






































ITALY 



力-—ニバル的な、呪術的なアルバムである。しかも A - 1はナポリ方言 
で歌われている。パレポリとは幻想としてのナポリに他ならない。オザン 
ナのサード.アルバムであるこのアルバムで、彼らの音楽性が確立した、 
と言うべきか。イタリアン•ロックにおいて、いや世界のロック史上にお 
いて、はじめて、地方主義的アイデンティティを前面に打ち出した記念す 
べきアルバムである。そしてこのアルバムを頂点として、オザンナは堕落 
の道をたどっていくのである。素晴しいほどにダイナミズムとロマンチシ 
ズムを兼ねそなえたグループはオザンナ以外に存在していただろうか。国 
内盤と原盤とは A 面最後の部分のテイクが違うのであるが、入手しやすい 
国内盤でオザンナの秘教的世界に親しんで欲しいと思う。 （字） 


74 年のウーノ、チッタフロンターレへの分裂劇から 3 年の時を経て再編成 
されたォザンナの通算 5 枚めのアルバム。「パレポリ」に代表される絶頂期の 
サウンドとはかなり趣を異にし、オザンナ分裂一派のノヴァに近いジャズ 
.ロックに仕上がっている。したがって旧来のイメージが強過ぎるだけに、 
この作品に入り込んで行けないファンも多いのではないか。しかしそうし 
た思い入れと別に、作品の質そのものは、このアルバムが 78 年のレコード 
批評家賞に輝いた事実からもわかる通り、上質の作品となっている。また 
ジャズ•ロックといっても厳密にはアメリカを指向したノヴァと違い、そ 
こはさすがオザンナ、あくまでイタリアの音に仕上げている。リーダーの 
ダニーロは翌 79 年にルーナを結成。オザンナは、再び活動を休止した。（城） 


IL PAESE DEI BALOCCHI 

same title 

CGD キング 1972 年 

FGL 5115 廃 K 22 P -244 

A:IL TRIONFO DELL，- B: RISVEG し 10 E VISIONE 
EGOISMO DELLA DEL PAESE DEI BALO- 

VIOLENZA DELLA CCHI INGRESSO E IN- 

PRESUNZIONE E CONTRO CON I BALO- 

DELL'INDIFFERENZA CCANTI NARCISISMO 

IMPOTENZA DELL'- DELLA PERFEZIONE 

UMILTA’ E DELLA VANITA' DELL'INTUI- 

RASSEGNAZIONE ZIONE FANTASTICA 

CANZONE DELLA SPE- RITORNO ALLA CON- 

RANZA EVASIONE DIZIONE UMANA 

72 年に唯--の アルバムを 発表しただけのイル. バエー ゼ . デイ. バロッ 
キについて私達にえられている情報は何もない。生のストリングスを大 
胆にフィーチャーして時に力強く、時に可憐な少女のように繊細な展開を 
する本 アルバムは、 派手さこそないものの、野原に人知れず咲く草花のよ 
うな味わいがある。 「-f 供達の国」という アルバム . タイトルからもうか 
がいしれようが、過ぎ去りし日々を lB ] 想しているように曲は進行し、私達 
の幼年時代が彼等の音とともに静かに静かに甦ってくるかのようだ。ジャ 
ケットから感じられるイメージも、イタリアの太陽の下にあるかげリとい 




MAURO PAGAN I 

same title 


ASCORTO ASC 20093 78 廃 
KING 6XF-2041 廃 

,：EUROPA MNOR 
AR6IENT0 
VIOLER D’AMORES 
LA CUT* AROMATICA 


B ： L ALBERO DI CANTO 
CHORON 

IL BLII COMINCIA DAVVERO 
L'ALBERO 01 CANTO 


マウロ.パガ ーニのファースト. ソロ. アルバム。彼はプレミアータ （P 
FM ) のメンバーとして著名であるが、このアルバムでは、プレミアータ、 
アレア、カンツォニエーレ.デル. ラッツィ オ等のメンバーを起用して、 
アレアの硬質なサウンドとたおやかな地中海音楽をブレンドしたような純 
度、完成度の高い、独自の領域を創り出した。従来のいわゆるシンフォニ 
ック.ロック.グループ達のサウンドとはやや一線を画すが、もう一つの 
イタリアン.プログレッシヴを代表する一枚。アレア、カンツォニエーレ、 
カルナシャリア、ア スコルト &ロルケ スト ラ.レーへ:ル周辺のアーティ ス 
卜達のサウンドも決して;^れることのできない重要なものなのである。（山） 


ったもので、郷愁をさそう。 


(山） 



BEPPE PAL0MBA 

A Rosa, A Giovanni E Alle Altre... 


MIZAR MZ PP 0172 廃 

BEPPE PALOMBA-AC-G, P.MLN.HCD. SYN.VO 

MICHELE LU6LI0-B 

6IACINT0 CARAMIA-CEL 

LUIGI CALABRO-EL-G, AC-6 

RINO SAN6I0RGI0-DS, PERC 

MARIA 6RAZIA VIVALDI-VLN 


無名シンガー、ペッペ•パロンパの作品。傍らにペットを侍らせ、ベッドの 
上でゴロ寝を決め込むエルトン•ジョンみたいな青年がその人である。例に 
よつて経歴は不詳であもが、事情通のファンならクリムゾンタイプの物凄 
いブログレッシヴロックを演つていたと言われる Buon Veoohio Charlie な 
るバンド（レコードは存在しないらしい）のメンパー2人がハ♦ックミュージ 
シャンとして参加していることに注目するはずだ。しかし本作の内容に限 
つては標準的な歌物である。 ac ギターをバックにした弾き語り的なパート 
を初めピアノ、チ: L ンバロ等、彼自身が奏でる音を中心に緩やかなタッチで 
仕上げられている。これにバイオリン、チヱロが静かに絡み雰囲気作りも上 
々、時には陽気な地中海音楽に早変わりするなど非常に親しみ易い作品。（江) 



キーボードサウンドをバックにガンガン攻めまくる正統派のプログレッ 
シヴ•ロック。 俗っぽい音作りではあるが非常に好感が持てる。''幻の名盤" 
などという文句に踊らされ大して良くもないレコードを買い漁っている人 
が突如こんな作品に出会ったなら、きっと新鮮な感動を覚えるだろう。演 
奏技量やコンセプト的なものばかりが目立っても、躍動感に欠ける音楽は 
どこか空しいものである。その点、本作は若干荒削りの演奏ながら、プレ 
イャー達の意気込みが直に伝わって来る仲々の秀作と言えそうだ。チニン 
バロ や ac ギターを使った静の八ートでは不器用さが目に付くが、一方では 
グレイシャスのフレーズを導入するなど意欲的なプレイを繰り広げている。 
なお本作以前にシングルが2枚程出ている。 （江） 


M A R Q U E E 

EUR 併 ROCK CATALOG 




























MARIO PANSERI 

Adolescenza 

RCA ：DPSL 1 0585 73 庚 

MARIO PANSERI - VO 
PRO : V. MICOCCI 


一部のファンの間で非常に評価の高いカンタウトーレ、マリオ.パンセ 
ーリは、知る限りでは RCA に2枚、ポリドールに1枚のアルバムを残して 
いるが、 2 nd と思われる本作は、歌物の中でもチロ •ダミコ等と並び高水準 
の出来栄えを誇る。作詞作曲、アレンジ全てが彼自身の手によるもので、み 
ずみずしい旋律とともに、、青春 ( Adolescenza ) 〃ストーリーが綴られている。 
他の2作に比べ多分にプログレッシヴな要素が濃く、ストリングス、ピアノ、 
ac ギター等の他、曲によっては力強いギター ソロ やホーンも導入している 
が、どのパートに針を落しても聴く者を温かく招じ入れてくれよう。美的感 
覚という点でもシンフォニック勢に後れを取ることはあるまい。なおバッ 
クミュージシャンについてはクレジットされていない。 （江） 




RENATO PARETI 

Dal Mio Lontano 

DUCM.E : DUC 8 73 M 

k ： RIASSUNTO DELIi PUNTATE 
PRECEDE 町 I 

IL FANTASMA DEL USTELLO 
DAL MIO LONTANO 
PASSATO PROSSMO 
IN VIALE ZARA 0 IN VIALE 
FORLANINI 
PADRE NOSTRO 


: MA Tl RICORDI MAMMA 
LA MOSCA 
MARIA A MILANO 
LA GIORNALAIA INTANTO VENOE 
MADOHM LEI GIUSEPPE LU 
ESTATE IN DIANA 
FESTA D INIZIA 2101 IE 


Homo Sapience , し a Strana Societa のメ ンノ < 一として、又 Fili D ’ erba の 
プロデュース等幅広い活動を行なっていた彼の 1 st ソロ.アルバム。後に 
Polydor , Fonit Cetra , 最近では Harmony とレーベルを変えているが、若々 


しくみずみずしい感性が惜しみなく流露されたこの作品こそ彼の音楽性を 


評価するに相応しい。クラシカルでシンフォニックな側面も随所に見受け 
られるが、それもそのはずで Piscopo 始め当時の腕達者達がバックを務め 
ている。取り分けアレンジ及びキーボードの Sergio Parisini なる人物は謎 
の実力者である。ジャヶは見開きで歌詩がブックレット型式で折り込まれ 
ている。ジャケのイラストも美しい仕上がりでとても丁寧に作られたアル 
バムという印象が強い。 （鈴） 



MAURO PELOSI 

Al Mercato Degli Uomini Piccoli 


P0LYD0R：2448 017A 73 廃 

：：AL MERCATO DE6LI UOMINI 
PICCOLI 
UN MATTINO 
EHI!S_RE 
MON T0RNAN0 PIU’ 


: CON TE 
Tl P0RTER0' VIA 
NO. 10 SCHERZO 
Ml PIACEREBBE DIVENTAR 
VECCHIO INSIEME A TE 


マウロ •ぺロシはポリドールにアルバム4枚を残している。若干ポップ 
なカラーを増した 4 th が今一つ不人気だが、 G . レオーネ参加の 1 st を初め 
質の高い作品ばかりだ。とりわけ 2 nd に当たる本作は評価が高い。他作に 
も共通であるが、とにかく彼の創り出す音空間は他に類を見ない特異なも 
ので、一度針を落すや、外界とは完全に隔絶された世界に引き込まれるが 
如き感覚にとらわれ、容易には抜け出せなくなる。ストリングス、ピアノ、 


ac ギターそれに悲壮感さえ漂う彼のヴォーカルによって演出される暗さは 


尋常なものではなく、聴く者の双肩にズッシリとのし掛かり、押し潰され 
てしまいそうな錯覚さえ起こさせる。なお、ポリドールからベスト盤が出 
ている他、シングルも数枚存在するものと推定される。 （江） 



美しくも衝撃的なジャヶットに包まれた 1 ゼロー7」なるアルバムを世 
に送り出したラ.ペントーラ.ディ.パピンは4人から成るロック.スピ 
リット溢れるグループである。彼等の中心を成すのはボーカリストを兼ね 

る、フヱリ-；ティーニの繰る多種多様のキーボード群であり、それら 

にからみつくかのようなアンジヱロ • レナッティの粘りのあるギターであ 
る。そしてドリー.ドリ.ガッティの堅実なベース、ブルーノ.スタンゴニ 
の力強いドラムスが更に現代的感覚を添える。過去のイタリアン•ロック 
への憧憬とインターナショナル指向の見え隠れするチューンには一抹の淋 
しさを感じるが、イル.ボーロ亡き後の後期イタリアン•ロックを代表す 
る グループ である。 （鈴） 


VICTOR PERAINO’S KINGDOM COME 

No Man’s Land 

，75 廃 

VICTOR PAIMNO . VO, KBD EDMRD HOWLEHWI DS 

PAUL ROGERSON : VO. B HERMAN OALDIN : B 

DAVID CHRISTIAN : 6 

DAVID WILD : DS 

JOHN MARC LAFLOTTE : FL, 6. VO 

ROBERT MICH : 6 


ついに再発が決定したこのプリティッシュ.ロック•ファンも、イタリ 
アン.ロック.ファンも喜ばせる幻の名盤。オリジナル.ジャケットのモ 
ノクロのトーンと、手のこんだ印刷にどこまで近づけるか、それはそれで、 
音に接することができるのは有意義なことだ。75年という、プログレッシ 
ヴ•ロックがイギリス、アメリカで下火になりつつある時期のためか、 Parai - 
no 自身プログレだのハード•ロックだのにこだわらず自由奔放に楽しみな 
がらレコード製作に励んだという感じがする。それは師匠、アーサー.ブ 
ラウンの音楽観に多大な影響を受けたからに違いあるまい。アーサー•ブ 
ラウンこそ、自分の個性を強く残しながらもジャンルにこだわらない音楽 
活動をしている数少ない人物なのだから。 LP 未収のシングル（あるいは 
EP ) の中にはこの L P の別テイクが含直れているらしい。 （吉） 




PERIGEO 

Azimut 

RCA 1972 年 

PSL 10555 廃 

A:POSTO DI NON SO B: AZIMUT 

DOVE UN RESFIRO 

GRANDANGOLO 36° PARALLELO 

ASPETTANDO IL NUOVO 
GIORNO 


Azimut (72) Abbiamo Tutti Un Blues Da Piangere (73) Genealogia 


(74) La Valle Dei Templi (75) Non E Poi Co si Lontano (76) がペリジ 


ェオのデイスコグラフイーである 0 加えて Alice-Per igeo Special (80) と 


New Perigeo として Effetto Amore (81) があるがコンセプシヨンが全く 
異ってきているので便宜的に 1 st を選んだ。旧ペリジヱオとして最も完成 
度の高いのは 4 th あたりでのクリムゾンのレッドあたりを彷彿させるがジ 
ャズ系グループとして高度なテクと昔楽性を誇る彼らを簡単に片付けるわ 
けにはいかない。現に F •ダンドレアを筆頭に元メンバーの誰もがジャズ畑 
で活躍している 〇 G . トマーゾは New Per igeo 以外にも広範な活動をしてお 
り、いずれにしてもジャズ•スピリットを味わいたい人にだけお勧め。（岡） 
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ITALY 



PIAZZA DELLE ERBE 

Saltaranocchio 


I 14502廃 


1978 年 


A:UN TEMPO LONTANO B:F1ABE 
(SALTARANOCCHIO PRESAG 
FAMMI DIVERTIRE!) 

LA FIABA 

UN FESTA Cl SARA 
(SCIMMIONI 

INCATENATI!?!) 


LA FESTA 
MANCA POCO ALLA 
MEZZANOTTE CARTE 
DEL BUFFONE 
LA VENDETTA 



PICCHIO DAL POZZO 

Abbiamo Tutti I Suoi Problemi 

L’orchestra キング 1980 年 

OLPS 55013 K22P 243 廃 

A: LA SGARGIANZA I B: STRATIVARI 

I PROBLEMI DI METTIAMO IL CASO CHE 

FERDINANDO P (UCCELLIN DEL BOSCO) 
LA SGARGIANZA II フレクシ•ディスク 

MODERNO BALLABILE 
LA SGARGIANZA III e IV 


奇妙なグループである。民族音楽の香りを漂わせながらフリー.ミュー 
ジック、カンツォーネ等の要素もとり入れ、しかし知性によるオブラート 
がかけられ、変形させてしまっている。強いていうならば、全体の感じが 
ジェーン.ソレンティ率いる「サン•ジュスト （Saint Just ) j に似ている 
ように思う。特に女性ボーカルのアンニュイな響きは通じるところがある。 
ェドガー.アラン.ポーの作品をベースにしているようで、 A 面5曲 、 B 
面6曲がトータルな感じに仕上げられている。ピアノ、フルート、ギター、 
チェロ、オルガン、マンドリン等アコースティック楽器を多用している。 
サウンド.コンセプトはギタリストのアンドレア.ベラーニがにぎり、ル 
チオ.ファブリがヴァイオリン等で参加している。 （山） 


ピッキオ • ダル•ポッツォはカンタベリー系のアヴァンギャルド.グル 
—プの影響を感じさせるバンドである。76年にグロッグ.レーベルよりフ 
ァースト.アルバム 「PICCHIO DAL POZZO 」 をリリースした後、し 
ばらく音沙汰がなかったが80年に本アルバムをクランプスと並ぶアヴァン 
ギャルド.ミュージックの宝庫ロルケストラ.レーベルよりリリースする。 
ニュー.トロルスのヴイットリオ•デ.スカルツイの実弟、アルドのグループ 
で蛮拍子を多用した密度の高い音楽性を誇っている。去年の春に彼等はサ 
—ド•アルバムを製作していたが、今だにリリースされてはいない。解散し 
てしまったという説もある 。 ROCK IN OPOSITION 力！]人グループでもあり 
リコメンディッドのオムニバスにも彼等の曲が収録されている。 （山） 


GIAN PIERETTI 

II Vestito Rosa del Mio Amico Piero 

RICORDI ：SMRL 6112 73 廃 


ジャン•ピエレッティは60年代後半から70年代前半にかけて数枚のアル 
バム及びシングルをリリースしているが、本作が最も出来が良いと思われ 
る。派手さは無と、ものの聴き込むにつれて味わいを増して行くタイプだ。 
彼の優しい歌声と効果的なオーケストラ導入、更にはピアノ、フルート等を 
絡めて、時には春の日差しの様な暖かさを、またある時はセピア色のカヴァ 
ーデザインに象徴される秋、冬の淋しさを、非常にツボを心得た盛り上げ 
方で演出している。、'掘り出し物〃という感が強いものの、プログレッシヴ 
一辺倒のリスナーに対しては若干アピールカが弱いという感じもする 。 A 
面は全面費やしての組曲だが、アルバム自体卜ータル的な内容を持ってい 
ると思われ、 B 面ラストではオープニングと同じ テーマが 登場し、静かに 




PIERROT LUNAIRE 

same title 


IT 

ZSLT 7002 5 廃 

A:OUVERTUREXV 
RAIPURE 
INVASORE 
LADY LIGEIA 
NARCISO 
GANZHEIT 


1974 年 


B: VERSO IL LAGO 
IL RE DI RAIPURE 
SOTTO I PONTI 
ARLECCHINATA 
LA SAGA DELLA 

PRIMAVERA 

MANDRAGOLA 


シェーンベルグの 12 音技法による代表作「月に憑かれた ピエロ j からそ 
の名をとった ピエロ •リュネールのファースト.アルバム。 1 ライプーレ 
の 地 J 、 「湖に•向かって J 、 「マンドラゴラ」等の曲名からさっする.に、この 
アルバムも次 作同様、童話を モチーフにしたトータル.アルバムなのであ 
ろう。アルトゥーロ •スタルテツリ、ヴィンチェンツォ•カポラレツティ、 
ジャノ .キョツキョの3人が多彩な楽器群を使いこなしてファンタジツク 
なサウンドに仕上げている。フォーク的な色彩も強いが、すでにスタルテ 
ッリの才能は開花している。バンドとしては2枚のアルバムを発表し、ス 
タルテッリとキョッキョがそれぞれ ソロ . アルバムをリリースしている。 

(山） 


幕を閉じる。 


(江) 



PIERROT LUNAIRE 

Gudrun 

IT |977年 

ZPLT 3400 0 廃 

A:GUDRUN B:GIOVANE MADRE 

DIETRO IL SILENZIO SONDE IN PROFONDITA 

PLAISIR D’AMOUR MORELLA 

GALLIA MEIN ARMER ITALIENER 



I POOH 

Per Quelli Come Noi 


VEDETTE VRM 36 033 69 廃 

: PER QUELLI COME NOI 
LA SOUTH STORIA 
ORA CHE COSA FARM 
ISHNTIVAMENTE10 E TE 
DUELLO CHE NON SAI 
VIENNIFUORI 


: NON LA FERMARE 
LA VOSTRA LIBERIA 1 
NEL BUIO 
BRENNERO 66 
SONO L’UOMO DMERI 
■ESS 明 0 PORT*' RIDERE 01 LEI 


ピエロ.リュネールのセカンド.アルバム。前作時のメンバーのうち、 
ヴィンチヱンツォ•カポラレッティが脱退し、替わりに女性ヴォーカルの 
ジャクェリーネ.ダルビィが加入した。北欧神話「サガ」の中に出てくる 
「グドルン」をめぐるトータル.アルバムである本作は、信じ難い展開を 
する。アルトゥーロ.スタルテッりの天才は、この時点に於いて見事に開 
花し、ピアノ、エレクトロニクス、チェンバロ、アコースティック•ギタ 
— 、フルート、ヴァイオリンを自由に揲り、恐ろしい程の緊迫感を伴い私 
達を神話の中へとひきずり込んでしまう。ジャクヱリーネのオペラ調のボ 
—カルも，凄まじい。アルトゥ--口.スタルテッリはこの後ソロ.アルパム 
を製作するが、これ又、本作同様、素晴らしいものだ。 （山） 


イ_ブーは CBS に移籍以降ビッグ.ネームになり現在まで長い活動を続 
けているが、〇 BS よりのファースト•アルパム Opera Prima 以前にヴェデ 
ッテ • レーベルに 2枚の作品を残している。本アルバムはそのファースト 
•アルバムのオリジナル盤である。この時期には、80年代にはいって脚光 
をあびる.こととなるリッカルド.フォッリがメンバーとしてクレジットさ 
れている。レッドはまだ参加しておらず、現在まで在籍しているメンバー 
はロビー1人である。当然 CBS 時代のサウンドとは異なり、ビート.サウ 
ンド的なものである。しかしもちろん聴きどころもあり、初期の熱い情熱 
のほとばしりを感じることができる。この初期のサウンドは現在でも再発 
盤があるので入手することが可能。 （山） 


M A R O XT—r E 

EUROPEAN ROCK CATALOG 
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I POOH 

Un Po’ Del Nostro Tempo Migliore 


CGD CBS ECPIH1 廃 彳 975 年 

69118 MNG GP-5 卵廃 


A:PRELUDIO B: ELEONORA MIA MADRE 

CREDO 1966 

UNA STORIA CHE ORIENT EXPRESS 

FA RIDERE IL TEMPO UNA DONNA 
OCEANO LA CITTA 

FANTASIA 
MEDITERRANEO 



PLANETARIUM 

Infinity 

VICTORY : VY 10051 71 廃 



プーの長い歴史の 中で「パルシファル」 と 「ロマン 組曲」の2枚が最も 
強くクラシック色を打ち出したものとなっている。だからどうというわけ 
ではなく例えば「プーラ ヴァー」 や「ブーメラン」「ヴィヴ ァ」 以降の飛 
び切りポップな音創りのプーも非常に良いのである。結局プーなるバンド 
はアイドル*グループのくせにやること以上のことはやっていてメジャー 
ものではしっかり聴いて良いのだ。もしも貴方がイタリアものを少しはか 
じっていてバッティスティとプーを軽んずる風であると、これはちょっと 
マズイ。ノくッティアートやピ ー ノ • ダニエーレと違って 日本で もちゃんと 
レコードが出ているんだから「女ともだち」くらいは聴いといて下さい。 
パガ ーニだって勧めてるのですよ。 （岡） 


プラネタリウムーこの驚異的なシンフォニックバンドについて語る資料 
は残念ながら何も無い。裏ジャヶの解説によるとバンドは4人編成らしい 
のだが、肝腎のメンバー名はベールに覆われたままだ。作品は、地球上に 
於る生命の誕生とその歩みをテーマにしており、全編インストによる壮大 
な宇宙シンフォニーが奏で上げられるが、全曲とも A . Ferrari なる人物が 
書き上げている。雷鳴で始まり雷鳴で幕を閉じるまで、常にドラマチック 
な展開により「愛」「戦争 j といったテーマが次々と描かれて行く。溢れん 
ばかりのメロトロンワークを中心に、ピアノ、 ac ギター、フルート、コー 
ラス、各種効果音等をテーマ毎に巧みに使い分けてのち密な構成には全く 
スキが見当たらず、非常に高い完成度を誇っている。プレス状態が良くな 
いのが玉に傷だ。 （江） 


PATTY PRAV0 

same title 

RIC0R0I : SMRL 81 的 78 廃 


パティ•ブラヴォはヴヱネチア出身の中堅女性歌手。60年代後半に RC 
A よりデビュー、往年のカトリーヌ • ドヌーヴを思わせる金髪がとても印 
象的だった。当時の アルバムでは 割とスタンダードなナンバーを披露して 
いたが、70年代に入ると LP の片面を全て使った歌物語や、ルー.リード 
の曲を取り入れるなど徐々にレパートリーを広げていった。本作は76年、 
リコルディからのリリース。ハ•ックに G . ダッラリオ、 A •ラディウス等の著 
名なスタジオミュージシャンを揃え ロッ ク色の濃いサウンドを聴かせる。 
一方ではしっとりとした歌唱を中心にじっくりと聴かせる曲も配してあり、 
イタリアン. ロック / ポップスの愛好家なら無難に聴きこなせそう。だが、 
70年代終盤から80年代にかけては現代風なサウンドが中心となり少々ボル 
テージは落ちる。 （江） 




PREMIATA FORNERIA MARCONI 

Storia Di Un Minuto 


Numero Uno 
ZSLN 55055 


s 


1972 年 


A:INTRODUZIONE 
IMPRESSIONI DI 
' SETTEMBRE 
p»ppQTA 
DOVE...QUANDO … 


B:DOVE...QUANDO.. 

LA CARROZZA DI HANS 

GRAZIE 

DAVVERO 


68 年にクエッリが結成され、プレミアータの歴史は幕をあける。クエッ 
リ はマウロ . パガ ーニを むかえ、プレミ アータ.フォ ルネリア. マルコ ー 
二と改名し、この記念すべきファースト.アルバムをリリースする。 A — 
2、9月の印象は、後に「甦る世界」としてヒットする曲。 A — 3は有名 
なセレブレイションの原曲である。ブレミアータは現在も活動を続けてい 
るが、 マウロ . パガー ニ ばかりでなく、キーボードのフラヴィオ.プレモ 
リさえも失い、ドラムスのチョッチョのグループとなってしまい、低迷し 
てしまっている。プレモリ は最近 ジャンジルベルト.モンティのアルバム 
に参加、パガ ーニは 2枚のアルバムをリリースしている。このファースト 
には彼等の若い、無垢のイメージがつめ込まれている。 （山） 



PREMIATA FORNERIA MARCONI 

Per Un Amico 

Numero Uno 1972 年 

DZSLN 55155 ® 

A:APPENA UN POCO B:IL BANCHETTO 
GENERALE! GERANIO 

PER UN AMICO 



PREMIATA FORNERIA MARCONI 

Live in U.S.A. 


NUMERO UNO DZSLN 55676 74 

FRANZ DI CIOCCIO -DS 
MAURO PAGANI - VLN, FL 
FRANCO MUSSIDA 6,V0 
PATRICK DJIVAS-B 
FLAVIO PREMOLI - KBD 
PRO : PFW CLAUDIO FABI 


イタリアン.ロック史上、最も偉大なる足跡を残した P.F.M. の 2nd アル 
パム。後にマンティコアを通じて世界に発表された 「Photos of Ghosts 」 は 
本作を母体とし、更に2曲を加えて作られたものである。本作はもちろん 
全曲伊語 1 C 歌われており、またテイクの違っている曲も2曲ある。まず A 
一1は、大海原を思わせるメロトロンとハーブの調べに導びかれて始まり、 
また中間部と終末部のオーケストレーション•パートも、本作ではメ ロト 
ロンのみで演奏され、マンティコア盤よりも素朴な印象を受ける。また、 
マンティコア盤で英詩の付けられていた本作の A — 2は、インストゥルメ 
ンタルの曲である。なお、本作のオリジナル盤は W ジャケであり、中ジャ 
ケではスタジオで演奏する彼らの姿を見ることができる。 （城) 


「甦る世界」発表直後の74年8月、トロント及びニューヨークでのライヴ。 
ブログレッシヴロックがメジャーシーンでも十分な市民権を享受していた 
当時、本場での公演を夢見たミュージシャンはイタリアにも数知れずいた 
と思われるが、インターナショナル市場進出に成功し、アメリカ公演のライ 
ヴ盤まで残すことが出来たのは彼らだけだった。その貴重なライヴ演奏が 
最高の録音状態でいとも簡単に楽しめるのだからこのレコードの価値をも 
う一度見直したいものである。英語版の曲が多いのは致し方無いが名曲 “ Do 
ve Quando ” も忘れずに収録した他、 A 4 「セレブレイション」〜「甦る世界」で 
は絶妙のつなぎで聴かせてくれる。ウィリアム•テル序曲まで盛り込んだ B 2 
ではパガーニの凄まじいばかりのヴァイオリンソロが堪能出来る。 （江） 



























ITALY 



PRIMA MATERIA 

La Coda Della Tigre 

AMANDA 2 77 廃 


ROBERTO LANERI : VO 
SUSAN E. HENDRICKS 
CLAUDIO RICCIARDI : 
6IANM NEBBIOSI : VO 


vo V ° 



PROCESSION 

Frontiera 


Help 1972 年 

ZSLH 55131 廃 

AiANCORA UNA NOTTE B:UN MONDO DI UBERTA 
UOMINI E ILLUSIONI SOLO1 
CITTA GRANDE UN'OMBRA CHE VAGA 

INCONTRO SOLO 2 

ANCHE 10 SONO UN UOMO 


イタリアには数多いシン フォニック. グループが70年代に存在していた 
が、一方、アヴァンギャルド畑でもアレア、アスコルト•レーベル、ロ ル 
ケストラ.レーベルを始め数多いグループが輩出されていた。このプリマ 
•マテリア——第一元素——と名付けられたグループは、イタリアの若手 
現代音楽家のレコードをリリースしているアナンダ.レーベルの第2弾ど 
して発表されたものである。この作品は4人のヴォイスのみによつて演奏 
されるもので、タミア、ジュリー•ティペッツ、メレディス•モンク等と 
共通点のある音宇宙を創造している。グループ名も楽器以外の人間の持つ 
音声的器管をプリマ • マテリアと称したのであろう。いわば人間の肉体の 
可能性に挑戦した作品といえるだろう。 （山） 


プロセッションは G.X 2 、Vo.B.Dr. というイタリアン.ロックにあつ 
ては珍しいツイン • ギター • バンド。 A 面終盤部を除いて幕本的にキーボ 
ー ドはいないが、アコースティック，ギターとへヴィ ーなエレ クトリック 
. ギターを対比させて曲に起伏を生んでいる。特にアコースティック•ギ 
ターをバックに金属質のヴォーカルが歌い上げるところなどはなかなか聴 
かせる。しかし全体の完成度という点では今一つといったところだろう。卜 
—タルな内容の A 面終盤では溢れる様なメロトロンが飛び出して盛り上が 
るが、これも全体の流れから見ると少々浮き上がっている。曲創りにもう 
--工夫欲しかったところだ。なお、彼らは’74年にチェトラから 2nd アル 
バム 「Fiaba」（LPQ 09081) を発表している。 （城) 




QUELLA VECCHIA L0CANDA 

same title 


Help 1972 年 

ZSLH 55091 廃 

A: PROLOGO B:IL CIETO 

UN VILLAGGIO.UN' DIALOGO 

ILLUSIONE VERSO LA LOCANDA 

REALTA’ SOGNI.RISVEGLIO E... 

IMMAGINI SFOCATE 


プロセッションの 2 nd アルバム“ Fiaba ” は、かなり前からそのタイトル 
と 番号の みが知られていたが、12 号の カタログ作成の時点で少なくとも編 
集部では現物を確認していなかった。音についての憶測は多々あったが、 
オリジナルメンバーほ2人だけ （ vo , g ) となり、従来のカラーはある程度残 
しながらも sax ( fl ) を正式メンバーとして加入 させた 他、デリリウムの E . Vi - 
go 、 元サーカス2000の S . AIiotta 等多彩なゲストを迎え、より洗練された演 
奏を聴かせている。 1 st 同様キーボード系の出る幕は余り無いものの、卜 
ゲトゲしい イ メージはすっかり消えた。オープニングの力強いパーカッシ 
ョンに象徴される攻撃性、フルートや曲によってはメロトロンによって生 
み出される叙情性、牧歌性を巧く散らし、時にはジャジーな展開までも盛 
り込んでいる。 （江） 


イタリアン.ロック •ファ ンの間で、今や幻のグループの 代表格 的存在 
となったクエラ•ヴエッキア•ロッカンダ。しかし彼らの遺した ''音〃は決 
して幻のまま終わらせて良いようなものではない。本作は彼らの1 st アル 
バムだ。彼らの特徴は、何といってもヴァイオリンとフルートを前面に 押 
し出していることだろう。後の 2nd アルバムと比べると、美的感覚におい 
て若干見劣りするものの、全体に力強い音創りのなされた本作もかなりの 
魅力に满ちている。しかしどれにも増して素晴らしいのは B — 4の 曲 だろ 
う。美しくも寂しけなピアノの調べに 導び かれて、信じ難いまでに哀しい 
旋律を奏でるヴァイオリンとフルート。この ''哀愁〃こそが彼らの最大の 
持ち味であり、私達の心を捕えて放さないものなのである。 （城） 



QUELLA VECCHIA LOCANDA 

II Tempo Della Gioia 

RCA 1974 年 

TPU-1015 廃 


A: VILLA DORIA B: UN GIORNO, UN AMI CO 

PAMPHILI E ACCADUTO UNA NOTTE 
A FORMA DI... 

IL TEMPO DELLA GIOIA 


1 

f|l 

nftmm 

t - 一 — 

牌、 


RACCOMANDATA RICEVUTA RITORNO 

Mondo Di Cristallo 

Fonit Cetra KIN6 K25P-426 廃 1972 年 

LPX 15 廃 

A: NULLA B:L’OMBRA 

SU UNARUPE UN PALCO DI 

IL MONDO CADE SU MARIONETTE 

DI ME SOGNI DI CRISTALLO 

NEL MIO QUARTIERE NULLA 


未だ国内発売がされていないイタリアン•ロックのアルパムの中で、叙 
情派サウンドのグループに話を限定するならば、このクエラ•ベッキア. 
ロッカンダのセカンド.アルバム、「イル•テンポ•デラ•ジョイア」（歓 
喜の時）が代表格的存在である。特にん一1の感情の高揚は他の追従を許 
さぬ程の圧倒的な仕上がりをみせている。 ソロ •ヴァイオリンと アコース 
ティック • ピアノが中心となったリリカルな響きは、今まで多々、イタリア 
のロックに親しんでこられた方にさえ、新鮮なショックを与えるに違いな 
い。クエラ•ベッキア .ロッカン ダ——すなわち朽ちはてた家とはそのまま 
イタリアの古い街並を連想させる。 f 云統の彼方からつながるバロックの糸 
は彼等によって見事に甦った。 （山） 


フォ ニット.チェトラは日本ではキング. レコー ドに発売権がある。この 
ラコマンダータ•リチヱブータ.リトルノを始め、デリリウム、アルザ.ファ 
ラックス、ガリパルディの「アストロラヴィオ」 （GARYBALDI/ASTROL- 
ABIO-FONIT LPQ 0907 5) 等は国内発売にたえられるだけの内容を持っ 
ているのでぜひとも発売してほしいものだ。このラコ■マンダータは、邪教的 
なイメージを持ち、オザンナあたりに共通しそうなサウンドを有している。 
サックス、フルート、コントラバス、ピアノ、 ハモン ド.オルガン、ギター、 ベ 
ース、ドラ从スと様々な楽器を使用するが、ギターはおもじろいことにア 
コースティックが多用されている。ジャヶットはトリップやクェラ • べッ 
キアのファースト等と同じくスタジオ•アップ•アンド•ダウン。（山） 


/Marquee 

EUROPEAN ROCK CATALOG 

























フォルムラ.トレ、イル.ヴォーロを経て現在、ソロ活動を続けるラデ 
ィウスが、フォルムラ.トレ在籍時に発表したソロ•アルバム。トレの、 

3枚目と4枚目との中間時に発表されたものである。ヴィンチヱ.テンペ 
ラ、トニー•チッコ、 ジャンニ. ダッラリオ、デメトリオ•ストラトス、 
ジュリオ•カピオ ッツオ、ハ。 トリック•ジ ヴァスと、 トレ、 イル.ヴオ— 
口、アレア混合チームの一大セッション•アルバムだが、曲としての構成 
はなく、トレの初期を思わせるようなアート•ロック的なセッション•ア 
ルバム。とてもへヴィー•なものである。ラディウスはこの他に5枚のソロ 
•アルバムを発表して現在も活躍中である。又、マルチヱラ等のセッショ 


アルベルト.ラディウスがイル.ヴォーロ解散後に発表した、ソロとし 
ては2作目にあたるアルバムである。前作ではインブロヴィゼイション主 
体の奔放なプレイが堪能できるが、彼をギタリスト、シンガー、コンポー 
ザーを含めた一人のソロ • アーティストとして見るならばやはりこの「ケ 
.コザ.セイ」、次作 「CARTA STRACCIA 」 あたりを代表作としたい。 
カンタウトーレのアルパムとみなして軽く BGM として聞き流すことも出 
来るし、また注意深く聴くならば随所に匂うトレ、ヴォーロの名残りはユ 
—ロ ロック •ファンにもアピールするものと思う。またもの憂いヴォ ーカ 
ルも絶品である。 （古） 



牧歌的な中にも不思議な曲想を持つレアーレ/アカデミア.ディ.ムジ 
力の唯一のオリジナル.アルバムである。エコーのかけられたアコーステ 
ィック•ピアノの響きが大きなカラーとなっており、又歌心を大切にして切 
々と語るようなヴォーカルも哀愁感に満ちている。地味ではあるが名盤で 
ある。特に A _ 2が珠玉の出来。彼等はこの他にもアドリアーノ •モンテ 
ドゥーロとの共演盤があり、そしてイ.ディク•ディクの 「SUITE PER 
UNA DONNA 」 にゲスト参加しているという説（メンバーのクレジット 
がないのではっきりしない）、さらに本カタログでも紹介した FUNKA MUNK 

は レアー レの キーボーダー、 フェデリコ.トロイアーニのソロ •アルバム 
だという説がある。 （山） 


リコルディ•ディンファンツィアは73年に唯一のアルバムを発表してい 
る。へヴィーなプログレッシヴ•サウンドを得意とするためか、彼らの音 
を例える際、時にブラック•サパスの名が取り沙汰されるが、適切な例と 
は言い難い。へヴィーなギターワークのみを取れば類似性は見い出せるも 
のの、サウンドの核を成すのはあくまでもオルガンであるし、ピアノ等を 
導入したサビの部分は紛れもなくイタリア的な手法に依拠しているからだ。 
但し全体的な音作りとしてはプリティッシュ•ロックからの影響が感じ取 
れるし、叙情性を求めるリスナーの耳に合うかどうかは保証出来ないが、 
多少なりともロック音楽の持つ重々しさに魅力を感じている人には推薦出 
来る作品。 （江） 



ミラノのブルジョアのお坊っちゃんらしくナルシスティックでみずみず 
しく脆弱な感性とハ。セティックな美意識に心を怠かれるクラウディオ•口 
ッキはマウロ •パガーニに見い出され Viaggio、Volo Magico n . l、La 
norma del cielo 、 Essenza、Il miele dei pianetile isole le api 、 Rocc - 
hi、Suoni di frontiera をルチアーノ. バッソ、 マティア.バザールの在籍 
するアリスト'ン•レーヴヱルからリ.リース。いくらかハードな印象派といっ 
た様相で A fuoco、Non c ’ 各 ne per nessuno をクランブスよりリリース 0 
後は元アレア'の P . トフ亇二と宗教活動にいそしむようになりイスコン•レ 
ーヴヱルから Un gusto superiore、Ras mandal neg gae をリリース。後 
者はともかく彼の人なつこさと甘いリリシズムは魅力である。 （岡） 


アルバム “ lo Come 1〇” ではバンド名（メダルの裏側）を地で行く変形ジ 
ャケ（ジャケ中央に実物のメダルを組み込んだ）で我々の度肝を抜いた彼ら 
であるが、その前にアルパムを1枚リリースしており、こちらにはメダル型 
のブックレットが付されている。日本ではシンフォニック色の濃い“ CorU - 
az inazione ” が有名であるが、初期に於る彼らの演奏内容は同作とは相入 
れないものである。次作とある程度共通の音作りがなされており、インプ 
ロヴィゼーション的な幕開けながら、荒々しいギターサウンドに支配され 
たハードロックで大半が埋め尽くされている。ジャケットには“ dal vivo ” 
のコメントがあり、スタジオライヴと推定されるが、キーボードレスでも 
ありへヴィな面ばかりがストレートに出過ぎた作りは評価が分かれそう。 



(江) 



























ITALY 



IL ROVESCIO DELLA MEDAGLIA 

lo Come lo 


RCA 

PSL 10545 廃 

A ： 10 B: NON 10 

FENOMENO 10 COME 10 

a：PROIEZIONE a :DI VENIRE 

b: RAPPRESENTAZIONE b: LOGIC A 


1972 年 


イル.口べスチオ•デラ•メダリャのセカンドアルバム。ヘーゲルの実存主 
義をそのサウンドコンセプトにおいているようである。ここで聴かれるサ 
ウンドは、次のコンタミナツィオーネとはかなり趣の違ったもので、ラフな 
輪郭のハードロック的なアヴァンギャルド.ロックである。コンタミ 十ツィ 
オーネの壮大なオーケストレイトされたスリリングなサウンドと比較する 
と一目も二目もおいてはいるが、それなりの楽しみ方もできよう。驚くベ 
きはジャケットで、中央の部分は金属のメダルでできており、彼等のグル 
—プ名がさかさまにうちだしてある。 （ グループ名はメダルの裏側の意でそ 
れをもじったものである。）いくら当時のイタリアは変形ジャケットが多い 
といってもここまで徹底したものも珍しい。英盤もでていた。 （山） 


IL ROVESCIO DELLA MEDAGLIA 

Contaminazione 

RCA 1974 年 

TP し - 1-1049 廃 

A: ABSENT FOR THIS B: JOHANN 

CONSUMED WORLD SCOTLAND MACHINE 
ORA NON RICORDO CELLA 503 

PIU ， CONTAMINAZIONE 1960 

IL SUONO DEL ALZO UN MURO 

SILENZIO ELETTRICO 

MI SONO SVEGLIATO SWEET SUITE 

E...H0 CHIUSO LA GRANDE FUGA 

GU CCH 

LEI SEI TU:LEI LA MIA MUSICA 
イル•口べスチオ•デラ.メダリャは 71 年に 「LA BIBBIA 」、72 年に「10 
COME 10」、74年に本作を発表する。75年には FROG レーへ^ルに移籍して 
4枚目の LP を発表 （FROG FRL 0101) し、解散してしまう。ファース 
卜はメダル型ブックレット付き、セカンドは金属のメダル付きジャケット 
と変形ジャダットの頂点を行くようなものであったが、ここまでの彼等は 
ドイツ的なへヴィ_•ロックを演奏していた d 本作ではアレンジャーにル 
イス•エンリケス. W カロフを迎え、生のストリンダスを大胆に導入し、 
壮大なバロック••ロックを演奏している。4枚目の LP に関しては同年に 
発表されたシングルしか手元にないので全体像は把握しかねるが、多少ポ 
ップさを増してはいるもののなかなかの出来であるようだ。 （山） 




RUSTICHELLI E B0RDINI 

Opera Prima 


RC な 

DPS し -10594 廃 

A:NATIVITA 
I CARO 

DOLCE SORELLA 


1973 年 

B:UN CANE 

E SVEGLIARSI IN 
UN GIORNO 
CAMMELLANDIA 


二人のスタジオ.ミュージシャンが創りあげたこのアルバムは、すべて 
のプログレ.ファンを驚嘆させることだろう。ドラム担当の カルロ • ボル 
ディーニは縁の下の力持ち的役割りに徹しており、主役は全編に渡ってメ 
ロトロン （！！） 、ピアノ、オルガン、アーブを縦横無尽に操るパオロ •ルスティ 
ケッリである。曲のスタイルは、 Key , B ， Dr •というトリオ編成のものを想 
像していただければよいのだが、この作品にベースは人っていない。その 
かわり唸りをあげて迫ってくるアーブ.シンセが圧巻で、ベース • パート 
を補ってあまりあるものがある。キーボードを中心としたバンドは，、世界 
中に数多く存在したが、これ程の重厚さと広がりを持った作品はちょっと 
見あたらない。とにかくスゴイアルバムなのである。 （城） 


SAINT JUST 

same title 

EMI 1973 年 

C064-17870 廃 

A: IL FIUME INONDO’ B ： UNA BAMBINA 

IL RISVEGLIO TRISTE POETA DICORTE 

DOLCI MOMENTI SAINT JUST 


恐怖のヴォ ー？！リスト、アラン.ソレンティの姉か妹かはわからぬが、 
ジェニー.ソレンティの歌を一聴すれば、彼の血筋であることは疑う余地 
もない 0 このジヱニー （ Vo .) と アントニオ .ヴェルデ （ G : B . Vo .) 、ロベルト 
フィクス （ Sax ) の3人を中心としてこのサン•ジュストは結成された。他 
にもドラムのアントニオ.エスポジートをはじめ、ギター、キーボード奏 
者の3人が参加し、レギュラーに近い活躍をしている。またアラン自身も 
このアノレバム作りに関わっており、 B — 1の曲では自らあのヴォイスを披 
露している。本作は彼らの1 st アルバム。雉本的にはアランの初期の作品 
に強く影響されており、美と任気の交錯した空間を創出している。さらに、 
とてもとてもうつろな雰囲気に包まれたジャケットも最高だ！！ （城) 



V 

蜃_3、、域 
ラ_■■國 


SAINT JUST 

し a Casa Del し ago 

EMI 1974 年 

3C064-18033 廃 

A: TRISTAN A B: VIAGGIO NEL TEMPO 

NELLA VITA LA CASA DEL し AGO 

UN PIANTO MESSICANO 

LA TERR DELLA 
VERITA 



SAMADHI 

same title 


FONIT : LPQ 0900 0 74 廃 


LUCIANO REBOLI 

NANM Cl' 


.l-VO 

BA-G 

l/A-B.A 


CIVITEN6A 
ALDO BELLANOVA -B.AC-6 
STEF 剿 SABATINI - KBD 
SANDRO CONTI - DS 
RUGGERO STEFANI - PER 
STEVO SARADZIC-S. FL 
PRO ： NANNI CIVITEN6A 


フランス革命期の人物 SAINT JUST から名を取ったサン•ジュストは 
アラン.ソレンティの兄妹（姉弟？ ） ジェーン.ソレンテイのバンドだ。こ 
れはセカンド•アルバムで、前作よりやや力強くなっているが、やはりア 
ラン•ソレンティの女版といった曲展開を聴かせてくれている。バンドは 
このアルバム発表後解散してしまうが、後にジヱーンはジ ヱニィ . ソレン 
ティ （JANNY SORRENTI ) というクレジットで2枚ソロ ♦アルバムを 
発表している。このうち2作目は最近のアラン.ソレンティ同様ポップな 
音創りとなってしまった。又、ハ*ンドのベーシスト、トニー•ヴェルデは 
ロル.コックスヒル、デヴィッド•ボウハウス等をむかえてソロ .アルバム 
を1枚発表した。 （山） 


元 L’Uovo Di Colombo , Raccomandata Ricevuta Ritorno のメンバーを中 
心に結成されたサマディは74年に唯一のアルバムを発表している。当初、 
「ブラスをフィーチャーしたソウルフルな音で完成度は今一つ」との変な噂 
が独り歩きしてしまい、正当な評価を受ける機会を逸して来たが、実際に 
は水準以上の素晴らしい演奏が楽しめる。シンフォニック性という点では 
確かに疑問符が付くものの、ブラスを取り入れた曲は2曲のみで、他は流 
麗なピアノや透明度の高いヴォーカルを中心に無難な演奏を聴かせている。 
しかし特筆すべきは 8 分にも及ぶ B 面ラストの曲“ L’umma Spiaggia (究極 
の浜辺）”だ。イタリアン-ロックの持つ叙情性を余すところ無く詰め込ん 
だ秀曲となっている。 （江） 


























TITO SCHIPA JR. 

lo Ed lo Solo 

FONIT CETRA : LPX 3174 廃 



電子楽器類、ピアノ、ヴォイスが複雑化されたシンフォニーを奏でる。ス 
タイルはいわゆる近代的な管弦楽法のモチーフを電子的に処理するという 
ものである。ピエロ.リュネールに近い感性を持ちあわせてはいるが、決し 
て似ているわけではなく、あくまで全体の「感じ」としてである。的確な表 
現をするとすれば〔後期ロマン派の叙情をサウンドコラージュとして電子的 
処理のもとに新解釈するグループ」とでもいえるのだろうがこれではたし 
てこの作品の持つ特異性を正確に伝えることができるのだろうか。壮大な 
空間はワーグナーからシェーンベルグの前期に致る刹那的な叙情に満ち満 
ちている。サンジュリアーノはイタリアという枠を越えた 一 ^ ) の偉大な感 
性の塊である。アドリアノ.モンテドゥーロのプロデュース。 （山） 


ティト•スキーパ.ジュニアは73年に発表した2枚組のポップオペラ • 
アルバム“ Or feo ” (Fonit Cetra : LPX 16/17) が'と良く知られており、日 
本でも人気がある様だが、翌74年に同レー-^レからリリースされた本作も 
その叙情的な内容が高く評価されている。アルバムには70年から73年まで 
に作られた曲が収録されており、 B 面は組曲構成になっている。 ac ギター 
をバックにした、独特の語りかける様な歌唱がたまらない魅力となってお 
り、それをピアノ、ストリングス等が見事に引き立てている。ポップな面 
はさ程見受けられず、 M . ぺロシの暗さとも一線を画した、''感傷的"とも言 
える音作りが支配的となっており、歌物の中ではチロ •ダミコ等と並び非 
常にアピールカのある作品となっている。79年、スペシャル3000シリーズ 
で再発されている （Fonit Cetra : SFC 218)。 （江） 



TITO SCHIPA JR. 

Concerto Per Un Primo Amore 


GATTOCICOVA : LP 33604 '82 M 


A ： ANNA VI0LA( SUITE) 
m PASSERETE 
HO PEMSATO A TE PAPA 


: CHILD or DARKNESS 
UCQDENTEMI 
DONNA DANIEL A 
PORTA PIA 

ANNA VI0LA( RIPRESA) 



LA SECONDAGENESI 

Tutto Deve Finire 

PICCI : 6LA 2002 72 m 

ALBERTO ROCCHETTI - KBD. VO 
PARIDE DE CARLI-G 
NAZZARENO SPACCIA-B 
GIAMBATTISTA BONAVERA-S. FL 
PIER CARLO LEONI - DS 


あの名作“ lo Ed lo Solo ” を創りあげたこの天オアーティストは、その後 
80年に芳しくない3枚組ポップ.オペラ“ Er Dom Pasquale ”に参画。その 
後の動向を知る由も無く新録音など思いもよらなかったのだが、このアル 
バムを突如発表 。 A • B 面通してトータル性が感じられるが、特に A -1、 
16分を超す組曲は感動的なフレーズに包まれた傑作である。又、 B -1 は貴 
重なライヴ録音でしみじみと訴えかけるかのような涙の名曲。全編を通じ 
て往年の姿を彷彿とさせ、繊細にして緊張感を伴う劇的な唱法は、今もな 
お神のみに成せる業である。80年代に於て群を抜いたアルバムであるのは 
勿論のこと、70年代の名作と同列に扱うべき逸品である。尚、バックを務 
める Horus というグループは気になる存在である。 （鈴） 


セコンダ•ジヱネシ唯一のアルバム。72年、ローマのマイナー.レーハ^ル 
Picci からのリリースであるが、200枚の限定製作で、カラフルな絵の具を施 
した手作りのジャケは200枚全てデザインが異なる。ただ、演奏の方は純シ 
ンフォニックとは行かず、評価が分かれそうだ。サックスを積極的に取り入 
れ、イタリア物としては珍しくドロドロした、割とフリーな部分が目に付く 
が、フレンチ•ジャズロックの様な難解さは無く、一つ一つの音を取れば、か 
えってシンプルな印象さえ抱かせる。特にギターとオルガンが中心になる 
パートではオーソドックスな展開も見られるが、一方所々でセンスの良さ 
がキラリと光り、その美的感覚はまさしくイタリア独特の物と言える。限ら 
れた要素の割には水準の高いプログレッシヴ•ロックとなっている。（江） 



SEMIRAMIS 

Dedicato A Frazz 

Trident 丨 973 年 

TR 1004 廃 

A: LA BOTTEGA DEL B: PER UNA STRADA 

RIGATTIERE AFFOLLATA 

LUNA PARK DIETRO UNA PORTA 1)1 

UNO ZOO DI VETRO CARTA FRAZZ 

CLOWN 


古代バビロニアの女王で、空中庭園を造ったことで知られる 「 SEMIRAMIS 」 
からグループ名をとったセミラミスは73年にトリデント.レーベルの4番 
として唯一のアルバムを発表して消えた神話的存在である。邪悪な匂いを 
漂わせるムードは彼等独特のもので、チェルヴヱッロ、ラコマンダータ、 
オザンナ、ムゼオにも通じる暗のエナジーを発散している。，ドラムとビ 
ブラフォーン担当のパオロ.ファエンツァ、ベ ー スのマルチヱッロ.レッ 
ダヴ ィー デ、ギター等のジャンピエロ.アルテジャンニ、ギターとボーカ 
ルのミケーレ.ザッリーロ、キーボードのマウげツィオ.ザッリーロの計 
5人のミュージシャンから成る。曲はミケーレ.ザッリーロのペンで、彼 
は後にソロ .アルバムを出すが完全なポップ.アルバムである。 （山） 



SENSATIONS’ FIX 

Portable Madness 


POLY 咖 2448 034 A 74 廃 

A ： SMOOTH AND ROUND 
FULL6LAST 

PHASE ONE AND PHASE 
UNDERWATER 


B : THE NEXT PLACE OF NOBODY 
PASTY DAY RESISTANCE 
LEAVE MY CHEMISTRY ALONE 
STRAN6E ABOUT THE HANDS 
WITH RELATIVE JUMP INTO 醮 TER 


r Fragments Of Light <Polydor 2448 023> 年 j に続く センセイション 
ズ.フィクスの 2 hd 。 如何にもロック的な乗りのリズム•セクションを従 
えて、フランコ.ファルシーニがシンセサイザーを中心に、ギターも多用 
して、伸びやかかつメロディアスな演奏を展開している。所謂、エレクト 
リック•ミユージック系のサウンドであるが、音に暖かみがあり軽快で聴 
き易いものとなっている。本作以後も 「Finest Fingers 〈同2448 048〉76年」 
「Boxes Paradise 〈同2448 064>77年 」 「Flying Tapes 〈同2448 074〉年」と 
3枚のアルバムを発表しているが、これらは初期の2作とは異なり、いず 
れもボーカルを主体としたポップな作品である。なお、ファルシー ニは 
年にサントラ盤 「Cold Nose く同2449 012〉」を発表している。 （賀） 





M A R Q ずヤ e 

EUROPEAN ROCK CATALOG 
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I SIGNORI DELLA GALASSIA 

Qualcosa Si Crea, 

Nulla Si Distrugge 


MA6IC MRLP 1004 廃 
FRANCO DELFINO-KBD. VO 
BEPPE ALEO-DS, PER 
SER6I0BABB0NI-B. VO 
BRUNO G0V0NE-6 
MANUEL 6USTAVIN0-STEEL 6. VO 
6IGGI MOSELLO-KBD, VO 
PAOLO MARCELLI-AC-6, VO 
DANIELA MANICARDI - VO 



CARLO SILIOTTO 

Ondina 

PHILIPS : 6323 083 79 廃 


「ガラシアの紳士達」と名乗るこのグループは数枚のシングルとリフィか 
ら出した“ Iceman ” という LP が知られているが本作は恐らく最初の LP と 
思われる。美しいサウンドが好評のシングルナンバー“ Creazione ” 等質の 
高い曲で綴られている。 A 、 B 面各6曲の小品集'といった体で、プログレと 
いうよりはやはりラヴロックという感じだがピアノやメロトロンの美しい 
響きは圧巻で、軽めの電子音に傾倒した“ Iceman ” からは想像出来ない素 
晴らしい内容になっている 。 DIK DIK や EQUIPE 84といったポップ•ロック 
系の有名どころと同等の評価が下せそうだ。キーボードのフランコがリー 
ダー格でアレンジも担当する。一部では若干重量感に欠ける嫌いもあるが、 
キーボード系の踏ん張りが聴き応えのある作品にしている。 （江） 


カルロ .シリオットーイタリアン.ロックに詳しい人なら カルナ シャリ 
ア、 カン ツォニエーレ. デル .ラツィ オに参加したヴァイオリ ニス トとし 
て彼の名を記憶していることだろう。他にソロが出ているかどうか不明だ 
が、本作では両バンドのメンバーを含む16人のゲストを迎え、地中海民謡 
に根差したたおやかな調べで水の精オンディーヌの物語を奏で上げる。彼 
自身が弾くヴァイオリンや語り掛ける様なヴォーカルを初め、ピアノ、マ 
ンドリン、マリンバ、各種管楽器等を駆使、美しいジャケットや内袋のイ 
ラストのイメージそのままの甘く切ないメロディーで綴られており、'、民族 
音楽"に拒否反応を.示すシン フォニッ ク通でも十分に堪能出来る素晴らし 
い内容になっている。 （江） 



ROBERTO DE SIMONE 

lo Narcisolo 


RCA ： PL 31254 77 廃 
UCISO10 

DELLA CALPA 
CAVALLO A 


A ： 10 NARCISO I 
IICEICAIE 
IL BALLATA 


E ifKfd 


: LE6GENU PER UN FIORE IRUCIATO 
LO SHIMMY DEL MITOMANE 
INTERMEZZO-LA STRA6E DE6U 
INNOCENTI 

ANNA NON Ml ABIUDONARE 

DIES IRAE 



CLAUDIO SIMONETTI 

same title 

BANANA : PLBAN 503300 8 ’81 廃 


ナポリの前衛民衆オペラグループ N . C . C . P.(Nuova Conpagnia Di Canto 
popolare ) は、現在までに 10 枚を超えるアルバムを発表し続ける貴重なグ 


ゴブリンのクラウディす.シモネッティが81年にリリースした 1 st ソロ 
アルパム。彼はこの他にもソロを出しており、また同じゴブリンの主要メ 


ルーブである。（蛇足乍ら Musica Nova は NCCP ‘の分裂から生れたグルー 
プである。）彼等の大衆歌劇はロック雑誌に於てさえ好意的に紹介され 、 Osa 
nna 等と同列に言及された記事も見かけられる程だ。そんな彼等のリーダ 
一である R.De Simone のこの作品は NCCP から泥臭さを除き、よりソフト 
な仕上がりとなっている。そのサウンドから Branduardi を思い出してしま 
うのは私だけだろうか。哀愁を带びた夢見るようなサウンドは、まるで童 
話の世界そのままで、無垢で純真な心を呼び醒ましてくれる。なお、 A -1 
は悲哀感に満ちた名曲である。 （鈴） 


ンパー、マッシーモ.モランテの ソロアルバム も存在するが、本作が最も 
出来が良い様に思われる。美しいピアノで幕を開け、ストリングスがフォ 
口一するオープニングは透明感溢れる作風を象徴するかの様であるが、全 
体としては現代的な軽いタッチで仕上げられており、また女性ヴォーカル 
を取り入れたかなりポップなナンパーも含まれるなど往時のゴブリンを知 
るリスナーには若干物足りないかも知れない。しかし B 面ラストには、あ 
の名曲“ Profondo Rosso ” が収録されており（もちろん別テイク）、感動的 
な終幕が約束されている。 （江） 



ROBERT SOFFICI 

AITimprovviso Uincoscienza 


CETRA LPX 57 77 廃 

: ALL IMPROVVISO L INC0SCIENZA 
P0ESIA, MUSICA, E ALTRE COSE 
SI BALLAVA...SI RIDEVA. .. 
OCEANO 

MILANO LOVE STORY 


B ： L’AMME FIHISCE 
SUSAN 

NEL DOLCE RICOROO DEL SU0 
S0RIS0 

ECCCTEIA ECC... 



ALBERTO SOLFRINI 

same title 


PE-Ml : LPASF 20 

ALBERTO SOLFRINI-V0 
CIR0 ETT0RE -G, KBD, PER 
PINO ETT0RE-B 
LUCA 0RI0LI-KBD 
ENZ0 VALLICELU-DS, PER 
PRO ： MICHELE PETRALIA 


ロベルト•ソフィーチに関しては 72 年にリコルディ•レーベルよりリリ 
—スされたアルバム In Queste Ore Chiare (Ricordi SMRL 6106) と 77 年に 
フォニット•チェトラからリリースされた本アルバム、及びその後チェト 
ラからの2枚の今日風のサウンドの計4枚しか資料がないが、おそらく他 
にもアルバムがあるだろうと思う。しっとりとした歌声を持つカンタウト 
ーレで、生のストリング.オーケストラを加えて優しい歌を歌いかける。 
彼は歌の他にギターとアレンジも手がけ、その才能の冴えを聴かせてくれ 
る。パックにはアンディ.スルディやサイモン•ルカ等が参加しており、 
曲によってはリリカルなインストウールメンタル.ナンバーもあり変化が 
つけられている。 （山） 


アルベルト•ソルフリーニなるシンガーのアルパムである。彼に関して 
詳しい事は一切分からないが、歌物の非常に良質なサンブルとして取り上 
げてみた。発表年は不明で、70年代終盤とする推測も根拠に乏しい。ジャ 
ケの片隅に描かれたリアルト櫥は B 面ラストの曲“ Venezia ” のイメージだ 
ろうか。叙情派のシンガー達とは一糠を画すものの、イタリアの土の香が 
漂って来る様な手作りのサウンドで、あたかも地中海の民の喜怒哀楽を歌 
い上げるが如き 雰囲気は ブランドゥアル.ディの愛聰者あたりには支持され 
そうだ。ムーグ等キーボード類も取り入れているが、それ程前には出て来 
ない。むしろ、たまに顔を出すヴァイオリンや、歌心を大切にした説得力 
のある彼の歌唱が心に染みる。 （江） 





































現在でも活動を続けるアラン•ソレンティのファースト • アルバム。最 
近の彼はボップ • シンガー風に移行してしまい、.当時の面影を感ずること 
は難しいが、サード•アルバムあたりまでの彼の作品は、豊繞な空間で占 
められる見事なものである。特に本アルバムでのジャン • リュック•ポン 
ティがヴァイオリンで参加する A 面全てを費した大作「アリア」の肥沃な 
空間は素晴らしいものだ。マントをひるがえし、髪をふりみだして山野を 
間歩する姿を本アルバムのジャケットで^ることができるが、この時代の 
ソレンティの目はとても生き生きとしているような気がする。カンタウト 
ーレの中でもクラウディオ.ロッキ等らと同じく一癖も二癖もある男であ 
る0 (山） 


73年にロンドン録音された A . ソレンティの 2 nd アルバムである。 1 st 以 
来の トニー. エスポシト （ per ) に加え、デイヴ•ジャクソン （ Sax 、 元ヴ 
ァン.ダー.グラフ）、フランシス.モンクマン （ Kbd 、 元カーヴド•エア、 
スカイ）といったミュージシャンを迎え、1 st 同様、水流の様なヴォーカ 
ルを聴かせてくれる。彼のヴォーカル • スタイルは自然との合致の方向を 
とっており、その点自らの内的宇宙へ向かっていた P . ハミルとは見事な対 
照を成している。ソレンティの液体状にからみつきながらも蒼天へ突き抜 
けて行くような声は彼独自のものであり、夏の夕立を思い出す程の爽快さ 
である。ちなみにジャケットは中央がくり抜かれており、リーフレットが 
付いているという変形物である。 （千） 



DAVIDE SPITALERI 

Uomo Irrengolare 


CIAO: CIA 1004 BO 廃 
DAVIDE SPITALERI - VO 
GIANNI MARCHETTI-P, KBD 
STEFANO SANESI - P 
WALTER CALLONI-DS 
MASSIMO FABRESCHI - B 
MAURIZIODELAZZARETTI-DS 
VINCENZO MMCUSO-8 
FRANCO COLETTA-6 
6I0R6I0 C0CCIL0V0- 6 
MAURO PA6ANI - VLN 


PR0 S S Stt, 


メタモルフォーシのヴォーカリスト、ダヴィデ（ジミー）•スピタレッ 
リのソロアルバム。針を落とすと間もなく彼の歌声が聞こえて来るが、か 
すかにヴィブラートのかかった独特の唱法は昔のままだ。しかし作品の内 
容は典型的なカンタウトーレ路線、ブログレとはすっかり縁を切ってしま 


ったらしい。7年間の空白については推測するしかないが、タイトル曲な 
どでは現代風のアレンジもすっかり板に付いており、見事な変貌ぶりと言 
ってもいいだろう。もちろん歌物としては水準を超えた出来で、かつては 
余り驄かれなかった高音域で畳み込む歌唱が讶える。数曲で M . パガーニの 


弾くヴァイオリンが梅かれるが、かつてのバンド仲間の参加は無い。なお 


彼は ニックネームの“ Thor n 名義でも作品を発表している。 （江） 


ARTURO STALTERI 

Andre Sulla Luna 

It 1979年 

ZPLT - 3406 2 廃 

A:IL SOGNO DI ANDRE B:ANDRE SULLA LUNA 
L’alba Ancestrale Gli Hins, 

II Prisma Magico Sul Mare Omicida 

Viaggiando Trairiflessi I Kroll! 

Verso La L«na Andre e Sabiba 

Verso La Realta 
Morte Mentale Di Un Sogno 

ピエロ • リュネールのキーボード奏者、アルトウ ーロ •スタルテッリの 
ソロアルバム。ピエロ.リュネールは74年と77年にアルバムをリリースし 
ているが、これは79年の作品である。名作「グドルン」をあきらかに継承 
したサウンドコラージュが展開されている。ピアノや様々な電子キーボ -- 
ド群、そしてリコーダーやシーケンサーを用いて彼おとくいの万華鏡のよ 
うなサウンドがところせましとカバナ回って行く。彼のたぐい稀なセンスに 
は驚くばかりで、おそらく現在のイタリアンロック.シーンの中で唯一無 
比の存在ではなかろうか。「月の上のアンドレ」という童話的なストーリ 
一を持つトータル.アルバムである。 （山） 




STORMY SIX 

Macchina Maccheronica 


OLPS 5500 9 廃 


1980 年 


A: MACCHINA 

MACCHERONICA 
LE LUCCIOLE 
MADONINA 
MEGAFONO 
MADONINA 
BANCA 


B:PIANETA 

RUMBA SUGLI ALBERI 

ENZO 

VERBALE 

MADONINA 

SOMA RIO 

MADONINA 



LA STRANA SOCIETA’ 

Fai Tornare II Sole 


DURIUM MS A 77354 74 廃 


: FAI TMRALE IL SOLE 
DUE RI6HE PER DANIELA 
SOLO !EM 

MARIO DI UR FORTE 
ANC0RA INSIEME 


SOLE 6IALL0 


OUANTI PASSI ! 
BAMBINA STRANA 

E C0SI' TE HE VAI 


ロルケストラ.レーハ^ルの中心的存在であるストーミィ•シックスは8 
枚のアルバムを発表し、尚現在も活動を続けるアヴァン•ギャルド•ミュ 
ージックの雄である。ニュー.レジスタンス時代から政治的なアジテート 
• ソングを歌っていた彼等は、ヘンリー.カウとの出会いにより、より複 
雑化された音楽性を持つようになり、この7枚目であるライヴ • アルバム 
「マッキーナ•マッケロニーカ」でその頂点を•極めるに至る。見事なアン 
サンブルは、多種の音楽のアマルガムの様相を呈し、アレアと双壁を成す 
i いっても過言ではあるまい。このあと、多少ポップになった最新作「 V - 
OLO 」 を発表するが、まだまだ彼等の創作意欲は衰えてはいない。（山） 


後にソリストとして活躍するウンベルト • トッツィが在籍していたこと 
で知られるストラーナ • ソチエタは2枚のアルバムをリリースして消えた 
グルーブである。 FONIT の LPQ シリーズとしてリリースされたファースト 
アルバム 「Pop Corn 」 はムード•ミュージッタを演奏するアルバムでどう 
ひいき目にみてもあまり良い出来とはいい難いが、このドゥリウムよりリ 
リースされたセカンド • アルバムは、うってかわり好アルハ ♦ムに仕上げら 
れている。いわゆるカンタウトーレ•タイブのサウンドで、歌を中心とし 
たアンサンブルが非常にイタリアらしい、みずみずしい感^ t にあふれてい 
名。愛くるしい、ほのぼのとしたそのサウンド•イメージは彼等独特の持 
ち味である。 （山） 
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STEFANO TESTA 

Una Vita Una Balena Bianca E 
Altre Cose 


DISCO PIU ： DP 3900 7 77 廃 


STEFANO TESTA-VO, P,8 
MARCO COPPI-FL 

.I0-M006 
NI-DS 


ALBERTO MONPELLI 
COSIMO FABIANO 
OTTAVIO CORBELLINI 



THEORIUS CAMPUS 

same title 


IT ZSLT 7000 7 72 廃 


A : CIAO UOMO 
SI 明 ORA AQUILONE 
LA CANTINA 
E’ CADUTO L'lNVERNO 
POLCE SIGN 明 A CHE BRUCI 
LA CASA DEL PAZZO 


: VOCAZIONE1 E 1/2 
L AMORE [' COME IL TEMPO 
IN MEZZO ALLA CITTA’ 

ROMA CAPOCCIA 
LITTLE SN0RIN6 WILLY 
SORA ROSA 


ペントラ■ディ•ハ"ピンと同じ Disco Piu レーベル^らリリースされたステ 
ファーノ .テスタというシンガ .一の アルバム。歌物の持つ叙情的な味わい 
とプログレッシヴな緊張感が程良く調和した好作品である。特に、幻想的 
なフルートの調べで幕を開ける A 1の組曲（オペラに題材を求めている） 


A •ヴェンデッティと F . デ.グレゴーリが在籍していたイタリアン.プロ 
グレッシヴ初期に存在していたグループ。当時の気運から、シンセサイザ 
一を効果音的に使用したり、前衛的なアレンジを聴くことができるが、全 
体を通して感じられるものは、歌を中心としたトラディショナルなもので- 


はア コース ティ ックなパートと、ストリングス、フルート等を駆使した動 
きのあるパートのコントラストが際立つ秀作で、最もイタリア的なタッチ 
で仕上げられている。他のナンバーは多少、歌の占める比重が大きくなる 
が魅力的なものばかりで、春のうららかな日差しを感じさせる素朴な作風、 
叙情的なストリングスや ac ギターをバックに切々と歌い上げるイタリア特 
有の手法と、2通りの楽しみを提供してくれる。 （江） 


若い、熱を带びたような感覚が非常に初々しさを伝えてくれる。 P . リュネ 
ールと同じ IT レーへ^レ、あるいはミレーの美しいカヴァーから、典型的な 
プログレッシヴ.グループの音を想像した方には期待はずれかもしれない 
が、カンタウトーレ.タイプのグループを愛する方々には好盤である。イ 
タリアン.ロックの春に製作された1枚——テオリウス.カンブスのおそ 
らく唯一のアルバムである。 （山） 



ALFREDO TISOCCO 

Katharsis 


SU0N0：SRLP 1001 75 廃 


ALFREDO TISOCCO P.0R6.KBD 
VINCENZO CAROL! : FL 
DANIELA C0L0NNA : ARP 
RICCARD0 PERRAR0 : CEL 
PIERE6IDI0 SPILLER : VLN 
ENRICO FR0FESSI0NE-VLN 
LUCIANO TAVELLA-FL.S 
RENATO ZANELLA-G 
GI0R6I0 PIAZZA-B 
ROBERTO HONDA-V0 


PAOLO SIAN 卜 PER 
PRO ： ALFREDO TISOCCO 
FRANCA DELLA LIBERA 



TOTO TORQUATI 

Gli Occhi Di Un Bambino 


RCA ：DPSL 1 0573 73 廃 

TOTO TORQUATI - KBD 
MASSIMO BUZZ 卜 OS 
MICHELE JANNAC0NE-DS, PER 
LUCIANO CICCA6LI0NI-6 
MARIO SCOTT 卜 B 
6EPY4GEPY-V0, PER 
PR0：GEPY & 6EPY 


オパス. アヴァ ントラの リーダー、 アルフレッド. ティ ゾッ コのソロ. 
アルバム。 同じ Suono レー^^レの 2番は オパスの 2 nd “Lord Cromwell ” 
であるが数曲が両作に重複して収録されている。本作は 、 Gruppo Italiano 
Di Danza Libera なる舞踊集団のために書き下ろされたパレエ音楽らしい 
のだが、彼の名は ジャケ の下の方に小さく記されているだけで、うっかりす 
ると見過ごしてしまいそう。“ Lord Cromwell ” との重複部分を除けば、サ 
ウンド•コラージュが 大部分を占め、その凄ま じい 展開は オパス•ファンで 
なくとも思わずゾクリとしてしまうが、その過程の中で不連続的に現れる 
美しい フレーズが 更に情趣を盛り上げている。なお、 オパスのメンバーの 
他に PFM のジョルジョ•ピアッツァが 参加している。 （江） 


キーボード奏者トト.トルカーティのリーダ_アルパム。口ーガン•ドワ 
イト、クラウディオ•パリオーニ、ミーナ等の作品に参画している彼だが、自 
分名義のアルバムは本作のみと思われる。非常に質の高いポップ•プログレ 
が聴かれ、73年という百花リょう乱の時代に於ても埋没することなく十分 
な自己主張をなし得たことだろう。残念ながらブームの最盛期でさえも日 
本のリスナーとは疎遠であった。トトのキーボードワークと美しいオーヶ 
ストレーシヨンをメインに、曲想は割と多岐に渡る。クラシカル.なストリン 
ダスから突如ロック調のフレーズが出て来たかと思うと、哀愁たっぷりの 
歌から緩やかなバラード調のナンバーへ、といった具合だが、どのスタイ 
ルの曲も円熟した演奏と好アレンジでキメ細かに仕上げられている。（江） 



トリアーデとは英語のトリオのことである。いわゆるエマーソン.レイ 
ク •アンド. ハ。—マ— に触発された キーボー ドを中心としたトリオである 
のだが、それだけではすませられない魅力を備え持っている。テクニック 
的にはさして聴くべきものはないのであるが、全体を支配するとりとめの 
ない雰囲気はトリアーデ独自のものを感じさせる。ベースの代わりにチェ 
口を使用してみたり、ギターやピアノのソロを随所にちりばめたりしてい 
るが、キーボードの持つイメージはめずらしく印象派からの影響があるこ 
とも特徴といえよう。ただ難をいえばプロデュースの甘さがみられ、それ 
が非常に残念である。彼等の残したこの唯-•のアルバムは金色のジャケッ 
卜に包まれている。 （山） 


トリップの Is t アルバム。多少なりともプログレッシヴな方向を志して 
のキーボードロックとしては、イタリアでは最初期の作品と言える。次作 
“ Caronte ” ではかなり完成された演奏を聴かせているが、本作は構成面で 
も若干劣り、60年代の古めかしさから完全に脱皮し切れない/プログレ〃 

としてはまさに手探りの状態であった。それでもオルガンを徹庭的にフィ 
ーチャーした演奏の端々には次作と共通するスタイルが伺え、 B 1あたり 
ではさり気なくイタリアらしさをアピールするフレーズも配してある。ア 
ルバム自体の完成度はともかくとして、バンド自身の原点というだけでな 
く、イタリアン.プログレッシヴロック黄金時代の夜明けを告げる、先駆 
的な作品との位置付けは許されると思う B (江） 
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THE TRIP 

Caronte 

RCA 1971 年 

PSL 1050 9 廃 

A: CARONTE I' B:L’ULTIMA ORA E ODE. 

TWO BROTHERS A J.HENDRIX 

LITTLE JANIE ODE A. J. HENDRIX 

CARONTE II 


トリップの セカンド . アルバム。 メンバーは JOE VESCOVI (キー ボ 
-ド ）、 WILLIAM GRAY (ギター)、 ARVID 《 WEGG》ANDERSEN (ベ 
ース ）、 PINO SINNONE (ドラム） の 4人で、うちドラ ムスのピノ 以外は 
イギリス人である。曲名を見ていただければおわかりと思うが、ヘンドリ 
ックスを愛する へヴィーなギターワークと、ジョーのキー ボー ド ワークの 
織り成す変幻自在のサウンドに加え、様々な効果音も加えられ、見事な内 
容である。スタジオ•アップ.アンド.ダウンの担当するジャケットも仲 
々のもの。 この 後、ギターが脱退し、サード「アトラン ティーデ」、フォー 
ス「タイム.オブ.チェンジ」 （ TRIDENT 100 2) と 計4枚のアルバムを発 
表して解散してしまう。 （山） 




FEDERICO TROIAN I 

Strade 


RIC0R0I-SMRL 6223 ， 7B 廃 


FEDERICO TROIANI - P. VO 
CARLO PENNISI-G.VO 
FERNANDO FERA-6 
DINO CAPPA-B 
BLAUCO BORE 山 - B. VO 
SANDRO CENTOFANI - KBD 
GIANCARLO ARUDS 
MAURO CHIARI - HCA, VO 
LINDA J«0NE 山 - VO 


PRO : F. TROIANI. MAURO CHIARI 


元レアーレ•アカデミア.ディ.ムジカのキーボード奏者フヱデリコ. 
トロイアーニの 1 st ソロ。既に往年の流麗なピアノプレイは消えてしまい、 
標準的なカンタウトーレの道を歩み始めた様だ。77年にレアーレ時代をほ 
うふつとさせるシングル （ RCA ) を発表していることが明らかになりマニ 
アを慌てさせた‘が、他のソロ作品を聴く限り大勢に変化は無く、昔の演奏 
形態に戻ることはなさそうだ。ハ*ックの演奏が少々スマート過ぎるのが気 
に懸かるが、そこは A •モンテドゥーロとの共演盤であれ程ファンタジック 
な内容をこなした実力者、雰囲気作りも心得たもので、切々と歌い上げる 
ナンバーで真価を発揮。たまに奏でられる ac ピアノ以外は殆どヴォーカル 
に専念、 Sandro のキーボードやコーラス陣が専らバックアップに回る。な 
おレアーレからの参加は D . Cappa 1人だけ。 （江） 



74年に、オザンナの エリオ . ダナと ダニ ロ .ルスティチを中心に作られ 
たセツシヨン•グループ、ウーノ。アルバムはイタリアとドイヴで発売さ 
れた。イタリア盤は英語とイタリア語で歌われ、ドイツ盤は全て英語で歌 
われている。ジャケットデザインも異なっているので同じグループの同じ 
作品とは思えないほどである。イタリアン.ロックの伝統と、プリティ ッ 
シュ•ロックの残光による化合物として存在した。メロトロンを多用し、 
効果旳なフルートの音色が哀愁をさそう。オザンナの4枚目、「ランドス 
ケイプ.オブ.ライフ（人生の風景)」のプロトタイプとして作られたので 
あろうが、それ以上の出来になっている。しかし、ここでは初期オザンナ 
の持つ秘教的雰囲気は全くない;> 国内盤発売が待たれるのだが。 （宇） 



トリップのサード•アルバム。ファ—スト、セカンドアルバムまではギ 
ターが加入していたが、このアルバムよりキーボード.トリオ.スタイル 
になる。翌73年に4枚目のアルバム 「Time Of Change 」（ Trident : TRI - 
1002)を発表後、解散。ドラマーのフリオ.キリコはアルティ•エ.メスティ 
エリを結成することになる。本アルバムは幻の大陸アトランテ.ィスをめぐ 
るトータル.アルバムであり、エレピとオルガンという地味な楽器を中心 
に、しかもほとんどダビングもなしで(つまリそのままライヴ演奏できるよ 
うに）創られていて、そういう事実を考隱•するならば、なかなかの力作とい 
える。アトランティス大陸を描いた変形ジャヶットは 「UP &. DOWN 」 なる 
グループ（クエラ.ベッキアの1 st も彼等による）の手によるものだ。（山） 



ULTIMA SPIAGGIA 

same title 

Ultima 5piaggia 
ZLUS 55181 廃 

a:l’ 《 incidente> b 

VOGLIO VIVERE 
MOTIVO ANGOSCIA 1 
CANTO DELLE STREGHE 
E DEL DEMONIO 
MOTIVO ANGUSCIA 2 
SAMBA DELLA TORTURA 
E DELLA GUERRA 
CHE CUSA E... 


1975 年 

MOTIVO ANGUSCIA 3 
ROCK DELLA 

RICOSTRUZIONE 
DAVANTI AL NASTRO 
CHE CORRE 
MOT/VO ANGUSCIA 4 
ZUCCHERO MIO 
PIACERE E POTERE 
MOTIVO ANGUSCIA 5 
L ， <INCIDENTE> 


自動車事故に会った男の心臟の音が次第に弱まり、停止してしまう。男 
の魂は肉体を離れ、地獄巡りが開始される、といった ストーリ — の元にウ 
ルティ マ•スピア ッ ジアの残した唯-の アルバムは 展開され ていく。 構成力 
もテクニックも高水準の出来である。グレゴリア聖歌や、ケチャ祭り風のサ 
ウンド エフ ヱクトを使用したり、あるいは美しい叙情 ナンバー 等がちりば 
められ、次から次へと地獄絵図が進行する。全体の展開は ピンク .フロイド 
の「狂気」を想わせるが、曲の内容は彼等のオリジナリティーにあふれてい 
る。これまた薄気味の悪い ブックレッ トが御丁寧に付されている。 グループ 
名は「究極の浜辺」の意。曲名は「生への望み」、「苦しみの理由」、「妖術と悪 
魔の歌」等、リスナーに地獄を見せようという意志に満ちている （山） 



アドリアーノ.トマッシ ー ニ（ヴォーカル、ギター ） 、マウリツィオ.卜 
マッシーニ（ドラム）、フランコ. タッ ラリタ（ベース、ピアノ、フルート）、 
ジャンカルロ . グラニエリ（キーボード）から成るウー•ティは74年にこ 
のトータル.アルバムを発表した。典型的なラヴ.ロソク調のヴォーカル 
. パートと甘い音色の ギター やアコーステ ィック • ギター、フルー ト、チ 
ェロ、チェンバロなどのア コース ティック楽器による繊細な響きを折り混 
ぜた演奏はオーケストラと効果音を交え、程好く計算された構成となって 
いる。全体的に余裕のある音作りのためか気負ったところもなく優しさの 
あるサウ ン ドとなっているが、演奏面において取り上げるは どの 緊張感は 
ない。他にも2枚のアルバムがある。 （松） 


Ai A R Q U E E 

EUROPEAR BOCK CATALOG 







































アルティ•エ.メスティエリのオリジナル.ギターリストであり、曲作 
0においても中心的役割を果たしていたジジ.ヴヱネゴーニは 2 nd アルバ 



TONY VERDE 

same title 

EMI 

3C 064-18239 廃 

A:COCOO JAY 
FLUI DO 
NOVA LOSA 
BENZE-DREAM 
CALYPSO 


1977 年 


B: VALLE SERENA 
DANZA 
CLAP 


ジェーン. ソレンテイ率いるサン . ジュストのべーシスト、トニー.ヴ 
エルデのソロ . アルバム。サン•ジュストからの影響を感じさせる曲想で 


ムを発表後グループを去り （3 rd においても1曲のみゲスト参加している）、 
自らのハ*ンド、ヴヱネゴーニ.アンド.カンパニーを結成した。本作は彼 
らの 「Rumore Rosso〈Cramps CRS LP 5503>77年」に続く第 2 弾である 0 
.アルティ•エ.メスティエリが一貫してジャズ的要素を取り入れた緊張感 
に富んだロックを演奏していたのに対して、彼らのサウンドはより多彩で 
ゆとりを持ったものとなっている。曲は多少ポップで一部民族音楽的であ 
るが、ギターを始めとしてキーボード、ドラムス、ベース等の演奏は非常 
にテクニカルであり、全体のアンサンブルも素晴らしい。 ：( 賀） 


ある。意外な 人間が 参加しているので書いておこう。 ロ ル•コックスヒル、ホ 
ワイトハウスのデヴィッド.ボウハウス、そしてヴィンセント•クレーン、 
元ニュークリアスのブライアン.スミス等。いったいこんな雑多なジャン 
ルの 人間が 参加してどんな音になっているのだろうと首をかしげる人もい 
るだろう が、 彼等はあくまでサポートとしてバッキングを担当しているの 
で決して散漫になってはいない。ほとんどがインストゥールメンタル.チ 
ューンで、浮遊感のあるセッション的なイメージに統一されている。サン 
. ジュストでのトニー.ヴヱルデの役割は重要であつたようだ。 （山） 



72年 （19 歳当時 ） Carla Bissi の本名でサンレモ音楽祭に参加していた彼 
女 。 Alice Visconti と改名して初のアルバムを発表したのは3年後のことで 
ある。この後は Alice 名義で次々と作品をリリースする訳であるが、本作の 
内容は、人気絶頂となった80年前後のロック調の曲作りとはかなりの隔た 
りがある。柔らかな曲調を中心にストリンダスをも盛り込んだ70年代中期 
の作としては当然予想されるパターンの歌物。美しくも幻想的なカヴァー 
デザインに象徴されたソフトタッチの仕上げである。内ジャケの顔写真も 
薄化粧で何となく初々しい。後にバッティアート/ピオの助力を得る様に 
なって彼女の際立った個性が浮き彫りになって来る訳だが、初期の作品に 
秘められた美的感覚を軽々に捨て去ることは許されないだろう。 （江） 


IL V0L0 

Essere 0 Non Essere ? 

Numero Uno キング 1975 年 

DZSLN 55679 廃 K22P-I52 廃 

A:GENTE IN AMORE B:ALCUNE SCENE 

MBDIO ORIENTE 249000 SVEGLIANDOMI CON TE 
TUTTO COMPRESO ALLE SEI DEL 

CANTO DI LAVORO MATTINO 

ESSERE CANTI E SUONI 


6 人の強者ミユージシャンにより結成されたイル•ヴ ォーロ。 このセカ 
ンドに於いてそのボルテージは頂点に達する。制しようのない情感の奔流、 
信じ難いテンションの持続、そして各パートがせめぎあい高めあう様は、 
さながら翼を広げ今まさに飛び立たんとする男の姿に似て崇高である。前 
作より更に切りつめられたボーカル • パートの穴を埋めるように、ラディ 
ウスのギターが舞い、歌う。他のイタリア芸術同様、美ウただ中に身を投 
じて顧みることのない民族の血はここにも明らかであろう。彼等は他にフ 
ァウスト.レアーリのアルバム「愛の物語」でバックを務め、耐え難い程 
の悲哀をレアーリとともに紡ぎ出した。現在メンバーはソロ或いはセッシ 
ョン.マンとしてイタリアでは周知の存在である。 （古） 




ZAUBER 

same title 

MU UM- 104 78 廃 

A ： DEIMONS B ： DIETRO U COLLINA 

VALZER SU BACH RIFLESSIONI 

CAMZOK PER 明 ’ AMICA SPLEEN 

6L0CKEKT 明 N 



RICCARDO ZAPPA 

Celestion 

MVERGO 5335 516 77 廃 

A ： FRAMMENTI B ： CELESTIIHI 

TKE OUATTIO QUART! SOMTA MEUTERRANEA 

MIRAGE 


トリノの Gigi Venegoni のスタジオで録音されたこのレコード、女性2人 
を含む5人組によって作られた。自主製作らしく音質は悪く、サウンド的 
にも緊張感に欠け、女性ヴォーカルも素人臭く、第一級クラスのものと比 
較する.とかなり聰き劣りがする。それでも、クラシカル•ロックと呼ぶに 
ふさわしい内容を持っており、この手の音が好きな人には好意的に受け取 
られよう。とにかく、のっけからオルガン、ピアノ、シンセがたたみかけ 
て来るのだから、多少不満があっても大目に見よう。その他、フルート、 
チェロ、ギターといった楽器も効果的に使用され奥行のある音作りがなさ 
れている。彼らは8〇¥代にはいっても他の仲間たちと連名アルバムを作っ 
ており、ニュー • ウヱーヴがかったラヴ•ロックに取りくんでいる。ヴォ 
一カルの女性もかなり上手になって一安心。 （吉） 


クランブス、ロルケストラ等と同様に前衛的、あるいは意欲的なアーテ 
ィストを多く辈出していたディヴェルゴ.レーベルからデビュウしたリッ 
カルド.ザッパはオヴヱイション.ギターを中心とした美しい調べを紡,ぎ 
出すアーティスト。タイプとしてはペペ.マイナあたりと近いもので、 

彼ほど、オベイションのセミ.アコ ースティック. ギターの音色を大切に 
アルパムを作ったアーテ ィ ストも少ないだろう。マイク.オールド フィー 
ルドの持っていたリリシズムと地中海サウンドがミックスしたような好作 
品。本アルバムにはキーボードとして ヴィン チェ.テンペラ、又 ベースに 
はジュリウス. ファー マー等が起用されている。尚、彼は 80 年代になって 
も生き残り、ソロ作品をリリースし続けているたのもしいアーティストで 
もある。 （山） 
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FRANCE 


フランスのロック（フレン'チ•ロック）というもの 

を总識したのはぃつ頃のことであろうか。思ぃ起こす 
に、各秤 rv •楽雑誌に掲載された3つの文章が印象に 
残っている,， 

策〆<の 知 る限り、..::フ レンチ.ロック.につい て寿かれ 
た最初の文卓:はニューミュージック.，マガジン(職 
のミュージック*マガジン)誌 7 Z 年 12月りに褐載され 
たクロ ■- ド例 本氏の 「注 [ 1 したいフランスのロック」： 
である。氏はその中でジ 3 二•アリデイ、ア 'イト 1 7 — 
ヌ、ジャック. ジュ トロン、ミッシ、 X ル.ポルナレフ 
の4人のシンガーの他、ス、一、 マ タマ、 マルタン* 
サーカス、ゴング（これらのアーティストはいずれも 
n 本盤がリリースされた）を紹介しており，吏に れ y 
アンダル、卜ー タル， イシ ュ ー 、 ディ ナス ティ.クラ 
イシスらの名前を挙げている、 > 俩人的にはこれを読ん 
で r フランス にも ロッタ， シーンがあるんだ。 j と 思つ 
た程度で v 特にレコードを聰いてみたいとは思わな 
かった，努時まだ英米に数多くの未知のアーティスト 
がおり、そこまで気が问らなかったためであろう、 

次に フレンチ， ロ ッ クに閲する本格的文章を兑たの 
はロッカダム誌 V 0 し2において である u そこでは、 た 
かみひろし氏が r ぼくの ヨーロッパ* メモリアル■第 
-如!フランス編 j と題して、かなり詳しく フランスの 
ロックについて虜いている c タイ•フォン、ヴィジ 
ター ズ、ラ'- ド*フリー、マージャン、カトリーヌ • 
リベロ & アル プらが紹介されており、特に タイ*フォ 
ン に関しては、伊藤政則氏も他に 3ページに 渡る大絶 
賛の文章を書いている，こうしたこともあってか、彼 
らの レコードは 日本でも発売されそれなりの セールス 
を記録した（ヴィ ジタ ーズに関しても日本発売の予定 
があると書かれていたがそれは実現せず、結局、彼ら 
のレコードはフレンチ•ロックの中でも最も入手困難 
なものの 1 つとなってしまった）。しかし、 ここで 紹介 
された他の多くのレコードは日本発売されることなく、 
また、輸入盤としても枝とんど入荷しなかった。当時、 
輸入盤店で比較的容易に 入手で きたのは アンジ立とマ 
ダマ （主に英盤あるいは米盤） の 作品ぐらいであった， 
もう 1 っが音楽専科誌に 3 鹿 （76 年 11 月号〜 rr 年 i 
月号）に渡って連載された、4はり、たかみひろし氏 
の 「いまブロダレに何かが起こって いる」（フランス 編 
は 77 年 1 月号）とそれに附随した佐藤斗司夫氏の 「第 
3 世界の実カ グルー ブ 探訪〜ヨーロッパ 大陸の プログ 


レ必聴盤ベスト10〜 j (76 年 12 JJ り）である u そこでた 
かみ 氏はアトール、タイ*フォン、トランジット，エ. 
クスブレス、エルドン等を紹介している また、 佐藤 
氏はアルティ.エ.メスティエリ、.ア.レア、コルテ • 
ティラ コー. リ、マクソ .フォー ネ、ノノ ィン+ ちのレ 
コードとともにビュルサーの/ 「 P 0 ! l en j , アトールの 

f L ^ Araignee-Malj , アンジュの r An — Deb 
Du Delimj を取り 1: げている c ァ、ィジ ュ 以外はほとん 
ど知られておらず、数ヶ月後、ビュールサーとアトー 
ルの レコード c 両グループとも 1 st と 2 nd ) が一部の輸 
入盤店に入荷した時は、作品の出籴が良いこともあっ 
て、ファンの間で大きな話題となった。 

この頃からフレンチ‘ ロックに対するファ v の関心 
も徐々に高まり、それと並行してレコードもレーベル 
举位で相当数が入荷するようになった。ディスジャン 

クタ =ウラスのエルドン、ザオ、コブラのエルドン、 
アーバン•サックス、ラ— ド •フリー、 イサド、 ラの 
ZNR, ママ ♦.ベア. テキエルスキー、アルカン = ク y 
ブトのパン タク ル、モナ， リザ、 ワパス、カルプ ♦ 
ディアン、 RCA のザオ、トランジット * エクスプレス 
等が次々に.レコード店に並び始めた。これらのレコー 
ドを買い続けていくうちに_者はフレンチ •ロックの 
虜となっていった。そこには光時既に人気の高かった 
イタ リアン* ロッ クとは全く異質の.サウンドがあった。 
ロック的感覚を失うことなく緊張感に富んだテクニカ 
ルな 演秦を展開する ジャズ.ロック、 繊細で咅にきら 

めきのある シンフォニック.ロック、アーバン•サッ 

タス、ラード'*フ リーらのやや実験的(少なく と も 当 
時はそう思った）サウンド、 プログレ ッシヴな演奏を 
バックに 唄う個性的、 ンンガー 達、更に、その後 I ばら 
くして登場してきた アール •ゾイ v ユニヴ X ル* ゼ 
(ベルギーの グループで あるが、 フランスで 活動し 
1 st アルバム も仏ア テム*レーベル か らリ リースされ 
ザ:）のチヱ ンバー•ロック。 今、振り返ってみてもそ 
れらは本巧に素晴らしいものであった c , 

そして現在 ◊ イタリア、ドイツ、イギリスのプロダ 
レッシブ* ロック*シーンがほぼ完全に世代交替し、 

新世代による発展途上状態にあるのに対して、フラン 
スでは一部ながらも流れに継_した部分がある；それ 
故に、フランス r は今なお知られざるとてつもない作 
品が眠っている可能性や驚異の新作が登場する可能性 
が残っていると言えるだろう。 質) 1} 雅彦 
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フレンチ • ロックの一力の雄アンジュはフランス火 
部の都山•ベルフォールで結成された。結成された時期 
に関しては^,说あるが、フランスの数稀の楽雑誌 
(Pop Music , Best,Rock & Folk 等）を W ると、.根 V - 
いもので69年9 Jj 、 一-#遅いもので70ィ1:-1 JJ と七され 
ている,，グループは Christian Decamps ( org . vo )、 
Francis Decamps ( org , tp , vo) 、 Jean Claude Rio 
( b . vln . vo) 、 Gerard Jelsch ( ds ) 、 Jean - Michel 
Brezozar ( g ) の 5 人で構成されていた。70く 1:-1、 
彼らはクリスチャン.デカンが Who の 「 Tommy 」 の 
成功に刺激されて製作した p ック.オペラ 「La 
Fantastique Epopee Du General Machinj を地冗べル 
フォールで1:’故した。この拟、彼らがフレンチ•ロッ 
ク.シーンのトップ.スターとなっていく過; fV ; でマ 
ネージャーとして非你に巾:嬰な役;利を果たしたジャ 
ン.クロ—ド•ポニャンと知り介い、、時彼が逆'只し 
ていた超マイナー.レーベル（シングルを2枚リリー 
スして活動を ll •.した）からファースト•シングル 
risrael / Cauchemarj を充ゾ i ：: した,彼ら独特のサウン 
ドはまだ確、'/:されておらず、そのころのプリティッ 
シュ•ロックの影ドにあるややブルー ズィ なサウン 
ド、キース.エマーソン（ナイス）を忠わすオルガン. 
プレイはアンジュの股点を知るという总味で興味深い。 
ポニャンを小:式のマネージャーとしたアンジュは 、 M 
外 -3 jj 、 フランス各地から新人バンドを集めて行なわ 
れた Golf Drouot のコンテストでビュルサーらととも 
に人: it し （1 丨丨の演奏の一部は71外:にリリースされた 
LP「Groovy Pop Session に収録されている）成功へ 
の切っ掛けを搁んだ。その後、 3 jj 28 l けこ開かれた 
Festivalde Bourge を皮切りに、4月から7月にかけ 
て Besan on , Ferrand , Clermont 等、フランス各地でコ 
ンサートを開き喝采を博した。 

そして、71年1 W にはフィリップス.レコ ー ドと正 
式に契約し、名突几にプロとしてのスタートを切った。 
7 J j にはセカンド.シングル 「 Tout Feu,Tout 
Flamme / Dr . Mann 」 （フィリップスからの第 1 弾）を 
充ぶ、続いてサード.シングル 「Le SoleilEst Trop 
Vert/Le Vieux De La Montagne 」 もリリースされ 
た。彼らはライヴ活動にも力を人れ数多くのコンサー 
卜を開いた,.： 78年に RCA から発表された2枚組アル 
バム 「En Concert J で" 1 1時のかれらの演奏を聴くこ 
とができる。なお、この1年強の間に若干のメンバー. 
チェンジがあり、リオ（ベースからリズム•ギターに 
転 l 〖' i ) 及びリオに変わってベーシストとなった 
P . Kachainian はグループを上•り、新たに Daniel 
Haas ( b ) が参加した。 

72年5ガには待嗜のファースト.アルバムを発表。 
まだ、荒削りの部分もあるものの、アンジュ•サウン 



ドが確 V /:されつつあることを強く感じさせる内'打と 
なっているそして、6 JJ 17 丨丨からはアルバムのブロ 
モーシ3ンを旅ね、ジ 3 二一•アリディ•サーカスと 
ともに个仏ツァーを行な っすこ、 こうしてァンジュの名 
前はフランス中に知れ渡った。 

贤73年から約5年問は彼らの茁金時代である。セカ 
ンド.アルバム 「Le Cimetiere Des ArlequinsJ (73 
イド）、サード.アルバム 「 Au-delaDu Delire J (74 イ1:-) 
は ll : に彼らの代ぶ-作と呼ぶにふさわしい内容をイ/して 
いる。そこではフランス語独特の発斤とイントネー 
ションを十かしたシアトリカルなボーカルときらびや 
かな n 色（これまたフランス独特のものである）の才 
ルガンを中心としたメ ロディァスな演奏が一休化した 
オリジナリティ溢れるサウンドを聴くことができる ■ 
それは多くの後進に人きな影鞾を V •え、今なお数多く 

のファンにフレンチ•シンフォニック.ロックの典耶 

として認識されている。なお、 4 th アルバム r Emile 
JacoteyJ (75 年)ではドラマーが Gugnog Biger に、 
5 th ァルバム 「Par Les Fils De MandrinJ (76 年.)では 
| i ( l じくドラマーが Jean Pierre Guichard に変わってい 
るが、内容的には前2作と M 傾昀の好作品である、 1 1 
時、彼らはイギリス等、フランス W 外でも数多くのコ 
ソサートを行なっており、 5 th アルバムのボーカルを 
英語にぶし荇えたインターナショナル.ヴァージョン 
「By The Sons of Mandrin j もリリースしている。 

このアルバムを M 後にブルゾ ヴァー ル、 アースが グ 
ループを脱退、オリジナル•メソバーはデカン兄弟の 
みになってしまった。こうした状況ドで製作された 
「 Guet - Apens 」（78 平）はメンバーこそ舆なるものの 
今まで通りの方法論で作られた作品であり、従来通り 
のサウンドが楽しめる。その後、現在までに6枚のァ 
ルバムがリリースされているが、それらはいずれもや 
ゃポップな疗作りがされており、初期の作品を凌ぐに 
は令:っていない。 

デビュー以来17年。アンジュが如何にフレンチ. 
ロック. シーンに貢献したかは計り知れない。 

賀川雅彦 


62—63 




















MAGMA 


1 970年、 フランス においてマグマはレコード デ 
ビューする。冒頭で地球 “ Earth ” への決別と遊星 
“ KOBAIA ” への移住のすすめ、そして既成の美意識 
と進化と呼ばれるものに対する盲信の破棄を呼びかけ 
ている。ややもすると一方的で脅迫的な宣言であり、 
また一見 S F 的な設定であるため商業的音楽界にあり 
がちなこけおどし、あるいはハッタリではないかと疑 
うむきもあったようだ。しかしそれが冗談や茶番では 
なかったことはその後、今日に至るまでの作品群が証 
明している。ともあれ彼らの一貫した姿勢が—方で狂 
信的な信奉者を生み、他方で誤解を生むことになった 
のだった。しかしこうした反地球的な状況設定とはう 
らはらにそのサウンドは占典的西洋音楽がベースであ 
り、そこから逸脱することのない明快なものである。 
しかしなおマグマが比類なきオリジナリティを保持し 
ているのは作品に霊感が宿っているからであり、叫び 
が奥深いところから発せられているからだ。マグマの 
オリジンを探ろうとするならやはり創始者である 
Christian Vander という人物について知ることからは 
じめる必要があろう。 



彼は John Coltrane のブレイを耳にして以来、究極的 
な照準を彼に合わせた。それは現在に至っても不変で 
ある。それは音楽形態をコピーすることではなく、純 
粋な精神の探究においてであった。 2 枚組の 1st です 
でに歌詞としてコバイア語が使用されている。コバイ 
ア人、 “Univeria Zekt ”の言語である。フランス語が 
オペラティックな曲調にうまく乗らないという理由か 
ら彼が作り出したというが、もはや彼の前世のコバイ 
ァでの記憶が趋えったのだといえるほど異和感（異様 
ではあるが）はなくマグマのサウンドの大きな魅力の 
一つで ある。ここでアルバム群を貫くコバイブ•ヒス 
トリーにつ いて書き始めると紙面が尽きてしまうので 
別の機会にゆずりたい。翌 71 年 2nd アルバム “1001 
Centigrades” を発表する。サウンドはより リズ； ッ 
クになり、 Vander のビジョンはより明確になつてき 
ている。7 2年に“ Univeria Zekt n の 名で “The 
Unnamables” をリリースする。音は 1st と 2nd 相方に 


相通ずる部分がある。 2nd の延長にはやはり 3rd がく 
るといえるだろう。その“ Mekanik Destruktiw 
KommandGh (’73) は最初英国で、続いて米、仏、そし 
てついに日本でも発売された。当時の日本でマグマは 
どのように迎えられたのだろうか。想像はつくが。翌 
年も引続き Vertigo より “K6hntark6sz” を発表する。 
Mekanik は天上界、すなわちコバイアから降りそそぐ 
讚美歌であったがこの 4th は3つのテーマを持ち標題 
曲はド•レ•ミの3音階がハーモニックに繰り返され、 
その後劇的な展開をみせる永続性を感じさせる傑作だ。 
この LP の主要部分は次の “Magma Live” （’ 75) で 
スケールアップして再現される。ここでの “K5hntar 
kosz w は原曲で Clavinet が担っていたパートは 
Lockwood の Violin がとってかわる。それは曲にさら 
なる自由度を与え、ダイナミックで変幻自在、しかし 
一糸みだれぬ驚異的な演奏が記録されている。 76 年、 
Janik Top の Magical illusory tour “De Futura” をフ 
イ—チャーした M Udu Wudu w を発表、 77 年には未発 
表曲ライブ編集盤 “Inedits” を出している。ところで 
74年に Vander はサウンド.トラックとして “Tristan 
& Isolt ” を残している。内容は 2 e Movement de 
Theusz Hamtaahk という副題が不すようにコハイア. 
ストーリー そのものである。後のマグマのライブ盤で 
も別ヴァージョンで聴ける。78年、 “Atthak” を発 
表。 Urgon と Gorgo の出合い、その後の彼らの体験が 
異様に美しい作品に翻訳されてる。 

Island の“ Pictures” 同様、この美しいアルバムも再発 
していただきたいものである。 Well Come io Japan, 
HRG。 その後マグマ結成 10 周年記念コンサートのライ 
ブ “Retrospective Vo 卜1〜3(’81)を出したのちしばし 
沈黙する。3年後に “Merci” をひさびさに発表、マ 
グマの消滅の曝をくつがえす。初めて英語の歌扣]も用 
いており、またそのサウンドの変化に古くからのファ 
ンはとまどいをみせた。しかしマグマは通俗に堕した 
わけではない。このアルバムは彼に音楽的啓示を与え 
た人々への 返礼の歌曲集である 。 To John, Otis, 
Eliphas, …。その精神は彼らの新しいブロジヱクト 
“Offering” （，86)にも引き継がれている。この2枚組 
のアルバムではあの原初的リズムは甦り、 Vander は 
歌いまくっている。一方でリリカルでジャージーなピ 
アノ曲、ボーカル曲もあり、その音楽的領域は無限的 
広がりをみせる。また実際コンサートではコルトレー 
ンの曲なども演奏しているようだ。そこで Vander が 
ボーカルを取る様はまさしくサックスを吹き続ける 
ジョンそのものである。マグマの音楽はもはやカルト. 
ミ ュー ジックと言われるよりも真の意味でのユニパ— 
サル.ミュージックと呼ばれるにふさわしい。 

松本修一 


















EMMANUEL BOOZ 


Emmanuel Booz は今までに 4 枚のアルバムを残 
し、また4枚のシングルが確認されている。彼の詳細 
な経歴は不明だが一時期 フラ ンスの社会運動組織 
“Chanson Liberte ” に関与していたと伝えられる。 
時代背景を考慮すればいわゆるプロテスト.シンガー 
的な活動を当初行っていたのかもしれない。70年、 
“Le Restaurant d ’ Alice ” (Barclay 920, 186) を発表す 
る。シャンソン風の作品だといわれるが、歌われてい 
る詞についても留意する必要があるだろう。 

私が初めて Booz を知ったのは確か1981年、 4 th アル 
バム “Dans Quel Etat Jerre " (Polydor 2393259,79年） 
だった。日本では 78 年にアンジュの 3 rd “新ノア記” 
がフィリップスから発売された。母国語で歌うフレン 
チ.ロックに接したのはこれが最初だったが、かなり 
の新鮮な衝撃だった。たかみ氏のライナーにも書かれ 
ていたが、これ以前に日本で発売されていたグループ 
はゴング、タイ•フォン、 パルサー などで、詞には英 
語が使われていた。なお、氏の好みからその昔、たし 
か日本盤がでていたはずの Magma (“Mekanik 
Destructiv Komhando ”，73 年）の名は除外されていた。 
当時氏の情報をたよりにレコードを聴いていた私はし 
たがってマグマにはまだめぐりあっていなかった。 
Booz 以前にマグマを知っていたら心の準備かできて 
いたかも知れないが、この Booz の 4 th アルバムに初め 
て針を落したときは、何というか一種の狂った強烈さ 
にすっかり一本取られてしまった。先頭からいきなり 
効果音と共にへヴィな嵐のような演奏とともに Booz 
の叫びがスピーカーから飛び出してきたとき、私が求 
めていた種の音楽に遂に巡り合ったのだと感じた。こ 
の2年の歳月を費やした作品以降、彼の動向はほとん 
ど伝わってこないようだが、このような極限の世界を 
極めてしまってはもうやり残したことはないというこ 
となのだろうか。 

さかのぼって 3 rd “ Clochard ” (Atlantic 50294,76年）、 
浮浪者、あるいはどこにも属さない者、彼自身のこと 
かもしれない。 4 th に比べれば嵐の前の静けさが漂よ 
う作品だが、順序正しく 2 nd “La Jour Ou Les 
Vaches ” (Atlantic 5009 5, 74 年〉から見れば嵐の後、と 

いう方が正しいか。しかし彼の ボーカルは あいかわら 
ず深く前後作の橋渡し的作品である。 

2 nd のフロントジャケットに見られる写真は荒涼と 
した岩々、あるいは瓦礫の廃虚の地の上に大きな古い 
地球儀と共に黒マントに長髪をなびかせた Booz が力 
ブキ役者のように静止したポーズをとっている。足元 
のねじれた人形、そして赤道部分で分離してしまった 
地球儀は暗黒の裂目をのぞかせている。この象徴的な 
風景は彼の予言する終末のイメージだろうか。しかし 
まだ希望も彼の歌声から感じ取れるような気もする。 


彼はまずシンガーであり、 れ人であり、 卜(|時に作曲家 
である。その理如抜きの深いぶ现力に聴く A は，〖览の 
壁を越えて、また，:;蓋:では，丨•いぶせない何かを感じと 
る。同様の精神を持つアーティストとして Mama Bea 
Tekielski , Catherine Ribeiro + Alpes の名を I •.げるこ 
とができるだろう。あと！ H : 界をみわたせばやはり 
Peter Hammill だろうか u 彼らは疑いなく人問の精神 
の深淵まで降りていった人々であろう。そしてイタリ 
アの Pierrot Lunare , Opus Avantra , Alan Sorrenti の 
名も同列に記しておきたい。特にファースト.アルバ 
ム “ Aria ”（72 年）における Sorrenti はその風貌からし 
て Booz に酷似した印象を私などは受けた。及髮をな 
びかせ、マントをひるがえして野を行く姿、そして作 
品においてはヴォーカルによってや問を切り裂いてい 
く様はさながら荒野を突き進む放浪の旅人のようだ。 
しかし彼はその後、憑き物が落ちてしまったかのよう 
に退行し、ポップス•シンガーとなってしまったが。 
しかし Booz はフレンチ•ポップ•シンガーではなく 
隠遁名の道を選んだということなのだろうか t 我々は 
彼の復活を切望してやまないが。 

最後に Booz の作品への協力者たちについて少々メ 
モしておきたい。 3 rd “ Clochard ” はアレンジャーとし 
て Joel Dugrenot が起用されている„彼は Zao のオリ 
ジナルべ— シスト であり、76 年 " 1 1時は Cyrile Verdaux 
率いるクリアーライトの ベースを扒、レ〗 していた。 M ク 
ループには当時 、 Tim Blake ( syn ), Didier Lockwood 
( violin ) らも参加していた。この LP にはこの2人以外 
の Yves Chouard ( g ), Serge Haouzl ( dr ) が参加してい 
る 0 また Dugrenot もベースを弾いている。その的の 
2 nd アルバムにはジャンルを越えた様々な人々が参加 
しているが、やはり Wiliam Sheller のアレンジによる 
カラーが強い。（彼については マーキー No .22 に,汴し 
い。） 4 th “Dans Que 卜”には前記の Lockwood が火に 
効果的にヴァイオリンで参加しているほか 、 jt Alpha 
Ralpha のべーシストだった Charrieras Charlie の名も 
ある。 D’agostini Jean Claude ( g ) と TinayleGilles ( key ) の 
アレンジも光る。 松本修一 
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ATOLL 


“フランスの yes ” と言う触れ込みで、日本に紹介 
されて以来、 Atoll は最も人気の高いフレンチシン 
フォ ニックグル ープとなって現在に至っている訳だが、 
近年 ューロロックのマイナー 化、 コレクター 化がすす 
み、ともすると忘れられがちであるので、ここに再認 
識を促したい。 

Atoll は、1972年7月に Metz で結成された。結成当 
時の メ ンバーは 、 Jean Luc Thillet ( g ). Andre 
Balzer ( vo ). Alain Gozzo ( ds ). Luc Serra ( g ). Francis 
Paul ( b ) •の 5 人である、彼らは、 ZOO の前座としてデ 
ビューし、しばらくの間は 、 Golf Drouot クラブ等で 
ライヴ活動に専念していたが、1973年 Eurodisc と契約 
し、シングル 「 Je L’aiwe guaud Je te vois / 
Change ta vie 」 （両面共 LP 未収録）でレコードデ 
ビューを果した。このシングルは1973年と言うことも 
あり、ポップな感は否めないが、既に Atoll サウンドの 
原形とも言えるものが形造られている。このシングル 
発表後は、再びライヴ活動に専念し、1974年6月には、 
Ange とツァーを行い、大成功を収めている。こうし 
て飛躍への足掛りを掴んだ彼らは、1974年暮れに、 
2 nd シングル 「Le Secret Du Mage/Je Fais un 
rgve 」 をリリースする。この時には、ベースが Pat 
Kiffer に替わり、キーボードの Michel Taillet が加わっ 
て、6人編成になっていた。このシンダルは粗削りな 
がらもみ toll 命ウンドを確立した名作であ6。時に 
“ je Fais un r き ve ” （ LP 未収録、 A 面は新録音で 
1 st ァルバムに収録されている。）は、叙情的なスロー 
バラ ー ドで、哀愁を帯びたギーボードとヴォーヵルが 
印象的な名曲である。次いで1975年1月には 1 st アル 
バム Magicien $ J が 1 )リースされた。ここ 
では、ベ-*スの Pat Ki { fer が脱退し 、 Jean Luc 
Thillet がべースにまわり、&人編成に戻っているンこ 
のァルバムは、構成力と言う点で、幾分未熟さが感じ 
あれるものの、新鮮な若さ溢れる力作となっている。 
Andre Balzer のシアトリカ ルな ハイトーンヴオ イスを 
中心とした、 テクニ カ-ルでスリ y ング、 それでいて メ 
ロディ ア太な サウンドは、 重さを引きづっている様な 
他のフランスのグループとは、完全に一線を画す、 
Atoll ならではのものである。続いて同年に、早く％ 
2 nd アルバム 『 L ’ araign€e - Mai 』 が リリースされ だい 
ギターが元 Amon Dllill ff の Christian Beya に替り、 
ゲスト元 Komintern のヴァイ オリユ スト Richard 
Aubert と、 1 st にもゲスト参加していた キー ボー 
ダー Bruno Gehin を迎えて制作されたこのアルバム 
で、 彼らは一気に頂点に登りつめた。圧倒的なテク 
ニックに裏打ちされた複雑華麗なアンサンプル、変幻 
自由な曲構成、正にフレンチシンフォニックの金字塔 
的な名作である。このアルバムは、 セー ルス的にも大 


成功を収め、 Atoll は一躍フレンチロックシーンの 
ビッ グ ネーム となった。 

アルバム 『 L ’ araign 6 e - Mal 』 の成功から 2 年後の 1977 
年、 3 rd アルバム 『 Tertio 』 が') リースされた。前作の 
成功にもかかわらず、再びライヴ活動に専念していた 
成果が如実に表われた、前作に負けず劣らずの名作で 
ある。前作のヴァイオリンとキーボードに替って、 
コーラスに Magma の Stella Vander , Lisa Deluxe を迎 
えて制作された本作は、最も Atoll らしい アルバムと 
言える と 思う。前作で見られた複雑なインスト ルメン 
タルは やや後退した様に思われるかもしれないが、か 
えってインス トルメ ン タルパート とヴオ— カルパート 
のバランスが良くなる方に作用している様に思う。表 
現 カタッ プリの Andre Balzer のヴォー カルを 核に、 
Christian Beya の自由奔放な ギターを 上手に絡ませた、 

リリカルで メ ロディアスなサウンドは Atoll の最も 完 
成された姿であると言っても過言ではないだろう。こ 
のアルバムは、シングル 「Paris C’est Fini/TunnelJ 
の大 ヒットと も相まって、前作を上回る ビッグ セール 
スを記録し、彼らの人気を確固たるものとした。（た 
だ、当時を知る人の詩に依ると v Pari 周辺の都市部で 
は Ange をしのぐ人気があったが、地方では 、 Pulser 
や Mona Lisa の方が人気があったとのことである。） 
又、このアルパムは、ドイツ、イギリス等でもリリー 
スされており、国外でもかなり好評を博していた様で 
ぁる。 

こうした大成功にもかかわらず、彼らは再びライヴ 
活動に専念し* 4 th アルバム 『Rock Puzzle 』 シングル: 
fSmarto Kitshy / L^ultime RockJ がリリ-スされ t 
のは、1979¢の暮れであった。このアルバムは、明ら 
かに前作の篮長線上に在るものの、曲はややポップ衣 
なり、ヴォーカルの it 重は増々増大 t ている。 Atoll % 
しさを十分に備えた、高水準な作品ではあるのだが、 
前2作の様なインパクトが感じられなくなってしまっ! 
たのが残念である。 

この後、彼らは作品を発表することなく、1981年頃、 
に解散、同年べストアルバム 『Cosmic Trips 』 がリ 
リース された。これは悲惨な編集のベスト盤であり V 
AtoU の最後としては余りに悲しいものである a グ 
ルー プ解散後 、 Andre Baker は、 B 3 sud と言うグルー 
ブを結成し、2枚のシングルをリリ ー スしているが、 
いずれもただの ロジクンロールで Atoll の 面影はまる 
でない。他のメンバーは、恐らくスタジオミュージ 
シャンになったものと思われる。ボップス シンガーの 
バック等で 、 Christian B さ ya の名を見かけたよがあ 
るのだが…。 

Taiphong は復活したけれど、 AtoU は復活しないの 
だろうか？ 中島洋一 
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ART ZOYD 


フランスのロック.シーンにアール.ゾイと名乗る 
グループが登場したのは70年代初頭のことである。71 
年に彼らは マイナー. レーベル Opaline からシングル 
「 Sangria/Something In Love 」 をリリースした。そ 
れは60年代 のロック.シーン において最もプログレ ッ 
シヴな存在であったクリームの影響を受けていたが、 
サックスを大胆に導入するなど独自の試みも為された 
意欲作であった。当時のグループのパ ーソ ネルに関し 
ては詳しく分っていないが、上記のレコードから判断 
するにギター、 ベース、 ドラムス、サックスから成る 
5人組だったものと思われる。シングルの A 面は 
R.Fernandez の作 、 B 面は R Fernandez と J . P.Dulion 
の共作、更に、アレンジは Alain Loewenguth となっ 
ているが、彼らがグループのメンバーだったか否かも 
不明である。 

76年、創設期のメンバーこそいないもののオリジナ 
ル.アール.ゾイの流れを組むアール.ゾイ.トロワ 
がファースト•アルバム 「 Symphonie Pour Le 
Jour Ou Bruleront Les CitesJ をリリースした。 
Thierry Zaboitzeff ( b ， per ， vo ), Jean - Pierre Soarez 
( tp . per ) , Alain Eckert ( g . per . vo ) , Gerard 
Hourbette ( vln . fl ) の 4 人によって作られたこの作品 
はその独創性及び以後のシーンに与えた影響力という 
点で70年代のフレンチ•プログレッシヴ.ロックにお 
ける最も重要な作品の1つと言える。クラシックと 
ジャズの要素をロックの中に巧みに導入した演奏を展 
開するトランペットとバイオリン、変拍子を多用した 
曲作り等はチ: c ンバー•ロックの時代の幕開けを告げ 
ている。当時の彼らはフランス南部の都市トゥールー 
ズを中心に数多くのライヴを行なっていた。82年に英 
リコメンディッドからリリースされたシングル 
「 Manage 」 は76年2月19日にパレス.デ•スポルト. 
ドゥ. トゥールーズで開かれたコンサートの一部を収 
録したものである。グループ名をアール.ゾイに戻した 
彼らのセカンド.アルバム 「Musique Pour L ' Odyss^eJ 

はユニヴヱル•ゼロのダニエル.デニス （ ds ) ,ミッ 

シヱル.ベルクマン （ oboe , bassoon ) をゲストに迎え 
てベルギーの Overjse で録音され、アテム.レーベル 
から発表された。ヘンリー•カウを中心とする ロック. 
イン. オポジ ションに 参加した彼らの アルバムはリコ 
メンディド.レコードを通じて日本、アメリカ、ヨー 
口 ッパ 各国にディスト リ ビュートされ、彼らの名前を 
—躍有名にした。 

翌80年2月にはスイスの Kirchberg にあるサンライ 
ズ•スタジオでサード•アルバム 「 G 6 n さ ration Sans 
Fufur 」 を製作。前作同様、アテム.レーベルからリ 

リ ース された。この アルバム にも ダニエル.デニスが 

加わった作品が1曲収められているが、そのサウンド 


は前作のアール*ゾイとしてはややクラシカルなもの 
からジャズ的要素を多少強調した実験的なものへと変 
化している。 

更に、同年7月には、自主製作盤のためプレス数が 
少なく、既に入手困難な状況にあった ファースト •ア 
ルバムを 再録音し、 フォース. アルバム として リリー 
ス した。 オリジナル 盤の メンバー に Frank Cardon 
( vln ) , Patricia Dallio ( p ) , Gilles Renard ( sax ) が 
加わって製作されたこの作品は音楽的完成度において 
オリジナル 盤を遥かに凌いでいる。 

最も充実した時期を迎えつつあったアール.ゾイで 
あるが、ア テム. レーベルが活動を停止してしまった 
ため、フィフス.アルバムを発表するまでには長い時 
間を要した。英リコメンディッド•レコードからのリ 
リースが決まり、82年4月〜5月にかけて録音された 
「 Phase IV 」は何と2枚組、ジャズ的要素を見事に昇 
華し、独自のチ:！：ンバー.ロックを作り上げたアール. 
ゾイの6年を越える活動の集大成とも言うべきものと 
なった。 



83年にはフランスの新興レーベル Cryonic から6枚 
目のアルバム 「Espace Inquiets 」 を発表。作品として 
のボルテージは落ちていないものの、そろそろ新たな 
る展開を求められる時期に差し掛かった。 

果たして、84年には彼らは新分野に進出した。まず、 
メ ンバーの1人 、 Thierry Zaboitzeff が劇団 Le 
Collectif Theatral Du Hainaut による 「 Promethee 」 の 
ために劇用の曲を作り、それをソロ •アルバムとして 
発表した。続いて、ローラン•プティの創作バレー 
「Le Mariage Du Ciel Et De L!enfenJ でグループとし 
て音楽を担当し、その一部をセブンス.アルバムとし 
てリリースした：これらの作品は、その性格]!、音楽 
的に従来の作品を凌ぐものとは言えないが、彼らの音 
楽に対する積極的な姿勢を示している。 

以後、2年以上に渡って彼らは沈黙を続けている。 
しかし、彼らが新作を携えて復活する日を心待ちにし 
ているファンは少なくないであろう。 賀川雅彦 












PULSAR 


1970イ1.:代後、 r : に降盛を極めたフレンチシンフォニッ 
クシーンも、1980外:代に人る顷には、すっかり冬朽れ 
の様相を V : してしまう。人半のグループは解散し、生 
き残った数少ないグループも、サウンドを変化させて 
しまった。そんな中で唯一、固くなな迄に自らのサウ 
ンドを'、 ：]: り抜いたグループがいる。 

Pulsar の歴史は古く1966年に遡る。当時 Lyon のハ 
イスクールバンドとして活動していた Free Sound と 
丨；.うグループ に、 Philippe Roman ( B ), Jacques 
Roman ( Key ), GilbertGandil ( g ， vo )., Victor Bosch ( ds ) の 
4 人が Yl :. 絡していた。このバンドは、，初リズム&ブ 
ルースを演っていたが、コンサートで共演した、 
David Gilmour のステージを兑てサウンドポリシーを 
プログレッシヴなものに変えたのである。1966年のグ 
ループ結成以来幾度かメンバーチヱンジがあったが、 
1968年に、前述の4人に落ち着いた。彼らは地元 
Lyon で精力的にコンサートを行ない、1970年4月に 
Pulsar と改名する。そして 、 Malaval Festival 、 次いで 
1971年には、グルーブにとって重要な夕一ニングボイ 
ントとなった Golf Drouot でのコンテストに参加する。 
このコンテストで成功を収めた彼らは、 フランス ツ 
アーを行い蔚々と人気を得て行った。乂、前述の 
Golf Drouot のコンテストの模様を収録したオムニバ 
スアルバム 『Groovy Pop Session 』 も1972年にリリ— 
スされ、 Ange と共に高い評価をうけた。ここに収録 
されている “ Pulsar ” は、後の彼らのサウンドとは多 
少異なり、ややへヴィーで混とんとしたものである。 

こうして人気、実力を身に付けた彼らは、1974年12 
月遂に 1 st アルバム 『 Pollen 』 をリリースする。メン 
バーは前述の4人に、フルートの Roland Richard を加 
えた5人編成である。随所に Pink Floyd からの影響を 
感じさせるものの、イマジネーションのつづれ織りの 
様な繊細で夢幻的な浮遊感漂うサウンドは、十分に才 
リジナリティを感じさせる素晴しいものである。ファ 
ンの間でも、このアルバムを最高作として推す人も少 
なくない。 セールス 的にも一応の成功を収めた様であ 
る（このアルバムは、 Kingdom レーベルよりのリリー 
スであり、イギリス他でも好評であったらしい〇)。 


1 st アルバム発表後、彼らは約1ケ月に渡るブリ 
ティッシュツアーを 行い、好評を博し、 ビックグルー 



プへの足掛りを摑んだ。そして1976年4 Jj 、2 nd アル 
バム 『The Strands Of The Future 』 を録 n する。こ 
のアルバム 製作時に、 ベースの Philippe Roman が脱退 
し、ゲストと言う形での参加となった 。 RocWn Folk 誌 
に「これは豊かで情熱に満ちた非常に素晴らしいレ 
コードである。全ての人々が、長い間正に待ち望んで 
いた最上の完成度を持ったグループである。偉大な印 
象派の作曲家マーラーの様な叙情性を感じさせる。」 

と 絶賛 されたこの アルバムは、サウンド クオリティに 
問題があるものの、 SF 的な浮遊感のある A 面の大作、 
叙情的な B 面の小品、共に彼らのオリジナリティが十 
分発揮された佳作となっている。セールス的にも、こ 
の アルバムは 大成功を収め、 Ange 、 Atoll と並ぶビッ 
ググループとなった。 

2 nd アルバム発表後、彼らはイギリス、ベルギー、 
スイス、ポルトガル、と長期間に渡るツアーを行い、 
大成功を収めた。この人気に目をつけたフランス 
CBS は、好条件で彼らと契約。1977年12月に 3 rd アル 
バム 『 Halloween 』 がリリースされた。ベースに 
Michel Masson を加えたこのアルバムは、オリジナル 
ストーリーに基づいた、トータルコンセプトアルバム 
であり、フルートとメロトロンが描き出す、比類無き 
叙情性を持った最高傑作である。乂このアルバムから、 
ブロモートオンリー（少なくとも私の手許に在るレ 
コードには 、 Special Promotion と明記されている。） 

でシングル 「 Sorrow in my dream/Dawn over 
darkness 」 がカットされている。このアルバムは、彼 
ら自身にとってもかなりの自信作であったが、プロ 
モート不足からセールス的には失敗に終わってしまう。 

3 rd アルバム発表後、彼らは CBS を離れ、ベースも 
脱退し、活動は不活発なものとなって行った。シーン 
はパンク、ニューウェーブに移り、彼らにとっては、 
冬の時代が続いた。そんな中でも、彼らは自らの音楽 
を放棄しなかった。1980〜81年にかけて 、 Le Com 
pagnie Du Theatre De La Satire と言う劇団の演劇の 
バックを努め、その内の1作 『Bievenue au Conseild ’ 
AdministractionJ は、 1982 年にレコード化されている。 
コンテンポラリーな要素が加わっているが、 Pulsar サ 
ウンドは健在である。そしてそれ以降も彼らは、散発 
的にコンサートを行う等、活動を続け、1986年には、 
Jacques Roman 名義でカセットアルバム 『Melodie 
Boreale 』 がリリースされた。リラックスした作品では 
あるが、 Pulsar サウンドの美だけを抽出した様なキー 
ボードワークは、彼らのサウンドポリシーが今なお不 
変であることを示している様に思えてならない。 

フレンチシンフォニックの歴史を、今なお歩みつづ 
けている彼らの今後に、期待せずにはいられない。 

中島洋一 










GONG 


1938年1月13日、デーヴィッド•クリストファー • 
アレンはメルボルンで生まれた。彼は10代後半にギ 
夕 一一 本でヨーロッパ各地を放浪し、59年頃フランス 
に住みついた。この頃にイギリスの詩人ギリー•スミ 
スと出会い、これがアレンの感性を触発し、詩を書くよ 
うになる。この詩をバンドで生かせないものかと61年 
にロバート•ワイアット、マイク•ラトリッジ、 
ヒュー.ホッパーらとデーヴィッド.アレンズ•カル 
テットを組む。しかし、ワイアット、ホッパーの2人 
は63年にワイルドフラワーズへ行ってしまい、カル 
テットは消滅したが、これが母体となり66年8月にソ 
フトマシーンが結成された。このバンド名はアレンが 
与えたもので、彼は以前 （65 〜66年）バロウズと共に 
BBC ラジオの仕事をしていて、その時に思いついたら 
しい。ソフトマシーンは67年春に UFO クラブでデ 
ビューを飾ったが、アレンは 「Love Makes Sweet 
Music 」 のシングルとアルバム「ファースト•マシーン」 
のみ参加し、「できるだけ多くの人々が演奏し、共同生 
活のできる状況」-という理想を求め、ヨーロッパ•ツ 
アー直前に脱退し、スミスらと共にデーヴィッド•ア 
レンズ.ゴングを67年に結成。12月に初めてギグを 
行った 。 「Improvising around nothing for hours on 
end 」 と呼ばれる即興を中心としたステージを、パリ 
を中心に行っていた。バロウズが朗読で加わったり、 
また楽器演奏のできない人々も大勢参加した。当時、 
彼らはコミューンとして活動していたため、人の出入 
りが数知れず、一般に第一期と呼ばれる71年4月まで 
実に27回のメンパー.チェンジを繰り広げている。 

そのさなか、ファーストの「マジック.ブラザー • 
ミスティック•シスター」は69年10月に録音された。 
メンバーは総勢9人にも及び、このうち半分はゲスト 
と言われているが彼らにとってはゲストだの正式メン 
バーだのという概念は全くなく、当人たちは勝手気ま 
まにスタジオへフラリとやってきて、適当に演奏して 
いっただけらしい。音はサイケデリック、ミスティッ 
ク、ギミックといった類のもので正当なテクニックは 
全くないが、全曲ギリー•スミスのペンによる事は特 
筆に値する。 

この後、5月革命の際、デーヴィッド•アレンズ. 
ゴングは一時的に解散し、アレンはイギリスに渡り、 
新たにバナナムーンを70年に結成。ホッパー、ワイ 
アットら旧友と共に活動し、71年1月にアルバム「バ 
ナナムーン」をリリース。ちなみにこの中の 「 Memories 」 
はホッパーの曲で後にワイアットがシングルで焼き直 
している。一方、グループの方はアルバム発表直後に 
突如ゴングが再活動を始め、バナナムーンは解散。バ 
ンド名も「ゴング」とシンプルになり、今までのよう 
に単なるコミューンではなく、グループとして充実し 


ていき、「カマンべール•エレクト リク」 を71 年 4月 
に発表。無駄がなく、まとまりも良く、間違いな くゴ 
ング の、というより ア レンの最高作と言い切っていい 
だろう。この頃から精力的に活動を始め、「カマンべ一 
ル」の時に録ったダ ッシヱ ル.エダヤの「オ ブソ 
リュ ー ト」を シャン ダールからリリー ス（メンバー は 
同じでさらに バロウズとサム.ワイアッ ト参加）。また、 
ジャコモ. ダ ゴス ティーニの ドキ ュメン ト映画 〈モー 
夕 ーサイクルレーサ ー 〉のサントラ「コンチネンタル. 
サーカス」 や、 グラストン ベリー. フヱア の ライ ヴを 
収めた3枚組 オムニバス「エレクトリック•スコア」 
がたて続けに発表された。 



そして、.いよいよスティーヴ•ヒレッジ、ティム. 
ブレイクらを加えた「フライング•ティーボット」「エ 
ンジエ ルス.エッグ」「ユー」 と 続く ラジオ•ノ ーム. 

インヴィジブル3部作が作られる。家畜豚を研究する 
エジプトの学者ミスター • t • ビーイング、骨董品の 
ティーポット売りのフレッド•ザ•フィッシュ、人と 
会うたびに「ビールを飲め！」としか言わないヒン 
ズー教の賢人バナンダ.アナンダ、この3人が惑星ゴ 
ングの人々と出会い、バナナ.ニルヴァーナの世界へ 
到達するというストーリーで、これに緑色の小人や空 
飛ぶティーポット、英雄ゼロ •ザ.ヒーロー、魔女 
シャクティ.ヨニ、ポット頭の精、導師オクターヴ. 
ドクター等、書ききれないくらいの登場人物が入り乱 
れ、支離滅裂な宇宙神話が展開されている。ゴング • 
ファンならばすでにこの物語はなじみの深いものだろ 
うし、このスペース•オペラを詳しく説明するとなる 
とあと20頁程必要となるくらいなのでここでは割愛さ 
せていただく。 

さて、ラジオ‘ ノーム以後は御存知の通り、アレン 
はバンドを解散させたかったが、マネージメントの問 
題でできずに、アレン、スミス、ヒレッジ、ティムが 
脱け、ピエールを中心に活動が続くが、これはもはや 
別バンドと見てよく、従ってアレンが脱退した時点で 
ゴンダの神話と歴史の物語は幕を閉じたものと見なす 
のが正しく、そしてまたアレンの願いでもある。 

いわねあつみ 
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ザオの涎小は ヨッコ * ジェフ .セ ファーとフランソ 
ワ•ファトン.カーンがマグマで共演したことに端を発 
する。マグマのメンバーとして活躍し、アルバム 「 Mag - 
maj (70 平。力ーンのみ参加）、「2」 （71 年）、更には、 

ュニヴェリァ-ゼクト名義の作品 「 The Unnama 
blesj (72 年） にも参加した2人は ロック.ミュージッ 
クの持つ新たなる吋能性に賭け、73年ザォを結成する。 
、時、セ ファー は ジーグフリード•ケス ラー （P ) , 
ディディエ•ルヴァール （b ) ,同じくザオのメン 
バーとなった ジャン•ミ.トゥルオンと ともに パーセ 
プション としても活動しており、 ザオ 結成後も パー セ 
プションが しばらく の 問存続したため、セ ファー， 
トゥルオンは2つのグループで 浓行的に活動していた。 

セファー （ sax ， cl )， 力ーン （ P ), トウルオン （ ds ), 
ジョエル.デュッド•デュグルノー （ b ) ,ジャン. 
イヴ•リゴー ( vln ) ,モーリシア•プラトン （ vo ) , 

の6人から成るザオは活動の中心をライヴに 置き、数 
多くのコンサートを開いた。こうした地道な活動は 
徐々にではあるが確灾に彼らの支持者を増していった。 
そして、73年の秋、待嚷のファースト•アルバムが発 
ぶされた。セファー，カーンがマグマで得たものと彼 
らを中心に各メンバーの持つ独自の荇楽性を融合させ 
て作り出したサウンドは最高水準の完成度を示してい 
る。ロックの情熱とジャズの高度なテクニックが一体 
化した演奏は緊張感に富んだ見事なものである。この 
ように優れた作品であるにもかかわらず、レコード会 
社はこのァルバムの販売促進に積極的でなかった。彼 
ら自身の手でできる 唯一 のプロ モー ションはライブを 
行ない自分達の皆楽をより多くの人々に知ってもらう 
ことであった。彼らは連日のようにライヴ.ハウス等 
に出演した。それは肉体的にも精神的にも非常にハー 
ドなものであった。そして、遂にリゴーのグループ脱 
退という事態に至ってしまった。彼は余裕を持った静 
かな生活を锘んだのである。更に、しばらくしてブラ 
トンもグループを去っていった。 

こうした状況 F 、 残りの4人は、メンバーの補充を 
行なうことなく、3人のゲスト（内1人は元メンバーの 
リゴー）を迎えてセカンド.アルバムの製作に取り掛っ 
た。74年9月のことである。完成した作品は 「 Osiris 」 

と命名され、 エルドンの 作品で知られる創造的マイナ 
—•レー^ c ル，ディスジャン クタ（後のウ ラス） から発 
表された。専任の ボーカリスト こそいないものの基本 
的には ファースト •ア ルバムと 同傾向の好作品である。 

この時期あたりからフランスのプログレッシヴ. 
ロック•シーンは一気に盛り上がりを見せる。数多く 
の優れた作品が作られ、大手のレーベルもこの種の作 
品をリリースするようになった。中でも RCA は「バラ 
ンス」というシリーズを作り、ジャズ•ロック系の作 



品を積極的に発表した。ザオのサード•アルバム 
「 Shekina 」 もその一•環としてリリースされた。75年 
7月に録音されたこのアルバムには、イギリスに渡っ 
たデュグルノー に変わってジヱラール • プレヴォス 
( b ) が参加しており、また、前作にゲスト参加した 
ピェ—ル •ギュイニョノ • TY •ブーム （ per ) の名前 
も見られる。それはクラシックの弦楽四重奏団クワ 
卜ール.マルガンとのコラボレーションを含む意欲作 
であり、セファーの音楽的教養の広さを改めて認識さ 
せるものとなっている。バンドのみによる演奏は極め 
てテクニカルでドライヴ感に富んだジャズ.ロックと 
なっており、—方、クワトール•マルガンとの共演部 
分ではクラシック的要素とジャスあるいはロック的要 
素が無理なく融合して独自のサウンドを作り出してい 
る。こうした試みはセファ ーのソ ロ •プロジェクト， 
ネフェシュ.ミュージックに引き継がれ、より完成度 
の高いものとなっていった。 

翌年、彼らは新たにディディェ.ロックウッド ( vln ) 
をメンバーに迎え、ジャズ•ロックの真髄とも言うベ 
き作品を発表した。実質的にはザオのラスト.アルバ 
ムとなった 「 Kawana 」 である。トゥルオン，プレヴォ 
スのスピーディかつ正確なリズム，セファー、カーン、 
ロックウッドの白熱のインタープレイ，そして、絶妙 
のアンサンブル，正にジャズ. ㈡ ックの金字塔である。 

この作品を最後に各メジバーは独自の道を歩み始め 
た。プレーヤーとしてのみの存在に飽き足らなかった 
トゥル オン、 ロックウッドはザオを脱退し、 f ! らの荇 
楽性をよりストレートに反映させたスルヤ （ Surya ) 

を結成した。また、セファーもソロ •プロジヱクト、 
ネフヱシュ.ミュージックに専念するためグループを 
去った。残されたカーン、プレヴォスは新たにトロン 
ボーン、サックス、ドラムス、パーカッションの4人 
を加え、フィフス.アルバム 「 Typhareth 」 を発表し 
たが、かつての精彩は見られなかった。ヵーンもそれ 
を十分に認識し、遂にグループを解散した。こうして 
フランスのプログレッシヴ.ロック•シーンが生んだ 
最大のジャズ•ロック.グループ，ザオの歴史は閉じ 
られた。 

時は流れ1986年。幻の名盤となったファースト•ア 
ルバムの再発を記念して、セファー、力ーン、トゥル 
オン、デュグルノーがステージに立った（他にデボラ. 
セファーがバイオリンで参加）。一夜のみ （6 月6日） 
のコンサートであったが、それは正にザオ伝説の復活 
であったゲ 賀川雅彦 
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準的な レベルで あるが、シンフォニックロックの愛聴者であれば全編を埋 
め尽くすキーボード群とヴァイオリンの大攻勢には圧倒されるであろう。 
あくまでも叙情的な展開が中心とはいえ、透明感ばかりが先行しがちなフ 
レンチ • シンフォニックに対して聴く側が絶えず求め続けて来た迫力満点 
のプレイがそこにはある。メロ トロン こそ使用していないが、シンセ音の 
大乱舞は若干薄めの音作りを補って余りがあろう。これだけではキーボー 
ド系の凄さばかりが目立ってしまう訳だが、ヴァイオリンにも互角の重責 
を課し、常に前面に位置させることによって非常にバランスの取れた曲作 
りを可能にしているのである。 （江） 



JEAN PIERRE ALARCEN 

Tableau N° 1 

Scoppuzzle 1979 年 

ZZ-001 廃 

A: l er Et 2 e Mouvements B: 3 e Mouvement 


ジャン. ピエー ル.アラーサンの第 2 作である。絵画、光景、描写など 
の意味の「タブロ」は、そのサウンド内容とを考え合わせれば、実に適切 
なタイトルのように思われる。ベランジェのバック.バンドから、ジェラ 
—ル•コアン、ジャン. ルー • ブソンを得、さらに ダニエル •ゴヨン （key) 
ともう一人のパーカッション、フィリップ•ルロウの5人が演奏している。 
気心の知れた仲間達と創造されたこの「タブロ j、 勿論アラーサンの曲、構 
成である。内容は、まさに芸術と呼べるものであり、アラーサンはこの時、 
作曲家としての力量をいかんなく発揮した。この作品が「〜№1」とされ 
ているので、もしかすると「№2」も作っているかも知れない。 （中） 



ALICE 

Alice 


BYG 柬宝 

101 廃 BYG 101 廃 


A: Axis 
Onurb 

Le Nouveau Monde 


B: Extrait Du “Cercle’ 
Final 
Th$me 


L’Arbre Mexican Song 

Valse Venez Jouer I 


L’enfant 


Venez Jouer II 
Tournez La Page... 

Fumee Grise Et Marrons 


Chauds 



DAEVID ALLEN’S GONG 

Magick Brother 

BYG コロムビア 1970 年 

529305 m BYG-103 廃 

A: Magick Brother- B: Ego 

Mystic sister Gong Song 

Change The World Princes Dreaming 

Glad To Sad To Say 5 & 20 Schoolgirls 

Chain Store Chant Cos You’ve Got 

FredFish-Hope You Fell Green Hair 

OK 


アリスのデビュー作。 5 人編成中の楽器構成はギター、ベース、ドラム、 
キーボード、管弦楽器である。曲はどれもアレンジされたもので、傾向の 
ばらつきや演奏のあまさがあるものの、60年代以来というべきポップ感覚 
を下地にしていて、メロディアス、かつ、ほのぼのとした雰囲気をもって 
いる。アップ•テンポな部分でのポップ感覚は少々露骨だが、フルート、 
オルガン、ヴァイオリン、 サッ クス、アコースティック.ギターの柔かな 
音色による静の部分でのそれは、70年代初頭の淡い感覚に満ちている。後 
年には2作目 「ARVETZ LE MONDE」（Polydor 2393 043) を発表し解散に 
至るが、キーボードのアラン.スーザンはソロ製作外にドラムのアラン. 
ヴェスと共にエマニュエル.ブーズの2作目へ参加している。 （松） 


ゴングとしての初めてのアルバムとされているが正式にはデーヴィッド 
.アレンズ.ゴングの唯一のアルバムと見た方が正しい。メンバーは9人 
編成だが実際にはもっと居てスタジオ内は常時15~ 6人位出人りしていた 
らしい。その中には現在 ECM で活動している•アール.フリーマン、バ 
ートン.グリーン、バール.フイリッブスらもいた。アレン、スミスの他 
にはデイデイエ.マレルブ、ラシッド.ハウリ、タスマン.スミス、等で 
全曲ジリ•スミスのペンによるものでこれは特筆に値する。音の方はミス 
ティック、ギミック、サイケデリックの類で正当なテクニックは全くない 
がこれこそがゴンダの真の魅力と言えるだろう。 （い） 




フレンチ.ロック.シーンにおける伝説のグループ、コミンテルンのド 
ラマー、ジル•口べールによって75年に結成されたアルファ.ドュ.サン 
トール。その後、幾多のメンバー•チ i ンジを経て、本ファースト.アル 
バムを発表した時には口べールもグループを去っていた。本作品を録音し 
た g, ac-b, ds という編成はジャズ.ロック.グループとして一風変わった 
ものと言える。3人のプレイを個別に見ると、 J.P. リシャールのギターは 
ロック•サイドに位置するもので、かすかながらもロバート•フリップの 
影響を感じさせる。一方、0.コクランのウッド.ベースはジャズ色の濃い 
ものとなっている。これらに J. ディキンソンの典型的ジャズ.ロック•夕 
イプのドラムスが加わり、完成度の高い作品に仕上っている。 （賀） 


タイ.フォンの親戚バンドとして知られるアルファ.ラルファ唯一の作 
品。グループは5人編成で、中心人物はミシェル (g) とクロウドゥ （g,Vio- 
lin) の2人である。そしてキーボードにはジャン.アラン.ギャルデ（元タイ 
.フォン）、ベースにはシャルリー.シャリラ（後に Booz のアルバムに参加） 
といった、なかなかの強者八ンドだ。音の方は基本的にヴォーカルレスで 
ギターがメイン。明るさと哀愁を兼ねそなえた曲調が特徴である。全体の 
出来としては、タイ•フォンに比べれば分が悪いが、ジャンの哀愁のキー 
ボード.ワークは変わっていない。さらにゲストとしてハーモニーを聞か 
せるのは、他ならぬタイ•フォン. コーラス 隊。加えてフランソワ.ブレ 
アン （key) の名前も見える。 （城） 
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AME SON 

Catalyse 

BYG 529.324 1970 年代初期 

Actuel Volume 24 廃 

A: Seventh Time Key B: Reborn This Morning 

Eclosion On The Way Of... 

Coeur Fou A Coup De Hache 

Hein,Quant A Toi 


ANGE 

Au—Del さ Du Delire 


Philips フオノグラム 1974 年 

9101004 BT5169 麻 


A: God v in Le Vila in 
Les Longues Nuits 
D’isaac 
^>i J’etais Le Messie 
Ballade Pour Une Or 


gie 


B: Exodo 

La Bataille Du Sucre 
Fils De Lumiere 
Au Deld Du DSlire 




轉零:: 


マルク.ブランクとパトリック.フォンテ 2 ■ヌ（後に NYL へ）が初期ゴン 
グへ参加し、そこで結成された4人組、アム•ソン。デビューはアムージ 
でのコンサートで、それは67年末〜70年前半のことである。本作はライヴ 
活動中心の彼等が残した唯一の作品である。何曲かはイギリスで録音され 
解散後、録音されてから2年後にリリースされた。内容はゴングの 1 st 等 
に共通する、ポップスから脱し始めた当時のニュアンスを満載したもので 
ある。フリーな部分、ポップなメロディーを持つ部分、何れもフルートを 
多用し、かつサイケな雾囲気に包まれている。政治意識と実験的試みをそ 
の音楽の理念とし社会への働きかけを試みること。彼等のこの姿勢は音楽 
の分野で68年の5月革命に前後する時代背景を如実に物語る。 （松） 


アンジュは、クリスティアンとフランシスの、デカン兄弟を中心にした 
グループである。メンバーのソロもあわせると20枚にもおよぶレコードを 
発表している、フレンチ.ロック史上のビッグ.グルーブである。音の作 
り方は、ジェネシスやキング•クリムゾンに似ていて、重厚なキーボード 
.プレイ、叙情的なギター、哀愁をおびたヴォーカルが前面に押し出され 
ている。このアルバムは日本でも発売された、彼らのサード.アルバムで 
ある。中世とも未来ともつかぬ世界に暮らす農夫ゴドヴァンが救済をもと 
めて、遍歴するというストーリーは、非常にドラマチックである。メロト 
ロンが非常に効果的に使用されていて、暗黒の世界に救済の光が射し込む 
ような情景を思いおこさせる。 （宇） 



1 ARACHNOID 



Same Title 



DIV0X/A 3304 79 廃 


COCdO! 

A:LE CHAMADERE B:T0UTES CES IMAGES 


A W 

PIANO CAVEAU LA CUEPE 



IN THE SCREEN SIDE OF YOU L'ADIEU AU PIERROT 



R EYES 




何号か前に、本誌で名前のみ挙げていたフランスの幻のグループ‘‘ア 
ラクノイ”はフランスにありがちの2流メ ロデイアス.ロック.グループ 
等とは一線を画する確固たるサウンドを持っており、キング.クリムゾン 
のコンセプトに基ずいたサウンドがその主体。フィリップ奏法を用いたギ 
ターワークとリズム陣が一体となった重厚かつ、スリリングな演奏をさら 
に演出する陰欝多彩なキーボードと多くのアイデアを含むボーカル•スタ 
イルが加わり、圧倒的な迫力を持つ聞き応えの多いアルバムに仕上ってい 
る。このアルパムはクリムゾンのコンセプトに基づき、さらにフランス色 
を強く押し出しオリジナリティーを築き上げた超一級品に属するブログレ 
ッシヴ&シンフオニック.ロックの“幻の名盤”である。 〔 UNO 〕 


ARTCANE 

Odyssee 

Philips 
9101141 廃 

A: Odyssee B ： Artci 

Le Chant D’orph£e Nosti 

Novembre 
25 e Anniversaire 


1977 年 


アールカン唯一のアルバム。編成は g . key . b . dr . の4人で、 vo . はドラマー 
を除く 3人がとっている。彼らの場合、グループとしての個性は作曲によ 
ってではなく、むしろメンバー個々の楽器演奏スタイルと曲のアレンジに 
よって形作られている。したがって表面的には硬質で少々暗いというイメ 
ージがあるが、全体のサウンドは今一つ掴み所がない。収められている6 
曲はいずれも佳曲ぞろいで、中でも B -1 は16分以上に及ぶ大曲であり、ミ 
ニマル.ミュージックの要素を取り入れた意欲作だ。一曲、そしてアルバ 
ムー枚を通しての構成力という点で少々物足りない感もあるが、曲の部分 
部分はいずれも閃きを感じさせる。ところで表ジャヶの図を見て察するに、 
アールカンとは「精巧に作られたあひる」といった所か。 （城） 



ART Z0YD 3 

bymphonie Pour Le jour Ou 
Bruleront Les Cites 

Production Michel Besset 1976 年 

001 m 

A: Symphonie Pour Le B ： 3 eme Mouvement 
Jour Ou Bruleront Deux Images De La 

Les Citfis Cit さ Imbecile 

l** r Mouvement 
2 cme Mouvement 



ASGARD 

Tradition & Renouveau 


WEA 

56508 


廃 


1978 年 


A: Le bracon ni 
J’ai Mon Ami 


lier/Quand Je Menais Mes Chevaux Bo ire/ 
li Sous Les Brandebourgs/L’alouette 
Est Sur La Branche/D’ou Venez-Vouz Be lie / La 
Petit Hirondelle 

B: Ce Soir Francois Villon/Le Lac D’argent/Le Vent/ 
Les Landes D*harou 


アール.ゾワイのデビュー作（厳密には本アルバム以前にシングルを 1 枚 
リリースしている）であるとともに、現在のユーロ.ロック.シーンで最 
も注目を集めているチェンバー•ロックの先駆けとなった作品でもある。 
ベース、トランペット、ギター、バイオリンの4人が作り出すサウンドは 
複雑なリズムでクラシカルな展開をみせる。それはジャズ•ロックでもシ 
ンフォニック.ロックでもない新しい形態の創造的ロック.ミュージック 
である。なお、本作品は81年にオリジナル.メンバーにバイオリン、サッ 
クスを加えて再録音されている （Atem 7010)。オリジナル盤が各人のソロに 
重点を置いているのに対して、再録盤は絶妙のアンサンブルを誇っている。 
彼らは現在までに6枚の LP と2枚のシングルを発表している。 （賀） 


アスガールはパトリック.グランドピエーロン （ v ， fLdulcimar ， psalterk ) n )、 ダニ 
エル.モントヴァニ （ g )、 ドミニク.ウルティ （ b ) ドミニク.ラバル ( key ) の 
四人からなる。ヨーロッパのトラッドや南米のフォルクローレのメロディ 
を活かして、新しいタイプのプログレッシヴ•フォークともいうべき音楽 
を創造している。一枚目のアルバム 「 L ’ HIRONDELLE」（WEA 56288) に比 
して、この二枚目では、土臭さがなくなって、メロディラインも非常に洗 
練されている。 A 面はフォルクローレやトラッドを新しい解釈とエレクト 
リックな楽器等により再生させている。 B 面は中世の詩人フランソワ•ヴ 
ィヨン等をモチーフにしたオリジナル曲中心で、叙情味豊かなヴォーカル 
とメロトロンがからみあってクライマックスに至る。 （宇） 


























ASIA MINOR 

Between Flesh And Divine 


WAM 

101 

A: Night wind 
Northern Lights 
Boundless 


1980年 


B: Dedicace 

Lost In A Dr earn Yell 
Dreadful Memories 



ATLANTIDE 

Atlantide 

Crypto 
ZAL 6423 廃 

A: Atlantide B: Soleil Noir 

Le Regard Des Dieux Reverie 


「 CROSSING THE LINE 」（ 79 年 、 WAM 001)に続くエイジア.マイナーの 
2 nd アルバム。編成は g . Dr ， ギターもプレイするフルート奏名-、そして新加 
人の Key .( lst の Key . はゲスト ） の計4入で、 b . はギタリストとキーボーダー 
が ffr : している。また Vo . は全て英語で歌われている。彼らの曲はな数拍广 
を多用し、そしてその拍子は複雑に蛮化する。それを彼らは岛水平:の沾奏 
力によって実にさりげなく聞かせてしまう。曲調は叙怙的であり、時にミ 
ステリアスな雰州 U も 漂わす。 彼らのサウンドはシンフォニック•ロック 
の典切と芑える物だが、特定のアーティストの影郛下にある物ではない。 

2枚の作品は共に主製作による物だが、非常に洗練されており、巧いレ 
ベルを打している。 （城） 


クリブトから唯一のアルバムを発表したアトランティーデについて、拃 
しい事は全く不明のままである。メンバーはヴォーカル、ギター、ベース、 
ドラムス、パーカッションの5人編成で、テクニックもセンスもほほ、標準 
的。どこか邪悪な匂いのたちこめるへヴィーなプログレッシヴ.ロックを 
展開しているが、所々イエスからの露骨な盗用が目 ヽ1っ ことと構成の甘さ 
のため、引き込まれるような魅力に乏しい。反面アコースティ v ク.ギタ 
—やヴォーカル.ラインには独特の叙情を備えており、彼らに関してはこ 
の点をこそ評価すべきであろう。ヴォーカリストの声質も皮い雰岡铽を生 
むのに•役かっているようだ。発表年は記されておらず70年代後节の作と 
いう以外は不明。 （*) 



ATOLL 

L 5 Araignee—Mai 

Euro Disc キング 1975年 

913-002 廃 GXF 2049 廃 

A: Le Photographe B: L’Araign さ e-Mal 

Exorciste I ) Imaginez Le Temps 

Cazotte №1 II) L ， Araign さ e-Mal 

Le Voleur D’extase III) Les Robots D 卢 biles 

IV) Le Cimeti さ re De 
Plastique 




■ 


、 Kmn ダ 


FRANCOIS BERANGER 

^alternative 


爆級級應鲫嫩 s 


J.4ij 

;猶赢 
I ザ輾 


MUTitlA 謝麗 I 


L’escargot 
ESC-328 m 

A: Calternative B: Fa 

Tous Ces Mots Terribles a) 
Sous Les Pavfs b) 

Y’a Qu'la Foi Qui Sauve 
Amours Envoi さ es 
Tous Ces Mots Terribles 
(instrumental) 


1975 年 


Lumi^re 

Sault Tout Le Monde 
Paris-Lumiere 



彼らは 4 枚のアルバムが全て日本発売されており、 f , 実共にフレンチ. 
ロック界を代表するグループの一つである。 1 st MUSICIENS-MAGICIENS 丨 
では多くの j ： 皇きを見せる一方多くの次落した要素を抱えていたが、名ギタ 
リスト、クリスティアン.ベヤと元コミンテルンのヴァイオリニスト、リ 
シャール•オベール（本作のみに参加）を得たこの 2 nd において-•気に頂 
点へと登り詰めたのである。高度な曲構成力と卓越した演奏能力によって、 
緊張感の塊とも言える荇を終始生み出している。続く 3 rd 「 TERTIO と 4 th 
'ROCK PUZZLE j では若千ヴォーカルの比重が增え、全体的に聚軟な疔削 
リへと変化を見せたが、彼らの特畏である曲の流れの门然さと高い油•奏技 
術は増々磨きがかかり、いずれも劣らぬ秀作である。 （城） 


フランスでは本作よリも「ル • モンド . ブージュ 」（ ESC - 323 ) の//が 
有名だと思われる。フランソワ.ベランジヱの数あるアルバムの中で本作 
が何枚 H にあたるのか转目見当がつかない。何故に日本でこの「ラルテル 
ナティヴ」の評価が高いかというと、 B 面全てを费した名曲が含.まれてい 
るからであり、しかも、ジャン.ピエール.アラーサンのペンになる曲で 
あるという事が大きな理由であろう。実際には Aiftj ラストの「トゥ.セ. 
モ.テリブル」からそのだ•世界が拡がってゆく。 B 向の「パリ.リュミエ 
ール」と名付けられた大作は、イントロをはじめとしてバック.ミュージ 
シャンの力 M をいやという程に思い知らされる。オリジナルは M 開きジャ 
ケットである。 （中) 



JEAN PASCAL B0FF0 

Jeux De Nains 

MUSEA FGBG 2001 ’86 廃 

A:DANCE 
CARILLON 

LA GRANGE AUX B0IS 
JEUX DE NAINS 
LE VIEUX CHATEAU 
LE VOL DU DRAGON 
REVE D'ENFANT 


B:FARFELUTERIES 
JEUX DE VILS NAINS 
LEGENDE 
FEERIE 
NAISSANCE 
NOCTURNE 



BOOK OF AM 

Part One—Dawn And Morning 

LTM 1978年 

1016 廃 

A: Introduction B ： () Keepyress 

The Song Of AM Homage To Ra 

Dawn (The Song Of The Morn in g (As The Wind 

Void Come Unto Me The Blows Hear The The 
Song Ship Journeys Voice Of The Bard I Am 

West ド ire The Cauldron That Living Soul) 

Of Regeneration) 


フランスのジャズ.ロック系専門誌 「 Notes 」 関係者の手で設立された 
MUSEA レーベルから、第一回作品として世に送り出された、トロルの 
ギタリスト、ジャン•パスカル•ボフォのソロ作品、ジャケットデザイン 
を御伽話か挿絵を思わせるファンタジッタなイラストであしらった 、 A • 
フィリップスや S •ハヶットの創作する夢見心地な世界を強く意識した作 
りが成されており、曲によって各種ギターを上手く使い分け、ベースから 
シンセサイザー… etc を手掛けるボフォの他、数名のゲストを迎えて様々 
な効果音（鳥の囀り、子供のはしゃぎ声…等）を配したサウンドは、人間 
誰しもが幼年期に抱いていた夢や空想、不安などを再び思い起こさせてく 
れる、不思議な魅力を持った回想のかけらとでも言えるだろう。 〔大〕 


彼等の唯-の作品と思われる。5人のメンバ…についてはイく,げであるが 
ゴングのデヴ イッ ド.アレンとジリ.スミスに，谢辞が送られている私、ゲ 
ストの3人 フイ ル.シエ パー ド、 ハ。ット •メドウズ、 ステファニ—. シエ 
パードはジリ.スミスの1 st ソロ 「 MOTHER 」 に参加している - t へサウンドが 
初期ゴング特有の例えば 3 rd 中 Tm your fantasy ”の様な夢幻的な 4 ^きで満た 
されている喂等からアレン周辺の人脈が推察される。令曲英語で歌われ詩 
は詩人 W . ブレイクや R . タゴール、ギリシャ伸話に発場するヘルメスや 
ピラミッドのテキスト等から多く屮用されている。 A — ギターを•斤後に女 
性ヴォーカル、シタール、右かなフルートが奏でる來洋色の濃い繊細で夢 
兄る様な響きは荚しいジャケットの示すところのものである。 （松） 



72—73 




































FRANCE 


___ 議繼讖繼__ 


BOOMERANG 

Same title 

SPX 6839 ’82 廃 

A:Sweet and hard 
Cycles 
Like Eagles 
Blood Pressure 


B:Green 
Raindy day 
Just by love 
It’s game 


ブーメランはザオのオリジナル.ベーシスト、 Joel Dugrenot を中心に 
82年に発表された。いわゆるフレンチ • ジャズロックシーンのベテラン勢 
が集合している。 David Rose (vl)、Claude Olmos (g, ex-magma) Jean 
My Trumng (drm, ex-zao) 他合わせて 7 人が参加している Zao の Z= Z 
(73) のラスト曲は Dugrenot の作だが、この曲など他の Cahen や Seffer 
といった本当の Magma 上りの人達の作品位上にそれに近いドラマチック 
な曲だったと記憶している。しかし本作では攻撃性やめまぐるしく変化す 
る展開なと'はおさえられ、叙情的なメロディは全8曲に共通し、演奏者の 
比重も特定の人物に偏ることはなく、オーソドックスなセッションをとり 
おこなっている。このメンバーにしてはやや意外とも感じられる正攻法的 
なスタイルだが、余裕のうかがえる好作品といえる。 〔修〕 



EMMANUEL BOOZ 

Le jour Ou Les Vaches … 

ATLANTIC 1974 年 

5009 5 廃 

A: Samedi 15 D6cembre 
EspSrance 


R6veillons-Nous 

R^veillez-Vous 

Donne 

Je Ne Peux Pas Te Dire 


B ： L’homme Aux Mille 01¢ s 
D’or 

Angouleme 

Le Jour OQ Les Vaches... 
Nous Les Enfants 


本作は彼の 2nd にあたると思われる。これ以前にバークレーから 「AUCg 
AU RfeSTAURANTj と題されたシャンソン•アルパムが出ている。ブーズの 
作品はいずれも超強力無比な彼のヴォ〜カルをメインとして創り上げられ 
てはいるが、各アルバムのサウンドはそれぞれ少なからず異質な物となつ 
ている。本作は壮大な才ーケストラ•アレンジとバンドによる演奏が見事な 
調和を保ち、圧倒的な緊張感を持って進行する。曲調は重く、暗く、深い。そ 
れは正に彼独自の音空間であり、そのスケールの大きさは到底筆舌できる 
物ではない。続く 3rd アルバム 「CL0CHARD」 は、クリアーライト3 rd の 
メンバーを中心としたバント:をバックにした曲と、 A •ギターのみをバッ 
クにした曲が半々で、本作よりも幾分リラックスした出来である。（城） 



EMMANUEL B00Z 

Dans Ouel Etat J’erre 


Polydor 
2393 25 9 廃 

A: Ode Aux Rats 


1979年 


B: La Symphonie 

Catastrophique 
Armoire Et Persil 



CHRISTIAN BOULE 

Photo Musik 


POLTDM 2473 08B 71 廃 

A ： ELASTIC MHHTE 
PHOTO MUSIK 
CRISTAL PALACE 
22 BROAD STKET 


IRAOIOAIC-EI-CiEL 
5* OCEAN 
AQ||i ucyA 

I 町 El 6ALACTIC COSNC TRIOLET 
0RM6E CLIIUU 


ディディエ. ロックウッド （vln) 、 アルファ•ラルファのシャルリー•シ 
ャリ ー ラ⑻等12名を迎え77年〜79年にかけて製作された4作目。前作 「CLO 
CHARDj(Atlantic 50 294Y，76) が彼の持ち味をシンガーとして活かした作 
品だったのに対し本作は大胆にロック色の濃いジャズ•ロックのアレンジ 
を持ち込んだものとなっている。各奏者の高度な技術の絡み、小刻みな展 
開、緩急、ジャン•クロード•ダゴスティーニ (g) とジル•ティネール (key, sr 
n^p) によるアレンジの冴え、そして製作を手掛けるブーズの怒鳴りつける 
様な豪快なヴォーカルが一体化した非常にテンシヨンの高い作品である。 
なおアルト.ヴァイオリンの Jean-Louis Majhun については MAHJUN の Jea- 
n-LouisLefedvre と同一人物だとする説がある。 （松） 


クリアライトのギターリストとして知られる （1 st , 2 nd , 4 th の3枚のアル 
バムに参加している）クリスチャン.ブーレがシリル.ヴヱルドー （ key , 
per ) らの協力を得て作り上げた 1 st ソロ •アルハ•ム。クリアライトのサウ 
ンドをややポップにしたかのようなスペース•ロックの傑作で、ヴュルド 
一の上昇感に富んだシンセ、ウィスハ•一 •ヴォイス、ポップなサックス等 
を交え、ブーレがスティーヴ • ヒレッジを思わす乗りの良いブレイを展開 
している。翌年、 2 nd 「 Non - Fiction〈Polydor 2393 227〉」を発表。これも 1- 
st と同系統のサウンドを有する力作である。以後も、シングル（未確認） 

をリリースするなど、活動を統けている模様であるが、目立ったニュース 
はなく地味なものとなっている。 （黄） 



FRANCOIS BREANT 

Voyeur Extra-Lucide 

Egg キング 

900 58 4 廃 GXH-2012 廃 

Pour 


1979年 


A: Poursuite Sur Le 
Peripherique Nord 
8 Aout,0hl 5,125 emf Rue 
L’Amour Au Grand Air 
Cadence D’eperonnage 


B: Danse Rituelle Talmouse 
L'Eveil De Cacrobate 
L’Obus Rouiile y Trouve 
Dans La Dune 
Les Funerailles Du 
Voyeur 

We Ate The Zoo 



SERGE BRINGOLPS STRAVE 

Vision 

1981年 


iega 
I 67028 


B: Phis m 
Ma-Ho 


フランソワ.ブレアンは長い活動歴を持つミュージシャンである。クリュ 
リフヱリゥ（本カタログ参照）、ネモ（フランス独特の毒のあるポップス. 
グループで 「Nemo(Agave AG 35702)」 「Doin’ Nuthin’ （同 AG 35703 )」 の 2 枚の 

アルバムを 残している）、 ベルナール.ラヴィリエのバック.バンド （本誌 
11号参照） と種々の活動を展開しているが、 やはり2 枚の ソロ.アルバム 
の出来が素晴らしい 。 「Sons Optique(E^g 90055 3 )j に 続いて リリース された 
本アルバムはディディエ•ロックウッド （vln)、 クロー.ブラスキ （ vo ) らの 
ゲスト.ミュージシャンを迎えて、ブレアンがコンポー ザ ー及びキーボー 
ド • プレーヤー としての実力を遗憾なく発揮した内容となっている。曲調 
も サントラ 風のものから ジャズ.ロックまで 多岐に渡る。 （黄） 


何といっても、デビュー. アルバムが2 枚組であったという事実の前に 
は技量の不安などみじんも感じられない。 1st (Omega OM- 6701 6) は、セル 
ジュ ••ブラン ゴルフの 「スト ラーヴ」 だったが、今作ではその X トラーヴ 
がハ*ン ド. ネームに なっており、しかも華々しい メンハ ♦一.チ ヱンジ がな 
されて、元 アール•ゾ ワイのアラン•エケー ルが 参加している。ここでの彼 
の ギター.ブレイは、自己の アル パムよりも遙かに冴えを見せており、曲 
の 素晴らしさと メンバー 間の迫力に輪をかける。ブラン ゴルフの マグマ、ザ 
才狂いは今だに終わっておらず、ヴァイブや金管が走り回る中を派手に気 
合いを入れてドラムをたたく 6力作である。マグマ、ザォが解散した今と 
なっては、このスト ラーヴ こそがその後継者であると言えそう だ。 （中） 

























J.L.BUCCHI 

Sunflower 

Trema 


N 310047 


A ： Prelude 

Aquafunk 

Sunday Morning 
Lvanymede 
sunflower Dawn 
Sunflo wer 

B: Presqu’iles 
He Ho Funk 
La Crau 
Piedeplon 
Night Fall 


1978 年 


サンフラワーはジャン.ルイ.ビュッシ （key) を中,！:、としたジャズ.オ= 
ケストラである。ジヨセフ•ハマー （ds)、 ヤニク•トッブ (b)、 パトリス•テイ 
ゾン （g)、 ブランヌ•べヤルド、ジャック.ブソ （tp)、 アラン.ギュツイアン、 
アレックス•ペルデイニヨン （tb)、 この他には、.ヴァイオリン7名、ビオ 
ラ2名、チヱロ 2名、コントラバス1名、ヴォーカル1名、といった大編 
成である。このアルバムはサンフラワーの唯一のアルバムであり、センテ 
イピードやニール•アドレイのようなジャズ.ロック.シンフォニーとい 



CARPE DIEM 

En Regardant Passer Le 1 'emps 

Arcane 1975 年 

913-051 廃 

A: Voyage Du Non-Retour B ： Jeux Du Siecle 
Reincarnation Publiphooie 


カルプ.ディアンの デビュー 作。グループ名をラテン語読みして「カル 
ぺ•ディ エー ム」 とする説もあるが、少なくとも仏語ではカルプ•ディア 
ンである。彼らは g.key:b.dr. に管楽器奏者の計5人のメンバーからなり、 
中でもソプラノ .サックスとフルートを吹く管楽器奏者がグループに独自 
のカラーを与えている。彼らの音からは非常に線の細い印象を受け、賴り 
なく.感ずる方があるやも知れぬが、彼らの魅力はそこにこそあると言える。 
つまりその繊細さが、透明感と浮遊感のある美しさを生んでいるのである。 


う作風になっている。オーケストラをバックに、ジャン.ルイ-ビュッシ 
のキーボードがおだやかに響く小曲集である。 （宇） 


続く 2nd r CUeLLE LE JOUR」（Crypto ZAL 6403) も、全体のまとまりには 
欠けるものの、これまたなかなかの好作品である。なお、 1st のオリジナ 
ル.アルカン盤は見開きジャケットである。 （城） 



C.C.P.P. 

same title 


FLAM0PH0HE 2933104 76 廃 

F0R“J” I 

DEATH OF THE SPANISH LION 


CLAVINET SHIT 
PRIMITIVE SOUL 


J0MS0F LUMINA 

PRANCAI 

NUIE 

SWING TATAVE 



CECCARELLI 

Ceccarelli 

Carla 

CAR 500 002 m 

A: Forget It 
I’m A Skunk 
Big City Bright 
Ded’Circus 


B: Life Is Real Only Here/1 
Speed It Up 
What The … 

Where Is Here 

Life Is Real Only Here/2 


His Lo 
Space 


ven 

out 



グループ名の C.C.P.P. とは 4 人のメ ンパ ー 、 Andr6 Ceccarelli (ds) ， Ma¬ 
rc Chantereau (per, key), Christian Padovan(b), Slim Pezin(g) の苗字 
の頭文字を取ったものである。フレンチ•ジャズ•ロック.シーンの実力 
派として知られ、スタジオ•ミュージシャンとしての活動も多い彼らが、 
Daniel Gojone(p,cl) , Alain Hatot(sax.fl) らこれまた一流のゲスト達と作 
り出した唯一の作品はフレンチ•ジャズ•ロック.シーンの底力を見せつ 
ける力作である。切れの良いリズムに乗ってサックス、トランペット、卜 
ロン ボーン、フルート、ギター等が ソロ や ユニゾンで テクニカルかつ余裕 
を持ったプレイを展開している。全体の印象としてはややファンキー過ぎ 
る感もあるが、良質のジャズ•ロックに仕上っている。 （賀） 


フラン,スのジャズ•ロック界ではセンス、テク共に最高峰にあるドラマ 
一、 アンドレ.スカレリの初リーダー.アルバムである。60年代のビート 
.グループ、ピラナ.サウンズ時代からその卓抜したテクは、ジンジャー 
.ベイカー並みで‘ったし、今となっては既に第一級と呼べるものである。 
D. ロックウッド、 J •トップ、 S. ヴァンデ他の豪華なメンバーを集めている 
が、 A-4 でのジャン.ポール•スカレリとのドラムのかけ合いはすさまじ 
く、その後に続くドラム.ソロも圧巻である。その後、セッション.ドラ 
マ—をしながら、 JMS よりセカンド.アル パム 「Andi€ Ceccarelli (JMS-0 14 )j 
を発表した。 （中） 



(Theatre Du)CHENE NOIR 

Aurora 

FtnVM VOIX 0171 廃 

A ： ARMVEE DC LA TEME EE DE 
SCS EHFMTS 
LE 10 ME 明 


LAVIEILLESSE ET LA MNT 


: LE CONTE OE Li TEME ET DE SES 
EIFMITS, ET LA PREMIERE 
APPARITION 

UFASE INATION DES EIFMTS DE 
LA TERRE PAR LES HOMMES 
OISEAUR 
VINE 





CHENE NOIR 

Chant Pour Le Delta Lune 
Et Le Soleil 

Chene Noir Disques 1976 年 

CN 001 廃 



B: La 7 
Le Nil 


フレンチ.ロック.シーンの超異端派シェン.ノワール。同じフランス 
のグランド.マジック.サーカスと並び称されることの多いシェン.ノワ 
ールであるが、彼らははるかに音楽的であり、その強烈なオリジナリティ 
は比類ない。本 1st アルバムでは、近時活動を再開した彼らの最初期の姿 
を窺い知ることができる。穏やかに、そして時には激しく響き渡るフルー 
卜、パンブー•フルート、不気味に鳴り響くゴング、ボンゴ、ドラムスの 
パーカッション群、力強いトランペット、虚ろでフリーキーなサックス等 
に、ニコル.オビアのあたかも呪術師のようなボイスが加わり狂乱の世界 
を描き出している。そのプリミティヴなサウンドは聰く者全てに衝擊を与 
えるに違いない。 （黄） 


シェン•ノワールはアヴィニョンの演劇ロック集団である。彼らは活動の 
中心を レコ ード製作より も ステージに置いており、:1969年に 「La Paillasse 
Aux SeinsNus」 でデビューして以来、数多くの創作音楽劇を上演している。 
本アルバムは70年にフュートゥーラ.レーへ^ルからリリースされた 「Auro" 
ra」 に続く第2弾であり_主製作盤として発表された。そのサウンドは女 
性ボーカリスト、ニコル • すビアの感情を内に秘めた語りを中心に、サッ 
クス、ピアノ、各種パーカッション等が淡々としたリフを繰り返す構成に 
なっている。曲は徐々にではあるが確実に変化し遂に•は静かなるクライマ 
ックスを迎える。派手さは無いがロック•テアトルを代表する一枚と言え 
る。同年 「Orphee 2000」 を発表した後、彼らは消息を断つ。 （賀） 
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FRANCE 



CLEARLIGHT 

Les Contes Du Singe Fou 

Isadra 1976年 

ISA 9009 廃 

A: La C\€ (part one) B: Time Skater 

La Cle (part two) 

Soliloque 


魏 


PASCAL COMELADE 


Sentimientos 

米 DYS 05 廃 1982年 

A: White Li_/Approximative B: Avant - M idi / S icilia/ A gain / 
but Fair/Wyatt Ah um/ White heat/Distant Pianos/ 
Lettre de Mozart ^ sa pet- Paralelo/In a lebanon park/ 
ite cousine/Still life with Courant (fair sur le pommier 
goldfish/The grey velvet gen- cki Japon/La Opera/Barrett 
tleman/From DC by PC/ 



クリ アー ライ ト は キーボーダー であるシリル • ベルドの ユニット であり 


元 Fluence 「 Same」（POLE 0008),現 Fall Of Saigon r Samej ( ATEM 7013) 


75 年の 1 st「CLEARLIGHT SYMPHONY」（Virgin V 2029) に始まり、 2 nd FO ¬ 
REVER BLOWING BUBBLES 」 （Virgin V 2039) 、そして 3 rd にあたる本作と 
4 th 「 CLEARLIGHT VISIONS 」（ LTM 1005) の計 4 作を発表している。参加 
メ ン バーは ベル ド以外アルバムごとに変化しているが、その顔ぶれがとに 
かすごい。字数の関係上、全く詳しく触れられぬのが残念である。音の 
方は、1 st はその名の通リシンフォニックな趣きが強く、 2 nd では 1 st の 
要素と共にジャズ.ロックの要素が取り入れられ、この3 rd ではその新た 
な方向が定着すると同時に、理解し易い曲創りがなされている。4作共傾 
向は若干違うが、流麗なる美しさは不変である。 （城） 


本作は彼の 79— 81年の集大成でアンビエントな趣きを湛えたピアノ曲、卜 
イ.ミュージック、 「 P ar ale ro 」（ PAR 002,’80) に顕著な無機質で数理的な電 
子音の反復等様々な傾向の曲を各作品から収録、再録音したものである。デ 
ヴィツド.カニンガムやエラティウの A . ミラール等が数曲に参加、イー 
ノやサティ等の曲を含むが同レーへ^レ所属の二ーモニストによるヴィジュ 
アル•マテリアル、内側に_家クールベの作品を転写した三つ折ジャヶ等全 
てにおいて独創的である。他には500枚限定 EPrReadyMade 」 (’ 80) 、テープ 
「Slow Nhisics j (’81 ) 同 「Logique Du Sens 」 （’ 83) 等がある。いかにもフランスら 
しいノスタルジアとサティにも通じるユーモアに満ち溢れている。（松） 



CONFLUENCE 

4 Voyages 

RCA 1976年 

FPL 1-0132 廃 

A: Dekka B: 4 Voyages 

Convergences 



I IA 


LA CONFRERIE DES FOUS 

La Confrerie Des Fous 
Ballon Noir 
BAL 13008 廃 


1978 年 


九： La Danse Des Fous 
II Est Bel Et Bon 
On M’appelle Fou 
Valse De Lechiquier 
La Part A Dieu 
Le Cri Du Gueux 


B: Le Diable 

Lentr-ee Du Titanic Dans 
le Port De New York 
Nykel 

Jeu De L’oie 
Mon Ami Jouissance 
Vous Donnerai 
La Danse Des Fous 


コンフリュアンスのデビュー.アルバムであり、ライヴである。事実上 
のリーダーであるディディエ.ルヴァールを軸に織りなすフリー•インブ 
ロヴィゼイション群と、難解な曲構成が混在しており、混池としたまま迫 
力のみが耳に残って終る。3枚のパーセプションのアルバムよりももっと 
硬派なつきつめた音である。その後、彼らはより柔軟な音づくりに向かう 
が、それは、カポンとエスクードゥの脱退によって拍車をかける。解散後、 
スウィング.ストリングス • システムやソロ活動を経た彼らの中でカポン 
はスタジオ • ミュージシャンになり、エスクーデはジョン•マクラフリン 
と来日したりして話題にもなったが、よりポップな音楽性に変化している。 

(中） 


道化師-座と いう 名の グループ である。中心人物は マリコルヌのユーグ 
•ドゥ. クール ソンとローラン.ヴヱルコンブルであり、エマニュエル.パ 

ルーナンの姿も見える。中世の人々の生活のすみずみまでを支配した神や 
悪魔、近代以前の社会で独自の地位を有していた道化=狂人、そういった 
トリ‘ジスターたちをモチーフにしたアイロニカルで時に卑俗な笑いに満 
ちた世界がこのアルバムにはパッケージされている。歌詩や曲は時には才 
リジナルであり、時には古謡の現代的解釈である。歌詩の持つ知的な魅力 
もさることながら、 B -2、 3でみられるような自由自在なアンサンブルの 
妙こそブログレッシヴの名にふさわしいのではないだろうか。 （宇） 



CORTEX 

1 roupeau Bleu 

Disques Esperance 
ESP 155524 m 

A: La Rue 
Automne 
Lenfant Samba 
Troupeau Bleu 
Prelude A “60 Round** 
60 Round 



CORTEX 

Vol.2 

DISQUES ESPERANCE ESP 165 50178 廃 


A ： DEVIL'S DANCE 
FUNK AROUND THE PUNK 
HURLUBERLU 
SOUL 
DATURA 


: POXA 
REGINA 
MISTER J. 
EFFICACE SWING 
OH, LORD 


コルテックスはアラン.ミオン （ key ) とアラン.ガンドルフ （ dr ) を中,[：、 
に結成された。サード•アルバム 「Pourquoi Pas」（Crypto ZAL 6458) ( i 78 
年にリリースされている。本作では、アラン.ミオンの軽やかなキーボー 
ド.ブレイを中心として、多彩なゲストメンバーのプレイが色どりをそえ 
ている。特に、ジャン.クロード.ダゴスティニのギターと、紅-一点のミ 
レイユ.ダルブレイのスキャット風のヴォーカルが素哜らしい。全体の印家 
は軽やかなメロディラインを持つ透明感あふれるジャズ.ロックというも 
のである。 B 面の大曲「サバ」（サバトのこと）は悪魔の宴というよりも妖 
精の踊りというような清らかな印象を与える。なお、サード•アルバム 
はかなりフアンキーなものである。 （宇） 


フランスのファンの間で もあまり知られて いないコルテ ッ クスの2 nd 。 
参加 メンパーの 記載がなく、ジャケット の 裏側にディ スク.エスペランス 
からリリースされた他のレコー ドの ジャケット写真が 5 枚も掲載されてい 
ることから考えて、当初より廉価盤として発売され、プロモートもほとん 
ど行なわれなかったものと思われる（ほぼ同時期に 1 st もタイトルを 「 Ma ¬ 
ry & Jeff 」 と変えジャケット • デザインを一新して、オリジナルと同番号 
で 再発されている)。 1 st 同様、一部に女性スキャットがフィーチャーされ 
ているがその重要性は低く、キーボード、ギター、フルート等によるジャ 
ズィな演奏が中心となっている。ジャズ•ロックとしては軽く多少イーズ 
ィであるが、テクニカルで聴き易いものと言える。 （賀） 







:心從 


























PATRICK MODIANO - HUGHES DE 
COURSON Fonds De Tiroir 1967 


Ballon Noir 
BAL-13011 廃 

A; Valse Druze 
Les Escaliers 
La Polka Des Grosses 
Dames 

Le Commandeur 
Mouche La Reveuse 
La Coco Des Enfants 
Sages 


A: Les Romans Photos 
Le Mele Cass 
Valse Des Scaphandriers 
Somnambules 
La Complainte De Roland 
Garros 

Ma Liliputienne 
La Valse Druze (reprise) 



CRURIFERIUS 

A Nice Way Of Life 


雖 011 廃 


A: Big 
Wha 


Bird 

t Did You Do 


Let’s Try 


1970 年前後 


B: A Nice Way Of Life 
uimme Some Lovin’ 
It’s Got To Be A Rule 
Jungle Child 
Annabel Lee 


パトリック.モディアノの詩に マリコ ルヌの ユーグ .ドウ.クールソン 
が曲をつけて歌った、連名ではあるが実質上、 ユーグ•ドゥ • クールソン 
の リーダー •アルバム。 ほぼ 半分の曲には、グリフォンを経た マリコ ルヌ 
のブライアン•ガランドが参加している。マイナーなシャンソンだが、マ 
リコン レヌのようなトラッド臭さはなく、素直なメロディーである。そこ 
ここに入るガランドのバスーンの絡みが素晴らしく、聴く者をハッとさせ 
る。「引き出しの中の宝物——1967年の思い出」とでも訳すのだろうか。 
ユーグ.ドゥ. クールソンの才能としたたかな音楽性が マリコ ルヌの大き 
な助けになっていたのが、このアルバムでわかる。 （中） 


フランソワ.ブレアンがネモ以前にクリスティアン.ヴァンデらと製作 
したアルバム。ジャケットにパーソネルの記載は無いが裏側に4人のメン 
バー写真が載っており、他の2人はマルク.ペール（ネモに参加）、ベルナ 
ール•パガノッティと思われる。製作年度も正確には分らないが、ネモの 
ファースト.アルバムが73年にリリースされていることを考えると71、2年 
頃の作品と推測できる （60 年代末に発表された可能性もある）。そのサウン 
ドは当時のプリティッシュ•ロックの影響を受けた軽い感じのものであり、 
ブレア ンの オルガンを中心にしたキーボード•ブレイとヴァンデの如何に 
もロック的なドラム•ワークが印象に残る。なお、ジャケットはフランス 
では数少ない変形物である。 （賀） 



DELIRED CAMELEON FAMILY 

Delired Cameleon Family 

Pathe Marconi 1975 年 

QC 066 13087 廃 


A: Raganesh 

Weird Ceremony 
La Fin Du Dfibut 
Le Boeuf 


Novavan ； 
Anant さ 



PASCAL DUFFARD 

Dieu Est Fou 

CBS 1976 年 

81589 廃 

A: Trois Millions D’Annees B: Au Fond De Mes Yeux 
Etre Action-Reaction 

Porte-Moi De L’Eau ， Dieu Est Fou 

Marie 



クリアー•ライトの創設者、シリル.ヴヱルドーのプロジヱクトの一 
つである本アルバムは、クリアーライトの延長線上にあるという解釈と同 
時に「トリップ」サウンドとしての要素もかなり色濃く打ち出されている。 
クリステイアン.ブーレ、ジルベール•アルトマン、テイム.ブレイク、ジ 
ョ エル. デュグルノー、アリ エル.カルマ 等々、当時のドラッグ.ミュー 
ジック的色彩を多少なりとも有した連中の一大セッション.アルバムとい 
うことができるだろう。サウンド的にはクリアー.ライトの1 St をよりフ 
リーキーにしたようなもので好き嫌いのはっきり分かれる一枚といえそう 
だ 。 「VISA DE CENSURE N ° Xj という映画のサウンド.トラックスとし 
て発売されたものである。 （山） 


謎の ボー カリスト& キーボード. ブレイ ヤー、 パスカル.デュフ ァール 
の唯一の作品である。彼に関しては、このアルバムを発表したこと以外一 
切不明であるが、その無名さに反して、音楽的にはかなりの才能を持った 
人物と思われる。本作品にはアンナ.プリュクナル ( vo )、 ヨツコ•セファー 
( sax )、 ティム.ブレイク （ syn )、 フランシス. モーズ （ b )、 クラウド.アンゲ 
ル ( g ) ら多くの有名ミュージシャンが参加しており、全員が力のこもった 
演奏を展開している。サウンド的には、多少なりともマグマの影響を感じ 
させるバンドを中心としたダイナミツクな部分とピアノとオーケストラを 
バツクにデュファールがやさしく P 貝うメロディアスな部分に大別される。 
そして、そのいずれもが素晴らしい出来である。 （賀） 



デュンはパリの南西に位置するナントのパンドである。「エロス丨と題 
された本作品は自主製作による彼らのデビュー•アルバムであり、ギター、 
ベース、ドラムス、キーボード、フルート、パーカツシヨンの6人が参加 
している。その演奏は随所にジャズの影響を感じさせるものの、あくまで 
も本質はロツクであり彼らの熱い息吹きが*ストレートに伝わってくる。メン 
バー全貝がなかなかのテクニシャンであるが、取分けアラン • テルモのマ 
リンバを中心にしたパー カツ シヨン•プレイはこのグループの演奏を一段 
と個性的なものにしている。また、変拍子とテンポの遅速を巧みに用いた 
曲構成は素晴らしく、時としてジヱントル•ジャイアントを彷彿させる。 
グループは現在も活動を続けており新作のリリース予定もある。 （賀） 


ミッシェル.ポルナレフのバック.ハ•ンドとして来日したこともあるデ 
ィナスティ.クライシス。本作は 「 SAD UBERA NOS A MALO ( Somethin ’ 
Else 849522)」に続く彼らのセカンド.アルバムである。ディープ•パーブ 
ルを思わすハード.ロック、ホワイト.ブルースと呼ばれた所謂ブルース 
.ロック、オルガンを主体にした暗い感じのキーボード•ロック等、曲調 
は変化に富んでいるが、そのいずれもに当時のブリティッシュ•ロックの 
影響が見られる。演奏の面では、キーボード奏者のセンスの良いプレイと 
ドラマーの自作の楽器を用いた風変わりなサウンドが印象に残る。アルバ 
ムとしての統一性はなく完成度も決して高くないが、70年代初期のフレン 
チ.ロックの平均的水準を示す作品として資料性は高い。 （賀） 




























FRANCE 


EDEN 

Aura 

Oxygene 
OXY-045 廃 

A: La Nuit Des Sorciers 
Parures D’Automne 
Les Enfants 
Amour 76 


1979年 


Cauchemar 
Th^me O.V.N.I 
Arc-En-Ciel 


EDEN ROSE 

On The Way To Eden 


Katema 
KA 33 507 廃 

A: On The Way To Eden 
Faster And Faster 
Sad Dream 
Obsession 


B ： Feeling In The Living 
Travelling 
Walking In The Sea 
Reinyet Number 




これはウベール.ヴレヤンス （ keys )、 アラン•リス （ ds ) から成るデュオ. 
グループ、エデンの唯一の作品である。内容はストリンダス.シンセサイ 
ザーとハモンド.オルガンを中心とする均整のとれたクラシカル.ロック 
である。前者はバッキングを受け持ってサウンドに透明感を生み.、後者の 
リック.ヴァン.ダー.リンデン（元トレース）を想わせるフレーズは主 
に主旋律を奏でているが、取分けこれらが重奏される部分での音の広がり 
は、その哀愁を湛えたメロディーと共に近年、稀のものである。メンバー 
の経歴等-一切不詳であるが、フランスよりもむしろオランダの所謂プログ 
レの影響を強く感じさせる。音の切れの良さが軽やかさを生むと同時にサ 
ウンド全体を引き締めていると言えるだろう。 （松） 


サンドローズの前身エデン.ローズの唯一のアルバムである。ジャケッ 
卜にメンバーの記載はないが裏側の写真からジャン. ピエール. アラーサ 
ン、アンリ•ガルラが参加していることが分かる（サンドローズのボーカ 
リスト、ローズはいない）。レコードに収録された全ての曲がガルラ作のイ 
ンスト.ナンパーであり、そのサウンドは彼のオルガンを中心にしたポッ 
プなジャズ•ロックである。経い感じの流れるような曲が多くアルバム全 
体としての完成度は決して高くないが、個々の演奏においてはかなり聴か 
せる部分もある。サンドローズがアラーサンのギターとローズのボーカル 
を中心にしたグルーブであるのに対して、エデン.ローズは正にガルラの 
音楽性を反映したパンドである。 （賀） 



EDHELS 

Oriental Christmas 


CA 94510 '85 m 

A:RAGTAG BABY 
SPRING ROAD 
TEPID WIND 
CA … LI … VI … SCO 
ORIENTAL CHRISTMAS 


B:F...D...SMILE 
IMAGJNARY DANCE 
SOUVENIRS 76 
ABSYNTHE 
AGATHA 



EDITION SPECIALE 

Allee Des Tilleuls 


United Artists 
UAS 29965 廃 

A: Rock & Roll 
Reve, Reve 
Tomorrow Morning 
Un Coup Je Te Vo is 


1976年 


B ： Tu Naitras Demain 
Marie Qui Te Maries 
Mr Business 
Allee Des Tilleuls 


“ニッボンと言えば、フジヤマ、ゲイシャ…”と、いかにも外国人特有 
の誤解だらけな感覚がそのまま絵に描かれた様で、何とも気色の悪い、悪 
趣味なジャケットに包まれたモナコ出身のエドルスのデビュー作品。キー 
フの手法をパロディにしたようなデザインといい、御丁寧にジャケット裏 
には「東洋のクリスマス——絵努留寿」と、日本人向けに邦題、グループ 
名までが漢字読みで成されている。こんな遊び心を持っている反面、彼等 
は全盛期から80年代に至るクリムゾン影響下のオリエンタル指向の曲想を 
持ったグループで、 Key 、 Ds 、 2人の G を含めた4人編成。収録されてい 
る全10曲、全てリーダーで G の Marc Cecctti の手によるものである。ジ 
ヤケで笑えて曲で泣かせる近年稀にみる傑作の一枚である。 〔大〕 


元トリアングルのマリウ.ミミ•ロランツィーニが結成したエディシオン 
•スペシアルのファースト.アルバム。彼らはこのほかに 「 ALIQUANTE(RC 
A PL 3706 9) 77年 」、「 HORIZON DIGITAL (RCA PL 3721 5) 78 年」と 2 枚のレ 
コードをリリースしているが、これらジャズ.ロック指向の3枚のアルパ 
ムの中で本作品は最もロック色の濃いものとなっている。ロランツィーニ 
のギターは多少ハードなものからメロディアスなものまでバラエティに富 
み、，バルスト.(彼女のボーカルも良い）のセンスあるキーボード.ワークと 
ともに曲を盛り上げている。また、インストのみの1曲を除きすベての曲 
においてボーカル又はコーラスが効果的に用いられていることも特筆に値 
する。このアルバム以後、彼らは更にジャズ色を強めていく。 （賀） 



ERGO SUM 

Mexico 


THELE ME 6332 500 72 廃 

i ： NIBHT ROAD 
UNPARALLELED EMBRACE 
JOHN'S NIGHTMARE 
FACE 

SECOND REBIRTH 


: MEXICO 

I KNOW YOUR MOTHER 
ALBION IMPRESSIONS 
LYDIE 





_队 


ESKATON 

Ardeur 

Musique Post-Atomique 1980 年 

E 38001 

A: Ardeur B: Un Certain Passage 

Couvert De Gloire Pierre Et Cange 

Attente Dagon 

Eskaton 


エクス.アン•プロヴァンス出身のエルゴ.サムは vo, key & fl, vln & 
g,b,ds,g から成る 6 人組である。本作は彼らの唯一のアルバム（他にシ 
ングルが2枚ある）で、上記のレギュラー.メンバーに加えて、一部の曲 
に vo, syn, a-g がゲスト参加している（ブロデュースはローラン.ティポ 
ール)。リオネル.レディセのロジャー.チャップマンを思わす太く力強い 
ボーカル、リリカルなフルート、クラシカルなバイオリン、ややブルーズ 
ィなギター、巧みなバッキングを見せるピアノ等が一体となった演奏は見 
事に構成されており、高い完成度を誇っている。彼らの強いオリジナリテ 
ィを唪じさせるサウンドは70年代初期のフレンチ.プログレッシヴ•ロッ 
クを代表するものとして本国でも極めて高く評価されている。 （賀） 


エスカトンはローゼンベルク兄弟とアンドレ.ベルナルディを中心とし 
たグループで、今までにアルバム2枚、シングル1枚、テープ1本をリリ 
ースしている。マグマの影響を強くうけているが、マグマほど重いリズム 
.ハ。 ターンは持っていない。歌詩の内容も重々しいものなのだが、二人の 
女性がスキャット風にフランス語で歌うためか、軽やかさすら感じろ。デ 
ビュー • シングルでは生硬さがみられる部分もあったが、このアルバムで 
は音が厚みを増し、曲の進行もスムーズになっている。 B 面の曲において 
マグマのヤニク•トップ風のベースが聞こえるなどオリジナリティに欠け 
る部分もあったが、セカンド • アルバムではそうした欠点は改善 
され、より軽い感じを受ける反面、洗練された内容になって 


(宇） 


MAR Q IT E E 

EW 






























FALSTAFF 

Prononcez 

1981001 ’81 廃 

A:T'AS QU'A VOIR 
SUD-SUD-OUEST 
LA MARCHE DES GNOMES 
KEEP CLEAN 


B:PAPAlGOULOV 
koszOnOm, VIESSENDRA- 
TASRA! 

FAUX ZERO 
PHLOEME 



FLAMEN DIAL IS 

Symptome-Dei 


FLVM 3006 79 

i ： DERNIERE CROISADE 
LE SANCTUAIRE D'ARGUE 
DEDALE VERT DU RETOUR 
ILLUSION 


: MEANDRES ENVOUTES 
ECLOSION 

LABYRINTHE POURPRE DE LA 
CONNAISSANCE 
ARC EN LUMIERE 
RENAISSANCE 

LE VILLAGE DU DIMANCHE MATIN 
ECLATS 


白と黒の如何にも地味なカラーを基調にしたカヴァーワークに包まれ 
た、ファルスタッフ。81年製作の唯一の作品である。全8曲中、 B — 2と 
4を除いた、ほとんどがキーボードで恐らくリーダーと思われる Step - 
nanejoly のペンによるもので、残り2曲はギターの Laurent Labouret 
の作である。演奏並びテクニックは決して派手ではなく、むしろカヴァー 
から象徴される穏かな印象そのものが、音に反映されている様だ。回数を 
繰り重ねて聴いていくうちに、持ち味の良さが徐々に浸透していく、そん 
な感じを受ける近年のフランスには例を見ない隠れた傑作と言える。何よ 
りもテクニックのみにとらわれず、心の描写にも重点を置いているところ 
がグルーブの身上。一作のみ残して消えるには、余りにも惜しい存在。〔大〕 


PATRICK GAUTHIER 

Bebe Godzilla 

CY Records 彳 981 年 

CY 733612 

A: B さ b さ godzilla B: Heldon 

Le Grand Maitre Orient Riding On White Horses 
Mixtur Trautonium En ftssant Par La 

Benoit Et Les Transylvanie 

Riverboppers Nor 


71 年にシングル 「Have You Ever Cried /' Nauthere 」 をリリースした Yec - 
ta Plus Band の流れを組むフラマン•ディアリ。78年にシングル 「 D 6 cou - 
verte / Aut 「 e(FLVM 4504)」 でレコード•デビューし、 翌年、本 ファース 
卜•アルバムを発表した。その内容はオリジナリティ溢れるもので、ほぼ 
全編に渡って流れるメ ロトロンを中心に、コーラス、各種パーカッシヨン、 
シンセサイザー、フルート等が一体となって波がうねるようなサウンドを 
作り出している。やや実験的で力強い音作りは聴く者に迫力を持って迫っ 
てくる。シンフォニック • ロックとは異なった観点でメロトロンを巧みに 
利用した意欲作と言える。本作発表後、グループは解散したものと思われ 
る。 （賀） 




リシャール • ピナス、クリスティアン.ヴァンデ、キル.リュス、アル 
ド.ロマーノ、ベルナール. パガノッティ、ディディエ. バター ル、デビ 
ッド .ローズ、 フランソワ.オジ ヱ、 イプ.ジュリャ ー ル' アラン.ジュ 
リ ャール、 ブノワ•ヴィドゥマン、ジャン•フィリップ.グード、ジャン 

• ピエール.フッキィー、 シルヴァン.マルク-驚くべき豪華メン バー 

であり、この他にもアラン.ルノーなどが参加している、パトリック•ゴ 
—ティエのソロ .アルバム。軽やかなジャズ.ロックであり、ハ。トリック 
•ゴーティエの多彩なキーボード*プレイが聞きものである。ジャケット 
から受ける印象に反して、非常に透明な音色をしている。ザォに近い部分 
も多いようだ。 B -1 の「エルドン」が秀逸である。 （宇） 


GONG 

Est Mort 

Tapioca 1977 年 

TP 10002〜 3 廃 

A: Can’t Kill Me Tve Been Stoned Before Mister Long 
Shanks 0 Mother Radio Gnome InvisibleB: Zero The 
Hero & The Witch’s Spell Flute Salade Oily Way 
Outer TempleC: Inner Temple (Zero Meets The Octave 
Doctor) Iao Chant & Master Builder/Sprinkling Of 
Clouds D: From The Isle Of Every Where To The End 
Of The Story Of Zero The Hero You Never Blow 
Your Trip For Ever 


複雑な人脈、メンバーの変名、一大コンセプト等でマグマと双鲼を成し 
たゴンダは74年以前の D •アレンズ.ゴングと75年以後の P •ムーランズ 
. ゴングに大別される。前者はドラツグ休験とアレンのコンセプトに苯づ 
く曖味模糊としたサウンドを後者はテクニカルなジャズ.ロックを特徴と 
した。この4作目は 5 th 「 ANGEL’S EGG」（Virgin V 200 7)、6 th 「 YOU 」 （同 V 2 
019) に渡って展開されたラジオ•ノーム.インヴィジブルなる物語の第1 
弾でティム•ブレイクやスティーヴ•ヒレツジ、元マグマのフランシス • 
モーズ等の加入により独自のスタイルが確立された作品でもある。アレン 
の持つユーモアと子供達にお伽噺を語る時の様な暖かさは常に感じられ、 
又それはゴングを理解する鍵でもあるように思われる。 （松） 


ALAIN G0RAGUER 

La Planete ^auvage 

Pathe Marconi 1973 年 

2C 066-12698 廃 

A: La Planete Sauvage B: La Planete Sauvage 




Ed 

I 

Gor 


74 年 6 th 「 YOU 」 発表後デヴィッド.アレン、ジリ.スミスの脱退により 
有名無実となったゴングであるが77年当時、個々独自の活動へと散在して 
いた全盛期のメンバ ー、 前述の両者、ティム•ブレイク、ディディエ•マ 
レーブ、ピエール•ムーラン、マイク•ハウレット等が一時的にパリで行 
なったギグの、そしてゴング精神を極める 「 CAMEMBERT ELECTRIQUE 」 
ラジオ.ノーム•インヴィジブル3部作の真の集大成が本作である。同年 
ヴァージン.レーベルが一■方的に発売した 「LIVE ETC 」 に対しアレンが抗議 
を行なった事は本作製作の要因であろう。ここにはアレンの精神を反映し 
たお祭り要素を感じさせる自由な彼等の姿がある。彼等のライヴを収録し 
たものとしては他に 「ELECTRIC SCORE j r GLEASY TRUCKERS 」 がある。（松） 


「 野蛮な惑星 j と 題された アニメーシ ョン •フイルムのサウンド. ト ラ 
ック.アルバム。このフイルムは 10年程前、日本でも公開したとかしない 
とか—— SF 誌にも解説が載っていたようであるが、残念ながらあらすじ 
は不明である。 サ ウンドは テーマと なるべき印象的な フレーズがフルート 
やピアノ等で変奏されながら淡々と進行するものである。とりとめのない 
雰囲気が全体を支配している為に多少物足りなさを感じる人もあろうが、 

SF 的な フイ ルムのバック*ミュージックとしてはかなりな高水準なもの 
と確信する。時として現れる女性スキャットも魅力的である。笨本は同パ 
夕ーンのリズム.セクションで、ドラッグ.ミュージック的な役割りもか 
ね備えている。かくれた名盤といえる。 （山） 


,4i a r 〇 tr—r e 

E 刪 PI AN ROCK CATALOG 


c 、 
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FRANCE 

0 



JEAN PHUJPPE GOUDE 
et OLIVIER COLE 

Jeunes Annees 


Saravah 
SH-10064 廃 


A: Pavane 
Piege 
Melodie 
Sarabande 


1976年 

B ： Joli Morceau 
Ego Sum Pauper 
Chateau En Espagne 
Rue Notre Dame De 
Nazareth 75003 Paris 



GRIME 

Same Title Grime:D 5679 廃 

Didier Morando-ds, Per, vo Thierry Duval-p, org, vo Nick Vicente-b, 
p, vo Didier Duval-g, vo Marc Nion-s, fl, vo 


ジャン •フイリップ. グー ドの1 St アルバムで、 パー カッ シヨンの オリ 
ビエ.コレと の デュオ。 kb と perc のデュオというと イ タリアのルステイケ 
ッリ&ボルディーニを思い出すが、まるで正反対の地味な虚脱した音であ 
る。グードのセカンド「ド ローンズ」 （ラムセス 2473-108) 比べると、いき 
さか遜色あるが、処々では同レベルにある。このアルバムが何故「青春時 
代」と題されているのか説明されてはいない力へ今頃になって閡くと、ノ 
スタルジアを感じさせ、ピッタリである。その後のコレの消息は不明。グ 
一. ドは、言うべくもない。純正フレンチ.エレクトリック.ミュージック 
の名手である。 （中） 


列車のドアを描いたカヴァーが印象的なグリム唯一のアルバムはヒステ 
リックな喚き声で幕が開く。きれいなメロディーラインを柱にした内容な 
がら技術的には多少粗削りで、たどたどしい コーラス やどこか泥臭いサッ 
クスの音色等からは若干不器用との印象さえ受ける。しかし聴き進むに従 
って、素朴な中にも好感が持てるフレーズが顔を出す様になり、メロディ 
アスな要素を前面に押し出した B 面に入ると、澄み切った音色の ac ギター 
やフルート、バックに流れるキーボード等が俄然力を発揮し始め、ヴオー 
カルまでもが妙に説得力あるものに聴こえてくる。全体的に見て、曲によ 
り出来、不出来の差があり少々線が細い感じもするが、シンフオニック系 
の自主制作盤としては標準的なレベルと言える。 〔江〕 



GROOVY POP SESSION 


Philips 

6332044 


1972年 


e Vieux De La 
Montagne (/ 
iger (ABRACA 


,e(ANGE) 
Tiger (ABRACADABRA) 
Pulsar (PULSAR) 


B: Everybody Need Somebody 
To Love(TAC POUM 
SYSTfiME) 
Reviens Vers Moi 

(LES MOONLIGHTS) 
Strange Life,Strange uirl 
(ABSINTHE) 



PHILIPPE GUERRE 

Cristal 


IP 5258 79 廃 

A ： NELLY-ITTNME 
MARCHE-BLUES 
A0UA-6UITARE 
MANEGE 
EXPLOSION 
INDICATIF 
THEME SAUT1LLART 


: PIANO Sli LA MER 
TRIE 明 E 

DANCE DES VERS LUI SANTS 
TOURBILLON 

FIIAL MANU 


72 年にフランスのライヴ.ハウスの老舗「ゴルフ.ドゥルーオ」に各地 
から新人バンドを集めて行なわれたコンサートのライヴ•アルバムである。 
B 面に収められた3バンドはいずれもオリジナリティに欠けるありきたり 
の ハード • ロック . グループであるが、特筆すべきは A 面。シングルを2 
枚発表した後の、そしてデビュー作 「 CARICATURE (7 鞘」発表当時のアンジ 
ュや結成2年後、そしてアルバム.デビュー以前のビュルサのライヴを聴 
くことができる。その演奏は素晴らしい出来となっている。更に、アブラ 
カダブラの「タイガー」、これが名曲である。このグルーブにオルガニスト 
として参加しているフランシス • ロックウッドのプレイも興味深い。 

(山田悟) 


このアルバムはフイリップ.グエルのファースト•アルバムで79年にリ 
リースされたものである。基本的には次作 「 Concerto 〜」とのコンポジシ 
ョンに通じるもので、アレンジされたパートとノン•アレンジによる効果 
音が融合され、稚拙ではあるがロマン的な情感をたたえた、エレクトロニ 
クス.ミュージックである。このアルバムは後 （85 年）に再録されて、曲 
順も入れかわり、ジャケット•カヴァーも全く一新してリリースされるこ 
とになる。すなわち、これは印象が大分かわっており、彼は事実上、3枚 
のアルパムをリリースしていると解釈しても良いように思う。全ての点で 
最も進化しているのは再録のほうのクリスタルであるが、不完全でこそあ 
れ、若いひたむきな情熱の感じられるこのアルパムもすて難い。尚、コン 
サート時にはレーザー等を使用していたようだ。 （山） 



DASHIELL HEDAYAT 

Obsolete 

Shandar RCA 1971年 

SR 10009廃 6124廃 

A: Eh Mushroom, Will You B: Cielo Drive/17 
Mush My Room? 

Chrysler 

Fille de L’ombre 

Long Song For Zelda 



HELD0N 

Un Reve Sans 

Consequence Speciale 

Cobra 1976 年 

COB 3700 2 廃 

A ： Marie Virginie C. B: MVC II 

Elephanta Toward The Red Line 


ダシェ ル . ェダヤは元メルモス 「LA DEVANTURE DES LVRESSES 」（ A- 
rion 30T 079, 69 年） の人物である。これは彼のソロ作でニーノ. ロータ作曲 
フェリーニ監督の「魂のジュリェッタ」のサントラを引用したものを含め 
て69年秋から書かれた曲のバックをゴングのデヴィッド.アレン （ g) ディ 
ディェ . マレーブ （ sax^fl) ピップ • パイル （ dr ， g) ジリ•スミス （ vo) クリス 
ティアン•トリッチ （ b ， g) サム.ワイアット （ vo, ロバート.ワイアットの息 
子） 小説家ウイリアム.パローズ （ vo) が担当したもの。本作はゴングの 3 
-rd r CAMANBERT ELECTRIQUEj(BYG 52935 3) を録音する 1 力月前の71 
年5月に完成しており演奏もそれに近いものでェダャの語り、ソロ •ギター 
と共にエコー.サウンド、スペース.ウイスパーは健在である。 （松） 


エル ド ンの 通算5枚目、自らの レ ーべ ル Disjuncta Urus を離れ Cobra レー 
ベルに 移籍後の1枚目である。一つの転換期であった前作 「 AGNETANILS - 
SONj を経て、彼らの音楽はいよいよパワーと緻密さを増し、もはや フリ 
ップ&イーノの模倣の枠を打ち破ったと言える。特に本作以後は、 シーク 
エン サーと一体になって独特の リ ズムを生み出すパーカッ シヨニスト、フ 
ランソワ.オジヱのメンバー 定着が 大きい。リーダー、リシャール •ピナ 
スの 作品群の中でも、本作と続く 6th アルバム 「 INTERFACE 」、 そして彼の 
2nd ソロアルバム 「 CHRONOLYSE 」 を絶頂期の作品として上げたい。 エルド 

ン-リシャール.ピナスの魅力とは、一言で表わすならば ''理知的な暴 

力性〃とでも呼ぶべきものと考えるが、いかがなものか。 （城） 
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HERATIUS 


Gwendolyne 
Frigico Records 
FLVM 3004 廃 


A：Tajmahalcoco 
Gwendo Blues 
Gwendo Electrochoc 
Rose Bonbon Est Une 
“0 En Boite 
M." Perkutard 


1978年 


B: Les Pa louses (En Allegro) 
Le Vieil Hamme et 
Nephertiti 
Intro A Blackcook 



HONEYELK 

Stoyz vi Dozeveloy 

oxygene oxyo 47 79 廃 


1978 年 8 月 6 日〜 8 日にフリジコ • スタジオで録音された自主制作盤。 
スタジオ内で試みられた演奏にエフヱクト効果、テープ処理を加えて無造 
作にコラージュ、編集した趣味的な実験作である。使用楽器はギター、パ 
—カッション、ピアノ、オルガン、クラリネット等。けだるいクラリネッ 
卜の音色やブルースのフレーズ、女性ヴォーカルのシャンソン、フリー. 
ジャズ調のギター等が次々と飛び出すが、何れもアンダーグラウンドでア 
ンニユイな雰囲気を湛えたものである。メンバーはロベール•ディア、ア 
ルマン•ミラール' フロランスから成り、 A . ミラールは後にパスカル. 
コンラードの作品に参加している。奇妙な安っぽさを備えたこの作品はレ 
ジデンツ、ファウスト等に捧げられている。 （松） 


フレンチジャズロックと言うと日本では敬遠されがちであるが、ここに 
紹介する Honeyelk は、軟弱ジャクロックとは一線を画す、ハイテクニ 
ックなグルーブである。しかしながら、テクニック志向だけに走ることは 
なく、 Carp Diem を思わせるサックスをフイーチャーした叙情的なヴォー 
カルパートの占める比重も大きい。一部で Magma クローンなどと言った 
無責任な紹介をされているが、 Magma 的な要素はほとんど感じられなし'|。 
全体的に地味なアルバムだが、繊細で、それでいてしっかりとしたテクニ 
ックに支えられた好作品に仕上がっている。唯一欠点があるとすれば、そ 
れは収録時間が短いこと位いであろう。 〔洋〕 



ILITCH 

Periodik Mindtrouble 


OXYGENE 1970年代末期 

0XY 09 廃 

A: Sequences (Parts From B: Periodikmindtrouble 
Inner Film Sequence) Part 1 

Sequence 1 Part 2 

River Scene Theme Part 3 

Variation 

Sequence 3 
Sequence 4 
Derriere La Fenetre 
Matin D’un Blues 



ILOUS 

Ilous 

Flamophone 丨 974 年 

2933-101 廃 

A: Pele-Mele B: Les Yeux Ouverts 

Au ftys Des Cigales Rondeau 

La Route i L’envers Cantique 

Chanson Chagrin Obsession 

Les Yeux Fermes 


ティーリィ.ミュレとリュット•エリーリから成るイリッチの初作。彼 
等の音楽は g . key を多用しつつも様々な音響処理を施し、またそれらをコラ 
ージュするなど二次的なものと言える。そして時に過激でいびつな響きは 
仏実験音楽とオルタナティヴ"サウンドを掛け渡すものでもある。本作は 
A 面の a - g を折り混ぜた g サウンド B 面の反復する org サウンドから成り、そ 
れらは共に硬く冷たい音色のものである。以後更に実験色を加味し「1〇 Sui ¬ 
cides 」（Scopa SC 325,， 80) テープ作品 「 P . T.M Works 」 （米 Eurock ED 04, ’ 80) 
を発表するが、何れも難解ではあっても稚拙さは感じられない。 2 nd に付 
されたブックレット、そのフォト.モンタージュ、各作品のラベルに至る 
まで、彼等のトータル.アートの意志がよく伝わっている。 （松） 


ベルナール. イ ルーの センスを前面に押し出した、光輝やくポップ.ア 
ルバムである。同じフラモフォンという事もあって、バックにはシステム 
• クラブティクのメンバーが参加しており、他にもべ ルナール. リュバ、 
パトリック. ゴーテ ィエ、 ジャン . ルー . ブソン達が注目をひく。 ビー ト 
ルズ.エイジという印象が強い音作りであるが、レ— ベルの オーナ — でも 
あるクロード.ピュテルフラムの方針が貫かれているようである。勿論、 
フランス的で明るいポップ.チューンはイ ルー の才能を示すものである。 
このアルバムは、イルー、ピュテルフラム、そして時代の要求、の3要素 
がうまくマッチした作品であろう。72年に、ギタリストのパトリス.デキ 
ュペルと組んだ双頭アルバム（フラモフォン FLAM - 33.03)、を発表〇 (中） 



GILLES JANEYRAND 

Gilles Janeyrand 


Heloise Disques 
HEL 67111 廃 

A: Mona Lisa 
L’aveugle 
Midi 
Le Fou 

Le Ballon Blanc 


B ： Mandolines 
Ville 

Les Martiens 
Hop La! 

La Fleur Magique 


r 70 年代初期の優れた グループの ほとんどは、 アンジュ、ポニ ャンの 影 
響下、または何らかの関係を持っていたが、彼等はそれに属さないにもか 
かわらず優れた素質と独自性を持っていた j ( 仏 MS , it より）演奏形態はカタ 
ルシスをより ロック 化して、モナリザをたしたと言うべきもの。 バロック 
調のオルガンは彼等独特のもので、かなりの テクニックを 持っている。そ 
してあくまで優しいヴォーカル。年代から考えるとやはリ優れている。本 
作以外にシングルを発表しているが、 アルバム としては唯--のものと思わ 
れる。恐らく数多くのグループに影響を与えたグループであろう。 IRIS = 
鳶尾、 UTANIE = 連禱。 （山⑴语) 


今回のカタログではシャンソン畑のアーティストは極めてロックよりの 
ものばかりだが、このジル.ジャネランのアルバムは純粋のシャンソンと 
しての評価を下すのが正しいように想う。ここには人生があゐ、喜びがあり 
り、悲しみがある。ただし彼の視点はそんな世界の外側にある。ちょうど 
僕の愛するイタリアのカンタウトーレ、マウロ，ぺロシがそうであるよう 
に。僕には残念ながら彼の事は何もわからない。ブラッセルの古いレコー 
ド店で見つけたレコードである〇パックに流れる多彩なキーボードが彼の 
音世界を形成するのにとてもよい効果をあげている。それはこのアルバム 
のコンポ ー ザーであるドミニク•プリ エールに 依るところが大きいようだ。 
彼は全てのキーボードを弾いてい.る。 （山） 
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FRANCE 



フランスで数多くの映画音楽を手掛けてきたモーリス.ジャールの息子 
として脚光を浴びながらデビューした彼は、当初は作詩家として活動して 
いた。クリストフ、フランソワーズ•アルディの詩を手掛け、 CM の仕事 
を経て本作でデビューしたが、なぜか本国でも日本でもオーディオ.マニ 
ァに支持され、オーディオ雑誌で様々な賞を獲得している。事実、スーパ 
ー ツィ ーターを 装備したスピーカーでは音がまるで違って聞こえる。ちな 
みにフランスではヒットチャートの1位になった事もある。フランスのシ 
ンセサイザー.ミュージックというと他にはエッグ.レーへ^ルあたりを想 
い出すが、彼らほど個性はなく、むしろ日本でいうトミタや喜多郎の様な 
割とイージーリスニングに近い音だが近作の中国でのライヴ盤は聞きもの。（い） 



ARIEL KALMA & RICHARD TINTI 

Osmose 

SFP 1980 年 

35021-5022 廃 

RECORD A 

A: Saxo Planetariel/Message 18.10.77/Planet-Air 
B: Forest* Ballad/ Mandge/Gongmo 
RECORD R 

A: 20 Pluie/6 And C°/4 An Afternoon 
B: Pagi/Sore 


スピード•リミットのリーダーとして知られるジョルジュ.ジンダ （ ds ) 
の唯一の ソロ 名義作品。ジャン•ルイ.ビュッシ （ key )、 ヨッコ•ジヱフ. 
セファー （ sax , fl )、 ディディエ. バタール ( b ) らが参加しており、実質的に 
はスピード•リミットの 3 rd とも言えるものである。グループとしての2 
枚の作品よりもロック色が濃く、より高い完成度を誇っている。ジンダの 
クリスチャン • ヴァンデルを彷彿させるドラムス、ビュッシのメロディア 
スで歌心あるエレクトリック，ピアノ、セファーの変幻自在なサックスと 
他の作品ではあまり聰くことのできないリリカルなフルート等が中心とな 
って迫力に富んだ演奏を展開している。作品自体の知名度は低いものの 
実力派ミュージシャンによって作られたジャズ•ロックの名作である。（賀） 



ALAIN KAN 

Alain Kan 

Motors 

MT 44026 廃 

A: Blaky 

Une Espece De Lolita 
.... Toute Verte 
Le FVemier Bebe De 
Lady Star Lune 
Cafe-Cafard 
Ris Si Facile 


B: Hollywood Suicide 
Nadine,Jimmy Et Moi 
Go Go Dancer 
Falling In Love Again 


アリ エル. カルマはソノ シー ト 1 枚、 テープ2 本、レコード 3 枚を リリ 
ースしているキーボード.プレーヤーである。彼はエルドンのアルバムや 
デライアード.カメレオン.ファミリーのアルバムにも参加している。こ 
のアルバムは、リシャール.タンテイとの共作であり、ボルネオのジャン 
グルでの自然音の生録り（雨や風の音、鳥や虫の声）を中心にした、タン 
ティの作品 （Record R ) と、自然音とキーボードをはじめとしたエレクトリ 
ックな楽器音とをコラージュし、ミックスしてつくりあげたカルマの作品 
(Record A ) のダブル.アルバムである。両作品とも非常に長い録音時間に 
なっている。クールなキーボード.プレイと安らかでもあり時には活気に 
あふれた自然音の配合が巧みなアルバムである。 （宇） 


アラン.カンのフ アース ト.アルパム。彼はフレンチ.デカダン •口 
ックの雄として紹介されることが多く、そのため、きわ物的存在と思われ 
ている節が多少なりともあるが、実際はかなりの実力を持ったシンガーで 
ある。その声には独特の艷があり、本作品では激しくシャウトする唄い方 
から甘くささやくような唄い方まで変化に富んだ歌唱を見せる。ハ*ックの 
演奏も見事に彼の唄を盛り上げている。また、 B -1 の軽快なリズムを基礎 
に甘美なシンセサイザーとメロディアスなフルート、ギターが絡み合うイ 
ンスト部分の出来は白眉である。更に、センスの良いジャケット•デザイ 
ンも特筆に値する。次作 （Motor MT 4403 6) も本アルバムと同系統の作品で 
あるが、それ以後の作品はボップ色が強まっている。 （賀） 



KOMINTERN 

Le Bal Du Rat Mort 

Harvest Pathe 1971 年 

2CO 621177 4 廃 

A: Bal Pour Un Rat Vivant B: Le Bal Du Rat Mort 
Bandiera Rossa Hommage Au Maire De 

Los Cuatros Generates Tours 

Elle Etat Belle 〜 Elle Petite Musique Pour Un 
Aimait 〜 Bach Et Chopin Blockhaus 

〜 Et，Les Beatles 〜 Elle Pongistes De To us Les 
fitait Yr^s Intelligente Pays ••… 

〜 Et Moi Aussi Fou, Roi, Pant in 



LARD FREE 

Gilbert Artman’s Lard Free 

Vamp 1973 年 

VP 59 500 廃 

A: Warinobaril B: Acide Framboise 

12 Ou 13 Juillet Que Je Livarot Respination 

Sais D’elle Culturez-Vous \i>us M さ me 

Honfleur Ecarlate 


コミンテルンはフレンチ•ロック黎明期を代表する グループの一つで あ 
る。彼らの作り出すサウンドは一聴したところコミカルな印象を与えるが、 
その実、ウィットに富んだ奥深いものである。中でもバイオリンやサック 
スを中心にしたノスタルジックな部分は特筆に値する素晴らしい出来と言 
える。また、アール•ゾワイやュニベル.ゼロ、更には Z . N . R に通じる曲展 


ラード•フリーはジルべール•アルトマン （ dr ， p ， vibe ) のコンセプトに基 
づくプロジェクトでこの初作の他2 nd 、重く沈んだインダストリアルな響き 
を持つ 3 rd 「 LARD FREE」（Cobra COB 37007 ’77 年）を発表した。メンバー重 
複がなく楽器編成が一定していた彼等のこれはエルべ.エイーアニ （ b ， syn ) 
フイリッブ.ボルリ （ sax )、 フランソワ.マテイーヴ （ g ) によるもので1作 


開も見られ、彼らの蒔いた種は70年代後半見事に花開いたことになる。コ 
ミンテルンはこのアルバム1枚をリリースして解散、パイオリニストのリ 
シャール.才べールはアトールのセカンド.アルバム 「 L ’ ARAIGN ^ E _ MA - 
L 」 に参加し、オリビエ.ズドルザリクも 「LE JARDINIER DU C 0 UVENT 」 
以降のマリコルヌのアルバムでベースを担当している。 （賀） 


ごとに過激さを増したそのサウンドの原型を収録している。彼等の頂点と 
いうべき 3 rd の解け合った音色からすれば曲の傾向が分散しており、それは 
ジャズ色の濃いサックスやギター、ややブルース調のベース、初期エルド 
ンに近い無機質なシンセサイザー等から成っている。活動終止後、アルト 
マンは次なるプロジェクト、アーバン.サックスを開始する。 （松） 
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LARD FREE 

I’m Around About Midnight 


Vamp 

VP 59520 2 廃 


iolez Lespac 
Son Retrig< 


In A Desert Alambic 
Does East Bakestan 
Belong To Itself 


1975 年 


B: Tatkooz A Roulette 
Pale Violence Under 
A Reverbere 
Even Silence Stops 
When Trains Come 



LA ROSSA 

A Fury Of Glass 


AG RECORDS AG 1013 廃 

A^YNDP^I 5 ? 

.WOODEN MONOLOGUE 
LIGHT OF GONE 
FACES WE MOVE 


B:GLASSLEAVES 
CHIMERA CHILL 
TO THE LIFE 
COSY CHUTE 
THIS IS TO END IT ALL 


ラード•フリーは、ジルベール.アルトマンを中心としたグループで、 
このアルバムは彼らのセカンドである。メンバーは、ジルべール•アルト 
マン、リシャール.ピナス、アラン•オーダ、アントワーヌ.デュヴェル 
ノー、 ジレ•イープルマン、アラン.アルマン、である。彼らは他にヴァ 
ンプ.レーベルから1枚、コブラ.レーへ:ルから1枚、レコードをリリー 
スしている。75年に発表された本アルパムは、音的には初期エルドンなど 
にも通じる、エレクトロニックでアヴァンギャルドな作風である。ジルべ 
ール.アルトマンのサックスは電気的に処理されて、特異なインプロヴィ 
ゼーシヨンをくりひろげ、リシャール.ピナスの、ロバート•フリップ的 
なギター.ブレイがこれにからみついていく。 （宇） 


VDGG の名作 「Still Life 」 に収録されていた曲から名前を取ったラ. 
ロッサのデビュー作。詞と曲を手掛ける Key と Vo を核に、 B と Ds 、 2 
人の G を含めた6人編成で、フランス臭さを剝き出しにした叙情性豊かな 
アコーステ イツ クなナンバーと、ストレート かつへ ヴイなナンバーの 二つ 
のパターンが程良く溶け合って、本アルバムを構成している。 P 、 ハミル 
にも通じる内に秘めた激しい情熱と感傷的な心裏の高揚を感じさせるヴ 
才ーカル、端正でリリカルと強力さが同居した、詩的なピアノやアコース 
テイ ック ギターの調べは、単にシンフォ ニックな だけでは飽き足らなくな 
ったマニアにとって、心地良い刺激剤となるであろう。 VDGG の持って 
いた前衛的精神を継承した非シンフオニック系の申し子と言えよう。〔大〕 



テディ•ラスリーはマグマに在籍したことのあるミュージシャンであり、 
このアルバムの次に発表された 「Seven Stones 」 （邦題『石晶幻想 』） （RCA PL 
37257) を御存知の方も多いであろう。その他にも自主制作盤 「Tutti Fruttij 
(砂糖菓子の名）を発表している。本作は ベースに ヤニク.トップ、ドラム 
にアンドレ•スカレリをむかえている他は、全ての楽器を彼が演奏してい 
る。 ス ペイシーなキーボード.プレイが虚空にしみわたるように広がって 
いき、フルートの旋律が小鳥のように飛びかう様は秀逸である。単調なシ 
ンセ.ミユージックにおちいらずに、フレンチ.ジャズのエッセンスと、 
エスプリのきいた暖かみのある名作である。なお、日本盤は発売直前で回 
収され、市場には少数しか出ていない。 （宇） 


RCA レーベルからの 2 枚の公式レコード以外にも放送局用等、数多くの 
特殊レコードを作成しているテディ•ラスリー。しかし、それらの大部分 
は、その性格上、我々の興味を引くサウンドを有しているとは言い難い。 
こうした中で、本アルバム （ソニマージュ. レーベルには本作以外にも、 
rAction Printing〈Sonimage SI 820 >’75」「La Femme Qui Venait D’Ailleu- 
rs 〈同 SI823>’77」「lnterpol く同 SI825>’79j の 3 枚のアルバムがある）は 
そうした本来の目的を離れて、一枚のアルバムとして充実した作品と言え 
る。各種キーボードとパーカッションを用いて1人で作り上げた12曲の中 
にはポップな作品もあるが、 re =mc， 2 」 を思わすドラマチックな曲、多重録 
音を効果的に利用したメロディアスな曲等は印象的である。 （賀） 




MAAJUN 

Vivre La Mort Du Vieux Monde 


Vogue Collection 
Loisirs SLVLX 545 


A ： Avertissement 
Houba 

Passage Cloute 


L’orgasn 
Le Crepi 
Des A 


juscule 

Alchimistes 


廃 

B ： Choeur Du Peuple Las 
Comptine I 
La Longue Marche 
Comptine II 
La Chanson 

Du Boulot 
Vivre La Mort Du 

Vieux Monde 

Coda 


八ニー •ブルネル ( b )、 パトリック. ゴーティエ （ kb )、 キル.リュス （ds) 
の 3 人に、ロックウッド.ブラザーズを加えた 5 人で吹き込まれたアルバ 
ム。 76 年の録音。ミュージック•ザグ、という 新興 レーへ C ルの第一弾とし 
て発表されたが、レーへ^レはほどなく消滅した模様。実際のところ、この 
アルバムだけでは、録音データー、パーソネル等のクレジットがないため 
に詳細は不明であった。しかし、近年、アメリカ.レーベルより r Lockw- 
oods !」 として再発された （ AM -6162) 事によりメンバーが判明した。ゴー 
ティエの作曲した 1 曲は一 風変わって いるが、 他の曲は、いわゆるジャズ 
•ロックであり 、 D . ロックウッドのヴァイオリンも、まだまだソリッド 
であるようだ。 （中） 


マージャンのファースト.アルバム。このアルバムのみグループ名が M - 
AAJUN と 〇〇’ られている。ジャン=ルイ•ルフ ヱーヴ ル、ロジ ヱ •スカグ 
リ、アラン. 口一、 シリル.ルフ ヱー ヴル、ジャン= ピエール. アルノー 
の 5 人が作り出すサウンドは正に彼ら独自のものである。東洋志向の呪術 
的雰囲気を持った曲、フルートとボーカルを主体にした叙情性溢れる曲、 
サイケデリック.サウンドの影響を感じさせる曲、単純なリズムとフリー 
キーなサックスをバックに卜 ー キング. ボーカルが •延々と続く曲等、アル 
バムとしての整合性に欠けることも事実であるが、個々の曲はいずれも捻 
りの利いた彼らのオリジナリティを強く感じさせる内容となっている。（賀） 
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MA BANLIEUE FLASQUE 

Ma Banlieue Flasque 


Celluloid 
LTM 1021 廃 

A: 13,20 D’Happiness 
N.S.K. 


1979 年 


B: H.B.H.V. 

AUer Retour Les 
Grfisillons 

Un Soir 


マ.バンリュウ•フラスクはフイリップ.ボッタ （ sax ) を中心とした5人 


組のフリーキーなジャズ.ロック.グル—プで、昔的には、フランク.ザ 
ッノ、。や初期のゴングに近いものを持っている。アルバムはこの他には見つ 
かっておらず、メンバーも無名の者ばかリである。サウンドの中心は、フ 
ィリップ■ボッタのフリーキーなサックスとチョポのけたたましく気狂い 
じみたヴォーカルにある。しかし、それを支えているダブル.リード•ギ 
ターと バッキング . ヴォ—カル、そして パー カ ッシヨ ンも非常にセンスの 
あるプレイをしている。随所に用いられる効果 M もドラマチックでシアト 
リカルである。特に A — 1から A — 2までの展開は聞く者の想像を絶して 
おり、このアルバムのハイライトである。 （宇） 



MADRIGAL 

School Of Time 

MAD 001 77 廃 

A:The Seeker B:School OF Time 

"Mad" The Ghost 

King's Dynasty Dear Mister Fantasy 

Across The Past 
The Old Clock 


オリジナリティこそあまり感じられないものの Madrigal も平均以上の 
内容を持ったアルバムを1枚残している0全員がそれぞれリード • ヴォー 
カルが取れるということもあり、歌が中心となっている（歌詩は英語であ 
る。）。 アルバム■タイトルから推測できる通り、かなりポップ性が強く、 
演奏で押しまくるタイプではない。それでも、演奏自体はしっかりしてお 
り、フランスの音楽層の深さに感心させられる。クイーンの「キラー.ク 


イーン」風のメロディに乗せて 10 CC 並の美しいコーラスが聴ける A ③、 


泣きのメロディを奏でるキーボードがその手のファンを喜ばすだろう A 
④、珍しくもチヱロの美しいイントロで始まる B ②（後半 10 CC 風になつ 
てしまうが、）こんな具合にプリティッシユ • ロックの影響が時にはプラス 
へ、時にはマイナスへと作用している。 〔吉〕 



MAHJUN 

Mahjun 

Saravah 
SH 10040 廃 

A: Le Jus De La Figue 
Les Enfants Sauvages 
Family Valse 
Shaviravi 
La Deniche 


B: Chez Pianos 

La Fanfare A Rigaud 



MAGMA 

Kohntarkosz 

Vertigo 1974 年 

6325 750 廃 

A: Kohntarkbsz part one B: Korntarkosz part two 
ORK Alarm Coltrane SUndia 


マ—ジャンのセカンド.アルバム。このアルバムからつづりが MAHJUN 
に変わる。ジャン=ルイ.ルフェーヴル （ vln ^ fl ^& vo )、 ジャン=ピエール•ア 
ルヌー ( ds , per ) 以外はメンバーが一新されており、新たに女性サックス奏 
者ピエール.リゴー、フィリップ•ボボワ （ b ， p ， per ) が参加している。サツ 


彼らの4枚目は前作と同じくジョルジュ.ゴメルスキーのブロデュース 
のもとに A & M から発表された。メンバーも半分が替わり、英ジャズ•口 
ック界で活躍していたブライアン.ゴディングも加わっている。メインと 
なるタイトル曲の出来は相当のものだが次作のライヴに収められている方 


クスとバイオリンを中心にしたジャズィな演奏が繰り広げられるなか、迪 
常のジャズ.ロックとは異なった彼ら独自の曲展開を見せる。テクニック 
の面では問題を抱えているものの魅力的な内容を持った作品と言える。以 

後、 「 MAHJUN(Saravah SH 10047 )/HAPPY FRENCH BAND(Gratte Ciel Z 
L 3704 9 )」「UN HOMME SUR DEUX(CBS 85655)」と 3 枚のアルバムをリリ 
—ス、次第にポップ色を強めていく。 （賀） 


が数段パワーに満ちている。ディディエ.ロックウッドのバイオリンがこ 
の作品のカオスに満ちたエナジー全てを上回っているからだろう。他の2 
曲の内1曲はヤニック.トップ作でもう1曲がヴァンデの「コルトレーン 
讃歌」でむしろこの2つの重量感の方がダイレクトに伝わってくる。この 
後、ゴメルスキーの作ったユートピア.レーベルに移るが A & M での2枚 
とュートピア時代の2枚はまさにマグマの絶頂期といえる。 （い） 


MAGMA 

Live 

Utopia 1975 年 

CYL2-1245 廃 

A: Kohntark(part1) B: Kohntark(part 2) 

C: Kobah D ： Mekanik Zain 

Uhns 
Hhai 




MAGMA 

Attahk 

Eurodisc 
913 213 m 

A： rhe Last Seven 



Liriik Necronomicus 
Kanht 


1978 年 


B: Maahnt 
Dondai 
Nono 


75 年 6 月 1 日〜 5 H 、パリ、オランピア劇場での実況録音盤。5作目。本作 
以外のライヴ盤 「 INEDITS」「RETROSPECTIVE Vol . l 〜2」「同 VoL 3」 を含め 
た全作品の中でも傑出した作品である。プロデュースはジョルジオ.ゴメ 
ルスキー、クレジットメンバー8名中には新加入のベルナール.ハ。ガノッテ 
ィ （ b ) の他、ヴァイオリンでディディエ.ロックウッドが名を連ねている。選 
曲は 3 rd「MEKANiK DESTRUKT 1 W KOMMANDOHj 4 th r KDHNTARKOSZj 
を中心に成されているが個性表出のための卓越した技術の一体化によリ緻 
密なアンサンブルを遙かに緊張感のあるものとしている。クリスティアン 
•ヴァンデの率いる研ぎ澄まされた感性の残したこの強烈なインパクトは 
音を手段とする芸術家の.-つの理想像を実証したものである。 （松） 


本作は前作 7 th 「 INEDITS 」 が編集ライヴ盤であったことから新作として 
は2年ぶりのものでクリスティアン.ヴァンデズ•マグマとして発表され 
た。裏ジャケットの頭部レントゲン写真とコバイヤ名から判 r するとクロ 
一. ブラスキ、ステラ.ヴァンデ、ベルナール.ハ。ガノッテイ、ブノワ. 
ウィドゥマンは明白だが他の3名は不明であり、その中のベーシストがヤ 
ニック•トップであるという判断も推測の域を出ない。サウンドは基本的 
に不変でリズム.セクションの切れの良さ、ピアノの多用、ファンキー色 
を加味したコバイヤ.コーラスは本作の特徴である。中でも C • ヴァンデ 
のドラムとブラスキのヴォーカルが冴えを見せる。プロデュースとエンジ 
ニアに口ーラン•ティボール。ジャケットはギーガーによるもの。（松） 
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MALICORNE 

^extraordinaire Jour De France D ’ ad€lard 
Rousseau,Dit Nivernais La Clef Des Coeurs , 
Compagnon Charpentier Du Devoir 
Ballon Noir 1978 年 

BAL 13006 m 

A: La Conduite/La Dance Des Damn^s/Le Mari Jaloux/ 

La Valse Druze/Si L’amour Prenait Racine/Une Fille 
Dans Le Wsespoir/Les Couleurs 
B: A Paris La Grande Ville/Compagnons Qui Roulez En 
Provence/La Complainte Du Coureur De Bois/L’aub- 
erge Sanglante/Le Depart Des Compagnons-La Cond 

マリコルヌはガブリエルとマリーのヤクブ夫妻に、ユーグ.ドゥ•クー 
ルソン、口ーラン.ヴエルカンブル、オリヴイエ.ズドルザリク等から成 
るエレクトリック，トラッド.グループである。フランスの古謡を現代的 
なアレンジで演奏すること、新しいトラディショナル•ミュージックを創 
造すること、がこのグループの目標である。アルバムはエクサゴンから5 
枚、バロン.ノワールから3枚、エレクトラから1枚出ている。バロン. 
ノワール盤は現在はエレクトラから再発されている。このアルバムはバロ 
ン.ノワールに移籍後の初アルバムで通算6枚目に当たる。アデラール. 
ルソーという架空の人物を創造し、彼のフランス遍歴を題材にしてフラン 
ス各地の風物をとり入れた歌物語という形式でアルバム化している。（宇） 




MARTIN CIRCUS 

En Direct Du Rock’n Roll Circus 


Vogue Pop mu sic 柬宝 Vogue 1969 年 
SLVLX 428 廃 VPL 300 7 廃 

A: La 3 胃 B: Le Matin Des Magiciens 

Moi J’ai Fait La Guerre C’est Pas D’la Soupe 
Tout Tremblant De rievre Troika 
Tomahawk A Quoi Sert Ma Priere? 

Barbe-Bleue Nos Larmes Tombaient 


Moi Je Lis Les Bandes 
Dessinees 


La 3 em 



GERARD MANSET 

La Mort D’Orion 


EMI C064-15628 70 i 

: LA MORT O’ORION 
INTRODUCTION 
LA MORT 0 ORION 
OU L HORIZON PREND FIN 
SALOMON L HERMITE 
FINAL 


B ： VI VENT LES HOMMES 
ENCHOINEMENT 
ILS 

PARADIS TERRESTRE 
ELE6IE FUNEBUE 


20 年近いキャリアを誇り、今なお活躍を続けるジヱラール•マンス。メ 
ロディアスなオーケストラとボーカルを中心とした現在の彼のサウンドは 
完成度の高いアダルト感覚のポッブスであるが、70年代初期の彼は正にフ 
レンチ.ロック界の寵児であった。本 2nd は彼の 10 枚を越えるアルバムの 
中でも最もクリエイティヴな作品であり、フレンチ•プログレッシヴ•口 
ックの黎明期を代表する1枚でもある。作詩、作曲、オーケストレイショ 
ンを全てマンスが担当し、ダイナミックで迫力に富んだ音作りがされてい 
る。弦楽器、フルート、チュンバロ等に女性ボーカルが絡む展開は一瞬才 
パス•アヴァントラを彷彿させる。また、クラシカルかつリリカルなオー 
ケストラをバックに切々と歌い上げる男性ボーカルも印象的である。（賀） 



MELM0TH 

La Devanture Des Ivresses 


Arion 

30T0 79 廃 

A: Le Voyage D’hiver 
Vous Direz Que Je 
Suis To mb さ 
La Mort Multicolore 


1969 年 

B: Papier A Fleurs 
Le Blues Interminable 
De La Pr さ posfie Au 
Chalet D’aisance 
Bureau D’emigration 
Mary-Flord Bell 
Le Voyage D’hiver 


このレコードは仏ロックを語る上でとても重要なものだ。デビュー.ア 
ルバムにも拘わらず、卓越した才能をフルに活かしており、充分な実力を 
見せつけている。特に「人生は夢だ」は仏ロック独特の美しい翳りのある 
代表的な曲ではないだろうか？ そして「スープじゃないよ」はフランス 
の大道芸的なものを感じる事ができる曲。この様に仏ロックシーンに欠か 
す事のできない要素を全て持ち合わせた最もフランスらしさを感じさせる 
アルバムの1枚ではないだろうか？ このアルバム発表ののちに、大幅な 
メンパー.チェンジがあり、アラン•ジャック.シヴィリザシオン （ BYG )、 
バルタザール （ Vogue ) のメンバーを加えた。マルタン.サーカスほ、エマ 
ニュエル.ブーズと共演した事もある。 （山田美雪） 


MEMORIANCE 

Et Apres... 

Eurodisc 1976 年 

913 084 廃 

A: Je Ne Sais Plus B: Et Apr さ s … 

La Grande M さ moriance Tracsir 


69 年にクラシック畑のフランスの名門、アリオン.レーベルよりリリース 
されたメルモスの1 st アルバム 0 メルモスとは後にゴングとの共作をシャ 
ンダール.レーへ:ルよりリリースするダシヱル.エダヤその人のことで、 
彼は70年頃には雑誌 ROCK & FOLK に現代音楽関係のレビュウを寄稿十る 
などはば広い活動を行っていた。このアルバムに聴くことのできるサウンド 
は当時、ソフト.マシーンやゴング達が行っていた方法論によって創られ、 
すなわち現代音楽、フリーミュージック等の斬新な音楽性を取り入れ、ロッ 
ク•フィールドの中で開花させるといったもので、69年のフランスというこ 
とを考えるととてつもない高水準のアルバムといえる。ハヘンクはリシャー 
ル.ロー （ Sax ) を含む4人のミユージシャン達が起用されている。 （山） 


METAB0LISME 

Tempus Fugit 

CRIPT0 ZAL 6413 77 廃 

A:Apolres et Martyrs B:Khoros 

tempus Nadia 

La Danse des Automates 




アトールと同じアラべラ.プロダクション出身のメモリアンス 、 Golf D - 
rouot クラブでの Le Tremplin D’Or ( 金の踏切板）受賞をひっさげてのデビ 
ュー作である。彼らのサウンドは典型的なフレンチ.シンフォニック•口 
ックで、アトール、パンタクルといった良き先人達に影響を受けている。 
特にメロディックな曲創りが魅力である。しかし類型的過ぎる点と演奏技 
術の不足のためか、その先人達のレベルに達し得ていないのもまた事実で 
あった。が、それらの欠点も次なる 2 nd「UfiCUME DES JOURS 」 では大幅 
に修正されていた。完成度という点では明らかに2 nd に軍配が上がるが、 
しかしそれでもフランス臭さむき出しのこの 1 st も捨て難い。どちらをよ 
り魅力的に感ずるかは論の分かれる所であろう。 （城） 


フレンチシンフオニック隆盛期の1977年、 Metabolisme は本アルバム 
でクリプトレーべルよりデビューした。フランス語によるロックをポリ 
シーとしていたクリブトらしい、いかにもフランス然とした味わいのある 
アルバムである。同レーベルの Mona Lisa と比べると、決定的なヴオー 
カリストが居ないことや、幾分音がシンプルなこともあって、地味な印象 
を受けてしまうが、ピアノを中心としたキーボードブレイや、語りかける 
ヴ オーカ ルには、捨てがたい魅力があるのである。最近のフレンチシンフ 
ォニックの多くが、英語で歌う傾向にあるが、どうもしっくりこないもの 
が多い。やはりフレンチシンフオニックにはフランス語が一番なのだ!！こ 
のアルバムを聴くと、思わずそう思ってしまうのである。 〔洋〕 
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MONA LISA 

Avant Quil Ne Soit Trop Tard 

Crypto 1978 年 

ZAL 6440 廃 


A: Avant Quil Ne Soit Trop B: Tripot 
Tard Lena 

La Peste Creature Sur La Steppe 

Souvinirs De Naufrageurs 



MORMOS 

The Magic Spell 

CBS 64979 72 廃 
A ： HOMESIDE 

WALK IN THE LIGHT OF THE 
LORD 

0CT0BERS0N6 
PLASTERED IN PARIS 
DOVES ARE WHITE 
COWS IN MY C0L0RB00K 


Of Mother’s Wrath 


: HUSH( FOR LYNN'S PICTURE) 
NO. 5 IN THE BOOK 
RIT YELLOW 
LADY OF NI6HT 


モナリザは 72 年に結成された。中心人物はフランシス • ブーレ （ dr ) とジ 
ャン.ポール.ピールソン （ key ) である。彼らはマルチ.メディア.グルー 
プと呼ばれていた。それは、 P ミニク•ルダネのシアトリカルなヴォーカ 
ルを中心として、ライト • ショーや大道具•小道具をうまく用いた彼らの 
ステージが、ジェネシスの強い影響を受けていたことによる。アルカン時 
代のアルバムはトータルな印象に欠ける点があったが、メンバーチヱンジ 
を経た後のサード.アルバムと本作（フォース.アルバム）では、アルバ 
ム全体を-一つのコンセプトで統一して、卜ータルな印象を与えることに成 
功している。しかし、ドミニクが脱退した後のアルバムでは再び、全体と 
しては散漫な印象を与えるものになってしまった。 （宇） 


「Great Wall Of China (CBS S 64430 ) 71」に続く モルモスの 2 nd アルバ 
ム。前作発表後、多少のメンバー•チヱンジがあり、グループはボーカル、 
フルート、ギター、ウッドウインド、チェロをメインとする5人プラス作 
詩担当の 6 人編成となっている。そのサウンドは 1 st の延長線上にあり、 
極めて完成度の高いブログレッシヴ.フォーク•ロックに仕上がっている。 
各メンバーのプレイヤーとしての技量は素晴らしく音楽的教養の深さを感 
じさせる。メンバーは全員アメリカ人とのことであるが、作品から受ける 
印象は正にヨーロッパである。ヨーロッパ各国のファンの間ではメロウ. 
キャンドル、チュダー•ロッジ、スパイロジャイラ等と並んで最も高く評 
価されているフォーク.ロック.グループの一つである。 （賀） 



MICHEL M0ULINIE 

Chrysalide 

Crypto 
ZAL -6441 廃 

A: Le Ballet Des Mouches B: Le Philtre D’Echordus 
Les Cordes De La Mer Lente Course 
L’ さ cho De L’acier 



MOVING GELATINE PLATES 

Moving Gelatine Plates 
CBS 

64399 廃 

A ： London Cab B: Last Song 

X-2 5 Memories 

Gelatine 


ミシェル•ムリーニのおそらく l 枚だけであろうと思われるアルバム、 
「クリザリド」は全編、彼のソロ.ワークである。ギター、ベース、ヴァ 
イオリン、シンセサイザーをたくみにこなす彼のセンスは、例えば、チュ 
—ブラー.ベルズ期のマイク.オールドフィールドに近い音だ。アコース 
ティック.ギターの心休まる音色、流れをつくるエレクトリック.ギター。 
ドイツのボポル • ブフあたりが好きな人には好まれるかも知れないが、あ 
くまでフランスの音である。アンジュのフランシス.デカンのプロデュー 
スによって作られており、派手さはないが、いぶし銀のような名作である。 
なお、フランシスのソロ.アルバム「イストワール.ド.フー（フイリツ 

プス9101-212)」にも参加している。 （中） 


71年に 「The World Of Genius Hans (CBS 64146)」を発表した M . G . P . の同名 
アルバム。 2 nd アルバムと思われる。ユーモラスなジャ•ズ.ロックとでも 
言うべきサウンドである。3、4、5あたりのソフト.マシーンをフランス風味 
で演っている、という印象を受ける。ジ x ラール.ベルトラム （ g . vo )、 モー 
リス•アルマンジュ （ kb, 4 sax )、 ディデ ィエ‘ティ ボ ー （ b ， vo ) 、 ジェラール. 
ポン （ ds ) の4人である。 「天才〜」 の方には、トロンボーン、バスーン、ヴ 
ァイブ等が加えられている。ジャズのサックスとドラムに、ロックのギタ 
一とベースを足した音楽性は、ともするとフュージョンになりがちだが、 

リズムの詰めの甘さがこのバンドをフランス風ジャズ.ロックに押えてい 

る。 （中） 



オメガ.プラスはマグマの初代ギターリストとして知られるクロード. 
アンジェル （ g , vo ， fl ， s - recorder , t - recorder ) が Gerard Levy ( b)、Marcel 
Engel ( ds , vo ) と結成していた トリオ である。 A 面にはクロードのブルーズ 
ィで 乗り の良いギターとボーカルを 中心に したクリ ームの 影響 下にある作 
品、フルート、 アコー スティック.ギターを バッ クにクロードが 感情を込 
めて歌い上げる 叙情的な 作品、リコーダーによるユーモラスな小作品等が 
収められている。一方、 B 面は16分を越える大作で、キング.クリムゾン、 
アモン，デュール、ファウスト、ジミ•ヘンドリックスを融合させたかの 
よう な 斬新 かつ 力強い 演奏が 展開され ている。60年代のフレンチ•ロック 
• シーンが生んだ 最も クリエイティヴな作品の1つと言える。 （賀） 


ヴォーカリスト、オメタクサリアの事実上の1 st アルバム。フレンチ. 
ロック界では優能なセッシヨンマンとして知られるジャン•ルイ-ビュッシ 
との共作という形式をとっている。ここでのビュッシはジャズ的要素は余り 
感じられなく、クラシカルなピアノを全編弾きまくっており、時として印 
象派からの影響のあるみずみずしさを感じさせてくれる。一方オメタクサ 
リアのはうも重みのある素晴らしい歌を披露してくれていて、2枚組とい 
う大作を中だるみなしに歌い切っている 0 バックを彩るアーティスト達も 
緊張感のある見事な演奏である。尚、オメタクサリアは79年に 2 nd 「 ANTI - 
L 0 PE 1」をやはりビュッ シの協.力 の基に創るが、弱冠パワーは落ちてしまっ 
たのが残念である。 （山） 
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OPALE 

La Derniere Toile Du Maitre 

PodomfOD 02 ’81 廃 

Didier Carmier-vo, g t b, org Luc Debuire-vo, a, p, org 
Yves-Marie Debuire-p, el. p, syn Jean-Louis Georges-vo, g Guy 
Gilbert-ds 


OPEN AIR 

Same title 



Chicago 2000 90015 5 78 廃 

A:Strange Form 
Little Annie 
The Creation 
The Trickster 


Bieavin My Place 
The Banishment 
A Night Bird 

What Have We Got There 


81 年に自主制作されたオパールのアルバム。 ac ギター、ピアノを中心 
に非常に洗練された美しい旋律が楽しめる。フランス語独特のヴォーカル 
が何とも耳に心地よい。それを控え目ながらも温かなシンセ音がそっと包 
み込む。華麗なキーボードプレイ等は一切盛り込まれておらず、純正のシ 
ンフォニックロックとは言えないかも知れないが、丁寧な手作りの音を積 
み重ねることにより驚く程みずみずしい世界を築き上げている。作品の完 
成度、演奏技量とも同年代にリリースされたアルバム群の中ではハイレべ 
ルの部類に属していると言える。なお、同レーベルからは本作よりカット 
されたシングルが出ているが、今のところ新作が発表されたというニュー 
スは聞かれない。 〔江〕 


Open Air のおそらく唯一のアルバム。元 ALice の J, P, Aufredo がメ 
ンバーとして名を連らねている。サウンドの方は、典型的なフレンチシン 
フォニックであるが、全編に渡って英語で歌われている為か、それ程フラ 
ンス臭さは感じさせない。小曲ばかりであり、音がやや軽いこともあって、 
一聴しただけでは印象が薄いかも知れないが、聴き込むにつれて良さが伝 
わってくる仲々の佳作なのである。特に細部まで丹念に行きとどいたアレ 
ンジがアルバム全体を爽やかでかつ味わい深いものとしている。 

プログレ=ドラマチックな大曲としか考えていない方には不必要なアル 
バムかも知れないが、フレンチシンフォニックをこよなく愛する方には、 
是非聴いて頂きたいのです。 〔洋〕 



オズは主に「ベスト」というフランスの音楽誌で評論家として活動して 
いた エルべ. ピカールが 作った パン ドで メンバー も実際には ピカー ルー 人 
だけである。このアルバムではゲストにエルドンの リシャール. ピナスと 
フランソワ.オジヱが参加し、エルドンに近い演奏をしているがエルド 
ンよりは幾分けだるく重い雰囲気を持っている。アドニアとは架空の惑 M 
でジャケ裏にストーリーが書かれてある。 パン ド名もフィリッフ。.ファー 
マーの 小説のタイトルからとられていて S F 的要素が強い作品に仕上って 
いる。圧巻は B -1 のピナスのギターソロでオーガズム. マシーン という享 
楽を得る機械で人々が狂気の宴を繰り広げてゆくのを見事に表現している。 
クレジットでは ピカー ルが曲を書いているがピナスとの共作。 （い） 



79年リリースのオリオンのアルバム。ほとんどのパートはフレンチ•シ 
ンフォニック特有のクリスタルなイメージで統一されており、アトールあ 
たりを少々小振りにした感じのサウンドと言える。シンセ系キーボードや 
フルートを多用した場面では実力が遺憾無く発揮されているものの、全体 
的にポップなフレーズが目立っており、もう少しアクの強い曲作りが欲し 
かったところだ。叙情的な展開に持って行こうとしても今一つ' 1 '泣かせる〃 
ところまで行き切れないのがいかにもフランスのバンドらしいところでも 
ある。だが、一部を除けば極く標準的な出来と言え、割と無難に,は聴きこ 
なせそう。ただし、爆発的な盛り上がりを期待するイタリア系のファンに 
は余り向かない作風だ。 （江） 


B . Pagganotti という名を聴いてマグマ.ファンならば “Magma live ” 
(75) での躍動するベースをまず思い起す人も多いだろう。それ以後のマ 
グマの骨格的役割を彼は担ってきた 。 Merci (’ 84) には参加せず、ほく同 
時期にこのアルバムは製作されたと思われる。サボート陣に p a t r ic 
Gauthier ( Key ) Maria Popkiewicz ( vo )、 その他、ブロ デュースに 
Laurent Tibault を迎えている。その音楽的様式は Magma 出身者のソロ 
アルハムの中でもとりわけ 5 母体ぐとの相似性が強い。 Gauthier - Pagga - 
notti とくればあの “ Werdorje ” であるがこのグループは Magma の支部 
活動といつた感があった。本アルバムはむしろこの延長上のものであると 
いえるだろう。 


エマニュエル.パルー ナンは' 本アルバムの他に、エマニュエル•フイ 

ル.クロー ド名義で 、 「CHATEAU DANS LES NUAGES 」 （Cezame CEZ 10 
16) をリリースしている女性である。彼女はまた、コンフレリー•デ•フ 
一にも参加している。彼女の美しいヴォーカルを全面的にフイーチャーし 
たこのアルパムは、フランスやカナダのトラッドや、彼女自作のトラッド 
調の曲などが収録されている。どの曲も、印象的な歌詩とヴォーカルにテ 
ンションに満ちた弦楽器が伴う、美しくも透明な曲ばかりである。また、 
シタールをはじめとするインド系の楽器や、 ダルシマーな ども効果的に使 
われていて、催眠的な効果をも得ている。 （宇） 


“ WURD ” の名を与えられたこのコバイアの名誉市民は Vander の使徒 
として Magma Sound の伝承者となる決意を固めたようだ。 〔修〕 * 
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PATAPHONIE 

Le Matin Blanc 

FEERI MUSIC 
FEERI 178 廃 

A: Chanterelle 
Valse Noble 
Kerouac 


1978 年 


B: Rue Alice 
Le Matin Blanc 


1 St f PATAPHONIE 」（ P 61 e 0003)より遅れる事 3 年、ようやく発表されたパ 

タフ オ ニの 2 作 目。アンドレ.ヴイ オー （ g )、 ジル.ルソー （ d )、 ピエール- 
ド ゥム ロン （ b ) の編成になり、 サウンド もフリー•フォ ームで 雰閗シ(の押 
し流しの様であった前作から飛稅的に緊張度を増した。それは技 M と計算 
の上に立った変則的な曲進行、フリー昔との絡みによるもので後期クリム 
ゾンを总識したような部分も聴かれる。この「白い朝」と名付けられたァ 
ル バムは 同じフリップに影響を受けたリ シャール • ピ ナスの エル ドンとは 
異なった方法論 で 作られている。ジャズの要素を発散させた ヴィ オーとコ 
ンテンポ ラ リーの要素を押し進めた ピ ナスの差 だ。 本作発表後しばらくし 
てグループは 解散した。 （中） 


■.'ベ.:'.':.:：'. 


PERCEPTION 

Perception And Friends 

ADMI 01 廃 1972 年 

A: Colima B: Le Horla 

Adeqxi/Ville D’avril The Outsider 

Mamelai 


「 PERCEPTION(Futura GER 19 ) 71 年」に続くパーセプションのセカンド 
.アルバム。 本作品にはヨッコ • セファー （13,3も卜<：1)、デイデイエ. ルヴァー 
ル (b)、 ジャン=ミ •トゥ ロン （ds)、 ジーグフリード.ケスラー （ P ) のレギュ 
ラー.メンバーに加えて、テデイー•ラスリー （ 4 SS ) 、 ジャン=シャルル 
.カポン （ cello )、 よ F . ジ X ニー=クラーク （ cello ) ら多彩なゲストが参加して 
いる。全5曲、いずれもフリー•インプロヴイゼイショ.ンを主体としたも 
のであるが、曲ごとにメンバー構成が異なっており、蛮化に富んだサウン 
ドを楽しむことができる。この後彼らは 「 MESTARI(Le Chant Du Monde 
LDX 74555)73 年」を発表して解散する。その時点で既にセファーと トゥ ロン 
はザオとして活動を行なっていた。 （賀） 


^jPENTACLE 

: La Clef Des Songes 



ARCANE 
913 00 1 廃 

A: La Clef Des Songes 


1975 年 


Naufrage 
Lame Du 


Guerrier 


B: Les ftuvres 
Comp lot 
Le Raconteur 


「夢の神の鍵」と題されたパンタクル唯-のアルバム。全編に渡リ、美 
しくリリカルなメロディーを配したシンフォニックな作品である。彼らは 
メンバー個々も、またバンド全体としても決してハイテクニックの持ち主 
ではないが、リズム•セクションは実に堅実で、特にドラムは録茳の適切 
さも手 u くってか非常に術切れの A い]‘ f を聞かせてくれる。そしてその上に 
澄んだな色のキーボード群と悄感豊かなギター、そして叙情的なメロディ 
ーラインを持ったヴォーカルがちりばめられている。この地味ではあるが 
味わい深い作品が生まれた背景には、彼らを見い出し、またこのアルバム 
のプロデュースを務めた、アンジュのリーダーであるクリステイアン•デ 


カンの存在と力があった十卜を忘れるわけにはいかない 


(城） 



PETITES ANN0NCES 

same title 


BB 33.33 81廃 
：UNE MESUK, DEUX TEMPS, 
TROIX MPUVEMENTS S MOUV 
CRYSTAL 

LE TOUT PETIT TRAIN-TRAIN 

EXPERIMENTAL 

AFRO- JEROME 


B : LE CHAT QUI RE6ARDAIT LA LURE, 
DE DERRIERE 
ABOUL-BABEL 
DON'T SHOT THE BASSMAN 
THERESE’S BLUES 
ALLEGRO 24 BLUES 
FELLIN JUZZ MR. OLIVER ? 


プティ.アノンスは Olivier Joss ( b ) を中心に 、 Bruno ( ds)，Cyrille ( p ), 
Jerome ( g ), Laurent ( tp ) のヴェルドー 4 兄弟 、 Brigitte Marc hand ( sax ), 
Frederick ( syn , p ), Jean-Patrick Voindrot ( g ) の 8 人から成るセツション 
的色彩の濃いグループである。本アルバムは自主製作盤として発表された 
彼らの唯一の作品であり、全11曲と収録曲は多いものの、曲の流れがスム 
ーズで聴き易いものとなっている。切れの素晴らしいリズム•セクション 
とスピーディかつメロディアスなギターが一体となって熱演を展開するク 
リアライトをよりフレンチ•フュージョン風にしたかのような曲、リズミ 
カルなピアノのサポートを受けてトランぺツトがダルな感じのソロを披露 
する伝統的ジャズの影響下にある曲等は特に印象的である。 （賀） 



RICHARD PINHAS 

Phizosphere 


Cobra 

COB 37005 廃 

A: Rhizosphere Sequent 
A Piece For Duncan 
Claire P. 

Trapeze/Interference 


1977 年 


B: Phizosphere 



WlPOTEMKINE 

^ Triton 

Tartempion 
V30/ST7162 廃 

A: Asyle 
Crepuscula 
Loo lit II 


1977 年 


B: Liberserim Urb Et 
t De Via mo r 


Chant ] 
Eir^m 


エルドンの 5 th アルバムに続いて発表されたリシャール.ピナス初のソ 
口名義アルバムである。 A 面の4曲はいずれも完全なピナスのソロ作品で 
あり初期のエルドン同様フリップ&イーノとジャーマン.シンセサイザー 
. ロックの影響を感じさせる。一方、フィリップ.グラスに捧げられた B 
面はフランソワ•オジヱ （ ds ) とのデュオ作品であり、オジェの奔放なドラ 
ムとピナス独特の重々しいシンセが巧みにバランスした力作となつている。 
本アルバム以降、 「 Chronolyse(Cobra COB 37015 )78 年、録音は76年で1 st よ 
り以前」 「Ice Land (Iblydor 2393 254)79 年 」 「East West (CBS 84787) 80 年」 
「1：£化咖6(英1^186〇06)82年」と 4 枚のソロ •アルバムをリリースしてい 
る。 （賀） 


ポタンカンは、グバン三兄弟を中心としたグループである。これは彼ら 
のセカンド.アルバムである。この他に彼らは 1 st 「 FOETUS 」（ P 61 e 0010— 
再発は Tapioca 0010 ) 、 3 rd 「 NICOLAS II j(Phaeton 7801) をリリースしている。 
本作までは完璧なスタジオ.グループだったようで、ピアノ&ドラムという 
うクレジットもあったカヾ、サードではドラマーを加えて、ライヴが行なえ 
るようになっている。70年代後半のフレンチ•ジャズ•ロックのグルーブ 
の多くがマグマやザオの流れをくんでいるのに対して、彼らは全く独立し 
た位置にあるグルーブとして存在した。クールでインテリジュンスあふれ 
るプ'レイは、ハットフィールド& ノ ースを連想させる。 （宇） 




























RED NOISE 

Sarcelles-Locheres 

Futura 1970 年 

RED 01 廃 

A: Cosmic Toilet Ditty/Caka Slow 〜 Vertebrate Twist 
Obsess ion Sexuelle N'17 Galactic Sewer- Song Ob s e - 
ssion Sexuelle №2 / Red Noise Live Au Cafe Des Spo¬ 
rts/Ex is tent ia 1-Import Of The Screw-Driver Eterni¬ 
ty Twist 20 Mirror Mozarts Composing On Tea Bag 
And 1/2 Cup Bra Red Noise En Direct Du Buffet De 
La Gare A La Memo ire Du Rockeur Inconnu 
B: Petit Precis D’Instruction Civique/ Sarcelles C’est 
Cavenir 


「 POLLEN 」(75 年 ）、 「THE STRANDS OF THE FUTURE 」(76 年）に続く ピ 

ユルサの 3 rd アルバム。北部アイルランド民謡の「ダニー.ボーイ=ロン 
ドンデリーの歌」を歌う少女の哀しげなスキャットに導かれてアルバムは 
幕をあける。そしてそれに続くフルートとフルート.メロトロンの合奏の 
リリカルな響き。さらにその後もヴォルテージは下がる事なく、クライマ 
ックスの連続のまま終末を迎える。自らのペンになるオリジナル.ストー 
リーを基に創られたこのトータル.アルバムは、実に高い完成度を有して 
いる。それは全編に渡って「美しさ」と「哀しみ」に満ちており、彼らが 
それらを表現する事に掛けて、世界で最も才能あるグループの一つであっ 
た事を確信する。叙情派ロックの作品として正しく屈指の一枚。 （城） 


68年5月、バリケードに囲まれたソロボンヌ大学内でコンサートを開き 
—躍有名になったレッド•ノイズ。このアルバムは、オリジナル•メンバ 
一のフランシス.レモンニェらがコミンテルンに参加するために脱退する 
など若干のメンバー.チヱンジを経た後発表された唯の作品である。パ 
トリック•ヴイアン （ g ， vo )、 ダニエル•ジョフロワ （ b ， vo )、 ジヤン=クロード 
•サンスイ （ sax ^ vo )、 フイル.バリ ー （ ds ， g ， vo ) に加えて、ジョン.リヴァン 
ゴー （ org )、 オースチン•ブルー （ per ) の2人がゲスト参加している。 A 面では 
ロック、ジャズ、ポップス、効果音等が次々に飛び出すコラージュ的曲展 
開がみられる一方、 B 面はフリー.ジャズの要素を巧みに取り入れた実験 
的ロック作品に仕上がっており、中々の力作といえる。 （賀） 



CATHERINE RIBEIRO + ALPES 

Catherine Ribeiro +Aloes 


FESTIVAL 

FLDX 531 廃 

1970 年 

A ： Prelude 

B: Pi^lude 

Sirba 

15 Aoiit 1970 

Podme Non Epique 
Balia da Das Aguas 

Silen Voy Kathv 
Prelude 



CATHERINE RIBEIRO+ALPES 

Le Temps De L’Autre 

Philips 1977年 

910115 5 廃 

A: Le Temps De L’Autre B: Le Silence De La Mort 
Cette Voix Kel Epik Epok Opak 

Aimer Quoiqu’il Arrive 


カトリーヌ.リベロの 2 作目。デビュー作の 2 BIS から ALPES へと改名し 
ている。リベロはこのパトリス.ムールを中心とするアルプを率い、実質 
的には彼女均身を含めた一つの八ンドとして7作目に至るまでに 「 AMEI > 
EBOUTj (72) r PAIXj (73 ) r LE RAT DEBILE ET L’HOMME DES CHAMP - 
S 」 （ 75) 「 UBERTES ? 」 （ 75) を、それ 0 後「 PASSIONS 」（ 79 ) 「 LA DEBOUSS - 
OLE 」 （’ 80) を発表している。本作は a - g . に乗せたシャンソンの小曲とアルプ 
のやや浞沌とした池奏に彼女のうなるようなヴォイスや語り、叫びを乗せ 
た大曲から成る。どちらの傾向も彼等のサウンドの原皂と言うべきもので 
ある。またリベロのヴォーカルに関すれば円熟しきっていない初々しさと 
荒々しさを秘めている。以後の動向を占った初期の代表作と言える。（松） 


力トリーヌ.リベロの7 th アルバム。現在までに、彼女は2ビスと1枚、 
アルブと8枚、ソロ名義で3枚、計12枚のアルバムをリリースしているが、 
本作はボーカリストとしての実力を十二分に発揮した代表作の一^5である。 
女性らしからぬ重厚さを持った太く延びのある声に一層磨きがかかり、そ 
のうら悲しさを感じさせる表現力豊かな歌唱は、リズムを強調したドラマ 
チックな演奏やギターとキーボードを中 <、にした控え目ではあるが的を得 
た演奏と-体となって聴く者を圧倒する。 B -2 はアルプのみによるインス 
卜.ナンバーであり、メロディアスなキーボードと力強いリズムが印象に 
残る。以後、グループは活動を2年間休止、リベロは4枚のソロ（ピアフ 
とブレヴュールの作品を唄ったもの他）を発表する。 （賀） 



RIPAILLE 

La Vieille Que L’on Brula 
Baton Noir 
BAL 1300 3 廃 

A: Fils De La Lune B: La Veuve De Ricolas 

Le Jardin des Plaisirs Kremer 

II N’y A Plus Rien Le Sabbat Des SorciSres 

Satan さ Jardin Les Loups 

La Vieille Que L’on Brula 
Epilogue 



MICHEL RIPOCHE 

Equinox 

Atlantic 1975 年 

50194 廃 


A: Neptune 
Vimanas 

Hier Aujourd'hui Demain 
Mirage 


B: Tirer Pousser 
Equinox 

Entre Le Cie) Et La 
Terre 

Ballade R)ur B-B 


とても素敵なジャヶットにつつまれたリペーイュ唯一の作品。彼らの音 
の部分部分からは時々、ジ X ネシス、ジェントル.ジャイアント、アンジ 
ュといったグループの影響が見え隠れするが、それはこの作品の内容を伝 
える上であまり重要ではない。彼らは様々なアコースティック楽器を多用 
し、それがエレクトリック楽器と実に程良く溶け合っている。そして伝統 
性を重視し、鮮明なる場面展開を聴かせる曲創り及び構成力も見事だ。し 
かし彼らのこの作品を語る上で特に忘れてならないのは、メンバー個々の 
表現能力が極めて高い、という点である。それは彼らが器用である、と評 
しているのではもちろんない。対して言うならば、彼らは音楽を知ってい 
る、という事だ。故に安定した内容の作品となっている。 （城） 


兀ズーのヴァイオリニスト、ミシェル.リポーシュの1 St アルノ くム。ズ 
—自体がそうだったように、決してプログレではないし、いわゆるジャズ. 
ロックとも一味違う。ごく普通のロックをヴァイオリンをメインにして演 
っている、という印象を受ける。この作品（以後の作品もそうだが)では、 
フランス独特の渋みというものはなくて、ラテン民族の脳天気な明るさが 
ある。ハ。リ.コンセルバトワールの出身。スタジオ.ミュージシャンとし 
て、あるいはヴァンゲリスへの参加などマイナーなレベルでの活動が多い。 
他の作品としては、「コントゥ•ミュジコ （Atlantic 50350)」、「ヴォリュブ 

夕-なんと、肉欲という意味-(加 Cadence CAD -1009 ,又は仏 Spslax 8. 

6832)」がある。 （中） 


\ / 解 嫌 |:ご 血 〆 •く 9 ’ •： パ，^ 



























ダヴィド.ロウズの唯一のリーダー.アルバム。ハヘンクはトランジット 
•エクスプレスがガッチリとかためている。本作は、いわゆるフレンチ. 
ジャ ズ.ロックの名盤であり、ブーヴィエ、ジュゼリ、ペラトネもさるこ 
とながら、ロウズの安定したテクニックに支えられた、銳角的なプレイと 
表現力は、群を抜いているようである。近代楽曲風の A -5 を筆頭にクラシ 
カルの要素の強い楽曲が多いが、リズム.セクションはジャズ•ロックの 
ビートを強く打ち出しており、確実なロウズのヴァイオリンが絡み合って 
見事なアンサンブルを表出している。トランジット.エクスプレス亡き後 
は、自己のバンド、ロウズを結成、2枚のアルバムを発表し、現在は、ブ 
ルー.ロウズという名で、ポップな音楽を演っている。 （中） 


ジャン.ピエール • アラーサンと kb のアンリ • ガルラの双頭グループと 
思しきサンドローズの唯一のアルバム。共に元エデン.ローズのメンバー 
て•あるが、そこではガルラの音楽性が強く反映されていた。しかし、この 
アルバムになると、ローズを前面に押し出そうとして、 T ラーサン本人が 
前面に出てしまったのである。シャウトするローズのボーカル（英語で歌 
ってる）と、ブレークの後に出てくるメロトロンの嵐、さらにアラーサン 
のたくみなギターが絡み合う様は典型的なシンフォニック* ロックだ。多 
少古い感じは否めないが、時代を超越した素晴らしさがここにはある。こ 
の前後、アラーサンは幾つかのアルバムに参加しているが、このアルバム 
が第一絶頂期の頂点を極める作品であろう。 （中） 



75年11月21日、ライムにおけるライヴである。タイトルはハンガリー産 
のたくましい馬のことである。 ヨッコ. セファーは、テナー • サックス、 
ソプラノ •サックス、クラリネット、ピアノ、そして自作の楽器『カムカ j 
を自在に使っている。ソロ .アルバムであり、彼の他のアルバムよりもフ 
リー.ジャズに近く、ジャズ.アンサンブルとしてのパーセプシヨン、ジ 
ャズ.ロック. ユニット としてのザオ、異教的なスピリチュアリティを感 
じさせる一連のネフヱッシュ • ミュージックなどとは異なり、ここでは、 
彼のコンポーザーという面よりもむしろ一人のサックス•プレイヤーとし 
ての面が強調されている。インプロヴィゼーシヨンが主体であるが、 エス 
ニックなものから得たようなプレイも多く、興味深い。 （宇） 


r Delire ( lVfosfe-Naim MN 12008 )76 年」 「 IMA ( Moshg-Naim 12010 )77 年」に続 
くネフ x シュ • ミュージック最終作品である。前2作にも参加していたク 
ワトール.マルガンに加えて、ドミニク.ベルトラム （ b ， IMA にも参加）、フ 
ランソワ.レゾー （ds) がセ ファー をバックアップしている。このアルバム 
に収められた音楽はクラシックからロックに至る各種音楽の融合物とも言 
うべき形態をとっているが、その本質は紛れもなくセ ファー の魂の音楽で 
ある。彼のサックス、ピアノとクワトール•マルガンの弦楽器を中心にボ 
イスとリズム•セクシヨンが絡み合い曲は進行する。セ ファー がプレーヤ 
一としてのみならず作曲家として実力を十二分に発揮した力作である。現 
在、彼は大作 「 Chromophonie 」 に 取り組んでいる。 （賀） 



WILLIAM SHELLER 

Lux Aeterna 

CBS: 6503075 廃 



SHYLOCK 

uialorgues 

CBS 

82189廃 

A: Le Quatri^me 
Le Six i さ me 


1977 年 


B: Le Cinquidme 


エマニュエル. ブーズのアレンジャーとして知られるウイリアム•シエ 
ラー。ブーズの作品が派手に騒がれる一方で、本作は地味なカヴァーも災 
いしてかそれ程評判にはならなかった様だ。しかし、ブーズの作品群にも 
比肩すべきその驚くべき完成度の高さは耳にした者なら誰もが認めるはず 
である。彼自身が指揮するオーケストラと壮大な混声合唱団を大胆にフ 
ューチャーして一種独特の陰を宿したシンフォニーが繰り拡げられる。そ 
の狭間を縫ってシンセ類がうなりを上げ、束の間の ギター ソロも展開され 


シャイロックの1 St アルバム。厳密に言えば上 I 己の CBS 盤はオリジナル 
ではなく、前年の76年にタイトルと同名のジアロルグ • レーベルから出た 
物が初回プレスである。編成は g . key . dr •の3人で、 b . はギタリストが兼任し 
ている。全体的な音の印象は非常に攻撃的で、後期キング • クリムゾンか 
らの影響を感ずるが、それはギタリストがその奏法を R . フリップから多く 
学んでいることによる。が、同時にキーボーダーのセンスはクリムゾンの 
それとは異なっており、彼の存在がバンドの単なる類似化を防いでいる。 


る 他、幻想的な演奏を バックに しての虚ろな女性 ヴォ イスも印象的 だ。 ア 
ル フレッド. カリ オン あたりの ファンには たまらない内容で あるが、 5 プ 
ログレッシヴ•ロックぐの 一言で片付けてしまう には 余りにも重みの ある 
演奏で ある。 


新たにベーシストを加えた SncftLEDEFlfiVREjaS 年 、 CBS 82862) では本 
作の延長線にある大曲をメインにしつつ、即興の要素が強い曲も多く収め 
られている。なおこの2枚の海賊盤がある。 （城） 


EUROPEAN RKK CATALOG 





















SKRYVANIA 

same title 
DMR001 廃 

A: Tristan et Iseult 
Raid 

Chateau D’orph さ e 


1978年 

B: Intro 
Epap^e 


自主製作盤としてリリースされたスクリーヴァニア唯一の作品（フラン 
スのバンドであるがレコードはベルギーで作られた)。限定200枚というこ 
ともあって、フレンチ•ロック屈指のコレクターズ•アイテムとなってい 
る。5人のメンバーによる演奏は技術的に傑出したものとは言い難いが、 
彼らの音楽性がストレートに反映された内容となっており、自主盤ならで 
はの味わいがある。ややハードで力強いギターを中心にしたメリハリの利 
いた展開が聴き所である。いかにも自主盤といった感じの白黒ジャケット 
とあいまってファンの気をそそる不思議な作品である。以後の動向に関し 
ては、メンバーの1人がニュー.ウェイヴのバンドに加入したとの噂もあ 
るが詳しくは不明である。 （賀） 



SPACE ART 

3 (Play Back) 

CARRERE 67.575 廃 

A ： FOLKSTONE HOVERCRAFT 
JAURES 
PARIS VISION 


: LOVE MACHINE 
ALPHA DU CENTAURE 
PARTI 
PART 2 
PART 3 

PARAKEET ISLND 
WELCOME TO LOVE 


スペース•アートは 70 年代後期に3枚のアルバム （1 st : Space Art / Car - 


rere 2934101, 2 nd : Trip In The Center Head/Carrere 2934 104) をリリ 

ース したエレクトロニクス ユニット であり、基本的にキーボードのドミニ 
ク.ペリエとドラムスのロジャー•リツィテッリの2人で構成されている。 
本作は彼等の3枚目のアルバムである。彼等のサウンド•イメージという 
ものは、一言でいうとするならトリッキーなエレクトロニクス•ミュージ 
ックといえる。どれも水準以上の作品であるが、後期になる程、センスが 
洗練されてきており、かなりポップなイメージがあるものの、ヴィジュア 
ルに自由自在にエレクトロニクスを操る本作を代表作としておく。ドイツ 
品とは全く違う、正にフランスの音だ。洗練された良質のトリップ•サウ 


ンド。 ハイ •センスなジャンキーに0 


(山） 



SPEED LIMIT 

speed Limit 

RCA 

FPL 10101 廃 


A: Time’s Tune 

Breeze Borealis 
A Run Around The 
Block 


Jettatura 

Good Night Little Bear 
African Dance №3 


1975年 


B: Pastora Idyl 
Pastoral Idyl 
Lemon Tree 


Part 1 


Reaching The Stars 
To The Girl Of The 
Moon 


Pastoral Idyl Part 2 



STEP AHEAD 

Same Title 

RCA/PL 37604 ’82 廃 

A:EYES B:HEAVEN 

RIGHT OR WRONG ELEVEN DAYS 

THINKING HELL 

WHITE LADY 
THE END 


スピード•リミットのセカンド.アルバム。ヤニック.トップ ( b ， per ， vo , 
etc )、 ヨッコ.セファ —( ss , brcl , fl , vo ) 、ジャン.ルイ.ビュッシ （ p ， vo )、 シロ 
ック （ per )、 ジョルジュ•ジャンダ ( ds ， per ) から成る5人の正式メンバーに 
加えて、ミッシェル.リボーシュを含む4人のバイオリニスト、ジャン= 
シャルル.カポン （ cello ) がゲスト.参加している。 A 面には前作 「SPEED L - 
IMIT(Le Chant Du Monde LDX 74575 ) 74 年」をより軽快な感じにしたピアノ 
とサックス中心のジャズ.ロック組曲とトッブによつて作られた 「UDU W - 
iiDii 」 を思わす曲が収められている。一方、 b 面はセファー作曲の組曲で 
あり、ストリングス.アンサンブルを用いたメロディアスな曲とコンボに 
よるジャズ•ロックを聴くことができる。 （賀） 


このステップ. アへッ ドというグループはフランスのグループと言うに 
は、良い意味に於いて、あまりにインターナショナルな音作りのアルバム 
だ。イエスのジョン.アンダーソンを意識するが如く歌われる英詞による 
美しいボーカル.ラインといい、縦横無尽に飛び交うセンス溢れるギター 
ワークといい、流れる様なシンセ&ピアノのキラめくばかりの構成力とい 
い、どれを取ってみても超一級品。これだけのセンスとテクニックの演奏 
を、抜群の作曲力と構成力によって全編に渡り聞かせてくれるのだから、 
もう。フランス臭さは無いが、このアルパムは、80年代のブログレの中で、 
稀に見る大傑作アルバムである。なお、この LP からのカットのブロモー 
シヨン用の12インチ.シングルがある。 〔 UNO 〕 



シュブヴヱルシオンの唯一のアルバム。自主制作盤をポールがディスト 
リビュートしている。サウンド的にはポール.レーベルの一連の作品群と 
は異な 1 )、実験的なシンセサイザー • ミュージック的な面は少なく、メロ 
ディアスなプログレッシヴ•ジャズ•口.ックという作風に仕上がっている。 
メンバーは全く無名で、現在の消息は不明である。 A -1 はアコースティッ 
クなギターによるイントロではじまり、叙情的なヴォーカルと、シンフォ 
ニッ クというよりもジャジーな キー ボ_ドがからんでクライ マッ クスに達 
する。その他の曲もカンタベリー系列やカルプ.ディアン風のジャズ•口 
ック調かつメロディアスな作風もかねそなえたものが多い。 （宇） 


ザオの 「 Kawana 」で素晴らしいブレイを披露したディディエ • ロックウ 
ッド （ vln ) とジャン•ミ•トゥルオン。この契機として、2人が自らの音楽 
性をよりダイレクトに反映させた音作りをするために結成したのがスルヤ 
である。グループには他に Francis Lockwood ( p ), Sylvain Maro ( b ), Luc 
Plouton ( syn ) が参加し、 J . G . Agostini ( g ) がゲストで加わっている。切れ 
の良いスピーディなリズムをパックにパイオリン、シンセ、ピアノが熱気 
を带びたインターブレイを展開する作品から安定したリズムを基礎にメロ 
ディアスでゆったりとした演奏が聰けるものまで、サウンドは緩急自在に 
変化している。作品としての知名度こそ低いものの、内容的にはフレンチ 
•ジャズ.ロックを代表する1枚と言える。 （賀） 
































FRANCE 



スウィごグ•ストリングス.システムは、その名の通り、6人の弦楽器 
奏者とクラヴィネット、ドラムスから成るグループである。 コン フリュア 
ンスを母体としており、リ ーダー のディディ エ . レヴァーユ （ b )、 ジャン . 

シャルル.カポン （（ cello )、 デニス.ヴァン-エッケ （ cello )、 クリスチャン 
.エスクーデ （ b ) の4人は同グループで共演している。他のメンバーもデ 
ィ デ ィエ •ロックウッド （ vln )、 ジャン-イヴ•リゴ ー（ vln ) (ともに元ザオ）、 
ジークフリード.ケスラー （ clavinette ) (レヴァーユのパーセブション時代 
の同僚）、ベルナール.リュパ （ ds ) と強者である。ジャズ•ロック、ジャズ、 
そして、ややフリー，フォームな演奏が小気味良く軽ろやかに展開された 



SYNOPSIS 

Minuit Ville 

SRC 351. 357 '79 廃 

A.MINUIT VILLE B:MEL0DIE SAOULE 

J0UE-M0I QUELQUE CHOSE DESERT 
VILLE ORACLE 


2nd LP “Gamme” が輸入され評判になってからもうすでにかなりの 
時間が経つ。 70 年後半にかけてからのフレンチ • ロックが紹介される先が 
けともなったレコードだったとも記憶する。このデビュー作は、ついに輸 
入されることなく終ってしまい、入手も難しいらしい。メンバーは 2nd 
とはヴォーカリストとべーシストがちがっており、演奏も粗削りなこころ 
が感じられる。まとまりすぎて少し個性に欠けていた 2nd に比べると、 
その未完成なところが、却って、われわれには魅力的に聴えるから不思議 
だ。作曲は全曲、 Christian Bolze, Hoff Christian によれもので曲の傾向 


は 2nd L P とほとんと'変わらないとはいえ、印象的なメ ロディが出現す 


名作である。 



BERNARD SZANER 

Some Deaths Take Forever 


IRC 005 

SOHOPRESSE 2S 068 16666 ’BO 廃 


A ： WELCOME 
RITUAL 
EXECUTE 


: RESSURECTOR 
TERMS OF REALITY 
THE MEMORY 
NEW 的 DY FORM 
SUSPENDED ANIMATIOI 
THE DIFFERENCE IS N1 
A KIND OF FREEDOM 


(賀） る。一番のいい令はクラシカルなイントロで始まる A ②で、泣きのメロデ 

イを奏でるギターがひたすら美しい。 〔吉〕 


ALL THAT GREAT 



TAI PHONG 

Windows 

Warner « W •パイオニア 1976 年 

56264 P-10364W 

A: When It’s The Season B: Circle 

Games Last Chance 

St.John’s Avenue The Gulf Of Knowledge 


バッハデンケル、ティム.ブレイクといったアーティストとの出会いが 
ベルナール.スジャネ ー ルをエレクトロニクス奏者としての道を歩ませる 
ことになった。又、マグマのツアーに照明係として同行し、平行してライ 
トショウを伴うエレクトロニクス.サウンドを創作していく。彼の最良の 
作品は80年にリリースされた本作であり、マグマのブラスキとパガノッテ 
ィが参加して制作された。エレクトロニクスを先駆して.創られた硬質なイ 
ンダストリアル.ビートが収録されており、この種のサウンドとしてはエ 
ルドンの 5 th(Un Reve 〜）と並ぶ秀作であると確信する。生き物のように 
躍動するエレクトロニクス•ビートは唯一無比のものである。尚、 1 st は 
“Visions Of Dune " ( IRC 003)、3 rd“Superficial Music ，’（ IRC 008)、4 th “ B - 
rute Reason " (Island 811319.1)、5 th“The Big Scare (New Rose New 34) 


「我々はフランス人のグループではない。フランス出身のグループであ 
り、イエス 、 P FM 、 アフロ ディテ ィス.チ ャイルド等と同じジャンルの 
音楽を演奏する j と語る タイ •フォンは2 人の ベトナム系フランス 人、 夕 
イとカーンを中心に75年に結成された。同じ年に出された同名のファース 
卜はアンジュが絶賛し 新人寅を とり、日本でも 「シスター •ジヱーン」と 
いう,曲がもてはやされた。翌年、 2 nd の本作が出され幾分まとまりを見せ 
たが 3 rd を発表して解 fc 、 86年に突如復活してシングルを発表している。 

この 2 nd は彼らの最高作と評されて いて ヴォーカルがやや希薄なもの 
の、誰が前面に出る訳でなく全員が同じラインでまとまってかもし出す叙 
情性あふれるエッセンスは群を抜いていると言える。 （い） 


「Maxi Single - である。 



TANGERINE 

De L’autre C6te De La Foret 

Arcane 1970 年代中期 

87.01 4 廃 

A: De LAutre Cot さ De La B:It’s Ending 
For€t Listen 


Death 

Meditations 

Libert^ 


Time 

Eveil 

Direction Sud 


(Hi) 



GHEDALIA TAZARTES 

Tazart さ s’ Transports 
Cobalt 
CBL05 廃 

曲目不明 


推定 1981 年 


ジャン.クロード. ポニ ャンのアルカン.レーベルは後にクリブト•レ 
一べルと改名された。これは改名前の同レーベルに残されたタンジヱリー 
ヌの初作であると思われる。彼等は続いて2 nd 「 M ^) MOIRE」（Crypto ZAL 
640 0) を、メンバーのヴァレリー•ブトウシュはポルランというグループ 
を率いて 「RfiVES CRISTAL 」（ Crypto ZAL 6414) を発表している。アコー 
スティック.ギターとフランス語の語感を活かしたヴァレリーの透明感あ 
るヴォーカルを中心とするサウンドはフォーク•ロックと呼ぶにはやや叙 
情的でそれはギターのアルペジオ、フルートの絡み、時折聴かれるキーボー 
ドのためである。メロディーに古さを感じさせるがフォーク • ロックの持 
つ繊細さとシャンソンの持つ陰りを備えており瑞々しさを感じる。（松） 


ゲダリア.タザルテのセカンド.アルパム。クリア ー• ピニール製なの 
でクレジット等は全くわからない。 CBL 05 という刻印がかすかに読みとれ 
るので、ファースト•アルバム 「 DIASPORA」（Cobalt CBL 02) のレコード 
番号から類推して、コハ•ルト•レーへ^レからリリースされたものかもしれ 
ない。ゲダリア • タザルテはロック•ミュージシャンというよりも現代音 
楽の作曲家に近い所に属する人物であろう。ファースト•アルバムにおい 
てミッシェル•シオンの曲をとりあげていることがそれを示している。夕 
ザルテの音楽は、高度にメタフィジカルなコラージュ.ミュージックであ 
る。ストリートノイズ、読経、世界各地の民族楽器、それら全てがアマル 
ガムとなって一体化したものが彼の音楽である。 （宇） 




M A R Q E 

EUROPEAN ROCK CATALOG 

ぺ . .. .細 X . : 略^ ；；-" ：i： '' V .• •: ： " ；：： : - ' % V . 























MAMA BEA TEKIELSKI 

La Folle 


Isadora 
LSL 9010 m 


A: Le Prfiau 
Le Vent 
Le Secret 
C: Le Pissenlits 


L’enfa 
Les C 


Clo wns 


1976 年 


B: La Mort-Musik 


D: La Folle 
Visages 



TERPANDRE 

Same Title 

DIONYSOS Dl 3003 ’80 廃 

A:LE TEMPS B:HIST0IRE DUN PECHEUR 

CONTE EN VERT CAR0USSEL 

ANNE MICHAELE 


ママ.ベア.テキエルスキー（本名ベアトリス.テキエルスキー）のフ 
ァースト•アルバム。このアルバム以前にも本名で何枚かアルバムをリリ 
—スしているが、フリー•フォームなヴォーカルというスタイルを確立し 
たという点で画期的なアルパムである。メンバーは、彼女の他に、ジル • 
テイネール ( p , syn )、 フランソワ*ジャンノ ー （ syn ^ sax ) 、ジャン.クロード 
• ダゴステイニ （ e - g )、 ジョエル.デュグルノー （ b )、 ナイジヱル•モリス （ dr ) 
といった実力者ぞろいである。彼女の書く詩は、子供の純粋な目を通して 
の現実批判、というテーマを持っている。ダゴステイニのギターとテイネ 
ールのシンセサイザーは緊張感にあふれている。またそれ以上に彼女のヴ 
オーカルはドラマティックな展開を見せている。 （宇） 


最近解明されつつあるフレンチロックシーンの中でも Arachnoid と並 
びずばぬけた音楽性を持っているのはこの Terepandre をおいて他にある 
まい。テクニック的には目新しくも、すごいというわけでもないのにかか 
わらず、彼らの作り出す音楽には輝くばかりの叙情性であふれている。2 
人の織りなすピアノ、メロトロン、シンセサイザーのキーボード群がサウ 
ンドの中心で A 面では静的要素が強く、特に A ②のメロトロンが雄大に響 
き渡るところは、その手のマニアとならずとも涙ものであろう。 B 面は6 
人のメンバーが一体となったジャス.ロック的傾向が強い、攻撃的な演奏 
も聴くことができる。その中にも、叙情的なところも忘れず取り入れ、曲 
を効果的に盛り上げている。この1枚で姿を消し、その後の活動について 
は分らずじまいなのが残念。 〔吉〕 



THALASSA 

Suffer And Misery 


PS ： 5037 ’82 廃 

PHILIPPE DARRIERE-OS, PER 
“NINO” MARTINEZ- 6.VO 
THIERRY NICOLAJ- B.VO 
MICHEL DASQUE- KBD.VO 



LAURENT THIBAULT 

Mais On Ne Peut Pas Rever 

Tout Le Temps 

BALLON NOIR 彳 978 年 

BAL 1300 9 廃 


A: Oree 

Aquadingen 


B: La Car a vane De L’oubli 
Mais On Ne ftut Pas 
Rever Tout Le Temps! 


Sw 

I 

Tran 


78 年頃からしゅう落の道をたどり始めたイタリアプログレ界とは対照的 
に、フランスのシーンは 70 年代終盤から 80 年代にかけて多数の好作品を輩 
出した。 82 年発表の本作もその中の一枚である。典型的なジェネシス•ス 
タイル。タイトなパートはほとんど見受けられず、美しい音色のキーボー 
ド系を中心に、持ち前のセンスの良さで透明感溢れるシンフォニックワー 
ルドを構築している。若干新し目の音作りであるがシンフォニックフアン 
には一聴の価値がある作品である。ただ、マリリオン以降のバンドに共通 
して言える強烈な個性の無さ、英語で歌われていることによる無国籍的な 
印象を嫌うリスナーにとっては少々不満が残るかも知れない。なお彼ら自 
身も作品内容が気に入らず市場からレコードを回収してしまつている。 

〔江〕 


マグマ等数多くのアーティストのプロデュースを手掛けてきた口ーラン 
.ティボールの唯一のソロ名義作。アマンダ. パーソン、 デビッド.ロー 
ズ、リシャール.ロー、フランシス•モーズ等.多くの協力者を得て製作さ 
れている。サウンドは透明感ある女性ヴォーカル、主に肖然荇である効果 
音、フルート、ヴァイオリン等の使用、マグマ風のプレイ等を部分的に折 
り込んだ変化に富むものであり、それらを包むように繊細な音色のアコー 
スティック.ギターとメロディアスで柔かな音色のベースを全体に配すこ 
とによって無理のない流れとまとまりを生んでいるものである。加えて柔 
かな咅色の統-感と穏やかに溢れ出す抑揚感の演出は、まさに彼の力量を 
示すところのものである。ジャケットはアンリ•ルソーの作品。 （松） 



TOTAL ISSUE 

Total Issue 

UA 

UAS-29174 廃 

A: Les Marins 

La Porte Ouverte 
uome Down 
Over The Shadow 


1970 年代前半 


Quiet Place 

Dis-Mais-Dis 

Resurrection 


アンリ•テキシ X 、アルド.ロマノ、ジョルジュ.ロカテリ等が結成し 


たポップ.ロック.ユニット、トータル•イシ■ューの唯一のアルパム。い 
わゆるフォーク.ロックに無理矢理突っ込んだジャズ風味が、何とも言え 
ず楽しい。ロカテリはすでに安定したブレイを聞かせる。クリス•へイワ 
ードのギターが美しい。もう一人のギター、ミシュ•リブルティは、ロカ 
テリに比べてよりロック的だが、今一歩である。このユニットがどういう 
経過をもって結成され、また解散していったのかは定かでないが、有数の 
ジャズ•ミュージシャンが極度にポップなサウンドを展開した事にキ裂の 
原因があったのだろう。文頭にあげた 3 人は、今でも第一線の現役ジャズ 
•マンとして活躍している。 （中） 



TRANSIT EXPRESS 

Couleurs Naturelle 

RCA 1977 年 

PL -37020 廃 

A: 10**^ Rue Est B: Au Dela Du Miroir 

Visite Au Manoir Le Grand Esc a Her 

Marchand De Sable Et Cathedrale De Verre 
Pere Fouettard Stress 

L’lmage Du Miroir 
Qui Done A Reve ? 


イヴ•シモンのトランジット.プロダクシヨンに所属したグループで、 
元々、イヴ.シモンのバック.バンドとして結成されており、バンド•ネ 
ームはシモンの小説「トランジット•エクスプレス」からとられている。 
当初は4人であったが、 2 nd 「オパス•プログレシフ」でゲスト参加のダ 
ヴィド.ロウズ （ vh ) が、本作では正式メンバーとしてクレジットされて 
いる。一般的に、トランジットの最高傑作、と言われるこの「クルエール 
•ナテュレル」は、ロウズがバンドの不可欠要素になってしまった事を裏 
づける音作りである。各人の完璧なテクニックと、そのエネルギッシュで 
プログレッシヴなジャズ.ロックはフランス独自のものであろう。この後、 
プロダクションの経済的理由により、パンドは解散する。 （中） 



92 — 93 



































FRANCE 



Yves Hasselmann ( p . org . vo ), Jacques Goure ( b ), Roger Gremillot ( ds ) 
から成る伝説のトリオ、トラヴュリング。彼らの唯一の作品である本アル 
バムは本作発表後活動を停止したフュトゥーラ.レーベルの最後を飾るに 
相応しいジャズ.ロックの名作である。ソフト.マシーン、ナイスの影響 
を感じさせる彼らのサウンドはジャズ的要素を内包しているが、本質的に 
はロック的手法に基づくものである。ハッセルマンのマイク•ラトリッジ 
を彷彿させるオルガン、キース.エマーソンにも通じる力強くテクニカル 
なピアノが最大の聴き所となっている。本作発表後グループは解散、ハッ 
セルマンはクリブト.レーへ C ル等から4枚の LP をリリースし、更にカセ 
ットによる作品を発表して、現在も活動を続けている。 （賀） 


トリ アン グルの フ T — スト.アルバム。メ ン バーの正式なクレジットは 
ないが、 ジャン= ピエー ル.プレヴ ォタ、 ハ。ピロン、フランソワ.ジャン 
ノー、マリウ. ロランツィ ーニの 4 人が参加しているものと思われる。当 
時、既に一部ではかなり有名な ジャズ.ミュージシャンだったジャン ノー 
の影響もあって、そのサウ ン ドは ジャズ 的要素を取入れたポップなロック 
となっている。以後、よりポップな 「VIENS AVEC NOUS ( Path 6 2 C 06411 
836)」、ステ ファン. グラッペリ （ vln ) をゲストに迎えた 「 HOMONYMIE ( Pat ¬ 
hs 2 C 0 6210873)」 を発表してグループは解散する。後に ロランツィ ーニは 
エデイ シオン. ス ペシ アルを結成、 パピロン も ソロ. アルバムを発表する 
また ジャン ノーは現在もジャ•ズ界の第一線で活躍している。 （賀） 



TRI0DE 

On N’a Pas Fini D’avoir Tout Vu 


Futura 
RED 03 廃 

A: Magic Flower 
Misomaque 
Moulos Grimpos 
Blahsha 
Lilie 


1971 年 


B ： Ibiza Flight 
Adeubis 
Come Together 
Chimney Suite 



JEAN TRISTAN 

Je Dois Ne Pas Me Taire 
Disques Alvar ds 
C495 廃 

A:Je Dois Ne Pas Me B: Sensation 
Taire Voyageur 

Quai De L'horloge Prisoi^ Centrale 

La Mort Sur La Place Face A Face 
Chanson Naus^e Noire 

Mon Coeur Est Une Cour 


フュ テュー ラと いえば、 フランス.ジャズ界 では 老舗と いったような レ 
一へ C ル だが、 残念ながら既に亡い。しかも意欲的に再発を行なっていたム 
ジカも倒産した。その フュテューラの 中でも、 RED のシリーズは、 レッド 
• ノイズ(01)、マホガニー.ブレイン （02) 等のロック色の強い作品を発表 
していたが、本作は、その系列中、最高の内容を誇っ.ている。 ドラマ チッ 
クな構成、リリカルな フルート、ブルースを 基本にした ジャズ. ロック . 
ギター。71年当時、これだけ本格的な バンドがフランスに 存在していた、 
というのは驚き以外の何物でもない。加えて、日本では、 マルタン. サー 
カスやズーぐらいしか紹介されていなかった頃、すでに彼等のような無名 
ではあるが実力ある 人達が 活動していたのである。 （中） 


ジャン•トリスタン （ vo ， g ) 自身、そして本作、参加アーティスト4名、 
一切不詳である。全曲、トルコ、スペイン、モザンビーク等計9名の前衛 
詩人の詩に彼が曲をつけて歌ったものである。作品自体は彼のシンギング 
を中心とした所謂シンガーの作品であるが、バックのアコースティック. 
ギター、ヴァイオリン、タブラ等の民族楽器等による演奏とそのメロディ 
一.ラインにジブシー音楽、イスラム色、或いは中近東色を反映しており、 
かつ暗い雰囲気を生んでいる。この暗さや民族楽器の使用は、多少にかか 
わらず特に70年代前半のフォーク全般に独特の共通事項であったことから 
本作もその頃の作品かと思われる。そして本作は彼が文学志向でありフォ 
—クという領域で意欲的なシンガーであることを物語っている。 （松） 



ト ロワジェム . レヴの唯一の作品。ブザンソンを首都としたかつてのフ 
ランシュ.コンチ州出身の6人のミュージシャンと1人の詩人によって作 
られたものである。シャンソン、フォーク、シンフォニック•ロックの要 
素を巧みに融合し、斬新でメロディアスな音作りがされている 。 Alex Abo - 
uladze の詩を切々と歌い込むボーカル、叙情的プレイを展開するェレクト 
リック.ギター、フォーク色の強いアコースティック.ギター、的を射た 
パッキングを端正に勤めるピアノ、きらめくような音色のシンセサイザー、 
シャンソンの香り漂うアコーディオン等による演奏は決して派手ではない 
が、非常に安定しており、聴き込むほどに味が出てくるものと言える。彼 
ら独自のサウンドを作り出すことに成功した名作である。 （賀） 


マグマの別名とも言うべきユニヴエリア.ゼタト。本アルバムはそのユ 
ニヴヱリア•ゼクト名義の唯一の作品である（他に本アルバムに収録され 
た2曲を収めたシングルが1枚ある)。クリスチャン.ヴァンデル ( ds )、 フ 
ランシス.モーズ （ b ， org )、 フランソワ.カーン （ p )、 テディ.ラスリー （ fl , 
org )、 ジヱフ.セファー （ sax )、 テイト•ピュアント （ tp )、 クロース.ブラ 
スキ （ vo , per ) のレギュラー•メンバーに加えて、クロード.アンジ ヱ ル （ g ), 
ザビュ ー（ vo )、 リオネル.ルディッシュ （ vo ) がゲスト参加している。当然 
のことながら、そのサウンドはマグマに酷似しているが、ラスリーの持つ 
リリカルな面が強く出た A -3 等、ヴァンデル以外のメンバーの個性が反映 
された箇所もある。マグマの作品に引けを取らない名盤である。 （賀） 






























UPPSALA 

Same Title 

UPPS 1114 ’84 廃 

A:ALGARADE 
COSTE AND JUKKA 
LES NOUVELLES 
BOUCLE AUX OISEAUX D'ENFA 
CE 


B:COUP DE FOLIE 
ETUDE NO 
UPPSALA 



URBAN SAX 

Urban Sax 

Cobra 1977 年 

COB 37004 m 

A ： Urban Sax Part 1 B: Urban Sax Part 2 


ジャズ•ロックという言葉はこのバンドの独特な雰囲気を伝えたいと思 
うときやや不適格だ。ギタリストでありボーカリストである Phil - 
lipe - Cauvin の持つ個性は色濃くこのグループを支配している。84年に発 
表されたソロアルバム “ Memento ” を聴くとギターとボーカルを中心に 
すえた構成で、メロデァアスで複雑な曲はセンシティブなギター、そして 
ハイトーンのまるでギターの弦のつまびき、あるいは揺らぎのような繊細 
なボーカルによって成り立っている。これがグルーブへと還元されるとよ 
りダイナミックかつ構築的なサウンドへと進化する。曲によってはマグマ 
を連想されるが、彼らはそう言われることは好まないようだ。 Magma の 
本質がプリミティブであるとすれば Uppsala はモダニステイックな知性、 


クリステイアン.ヴァンデ、エマニュエル.ブーズ、ジルべール•アルトマ 
ン等々は独自の明確な音楽性=コンセプト、個性を持ちそれを最大限に引 
き出す為の方法=楽器の技術、作曲力を備えているがその様な人材こそが 
まず芸術家に相当すると言えるのではないだろうか。アーバン•サックスは 
G •アルトマンのラード.フリーでのコンセプトを押し進めたテナ ー& アル 
卜•サックス奏者計16名から成るグループで他に同傾向の 2 nd「URBAN SA - 
X No .2 j ( Cobra COB 37017 )82 年には 3 rd ピエール •アンリとの共作 「 PARA ¬ 
DISE LOST」（Philips 6313 293) を発表している。本作は半ミニマル形式に 
乗せた不明暸で柔かなサックスの音の重なりから成る音響である。ラード 
.フリーでの奏者 A . デュべルネと J .P •テイローが参加。 （松） 


狂気を備えたバンドだと言えようか。 


〔修〕 



CHRISTIAN VANDER 

Iristan Et ^seult 

Barclay キング 1974 年 

80.52 8 廃 GXH 2025 廃 

A: Mala Welekaahm B: WainsahtH! 

Bradia Da Zimehn Iegah Wlasik Steuhn Kobaia 
Maneh Fur Da Zess Sehnnteht Dros Wurdah 

Fur Di Hel Kobaia Slims 

Bilim Tendiwa C’est La Vie Qui Les A 

Wohldiint Me M Deweless Menes La! 

Ek Sun Da Zess? 

De <Zeuhl> Undazir 



VENT D’EST 


Same title omega 67017 ’80 廃 

A:Traveller B:La Madonne Des Sleepings 

La Toile California's Calling 

Your Eyes East Wind 

La Dame En Noir Night Time 


イヴァン.ラグランジュ監督の同名映画のサントラ盤。後に EGG レーべ 
ルよりジャヶット違いで再発され国内発売もされたが現在は何れも廃盤と 
なっている。コバイヤ語によるクレジット、クロー . ブラスキ （ vo ， per ) 、ステ 
ラ.ヴァンデ ( vo )、 ヤニック.トップ ( b )、 クリスティアン.ヴァンデ ( p ， ele ~ p ， 
dr , vo )、 製作にローラン•ティボール（同項参照）が参加、から明白なように 
本作は実質的に 3 rd から 4 th に至る時期のマグマの作品と考えて差しつか 
えない。全曲 C •ヴァンデによるものでリズムを刻むピアノとコバイヤ語の 
ヴォーカルを中心に3 rd に近い演劇要素の濃いものである。また RETRO ¬ 
SPECTIVE VoLl ~2 j(RCA PL -37497 ’81 ) には本作のライヴ.ヴァージ 
ヨンを収録している。マグマの音楽性の核が凝縮された作品。 （松） 


RICHARD VIMAL 

Migrations 

Polydor 1978 年 

2393 209 廃 


プログレ系のアルバムを多数リリースしている Omega studio (元々はジ 
ャズの練習スタジオで、レコード会社ではない。）よりリリースされた 
Vent Dest 唯一のアルバム。オーブニングの軽快なナンバーを聴くと、思 
わず Asia Minor を連想してしまうが、聴き込むにつれて彼らの本質が、 
もっと女性的で愛くるしいものであることに気付くであろう。曲調はやや 
ポップであり、英語で歌われている曲もあったりするが、 Pentacle 思わ 
せるナイーヴな感性は十分に魅力的である。本作一枚のみでグループは解 
散、キーボーダーの Patric Witt はソロ活動に移り、アルバム 『For D . 
Js And Long High WaysJ を発表。ポップな好アルバムあるが、プログ 
レ色は大幅に後退してしまっている。近々新作もリリースされるらしい。 

〔洋〕 


1974 年 


A: Migration 




Les Litanies Des 

Animaux し ybernetiques 
Onirie 

Entre Deux Eaux 


B: Flatwoods Story 
Nous 


し e Retour Des Dieu X 




VISITORS 

Visitors 

Decca 

278.049 廃 

A: Dies Irae 

L’extra-Aventure De 
Villas Boas 
Terre-Larbour 


1970年に発表した.自主製作シングル、73年にバークレイ傘下の Zapa レ 
一べルからリリースしたシングル 「Je Vous Salue Leur France (Zapa BLY 81 
898) j 、 LP 「 Transparences(Polydor 2473 059)77 年」に続く 作品である。ヴィ 
マルの話では「ファースト.アルバムは全くプロモートをしなかったため 
800枚程度しか売れなかったが、本アルバムはフランスのみならずヨーロッ 
パ各国で積極的プロモートを行った結果、7000枚弱の売上があった。」との 
ことである。ヴィマルのシンセサイザ ーと ルネ.ラパールのア コース ティ 
ック • ギターを中心に展開されるメロディアスな演奏はジャケットの絵に 
象徴される甘く ロマンチックなものである。本作品に続いて80年には「入9- 
uarythmies(Polydor 2417 345)」を発表している。 （賀） 


ヴィジターズという名前のグループは世界中に幾つかあるが、これはフ 
ランスの74年に唯-一のアルバムを残したグループ。ロックウッド兄弟の名 
前がクレジットされている他、アンドレ.スカレリらしい顔写真もみるこ 
とができる。おそらく ロックウッドとしてはかなり初期の録音と思われる。 
フオルムラ.トレのファーストの1曲目、あるいはブリティッシュ.ロッ 
ク.ファンにはグレイシャスのアレンジでも知られるミサ曲「怒りの日」 
で幕をあける本アルバムは、フランスの74年という時期を考えるなら、か 
なり高水準のシンフォ ニック•へ ヴィー.ロックであるといえる。ロック 
ウッドのヴァイオリンが光っている。宇宙からの探訪者を一大テーマにし 
たスケールの大きな卜ータル的処理がなされている。 （山） 


marquee 

EUROPEAN ROCK CATALOG 


Trav 

I 

V 


_i_ : 


94-95 
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ワパスーといえばクリプト•レーへ:ル以後の4枚のアルバムが広く知ら 計5枚のアルバムを発表しているワパスーの 3 rd アルバム。ギュスタヴ 

れるところだが、彼等はそれ以前にも1 st シングル 「FEMMES FLEURS . フロベールの文芸作を椹に創られた卜ータル.アルバムである編成は 


b/w BORGIA (APGF AS 001)」そして自主レーベル PR 0 DISC より本アル 
パムを発表している。作詩.作曲、全てのキーボードを操るフレディ.ブ 
ルアを中心とする4人のレギュラー.メ ンバーの 他に多彩なゲストを含ん 
で製作されたものである。クリブトでの1 st アルバムの原曲とでもいうべ 
き A -3 を始め、未だ完成度は発展途上でありながら、彼等の独自なスタイ 
ルによる夢幻的なサウンドはすでに確立されている。クリスタルのような 
響きの「美」を創り出すワパスー。フランスの黎明に埋もれた貴重な--枚 
である。 （山） 


key . violin . そして g .& b .： TK 当の女件の計3人で、さらにゲストの女性ヴォーカ 
リストが#加している。この作品とその前後における彼らのサウンドの特 
徴は、いわゆるリズム•セクションが存在しない事と' 各楽器に極度のエ 
コー処理を施している点にある。こうして生み出された彼らの音楽は独特 
の浮遊感に満ち、また優美さと厳格さが混在しており、真にオリジナルな 
存在となり得ている。池奏技術が未熟な為、他のバンドでは到底プレイで 
きまいと思われる女性ギタリストも、このワパスーにあっては重要な個性 
となつている私が、彼らの独自性を証明している。 （城） 



C •ヴァンデを除くマグマ、エルドンのほぼ共通のメンバーが集まって 
出来たヴヱードルジュはマグマに近いへヴィーなジャズ.ロックを奏して 
いる。彼らはツアーや TV 出演等も行なっていたが、ピナスのバック.バ 
ンドであったという説もある。また一部スタジオ•ミュージシャン的な活 
動もしたようで、フィリップ.シャテルの「サンティマン」 （ RCAPL 37238) 
等に何人かが参加している。ゴ_ティエ=パガノッティが他のメンバーと 
対立し.活動短期間にして解散したが、当時活動の鈍りが’ちであったマグマ 
を真向から受け継ぎ、しかも前記の両者がヴァンデの手を離れて制作した 
だけあって、より躍動感に溢れ伸々としたプレイで埋め尽くしている 。 A 
面はパガノッテイ、 B 面はゴーテイエのそれぞれペンによるもの。（中） 


フランソワ. ベル テーメ C 7) ファースト •アルバム。 彼の 唄とエマニュエ 
ル.ブー ズの T LE JOUROCf LES VACHESj で お馴染みの アラン•スー 
ザン、ドゥ ドゥ •ヴエス（彼らはアリスのメンバーでもある）、 イヴァン . 
ジュリァンらの演奏が見事に一体化した素晴らしい作品である。”_ は大 
きく二つに分れ、一つはジャケットのデザインに象徴されるファンタジッ 
クでメロディアスなものである。 シャンソンの 香りが漂う ベル テ ー メの叙 
情的な哏声をギター、キーボード、オーケストラ等か，巧みにサポートして 
いる。 もう一 つはブーズを思わすハードで衝擊的なものである。リズムを 
強調した演奏をバックに彼が力強く 唄う。 また、曲と曲の間を「’さく“ 
さくら」のオルゴールで繫いだ部分が数ケ所あり印象に残る。 （皆、 
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フランソワ.ヴェルテ ーメの 2 作目。 BYG よりの前作は、暗くアン ニュ 
イなシャンソンを絶妙な才ーケストレイションをハヘンクに唄っていたが、 
本作はあきらかに前作を凌ぐアルバムだと言える。 A 面は場末のサーカス 
を想わせるようなうら悲しさを伴うシャンソンだがアレンジの奇抜さに度 
胆を抜かれる。 B 面はへヴィーさを伴う歌で埋めつくされているが、この 
アルバムの真髄はこちらの面にある といっていい。 まるで エマニュエル . 
ブーズ（しかも全盛期の）のアルバムかと想わせるようなベースのリフで 
始まり、熟を帯びた、パワフルな曲構成で息もつかせぬ B -1 からラストチ 
ューンまで素晴らしい流れを創り出している。ブーズやアラン.カーンら 
と親しく交流しているシンガーであるようだ。 （山) 


ヴィブラフォーン奏者口べール.ウッドのセカンド.アルバム。彼は本 
国フランスにおいてもそれほど有名な存在ではないが、その音楽活動歴は 
長く、本作品以外にも 1 st 「 TAROT (Edici ED 00 61020)」、ゴングの ピエー ル. 
ムーランらをゲストに迎えた 3 rd 「 VIBRA ROCK ( Fblydor 2393137)」 4 th「TO 
MBAC VIBE ( R)lydor 2393150)」と 3 枚のアルバムを発表している。本作品 
に収録された曲は、ゥッドの完全なソロである A -3 を除いていずれもがジ 
ルベール.アルトマン （ ds ) とのデュオとなっている。ウッドのプレイは 
多くのヴィブラフォーン奏者に見られるメロディアスなものではなくヴ 
ィブラフォーン独特の余韻を残す金属音を巧みに用いて音を組立てるとい 
r うパーカッション的手法に基づいている。 (貿) 
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WURTEMBERG 

Rock Fantasia Opus 7 

Sterne STE 26511 ’80 廃 

A:Rockopus 7 B:Concerto pour un minot 

Sous-titre Invitation vous avez bien mn 

Berceuse Gratinee Rockopus 

Pr6fixe et danse 
Allemandes 



元 Iris のキーボーダー Alain Carbonare が 、 Alain Markusfield との活 
動 、 Machin (プログレ ッシヴなトラッドグループ）を経て発表したのが 
本 アルバム である。 Machin 時代から用いていたブ サル テリ オン （中世の 
弦楽器）に自らの手で改良を加え（彼は楽器製作者としても著名である。） 
この四重奏を全面的にフューチャーして、透明で繊細かっ中世的気品漂う 
名作を創り上げた。ここではロック、ジャズ、トラッド、中世音楽が一体 
となって昇華され、至上の美となって結実しているのである。残念ながら 
フランスでの 知名度は今一 つの 様だが、 スイス、カナダでの 評価は高く、 
本 アルバムは、モントルーレコード 大賞を受賞している。 メンバー を一 新 
して製作される 2 nd も、本作同様高水準な作品が期待される。 〔洋〕 


元ユニべリア•ゼクトのボーカリスト、ザビューのソロ.アルバムである。 
収録された7曲はクリスティアン.ヴァンデ、ヨッコ.ジョフ.セファー、 
テディー•ラスリー、フランシス.モーズらマグマ.ファミリーが参加し 
たものとほとんど無名のミュージシャンがバックを勤めたものの2種類に 
大別されるが、両者ともザビューの個性を強く打ち出したブルース色の強 
い内容となっている。そうした中で、 B -3 に収められた 「Silent Angel 」 におけ 
るセファーのテナー.ソロは出色の出来と言える。このアルバムを発表し 
た後レーベルをソノプレスに変え、バック•ミュージシャンも一新して（リ 
シャール.口一がゲスト参加）、よりブルース色を強めた 「Zabu & Co ( Sono - 
presse Spot ST 69.643)」を76年にリリースしている 0 (賀） 



7〇年代初期、ミッ シヱル. ポルナレフをはじめとするフレンチ.ポップ 
スが日本にも紹介された。 シャンソンの 枠を越えた彼らの サウン ドは新鮮 
なものだったが、一部のアーチストを除いては、正しい評価を受けること 
はなかった。当時の評論家は全てをドラッグ.カルチャーの一語で片付け 
ようとした。本アルバムは日本盤が出ているが、特にそのライナーを見る 
と、はなはだしく誤解されているようだ。「蟬の夜 j と名付けられたこの 
アルバムは、センシティヴな感性に裏打ちされた叙情的な小曲集の A 面と 
ジャン.ピエー ル.アラー サンの ギター.プレイが素晴しい B 面の対比が 
興味深い。なお、彼の アルバム はこの他に、 「 VOLD ’ ICARE 」（ Pathe ’064 
12729) と 「 INUTILE 」 （同068 14489) がある。 （宇） 



「 Z = 之」 「 OSIRIS(Disjuncta 000004 )74 年」 「 SHEKINA(RCA FPL 1009 7) 

75 年」に続くザオのフォース.アルバム。参加メンバーは ヨッコ •セファ 
—( ss ， sopranino - s , vo，p )、 フランソワ.カーン （ p ， syn ) 、デイデ イエ•ロック ウ 
ッド （ vh ， b - vln )、 ジヱ ラール•プレヴォ （ b )、 ジャン=ミ. トゥルオン （ ds ) の 
5人である。驚異的リズム•セクションをバックに、セファー、カーン、 
ロックウッドの3人が時には一体となりメロディアスに、また時には手に 
汗握るインタープレイでスピーディに、演奏を繰り広げていく。そのサウ 
ンドはロックとジャズを中心にしてクラシックや民族音楽の要素も取り人 
れた極めて完成度の高いものである。グループはこの後 「 TYPHARETH(R 
CA 3712477年」を発表し、解散する。 （賀） 


ザオのファースト.アル パム。 セファー （ ss ， b ~ d ) 、カーン （ p )、 トウロン 
( ds )、 ジ ョ エル. デュグルノ （ b )、 ジャン =イヴ.リゴー （ vh ) の5人に加え 
て女性ボーカリスト、モリシア•プラトンが参加している。セファー、力 
ーンがマグマで得たものと自らのアイディアを融合させて創り出したサウ 
ンドは最高水準の完成度を誇る。プラトンのソプラノ •ボイスによるスキ 
ャットとソプラノ •サックスのアンサンブルを中心に、ピアノとパイオリ 
ンの各ソロもフィーチャーして、曲はスピーディかつダイナミックな展開 
を見せる。演奏は緊張感を伴ってメロディァスに進行する。切れのよいリ 
ズムも印象的である。それは、ジャズ•ロックという一言では決して表現 
できない、正に血がたぎるような音楽である。 （賀） 


ZNR 

iVaite De Mecanique Populaire 

Scopa 1 1979 年 

1000 2 廃 

FACE ZAZOU: Ancien automate mexicain Ecorcherie ronr 
antique por coeur ¢16/ Enchev^trement d^sordonne/ 
Alia lasse/La vieille montre/Tout debout/Pr in temps 
au jardin potager vu d さ n haut/Triste prose et vieux 
billards/Uarden party 

FACE RACAILLE: Chanson triste pour faire Nu au bain/ 

S さ rSnades italiennes/Trou de bl^ / Vieille chanson ir- 
landaise/M^moire d’un chien/Un veritable monstre a 
musique/Printemps au jardin potager vu d’en bas De¬ 
ux pieces elementaires pour piano et un prelude 

「-般機械概論」という逆説的なタイトルを持つこの作品は79年に発表 
されている。76年に発表された前作 「Barricade 3」を洗練/発展させた形にな 
っている。具体的には電気ピアノのトレモロ効果といった電気的な音色処 
理を排し、生楽器による室内楽曲集といった感じでまとめてある。多分、 
初めてこれを聴く人は、 BGM として聴き流してしまうかもしれない。だ 
が何度か流している内に、彼等のアイロニーやトリックが見えてくるはず 
だ。尚、メンバーのソロとしては エク トール•ザズーが81年に 「La Pervei - 
sita 」、 82年に 「 Dix - Huit 」 、83年に 「 Malimba 」（パパ • ウェンバとのデュオ）、ヨ 
セフ.ラセイユが83年に「6 Petites Chansons」「Les Flots Bleus 」 （パトリック. 
ポルテラとのデュオ）をそれぞれ発表している。 （千） 
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W. GERMANY 

SWITZERLAND 

AUSTRIA 



パラケルスス、ヤコブ*ベーメ、マイスター* エツ 
クハルト、クリスチ ャン* 口ーゼンクロイツ、ヨハン • 
ヴァレンティン.アンドレーエ、アドルフ•ヒトラー、 
アルフレート* 口ーゼンベルク、そしてルドルフ- 

シ ュ タイ ナー . ョ ー P ッパの中で最も才カルティズ 

ムが音楽化されているのはドイツである。 

ドイツの才カルティスト達は、何よりも霊的能力と 
直感力に恵まれ、それはドイツの音楽家にも言えるこ 
とである4それは舉に美と夢幻性を求めるだけの芸術 
家以上めものがある,私ぼ今でもロックならドイツが 
一番面白く奥深いと思っているのだが、それは何故な 
のだろうぃ 

ドイツの神秘学者ルドルフ* 'ンュタイナーがこんな 
ことを言っている。「オカルティズムを知るには新し 
い音楽を聴くだけで良い j その通りであり、ロックそ 
のものをオカルティズムで新しく解釈すると、今まで 
見えなかった部分が明白になって来る。ドイツ♦ロッ 
クは予言的であり、それと同時に v 疰人が地上を歩い 
ていた超古代の時代め記憶を持つ。言い替えれば、根 
源的な恐怖をも持っている Q それは人類の旧い記憶 V 
例えばァトランチス時代の•楽を一番よく現代に伝え 
ているのは、初期の.ドイツ，ロックである。これはキ 
リスト教の音楽（クラ:レック）を完全に否定したもの 
であり、古代の宗教、例えばエジプトのアモン神崇拝、 
ミト今教、ギリシ中のオリンポス神、あるいはペル 
シャのゾロアスター教、そしてドイツの主神ヴォーダ 
ノの復活に他ならない。バッハに代表されるバロッグ 
の伝統は、明らかにキリスト教会内の音楽であり、そ 
れ以前の音楽が不明であるからこそ、現代の音楽を聴 
く以外にない。異端としりぞけられた前記の宗教は、 

蘐富な音楽を持っていたと想像がつくからである。こ 
れを本気でやり遂げたのはタラシックではワグナーと 
マー f 一であるが、これは後にナチスと結びつく，戦 
後のドィツ♦ロッタこそは、アメリカのサイヶデリッ 
クに影響を受けながらも、独自に発擬し生き筵びた。 
そもそもロック自体が反キリスト教的だから、キリス 
卜教以前の音楽を知る手助けとなる、と言ったら、そ 
れは大げさだと思われるであろうか。しかし、ルドル 
フ ♦シ ュ タイナーは、「 5 度や？度のイ ンタ ー r ァル 

は太古の時代の夢幻的意識に返す効果がある」と霄っ 


ている。 太古の時代の音楽は、ヴ XルヴI ット * アン 
ダーグラウンドのジョン ♦ケールでは ないが、「反復」 
r く り返しの音楽 1 が主だったそうである。それだけ 
で 古代の人々は_い Xし 'T 脱魂软態に入って いたので 
ある.これが、例えばクラスター、 ノイ 、タンジェリ 
ン、シュルツ、カン等に受け継がれていると言えぬわ 
けがないではないか e 反復の音楽は必ず魔術的な効果 
を 持って いる。 他にも、 シュ タイナーは r 未来から現 
在の方に流れて来るものは本質的にマイナーだ v 短調 
tii とも言って いる。 これはまさに k イツ•ロックに 
も当てはまる。ともかく、音楽における魔術 v 錬金術 
と言える域にまでドイツ‘ ロックは達したと思える。 

ポポル * ヴゥやアシュ，ラ•テ ン ペルにはエジプト志 
扇、 アモン.デュー ル]!やアジテイジョン•フリーに 
は中近東志向が見て取れる。また、ダルダルの “UF 
〇” の内ジャケットには「近い未来、地球人をはるか 
にしのぐ頭_を持っ生物が地上に飛来し、地球を統治 
するであろう J という予言めいた事が書かれている。 
だから、通常言われている「ドイツのロックは暗ぐ重 
くラジカルで」という事の深い根拠を探ってみると 、I 
非キ I ?スト教的なオカルティックな世界の秘密にま'^:::: 
行き当たると思う d ョーロッパの秘教的な流れの一香: 
末に当たるのがロックであり、それはキリスト教、ギ 
リシャ •ローマ的なアカデミックなものに対し、..ディ 
オニソス的な夜の部分に相当するものである a それら：::；: 
の地下の暗流として伝えられた錬金術、魔術、占星術 
等め雛の知識は v 真に人間を開放に導き、自由を与 
えるものであるにも関らず、今世紀まで殆ど葬公開で 
あったのが何故かと篱えば、ひとえにそれらのものは 
全て、教会による迫害と、最悪の場合は火あぶりの刑 
が待っていたせいなのだ。ルネサンス以降でさえ異端 
排斥は盛んに行なわれている。やはり教会に迫害され 
たヤコブ•ベーメは「すべての神性と秘蹟は皆我々參 
肉体の中にある j と説き、ニーチ x は r キリスト教| 
そ人類の唯一永遠の汚点 j と言った B 現代はもはや、 
哲学と宗教の時代を終え、神秘学の時代である。っま 
り アンチ， テーゼではなく ジン* テーゼの時代である 〇 
現実に反逆するのではなく、現実を超えるのだ。現実 
が呪われた城ではなく、遊び場に、あるいは楽園にな 
る時代なのた％ 樣村 iw 字 






AMON DUUL 



ドイツ出身の ロック •グループに関する印象は、今 
と10年前では、極端に違うことだろう。70年代半ばま 
でのジャーマン. ロック ——それは混沌、前衛、破壊、 
両手一杯の DRUG を手にしたジャンキーの群。初期の 

ジャーマン.ロックはテクニカルである ことよりも、 
いかにサイヶデリックであるか。いかにブッ飛んでい 
るかが 問題視 された。 存在としてのへ ビィネス。ハー 
ラン.エリスン 流に言えば、『闇よりも暗く （Darker 
than Darkness )』。 

，68年、ミュンヘンに一つのコミューンが存在した。 
当初10〜13人の若者が、ここにいたと言われる。これ 
がアモン•デュー ルで ある。彼等は最初、うまくい っ 
ていたのだが、その年の9月には、政治的な方向を打 
ち出す一派とより音楽的な路線を求めるグループに分 
裂し、後者はアモン•デュール n (以後 ADD) と名乗 
るようになる。 

69年に、オリ ジナル•アモン. デュー ルのチームは 
| Psychedelic Underground」 ，丨 Collapsing Sing- 
vogel RtickwSrts」 の 2 枚を発表。前衛というよりは 
攻撃的、即興というよりは混沌。このような作品がレ 
コード 化されたという事は、時代の象徴でもあったの 
だが、或る意味では極端にすごいこ•とでもあるのだ。 

—方、 ADn の方は 「Phallus Dei」 を同年に発表。 
中近東系のメ ロデイ、電子音響、 Drug に導かれたデカ 
ダンス、サイケデリック.ロック、フリー.ミュー 
ジッタ；^、ミックス•ジュースのようにまとわりつい 
てくる感覚は他の追随を死んでも許さない。存在惑の 
ある音色群とフラッシュ•バックのような強引なリズ 
ム • チヱンジ。そして B 面全てを使って繰り広げられ 
る大作 「Phallus DeiJ はロック系フリー•ミュージ、シ 
ク史上、屈指の名作であり、人々に記憶されるべきも 
のであろう。 

翌70年になると、 オリジナル •チームの方は 「Para 
DieswSrts DUU1」 を発表。まるで静かな終末を現わし 
ているかのような本作は、意外なことに聴き安いサウ 
ン ドに仕上がっている。 だが、オリジナル.チームは 
これを最後に活動を止めてしまう。 ADD の方は2枚 
組 「Yeti」 を発表。2枚の内、1枚は即興という意欲 
作である。 クリス. カー レル （vln、g、sax etc)、 フォ 
ルタ. ログナー （Kbd)、 ピーター.レオポルト (dr) 
(以上、オリジナル.アモン.デュール出身）、レナー 
夕 • クナウプ （ VO ) 、ジョン•ヴァインツィール 
(g)、 デイブ•アン ダー ソン （ b)、 シュ ラット（ボ 
ンゴ）に加え、 オリジナル•アモン •デュー ルのレイ 
ナー.パウエル （g ) 、 ハンス. ウ ルリ ッヒ. ワイゲ 

ル （b) をゲストに迎えての作品があるが、グルーブ 
は当時日本でも『ロック共同体』という言い方で紹介 
されたように、メンバーは常に流動的であったようだ。 


続く 3rd FTanz Der Lemminge」 も2枚組のレコー 
ドで、 C 面は即興演奏であった。このあたりにも当時 
のいきおいを感じさせるものがある。 A、B 面はそれ 
ぞれ組曲形式（メドレーと言ってもよい）になってお 
り、ドラッグ•カルチャーの為の迷宮世界となってい 
る。 B 面のアコスティック•ナンバー「無力の天国」 

が、ただれて透きとおった朝焼けのように美しい。こ 
の 3rd は或る意味で 2nd と双子のような作品である。 
ホークウインド参加の為に D •アンダーソンが脱退。 
後任に元ェンブリオ、パスポートのロウター. マイト 
が参加している。又、ジミー•ジャクソン （Kbd) (同 
じく、元エ-ンブリオ、パスポート）がゲストで参加し 
ている。 

72年になると 「Carnival in Babylon」，「Wolf city」 

と 2 枚の作品を発表している。この時期の ADD は曲 
ごとの完成度を重視するようになっている。この路線 
は 「Wolf—-J で頂点に達し、以後、少しづつポップ 
色を増やし始める。 ADD の最高傑作がどれであるか 
は論議の別れるところだが、 「Wolf —」， 1st を推す 
者、 2nd か 3rd を主張する者と大きく 2つに別れるは 
ずだ。 

紙面の関係で余り詳しくは触れられないのだが、 
「Wolf —」は ADII にとって分岐点となった。73年には 
L • マイトが中心となってユートピア名義のセッショ 
ン.アルバムを発表。74年には ADII のイギリスでの 
72年のライブ(曲目は 2nd 及び 3rd のもの）を収録した 
「Live in London」、ADA 久々のスタジオ録音 「Vive 
la trance」 の2枚を発表。後者を聴いたファンの3分 
の1は 「ADD は終わった」と言った。グループはポッ 
プ路線を取り入れ始めたのだ。以後ディスコグラフィ 
にあるように、ヴォルテージを少しづつ落としながら、 
活動を続けていった。ただでさえ流動の激しいグルー 
プだったが、最後にはメンバーは C . カーレ ルが敗戦 
処理投手のように残っているだけとなった。（メン 
バーの出入りをもう少し知りたい方は筆者による 
「ユートピア」 （キングレコード K22P329) のライ 
ナーを参照。） 斉藤千尋 










CAN 


CAN のグループとしてのスタートは、68年•ホル 
ガー•シューカイ、 ミ カエル.カローリ、ヤキ•リー べツア 
イト、アーミン•シュミットの円人の基本メンバーに、 
デヴィッド.ジョンソンなるフルート奏者を加えて行 
なったコロンでのコンサートである。当時のプレイは 
仏.タゴマゴ社からのカセット、「プリヒストリック. 
フューチャー」で聞く事が出来るが、すでにテープ • 
エフヱタトを使用している。同時期に H . シューカイ 
はアルバム「カナクシス」の録音を行っており、現在 
た至るまでのサウンド.コラージュの手法をふんだん 
に活用している。その年の秋、 I . S の妻.ヒルデカルド 
(解散まで CAN のマネージメントを勤めた。）が黒人- 
マルコム.ムーニーをグループに加入させ、いきなり 
1 st アルバム「モンスター•ムーヴィー」を録音。何と 
オープニング.ナンバーの r ファーザー...」はそれま 
で唄など歌った事の無かったマルコムの2度目の練習 
時のテイクだと言う。 

68年、 I . S 名義のシングル「力ーマ.スートラ」を全 
員で録音した後、フリー.ミュージックに専念するた 
め 、 D . ジョンソンはグループを離れる。 CAN と言う 
名前はこの後になってやっと決定した。69年から本格 
的にコンサート活動を開始、現存するマルコム Vo . の 
テイクは全てこの一年に録音されたもので、彼は早く 
も7〇年の始めにアメリカへと帰ってしまう。彼は現在 
でもメンバーと交流はあり、後のダモ•鈴木脱退の際 
にも再加入をさそわれ、独行きの飛行機チケットまで 
用意したにもかかわらず、実現はしなかった。そして 
70年5月、ケンジ「ダモ」鈴木とミュンヘンで出会う 
わけである。その日の晚のステージに引っぱり出され 
た彼は、以来メンバーとして「フューチャー.デイ 
ズ」まで在籍する事になる。（ちなみに記念すべきこの 
日のコンサートは、彼が唄い始めるや客がぞろぞろ帰 
りだし、終了時には6◦名たらずのファンしか残ってい 
なかったと言う。）この後、多くのサウンド.トラック 
の仕事を手がけ、本来 2 nd になるはずだった「タゴ. 
マゴ」に先がけリリースする。このタゴ•マゴまでの 
録音は古城の一室をスタジオ化した場所で行われてい 
る。その71年末に 「Shikako — Maru — Ten 」 とカップ 
リングした「スプーン」が独国内で N 0.1のヒットを記 
録、グループの人気を不動のものとした。その後の72 
年、2月のフリー•コンサートでは実に一万人もの 
オーディアンスを集める。この時のステージは50分の 
記録映画「カン•フリーコンザート」として残されて 
いる。 4 th の「エゲ•バミヤジ」と前後して英国ツアー 
も行い、最高傑作との噂も高い「フューチャー•デイ 
ズ」を録音した73年夏、ダモ•鈴木はグループを離れ 
る。この脱退については「ニホバの証人の布教活動の 
ため」とか、「スタジオの中で突然寄声をあげ、走り出 


たまま帰らなかった」等の話があるが、定かではない。 

74年、四人編成の京ま「スーン•才_パー.ババル 
マ」を制作。カローリが Vo をとり、音楽的にも前作に 
ひけをとらない作品に仕上る。この後、レコード会社 
をヴァージンに移すのだが、間にアウト•テイク集の 
「リミテッド•エディション」が UA からリリースさ 
れている。誰が最初に間違えたのか知らないが、 H か 
らこのアルバムは「90ポンド」で売られたなどと言わ 
れたが、（通常レコードは3ポンド前後）全くのデマ。 
安価極まる97ペンスが当時の売価である。移籍第一作 
の「ランデッド」において行きづまりを感じた彼らは、 
元トラフィックの黒人べーシスト、ロスコ•ジーを加 
入させ、ホルガーがテープ、エフヱクト類に専念出来 
るようになったのもつかの間、元来持っていたアフロ 
指向のリズムに、彼はあまりに適しており、黒人音楽 
そのものへとグルーブのサウンドは変化してしまい、 
急速に独自性を失う結果になってしまう。「フロウ* 
モーション」と、ロスコと同じく元トラフィックの 
パーカッショニストを加えた「ソウ.ディライト」を 
期に、ついにホルガーがグルーブを脱退。その後の 
「アウト•オブ • リーチ」はとてもほめられた出来で 
はないが、しばらくのブランクの後発表されたラス 
卜•アルバ-ム 「 CAN (インナー•スペース）」では編 
集にホルガーが関ったためか、多少の独自性をとりも 
どしている。 

あまりに多種の音楽性を持ち、定まったスタイルを 
持たなかった彼らは、その後のセッション.ワークの 
幅広さを見てもうなずけるが、ホルガーを筆頭に全員 
が現在でも活動を続けており、特にパンク/ニュー 
ウ ： c ー ブ以降の ミ ュージシャンの中にも彼らからの影 
響を語る人間が後を絶たない。 中野泰博 














POPOL VUH 


ジャーマン.ロックの卜: 流が、まだ灾験色の強い サ 
イ ケデリック•サ ウンドやフ リ— •ジャズ、電子音楽 
などに彩られていた70年代前书から、ポポル.ヴフの 
サウンドは、既に異色だった。アヴァンギャルドでも 
なければ、シン フォニックで もない。サウンドの形態 
を第一の問題にするような商業1:.義とは無縁の、精神 
叶:界を荇楽で描く アーティスト、 ピアノ、シンセ サイ 
ザ ー、 ギター、 ドラム、 控え目な ヴォーカル.パート、 
おおよそこれだけの編成で孤高の美的感覚を持ち続け 
ている数少ない アーティスト である。仮に、彼等の比 
較的、穏やかな曲調が環境音楽と比べられることが 
あったとしても、一貫した強い宗教色でもって、区別 
されてしまうことだろう。 

屮心人物である ピアニスト、フローリアン.フリッ 

ケは、1944年1:.まれ、 ミュンヘンの 出身である。彼は 
ク ，ラッシッ クを学んだにしては、16枚にも及ぶ作品の 
中で、 F1 のさめるような指さばきを聴かせたことが、 
一度たりともないそれは何より、音の響きを大切に 
し■ようとする彼の姿勢に起因しているように思われる 
の だが事実、彼の旧友で著名な映画監督、 ヴェル 
ナー•ヘルツォークの 作品「生の 証明」 の中で、 フ 
リッ ケは シヨパンについて 語りながら、 ポポル.ヴフ 
からは想像もできないような、馴れた搢さばきで鍵盤 
をたたくのである。時にグループ結成以前の67年のこ 
とである。 



ボボ ル. ヴフの足跡は フリッ ケのそれである。71年、 
彼はマヤ文明の聖書に当たる 「p op ol Vuh」 をグルー 
プ名に用いて、デビュー作 「Affenstunde」 を発表す 
る。シンセサイザーによる音の響きの中に、民族打楽 
器や鳥の鳴き声が浮き沈みする、という作風は、72年 
の2作目 rin Den Garten PharaosJ まで続いた。72年 
後半、大幅なメンバー交代と共に、 フリ ッケはピアノ 
に転向し、サウンド形態も大きく変化する。韓国人女 

性ヴォーカリスト、 ディ ヨン •ユン、 Gila のギ タリス 
卜、コニー •ファイト、 Between のオーボエ 奏者、口 
ベルト•エリスク 等を迎えて、こうして73年発表され 
たのが、傑作 「Hosianna Mantra」 である。曲名が示す 
ように、彼等流のミサ曲を収めたこの作品は、ひっそ 
りと静けさが漂ようような曲調に、言い尽くせない奥 


深い味わいがある。フリッケは、この後、 Gila の2作 
H にゲスト参加している^そして 、 Amon Diiiil II か 
ら、新たなギタリスト兼ドラマーとして、ダニエル. 
フィッヒヱルシャーを迎え、4作 H 「 Seligpreisung 」 

を74年に発衣。オーボエの n 色が、ひときわ印象的な 
作品だった。75年から76年にかけては、フリッケ、 

フィ ッヒエルシ ャー、 ユンの ユニッ トで 「EinsjSger 

& SiebenjagerJ (75)、 「Das Hohelied SalomosJ (75)、 
「Letzte Tage Letzte NachteJ (76) の連作を発ぶす 
る。フィッヒヱルシャーの割合が増えたためか、3作 
とも、彼等にしてはロック寄りのサウンドである。親 
しみやすいメロディーの中にも、時折、聴く者を醒め 
さすかのような美的感覚がのぞくのも、この頃の作品 
である。また、76年には、フランスでヘルツォーグ監 
督の映両「アギーレ.神の怒り」が公開された際、そ 
のサントラ盤として 「Ageirre」 を発表している。一 
応、7作目ということにしたいが、映 _j 「アギ—レ」 

の初公開が72年なので、シンセサイザーと混声コーラ 
スからなるメイン.テーマをはじめとして、大半の曲 
はその頃に書かれているものと思われる。なお、この 
作品の再発盤、国内盤は、編集盤になっている。77年、 
シタール、タブラなどによる純インド皆楽の9作目 
「Yoga」 をイタリア. PDU から発表。この的後に2度 
目の目立ったメンバー交代があった。こうして、77年、 
ヘルツォーク監督の映画「ガラスの心」のサントラ盤 
として、10作目 「Herz Aus GlasJ を発表。フィッヒエ 
ルシャーのギターの他に、シタール、タブラもフィー 
チュアした力強いサウンドだった。78年にはイザベル. 
アジャーニが出演したことでも知られる、同じくヘル 
ツォーグ監督の「ノスフ： C ラトゥ」のサントラ盤を11作 
目 fBriider Des Schattens-Sohne Des Lights」 として 
発表。ブランス盤のみ、タイトルこそ 「Nosferatu」 な 
がら、収録曲はまったく別のもの。そして79年には、 

イタリア . PDU から13作目 「Die Nacht Der Seele」 を 
発表した。前作までとは、やや傾向が異なり、民族音 
楽調のパーカッションの使用が目立つ。この作品は後 
に、曲を組みかえて、アメリカで 「Tantric Song」 と 
してリリースされた。この頃から宗教色の重みが サウ 
ンド全体から感じられるようになり、また、曲もキリ 
スト教というよりは、古代宗教のイメージを想起させ 
るようになった。81年の14作目 rSei Still, Wisse Ich 
Bin」 は、その頂点にある作品である。83年には15作目 
rAgape AgapeJ 85 年には 「Spirit Of Peace」 を発表 
した。往年のコニー •ファ イ ト 等を迎えたもので、や 
や落ち着いた曲調となっている。なお、未確認ながら、 

1枚のシングルと、そして14作目の直後に中東の死海 
で撮影されたイメージ.ビデオも残している。 

松本昌幸 
















ASH RA TEMPEL 


理が、全編に施された、スペイシーな感覚のサウンド 
だった。こうして72年のセッション期を過ぎた頃から、 

アシュ•ラ•テンペルは、 マニュエル. ゴッチングの 

ソロ活動そのものとなる。73年には、当時、恋人だっ 
たロジ • ミュラーと共に 「Starring Rosi 」 をグループ 
の7作目として発表するが、マニュエルのラフなギ 
ターをバックにロジがつぶやく、といったたぐいのこ 
の作品は、初期の重苦しいサウンドとはうって変わり、 
また、非常に個人的なものだった。彼が本格的に独自 
の音世界を打ち出したのは、74年の8作目 「Inventions 
For ElectricguitarJ からだった。まだ幾分、荒目のギ 
ター.ソロが入ったりもするが、キーボードとギター 
のきめ細かい反復を多用した作風は、現在のサウンド 
の原点ともいえる。76年、フランスの Isadora から9作 
目 「New Age of Earth 」 を発表。前作を更に柔らかく 
したような、心地良いエレクトロニクス•サウンドで 
かためられている。美的感覚とエレクトロニクスの反 
復が微妙なバランスを保った内容だといえるかもしれ 
ない。この作品が、77年、 Virgin から再発売される 
頃、 アシュ •ラ. テンペ ルを アシュ .ラと改名してい 
る。78年の 「 Blackouts 」 79^■の 「 Correlations 」 80年の 
「Belle Alliance 」 は、リズム面の強化をはかる一方で、 
ポップな味付けもされている。あか抜けたギター•ソ 
口や、ディスコ調のリズムも、これまでには、ほとん 
ど聴かれなかったものだ。更に、8 4年の最近作 
「 E 2 E 4」 では、これまでの音作りをつきつめたよう 
な、ミニマル形式をとり込んだ作風だった。初期の、 
いかにもジャーマン.ロックらし I 、重苦しさからは、 
想像もできない程、平静なそして計算されたサウンド 
へと変化している。 松本昌幸 


アシュ.ラ.テンペルは、数 ある 70年代の ジャー マ 
ン•ロックを代表す る アーテイス トであるばかりでは 
なく、 グループの 変遷が、そのまま シーンの 変遷を示 
した。という点でも興味深い グループ である。 ス 
ティープルチェイス.ブルース•バン ドにいた ギ タリ 
スト、 マニュエル. ゴッチング が、 クラウス.シュ 
ルッヱ （ Dr )、 ハルトムート•ヱンケ （ b ) と共にアシュ 

.ラ.テンペルを結成したのが、70 年。翌年、シー 
ンの☆:役者ともいうべき、ロルフ.ウルリッヒ •カイ 
ザーが設立したマイナー.レーベル.、 Ohr からデ 



ビュー作を発表した。その後、シュルツヱが、シンセ 
サイザーを使ってのソロ活動を始めるため脱退し、一 
方、グループは3人のメンバーを加えて、翌72年に2作 
目 「 Schwingungen 」 を発表した。この頃の彼等のサウ 
ンドは、ブルース•ロックを下地にした即興演奏に、 
必要以上とも思えるエコー処理を施したものだった。 
彼等が英米の、当時ニュー•ロックと呼ばれたサウン 
ドに興味をもっていたことは、具体的には1作目の A 
面全てを使って展開される、マニュエル•ゴッチング 
の即興ソロや、2作目の B 面などに、ジミ•ヘンドリ 
クスや「神秘」期のピンク•フロイドの影響が、多分 
にうかがわれることから想像がつく。72年、彼等は力 
イザーが設立した、もう一つのレーベル 、 Kosmische 
Musik に籍を置いて、いわゆるカイザ——派のアー 
ティスト達と幾つかのセッションを経験する。 LSD 人 
体実験の件でスイスへ亡命していたティモシー.リア 
リー博士を迎えての3作目 「Seven Up 」 （72)、既にソ 
口活動に入っていたシュルツヱが rCyborgJ 期のサウ 
ンドをそのまま持ち込んだような4作目 「 Join 
Inn 」（72) は、この時期のセッションをアシュ.ラ•テ 
ンペル名義で発表したもの。この他にも、オムニバス. 
アルバム 「Kosmiche Musi ; k 」、カイザーが一方的に 
リリースした連名作 「 Tarot 」 「Cosmic Jokers 」 
rGalactic Supermaket 」 「Sci Fi party 」 丨 Gilles 
ZeischeffJ 「Planeten Sit — In 」 が残っている。これ 
らは、単なる音遊びとも受けとられるようなエコー処 













TANGERINE DREAM 


タン ジ ヱ リン.ドリームに関して全てを _ きつくす 
のは、このスペースでは不可能だ。何しろ 1 st アルバ 
ムのメン バーがエドガー.フローゼ、 クラウス.シュ 
ルツ、コンラッド•シ ュニッ ツヲー なのだ。本誌 13弓- 
の ドイツ 特集に も書かれていた通り、 クラフト. ワー 
クをのぞく、 ドイツ 電子音楽の流れは全てここから始 
まったと言って良い。とりあえずタンジヱリンと言う 
名前に限って話を進めてみたい。 

ドイツの初期のグループほとんどがそのルーツとし 
てのロック否定からスタ—卜しているが、彼らにおい 
てはへヴィなハード•ロック.バンドとしての前身を 
この 1 st アルバムにおいて解体している。彼らの指向 
は次作の「アルファ•ケンタウリ」までの間にギター、 
ドラムスと H ったロックの編成をも排除してしまい、 
1 st で模索したフリーな荇楽（いわゆるフリーミュー 
ジックでは無い）のためにキーボード.トリオと言う 
特異な編成として再スタートする。その点で彼らの原 
点でありひとつの頂点と H •えるのは 3 rd のツァイトだ 
ろう。黄金期を迎えるまでのメンバー、クリストフ. 
フランケとペーター.バウマンも揃い、そのインプロ 
ヴィゼーションによる感覚の異化と言うスタイルもこ 
の時期に明確とされた。 Ohr 時代の作品には未だシー 
ケンサーは導入されておらず、举調なオルガンとシン 
セの音のうねりを主体に構成されている。（ちなみに悪 
名高き M . M 誌一本誌ではない一が始めてアルバムレ 
ヴューで0点をつけたのがツァイトである。）この Ohr 
のアルバムが評判になり英国ヴァージンと契約、彼ら 
の名前を世界的に有名にした。聞き手のイマジネー 
ションをかき立てる、メロディを持たないフレーズと、 
元ドラマーであるフランケの刻々と変化するシークェ 
ンサーによる「フェードラ」「ルビコン」等の名作が生 
まれた。当時の英国は同じヴァージン勢を別としても 
内国内のプログレッシヴバンドが渦を巻いていたはず 
だが彼らはその中にあっても堂々とトップ.グループ 
の座を得る。この時期の彼らはリーダーであるフロー 
ゼのソロ.アルバムを一作ごとにはさみ、その実験的 
アブローチで得た物をバンドの作品にフィードバック 
させていた。（ゆえにフローゼのソロは実験をささえる 
明確なテーマが存在している。） Live の「リコシヱ」を 
はさみ、 75 年の「ストラトスフィアー(ロマン）」では 
彼らは初の用意されたフレーズを使用。次作の「サイ 
クロン」では大失敗に終るのだが、「フォース•メ 
ジャー」を経てメロディのカットバックによる卜ータ 
ルなイメージと言う曲編成を完成させた。それまでの 
ファンにとっては意外とも言えるこの音楽的変化は賛 
否両論を巻き起すが、続く勢力的な活動には有無を言 
わさないものがある。メンバーとしては「ロマン」完 
成後ピーター.バウマンがソロのため脱退。数作のア 


ルバムを発表後、 85 年自身のレーベル.プライべート- 
ミ ュージックを設立し、エディ•ジョブソンのソロや 
ジエリー.グッドマンのアルバムをリリース。祝覚的 
変化を持った今日的シンセ•ミュージックをリリース 
している。 フロー ゼの「エイジス」、「サイクロン」に 
おいてはドラマーのクラウス.クリーガーが参加して 
おり、彼はシュルツ•のレーベルからも ソロ •アルバム 
を発表している。この時期、第二のメンバーは:転、 

」転し彼らの試行錯誤がうかがえる。 80 年以後、彼ら 
はそのスタイルをほぼ統一してしまい、一作ごとの変 
化は各曲のテーマによる物になり、それまでの音楽的 



冒険を考えると少々淋しい限りだが、長くドイツ • 
ロックが関った精神世界の暗黒面は、現在ポスト.イ 
ンダストリアル系のノイズ.バンドが受けついでいる。 
まぁヴァージン以後の彼らはおよそ重いという形容詞 
は当てはまらず一貫して「夢」の音楽化に勤めており、 
思想的背景をうんぬんするのは適当ではあるまい。か 
つて彼らの音楽について様々な評論が乱れ飛んだが、 
それぞれに音楽自体よりも評者自身の思考を重ねた物 
がほとんどだった。「哲学的な啓示」「精神の解放」 
etc …間違いではないにしろ、やはり思い入れ以上の 
ものではあるまい。冷めた目で見れば、ドラッグとの 
深い係りで出発した彼らは、その中での即興演奏によ 
り、日常の空間を異化していたわけで、そのためには 
通常の楽器より、自分自身ですら驚ける未知の楽器 • 
シンセサイザーを使用するのが最良だったのだろう。 
次々と開発されてゆく新しいシンセと共に、彼らの音 
楽は表面上変化を見せ、しだいに具体的なイメージの 
創出が可能になったと考えるのは不自然だろうか。と 
もあれ、彼らは現在でも第一線で活動を続けており、 
その音楽性は凡百のシンセ.バンドとは比較にならな 
いクオリティを有している。 中野泰博 










KLAUS SCHULZE 


独の ミュージック•シーン における シュルツ の立場 
は多分我々が考えている以上に巨大なものであるに違 
いない。彼はこの20年近い年月に自身のソロ作品の他 
に数限りない活動を続けている。初期においては一連 

のコズミック.セッションシリーズで、 これは アシュ 
ラ •テン プルを母体とし ウルリッヒ. カイザーなるコ 
スミック. レーベル 主催者によって行われた 。 r タロッ 
卜」 等の有名な作品があるが、その参加メンバーから 
期待されるほどの音楽的な内容は無い。しかし独ロッ 
クの原体験であるドラッグ体験がモロに表面に出てい 
る点ではひとつの時代を知る重要な記録ではあるだろ 
う。シュルツのソロ 作品 「イルリヒト」 「サイボーグ」 

はそのコスミック.レーベルよりリリースされ、同じ 
ドラッグによる作品としても高水準の音楽性を持って 
いた。当初からシュルツの作品はいわゆるスペース. 
ミュージックとは一線を画しており、聞き手の安易な 
思い入れを許さない確固とした内容を展開していた。 
旧友•タンジェリン.ドリームが環境音楽的な評価を 
受け、 BGM として流される事はあっても、シュルツ 
の音楽は聞き流す事は出来ない。レー^^レをブレイン、 
ヴァーシンに移しての75年ごろ、彼としてもひとつの 
節目になる「タイム•ウィンド」を制作、異世界の創 
出を完成させた。大変大ざっぱな分類をしてみると 
r イルリヒト」から「タイム.ウィンド」までの初期 
と、「ムーン.ドーン」から「 X 」までの中期、デジタ 
ル化と共に彼の内なるヮダナーが表出する現在までの 
二期に分けられる。しかし現在こうしてふり返ると、 
どうしても中期の作品には不満が残る。サントラの 
「ボディ•ラヴ」は別としても、精神面での重厚さが 
他の作品とくらべ薄まった様なイメージがある。水準 
以上の作品は「ミラージュ」と「 X 」だろう。この時 
期彼はツトム•ヤマシタのプロジェクトにも参加、 
はっきり言ってどうでもいいシンセを弾いている。こ 
れを考えると、つくずくシュルツと言う人はソロに向 
いている人間だと思う。そしてアーサー•ブラウンを 
Vo (!) にむかえた「デューン」からが、実は彼の音 
楽が一番完成されて行く事になる。 X の2枚目で試み 
られたクラシック的手法も充分消化し、彼の作品中最 
も重厚な内容になって行く。デジタル録音を始めた 
「ディグ.イット」「トランスファー」において、彼は 
最も良きパートナー、リヒャルト•ヴァーンフリート 
を得、彼名義の作品もリリースする。実はこのヴァー 
ンフリートとは彼の使用しているコンピューター.シ 
ステムの名前で、シュルツは日夜彼と会話を続け作曲 
をしているらしい。当然ヴァーンフリートとしての作 
品は全てプログラム演奏で、通常のシュルツの作品と 
くらべると構成がしっかりしている分だけロックっぽ 
い。80年前後の彼の活動は、おりからわき起った 



1. C なるレーベルを設立、実験音楽からニュー. 
ウエーブまで広域な作品をリリースしている。ヌ、ス 
テ_ジにおいて時おり共演していたライナー.ブロス 
との共作を含む小シリーズ.「インティーム」もス 
タートさせ、長く音沙汰の無かったアシュラのマニエ 
ル•ゴッチングの作品を聞かせてくれた。この時の 
「アフリカ」は大変高度な内容を持ち、近年のシュル 
ツの作品でも傑作である。その後、ブロスを加えての 
ライヴをはさみ発表された「オウディンティティー」 
においても様々なアプローチが試みられており、彼の 
止る所を知らない活動には本当に頭が下がる。今の所 
彼の最新作は「ドリームス」であり、今回は CD のみ1 
曲多い構成を持ち、新しいメディアに対する関心もう 
かがえる。ヴァーンフリートの一件でもわかるように、 
彼の メカ. マニアぶりは相当な物で、時おりジャケッ 
卜に写る彼自身のスタジオ設備も個人の物としてはケ 
夕外れの豪華さである。彼の音楽もタンジヱリン同様、 
シンセサイザーの発達と共に表面的変化を見せてはい 
るが、曲の内容はアルバムを重ねる毎にへヴィなもの 
へ移っている。先にも記した通り、近年の作品にはデ 
ジタルのシンセサイザーをメインに使用しているにも 
かかわらず、ゲスト•メンバーの生ピアノ、チヱロ等 
を加えても何ら不自然さを感じさせない音色 • 内容を 
持ち、ドイツ人としての精神面の課題を一手に引き受 
けている感がある。 

今回は各 アルバム 毎の解説は意識的に触れずに話を 
進めてしまったが一そうしないと、とても終らない一 
彼の音楽は電子音楽と言う現在最先端の領域において、 
最も正統な音楽芸術を展開している事だけは記憶して 
ほしい。最近軽々しく 「シンフォニック.ロック」 な 
る言葉が使用されるが、ほとんどが表面的にストリン 
ダスを使ったりしただけの粗末な物であるのに対し、 
シュルツの 音楽こそ真の意味での シンフォニック • 

ロックではないだろうか。 中野泰博 
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KRAFTWERK 


クラフト. ワークの音楽はほぼ 二つに 分類出来る。 
アウトバーンをターニング.ポイントとして、以前の 
電子実験音楽と以降のいわゆるテクノ•ポップサウン 
ドである。有名な伝説として68年、クラシックを学ん 

でいたラルフ.ハッターとフローリアン.シュナイ 
ダーがケルンのラジオ局の電子音楽のプログラムを耳 
にし、その足でラジオ.パーッを買いに走ったと言う 
話が残っている。そうして 3 rd アルバムまで彼らは取 
りつかれたように未知の音原である電子音を抽出する 
作業にかかる。それはコラージュであり、インプロ 
ヴィゼイシ ョ ンであったが、注目したいのはそれら初 
期の作品に少しの「ロックに対する思い入れ」も見ら 
れないことだ。彼らの音楽は始めから、およそメッ 
セージを主体としたロック幻想からはかけ離れており、 
この事がニューウェーブと共にわき起ったテクノ. 
ポッブの一大ブームまで彼らの評価を低いままにして 
しまう。彼らは当初から発明されたばかりのシンセサ 
イザーをメインに使用する事により、「かつて無かった 
音楽」の創造にとり組んでいたのだ。アウトバーンの 
発表された当時、シンセサイザーはいわゆる実験音楽 
と、キース•エマーソン•タイプの音と冨田に代表さ 
れる既成の音のイミテーションとしてしか、使用され 
ていなかった。しかし彼らだけが電子音ならではの音 
の特性を知っており、その習性に合わせた音楽を組み 
立てて行ったのである。すなわち、パルス波によるリ 
ズム、コントロールされたノイズによるコード、定数 
倍によるリフレイン等である。オートバーン以降の作 
品が、その後巷にあふれたテクノ .ポップバンドと完 
全に一線を画すのはこの基本的な音への姿勢だった。 
ポップスをシンセにおき替えたのではなく、電子音の 
ためのカモフラージュとしてのポップ性を彼らは使用 
したのだ。彼らのマスメディアに対する計算はそれゆ 
えロックバンドと誤解されたのだが、又この計算が 
あったからこそ彼らの音楽を一般の人間に聞けるもの 
としたわけだ。オートバーン以降の作品ではアルバム 
ごとにテーマを定め、ラジオ•アクティヴィティまで 
は多少の人間性が表われてしま っ ていたが、トラン 
ス•ヨーロッパからはほとんど人間的な誤差を排除し、 
聞く者の感情移入をゆるさない鉄の骨格のみとして成 
立している。「モデル」で恋を唄おうが、もはやリス 
ナーと彼らの間に精神の交流などは無い。彼らと同時 
期からやはり無機質な電子音楽にとり組んでいたクラ 

スタ-派は、もっと個人的な芸術的アプローチを 

持っており、音響絵画的な作品を一貫して製作してい 
る。こちらもいわゆる ロック 的な主義.主張とは無縁 
である。彼らの音楽はその特質ゆえ、 ロック•ファン 
からはあまり理解が無いが、プログレッシヴ .ロック 
とは形式ではなく「新しい認識の上での音楽」であっ 


たはずであり、ストリングスやメ ロトロ ンが入ってい 
ないからとか、複雑な曲構成を持っていないからと、 
見当違いの批判はちょっと了見が狭いのではあるまい 
か。さて、78年の作「マン•マシーン」発表前後に 
ニューウェーヴからのテクノ.ポップ.ブームが世界 
を席巻し、彼らの打ち出し続けた電子音の感覚はよう 
やく一般の物となるわけだ。 機械 音のリズムも新しい 
ビートとしてディスコから火がつき、「オリジナル•テ 
クノ」として彼らの名前は飛躍的に高まった。この時 
期に彼らは7インチ&12イソチのシングルを 多数 制作。 
前作からアルバムも英語と独語の2種類をリリースし 
ていたが、シングルにおいては仏語ヴァージョンも含 
み、各国での人気をうかがえる。81年には「コン 
ピューター.ワールド」に合せ世界的なツアーを行い、 
この日本にも来日した。筆者はミュンヘンにてそのス 
テージに接する事が出来たが、2時間を超えるコン 
ザートは四台のビデオ•スクリーンを駆使し、カスタ 
ム•メイドのシンセサイザーのルックスも相乗して圧 
倒 的な 存在感が あった。そして 昨年、実に 5年のブラ 
ンクの後、最新作「エレクトリック•カフ；《：」を発表 
した訳だが、 B 面の構成と Vo に若干の片鱗を残すも 
のの、 A 面においては唯一人間を感じさせていた声で 
すら、サンプリングにより電子音の一片として組み込 
まれ、デジタル化されはるかにクリアーになったサウ 
ンドの中にちりばめられている。（この A 面に関しては 
Vo と聞こえる音も電子合成音だろう。） 



70年代にいわゆる ロック. バン ドは様々な活動を 
行ったが、現在のポピュラー音楽に最も巨大な影響を 
与えたのは彼らではなかろうか。彼らは シーンと 呼ば 
れる物をほとんど独力で創り上げ、発展させて来た。 
評価されるのは当然の事なのだが、今だに表面上の音 
ばかりが話題になり、彼らの基本的な特異性に気づか 
ぬリスナーや評論家が居る事実は日本人の感覚の固さ 
を表わしていて、頭が痛い限りだ。ビートルズがい 
なくてもロックは発展したろうが、彼ら無くして今日 
の POPS はおよそ違う物になっていたはずだ。 

中野泰博 












FAUST 


ファウストは 68 年にその母体が結成されたと言われ 
ている、ドイツのアヴァンギャルド•サイケデリック 
ロックパンドである。 

71年春、ファウストはグループのマネージメントか 
らプロデュースまでの外面的な要素を統括していた 
ウーヴヱ•ネッテルヴヱックと共に、ヴィメという町 
の廃校になっていた学校でコミューンを形成し、共同 
生活のもと創作活動を続け始める。 

このコミューンは、ドイツ•ポリドールレコードが 

ファウストの為にスタジオ等の音響設備を含め、提供 
したものと言われている。 

真に理想的な環境のもと、彼らは71年12月に 1 st ァ 
ルバム “ Faust ” をドイツ•ポリドールより発表す 
る。ここでのメンバーは、ルドルフ.ゾスナ （ G . Key )、 
ハンス.ヨワ ヒム.イルム ナー （ Key ) 、ヴ ヱ ルナー. 
ザッパ.ディアマイヤー （ Dr ) 、ジャン•エルヴェ • 
ペロン （ B ) 、グンター.ヴ a ： ストボフ （ Sax . Synth ) 、ア 
ルヌルフ•マイファート （ Dr . Perc ) の6人で、この内 
ぺロンのみフランス人である。 

この 1 st アルバムは、ジャケット、歌詞力ード、レ 
コード盤の全てを透明にした装丁でリリースされた。 
1 st アルバム発表後、アルヌルフが脱退し72年3月よ 
り 2 rd アルバムの録音を開始する。5月から6月にか 
けて、ザッパ、 ペロン、 ヴヱストボフの3人は、ス 
ラップ.ハッピーの 1 st アルバム“ Sort of ” のレコー 
デイングに参加、さらに10月にはザッパ、 ペロン、ソ 
スナの3人が映像作家のトニー•コンラッドと共に 
“Outside -The Dream Syndicate ” を録音してい 
る。共にプロデュースはウーヴ〇:である。 

73年初頭、 2 nd アルバム“ So Far ” 発表。このアル 
バムも、ジャケットからレーベル（クレジットは黒イ 
ンクで箔押しされている）レコード袋、附属のイメー 
ジ•イラスト（一曲ずつに•添えられた9枚が黒地の紙 
に印刷されている）まで全て黒で統一された凝った形 
でリリースされた。 

このアルバムからは “So For / It’s a bit of Pain ” が 
シングルとしてリリースされた。尚、 B 面の It ’ s —— 
は、後に “ Faust IV ”に収録された。 2 nd アルバム発 
表後、ブァウストはドイツ•ポリドールを離れ発足し 
たばかりであったイギリスのヴァージン • レコードと 
契約し、イギリスへ渡る。 

ヴァージン•レコードはそれまで彼らが録音してい 
たプライヴヱートなテープを編集したアルバム “ The 
Faust Tapes ” をサブ.レーベルのキャロラインから 
英国 マー ケットへの紹介の意味 もあり、 EP 盤 程度の 
低価格で発表す る。このアルバムは、プロモーション 
の為のアルバムで、メン バーは グループの3 枚 目のア 
ルバムと見なされる事を望まなかった。表ジャケット 


は、イギリスの有名な DJ “ジョン.ピール”などによ 
るファウストに関する文章が羅列され、裏ジャケット 
にはイギリスの画家ブリジット•ライリーの “ Crest ” 
という作品が使用されている。 

73年前半、ファウストはそれまでほとんど経験のな 
かったライブ.パフォーマンスを開始する。しかもそ 
れは、イギリスやフランスでのツアーという形のもの 
であった。ツアーの後、6月より マナー •スタジオに 
おいて次のァルバムの為の録音が開始された。 
“ FaustIV ” である。アルバム完成後の9月から10月に 
かけて彼らは、ヴァージン主催によるヘンリー•カウ 
の プロー モーション•ツアーに同行する。この間のス 
テージでは、 ぺロ ンが現われなくな り、 カウのジ: c フ¬ 
リーが加わったり もした様だ。 さらにこの時期を前後 
して、ルドルフとヨアヒムが脱退、代りにグル•グル、 
ノイを経たウリ.トレプテとスラップ•ハッピーの 
ピーター•ブレダヴァドが参加している。尚、ペロン、 
ザッパ、ギュンターの3人はこの年西ドイツにて、後 
にリコメンディッド.レコードより発売された 

“SLAPPHAPPY OR SLAPPHAPPY ” （ヴァージンよ 
り発売された “Slapp Happy ” と同じ曲目をフィーチャ 
一した、それ以前のテイクが収められている）に参加 
している。 



ウリとピーターの加入したファウストは、73年末ル 
ドルフとヨアヒムの復帰により短期間で終った。 

翌74年春、グループのスポークスマンであったウー 
ヴ x は「みんなの難しいキャラクタ.一をひとつにまと 
める事はむずかしすぎた」とグループを離れてしまい、 
ファウストは自然消滅へと至った。ファウストとして 
最後の活動であった解散コンザートでは、メンバーが 
ステージの上で卓球をしただけと伝えられている。そ 
の後、 ぺロ ンだけがスラップ •ハッピーの ヴ ァー ジン 
における最初のアルバムに四曲程参加しているが、や 
がてメンバー全員が消息不明となる。 

尚、ファウストには様々なブライヴヱート•テーブ 
等が様々な所に残されている、と言われており、事実 
リコメンディッド.レコードより埋もれていた音が残 
骸を掘り起こす様にいくつかリリースされている。 

援本リュウイチ 
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A: FIRST COMMUNICA- B：IN THE SILENCE OF 

TION THE MORNING SUNRISE 
DIALOGUE AND RANDOM A QUIET WALK 
LAI LA, PART I a) LISTENING 

LAILA.PART II b) TWO — NOT OF THE 

SAME KIND 
HAUNTED ISLAND 



アガメムノンが残した唯一の作品かと思われる。トロイ戦争のギリシャ 


ルツ•ウルブリヒ、シュテファン•ディーツ、ブルクハルト•ラウシュ、ミ 


軍総大将でミケーネ王の名から取った彼等は、神話の如き深遠な音世界を 
アコースティック系とエレクトリックの楽器を上手く織り混ぜて使い分け 
ながらも、決して派手に展開することはなく、地を這う様に響き渡る端正 
なメロディと ハーモニーを 大切にしながらも、時を超えて私達の前に繰り 
広げてくれるのである。メンバーは基本的には G, B, Ds, Key & Vo の4 
人だが、各人共皆それぞれに他の楽器もプレイしており、前述のメンバー 
に付け加えてライトショウを担当している者も参加している。アガメムノ 
ンの音には、木の温もりと香り、空と水、空気、大地にマッチした生命力 
の様なものが宿っている様だ。81年の自主製作かと思える。 [大〕 


ヒャ エル. ギュンタ _、ミ ヒャ エル.へ ー ニヒの 5人によるアジァイ シ ヨン 
.フリ ー の セ カンド.ア ル バム。 ぺ ータ ー .ミヒ ャエ ル. ハー メル参加の 
ファースト（マレッシュ）に比して、実験性や攻撃性が薄れ、ノイジーな 
部分やフリー•フォームな部分があるにせよ、後にウルブリヒがゴッチン 
ダと創り出す後期のアシュラの音を思い起こさせる。このグループはドイ 
ツ •ロックの古参で、クリス•フランケ （現 タンジ ェリン） ミヒ ャエ ル. 
へ一ニ ヒ（タイム.ウィンド、タンジヱ リン） らが在籍していたことで 知 
られる。同系とはいっても、そのスタイルははるかにオーソドックスで、 
形式の創造というよりも、既成手段の否定という意味が強い。 （島） 



アジテイション•フリーは2枚のスタジオ作品でトリップ•ミユージッ 
クとしてのロック•サウンドを追求し、中近東志向の見え穏れするファ— 
ストから、タイトにアレンジされた 2nd へと移行し分裂、解散してしまう。 
この作品は彼等のスタジオ.セッション•テイクを集めた3枚目の作品で 
フランスでのみ発売された。 A 面は 2nd 時の作曲で、アレンジされた曲を 
演奏しているが、それ程の広がり感はない。が、 B 面にくり広げられるイ 
ン プロ ヴィゼーションこそ、彼等のアイデンティティーの感じられる好テ 
イクである。フリー.ロックの可能性を追求しながらもへーニヒのエレク 
トロニクスのハード分野への興味も感じられ、彼等の歩んだ道の最高部に 
位置する音であるが、同時にそれが彼等の限界ともなつてしまつた。（山） 


AMON DUUL( W German y) 

Psychedelic Underground 

METRONOME ポリスター 1969年 
MLP 15 332 廃 22S-39 

A：IM GARTEN SANDOSA B：EIN WUNDERHUBSCHES 
DER GARTEN SANDOSA MADCHEN TRAUMT 
BITTERLINGS VON SANDOSA 

VERWANDLUNG KASKADOS MINNELIED 
MAMA DUUL UND IHRE 
SAUERKRAUTBAND 
SPIELT AUF 

ベルリンの壁の近郊でコミューンを形成していた彼等は68年、総合芸術 
を目指すアモン.デュール II と政治色の濃い一派、アモン.デュールに分 
裂した。これは後者、ライナー、ウルリッヒ、ヘルゲ、クリシュケ、ヘル 
オノーラ.ロマーナ、アンジヱリカ、ウッシによるデビュー作でありジャ 
ケットも含めドラッグとの強い関連にあった当時の状況、ヒッピー•ムー 
ヴメントを象徴する1枚である。無に等しい技術のパーカッシヴなドラム、 
歪んだギター音、叫き声等が単調な繰り返しをもって同時進行する重いノ 
イズ音塊はそのエナジーの発散力においてロックの持つ過激性を赤裸々に 
表出している。独盤「ディス.イズ•アモン.デュール/ミネリッド】米 
盤「アモン.デュール」国内盤「恋歌」は本作の再発盤である。 （松） 




AMON DUUL 

Collapsing, Singvogel rliickwarts 

METRONOME 1969 年 & し 0 • 

SMLP012 廃 

A: BOOSTER B: SHATTERING & FADING 

BASS.GESTRICHEN NACHRICHTEN AUS 
TUSCH FF. CANNABISTAN 

BIG SOUND 
CKWARTS KRAWALL 

BLECH & AUFBAU 
NATUR 


SINGV0GE feu 

LUA-LUA-HE 



AMON DUUL II (W.Germany) 

Yeti 


1970年 


LIBERTY 東芝 

LBS- 83359 .60 廃 LP- 8004 2 廃 

A: SOAP SHOP ROCK B: ARCHANGELS 

a) Burning Sister b) Hall- THUNDERBIRD 

uzination Guillotine c) CERBERUS 
Gulp a Sonata d) Flesh- THE RETURN OF 
Coloured Anti-Aircraft RUEBEZAHL 

Alarm EYE-SHAKING KING 

SHE CAME THROUGH D: YETI TALKS TO YOGI 
THE CHIMNEY SANDOZ IN THE RAIN 

C: YETI 


アモン.デュールはレコード•リリース以前に I と II に分裂し、 I が「サ 
イケデリック.アンダーグラウンド」を、 II が「ファルス.ダイ」をそれぞれ 
69年にリリースする。Iは結局、メトロ ノームに2枚とオウルに1枚の計3 
枚のアルバムをリリースして解散してしまうが後に BASF より編集盤「ディ 
ザ—スター」がリリースされる （BASF 292907 9-8 ’ 71>。1 st が赤裸々にプ 
リミティヴな攻撃的エナジーを発散させていたのに対し、この 2nd からは 
様々なエフェクト処理のもとに奇妙な浮遊感を感じることができる。独特 
のコラージュによる一連のジャケット.ワークもさることながら、この無 
自覚な集合体を統合し、操作し得たのは一体誰の仕業なのであろうか。こ 
こにはロックの最も根源的な核が凝縮されている。 （山） 


アモン . デュール.セカンド、70年発表の 2nd アルバム。 2枚組の内、 
サイド A と B の曲は作曲がなされており、サイド C と D は即興演奏による 
ものである。方法の違いのため両者の間に若干の差違を感じるが、基本的 
には全編を通じてサイ ケ デリックな雾囲気と攻擊的な エナジーが 満ち満ち 
ている。その攻撃性という点ではサイド C のタイトル•チューンとサイド 
D の1曲めで頂点に達するが、それに続く アルバム.ラス トの D-2 の曲で 
は呪術的な世界が醸し出され、タイトルの 「Yeti」 をいやが上にも見せつ 
けられてしまう。さらに本作以外の作品も含めて、彼らのジャケット•デ 
ザインの類稀な センスに も圧倒される。なお、本作には アモン . デュー ル 
I の レイナー （G.Vo.) とウルリッヒ （ B .) がゲス ト参加している。 （城） 


. .. ..• 


/众 A R Q E 

E 刪 PEAN ROCK CATALOG 
























AMON DUUL II 

Tanz Der Lemminge 

LIBERTY m 東芝 1971 年 

LBS 83 473/7TX LP 9300 IB 廃 

A: SYNTELMAN’S MARCH B: RESTLESS SKYLIGHT 
OF THE ROARING —TRANSIRTOR 1 —CHILD 

SEVENTIES 

C：THE MARILYN MONROED: CHEWINGGUM TELEGRAM 
-MEMORIAL-CHURCH STUMBLING OVER 

MELTED MOONLIGHT 
TOXICOLOGICAL 

WHISPERING 



AMON DUUL II 

Wolf City 


UNITED ARTISTS 
UAS 29406 m 


LLP- 80783 


1972 年 


A: SURROUNDED BY B: WOLF CITY 

THE STARS WIE DER WIND AM ENDE 
GREEN-BUBBLE EINER STRASSE 

RAINCOATED-MAN DEUTSCH NEPAL 
JAIL-HOUSE-FROG SLEEPWALKERS 

TIMELESS BRIDGE 


初作「ファルス.ダイ」ではオリジナル•アモン.デュールの名残か幾 
分パーカッシヴな面が見られたが、この3作目は前2作を継承しつつも特 
に組曲形式の A 、 B 面においてアコ'—スティック•パートやギミックを複 
雑に折り込み迷路のような難解な音作りの頂点にある。 C 面のインブロヴ 
ィゼイションに至ってはエコー、リヴァーヴによる不明瞭で多彩な音色が 
氾濫した音響でありドラッグ•サウンドとしての性格が強くジャケットの 
ようなイメージ•フィルムを見る思いである。またシタールの使用等によ 
りインド的な趣きが感じられる。構成は前作と酷似しているが曲想は対称 
的にソフィストケイトされたものである。以後7 th 「ヴィヴ•ラ.トラン 
ス」まではやや軟化傾向にありながら一定のヴォルテイジを保つ。（松） 


6枚目。前作“ CARNIVAL IN BABYLON ” (’72年）と比べると、カール. H . 
ハウスマン （ kbd ) が 脱け、ピーター.レオポルド （ per) も A -2,3、 B -2 にのみゲ 
スト参加、代わりに前作ではゲスト扱いだったフォルク•ログナーが出戻 
りで正式参加している。この頃から次第に C •カーレル （ vln,g) がデュール II 
をリードするようになり、以前の即興重視から整然とアレンジされた曲を 
演奏する方向に進む。その頂点に達するのが本作で、ジャーマン.ロック 
のエスプリと曲自体の良さをかねそなえた名盤である。ユートピアにも収 
録されている名曲 B -3 と他のナンバーとの完成度に差がないことからもそ 
れは明らかである。グループは現在までに20枚弱ものアルバムを製作し続 
けているが昔の面影はない。 （千） 



AMOS KEY (W.Germany) 

r irst Key 

SPIEGELEI 1973 年 

26 413 -U 廃 

A: SHOEBREAD B: ESCAPE 

ENSTERKNICKSTIMM- IMPORTANT MATTER 
STAMM DRAGON'S WALK 
KNECHT RUPRECHT FIRST KEY 
SOMETIMES.... 

GOT THE FEELIN 



ANABIS (W.Germany) 

Heaven On Earth 

PM 1080 ’80 廃 

A:HEAVEN ON EARTH B:MALLEUS MALEFICARUM 

WATER-PROBLEM ASSASSINATION 

FADED DREAM 


E . LP . に触発されて結成されたバンドは世界中いたるところにあるがア 
モス•キイもそんなバンドの1つである。ドイツで ELP •に触発されたバ 
ンドというと他にトリアンヴィラートやトリトナス、 S . F . F . 等がある。こ 
れらの中で商業的に成功したのはトリアンヴィラートくらいのもので、卜 
リトナスにしろこのアモス • キイにしろほとんど話題にすらならずに消え 
ていったバンドである。あまり緊張感のないサウンドがわざわいしてかア 
モス • キイはコレクターの間でもあまりいい評判を得られていないようで 
あるが、ドイツ•シーンの中では中級程度には十分評価できる作品「ファ 
ースト•キイ」を唯一の遺産として今に伝えている。 （山） 


アナビスの1 st 、自主製作である。同国のアイヴォリーやノイシュヴァ 
ンシュタイン等と並んで、ジェネシスタイプのシンフオニック•ロックと 
しては高水準に値する素質を十分に兼ね備えたグループであると断言出来 
る。ガブリエルを意識しつつも 独 _の カラーを 持ったヴ ォーカ リストの歌 
唱力、安定した曲の構成や演奏、テクニックから察して、かなりの実力者 
揃いと考えられる。メンバーは恐らく 5人編成かと思えるが、その中で卜 
マス.シュミットなる人物（ペル.メルのメンバーと同姓同名！！同一人物 
という説もあるが？）の名前が挙がっている事から、何らかの関係がある 
のではないだろうか…？グループは翌年に 2 nd rWer Will !!」 をリリース 
するが、こちらも前作の延長線上、素晴らしい出来に仕上がっている。〔大〕 



ANNEXUS QUAM (W.Germany) 

Beziehungen 

0HR 1972 年 

0MM 556 028 廃 

A：TROBLUHS EL E ISCH B: DREH DICH NICHT UM 
LEYENBURG 1 LEYENBURG 2 



ANYONE’S DAUGHTER (W.Germany) 

Piktors Verwandlungen 

SPIEGELEI 1981 年 

I NT 145 624 

A: PIKTOR B:DRITTER,TEIL DER 

ERSTES VORSPIEL ERZ’AHLUNG 

ERSTER TEIL DER SEHNSUCHT 

ERZAHLUNG VIERTER TEIL DER 

PURPUR ERZAHLUNG 

ZWEITES VORSPIEL PIKTORIA, VIKTORIA 

ZWEITER TEIL DER FUNFTER TEIL DER 

ERZANLUNG ERZAHLUNG 

DER BAUM DER DOPPELSTERN 


70 年前後、英 • 米の模倣音楽から意識的に脱却すべく様々な実験的試行 
が当時のアンダーグラウンド.シーンを形成、拡大して いったが、 その大 
半がドラッグに触発されたメディテイション.ミュージックや自己の感性 
に埋没した観念的な音楽であった。しかし意識的であったが故に体系判断 
に基づけばドイツ人の音の嗜好、強いては気質を顕著に表わすのもこの時 
期の作品群である。彼等の1 st 「オスモゼ」に続くこの終作もその典型作 
であり暗い音色のサックス、フリー■スタイルのギター、ベース、フルー 
卜、パーカッション等によるフリー.ジャズ色濃厚なサウンドを有してい 
る。また緊迫感の薄い取り留めのない演奏は全体にうっすらと浮遊感を伴 
つておりメディテイシヨン•ミュージックのようにも響く。 （松） 


エニ ワンズ . ド_ターの 3 rd アルバムは、 81年1月に行なわれた コン サ 
ートにおけるライヴである。が、 B 面の最後になるまで拍手がない。スタ 
ジオ録音と思われる程の完璧な演奏力。半分程が朗読。その間の演奏がう 
すいのはライヴである証拠（ジャケットに absohit live ! と記されている)。1 
st の 「 ADONIS 」 から一貫した音楽性をもち続けているにもかかわらず、 
本作が違った形に聞こえるのは演奏技術の向上もさることながら、ドイツ 
語を使っている事と語りを人れた特殊な構成のため。その後の 「IN BLAU 」 
では元に戻っている。彼等の作品の中では少々異端だが、同じドイツのグ 
ローブシ ュニッ トやノヴァリスを完全に超越した、叙情派プログレの最高 
作と呼んで間違いないだろう。ジャケットもまた傑作である。 （中藤） 


MARQUEE 

EJURflPEAr 


X 

























West Germany 
SWITZERLAND 
AUSTRIA 



ASH RA TEMPEKW.Germany) 

Ash Ra Tempel 


OHR 

0_ 56 013 廃 

A: AMBOSS 


1971 年 

b：traummaschine 



ASH RA TEMPEL 

Schwingungen 

OHR 1972 年 

OMM 556 02 0 廃 

A: LIGHT B : SCHWINGUNGEN 

DARKNESS 


ブルース.ロックを基底にコスミッシェ.レ-:ルにおいてトリップ. 

サウンドを象徴したマヌエル.ゴッチング（ G ) のアシュ•ラ.テンペル。 
72年期、ドラッグとの関係が極度に強力であったこの音楽集団の変遷こそ 
ドイッ.ロックの創成期から現在に至る過程を如実に表わしている。この 
1 st でのメ ンバーは 他にクラウス.シュルツェ （ Dr ) とハルトム ト•エンケ 
( B )。 A 面の過激な内向性ハードロック B 面の静寂なサ.ウンド共に過多な 
ェコー操作が成された即興演奏でありどろどろとした暗さを内包している。 
最終的にアシュ•ラ.テンペルは M . ゴッチングに集約され現在アシュ. 
ラと名乗り確実な足取りを示じているがこの変形ジャケットの中には一心 
不乱にギターに打ち込む18歳の情熱がある。 （松） 


アシュ ラテン ペルの セカンドである 「シュヴィン グン ゲンー 振動一」 は 
シュルツ ヱの脱退 後、ゴッ チン ダ、エンケ、 スイープル.チヱイス時代の 
仲間ヴォルフガング. ミュラー、アジ テイ シ3シ. フリーに いた ヨーン. 
L 、 サックスのヴヱラー、 ボンゴ 奏者ウィル.ポップによって録音された。 
T シュ ラテン ペルの 音楽的姿勢はドラッグによる精神解放と現代の没落し 
た人間の表現にあり、彼らが LSD 解放を叫ぶティ モシー. リアリー博士や 
(何と7 up でうたっている）オリダス.ハックスリー博士に強い影響を受け 
ていることからも理解できる。音楽はこうした基盤の上で作用するものと 
考えられ、音だけを取り出して評価するのは意味がないが、一言でいえば、 
へヴィーで即興的なサイケデリッ.ク-サウンドである。 （島） 



ASH RA TEMPEL 

New Age Of Earth 

仏 ISADORA ビクター 

ISA 9003 m VIP 6914 廃 

~ ビクター 

VIP4172 

A: S UNRAIN B: NIGHTDUST 

OCEAN OF TENDER¬ 
NESS 

DEEP DISTANCE 



BETWEEN (W.Germany) 

Contemplation 

WERGO 1977 年 

WER-SM 101? 

A: CONTEMPLATION B: STATE OF SOUND 
WATCH THE TREES 
CIRCLE 

IVORY AND STEEL 
ORPHIKON 


「セヴン.アップ」「ジョイン•イン」の両作品を残した72年期のセッシ 
ョンを通り抜けたマヌエル. ゴッ チングがロジ.ミュラーとの共演「スタ 
—リング_ ロジ」の後ディレイを多用した反復によを音世界を打ち立てた 
のが前作「インヴ x ンションズ.フォー.エレクトリック.ギ.夕一」であつ 
たがこの7作目にはそれを踏襲しつつ煌めく感性が溢れんばかりの心安ら 
ぐ流麗な音粒の綴れやうねりが連脈している。 A 面を明 B 面を暗とし次作 
以後のポップ感覚導人の踏台となるこのドイッ電子音楽の淘汰による集積 
的作品、各タイトルが曲想を物語る。 Key . SyivG ， プロデュース全て彼によ 
るもので「ロジは私の力の源である」と記されている。尚ジャケット違い 
で発売の英ヴァージン盤はアシュ.ラ名義である。 （松） 


6枚のソロ •アルバムにて半ミニマル.ミュージック、東洋の伝統音楽 
等を鍵盤楽器に取り込んでぃるペーター•ミヒャエル•ハーメルを基軸に 
ボポル•ヴフ参加、実はクラシック界のオーボエ奏者でもあるロベルト. 
エリスク、アルゼンチン国籍のギタリスト、ロベルト•デトリー等をメン 
バーとするビトゥイーンの5作目。一貫してインド音楽、コンテンポラリ 
一 • ジャズの要素を内包した現代音楽を瞑想的音響空間にまで至らせる音 
楽性はウッド•ベース、シタール、タブラを使用しつつも浄化されきった 
理知的な響きと硬質な美しさを放つ。本作はより音色に清寒さ、凝結感が 
あり静的かつ内向的、 A 面は曲ごとに各楽器を活かしておりグループの音 
楽構成要素を全体のサウンドまで拡大した形になっている。 （松） 



BIRTH C0NTR0LKW.Germany) 
Backdoor Possibilities 


BRAIN 

60.019 


UXP-731-EB 廃 


A: ONE FIRST OF APRIL B: LA CIGUENA DE 
BEEDEEPEES ZARAGOZA 

FUTILE PLAYER BEHIND GREY WALL 

NO TIME TO DIE 



BLUE MOTION (Switzerland) 

Same title 


AMOS : LP 5438 ’BO 廃 

STEPHAN AMMANN-KBD 
STEPHAN 6RIEDER-KBD 
FRITZ HAUSER-DS.XYLQPHON 


4 月の初めのある日、ストライヴァー氏は裏口から旅に出た。扉を開け 
るとそこには現実の自分と対峙するもう一人の内なる自分が居た…という 
物語で幕を開ける「裏口の可能性」と題されたこのトータノアルバムは 
彼らの8枚目（ベスト含む）にあたる。ブロデュースはジヱネシス、キャ 
メル、キャラバンを手掛けたデビッド•ヒッチコック。ジャーマン•ロッ 
クの中では英米両方ツアーした数少ない バン ドでブルー.オイスター•力 
ルトとジョイントした時はかなり注目された。そのせいか音の方もそれ以 
後、ポップで聞き易くなっている。 メンバー も流動的だが「インクリース」 


元サーカスの2人を中心に結成されたブルー•モーシヨンは80年に500 
枚限定で本作を発表している。キーボード2台にパーカッシヨンという変 
則的なトリオ編成であるが、全編にわたり非常にテクニカルで緊張感溢れ 
るインストナンパーが綴られている。割と攻撃的でセンセーシヨナルな幕 
開けながら、曲中では動と静のコントラストが見事に表現されており、ど 
ちらの場面でもピアノを核にした展開が多く見られる。それをオルガンや 
シロホンが巧みにエスコート、3人が一体となった演奏で、僅か2日間の 
スタジオライヴ録音としては異例とも言える高水準の作品を作り上げてし 


以後、ツイン.ドラムスとなったメンバーでのブレイン•フェステイハ•ル 
でのライヴはこの頃の彼らのベスト•テイクと言えよう。 （い） 


まった。よくサーカス系の居品を「所詮はクリムゾンの亜流」と嫌う人が 
いるが、本作を耳にすれば一味違った印象を持つかも知れない。 （江） 


M A R o^tTI E 

EUROPEAR-ROCK CATALOG 

























ブレインストームというとどうしても、 1 st アルハ♦ムのイメー ジから2 
流ジャズロックパンドと思われがちだが、どういうわけか、このセカンド 
アルバムではサウンドが一変していて驚かされる。内容はいわゆるシンフ 
ォニックタイプで、メロトロンを導入して、クリムゾン風の曲もおさめら 
れている。しかし全体的にいうとメロディアスで聞きやすく、ボーカルは 
多少アメリカナイズされた傾向も感じられる。テクニック的にも 1 st アル 
バムから格段の進歩で、聞かず嫌いのドイツロックシーンにもこんな名盤 
が埋もれていたのかと痛感させられる一枚である。 (坂) 



ARIK BRAUER (Austria) 


Arik Brauer 

POLYDOR 

237122 4 廃 
A: OHO HALALALI 
DIE JAUSE 
SIE HAB’N A HAUS ， 
BAUT 

WIE A HUND 
WARUM 1ST ERSO 
DUMM 


1971 年 

B: REISE NACH AFRICA 
DER SURMI SUI 
DER SPIRITUS 
ROSTIGER DIE FEUER- 
WEHR KO MMT 
SERENADE 
DSCHIRIBIM 

-DSCH1K1BAM 


SEIN KOPFERL IM SAND 


エリッヒ•ブラウアーはウィーン幻想派の画家である。この一派の画家 
としてはハウズナー、フックス、フッター、レームデン、ブラウアー等が 
いるが、それらの中でもブラウアーは直線のない夢幻的な色彩を持ち、す 
ベての生物がアメーバのごとくにメタモルフォーズされてしまうという特 
異な感覚を持っている。ブラウアーは画家である傍、放浪癖が強く、フォ 
ーク . シンガーとしてスペイン.ギリシア、アフリカ、イスラエル等へと 
旅を続け、その期間に創られた曲をこのレコードとして発売したものと思 
われる。内容的にはフォルクローレ的な色彩が強く、しかも意外な程に明 
るいもので、彼の描く絵とは対照的な感じさえするものである。彼は他に 


も2枚程 LP をリリースしている。 


(山） 



BRAVE NEW WORLD (W.Germany^ 

Impressions On Reading 
vertigo Aldous Huxley 

6360*606 廃 1972^ 


A: PROLOGUE B: THE END 

ALPHA, BETA,GAMMA, EPILOGUE 

DELTA, EPSILON, FORD 
LENINA 
SONA 
MALPAIS 


タイトルにある Aldous Huxley とは、第一次大戦後に活躍したイギリスの 
作家の名。主知的傾向の強い作品で文学界にデビューした彼は、やがて東 
洋宗教に立脚した神秘主義に没頭してゆく 。 Brave New World というグル 
ープ名は彼の作品「すばらしい新世界」に由来している。タイトルとトータ 
ライズされたその内容からして、 Huxley の作品を題材に、そこから受ける 
印象を彼らなりの解釈によって音に表わしたものであり、極めて実験性の 
強い作品である。サイケ、ジャズ、民族音楽等多彩な要素をとり入れなが 
らも、ギター、キーボード、フルートを中心に奏でられるその音からは極 
度な難解さは感じられない。新しいタイプの前衛音楽といえよう。（江） 



BROSELMASCHINE(W. Germany) 

BrOselmaschine 


PILZ 

20 2110 0-2 g 


1971 年 


A: GEDANKEN 
LASSIE 

GITARRENSTUCK 
THE OLD MAN’S SONG 


B: SCHMETTERLING 
NOSSA BOVA 


ロルフ.ウルリッヒ.カイザーが設立したオウル、コスミッシュと並ぶ 
ピルツ.レーへ^ルは70年代初頭においてドイツの持つ深遠なロマンティシ 
ズムを表出していたが同時に神秘的色彩の濃いものであった。フォーク、卜 
ラッドに根ざしたサウンドを特色とする同レーベルにあって、この彼等の 
1 St アルバムもヘルダーリンに比べ見劣りはするものの典型的なピルツ系 
サウンドと言えよう。 B 面ではフルート、シタール、コンガ、メロトロン 
等によるインド音楽風な部分もあるがジヱニー.シュカーのヴォーカルを 
フィーチャーしアコースティック.ギターを基調とするリヴァーヴのかか 
ったサウンドには奥深さが感じられる。後にギターのペーター.ブルシュ 
は本グループを率い2枚、ソロで2枚の作品を残している。 （松） 



THE CAN(W.Germany) 

Monster Movie 


MUSIC FACTORY SRS 001 69 麂 
DAS 29094 i 

A ： FATHER CANNOT YELL B 

MARY, MARY, SO CONTRACRY 
OUTSIDE MY DOOR 


カンのファースト • アルバム。彼等の自主レーベル、ミュージック.フ 
ァクトリーの第一弾としてリリースされたもので、 2 作目はホルガー•シ 
ユーカイの Canexis 5である。このレーベルは2枚の作品を残して消滅す 


る。後に UA レーベルに移り、続々とアルバムを製作したことは周知の通 
りである。この頃のヴオーカリストはマルコム .ムーニィ であり、極めて 
ストイックな彼のヴォーカルは後の鈴木のものとは多少印象が異なる。ヴ 
ェルベットの影響のあるプリミティヴなサウンドであるが、計算された、 
ドイツ•アヴァンギャルドの歴史のーページをひらくモニュメンタルな作 
品である。ロックというフィールドの中で、彼等のコンセプトをむきだし 
にしたストレートな意識が感じとれよう。 （山） 



CAN 


Tago Mago 

UNITED ARTISTS 東字 

UAS 29 211/12X 廃 LP-93025B 廃 

ージャパン 

JAL 1803〜4 


1971 年 


A: PAPERHOUSE 
MUSHROOM 
OH YEAH 
CrAUMGN 


B: HALLELUWAH 


D: PEKING 0 
BRING ME COFEE 
OR TEA 


、フリー.ジャズ畑出身のヤキ•リーべツァイト （ Dr 广現代音楽•クラ ッ 
シック畑出身のホルガー.シューカイ （ B ) とイルミン•シュミット （ Key )、 
黒人ヴォーカリスト、マルコム.ム < 一、ミヒャエル.カローリ （ G ) に 
よる1 st 「モンスター •ムーヴィー」 発表後 2 nd 「サウンドトラックス」 
制作中にマルコムが日本人' ダモ.鈴木に交替しての3作目、カンの力量 
を示す2枚組。アフロ.ビートを踏む重くタイトなドラムを中心にスケー 
ルの大きな音作りの成された本作はリズムの反復、サウンド.コラージュ 
等カンの特徴がより具体化されており躍動惑、重量感に満ちた力強いサウ 
ンドを展開している。次作「エゲ•バミヤージ」は本作の縮小版 、5 thr フ 
ユーチヤー•デイズ j は UA 時代において本作と対照を成す。 （松） 


/Marquee 
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CAN 

Soon Over Babaluma 

UNITED ARTISTS ジャパン 1974 年 

UAS 29673 M JAL 2306 

A: DIZZY DIZZY B: CHAIN REACTION 

COME STA, LA LUNA QUANTUM DHYSICS 
SPLASH 


ニューウヱー ヴ 以降、又は ホル ガー•シューカイの活躍により再評価の高 
いカンの、73年、5枚目の アルバム である。多くの評論家により、彼らの最高 
作との名がある。たしかにキーボード.バンドで'無いにも関わらずその音の 
空間的浮遊は強力なオリジナリティとなっている。彼らは数種類の音楽性 
を持っていたが、本作と7枚目の「スーン.オーヴァー .ババル マ」が最 
もこの傾向が強いようだ。良く知られるように、本作をもって日本人 Vo. ダ 
モ鈴木は宗教活動のため脱退。その後、彼らは黒人音楽へと傾斜して行く 
ことになる。前作までのパーカッシヴなサウンドは影を潜め肌理の細かい 
メロディアスなものに移行している。 「LIMITED EDITION」 の A-1 は本作 B 
-1 制作時の曲、或いはそれから派生した曲と思われる。 （中野） 


カン7枚目の本作は昔から何故か駄作と言われ続けたが、カンの作品中 
ベストの音楽性を持つ物ではなかろうか。異邦人 Vo. を失った事により一段 
と緊張感のあるアンサンブルを繰り広げている。各曲の彼ら独自の微妙な 
エフェクトが効果的だ。彼らはこの後、黒人のベース、パーカッションを 
加入させるのだが、今回取上げた2枚ほどの音楽的成功は収められなかっ 
た。（ただしラスト•アルバム 「CAN」 は再びこの浮遊感覚を取り戻してい 
る。）ジャーマン•ロックにおいてはその後 r SYPH」 と言うバンドがカン 
の打ちだした傾向を受け継ぐ事になる。（蛇足だが本作のオリジナル•ジャ 
ヶットは銀色に輝く美しい物だった。）ドイツ • ロックの一-5の顔にもなっ 
た音感覚を完成させた作品と言えよう。 （中野) 


CIRCUS (Switzerland) 

し ireus 

ZYT-208 m_ 1976 年 

A: STORMSPRINTER B: DAWNTALK 
NOWADAYS ROOM FOR SALE 

SUNDAY 


「サーカス」と名乗るグループはロック界にいくつかあるがテクニック 
面ではこのグループがピカーだろう。特にリズム.セクシヨンの迫力には 
圧倒されてしまう。それに多彩なエフヱクトを用いたギターが絡み、随所 
に散りばめられたフルートも効果的で、彼ら独自の音空間を創り上げてい 
る。タイプとしてはクリムゾンの亜流派という感が強いが、あくまでも彼 
らの作品にはオリジナリティーが保たれているといえる•。こうした音作り 
がスイス•ロックの本流であることは、後に登場したアイランドやフレー 
ム.ドリームを聰いてみると容易に判断がつくからだ。なお、編成は b.ds. 
g. (sax) a の 4 人。キーボード抜きでもこれ程へヴィーなプログレッシヴ. 
ロックができるという点に注目したい。 （江） 



CIRCUS 

Movin’on 

ZYT 1977 年 

211 座 

A: THE BANDSMAN B; MOVIN’ON 

LAUGHTER LANE 
LOVELESS TIME 
DAWN 


私の知るかぎり、スイスのグループでアイランドに続くグルーブはこの 
サーカスであろう。オリジナリティの面でも演奏水準の高さに於いてもア 
イランドのほうが数段秀れていることは否定できないが、後期キング•ク 
リムゾンの強い影響下にある彼等のサウンドはかなりのものである。これ 
は彼等のセカンド.アルバムで （ 1 St: CIRCUS/ZYT 208 ’76) この後、多 
少ポップ化したサードアルバム （Fearless Tearless & Evefiless/ ILLUMINA- 
TUS 001 ’80) を発表、しばらくして解散した。又、彼等の他にゲストを参 
加させたライヴ.アルバム （CIRCUS ALL STAR BAND/UVE/ZYT 217) 
もリリースしている。本作は彼等の最高作で、特に B 面全てを費したタイ 
トル•チューンが圧巻である。 （山） 



CLUSTER(W.Germany) 

Cluster 

PHILIPS 197 】年 

6305 074 M 

A: 7 : 42 B ： 21:32 

15:43 


カラフルな ジ ャケットである。これは後に 「CLUSTER 71 <SKY 047〉」 
と して 再発され た CLUSTER の1 st 。 71年1月に録音されている。本作より 
シ ュニッ ツラーに 替ってコニー.ブランクが関係しブレイン系電子音楽の 
展開をみた後スカイ.レーへ^レに場を移すのである。ここには KLUSTER (同 
項参照）時代の硬質な難解さはなく次作「II」に近い増幅器や発信器を多用 
した機械的な音群が空間を形成している。この暗色の濁電子音から成る音 
響はやや ソフィ ストケイトされた 「 11」（，72)、 ハル モニアの 1 st (’73)、再び 
CLUSTER のポップ色を含む「ツッケルツァイト j(，74) まで継承されるが比 
較して本作は音色が著しく粗:野で過激さが残る。ハルモニア 2 nd (’ 75 ) 以後 
の後期 CLUSTER については次項、 ハル モニアの項を参照のこと。 （松） 




クラスターの スカイ レーベルからの 1 枚目、 ブレインから出ている粗雑 
とも云える作品から一変して、聴きやすい静かな音楽となっている。タイ 
トルは''それなりに、なすままに〃程の意味。この後イ"-ノとの共作が発表 
され各ソロ作品に移ってゆくが、その流れのいわば出発点となったアル 
バムである。ノイ 、ハル モニアなど親類関係になるグルーブの中でも、ク 
巧 スターは 最もフラットでシンプルな音を創っている。多くのドイツ系グ 
•ループが 表現主義的とすると、これらは印象主義的である。この方法論が 
イーノやミュンヘン.サウンド、更にイギリスのニューウェーヴ、フラン 
スのアヴァンギャルドに大きな影響をもったことは興味深い。イ—ノなど 
と同様、聴き込む_ことや、聴き手の思い入れを拒絶した音楽である。（島） 
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CODE III (W.Germany) 
Planet Of Man 


DELTA-ACUSTIC 1974 年 

25-125-1 廃 


: I. FORMATIONS/THE 
GENESIS 

a) CODES 

b) EVOLUTIONS 

II. DAWN OF AN ERA 

a) DROHUNG 

b) DER MENSCH 

KOMMT 


B: III. COUNTDOWN 

a) HOPE 

b) DISILLUSION 

c) ESCALATION OF 

VIOLENCE 
IV. PHOENIX RISING 

a) GERMINATION 

b) NOVA VITA 


「へッドホーンの着甩有無に関係なく同じ様に音が聴こえる」と注意書 
きされた同レー ベルの 第1弾。エレクトリック.エフェクトによる空間幅 
の広い音響の中にドイツ語の語り、イスラム風の女性コーラス、効果音(波 
の音、鳥の囀り）が現われ部分的にアコースティック.ギター、ドラム（担 
当の KLAUS SCHULZE についてあの シュルツェ と同一人物か否かは不明） 

を交え曲として成立するものの実験音楽の色相が残っている。卜ータル作 
品として認識可能な点、計算された音の選択の点から混沌とした展開、雰 
囲気の押し流しは感じられず暗い色調を伴いながらも観念に陥ることなく 
極めてドイ ツ 的な良質のサウンドを築いている。マン フレッ ド.シュンケ、 
エド.ケイによるこの作品、現代音楽からの流れを物語る。 （松） 



HOLGER CZUKAY,ROLF DAMMERS 

Canaxis 5 (W. Germany) 

MUSIC FACTORY 1969 年 

SRS 002 m 

A ： BOAT WOMAN SONG B: CANAXIS 


本作はかつてカンの 1 st 「モンスター.ムーヴィー」を限定600枚リリー 
スした MUSIC FACTORY からその 2 番として発売されていたもので最近 
その再発により存在が明らかとなった。シューカイは現代になってようや 
く世に名を知られる様になったが、カン時代も含めて常に微妙な音処理の 
感覚を持つ。この15年も前のアルバムは未だ彼が現代音楽の領域から作成 
した物で今ほど派手でなレ、分だけ手法が際立っている。すすり泣く様な電1 
子音とヴヱトナムの唄をコラージュした A 面は秀作だ。カン以後のアルバ| 
ムは全て国内盤で手にする事が出来るので一聴願いたい。テープ.コラー 
ジュを駆使した彼の音楽は大変穏やかで他のジャーマン•ロックパンドに 
は無し 、人間味 溢れるものだ。そしてそれはカンの浮遊感覚に通底する。（中野） 



DEMON THOR (Switzerland) 

Written In The Sky 

独 UNITED ARTISTS 
UAS 29 496 丨廃 

A: WRITTEN IN THE SKY B: PINK MARY 

FOR ONE LITTLE 

MOMENT 
GOOD MORNING 
SWEET CAROLINE 



Dieter Dierks，Harald GroBk 叩 f，Jiirgen 
Dollase,Klaus Schulze,Manuel Qottsching 
Sternenmadchen Gille (W.Germany) 
Planeten Sit-In 

KOSMISCHE MUSIK 1974 年 

KM 58 013 廃 

A: RAUMSCHIFF GALAXY B: ELECTRONIC NEWS/INT- 
STARTET, THE PLANET ERGALACTIC RADIO GURI 
OF COMMUNICATION/E- BROADCASTING/RAUMSC- 
LEKTRONENZIRKUS/D- HIFF GALAXY GLEITET IM 
ER NARR IM ALL/RAU- SONNENWIND/INTERST- 
MSCHIFF GALAXY etc... ELLAR ROCK etc... 


スイス人、トミー.フォートマンを中心とするデ モン •トールは、ドイ 
ツ UA から2枚のアルバムを発表している。本作は 「 Anno 1972」に続く 2 
nd アルバムである。このアルバムの真価は A 面すべてを費したタイトル. 
ナンバーに集約されている。この曲はフォートマンの奏でるメロトロン、 
ピアノを中心とした壮大なナンバーであるが、所々に女性 コーラス やブラ 
ス隊をフィーチャーして、'''ファンキ ーな シンフォ ニック•ロック" とでも 
言うべき独特な音世界を展開している。 B 面はそれに比べると割と平凡な 
ロック•ナンパーに終わっているが、全体を聴き通して見ると、当時の彼 
等がインターナショナル.レベルでの成功を念頭において活動していたで 
あろうことが十分に感じられる作品である。 （城） 


73年発足したコスミッシエ•レーへ C ルには8枚のセッション色の濃いア 
ルバムがある。すなわちリリース順に「セヴン•アップ/ロード.クリシ 
ユナ.フォン.ゴロカ」「タロット」「コスミック•ジョーカーズ/ギャラク 
ティック.スーパーマーケット」「サイ•ファイ.パーティー」「ギレズ.ツ 
ァイシッフ」そして本作がそれである。第4弾以後は同一の単なるセッシ 
ョンを編集したものでこれらエレクトロニクスによるスペイシーなトリッ 
プ•サウンドの指揮者がカイザーであり仕掛人がティモシー•リアリーであ 
つたと言える。シンセサイザーの飛び交う中をエコー.ヴォイス、ドラム 
等が入り乱れる様は本作において最も変化に富みまとまりをみせている。 
音楽的内容よりも録音技術、音の面白さの点で評価されうる1 枚。（松) 



DOM (W.Germany) 

ヒ dge of time 

MeJocord ST-LP-D00 72 廃 


i:Edge 0 
Dream 


タンジエリン.ドリームが頂点を極め、 Ohr ， Pilz といった一連の名作、 
秀作が生み出された時期に、限定500枚というまことにもってひっそりと 
発売された本作品は 、 Laszlo V . Baksay ( b . vo ), Gabor v . Baksay ( g , vo , 
fl)，Reiner Puzalowski ( g , vo , fl ), そして Hans Georg Stopka ( org , g , 
vo ) の四人によって作られた。全員がヴォーカルというか、ヴォイスと呼 
ぶにふさわしいパートを担当してるためか、彼らはエレクトロニクスよ 
りもアコースティックなものに趣を置いており、それ故、派手な演奏はな 
く、地味な印象をあたえる。東洋的なメロディが実験音楽とかみ合い不思 
議な音世界を作り上げ、ドイツのグループらしく単に情緒的に流されず、 
思想的なものを背後に感じない訳には行かない。また、再発にもなってい 
るらしい。 〔吉〕 



DRAGONFLY (Switzerland) 

Dragonfly 

HIGHFLY 11982 ’82 廃 

A: BEHIND THE SPIDER'S WEB B: DRAGONFLY 
SHELLYC0AT 

YOU KNOW MY WAYS (I BELONG TO YOU) 
WILLING AND READY TO FACE IT ALL 


近年に数多くの高水準なグルーブを輩出しているスイス系シン フォニッ 
ク勢。ここに取りあげたドラゴンフライも、それらの範疇に当てはまろう 
ずば抜けた演奏力を持った存在と言本るだろう。 Vo . G . B . Key . Ds の5 
人から成る基本的な編成で、ソリッドかつシャープな切れ味を持ったシン 
フォ ニック&ハードなナンバーから、端正な生ピアノの調べに乗った透明 
かつ清涼感漂うリリカルな曲まで、82年作という事も考えると、当時にお 
いて未熟な感が見受けられたプリティッシュ•ボンプ勢よりも、はるかに 
超越したブリティッシュナイズされたグループではないか。全曲どれもみ 
な素晴しい出来映えだが、やはり B 面を全曲費した “ Dragonfly ” が圧巻。 
一作のみ残して消滅するには余りにも惜しいと言えよう。 〔大〕 


/MARQUE E 
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LA DUSSELLDORF (W.Germany) 
Viva 

TELDEC キング 1979 年 

6.23 626 AO GXF-2045 

A: VIVA B: CHA CHA 2000 

WHITE OVERALL 
RHEINITA 
VOGEL 
GELD 


デュ ッ セル ドルフが NEU の発展 バン ドである事は周知の通り。本作はそ 
の2枚目の作品である。 B 面の SKY 独得のビートに乗せた、きらめくばか 
りの ナンバーは 長年試錯誤を続けた彼らの一つの頂天であろう。ジャー 
マンロックのイメージである「暗く重い」をはねのけ、真昼の明るさの中 
で自己を問うた彼らの音楽は下手な批評など受けつけないほど力強い。彼 
らの所属するスカイ.レ ー ハ ^ルは 共通してこのタイプの音作りをするが、 
現代においても彼らの影響を受けた バン ドは後を絶たない。ドイツを語る 
時、忘れてはならないのは、英米のロックがニューウェーヴを区切りに世 
代が変ったのに対し、新旧の交流がさかんであり、基本的な音世界が変っ 
ていないと言う事である。 （中） 



DZYAN (W.Germany) 
Electric silence 


BELLAPHONE 1974 年 

BIPS 19202 Q 


A: BACK TO WHERE WE 
COME FROM 
A DAY IN MY LIFE 
THE ROAD NOT TAKEN 


FOR EARTHLY THINKING 
ELECTRIC SILENCE 


G ， B ， Ds の最小の編成をもつ、どこか北欧的響きを持つジャズ • ロック • 
グルーブ、デツィアンのサード.アルバムが、この「エレクトリック•サ 
イ レンス」 である （一作 目 「 DZYAN<ARONDA AS 10.00 6 >J 
ACHINE < BIPS -19161 Q >」)。 サウンドは 3 枚とも同系統、即興主体のジャズ 
•トリオに民族楽器、アコースティック楽器が加わる。特にサズ、シター 
ル、カリンパ等がかなり前面に使用されている曲が多い。 ECM のテリエ. 
リビダルやヴァンガードのオレゴンなどと共通の響きを有する。技術はほ 
ぼ標準、ドイツ的というより、コスモポリタンな音楽性を感じさせ、独得 
といえる。当時のドイツロックシーンには、このような傾向のグループも 
多数あったことの一つの証明である。 （島） 



現在まで存在が明らかにされていなかったイイラ • クレイグの幻のファ 
—スト•アルパムである。71年にプロ •ディスクなるレーハ^レからリリー 
スされたこの作品は、口ールシャッハ•テストを想わす不気味なニッ折の 
ジャケットに包まれて発表された。71年というオーストリア•ロックとし 
ては早い時期にすでにこの作品が生み出されていたというのは驚きである。 


イーラ.クライダの 4 th アルバムである 。 「One Niter 」 以前にもオース 
トリア本国で発表された自主製作作品が71年にリリースされている。本作 
はミサを題材としたトータル • アルバムであるが、荘厳な雰囲気の中にも 
ポップな感覚が見え隠れし、かなり聴き易い音に仕上がっている。彼らの 
最高作がどれであるかは人によって論の分かれる所であろうが、本作は彼 


Zuschrader と Bognermayr はすでに在籍しており、 2 作 》 目以降の音とは多 
少趣を異にする、暗く淀んだ空間である。オルガンを中心にフルートやサ 
ックスがメロディを取るプログレッシヴ初期のサウンド。しかし哀愁に満 
ちており、当時のシーンを想いおこすに足る好盤である。 （山） 


らの持ち味である「透明感のある美しさ」が最も安定した形で発揮された 
作品といえよう。それにしても、フィードバック奏法を完璧に操るライデ 
ルベルガーのギターの美しさには嘆息さえ出てしまう。.なお3人のキーボ 
ー ド奏者の内、ボダナーマイヤーと ツッシュラー ダーの2人はドイツ.テ 
ルデックから 「 Erdenklangj というアルバムを発表している。 （城） 



EL0ITER0N (Switzerland) 

Lost Paradise 


EloiteronlP 4681/01 ’81 廃 


Martin Frey-p, org, syn, mtn, stringer. 
Dani Reimann-ds 


Harry Scharer-b, i 
Christian Frey-p, 
Stefan Frey-fl, tp, 
Michi Winkler-g 
pro. Eloiteron 


el. g, vo, syn 

org, syn, mtn, vc, stringer 

s, cornet 



EMBRYO (W.Germany) 
Opal 
OHR 

OMM 56.00 3 廃 


1970 年 


A: OPAL B：GOT NO TIME 

YOU DON'T KNOW CALL 

WHAT’S HAPPENING END OF SOUL 
REVOLUTION PEOPLE FROM OUT THE 

GLOCKENSPIEL SPACE 


サーカス、ブルー•モーション、アイランドといった刺激性の強いパン 
ドに比べ少々小粒との印象は免れないが、正統派のシンフォニックロック 
としては水準以上の出来栄えを誇る。メロトロンも去ることながら、ピア 
ノプレイに重きを置いたのは成功だった。時に B 面を聴いてみるとその良 
さが際立つ。 ac ギター、フルートといった割とオーソドックスな要素で 
それを巧くサポート、トランペットも要所要所で巧みに立ち回る。ただ、 
極く一部で変に明るい彩りが施され、若干の迫力不足を感じさせる。なお 
オリジナルはジャケットの上にニューウェイヴ風にデザインされたモノク 
口のカヴァーが貼られており、意識的に破かれたドクロの左目の部分から 
僅かに下地が覗くという面白い趣向になっている。 〔江〕 


オウル•レ ーへ i ルに残された エン ブリ ヨのファースト.アルバム である。 
音的には初期の名作であるセカンド「胎児の逆襲」への前段階的な試みが 
成されているが、そこには広がるような豊饒惑は未だ感じられず、沈むよ 
うな重苦しさが感じられる。明確な方法論を捜し出す試行錯誤作であると 
いえる。メ ンバーはジヨン•ケリー、エ ドガ ー • ホフマン、 クリス チャン 
. ブルヒャルド、 ラルフ•フイッ シャーの4人で他に3 人の ゲスト •ミュ 
ージッ シャンが参加している。 フォース 以降の エン ブリヨは政治色を強め 
ていくと同時にジャズへの傾倒を示して行くが、芸術的な意味合いに於い 
て 最もエナジーを 感じさせるのは U’A レーベル 時代の2枚である。現在ま 
でに12枚のリーダー. アルバムを 作成している。 （山） 
































EMBRYO 

Father Son And Holly Ghosts 


LIBERTY 
UAS 29 344I 廃 

A: THE SPECIAL TRIP 
NIGHTMARES 
KING INSANO 
FREE 


1972 年 


B：THE SUN SONG 
MARIMBAROOS 
FORGOTTEN SEA 



EMBRYO 

We Keep On 

BASF 1974 年 

202186 5-3 廃 

A ： NO PLACE TO GO B: EHNA, EHNA, ABU LELE 

FLUTE AND SAZ HACKBRETT-DANCE 

ABDUL MALEK 
DON’T COME 

TOMORROW 


中近東、南アジア圏の民族音楽を素材にすることの多いドイツ•ロックに 
おいてエンブリヨの場合それが単なるモチーフでないことは、その集大成 
11作目 「 EMBRYO’S REISE 」 に顕著である。またエイプリル•レーベル設 
立、インド、アフガニスタン < パキスタン等、未電化地域への発電機導人 
コンサート等、精力的な音楽活動は特筆に値する。ギター、ベース、ドラ 
ムの他サックス、フルート、ヴァイオリン、キーボード、マリンバを使用 
したジャージーな彼等のサウンド。この3作目ではベースを軸とし、より 
柔軟性のある地味な音作りではあるがマリンバを潤滑油とした流れのある 
サウンドはアコースティック•ギター、落ち着きのあるフルート、ヴァイ 
オリンを部分的に配置することにより、アクセントをつけている。（松） 


ドラム、マリンバ等担当の CHRISTIAN BURCHARD を中铀とするエンブ 
リヨは幾多のメンバー移動を重ねながらも13作のアルバムを発表している。 
本作は 5 th 「 ロックセッション」に続き74年リリースされたがレコーディン 
グは 2 nd 「 エンブリヨズ.ラ，ンヒェ」に参口していたロマン•ブンカ（ギター） 
を再び 1)11 え更にチャーリー.マリアン（サックス、フルート）等を迎えて72 
年12月、3作目と 4 th 「 スタイッヒ.アウス」との中間期に行なわれている。 
サックスとギターが前面に出ることによるジャズへの傾斜と中近東色の濃 
い民族音楽への傾斜がそれぞれ C . BURCHARD のドラムとパーカッション 
を底辺に前者のパワフルな演奏、後者の土埃と蜃気楼が舞うような曲想に 
両極化されている。非常にアグレッシヴな作品である。 （松） 



EMTIDI (W.Germany) 
Saat 


PILZ 

20 29077 -8 廃 

A: WALKIN'IN THE PARK 
TRAUME 
TOUCH THE SUN 


1972 年 

B ： LOVE TIME RAIN 
SAAT 
DIE REISE 



EPIDERMIS (W-Germany) 

Genius Of Original Force 

KERSTON 65063 77 廃 

A:THE NON EXISTENT SURROUNDINGS OF GOD 
A RIDDLE TO MYSELF 
B:GENIUS OF ORIGINAL FORCE 
PRIME ORIGIN 


かつて、「よいこのジャーマン ロック」 で常に上位ランキングされ てぃ 


脳味噌のフオトグラフイーを用いた、シュールなイメージが香り漂う力 


たエムティディのセカンド。ジャーマンロックファンは、ミ — ハーで ある 
といつ一とを如実に物語る決定的な1枚である。カナダ人女性ドリー.ホ 
ルメスの 奏でる オルガン ' ピアノ、ハープシコー ドの無常感た だよう調べ 
は、自然を慈しむ素直な感情の発露ともいうべき ボーカルに一 層の効果を 
及ぼし、全盛期を迎えんとする ジャーマンロッ クの礎に一つの可能性を見 
い出し得た素晴らしいもの だ。プロデュース ば取締役の ロルフ . ウ ルリ ッ 
ヒ.カイザー氏自らがやり、 エンジニア としての出たがり屋、 ディエーカ 
一氏の名も“ ファン タスティック. マン ，’ とクレジットされて いるアー 
ト デ ザイ ンは 言うまでもなく、 ヘルムー ト .フリッッ 氏である。 （丸） 


ヴァーに包まれたエピデルミスの 1 st . Key . B . そしてリコーダーも兼ね 
る G と Ds の4人編成で、全員がヴォーカルをとるという一風変ったグ 
ループは、さしずめ音的にはクセのないジェントル.ジャイアントかバン 
コといったところか。ある意味では、ドイツ臭さのない洗練された構築美 
を誇っている硬質のシンフォ ニック. グループと言えよう。クロス.リズ 
ムを生かした曲の構成と展開、強固にまとまってバラツキのない各メン 
パーのコーラスと演奏テク ニッ ク共に、ジャーマン系ということで考慮し 
てみると、申し分のない完成度を持った作品ではないだろうか？彼等はこ 
のあと 2 nd を発表するが、完全にボルテージは落ちてしまっている。〔大〕 



EROC (W.Germany) 

Zwei 

BRAIN テイチク 1976 年 

60.007 UXP-759-EB 廃 

A: Nebelwelt/Ein unhofli- B: Prof. Erwin Senkellfuss/ 
cher anfang/Aktuelles Sonnenfluch/Herr von sc- 
vorwort/Der traum vom hwabulahn/Das Irrsinnsl- 
wald/Lied von der briic- ied/Eine Erkenntnis/Ich 
ke/Toni Geht nach boel- bin ein Lac hen/Sternenw 
er heide/Geleerte Worte elke/Ein Hoflicher abgang 
/ Abendmeer/Kleine Fre- 
ude 



ET CETERA (W.Germany) 
Et Cetera 


GLOBAL 
28001 _8U 廃 


1970 年 


A: THURSDAY MORNING B: RAGA 

SUNRISE MILKSTREETS 
LADY BLUE 
MELLODROMA 


グロー プシ ュニッ トのドラマーであり、事実上のリーダーでもある本名 
ヨアヒム.エーリッヒのセカンド.ソロアルバムである。発表は76年でち 
ょうどグローブシュニットが3枚目の「ジャンボ」を出していた時期でこ 
の頃のエロ ッ クはグループではドラムの他に各種 エレ クトロニクス、エン 
ジニア、プロデュースまでこなし、このソロでも全ての楽器と処理を一人 
でこなしている。このアルバムは単に聞き流しているだけでは全て冗談の 
様に聞こえてしまうが、彼がグロープシュニットで果たした「裏切りのフ 
レーズ」の集大成と見た方が正しい。次はこのメロディーで展開されるだ 
ろうという聴き手の予測をくつ返してしまうグローブシ ュニッ トでの彼の 
やり方が見事に開花されている。78年にも3枚目が出ている。 （い） 


ダウナーはドイツの前衛ジャズシ，ーンで有名な 人で、 オクメノレズ、フリーアクシ 
ョン（ジャケットもデザインして:を発揮）等が日本でも発売されている。オク 
メルズではビートルズの曲をアレンジしたりして早くからロックやェレクトロニク 
スに興^をしめしていたが、ェトセトラを組んでロックに接近する。70^に本作、 
2 nd にコロシアムのハイズマンやジャズロックのラリー.コリエノ哮で KNIRCH 、 
そして2枚,組のライヴ;> メンノ <一はドラムの F . ブレスフルを除^、て流動的。74^ 
には 「 KUNSTKOPFINDINER 」 を Vio . にズビグ ニ ェフ.ザイフェルトを迎えて発 
表„本作のメンバーはベースに ECM で有名な E . ウェーバー、ギターにェンブリオ 
の ジギ、シェ ワブの5 人 編成によって、アラベスクなラ ー ガやマニェリスティック 
なジャズェレクトロニクスを展開する。 （木） 


^ A r Q^tr ザ E 

mmm rock catalog 































WEST GERMANY 
SWITZERLAND 
AUSTRIA 


EULENSPYGEL 

2 


SPIEGELEI 
28 760- 7U 


廃 


A: TILL 
SON MY 

KONSUMGEWASCHE 


(W.Germany) 


1971 年 


B: STAUB AUF DEINEM 
HAAR 

DIE WUNDE BLEIBT 
DAS LIED VOM ENDE 


グループのリ ーダ ー格である、ジェイムス.スロウは自らを“ティル” 

と名乗り、6人の遊芸人を引き連れて71年ハンブルクに現われた。中世の 
ドイツの民間伝承で余りにも有名なオイ レンシュピー ゲルのデビューアル 
八ム である。 “2” となってはいるが、72年に同レーへ：ルから「アウシュ 
ス」というタイトルでセカンドが出ている。本アルバムでは、ジャーマン 
ロックに例を見ない潑剌とした自由な演奏が展開され、ドイツ古都にまど 
ろむ憂愁に満ちたフルートとオルガンの音色は、石畳に敷きつめられた 
世都市の面影をそのまま促.ばせてくれる’。また、思わず吹き出してしまい 
そうなジャケットテ•ザインもシリアスな中にもユーモラスな一面を欠かさ 
ない風俗志向を垣間見せてくれる奇抜な見せ物だ。 （丸） 



EULENSPYGEL 

Ausschuss 

Intercord 28780 -5U 72 M 
A:Abfall 


B:Menschenmacher 
Teufelskreis 
Heufelskreis 
Der Fremade 
Untertanenfabrik 


ジャーマン.ロックの中で好きなものを 10 枚上げよといわれ、10枚選べ 
るかどうか。この Eulenspygel のレコードを10枚の中にいれるか、いれ 
ないかは別として、なかなかの力作にはちがいない。1枚目の方は、ジヤ 


ケットに感心するぐらいで、到底自分の好みにはほど遠かった。本作は、 
イギリスのアップル • スタジオで録音され、ジャケットもドイツのグルー 
プらしいというか、段ボールがはりつけられているという風変りなもの。 
全体的には前作の延長線上ながら、それまでのドイツのグループには少な 


い シン フォニッ ク的な面を耳にすることができる。なにはともあれ A 面 
を費やした大作の後半は、圧倒的ともいえるパワーで曲が進行する。当時 
全盛のメロトロンが大幅に使われいやが上にも曲を盛り上げて行くのであ 



る。 


〔吉〕 


FAITHFUL BREATH (W.Germany) 
r ading Beauty 

FBAA 6963.2 33 廃 1973 年 

A: AUTUMN FANTASIA B: THARSIS 
1ST MOVEMENT 
FADING BEAUTY 
2ND MOVEMENT 
LINGERING COLD 



FAUST (W.Germany) 

Faust 

POLYDOR ポリドール 

2310142 m 23MM 0236 

A: WHY DON’T YOU EAT B: MISSFORTUNE 
CARROTS 
MEADOW MEAL 


1971 年 


73 年に自主製作として限定発売されたフヱイスフル.ブレスのファース 
卜.アルバム。77年に一時再発された （Code CSM » 10002-FB) が現在では 
これも入手不能の状態であるようだ。マンフレツド•フォン•ブトラー（才 
ル ガン、 メロトロン、 ピアノ etc )、 ハインツ .ミー クス （ギター）、 ユルゲン 
.ヴァリッツ（ドラムス）、ホルスト.スタべノフ（ベース）の4人編成で 
重厚なシンフォニック. 口. ックを奏でている。テクニック的にはさして期 
待できるものではないがゲルマン人の心からわきでるロマンティシズムは 
正に叙情である。80年には再編し、スカイ. レーベルよ りセカンド 「ROCK 


透明ジャケットで創られたファウストのファースト•アルバム。彼等は本 
作 、「 SO FAR 」「 TAPES<VIRGIN VC 501 ’ 73>」「 IV《VIRGIN 87 739 ’ 74》」 
と計 4 枚のリーダー.アルバムの他、トニー.コンラッドとの共作盤、ア 
ンソニー.ムーアの1 st アルバム、スラップ. ハッ ピイの1 st 等にも参加 
していることが知られている。様々なモチーフを細断し、無作為に再構成‘ 
するという手法を持つファウストの特異性はこの1 st アルバムにおいて、 
エフェクトの使用を伴い最も明確に表われている。ことファウストに関し 
ては諸説が粉々としているが、的確な表現は未だに成されてはいないよう 


ON MY HILL(SKY 038》」、翌年81年にサード 「ROCK LIONS <SKY 055)」を 
発表している。 （山） 


に想う。ただ、プロデューサーであるウヴヱ.ネッテルベックの役:割もみ 
のがすことはできないと思うがどんなものであろうか。 （山） 



FAUST 


So rar 


POLYDOR 
231019 6 廃 

A: IT’S A RAINY DAY, 
SUNSHINE GIRL 
ON THE WAY TO 

ABAMAE 

NO HARM 


ポリドール 1972 年 

23MM0126 


B: SO FAR 
MAMIE IS BLUE 
I’VE GOT MY CAR AND 
MY TV 

PICNIC ON A FROZEN 
RIVER 

ME LACK SPACE... 
...IN THE SPIRIT 


ファウストの 2 作目。ジャケット、レーハ^ル.マーク等全てが黒一色で 
統一され、9曲各々に対してのイメージ.イラストが添えられている。前 
作が継ぎ目なしの比較的長い曲の中に様々な音響コラージュを形成してい 
たのに対し、本作では9曲という小品に細分され、各曲はそれぞれ独立し 
た小曲として分離している。しかしこの場合、批評は各曲に対して成され 
るべきではなく、全体を見回して始めて成立するものである。ベルベット 
•アンダーグラウンドからの影響を感じさせるファウストであるが、ベル 
ベットがルー•リードという強い個性によってひきずられるのに対し、ファ 
ウストには全体としての意志がバランス良くプレンドして一つの完結をみ 
ている。 （山） 


FLAME DREAM (Switzerland) 

Elements 

VERTIGO 632697 6 79 廃 

A:SUN FIRE B:EARTH SONG 

SEA MONSTERS A POEM OF DANCING 


スイスのテクニカル.シンフォニック集団、フレイム*ドリーム。本作 
品は彼等の 2 nd である。前作の 1 st rCalateaJ においては曲作りのアイ 
ディア等が先行していて、水準的にも今一歩の感が見受けられたが、それ 
なりに聴き処を持った仲々の好作品でもあった。発表後にギターが抜け、 
Key をメインに Vo & Sax • FI ， B , Ds の4人で製作された、この 
「 Elements 」 では、手法と方法論は前作と同じ傾向ではあるが、構成や 
展開.テクニック的には一段と向上しており、スイスの広大な自然と国土 
を彷彿させるかの様に印象付ける。クリアーかっ壮厳な演奏が聴き物、仲 
でも流麗な キー ボード群とサックス、フルートとのからみは特筆すべきと 
ころ。グループは本作以降、親しみのあるボップ風な音へと移行していっ 
た。 〔大〕 










































FLAME DREAM 

Out in The Dark 


VERTI 60 6367 016 80 


A:FULL MOON 
NOCTURNAL FLI6HT 
OUT IN THE DARK 


B ： WINTERTIME NIGHTS 
STUNGE MEETINGCPARTI) 
CALEIDOSCOPE 
STRANGE MEETINGC PART 2) 



FLOH DE COLOGNE (W.Germany) 
Geyer Symphonie 


OHR 1974 年 

OMM 556.033 m 


A：1 SATZ: GRANDE TRI- B：3 SATZ: SfiR^NADE DES 


STESSE( REQUIEM) 

2 SATZ ： DANSE MACABRE 
(TOTENTANZ) 


(LEICHENSCHMAUS) 


6 枚のアルパムをリリースしているフレイム.ドリームは高水準の作品 
の多いスイスの中でも秀れたシンフォニックを演奏しているグルーブであ 
る。ファーストは荒削りながら、後の成長を予見させるに足る作品であり、 
彼等が最も高いヴォルテイジを保つのはセカンドからこのサード.アルバ 
ムに到る時期である。フォース以降は最新のイクウィッブメント、録音技 
術を導入しながらも徐々にポップに平板になっていくが、どれも一聴には 
値する作品だと信じる。一方、セカンドとサードは甲乙付け難く、水準の 
高い演奏技術——特にローランド.ルックストゥールのキーボードのセン 
スの光る現代的イディオムを持つプレイを中心として素晴らしいシンフォ 
ニック • ロックを披露してくれる。テクニックもさることながら構成力も 
見事だ。 （山） 


彼等について知ることのできる最古の情報は68年1〇月に制作された 「 Vi ¬ 
etnam 」 < plAne s 33 101)である。活動は現在も続いており、判明する 
限り11枚のアルバムをリリースする政治色の濃いバンドの様である。本作 
はオウル. レーベル 在籍時にリリースされた 5 作目であり、同 レー ベルの 
最終作でもある。 ボンゴ、 ドラム、サックス、フルート、マンドリン、才 
ル ガン、 ギター、ベース、シンセサイザー、 メロトロン、 ピアノ等、 30 種 
類におよぶ楽器による様々な形態の演奏と効果音が次々とコラージュされ 
ドイツ語の語りによって曲進行がはかられている。初期ザッパのドイツ版 
といった感がある。ブラック•ユーモアが全体を貫き賛否の分れるところ 
であるのはジャケットを見ても判る通り。 （松) 



FLNTE & VOICE (W.Germany) 
Imaginations Or Light 

PILZ テイチク 1971 年 

20 21088 *2 廃 UPS-549-B 廃 

A: IMAGINATIONS OF B: RESTING THINKING 
LIGHT ABOUX TIME 

THOUGHTS NOTTURNO 



GILA (W.Germany) 
Gila 


BASF 

20 21109 ~6 廃 

A: AGGRESSION 
KOMMUNI RATION 


1971 年 

B: KOLLAPS 
KONTAKT 
KOLLEKTIVITAT 
individualitAt 



ハンス•レッフェル ト （ E . ギター、 A •ギター、 フルート） と ハンス 
• ブランダイス（シタール 、 E • ギター、ヴォイス）のデュオ作、唯一の 
作品である。シタール、ジャズ色の伺える E •ギター等を中心に全編、各 
楽器の絡みとソロによって静.的で極めて東洋的な音世界が淡々と繰り広げ 
られている。薄日の差し込む中を気の向くまま自由に奏でられた様なそれ 
は瞑想音楽と呼ぶことの出来る類の音楽である。アネクサス.クァムの音 
楽性と ヒッ ピー. ムーヴ メントが生み出したというべき夢幻的 或いは 東洋 
的な響きを持つ例えば W & W の様なフォークとの中間に位置し、更に音を 
浄化した内容と言えば察知できようか。 70 年前後の西洋文化圏に花咲いた 
インド志向が音に反映された意味でその典型的作品と言える。 （松) 


ギラのファースト•アルパム。ギラは2枚のアルバムを残して解散して 
しまうが、ボポル.ヴフに加入していたコニー.ファイトがリーダー.シ 
ップをとっていたことで広く知られている。メンバーは ダニエル . アルー 
ノ（ドラムス）、フリツ，ツ.シエイング（オルガン•メ ロトロン）、コニー. 
ファイト（ギター）、ヴァルター•ヴィーデルケール（ベース）の 4 人でデ 
ィー タ— •ディ ー クスがプロデュースにあたっている。本作でのギラは内 
的広がりをみせるトリップ • サウンドを演奏しており、セカンドの静寂感 
はあまり感じられない。しかしその完成度は 71 年にリリースされたドイツ 
•ロックのアルバムとしては、いや全ドイツのグループの中でも極めて高 
水準であるといえる。 （山） 



GILA 

Bury My Heart At Wounded Knee 

WARNER BROS. 1973 年 

WB 46 234 m 

A: THIS MORNING B: BLACK KETTLE’S BALLAD 

IN A SACRED MANNER LITTLE SMOKE 
SUNDANCE CHANT THE BUFFALO ARE 
YOUNG COYOTE COMING 



益 


Sergius Golowin & Jerry Berkers,Jurgen 
Dollasejorg Mierke,Klaus Schulze,Walter 
Westrupp，Bernd WitthUser (W .Germany) 
Lord Krishna Von Goloka 
KOSMISCHE MUSIkK 1973 年 

KK 58 00 2 廃 

A: DER REIGEN B: DIE HOCH-ZEIT 

DIE WEI BE ALM 


ギラのセカンド.アルパム。前作が色彩感覚の強いどちらかというとド 
ロドロとしたサウンドを有していたが本作になると、ある意味で昇華した 
静寂感が滞っている。前作のメンバーのうちコニー.ファイト以外は全員 
脱退し、新たにボポル•ヴフのフローリアン•フリッケとダニエル•フイ 
ッヒヱルシャーがゲスト参加している。これはコニーのボポル/ヴフの 72 
年のアルバム「ホシアナ.マントラ」への加人が大きく影響しているとい 
える。ここではフリッケはピアノの他にメロトロンも弾いている。 A 面は 
女性ヴォーカルをフイーチャーしたポップな小品が収められているが B 面 
になるとギラの本領発揮といったところ。繊細なコニーのギターとフリッ 
ケとのコラ ボレー シヨンは見事な広がりをみせている。 （山） 


ヴァ V ンシュタインのイェリー•ベルカーズ、ユルゲン.ドラゼ、 W & W 、 
クラウス•シュルツェ、ヨールダ.ミエルケが 奏する ギター、ベニス、 ピ 
アノ、 メロトロン、シンセサイザー、フルート、タブラ、コンガ 等、様々 
な楽器を駆使しての掴み所のない混沌とした夢幻的な音の流れの上をエコ 
一 処理されたドイツ語による語りが響き渡る といった 宗教的な雰囲気をも 
加味した本作、 ゼルギウス •ゴロ ヴィン なる詳細不明人物の名義作である。 
内ジ ャケットやアルバム •タイ トルから も ユート •ピア指向が伺え全体に才 
ルガンとアコースティック • ギターの響きが 印象的であるが A -2 における 
メロトロンに よる コーラスを 交えての神秘的空間は白眉。 プロデュースは 
ロルフ•ウルリッヒ. カイザー 0 コスミッシエ 系 サウンドの 変種。（松） 
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WEST GERMANY 


SWITZERLAND 

AUSTRIA 



GROBSCHNITT (W.Germany) 
Ballerman 


BRAIN 

2/1050 


ULS-^ 


i? 〜 30*EB 廃 


A: SAHARA B: MORNING SONG 

NICKEL-ODEON MAGIC TRAIN 

DRUMMER’S DREAM 


C,D: SOLAR-MUSIC 


GURU GURU (W.Germany) 
UFO 


OHR 

OMM 56 005 g 


1970 年 


A: STONE IN B：UFO 

GIRL CALL DER LSD-MARSCH 

NEXT TIME SEE YOU 
AT THE DALAI LHAMA 



第-次大戦中のヴヱストファーレン軍楽隊の名をそのままグループ名に 
したグロープシュニットは北部ドイツ、サクソンの地で70年に結成された。 
そして72年発表された同名のファーストはジャーマン.ロック最高作と評 
されるジャケットの世界をそのまま音に表現しつくしたブレイン最大の問 
題作と言える。このセカンドは前作をはるかに上回る出来でもって2枚組 
として73年に出された彼らの最高傑作である。冷たくよどんだ暗黒の空間 
を漂う凍結した宇宙気流の如く、遠い冥府宫への旅先案内人の12人の楽師 
たちが鋼鉄の木霊が響き渡る夢魔の森へと誘ってくれるであろう。そして 
この偉大なる作品は間違いなくジャーマン.ロック界5本の指に入ると私 
見を交えずに断言できる。 （い） 


60年代後半イレーネ. シュヴァイツァー. グルーブ、グローブ. ユニテ 
ィーといったフリー . ジャズ界で活動していたマニ.ノイマイア'— ( Dr )、 
とウリ.トレプテ （ B ) がアクス.ゲンリッヒ （ G ) と共にこのデビュー 
作を制作したのが70年。グループの代弁者であるマニ、30歳、ウリ•トレ 
プテ、29歳時点での作品である。ポポル.ヴフのフローリアン•フリッケ、 
カンのホルガー. シュー カイ等、30歳前後にして独自の世界を切り開いて 
いる点、前歴や後の足跡を考慮すると様々な興味ある言及ができよう。本 
作にはグル.グル独特のユーモアは皆無で非常に重苦しい空気がへヴィー 
なサウンドと合い溶け込み、実験的作風 （ B -1)、 マニのフリー•ジャズを 
引きずるドラミング等、初期ドイツ•ロックの代表作と言える。 （松） 



GURU GURU 

Guru uuru 

BRAIN テイチク 1973 年 

1025 廃 UPS-604-EB 廃 

A: SAMANTHA’S RABBIT B: DER ELEKTROLURCH 
MEDLEY a) Rocken Mit THE STORY OF LIFE 
Eduard b) Something 
Else c) Weekend 
d)Twenty Flight Rock 
WOMAN DRUM 



GURU GURU 

Dance Of The Flames 

ATLANTIC 1974 年 

ATL 50 044 

A: DAGOBERT DUCK’S B: DANCE OF THE FLAMES 
100TH BIRTHDAY SAMBA DAS ROSAS 
THE GIRL FROM RALLULU 

HIRSCHHORN AT THE JUNCTURE OF 
THE DAY OF TIMESTOP LIGHT AND DARK 

GOD'S ENDLESS LOVE 
FOR MEN 


フリーキーなロック バン ドは独国内に常に存在する様で、現在でも DAF 
タイプのエレクトリック.ビート以外にグルグルの影響を明らかに受けて 
いると思われるものがいくつか有る。彼らの最もフリーキーな部分は Ohr 
の再発により耳(ダされた方も多いと思うが、もうひとつのブラック.ユー 
モア的なセンスは本作、又は カン グルで聴ける。 A 面の毒に満ちたロック 
ンロール.メドレーは代表的な例。特筆すべきは B -1 で、ギター、ベース、 
ドラムスと言うロックの最も平凡な編成において、想像し難い音世界を作 
り上げている。タイトルは「電気ガエル」の意で、その通りカエルの聴覚 
化 （！？） を試みているわけだ。（ちなみに彼らは現在でも、独国内において絶 
大なる人気を持っている。） （中野） 


グル.グルには12作のアルバムがあるがその間に2度の解散を経験して 
いる。1度目の解散は本作後であり、この時点でオリジナル.メンバーは 
既にマニ • ノイマイアーを残すのみである。初期4作以外は音の軽薄さ故 
にいささかマニの冗談も行き過ぎに感じられる中にあってこの6作目はホ 
ウシェンク.ネヤデプールの ロ ック.スピリット溢れるジャズ.ギターを 
中心に真剣な演奏を繰リ広げて“る。実にシャープな音を切り出す攻撃的 
なギターとハンス.ハルトマンのベースにいつになく巧みなマニのドラム 
が絡み最もスマートな形のグル • グルが演出される-方、民族打楽器を多 
用した曲等にも整合感を生んでいる。グル*グルすなわちマニは彼の最も 
テクニカルな作品二本作を発表後、長く低迷し現在に至っている。（松） 



HABOOB (W.Germany) 
Haboob 


• HORZO 
REP 3400 2 廃 

A：ISRAFIL 
BLUES FOR WILLY 
PFF 

SOOLOO 


1970 年 


B: MORNING PRAYER 
KEEP ON PUSHING 
SOLDIER BOY 
TIME TO BE 



HARMONIA (W.Germany) 
Deluxe 


BRAIN 

1073 


UXP 739-EB 


廃 ，975 年 


A: DELUXE (Immer 

Wieder) 

WALKY-TALKY 


B: MONZA (Rauf und Runter) 
NOTRE DAME 
GOLLUM 
KEKSE 


ジミー.ジャクソン。あまり知られてない人であるが、ドイツ初期の重 
要な作品に多くその名をつらねている。アモンデュール11(以下 A D II )、ェ 
ンブリヨ、ナイアガラ、パスポート等々。そのジミーのアルバムともいえる 
のが本作でナイアガラのジョージ.グリーン （ ドラム）、 W . パウエル（ギター） 
のトリオ編成。プロデュースは ADII のオラフ.キュブラー。キュブラーと 
口 —ター.マイトとは因緣浅からぬ仲で、パスポートの第1作、レミンダの 
踊り、狼の町、マイトのユートピア等で共演。黒人ドラマーでジャズ色はか 
なり強いとはいえまぎれもなくサウンドは ADII の血縁。ドイツロック初期 
の息吹きを体感できる1枚。ジャケット•デザインは ADII のフォルケ•ログ 
ナーが手掛けており彼の多才がうかがわれる。 （木） 


ブレイン•レーへ ^レに2枚の良質な作品を残した ハル モ ニアの 2 ndo G , 
Key , Vo のミヒャエル.口ーターはノイのメン バーで ありクラフトヴエルク 
の系譜、 Key , Vo のハンス•ヨアヒム•レデリウスと Syn 、 ハープ、 Vo のデ 
ィー ター. メビウスは CLUSTER のメンバーであり 、その系譜は KLUSTER 、 
およびタン ジエリン •ド リームへと 連なっていく。前作「ム ズィック.フォン 
.ハル モ ニア」 は初期 CLUSTER の 延長線上にある前衛的な音響サ ウンドで 
あったが本作は M . ローターの 個性を反映し ポップ 色と エレ クトロニクス 
が 調和した ソフト なサ ウン ドとなっている。 プロデュースは 彼等と コニー 
•プランク、グル.グルのマニがドラムで参加。分離後 M •ローターはソロへ、 
レデリウスとメピウスは CLUSTER を復活させる。 （松） 


M A R Q U E E 

EUROPEAN ROCK CATALOG 






















HOELDERLIN 

Hoelderlin 

SPIEGELEI 
26 511-6U 

A: SCHWEBEBAHN 
I LOVE MY DOG 
HONEYPOT 


(W.Germany) 


1975 年 


B: NURNBERG 

DEATHWATCHBEETLE 


ヘルダーリンの通算 2 作め、スピーゲライに移籍し、グループ名の綴り 



MICHAEL HOENIG (W.Germany) 
Departure rrom The 

Northern Wasteland 

WARNER BROS. W . パイオこア 1977 年 

WB 56 464 P 1051 OW 廃 


A: DEPARTURE FROM B: HANGING GARDEN 
THE NORTHERN TRANSFER 

WASTELAND VOICE OF WHERE 
SUN AND MOON 


ミヒ ヤエ ル •へ一ニ ヒのソ ロ アルバム。タンジ • エリン•ドリームやクラウ 


を Hoelderlin に変えての第1作めである。メンバーは大半が前作と同じであ 
るが、トラッド色の強い 1 st から3年の時を経て彼等の音楽性はかなりの 
変化を遂げた。アコースティック楽器の響きを生かした曲創りは以前から 
の持ち味であるが、本作以後はよりロック色の強い方向へと向かったので 
ある。例えば本作の A -1 の曲などからは極度なまでに「太陽と戦慄」期の 
クリムゾンの影響がうかがわれる。彼等は以後76年に 「Clowns & Clouds 」 77 
年に 「Rare Birds ふそして 78年には '、シンフォ ニック•ロック.グループ" 
ヘルダーリンの集大成とも言うべき2枚組ライヴを発表。が、以降は彼等 
も徐々に時流に乗った音創りを目ざしている様だ。 （城) 


ス•シュルツヱとの共同作業を経て作られた最初のシンセサイザー•ソロア 
ルバムである。 アジテーシヨン •フリーの中心メ ンバーと して活躍して いた 
ことでも知られている彼は、ドイツの現代音楽畑の人々との関係が深く又 
最も古いらしい。 ベ ルリ ンのメ タム ジークフ ヱス ティ パルという新しい発 
想からの音楽祭の運営にも携わっていたようだ。彼の音楽には全編を通し 
て夜を感じさせるものが流れている。夜の色彩と微妙な変化を感じさせな 
がら繰り返される反復は、西洋的な瞑想世界へと導いていく。このアルバ 
ムは体験する者に、亜空間にいる自分を発見させるのだろうか？ついでな 
がら、シュルツェ.のタイムウインドのノイズィーな音は彼のものらしい。（韮） 



HOLDERLIN 

Holderlins 1 


(W. Germany) 
1 raum 


PILZ 

202131 4-5 « 

A: WAREN WIR 
.PETER .， 
STROHHALM 


1972 年 


REQUIEM FUR EINEN 
WICHT 


B：ERWACHEN 

WETTERBERICHT 

TRAUM 



INDIGO (W.Germany) 

Herbstwind 

SSU:828 ’80 廃 

Martin Ernst-kbd, vo 
Gerhard Huber-ds, vo 
Wolfgang Krieg-g, vo 
Albi Schmidt-Reinthaler-syn, vo 


ドイツの神々は既に滅び去り、老廃して役立たずの偽善的な悪臭を放つ 
秩序に対し、ひたすら異国への郷愁に身を焦がす狂おしさに自らを捧げた 
詩人ヘルダーリ ンの 悲劇を現代によみがえらせた ジャーマン ロックの一 ^つ 
の神話的アルバム。一人の詩人の、その生への原点を自己の内に環元せん 
とする瞬間を切実に謳い上げるナニー•フ ォン . グルンコウの憂愁に満ちた 
ヴォーカルは、童話的色調を带びたアルバムのトータル性を但うに余りに 
も効を成している。当時のシーンに、はかなくも咲いた一輪の花は、かつて 
の神々への、滅びえた英雄への挽歌を民族感情の根拠たる象徴として受け 
とめることができる。残念ながら、セカンドアルバム以後は、このアルバ 
ムに見るようなジークフリート以後の英雄の姿は見い出し得ない。（丸） 


77年にデビューしたインディゴは計3枚の作品を残しているが本 3rd 
アルバムが最も完成された内容となっている。シンセ系を中心にキーボー 
ド群を前面に押し出した典型的なシンフォニックサウンド。若干新しめの 
音作りは今一 つ 押しの強さが足りない感じもするが、清澄度の レベル は常 
に一定に保たれ、確固たる演奏技術に裏打ちされた味のある演奏が展開さ 
れる。第二の主役はシンセ音に追随して時にソロを取るギター。A3、 B 
4ではユニゾンやオルガンとのコンビによる若干へヴィで泥臭いプレイを 
披露し、全体の流れに適度なメリハリをつけている。なおグルーブはダブ 
ルキーボードの4人編成。本作では Reinhart Kunstmann なるベーシスト 
がゲスト参加している。 〔江〕 



ISKANDER (W.Germany) 
Boheme 2000 

HERKULES ETST 027 82 廃 

A ： WINTERHA6EN B; DRAUSSEN 

WINTERHA6EN 3 ELTNEG TNAI6 

6LEITFLU6 DOLLARHUT 



ISLAND (Switzerland) 

Pictures 

ROUND RECORDS 1977 年 

01001 m 

A: INTRODUCTION B: HEROLD AND KING/ 

ZERO DLOREH 

PICTURES HERE AND NOW 


イスカン ダーと いうグループのファースト.アルバム 1 は81年にリリース 
された“ Ouverture ”（ ST / PR 010581) で、本作はセカンドである。どちら 
も甲乙,付け難い出来なのだが、このセカンドを選んでみた。この作品は劇 
場用に作曲されたもので、オリジナル • ヴァージョンを縮めて創られたの 
がこの LP (完全版はテープのみ発表）である。甘美でメロディアスなリ 
—ド.ギターにプロフエットの独特な、厚みのあるストリンダス。静寂の 
中に響き渡るフルートの調べ。冷たい、さわる と 手の切れるような音空間。 
計算されたサウンド•スカルプチュア。それらが織り成す調べは、端正で 
悲しく、時に暖かいタピストリー。全てのナンパーを順に聴いていくと遠い 
夢幻の国々へと体がすいよせられていくかのようだ。 （山） 


アイランドはスイスのグループである。77年にイタリアのリコルディ • 
スタジオで録音された本アルバムのプロデュースにはアクア.フラジーレ 
等をてがけたクラウディオ•ファビが起用されている。ペーター•シェラ 
一というマルチ.キーボード.プレイヤーを中心とする4人編成だが、ヴォ 
ーカル、ドラムス、サックス•フルート•クラリネット、キーボードとい 
うかなり変則的なものでベースはペーターがペダル.ベースで代用してい 
る。変拍子を伴う驚異的な曲進行はアヴァン•ギャルド•ロックとシンフォ 
ニック • ロックの融合という極めて特異な位置にあるもので、表現主義派 
のロックとしては最も先銳的な存在である。ユニヴヱル.ゼロのミスティ 
シズムと SFF の構築美をかねそなえていると想えばよい。 （山） 


|WH)PEAN RffCK CATALOG 































WEST GERMANY 
SWITZERLAND 
AUSTRIA 



IVORY (W.Germany) 

Sad Cypress 

Jupiter:202 428-367 ’801 

Goddie Daum-g 
Christian Mayer-vo 
Frqdrik Rittmuller-ds 
Thomas Sommerlatte-kbd 
Ulrich Sommerlftte-Kbd 
Charly Stqchel-b 
pro. Ulrich Sommerlatte 



JOY UNLIMITED ( W . Germany ) 


Schmetterlinge 

PILZ 

20 2109 Ol 廃 

A: CONTACTS 
Rudiment/Connect ion/ 
That’s The Key/For 
You And Me 
MANIFESTATIONS 
Suppression/Rankness/ 
Face Of War/Free 


B: MANIFESTATIONS 
Sensual Impressions/ 
Quintessence 
EMOTIONS 

Eden-Park/Metamorpho¬ 
sis/In Search For The 
Last Word/Rising Mind/ 
Eden-Park Again 


74 年にイエスのコンサートを聴いたのがきっかけでロック音楽を手掛け 
る様になったという初老の Ulrich Sommerlatte が率いる6人組。彼の息 
子である医師の Thomas を初め銀行員、教師、学生と多彩な顔触れが集 
まって結成された一見ユニークなバンドであるが、抜群のチームワークに 
より、“ジIネシス系’’と色分けされる数ある作品群の中でも一際光る好 
アルバムを作り上げてしまった。 Sommerlatte 親子の奏でるキーボードを 
中心にした組み立ては、どれ程良質なユーロボンプでさえも及びもつかな 
い緻密なもの。70年代の香りを色濃く残したサウンドからはポンプ系の作 
品と同列に扱われることをも潔しとしない毅然とした自己主張さえ感じ取 
ることが出来る。再発を機に是非、本作の素晴らしさを再認識して欲しし、 


デビュー作「 OVERGROUND<POLYDOR 2371050〉」 ー ポップ色が強い一を 
70年に発表した彼等が2作目としてバレーの為に書き下した作品である。 
内容の性格上トータル作と成っている所からもフルート.ソロを巧みに交 
える等、凝った作風が非常に親しみ易いメロディアスな曲調と相まって興 
味を引く。しかしながら全体像として浮き上がるものはジヨイ•フレミング 
—本作後脱退一のハスキー.ヴォイスによるソウルフルな P 昌法、70年初頭 
特有のオルガンの音色、オーソドックスな演奏スタイルでありブラス•セク， 
シヨンさえ挿入されるといった英米スタイルのメロディー.ラインである。 
初期のアース&ファイアーの様な正統な国際的視点を備えていたが故にド 
イツ然とした要素は少ないが良質の資質を感じ取ることができる。（松） 


〔江〕 



JOY UNLIMITED 


Reflections 


BASF 

20 21686 *1 廃 


UPS-567-B 廃 


1973 年 


A: REINCARNATION B: a)MOTION IS MOVEMENT 

OCEAN OF RUINS b)HATE NINE AND TEN 

KING RICHARD’S THE SEARCH FOR 

COURT JESTER FATHER TIME 

COLOSSUS OF STEEL SILENTLY SUNG 
AND IRON QUESTION 
CHRYSTAL PALACE 



KASHMIR (Switzerland) 

Je Suis … 


DISOUES DL 3300 79 m 


A ： DESERT BLEU 



LINEAR 

FAR AMY 


B ： SLOWLY 
0H30 
80 ! 


女性ヴォーカルのジョイ.フレミングスとギター、ウッドウインズ担当 
のクラウス.ナーゲルが脱け、新たにヴォ、一カル、ギター担当のケン•卜 
レイラーが加わったジョイ.アンリミテッドの3 rd アルバム である。オル 
ガン、フルート、サックス等をフィーチャーした緩急_在の彼らのサウン 
ドからは、ドイツ人気質よりもプリティッシュ•ロックからの強い影響が 
感じられる。しかしそれは二番煎じ的な軽薄さではなく、自己のスタイル 
として完全に消化された安定した音楽姓として表われている。全体的な魅 
力という点では 2nd の 「Schmetterlinge」 もかなりのものだが、彼らの最も 
成熟した姿はこの「リフレクションズ」であると言えよう。彼らは74年に 
本作と同傾向にある4枚め 「Minne」 を発表し解散した。 （城） 


カシミールのファースト•アルバムである。スイス国内で自主製作 （2 
つ折ジャケットで、内側にロジャー，ディーン風の夢幻的なイラストが描 
かれている）された後、ドイツ及びフランス•プレスがジャケット違いで 
リリースされた。全てのキーボード類を操る P.Guenat とドラムスの H.Du- 
belly のユニットで、曲想に多少のバラつきはあるものの、メ ロトロンを始 
めとした多種のキーボード群によるシンフォニックな音造りが彼等の持ち 
味である。生のオーケストラを導入したりして極めて意欲的な作品で、と 
ころどころに荒さが目立つものの、音楽に対する姿勢は純粋なものが感じ 
られ、好感が持てる。初々しさと夢幻性という、プログレッシヴの大切な 
ーファクターを持つグループとして紹介したい。 （山） 



KASHMIR 

Histoire Cruelle 


KOBOLD K0LP 949 '82 M 

: PREL06IE 
BIEN FINI ! 

MICROCOSME 

IMAGINATION 

ANASTASIA 

EPIL06IE 


: HISTOIRE CRUELU 
I AM.DIN6 DONG 
MEMENTO Zl 
KAMPUS 
SYNCOPE 
TOUT-VA-BIEN 



KEDAMA (Switzerland) 

At Sunrise Studios 

SUNRISE 076*1949 ’76 廃 

A: OUVERTURE B: OUR POWER 

FINARE ZUGABE 


唯一のアルバムをリリースして消えたと考えられていたが、実はスイス 
本国でひっそりとセカンド.アルバムが創られていた。前作同様 P.Guenat 
と H.Dubelly のオリジナル.メンバーは変化なく、他にドラムス、フルー 
卜、ヴァイオリン、ギター eto ■と計10人のバック.ミュージシャンが参加 
している。トータルとしての叙情性は前作のほうが強いが、このアルバム 
では演奏技術、センス、録音テクニックについて明らかに進歩がみられる。 
特にそれは A 面ラストの曲に顕著で、ここでは叙情性すらも前作を上回っ 
ているかのようである。ただ全部を通して聰くと、シンフォニックという 
見地からのみ考えれば物足りな いこと も事実だ。どちらの作品を好みとす 
るかは個人レヴヱルでの問題であろう。 （山） 


プログレッシヴ系の作品には必ずといっていい位、自主製作なり変形ジ 
ャケットという特典が付いたりして、しかも限定でプレスされた枚数が少 
なければ少ない程、極めて入手困難で高いプレミアが付くと相場が決まっ 
ているもの…。このケダマ（毛玉？）なるスイス出身のグループも、そう 
いった部類に属するであろう。限定100枚で、決して変形ジャケットでは 
ないが白地にグループ名… etc がスタンプ印刷されている以外は全く不明 
という、正に幻と言うべき存在の作品。全4曲、70年代初期のプリティッ 
シュの土臭いオルガンとメロトロンが聴き物で、メンバー個々（恐らく、 
G. B. Ds. Key の4人編成？）のプレイも安定して、スタジオライヴテイ 
クー発録りとは思えない位の完成度を持った名作と言えよう。 〔大〕 


M A R Q U E E 

EUROPEAN ROCK CATALOG 

' い \ "x 


























KING PING MEH (W.Germany) 
King Ping Meh 


POLYDOR 
2371259 m 

A: FAIRY-TALE 
SOMETIME 
DON’T YOU KNOW 


1971 年 

B: TOO MANY PEOPLE 
DRUGSON'S TRID 
MY DOVE 
EVERYTHING 
MY FUTURE 



キン.ピン•メイのファースト。彼等はブリティッシュナイズされたハ 
ー ド.ロックを得意とし、その姿勢は一貫している。 が A-2、B-3 で聴け 
るメロトロンを伴う パラー ドの出来は仲々のものである。歌詞は英語で歌 
われている。この後、ゼブラレーべルより2枚 「KING PING MEH<ZEBRA 
2949 005 7 2>」、 「KING PING MEH<ZEBRA 2949 011 73>」、ノヴァ.レー 
ベルより2枚 「VIRTUES AND SINS<5lOVA 6.22 015 ’ 74 >」、 「CONCRETE 


(NOVA 6.28 370 DP 75>」、バチルスより 1 枚 「KING PING MEH<BACILLUS 


BAC 2046 ’77)」 と計 6 枚（うち 5 枚目は 2 枚組）のアルバムをリリースし 
て解散。2枚のコンビレイシヨン.アルバムに収録されてもいる。（山） 



メロディ ー ラインに重きを置いたクラシカルな音作りがなされている。 
注目されるのはクラシカルロックにトランペットを導入したということ。 
これが実に効果的でヨーロッパ独得の気品を釀し出す。彼らの創り上げた 
独自のスタイルといえよう。残念なのは音質の悪さ。まるで自主製作盤を 
聴いているようだ。「時計じかけのオレジジ」と名乗るこの4人組がデビ 
ューしたのは75年。隣国イタリアのロック界は既にピークを過ぎ円熟期に 
入っていた頃だ。当時、オーストリアのロック界が環境づくり、人づくり 
という面で他の西欧諸国に比べて大きく立ち遅れていたことを如実に物語 
るアルパムだ。未完成のまま姿を消して行ってしまった彼らの、多分唯一 


の作品と思われる。 


KLUSTER ZWEI (W.Germany) 
Osterei 

SCHWANN-STUDIO 1971 年 

512 m 

A: ELECTRIC MUSIK B: ELECTRIC MUSIK 
UND TEXTE 




(江) 


KOSMISCHE MUSIK (W.Germany. 
Kosmische Musik 

OHR 1973 年 

0_ 2/56027 廃 

A: POPOL VUH B:ASH RA TEMPEL 

KLAUS SCHULZE 

C: TANGERINE DREAM D: ASH RA TEMPEL 
KLAUS SCHULZE 



クラスターは最初期の K で始まるスペル時代と 3rd 以降の C のクラスタ オウル.レーベルのオムニバス.アルバムは3枚程リリースされている 


一に 大別される。 K のクラスターは シュニッツラー （この時期はタン ジェ 
リンの一員でもあった）、レデリウス、メピウスの3人から成り KLOPFZE 
ICHEN<SCHWANN STUDIO 511* 71> と本作の2枚を発表後、 シュニッツ 
ラーが脱 it して C のクラスター^と改名する。2枚ともエレクトロニクスによる即 
興演奏で1 st は信号の打信音が中心、本作は A 面が復活祭の卵 (OSTEREI) 
をめぐる朗読と3人による即興、 B 面は即興のみによって演奏されている 
が、その即興はロックに接近し始めた現代音楽とでも呼べるものである。 
最近ジャヶット違いで2枚とも再発されたが、オリジナルはブラXチック 
•ジャケッ トで貴重な資料であるといえる。 （山） 


がその中でも代表的な存在がこのアルバムである。エッシャーの迷宮絵画 
に包まれた2枚組で各グル卞ブの詳しい解説とポートレイト入りのリーフ 
レットが付されている。参加^アーティストはポポル•ヴフ、クラウス.シ 
ュルツ ヱ、 アシュラ.テンペル、タン ジヱ リン.ドリームの4グループで 
そのうち、アシュラ.テンペルとタンジエリン.ドリームは LP 未収録曲 
である。73年という時期にリリースされているので当然のことだが、全て 
のグループのサウンドは初期のもので、エレクトロニクス、又はギターに 
よる作品である。混沌とした神秘世界を体験することができる特異なオム 

ニバス.アルバム。 （山） 



KRAFTWERK(W. Germany) 
Kraftwerk 


• PHILIPS 
6305 058 


フォノグラム 1970 年 

BT-8101 廃 


A: RUCKZUCK B: MEGAHERZ 

STRATOVARIUS VOM HIMMEL HOCH 



KRAFTWERK 

Autobern 


PHILIPS フォノグラム 1974 年 

6305 231 BT-8103 廃 


A: AUTOBERN B: KOMETENMELODIE 1 

KOMETENMELODIE 2 
MITTERNACHT 
MORGENS PAZIERGANG 


ラルフ-ヒュッター（オルガン）、フローリアン.シュナイダー（フルー 
卜、ヴァイオリン、エレクトリック.パーカッシヨン）、アンドレアス•ホ 
フマン、クラウス.ディンガー （ ドラムス ）> コニー.ブランクがブロデュ 
—スとエンジニアに絡んでの 1st アルバム。この実験色豊かなサウンドは 
3作目まで続き、よりソフィストケイトされ 「AUTOBAHN」 に受け継がれ 
ていく。ドイツ.エレクトロニクス•ミュージックの源流部に位置する本 
作は効果音的な楽器の使用法等、彼等が作り出した実験音を綿密な計算の 
下に複雑に組み合わせた音響サウンドと言える。初期タンジヱリンや KLU 
STER の没観念性はなく知性にコントロールされた薄明るい伸びやかな音 
辏性は後にノイ、デュッセルドルフを生み国外へ羽搏くのである。（松） 


現在でこそ有名なクラフトヴエルクだが本作を発表するまでは、あまた 
有るジャーマンロックの一員だつたのである。非常に実験的なバンドであつ 
た彼らはエレクトロニクスを研ぎ澄ませる事により従来とは全く骨組の異 
なるボップを創出したのだ。彼らが後のポピュラー音楽に与えた多大なる 
影響は、この日本の歌謡曲を聴いてさえ感じられる。本作はそれまで電子 
音を抽出する作業だった彼らが初めてそれを再構成した物であり、以後「マ 
ンマシーン」で頂点を極める。しかしそこで彼らの音楽は完成してしまい、 
それ以後に出された作品ではもはや進歩は見られない。今でこそ、当り前 
の音ではあるが、彼ら以前には全くこう言った曲は無かったのだ。西洋音 
楽は彼らによって流れを全く変えられてしまった。 （中野） 

































KYRIE ELEISON (Austria) 

The Fountain Beyond The Sunrise 

MERLIN RECORDS 1976 年 

001277 

A: OUT OF DIMENSION B: FORGOTTEN WORDS 
THE FOUNTAIN BEYOND LENNY 
THE SUNRISE 

a) reign 

b) voices 

c) the last reign 

d) autumn song 


76 年にオーストリアで限定200枚、自主製作されたキリエ.エレイソン 


唯一のアルパム。初期のジヱネシス——すなわちナースリー.クライム、 
フォックストロット時代からの強い影響下にあるサウンドを有している。 


メロトロン、ハモンド.オルガン、アコ ー. スティック.ピアノ等 キー ボー 
ド 群を中心に複雑にからみ合う曲創りのセンスの良さが大きな魅力といえ 
る。ただ残念なことに録音状態が非常に悪く、音が割れてしまっている。 
いかにも_主製作らしく、観音開きに作られた歌詞 カー ドが添えられてい 
る。ギター、キーボード、' ドラムス、ベース、 ボーカルの 5人編成で、ラ 
イヴ時にはライ テイング. スタッフが加わっていた様である。 （山） 



TIMOTHY LEARY & 

ASH RA TEMPEL(W. Germany) 
oeven Lp 


KOSMISCHE MUSIK 
KK 58001 

A: SPACE 
Downtown 
Power Drive 
Right Hand Lover 
Velvet Genes 


1972 年 


B: TIME 
Time ship 
Neuron 
She 


スイ スへ 亡命していた LSD 研究者ティモ シー. リアリ ー （LP を発表して 
いる）を迎えての3作目。前作までのバンド形態からオープン•セ ッショ 
ン形式で録音され A 面スタジオ•ライヴ B 面べルン•フヱスティヴァルで， 


のライヴとなっている。ブルース、ロックン•ロール或いは「神秘、」期の 
フロイドを彷彿とさせる曲調等、何れもラフな演奏に必然性の薄いエコー 
処理、音移動が成されておりスべイシーな効果音がそれら各曲を連結して 
いる。 一連のセッシヨン作 (PLANETEN SIT - IN 参照）の第1弾が本レー 
ベルの初作であったことからもその位置づけ、取分この頃ドラ ッ グ漬けで 
あった彼等（エンケは発狂）による本作はリアリーとの出会いによりドイ 
ツ流サイケデリック.ムーヴメントを一 際、 象徴して いる。 （松） 




LUCIFER’S FRIEND (W.Germany) 
Banquet 

VERTIGO 1974 年 

6360618 

A; OUR WORLD IS B: HIGH FLYING LADY 

ROCK’N ROLL BAND -GOODBY 

SPANISH GALLEON SORROW 
THUS SPOKE OBERON DIRTY OLD TOWN 


スイスのグループと言うと国内事情のせいか多くのグループが出てはい 
ないが、出るグループほとんどが 魅力 あるアルバムをリリースしている。 
その裏付けの 特徴と して高度の演奏 技術を 持ち合わせている事が上げられ 
よう。さて、リザードだがテクニックに関しては他のスイスのグルーブに 
—歩譲ると言わざるを得まい。サウンドは一言でいうならクリムゾンとい 
うことになろう。しかしながら、パワーに欠けて、二枚組の本作を一気に 
聴き通すには少々苦しいが、ライヴ盤であり録音状態の悪さも考慮すべき 
だろう。彼らは79年ごろから40回近いコンサートを行っていたようで、本 
作もその中のライヴを集めたもので、ジャケットも白地にステッカーが一 
枚とシンプルで完全自主製作盤であり、発展途上のアルバムと言った所だ。 


本作は彼等の4作目である。’70年のデビュー以来ブリティッシュ.ハー 
ドを基調にしながらも変拍子を多用した 2 nd 「...Where the Groupies 
Killed The Bhis 」 （’ 72) 、ジャズ•ロック的なアレンジを持ち込んだ3 rd 「 I’m 
Just a Rock’n Roll Singer ] (73) 等意欲的な作品群を発表して来た 
訳だが、本作はさらに洗練されたポップ色を加味させており、彼等の最高 
傑作となっている。メンバーの中では J . ロウトン （ vo ) のユーライア.ヒ 
ープ、ゲイリー.ムーア.グルーブ（来日メンバー）への参加が有名であ 
るが 、 H • ボーンホルト （ ds ) がラトルズに参加しているのは意外な事実で 
ある。彼等は現在までに9枚のアルバムと1枚のベストを発表しているが 
最近はアメリカ市場を意識した作品になってしまっている。 （千） 



〔杉〕 



MESSAGE (W.Germany) 
f rom Books And Dreams 

BELLAPHON/BACILLUS 1973 年 

BLPS 19159 

A: SLEEP! B - C IGH 

DREAMS AND NIGHT- DREAMS AND NIGHTMA- 

MARES (DREAMS) RES (NIGHTMARES) 
TURN OVER! INTRODUCING THE MYTH 

including THE UNPLEA¬ 
SANT SPELL 


このレニイ.マクドゥウエルの創ったアルバムは従来のドイツ.シンフ 
ォニックのスタイルを打ち破る革新的なイメージを持つものである。彼は 
フルート、グランドピアノ、シンセサイザー類を一人でこなし、他にギタ 
一、ベース、ドラムスを加えた編成でこのアルバムを制作した。雄大なス 
トリングスの WAVE の中から美しく、端正で、リリカルで、そして恐ろし 
く技巧的なフルートが聴こえてくる様は今まで耳にしたことのないシンフ 
ォ ニック•ロックの領域を感じさせる。強いていえば、ジャン•ピエール 
•アラルサンのタブロウ.1で聴くことのできるリリシズムをフルートで 
演じ切っているといえばこの作品をいくらか想像していただけるだろうか。 
録音クオリティも非常に高い。 A 面3曲。 B 面は16分の大曲が収録されて 
いる。インストゥルメンタル作品。 （山） 


メッセージはべラフ オン/バシルス、 ノヴァ、ブレインの各 レーベルに 
それぞれ2枚の アルバム を残しており本作はマリー.ステュアート作の「ザ 
.クリスタル.ケイヴ」という書物から コンセプト を得た彼等の2作目で 
ある。ジャケット4面に渡り不気味な印象が持たれるがギター、 ベース、 
ドラムそしてヴォーカル、サックス、メロトロンの4人組によるサウンド 
は荒っぽいギターを中心としたハード.ロックであり不気味な趣きの小曲 
を2曲含むものの当時のイギリス産ハード.ロックを模倣した次元に留ま 
っている。強いて言えば音の濁りと暗さが特徴と言えようか。ドイツの場 
合、伊や仏とは違い立脚すべき沄統咅楽の希薄さ故に独自の音楽性を展開 
成し得た音楽家が限定される点は認識不可欠の事項である。 （松） 
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MILESTONES (W.Germany) 
Emigration 

CBS 1973 年 

65 738 廃 

A: NACHMITTAG IM B: DAS MARCHEN VON 

STADTPARK DER SONNE 

HAMLET 
APFELBAUM 
ALLE TAGE 
DIE FREUNDE 



MINOTAURUS (W.Germany) 

Fly Away 

TONSTUDIO-LANGENDREER 1978 年 

looi m 

A: 7117 B: HIGHWAY 

YOUR DREAM FLY AWAY 

LONELY SEAS THE DAY THE EARTH 

WILL DIE 


マイルストーンズの 2 nd アルバム。ドイツからリリースされてはいる 
が、グルーブのメンバーは共産圏人とドイツ人と、オランダ人との混合と 
思われる。楽器編成はオルガン、ピアノ、メロトロン、チェンバロ、ギタ 
一、ベース、ドラムス等で5人のミュージッシャンから構成されている。 
中期のオメガをプロデュースしていたクリスチャン.コロノヴネツがキー 
ボードで参加している。 A 面はソフィストケイトされた小品集でポップな 
面が強調されている。しかしこのアルバムの持ち味は何といっても大曲で 
ある B 面に集約されているといえるだろう。清涼感のある軽快なプログレ 
ッシヴ. ロックが そこには展開されており、リリカルなピアノやオーボエ 
の響きが実に印象的である。 1 st はフォーク色が強い。 （山） 


ミノタウルスとは人間の体に牛の頭を併せ持つギリシアの伝説上の4圣物 
のことで、少年少女を生にえにして食べたという。困り果てたミノス王は 
この獣人をクノッソス宮殿の奥に閉'じ込めた…。しかし、このアルバムの 
内容は、そうした神々しくも怪しげな雰囲気とはかけ離れている。ギター 
とキーボードを中心としたオーソドックスなハード.プログレッシヴ.サ 
ウンド。切々と歌い上げるヴォーカルが特徴的で、それにメロトロンが絡 
み何とも物哀しい雰囲気を漂わせている。多分自主製作盤と思われるが、 
国籍は不明。クレジットはドイツ語で書かれているが、それだけでは何と 
も判断がつかない。とにかく、グループ名だけは、 ''謎のグループ"に相 
応しいものと言えようか。 （江） 



ANTHONY MOORE (W.Germany) 

Reed Whistle & Sticks 

POLY 咖 2310 250 72 * PROMO ONLY 


A ： REED WHISTLE & STICKS 1 B ： REED WHISTLE i STICKS 2 



MYTHOS (W.Germany) 

Mythos 

OHR 1971 年 

OMM 556 019 廃 

A: MY THEOTT B: ENCYCLOPEDIA TERRAE 

ORIENTAL JOURNEY 
-HERO'S DEATH 


スラップ•ハッピィのアンソニー•ムーアは、70年代の初期——すなわ 
ち前衛的なロックが主流をなしていた時期ですら、異端的に思えるような、 
新しい感覚を持った特異なアーティストであった。その業績は今や FAUST 
と共に伝説にすらなりつつある。彼が独ポリドールに残した3枚のアルバ 
ムは、ファウストのメンバー及びネッテルベックを加えて、とびきり前衛 
な作品であり、ドイツ現代音楽の系譜の上に位置するものである。本アル 
バムはポリドール時代の3枚目で、正規盤が削られずにオクラ入りしてし 
まったいわく付きの作品である。ゾッとするような感覚、そしてリアルな 
録音技術——恐しい程のセンスである。ヴァージン以降のソロ•ワークよ 
りも、彼の才能の切れを感じる好作品としてあげておきたい。 （山） 


ミソスの1 st 。 メロディアスで確実なワークのベースに舞う様なフルー 
卜が絡みメロトロン、シタール等が色彩りを添えるといった幾分暗さのあ 
る深遠な趣きとハード•ロック.スタイルのギター、ドラムによるパートが 
統一された音色で嚼み合いを見せている。 B 面のシンセサイザーによる戦 
闘機の飛来音とドラムによる発砲音、その後に現われる鳥の囀りと鐘の遠 
鳴’り、妙にメロディアスな曲調は視覚的でもあり、この時期のドイツ•口 
ックに有りがちな曖昧さの少ない安定した作品である。ディーター•ディ 
エル クスの プロデュース。 STEPHAN KASKE (フルート、ギター、 キーボ 
ード、ヴォーカル）をリーダーとし4年後に 2 nd 「 DREAMLAB 」 を発表。 
その後、 VENUS 、 SKY レーへ^レに各2枚のアルバムを残し活動中。 （松） 


NAUTILUS (Switzerland) 
20000 Miles Under The Sea 


NLP 

7801 廃 

A: 20000 MILES UNDER 
THE SEA 

SLEEPING IN THE 

WIND 

LIKE A BIRD 
DEEP INSIDE OF ME 


1978 年 

B: LADY 
LOST IN TIME 
TO THE SKY 
OPUS FOR GHOSTS, 
CROCODILS AND FOUR 
LIVING PERSONS 




NECR0N0MIC0N(W. Germany) 

Tips Zum Selbstmord 

Best Brehodi F60. 634 _72 廃 

A:PR0L0G B:DIE STADT 

REQUIEM DER NATUR IN MEM0RIAM 

TIPS ZUM SELBSTMORD REQUIEM U0M ENDE 


有名な「海底 2 万マイル」の潜水艦「ノーチラス」号からグループ名を 
とったノーチラスというグループは78年に本アル八ムを残しているという 
こと以外にはさして情報もない。キーボーダーのラルフ.スタッキなる人 
物（彼はアルバム.カバーも担当している。）を中心にベース、ギター、ド 
ラムスの4人編成の形態をとり、あくまでメロディアスなプログレッシヴ 
.ロックを演奏している。歌詞は英語で歌われ、曲想もかなりプリティツ 
シュナイズされたものである。テクニック、曲構成とも非常に平均的なグ 
ループで特に光る部分はないのだが、端正な姿勢には好感が持てる。 A-4 
はリード.ギターのソロとアコースティック.ピアノの印象的な曲である。 

(山） 


アメリカの恐怖小説の大家 H . P . ラブクラフトにちなんで名付けられた 
グループ名からすると、とてつもない音楽でもやっているかと思われるが、 
内容は平たくいえば、ハード•ロックである。シンセは使用されているも 
のの、70年代初頭ということでもあり、効果音的にあるいはオルガンの代 
用として使われ、ギターに重点が置かれたへヴィーなサウンドになってい 
る。男の狂気じみたスキヤットから幕を開けるこの骨董品みたいなレコー 
ド、その後壮大なコーラスがあったり、—クセもニクセもあるコンセプト. 
アルバムである。自主製作らしい手がかかった変形ジヤケットの方が好事 
家の興味をそそるかもしれない。この不気味な絵はドラマーの Harald 
Bernhard によるもので、スティックを持っているよりこっちの方に才能 
があるのではないかと思う。 〔吉〕 
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WEST GERMANY 
SWITZERLAND 
AUSTRIA 



NEKTAR (W.Germany) 


Recycled 

g 哚頌? 9 n 


1975 年 


A: RECYCLE B: SAN PAURO SUNRISE 

CYBERNETIC COSTA DEL SOL 

CONSUMPTION MARVELLOUS MOSES 
RECYCLE COUNTDOWN IT’S ALL OVER 
AUTOMATON 

HORRORSCOPE 
RECYCLING 
FLIGHT TO REALITY 
UNENDLESS IMAGINATION? 



NEU! (W.Germany) 
Neu 75 


BRAIN 

1062 


A: I SI 
SEELAND 
LEB，WOHL 


テイチク 1975 年 

UXP-702-EB 廃 

ポリス ター 

22S35 廃 

B: HERO 
E. MUSIK 
AFTER EIGHT 


ネクターは69年に西ドイツで結成ざれたが、76年頃には活動の中心を二 
ューヨークに移している。名前から判断してメシバー全員がドイツ人でな 
いと思われる。少くともドラムの ロン •ハヴデンはイギリス生まれで、20 
歳の頃にはパリのローカル.バンドに居たという経歴の持ち主である。8 
枚目である本作はフランスのシャートー.ルーヴルと ロン ドンのエアスタ 
ジオでラリー.ファースト（シナジー）をゲストに迎え録音されている。彼 
等の唯一の傑作で、 A 面は特に極端に出来の良いシンフォニック.ロック 
である。ニューヨークでは大がかりなライトシヨーを伴ったコンサートを 
行なっており、その模様を収録した 「Live in New York VoLl 」 「同 VoL 2」 があ 
るが、サウンド的には荒さが目立っている。 （千） 


ノイはクラフトヴエルクと並び、現代のロックの重要な方向を創りあげ 
たパンドである。彼らの残した3枚の LP の内、本作が最も親しみ易い構 
造を持っているが、これは後のラ.デュッセルドルフにおいて進められる 
方向性である。彼らが執拗に打ち続けたハンマービートも当時の音楽ファ 
ンには冷笑された物だが、ニューウヱーヴ現象以後、（まるで70年前半の全 
てのロックパンドがブルースを下地にした様に）頭打ちのビートはロック 
に不可欠なものとなった。ファースト.アルパム （72 年）から一貫したこ 
のビートはスカイ•レー-^ル等に受けつがれ、現在でも追従者が多い。ち 
なみにプロデュースはコニー•プランク。 B _1 などは早すぎたハ•ンクと言 
った感がある。 （中野） 



NEUSCHWANSTEIN (W.Germany) 

Battlement 

RACKET RECORDS RRK 15.00 2 廃 

A10AFER JACK B:BEY0ND THE BUGLE 

ICE WITH DWALE BATTLEMENT 

INTRUDERS AND THE PUNISH ZARTLICHER ABSCHIED 
MENT 


初期及び中期のジェネシスから多大なる影響を受けたグループは世界中 
に数多く存在するものだが、それらのうち出来の良い例と余りにもお粗末 
な駄作の二つに大別されるケースが、かなり見受けられる様だ。ここに登 
場するノイシュヴアンシュタインは、ガヴリエル在籍時のジエネシスの血 
筋を見事に脈々と受け継いだグループであると言える。が、それ以上にス 
リリングかつドラマティックな曲の展開や各パートの奏法において、オリ 
ジナルよりもはるかな力量を発揮している。朽ち果てた中世の城跡のカヴ 
アーワークをそのまま音にしたと言ってもいいだろう。単なる物真似やコ 
ビーという低次元な目標にとどまらず、より以上に彼らの根底にはヨーロ 
ビアン古来の構築美と様式美が生き続けているのである。 〔大〕 



NOVALIS (W. Germany) 
Sommerabend 


?0 R 8 A 7 ，N 


UXP.707-EB 廃 

親夕 S 


1976 年 


A := R E U 溫 HATZE B：S0MMERABEND 


76年に発表された3枚目。メンバーはルッツ.ラーン （ kyd )、 デトレフ. 
ジョブ （ g ) ハルトヴィ ッヒ•ビーライヒエル （ ds ) ハイノ •シュンツ ヱル (b ) 
の4人でプロデュースはアヒム•ライヒヱル。グルーブ名は19世紀ドイツ 
ロマン派詩人のフレードリッヒ •ノヴァー リス （1772 〜 1801) から採られ、 
歌詩も彼の詩を使っている。「音の均衡を保つ為に、誰一人勝手なソロ- 
ブレイは しない」 というメンバーたちの言葉通りグループ全体の音をトー 
タルなものに仕上げていく方向をとっている。こうした彼らの方法論が最 
も完成された形が本アルパム「ゾンマーアーベント」（夏の•夕暮れ）である。 
しかしアレンジ面ではセカンドの方が優れている。それは恐らくゲストの 
カルロ.カルゲスによるものだろう。 （い） 



RALF NOWY (W.Germany) 
Lucifer’s Dream 


GROBAL 
26015 >8U 廃 


1973 年 


A: BREADHAED B: SOUL TANGO 

LUCIFER’S DREAM ASHES TO ASHES 
SOMETHING’S HAPPEN- SHIWA’S DANCE 
ED ON THE CHICKEN TSCHAD 
FARM 

HEAR ME CALLING 



OCEAN (W.Germany) 
Melody 

Tonstudio BibierTSB 507/81 廃 

Peter Kunz-kbd 
Mike Hoffmann-kbd 
Thomas Pfeifter-PERC 



ラルフ.ノーヴィーの 1 st 。 彼はこの他に r ESCALATION (ATLANTIC 
ATL 40556 ’ 74> j/NOWY 2 <ATLANTIC ATL 50 205 ’ 75>、と計 3 枚のア 
ルバムを発表している。コンポーザーであり、かつバックを彩る甘美な才 
ーケストラ（ストリングス群）のコンダクターでもあるノーヴィーはラル 
ート、オーボエ、サックス等も手がける。クリムゾンばりのギターリフで 
始まる A -1 から南方志向のみられるラスト.チューンまで実にバラエティ 
に富んだ演奏を聴かせてくれるが、しかし何といってもノーヴィーの本来 
の持ち味とはムード音楽を想わせるような甘い甘いロマンティシズムであ 
り、それが.ローダー.マイト（アモン.デュール）等、多才なゲスト•ミュージ 
シヤン達により演じられるのである。美しいカバーも印象的である。（山） 


キーボード2台+パーカッシヨンというシンフォ ニッ ク系にしては変則 
的な構成。“オペラ.プリマ”の様なダイナミックさは無いものの、シン 
セ類多用による陰気なイメージとも無縁だ。波の音で幕を開け、じわじわ 
と盛り上げて行くが、 el ピアノとシンセが縦横無尽に蚯け巡るクライマ 
ッ クスは圧巻。 A 面ラストではアップテンポのナンバーでリズ ミ カルに決 
め、 ELP の“ナットロッカー”風の演奏も聴かれる。 B 面に入るとスト 
リングシンセ士ピアノで美しく軽やか、かつクラシカルなプレイが披露さ 
れたかと思うと エル ドン風イントロからオールド •フイー ルド風電子音、 
更にはジャジーなピアノプレイと案外多彩なサウンドが楽しめる。なお84 
年には P . Kunz がキーボーデイスト Stefan Peters と組んで 2 nd 
Double Vision ” を製作している。 〔江〕 

alo e g 






















OKTOBER (W.Germany) 
Die Pariser Commune 


ANTAGON 
ALP 3211/1-2 m 


A: PROLOG 
IHRE GESCHICHTE 
C:ZWISCHENLIED 
DER UNTERGANG 
DER COMMUNE 


1977 年 


B: DIE TAGE DER KOMMUNE 

D: UNSERE GESCHICHTE 
LOB DER DIDLEKTIK 


内容が先きか、表現が先きかは、あらゆる表現活動の永遠の命題である 
が、（テクニックのみを云々する人も多い）このアルバムはその問題を考え 
させるような作品。前作「ばね時計」では一人の人間の階級的認識をテー 
マにしていたが、今回は1871年の普仏戦争後のパリ市民の烽起、パリコミ 
ューンに題材をとったトータルアルバム。この間にメンバーは2人変更し 



オパスという名のグルーブは世界中にいくつかあるが、これは才ースト 
リアのオパスである。オーストリアという国はクラシック音楽の都である 
にもかかわらず、ロック•グループの数は決して多くない。そんな数少な 
いグルーブの中で、インターナショナルな成功を収めたのはこのグループ 
だけであろう。70年代後半から活動を始め、数年後にはアメリカのヒット 


て8人編成。内容はキーボードを多用したプロパガンダですばらしい出来 
となっている。材を過去にとったせいか、いささか哀調を帯びて 1 st のア 
グレッシヴな姿勢がうすれたような気もする。 ''敵対〃音楽集会という名 
過激なレーベルから出された2枚組。この後にも 「Himmel Auf Erden 
(ES 2006)」を発表している。 （木) 



OPUS (W.Germany) 

Opus I 

Peak：Best Nr. 8381 廃 


•チャート人りするグループにのし上がった。基本的にはハード=ポップ 
路線のグループであるが、このサード•アルバムでは、クラシカルなアレ 
ンジの曲等も演奏しており、ジャケットの美しさも相まって以前本誌でも 
紹介された。ジャケットからの印象程はブログレッシヴではなぃが、オー 
ストリアの数少ないグループの1つとして紹介しておこう。 （山） 



ORGANISATION (W.Germany) 
rone v loat 


英 RCA 1970 年 

S F 8111 廃 

A: TONE FLOAT B: MILK ROCK 

SILVER FOREST 
RHYTHM SALAD 
NOITASINAGRO 


若干ハードな下地が見え隠れしているものの、プログレファンの嗜好に 
は十分マッチしたサウンドが聴かれる。一部、シンフォニックというより 
ロッカバラードタイプの演奏も含まれるが、ピアノを筆頭に各種キーボー 
ドを巧く使い分けて非常にきれいな音を出しており、重々しいギターが常 
にバックに控え出番を伺っているにもかかわらず、総合的にみると泣きの 
部分が勝っているとの印象を与える。 B 面ラストのインストはやや趣向が 
異なり、シンセなどキーボード系の音を前面に押し出した短いながらも最 
も叙情的なナンバー。本作の製作年度は明記されていないが、80年代に入 
ってからのリリースと推定される。 2nd アルバムも根本的には同一路線と 
言えようが、完成度では本作を下回る。 〔江〕 


オルガニゼーションはクラフトヴエルクの前身であり、かねがねその名の 
み知られていたが、ラルフとフロリアンのクラシックを学ぶ2人が出会って 
結成されたという事で、実験的なアルバムを作ったと思われていた。メンバ 
一は 5 人で KW よりもリズム楽器を多用して KF の 1 S い 2nd で聴けるオル 
ガンとエレクトリックフルートを主体にしたきわめてロックスピリット溢 
れる演奏をやっているのに驚かされる。すでにブロデュースにコニー•ブラ 
ンクの名がみられ、後に NEU を結成するクラウス•ディンガーは参加してお 
らず、 KF の1 st ではバックを務めただけのようだ。 KF となってから次第に 
音は抽象的•シンプルな方向性をめざし、パーカッション群はエレクトロニ 
クス楽器{ことってかわり、「アウトバーン」て•飛躍的な変 i 匕をとげていく。 （木） 



OUGENWEIDE (W.Germany) 
mlenspiegel 

P0LYD0R 1976 年 

2371714 


A: TILL B. WELSCHER TANZ UND 

TYLLURIUS SPIEGELIUS HUPFAUF 

DER HOFMALER TOTUS FLOREO 

TILL UND DIE WOL MICH DER 

GELEHRTEN STUNDE 

TILLS ENDE UND DURCH DEN ERMEL 

VERMACHTNIS GAT DAS LOCH 

ENZIO 



PARZIVAL (W.Germany) 

Legend 

TELEFUNKEN 1971 年 

SLE 14 635 -P 廃 

A: MARSHY LEGEND B: EMPTY LAND 
RESIGNATION GROOVE INSIDE 

8 YEARS LATER 
SENSELESS No 6 
WALL BUNGALOW 



73 年以来 8 作品を発表する彼等の 4 作目。その曲調、編成から仏のマリ 
コルヌ同等本来トラッド.サイドで語られているグループである。エレク 
トリック楽器を多用し歯切れ良いドイツ語のヴォーカルを骨っぽいリズム 
楽器に乗せたダンス.チューンを得意とするが本作にはアコースティック 
楽器の素朴な響きがバランス良く保たれておりパラッド調の曲からもオリ 
ジナリティーを感じ取れる。また/紅一点ミンネ • グローもトラッドを歌い 
熟すに相当する声量を保持している。驚くべきは大半が自作曲であること。 
ホーン、フルート、ハーモニウムの使用法、曲調はトラッドのそれと差が 
なくかなりの力量が伺い知れる。幾分ドラムが耳につくがドイツ産ヨーロ 
ビアン.エレクトリック.トラッドの洗練された風味が味わえる。（松） 


ハ。ルジファルは古楽器（ヴァイオリン、フルート、チヱロ等）を多用す 
るアンサンブル • グループであち。本作は彼等のファーストにあたるもの 
で、翌72年には 「 BAROCK 《 Telefunk en SLE 14685 - P >」 を発売し解散してし 
まう。75年にこの2枚をカップリングした盤 「A GERMAN ROCK LEGEND 
(NOVA 6.28337)」が再発されたがこれも現在では廃盤である。現在彼等の 
サウンドを聴こうとするのなら81年に発売された 「ROCK IN DEUTSCHLA ¬ 
ND VoL 9 (Telefunken 6. 24 610 AG >」 に収録されているのを人手することが 
できる。バロック的な要素を導入したシリアス.アンサンブルとフリーキ 
一な古楽器によるセッション的な演奏を得意としているが、どちらかとい 
うと2 nd のほうが多少ロック色が強い。 （山） 
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普通のシン フォ ニックロック ファ ンからは一般に地味な扱い方をされて 
いる パルジバルなのだが、このセカンドアルバムに限っていえば、内容的 
にみ て ドイツシン フォ ニックロックの5指には いる 作品と評価してもさし 
つかえない。曲の構成 や 演奏にシン フォ ニック ファ ンをひきつける派手さ 
はないが、バイオリン、ビオラ、チヱロ等弦楽器を多用して、中世バロッ 
ク 期の音楽とロックの融合に成功して いる。 バロック といっても 彼等の場 
合、トラディショナルな面は少なく、ビートルズに影響された様なメロデ 
ィアスで英国的なボーカルスタイルに特徴が ある。 メンバーは全員ドイツ 
人なのだが、 ある 意味で最もイギリス的な傾向を持っていたグループ とい 



PELL MELL (W.Germany) 

From The New World 

1973 年 


B ： SUITE I (FIVE PAST 
FOUR A.M.) 
SUITE II 

(DEFICIENCY) 


PHILIPS 
6305193 m. 

A: FROM THE NEW 
WORLD 

TOCCATA 


ペルメルは言わゆ‘るクラシカル•ロック•ノ<ンドである。72年のデビュー盤 
「 MarburgJ ではスメタナの「モルダウ」を、本作ではドヴォルザークの「新世 
界から」の第4楽章の他に バッハの 「ト ッ カータと フーガ ニ短調」をロック 
アレンジで演奏している。特に A -1、 あの有名なテーマを フル •バンドで提 
示した後に Ac . ギターのアノジオを パッ クにヴォーカルが入って く る部分 
はもはや圧巻としか言えない。さらにトーマス♦シュミットのヴァイオリ 
ン独奏による変奏部、又テーマ再現部でのドラム•ソロに至っては超 B 級パ 
ンドマニアには絶対にこたえられないだろう。グループは76年に「 Rhapsody 」 
78年に 「 Onlyastar 」 を発表、しだいにポップ色を強くしていった。又、本作 


又る。 



〔坂〕 は78年に再発されている。（裏ジャケのみ違う。） （千） 


POPOL VUH (W.Germany) 
Hosianna Mantra 


PILZ 

2029 143-1 m 

A: AH! 

KYRIE 

HOSIANNA-MANTRA 


1972 年 


B：ABSCHIED 

SEGNUNG 

AMHAPHT 

NICHT HOCH IM HIMMEL 
ANDACHT 



POPOL VUH 

Einsjager & Siebenjager 

KOSMISCHE MUSIK 1975 年 

KM 58 017 § 

A: KLEINER KRIEGER B: EINSJAGER & 

KING MINOS SIEBENJAGER 

MQ.RGENGRUB 

WURFELSPIEL 

GUTES LAND 


3 作目から 8 作目「レッツテ.タゲ•レ，ッツテ.ナッハト」に至る時期のフ 
リッヶがキリスト教世界を色濃く反映していたことは4 thrSEUGPREI - 
SUNG 」= 新約聖書中、山上の垂訓の•中心部分、6 thrDAS HOHELIED SAL - 
OMOS 」= 旧約聖書中「雅歌」等からも伺える。アモン • デュール II よりダニ 
エル•フイッヒエルシャ ー （ G ， Dr ) を迎え韓国人女性ヴォーカリスト、デイ 
ヨン.ユンとの 3人による本第5作はピアノ 、 A . ギターの静、ドラム、 

E • ギターの動による対位作風が功を奏し完成度の高い作品となっている。 
次作ではより繊細美溢れる女性的なサウンドが、8作目では起伏ある力強 
いサウンドが聴かれ東洋的色彩をも備えた宗教色の濃い一貫した音楽性に 
は比類なきドイツの深遠な美を垣間見ることができる。 （松） 



フロー リアン. フリッケが エレクト ロニ クスを捨てた後に生み出された 
のがこのサード.アルバム「ホシアナ.マント ラ」 である。手法 こそ 違え 
フリッヶの生み出す作品群は大自然と合致する方向へ向かっており、自然 
とはすなわちフリッケの神と同義である。アカデミズムやヒエラルヒーに 
一切とらわれることのない教会音楽が存在するとすれば、それがボポル. 
ヴフの音楽であるといえる。あらゆる現実とのしがらみ•から手を切り、精 
神の深みからわき出る情感を音に表現するメソードは、真に自由であり、 
歴史、現実、カテゴリーといったものからとき放たれた「神秘」の世界で 
ある。ゲストである コニー .ファイト （ ex . GILA ) のエレキ.ギターもとて 
も深みのある音を創り出してフリッケのピアノと一体化している。（山） 


フローリアン.フリッケの親友であり、映画監督であるヴヱルナ- . 

ルツォークの映画 「アギ ーレ、神の 怒り」 のサウンド.トラックとしてリ 
リースされたアルバム。噢画は72年に製作されたが、初演は75年にフラン 
スで订なわれた為、本アルバムもフレンチ.コズミッシエ.レーベルから 
同年リリースされた。ペルー征服の為に南米に渡ったピサロの分隊がアマ 
ゾンの奥にあると噂されたエルドラド（黄金郷）を求めてさまようが、遂 
に一人残らず死滅してしまうといったストーリーの映画であるが、エレク 
トロニクスを使用した ボポル. ヴフの効果的なサウンドと絶妙にマッチし 
た好作品である〇フリッヶとフィッヒ i ルシャーとユンの共作で発表年代 
順にいくと7枚目にあたる。 （山） 


70年代のドイツ.プログレッシヴ.グループの中で、東洋志向を感じさ 
すものは多い。アモン.デュール、コズミツク系のアーティスト達、エン 
ブリヨ etc 。 あの時代のドイツ音楽の一要因である「捨てる」という作業が 
東洋思想との共通点をみい出したからであろう。ポポル • ヴフは東洋とい 
うものを 一つの モチーフとして消化しているに過ぎないが、このアルバム 
では、インドのミュージシャンを起用してほとんど純粋なインド音楽を録 
音している。又リッヶはおそらく演奏には関与してはいないのではないだ 
ろうか。これも彼の純音楽への一つの試みであると理解できる。聰いてみ 
ると、ボポル•ヴフの音楽として同化してしまうのは、コンセプトが明確 
である為の現象である。イタリアのみのリリース。 （山） 






























POPOL VUH 

Nosferatu 


伊 PDU テイチク 1978 年 

PLD.A 7005 SUX-168-EB 廃 

A：BRUDER.DES SCHAT- B: HORE, DER DU WAGST 
TENS-SOHNE DES DAS SCHLOSS DES 

LICHTS IRRTUMS 

DIE UMKEHR 



PUNCAKE (W.Germany) 
Out Of The Ashes 


BLUBBER LIPS 
BL 801 丨廃 

A: PAINTED RUSH-HOUR 
ARCTIC OCEAN 

a) Fool’s Nightmare 

b) Back in the Reality 
CAKEY FUNK 


1978 年 

B: RAINBOW-SUITE 

a) Introduction: Colours 

in the Rain) 

b) Winds of Thor (including 



c) The New Day 

d) Gone with The Wind 
OUT OF THE ASHES 


4 月のドイツ映画祭記念シンポジウムの席においてヴヱルナ-^レツ 

ォーク監督自身の口から再三使用するポポ 、ル.ヴフの 音楽に ついて 「自分 
の映像の中に何があるかを音楽で表現している。私の映画にとってフリッ 
ヶの音楽以上のものはない」と語られた彼等や，編集物を除く通算12作目、 

同監督の同名吸血鬼映画のサウンド.トラ ッ ク收録作。 クレジット.メン 
バーはフリッケ、フイッヒエルシャーの他ロベルト•エリスク （オーボエ） 
Alois Gromer (シタール）、 Ted De Jong (タブラ）。本作では暖か味ある清澄 
かつ繊細な ピアノ、アコースティック. ギターの多用から神秘的音響を 導 
いている。熟練の点から前々作 「HERZ AUS GLASS」 同様、後期の核を 
成す作品。本作からは A-1 と B-1 が同映画に使用されている。 （松） 


パンケ イキは75年にファース卟 「ROXY ELEPHANT」 をリリースし、78 
年に本作をリリースして解散したパ;< ドである。ファーストは76年 (OFF¬ 
ERS OMP 7602)と78年 (BLUBBER UPS BL 804 H) に再発されている 
が内容の ほ うはどこにでもあるような ロックを 演っていてさして注目す ベ 
きアルバムではない。が本作になるとトリトナスの ペーター .k . ザイラ 
一を迎えて麗美な シン フ ォニック.ロックを 演奏している。灰の中から甦 
る不死鳥 を 描いたジャケットも必見であろう。前衛的なイメー ジの濃いド 
イツ.ロック.シーンの 中で、このタイプの シン フ ォニック.ロックを 奏 
する バン ドはそれ程 多く はないが、決して見過ごしてはならない1 シーン 
ではないだろうか。 （山） 



巷間に広く流布している後期のサウンドの為に、今一つ人気のない AR だ 
が、コニー•プランクが Voc. で参加している大作2枚組'、エコー"割と知名 
度の高い、'III"、そして本作、強カメロトロン配合の、、オートヴィジョン〃等ど 
れを取っても傑れたアルバムを発表。その後 BRAIN で 、'ERHOLUNG〃NOVA、 
TELDEC と移籍。 AR はそれ以前にワンダーランドバンドを名乗って2枚、 
71年に、 AR & MACHINE で1 st ''プロペラ"を72年に出している。サウンド 
は、パーカッションを多用した、メディテイション•ミュージックでヤサ 
シドラやナイアガラを連想させる。IVでのアキム.ライヒヱルのギターは 
ヴァージン時代のアシュラ、とくにブラックアウト以降のギターに最も近 
いといえばあたっているだろう。 （木） 



ROEDELIUS (W.Germany) 
^elbstportrait 


1978 年 


A: IN LIEBE DEIN 
GIRLANDE 
INSELMOOS 
FABELWEIN 
PRINZREGENT 


B: KAMEE 
HEROLD 
HALMHARFE 
ARCONA 

STAUNEN IM FJORD 
MINNE 


クラスターのハンス. ヨアヒム.レ デリウスは バン ド活動と並行して続々 
と ソロアルバムを 発表し続けて いる。 78 年に 「DURCH DIE WtlSTE 」 を 発 
表して以来、彼は ゼルプ スト ポー トレイト（自画像）という連作を3作続け 
てリリースし、それが完結し た 後、 5 th 「 LUSTWANDEL 」、6 th「WENN DER 
SUDWIND WEHTJ 7 thrOFFENE TUEREN 」 8th「FUEG VOGEL FUEGE」 を 
リリース。又、フランスのエッグより発売され た 「 JARDINAUFOU 」 も名 
盤として名高い。本作は彼の連作の VoLl にあたり、極めて静寂感のある、 
知的で環境音楽的なサウ ン ドに支配された アルバム である。 KLUSTER 、 
CLUSTER 、 ハルモニア、そして イー ノとの コラ ボ レイ ションと長い活動を 
続ける レ デリウスであるが、尚今後の活動か楽しみな アーティ ストである。（山） 



MICHAEL ROTHER (W.Germany) 
P lammende Herzen 

品 Y f 温说 ,976 年 

A: FLAMMENDE HERZEN B：KARUSSELL 
ZYKLODROM FEUERLAND 

ZENI 



ROUSSEAU (W.Germany) 
Flower In Asphalt 

STEYRER DISCO SD18003 79 廃 

A:SKYLI6HT B:ENTREE 

GL0CKENR0CK FOOL'S FANTASY 

FLOWER IN ASPHALT DANCING LEAVES 

LE GRAND REVEUR 


かつてノイと並行しハルモニアに在籍していたギタリスト、ミヒャエル 
. 口ーターは現在スカイ •レ ーへ:ルで ソロ 制作を行っており同傾向のアル 
パムを4枚発表している。これはその初作である。ここに聴かれるギター、 
シンセサイザーを中心とした透明感あるエレクトロニクス系サウンドは力 
ンのヤキ.リーべツァイト（ドラム）の参加により軽快な味付けもされて 
いるものの音を詰め込み過ぎることなくリラックスした流れのある音作り 
が成されており、ハルモニアの 2nd を継承しつつよメロディアスに仕上 
っている。彼の使用楽器は G，ELP, デジタル•ベース， Syn, Org, ELPer 0 9 
力月を費やし彼とドイツ •エレクトロニクス. ミュージックの立役者コニ 
一.プランクのプロデュースの下で録音されている。 （松） 


叙情派シンフォニック•ロックの宝庫西ドイツにおいて、近年のタンタ 
ルスと並ぶロマンテイシズムの探求者ルソーの2枚目の作品。アスファル 
卜（石畳？）の小路の裂け目にひっそりと咲く--輪の花とロマン•ティック 
街道の古い街並の佇まいを思わせる。ジャケットのイラストを象徴するか 
の様に彼等の音も味わい深い趣と哀愁感、耽美的な旋律で満ちている。 
G, B, FI, Key, Ds の5人編成に全曲インストゥルメントのみの構成の為、 
クセの強い Vo が加入していた 1st「Retreat」 と比較してみると、歌の有 
る無しで好き嫌いが別れるところだが、 1st, 2nd 共ジャケットアートを含 
めて甲乙つけ難いくらいの出来に仕上がっている。キャメルの 「Snow 
Goose」 を愛して止まない方々には是非聴いていただきたい作品だ。〔大〕 
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SAMETI (W.Germany) 

Sameti 

BRAIN 1972 年 

1020 廃 

A: GET UP B: ANOTHERWAYTO SEE 

THE USELESS APPEN- IMPROVISATION 
DIX 

BIG FAT BROTHER JOINT 
TO MY CONFIDENTIAL LADY 



CONRAD SCHNITZLER(W Germany) 
Con 

仏 EGG キング 1978 年 

EGG- 90.18 4 GP 709 廃 

A: ELECTRIC GARDEN B: ZUG 

BALLET STATIQUE METALL I 

BLACK NAILS 


70 年初頭、メトロ ノーム 维下の ジャーマン ロック シーン 群雄割拠時代に 
いち 早く商業的べースを築いた ブレイン.レーベルの 隠し子、サメッティ 
のファーストアル パムで ある。とりあえず、参加メンバーに注目すると、 
アモン デュールII のシュ ラットを主軸に、ボポル. ヴフのエ リスク、 エン 
ジ ニアとしてのクルト.グラウプナーは余りにも有名な存在。成程、妙に 
生暖かいパステル調のカヴァーアートは、ファウスト•セカンドのイラス 
卜 集を手掛けたェッダ.コヱヒヱル。凄じくもお膳立の行き届いた果てに 


仏エッグよりリリースされ、日本でも発売になった事のあるコンラッド. 
シュニッツラーのこの L P は彼の持つ エレクト ロニ クス 感覚の サンプルと 
言った感のあるもの だ。 彼は本作以外にかなりの数の作品を発表している 
ものの、初期はほとんどが極少数の限定盤で、なかなか耳にするのが難か 
しい。彼の創る空間は全く独自な物で、他に類を見ない不思議な感覚を持っ 
ている。限定盤は本作を拡大した様なスペース ミュージックが LP 両面を埋 
めているが、最近はニューウェーヴに影響を受けたポップな作品が多い。 


出来上がったこのアルバムは、ブレイン.レーハ^ルのカラーを代表する歴 
史的迷盤と言える。尚、74年にワーナーから「ハングリー.フォー.ラヴ」 
というセカンドも出している。 （丸） 


特に独. RCA からの4曲入12インチシングルは素晴らしい出来を見せてい 
る。個性の強い人らしくプロデュース業も行なっているが、今後も活動に 
期待したい人ではある。 （中） 



KLAUS SCHULZE (W.Germany) 
Cyborg 

KOSMISCHE MUSIK テイチク 1973 年 

KM2/58 005 m UPS-670 〜 1-EB 廃 

a ： synphAra b: conphara 

c ： CHROMENGEL D: NEURONENGESANG 



KLAUS SCHULZE 

Mirage 

BRAIN ポリスター 1977 年 

0060.040 22S-28 廃 

A: VELVET VOYAGE B: CRYSTAL LAKE 


タンジヱリン.ドリーム、アシュ.ラ.テンペルを経てソロとなった彼 
のシンセサイザーによる直向な作業と波及は現在 I .C •レーへ C ルという結 
実をもたらせている 。 ist r イルリヒト」に続く本作は彼がコスミッシエ 
•レーへ:ルにおける電子音楽の核であった時期の作品。前作同様、冷たく 
寂しい音色と平面的広がレを見せるがオーケストラを自己のサウンド形成 
の栄養素としており音の輪郭がより明瞭になっている。根底に流れる人間 
味ある感性もここには強く感じられる。前作と本作を同べクトル上とすれ 
ば「ブラックダンス」と「タイムウインド」、「ムーンドーン」を移行期と 
しメロディアスな音作りの2作の「ボディー.ラヴ」、集積「 X 」、コンピュ 
一夕一 • サウンド「デイグ•イット」以後に大別できよう。 （松） 


シュルツヱ8枚目のソロ • アルバム。初期から中期にかけての彼の試行 
錯誤の過程はこのアルバムを頂点として迎え、すべてここに流れつくと考 
えてよいだろう。本作以前の彼の作品群がアリアドネの糸だとすれば、さ 
しずめこのアルバムは彼の行きつ^、たアルカディアである。 A 面はリズム 
レスの滔々とした世界でうっすらと色彩感覚のある作品である。 B 面は比 
較的躍動感のあるリズム.パターンのシークヱンスの上にクリスタルの湖 
を情景描写したもので視覚的な要素が多く導入されている。クリスタル • 
レイクの上を吹く風の音、草木のざわめき、鳥の飛び立つ様などをイント 
ロダクションに自己の内的宇宙へと旅立つ為の導入剤的な役割と、孤高の 
ロマン主義的アイデンティティーとが見事に共存している。 （山） 



KLAUS SCHULZE 

X 


BRAIN 

0080 023 

A: FRIEDRICH NIETZS¬ 
CHE 

GEORG TRAKL 
C: LUDWIG II. VON 

BAYERN 


1978 年 

B: FRANK HERBERT 
FRIEDEMANN BACH 

D: HEINRICH VON KLEIST 


クラウス • シュルツェの 10 枚目にあたるこのアルバムでは、ドラッグ、 
汪気、創造という3つの主題から、おそらく彼の心酔する6人の人物を夕 
イトルに冠した作品が収められている（彼は最新作ォウデンティティーに 
於いてもトラークルの詩を題材にしている)。70年代から常に第一線で活動 
してきた数少ないミュージシャンの一人であるシュルツヱは、例えそれが 
シンセサイザーという注目を浴びた楽器のスペシャリストであったとして 
も、独自の語法と方法をもち、自己の音楽を絶えず発展させた音楽家とし 
て最も才能ある人であった。彼の文学性は初期より感じられたが、この作 
品によって現在の活動の基本的スタイルが生まれている。シュルツヱはシ 
ーン全体として語るにはあまりに巨人で、今や孤高の道を歩んでいる。（島） 


SECOND MOVEMENT (W.Germany) 

Blind Man’s Mirror 

CASTLE : CAS 1003 76 廃 

HARALD KESSELHACKVO 
SI6GI ZEIDLER-KBD 
THOMAS MOCKL- 6 
MANNI GREINER-B 
MATTHIAS HELK-DS 
MANNI BIERBACH-FL.S 
PRO ： SECOND MOVEMENT 

小気味良いテンポの準シンフォニックサウンドで幕を開ける。派手なキ 
ーボードワークは無いが、泣きのフレーズが割と続くため、アイヴォリー、 
エデンといった ''優等性 ' '的な音とはまた違った味わいがある。歌詞は全て 
英語。じっくりと聴かせるパートではフルートが効果的な働きをしており、 
オルガンの音と相まって時には英国風、キャメルあたりを思わせる展開が見 
受けられる。76年という年代にしては割とスマートな曲作りをしているも 
のの、前述のフルートの他、 ac ギター、チヱレスタ等により叙情性を前面に出 
し、要所はキーボードで締めるというパターンは大成功と言えよう。 A 面中 
程では el ピアノとサックスを交えてジャジーな展開を見せるが、ここを除 
けばパートのバランスが崩れることはほぼ無いと言っていい。 （江） 



M A R Q U E E 

EUROPEAN ROCK 

























SERENE (W.Germany) 

Serene 

LAVA TCH 8100 181 廃 

A: DOES IT MATTER AT ALL B: YOUR MAGIC DOOR 
SERENITY A NEW MAN 

DREAM STAGNATION WE'VE ONLY JUST BEGUN 

ADRIFT 



SFF (Switzerland) 

Synphonic Pictures 

BRAIN テイチク 

0060.010 UXP-748-EB 

A：TAO B: PICTURES 

SOLUTION 
DIALOG 
SUNDROPS 


1976 年 


カラフルな色彩で彩られた、セレーネの残した唯一の作品。81年に 
LAVA なるマイナー系レーベルで製作された（ただし、録音は79年に行 
われている）。今まで、ドイツのシンフォニック系はテクがなくある種の 
臭さを引きずっていたもの、と偏見を持っていた者の鼻を明かすかの様に、 
彼等は演奏とテクニック、曲作りにおいて、それらの要素を排除し曲その 
ものにも強弱や明暗、動と静のメリハリを効かせた開放的で英米の受けを 
.狙おうとしていた印象さえ感じられる。 Vo も男性的な力強さと優しさが 
同居した歌いっぶりで、注目に値する所だろう。アルバムに針を落とすと、 
そこにはキヤメル、 B . J . H . UK といったプリティッシユの強者らが才一 
•バーラップしてくる。硬派を思わせる強力な一枚。 〔大1 


SFF とはシッケ （Schicke) 、フュアーズ (F(ihrs)、 フローリッヒ (Frohling) 
の3人の頭文字をとったもので、76年に本作、77年に 「Sunburst」《Brain00 
60.068》、そして最後に 「Ticket To Everywhere Open Doors SunburstJ(Brain00 
60.17 3> をリリースする。その後シッケが脱退して F & F の名で 「Ammei- 
land(Brain 0060 .105>」、「Strings<0060.223>」rDiary《0060.333>」0 3 枚のアル 

バムをリリースしている。驚異的な蛮拍子を伴う素晴らしいシンフォニッ 
ク-トリオで、ブレイン. レーベルの アーティスト の 中では異彩をはな っ 
ていた。数あるキーボード.トリオの中でも極めて高水準な存在である。 

(山） 



THE SHIVER (W.Germany) 
Walpurgis 

MARIS MUSIK 1969 年 

2050 1 廃 

A: REPENT WALPURGIS B: HEY MR. HO LYMAN 
ODE TO THE SALVA- DON’T LET ME BE 

TION ARMY MISUNDERSTOOD 

LEAVE THIS MAN NO TIME THE PEDDLE 

ALONE 

WHAT'S WRONG ABOUT 
THE BLUES 



TANGERINE DREAM (W.Germany) 
Electronic Meditation 


OHR 

OMM 56 004 m 


東芝 EOP-80618 廃 1970 年 
コロンビア YX-7124-AX 廃 
コロンビア YZ-95-AX 廃 


A: GEBURT B: KALTER RAUCH 

REISE DURCH EIN ASCHE ZU ASCHE 

BRENNENDES AUFERSTEHUNG 

GEHIRN 


69 年を出発期とするドイツ.ロック。ではそれ以前当時の若者の間で何 
が聴かれていたか。このギーガーのジ ャケッ トに飾られたその内側にはポ 
ッブス•バンドを思わせる 5 人のステージ写真も見られる彼等の唯-の作 
品も確立期以前の音楽状況を明確に示すものとして、それは英.米の輸入 
ロック、特にサイケデリック.ロックであった。ここに聴かれるオルガン 
と泣きのギターをメインに 60 年代的ポップ色を味付した軟質のブルース. 
ロックはイギリス産のそれとあまりに似ている。時流を抜け出さない音楽 
ではあるが曲自体はよく練られておりメロディ—•ラインも良くブルース 
•ロックとしては良質作である。メンパーに二人のイタリア人らしき人名、 
—人の英語名の人名が見られる。オーストリアはウィーンでの録音。（松） 


彼等の初作であり初期ドイツ•ロックの典型作。エド ガー •フ ローゼ （G. 
Org) は現在も グループを 率いクラウス.シュルツヱ （Dr) は本作後アシュ. 
ラ•テンペルへ参加、 1st 制作後ソロ活動へ KLUSTER での作業を並行し 
たコンラッド.シュニッツラー（チェロ）も同様に離脱、後にドイツ電子音 
楽を展開させる火種となり自らもソロ制作を行なう。すなわちクラフトヴ 
ェルクの系譜を別としてドイツ電子音楽の流路は全てここに遡る訳である。 
不気味な響きのチェロ、厳つい音色のギター、連打のドラム等、音自体は既 
成のものだがやや乱雑な混沌とした演奏はハード•ロックを演っていた E. 
フローゼが次作「アルファ.ケンタウリ」にてシンセサイザーの可能性を 
発見するまでの実験的試行と見なせよう。 （松） 



TANTALUS (W.Germany) 

Sitting in a Dream 

SRILANCA ： 2280 m 

KLAUS BAUER-G, VO 
8000 BURKHARDT -KBD. VO 
WOLFGANG TERK-DS 
CURD- JURGEN WULLE-B 


タンジヱリン.ドリームの 3 枚目で初の2枚組。近年のタンジヱリンと 
はかなり趣きを異にする内容である。メンバーはフローゼ、フランケの他 
にべー ター. ハ •ウマン、ゲストにステー ハ . - シュ ロイ ダーと フローリアン 
•フリッケ、他に4人のチェリストを迎えている。現在のタンジェリンに 
見られるシークェンスは確固とした形_としては見られず、混沌とした大気 
の流れの内に悠久の時を感じさせる世界が展開している。 A 面では電子楽 
器を使用した初期ボポル • ヴフとタンジュリンとの異和感なく溶け合った 
姿が見られる。またチェロと電気楽器の調和は現代の室内楽と呼ぶに値す 
るものだ。蛇足ながらフローゼのギターをギターと聴きわけられる人は多 
くはないであろう。オーケストラルな作風を持ち高完成度を輝つ。（韮） 


「タンタルス j とはギリシャ神話に登場するゼウス神の子の—人。不遜にも 
神々を試そうとして父の怒りに触れ、罰として永遠の飢えと渴きを与えられ 
たという話は有名だ。がカヴァーに取り入れられたピアズリーの絵は非常に 
メルヘンチックなもので、美しい音を端的に表している。 ac ギター、ピ•アノ、 
シンセ等による澄み切ったサウンドが中心。 A 面途中で若干锊い乗りのパー 
卜が顔を出す以外は平均して割と良い出来のシンフォニックサウンドを聴 
かせている。 A 面ラストでは ac ピアノ、ストリングシンセで美しく締めく く 
り、 B 面に入ると徐々にキーボードが前に出て来てそこはかとなく盛り上げ 
ていくという展開には殆ど抵抗無く溶け込めよう。濁りの無い素朴な音作り 
からは意識的に派手になるのを抑えているとの印象さえ受ける。 （江） 











































WEST GERMANY 
SWITZERLAND 
—AUSTRIA — 



TIBET(W.GERMANY) 

same title 

BELUPHON LC 142179 廃 

A ： FI6HT BACK 
CITY BY THE SEA 
WHITE SHIPS & ICEBERG 
SEASIDE EVENING 


: TAKE WHAT S YOURS 
EAGLES 
NO MORE TIME 


レーべ ルで あるが、この テイ ベットが残し 
た 唯一の作品は、他の ベラフォンの 作品群とは一線を画す完成度を持って 
いるといえる。6人編成だが、基本となるのは2人のキーボー ド 奏者で、特 
に ハモンド.オルガンの 響きとメ ロトロンの 哀愁が 耳につく 。 A 面 4 曲 B 
面 3 曲が収録されている。どの曲も水準以上の作品であるが、特に A -3 の 
輝きが白眉である。曲の構成自体は単純であるのだが、メンバーの感情移 
入の成せる業であろう か。ドイツ 的な部分とオランダ的な感覚が感じられ 
るが、それらは全てあの 70 年代の熟いシーンに想いを馳せるには十分なも 
の。 （今） 



TOMORROW’S GIFT eW. Germany) 

Goodbye Future 


SPIEGELEI 
28 515-5 U 廃 


1973 年 


AiJAZZI JAZZI BtNATURGEMAB 

DER GEIER FLIEGT DIDDEN FUR DUNDEN 
VORBEI 

ALLERHEILIGEN 

WIENERSATZ 


しばしばインターコードの名称を併用するスピーゲライ.レーベルには 
多数の良質な作品があるが本作はシンフォニック傾向にある同レーベルに 
あってフリー•ハ。ートを重視した良質作と言えよう。前作「トゥモロウズ 
• ギフト」 （ PLUS 1 + 2) では女性ヴォーカルを中心にありきたりのロック 
を演っ てい V こがこの2 nd では部分的に聴かれるシンフォニックなキーボー 
ド、煌々と響き渡るギターがフリー.スタイルのドラム、ベースに溶け込 
み小変化に富むやや瞑想的な淡々としたサウンドを展開している。グルー 
プは本作後消滅し3人のメンバーのうちヴォルフガング(ザッパ）.リンド 
十一 ( Dr ) は実験作風のデュオ作を1枚発表その後この3人にメンバーが 
加わりリリース.ミュージック.才ーケストラが始動する。 （松） 



TRITONUS(W. Germany) 
Tritonus 


BASF 

17 2238 4-1 廃 


1975 年 


A: ESCAPE AND NO WAY B: FAR IN THE SKY 
OUT GLIDING 

SUNDAY WALTZ LADY TURK 

LADY MADONNA 



TRIUMVIRAT(W. Germany) 

Spartacus 

HARVEST 東芝 ECS-BQ300 廃 1975 年 

1C 062-29-567 , 

A: THE CAPITAL OF B: THE BURNING SWORD OF 

POWER OF CAPUA 

THE SCHOOL OF INSTANTHE SWEETEST SOUND 
INSTANT PAIN OF LIBERTY 

THE WALLS OF DOOM THE MARCH TO THE 
THE DEADLY DREAM ETERNAL CITY 

OF FREEDOM SPARTACUS 
THE HAZY SHADES OF 
DAWN 


ドイツはシンフォニック.ロックの根付かない風土を持つ国である。独 
自性の欠如、形骸化したサウンド、技術の低さを浮き彫りにする発想の平 
凡さ、模倣のつぎはぎ、これらはその大部分のシンフォニック•ロックに 
適合する。残念な事ではあるが事実は否定出来るものではない。編成はキ 
—ギード、ベース、ドラム。これは 1 st で翌年 「 BETWEEN THE UNIV - 
ERSES」《BASF CC 229467> を発表し解散した。キーボードの ベター. ザイ 
ラーは 74 年に 「KEYBOARDS AND FRIENDS 」< RBMRec .5004> を発表してい 


彼等の3枚目である本作はスパルタカスを題材にしたトータル • アルバ 
ムである。ドイツのナイス = ELP と言われた彼等だか' その原因はバンド 
編成と ハン ツ. ユルゲン .フリッツのキー ボー ド.ワークが比較的似て い 
た為であろう。ドイツ臭さは全く無く、プリティッシュ指向のバンドでは 
あるが、曲のセンスの良さは特筆に値する。又、歌詩の出来も良く特に B 
面の流れは名調子であると言えよう。パンドはこの後ドラマーを変え、さ 
らにヴォーカリストを加え ''OLD LOVES DIE HARD (’76)"を発表してい 


る。 ELP を コピーし たにほぼ等 しい サ ウン ドは技術の裏付けと良質の センスに 
より水準を越える出来である。芸術一般の命である独自性、その著しい欠如 
を考えると彼等は音楽家である以上に愛聴者であったことが判る。（松） 


る。他のア ルバムと しては1 st 、' MEDITERRANEAN TALES (’ 72 ) 、 ILLU ¬ 
SION ON A DOUBLE DIMPLE (’ 74) 、 POMPEJI (’77 )、A LA CARTE (’ 78)、 
RUS SIAN ROULETE ( ’ 80) がある。 （千） 


__ 

point 


TROYA (W.Germany) 

Point Of Eruption 

Forder Turm 15476 74 m 

A:SHE BfESTIVAL 

BATTLE ROCK SINCLAIR 

CHROMATIK CHOKE 



2066 & THEN (W. Germany) 
Reflections On The Future 


UNITED ARTISTS 
UAS-293141 廃 

A: AT MY HOME 
AUTUMN 
BUTTERKING 


1972 年 


B: REFLECTIONS ON THE 
FUTURE 

HOW WOULD YOU FEEL 


自主製作に近い形で発売されたことでもあり、同時期の大手レーベルの 
レコードと比べると、音質的に見劣りするのはいた仕方ない。それでも、 
この Troya が残した唯一のアルバムは捨て難い魅力を持っている。タイ 
プとしては、 Novalis, Faithful Breath に近く、メロデイを重視したキー 
ボードをメインにした音作りとなっている。テクニックは当時としては水 
準はいっているものの、今ひとつといったところ。彼らの本領はじっくり 
と曲を盛り上げて行くドラマチックな曲作りにある。となると、 A ②、 B 
③が本作の代表的な曲といえよう。 Faithful Breath を以前再発した 
Coda より、本作も再発されているらしく、ファンの熱い声が届けば再発 
の可能性もなきにしもあらず。その後メンパー4人については分っていな 
いのが残念。 〔吉〕 


音楽に限ったことではないが21世紀を テーマと したものは意外に多い。 
この作品もその一つだ。グループ名とジャヶから判断して、未来と宇宙を 
テーマにした壮大なロックシンフォニーを想像していたが、針を落してみ 
ると意外にも彼らはハード.ロックを演っていた。しかし、同様のテーマ 
を扱った作品の殆んどが電子楽器を多用して SF 的に凝り固ってしまって 
いるため、ギターとダブル.キー ボー ドを中心としたオーソドックスな彼 
らのサウンドからは逆に新鮮味か<感じられる。このアルバムのメインは約 
16分を費したタイトル曲 （ B -1)。 長い曲ではあるが、曲構成が巧みで間伸 
びすることがない。ハード•ロックに有りがちな、'内容のない超大作"に 
終わらせないところが彼らの非凡なところであろう e (江） 


肩 A R Q . ^ E 

EUROPEAN ROCK CATALOG 























UTOPIA (W.Germany) 

Utopia 

UNITED ARTISTS キング 1973年 

UAS 29438 K 22 P -329 


A: WHAT YOU GONNA DO? B: DEUTSCH NEPAL 
THE WOLFMAN JACK- UTOPIA No.1 
SHOW NASI GORENG 
ALICE JAZZ-KISTE 

LAS VEGAS 


ロウター•マイトを中心としたユナイテッド.アーティスト系ミュージ 
シヤン（アモン•デュール II 、 エン ブリヨ、パスポート、ナイアガラ等）に 
よるセツション的作品。ロウターは エン ブリヨ、パスポート、アモン•デ 
ュール II といったバンドを渡り歩いてきたジャーマン•ロック史上屈指の 
ベーシスト。本作はアモン.デュール II の 「WOLF CITY 」 にも収録されて 
いる B -1 の為にマニアにも人気が高く、入手も困難だったが、最近国.内発 
売された。転換を目前とした当時のジャーマン•ロック界の状況を考える 
と、或る意味で象徴的な作品である。トリップ仲間を総動員してのロウタ 
—の試みは結局、ドラッグ.カルチャー最後の狂い咲きで終わってしまっ 
た。全曲マイト&オラフ.クブラーのペンによる作品である。 （千） 



VARIOUS (Switzerland) 
Heavenly And Heavy 


KOH-I-NOOR KR-174 廃 

A:tSLAND-SILENT MAJORITY 
HENRI-MARIA 
GRUNSPAN-POLLUTION 
HENRI- 

DOYON KNOW WANT TO CHA 
NGE IT 


B:ERTLF-PLASTIC QUEEN 
HENRI-HOW DO YOU FEEL 
LEAR-PRESIDENT 
GTRUNSPAN- 

A GHOST MUST BE AROUND 


スイスの 5 つのロック. グループを集めた オムニバス. アルパムで、 
Henri はフォーク. ロック タイプ、 Grunspain , Lear はハード. ロック タ 
イブ、何枚か LP も出している Ertlif は、メロトロンを大幅に導入したプ 
ロ グレシッヴ .ロッ クと呼んでもおかしくないサウンドを聴かせるのは、 
もちろん、 Island である。名作 “ Pictures ” に先がけて73年に録音され 
た8分に及ぶこの曲は、あの悪魔的ともいえる音作りの域までは達っ して 
はいないが、サックス、キーボード、ヴォーカルの扱い方には彼らの個性 
がすでにめばえている。メンバーは若干異っており' Benjamin Jager 
( VO - PERC ), Guge Meier ( ds , perc ) に 、 Jack R . Conrad ( Kbd ), Dany 
Ruehle ( g ), Werni Froehlich ( b ), Bryn Collinson ( sax , vo ) の 6 乂編成で 


ある 0 


〔吉〕 



WALLENSTEIN (W.Germany) 

Mother Universe 


PILZ 

20 29113 -8 廃 

A: MOTHER UNIVERSE 
BRAINTRAIN 
SHAKESPEARESQUE 


1972 年 


B: DEDICATED TO 

MYSTERY LAND 
RELICS OF PAST 
GOLDEN ANTENNA 



WALLENSTEIN 

Cosmic Century 

KOSMISCHE MUSIK 
KM - 58.00 6 廃 

A: RORY BLANCHFORD 
GRAND PIANO 
SILVER ARMS 


1973 年 


b：the marvellous child 

SONG OF WIRE 
THE COSMIC COURIERS 
MEET SOUTH PHILLY 
WILLY 


ユルゲン.ドラゼ牢いるヴァレンシュタインの 2 nd アルバム。メンバーは 
ドラゼ ( Keyb ) の他にハラルド.グロスコプフ （ Dr )、 アメリカ人のビル.バ 

口ーン （ G )、 そしてオランダ人のイエリ- i ルカース （ B ) の計4人であ 

る。 この ア ルバムの 時点 で 既に彼らは ジャ ー マン.シンフォニック.ロッ 
クの 頂点に達していたと言えよう。初期 ヴァレンシ ュタイ ンの サウンドは 
ギターがへヴィーな音色を多用するため全体的にハードな印象を受けるが、 
核になっているのはあくまでもピアノ、メロトロンをはじめとするドラゼ 
のキーボード.ブレイであり、表面的なダイナ ミックさの みならず、本質 
的には繊細な面を多く持っているグループであると感ずる。なお、 ベース 
のべル カースは本作後に脱退し、 ソロ.アルバムを 発表した。 （城） 


ベースがディーター.メイアーに交替し、さらにヴァイオリニストのヨ 
アヒム.レイゼを加えたヴァレレシュタインが発表した 3 rd アルバムであ 
る。承本的には前2作の延長線にある作品だが、ギターの音処理を其干変 
えてその存在を押えめにした分キーボードと新加入のヴァイオリンがフィ 
—ナ ャーされ、シン フォ ニックな趣きが強くなっている。本作が独シン フォ 
ニック.ロックの最良部に属する作品であることは疑う余地もない。自ら 
を|ザ.シン フォ ニック•ロック•オーケストラ」と名乗るのは、当時の 
彼らが目指していた音楽を明確にしただけでなく、その大いなる自信の表 
われであろう。次なる4 th アルバム 「 Stories , Songs & Symphonies 」 では若 
干パワーが落ちたものの、これもなかなかの佳作である。 （城） 



WALPURGIS (W.Germany) 
Queen Of Saba 


OHR 

556 02 3 廃 


1972 年 


A: DISAPPOINTMENT B: WHAT CAN I DO 
QUEEN OF SABA MY LAST ILLUSION 

DAILY 

HEY YOU, OVER THERE 



WANIYETULA(W Germany) 

A Dream Within A Dream 


'83 廃 


KLANGKUNST KK-2811-018 

A.THE FOREBODING 
ALONE 

FEATHERY BIRD 
VALLEY OF UNREST 
YESSERTRONICS 


B:A DREAM WITHIN A DREAM 
SONG OF MASTER AND BOA 
TSWAIN 

IF I COULD TELL YOU 
DREAMLAND 


ドイツに限ったことではないが、伝説なり神話なりをモチーフに、その 
解釈の恣意的な面白さによって作品を残すという傾向が当時多く見られた 
ようだ。？ノ.レ！ 79 ルギスもご多分にもれず、ブロッケン山脈からの魔女たち 
の狂宴をしっかり残してくれた。 A 面ラストを除いて、何らインパクトの 
ない虚飾だらけで思い入れたっぷりのハードロックは、出来そこな いヴ ァ 
レンシュタインと思えばよろしい。これ1枚のみ残して颯爽とシーンから 
退場してしまったのはいいが、後世 マニアの 頭を悩ましたケシカランアル 
バムの1枚である。カヴァーアートは明記されてはいないが、 たぶんへ ル 
ムート•フリツツであろう。ゲストとして ユルゲン. ドラーゼのク レジ ッ 
卜がある。彼のピアノが聰ける。 （丸） 


彼等は紛れもなく 80年代のジャーマン.シンフォニックの中で、最高の 
部類に位置する存在であろう。ヴァニエトゥラ、83年に自主製作された恐 
らく唯一の作品かと思われる。ドイツ然とした臭さが強みとは正反対にブ 
リティッシユ • ポンプ系から派生した速効性と斬新な感覚を全面に押し出 
したグループと言える。都会的センスとポップな要素で溢れた曲の進行と 
展開•構成共に申し分なく、何よりも一曲一曲ごとに、欧州的な美学と口 
マンテイシズムが根付いている。バランス良くとれた演奏はおろか、各人 
のパートにも無駄がなく非常に聴きやすくなっている。キャメルタイプと 
しては最右翼であると同時に退屈極まる軟弱なメロディがないことも作品 
の大きな魅力。エニワンズ.ドーターばりの力作であろう。 〔大〕 
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WEST GERMANY 
〇 SWITZERLAND 
AUSTRIA 



WARTER WEGMULLER (W.Germany) 
Tarot 

KOSMISHE MUSIK 1972 年 

KK 58 003廃 

A: DER NAAR/DER MAG- B: DIE ENTSCHEIDUNG/DER 
IER/DIE HOHEPRIEST- WAGEN/DIE GEREOHTI- 
ERIN/DIE HERRSCHER- GKEIT/DER WEISE/DAS 
IN/DER HERRCHER/D- GLUCKS RAD/DIE KRAFT 
ER HOHEPRIESTER 

C ： DIEPRUFUNG/DER T- D: DIE STERNE/DER MOND/ 
OD/DIE MASSIGKEIT/ DIE SONNE/DAS GERIC- 
DER TEUFEL/DIE ZE- HT/DIE WELT 
RSTORUNG 


WIND (W.Germany) 
Morning 


CBS 

S 65 00 7 廃 

A: MORNING SONG 
THE PRINCESS AND 
THE MINSTREL 
DRAGON’S MAID 


1972 年 


B: CARNIVAL 
SCHLITTENFAHRT 
PUPPET MASTER 
TOMMY’S SONG 



ロルフ = ウルリッヒ. カイザー 主催す る コス ミッシヱ. レーベルの ミュ 
ージ シャン達のセッション.アルバムで ヴァル ター. ヴェ グミュラーのた 
めに集まった友人達のレコードである一そういえばアシュ.ラ.テンペル 
のロジも同姓だった一。ヴ ァレン シュタインからドラゼ、ベルカー、グロ 
スコブ フ、アシュ.ラ.テンペルからゴッチンダと エンケ、 W & W のヴェ 
スト ルップそしてシュルツヱが参加している。 音は「コス ミック.ジョー 
カーズ」 等の一連の サ ウン ドと同系であるが曲としての完成度は保たれて 
いる。タロットカードにそった22曲から成りヴェグミュラーの詩（一部シ 
ュルツヱなど）がその上で読まれるといった内容である。プロマイドと夕 
ロットカード付。各ミュージシャンの個性差が曲に反映し面白い。（島） 


初期ドイツ. ロッガ にあって ファンタジックなサウン ドを前面に押し出 
していた彼等の 「 SEASONS」（PLUS 3) に 続く 2作目、最終作。 ステーべ 
•ライストナー （Vo, Per )、 卜ーマス •ライデンベルガー （G，Vo)、 アンドレ 
アス.ブエラー ( B , Vo, Per ), ルシアン-ブエラ— （ Key , Vo, Per ) 、ルッキー 
シュミット （ Dr , Per , メロトロン、 P , ヴァイヴ） による もの。ヴォ ーカ ルは 
ジェネ シスの、メロトロンの 使用法は初期 ク リム ゾンの 影響下にあるが ジ 
ャヶッ トや A -2、 B -2 の 曲調に象徴される、まさに中部 ヨーロッパが 育ん 
だと言える爽やかさある メルヘンの 香り が 根底を満たして いる。 的を得た 
リ ヴァーヴ 処理、繊細な アコースティック.ギターと 効果的な メ ロト ロン 
を特徴とする シンフォニック.ロックと 言えよう。 （松） 



WITTHUSER & WESTRUPP 




Trips & Traume 

(W.Germany) 


k 


OHR 

OMM 56 016 m 

1971 年 




A: LASST UNS AUF DIE 
REISE GEHEN 
TRIPPO NOVA 

B: ILLUSION 1 

KARLCHEN 

ENGLISCHER WALZER 
NIMM EINEN JOINT, 

MEIN FREUND 


_§i 


YATHA SHIDHRA (W.Germany) 

A Meditation Mass 


BRAIN 
1045 廃 


1974 年 


A: PART 1 B: PART 3 

PART 2 PART 4 


ベルンド•ヴ イットゥ ーザーとヴアルター . ヴヱストルップはオウル- 
レ 一べ ルに2枚、ピルツ•レーハ^ルに2枚、 コス ミッ シエ. レーへ i ルに1 
枚の作品を残したフォーク•デュオである。.これは彼等の2 nd でありゲス 
卜にディーター.ディエルクス等が参加している。この彼等やヘルダーリ 
ン、ブローゼルマシーネ等の音楽性が素朴さに終始しない神秘的な響きを 
伴うのは単にリヴァーヴ処理による所のみであろうか。ピルツ系サウンド 
の中で最もフォーク色の濃い彼等の音色からも英、仏、アイルランド等の 
フォークにはないドイツ神秘主義絵画の画家達が描いたような深い霧に包 
まれた森のイメージが浮び上がる。時にはアメリカ指向やユーモアを見せ 
るが本作は4 thr BAUER PLATHj と共にメ t ? ディアスな曲が多い。（松） 


ドイツロックには、機械文明への同化と肯定と共に、自然回帰、東洋的 
神秘主義への憧憬が強く感じられる。南ドイツースイス系グループには特 
にこの傾向が強い惑があるが、ブレインの比較的初期に発表されたヤサ•シ 
ドラのアルバムは、ポポル•々フのような東洋の宗教的感覚に満ちている。 
単調な細かい反復 （ Ds 、 和声楽器）の上に、フルートが息の長いメロディー 
をのせる、という、インド音楽や東欧の民族音楽の影響がみられる。ロッ 
クからもドイツ音楽からも遠ざかる非西洋的音楽である。美しく、静かで 
自然な音であるが、シーン形成の主導的立場をとり得るようなものでは決 
してない。他のアルバムが発売されていないところをみると、多分にセッ 
シヨン.アルバム的性格の強いものだったのではなかろうか。 （島） 




STEFAN ZAUNER(W.Germany) 

Narziss 


ARI0LA 27026 76 廃 

A ： INTRO 
MARTIN 
PREFFER 
ZOLL 
OH’ UNDO 


: DIE INSEL 

DER BEWUSSTE VIERTE MORGEN 
SPIE6LEIN AN DER WAND 


Z0MBY WOOF (W.Germany) 

Riding On A Tear 


JUPITER RECORDS 252310T 77 廃 


A: INTRODUCTION 
SUICIDE 

RIDING ON A TEAR 
REQUIEM 


B:Y0UR MAGIC DOOR 
MARY WALKING THROUGH T 
HE WOOD 

WALKING THROUGH THE W0 
0D 

FINALE 


ステフ ァン•ツァ ウナーは 2 枚のアルバム （ 2nd : Prism &. Views-vinyl-) 
を残したマルチ.プレイヤーである。2枚共水準の高いシンフォニック • 
ロックであるが、どちらか一枚ということになればこのファースト•アル 
バムになる。彼は一人でキーボード類、ギター、ヴォーカル、ベース、ド 
ラムスをこなし、ゲストに他のドラマーを起用しただけである。的を得た 
アレンジ。天才的なひらめきを持つセンスの良さ。水準以上の演奏技術。 
それらが生み出すファンタジー.ワールドは数あるドイツ.シンフォニッ 
クスの中でも最高位に位置するものだ。全体的に明るい曲想が多く、多少 
イエスあたりの持つすがすがしさを感じる。 （山） 


アイヴォリーを送り出した事で知られている、ジュピター レーベルから 
隠れた名盤を残しているゾンビーウーフ。恐らく唯一の作品かと思われる。 

$甦った狼の屍、、と訳すのだろうか？少々無気味なネーミ- ン ダのグループ 
である。サウンドの方もおどろおどろしいへヴィーな内容かと思いきや、 
彼等は軽快さと重厚さとを兼ね備えた、 70 年代初期から中期にかけてのブ 
リティッシュ • へヴィ&プログレッシヴタイプの曲をプレイしている。劇 
的なピアノ ソロで 幕を開け、ツイ ン ギターとキーボードが程良くからみ合 
い力強いリズムセクションが加わるという、終始一貫したスタイルで進行 
させていきながらも、聴く者の心に一曲ごとの持ち味の良さというか、不 
思議な余韻を残してくれる。 77 年の作。 〔大〕 


/说 A R 〇 E 

EJUROPEAN ROCK 
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プ P ダレッシヴ•ロックに関してだけかも知れない 
が、.^ —ロッパ(西欧〕の N 々でも、ここで紹介する 
オラ:：:ダダ、シくルギ-、スぺ f 父、.ギリシャ、ボルト:ガ 

ルといった W 々はいささか地味な卬象を受けてしまう： 
尚囲に腰をす.えているドイツ'、フランスといった人 W 
が、.: n 平価の良きにしろ悪きにしろ關係なく、定期的 
(?) に多稀のァーティストを放出しているのに比べ、 

+あま:りにも限られたァーティストとしか接する機会が 
ないからであるしかし、これらの闷では意外と洗練 
されたァーティズトが見つかることも.多いような気が 
する人 W のァーティストに負けてなるものぞと熱い 
兌迫をこめたサウンドで語りかけてくる、素晴らしき 
ァーディスト違を紹介してみたい s 

オランダという国はイギリスと近接しているため、 
かなりプリティッシュ•ロックの影響が強くイギリス 
でも成功を修めたァーティストが数多い u 代ぶ格とな 
ると+っぱりフォーカスであろう B このフォーカス 
(ソ ，口作品 も 多数） v クラシカル.合： ッ クのェクセプ 
.シヨンと トレ'"*** ス（リック-ヴァン•ダ ー •，リンデ 
ン）、後にキャメルに参加したトン•シャーぺン 'ジム 
.ルのカヤ ツク、 そしてアース&ファイア ー、 フインチ 
あた々がオランダ、.ロックの中心的な存在といえるだ 
ろう。値人的にはアース&フブイアーの.ジェラルド. 
ケルツのメロド兑ン.ワークに非常に魅力を感じたも 
のだ。他では泣きのギターが印象的なァルカスも设い 
バン.ドだ。キャメルとビュルサーをミ*、ソクスしたよう 
なバンドであるということで、当時はかなり，活題に 
なった d それ以後、注目に値するグループは久しく登 
場しなかったが、昨年素晴ら. bV 、 グ'ルムプが2組もデ 
ビューした V . 豆 二. £と ^ィユ ..ァ クスである未聴 
の方は、.ぜひともその研ぎ澄まされたサクンドを味 
:ってほしい。 

オランダの隣りに位置するベルギー。オランダ同様 
ブ:リティッシュ色が強 t 、がホランダが.クラシカルで陽 
的なサウンドであるのに対し、ベルギーは少々陰うつ 
な叙情的サウンドを持つァーティストが多い 0 

代表的な グループ となるとトップは マ キャベルあた 
りか。しかし後期の作品はロックンロー ルで聴くにし 
のびない 。 イェス. スタイルの変則リズムとコーラス 
を多用したバンザイ V ジヱネシス*スタイルのボーカ 
ルでじわじわ盛り上げるイソポダの2枚の作品、美し 
いジャケットの印象的なプレ y ュード等はベルギ神* 
シンフォニックの代表格といえるだろう。再発された 
フライ..卜も注目に値する ◊ 他にはチ X ソバー.ロック 
の代表格ジュルベルヌがいる u メ ロトロンを使用した 
ドラゴンは、かなりプリティッ、ンュ色が強い u サーケ 
ルも同様。 ぐ:; yjd ::’ '、し1 

エレクトロニクス作品としては、ヴァルター.タリ 
スチャン • p — 卜の作品が出色の出来を見せている。 

フラメンコの国、 スペインといえばトリアナ、トリ 
アナといえばスペインといえるぐらいスパユッシュ * 


ロック界ではトップ•クラスの人気を誇ったのがトリ 
アナだ。私もユーロ •ロッ クを木格的に聴き始めて、 
鉸初に気に入ったアーティストが彼らであるだけに、 
個人的な思い入れも強い、以时イギリスにカルメンと 
名のる、ずばりフラメンコ •ロックの グループが存在 
したが、フラメンコ特有の情熱的なサウンドを見串に 
ド ラマ チックな ロック •サ ウン ドに消化しきったのは、 
やはりトリアナであると断3できるだろう。特に 1 st 
と 2 nd の完成度の卨さは甲 Zi っけがたいものであっ 
たしかし残念なことに後期の作品はポップ色が強く 
なり、リーダーの交通拳故死も歌％り、かなり人気を 
無く I てしまったようだ。グラナダは、テクニックで 
はトリアナ以卜.だろう。特に 1 st で聴かれる壮人なメ 
口:トロンやバイオ！； 'ン、フルートを多用したサウンドは 

苍である、以前、 iKj 内盤も出たカナリオス、ハイ • 
トーンのなめらかなボーカルで洗練されたシンフォ 
ニック■サウンドを聴かせるイトイス。ロジャー. 
ディーン風のジャケットに包まれた、.キャメル•タイ 
プのゴシッ y 。少'々荒削りな部分もあるが.ハード.ブ 
ログレの代表療ブロッケ、エドア:ル..ド.ボルトや1 st 。 
シン フオニック . ジャズ.ロックのイマン。現在 も 
活動を続けるエレクトロ ニ クス.グルー プのニ ューロ 
ニュー ム。 い ずれ もスパニッシュ . シ_ン を語る...には、 
欠かすことの出来ないアーティストばかり.右。 

地中海働こ位置する_、ギリシャのロックというと、 
どうしてもソクラテスとバンゲリスかアフロディテ 
ス♦チャイ小ドの話が先に出てしまうが、パンゲリス 
の—連の シンセ， アルバムは別とし； t 、 「フォス」や 
「668」が高い評価を得ているのに対し、彼らの他の作 
品が話題にならないのに..は疑問が残る。あまりプログ 
レ色の強くなぃ、ボーカル中/6の作品 ャ0、 らかもし: 
れないが V 個人的には評価してやりたいと思っている。 
アフロディテスのメンバーだったルカス.シデラスの 
ダループ、イプシロンも同様である。「666」発ぶ後、 
完全なボップ*シンガーになって t まマたデミス . j | 
ソスが82年に発表した rAttitudesj はアランフエスを 
ア | k ンジした壮大なクラシカル，ロックが収録された 
作品で、最近のギリシャではデメトリス.パパデミト 
リウーの 2 nd と並ぶ秀作だ^火物ばかりの紹介になっ 
てしまったが、他には主としてフランスで活動しチこ ' t 
クシス、いかにもブロダレ然としたジャケットの印象 
的な PLJ バンド、アポカリシブス等がいる。 

さて最後にポルトガルであるが、今まで紹介してき 
た国の中では最も情報量の少ない国だ（前号参照）。 
一番最初に我が国で知れわたったのは ジ ニネ シス..ス 
タイルの グループ、タントラじゃ ないか と 思う。 
MARQUEE を通じて知れわたった ジョセ •/ ンッドの 
「 lOOOOAnos 〜」は説明不要と思う。そヴ他、どれ位 
のアーティス トが、どめ位の レベル Q 音楽を聴かせて 
<れるのかは私もよ.く分からないのが現状である。 

本木利英 




GRANADA ^^■TRI ANA 


フランコ将軍の死と前後し、それまで抑圧されてい 
たロック、あるいは広義の芸術活動は 74 年を境に台頭 

してきた。 スパニッシュ •プログレ ッシヴ • シーンの 
籍明けである。沢山のグルーブ達が レコード •デビ ュ 
ウするが我々日本人にとってそれらの中で最も印象が 
深いのが共に 75 年にデビュウしたグラナダとトリアナ 
であろう。 

グラナダには 3 枚のアルバムがある。これらのアル 
バムはそれぞれ印象の違うサウンドを有するが、その 
変遷はリー タ、一 の カルロス.カルカモの軌跡 である。 

75年にリリースされたファースト•アルノくム ； HABLO 
DE UNA TIERRA 」 ではスパ ニッシュ.ロック の 可 
能性と太いなるスペインの光と影を感じることができ 

る。カルロス•カルカモはこのアルバムで フルート、 

ヴァイオリン、キーボード、ギター etc , と多芸なとこ 
ろを聴かせてくれるが、素朴なスペインの田舎町を想 
起するようなストレートな情熱が表現されている。演 
奏は決して秀れているとはいい難いが、悲しみが透け 
て見える人間味のある素晴らしいアルバムである 。 A 
面ラストの秀曲が彼等の位置を餃も端的に衷現してい 
ると 思う。 孤独な メロ ト ロンの イントロダクシ ヨンに 
フルートが舞い、街角をすりぬける秋風のようにア 
コースティック•ギターが響き渡る ◊ セカンドはスぺ 
インの新 I い波を象徴するかのよう ^ fESPANA , 
ASO 7 5；|( イスパナー 1975 年）と題され、 76 年にリ 

リースされた。 マキシモ*モレロの 描いた美しい ジャ 
ヶットに钽まれたこのアルバムでは，素朴さは後退し、 
トリッキーで 雄大な キー ボード群を配した幻想絵巻を 
繰り広げている s 視覚的な劲果と物語性を重視したサ 
ウンドを聴いていると、あたかもジャヶットに描かれ 
た幻想物語に身をすい込まれてしまうかのようである。 
その 2 年後、ラスト♦アルバムとなった作品 VALLE 
DEL PAS が発表される。カルカモ以外のメンバーは 
一新され、オーヶストラを導入するなど意欲的な試み 
が成されている。カルカモの心には音楽家としての進 
歩というものが大きな命題として横たわっていたに違 
いない e サウンド構成は前2作に較べるとはるかに緻 
密に、複雑になっている。この時点ではオーケストラ 
のアレンジがもうひと息であるが、カルカモの音楽家 
としての進歩は手に取る ように 理解できる。音楽的見 
地から見れば彼等の最高作といわざるをえまい。しか 
し一方作品肉体の主張が曖昧であり、聴き終えた後に 
残る インパクトに 乏しい。これら 3 枚の アルバムに 甲 
乙を つけることは 非常に難しい。詩情の点では ファー 
ストが最高であり、 セカンドはコンセプトと表現力が 
程良く均衡を保っ好作品であり、音楽的水準をみるな 
ら ばサ1ド が最高である。 どのアルバムを取るかは全 
く リス ナ ー €> 自由で あり、 ここではカルロス •カ ルカ 


モの自らの信ずる道を歩み続けたその姿勢を強調して 
おきたい。 

—方、セヴィーリア出身のトリアナは74年、スペイ 
ンのロックに新風を吹き込むべく始動した。彼等の音 
楽性も乂、スペインの香りをプログレッシヴ•ロック 
へと投じたオリジナリティあふれるものであった。基 
本的にドラムス、キーボード、ギターという変則的な 
スタイルを続けたグルーブで、その編成の類似性から 
「スペインのフォルムラ.トレ」などと呼ばれたこと 
もあった。75年にリリースされた彼等のファースト • 
アルバムでは、セヴィリアの古色蒼然たる街並を想わ 
すような、フラメンコ•ギターと分愁あるキーボード ♦ 
プレイ、そしていかにもスバニッシュ然とした歌い间 
しのヴォーカルが融合され、桌晴らしい肋界を創り出 

した a アルバム . カヴァーはマシキモ•モレロで、力 
ヴァー 自体の イ ラストレイションは悪くないが、いさ 
さか彼等のサウンド•イメージとくい違っている点が 
彼等のサウンドを世界に紹介する際、マイナスになっ 
たような気もする。77年にはセカンド 「HIJOS DEL 
agobioj をリリ ー ス。よりシンフォニックな味付け 
がなされ、基本的姿勢は前作と M じであるが、彼等の 
「アルバム 中、一番 シン フ贫ニック と呼ぶにふさわしい 
作品となった。79年にはサード.アルバム 「SOMBRA 
Y LUZj をリリース。こめ作品は彼等のターニング‘ポ 
イントとなった作品といえるだろう。前作までのスぺ 
イン 然と..したサウ ン ドが、より洗練され、よりインター 
ナショナル志向を翳びてきている。演奏家の思想とし 
てはあきらかに進歩したものであるが、スペイン特有 
の哀愁は減退している。基本的な音楽観の相違によづ 
てある人には彼等の最高作ともなりうるだろうし、あ 
る人には彼等のスタイルの変化にいささか物足りない 
想いを与えることであろう。以後 「UN ENCUENTRO 
(，80 )j TTRIANA (，名 i )」 とアルバムをリリースしてい 
る#、プログレッ シヴ • ロックという範ちゅうで語る 
U t 、 徐々にヴォルテージは低下していってしまう。 
やはり、70年代後半というスパニッシュ•ロックとし 
て熱い時代に乍された初期3枚のアルバムが、トリ 
奪ナにとっても我々にとっても、良い意味でスペイン 
の持っ歴史と若い、新しい芸術意欲に燃えた心、ある 
いは陽の沈む国スペイノの哀愁が創り出した好アルバ 
ムであるのだろう。 スパニッシュ * ロックの 雄ートリ 
アナである。 _崎尚洋 
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オランダの興味深いインストルメンタル.グループ 
のフィンチは、一般には、75年にリリースされたアル 
バム「グローリー•オブ • ジ.インナ ー•フォース」 

でデビューしたと言われているが、それ以前に「フィ 
ンチ」というタイトルのアルバムを発表しているとい 
う噂もある。現物を見たわけでも聞ぃたわけでもなぃ 
ので、とりあえず否存在ということで話を進めること 
にする。 

アメリカでもリリースされたこのアルバムは、全曲 
ギタリストのヨープ.ヴァン.ニムヴヱゲンのペンに 
よるものである。であるからヨーブが（表面上の） 
リーダーだろうと想像できる。メンバーは、ヨープ 
( g ) 、クレーム.デテルマイヤ （ kb ) 、ベール•ク 
ラーセ （ ds ) 、ペーター•フィンク （ b ) の4人。ぺ一 
ターは、フィンチ以前にもフォンテッサというグルー 
プで活動しており、おそらく、プロ •ミューシャンと 
しての経歴は、彼が一番長いだろう。ところでこのア 
ルバム、イメ ージとしてはフォーカス（ハンバーガ ー • 
コンチヱルト以前）に代表されるコンチネンタル•ク 
ロスオーバーの傾向が強く、ギターの音色及びフレー 
ジングは、イアン•アッカーマンに近いものを感じさ 
せる。蛇足だが、この時期のオランダのギタリストの 
多くは、アッカーマンに似ている。トレースのヤープ. 
ヴァン •エ イクしかり、アース& ファィアーの クリ 
ス•ケーツしかり。ジャケットには星座のサークル 
(星占いの）が描かれている。 

同75年、ヨープはセカンド.アルバムのために、何 
曲か作曲し、バンドでリハーサルを繰り返した。夏か 
ら秋にかけてのことである。そしてアルバム.コンセ 
ブト決定後の翌年1月、レコーディングにかかる。 

セカンド•アルバムは「ビヨンド•エクスプレッ 

ション」と名付けられ、内臓のようなものが宇宙空間 
で燃えてぃる（非常に抽象的な）ジャケットで発売さ 
れた。メンバーの変更はなし。音の方は、よりハード. 
ロックに近い演奏となり、リッチー.ブラックモアが 
フュージョンを演っているような迫力のあるものと 
なっている。ファースト.アルバムが4曲しかなかっ 
たのが、このセカンド•アルバムではさらに減って 
(大作指向が度を増して）3曲になってぃる。ヨーブ 
の大作指向はこの後も続き、それはサード.アルバム 
で実証されることになる——それはさておき、彼らは、 
この年 （76 年）の夏頃までアルバムのプロモーション 
のためのギグを行っている。そして、秋から冬にかけ 
て作曲活動というスケジュールなのだが、実はそれ以 
前にメンバー.チヱンジがあった。キーボードがアド • 
ヴァンメスに、ドラムスがハンス • ボスボームにそれ 
ぞれ替っている。彼らはこのメンバーで翌年 (77 年) 
1月、ギグを行い、この時には、すでにサード•アル 



バムに収録される新曲まで演奏している。 


さて、ギグとレコーディングのためのリハーサルを 
繰り返した後、彼らはサウンドプッシュ.スタジオで 
録音を開始する。プロデューサーは、それまでのロイ. 
ベルトマンからサンディー.ロバートン（をイギリス 
から呼び寄せて）に替った。そして、マスターリング 
もロンドンのパイ•スタジオで行った。これは、彼ら 
のイギリス制覇を意図したものである。現実に新進 

レーベルの ロック バラ.レコードより、リリースされ 

ることが決定しており、オランダ.バブル盤は逆輸入 
の形でリリースされている。 

このサード•アルバム「ガレオンズ.オブ•パッ 

ション」は、 A 面3曲、 B 面1曲（組曲）の計4曲。 
それまではヨープが全ての曲を書いていたが、今回、 
ペーターとの共作 （ A — 2)、アドの作 （ A — 3) がそ 
れぞれ1曲づつ収録されている。これは、ヨープを盛 
り立ててきたペーター（影のリーダー）の容認力にキ 
裂が生じたものであり、以後、ヨーブの天下は次第に 
薄れ、ついにグループは崩壊することになる。さて、 
このアルバムは、前2作とは趣きが異なり、全面ギ 
ター弾きまくりは消えてなくなり、キーボードとギ 
ターを中心としたアンサンブルとなっている。ハード 
なギターが引込み、シン フォ ニックなキーボードが前 
にせり出してきた訳だ。この年、イギリスでは、ル 
ネッサンスが r ノヴヱラ」を、キャメルが「レインダ 
ンス」を、ジ x ネシスが「静寂の嵐」を、エニッドが 
セカンドを発表している。プログレ衰退期に、「これ 
ぞプログレ」で参入していったフィンチ、結果は始め 
から見えていたのではあるまいか。このサード.アル 
バムを最後に、フィンチの名は聞かれなくなる。ペー 
ターは ブロ デューサーとして、バンス他のアルバムで 
活躍している。 中藤正 邦 












EARTHS FIRE 


アース & ファイアーの結成は、1970 年 1月頃のこと 
である。オランダのロック界ではパイオニア的存在の 
ゴールデン•イアリングに見出され、同じレッド•バ 
レット•プロダクションに所属する。当初は、ゴール 
デン.イアリングのコンサート.ツアーの前座をつと 
めていたが、デビュー•シングル「シーズン」のヒッ 
卜により、一躍人気グループとなる。因に「シーズ 
ン」は、ゴールデン•イアリングのギタリスト、ゲオ 
ルグ.クーイマンスの曲である。その後、2〜3曲の 
ヒットを放ち、71年春、ファースト. LP が発売され 

る。メンバーは不動の5人-ジャーネイ•力ーグマ 

ン （ VO) , クリス•ケーツ （ g) , ジ X ラルド•ケーツ 
( org ) ,ハンス•ツィーク （ b ) ,セース.カリス （ ds ) 
である。御存知とは思うが、クリスとジ x ラルドは双 
子の兄弟である。この LP は、基本的にポップ•ロッ 
クだが、ペーパー•マッチの形態をした変形ジャケッ 
卜であり、さりにイ'ギリス盤はロジャー•ディーンに 
よる隠し絵の変形ジャケット、というプログレ•ファ 
，にとっては興味深い装丁となっている。 



同年、ドラマーがトン.ヴァン•ダー . クレイに替 
わり、早くもセカンド.アルバムを発表する。彼らは 
このアルバムで激変し、素晴しいプログレッシヴ. 
ロック. バン■ドとなっていた。そしてプロデューサー 
もそれまでのフレッド.ハーイヱンにさらにヤープ. 
ェッゲルモントが加わった。ヤープはこのアルバムを 
皮切りに、5枚目までの LP をプロデュースすることに 
る——つまり、プログレファンの耳に耐え得る内容の 
ものは、全て彼のプロデュースである。真黒地に黄金 
色でグループ名と白抜き文字の歌詞、というシンプル 
な装丁だが、ニツ折りジャケットを開くと、中には目 
もくらまんばかりの華やかなイラスト。現在はシング 
ル•ジャケットになっており、味も素気もない。ドイ 
ツ盤初回プレスは黒字が黄色地になっており、金文字 
も赤になっている。 


73年になるとサード.アルバムがリリースされるが、 
前作と M 様に片面は組曲のみ、という大作指向である。 
彼らのもつ作曲/編曲能力はここにきて、卜二分に発 
揮されている。カバー•デザインも前作と同じエリッ 
ク.ヴァン. ダー•ウヱイデンである。オリジナルは 
ニツ折りジャケットで、中にも表のイラストと同様の 
ものがプリントされている。歌詞カード付き。現在は 
シングル. ジャケットで歌詞カードもついていない。 

尚、イギリス盤は、稲妻の黄色っぽいジャケット。こ 
ちらも初回はラミネート。 

2年後の75年、4枚目のァルバムが発表されるが、 
ベーシストがテオ•ハーツに替わり、デザインも 
CREAM が担当するようになって彼らのサウンドも安 
定の極みに至る。そしてそのままのスタッフ陣で5枚 
目のアルバムが発売される （77 年）。プログレッシヴ • 
ロック•バンドとしての アース &ファイアーの経歴は 
ここまでで、以後はどんどんポップ性を加味していく。 

79年には、6 枚 目のアルバムが発売されるが、この 
頃には既にレッド•バレット.プロダクションとの契 
約が終了しており、新たにカヤックと同じ事務所に所 
属して、レコード 会社 もヴァーティゴへと 移動す る。 
この時には.、ベーシストがノく ート.ルイター （兀 
フォ ーカス）になり、ドラマーもアブ•タムベールに 
替っている。このアルバムではカヤックのメンバーが 
ゲスト参加しており、外にもフレッド.リーフラング 
( sax / 元パンプキン）が顔を見せている。4枚目から 
この6枚目までデザインを担当した CREAM は、力 
ヤックのデザインも担当しているチームで、アース 
&ファイアーは、ジャケットの良さと音の素晴らしさ 
が見事にマッチしている 数 少ない例であった。時に4 
枚 目のジャケットは秀逸である。 

既にポップになってしまった アース&ファイアーか 
ら唯一人プログレッシヴな センスを もっていたクリ 
ス•ケーツが脱退し、81年に7枚目のアルバムがリ 
リ ース される。 ギターは ロニー. メイヤーズ。翌 82 年 
にもポップなアルバム （8 枚目）が発表されるが、こ 
の 時には ヴァーディ ゴからも離れ、それ以後は アース 
&ファイアーの 名は聞かれなくなってしまう。 

数年を経た 84 年、 ジャーネイのソロ LP がリリース 
される。ポップ.ボーカリストとしてソロ.デビューし 
たのである。このアルバムのサウンドは、 ペーター. 
ショーン（アレンジ、キーボート/元パンプキン）の 
力に大きく依存して いる。タイトルは「メイド•オン. 

アース」 -明らかに アース&ファイアーのメンバー 

だったことをもじっている。 中藤正邦 












SUPERSISTER 



スーパー シスターのリー ダー、 ロバート•ヤン•ス 

ティブスは1950年ハーグ（オランダの行政の中心地で 
王宮、官庁の人•部分がある）で生まれた。地元ハーグ 
の コンサール ヴァトリーでクラシックの勉強をしてい 
たが、ゴールデン•イャリングを聴きロックに興味を 
持つようになった。学友3人とロッタ•バンドを結成、 
活動を続け、遂にスーパーシスターとしてシングル 
「She Was Naked」 をリリースするに至った。残念な 
がら、このシングルはそれほど話題にはならなかった 
が、続いて発表されたファースト•アルバム 「Present 
From Nancy」 はそれなりの成功を収めた。ジャケッ 
卜の内側（オリジナルは見開き）に "We are not perfect， 
we are not original,so,if I were you,I shouldn t buy this 
record” とスティブスは悪戯っぽく書いているか、実 
際には、とても70年の作品とは思えない高い完成度を 
誇っている。確かに、 Robert-Jan stips (key，vo，vibe)， 
Ron van Eck(b)，Sacha Van Geest (fl,vo),Marco 
Vrolijk(ds ( per,vo) の 4 人によるサウンドはエ、 y ダ、ソ 
フト •マシーン等の影響を受けたものと思われるが、 
作品全体としての印象は彼らのオリジナリティを十分 
に感じさせるものとなっている。70年という制作年度 
を考えるとオランダはもとよりイギリスを含む他の 
ヨ ーロッパ諸国を見渡しても本ァルバムを凌ぐ作品は 
少ないと言える。なお、本作品はァメリカでも発売さ 
れ、本国での再発もあって、世界中で20000枚近くが 
売れたとのことである。 

ファースト.アルバム 発表 後、 彼らは Kralingen の 
フェスティ ヴァル（オランダで開かれた野外 フェス 
ティヴァルとしては最も成功したもの）にピンク•フ 
ロイド、 ジヱ ファーソン•エアプレイン、サンタナら 

とともに参加した。英米の大スターに交じって彼らも 
素晴らしいステージを展開しオランダのバンドの中で 
も最も好評を博した。以後も順調に活動を続け、72年 


に 「To The Highest Bidder」、73 年に 「Pudding En 
GisterenJ とファ—スト•アルバムと kl ー メンバ—に 
よる、同傾向の好作品を発表、商業的大成功こそ収め 
られなかったものの、ファンの強い支持を得ていた。 

73年になりグループは一大転機を迎えた。アレキサ 
ンダー太王の伝説を題材としたフォース.アルバム 
「Iskander」 の構想に Geest と Vrolijk が異議を唱え、 
遂にはグループを去ってしまったのである。残された 
2人は新たに Charley Mariano(sax,fl,b —cl, 50年代か 
ら活動を続けているベテラン•ジャズ. マン。 エンブリ 
才の作品にも参加している）， Herman Van Boeyen(ds) 
かメンバー に迎え、更に、 ピエー ル.ムーランら数人， 
のゲストの協力を得て、同アルバムを完成させた。当 
然のことながら、そこで聴くことのできるサウンドは 
従来の作品とは多少なりとも違うものになっている。 
基本的にはスティブスのサウンドとも言うべきもので 
前3作の延長線上にあるが、マリアーノがソロを取る 
部分は非常にジャズ色が濃く、全体としてよりジャ 
ズィになった印象を受ける。 

このアルバムを 製作したことを契機として スーパー 
シスターは 更に ジャズィ になっていった。結局、 マリ 
アーノはグループに 馴染まず、後任として 元ソフト • 
マシー ンのエルトン•ディーンが 参加した。 「ソフト. 
マシーンはリラックス しすぎて刺激が足りない」と 
言って マシーンを 去った ディーンは 非常にフリー. 
フォームな 演奏を展開した。 スーパーシスターはフ 
リー.ジャズ 的 グループへと 変身していったのである。 
しかし、あまりにもフリ ーなサウン ドに ファンは 離れ、 
スティッブス も自らの目指すものとは違った方向に進 
んでしまったことを悟り、遂に グループの 解散を決意 
する。 

スーパ—シスタ ーを解散 した スティップス は 一転 
ポップな 音作りを開始した。こうして作られたのが ス 
イート.オ—ケイ.スーパーシスター名義の 「Spiral 
Staircase 」 である。 ジャケット には スァィッフス 以外 
は旧友の Geest が作詩等で クレジット されているだけ 
で、他の ゲストが 参加している可能性はあるものの、 
スティッブスのソロ •アルバム 的色彩が濃い。 その サ 
ウン ドは 一 聴 ポップでユーモラスで あるが、よく練ら 
れており、 スティッブスの 音楽的教養の深さを感じさ 
せる ハイ.センスなプログレッシヴ•ロック（シン 
フォ ニック•ロックで はない）である。 この 作品を最 
後に スーパーシスターとい う グル_プ 名を見かける こ 
とはなくなったのである。 

スティ ッ ブスはその後もゴールデン•イヤリング参 
加したり、 Sweet d’Buster，Transister 等のグループを 
結成したり，活動を続け，今もなおよりポップな 
フィールドで活躍している。 賀川雅彦 
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PARTCCIPAnO 


Dall'Estero: 

AMON DDOL 

VAN DER GRAAF GENERATOR 
H00KF00T 
TOAD 


ORGANIZZAZIONE 


Collaborazione del settimanaie 


CIAO 2001 


*3tu<4o 逆 faUiM»rflcw« 


,ALLUMINOGENI 
,BANCO DEL MUTOO SOCCORSO 
,BLUE MORNING 

> BOBBY SOLO 
CAMMELLO BUCK 

> CAPITOLO 
i CAPSICUM RED 
i CHECKMATE PETROS 
,CLAUDIO ROCCHI 
* CLIFFTERS 
,EARTHQOACR MAGOON 

> ERA D'ACQUARIO 
,FLEA ON THE HONEY 
.FHQLRS 
» FOLRALDO 
» FORUM uvn 
3 FRANCESCO GDCCINI 
s GARYBALDI 
s GODFATHER 
3 IL PONTO 
9 I VIAHELU 
a JIMMY & M.E.C. 

5 JONATHAN 
,LATTE E MIELE 


LE VOCI BLU 
LIVE MUSIC 
LUCIO DALLA 
MARY AFI 
MAURO LUSINI 
NADIA 

NATURE FEATURING 
NEW TROLLS 

NON CALPESTARE LE AIUOLE 

OSAGE TRIBE 

OSANNA 

PAESE DEI BALOCCHI 
PROCESSION 

QUELLA VECCHIA LOCANDA 
RICHARD BENSON 
RITRATTO DI DORIAN GRAY 
R. R. R. 

SEM1RAMIS 
SIX 


〇 STORMY : 
s TRIP 

Presents : 

EDDYE PONTI 


postale con an- 
nullo speciale fila- 


Proiezioni psichedeliche 


MACKCHERUBI 


▲ 72 年、イタリアで催されたプログレッシヴ • ロック * フェスティヴァルの為のポスター。出演バンドに注目。 
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JAN AKKERMAN (Holland) 

Tabernakel 

ATLANTIC W •パイオニア 1974 年 

K 40522 廃 P -8415 A 廃 

A ： Britannia By John Dowland/Coranto For Mrs. Mur - 
cott By Francis Pilkington/The Earl Of Derby His 
Ealliard By John Dowland/House Of The King/ A Ga¬ 
llia rd By Anthonie Holborne/AGalliard By John Dow¬ 
land/A Pavan By Thomas Morley/Javeh 
B ： A Fantasy By Laurencini Of Rome/Lammy 


エイジはピリオンとともにベルギーを代表するシンセサイザー.ミュー 
ジック•バンドである（ただし、両者の方向性は全く異なる)-本作品は彼 
らの第2作目にあたり、2人のシンセサイザー奏者、ドラマー、テクニカ 
ル.アドヴァイザーの計4人によって製作されている。シンセサイザー. 

ミュージックというと無機質なイメージがあるが、彼らのサウンドはこの 
種のアーティストでは比類ないほどに叙情的である。繊細かつメロディア 
スな 曲 作りがなされており、アルバム全体の 構成 も起伏に富んだドラマチ 
ックなものとなっている。ジャケット.デザインに象徴される宇宙愛を感 
じさせるこの作品、近年発表されたシンセサイザー.ミュージックのアル 
バムの中でも極めて高水準の出来である。 （賀） 


フォーカスのギタリスト、ヤン.アッカーマンの ソロ . アルバム。彼の 
ソロ •アルバムは他にもあるが、ややジャズ色のあるもので本アルバムと 
は一線を画している。このアルバムのモチーフになっているのはルネサン 
ス期からバロック期 （16 〜17世紀）の作曲家、ジョン.ダウランド、トー 
マス•モーリ ー 、アンソニー.ホルボーン等の作品で、アッカーマンはそ 
れらの曲をリュート等の古楽器を使用しながらも、時に現代ロック的なア 
レンジで斬新な息吹きを吹き込んでいる。ゲストはシリアス畑のミュージ 
シャン達、ベースにティム.ボガード、ドラムスにカーマイン.アピスと 
おもしろい顔合わせである。ロック•ファンの為のルネサンス音楽への橋 
渡し的な作品として重要性を感じさせる一枚である。 （山） 


AKPITAI (Greece) 

Same 


P0LYD0R 242103173 廃 

A: El Z BO A Ell 
TENNHZH 
TA TTAIAIA 
MNHMH 
EniZTPOOH 
ATAnH 
EGO 

TPA rOYAl 


B: TO nANHrYPI 
TO0AYMA 
TO ONEIPO 
kai i 厶 oy mnoz 

XAQPOZ 

KATAKTHZH & ZETA 
ZQPZETA 



ギリシャ出身のアタリタスの唯一のアルバムはすでに70年代からコレク 
ターズ•アイテムとして外国でも注目されていた レコー ドである。アクリ 
タスとはギリシャ語で神という意味だと聞いたことがある。サ ウン ドは73 
年製作という所から当時人気のあった同じ3人組の E L P あたりからの影 
響もあると見るのが妥当であろう。 A 面の1曲目から流れ出るキーボード 
を聴くとラッテ • エ.ミエ ーレをも思わせ、全編ストーリ ー 性を持って小 
曲に分かれた作品群は、ギリシャ独特の宗教がかったサ ウン ドを醸し出し 
ている。この当時に彼らに追随するグループがギリシャに現われてこなか 
ったことは、実に残念なことであり、それだけにアクリタスが持つ価値は 
大きい。のちにキーボード•プレーヤーがソロを出している。 〔杉〕 
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AKSAK MABOUL (Marc Hollander) 
Onze Danses Pour (Belgium) 
Combattre La Migraine 


KAMIKAZE 1 m 

A: Mercredi Matin 
Animaux Velpeau 
Milano Per Caso 
Son Of L’idiot 
DBB 

Cuic Steppe 
Tons Les Trues Qu’ily 
A La Dehors 


1977 年 

B ： Ciorane 

Three Epileptic Folk 
Dances 

Autree Epileptic Folk 
Dances 
Autre Chose D’autre 
Mastoul Alakefac 
Comme On A Pit 


ベルギーのカミカゼ.ディスク（マルク.ムーランの主宰する自主レーべ 
ル、4枚のレコードをリリースしている J の記念すべき1番としてリリー 
スされたマルク•オランデル=アクザク•マブールの1 st アルパム。趣味的 
な作品であるが、それはジュルヴヱルヌ等にも感じられるようなサティい 
うところの家具の音楽、あるいは遊びの音楽の変型である。そのセン•スの 
良さには目をみはるばかりで、マルク•オランデルが天才型のアーティス 
卜だったことが十分うかがい知れるアルバムである。短い小品の集成であ 
るが、統一された雰囲気を感じさせるのでトータル感のある作品である。後 
にフレッド•フリス、クリス•カトラーらを迎え、 2 nd アルバムを仏 ATEM レ 
一へ^ルよりリリースした後、クラムド.ディスクへと f 多行する。 （山） 



AKSAK MABOUL (Belgium) 

Un Peu De L’Ame Des Bandits 


ATEM/CIAMMED 002 JK 

: A MODEM LES 卿 
PALMERS EN POTS 
BBSTIBE KACHT 
I VIABB FORMANO LA 6I0VENTU 
IIOCULATIHG IAIIES 


: CINEMA 

A)CE QU ON PEUT VOIR AVEC UN 
BON NICROSCOPE 
I) ALLUVIONS 
OAZINOU CRAPULES 
D)A8E ROUTE BRIE! 



ALAMEDA (Spain) 

Same Title 

EPIC;EPC 8357179 廃 

A: AIRES DE LA ALAMEDA B: AMANECER EN EL PUERTO 
LA PILA DEL PAT0 A LA VERA DEL "JUERERES" 

0J0S DE TRISTE LLANT0 MATICES 
HACIA EL ALBA 


70 年代後半にかなり注目をあびたベルギーのブログレッシヴ/ニュー. 
ウェイヴ.シーンだが、それらのアーティストの中で最も才に長けたアー 
ティストの一人にマルク•オランデルがいた。これは彼のグルーブ、アク 
サク•マブールの 2 nd アルパムで、元ヘンリー.カウのフレッド•フリス、 
クリス.カトラーを含むゲスト.ミュージシャンを加えて制作された。前 
作の趣味的なサウンドから力強く、シリアスでテンポの速いサウンドに転 
化され、当時のニモナ • ウヱイヴの良質な部分をも取り入れたニュー.エ 
イジ*ミュージックである。オランデルとゲスト•ミュージシャンのぶつ 
かりあいが良い方向にむかって流れている好盤。このあと、彼はクラムド 
•ディスクを創りハネムーン•キラーズを結成しポップ化していった。（山） 


アラメダはトリアナやメディナ • アサーラといったグループと同傾向の 
典型的フラメンコ•ロック•パンドだが、そのフラメンコ色は他の同類パ 
ンドのいずれよりも強い。特にその傾向は近作になる程顕著である。この 
1 st アルバムは、そうした彼らの作品の中では最もロック.ファンの耳に 
慣じむであろう内容となっている。しかしながら、実の所彼らの作品間の 
差違はほとんどないと言ってよい。バックを流れるストリングス • シンセ 
の比重など装飾部での違いがあるが、よ<耳を傾ければ、ギターをサウン 
ドの核としてあくまで“歌’’を聴かせる彼らの姿勢は一貫している。中ジ 
ャケに見える古ぼけた建物の写真なと'見ながらそんな彼らの音を聴いてい 
ると、遠き異国のイメージがどんどん拡がってゆく。 〔城〕 
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ALAMEDA (Spain) 

Misterioso Manantial 


EPIC 

EPC 84315 廃 

A ： Aurora 
Dos Amo res 
En Tus La bios 
Canto A1 Despertar 


1980 年 


B: Misterioso Manantial 
Vuelo De Cristal 


A1 Caer 
Sobre Tu 



APHRODITE’S CHILD (Greece) 


666 

VERTIGO 6673-00174 廃 
A: THE SYSTEN 
BABYLON 
LOUD,LOND,LOUD 
TTHE FOUR HORSEMEN 
THE LAMB 
THE SEVENTH SEAL 
B: AEGIAN SEA 
SEVEN BOWLS 
THE WAKENING BEAST 
LAMENT 


THE MARCHING BEAST 
THE BATTLE OF THE LOCUSTS 
DO IT 

TRIBULATION 
THE BEAST 
C: SEVEN TRUMPETS 
ALTAMONT 

THE WEDDING OF THE LAMB 
OFIS 

THE CAPTURE OF THE BEAST 


本アルバムはアラメダの 2 nd であるが、 1 st よりもまとまった仕上りと 
なっており、 1 st のジャズ的な音作りに美しさが加わっている。ヴォーカル 
•パートが多いが、曲想を考えればかえって自然である。メンバーは 1 st 
と全く同じである。キーボード担当のラ ファエル•マリ ネーリとギター担 
当のホセ.ロカが大部分の曲を書いており （ 1 st でも同じ）、1 st でゲスト 
参加したガダルキビールのルイス.コボが再び協力している。スペインの 
中ではレヴヱルは高く、ある種の民族色の濃い音でありスパニッシュ•口 
ックの本来の姿を見せてくれる。ツイン.キーボードは前作より目立って 
はいないが、パーカッションの音を前面に出している。本アルバム後、彼 
等は 3 rd“Aire Calido 〜”をリリースしている。 （青） 


文字通りユーロ ロックの金字塔。それもあまり成功した例が少ない2枚 
組のコンセプト.アルバムなのだから、彼らの創造力だけではなく並々な 
らぬ体力なしには不可能なことであったろう。やはり、これだけの大作を 
作るには、ヴァンゲリス，デミス•ルソスの巨体の持つパワーが必要なの 
である0「雨と涙」，「エンド.オブ•ザ.ワールド」といったヒツト曲を 
残した（もちろん名曲でもある）彼らがここまで大きく飛躍するとは誰も 
想像がつかなかったであろう。それがヴァンゲリスの才能によっているの 
はむろんだが、各メンバーの多様性に満ちた演奏技術にも感心させられる。 
それにも増して、ギリシア人であるアイデンティティを失わず、それを音 
楽の中に注ぎ込んだ創造力と情熱は 80 年代のプログレ界が失いかけている 


ものを未だ示唆してくれる。 〔吉〕 



ここに紹介する APOCALYPSIS のアルパムは、比較的聴き易いアル 
パムである。正統派の俗に言うシンフォ ニック.ロックで あり、世界共通 
に受け入れられるであろうプログレッシヴな音作りがなされている。アル 
パム全体がトータライズされて、キーボード中心の展開はギリシャにおけ 
るグルーブの中ではもっとも癖のないサウンドだ。これと言って強烈な印 
象がないだけに、平凡だと言ってしまうとそれまでだが、他国のシンフォ 
ニック•ロック. グループと比べても彼らには及第点を与えてもよい仕上 
がりになっている。ギリシャには個性の強し、グループが多いように思うが、 
80 年代に入っても数こそ少ないがプログレ系アルバムが出て来ていて、ま 
んざら捨てたものではない。この APOCAYPSIS などがいい例である。 


アストゥルコーンは81 年という比較的近年にアルバムを発表したグルー 
プである。本アルバムは彼等の唯一の作品であり、その後の動向は一切不 
明である。聖書をテーマにした一大トータル•アルバムで、時おり聴こえ 
るスルートが印象的なグループ。曲展開はいわゆる展型的なあくの強いス 
ペイン • ロック調のものと、叙情性を加味したゆったりとした部分から成 
り、どちらかというと後者に彼等の持ち味があるようだ。特に B 面の中盤 
部分の出来が素晴らしく、遠く太古を傯ばせるような独自の叙情を感じさ 
せる。ピークを越した後の スペイン. ロックの中では （80 年以降の）なか 
なかの好アルバムである。 （山） 


〔杉〕 



アツティラの幻の 2 nd アルハ•ムである。彼等の残した 3 枚のアルバムは 
どれも高水準の作品群であるが、ういういしさとその叙情性に於いてこの 
2 nd アルバムの出来が秀れているように思う。 3 rd アルバムにはそれ程感 
じることができなくなってしまったヴォーカルの味を聴くことができるし、 
又、力のこもった演奏には好感がもてる。それは正に民族大移動の際のフ 
ン族の長アツティラの雄大な旅を表現しているかのごときである。ゴング 
= ムービープレイ、チャパといった大レー ベル からリリー ス されなかった 
ことと比較的初期のアルバムであることからグループ自体は非常にマイナ 
一な存在であるが、彼等の創り出したサウンドを考えると残念なことであ 
る。 （山) 


アッティラの 3 rd アルバムである。彼等は スパニッシュ. ロック界では 
ややマイナーな存在だが、アルハ•ムの内容はかなり完成度の高いもので、 
スパニッシュ•ロッ クの平均的レヴヱルを大きく上回っでいる。サウンド 
構成はギター、及びキーボードがツインでメロディーをとり、それらを中 
心にリズム•セク シヨ ンがからむもので、オー ソ ドックスな展開なのであ 
るが、一種邪悪さを秘めた曲想が独自のアイデンティティーを創り出すこ 
とに成功している。たった 3 枚のアルバムしか残さず消えていったアッテ 
ィラ——それはフン族の長アッティラが歴史の中に暗い影をおとしている 
ように、謎めいた神秘をリスナーに与え続けるに違いない。 （山） 






























AXIS (Greece) 

Same Title 

RIVIERA 421088 73 廃 

A. WAITING A LONG TIME B. SUSPENDED PRECIPIPICE 
SEWERS DOWN INSIDE ROADS 

MATERIALIZING THE UNLIMITED ASYMPHONIA II 
ASYMPHONIA I DANCING PERCUSSION 

PA VU GA Dl 
THE PLANET VAVOURA 


このアクシスは、ギリシャ人のバンドではあるがフランスで録音されて 
いる。メンバーはキーボード、ベース、ドラムが2人と変則的である。内 
容は、リズム主体に展開していくジャズ.エッセンスの強いものであり、 
全体的に自由な演奏が繰広げられている。同じ国のバンドで同じ73年にリ 
リースされたアクリタスとは異なり、ギリシャの臭いは感じられない。当 
時のフランスをも意識したのだろうが、時折全体で畳掛ける展開など光る 
所もあり、メロトロンを使った曲も数曲ある。彼らには、これ以前に 
EL A . EL A/OS ANN A というアルバムがあり、ギターも入っているがた 
だのロックであり魅力を感じない。フランスにまで渡り、成功を夢みた彼 
たちの意気込みはギリシャの存在を知らしめるには十分であったであろ 
う。 〔杉〕 




AZAHAR (Spain) 

Elixir 

MOVIE PLAY GONG 17.123 5/6 m 1977 年 


A: Campos De Azahar 
i Que Malo Hay, 

Sr. Juez ? 

i£s Que Esto No Tiene 
Nombrei 


B: Un Hombre Cansado 
Cantaros De Fuego 
Marruecos 

a) Flipados 

b) Que No Me Vean 

c) Colgados De La Roma 

Gorda 


発売当時、匂紙によるブックレットが付いていることで話題を呼んだア 
ザハ ルの1 st 。 デイ ック •ザッパ ラ （ VO )、 アン トニ オ.ヴァルス （ g ， mandli - 
n )、 グスタヴォ•ロス （ key )、 ホルへ.バラル （ b ， per ， g ) から成る 4 人のメン 
バーはいずれも長い音楽歴を誇るミュージシャンである。ジャケット•デ 
ザインに象徴されるロスのスペイシーな syn に、ややハードな e - g 、 力強い 
vo 、 メロディアスな p 等が絡み曲は進行する。そのサウンドはスペイン良さ 
をあまり感じさせないすっきりとしたものである。本作発表の後、ロスと 
バラルはアザハ•ーチェを結成し 「Dias De Luna (Movie Play Gong 17.1475/8)」 
「 No , Gracias (同17.2030 / 3)」 の 2 枚のアルバムを発表している。七、アザ 
ハルも 2 nd「Azahar (同17.1536/3)〗をリリースしている。 （背） 




BANZAI (Belgium) 

Hora Nata 

DELTA DG- 10001 廃 

A ： You Always Like an 
Entree? 

Try (Hopeful Strive/Step 
by Step/Find the Way) 
Obelisk (Like an Stalag- 
time/Hora Nata/Stal- 
agtities in % Jam/ 

Wet the Ropes) 


B ： Hattrick (My First Hot- 
Pants/Kick And Rush 
/The Final was the 
Third Game) 

Three Magicians [Part 1] 
(Once/Theme of Rain 
bow/Bermst/WeMl Bri¬ 
ng You the Sun) 


BLOQUE (Spain) 

El Hijo del Alba 
CHAPA HS- 35032 

A: Poemas de Soledad 
Alquimista Soy 
La Danza del Agua 
El Hijo del Alba 


B: Quimerica Laxitud 
El Silencio de las 

Esferas I 

La Razon Natural de 
las Esferas II 
b Esferas III 
*r in c ip 10 
Esferas IV 
Un Hombre Nuevo 


La Elipse I 
Fin Y Prim 


''ベルギーのイエス" などと嗶されて いたパン ザイであるが、知られて 
いる限りではこれが唯一の作品である。オランダのデルタ.レーへ^ルから 
の リリース、恐らくは72年前後の作と思われる。 グルーブは key ， g ， vo ( g )， 
ds，per の 5人編成で、ほかにストリングスと3人の ホーン •セクションが 
加わる。軽快なキーボードワークが中心であるが、あくまでも地味な存在 
に徹し、ゲスト陣も加えた全体としてのユニットによる自己表現というス 
タイルを貫く。 A —1 を除く 4曲は、いずれも小組曲的な性格を持つが、 
全体的にソフトなタッチで仕上げられており、時々出てくるバイオリンが 
適度なスパイスとなって展開を引き締め、非常に聴き易い作品となってい 


スペインの中では、イピオやメズキータと違い、スペイン臭さをあまり感 
じさせないハード•ブログレ.タイプのバンドである。シクスト•ルイス 
とファンホ.レスプエラのツイン.ギターがサウンドのメインで、それに 
力強いヴォーカルと美しいファン.カルロス.グティエレスのキーホード 
かからむ。またドラムの音もクリアーである。 B 面の組曲風の構成は他の 
スペインのバンドでは聞かれないものである。 1 st の r Bloque 」 はさして聞 
くものでもないが、211(1の「只011^6，1^1了3)^八]1113」はこの3犷(1と中乙つけか 
たいスペインの中では屈指のハード.ブログレである。ブロッヶエは P 宙 
宗教をうまく音にできるバンドで、それをうまくプログレに結びつけてし 



75年発表の1 st 。 ''トリプルメロトロン〃という触れ込みでかなりの注 
目を集めた時期があったが、それはあくまでも一面的なものでありアルバ 
ムの全体像を正確にとらえた言葉ではない。どうも日本ではプログレ作品 
を紹介する際にメロトロンという言葉が軽々しく使われ過ぎる気がする。 
本作品でメインとなるのはあくまでもソロ.アーティストとしての彼だ。 
そのギタープレイは時にはハードで攻擊的、また時には限りなく甘く美し 
い。メロトロンは B 面で使用される。特にラストでの使用が効果的かつ印 
象的。全体的な仕上りも良好で、''トリプル〜〃の先入感を排除すればかな 
り楽しめる。なお最近本国ではシングル • ジャヶの再発に加え新作もリリ 
—スされた。 （江） 


3枚のアルバムを発表したカイ。自主製作盤の本1 st がブログレッシヴ 
•ロックとしての最高作。 2 nd は多分にフュージョン色をとり人れ、より 
洗練されている為、プログレ=フュージョンとしての最高作といえる。こ 
こでの彼等は若さと力強さを感じさせる雄大でかつ繊細なイメージの交差 
する素晴らしい音世界を狂おしいまでに表現している。フラメンコの影響 
をそこはかに感じさせるギター.ワーク（時にツインになる）とキーボー 
ドのセンスがまず耳につくが、タイトなリズム.セクションもこのカイの 
世界を形成するのに大いなる貢献をしている。ギター、キーボード、ベー 
ス、ドラムスの4入編成。 （山） 


CATALOG 
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SPAIN 

PORTUGAL 

HOLLAND 



BELGIUM 

GREECE 


CAI 

Noche Abierta 
EPIC 

EPC 84218 廃 

A: So fie Contigo 
Despertar 
Alegrias De Cai 
Noche Abierta 


1980 年 


B: Extrafta Seduccion 
La Fabula 
La Loca Del Diablo 


1 st よりもフュージョン化したカイの 2 nd である本アルバムは、エキゾ 
チックなヴォーカルに、美しいキーボードがからむ力作である。フュージ 
ョン的なスパニッシュ.ロックの美的な部分だけを取り出したアルバムと 
言っていいだろう。デュ エゴ . フォピアー ニ （ ds , per ， vo )、 ホセ.フエルナ 
ンデス （ g )、 フランシスコ.デルガド （ g )、 セバスチャン.ドミングエス （ key ) 
ホセ.ベレス （ b ， vo ) が本アルバムのメンバーである。各自のメンバーのテ 
クニックはさして無いが、哀愁あふれるサウンドが全編を包んでいる。ジ 
ャケットに描かれた宇宙がカイのサウンドを表わしており、濃い内容を持 
ったレコードである。なおこの後の 3 rd では、ポップ化した。 （青） 



キャナリオスはスペインのグルーブとしてはかなり古くから活動を続け 
ているベテラン.グループである。本アルバム以外にも数枚のアルバムを 
発表しているが、それらの多くはオーソドックスな時代物のロックであり 
あまりお勧めできるような代物ではない。しかし本アルバムはそれらのア 
ルバムとは一線を画している。イタリアン.バロックの曲の中で最もポピ 
ュラーなナンバーであるヴィヴァルディの「四季」を非凡な才能で見事に 
ロック化に成功している。しかも独自なアレンジにより、2枚組という大 
作に仕上げている。これは本アルバムのコンポーザーであるアルフレッド I 
•カリオンに依るところが大きい。スペイン盤は豪華ブックレット付。才 
ランダ盤、日本盤もリリースされている。 （山） 



ALFREDO CARRION (Spain) 

Los Andares Del Alquimista 

GONG 1976 年 

S-32838 庚 

A: Espej p Sumergido B: Los Andares Del 

Tensa Memoria Alquimista 

' Vino De Silencio 
Romance 



PETRUS CASTRUS (Portugal) 

Ascengao E Queda 

麻 


A: A CHEGADA 
A REVOLTA 
ASCENCAO 


B: DECLINIO E RUPTURA 
INDECISAO E DEMENCIA 
QUEDA 


鬼才、アルフレッド•カリオンの残した この一 枚は、 スメ 令 ニ ッシュ•口 
ックを語る上で欠かせないアルバムだ。 B 面全てを费やしたタイトル曲が 
圧巻である。ストリングスに加えブラス•セクションもフィーチュア、そ 
の見事なアンサンブルでスパニッシュ.ロックの名作群の中では類を見な 
いシリアスな世界を創り出している。むしろロックの枠には納まり切れず 
位 S 付け的には.イタリ.アのオパス•アバントラとの類似性がある（音質的 
には全く異なる)。なお A 面は歌を中心としたアコースティックな展開。作 
曲は全てカリオン、ジャケット.デザインでセンスの良さを見せるホセ. 
ルイス•テレスは A — 1、2では作詞も手掛けている。 （江） 


ポルトガルといえば Tantra、Jose Cid あたりを想い起すのが関の山で、 
一般的にはプログレ不毛の地といわれないまでも、無視されている。本誌 
22号でも紹介された Petrus Castrus はその中にあって非常に水準の高い 
レコードを残している。今のところ2枚のアルバムしか存在が分らないが、 
これ程個性豊かで音楽性の高いサウンドを残した彼らがこれだけで消息不 
明になるとは考えにくい。ともかく、たった3人とは思えない変化に富ん 
だこのアルパムは、かなり好き嫌いがはっきりしそうなラテン系特有のダ 
ミ 声のヴォーカルをメインに、曲は複雑にからみ合い、時には情熱的に、 
時には哀愁に満ちて進行する。 B 面では IL Volo の 2 nd を思わせる上昇 
指向型ジャズ.ロック•サウンドを聴くことができるのも付け加えておこ 
う0 〔吉〕 



WALTER CHRISTIAN ROTHE 

Solitude (Belgium) 


LARK 

INL 3527 廃 

A: Take Off 
Solitude 
Robot 

The Return 
Sunrise 


1982 年 


B: On The Beach 
Marleen’s Solitude 


The Old Castle 
Gentle Waves 



JOSE CID (Portugal) 

10000 Anos Depois Entre Venus e Marte 

0RFEU FPAT 6001 78 廃 

JOSE cid:ked.vo. 

ZE NAB0:NAB0.G,B. 

RAMON GALARZF:DS. 

MIKE SERGEANT:G. 


I 


ベルギーのエレクトロニクス. グルーブ、 ピリオンのメンバー である ヴ 
ァルター•クリズチャン.ロートのソロ •アルハ•ム である。 ピリオン 本来が 
流れるような（ドイツ的な） エレクトロニクス 作品であったのに対し、本 
作品は極めて メロディ アスな作品である。 A 面は ダン サブルな作風でニュ 
一.ウュイヴ風のビートが多少気にかかる。が特筆すべきは B 面で、女性 
ヴォーカルを 加えた叙情的な作品である。 この 面は エレクトロ ニ クスと い 
うよ りはシンフォニックと 呼ぶべきもので アレンジの 素晴らし さ といい、 
曲自体の持つ輝きといい、近年の作品の中では秀逸のものといえる。 ギー 
ガーを 多少甘くしたような アルバム.カヴァー も素晴らしい。 （山） 


スター.ウオーズ(俗/)のタイトル.バックのようなジャケット.ワー 
クが先ず目を魅き、扉を開けると各曲をイメージした幻想的なブックレッ 
卜が我々を楽しませてくれる。地球滅亡の前兆を示すオープニングからす I 
でにジョセ • シドが織りなす音の宇宙絵巻の中に引き込まれて行く。殊に 
A — 3を聴くたび、白く冷たい光を湛えた冬の星々を眺めたくなるのは私 
だけであろうか。このアルバムでメインとなるのは、ジョセ•シド操る重 
厚なキーボーゼ群と彼の力強くも哀愁感のあるボーカル、時折り繰り出さ 
れる甘美なギターだろう。ジョセ•シドは何枚ものアルバムをリリースし 
ており、ボルトガル本国では有名なシンガーだが、本作と同じ傾向の作品 
は外にはないようだ。 〔幸 〕I 

































LUIS CILIA (Spain) 

Mem6ria 


NOVOLA ZL-225 廃 1977 年 

A: Na Cape la Ogival B: Redondilha/Nao Podemos 

Das Tuas Maos/At さ Calaro Que Nos Doi 

Quando/Assim Canta- Para La Do Oceano/Se 


ios/0 Mar N5o Preci- 
sa De Ter Ondas/Mem- 


laro Que N 
— _ra La Do C 
/CancSo Do Campon^s 
Operario/A Festa Nunca 


Acaba/Novembro/N; 
Capel a Ogival Das ~ 


Tuas 


暗い部屋の中、一人で聴いていると心が和む、そんなアルバムである。 
ルイス•シリアの人を包んでくれるような暖かいヴォーカルと哀しい調べ 
のアコースティック.ギター。ヴォーカルとヴァイオリンがお互いを慰め 
合うが如〈語りあい、そっとそれを見詰めるようにキーボードがバックを 


固める。スペインの雄大な自然の中でルイスが歌う光景がアルバム全体よ 


り目に浮かぶ。牧歌的な印象を受ける本アルバムは、シンプルな音作りに 
仕上っておりそれはルイ x のヴォーカルとバランスがとれていて無理がな 
い。イタリアのカンタウトーレ達と同様、素朴な感情を大切にしながら愛 
や自然を唄いあげるタイプのシンガーが、スペインにも存在することが確 
認できる好アルバムである。 （青） 



その音に触れし時より、我々を虜にしてしまったオランダの新星コー 
ダ。全曲の作詞 • 作曲を担当するヴルーメンのピアノを多用するメ ロデ 
ィアスなキーボード、役所を心得た力強いギター、的確にサボートするリ 
ズム陣、どれをとっても小気味よい。取り分け、 A 面から B — 1までの組 
曲は正に白眉といえよう——巧みな効果音、修道院での讃美歌を思わせる 
コーラス、パイプ.オルガン、ゲスト.ミュージシャンによる管楽器 etc 
—美しき音のタペストリー、その前に我々は唯 dreamer になるのみ。70 
年代のエッセンスと80年代のエッセンスが見事に融合し、昇華しきった作 
品である。この作品の持っ高い完成度は、新たなユーロ •ロックの幕開け 
さえも予感させる。80年代を代表する屈指の名盤といっても過言ではない 
であろう。 〔幸〕 
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COMPANYIA ELECTRICA 
DHARMA (Spain) 

Iramuntana 


ZELESTE/EDIGSA 
UM 2039 廃 

A: Titu-Tiru-Ritu 
rocs de Sant Joan 
Moixeranga del Diable 
La Mediterrdnia se’ns 
mor … 


1977 年 

B: Tramuntana 

Les Bruixes del Maresme 
Festejada 



COMPANYIA ELECTRICA 
DHARMA 

L’angel De La Dansa 


CABRA/EDIGSA 
UM 2043 廃 

A: Batalladora 

Ballet Del Foliet Foil 
De Lluna 
MarxarSbiga 
Da It Les Onades ! 
Dese ： 


1978 年 


B: Parida Saltimbanki 
Barna N 

Sants Impotents! 


i Natal,Bar na 
Mortal 


Alegres I 


sesperats 


スペインーのチンドン屋バンド、コン パーニア .エレクトリカ•ダルマの 
3 rd アルバム。エスティヴ、ジョン、ホセのフォートウニィ兄弟を中心に 
(それぞれ g ， sax ， dr )、 ジョルディ•ソレィ （ kbd )、 チャールズ•ヴィダル （b ) 
の不動のメンバーによるライン.アップである。75年に発表されたファー 
スト.アルバムでは普通のジャズ•ロックを演っていた彼等だが、翌年に 
発表された 「 L ’ oucomballa 」 あたりから民族音楽色を取り入れ始め、78年、本 
作既発表になる。ジャヶットに写っているメンバー達からある程度沄わる 
と思うが、陽気な哀愁とでもいうような感覚がバンドの特色になっている。 
又、残念なことにお見せ出来ないが、内袋の絵の出来映えも素晴らしい。 

(Chihiro S .) 


Cang6 D 

L'angel De La Dansa 
Dansa II Legal 

78 年に発表された、コンハ。ーニァ•ェレクトリカ•ダルマの4枚目である。 
いつものメンバーに加え' ルイス. フォートゥニイ （トランペット）とい 
うフォートゥニィ—家の4人目が2曲程参加している。彼等の音楽を聰い 
ていつも想うのは悲劇/喜劇の表裏--体性である。悲劇は関係の無い（或 
いは関心の無い）第三者にとって喜劇でしかない。他人事は他人事て:しか 
、ないのだ。又、喜劇は本人にとって悲劇に他ならないであろう。特に自分 
が演じているのが喜劇であり、その役を演じ続けなければならないと気づ 
いてしまったからには。同じ様に彼等の作品は人間として限界の部分で、 
楽しく、又哀しい。イギリスのマイク.ウェストブルック、カーラ.ブレ 
イ等の好きな人は気に入るでしょう。 （Chihiro S .) 



COS (Belgium) 

Pastaeoiian Train Robbery 

EMI BEST SELLER 1974 年 

4C 054-97146 m 


A: Postaeolia 


Cocalnut 

Amafam 


n Train 
Robbery 


B:Karbok 
Populi 
Halu cal 
Coloc 



COS 

Babel 

IBC BEST SELLER 
4B 058-23794 廃 


1978 年 


A: Babe] 

Good Wind 

Cha Cha Cha 

Mein Maschine 1st Scb5n 


B: Sors Ton Petard, Johnny 
Oostend ， 00 stend 
Greeneldo 


コスはベルギーのプログレッシヴ • ロック.シーンにおける最も重要な 
グループの1つである。オリジナル•メンバーのうちチャール•ルース （ key ) 
は2枚組の大作ピアノ.ソロ 「 EgoTH ^ te 」 を発表するとともにアブラクシス 
を結成、アラン_グーディエ （ b ) もサンハウスに参加している。そして、 

リーダーのダニエル•シヱル （ g ， f ， devices ) は今なおコス名義で活動を続け 
ている。また、 2 nd 及び 3 rd に参加した マーク •オランデル （ key ) はアクサ 
ク • マブールとして2枚の LP を発表している。本アルバムは彼らのデビ 
ュー作であり、前述のメンバーの他に vo & oboe ， ds ， per が加わっている。 
そのサウンドはハ•スカル.ソンのソプラノ .スキャットとキーボードを中 
心にした軽快かつ心地好いジャズ • ロックである。 (賀 ) t 


1 Postaeolian Train Robbery 」「 Viva Boma(IBC Best Seller 4 B 062- 2360 5 ) 76 

年」に続くコスの 3 rd 。 5 人のレギュラー•メンバーに加えて、元メンバ 
一のチ ャール.ルース （ p ， key-strings )、 ザオのフランソワ.カーン （ p )、マ 
一 7 •ムーラン （ org) らが一部ゲスト参加している。パスカル•ソンのボ 
—カルは従来よりも絶叫部分が減少して、より繊細かつ微妙なものとなり 
演奏もダニエル.シヱルのギターを中心にまとまりのあるものとなってい 
る。全体としてジャズ色が薄らぎ、起伏に富んだコス独自のサウンドが確 
立されている。79年、 4 th アルバム 「Swiss Chalet (IBC Best Seller 1 A064- 
23902」を発表、しばらく活動を停止していたが、 83 年に突如ロック•ォぺ 
レツタ 「 Passiones 」 をリリースした。 （賀） 
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EUROPEAN ROtK CATALOG 
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COTO EN PEL (Spain) 

Holocaust 


NEVADA 

ND-5021 


A: Aura de Sons 



1978 年 


B: Holocaust Part I 
Holocaust Part II 



CRACK (Spain) 

Si Todo Hiciera 

CHAPA 
HS-35021 廃 

A: Descenso En El Mahe- 
llstrong 

A Mantes De La 

Irrealidad 
Buenos Deseos 


1979 年 


B: Marchando Una Del Cid 
(Parte I ) (Parte II) 
01 fodo Hiciera Crack 
Epllogo 


トラディシヨナルな要素を一切排した斬新な曲作り。一聴しただけでス 
ペインのグループとは判断できないであろつ。ある意味では異色のアルバ 
ムである。78年、無名のネバダ.レーへ:ルからのリリース 0 メンバー等の 
クレジットは無く、詳しい事は判らないが、演奏水準は非常に高く特にキ 
ーボードプレーヤーのセンスの良さが光る。他パートとのコンビネーシヨ 
ンも申し分ない。派手さこそ.見られないものの、きちんと計算された緻密 
な展開は、聴く者を十分に魅きつける。特に B 面の2パートからなるタイ 
トル曲において、前半の暗さとも重苦しさともつかない独得の雾'曲気を途 
中メロトロンか優しく包み込み、徐々に盛り上げながらクライマックスに 
持っていく展開はさすがである。 （江） 


プログレッシヴ•ロックという言葉から受ける印象を最も端的に表現し 
たグルーブの 一つに このクラ ッ クがあげられるだろう。絶対音楽というも 
のが ロッ クの 中に もあるとすれば、このクラ ッ クの唯一のアルバムは真の 
意味でのロック=シンフォニーを象徴するものである。文句をつけること 
のできないまでに洗練された演奏テクニック、あまりに典型的な展開をす 
るサウンド構成——正にプログレッシヴの王道を行くといった風情である。 
ギター、フルート、ヴォーカル、ベース、ドラムス、 アコースティック. 
ピアノ、メロトロン、シンセサイザーといった楽器群によって重厚に演奏 
されている。聴く者に純粋な音楽的感動を与えるということに関しては異 
論はあるまい。 （山） 



全編にモーランのフラメ ンコ. ギターがフィ ー チ ャ_ されている本アル 
バムには気品の高い音楽が詰まっている。タランテラのような速い舞踏曲 
があったり、クラシックの流れを感じさせる曲があったり、一曲一曲スぺ 
インの情熱と哀愁を伝えてくれる“ロック”の枠に納まり切らないアルバム 
である。またこのアルバムにはトリアナ、グラナダの 二大 グループがアレ 
ンジと演奏に参加している。 A-l,4B-2,3 がトリアナ（ファン•ホセ.ハ。 
ラシオス、へセウス•テ•.ラ•ロザ、 エン リクェ•カルモナ）、 A -2,3、 B 
-1，4がグラナダ（カルロス.カルカモ、グスタボ.ゴンザレス、ミグ エル 
• アンヘル.ブリッド、チッチョ.ヒポリト）がそれぞれバック.アップ 
している。しかし彼等の演奏はあくまで控えめである。 （青） 


イギリスのア コーン.レー ベルから77年にリリースされた恐らくは唯一 
と思われるドラゴンのアルバム。最初はフランスのグループという紹介が 
なされていたが、後から人ってきた情報を総合すると、どうもベルギー系 
のグループらしい。ギター、オルガンなどの使用法や、泥臭さの残るボー 
カルからはプリティッシュ • ロックの影響が感じ取れるが、メンバーの名 
前を見る限り英国人のグループでないことは確か。プログレ系のアルバム 
としては標準的な出来である。時々出てくるメロトロンやフルート、バイ 
ブなどは効果的で、それなりに"らしさ"を見せつけるが、全体的な迫力 
不足や、曲によってバラつきが見られるなど、今一-^大物になり切れない 
でいる。 (江） 



EARTH & FIRE (Holland) 


same title 



POLYDOR 

ポリドール 

MP2162 廃 

1970年 

A: Wild And Exciting 
Twilight Dreamer 
Ruby Is The One 
You Know The Way 
Vivid Shady Land 

B: 21th Century Show 
* Seasons 

Love Quiver 

What’s Your 

Name 



EARTH & FIRE 

Song Of The Marching Children 


POLYDOR 
2925 003 1 

A: Carnaval Of The 

Animals 

Ebbtide 

Storm & Thunder 
In The Mountains 


1972 年 


B: Song Of The Marching 
Children 

a) Theme of the Marching 
Children/b) Opening of 
the Seal/c) Childhood/ 
d) Affliction/e) Damnati- 
on/£) Purification/g) The 
March 


アース & ファイアーは 70 年 1 月頃結成された。ゴールデン.イアリング 
のジョージ • コーイマンに見出されて、サポート.バンドを務めるように 
なり、やがて本作の発表となる。このファースト.アルバムから数曲シン 
グルカットされている。 （A-l、3、B-l、2 等）、特に日本でも多少ヒットした 
「シーズン」 （B-2) 等は今でも覚えている入が多いようだ。彼等の魅力は 
ジャー ネィのボーカルとクリス&ジェラルド • ケーツ 兄弟によるギターと 
キーボードのコンビネーションがつむぎ出す日本人好みのメ ロディ.ライ 
ンにあると言えるだろう。この後、ブログレ色を取リ人れた「アムステル 
ダムの少年兵」を発表する訳だが、ショッキング.ブルー等のダッチ•ポ 
ップの好きな方には本作をお勧めしよう。 （Chihiro S.) 


アース.アンド•ファイアーは70年代初期に日本でも「シーズン」のヒット 
があったのでそのせいかポップス.グループだと思っている方も多いよう 
だが彼等は1 st からすでにプログレッシヴな方法論を持ったグループであ 
る。本作は 2nd アルバムで以前アムステルダムの少.年兵と題されて日本盤 
がリリースされたこともあつた。いかにもアムステルダムといったホット 
な（当時のアムステルダムはヨーロッパ•ロックの 一- 5の拠点でホットな 
町だった。もちろん今でもその名残りはある ） 感覚は今聴いても当時の熱 
い息吹きが伝わってくるようである。ユートピアを求めてさまようフラワ 
一.チルドレンの切実な希求が大いに僕達の心をゆさぶってくれる。名盤。 

(山） 


M A R Q U E E 

EUROPEAN ROCK CATALOG 
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EKSEPTION (Holland) 

Beggar Julia’s Time Trip 

PHILIPS フォノグラム SFX-7286 廃 

6314 001 m 


A: Ouverture 
Prologue 
Julia 

Flying Power 
Adagio 
Space I 

Italian Concerto 


B: Concerto 
Space II 
Pop oiant 
Space III 
Feelings 
Epilogue 

Finale: Music For Mind/ 
Theme Julia 

クラシックの名曲をロックにアレンジし、高度のテクニックを以て演奏 
するという手法を最初に行ったのがキース•エマーソンのナイスである。エ 
クセプションの方法論も基本的にはナイスと同じであるが、ナイスが key, 
b，ds の3人編成だったのに対してエクセプションにはトランペット、サッ 
クス等の管楽器も参加している。本作品は彼らの2 nd アルバムにあたり、 
こじきのジュリア嬢が音楽のタイム•トリップをするという構成になって 
いる。アルビノーニ、 パッハ、 チャイコフスキーの曲をそれぞれ A-5、A 
-7、 B-1 に置き、その前後をクラシカルに構成された自作の曲で繫いでい 
る。クラシックにおける曲構成の妙をロックの迫力で楽しむというのが本- 
作品の狙いであろう。 R.V.D. リンデンのキーボードが素晴らしい。（賀） 



EARTH & FIRE 

Atlantis 

POLYDOR 
2925 013 m 

A: a) Prelude 

b) Prologue 

c) The Rise & Fall 

d) Theme of Atlantis 

e) The Threat 

f) Destruction 

g) Epilogue 


1973年 

B: Maybe To morrow, May be 
Tonight 

Interlude 

Fanfare 

Theme From Atlantis 
Love,Please し lose The 
Door 


アース•アンド•ファイアーの数ある作品の中で最高作を選べといわれ 
たら2 nd と3 rd (本作）を選ばざるを得ないだろう。この2枚は甲乙つけ難 
い程の完成度を誇っている。メロトロンを含む多彩なキーボード群と紅一 
点ジャーニーの哀愁を带びたヴォーカルを前面におし出した作風は正に叙 
情である。この後なだらかに下降線をたどりながら4 th-To The World Fut¬ 
ure, 5th-Gate To Infinity. 6th-Reality Fills Fantasy, 7th-Andromeda Girl, 8th-In 
A State Of Flex と続々とアルバムを発表し続けて現在に至っている。中期 
は宇宙的な香りを漂わせ、後期になると、ポップさが顔を出してきて明ら 
かに完成度は落ちてしまっている。 （山） 



EKSEPTION 

00.04 

PHILIPS 642 3 019 廃 

A .AVE MARIA 
BODY PARTY 
MONLOPE 
MONKEY DANCE 
CHORAL 


人:..::.-•- 




ENB0R (Spain) 

same title 


: PARTITA N0.2 IN C MINOR 
CICCADILLY SWEET 


XOXOA 

X-11.117 


廃 


1979 年 


A: Ekaitzak 

I Ene Olatu Odolduak 
Zu Maitatzea 
Chorinoac Kaiolan 


B: Ondoan Ez Dut Inor 
Zuek Ez Dakizue 
Agurra 


エクセプシヨンの 4th。 ロイヤル•フィルハー モニツ ク.オーケストラ、 
ダッチ • チヱンバー.クワイヤのメンバーとの共演盤である。ナイスに影 
響を受けて結成されたエクセブシヨンであるが、彼らのサウンドはより大 
衆的なレベルで受け入れられる結果となった。クラシックの名曲をロック 
.バンド形式でシンプルに演奏するという手法がイーズィ.リスニング的 
感覚で支持を得たのである。本作においても彼らはクラシカルな自作曲に 
加えて、バッハ、ジミー•スミス（ジャズ.オルガンの第一人者）の曲を 
クラシカルに、そして、ジャズィに、かつ分り易く演奏している。ブログ 
レ ッシヴ•ロックとしては多少イーズィであるが、各種キーボードを巧み 
に弾きこなすリンデンのテクニックには圧倒させられる。 （賀） 


ヨーロッノ、。最古の民族ノ くスク人が孤立して残存しているので有名なバス 
コンダガス地方（バスク地方とも呼ぶ)-その最大の都市ビルバオの地方レ 
ーベル、ショショアをイトイスとともに代表するのがエンボルである。本作 
品は彼らのフ ァースト •アルバムであり、 a-g & vo,e-g,a-g & e-g & vo, 
b，ds，vo，reed & vo，kbd (ゲスト）の 8 人が参加している。そのサウンド•はス 
ペインに多く見られるアグレッシヴなものではなく、イトイスなどにも通 
じるゆったりとしたものである。. コーラス 中心の ボーカルと メロディアス 
なギターに センスの 良いフルート、クラリネット、キーボードが絡む曲展 
開は十分に彼らのオリジナリティを感じさせる。アルバム全体の構成、曲 
の盛り上がり等、多少物足りない部分もあるが中々の力作と言える。（賀） 



ENB0R 

Katebegiak 

XOXOA 
X-11-147 廃 

A: Katebegiak 


1980 年 


B: Kutsadura 

Behin Une Batetan 
Naska Adiskidea 
Agurra II 



FINCH (Holland) 

Glory Of The Inner Force 


NGGRAM 

5N 038-25967 


1975年 


Pieces 
、 Bridge 


エン ボルの セカンド.アルバム。 若干のメ ン バー. チェンジが あり、 ベ 
ー シスト が 交替し、ボー カ リスト が B-4 のみのゲスト参加になっている。 
他に3人のゲスト （ sax ，ds，kbd) を迎えそ製作されたこの アルバム、 内容的 
には明らかにデビュー作を凌いでいる。何と言っても最大の聴きものは A 
面全てを費した大作 「Katebegiak」 であろう。 B 面の4曲を含め、ゆったり 
としたソフトな曲作りは前作と変わらないが、音が整理され曲にメリハリ 
が.ある分、聴きやすくなっている。演奏の面では、メロディアスなギタニ、 
钗情的なフルート、感情過多にならず淡々と唄うボーカ ルが 印象に残る。 
ギター中心のフラ メンコ •ロックでもなく、 キー ボー ド 主体の シンフォニ 
ツク•ロツクでもない、独自のロックを彼らは作り上げつつある。（賀） 


イエス的なサウンド構成にややジャージーな部分をとリまぜた独自の世 
界を築き上げたフィンチは75年から77年までに計3枚のアルバムをリリー 
スしたオランダのグループである。音創りとしては3 rd に移行する程洗練 
されてくるが、それぞれのアルバムに捨て難い味があり甲乙つけ難い。キ 
—ボードのクレーム • データーマイヤー、ギターのヨープ.ヴァン.ニン 
ヴエーゲン、ドラムスのベール.クラーゼ、ベースのペーター•フィンク 
の4人によって結成され、本アルバムを75年2月に録音している。ギタリ 
ストの個性が全面に現われており、ホットで叙情的なそのギター•ワーク 
とキーボードとの生み出すオランダらしいサウンドを聴くと、彼等がオラ 
ンダを代表する程のグループだったことがうかがい知れる。 （山） 
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FINCH 

Beyond Expression 

NEGRAM 1976 年 

NK-203 

A: A Passion Condensed B: Scars On The (Igo 

Beyond The Bizarre 


オランダにおいて、テクニックと曲構成を考えた時最高峰に位置するバ 
ンドとしてこのフィンチがあげられる。オランダの多くのバンドはイギリ 
スの影響をあまりに受けすぎているが、フィンチは独自のものを持ってい 
る。静•動•美をとてもうまく表現し、曲を一つの物語のように作成する。 
クリーム•データーメイヤーの気品あるキーボード。ベース、ドラムのリ 
ズムのうまさ。そして同じオランダのギタリストのヤン•アッカーマンと 
双壁をなす、ヨープ•ヴァン •ニムヴヱー ゲンの超人的なギター•ワークに 
はすさまじいエネルギーを感じる。76年に発表されたこの レコ ードにはジ 
ャヶットからは想像もつかぬ、静.動.美につつまれたプログレが存在し 
ている。なお、フィンチは全作品インストウルメンタルである。 （青） 




FINCH 

Galleons 01 Passion 

BU 昍 LE 25.875 -XOT 廃 1977 年 

A: Unspoken Is The Word B: With Love As The Motive 
Remembering The Future a) Impulse/b) Reaching 
As One /c) Sin6il Delight? 

Reconciling 


NEGRAM を離れ、 BUBBLE に移ったフインチの 3 rd は、 1 st 、2 nd 以上に 

全体のハ•ランスがとれており、フインチの最高作と言っていいであろう。 


このアルバムでも静と動の対比がまるで美と剛の建築美の様に見事に表現 


されている。アンサンブルにおいてはもう言う事無しのアルパムである。 
この 3 rd でフィンチは行方知れずとなるが、フィンチの残した 3 枚のレコ 
—ドはオランダのロックを知る上で重要である。情熱と緊張感がフィンチ 
の音であり、本アルバムでインストゥルメンタルの一つの頂点を成したフ 
ィンチは ヨー プ.ヴァン•ニム ヴヱー ゲンの超人的なギターを中心とし、 
ベー ター•フィンク （ b )、 キーボー ドは 2 nd と違ってアド.ワ マー ス、ドラム 
も 2 nd と 違い ハンス.ボス ブームという編成である。 （青） 



FLAIRCK (Holland) 

Variaties Op Een Dame 


POLYDOR 
2925 072 

A: Aoife .， 


Voorspel In Sofia 
April 3rd 
Oneven Wals 


ポリドール 1979 年 

28 MM 0024 

B: Variaties Op Een Dame 
Dubbelspel 



フラレックは 79 年、 11 月 5 日にテレビ•ショウに出演してデビュウして 
以来、その安定したテクニックとクラシックとロックの粋を集めたような 
美しいサウンドが評判になり、本国のみならずヨーロッパで人気を博して 
いるグループである。本ファースト•アルバムはたった2力月足らずで才 
ランダ•エジソン賞を獲得するという快挙を成し遂げ、以後数々の賞を取 
0続けている。以後 「Gevecht Met De Engel」、「Live In Amsterdamj , r Circusj , 
「& Orkest 」、 等のアルバムを発表するかたわら、ジョルジュ•ムスタキと 
の共演盤を製作するなど、意欲的な活動を続けている。又、初期のヴァイ 
オリニスト、ジュディ•ションペルはソロ •アルバムを発表しているがこ 
ちらはムード•ミユージック的でいまひとつの感がある。 （山） 


アコー スティック楽器のマルチ.プレーヤー集団、フラレック。しかし、 
その音楽はグリフォンでもなければ、ペンギン•カフェ.オーケストラで 
もない。むしろこの編成から生まれる音としては、オーソドックス過ぎる 
くらいだ。但し、それが単なるクラシカル.アンサンブルにとどまらない 
のは、各人のテクニックはもちろんのこと、クラシック、ロック、 C & W 、 
民族音楽等様々なジャンルから、その美しさだけを抽出したような曲作り 
による。本作でも時にはユーモラスに、時には叙情味溢れるメロディをじ 
つくりと聞かせてくれる。現在でも順調にアルバムを発表し続けているが、 
レーベルを EMI に移籍後は、国内盤は発売されず、かつてのボリドール 
盤もすベて廃盤になってしまい、残念な限りだ。 〔飯〕 



フライトのデビュー • アルバムは、どこか日本的で哀感を持ったイント 
口で幕を開ける。手許のレコードにはメンバー等がクレジットされた力_ 
ドが付いていないので、詳しい事は分からないが、レーベルはオランダの 
ドン•キホーテ、恐らく 70年代後期の自主製作と思われる。ダブル•キー 
ボードの7人編成はイタリアのロカンダ.デレ•ファーテと同じであるが 
音質は異なる。軽々しい比較は避けるが、大雑把に言えば本作の場合、泣 
きのメロディーをふんだんに盛り込みながらも、あくまでも中心は経快な 
テンポの曲で、音的には彼らよりも幾分硬質的である。女性の横顔をあし 
らったジャヶットはなかなか美しく、さわやかで澄み切った音を端的に表 
わしている。 （江） 


オランダの生んだ、最もインターナショナルな成功を得たグループ、フ 
ォーカスの記念すべき1 st アルバムである。後のような円熟味は未だ感じ 
られないが、早くもフォーカス節とでもいうべきものを確立しているのを 
見のがすわけにはいかない。この後 2 nd「Nfoving Waves (71 )」 、3 rd「Focus 3 
(72)」、4 th「At The Rainbow (73)」、 5 th「Hamburger Concerto (74)」、 6 th 「 Moth * 
er Focus (75)」 とリリースするが、 6 th を最後にギタリストのヤン•アツカー 
マンが脱退、 Y ウト•テイクスを集めた 「Ship Of Memories 」、 フォーカス. 
ラスト.アルバムである 「Focus Con Proby (78)」 をリリースして空中分解し 
てしまう。リーダーのタイス•ヴァン.レールはフォーカス在籍時から続 
々とソロ.アルバムを作成して現在に至る。 （山） 



E 


CATALOG 





























FOCUS 

Moving Waves 

英 POLYDOR 
2931002 m 

A ： Hocus Pocus 
Le Clochard 



ボリドール 1971 年 

MP2311 廃 


B: Eruption 

I ) Orfeys, Answer,Orfe- 
us/II) Answer,Pup ilia, 
Tommy,Ripilla/III) Answ¬ 
er,The Bridge/IV) Euri- 
dice,Dayglow, Endless 
Road/ V) Answer,Orfeus, 
Eundice 


有名な'、悪魔の呪文 （ A _ l )〃 を含むフォーカスの 2 nd アルバム。リズム 
セクションを一新しており、ベースがシリル.ハヴアーマンス（本作後 



FOCUS 

3 


IMPERIAL 5C 188 24753 

A : ROUND GOES THE GOSSIP 
LOVE REMEMBERED 
SILVIA 

CARNIVAL FU6UE 
C ANONYMUS IK PARTI) 


72 m_ 


FOCUS III 

ANSWERS ? QUESTIONS! 
QUESTIONS ? ANSWERS! 


0 ： ANONTMUS IK CONCLUSION) 
ELSPETH OF NOTTINGHAM 
HOUSE OF THE KING 


ジャズとロックとクラシックが70年代というフィールドで不思議な融合 
を遂げたグループ、フォーカス。彼等の3枚目の作品である。シングル* 


脱退）、ドラムスがピエール•ヴァン•リンデン（後にトレイスに加入）に 
替わっている。彼等は本作のイギリスでの成功を機に、''オランダにフォー 
カスあり〃とその名を世界中に知らしめることになる。 A 面に収められた 
小曲は中世音楽、ジャズ、ロックの素養を十分に活かしながら、清楚で美 
しい メロディーが理想的なポピュラリティーをも獲得している。 B 面の組 
曲は構成がややラフだがタイス•ヴァン.レールのオルガン、ヤン•アッ 
カーマンの ソロが たっぷりとフィーチャーされ、特にアッカーマンの表情 
に富むプレイは後年の人気をうかがわせるものだ。 （古） 



ヒットした小曲シルヴィアを含む2枚組で、大作としては雄大は Focus 3 
〜 Answers ? ..., Anonymus II 、又、小曲としてもそれぞれ個性的な輝きを 
持つ作品群である。フォーカスはタイスとアッカーマンという個性のぶつ 
かり合いから良作を残したが、それはすなわちジャズとクラシックをロッ 
クという枠の中でぶつかり合わせたとでも表現できるのではあるまいか。構 
築的な音楽水準（タイス）の高さもさることながら、アドリヴ•ブレイ（ア 
ッカーマン）のすさまじさが印象に残る。 PFM と並び、我々の目をヨー 
ロッパにむけさせたグループでもある。 （山） 


FUSIOON (Spain) 

same title 

BELTER 1972 年 

75-020 廃 

A: Danza Del Molinero B: Negra Sombra 

Ya Se Van Los Pastores En El Puerto De Paj ares 
Ses Porqueres Rima Infantil 

Pavana Espanola El Cant Dels Ocells 



81 年に発表され たフオ ルマスという正体不明のグループの恐らく唯一の 
アルバムである。流れる様なキーボードに力強い ヴオ ーカルとスペイン独 
特の音色のギターがからむ。効果音の入れ方も新鮮な感じがする。メンバ 
一全員の名は分からないが、プロデュースにホセ.アロンソ. フヱ ルナン 
デス（カイのギタリストと同一人物かは不明）があたり、アントニオ•ガルシ 
ア（グラナダのベースと同一人物かは不明）、先のフヱルナンデス、マニ 
ュ エル.ロペス、ジュリオ •マッティ ノなどの人物が作曲者としてク レ. ジ 
ットされている。スペインでは知名度の低い フオル マスだが、このアルバ 
ムは聰きごたえのある好アルバムである。 （青） 


フシオーンの1 st アルバム。（彼らは3枚のアルバムを残しているが後作 
になる程円熟味が増している。）本作はピアノが印象的な好アルバムで後の 
2作に比べ荒削りであるがアコースティックな面に重きを置いた曲作りは 
素朴な中にも味わいがあり、非常に聴き易い仕上りになっている。プログ 
レ然とした派手さはないか:、時折顔を出すバイオリンがみずみずしさを感 
じさせる。今世紀前半に活躍した現地の著名作曲家、マヌエル.デ•ファ 
ーリャのナンバー等も含まれており、当時の概念で言えば彼ら自身として 
は一定の方向性は持ちながらもポピュラーアルバムの延長線上に位置付け 
られていたものと判断できる。いずれにしても、72年の時点でこれ程のア 
ルバムが存在していたということは非常に興味深い。 （江） 



74年発表の第2作。ジャケはワニをあしらったユーモラスなものだ。ピ 
アノに加えシンセ類も多用した大胆なキーボードワークを披露、前作より 
もずっとプログレッシヴな内容である。音的には 3 rd に近く、クラシカル 
な展開を随所に織り込みながらも一方では準アヴァンギャルド的な要素も 
採り入れ、全面を通して非常に密度の高い演奏を聴かせる。 1 st にはメン 
バーのクレジ ッ トが無いので正確なことは判らないが、本作以降はバイオ 
リンなしの4人編成で、全てすリジナル•メンバーだと推測される。グル 
ーブのリーダーシッブをとるのはキーボードの マヌエル. カンプで、本作 
では全ての曲を手がけており、弟 （？） のホルディ•カンブ（ベース）が詞 
を付けてい<2^ (江） 


フシオンの最終作にして最高作である。通リ.-辺倒のスペインのグルー 
プとは一味違った作風を誇るフシオンは巧みにアヴアンギャルドな疗削り 
を取り入れ70年代前半に彼等のサウンド • ボルテージを極限にまで高め、 
解散してしまった惜しむべきグループである。広範罔な疔楽性は彼等の疗 
楽的素養が極めて多岐に渡っていたことを証明している。この 7 V 楽性は子 
段こそ違え、ムジカ • ウルヴアナやパウ • リバあたりと共通点のありそう 
なもので、ドラッグ.カルチャー及びアシッド.ミュージックとの関违忭 
を無にしては決して語り切れない種類のものである。極めて粘濟性のある 
ポリ•リズムを多用した音創りで、時としてみせるブラック. ユーモアの 
センスも抜群である。 （山） 


EUROPEAN ROXK CATALOG 



































ギャラクシー•リンは74年にロ ビー. ヴ ァン.レー ヴェン （ mandolin ) に 
より結成された。このバンドのサウンドを語る時、ロビーの経歴——あの 
「ヴィーナス」「悲しき鉄道員」等のヒット曲を持つショッキング.ブルー 
のリーダー/リード.ギタリストであること——を語るよりも、ツイン • 
マンドリン、木管、ベース、ドラム、ボーカルという編成を語った方が意 
味があるかもしれない。勿論、 A -4 の様に、ショッキング•ブルー調の曲 
もあるが、ディック.レムリンク （ sax ， fl ) の好プレイとヒユーゴー•ヴァ 
ァン. ハース テルドとロビーによるマンドリン•セク シヨ ンのからみに注 
目すべきであろう。収録曲中 A -2、 B - l ，3 はインストゥルメンタルで、編 
成を活かした幽幻なサウンドを展開している。 （Chihiro S .) 


GOTIC (Spain) 

Escenes 

MOVIE PLAY 1978 年 

17.130 2/6 廃 

A: Escenes De La Terra B: Danca D’estiu 

En Festa I De La I Tu Que Ho Veies Tot 

Mar En Calma Tan Facil 

Imprompt -1 Historia D’una Gota 

Joes Doc ells D’aigua 

La Revolucio 


75 年に発表された本アルバムはゴマの 1 st アルバムである。アルベルト 
•トリピオのキーボードは激しくまた哀しい変化に富んだプレイをしてい 
る。ペペ•サンチョスのサックスはプログレの音としては経いが、マニュ 
エル. ロドリゲスのスパニッシュ.ギターは聞く者を魅了する。また、ピ 
ヴのエフェクトも曲をより一層聞きごたえのあるものとしている。カナリ 
オスの中心人物テディ.バウティスタも協力したこのアルバムはスパニッ 
シュ.ロックの中でも高水準の音楽性を持つ貴重な一枚であり、ユーロ. 
ファンの期待を決して裏切ることはないだろう。この不思議な魅力を持つ 
ゴマは、79年に 2 nd を発表するが、メンバーが全員変わっている。（青） 


GRANADA (Spain) 

Hablo De Una Tierra 

MOVIE PLAY GONG 1975 年 

S 32.643 m 

A ： Granada B: Nada Es Real 

Rompiendo La Es El Momento De Oir 

Oscuridad Un Buen Rock 

Hablo De Una Tierra 




ファンタジックなデザインかつ美しい色合いのジャケットに包まれたゴ 
ティック唯-の作品である。小気味よいリズムをバックに、フルート及び 
各種キーボードが叙情味溢れる、透明感に富んだ演奏を繰り広げる。ゲス 
卜参加のギターも無理なくバンドと一体化している。美しさという点にお 
いて、彼らのサウンドはおそらくスペインーを誇るものであろう。次から 
次へと移り変わるドラマチックな曲展開も素晴らしい。スペインの ''キャ 
メル"という呼称が決して的はずれでないことを痛感させるファンタジッ 
クな内容のレコードであり、スパニッシュ.プログレッシヴ.ロックを代 
表する名盤である。なお、本作を発表した後グループは解散した。（賀） 


スペイ ンのプログレ ッ シヴ.ロック.シーンにおける ビッグ. ネームで 
あるグラナダのデビュー作。一応バンド名義の作品であるが、 fl , vln , key , 
g , per , vo , comp とマルチ.プレイヤーぶりを発揮するリーダーのカルロス 
• カルカモと他の3人のメンバー （ e - g，ds & per ， b ) との間にはかなり力量 
の差があり、実質的にはカルカモの ソロ .アルバム的色彩が強い。そうし 
たこともあってか、全6曲中半数の曲にゲストが参加している。中でも A -3 
の出来は秀逸である。 メロトロン、. コーラス、リズム.セクションをバッ 
クにフルート、ピアノ、 スパニッシュ. ギ ター （ゲスト）が素晴らしいソ 
口を展開する。それは正にスペインならではの演奏と言える。アルバム全 
体としては彼らの3枚の作品中最もハードな内容である。 （賀） 



GRANADA 

i^spana, ano /5 

MOVIE PLAY GONG 
17.082 4/4 m 

A: El Calor Que Pasamos 
Este Verano 
(Por Donde Andamos/ 
To do Hubiera Sido Tan 
Bueno/La Autentica 
Cane ion Del Verano/ 
No Me Digas Bueno, 
Vale) 


1976 年 


B: Septiembre 

Noviembre Florido 
Ahora Vamos A Ver Que 
Pasa 



GRANADA 

Valle Del Pas 

MOVIE PLAY GONG 
17.090 8/1 m 

A: No Se Si Debo 
Breve Silueta De 
Color Car min 
Noches Oscuras, 
Ocas Contentas 
Himno Del Sapo 


1978 年 


B ： Valle Del Pas 
Calle Bet is 

(Atardeciendo) 
Ya Llueve 


グラナダは 70 年代後半の スパニ ッシュ.プログレ ッ シヴ .ロッ ク全盛期 
を代表するグループの1つである。本アルバムは彼らの第2作目にあたり、 
マルチ.プレーヤーであり、実質的にはグラナダそのものとでも言うべき 
カルロス.カルカモの 他、 g ， b ， ds , sax の4人が参加している。楽器間の複 
雑なからみはなく、1つの楽器が前面で順次ソロを取リ、他はそれをサポ 
—卜するという曲構成になっている。そこではシンセサイザー、マンドリ 
ン、フルート、クラビネット、ギター、サックス等が安定したブレイを展 
開する。ギターとサックス以外全てのソロをカルカモが取り多才さを見せ 
つける。そのサウンドはクラシック、ジャズ、民族音楽の香りがほのかに 
漂 うテクニカルなプログレッシヴ.ロックと言える。 （賀） 


グラナダ最後の作品となった3 rd アルバム。カルロス.カルカモ以外の 
全てのメンバーが一新されており、オーケストラの導人、バグパイプの使 
用、カルカモ以外のメンバーの曲作りへの参加 （2 nd までは1 st に1曲共 
作があるだけで他は全てカルカモの曲）等、新たな試みも為されている。 

茳的にはエレクトリック•ギター、 シンセ 主体のやや ハー ドな部分と フル 
—卜、アコースティック.ギター、バグパイプを中心にして時折オーケス 
トラが絡むメロディアスでクラシカルな部分があるが、いずれも楽器間の 
調和が素晴らしい。曲の展開もドラマチック かつ 非常に スムーズ である。 
カルカモの才能が見事に花開いたグラナダの最高作であり、 ス ペイ ンのブ 
ログレッシヴ.ロックを代表するレコードと言える。 （賀） 


EUROPEAN ROCK CATALOG 































GUALBERTO (Spain) 

same title 

MOVIE PLAY/GONG 1975 年 

S 32.645 m 

A: Cancion de la Primavera B: lerraplcn 
Cancion del Agua Frisioneros 

Cancion de la *\ieve Tarantos 

Cancion del Arco Iris : para Jimi Hendrix ) 

Cancion de los Gavio Dialogo Inter ion 

Gaviotas 


グァダルキヴィールのファースト•アルバム。ダブル•ギター、ベース、 
ドラムス、サックス&フルートのレギュラー.メンバーに数人のゲストを 
迎えて製作されている。その演奏はロック、ジャズ、フラメンコといった 
音楽的要素がバランスよく融合されたものとなっている。曲は各種楽器の 
ソロを中心に進行する。そこではこの種のグルーブにありがちなテクニッ 
クの見せびらかしがなく、ただ聴き易いだけのフュージョン.ミュージッ 
クとは異なった、各フレーズが生きたドラマチックな曲展開を見せている。 
80年にはイスベルグのキーボード.プレイヤーであるキトフルスらの協力 
を得て、本作品と同系統の 「 CaminoDel Concierto (EMI 10 C 064 02167 6) 」を 
発表、現在も活動を続けている。 （賀） 


トリアナ、グラナダとともにム_ヴィ ー •プレイ=ゴングの口 . y クを代 
表する存在であるガルベルト•ガルシアの1 St アルバム。そのサウンドは 
A 、 B 面で大きく異なる。 A 面はトッド.プルセルの素朴な ボーカルを ガル 
ベルトの各種ギターとアルト.ウォールのバイオリンを中心としたバック 
がサポートするといった構成になっており、曲名に象徴されるほのぼのと 
した内容である。--方、 B 面はインスト指向の曲が並んでおり、フラメン 
コの要素を大幅に取り入れた演奏、エレキ.ギターを前面に押し出し たへ 
ビーな演奏、スパニッシュ.ギターとバイオリンのデュオによる叙情性溢 
れる演奏等を聴くことができる。なお、グラナダのカルロス.カルカモ （ fl ) 
が A -3、 A -5 にゲスト参加している。 （賀） 



ガルベルトの 2 nd アルバム であり、彼の最高傑作でもある。前作には ボ 
一カ ルを 重視した曲も含まれていたが、本作はボーカル レスの 完全なイン 
スト作品 である。 アルトゥール•ウォ - —ルの リリカ ルなバイ オリンと ガル 
ベルトの 変幻自在な ギターを 要として キーボード、ベース、 ドラ ムスが一 


ロス.キヤナリオスの「四季」はスパニツシュ•ロツク界にとっては画 
期的なものであり、出発点ともなったレコードであったことは疑う余地が 
ない。しかし、それ以前 （74) のレコードが顧みられないのは非常に残念 
なことである。この紹介する2人組 、 la Clua と Jordi Batiste が’72年に 


体化した演奏はスパニッシュ•ロックの最高峰に位置するものである。曲 
はゆったりかつ澱みなく進行しドラマチックな展開を見せる。音の傾向が 
固定化したアーティストが多いスペインにおいて、彼らの変化に富んだ音 
作りは貴重なものと言える。なお、ジャケットの内側にはそれぞれの曲を 
象徴する5枚の絵が描かれている。. この 作品以後、3 rd 「 OtresDias ( MovieP - 
ky Gong 17.1473 ) 79年」及びアグジタスとの共作を発表している。 （賀） 


残したアルバムは、スペインの友人から無造作に送られて来たレコードの 
1枚だった。ジャケットが何の変てつもないため、試聴したのは届いてか 
ら1力月後という始末だった。内容的にはフォーク • ロックと呼べそうで、 
生ギターとヴォーカルが中心である。ところが、 A 面は切れ目なく進行し、 
中間に到っては、ハードなサウンドから、オルガンで一転してコーラスと 
ブラスがサウンドを盛り上げる。この辺は実にすばらしい。 B 面ラストも 
ミステリアスな雰囲気が有ってフォーク.ロックと呼べないものがある。 

(吉） 



IBIO (Spain) 

Cuevas De Altamira 

GONG 1978 年 

17.134 1/6 廃 

A: Cuevas De Altamira B: A Lo Alto Y A Lo Bajo 
Romance Pel Conde Lara Pastor 
La Vil ulencia Del La Baila De Ibio 

Ferrocarril 
Las Chicas De Laredo 



IMAN (Spain) 

Califato Independiente 

CBS S 82843 78 廃 

A ： TARANTOS DEL CALIFATO 8 ： DARSHAN 

INDEPENDIENTE CERB ALEGRE 

CANCION DE LA 0RU6A 


太古へと想いを馳せらされるアルタミラ洞窟を描いた美しいアルバム • 
カヴァーに包まれたイビオ唯一のアノレバムである。78年のスパニッシュ. 
ロックとしては、サウンド•タイプ、演奏力共に平均的な作品である。ド 
ラムスのイトー.ルナ（日本人）、エレクトリック&アコースティック.ギ 
ターのディオニ.ソブラド、 ベース. ギターとヴォーカルのリリ.アレグ 
リア、エレクトリック•ピアノ、クラヴィネット、シンセサイザー、ソリ 
ーナのマリオ.ゴメスの4人編成。リズム•セクシヨンが他のスパニッシ 
ュ•ロック.グループと比べると弱いような感じを受けるが、他はほどよ 
く小じんまりとまとめあげられている。中堅的なイメージを受けるグルー 
プである。 （山） 


元ゴマのギタリスト、マニュエル•ロドリゲスと元ガルべルトの キー ボ 
ーダー、マルコス.マンテロが中心となり結成されたイマンのデビュー作。 
A 面1曲、 B 面3曲から成るこの作品は、初期キャメル風インストあり、 
スパニッシュ.フュージョンあり、局部的にはピンク•フロイドの影響さ 
え感じられる、といった具合で、良く言えば多彩、悪く言えば掴み所のは 
っきりしない作品だ。それでも全体的に軽快な音に仕上げている所が魅力 
的で、居並ぶスパニッシュ•ロック • グルーブの中にあって平均点以上の 
出来である事は間違いない。プロデュースはカナリオスのテディ•バウテ 
ィスタ。完成度はともかく、プログレ風の作風を求める向きには次作より 
本作を推す。なお本作品がイタリアでも発売された事は興味深い。（城） 


M A R 〇飞 E 

EUROPEAN ROCK CATALOG 
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IMAN (Spain) 

Camino Del Aguila 

CBS 1980 年 

S 84277 廃 

A: La Marcha De Los Enanitos A: Camino Del Aguila 
Maluquinha Nifios 


CBS の三大パンドの 1 つ、 イマンのセカンド.アルバム。ファースト 
に比べるとかなり洗練された内容である。全体を貫く流れるようなラテン 
• フュージョンの感覚に、ジャケットに象徴される>幻想的なスパニッシュ 
. プログレ ッ シヴ.ロックの エッセンスを 織り込みながら' 聴く者を いつ 
しかイマン独自の世界へと弘きこんでしまうその構成力は見事である。編 
成はギター、キーボード、ベース、ドラムスとオーソドックスだが、多様 
なトーンの配し方と随所にフィーチャーされるイマジネイティヴなソロに 
よリ壮大な空間を創り上げる。この透明感とラストのヴォーカル .ナンパ 
一の叙情性はスペインでは異色と言えるだろう。 （ 久野真澄） 



イソポダは2枚のアルバムを発表しているベルギーのシン フォ ニック. 
ロック.グループである。2 nd はウァルター . クリスチャン•口ー トと同 
じ LARK レーベルよりリリースされている 。 （「Taking Root」LARK 3528) こ 
の1 st は初々しい彼等のサウンドがつめ込まれた好アルバムに仕上がって 
いる。ジョーンズィー風のジャケット、イエスを意識した構成とブリティ 
ッシュ • プログレッシヴよりの強い影響を感じるが、単に コピー 的ではな 
く十分にオリジナリティーが感じられる。 2 nd になるとタイトな感じにな 
っているのだが、パワーはやや落ちてしまっている。ヴォーカル、ギター、 
ベース、キーボード、ドラムスの5人編成であり、 A -2 でオルガンを弾い 


IS0P0DA 

Taking Root 

LARK 
3528 廃 

A: Taking Root 
The Usual Start 
Endless Streets 
Sunset Alley 


た GUIDO (78 年に死去してしまった）に捧げられたアルバム。 


(山） 


1981 年 


B: Harbingen 

Girls Will be Girls 
The Fall 
O.K.With Me 
Join With The Streams 


ITOIZ (Spain) 

same title 

XOXOA 
X 11.10 1 廃 

A: Phuntzionariat 
Goizeko Deihadar 
Zati Txiki Bat ’Lam’en 
Lau lei Latu 


1978 年 


B ： Hilzori 
Hilzori II 
Fois is Jauna 
Astelehen Urdin Batean 




イソポダのセカンド.アルバム。ファーストは vo ， g ， key ， b ， ds の5人編成 
だったが、ギタリストが悅退してしまったため、本作品はベーシストがギ 
夕一も兼任する4人編成となっている（キーボード奏者も交替している） 
内容的には前作同様、イエス、ジヱネシスといったプリティッシュ.プロ 
グレッシヴ•ロックの影響を感じさせるものであるが、ファースト.アル 
バムより音が洗練されており明るい印象を与える。全9曲中7曲が唄入り 
の曲であり彼らのボーカル重視の姿勢が窺える。多少なりともジャズの影 
響を受けたアーティストが多'/、ベルギーのプログレッシヴ.ロック•シー 
ンにおいて、イソポダはフライトとともにシンフォニック•ロックの双壁 
をなす存在であると言•える。 （賀） 


イトイスの1 st アルバムである。彼等はスペインの辺境地方バスク地域 
で活躍しているグループである。本アルバム （ 1 st ) 及び2 nd が XOXOA ( = 
ショショアと発音する）レーへ^ル（このレーへ^ルのアーティストは田舎く 
ささを漂わす多少なりともトラディッショナル志向の感じられるものが多 

い-イツィアール、イスガイス、エンボル、エロビ等々）、3 rd 及び4 th 

(84 年作）が ELKAR (エルカール）よりリリースされている。現在でも活躍 
中のグループである。女性的なナイーヴさを持つヴォーカルを中心として、 
フルートやキーボード群がからみあうサウンドは荒削り■ながらもすでにイ 
トイス節とでもいうべき暖かさを伴う叙情を確立している。オリジナルは 
観音開きになっている変型物である。 （山） 



バスク地方の片田舎の駅に青年が一人佇む淡い モノ トーンの ジャケット 
が本 アルバムの 内容をほどよく表わしている。1 st ですでに確立されたサ 
ウンドはより洗練され、個々 の テク ニッ クも レヴェル. アップしている。さ 
らに子供や女性ヴォーカル（彼女は ソロ.アルバムを 発表している 一 ITOZI - 
AR 参照）をゲストに迎えより幼年時代への憧憬を感じさせることに成功し 
ているよう だ。 数ある スパニッシュ.ロック は力でおしまくるものが多い 
が、歌を大切にしながら夢みるようなサウンドを創りあげるこのグループ 
はそれらのグループとはあきら かに一 線を画している。初恋の¥に恋こが 
れるような切なさをこのグループは持っている。もどかしいような、うい 
ういしい見果てぬ少年の夢-そんなロマンティックな内容である 在 Oil ) 


2作目が多数のゲストを加えて製作されたのに対し、本3作目では極め 
てシンプルな音造りがなされている。前2作の中から本当に必要なものだ 
けを抽出し、ソフィスティケイトさせたそのサウンドは一見ポップになっ 
たような印象を受けるが、実は彼等のより進化した形であり、演奏水準も 
確実にアップしている。ナイーヴなヴォーカル.パートを中心にシンプル 
なアレンジで淡々と進行する本アルバムはそういう意味でイトイス本来の 
サウンドが最も銳角化されたアルバムということができる。特に B -4 、B 
•5 あたりの曲想はそれが最も端的に示された好例である。彼等はこのあと 
4枚目をリリースしているが、若干パワーが落ちてしまっている。（山） 


M A R 〇 m E 

E 臓 


〇 in 

bo _ ai 






























1978 年 


B: uauaren Iratsoa 
Mendigoxaliarena 
Haizearen Gogoa 
Beartsu Fameliak? 
Agur Mikel 


イツィアールとは本名をイツィアール. ェ ギレオール（バスク語の発音 


に依る）といい、イトイスの 2 nd アルバムにゲスト参加している女性ヴォ 
一カリストである。内容的にはイトイスの作風を女性ヴォーカルが歌った 
という感じで、とても哀愁のある素晴らしいアルバムである。イトイスと 
同様にバスク語（バスク地方はスペインとフランスにまたがる人口 50万の 
地方で、ヨーロッパ最古の民族といわれ、その言語はスペイン語にもフラ 
ンス語にも似ていない独特のものである。最近の若者はパスク語を解さな 
い者もいるらしく、文化は危機に瀕しているらしい。）で歌われており、そ 
の独特の節まわし、発音にはバスク歌謡の独自のアイデンティティーを感 
じることができるだろう。ここには歴史と、文明が見事に融和している。（山） 


JULVERNE (Belgium) 

し oulonneux 
IBC 

4B058-99069 廃 

A: Le Fils Du Roy Est B: Prout De Mammouth 

N^vros^/Joyeux No 谷 1 ， Communique Gouverne- 

Cap’tain Nemo!/Frank- mental 

lin Prend Son Th^ Valse Cirque II 

Chaud/Savez-vous Pla- ’t Kofschip 
nter Du Chanvrc ?/ Trois Trois Deux 

Valse Cirque I 


ジュルヴェルヌはチェンバー.ロック.ミュージックと称されるアーテ 
ィストの中では比較的趣味的なサウンドを得意とするグループである。ア 
コースティック楽器を使用し、多方面からの音楽的素養の深さを感じさせ 
るが、それはエリック•サティいうところの「遊び」の精神によって統合 
され、再構成されていく。本作はそんな彼等の 1 st アルバムで、現在まで 
に3枚のアルバムを発表して、尚活躍中である。（最新作は84年。）どの作品 
もレヴヱルは高く作風も似かよっているが、この1 st アルバムを最高作と 
する人は多い。ピエール.クーロン（フルート）、ミシヱル.ダイヱズ（ギ 
夕—）、ジャノー.ジラス（ヴァイオリン）、ジャン.ポール•ローラン（ピ 
アノ他）の4人の他、ヴァン•エッケ等のゲストが参加している。（山） 





JULVERNE 

A Neuf 

CRAMMED DISCS 
CRA274 m 

A: 3 Pifices DSpareillSes 
—pasticcio 

»eu pretentieux 


—un peu 
—polka 
Spiering 


B: Impuissance 
La Joie Parfaite 
Infractus 
Layettes 


JULVERNE 

Emballade 

HASARDHAS 037 '83 廃 

A.LE SHEIK B.CARAVAN 

SOLACE MAMMA LOVES PAPA 

MOON SONG MEJICO TANGO 

LE BONHEUR DES DAMES ORIGINAL RAG5. 

TU ME PLAIS WAHEN LIGHTS ARE LOW 

LONG LOST MAMMA 


リコメンディッド.レコードを通じ国外にもディストリビュートされた 
ジュルヴェルヌの 2 nd アルバム。 ピエール . クラン （ fl ， sax )、 ジャン. ポー 
ル. ローラ ン （ pf , H )、 ジャンノ.ジル （ vln ， tuba ) を中心とした室内楽的作品 
である。ミッシェル.ベルクマン （ bassoon ) も参加しており、より緻密で、 
又、それでいて遊び心も忘れていないという、前作以上の出来映えとなつ 
ている。彼等は打楽器抜きの編成であるにもかかわらず、変則拍子、クロ 
スリズムも気持ち良くこなしている。こんな書き方をすると、アール•ゾ 
ワイ等との親交から、彼等に似たサウンドを予想する向きもあるだろうが 
むしろ ZNR (仏）等の好きな人にすすめたい。 （Chihiro S .) 


ジュルヴェルヌの3 rd 。グループの持つ懐古趣味を思う存分前面に押し 
出した異色作である。収録された11曲はいずれもスコット•ジョプリン、 
デューク•ェリントンら他人の曲であり、世紀末からアール • デコの時代 
を経て第2次大戦に至る古き良き時代の名曲である。ラグ•タイム、スイ 
ング、そして、シヤンソン。その陽気なサウンドはどこか裏悲しさも秘め 
ている。それは人生の苦しみを隠し、一時の快楽を求めてカフヱに集う人々 
を迎えるための音楽である。極端にウェストを締めつけた若い女性が自転 
車に乗った姿を描いた年代を感じさせる色合いのジャケットも秀逸であ 
る。なお、3年間のブランクを置いて’86年には一転クラシカルな 4 th ア 
ルバム 「Ne Parloms Pas De Mahleur (IGLOO IGL 042〉」を発表した。 


〔賀〕 



KANDAHAR (Belgium) 

Pictures From The Past 


CIP 143.02 6 廃 

A: D.O.M. 

Azuc&r 
Virus 
Mise Au Chateau 


rus 

ise Au Ch 
Synchron 
Feeling Blue 


1978 年 


B: Pictures From The Past 
Darkness 
Floating Pearls 
Theme From "Turn Der 
Lusten "(Miharca/Teloc 
/Zenon/La is/Finale) 



KAYAK (Holland) 

Starlight Dancer 

VERTIGO フォノグラム 1977 年 

6360-856 廃 RJ-7373 廃 


A: Daughter Or Son 
Starlight Dancer 
What You To Be Mine 
Letdown 
Irene 


B: Golddust 
May 

Turn The Tide 
Dead Bird Flies Forever 
Sweet Revenge 
Where Do We Go From 
Here ? 


「In The Court Of Catherine Squeezer (IBC 4 C062 96846) 」 「Long Live The 
Sliced Ham (DWARF LP1)」 に続くカンダールのラスト.アルバムである。 
B -4 を除くすべての曲でギターとサックスをメインにヴィブラ フォー ン、 
エレクトリック•ピアノ等のソロも取り入れたジャズの香り漂うソフトで 
メロディアスな浪奏を聴くことができる。そして、このアルバムの ハイ ラ 
イトが9分強に及ぶ B -4 の組曲である。鳥の声、雷を伴った雨の音、波の 
音といった効果音をバックに、弦楽器、ピアノ、ギター、サックスをフィ 
ーチャーして曲はクラシカルな展開を見せる。中でも弦楽器とピアノの演 
奏は叙情溢れる素晴らしいものである。この作品以後のメンバーの動向に 
関しては残念ながら現在までのところ分かっていない。 （賀） 


デビュー作 「See See The Sun (73 年）」、 2 nd 「 Kayak (74 年)」、 3 rd「Royal B- 
ed Bouncer ( 75 年)」など高水準のアルバムを発表しているカヤックの最高作 
となると、迷ったあげく 5枚目に当る本作を選ぶ。初期にみられたプログ 
レッシヴな要素は影を潜め、そのポップさによって、ユーロ .ロック•フ 
ァンには無視されているかもしれないが、クラシカルなピアノと親しみ易 
〈美しいメロディは健在である。また、ゲスト.プレイヤーにリック.ヴ 
ァン•ダー•リンデンが参加しているのもうれしい。とりわけ、 B - 5,6の 
インストゥールメンタル部は初期の面影を残している曲であり、彼らの代 
表曲「ウインター•ソング」のような華麗な曲ではないが、 A -5、 B - 2,3 
も好ナンハ♦一である。 （吉瀬孝行） 
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JOHN KERR(Holland) 

Cathedral 


WOODPECKER 88.074 '83 ^ 


: WHERE MY HEART IS 
SPRING OF ETERNAL YOUTH 
THE MOUNTAIN SLEEPS 
SUNRISE 

SPIRITS OF THE EARTH 

I M ON MY mi 


B ： 6ATHERING OF THE SPIRITS 
FOND FAREWELL 
卯 BUN 

E 明 E OF ETERNITY 
&EVER 




LADY LAKE CHolland) 

No Pictures 


Q RECORDS BW100170 年代後半廃 


A: CORNWALL 
MAGIC TWANGER 
FADING TREES 


B: YOU MAKE ME FEEL SO FINE 
NO MORE GENTLE TREAT¬ 
MENT 

BETWEEN BREMEN AND 
HAMBURG 


ジョン.ケール（ヴエルヴェット•アンダーグラウンドのジョン•ケー オランダのインスト中心の4人組となるとどうしても Finch を思い起 


ルとは別人）はオランダのエレクトロニクス奏者で、現在までに3枚のア 
ルバムをリリースしている。ジャケットの美しさとメモリアル的な意味合 
いでこのファースト.アルバムを紹介しておく。彼の作風はプログラムさ、 
れたリズム.シーケンスの上にリリカルで感覚的なキーボードが乗るスタ 
イルで、フランスのエデン等に通じるもの。雲の上に浮かぶ架空の古城を 
描いたジャケットが彼のリリカルな音を物語っているかのようである。た 
だ、ソロ作品であるので、グルーブ演奏のようなダイナミズムに欠け、そ 
れが線の弱さに結びついてしまう点がいささか残念である。しかし、近年 
増えつつあるシンフォニック系スタイルのエレクトロニクス作品として確 
実に水準以上のものを聴かせてくれる。 （今） 


こす 。 Lady Lake と名乗る彼らが望む、望まないにかかわらず、比較せ 
ざるを得ない。かなり影響を受けているのは確かで、彼らが生ギターを頻 
繁に使用するのでその分、叙情的な味わいを持っており、 Camel に近い 
ところもある。技術的には本家本元に及ばないまでも、全員ともしっかり 
しており、安定した演奏を聴かせてくれる。ゲストによるヴォーカル曲が 
2曲有り、いろいろな面を見せようとしている。とはいえ、曲の傾向が似 
ているため、全体を通して聴くと多少単調さを受ける。ジャケットは路上 
に置かれた二眼レフカメラのモノクロ写真で、 Finch の派手なジャケッ.卜 
とは対照的。恐らくこの1枚を残しただけで、解散したと思われる。〔吉〕 



LIGHT(Holland) 

The Story Of Moses 


BRAIN 1013 72 廃 


: THE WATER 
THE BLACKBERRY BUSHES 


: WHITE TURNS INTO BLACK 
THE NUSMCES 
THE DESERT 
THE RED SEA 



LLUIS LLACH (Portugal) 

El Meu Amic El Mar 

ARIOLA 1981 年 

25630 -1 廃 


A: Bressol De Tots Els 
Blaus 

Cami Cap Un Nou Can 
Canc6 De Rem I De 
Vela(N-XD) 


B: Vcnim Del Nord, Venim 
Del Sud.../Quan Lonada 
Em Dur3 A La Plataja 
Dels Morts/La Poesia 
Dels Teus Ulls/Companys, 
NoEs Aix6 


ライトはオランダのグループであるが、ドイツのブレイン•レーへ^ルか 
らたった1枚のアルバムがリリースされた。モーゼを主題にした荘厳な卜 
ータル.アルバムで、ハモンドとメロトロンの重厚なイントロダクシヨン 
から幕をあけ、ドイツの WIND を想わすようなヴォーカル曲やブルージー 
なギター.ソロをフィーチャーした曲等バラエティに富んだ曲が収録され 
ているが、次々と変化していく作風はリスナーの耳を風きさせることがな 
いように配慮されている。 key, g, b, sax & fl, ds の 5 人編成で、時にオラ 
ンダのグル' —ブらしいジャーズィーな箇所もある。多少古さはあるものの 
音楽的水準の高い良質なシンフォニック • グループである。内カヴァーの 
モーゼの版画の雰囲気も良い。仏盤もある。 （山） 


近時、ヨーロッパ各国のシンガーに関心を寄せるユーロ •ロック•ファ 
ンが増えてきている。そして、彼らの作品の中に我々を魅了するものが数 
多くあることも事実である。中でもイタリアはシンガーの宝庫であり、今 
だ知られざる優れた作品が大惫に存在するものと思われる。ポルトガルのル 
イス.ラックもそうしたシンガーの一人である。彼は作詩、作曲、アレン 
ジに加えて、ピアノ、ギター等の演奏も行う非常に多才な人物である。本 
アルバムは 海を テーマに したもので、ラックの素朴 かつ 哀愁に満ちたボー 
カルをピアノ、フルート等によるシンプルな演奏が見事にもり立てている。 
それは様々に変化する海の情景を鮮やかに描き出したものと言える。曲は 
民族音楽風のものからロック調のものまで多岐に渡る。 （黄） 


CHARLES LOOS (Belgium) 

Toutseul 


IGLOOIGL-018 '82 廃 

A: PREAMOLE-HEMATOME 
ENCOR 

SEPTEMBER SUN 
ENCOR(E) 


B: VALSE DE LA MORT 
-INTERSTICE-CLEMENTINE 
AJOEL 

GROWLIN' FACE 




MACHIAVEL (Belgium) 

Jester 


HARVEST 
1A 064 99289 m 

A: Wsdom 

Sparking Jaw 
Moments 

In The keign Of Queen 
Pollution 


1977 年 

B ： The Jester 
Mr.Street Fair 
Rock,Sea And Tree 


キース.ジャレット、チック.コリアの成功に刺激されてか、ピアノ. 
ソロは一種のブ_ムとなっており世界各国で数多くの作品が発表されてい 
る。しかし、それらの中には単に聴き易いだけのイーズィなものも少なく 
ない。コスのオリジナル.メンバーであり、その後、アブラクシスを結成、 
現在もジユルベルヌ等で活躍しているシャルル.ルーもカミカゼからの 
「 Ego - Triste 」 を皮切りに数枚のピアノ.ソロを発表している。本作は 
現時点 （86 年2月）での最新作であり、ジユルベルヌで知られる Hasard 
からリリースされたものである。アコースティック、エレクトリックの両 
ピアノを巧みに使い分け、リリカルで表現力に富んだ演奏が展開されてい 
る。曲編成も凝っており、彼の実力が発揮されたものと言える。 〔賀〕 


ベルギーにあってアメリカに進出し成功しているロック.バンドとして 
このマキャべルがあげられる。77年に発表されたマキャベルの ZndrJest - 
er 」 は、 一曲一曲内容の濃い聞き手を遊ばせない展開である。ベルギーの 
シン フォ ニック.ロック、いやヨーロッパにおいて抜き出たロック.グル 
ープである。アルベルト•ルシュトゥールのキーボード群がサウンドの核 
をなしており、時には優しく、時には力強いヴォーカルがからむ。歌は全 
曲英語である。ジャヶットや中のイラスト付きの歌詞カードは独特の不気 
味さがある。「ハッ」とさせられる曲展開は見事なものであり、エンジニ 
アリング、プロデュースもしっかりしている。 3 rd の 「Mechanical Moon - 
beams 」は一段と向上している。 （青） 
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MACHIAVEL 

Mechanical Moonbeams 


HARVEST 
1A 064 23805 


A: Beyond The Silence 
Summon Up Your 
Strength 
Rope Dancer 
Rebirth 


1978年 


B: After The Crop 
Mary 

The Fifth Season 


2 nd の 「 Jester 」 で シンフォニックな 面で成功したマ キャべルは、この 3 
枚目でそれをより決定的なものにした。 A 面4曲、 B 面3曲、全て良い出 
来で、難しい変拍子もいとも簡単に楽しくやってしまう。さしずめ シンフ 
ォニック•ロックの 名盤と言える。マ キャベル独特のハーモニー も美しく 
きまっており、 マイナー 調、 メジャー 調の曲構成、 リズムの 展開、盛り上 
がりと静かな部分、完全なまでの‘仕上りとなっている。 B -1 のメロ トロン 
のヒューマン.ヴォイスのリズムは聴いていて爽快。またジャン.ポール 
デルウのギターのテクニック も向上している。 （青） 



MAX (Spain) 
Babel 


CFE B0CACCI0 
BS-32127 廃 

A ： Autopista 

D’Una Manera Silenci- 
osa 


1978 年 


B: Reflexions (A Sobre Duna 
Ganco Anonima Catalana 
Les Maquinaries De 

D L’Alegria 
Jo Crec (Partes 1 y 2) 


スペインの大物ジャズ.ロック.バンド、イセベルグは 「Tutankhamon (CFE 
BS - 32105 )」 「Coses Nostres (同 BS - 32108)」 「 Sentiments (同 BS - 3211 0 )」「En I > 
irecte (同 BS - 32123 ) 」「 Arc - en - Ciel (同 BS •32128) 」の 5 枚のアルバムを発表 
して解散した。本作品はそのリーダーであったギターリスト、マックス- 
スーニ ィエがグルー プ存命中に リ リースした 1 st ソロ.アルバムである。 
J . K •マス（イセベルグの key )、 サンテ.アリサ（フシオンの ds )、 ら多彩なゲス 
卜のサポートを受けて、マックスは自由奔放にギターを弾き捲る。切れの良 
いリズムと一体となった演奏は軽快かつメロディアスであり、スペインのジ 
ャズ•ロック、フュージョンを代表する一枚と言える。以後 、 「Joes Privats (同 
BS -32132), 等数枚のソロを発表、現在も活躍中である。 （賀） 



MEDINA AZAHARA (Spain) 

same title 

CBS ：S 84014 79 

MANUEL MARTINEZ -VO 
JOSE ANTONIO MOLINA-DS 
MIGUEL 6ALAN-G 
MANUEL MOLINA- B 
PABLO RABADAN-KBD 


美しいカヴァーに包まれた Medina Azahara の 1 st アルパム。ユーロブ 
ログレッシヴの華麗さ、スペイン音楽特有の異国情緒、ロックギターの持 
つ重々しい響き一全てを兼ね備えた好作品。キーボード系に比べギターが 
かなり前に出て来ている点を除けばどのパートが傑出する訳でもなく割と 
小ぢんまりとしたまとまりを示している。時折顔を出すフラメンコギター 
はとても印象的ではあるが、トリアナやアラメダの様にこれを多用するこ 
とはせず、それでいてロック的な音作りに埋没しない程度のスペインらし 
さが色澳く漂わせてある。ある意味ではスパニッシュロックの一つの手本 
ともなり得べき作風だが、ブログレ的見地からすればキーボード群にもう 
少し活躍の場を与えて欲しかったところだ。 （江） 



MEDINA AZAHARA 

La n,squina Del Viento 

CBS 1980年 

S 84948 廃 

A: El Rincon De Mi Mento B: La Esquina Del Viento 
Suenos De Locura Me Invade Una Gran 

Una Manana De Mayo Pas ion 

Las Flores Blancas Tiempo Del Miseria 

Amanece En La Ciudad 


メディナ.，アザハラの 2 nd アルバム。1 st「Medina Azahara (CBS S 84014)」 
からメンバーの変動もなく、方向性もほぼ同一-である。ヴォーカル•パー 
卜が多く、重いギターがソロをとるという型である。しかし、キーボード 
の音が 2 nd では前面に出てきている。意表をつく展開こそないが、落ち着 
いたアルバムに仕上がっている。ロックと呼ぶには音創りが違うし、ポッ 
ブと呼ぶには重い音である。ロック、ポップの中間に位萬するサウンドで 
あると言った方が妥当である。今回も、メディナ•アザハラ自身のアレン 
ジで、メンバー各自のパートをしっかりとこなしている。アルバム全体を 
聞き通すと、これといった特徴がないのに気が付くが、これは前作同様、 
短かい曲構成の為、内容を把握できぬままに終るからである。 （青） 




MEDITERRANE0 (Spain) 

Estrechas Calles De Santa Cruz 

APHRODITA AP 2001 78 廃 


A: ESTRECHAS CALLES DE SANTA B: MANDRAG0RA 
CRUZ R0LL0 AT0MIC0 

MEDITERRANEO 
EN Ml 


スペインの無名のグルーブ、 Mediterraneo の唯一のアルパムと思われ 
る。叙情派ファンが喜びそうな曲が1曲含まれているので紹介してみよう。 



MEZQUITA (Spain) 

Recuerdos De Mi Jierra 


CHAPA 
HS- 35024 

A: Recuerdos De Mi 

Tier r a 

El Biyco De Los Patios 
Desde Que Somos Dos 


1979年 


B: Ara Buza (Dame Un 
Beso) 

Suic iaiio 

Obertura En Si Be mol 


しっかりしたアンサンブルに支えられたメズキータの唯一のアルバムは、 
スパニッシュ•ロックの中でも上位にランクされる内容を持つ。民族的な 


LP のタイトルともなっている9分になるこの曲は、おだやかに幕を開け、 
徐々に盛り上がっで行く。派手さはなく地味ともいえる音作りでスペイン 
ならではの哀愁を感じさせる。バッキングに徹しているピアノが何とも美 
しい。 A 面の他の曲は少し凝った演奏を持った歌もので、 B 面は12分とい 
う大作が含まれ、期待して聴くと、悪くはないが平均的なフュージョンで 
がっかり。 A ①があまりにも良すぎるため落差は大きい。スペインではこ 
の手のバンドがたくさん有り、個人的にも興味があるので、いろいろと聴 
いてみたところ、まだこれはというグループにはめぐり逢っていない。〔吉〕 


音楽を基盤として迫力のあるエキセントリックな展開で一つ一つ計算され 
た音作りである。メンバー編成は、ギター、ベース、キーボード、ドラム 
スといったノーマルなスタイルだが、音楽はスペイ ン 独特の色合いがでて 
おり、多くのユーロ.ファンが想像し得るスペイ ンのイ メー ジの 音である c 
憒しくもメズキータはこのアルバム後ハードロック.バンドとなるが、残 
されたこの一枚が スパニッシュ. ロックの魅力を充分に伝えてくれる。 卜 
リアナやグラナダ等有名バンドの影に隠れたメズキータの音楽は決して色 
褪せることはない。 （青） 
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MODULOS (Spain) 


Plenitud 

HIS PA VOX 
A HHS 11-238 廃 



No Quiero Pensar En 
Ese Amor 


1973年 


B: Como Un Suefto 

Algun Dia Sabras Nina 
A1 Despertar 


スペイン最初期のグループである。71年から74年にかけて1 st - REAU - 
DAD(HHS 11-183) 、 2 nd - VARIACI 0 NES (HHS 11-214) 、本作、 4 、と4枚の 



MODULOS 

4 

HISPA VOX (30)130 234 74 廃 

: SITU NO E STAS 
SI 60 SIEH00 EL NINO 
TAN SOLO TU 
PARAQUESE6UIR 
WE'VE 60T TO GET T06ETHER 
LUNA 0E A60ST0 


：.PARA UN MUNDO NFERENTE 
SOLO PALABRAS 
AL PONERSE EL SOL 
CERCA DE LAS CINCQ 
TU ERES TU MUKD 


モデュロスは 70 年あたりから 70 年代中期まで活動をしていたグル^-プで、 


いわばスハ"ニッシュ•プログレッシヴ•ロック最初期のグループというこ 


Li 5 、及び5枚のシングルと一枚のベスト盤 （10 MEJOR DE MODULOS/HH 
S 11-257) を発表して解散してしまった。初期の彼等は後期ビートルズの 
良質な部分を受け継ぎながらスペインらしさをブレンドしたもので、最終 
作である本作になるとプログレッシヴ色を強め、ヴァイオリンやメロトロ 
ンを効果的に使用しながら73年とはとても信じられない程の完成度を誇っ 
ている。カナリオスの「四季」以前にはスペインにはプログレッシヴ.グ 
ループは存在しないというのが定説であるが、実はこのモデュロスやフシ 
オン 等のグループが先銳的な作品を生み出していたのである。 （山） 


とができるだろう。本アルバムは名作 Plenrtud の翌年にリリースされた彼 
等のラスト•アルバムと思われるもので、スペイン本国で84年に再発され 
て存在が確認されたものである。 Plenitud よりも小品が増し、よりポップ 
で歌中心な作品になってはいるが、基本的な音創りは変化してはいない。 
そこはかとビートルズの影響を受けながらもスパニッシュ然とした節回し 
のヴォーカル。メ ロトロンを多用した叙情味のきいたアレンジと彼等独自 
のオリジナリティは守られている。もちろん7〇¥代後半のグループ達と比 
ベると古さは感じるが、その分古き良きスハ。ニッシュの味を味わえる。（山） 



コスの 2 nd アルバム「ビバ• ボマ」 やアクザ■ク .マ ブールの 1 st アルバ 
ムを プロデュースし 、ベルギーの 創造的 マイナー •レ ーハ ^レ「カミ カゼ 」（ 4 


ムジカ.ウルハ•ナはスペインではカンタベリー系の音を出す貴重な存在 
で、高度なテクニックに支えられたェキセントリックな曲展開は見事であ 


枚のアルバムをリリースして解散した）を設立したことでも知られるマー 
ク.ムーランの唯一のソロ •アルバム。彼は本作品をリリースする以前に 
もファンキーなジャズ•ロック.グループ「プラセボ」を率いてアルバム 
を3枚発表している。ムーランは本アルバムでドラムをバックに、曲によ 
ってはフィリップ.カテリーン （g ) やヤスパー.ヴァン.トフ （ e - p , org ) 

らフュージョン系のゲストを迎え、各種キーボードをプレイしている。全 
編に渡ってクリアーでジャズィーな音作りが成されているが、特に、 B 面 
のスペイシーなジャズ • ロック組曲は聴き物である。 （黄） 


る。特にリーダーでゴティックのメンバーでもあるホワン.アルベルト. 
アマルゴスはピアノ、ムーグの他管楽器、ヴァイオリンをも操りムジカ. 
ウルバナの音楽をより個性的なものにしている。この後彼等は 「 IBERIA 」 
( RCA : PL -35177) という 2 nd アルバムをリリースしているが、オーケスト 
ラとの共演という事もあり彼等の持ち味を出しきれずにおわっている。尚、 
ベーシストのカルレス.べナベントはムジカ.ウルバナ解散後バニー•ブ 
ルネルの後釜としてチック•コリア.バンドに参加して、パコ•デ•ルシ 
アと共に来日した。 （長沼武司） 



N ESSIE (Belgium) 

The free 


JV-232614 廃 

A: Gold Digger Ghost 
The Tree 

Kundahm is Rising 
Love Dreamer 


1978 年 

6. rhe Weapon 
Vivid Memories 
The World of the Tree 
Rumble 011)1 ums 



NESSIE 

Head In The Sand 


MD 0038 79 廃 

A: TOO MUCH MONEY 
LOOKING IN YOUR EYES 
A SONG OF WAR 
LIGHTNING STARS 


B: SPANISH SINGER 
UNREAL BODY 
IT'S A NEW DAY DAWNING 
HEAD IN THE SAND 


ベルギーはフランス、オランダといったプログレ先進国に隣接している 
ため、人って来る情報童は多いようだが、活動の場となるとかなり制約さ 
れるという。そのためオランダ盤でのリリースや、国内での自主製作とい 
うヶースが目立つ。本作も例に漏れず78年の自主製作。 ''凄い〃と噂され 
ていた割には全体的な眭さは否めないが、プログレ.ファンにとっては捨 
て難い一枚である。手法的には何ら目新しいものは無くフルート、メロト 
ロンといったオーソドックスなもので、時に顔を出すポップなフレーズか 
らはインターナショナルな志向が見え隱れする。特にボーカルにその傾向 
が顕著。アルバム全体の出来としては良い。グループはこの後、 2 nd アル 
バム 「Head in the Sand 」 を発表、そのまま消息を絶つ。 （江） 


ひとえにヴォーカルのボップ指向のため、ほとんど良い評価を得ていな 
い Nessie のこれは 2 nd アルパム。全員がリードあるいはバッキング.ヴ 
ォーカルができるというのが、彼らの長所とも欠点ともいえる特徴であり、 
本作においても、一途なプログレ.ファンが耳をふさぎたくなるようなヴ 
ォーカ ルはまったく変っていない。それだけなら、いくら 貴重 盤とはいえ、 
即ゴミ箱行きとなるところだが、奇妙なタイトルを持つこのアルバム、前 
作同様、キーボードには仲々センスの良いところが感じられる。中でも A 
①の何度となくくり返されるリリカルなピアノの調べは美しく、このフ 
レーズがメイン.テーマとして構成されていたらさぞすばらしかったろう 
にとあらぬことを考えてしまう。 B ③のフルートとピアノのかけ合いも良 
い。 〔吉〕 


A R ^ E 

EUftOPEM ROCK CATALOG 





























ポルトガルという国は、スペインに隣接しているにもかかわらず、ブロ 
グレッシヴ • グルーブの数はそれ程多くない。おまけに資料も全くないの 
が実情なのでシーンの概要は全くつかめない。この卜•ネトなるキーボ— 
ド奏者のソロ.アルバムは 83 年にリリースされたもので、完全に彼一人の 
オーバー. ダブに より製作されたものである。彼の使用する楽器は面白い 
ことにローランド、 ヤマハ、 アリアといった日本製がほとんどである。感 
覚的なキーボード及びエレクトロニクスによる音楽で、テクニック的にい 
まひとつの感があるが、宇宙への憧憬を音に紡いだ製作意図には好感がも 
てる。他に同系統のサウンドといえば、これ又入手困難なアルバムで申し 
訳ないが、イタリアのブッケッリ.フランチェスコだろうか。 （山） 


NEURONIUM (Spain) 

Vuelo Quimico 

EMI 1978 年 

IOC 064-021523 M 

A: Abismos De Terciopelo B: Viento Solar 

a) El Regreso De Vuelo Quimico 

Ganimedes 

b) La Llamada Del Vacio 

c) Abismos De Terciopelo 


ニューロニウムはスペイン初の本格的シンセサイザー.グループである。 
本アルバムは 「Quasar 2 C361」 に続く彼らの 2nd であり、 B-2 には ニコが ゲ 
スト参加している。2台のシンセサイザーとギターが作り出すサウンドは 
安らかなコズミック•ミュージックと表現できる。 「Vuelo Quimico」 は本作 
品のハイライトであり、 ニコが 朗読するエドガ ー •アラン. ポーの 詩はあ 
たかも無限の宇宙に響き渡る神の声のように聴こえる。本作以後、現在ま 
でに 「DigitalDream」「The Vistorj r Chromium Echosj r Invisible Views」 を発表し 
ている。また、メンバー関係のソロとしては、 Albert Gimenes の 「Un Somni P- 
etit 」と 「Imatge」 、 Michel Huygen の 「Absence Of Reality」 、更には Carlos Guirao 
の「 Revelation i が ある。 （賀） 





NOISES (Belgium) 

same title 

KAMIKAZE 4 廃 1977 年 

A: Pass6 Dedans ， Hynne/Masaque Etnik/Tue-Toi Dans 
Le Vent/Ma Mere Eta it Propre/Il Est Hu it Heures 
/Rester Dans Le Silence/Les 24 Heures Du Mans/ 
Rotative/Trois Voyelles/Romances Sans Parole/ 
La Guerre 

B: A Man/Mes Chers Compatriotes 


Cuentos De Ayer y De Hoy 

CHAPA 1979 年 


HS- 3500 7 廃 

A: Profecia 
Preparan 

Algunos Musicos Fue 
ron Noso IVos 
Cuentos De Ayer y De 
Hoy 


B: El Juglar 

Paraiso De Flautas 


ベルギー.ロックの黎明期に運営されていたカミカゼ.ディスクの4番 
|としてリリースされたノイズィズは、カミカゼ•ディスクの中心人物マル 
ク-ムーラン、そしてサクソフォンの新感覚派アリェル.カルマを含む7 
人によって演じられる摩可不思議なサウンドを持っている。サウンド•コ 
ラージュ' チェンパー.ミュージック、ェレクトロニクスからの影響がご 
ちやまぜとなってまるでおもちゃ箱をひっく 〇返したような様相を呈して 
いる。 A 面は小品をつなぎあわせたもので各曲の作曲者の個性が強く打ち 
だされている。 B 面はアリェル•カルマ色の強いサウンドである。 A 面と 
B 面とのリスナーの好みがわかれてしまいそうだが、あえてトータルな意 
味でのコラージュ的作品としての評価を下しておきたい。 （山） 


AHMHTPHS nAnAAHMHTPlOY (Greece) 
TOniA 

ANTIOPEANTIOpO ’82 廃 

A:H npQTH HM=PA 
H nOAH niZQ AnOTH 0AAAI ZA 
H AA AH 0AAAZ ZA 
XPHZMOI TQN(DAQN 
B: TO AnATOPFXMFNO AQMATIO 
AN=ZH「HTOIXOPOI 
n = PinAANHZH ZTH Zl 厶 =P=NIAnOH 
ZTHAINH TQN AN0PQnQN 

ギリシャのプログレというとアフロディテス•チャイルドの666に代表 
されるような神秘的黙示録的世界が頭に浮ぶがトビアと題されたこの作品 
は82年、デメトレス•パパデメトリウというキーボーディストにより製作 
された。青い彩色のジャケットカヴァーはエーゲ海を暗示しているかのよ 
うだ。それはヴァンゲリスが描いた混沌としたうねる海ではなく'幾何学 
的格子結合の海、切り立った岩に囲まれ静止した青い結晶世界を思わせる。 

アコースティックピアノは反射する光の粒子のようにきらめく。近年この 
国の電子音楽の分野からも注目すべき新人が登場しているが、やはりラテ 
ン系というか瞑想的であるより視覚的な傾向にあるようだ。後の84年、 

2nd アルバムを出すが映画のサントラという制約上からか、統一性はやや 
薄れた印象をうける。 〔修〕 


オザンナが好きな人（特に「パレ ポリ」、 「ミラノ .カリブロ 9 」） には、 
このニユーの1 st を躊躇なくおすすめ出来る。飛びかうフルート、盛り上 
げるメロトロン、唸るギター、そして激しいドラム。特に B 面はあのオザ 
ンナの混乱した世界を写し出した様であり、暗い時代を感じさせる。ホセ 
. カルロス （vo，fl，key，etc)、i> リクェ. バレ ステロス （dr，per )、ホセ.ガル 
シア （elrg，ac-g，me!lotron) 、ジョルジェ.カルボ （b)、 ジャン.フランソワ （v- 
ln，etc) がニユーのメンバーであるが、フランソワのヴァイオリンはすさま 
じい響きである。このヴァイオリンがニユーのサウンドのメインである。 
なお 2nd「A GOLPEDE LATIGO」 を発表している。 （青） 



完全な自主制作盤でありグルーブに関する資料は皆無である。全ての曲 
に英語のタイトルがついており、歌詞も全て英語であるが、メンバーの名 
前及びブリュージュ（ベルギー西部、フランドル地方の小都市でオランダ 
のアムステルダムとともに「北のヴエネツィア」と称される）のス.タジオ 
で録音されていることから推測してベルギーのバンドと思われる。 フィル 
ターは key & vo,g & vo,b & vo，ds の4人から成り、一部の曲には g, vh が 
ゲスト参加して いる。 サウンドの要はハ。トリック •フィ リッブスのキーボ 
ードであり、シンセ、エレピを中心にしてメロディアスなものからハード 
なものまで変化に富んだプレイを展開する。かなりハードなギターと一体 
になった演奏は目新しさはないが、力の籠ったものである。 （賀） 




162—163 



























B : ARMAGEDDON I 
ARMAGEDDON II 
ISOLATION 
HYMN 
STAR WISH 


アルマゲドン、つまり世の中の破滅ということなのだろう。そんな恐ろ 
しいテーマを基にアルバムを作ったのが、5人のギリシャ人による PLJ • 
BAND である。旧約聖書にある預言者エゼキエルの書などをただ淡々と 
読み上げる中をバックでギターを中心にボーカルとは無関係に何とも暗い 
演奏が展開していく。インストウルメンタル部分もかなりあるのだが、テー 
マ自体暗さがあるためにシンフォニックな展開など少なく、民族調のフ 
レーズが続けざまに出てくる。トータル.アルバムということで作ったの 
だろうが、全体的に変化が少なく単調に終ってしまったようだ。だが 、一 
つのメッセージがこのアルバムにはある。破滅は原子爆弾によるものだと 
言い、ジャケの無気味な人間 U 被爆した人の姿で人類への警告だったのだ。 

〔杉〕 



P.L.J.BAND (Greece) 

Armaggeddon 

VERTIGO 6483 336 ’81廃 


SPAIN 

PORTUGAL 

HOLLAND 

BELGIUM 

GREECE 



PILLION (Belgium) 

Enigmas 


1980 年 


maslp ion m 


A: Enigmas 


ソロ.アルバムを リリースしている ヴァ ルター.クリスチャン.ロート 
ともう一人のメンバーであるガイ.ドリーケッドのユニットであるピリオ 
ンは自主 製作 盤を—枚リリースしているベルギーのエレクトロニクス.グ 
ループで ある。クリス チャン. ロート のソロ.アルバム か•整然としたアレ 
ンジをほどこされていたのに対し、 本 アルバムの ほうは中期のタンジェリ 
ン. ドリームを想起させるようなゆるやかな流れを持つエレクトロニクス 
• ミュージックである。その内容には彼等の試行錯誤的な試みが随所に感 
じられ るがタンジェリンにはないほのかな 香りも 感じられ、それが彼等 


のオリジナリティへとつながつている。 


(山) 



PRELUDE (Belgium) 

Voyage 

EUROPRODUCTIOH EP 803 廃 


MOX 

LIFE AFTER THE LIFE 
WHEN 


: VOYAGE 

JESUS, COME BACK 
SUICIDED 


小規模ながらもバンザイ、マキャヴヱル、フライト、イソポダ、コス、 
ユニヴェル.ゼロ、ジュルヴェルヌ、アクサク.マブール等、忘れ難い名 
グルーブを生んだベルギーのブログレッシヴ.ロック. シーン も 80 年代に 
はいり低迷が続いている。こうした状況下、プレリュードの本ファースト 
.アルバムはベルギーから久々に登場したシンフォニック.ロックの力作 
と言える。グループはボーカル、ギター、ベース、 キー •ボード、ドラムス 
の 5 人から成り、ハ•ランスの取れた聴き易い演奏を展開している。力強く 
もメロディアスなギター、繊細なキーボード等、技術的に卓越したものと 
は言えないが、味わいがあり説得力を感じさせる。青を基調にしたカラフ 
ルなジャケットに象徴されるファンタジックなサウンドである。 （賀） 



PRESENT (Belgium) 

Tnskaiaekaphobie 

仏 ATEM 7008 1980 年 


Vomenade Au 
D’un Canal 


B:Qu«tre- 

Rfipulsio 


Bingt Douze 


プレザンはユニヴェル.ゼロのメンバーである ダニエル •デニス ( ds ， per ) 
同じくゼロのメンバー であった ロジェ.トリゴー （ g ， p ) くゼロの 1 st 、2 nd に 
参加〉、クリスチャン.ゲネ （ b ， per ) くゼロの 1 st に参加 > 及びピアニストのア 
ラン. ロセットの 4 人から成るユニットである。本アルバムは彼らの 1 st ア 
ルパムで、ゼロの lst 、2 nd 同様、全ての曲をデニスとリゴーが作曲して 
いる。その内容は当然のごとくゼロの作品に酷似しており、変拍子主体の 
重々しいリズムとピアノ、ギターのソロが絡み合う緊張感に富んだ演奏が 
展開されている。バイオリン、バスーンといった楽器を使用していない分 
だけ、アルバム全体の印象はゼロより明るいものとなっている。なお、白 
と黑を反転印刷したジャケットも存在する。 （黄) 


p ms m 



PRESENT 

Le Poison Qui Rend Fou 

CUNEIFORM RUNE 3 '85 

k LE POISON QUI REND B : LE POISON QUI REND 

FOU , PARI ; F 0 U ; PART 2; 

RAM RAM VA FAIRE "PIF PAF " DIDI DANS TA CHAMBRE ! 
ERSATZ . SAMANA 


Present は 80 年に ATEM より レコードデビュー したが メン バーの Daniel 
Denis ( PERC ), Roger Trigaux ( g ) は 77 年同 レーベルから 世に出た Univers 
Zero の 2 nd を最後に Present に専念する。 Denis はその Zero のリーダー 
格として活動しており84年に発売された” Uzed ” がレイテスト.アルバム 
である。この Present の5年後の 2 nd は前出の2人を中心に Alan 
Rochetle,Ferdinand Philippot ( b ), Marie Anne Pollaris ( vo ) を加えて製 
作された。 

当然ながら . Univers Zero と Present は多大な相似点を持つわけだがそ 
の差は2人の作風とアレンジの違いにあるのだろう。初期の作品の持つ衝 
撃性こそないが、“チェンパー•ロック’’の先駆者としての風格は感じら 
れる。 _ 〔修〕 



PYTHAGORAS (Belgium) 

After The Silence 


WU 511.41 15 81 廃 

k ： &FTFI THE S1LEICE 


ベルギーの エレクトロニクス. グルーブ、 ピタゴラスのセカンド.アル 
パムである。彼等の創り出す 夸 楽はエレクトロニクスというよりはシンフ 
ォ ニック .ロックというべきもので、従来のシンセサイザー系の作品とは 
多少趣を異にしている。ファースト•アルバムは、荒削りながらも無垢な 
精神性の現れた作品である。 この セカンド • アルバムでは洗練されたサウ 
ンド•イメージをみせつけ 、X X 風というレッテルの貼る こ とのできない 
オリジナリティあふれる演奏を繰り広げている。広がりのある、イマジナ 
ティヴで壮大な空間、それは80#代に創られたエレクトロニクス作品群の 
中でも最右翼に存するものと信じる。全編が 7 曲から成る組曲形式となっ 
ており、「シンフォニック•ポエム」という副題がつけられている。 （山) 
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MIGUEL RIOS (Spain) 

La Huelta Atomica 

POLYDOR 1976 年 

238511 0 廃 

A: Entre Arboles YAviones/Una Casa En La Guerra/ 
Boenos Dias, Superman/Yankee Jhonny/Bienvenida 
Katherine 

B: Una Siesta Atomica/Instrucciones A La Poblacion 
Civil/El Consultorio Atomic。De La Sr Pum/El Car- 
naval De Los Espectros/La Burbuja Antirreaccion 
/La Cane ion Del Megacristo/El Carnaval De Los 
Espectros/Por El Ho mb re Futuro/El <Dolce> Desp- 
ertar 

70 年代初頭に「運命」のヒットをとばしたミゲル.リオスが何枚のアル 
バムをリリースしているのかは確認できなかった が、 想像するに本アルバ 
ムだけがプログレッシヴな音創りをしている唯一のアルバムである。 シン 
ガーのソロという形式を一応とってはいるが、どちらかというと演奏面の 
比重のほうが強く、卜ータルなイメージで全面を構成させている。しっと 
りと歌うというよりはパワフルな展開をし、強固なリズム•セクション（特 
にドラムスのリズムの切れは特筆に値する）にささえられて重厚なキーボ 
ード群が飛び回る様は圧巻である。このサウンドは鬼オアルフレッド•力 
リオンを始めゲスト参加のバック.ミュージシャンに依る所が多いと推測 
できる。かなり水準の高いアルバムである。 （山） 




グルッポ.サーガはおそらく元々はポップス•グループではあるまいか。 
ちょうどイタリアのジガンティが一枚だけあの名作 Terra In Booca を創っ 
たように、このグループも様々なゲストを起用してこのアルパムを創った 
ものと思う。ヴォーカル•パート及び唱法が非常にオーソドックスである 
のがその根拠である。バックの演奏は全てゲスト.ミュージシャンであり、 
様々に変化をつけたメリハリのある演奏はシンフォニック•ロックと呼ん 
で良いと思う。各面5曲づつの配曲だが、全面を一つのトータル曲として 
各曲は創られているようである。全面を通して聴くと余りに才ーソドック 
スな歌の部分もあるが、スタジオ.ミュージシャン達による自由奔放な演 
奏部分は素晴らしいものである。 （山） 



|SAKRE (Spain) 
jBizitako uauzak 



1978 年 


B: Heriotzaren Deia 
Erantzuna 
Izarren Hautsa 
Guduan Jarrai 

a) Guduaren 

b) Ihesari Em; 
Bilatzea 


Gogorra 
nanik Nago 



Daniel Schell-Dick Annegarn 

Egmont And The ff Boom 
(Belgium) 


仏 FREE BIRD 
FLY 05 廃 

A: UD 

Piume A1 Vento 
Nelle 
Sabina And First 
Variation 
La Ballade Du Zwin 
Geuzenlied 

Un Instant Sous La Hache 


1978 年 


B: Granvelle 

Sabina And Second 
Variation 
Ein Kleiner Man 
Sabina 
The ff Boom 



カンタブリア海に面したスペイン北岸のバスク地方。フランス国境に近 
いサン.セバスチャンという街が彼らの根拠地だ。80キロ程西にはあのイ 
トイスを生んだビルバオがある。スペイン国内でありながらバスク語とい 
う独自の言語が話され当然本作の歌詞もバスク語で.あるが、歌詞カードに 
は更に 標準 スペイン語とフランス語が併記される。内容はブログレありポ 
ッブありの盛り沢山。彳谷受けを狙ったためか一貫性を欠いた中途半端な作 
りになってしまったが、聴きどころとしては泣きのギターにメロトロンを 
配したプログレ•パート。テクはさほどでもないが、全体的な印象として 
ほ体のよい'、盛り合せ定食"といったところか。ロップスによるカバーも 
なかなか良い。バスク地方のみのローカル.プレスと思われる。 （江） 


コスの ダニエル.シヱ ルとフランスの シンガー、 ディ ック •アンヌガル 
ンの共作アルバム。実際にはほとんどの部分で シエ ルが中心となっておリ 
彼の ソロ. アルバム的傾向が強い。しかし、その内容はコスとはかなり異 
なった、シヱルが以前から興味を持っていたフランドル（ベルギー西部、 
オランダ南西部、フランス北部を含む地方で中世には国家を成していた） 
の音楽と歴史にインスパイアされたものとなっている。アンヌガルン、パ 
スカル •ソン、 ディル.ボガールを中心にしたボーカルを ソロ 又はコーラ 
スで用いた部分、ギター、ベース等のアコースティック楽器主体の演奏部 
分、ジャズィなリズム をバッ クに シエ ルが エレクトリック.ギター.ソロ 
を取る部分があり、それらが無理なく調和している。 （賀） 



SOCRATES (Greece) 

Phos 


VERTIGO 6331950 76 廃 
米 PETEHS PILPS9013 76 庚 


ギリシアの ハード. ロック. パンド、 ソクラテスの 4 th アルハ， ム。 ヴァ 
ンゲリスとの共演盤であり、両者の個性が融合してソクラテスの作品とし 
ては最もプログレッシヴ•ロック色の濃いものとなっている。収録された 
8曲中にはヴァンゲリスとの共作が1曲あるだけで、他は全てソクラテス 
のメンバーによる作品であるが、ブロデュースをヴァンゲリスが担当して 
いるためか随所に彼の影響が感じられる。しかし、ボーカルを重視したソ 
クラテスの持ち味は失なわれておらず、それにヴァンゲリスの叙情的かつ 
変化に富んだキーボードか加わって従来の作品とは一味違った音作りがさ 
れている。ギリシアを代表するミュージシャン達によるグリーク • プログ 
レッシヴ • ロックを代表する1枚である。 （賀） 



SOLUTION (Holland) 

Fully Interlocking 

ROCKET 東芝 EMI 1977 年 

ROLL 8 IVS-81034 廃 

A: Give Some More B: Free Inside 

Carousel French Melodie 

Sonic Sea Empty Faces 


ソリューション.の結成は以外に古く1966年である。アルバムは 72 年に 1 st 
r Solution 」がリリースされ、続いて2 nd 「 Divergence ( 73 ) 」、3 rd 「 Cordon Bleu 
(75)」、 4 th「Fulfy Interlocking (77)」と 4 枚のアルバムを発表した。のちやや 
作風を変えて 「 It’s Only Just Begun (80 )j r Cordon Bleu (80 )」 「 Runaway (82 )」 等 
続々とアルバムを発表している。 2 枚組のライヴも近年リリースさてい 
る。70年代中期に於いての彼等の人気はオランダ本国では高く、人気投票 
ではグループ部門でベスト5には常にランキングされていた。サウンド的 
にはタイトで流れるように洗練されたもので常に清涼感を伴うものである。 
ポップな中にも非常に安定した構成力を感じる。玄人好みといったところ 
か。初期はジャズ色が強い。 （山） 
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SPAIN 

PORTUGAL 



HOLLAND 

BELGIUM 

GREECE 


ITAYPOI AOrAPIAHI (Greece) 

Same Title 


POLYDOR 2421-122 78 廃 


A:1 TO TTPQTO TPATOY B:1 CLOSE THE DOOR 


2 no AEMO I 

3 PANTH 

4 INI<D INIO 

5 JANE 


2 OAFTE Ani I 
MENOZ 

3 LIGHT 

4 nAP'OAiro 

5 BEPA KPOYZ EITT 
PEI 



SUPER SISTER (Holland) 

Present From Nancy 


POLYDOR 
2441016 m 

A: Present From Nancy 
Memories Are New 


1970 年 


B: Corporation Combo Boys 
Metamorphosis 
Dona Nobis Pacem 


Akritas の存在を知り、ギリシャのロックにも興味を持ち始め、それら 
しきレコードを捜し始めた。ご存じのように80年代にはいるといくつかの 
好作品が発表されているとはいえ、それ以前では今だにプログレらしき音 
を出しているレコードにさえお見にかかっていない。その中で、このレコー 
ドは、 Akritas のギタリストのソロということでもあり、紹介するに値す 
ると思われる。バラエティに富んだ内容になっており、イタリアン.ラブ- 
ロック調やらファンキーな曲まであったりする。なん•といっても興味を引 
くのは、シンセをメインにして作り上げた3つの曲だろう。そこには、わ 
れわれがイメージするギリシャのメロディが散りばめられている。その後、 
私の知る限り3枚のレコードを発表し、活躍中。 〔吉〕 


ロバート.ヤン •ステ ィツ プス率いる スーパー •シスターの 記念す ベ 
き1 st 。（オリジナルは見開きジャケツト）この後 2 nd-TOTHE HIGHEST 
BIDDER (1971)、3 rd-PUDDING & GISTEREN (1972),4 th - ISKANDER (19 
73)、5 th—SWEET OKAY (1974) を発表してグループは解散、後ロパート. 
ヤン•スティツブスはゴールデン.イアリングへの参加を始めとして様々 
な活動を続けている。 （ RJ . スティツブス参照）変拍子を多用した実験的口 
ツクを得意とするグループで本アルバムは強いていえばイギリスの EGG 
あたりに近い作風である。70年にしかもイギリス以外の国にこれ程の素晴 
らしいグループが存在していたということは驚異に値することだ。（山） 



SUPERSISITER 

Iskander 


POLYDOR 2925 02173 廃 


A: INTRODUCTION 
DAREI0S THE EMPEROR 
ALEXANDER 
CONFRONTATION 
THE BATTLE 


B: BAG0AS 
R0XANE 
BABAYL0N 
LOOKING BACK 



SWEET OKAY SUPERSISTER 

(Holland) 

Spiral Staircase 

POLYDOR 244104 8 廃 1974 年 


A ： Retroschizive 

(Introducing Schizo) 
Jellybean Hop 
Dangling Dingdongs 
Sylvers Song(Groan. 

St amp, Shock,Hoot) 
Coo kies t Tea cups, 

Buttercups 


B: Gi,Ga,Go (GoHumble 
Jafers) 

It Had To Be 
Nosy Parkers 
We Steel So Frange 
(Epilogue) 


スーパー.シスターの 4 th アルバム、イスカンダルはアレクサンダー大 
王にまつわる物語のコンセプト.アルバムである。（イスカンダルとはアレ 
クサンダー大王のペルシアン.ネーム）イギリスで録音されたこのアルバ 
ムは、 GONG の PIERRE M 0 ERLEN がパーカッシヨンで参加してい 
て、 R . J . STIPS の操るジヤージーで軽快なキーボード類主体に進められ 
ていき、サックスが絡み付く。そして、フルート、クラリネットらの音色 
が主人公の舞台となっているペルシア風のイメージを再現している。オラ 
ンダでは フォー カスが当時活躍していたが、スーパー.シスターは彼ら程 
に威厳は大きくはないものの、2つのグループの音楽的方向性は決定的に 
異なるものでもなく、当時のオランダでの流れの一面として見ることが出 
来る。 〔杉〕 


スーパ—シスターの 5 th アルバム。ロパート.ヤン.ステ ィツ ブスが作 
曲、アレンジ、演奏を行っていることとサッカ.ヤン.ギーストが作詩を 
担当していること以外メンパーに関するクレジットは何もない（エルトン • 
ディーンが参加しているという話もある)。内容は各種効果音及び電気処理 
されたものを中心とした様々なボーカルとピアノ、フルート、パーカッシ 
ョン等を巧みに組合せた明るく穏やかなものである。そのポップでハイ • 
センスな 霁囲 気は彼ら独特のものと言える。グループはこのアルバムを最 
後に解散、スティッブスはゴールデン•イヤリングとスウィート•ドゥ • 
バスターに参加した後、自らのグルーブ「トランジスター j を結成してア 
ルバム 「 ZigZag ( Ark)la 201163 )79 年」を発表する。 （賀） 



74年に従来のスタイルとは全く違う壮大なコンセプト.アルバムをアル 


フレッド•カリオンと共に創ったキャナリオスであるが、それ以外の彼等 
の活動の中でプログレッシヴ•ロックの作品は見つかっていない。唯一彼等 
がゲスト参加したレコードがポッポッと存在するだけである。このタブリ 
エン テなるグループもその 一つ C 、 キャナリオスのキーボードのテディと 
ドラムスのアランがメンバーとしてクレジットされている。 A 面の流れは 
別にどうということはないロックなのだが、 B 面は一転、叙情味を加味し 
たプログレッシヴ•サウンドに仕上げられている。ジャケットの美しさもあ 
って全体としての評価も水準点は与えることができると思う。こういう作 
品にふれるとスペインのシーンに未だ埋もれた作品に想いが募ってしまう。 


(山） 


TANTRA (Portugal) 

Mist6rios E Maravilhas 

EMI 8E 0 68 4045 4 77 廃 
A: A BEIRA DO FIM 

AVENTURAS DE UM DRAGA0 NUM AGUARI0 
MISTERI0 E MARAVILHAS 
B : MAGUINA DA FELICIDADE 
VARIAG0ES S0BRE UMA GALAXIA 
PARTIN SENPRE5 


ヨーロッパの最西端に位置するボルトガル。かつて栄華を誇ったこの国 
も現在ではヨーロッパの開発途上国と言われている。プログレッシヴ•口 
ックに関してもそれは同様で、シーンの規模は、ギリシャとともに、ヨー 
ロッパ諸国中最小と言える。こうした状況下、唯一例外的に世界各国のフ 
アンに知られているのがタントラである。本作は 1 st で、 b , Key & 
V 0 ，g & V 0， ds の4人が織り成すサウンドはジェネシスの影響にある。 
ガブリエル.スタイルのボーカル.ナンバーも印象的であるが、中心はイ 
ンスト曲で4人が一丸となってドラマチックな熱演を展開している。翌年 
発表した211(1「11〇1〇^咖〇〈£]^18£ 07240478〉」とともにボルトガルのシ 
ンフォニック.ロックを代表する作品である。以後ボップな 3 rd も発表し 
て解散した。 〔賀〕 



























TARANTULA (Spain) 

same title 

NOVALA 1977 年 

NLX-1073 廃 

A: Recuerdos B: Imperio Muerto 

La Arana Y La Musca La Danza Del Diablo 
Singladura Final Lydia 

Un Mundo Anterior Paisajes Pintorescos 


タランチュラはスペインの持つ熱い息吹きを感じさせる本アルバムでマ 
ニアの間で高い評価を得ているグルーブである。全体的に男性的な力強さ 
を感じさせる音創りであるが、そんな中にも感傷的なイメージを合わせ持 
っている。それは男の感じる淋しさ、男の持つ弱さというものを表現して 
いるようである。ただ野性味のある作風なので洗練されたサウンドを好む 
向きには相性が悪いかもしれない。ギター、キーボード、ドラムス、ベー 
ス、ヴォーカルの5人編成である。この後彼等は女性ヴォーカリストを加 
え 2 nd アルバムを製作するが、ハード.ロック的な曲構成が災いしてかヴ 
ォルテージは落ちてしまっているのが残念だ。最もスパニッシュ•ロック 
的なアルバムとして掲げておきたい。 （山） 




トレイスは周知の通り、それまでエクセプションを牢いてきたリック. 
ヴァン.ダー.リンデンが74年に結成したキーボード.トリオである。彼 
等の残した3枚のアルバムは、どれも味わいのあるクラシカル.ロックで 
あるが、それぞれ特徴がある。このファースト•アルバムでは、未だクラ 
シックとロックとのプレンドが未消化ではあるが、クラシックの名曲に時 
にロック色を、時にジャズ色を加味してスリリングに演奏するスタイルは 
確立されている。 2 nd はゲスト•ミュージシャンが生かされた名作。 3 rd 
はリックがトレースでやりとげたかったコンセプトが銳角化された作品で、 
そういう意味では最高作と呼べるのではあるまいか。本作ではベースにヤ 
—ブ.ヴァン.エイク、ドラムスにピエール.ヴァン.ダー•リンデンが 
起用されている。 （山） 



TRACE 

Birds 


PHILIPS 
6413 0 

A:Bou: 


3 080 

•r6e 


Opus 1 
Penny 
Trixie- 


フオノグラム 

RJ 7242 廃 

B ： King-Bird 
First Avenue 
Sculptor-bird 
Second Avenue 
Preacher-bird 
Third Avenue 
Birdcorps 
Firecorps 他 



RICK VAN DER LINDEN & TRACE 

The White Ladies 

1976 年 


RCA 

PPL 1.8125 

A: Legend 


廃 


フオノグラム 

RJ 7288 廃 


1 )/Inter B: Path^tique/Lesrend (part 
Erontation/ 2)/Interlude 4/The Re- 

ce of scue/ rrace 2/Back 

s/Dou- Home/Meditation/Fla- 

bts/Trace 1/Whitche’s sh Back/Conclusion 

Dance/Surrender/ 

Interlude 3 


Legendipart 1)/In 
1 ude 1/Confrontat “ 
Interlude 2/Dance 
The White Ladies/: 



トレイスの 2 nd アルバム。 1 st 「 Trace ( Philips 6413505)」 と同じトリオ編成 
であるが、ドラマーがピエール.ヴァン•ダー•リンデン（元フォーカス） 
からイアン•モズレイ（元ウルフ）に替わり、リック•ヴァン.ダー.リン 
デン（元エクセプション、 key )、 ヤープ.ヴァン•エイク（元キュビィ&ザ 
• ブリザース、 g ， b ， vo )、 モズレイの3人になっている。また、一部の曲に 
はダリル•ウヱイ （ vh ) がゲスト参力卩している。 A 面はバッハの作品をアレ 
ンジした曲、クラシカルに構成された自作の曲等が並んでおり、歯切れの 
良いリズムをバックにリンデンがキーボード奏者としての力 M をまざまざ 
と見せつける。 B 面の組曲はクラシックの要素を巧みに取入れており、演 
奏、曲展開ともに極めて高い完成度を示している。 （賀） 


エクセブションを結成していたリック.ヴァン.デル.リンデンは後に 
ブラス.セクションを排除し、キーボード.トリオとしてトレイスを始動 
させる。74年のことである。計3枚のアルバムをリリースしてトレイスは 
解散してしまうがこの3枚はどれをとっても高水準のものといえる。ノくッ 
ハのイタリア組曲を始め、八ロック.サウンドを現代に甦らせた 1 st — tr ¬ 
ace 、 ダリル•ウヱイを始め多彩なゲストを迎えスリリングなプレイを披露 
してくれる 2 nd — BIRDS 、 そして中世のオランダにまつわる fe 説を見事にロッ 
ク化した本作とそれぞれに素晴らしさはある。しかしトレイスというキーボ 
—ド.トリオとしての最高作はこのホワイト•レィディースである。生の 
ストリングス.オーケストラを加えた重厚なサウンドが満喫できる。（山） 




TRIANA (Spain) 

same title 

MOVIE PLAY GONG 
17.067 8/7 廃 


1975 年 


Abre 

Lui 

Re< 


La Puerta B: Se De Un Lugar 

iminosa Manana Dialogo 

cuerdos De Una En£l La go 

Noche To do Es De Color 


TRIANA 

Hijos Del Agobio 


MOVIE PLAY GONG 
170907/9 m 

A: Hijos Del Agobio 
Rumor 

Sentimiento De Amor 
Recuerdos De Inana 


1977 年 


B: i Ya Esta Bien ! 
Necesito 
Sr. Troncoso 
Del Crepusculo Lento 
Nacera El Rocio 


トリアナは数多いスペインのプログレッシヴ•ロック.アーティストの 
中でも最もスペインを感じさせるグルーブである。正式にはドラムス&パ 
一カ ッシヨン、キーボード&ボーカル、フラメンコ.ギターのトリオ編成 
であるが、実質的にはそれにベースを加えた4人がメンバーと言える。フ 
ラメンコの影響を大きく受けたギターとボーカルが、比較的オーソドック 
スなシンフォニック.ロック.スタイルのキーボードと--体になって作り 
出すサウンドは正にスペインのプログレッシヴ•ロックと言える。更にパ 
ルマード（手拍子）の効果的使用が彼らのサウンドをより個性的なものに 
している。ロックに睹けたスペインの若者の情熱がストレートに沄わって 
くるレコードである。 （賀） 


トリアナの2 nd 。 3人のレギュ ラー •メンバーにベースとエレキ.ギタ 
一が加わっている点は前作と同じであるが、サウンド的には多少の変化が 
見られる。ファーストではフラメンコ色がかなり強く出た部分が多くあっ 
たが本作ではそうした箇所が減少し、フラメンコ的要素とロックの要素が 
程よく調和している。情感に富んだボーカルをメロディアスなエレキ•ギ 
ターと情熟的なフラメンコ • ギターが盛り上げ、キーボードが音に厚みを 
加える。曲の展開も非常にドラマチックである。そこには多くの人々がイ 
メー ジするスパニッシュ.ロックの典型がある。以後 、 「Sombra Y Luz ( M<r 
vie Play Gong 17.1439 / 4)79 年 」 「Un Encuentro ( 同17.1606 /9)80 年」 「 Triana (同 
17.2770 /0 )81 年」をリリース、次第にポップ色を強めていく。 （賀） 



166—167 






























SPAIN 

PORTUGAL 

HOLLAND 

BELGIUM 

GREECE 



UNIVERS ZERO (Belgium) 

same title 


1977 年 


B ： Docteur Petiot 
Malaise 
Complainte 


チェ ンバー•ロック.ミュージック.シーンの中で も最も重要な、 かつ 

記念碑的な アルバムが 本 アルバム -すなわち ユニヴヱル.ゼロの1 St ア 

ルバムである。構成力、技巧的な部分はシリアス • ミュージック——特に 
初期コンテンポラリー • ミュージック的な要素を取り入れ、ロック的に処 
理をしたものだが、それはルーツをたどれば中世——ルネサンス音楽あた 
りまで溯ることができる。そしてコンセプトの中心はちょうどサード•イ 
ヤー.バンドが取った位置のように呪術的なもので中世的な暗さを感じさ 
せる。ロックという概念に告別する象徴的な作品として高く評価したい。 
バスーン、パーカッション、ヴァイオリン、ハーモニウム等生楽器を主体 
とした意識革命のサンプル的作品である。 （山） 



UNIVERS ZERO 

Heresie 


仏 ATEM 
7005 j 


1979 年 


B: Jack The Ripper 
Vous Le Saurez En 
Temps Voulu 


チェ ンバー • ロック* ミュー ジックというジャンルをア ー ル • ゾ ワイと 
ともに確立したユニヴヱル.ゼロのセカンド。 ゾ ワイがジャズの要素を見 
事に昇華し取り入れた部分を有するのに対して，ゼロはより独創的である。 
才— ボエ、 バスーン、バイオリン、 ギター、 ピアノ 等によって奏でられる 
メロディーは暗く、重々しい ベース、 ドラムと鮮やかに一体化している。 
それは暗黒の地獄へ引き摺り込まれるがごとくの恐怖を聴く者に-与える、 
正にエレズィ=異端（アルバム.タイトル）という言葉に象徴されるサウ 
ン ドである。 ベル ジャン.プログレッシヴ • ロック最高の作品の一つであ 
ると断言できる。以後、 3 rd「Ceux Du Dehors (英 Recommended RR 10)」、 
4 th r Uzed(Cryonic MAD 3008)」、 1 枚の シングル 及び 12 インチ EP をリリー 
スしている。 （賀） 



UNIVERS ZERO 

Uzed 

CRYONIC MAD 3008 '84 
A: PRESAGE 

L'ETRANGE MIXTURE DU DOC- 
TEAR SCHWARTZ 
CELESTA 


l : PARADE 
EMANATIONS 



THUS VAN LEER，ROGIER VAN 
0TTERL00, LOUIS VAN DIJK(Holland) 

Musica Per La Notte Di Natale 
CBS 69239 1976 年 

: Er Is Een Kindeke Gebor- 
en Op Aard’/Away in a 
Manger/Ich Steh’An De 
iner Krippen Hier/Hoe 
Leit Dit Kindeke/God 
Rest Ye Merry,Gentler 


A ： 0 Jesulein Siiss/Cove¬ 
ntry Carol/ Hark, The 
Herald Angels Sing/Es 
1st Ein Ros* Entsprung- 
en/Maria Die Zoude 
Naar Bethlehem Gaan/ 
Vom Himmelhoch, Da 
Komm’Ich Her 


弦楽器及び管楽器を大胆に取り入れ、変拍子を多用した演奏を展開する 
チェン パー. ロック。その創始者とも言うべき存在であり、また、ベルギー 
の 生んだ最大のブログレッシヴ • ロック•グ ルー プであるユニヴェル•ゼ 
口の 4 th 。 そのサウンドは音楽的により昇華されており、従来の暗く重々 
しいものからやや軽快なものへと若干変化している。ドラムス、クラリネ 
ット、サックス、チェロ、ベース、ピアノ等による演奏は極めてテクニカ 
ルであり、絶妙のアンサンブルを誇っている。収録された5曲はいずれも 
ダニエル.デニスの 作品であり高い完成度を示している。チェン バー •口 
ックの頂点を窮めた名作である。本作発表後、2年以上に渡って、沈黙を 
続けているが、突如、新作が発表される可能性もある。 （賀） 


フォーカスのリーダー格であるタイス•ヴァン.レールはフォーカス活 
動と共にシリアス•ミュージック畑でも多才な活動をしていて、それはフ 
ォーカス解散後も続いており、現在ではシリアス*ミュージックに専念し 
ているようである。これらの諸作品としては INTROSPECTION 連作か比較 
的有名だが、これらは多少ムード音楽的なものである。本アルバムは純粋 
なシリアス.ミュージックとしての作品で彼のよき理解者であるロジャー 
• ヴァン.オッテルロー と共にバッハやプレトリウスの作品を扱っている0 
タイスはフルートにのみ専念していてその才能も仲々のものである。彼の 
もう一つの側面をかいま見ることのできる愛すべきクリスマス曲集である。 
マザー.フォーカスと前後して76年に製作された。 （山） 


(Spain) 
daluza 



1978 年 


B: Arco Iris 
Andaluza 
Lamentos 


ジャンルを問わずスペインには優れたギターリストが多い。やはり、 f 云 
統上、ギターリストを志す人々の底辺が広いためであろう。本アルバムで 
デビューしたトマス. ヴヱガもスハ • ニッシュ.ロッ クを代表するギターリ 
ストの一人である。ここで聴くことのできる彼の演奏はフラメンコ、クラ 
シック、ジャズ、ロックの各要素の混和したものであるが、中でもフラメ 
ンコ的 フレーズを 多く用いたアコースティック.ギターによる演奏は白眉 
の出来と言える。ベース、ドラ ムス、、 キーボードの各プレーヤーはバックに 
徹し安定したサポートを行っている。メロディアスかつ叙情的な曲が多く 
スペインのギターリストのソロとしてはロック色の濃い内容と言える。翌 
年、 2 nd 「 Jar a | を発表、よりジャズイーな音作りがされている。 （賀） 



DANIEL VEGA (Spain) 

La Noche Que Precede A 
La Batalla 

MOVIE PLAY S - 32840 m _ 1976 年 


B: Tierra Minera 
Esperando Al Sol 
CantSbrico ( I El Vue: 
Del Albatros II El A ， 


ntilado) 

Madre Asturias 


A: La Noche Que Precede 
A La Batalla 

Jinete 

Alma Gemala 
Hacia La Eternidad 
Compafleros 

し ludad Luminosa 
El Sol Cruza Todas Las 
Fronteras 

高い芸術性の感じられるダニエル.ヴェガの本アルバムは、スパニッシ 
ュ.ロックの中でも出色の出来である。ペドロ.ペレスの美しいフルート 
はこのアルバムをより良いものにし、ルイス•メンドの音色の変わったエ 
レクトリック.ギターはダニエル.ヴヱガの表現力豊かなヴォ ーカ ルとう 
まく調和している。ミグエル.サンスのエレピもいい音を出している。ま 
た、ファン•カルロス•メドラーノのスパニッシュ • ギターは美しく激し 
く宙を舞い、いやが上にこのアルバムを盛り上げる。そしてラファエル- 
ペレスのエフュクト処理もうまく手助けしている。とても美しいモザイク 
のジャケットをそのまま音にした民族音楽の香りがするフラメンコ•ロッ 
クである。国内発売が望まれる一枚。 （青） 


EURDPEAf^ 































SWEDEN 

NORWAY 

FINLAND 

DENMARK 



北欧のロックとぃうと M 初％ら q 食わ十嫌ぃか，. : 
£% くの片にそのむ Vi : を忘れてしまったか、どちらか 
の人がほとんど七以うが、それは.まだまだ人拟に M す 
る，そもそもレコードとぃうものは為 r とぃう总 
味を朴ち、"度.制作されれば時に関係なくステレオ鈦 
权がある限り何度でも取り出し聴く如の出束'る物体な 
のである...だから旅:であろうとぃつ何を聴ぃても n 山 
であるそこでもう一度北欧 ロック の魅力を肖点検し 

________議關_讓1議1_画議::1::1 

まず北欧のアーティストの特徴は，他のヨーロッパ 
に比べてテクニックの水妒が大變に商ぃとぃう弁 
があるこれはやはり北欧特心•の職人ノ xi ? I が影涔して 
いると!丄 ( う次に、ジャズっぽさとクールさを持ち、 

乂：' .:バこ义川た.：か.，こ良ぃとぃう‘|5しバ遂ヨーロッ 

パ的とぃうよりむしろアメリカ的な郃分を持ち、特與 
な而を持つ、、つまり 6 Q 年代ぶころ70屯代初期のアメリ 

力のシカゴ、ライ.トハウス等のブラス、，# 
ラ ジル A ' ■'楽の影麫が強ぃし特にスウヱーデンではへ 
プ》スタ.'一-ズ、レ ー ン及 y —ぐキングス、シャムドッ 
クス、スヴン♦インクヴ ブース、 スプートニクス等は 
ビートルズを抑える祝の人％のある地 x のビート. 
111ンが埒体となった。 

また v クラシックに n を転じてみよう.北欧には 
フィンランドの大作曲家であるシべリウスの他に、ス 
ウデンにはフランツ.ベルヴァルド（1796〜1868)、 
ペーテル yv . ベルケル(1867-1942),そ L てフー 
ゴ.アルヴェーン （1872 〜19恥）が、デンマークには 
ニールス. ゲーゼ'(1817〜189 0) そして有名な力ール. 
ニールセン(1865-1931) > ヴァイセ、クラウ、前者は 
U 1 JK 後//は ㈤ 说的作曲家、ハートマン、ギャーゼ、 
肉'/ t ルロマント.義的作曲家である《 ノルウ丈一には御 
承知のようにグリークとぃう大作曲家が#在する.: ； 乂、 
北欧は比族作楽の f ム統が、 M も保たれてぃる U 也柄で 
ある,： 

气然これらの疗楽のロックへの影響も無視出来なぃ. 
これら nwo 汽浆的伝統こそが、ロック♦オブ•スカ 
ンジナヴィアの無 W 籍化を防ぎ、他の馘には見られな 
ぃユニーク で風変わりな審洲気を V - えてぃるからであ 
る，英 W の、ラッ： ドの影響の比ではなぃ,. 

70年代に人ってからは、肖馘の民族痃楽、フリー • 
ジャズ、その他ポップ等様々なプログレッシヴなグ 
ループが多く出現した t I 、ずれも多かれ少なかれジ+; . 
ズの影 W を受け、クラシカルでシンフォニックな要素 
は少ない,. 


80年•代の北欧、ンーンは、ニューウ x — ヴやへヴィー， 

乂タル*-パノドの活锻が人変に H 、‘/'.ち、 苋 {_ にひけを 
取らず汽通の口、、メタ•ファンにさえ注1、!を浴びている v 
だが、ソ連の去スクワにさえ、テクノ、へヴィメタ、. 
プ p グレの様々なバンドが3,000ほどもある現在、ど 
この種であろうと漉もが好きなロックを想い思いに出 
来ている状況は大変に涔ばしい贺 である,. 

北欧ロックの黄金時代、60年代後荠から70年代曲 1'. 
の名作群は、一稀独特の伊:界を今もあせる私なく保っ 
ている，聴く侧の感性によって、父に人るか父に人ら 
な t 、かがは っきり分かれると思うが、一歩その伊:界に 
人り込むと容易には脱け出せなくなるであろう、 

私 n 身は決して北欧ロックしか聴かないのでもない 
: しスカンジナヴィァ政府観光ぬのまわし者？でもない 
が、北欧ロックは“旅行”好きな人に受けるような/ x ( 
がする：何度か芮いたが、北欧の自然は H 本人のよう 
に狭い w I 〔にひしめき合って暮らしているうちに忘れ 
上ったものを取り汉させる効果があるのだ。 Kj 分の部 .： s 
M からの眺めが、森と湖、 n ?:, 内夜でなくとも、北 
欧ロッタはその代行品の役を果たしてくれる„ w なが 
らにして、+リゾート地に来た％分を味あわせてくれる 
例えばボーハソ'ノンなら放浪の気分、メイド • イン， 
スウへ-- デンゾなら広大な湖をモー ターボー トで飛ばす 
ような爽快な気分を味わえる，それならまるで避萬地 
で遊んで v 、るようではないか、と; i われるだろうが令 
くその通りだ。それはベネチアの ル* オル メ を聽いた 
際、頌に浮かぶのは古いどっしりした建築物、レォナ 
ルドやミケラン:ジ X ゃの絵画のように西洋の伝統的な 
ものであるのと対照的だ，北欧ロックには、むしろ西 
作 to なものから脱却した姿を结て取る餐が出来るのだ、,: 
新しいのだ、 

良い唞ばか.り，いたが、此欧《ックの短所？として、 
ヴォーカルなしの作品が多ぐ、义やや冷たく淡々とし 
ている点があげられるかもしれないが、一枚一枚の作 
りがていねいで、菏の処理いわば録荇技術の水幣が尚 
く、ジャケットのデザインも良く、 ™ 種の完全 t 義的 
な態度は高く評価出来る, ； 荇空間の広がり V にかけて 
はジャズ （ ECM 等） に劣らない s これは木3に特嚯 
すべき事だ、 

餃後に.日々がつまらなく、マンネリになったよう 
な気のする人、だまされたと思って北欧ロックを聴い 
てみて欲しい，ある程度までの新鮮な驚きは約炎出来 
ると思う.、絶対! 植村美穂子 







ウィグワムはフィンランドの最も有名なグループで、 
H 本でも一時「 10 CC とイェスをたして2で割ったよ 
うなサウンド」と紹介され話題を呼んだ。彼等のデ 
ビューはかなり古く 68年である。一作 H は69年に出さ 
れた “Hard’n Horney” 、 このアルバムはこの時代に 
してはサイケデリックの要素のないわりと純粋なジャ 
ズ.ロックではあるが、ユッカ.グスタフ ソ ンの才.ル 
ガンと、このアルバムにしか参加していないニカモと 
いうギター奏者が中心となった実に見事な作品である。 
また、このアルバムではフィンランド語の歌詞が聴け、 
それが氷のようなサウンドとマッチし、独特な世界を 
作り出している。続く一.作目、70年に発表された 
“Tombstone Valentine” では、じつに磨ぎ澄まされ 
た演奏をしていたニカモが脱退して、その代わりに夕 
サヴァラン.ブレジデントのユッカ.トローネンが参 
加している。又、ペッカ.ポーョラは一作目には参加 
しておらず、彼はこのアルバムから正式なウィダ ワム 
のメンバーとなったようだ。（一作目のベースは マッ 
ツ • ハルデン） このアルバムはややポップ調ではある 
が、ファーストで見られた北欧らしいのびのびとした 
自由なインプロヴィゼーションと、格調の高い重壮な 
音空間を保っている。続く三作目 “Fairy Port” は 71 
年の2枚組超大作で、やはりユッカ.トローネンが付 
き合っている。このアルバムでは二作目よりポップな 
出来であるが、聴きごたえ十分である。次に三年の沈 
黙の後に発表された “Being” は、ウィグワムの集大 
成と言えるトータルな作品で、ウィダ ワムの 音楽を知 
るにはこの一枚をお推めする。次の五作目は二枚組の 
ライヴアルバム “Twilight Zone” （75 年）で、これは録 
音がヘルシンキのクラブ “Tavastia” であり、地元の 
彼等の人気を伝える物である。ここでは、ビートルズ 
のナンバーや、アメリカのブルースの名曲等も彼等流 
のアレンジで演奏されており、ヴァラェティーに富み 
興味深い。 

そして、次の “Dead at the Nuclear Night Club” か 
ら大幅にメンバーが変わる。これは承知の通りヴァー 
ジン. レーベルから 発売された再デビュー盤であり、 


もちろん U 本でもも•名になった。 ペッカ -ポーョラと 
ユッカ . グスタフソンが脱退し、代わりにギターの 
ペッカ.レチャルト（彼は “ Being ” から参加）ベー 
スは タサヴ アラン. プレジデントのマンス.グランド 
ストロームが加人している。このアルバムは、平凡な 
プログレ+ポップに終始している。次のアルバムは 
“ Lucky Golden Stripes & Starpose " (76 年）で、この 
アルバムからは同じ フィ ンランドのブラス. ロック . 
バンド、ペペ&パラダイスの キーボー ド 奏者へ ズー. 
ハイタネンが加入している c この後ウィダワムは 
“ Dark Album ”（77 年 ） “Rumours on rebound " 
(79 年）と発表し解散した。約10年の間に9枚のアルバ 
ムが発表されたことになる。 

次にメンバーのソロ . アルバムについて。 

ペッカ.ポーョラは、72年にソロ ー作目である 
“Pihkasilma Kaarnakorva ” を発表した。これは、 
ユッカ•グスタフソンも参加している傑作である。次 
に “Harakka Bialoipokku ” (75 年)これも大変良い出来 
である。次の “ Mathematician’s Air Display ” は、マ 

イクとサリー.オールドフィールド、ゴングのピエー 
ル.モエルレンとタサバラン.ブレジデントのヴヱサ • 
アルトーネンという二人のドラマー、そしてメイド. 
イン•スウェーデンのゲオルグまで参加している。こ 
の作品は日本でも発表されたがペッカというよりマイ 
クの作品と呼べる物である。次の “ Visitation ” は80 
年の作だが、まさにロック版シベリウスと呼ぶべき交 
響楽的な秀れた作品である。他に、ヴォーカリストのジ 
ム•ペンブロークは、 7 2年に一作目“ホット.サムズ 
•オリレイ” 77年に “Corporal Cauliflowers Mental 
Functin ”（ LRLP 214) 等計二枚のソロ.アルバムを発 
表している。バックにはマッツ.ハルデンその他ウィ 
グワムやタサバランのメンバーが参加し、ビートルズ 
調のポップな曲をやっている。キーボード奏者である 
ユッカ•グスタフソンも、77年に “The Alone 
Together Orchestra ” 及び “ Valonvuoksi ”（79 年）を発 
表している。これ等のアルバムも、ペッカのソロに劣 
らない作品である。これ以外にも、特にソロ.アルバ 
ムではないが、78年の “The Group” 75年の “Uni 
Sono ” と、ウィダワムのメンバーが参加しているジャ 
ズ•セッション.アルバムがある。また、メイド•イ 
ン•スウヱーデンの再結成アルバムにペッカ.ポーョ 
ラが参加したり、タサバラン•プレジデントの四作目 
でジム•ペンブロークが作詞、作曲に協力したり、グ 
ループ以外の場での活動も多い。 

その後はペッカは彼のグループで活動している。 
ウィダヮムの長い歴史は今も色あせる事のない、北欧 
でも比較的ジャズ色の少ないプログレッシヴなバンド 
の歴史である。 植村美穂子 
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BO HANSSON 


スカンディナヴィアン •プログレ ッシ ヴを代表する 
グループ達。 例えば サムラ.ママス•マンナ，ケ ブネ 
カイ七、ラルフ•ランゼン，メイド.イン•スウェー 
デンサヴェイジ.ローズ，シークレット•オイス 
ター，カイパ，ボ•ハンソン，ウィグワム 等は アルバ 
ムも 多数出しており、ある程度海外に も 名を馳せた グ 
ループ達といえるのではあるまいか。これらの中で、 
ある程度 アルバムが 入手町能でかつ北欧らしさを感じ 
させる アーティスト として ボ•ハンソンを 紹介しよう。 
ボ.ハンソンは 実に長い活動を続ける アーティスト 
(キーボード 奏者）で60年代中期頃から活動を始動し、 

現在でもニュー.アルバムをリリースしている。フロ 
グレッシヴ畑のアーティストとしては恐ろしく息の長 
いアーティストである。彼のファ—スト•アルバムは 
ドラマーであるヤン.カールソンとのデュオ.アルパ 
ムとして67年にリリースされている。以後3年に渡り、 
ハンソン&カールソン名義で REX (68 年 ）， MAN AT 
THE MOON (69 年）と3枚の作品をポリドール•レー 
ベルに発表している。ここでのボ.ハンソンはジャズ. 
オルガンによるアドリブ.プレイを得意としており、 
フリ—キーなインプロプィゼイションも随所にちりば 
められている。完全に2人のデュオ形式をとっており、 
サイケデリックからの影響もうかがうことが出来、当 
時としては大変革新的なサウンドであったと想像でき 
る。しかしこれら3枚のアルバムから聴くことのでき 
るものは、以後のボ.ハンソンの作品群とはかなり異 
う種類のものである。尚、これら3枚の作品からのテイ 
クを集めて1枚物にした LP , GOLD が後にリリースさ 
れる。（現在ではこれらは極めて入手が困難である。） 
さて、事実上我々が想い描くハンソンの音楽が始ま 
る作品は5枚目の作品である LORD OF THE 
RINGS である。この作品は、かの童話作家トールキン 
の壮大なファンタジック作品「指輪物語」にインスパ 
イアーされた架空のサウンド.トラックスとでも呼べ 
る作品で、ハモンド.オルガンを基本とした幽幻な調 
ベで彼独特の桃源郷とでも言うべきスタイルを確立し 
たのである。この作品はオランダ，イギリス，アメリ 
力等でも発売され（英国のディストリビューターは力 
リスマである。）世界的に評価された。次に6枚目 
MAGICIAN’S HAT が73年リリースされる。この作品 
から、ケブネカイゼのメンバー（特にギタリストのケ 
二—. ハ カンソン）を迎えている。ジャケットの絵に 
象徴されるように、森の奥深くに住む老マジシャンの 
帽子から飛び出した妖精達がそこかしこに飛びかい、 
踊る様を描写した作品で、絵画的、夢幻的な唯一無比 
の境地である。以後、7枚目 ATTIC THOUGHTS , 

8枚目 EL-AHRAIRAH (MUSIC INSPIRED BY 
WATERSHIPDOWN ) と意欲的にアルバムをリリース 



していく。ところで、これら指輪物語以降 EL — A - 
HRAIRAH までの作品はそれぞれ細部のニュアンスは 
違うとしても、どれも甲乙付け難い高いヴ ォル テイジ 
を保っており、それらの作品群に通じていえることは、 
見事なまでに現実に背をむけた、いわば非現実的な 
ファンタジー. ワール ドの形成に最大の意志が投人さ 
れているということである。これらの作品を聴く時、 
我々の意識も現実を離れて、遠く冷たい北欧の森の中 
にある架空の桃源郷へとさまようことであろう。 

ボ•ハンソンの 音楽とは、70年代のプログレ ッシヴ. 

ロ ックの持っていた 一— 形態 —— すなわち ファン タ 
ジー•ロックと でもいうべき ジャン ルを代表するアー 
ティストであるといえよう。日常そのものである現実 
との戦い 一 あるいは逃避というものが時間軸の流れ 
の中でどれだけの持続を得られるのか というテー 

マが彼の思想の中には流れていたに違いない。した 
がって我々がこれらの作品群を聴く時、リスナーがこ 
の音をどのようにうけとめるかということは極めて重 
要な問題であるといえる。そこではリスナーの自己及 
び思想というものがためされていると言っても良いと 
思う。多くの ミュ ー ジシャン’ リスナ—達は、自身、 
現実、夢、理想という位置付けをあいまいにしてし 
まった為に無自覚に現実にあるいは時間におし流され 
てしまっている。自分の位置をさだめ、より良い方向 
に進んでいくこと。それが我々のすべきことである。 
尚、昨年 ボ • ハンソンの ニュー.アル ハム Alpha 
Ralpha Bouvard がリリースされている。（現時点では 
未聴） 山崎尚洋 




















S(Z)AMLA MAMMAS 
MANNA 


スウ JL — デン.サイレンス.レーベルが誇るサムラ. 
ママス•マナはウプサラ出身である。デビュー.アルバ 
ムは71年の “ Samla Mammas Manna ”（ SRS 460 4) で、こ 
れは多少ボー•ハンソンの初期か又は同じスウエーデ 
ンのプログレッシヴなグループ F asket Brinner に雰 
囲気が似ている。キーボード中心のプログレッシヴな 
演奏は、群を抜いて知性的にして理知的、エネルギー 
やパワーよりも頭脳的なブレイが得意なのだというこ 
とを感じさせた。米国のレジデンツの如く、あたかも 
学者がロックを演っているような感じだ。そして次の 
“ M ^ ltid ”（73 年）もフリージャズ的なインプロビ 
ゼーションとスウヱーデン•トラッドの味がうまく調 
和された見事な作品である。彼等は一時ヘンリー•力 
ウ主宰「ロック•イン•オポジション」のメンバー 
だったようだが、彼等はその中でも最も変わった存在 
だったに違いない。ここからは何故か追い出されてし 
まっている。ただヘンリー•カウの前座をつとめたこ 
ともある。 

続く 第三作目 “ Klossaknapitatet ” ( SRS 4627) は 74 年 
に発表。これも前作の延長線上にある作品。そして四 
作目 “Snorungarnas Symfoni ” ( MNW 70) は 77 年に出 
された、それまでのアルバムとは異なったシンフォ 
ニックなものである。これは Greg Fite Patriek のプロ 
デュースとオーケストラ•ア レンジを 得ている為だろ 
う。 ここでは ヴォーカルが不使用，全編 インスタルメ 
ンタルで 全四部構成である。第一部はキー ボー ド中心. 
第二部はジャズ、トラッド等様々な音楽の複合体、第 
三部は奇妙な曲展開と変則的なリズム、後半のキー 
ボード.ソロが聴き物。第四部はややオーソドッ クス 
な曲である。全体がジャズ風オーケストラと言える最 
高作であろう。 

五作目 “ Sehlagens mystik Z for aldrehybe 
gynnare " ( SRS 4640) は 78 年に発表されている。これは 
二枚組の集大成と言うべき作品で、ウィダワムなら 
Being と言ぅ所だ。 

A 面は第三作目までの路線、 B 面以降は第四作目の 
経験を生かし、変拍子をふんだんに取り入れた実験的 
で前衛的なものである。このアルバムでは、ギター奏 
者が コステ •ア ペトリ アから、 Eino Haapala に変わり 
グループ 名も何故か Zamla Mammas Manna に改めら 
れている。ここで、彼等は自分達のやりたい音楽をや 
り尽くしたかのように見えたが、それは違い 80 年にや 
はりサイ レンスから “ Familesprickor ”（ SRS 4662) を発 
表している。この作品では前作の路線で、圧倒的な高 
水準を持つ。ロックとは言え一つのアルバムの中にこ 
れ程多様な音楽形態の要素を持ち込むことに成功した 
バンドは他に居ないであろう。まさに融合のバンドで 


そしてこの作品の後バンドは解散し（というより分 
裂し ） Von Zamla へと移行する 。 Von Zamla は、ハッ 

セ.ブルニウソンとエイノ •ハーパラが、アルベール. 
マルクールのバック.バンドのメンバー2人と共に結 
成した。 このバンドの “ Zamlaranamma ” という作品 
も、やはり変拍子を多用、独特の トラッド 味を、持っ 
ている。 他に Von Zamla はも う一枚アルバムを出 して 


いる。 

この グループはサウンド もさることながら、社会批 
判をとり混ぜた歌詞の方にも注目したい。しかし歌詞 
カードがないアルバムが多く大変残念である。また彼 
等の場合はほとんどの北欧のグループに見られる、音 
楽と自己の思想、哲学を全く切り離し、音の中では自 
然風景の描写に力を入れたロック情景詩を作り上げる 
だけに停まっていないので、貴重な存在と言えるだろ 
う。 スウ x —デンには彼等の他に大変よく似た姿勢が 
感じられるグループとして、アルバムを17枚程度出し 
ている アルべーテ&フリティッ ド， ナショナル. 


ティーテ ルン，イス クラ，この イス クラとは何と レー 
ニンが 発表した非合法の新聞のことで、この新聞がそ 
のまま 彼等の ファースト .ア ルバムのジャケットに 使 


用されている。 



さて、メンバーのソロ.アルバムとしては、コステ. 
アぺトリアの 2 枚、 “ Nyspolat ” 及び “ Vanspel ” があ 
る。 77 年の “ Nyspolat ” は、コルネットのキーボード 

奏者， スティファン.ニールセン， メイ ド•イン•ス 
ウェーデンのギター 奏者 ゲオルデ.ワデニウスが ベー 
スで 参加している。サム ラ 的な要素の全くない ラテン. 
フュージョン 的な作品で、 コステ •アベトリアは実は 
スペイン人であることを十分に感じさせる。 

また Gregory Allan Fitz Patrick は、セカンド•ソロ 
として “Build Circus ” を発表している。 

サムラ •マ マス.マナは、 北欧でも珍しい位の ア 
ヴァンギャルドな姿勢を持ったグループであり、ある 
意味では北欧らしからぬ面をも持っているが、やはり 
どこの国にもインテリジヱンスとそれなりの余裕を 
持ったバンドは存在するものだと感じる。ドイツロッ 
クのような重厚で過激な要素は全くないのだが。 


ある。 


植村美穂子 
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デンマークのグルーブ、エイクは70年代に活躍したパンドでその間4枚 
のアルパムをリリースした。本作は71年にリリースされたセカンド•アル 
ハ•ムで、最もプログレッシヴな内容を持った作品である。前作同様、シア 
ター•ロックとしての形態を持ち、バレー団と共に劇場公開された作品で 
ある。見開きのグリーンに色どられたジャケットといいその演奏といい、 
プロコル.ハルムのセカンド.アルバムあたりからの影響の強い素晴らし 
い内容である。時としてカット.インするチヱンバロ、ハ•ロック的なハモ 
ンド、そして攻撃的なロック•ビート。70年代の熱い息吹を今に伝えてく 
れる好盤。その後、 BI 3 Som Altid , Pictures FromCyclus をリリースするが、 
演奏は洗練されてくる反面サウンドに腰がなくなってしまう。 （山） 


AKASHA はノルウェーを代表するシンフォニックロッカーズである。一時 
日本にもレギュラー入荷されたのでその存在を知っている ファン も 多い は 
ずだ。それ以前は''メロトロンが入っていてかなり良いらしい"との情報 
が飛びかっていたが、いざフタを開けてみると典型的なシンフォニックサ 
ウンドながら未だ成長途上という感じである。77年の作であるが、人によ 
っては ''西欧のシーンより5〜6年遅れた感じの音"と評する。全体的な 
スタイルとしては極くオーソドックスで、 ac ギターの爪弾きに背後を流れ 
るメロトロン' といった箇所で力を発揮するが、その後の成長如何ではよ 
り劇的な展開も期待できたはずだ。たった1枚のアルバムで消息知れずに 
なつてしまったのはちょっと残念。 （江） 



ALGAANAS TRADGARD (SWEDEN) 

Framtiden Ar Ett Svavande Skepp, 
Forankrat I Forntiden 


ANDREAS BRANDT 
MICHAEL JOHANSSON 
DENNIS LUNDH 
SEBASTIAN 0BER6 
DAN S 的 ERQUIST 
JAN TERNALD 



COSTE APETREA (Sweden) 

Nyspolat 

MNW81P m 77 

COSTE APETREA ： 6. 

STEFAN NILSSON ： KBO. 

AKE ERIKSSON ： DS. 

6E0R6E WDENIUS B. 

6REG FITZ PATRICK: SYN. 

CARIN KJELLMAH ： VO. 


後にジャズ•ロックが主流となった北欧にあっては異質の 1 枚。グルー 
プについては何一つ知られていないが、ジャケットに使用されたボッシュ 
の「快楽の園」と同じく、呪術的な内容の極めつけを1枚残した。様々な 
効果音、エレクトロニクス、民族楽器を駆使したトータル.アル パム。一 
聴すると初期ジャーマン.ロックのように混池としているが、実は計算の 
行きとどいた構成になっている上に、くすんだ弦楽器の音色を多用するこ 
とによって民族音楽に近いニュアンスをも加えている。 B -2 の「トリスタ 
ンの嘆き」を始めとして、何曲かは中世•ルネッサンス音楽に原曲がある 
と思われる。 （松） 


兀サムラ. マンマス.マンナの ギタリスト、 コス テ.アぺトレアの ソロ 
•アルパムである。 A 面4曲、 B 面5曲からなる小曲集。サムラ. マン マ 
ス •マンナからその剽铎さをとり除き、ラテン.フュージョン色を強めた 
といえばこの作品の音を理解してもらえるだろうか。サムラよりの曲、ラ 
テン色の濃いナンパ ー、 カン タベリ——例えばギルガメッシュあたり一を 
想わすナンバーとバラエティに富んだ仕上がりになっているが、聴きどこ 
ろはやはり コス テ.アぺトレアのギターを中心とした ソロ .アドリヴ •ノ、 • 
ートが万華鏡のように次々と織りなす音模様であろう。シンフォ ニック. 
ファンには多少ジャンル違いの感があるが、フレンチ、あるいは カン タべ 
リー.ジャズ •ロック 愛好家の方にはもってこいの好盤といえる。 （山） 



ARCHIMEDES BADKAR (Sweden) 

Badrock F^or Barn I Alla Aldrer 

MNW 53 廃 ’ 74 
TOMMY A00LFSS0N: TP. 

J0R6EN ADOLFSSON SAX.E. MANDOLIN 
PERTJERNBER6P.ORG. 

PETER R0NNBER6 ： EL-6. 

CHRISTERBJERNELIN0.6. 

MATTS HELLOVIST fi.B. 

KJELL ANDERSSON OS. 

PYSEN ERIKSSON ： PERC. 



ATLAS (SWEDEN) 

BIS Vardag 

BELLATRIX BLP-705 麻 

UFFE HEDLUND B. B. 

JANNE PERSS0N 6. PERC. 

MICKE PIONOTTI : DS. 

ERIK BJORN NIELSEN SYN.P. MTN. 0R6. 
BJORN £KB0M ： 0R6.P. MTN. SYN. 


ベネルクス諸国以北には、ジャズ、クラシック、ポップ等の音楽を音楽 
的に非常に高いヴォルテージの中で融合させた無名のグループがいくらも 
存在する。サムラ、スーパーシスター等に代表されるそれらの多くはブリ 
ティッシュ • グループがそれらを実践した時期とほぼ同時期に自らのスタ 
イルを築きあげていたのである。アルキメデス•パッカーもそんなグルー 
プの1つで、様々な音楽的スタイルが、プログレッシヴ.ロックというジ 
ャンルの中でごった煮的様相を呈し、知的に意図された良い意味でのアヴ 
ァンギャルド_ ロックの一形態を形成している。例えばカンタベリーの、 
エッグ、 ヘン リー.カウ、ハットフィールド等のグルーブが実践していた 
ものに共通点があろう。ブックレット付。 （山） 


ジャズロックが支配的な北欧のバンドにしては割と優等生的なプログレ 
を演っている。派手なキーボードプレイ等は控え都会的に洗練されたサウ 
ンドは若干パンチカに欠ける嫌いがあり評価が分れるところだが、透明感 
あふれる流れる様な音はユーロックファンの耳にも抵抗なく入ってこよう。 
軽やかなギターが主導権を取るケースが多い。しかし、殊更フュージョン 
系の音に傾倒する訳でもなく、バックを流れるピアノ、オルガンとも程良 
く調和が取れており、仲々心地良いサウンドは北欧の暗いイメージを払拭 
してくれる。トレッティオアリガ • クリゲットが剛"なら、このアトラ 
スは ''柔〃の方の代表格と言っても差し支えあるまい。 （江） 






















DICE (Sweden) 

same title 


MARILLA MALP-1033 7B 廃 

: ALEA LACTA EST 
ANNIKA 

THE UTOPIAN SUNTAN 
THE VENETIAN BARMIN 


: FOLLIES 
LABYRINTH 

AT THE GATE OF ENTERUDIVORE 
I’M ENTRUDIVORIAN 
YOU ARE? 

YOU ARE... 


DIMMORNAS-BRO (SWEDEN) 

m\ 

SILENCE SRS4653 79 充 

PETER BLOMXVIST:G. 

ADRi : OS. 

MATS J0NSTAM 6. 

KJELL THUNBER6B. 

STAFFAM HELLSTRAND KBO. 




スウヱーデン及びスカンディナヴィア諸国のここ数年の動向はいまだに 
よく解明されていない。カイパとこのダイスの発見により我々の関心が北 
へむかって行くのも無理からぬところだろう。このダイスなるグルーブの 
アルバムから聴くことのできるのは純粋なシンフォニック.スタイルのブ 
ログレッシヴ • サウンドである。そのスリリングで叙情的なサウンドもさ 
ることながら、人知れずにおそらく数百枚というわずかな量を自主製作し 
た態度、カラフルで超現実的なアルパム•カヴァー、シンフォニックをこ 
よなく愛するメンバー達が全身全霊を打ち込んで製作した姿が目に浮かぶ0 
商業べースというものを全く考えずに、信じる音楽の究極にむかってつき 
進んだ彼等の信念の伝わる極めて良質な作品である。 （山） 


ディモルナス•ブロは2枚のアルバム （1st : Dimmornas Bro SRS4643) を 
70年代の後半に残したスウヱーデンのシンフォニック.ロックである。ジェ 
ネシスからの影響を受けたグルーブで、北欧にはめずらしい純正のプ ログ 
レッシヴ•スタイル（ジャズの影響のない）を持っている。テクニック的 
には極、平均的であるが、オルガンを中心としたブレイはひたむきな姿勢 
が感じられ、好感が持てる。 2nd (本作）のほうが出来は良い。かなりシア 
トリカルな要素を持ってい、ヴォーカルが自国語の為解読できないが、こ 
のグループのサウンドを理解する上で重要であるように思う。独特の哀愁 
を持つた愛すべきグループ、それがディモルナス•ブロである。 （山） 


ALF EMIL EIK (Norway) 


THE GROUP (FINLAND) 


Joy & Breath of Eternity 


same title 


HAVERST 8 C -062-37377 79 M 


DIB IT LP1 廃 ’ 78 


ALF EMIL EIK - ds , b . g , kbd , perc . vo 
IRIS REUTZ - vo 
SVEND UNDSETH - sax , fl 
ANNE ENGH - vo 
JOHN ERIK HOLTAN - p 


VESA AALTONEN ： DS 
0111 AHVENLAHTI : KBD 
PEKKA POHJOLAB 
SEPPO TYNI : G. 

PRO ： THE GROUP & TOM VUORI 




マルチプレイヤーと呼ぶにふさわしい男、 Alf EmilEik が残したおそ 
らく唯一の LP と思われる。この手のレコードが陥り易い単調さがまった 
くないというわけではなく、ここぞという時に演奏自体が盛り上らず、も 
う一歩踏み越えたものがほしい。そういいながらも、ゆったりとしたメロ 
トロンをバックに女性スキ ヤツ トが聴こえる A ④は、北欧ならではの透明 


78年にウィグワムのべーシスト、ペッカ.ポージョラが中心となって結 
成された「ザ. グループ」 は本 LP— 枚をリリースして消えたジャズ•口 
ック.グループである。ペッカのソロ「マスマテ ィシャンズ • エアー ディ 
スプレイ」に近い曲、よりフュージョン色の強い曲とあるが、全体の印象 
としてはかなりフュージョン色の強いジャズ.ロックということができる 


感あふれる曲で気に入っている。同傾向の B ④も女性ヴォーカル、メロト 
ロンを加えた安らぎを感じさせる美しい小曲。そこで弾かれるピアノもセ 
ンスが良く、どうやら彼の本領はリズムを押し出したものよりも、これら 
の2曲のようにスローなタイプの曲にあるといえるだろう。また、モノク 
口の写真では分らないが、ジャケットの寒々とした空の色調が、なんとも 
美しい。 〔吉〕 


だろう。ドラマーはタサバラン•ブレジデンティを経た強者、他のメンバー 
達もセッション活動をしている強者達である。ペッカがウィグワムの音楽 
性を離れ、徐々にジャズ色を増していく移行期にあたる作品として興味深 
い一枚といえる。この後、ペッカはペッカ.ポーヨラグループを牢いてア 
ルバムを同レーへ^ルに録音することになる。 （山） 



JUKKA GUSTAVSON (FINLAND) 

Valonvuoksi 

KERBEROS KEL 的 4 廃 79 


JUKKA GUSTAVSON 
TIM FERCHEN 
PEKKA SUVANTO 
6UNNAR LAUSUND 
PANU ANTERE 
PENTTI MIKKONEN 
SEPPO RISTOLAINER 
RISTO FREDRIKSSON 



BO HANSSON (Sweden) 

Magician’s Hat 


EMI 5C054-95109 廃 73 
BO HANSSON ： 0R6.6. B.SYN. MTN. 
RUNE CARLSSON: DS. 

KENNY HAKANSSON EL-6. 
R0FTSCHERRER ： AC-6. 

6UNNAR BERGSTEN FL. SAX 
STEN BER6MAN FL. 

BOBO STENSSON ： EL-P. 

OWE 6USTAVSS0N B 
PELLE EKMAN ： DS. 

GORAN FREESE SAX 


ウィグワムのキーボード奏者として知られるユッカ.グスタフソンのソ 
口 . アルバム。ラヴ.レーベルからリリースされている同傾向のもう 一枚 
のソロ.アルバム 「Alone Together Orchestra (LRLP194)」 からもうかがえる 
ように、ソロではロック的な要素から離れて、幾分、初期のマイク•オー 
ルドフィールドに似た、どちらかと言えば硬派のサウンドを展開している。 
彼の演奏するキーボードにはエレクトロニクス志向も感じられるが、全体 
としては淡々としたもので、これにオーボエやチヱロを加えて、ゆったり 
とした流れをつくり出している。このアルバムは裏ジャケットと内容のこ 
とを思うと、バレエの為の作品として書かれたものかもしれない。（松） 


ボ.ハンソンの6 枚 目のアルバム。 （1 : M0NUMENT,2 : REX3 : MANATTVE 
MOOK 4: GOLD, 5: LOFD OF TVE RINGS, 7: ATTIC THOUGHTS, 8: MU9C INSPIRED 
BY WATERSHP DOWN) 5th 〜 8th までの作品はどれも北欧のエッセンスを加 
えた夢幻的サウンドであり、甲乙つけ難いヴォルテージを保ってい.るが、 
その中から 本 作を一 枚代表 させてここに紹介しておく。ヶブネカイゼのメ 
ンバーをバックに従え、多少民族色を加えさせたキーボード（オルガン） 

を中心にしたブログレッシヴ.ロックであり' 現実とは何の交渉ももたな 
い、世界の中にくくりつけられたファンタジー.ワールドの表現に徹する 
ボ.ハンソンの姿勢は正に70年代のブログレッシヴ.ロックの持っていた 
大切な核の一つであると確信する。 （山） 




174—175 























SWEDEN 

NORWAY 

FINLAND 

DENMARK 


HANSSON OCH KARLSSON (Sweden) 

Rex 

POLYDOR LPHM46 264 廃 ’ BB 

BO mtm ： 0R6. 

JAR CARLSSOK DS. 

PRO ： BILL OHRSTROM 



ANDERS HELMERSON (Sweden) 

End Of Illusion 


SKIV B0LA6ET TMC 800182 廃 
AIDERS HERMES SON-KBD HELMCRSOI 
KRISTER WIKINBSON-DS 
PER JOHNSON-DS 
PER BERGLUND- DS 
MATS E_6LliD -B 
STEI FORSiAN-E-G 
LAIS AKERL 明 D -A-G 
MTSBLEM6MD-VLI 
MOEIS JOHMSSOI- TMHOURA 


現在までに 10 枚（初期べスト盤 GOLD を含む）のアルバムをリリースして 
尚、活動中のボ•ハンソン。 4 th 以降はケブネカイゼとのコラボレイション 
が知られているが、実はスウヱーデン•ポリドールに67年から69年の間に 
3枚のアルバムを KARLSSON (ドラマー）とのデュオという形でリリースし 
ていた。本作品はそのうち 2 nd にあたるもので、ライヴ•ヴァージョンを 
含む A 面3曲、 B 面1曲から成る。ハモンド.オルガンとドラムスのデュ 
オ • アルバムで、多少サイケデリックの影響下にあるキーボード.ロック 
である。ナイスあたりとの共通点もある暴力的な部分も感じられ、ファン 
タジー.ワール ドを表現する 4 th 以降とは多少趣が異なっている。68年と 
いう時期を考えると先銳的プログレッシヴな内容である。 （山） 


アンデルス. ヘルメル ソンのリリースしたおそらく唯一のアルバムと思 
われる作品 「End Oflllusion 」 は80#代以降ににわかに脚光をあびている 
スカンディナヴィアのシンフォニック • ロックの中でも高水準の完成度を 
誇る一枚である。サウンドとしては一時のエマーソン.レイク.アンド. 
パーマーを 多少なりとも意識した音で、テクニカルな キー ボードのソロを 
全面におし出した、力強いシンフォニック•サウンドである。リズムは特 
に凝ったことをしてはいないが、スリリングなアドリヴ • プレイは特筆に 
値するものである。曲によってヴァイオリンやギターが加わるが、基本編 
成はキーボード主体のトリオである。スカンディナヴィアは発見される作 
品の水準が高いので、今後め研究か雙まれるところだ。 （今） 



枚^ 


IRON DUKE (Norway) 

Gammel Dansk 

SUN _C SLP 496 77 麻 

HANS RESEN - a . b 
HENNING PEDERSEN - kbd 
CLAUS SARUP - ds 
SOREN GULDBERG - kbd 



KAIPA (SWEDEN) 

same title 

DECCA SKL 5221 廃 75 

IRGEMAR BER6NMI .V0. DS. 
HANS LUNDIN KBD 
ROUE ST0LT ： (l. 

TOMAS ERIKSSON ： B. 


地図をあしらったジャケットといえば Triumvirat の “Mediterranean 
Tales ” がまず思い浮ぶ。このレコードも古地図をジャケットに使ってお 
り、ロマンをかきたててくれる。ウラジャケのメンバー 4 人の写真からも 
期待を抱かせる。ところが、内容はダブル•キーボードの割には音が軽 
く 4 分以下の小曲がほとんどで、期待はずれ。北欧独特の節まわしのため、 
重厚で劇的なところは望めないにしろ、技術的には及第点はつけられるの 
で、聴いても損はない。キーボードがメインとあって、 EL & P の影響 
が感じられ、オリジナリティも今ひとつ。さらにもう1枚レコードを発表 
しているらしい。北欧のグループが解明されるのはまだ先のことかもしれ 
ない。なにせ、北欧の マニアの 間でさえこのグループを知っている人は少 
ないという。 〔吉〕 


KAIPA 

Inget Nytt Under Solen 

DECCA SKL-5260 m. 76 

IN6EMAR BE 明 MM: DS. VO. 

TOMAS ERIKSSON ： B. 

HANS LUNDIN ： KID. 

ROIK ST0LT ： 8. 

PRO ： KAIPA & TOMAS ERIKSON 


75 年にリリースされたカイ パの ファースト•アルバムである。 この 時期 
にアルバム未収録のシングルもリリースされている。4人のメンバーによ 
って結成され、セカンド.アルバムまでは同じメンバーによってリリース 
された。彼等の作風はすでに本作によって完成され、多少荒削りな部分も 
あるが、美しいシンフォニック • ロックを演奏している。彼等のサウンド 
は、いわゆるキャメルやジヱネシスあたりからの影響のある甘美なギター 
と キーボー ド群の織り成すものであるが、他のヨーロ ッパの グループ達と 
—線を固す曲構成の巧みさ、演奏力、センスを持っている。カイパは82年 
までに5枚のアルバムをリリースしているが、4枚目以降はメンバーも変 
わり、ニューウェイヴ的なものに転化されてしまろた。 （山） 


KAIPA 

Solo 

DECCA SKL 5293 廃 ’711 

INGEMAR BER6MiUI ： DS. 

MATS LIR0BER6 I. TAURUS. 

HAMS LUND! N ： KBD. 

MATS L0F6REI V0. 
MKST«.T ： I.ETC. 

PRO ： OLLE MINI t EU6EI PETIEI 




日本に突然紹介され、以後そのサウンドの素晴らしさから人気を呼んで 
いるカイハ％ファーストからサードまではどれも甲乙つけ難いシン フォニ 
ック•サウンドを誇っている。本作はセカンド•アルバムで、キャメル. 
ジェネシス.タイプの完成度の高い仕上がりをみせている。グルーブはサ 
-ド以降も (lender (，80 )、 Nattdjurstid (82) とアルバムをリリースしているが 
ギタリストの ロ イネ.ストルト及び、 ヴォーカ リストのインゲマル.ベル 
イマンも脱退してしまい、ニューウェイヴ的なものに変化してしまい、我 
々の興味をひくものではなくなってしまっている。尚、ストルト、ベルイ 
マン、 ハンス.ルンデイン（キーボード）はそれぞれ ソロ •アルバムを制 
作している。 （今） 


カイパ 3 枚目のアルパムにして、最後の輝きを誇る作品。タイトルは S - 
〇1〇 となっているが、別にソロ • アルパムではなく、グループとしての作品 
である。前作のメンハ•一より、ベーシストのトマス.エリクソンが脱退し 
代わりに マッツ •リンドベルグ（ベース）と マッツ . リュフ レン （ヴォー 
カル）が加入し、 5 人編成になっている。初期 3 枚の中ではサウンド的に 
は最も洗練された作品で、ハンス.ルンディンはメロトロン、クラヴィネ 
ット、ハモンド、シンセ等実にバラエティに富んだキーボード群を使用し 
ている。この後グルーブはニュー ウヱ イヴ的な 4、5 枚目をリリース。む 
しろカイパの作風はギタリストのソロ「ファンタジア j へと移行して行く 
のである。 （山） 



alo e g 
























KALEVALA ORCHESTRA (Finland) 

Abraham’s Blue Refrain 

CRYPTO Z*L 6449 廃 ， 77 

LIDO SPOKEN ： 6. 

LIMOUSINE LEPPMEN. VO. PERC. 

ARI VMHTERA ： B. 

BEAVER AITTO DS. 

HESSU HIEKKALA ： LONG CHINESE HORN 
PRO ： TOMMI HUH ALA & KALEVALA ORCHESTRA 


カレワラ.才ーケストラは仏クリブト.レーベルでディストリビュート 
されて名を知られるようになったフィンランドのグループである。 A 面4 
曲、 B 面5曲の小曲から成るアルバムだが、その美しい青で統一されたジ 
ャケットとグルーブ名から音を想像している方々には多少とまどいを感じ 
させる内容である。ヴォーカルを中心としたロック.グループで摩可不思 
議な味も持ってはいるが、そのポップで力強いサウンドはプログレッシヴ 
•ロックの境界ぎりぎりのところに位置しており、当時流行りつつあった 
ニュー•ウヱイヴ=ポッブスの感覚をいち早く身につけたパンドというこ 
とができそうだ。唯一 V )アルバムと思われる。 （山） 



KEBNEKAJSE (Sweden) 

Resa Mot Okant Mai 

SILENCE SRS 4605 71 廃 
KENNY HAKANSSON - g 

GUNNAR ANDERSSON - LAGER BERG - bs 

TOMAS METGLER - b PELLE LINDSTROM - pe 

MATS GLENGAND - mandlin IN GEMAR BOCKER - b 

BAK HASSAN - congas, etc 
PELLE EK MAN - ds 
GORAN - 

スウェーデンの代表的プログレッシヴ • グループであるケヴネカイゼの 
ファースト.アルパム。ケヴネカイゼとはスウェーデンで一番高い山の名 
前である。彼等は二作目から急に違った現代らしからぬ時代錯誤的な民族 
音楽に転身してしまうので、むしろスウェーデンらしい鋭さと透明ではあ 
るが多少.ドロドロしたエネルギッシユなパワーを感じる為にはこの作品以 
外に適しているものを知らない。ハード.ロックとしては同じく優れた三 
人組ノヴェンパーを上回り、すさまじさとしてはメイド•イン.スウェー 
デンの秀作二作目と肩を並べるものである。スピード感に満ちたハード. 
ロックと多少のトラッド感覚を加味した絶妙な演奏は、二作目以降全く消 
え去ってしまい本当に残念である。ジャズ色は全くない。 〔植〕 




KEBNEKAISE (Sweden) 

same title 

SILENCE SRS4618 廃 ’ 73 


KEMT HAKANSSON ： 6. 
mm ANDERSSON 
TOMAS NET6LER 
MATS 6LEN6AND 
BAK HASSAN 
PELLE EKMAR 
GORAN LA6ERBERG 
PELLE LINDSTROM 
IN6EMAR BOCKER 



KEBNEKAISE 

III 


SILENCE SRS 4629 廃 ’ 75 

IN6EMAR BOCKER ： 6. 

RELLE EXMAN ： DS. 

MATS 6LENNGARDB. MMDUN. 
BAH HASSAN ： C0N6AS. tTC. 

KENNY HAKANSSON ： 6. 

GORAN LA6ERBER6 : BASS. 

PELLE LINDSTRORN ： PERC. 
THOMAS NETZLER ： B. 


ボ•ハンソンのパック.パンドとしても知られるケブネカイゼ。本作は 
多少なりともハード•ロックの影響を感じさせる 「Resa Mot Okant Mai (9 L - 
ENCE SRS 4605) j に続くセカンド.アルパムである。前作とは音の傾向が 
若干異なっており、彼らの持つトラッド的要素が巧みに取り入れられたメ 
ロディアスな作品に仕上っている。アフロ •パーカッションが印象的なリ 
ズム•セクションをハ•ックに、トラッド色の濃いバイオリンとよりロック 
的なギターがソロを取るという展開が中心になっている。本作以後、同系 
統の 「III (同 SRS 4624)、 アフロ 色の強い 「 Ljus Fran Afrika (同 SRS 4636)」 、 「 E - 
lefanten (同 SRS 4642)」 、ポップな 「 Vidrar Vidare ( MERCURY 6363015)」を発表し 
てグループは解散する。 （賀） 


ボ.ハンソンのバック•バンドとしても著名なケブネカイゼは、ケニー 
. ハカンソンを中心としたトラディッショナル.ブログレッシヴ • グルー 
プで71年から78年まで6枚のアルバムを残している。 1st はサイケデリッ 
ク色の多少ある暗いイメージのアルパムで、 2 nd 及び本 3 rd アルバムあた 
りで彼等のスタイルは確立された。ボ•ハンソンにも通じる、北欧の風景 
を想わす素朴な曲は独特の哀愁を感じさせるもので、確固としたオリジナ 
リティを感じさせる。 4 th になるとアフリカ民謡を取り入れたもの。続く 
5 th は、ケブネカイゼの音楽性が一つの完結をみた作品で非常に洗練され 
ている。人によってはこちらを最高作とする人もいるのではなかろうか。 
6 th ではポップな部分が増している。 （山） 



KERRS PINK(Finland) 

same title 

PITTITTSKIVER POT 02 BO 廃 

TROND B0HN-6 
JOSTEIN HANSEN-B 
HALVARO HAU6ERUD-V0 
TOSE JOHANSEN-6 
HARALDLYTOMT-G.FL TORE 
TER JE SOUS -DS 

PRO-SVEIN R0NNIN6 & KERRS PINK 


RALPH LUNDSTEN(swEDtN) 

Nordisk Natursymfon N.2 
Johannes Och Huldran Op.99 

EMI 4E 061-35200 75 
RALPH LUNDSTEN ： ALL INSTRUMENTS 





フイ ンランドのシン フォ ニック.グルーブ、 ケ ルス.ピンクである。彼 
等は2枚のアルバムを80年と81年に残しており、これは ファー スト•アル 
バムである。（セカンド ： Mellom Oss - pot 03) これら2枚の作品はどちら 
も同水準の ヴォルテ イジを持っている。1曲目に針をおろすと、まるで日 
本の歌謡曲のカラオケのような軽いインスト*ナンバーが始まり愕然とす 
るが、この曲は2分40秒であるのでガマンしてほしい。以後はスティーヴ 
• ハケッ トの弾くような12弦ギターの調べに フルー トが舞い、時に力強く、 
時にナイーヴに叙情的なナンバーを演奏している。カイパやダイスなどと 
較べるとさすがに遜色があるが、ひたむきな情熱を感じさす好シン フォニ 
ック作品である。全10曲それぞれのイメージをイラストにしたブックレツ 


20枚以上のアルパムをリリースし続け、現在も尚、活動中とおもわれる 
スウヱーデンのシンセサイザー奏者（現代音楽家という説もあるが…）、ラ 
ルフ. ラン ゼン15枚目の作品で10枚目 Nordic Nature Symfoni の続編である。 
自らのスタジオ、アンドロメダで制作され「ヨハンと森の妖精」と.いうグ 
ルタフ.サングレンの小説から受けた印象を作品化したものである。メン 
デルスゾーン、ワグナーの曲がパロディとして使用され、シンセによって 
トリッキーな演奏をくり広げている。この作品はバレーのバック.ミュー 
.ジックとしても使用されたらしい。現代音楽家ではなくて、ドラッグの好 
きなロック.シンセサイザー奏者として聴くと納得がいくであろう。カヴ 
ァーは見開きで音をあらわした美しいものである。 （山） 
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MADE IN SWEDEN (Sweden) 

same title 

SONET SLP-71 廃 ’ B8 

GEORGE WADENIUS G. VO. 

BO HAGGSTROM ： B. 

TOMMY B0H6ND0 DS. 

PR0 6UNNAR BERGSTROM 


MADE IN SWEDEN 

Snakes In A Hole 

SCNET SLP 2504 ， 69 廃 

GEORGE WADENIUS - gui. vo 
BO HAGGSTROM - bass 
TOMMY BORGUDD _ ds 
Pro:GUNNAR BERGSTROM 




スウヱーデン.ロック最初期のグループ。その名もずばりメイド•イン 
. スウヱーデン。彼らはウヱス • モンゴメリーから影響を受けたジャズを 
母体にして彼等のオリジナリティを追求していったグルーブである。68年 
といえば、プログレッシヴ誕生以前であり、ここに聴けるサウンドも完全 
にジャズのフィールドの作品としてのもので、ビートルズの曲をとり上げ 
たりボップな処理をしたりと実験的なことを行なっているがそれが未だ明 
確な方向性を持っているわけではない。ある意味では初期のウィグワム的 
な作品ともいえるのであろうが、散漫な印象をぬぐいさることはできない 
ようである。70年以前のスウヱーデン • シーンのルーツを捜る意味でこの 
グルーブのアルバムを一枚あげて おく。 （今） 


スウェーデンの代表的ジャズ•ロック.バンド、メイド.イン.スウ 
ェーデンの二作目のアルバム 0 彼等は三人組で 、 George W のギターを中 
心としたまとまったスタイルを持つ。一作目のウェス•モンゴメリー•夕 
ッチに、独特のサイケデリック調とボサノバ調を加味し、一作目以上に出 
来の良い作品となっている。この作品とゲヴネカイゼのファーストは、ま 
さにスウェーデンでしか生まれなかったであろう他のどのバンドの作品と 
も比較出来ない秀作であろう。聴き易さやとっっき易さを求めないファン 
にとってはまさに宝物のようなものである。69年の作にしてこれだけの急 
進性とさらりとした実験性を持ち得たのは今日でも驚くに値する。アメリ 
力に端を発したサイケデリック音楽がスウェーデンまで来た一つの例であ 
る。 〔植〕 



MIKLAGARD (Sweden) 

Miklaaard 

EDGE LP 79179 廃 

THOMAS SPELAR - kbd 
LEIF SPELAR - b 
BJORN SPELAR - ds 
JAN SANDBORG - vln 



MR. BROWN (Sweden) 

Mellan Tre Ogon 

VOICE MUSIK FLY 園 0177 廃 77 

HAKAN ANDERSSON A-6. MAUDLIN. VO. 

BO CARLBERG ： A-e. 

KJELL JOHNSSONTP. 

LARS MEDINB G. 

ANDERS NILSSON ： HAMMOND B3. LOUR STR-MACHINE. ARP 
JAN PETER STRAHLE ： FL. 

ROBERT SVENSSON B. 

PRO ： MR BROWN 


客観的な見地からして、スウェーデンにおける、あるいはもう少し範囲 
を広げて北欧としても良いが、プログレッシヴな作品を考えた場合、確か 
に寒々とした全体像が見えてくる。ただ、ここ数年の間の良質なグループ 
等の出現を単に突発的な出来事として片付けるのは、余りに早急な判断か 


77年にリリースされた Mr . BROWN 唯一のアルパムである。ジャズ及びジ 
ャズ•ロックが主流のスウェーデンに於いて、純正のシンフォニック•口 
ック‘グループはそれ程多いわけではない。アトラス、カイパ等極少数の 
グルーブ達が存在しているだけである。そんな中で地味ではあるが味わい 


と思われる。言わずと知れたカイパやダイスが他に与冬た影響は、きっと 
私などか考えているよりも、はるかに強烈で広範囲にらたっているに違い 
ない。79年に唯一の LP を残したこのミクラガルドと言うキーボード. 
トリオも、その中にいたひとつなのだろう。「ソルダーテン」という物語 
を題材に曲を7つのバートに分けたトータル.アルバムで、特に12分の大 
作を含む B 面の流れが素晴らしく、北欧を強く感じる。 〔本〕 


のあるアルバムを残したこのグループは7人編成という ロック . グルーブ 
としては比較的大所带である。しかしそのサウンドはシンプルでストレー 
卜なもので、キーボードのコード弾きの上に メロ ディがのせられたもの。 
構築 美 云々 というのではなしにその裏に秘められた感覚的なものを大切に 
したグルーブ。 （今） 



NOVEMBER (Sweden) 

En Ny Tid Ar Har... 

SONET SLP-2509 M 

CHRISTER STALBRAIT B. VO. 

BJORN INGE DS. VO. 

RICHARD ROLF ： 6. 



NOVEMBER 

6:e 

SONET SLP-2530 廃 ’ 72 

CHRISTER STALIRANDT ： B. VO. 
RICHARD ROLF ： 6. 

BJORN IN6E ： DS. 

PRO：SAM CHARTERS 


ノー ヴヱンバーは SONET に 3 枚の LP を残したハードロック.トリオで 
ある。クリームに基本的な影響を受けた音創りをしているが、その頹廃的 
な世界には大いに引きつけられるものがある。それはギタリスト、リヒャ 
ルト•ロルフに依る所が大きいであろう。日本ではシングル1枚がリリー 
—スされたのみであるが、その解説には、ロルフがヴィスコンティからの 
「ヴヱ ニスに 死す」 の主演 依頼を 断わったという エピソー ドが記されてい 
る。タジオ役で結局主演し、一躍スターダムに踊り出たビョルン • アンド 
レセンは名門校アドルフ • フリードリヒ音楽院の後輩なのである。このア 
ルバムは 1st であり、 2nd 「 2:a(SLF2520) 」、 3 「 d 「 6:e(SLF2530 )」 、 全て 
SONET から発表された。 （結） 


30年戦争 （1618 〜 1648) で活躍したスウューデン王グスタフ.アドルフ 
を描いたジャケは劇的でもあり、ユーロックファンの目を引き付けたこと 
だろう。が、音の方はブログレとは無縁、典型的なハードロックである。重 
厚なギターに支配されたミディアムテンポの曲が彼らの得意とするところ 
だ。正式メンバーは3人だが曲によってはゲストが入る。例えば両面とも 
ラストには軽目のインストナンバーを据え、それぞれピアタ、パイブで聰 
かせるが、この辺はジャズロッダが支配的な北欧の音楽的環境が反映され 
ていて面白い。本作は彼らの3枚目にして最後の作。この後べースの Chri - 
ster 、 は北欧神話からその名を取ったと思われる SAGA というパンドに参加 
するが、これもブログレ色は薄いものである。 ， （江） 























THE OLD MAN & THE SEA (Denmark) 


same title 

SORET SLPS-1539 廃 72 

JOHN LUMDVIG: DS. 

KNUD LINDHARD ： B. VO. 

BENNY STANLEYS. 

TOMMY HANSEN : ORB. P. VO. 

OLE WE0EL ： V0. PERC. 

PRO ： THE OLD MAN AND THE SEA, FREDDY lAISSOM 



GREGORY ALLAN FITZ PATRICK 

Snorungarnas Symfoni (Sweden) 

MNW 70P 廃 ’ 76 705 
G IF.PATRICK: KBO. 

hassebruniussonds. 

COSTE APETREA ： 6. 

LARS HOLLMERrKBD. 

LASSE KRANTZ B. 


「老人と海」と名乗るこのグループは72年にデンマークの Sonet レー^ル 
から1枚のアルバムを発表しているが、彼らについて語る資料は全く無い。 
本作は、米国の文棄へミングウヱイの同名の小説をモチーフにした卜ータ 
ルアルバムで、内ジャケにはそのストーリーがイラストでつづられている。 
音の方はハードロックでプログレ色は薄いが、重々しいギタープレイは余 
り聴かれず、徹底的にドライヴしたトミー•ハンセンの.オルガンが大きな 
武器となっている。 A ' B 面どこに針を落してもオルガンの聴こえぬパー 
卜が無い程、本作に於ける役割は重要だ。この点はブリティッシュロック 
からの影響が感じられるのだがフォローするギターが所々で派手に暴れま 
くるので、渋味には欠ける。 （江） 


PEKKA POHJOLA (Finland) 

Mathematician's Air Display 

VIR6IN V2084 M 日本ビクター VIP4055 廃 77 

PEKKA ： P.KBD. B. 

NIKE OLDFIELD ： 6. 

SALLY OLDFIELD ： VO. 

PIERRE MOERLIN DS. 

ETC. 

PRO ： PEKKA &M.OLDFIELD 


一時期、サムラ.マンマス.マンナのメンバーでもあり、セッション. 
マンでもあったグレゴリー•アラン•フイッツ•ハ。トリックのファースト 
•ソロ .アルパム。サムラのサードとフォースとの間に制作され、バック 
が全員サムラのメンバーということもあり、かなりサムラの音楽性に近い 
シンフォニック.ロックに仕上げられている。民族色とアヴァンギャルド 
な側面、そしてひょうきんさを加えたサウンドは極めて高水準のもので、 
部分部分にきらめくような北欧の叙情がつめ込まれている。この後、フィ 
ッツ•パトリックはセカンド.ソロ 「Build Circus 」 を制作。マイク-オール 
ドフィールド的なイメージの傑作に仕上げられた。この2枚が彼の往年期 
の名作である。 （今） 


RUPHUS (Norway ノ 

Inner Voice 

BRAIN 60 060 (0559) 77 廃 

THOR BENDIKSEN - ds 
SYLVI LILLEGAARD - vo 
KJELL LARSEN- gu 
ASLE NILSEN - bass 
JAN SIMONSEN - key 
Pro:TERJE RYPDAL 




ペッカ•ポーヨラはフィンランドの重鎮、ウィグワムのベーシストとし 
て' あるいはジャズからロックに至る広範囲でのセッションマンとして知 
られる秀れたアーティストである。ウィグワムでの活動と並行して Pihkasi- 
Ima Kaarnakorva(72: LOVELRLP71), Harakka Bialoipokku(75: LOVE LRLP118 ) 、 你 
esojen Lhhto(77 ： LOVE LRLP219, 本作のフィンランド盤）、 Visitation (80: DIG IT 
DIGLP4) と 4 枚の ソロ . アルバムを出し、その後、ペッカ.ポーヨラ.グ 
ループを率いてアルバムをリリースし続けている。マイク.オールドフィ 
ールドとサリー.オールドフィールドをゲストにむかえての本作は透明感 
のあるタイトなジャズ•ロック=プログレッシヴ.アルパムに仕上がって 
いる。ペッカの最高作としてここにあげておきたい。 （山） 


ノルウェーの代表的なグループ、ルーファスは72年の一作目の 
” New Born Day ” と二作目”ランシャート”ではハードな面とプログレッ 
シヴな面のある、美しいフルートと力強い女性ヴォーカルに特長のある、 
北欧ロックの名作を作り上げた。しかし76年の三作目からテリヤ.リブダ 
ルがブロデュースを受け持ち、クロスオーバー調のジャズ.ロックに転身 
してしまった。本作は四枚目だが、やはりテリヤ.リブダルの好みが反映 
してしまっているようだ。ノルウェーのロックは他の北欧諸国よりもス 
ケールの大きさと力強さを感じ、ルーファス以外にもブロウ.アウト、サ 
ルキ、ヴァネッサ、アーント•メアリー、ホール.イン•ザ.ウォール、 
サフト、ヨナス、そしてテリヤ.リプダル夫人が参加したボポル.エース 
が居る。 〔植〕 



SAVAGE ROSE (DENMARK) 

Dodens Triumf 

P0LY00R 2380 016 廃 ’ 72 


ANNISETTE ： V0. 

ANDERS K0PPEL KB0. 
THOMAS K0PPEL ： KBD.V0. 
Mil RIEL ： OS. 

RUDOLF HANSEN ： 6. 

OLE MOLIN G. 

PRO ： SAVAGE I0SE 



SAVAGE ROSE 

Vi Kaemper For At Sejre! 

MEX0 LP6 84 


サベージ•ローズ。その歴史は 60 年代にまで溯り、68年から現在まで実 
に10枚以上ものアルパムをリリースし統け、今尚活躍中の息の長いグルー 
ブである。アンデルス•コッペルとト マス •コッペル兄弟を中心として活 
動してきた彼等のサウンドは、初期は、アース•アンド.ファイア_やシ 
ョッキング.ブルー.タイプのポップスであり、中期になるとプログレッ 
シヴ•ロック色を強め、又、後期は政治色のある（共産党と共に活動して 
いるようである）、歌詞を使用して民族色のあるアコースティック.サウン 
ドをその特徴にしている。本作は72年にリリースされた7枚目のアルバム 
で、ハモンド•オルガンを中心とした心暖まる好盤である。尚、アンデ;レス.コ 
ッベルのソロ 「Aftenlandet & Ftegnbuefuglenj も良い出来。 （今） 


デニ ッシュ.ロック • シーンにおいて最も長いキャリアを誇り、ブログ 
レッ シヴ.ロック.グループとしては最も知られた存在であるサベ ージ • 
ローズ。デンマーク、ヨーロッパ、更にはアメリカと次々に活躍の場を広 
げていった彼らであるが、80年代に入り、音楽家としての姿勢を大きく転 
換させた前作 「En Vugge Af Stal ( NEX 0 1)」及び本作は極めて政治的内容を 
持った作品であり、扇動的なものとなっている。サウンド的にもとてもシ 
ンブルになっており、アンニセツテのボーカルをキーボードとパーカツシ 
ョンが巧みに盛り上げている。それは決して技巧的なものではないが、彼 
らの心情がストレートに伝わってくる説得力のあるものである。 （黄） 
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SECRET OYSTER (Denmark) 

Furtive Pearl 

蘭 CBS S 65769 73 廃 

BO THRI6E ANDERSEN ： DS. 

MAOS VINDING B 
KARLEN VOGEL: SAX.ORG. 

CLAUS B0HUN6 6 ： 


元バー ニン.レッド .アイヴァンホーのカルろテン.ヴォーゲルが同グ 
ループのドラマー だつ たボ.トリゲ.アンデルセン、当時コロナリアス. 
ダンスで活躍していたクラウス.ボーリング（元ハーディ.ガーディ ） 、ケ 
ンネット•クヌードセンらと結成したシーク レッ ト•オイスターの1st。 
切れの良い皆陕なリズムに乗って、サックス、エレクトリック.ピアノ、 
ギターが順次ソロを取る。それらはいずれもジャズの影響を受.けたものだ 
が、完全なジャズ.コンボであるコロナリアス.ダンス等のプレイ（シー 
クレット•オイ スター のメンバーは以前ジャズ.ミュージシャンとしても 
活躍していた）と比較すると明らかにロックを意識したものとなっている。 
本作以後、3枚の L P を発表してグルーブは消滅した。 （買） 



SECRET OYSTER 

Astarte 

CBS 81208 廃 ’ 76 

NENNETHKNUDSENP.KBD.SYN. 
KARSTERN VOGEL SAX. 

CLAUS B 卵 LING SITAR. 

JESS STAEHRB 

OLE STREENBER6 ： DS.PERC. 


シークレット . オイスタ _ は デンマークの グループで、他国（オランダ、 
イギリス、アメリカ等）でもレコードがリリースされる等、ある程度イン 
ターナショナルな成功を収めたグループでもある。73年の SECHET OYSTE- 
R 以来、70年代に4枚のアルバムを残している。彼等はジャズ•ロックと 
プログレッシヴ•ロックの中間点あたりを時にジャズ.口、；クよりに、時 
にプログレッシヴ.ロックよりにと変化しながらアルパムをリリースして 
きた。本作品はそんな彼等の代表的一枚とでもいえる作品で、ホットなプ 
レイを聴かせる曲、ピアノによる叙情的小品、タンゴを基調にした曲と様 
々な側面を聴くことができるであろう。 （今） 




SOLARPLEXUS (Sweden) 

same title 

EMI 4E 154-34573/4 廃 ， 72 

MONICA DOMINIQUE ： KBD. 

CARL-AXEL DOMINIQUE ： KBD. FL. 

BEORG MDENIUS 6.B 
TOMMY SLIMBORGUDD DS. 

PH0 6UNNAR LIND6RIST 


ソーラー.ブレクサスは 72 年から 76 年までに5枚のアルバムをリリース 
して消えたスウヱーデンのジャズ.ロック.グループである。オデオン. 
レ ー ハ/レに2枚（1 : 5〇^〇_0〇/5,2 : 3〇^1 3 1_0(16 2)、そしてポリドール 


に1枚 （SOLWLEXUS)、 ハーヴェストに2枚 （4:DETERINTE BATEN, 5:HE- 
LLRRE GYCKU\FE AN HYCKLARE) がそれら 5 枚である。本作は記念すべき彼 
等の 1st アルハ•ムであり、最も意欲的な作品ということができると思う。 
当時の北欧のジャズ•ロック.グループがそうであったようにクラシック 
やポップスからの影響の強い作品であり、特に Side 3全編を費した Concerto 
Grosso はオーケストラを導入し、あるいはアヴァンギャルドなアレンジを 
ほどこした実験的な良作である。再評価をうながしたい作品。 （山） 



ROINE STOLT (Sweden) 

Fantasia 

SVENSKA LOVE SLLP 06 廃 ’79 

HAKAN HULTMAN : DS. 

HANS BRUNIUSSON DS.ETC 
MATS LINDBERG DS. BASSPEDAL. 

PER ANDREASSON ： KBD. 

ANDREAS ZEITLER .SAX. 

ROINE STOLT ： G. SYN.XBD. ETC. 

PRO ： ROINE STOLT 


ロイネ.ストルト——ファンタジア——、カイパのギタリストのソロ. 
アルバムである，というよりはカイハ。の事実上の 4th アルバムといったほつ 
が良いだろう。あの叙情的かつ洗練されたカイパ 1st 〜 3rd までのサウンド 
はかわりはてた 4th アルバムではなくてこのギタリストのソロに受け継が 
れていたのである。ロイネ以外のカイパのメンバーは MATS UNDBERG のみ 
の参加であるが、たおやかなギターワーク、分厚いキーボード•ワークは 
正にカイパそのものである。カイハ。の 3rd の翌年79年の作品。彼のシンフ 
ォニック. ギタリストとしての才能はかなりのもので、ブリティッシュの 
第一線のギタリストーえばスティーヴ•ハヶット等と比べても少しも 
遜色がない。正にファンタジアである。 （山） 



デンマーク領グリーンランドというロックに関しては比較的意外な国か 
らデビューしたスメは3枚のアルバムをリリースしたグループである。本 
作は彼等のファースト•アルバムである。彼等の音楽性を純粋にプログレ 
ッシヴ.ロックと呼ぶのは疑問が残るが、多彩なアイディアを盛り込んだ 
サウンドには様々な音楽からの影響をうかがう•ことができる。上記のメン 
パー以外にサックス、ギター、オルガン、ヴァイオリン等のゲストをむか 
えている。ヴォーカルを中心にしたいわゆるロック•サウンドであり、多 
少の民族色を感じることができるのが彼等のアイデンティティー形成に貢 
献しているといえよう。ジャケは4ページのリーフレット付見開き。（今） 



TABLA RASA(Finland) 

Ekkepien Tanssi 


LOVE LRLP 170 76 廃 

HEIKO SILVENNOINEN-B 
JARNO SIKISAL0-P,K 的 , CEMBALO 
TAPI0SU0MINEN-B 
JUKKA ARMEN -DS 

JUKKA LEPPILAMPi- LAULU, TAUSTAKU0R0T 


フィンランドで人知れず 76 年にリリースされていたグループである。メ 
ン バーは 基本的に5人編成であるが、ウィグワムのキーボード奏者ユッカ 
.グスタフスンが協力している。 A 面4曲、 B 面5曲の小品集であり、い 
わゆるシンフォニック的なサウンドを演奏するグループ。ジャズ色は余り 
感じられず、ゆったりとした曲調が多いが、そこは北欧、余りねばっこい 
アレンジはされておらず、ク_ルにまとめられており、自国語のヴォーカ 
ルもそのイメージを形成するのに一役かっているといえる。メロディアス 
なギターが甘くリードを取る曲が多く、サポートするキーボードのアレン 
ジも北欧らしさが感じられ好感が持てる。カイパをずっとそつなくしたよ 
うな演奏が冷たいフィヨルドを連想させるかのよう。 （今） 
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TASAVALLAN PRESIDENTTI (Finland) 

same title 

LOVE LRLP 7S 廃 ’ 69 

FRANK R 明 S0N V0.P.0R6. 

JUKKATOLMEH ： 8. P. 

JIMHU AALTONEN ： SAX. FL. 

VESA MLTMEI : DS. 

MANS BROUNDSTROEM B.ORG. 



TASAVALLAN PRESIDENTTI 

l_ambertlaind 


SONET SNTF 636 ’72 廃 

JUKKA TOLONEN -gui 
MANS GROUNDSTROEM - b. org 
VESA AALTONEN - ds 
JUNENU AALTONEN - sax. fl 


ウィグワムと並ぶフィニッシュ • ロック . シーン最大のビッグ . ネーム、 
タサヴアラン.ブレジデンテイの 1 st 。 リーダーのユッカ • トローネン （ g) 

は他に自らのバンドを率い（タサヴァランのメンバーも何人か参加してい 
る）、ジャズ•ミュージシャンとしても有名であるか•、タサヴァランではボー 
カル入りのロック色の濃い演奏を聴くことができる。彼等の3枚の作品 (2 
nd r Lambert land j 3 rd「Milky Way Moses 」） の中でも本アルパムは最もロック 
的内容を擁しており、69年という発表年度を考えるとかなり高水準の作品 
と言える。当時のプリティッシュ•ロックの影響を受けたサウンドであるが、 
彼らの持つジャズ的要素がうまく生かされており、ロック.リズムを基礎 
にややジャズイでメロデイアスなソロ （ g . f . sax ) が展開されている。（賀） 


フィンランドを代表するジャズ.ロック.グルーブ、タサヴァラン•ブ 
レジデントの三作目。二作目” Tasavallan Presidentti”（E 062-34264) の 
英語によるライナー•ノー トによると、ユッカ.トローネンはバッハとス 
トラヴィンスキーの愛好家でもある。もちろん直接的な影響はないが、彼 
のギターには格調の高さと整然とした様式美が漂っている。他のメンバー 
のテクニックも高い。このアルバムは初期の二枚に比べると、やや実験的 
な面もあり多少プログレ性が出ている。大変に美しくじっくり聴かせるア 
ルバムである。これ以後の，’ Milky Way Moses” は、ややクロスっぽく 
なっている。その後解散。フィンランドはスウェーデンに次ぐロック先進国 
と言えるであろう。歌詞はすべて英語で歌われている。 〔植〕 



JUKKA TOLONEN (Finland) 

Tolonen 

SNTF 652 71 廃 

PEKKA POHJOLA - bass 
PEKKA POYRY - sax, A-sax 
RONNIE OSTERBERG - ds 
JUKKA TOLONEN - gui 
JUKKA GUSTAVSON - organ 



ANNA SJALV TREDJE (Sweden) 

Tussilago Fanfara 

SILENCE SRS 4646 廃 ’ 77 
ANNA SJALV TREDJE ： ALL INSTRUMENTS 


フインランドを代表するタサヴァラン.ブレジデントのギタリスト、ユ 
ツカ . トローネンのソロ •アルバム。 ウイ グワムのメンバーも参加してい 
て、彼のソロ.アルバムの中でも最も出来が良い。タサヴァラン.ブレジ 
デントの音楽よりは地味で素朴な感じではあるが、一人の天オギタリスト 
であればこの程度のアルバムはわけなく出来上ってしまうのだろう。他に 
彼のソロ.アルバムは ” Cro Ssection””Summer Games”（73 年）” The 
Hook” (74 年)” Hysterica” (7 鱗)等けっこうどれも良い出来である。78年 
のユ ツカ . トローネン•バンドになってからのアルバム” Montreux 
Boogie” はコステ.アベトリアも参加しているが、あまり高水準とは言え 
ないクロス.オーバー風な出来で残念である。 〔植〕 


スウ ヱ — デンのシンセサイザ ー 奏者 アンナ . スヤ ルフの 唯一の ソロ •ア 
ル パム。いわゆるクラウス. シュノレツエ . タイ ブの エレ ク トロニ クス•サ 
ウンドであるが、反復されるシーケンサーの上を流れる メロディ ー群は シ 
ュルツエの それよりも遙 かにメロディ アスであり、 シュルツ ヱが自己の内 
部に暗く重く潜行するタイプのサウンドを好んだのに対し、夢幻的、楽園 
的な志向が感じられる。良質のドラッグ誘発剤あるいは天国的 メディ テイ 
ション 助長剤とでもいうべき内容でガる。センスの良さが特筆すべきで、 
シュルツ ヱの亜流的サウンドを有する一連の シ ンセサイザー作品の中では 
非常に洗練された作品としてここにあげておく。 （山） 




TRETTIOARIGA KRIGET (Sweden) 

same title 

EPIC EPC- 8022 0 廃 7« 

DAG LANDQVIST ： DS. 

STEFAN FREDIN B. 

ROBERT ZIMA ： V0. EL-6. 

CHRISTER AKERBER6 ： EL-8. AC-6. 

PRO ： ADRIAN M0AR 



TURID (SWEDEN) 

Tredje Dagen 

SILENCE SRS 4628 廃 ’ 75 
TURID L. : V0. 

TOMMY JOHNSS0N K0NTRABAS. ETC. 
BJORN W0LF：P 
CLAES WANG : DS. 

ETC. 


トレッティオアリガ.クリゲットのデビュー作は、彼らの最高作である 
と同時にスカンジナビアン.ブログレを代表する名作と言ってよい。その 
サウンドは、まさに「30年戦争」を名乗るにふさわしい壮絶なものだ。ハ 
ードなギターで幕を開け、やがて力強いリズムに導かれ攻撃的なプログレ 
ツシヴ•サウンドが前面に出て来る。キーボードレスのパートが殆んどな 
がら、プログレとしての完成度は高いと言える。ユーロック的甘美性とは 
無縁であるが、2、3 力 所でメロト ロンが 効果的に使われており、ギターを中 
心としたエネルギッシュ幺プレイは一層引き立って来る。なお彼らはこの 
後、 2 nd でもプログレを披露したが、 3 rd 以降はポップな色合いを濃くし 
て行く。 （江） 


スウェーデンの女性ヴォーカリスト、トゥリド。サイレンス•レー八:ル 
に数枚のアルバムを残しているトラディッショナル.フォーク.シンガー 
である。ただし純粋なトラディッショナル•フォーク • シンガーではなく、 
ポップスやその他様々なジャンルのサウンドを吸収している姿勢はある意 
味でプログレッシヴとでもいうべきだろうか。彼女の情報はほとんど日本 
には伝えられてはいないが、もの悲しいジプシー風の響きはある程度のフ 
ァンを獲得できる説得力を持つものだと思う。トゥリドのアルバムは、ど 
れも美しいアルハ•ム • カヴァーに包まれていて、北欧の冷たい大気と暖か 
い煖炉の灯を連想させるようなほのぼのとしたものである。 （今） 
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UNI SONO (FINLAND) 

same title 

HI HAT HILP1 明廃 ’ 75 

REINOLAINEDS. PERC. 

PEKXAPOHJOLAB. 

PARONI PMKKUNAINEH ： FL.SM.ETC. 

OLLI AHVENUHTI:P.SYH.ETC. 

MONO S0DERBERG 6. 

fRO ： PARONI PAAKKUNAINEI k OLU AHVEILAHTI 



WIGWAM (FINLAND) 

Hardn’ Horny 

LOVE LRLP-3 廃 ’ 68 

RONNIE 0STERBER6 DS. 

JUKKA GUSTAVSON ： VO. P. 

JM PEMBROKE ： VO. 

PEKKA POHJOLA ： B. 


「ウニ ゾノ」 はウィグワムのペッカ.ポー ヨ ラを含む5人編成のグルーブ 
で、本 アルバム 1枚で解散してしまったところをみると、セッシヨン的な 
グループと思われる。サウンドは各人のアドリヴ.プレイを中心とした自 
由なもので酒落たジャズ.ロックとでもいえる軽い内容である。各人の余 
裕あるプレイは成熟を感じさせ、センスも平均レヴヱルは確実に持ってい 
るが、意欲的な音創りという点ではプログレッシヴ.ロック愛好家にはあ 
まり向いている作品とはいい難いかもしれない。ジャズの持つ現実との共 
存の中で生き生きとブレイを楽しむことのできる方にだけお勧めしておこ 
う。ペッカはゲスト参加といったところで、彼のグループではない。（山） 


ウィグワムは実に長い活動を続けてきた フィ ンランドを代表するグルー 
プでありヴァージン•レーベルよりワールド•ワイドに紹介され、日本 
でもアルバムがリリースされたこともあるグループである。ジャズからブ 
ログレッシヴ•ロックへと変化していった彼等のサウンドであるが、本作 
は彼等の記念すべき ファースト •アルハ •ムなのである。オルガンを中心と 
したジャージーな ブレイが聴きどころであるが、すでにクラシック、ポッ 
ブス etc . からの影響を強め、心暖まる愛すべき作品であるといえないだろ 
うか。象徴的なジャケット•カヴァーといい、正に北欧プログレッシヴ. 
ロックの誕生とでもいいたくなるような作品である。 （今） 



WIGWAM 

Fairyport 

LOVE 2-LILP 44/45 JK 71 


RONNIE 0STERBER6 DS. 
JUKKA 6USTAVS0N ： VO. KBD. 
JIM PEMBROKE VO. 

PEKKA POHJOLA: B.VUI. 



ZAMLA MAMMAS MANNA (Sweden) 

Schlagerns Mystik 

/For Aldre Nybegynnare 

SILENCE SRS 4640 庚 77 


HANS 1RUNIUSS0H ： KBO. 
EINO HAAPALA ： 6. 

LARS HOLLMER KBD. ETC. 
LARS KRANT2 ： B. TP. 

PRO ： ZAMLA 


69 年から 79 年まで 9 枚のアルパムをリリースして解散してしまつたフィ 
ン今ンドのウィグワム。ぺッ.力.ポーヨラの様々なセツシヨン活動を始め、 
フィンランド.プログレッシヴ.シーンを語る上で欠くことのできないグ 
ループである。本作は l - terd'n Horney , Tombstone Valentine に次ぐサード•アル 
パムで、2枚組の大作である。ヴォーカルを中心としたボップなナンバー、 
ジャージーなブレイを前面に出したインストゥール.ナンバーとが収録さ 
れているが、様々なジャンルの要素が良くこなれ、ウィグワムのスタイル 
を築きあげた初期〜中期の代表作ということができると思う。ウィグワム 
というとヴァージンよりの r Nuclear Nght Club (6 th ) 」が有名であるが、むし 
ろ本国のみのリリースの作品のほうが彼等らしい演奏をしている。（山） 


スウヱーデンのアヴァンギャルド.トラッド.バンド、サムラ.マンマ 
ス.マンナ。ヘンリー.カウの主宰していた「ロック•イン.オポジシヨ 
ン」のグルーブの中でも風変りで特異な音楽性で群を抜いた存在だった彼 
等のサウンドはオリジナリティあふれる素晴らしいものである 。 Samla Mamma 
s Manna , MSltid , Klossa Knapitatet , そしてフィッツ•パトリックとの共演盤を 
はさみ、本作、闷 miljsplicker と5枚のアルバムを残し、分裂 、 VON ZAMUV 
へと移行し2枚のアルバムをリリースしている。サードまでの試行錯誤の 
上に完成したこの 4 th は彼等の最高作となってい、ひょうきんさをちりば 
めた万華鏡のようなサウンド。 5 th は力と変拍子で押しまくる違った意味 
での好作品になっている。2枚組、ブックレット付。 （山） 



ZAMLA MAMMAZ MANNA 

i-amilesprickor 

SILENCE SIS4862 廃 ’ 10 

LARS HOLLMER KBD. VO. ETC. 

EINO HAAPAU 6. VO. 

LARS ERANTZ B. VO. 

VIL60T HANSSON ： PERC. ETC. 

HANS BRUNIUSSON ： PERC. ETC. 


スウヱーデンのブログレッシヴ.ロック • シーンにおける最大のグルー 
ブ、ツァムラ（サムラ）•ママス.マンナの5枚目、ラスト.アルパムであ 
る。前作の延長線上に位置する音作りがされており、圧倒的演奏力、緻密 
な構成、比類なきオリジナリティが見事に一体化した驚異的作品である。 
曲は目まぐるしく変化し、スピーディに進行する。極めて複雑な展開にも 
かかわらず、演奏は実にスムーズである。時折現われるユーモラスな部分 
には彼らの自身と余裕が感じられる。ロックを中心にトラッド、ジャズ、 
クラシック等、各種音楽形態の要素を鮮やかに融合し彼ら独自の音楽を創 
造することに成功した傑作であり、ユーロビアン.ロックを代表する1枚 


である。 


(賀） 


VON ZAMLA (Sweden) 

乙 amlaranamma 

URSPAR ULS-10 

DENIS BRELY : BASSOON, OBOE. ETC. 
JAN6ARRETB. ETC. 

EINO HAAPALA ： 6. B. MANDOLIN. ETC. 

LARS HOLLMER ： P. ORB. ETC. 


フォン•ツァムラはツァムラ.マンマス.マンナの ハツセ . ブルニウソ 
ンとエイノ •ハーパラが、アルバム/ファミリエスプリッカー〃（サムラの 
5枚目）後にアルべール.マルクールのバック.バンドのメンバー2人と 
共に結成した、ツ T ムラ.マンマス.マンナの発展的形体を有するグルー 
ブである。複雑にアレンジされた変拍子を多用した力強いサウンドが特長 
で、トラディッショナルな曲をも彼等独持の作風へと転化させてしまう巧 
みさを持った好作品である。ファミリエスプリッカーでツァムラが成し遂 
げた地平一力強くテクニカルなアヴァンギャルド • サウンドに多少余裕を 
加えたサウンドはバランスの良い均衡を保っている。スウヱーデンの生ん 
だ注目すべきグループ、それがツァムラー派である。 （今） 



. 苗:.いを^ 

/U A R Q U E E 

EUROPEAN ROCK CATALOG 































UNITED 

KINGDOM 



1968 年ごろからビンクフ 13 イド，ムーディブルース、 
ポンゾ K 、 ック バン +K 、 ナイス等によって活発化してき 
たブリティシュプ ログレシーン は、1969年のキンダク 
リムソンのデビューに よっ て一 気にオーバーグラウン 
ドへと拡大し.た，.当時の.ブリティ、ンュロック界は、 
ビ„トルズが崩換を迎えつつありシ x ッぺ !） ンの大成 
功に上って、ハ“ド&へビ +— ロックが70年代をリ ー ド 
するかめ様に J ， 感された時代だったへこめ時期のタリ 
ムゾンの大成功は、その後のブ yr ィシュロ+プク界に 
人きな影.臂を及ぼしていく。そしてその後にデビュー 
する ELP 、 イエス、ジヱネシス等によヮていよいよブ 
リ+表ッシ》プログレシーンは黄金期を迎える0 
1969 年から 72 年ぐらいに渡るこの時期はまた、アン 
: j ダ—グラウ：/ ドでも数多くのクルーブが産声をあげた 
I :始期でもあった 0 これらの無名グループの多くは、当 
時作られたは かりの々 イナー レー ベルからデビュ"•し 
て + いったダルーブがほとんどで、 レーペルが 潰れたた 
あ} こ 解散して消えてい.ったグルーブも多かづた ゃ この 
時期のプロダレ系の々イナーレ ー ^^ルとして有名なの 
H +: ピンクフロイド、 パー タレー' ■ジェ ー ムス‘ハ!！' 
ベス fcv サードイ アーバン ド 等の ハーべ スト、 ずラダ 
r クサバス、クレシダ、アフィニ争ォのバーティゴ、レ 
アバ ー ド、バンダーグラフ ジ岑ネ レーター、 ジェネ' ン 
ス、ナイス等のカリスマ、クワイエットワー ルド、 

ジ a ンズィ，フルー ブ等の ドーンレー ベル、インディ 
アンサマ-^ スプリング v トントンマタートのネオン、 
エッグ、カーン、 メロウ キャンドルのデラム、プロコ： 
ルハル A 、' ジ .+ ェスロタルのク9サリスが有名だが、こ 
れらの有名レ.™ベルの多くは、大竽レ？ 1 —ド会社の後 
H 家や i 商業的に成功した看板グル—ブの存在などで 
比較的に安定した形で新人グル」プのリリースやブロ 
ーシ ョ ンを行えたが、 そ •の他の小さなマイナー レー 
I # ルではレコードの製作も思う様に行なえず、また発 
::幾したレコードもプ《モーシ s ンができないために全 
;;;熱売れずにほんの数枚 y y — スして潰れてしまった 
爾レーー t ルも多い。この様な々イナーなレー*"^ルとして 
マニアに 知られているものとしては、バース、ヤンダ 
?ブラッド、キングダム、 マッツ：*ルーム ゼ エボリ ユー 
シ 3 ン、 マソティゴア、 ダンデライオン、ダリー ン 
ウィッチ等があげられる，そしてこれらめ:レーベルの 
作品の中には、ブレス数 S 体が極めて少ないために、 
現在でも幻のままになっている作品もある。また現在 


プロ グレマニァの間で名盤と呼ばれているァルバムの 
中に•も、これらの弱小レーベルから発表された作品も 
.相当数含まれている。 

1970年ごろから72年ごろまでの日本でのブリティ 
シュ p ヴクの茵内盤の発売に関しては、かなりマニ 
ァックな面があった„ブログレ系に関していえば、 

.— ンレ-5 ルのクフ 4 工 ..ッ 1- ワールド、タイタス グ 

口. ■•ノ、 n — マス、ボール ブレッド セィ ジや i RCA ネ 
□オンのトントン マ クート，イン デイ' 7ンサマ ー*シエ 
.イブオブザレイン、ダンドーシャフト、フエアウ X 
ザ ー、バーティ ゴの フエ アブ 4ー ルド パーラー Y パト 
勺、 ダレーピートレイン、メイブリッツ，グレイシヤ 
ス、アフイ. 4ティ X ウォホース、ニユ—タリアス、力 
サスマの、エ<ブリウィッチウ：!！イ、 才ー ディエンス、 
エブ y ワン、ベルナアーク等がシ y —ズとして発売さ 
れている I 、その他にも、ブロンドオンブロ ノド、 
ウ矛ルラス、サムライ、マサチンダそール等かなりめ 
数にのぼる a 国.内発売されたこれらのマイナーなグ 
ル_プは当時ほとんど売れず' すぐに廃盤になるヶー 
スが多かった欉だ。当時の S 本のレコード会社は、プ 
ログレに関して発売の基準がでたらめで、 RCA ネオ 
ンではスプ U V グや〇々マテ0ァルをお 蔵 入りして、 
ジヱィプオブザレインやダソドーシャフトを発売した 
t ), バ-•ティゴレーベルに■関しても売れ筋の作品が相 
当発壳されないで残されてしまっている。その反面、 
知名度も内容も伴なわな V 、作品を無造作に発売したり 
するなど今から見れば考えられない程レコード会社や 
評論家は、ブ 1 タティッシ沈のァングラシーンには疎 
か9た様だ。 

この様な事情で現在でも、英国盤では入手困難に 
: i 々た廃盤を廣内盤の中古で手に入れることもできる 
わけであるが、廃盤ブーム以前はこの様な国内盤はマ 
ニア内て、埋もれたアングラシーンを知る貴重な手掛りに 
:もなっていた。しか L 先に述べた様に国内発売された 
のは数ある作品の中でもほとんど氷由の—角であり残 
:りの名盤の多くは一部の評論家のみがその存在を知っ 
ている文字通り幻の名盤といえるものが多かった。 

その幻の名盤の再発見に鬨して私が経験した最初の 
例がスブリンダである0 

当時私は、 RCA ネオンレ—ベルではトントンマ 
クートとイソ デ ィァンサ マーを手にしており、ブ 
ティシュのマニアめ間でも両作を趙える内容の作品は 


も.は.やネオン.レ ー. ベルには.残って'いないというのが通 
説だった,ただ評論家の高見氏の話でネオノレ™ベル 
には国内発売が見送られたすごい作品が存在するとの 
情報もありスプリンダに対する期待が卨まっ C 、しかし 
マニア内ではスゾ9ソダはただのフォータグループだ 
とする意見もあり、それ以外にも、ロウマテリアルが 
本命だとする情報も乱れ飛んだりして話題は膨む—方 
だった《 

その後数ヶ月してスプリンダは某輸入盤店に入荷し、 
期待していた以上の内容で、あっという間にマニアの 
間に広まったことは御存知の通りである。その後もこ 
の様な経緯をへて次々と幻の名盤が再発見されていき、 
しだいにブ y ティシュアンダーグラウンドの金容が明 
らかにされていくにつれてこの騷ぎも一段落してい•.ゥ 
た。 

そしてマニアの興味の対象は発掘しつくされたブ” 
ティシュシ⑷ンから、未だ知られざるイタリアンけッ 
クのマイナ*-、ン潘ノへと 移つ てい <U 

’:+ブ9テッシュロプタのアンダーダラウ V ドな情報も 
1973#以降になると割と伝えられる様になってきたの 
だが、こ^)時はすでに•プログレシーン全体が円熟から 
衰退め道を歩み初めた時期だった 〇 イエス、ビンクフ 
〇イド、 ELP など多くの有名ダルーブもその方法論に 
行き詰まりを見せ始め、、.マイナーシーンにおいてもも 
はや有望な新人の登場は見られなくなマていく。この 
時期に発表された作品の多くは、内容的にもテクニダ 
ク重視の傾向がみえはじめ、小さなカテゴ9一の中で 
凝り固まってしまった様な作品が多い e 

この前後め時期の隠れた名盤として後にマニアの間 
で有名になった作品に、ヶろトレル' サヤ.カス V フ T 
ンタジー、イングランド等があげられるがその数は少 
なぃ。 

1977〜8年ごろになるともはやブ0ティッシ:上のプ 
ログレは完全に死滅し、同じ時期日本のヅ®グレフ了 
ンの多くもューロロックへ蔵変えするか、ニューウ 
丈-•ブへ転向してしまった者も多い 。 

現在のマーキー誌の銃 J の多くはこのころからの 
ュ4切ロックブームによって增えてきたファンが多く , 
いわば第一こ世代のプ P グレファンともいえる。そ赞蕙 
味でもはや「プリティッシュロック j という言葉3, 
が 一 昔前の世代の残した遣産となってしまった感爾 i*:i 
る.。 坂地昭一 










EMERSON LAKE 
&PALMER 


エマーソン， レイク & パー マー （以下 ELP ) 元 
ナイ.スのキーボード奏者として実カナンパーワンの 
キース. エマーソン，衝撃 的デビューを飾ったプログ 
レッシヴ • ロックの最高峰キング.クソムゾンで美し 
いヴォーカルとべースを聞かせてくれたグレッグ.レ 
イク，アトミック•ルースターで評判を呼んだ期待の 
若手ドラマー、 カール •パーマ.一の3人によって、1970 
年.6月、栄光のスタートを切った。 

同年11月には、 1st 「エマー ソソ， レイク& パー 
マー」を発表、ロックを基本にクラッシック、ジャズ 
など様々な要素を融合した音楽性は、クリムゾンの流 
れをくむ高度な精神性をテーマにした詩とあいまって、 
ヘビーで 美しい響きを持つ革新的なものであった。 

また、ライヴにおいては、以前より定評のあったエ 
マーソンの 派手な アクション （オルガンをひっくり返 
したり、鍵盤にナイフを突き立てる等はあまりにも有 
名）と ロック 界初のシンセサイザー導入による超人的 
キーボードプレイ、 メンバ ー間の強烈な ソロの応酬、 

—時の涼風のようなレイクの弾語りなど魅力溢れるパ 
ブォーマンスで熱狂的な人気を呼び、メロディメイ 
.力一紙のブライテストホーブ部門の第1位に文句なく 
選ばれた。 

翌年発表の「タルカス」では、エマーソンの音楽性 
と レイクのアイデアが、20分にも及ぶ壮大な組曲とし 
て見事に開花している。そして ELP の人気を日本でも 
決定 づけたのが 第3作「展覧会の絵」•である。ムソル 
グスキーの 有名な ピアノ 曲を彼等独自に解釈した この 
ライヴアルバムは、ロックとクラッシックの 融合を目 
差す彼等のイメージを明確に表現した こと もあり、大 
ベストセラーと なった。また、別テイクではあるが、 
ビデオも発売されている。 

とどまる所を知らない ELP の活躍は、この年のメロ 
ディメイカー紙の人気投票で、レッド•ツュッペリン 
から第1位の座を奪い取り、以後数年間にわたって、 
常に上位にランクされていくこととなる。 

72年には、一層円熟度を増した傑作「トリロジー」 

を発表、同時^;待望の来日を果し多くのファンを魅了 
した。帰国後、自らのレーベル 「マンティコア」 を設 
立し、ピート.シンフィールド、 PFM 等と契約、特 
に PFM は大成功し後のユーロ ロックブームの 先駆け 
となった。 

また、 ELP 自身も「恐怖の頭脳改革」を73年に発表 
している。メロディアスな曲から複雑な構成の曲まで 
「持てる力を集約し、練りに練った意欲作 J のコピー 
そのままの素晴しい内容は最高傑作と評価されている。 

そして、ここまで高め•られたエネルギーを持続しな 
がら敢行した73〜74年のワールドツアーを収録した3 

枚組 ライヴ「レディース•アンド •ジ ヱントルマン」 



は、彼等の集大成ともいえよう。 


しかし、この後 ELP に大きな変化が訪れた。デ 
ビュー以来 5 年余、向う所敵なし、常にファンの期待 
を遥かに越えた名作、名演の数々を提供してくれた彼 
等であるが、突然、活動を停止してしまったのである。 

ようやく、77年に発表した 「ELP 四部作」も1〜3 
面が各メ ンバーのソロ、 4面には3人の共演という変 
則的な作品で、そこには3人の力を凝縮したかっての 
爆発力はなかった。この傾向は、続く「作品第二番」 
でも同様で、収録された既発売のシングル4曲と未発 
表8曲は、いずれも趣味的で散慢な印象をぬぐいきれ 
なかった。 

以後、79宇の「ラヴ.ビーチ」（タイトルからして彼 
等らしくない）、80年の「イン•コンザート」 （77 年モ 
ントリオールでのライヴ）という全盛期を知る者には 
信じられないヴォルテージの低い作品を残して、あえ 
なく解散してしまった。（後にベスト盤が1枚発表さ 
れている） 

70年代を疾走した ELP の軌跡は、ロック史上でも重 
要である。特に、プログレッシヴロックを定着させた 
功績は大きい。地味なアーティストが多いなかで、そ 
の存在を広く世界に向けて、最も強烈にアピールした 
のは、まさに ELP であった。彼等に触発された人々は 
相当な数に及ぶであろう。 

さて、各 メンバーは 解散後しばらく第1線から離れ 
ていたが、まず、81年にパーマーがジョ ン•ウヱ ット 
ン， スティーヴ •ハウ， ジ i フリーダウンズとエ イジ 
アを結成した。プログレッシヴ.ロックの風味を僅か 
に残したアメリカ志向のボップな音作りで大成功し、 
現在までに3枚のアルバムを発表している。 

—方、エマーソンは3枚のサントラ盤と 「 Honky 」 
という趣味的な ソロを 発表した程度 だっ たが 85 年に レイ 
クと再び合流し、コージー•パウエルをドラマーに迎 
えた新生 EL&P (エマーソン，レイクアンドパウエ 
ル） を 結成、翌年には同名の アルバムを 発表して.いる。 
以前のような若々しいパワーこそ感じられないが、歴 
戦の ベテラン らしく計算された音作りと安定した演奏 
を聞かせてくれた。精力的に ツアー も開始したようで 
あり、今後の活動が注目されている。 松本真和 
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ピンク•フロイドが活動しはじめた66年頃、ロンド 
ンのアンダーグラウンド•シーンは、 UFO クラブ、 
マ—キー.クラブ、ラウンドハウス、スピーク•イー 
ジーなどのライヴ•ハウスが、拠点になっていた。彼 
等は、ケネス•アンガーの映画が上映され、詩人の朗 
読やら前衛舞踏やらが行なわれた同じこれらライヴハ 
ウスで、いちはやく、スライドやライト•シ3—と大 
音響を結びつけた、といわれる。ほぼ連日連夜のギグ。 
よく彼等は他のバンドとあまり関わりを持たなかった、 
などと言われるけれど、ジミ.ヘンドリクスやソフト. 
マシーン、アーサー.ブラウンからサード.イヤー. 
バンドに至るまで、本当に数知れないアーティスト達 
とここで接触している。また大学でのコンサートも多 
く、中には対パンドがグレイシャスなどという日もあ 
る。ロジャーは後のインタビューで、この頃のことを 
「右も左もドラッグだらけ、その頃のことなど誰も何 
—つ覚えていないと思うよ」とさえ語っている。67年、 
サイケデリック.シーン真っ只中のことである。67年 
8月5日、デビュー作「夜明けの口笛吹き」が発売さ 
れる。ライヴとは裏腹にひどくポップだが、それでも 
「星空のドライヴ」などは、当時のステージをしのば 
せている。68年初頭、シドが過労とノイローゼのため 
バンドを去り、替ってデイヴが加わった。一般に1作 
目と2作目「神秘」 （68 年6月29日発売）との間には、 
サウンドに大きな隔たりがあるように言われるけれど 
も、実際のバンドは68年末まで、シド在籍時のサウン 
ドを引きずっている。「神秘」は過度期の作品なので 
ある。収録された「追想」は i 作目に収録されるはず 
だった曲だし、「太陽讃歌」は66年末から演奏されて 
いた曲なのである。この68年から69年初頭にかけて、 

シド脱退によるバンドの低迷をしのぐかのように、口 
ジャーを中心にして多くの曲が書かれている。 

「夢に消えるジュリア 」 「Point Me At The SkyJ 
「 Embryo 」 などの小曲や「神秘」「ユージン、斧に気 
をつけろ」「光を求めて」などのライヴでよく演奏さ 
れた曲など。どれも、まだ小じんまりとした演奏だけ 
れども。彼等が本格的に即興を重視するのは、69年に 


入ってからのことである。3作目「モア」 （69 年7月発 
売）土 4作目「ウマグマ」 （69 年10月25日発売）は、こ 
うしたステージでの実験から生まれた作品といえる。 
「ウマグマ」のスタジオ•テイクが端的に物語るよう 
に、69年のステージでの彼等は、非常に実験的なサウ 
ンドに走っている。整理がされていないだけに、とり 
とめがない。69年中頃から演奏されはじめた長大な未 
発表曲 「The Man 」 と 「The Violent Sequence 」 は、 
こうした即興から生まれてきた曲で、結局は完成品と 
して陽の目をみなかった試行錯誤の一つだと言える。 
これらの断片は「モア」「ウマグマ」に分かれて収録さ 
れている。また、 r ウマグマ」のライヴ • テイクは、ス 
テージでの代表曲でもあり、この時期のサウンドを、よ 
く伝えている。69年はそして彼等にとっても野外フヱ 
スティヴァルの時期だった。その頃、彼等は急速に注 
目され始める。69^12月、映画「砂丘」のサントラ収 
録のため、口ーマに滞在中、デイヴが「原子心母」の 
フレーズを思いついたことで、翌70年は「原子心母」 
の年となる。「モアのテーマ」「シンファス組曲」を演 
奏した初旬のツアーでは、ドラム•ソロを入れた、ま 
るで「ユージン〜」の亜流のような曲調だったが、口 
ン.ギーシンの手をかりて、ブラス、合唱が加わった完 
成品が、70年10月10日に5作目「原子心母」として発 
売されると、各方面から絶賛を浴び、彼等を一気に 
オーバーグラウンドへと浮上させた。第—のピーク時 
である。また、70年後半は、これまでの実験が実りを 
みせた時期でもある。時に 「 embryo 」 「神秘」の複雑な 
演奏、音群移動装置を使っての 「 Cymbaline 」 のロン 
ダ.テイク、「でぶでよろよろの太陽」でのリード. 
ソロなど、効果音とサウンド効果に充分な計算があり 
ながらも、即興を最大限にいかしている。翌71年は 
「Return Of The Son Of Nothing 」 の制作で幕を開け 
る。曲は間もなく 「 Echoes 」 と改名され、重要なレ 
パートリーとなる。そして8月には初来日を果たし、 
11月に7作目「おせっかい」が発売された。72年1月 
20日、イギリス.ツアーの幕明けは、ブライトンの 
ドーム、ここでロック史上に名を残すことになる「狂 


気」が初演された。曲は徐々にまとめられていったも 
のの、72年の「狂気」は比べようもなく未完成である。 
初期のサウンドの延長といった惑が強い。「狂気」を 
持って世界中を巡るさ中、同年3月の二度目の来日を 
狭んだ時期には、フランスで8作目「雲の影」 （72 年6 
月3日発売）が録音されている。そして73年1月のス 
タジオ入り。この時、「狂気」は完成するのだが、映画 
「ピンク••フロイドの幻想」には、この時の貴重な映 
像が•収められている。3月、アメリカ•ツアーと同時 
に9作目，「狂気 J が発売されるや否や、破格のセール 
スを記録しはじめる。あらゆる記録を塗りかえはじめ 
る。まさに73年は世界中が「狂気」一色の年だったと 
いっても過言でないほど。バンドにとって最大のピー 
ク時を向える。この年からライヴも曲が固定されるよ 
うになった。「雲の影 」 「When You are InJ 「太陽讃 
歌」「ユージン〜」 「 Echoes 」、 そしてスタジオ.テイ 
ク型の「狂気」アンコールの「吹けよ風、呼べよ嵐」。 
ところが、次第にバンドの歯車が狂いだす。誰一人と 
して予想もしなかった大成功が、ピンク • フロイドと 
いう名前が、メンバー個人をつぶしはじめたというべ 
きか、発売日まで公式発表されたにもかかわらず、遂 
に未完に終った 「Household Objects 」 なるアルバム、 
そして夏のフランスと冬のイギリスでしかツアーを行 
なわなかった74年の出来事は、いかにバンドが迷って 
いたかを表している。74年に初演された3曲「狂った 
ダイヤモンド」 rRaving & Drooling 」 （後の Sheep ) 

rYouve Gotta Be Crazy J (後の Dogs ) は、結果的に 
10 作目の「炎」 （75 年9月15日発売）、11作目の「アニ 
マルズ J (77 年1月23日発売）の骨子になった曲だが、 
裏'を返せば、12作目「ウォール」 （79 年11月30日発売） 
の制作に入るまで、ほとんど新曲を書いていないこと 
になる。ライヴも74年と75年は、ほとんどかわり映え 
していない。実際、この頃、バンドが解散寸前だった 
ことが、後にメンバーの口から語られている。一方、 
ステージだけは極端に大掛りなものになり、スタジオ 
盤をそのままステージで再現するという形をとりはじ 
める。旧タイプの曲は全て取り除かれ、いわゆるロッ 
ク.バンドのようなサウンドにがらりととって替った 
のも74年からだった。確かに「炎」「アニマルズ」の出 
来はいいのだけれども、どこか心労にがんじがらめに 
されて出来上ったような雰囲気がついてまわっている 
ように思えて、個人的には「ウマグマ」の持つ自由奔 
放さや「おせっかい」などのリラックスしたアコース 
ティック•ギターの響きが懐しく思えてしまう。こう 
して沈黙する彼等が事実上、最後に腰を上げたのは、 
「アニマルズ」のツアー終7後の77年終盤から78年春 
頃である。これが「ウォール」である。ロジャーの作 
品と言ってもよい程、彼の占める割合が大きくなって 
いる。最初、3枚組の予定もあったと、デイヴは語っ 
ているが、結局、「ウォール」と83年作の「ファイナル. 
カット」に二分された。「ウォール」は良くも悪くもビ 
ンク.フロイドの終着である。ステージング、映画化、 
コンセプトの内容、それらに必要な有能なスタッフ、 
まさに総動員での一大コンセプトである。「ウォール」 
発表後、リックが脱退し、ロジャーが「ファイナル • 
カット」を製作するが、この時、既にバンドは崩壊し 
ていたとみるのが妥当だろう。83年、ピンク.フロイ 
ドは解散した。 松本昌幸 















KING CRIMSON 


80 年代後半を経た今日に至るまで、プログレッシヴ • 
ロックはおろかブリティッシュ•ロック史上において 
孤高の存在として君臨し、ロックシーンに様々な影響 
力を及ぼすと同時に幾多の名声と賛辞を博した巨大な 
カオス、キング•クリムゾン。それは、グループの絶 
対的なリーダーで鬼才と呼ばれていた男、ロバート 
(ボブ）•フリップ ( G . Mtn . Devices *-- etc .) の研ぎ澄 
まされた意思と本能、感性、知性そのものと言っても 
過言ではないだろう。ロバート•フリップは1946年5月 
に、南イングランドはドーセットの田舎町、ウイン 
ボーンで生まれた。彼自身、鋭敏な感受性を持ってい 
るが故に、周囲の世界に対し疎外された孤立惑を覚え 
っっ友人も誰もいな I 、孤独で不幸な少年期を過ごした 
4レう。地元の音楽学校で11歳の時、初めてクラッ 
シックギターを手にしてから僅か3ケ月、独学でマス 
ターした彼は本格的な活動に人るまでの間、ロックか 
らジャズ、クラシック等を愛聴していきながらも着実 
C 腕と実力を磨 L 、ていった。ボーンマス.カレッジに 
入学と同時に友人達とバンドを組み、パブやホテルを 
活動の場としていきながらも、その一方で自ら理想と 
するグループの構想を抱き、地元ウィンボーンでフ 
リップど同じく名の知られていた、マイケル*ジャイ 
ルズ ( Ds . Per . Vo ) とピーター.ジャイルズ ( B . Vo ) 0 
兄弟らと共に、，1968年にジャイルズ，ジャイルズ&フ 
リップ （ GG & F ) を結成。これを契機に正式な音楽活 
動を開始するが、アルバムを1枚発表した直後にビー 
ターが脱退しグルーブ自体も消滅してしまう。しかし、 
フリップとマイケル•ジャイルズは臆する事なく新た 
なグループ結成への決意を固め、グレッグ.レイク 
(現 EL & P ; B . Vo ) 、イアン.マクドナルド （ Key . Vo . 
Mtn . Vibe . Woodwind … etc ，）、 そして作詩とライティン 
グシヨウ等を手掛けるビート*シンフィールドを迎え 
て、同年12月にキング•クリムゾンを結成。翌69年10月 
には衝撃のデビュー作で名盤と名高い r クリムゾン. 
キングの宮殿 j を発表…！ビートルズの r アビー. 
ロード」を抜いてトップの座に着き、各方面から多大 
な賞賛が寄せられ一躍脚光を浴びるのだった。何より 
も本作品の根底には美と幻想、抒情、神秘、破壊、戦 
慄が横たわっており、クリムゾンの創造する西欧的音 
楽の構築美を物語る上で大いに貢献していたと言えよ 
う。だが、本作品の成功とは裏腹にグルーブは早くも 
分裂の危機を迎えていた。 2 nd 製作前にマダドナルド 
が去り、発表後には更にレイクとジャイルズも抜け、 
先に脱退したマクドナルドはジャイルズと共にマクド 
ナルド&ジャイルズを、レイクは既に御存知の通り 
EL & P 結成の道へと歩むのだった。 2 nd 「ポセイドン 
のめざめ」は、そんな状況のもと解散の危機にもめげ 
ずリリースされ前作で得た方法論をより発展させてい 


き、広大な音宇宙を創作したのだった。本作では新た 
に メル.コリンズ （ Fl . Sax ) 、キース•ティペット 
( P ) をメ ンバーに 加え、更にべー ス には ピーター. 
ジャイルズを再び起用。70年には多数の ブラス セク 
ションを配し迷宮の如き緻密な音の構成で迫った傑作 
「リザード」 を発表するが、ここではメンバーが 
ゴードン.ハスケル （ B . Vo ) と アンドリユー •マック 
ロック （ Ds . Per ) に交代され、 B 面の組曲の中ではイ 
エスの ジ ョン •ア ンダーソンもゲス ト参加している。 

4作目「アイ ランド」 でも大幅な メンバー チヱンジが 
成され、 ボス•バレル ( B . Vo ) とイアン. ウォーレス 
( Ds . Per ) の他若干名の ゲストを 迎えて製作され、 メ 
ロトロン に加え生の ストリング •セク ショ ンをも導入 
した、前三作から較べると比較的に地味で隠やかな印 
象を与える作品に仕上がっている。しかし、本作にお 
いて シンフィール ドと ボズ•バレルは 互いに意見の対 
立から折り合いが悪くなってしまい、活動意欲の低下 
していた シンフィールドはグループを 去り、結局、 グ 
ループ 自体も I " アース •バウンド」 という駄作の ライ 
ヴを I )リースした 直後に各メ ンバーの 離散がもとで、 
一時的な活動休止状態に入ってしまう。残されたフ 
V ップの今後の動向が大いに注目されたが、72年装い 
も新たにジョン.ウ x ットン （ B . Vo )、 イエスを 抜け 
たビル ■ブラフォード （ Ds . Per ) と 共に 後期クリムゾ 
ンをスタート。2人の他にもデヴィット•クロス （V 
in - Key ) > ジェイ ミー.ミューア （ Per ) といった強い 
個性を持ったメンバーに支えられ、 r 太陽と戦慄 j 「暗 
黒の世界 j そして活動の最後を締めく くるに 相応しい 
傑作 r •レッド」をたて続けにリリースしていったので 
あった。後期クリムゾンの音の背景には魔術、秘教、 
錬金術といった秘儀体系に支配された金属質のへヴ'ィ 
な旋律と、人間の持っている潜在意識に及ぼす強烈か 
つ狂暴性を伴った心理的 イン パクトが同居しており、 

:前期に見られた幻想美と抒情的な面はすっかり影をひ 
そめてしまったのだった。グループはその後、|メリ 
力公演を収録したライヴ盤 riJ . S . Aj と、2枚組ベス 
> f 新世代への啓示 j を発表し、表舞台から遠去かっ 
てしまうが v ソロ活動と並行してセッション、プロ 
デュース業等に精を出していたフリップは再びブラ 
フォードを呼び寄せ、エイドリアン•プリュー （ G . Vo ) 
と トニー*レヴィン （ B . Stick . Vo ) を迎えて81年 
r ディシブリン j でキング•クリムゾンを復活させ、 
以後 「ビート 」 r スリー•オブ•ア •パーフヱ タト. 
ペア」 をリリースした後に再び解散した c 大関善行 












GENES 



イギリスの名門校チャーターハウス.パブリック. 
スクールで当時学友だったビーター. ガブ ])エル 
(ヴォーカル）、トニー.バンクス（キーボード）、マ 
イク. ラザフォード （ベ—ス）、アン ソニー • フイ 

リッブス（ギター）等によって、1967年にジュネシス 
は結成された。69年に1 ST 「創世紀」を発表したが、 
大きな反響を得ることなく終り、一時活動を停止して 
しまう。 

再び彼等が登場したのは70年。フィル•コリンズ 
(ドラムス）、 スティーヴ.ハケット （ギター） を新メ 
ン バーに、カリスマ•レ ー - ^レと契約を結び「侵入」 

を 発表した。まだ 、 A •フィリップスとジョン •メイ 
ヒュー （ドラ ムス） による録音だった が 既に繊細で口 
マン溢れる独自の世界を確立している。そして、72年 
には新メンバーを加えた「怪奇骨薰音楽箱」によって 
劇的な 曲 展開、 ューモァ、ミステリァスな 雰囲気を見 
事に表現した。続く 「フォックストロット」 には、初 
期ジュネシスの集大成ともいえる20分にも及ぶ大作 
「サパーズ.レディ」 が収録されており、代表作の1 
枚とされている。また、 ユニークな ライヴが評判に 
なったのはこの時期からである。 P • ガブリエル によ 
る創作童話の朗読から始まり、劇的な曲調にあわせて 
コスチュームを 代えての パフォーマンス、 巨大な スク 
リーンによる映像と視覚効果を最大限に発揮したス 
テ ージは「天使が地上に舞い降りて、おとぎの国をさ 
まよい歩いている」 と 評された。この当時の様子は、 

73年発表の「ジ： c ネシスライヴ」と僅かに残されたコ 
ンサートフィルム等で知ることができる。 

そして、同年暮に発表された「月影の騎士」では、 
メロディ が一層 美 しくなり、 インストゥルメンタル 
パートがより充実するなど今まで以上にまとまりを感 
じさせてくれた。 

このように、一作ごとに成長を続けるジ X ネシスは、 
74年「眩惑のブロー ドウヱイ」によって遂にその創造 
力を昇華する瞬間を迎えた。プエルトリコ人の青年レ 
ニルが体験する時空を超えた冒険物語をシュールな詞 
とイマジネーション豊かな演奏で展開する2枚組大作 
は、ジェネシス自身の持てる力を出しきった最高傑作 
である。なお、直後のツァーは筆舌に尽くし難い出来 
であったと伝えられている。そしてまた、この作品の 
持つ魔力的エネルギーはバンドの破綻をも誘発した。 
リーダーである P • ガブリエルが75年5月に脱退した 
のである。 

しかし、残された4人は P • コリンズをヴォーカル 
に起用して「トリック•ォヴ•ザ*テイル」を発表。 
ヴォーカルスタイルが P • ガブリエルに似ていたこと 
もあり、以前の作品と比較しても遜色ない内容に仕上 
げることができた。また、ライヴでは.ドラマーにビル • 



ブラッフォードを迎え 、 P •コリンズがヴォーカルに 
専念できる体制を整えたのである。続く「静寂の嵐」 
では、よりダイナミックで叙情的なサウンドが新しい 
多くのファンを生んだ。77年のツアーから、ドラマー 
がチ ヱスター. トンプソンに交代したが、この時期の 
スケールの 大きな充実したライヴは「眩惑のスーパー 
ライヴ」で聞くことができる。しかし、残念なことに 
このライヴ盤を最後に、中世ロマンティシズムを湛え 
ていた S • ハケッ トが脱退してしまった。 

またも危機に瀕した彼等であるが、今度は M •ラザ 
フォードがギターも担当し「そして3人が残った」を発 
表、健在ぶりを示すとともに、ツアーでは、ダリル- 
ステューマー（ギター）が迎えられた。このメンバー 
で 78 年 11 月に初来日を果し、 多くのファンを魅了して 
いる。 

この後、ジヱネシスはその姿を大きく変貌させてい 
く。ョ ーロ •ッパ的哀愁は徐々に影を潜め、ポップ化は 
「デューク」で明確化した。「アバカブ」ではなんと黒 
人音楽界の大物アース.ウインド&ファイアーのホー 
ンセクションと 共演！ 「スリーサイドライヴ」、「ジ ヱ 
ネシス」そして最新作「インビジブルタッチ」までの 
8年間にアメリカでも大成功を収めた。初期の魅力は 
失ったが、職人的な音作り、演奏のダイナミズム、そ 
して独自のメロディラインは健在であり、切れのよい 
スピード感を身につけたジヱネシスは今なお超一流の 
ロックパンドとして高く評価されている。 

また、各メンバーは多彩なソロ活動も行っている。 
特に P . コリンズは、70年代からブランド X をはじめ 
数多くのセッションをこなしていたが、80年代に入る 
と、ソロ、プロデュース等幅広い活動を通じて多くの 
ヒットを生み、世界のトップスターになった。一方、 
過去に2枚のソロを出している M • ラザフォードは、 
マイク &メカニックスを結成活躍中、 T •バンクスは 
2枚のソロの他、サウンドトラックをいくつか手掛け 
ている。 

その他、 P • ガブリエルが精力的な活動を行ってお 
り、数少ない真にプログレッシヴなアーティストとし 
てカリスマ的な存在である。また、 S . ハケットは長 
い地道なソロ活動を経て、86年にスティーヴ•ハウと 
GTR を結成した。そして 、 A •フィリッブスは今なお 
イギリス的な素朴で心温まる作品を発表し続けている。 

松本真和 












YES 


ピンクフロイド、 EL & P と共に 70 年代ブリティッ 
シュ • プログレッシヴのパイオニアとして、トップの 

座に君臨し一つの時代を築きあげ、その驚異的な芸術 
性と構築美、高度な音楽性で数多くの根強いファンを 
持つイエス。その歴史は1968年の8月、 マーキー •ク 
ラブでのギグによって幕を開ける事となる。当時メン 
バーは、兄アンソニーと共にウォリアーズで活動して 
いたジョン • アンダーソン （Vo) 、ザ•シンというグ 
ループに在籍していたクリス•スクワイア （B,Vo) と 
ピーター•バンクス （G,Vo) 、数々のグルー f プでセッ 
ション活動を転々としていたトニー•ケイ （Key) と 
ビル.ブラフォード （Ds)、 計5人でスタートしたの 
だった。マーキーでのギグをこなしつつ、その後は 
クリームの解散コンサートで前座を務めたり、故ジヤ 
ニス•ジョップリンのバックも担当していきながらも、 
徐々にグループは知名度を高めていき、翌69年にはア 
トランティックと契約を交わし、同年8月に「イエス. 
ファースト」でデビューを飾る。翌70年には才ーケス 
トラとの共演を試み話題になった 2nd 「時間と言葉」 

を発表。活動の方も順調な軌道の波に乗りつつあった 
が、その直後にピーター•バンクスが脱退しフラッ 
シュを結成。後任にトゥモロウ、ボダストに参加して 
いたスティーヴ•ハウを迎えて、「イエス.サード」を 
製作。彼等は本作品で初めてシンセサイザーを導入し、 
音的にも幅と広がりを持たせる事が出来た， 

しかし、発表後に今度はトニー • ケイが脱退、彼は 
バジヤーを 結成する。ケイの後任に ダループはスト 
ローブスのメンバーで当時 キース*エマー ソンと逆ん 
で高い 評価を受けていた/キーボードの魔術師， リッ 
ク*ク ヱイクマンを 迎えて、彼の持つ才ーケ ストラル 
な音楽性と手法を導入して、あの名作と名高い「こわ 
れもの」を発表^各方面から絶大な支持を受けトップ 
ダループの 座に ついた。ジヤケッ トワークも本作品か 
ら 幻想画家 ロジヤー.ディーンが 担当、 フ r ンタ■: 
ティックなアートがイエスの創造する音世界に色を添 
えていった。「こわれもの」で得た高度な音楽性は、よ 
り以上に向上し翌72年に「危機」という最高傑作を生 
み出した。複雑かつ緻密な音の構築から透明感溢れる 

ハ-モニー、 イエスの 創り あげた 壮大な シンフォニー 
と言うべき頂点の極みであろう。しかし本作品を最後 
にビル.ブラフォードがキング.クリムゾン加入の為 
脱退。後任にプラスティック.オノ.バンド等に参加 
していたアラン•ホワイトを加えて、翌73年3月、待 
望の来日公演を行った。翌月には3枚組ライヴ「イエ 
スソンダス」を発表、アルバムと寸分も変らぬ壮大か 
つ鎩密な構成美とシンフォニーは、マヤンを驚かせた 
メロディメイカー紙の人気投票において、国際と英攝 
_ぬ両部門でも最優秀グループに選ばれ正に i： 昇期を 


迎えっっあった。同年の11月には2枚組大作「海洋地 
形学の物語」を発表。彼等の創造する世界は増々壮大 
なスケールを持った宇宙的な広がりを見せた。しかし 
「ヘンリー八世の六人の妻」からソロ活動を並行して 
いたウヱイクマンは、グループの方向性に疑問を感じ、 
本作品を最後に脱退。以後、ソロ活動に専念し「地底 
探検」「アーサー王と円卓の騎土達」といった傑作群 
を発表していく。ウヱイクマンの後任は困難を極めた 
が、メインホース、レフュジーといったグループや映 
画音楽で活躍していた、スイス人のパトリック•モ 
ラーツを起用。74年11月に「リレイヤー」を発表、「危 
機」に負けず劣らず、より複雑かっ難解なサウンドを 
打ち出したが、ウヱイクマンが脱けた後が災いしてか、 
本作品は賛否両論を呼んでしまう。発表後、彼等は75年 
の春に初期のナンバーと未発表曲を収めたベスト盤 
「イェ スタ デイズ」をリリースし、以後は各人共それ 
ぞれのソロ活動に入り、約2年近く沈黙を守り続けた 
のである。ハウは r ビギニンダス」、スクワイアは「未 
知への飛翔」、ホワイトは「ラムシャッフル」、モラーツ 
は r i 」そしてアンダーソンは「サンヒローのオリア 
ス」とそれぞれ各一枚ずっソロ作品を発表したが76年 
11月にモラーッが音楽的な意見の食い違いで脱退。結 
局、ウ〇；イクマンがグループに再加入し、77年に r 究 
極」を発表……！よりタイトな音作りを目指し、ジャ 

ケットワークもロジャー•ディーンからヒプノシスに 

変わり、開放的な印象を与えた ◊ 78年には前作の延 M 
線上の r トーマト j をリリースし、よりポップで明確 
な路線を打ち出したが、79^には、何と！アンダーソ 
ンとウ玉イクマンの両名が脱退し、 グルー プは重大な 
危機に直面する。しかし、グループは当時‘‘ラジオス 
ターの悲劇”でヒットを飛ばしていたバグルスのトレ 
ヴァー•ホーンとジェフリー •ダウンズを起用して、 
so 年に r ドラマ j をリリース。全盛期の緊張感を再び 
取り戻し（ロジャー*ディーンも再びデザインに起用 
された）、全英N0.1アルバムに選ばれた。が、しかし結 
局はグループ全体がうまくゆかなくなり、2枚組ライ 

ヴの f イエスシヨ ウズ」とベストの r クラシックイエ 

ス」を残して、81年に自然消滅してしまい、_13年間も 
の 裏い 幕を閉じてしまった。 ところが 83年に、 スクワ 
イアと ホ ワイトの両名は、アン ダーソンとオリジナル 
メ ンバ ーだったトニー • ケイを誘い、 元ラビットの卜 
レヴァ ー•ヲビン （ G，Key,Vo) を迎えて、復帰作の 
ンリ—•ハート」 を発表、見事に大成功を収めて 
返り咲いた。 大蘭蕃行 













VAN DER GRAAF 
GENERATOR 


VDGG がイギリスで結成されたのは1967年、ファー 
スト.アルバムは68年に発表している。以後10年間に 
10枚のアルバムを残し、バンドとしての活動は終結し 
ている。しかしピーター •ハミル ( g . vo ) は バンド 活動 
以外にソロ LP の製作も精力的に行っていた。 
VDGG 活動中にすでに7枚のアルバムを、その後今日 
に至るまでさらに9枚（最新作は And close as 
this . ’86) リリースしている。 VDGG がこの原稿の 主 
題であるが彼のソロワークもバンドの作品と密接な関 
係にあり、切り離して論ずると逆に不_.然となるので 
同時に考察したいと思う。 1 st LP “The Aerosoll 
Grey Machine ’’ の裏ジャケットにはこのアルバム•が 
完成するまでの経過が ハミル 自身の筆によって書かれ 
ている。結成当時の仲間 、 Chris Judze Smith ( ds ). 


Nic Peame ( Org ) がぬけ 、 Hugh Banton ( Key ). 
Keith Ellis ( bass ). Guy Evans ( drm ) の協力のもと、 



バンドを再結成させたとのこと、そしてかなり突然の 
デビューの話であったようだ。したがって曲も以前に 
バンドの為に書いたストックもあったろうが、当時行 
なおうとしていたソロワーク用の曲も収められている 
かもしれない。後のソロアルバムに通じる曲もある。 
また録音風景のリアルな描写やレコード製作の興奮と 
喜びも語られている。この時すでにバンドは十分な才 
リジナリティを確立している。 B 面ラストの “ Octpus ” 
の曲展開は初期の VDGG サウンドの原型である。その 
後 Keith Ellis がぬけ 、 Nic Potter ( b ) が参加する。彼 
は 3 rd 後脱退するが VDG で復帰する。日本においても 
時間的なズレはあったにせよ、 4 th の “ Pawn Hearts " を 
除いてフォノグラムより発売されていた時期があった c 
ソロも 1 st , 4, 6, 7 th が出ていたはずだ。それにしても 
よりによって “Pawn Hearts ” を発売しないでいられ 
たレコード会社の神経はどうも理解しかねるが。 1 st 
ソロ “ Fool’s Mate ”（71) は本人が VDGG とは無関係 
と注釈しているように、やや内向的でノスタルジック 
な曲や風刺的な曲まで入った味わい深い作品である。 
同年の VDGG の作品が “Pawn Hearts ” であった。 
2 nd “精神交遊” (70). 3 rd “核融合” （70) と進むにつ 
れ大曲でアルバムが構成されるようになってゆき、こ 
の 4 th でビークとなる。これを彼の最高作とする人も 


多い。精神の断崖に立ち彼は絶望の果ての希望、生と 
死について思いめぐらす。“神”の前では独裁者です 
らチヱスの歩にすぎないのではと。サウンドは高い テ 
ンシヨンを終始保ち、イエス、ジヱネシス、ピンクフ 
ロイドなどのはるかにメジャーなグルーブのいわゆる 
プログレファンの注目も集めるようになる。アメリカ 
においてもリリースされ、またヨーロッパ各地でも知 
名度は飛躍的に上った。しかしその後バンドは解散状 
態になる。そして75年 “ Godbluff ” で再編されるまで 
に4枚のソロアルバムを発表する。73年の “Chamele 
ons ..‘” 続く “The Silent Corner and . ••” には 
フールズ•メイトと VDGG タイプの作品が同居して 
いる。それぞれ “Black Room ” . “A Rouse is 
not a home ” などは VDGG の曲だと言ってもおか 
しくない作品だ。驚くべき言葉の質量、そして密度。 
しかし何というしなやかなメロディだろう。音符を与 
えられてない単語はひとつも.ない 。 “In Camera ” 

(74) では彼の夢想、自己への問いは エスカレートす 
る。 “ Nadir’s Big Chance ”（75) では遂に人格を分 
裂させ、もう一人の自分を出現させる。その後再び 
VDGG は再結成され、いわゆる3部作 “ Godbluff " 

(75) . “Still Life ” (76). “World Record ”（76) と 
間をおか十発表する。この強迫的な創造力の原動力は 
何であったのか。バンドの永続性はもはや幻であると 
悟っていたのだろうか。やがてその時は来りて77年の 
ソロアルバムに “ O ver ” と名付ける。しかし長年の同 
志であったバントンとジャクソンの脱退は確実に一つ 
のピリオドであった。だが終りもまた始まりである。 

2人がまさにバンドの中核だったことを グルー プ名か 
ら “ Generator ” の文字を取り去ることによって表明 
し、同時に Van Der Graaf の始まりを宣言した。バ 
イオリンとベースの2種の弦楽器を導入した“静粛、 
歓喜”（’ 77) はハミルの観念の宇宙空間だった。閉じ 
だ円形の“ドーム”の内に歓喜の歌は響きわたる。そ 
のまばゆい閃光は “ Vital (’78) と題された初の2枚組 
ライブアルバムに刻み込まれた。 

VDG はここに終結する。久しく見てきたようなこ 
とを書いてきたが、確実なのはこれらのレコードの存 
在でありそれ以外の部分には私の勝手な思い込みもあ 
るかもしれない。しかし“歴史”には真実もまれに書か 
れている、ということでこれを A VDGG History と 
させていただくこととしよう。 

なおそれ以後のソロ活動、そして K グルーブなど形 
は変われど歴史は進行中であり重要性は依然不変であ 
る。彼のトレードマークにも組み込れている蠍座的性 
格、おだやかな外面と内に秘めた情熱の発露する様を 
86年秋、我々は真近に目撃した。 Tanks , Peter 

松本修一 















GENTLE GIANT 


ジェントル•ジャイアント（以下 GG ) 程、日本国内で 
評価と人気の差があったグループは珍らしいだろ 
う。’75年当時において、日本のマニアの間ではイエ 
スと比肩するとまで言われながらも、人気の何と低 
かったことか。最も、この評価自体にしても多少ピン 
卜はずれで、イエスが個々のソロ •パートを多少と言 
わず、売りにしていたのに対し、 GG はクロス.リズ 
ム/ポリ.リズムを多用したアンサンブルと、シニカ 
ルさとペーソスをあわせもった明るさが特徴であった c 
だが、残念なことに、この辺の感覚は日本人とは相性 
が悪い。基本的に、日本人は、自分に理解できる程度 
に『暗くて重い』ものを好む傾向があった。ライト感 
覚のものが喜ばれるようになったのはここ、数年のこ 
とであり、しかも、同じライトでもトリッキーなもの 
はダメ、知的なものも見せかけだけのものに限り可、 
という日本人気質からは、極めて肌の合わないグルー 
ブが GG であったと言えよう。 GG は様々な理由から、 
スタイル•コピーの非常にし難いグループであったと 
言えよう。一つに多少ジャージーなコーラス。これは 
多少音楽の経験のある者さえ驚嘆する程の難かしい動 
きのあるものも含まれている。もう一つは対位法的な 
曲構造と、極端なまでのクロス • リズム。これは個々 
のメンバーに演奏者としてのヴォルテージ/リズム感 
を要求する性格のものである。ようするに出来の良い 
ソリストを1人、2人つれてきてバンドを作ることの 
方が、明らかに簡単なことだという訳だ。そして各メ 
ンバーがマルチ.ミュージッシャンである上、専門以 
外の楽器の技術がほとんど落ちないということ。これ 
は驚異としか言いようがない。彼らは曲間で次々に楽 
器をチヱンジしていく、というプレイを、平気でライ 
ヴ•アクトで行なってしまうのだ。楽器にしても、10 
CC のようにギターとベースが奏けて、 シンセで 遊べ 
ますといったセコイものではなく、ベースがヴァイオ 
リン、トランペットまでこなし、キーボードがヴィブ 
ラフォン、チヱロと変わりヴォーカルがサックス、 
ベースとチヱンジしていく、という立体的なフォー 
メーションでしかも全員リコーダー、全員ギター、全 
員パーカッションといった大技まで持っているのだ。 

GG は元サイモン • デュプリ ー&ザ.ビッグ•サウ 

ンドのシ ヤルマ ン兄弟- フィル （ vo , saxces … etc ) ， 

ディレク （ Vo , g , b ) ,レイ （ B , vln , g , vo , etc ) に加えて 
ケリー.ミネア （ Kbd , vib , cello , etc ) ,ゲイリー.グ 
リーン （ g ), マ—ティン•スミス （ dr ) のライン • 
アップで，70年11月に 「Gentle Giant 」 でヴァーティゴよ 
りデビュー。そして’72年の初めには 2 nd rAquaring 
the taste 」 を発表。この頃の作品は今聴いても、セン 
スの良さ、編曲のうまさには驚嘆せざるを得ない。ほ 
とんどファッションナブルでさえある。 


そして同年暮には M •スミスからマルコム•モル 
ティモアにドラマーを変え、 3 rd「Three Friends 」 を 
発表。ョーロッパ•ツァーを行ない、好評を博した。 
この頃から GG は本国よりヨーロッパでの方が人気が 
出始めたのだ。 

73年にはアルバム 「 Octopus 」 を発表。前作あたり 
からロック色を強く打ち出すことを彼等は考えていた 
ようだが、それがドラマーを、さらにジョン•ウュ 
ザースに 変えたことにより、見事に結実す る ことに 
なった。アメリカ.カナダ.ツアーも成功した。 



だが、シャ-ルマン3兄弟の一角、フィルが脱退して 
しまい、グルーブは残りのメンバーで同年に 「In a 
Glass House 」 を発表。以後、解散まで、このメンバー 
で活動することになる。この頃から’74年の 「The 
Power and the Glory 」，’75 年の 「Free Hand 」 ， ’76 
年の 「 Interview 」 と極端に高水準のアルバムを発表し 
続ける。さらに2枚組ライブ 「Playing the Fool 」。 
彼等の真に恐ろしい点は、これだけの演奏を笑いなが 
らやっていることだ。先日、 GG のライブ.ビデオを見 
る機会があったのだが 、 R • シャルマンに至っては、 
あの複雑な変則拍子のパッセーシをダンス感覚で演奏 
してたりして、思わず腰を抜かす思いだった。 

77年 「The Missing Piece 」 発表。当時、大物プロ 
グレ.バンドが続々とポップ色の強い作品を発表した 
時期だった。 「 GG もついに駄目になった」と言われ 
た本作だが、 B 面ラストに代表されるように、ポップ 
な曲調と裏腹に複雑な編曲はそのままだった。だが続 
いて’78年に発表された 「Giant for a Day 」 は本当にい 
けなかった。何処にでもいるバンドのようなサウンド。 

そして’80年に多少ニュー•ゥヱーヴ色を加味した 
「 Civilian 」 を発表。前作よりましとは言え 「 Missing —」 
にさえ劣る出来だった。翌年のことだったろうか、某 
クラッシック系音楽誌に GG の解散記事が載っていた。 
その一誌以外では報道されなかったように思う。以後、 
彼等の名はシーンから消えてしまった。 斎藤千尋 
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UNITED KINGDOM 



AARD VARK 

same title 

DERAM 1970 年 

NOVA：SDN 17 m 

Frank Clark : perc. ds. 

David Skillin : vo. 

Steve Milliner : org. p. celeste, vib. marimba, rec. 
Stan Aldous : b. 



AFFINITY 

same title 


VERTIGO 6360 004 廃フォノグラム 

Linda Hoyle : vo. SFX 7283 廃 

Lynton Naiff: p. el p. hpd. vib. 

Mick Japp : g. 

> Foster : el-double bass. 


Grant Serpell:ds.perc. 

brass arr ： John Paul Jones,Chris Hughes 

Strings arr . John Paul Jones 


デッカ、デラムレ コードは、 当時のニューミュージックのムーヴメント 
をいち早く認識し、その発表の場としてノヴァ•シリーズを発足させ数々 
のグループをデビューさせている（エッグ、ヤン.デュークス.ドゥ.グ 
’レイ等)。 アー ド バーク もその中のひとつで、 キーボード . トリオ.スタイ 
ルのロックを演奏している。方法論としてはプログレッシヴというよりは 
むしろハード•ロックに近く、ハモンドを中心に八方破れなパワーで押し 
切るところなど、当時のロックシーンがいかに活気に満ちていたかを物語 
っている。本作のみで解散してしまったのは非常に残念であるが、彼らの 
残してくれた遣産は今尚語り継がれ、イギリス本国などでは新しいファン 
さえ増え続けているのである。 （土） 


プリティッシュ • ロック全盛期に唯一のアルバムを残したアフ ィニ ティ 
一。ヴァーティゴ.レーベル、キーフの淡い色彩感覚が冴えわたるジャヶッ 
卜、典型的なハモンド•オルガンの音色、ハスキーな女性ヴォーカル、と今や 
この種の代名詞とも言える1枚である。全編にわたるリンダの迫力あるウ 
ォーカルとリントン•ネイフのスリリングなオルガンは共にジャズ色の濃 
いものだが、全体の骨組みはブルース.ロックの延長線上にあるオーソド 
ックスなものである。今となっては古臭さを感じさせるが、曲のアレンジ、 
ブラスやストリンダスの導人も実に決っていて、どこを取っても70年代初 
期の熱いものが感じられる。なお、リンダは翌年ソロ •アルバムを発表し、 
他のメンバーもセイラーを始めとして各方向へと散って.いった。 （昌） 



AFTER THE FIRE 

Signs Of Change 

RAPID 1978 年 

RR001 廃 

Peter Banks :org : syn.p.vo. 

Nick Battle :b. vo. 

Andy Piercy : vo. g. perc. 

Ivor Twindell : ds. 



AMAZING BLONDEL 

England 

ISLAND 1972 年 

UPS 9205 廃 

Edward Baird : g. vo. perc. 

Terence Alan Wincott: vo.fl. rec. harmonium. 

pipe-org. mtn.perc. 

John David Gladwin : g. vo. b. tabor, tubular bells. 
Pro : Amazing Blonde 1 & Phil Brown 


アフター•ザ•ファイア ーは 現在でも活動しているグルーブだが、このフ 
ァースト•アルバム以外の作品はポッブス、ニューウェイヴ色の強いまるで 
別グループとしか思えない作風となっている。本作では、イエス風のテク 
ニ カル•シンフ ォニッ ク.サウンドを演奏しているが、メンパー個々のテク 
ニッ クがいまひとつ未熟なため全体的な完成度は他の同系統のグループの 
作品より若干見劣りする。とはいうもののそれなりに楽しめるアルバムで 
ある。彼らは70年代初期から活動していた様で、地元ではある程度人気を博 
していたものの大手のレコード会社と契約がとれず自主製作によりリリー 
スされたため日本においてあまり話題にも登らなかった。ちなみにキーボー 
ドのピーター•バンクスは元イエスのギタリストとは別人である。 （土） 


ARCADIUM 

Breathe Awhile 

MIDDLE EARTH 1969 年 

MDLS-302 廃 

Miguel Sergides : 12-g. lead-vo. 

Alan Ellwood : org. vo. 

Robert Ellwood :lead-g. vo. 

Graham Best : b. vo. 

Jo-hn Albert Parker : ds. 

Pro : Austin John Marshall 

69 年に 5 枚の個性的な LP を発表して脆くも潰れてしまったミドルアー 
ス.レーベルにあって、 writing On The Wall (ベガーズ.オペラの前身） 
と共にマニアの話題を集めていたアルカディウム唯一のアルパム。一時ブ 
リティッシュ•ロックの沄統を形成した、徹底的にハモンドの響きを多用 
するオルガンロックの中では、レア•八ード、クリシダなど堂々たる初期 
の代表作といえるが、自ら出生を失ない、いかにも60年代末的症状を有す 
るこのグループにはテクニック云々以前に何となく愛着を覚えてしまう。 

B 面ラストの大曲で燃え尽きてしまった彼らだが、遺産は昨年めでたくド 
イツから限定で再発。目にした人は是非聴いてみて下さい。ユーロロック 
とは別の深淵がそこにあるはず。 （Mo) 


フォーク•グルーブとして有名なアメイジング•ブロンデル。9枚に及ぶ 
彼らの作品全てに流れる長閑さはイギリスの片田舎の風景を想起させる。 
しかしながら彼らのサウンドは常にオリジナリティーに溢れ、斬新な編曲 
方法といい普通のフォークとは明らかに一線を画す、かなり特異なもので 
あった。その中でも4作目である本アルハ’ムは当時のプログレッシヴ•口 
ックに影響されてメロトロンを導入したり、 LP 片面を費やした組曲を収 
録するなどの意欲作である。基本的にはフォークギターのアルぺジョに才 
ーケストラの味付け、その上にリコーダーやフルートが加わる演奏をバッ 
クにほのぼのと歌う明るく優しいサウンドで、それはエリザベス王朝時代 
の音楽をこよなく愛したというグラッドウインに依る所が大きい。（土） 



既存の音楽産業に反発、商業性の悪影響を排除した良質な音楽 （U.Zero, 
ZNR.A.Zoyd.S.Six.etc) を独自に紹介し続けている反対派ロック （Rio, 

の盟主であるアート.ペアーズは、発展的解散を遂げたヘンリー•カウの 
メンバーで結成された。78年の 「Hopes & Fears」 に続く本作は、実験的咅 
楽性と左翼思想を結合したカウの精神を一層先鋭的にした内容で、実存的 
パワーに満ちている。三者一体となって研ぎ澄まされた音塊には、甘美な 
夢など微塵もなく、現実の直視、対決のみが異様な迫力で存在する。この 
彼等の高揚した意識は、 3rd「The world as it is today」 でも、更にラジカル 
に、過激に展開した。その A •ベアーズも強裂なインパクトの余韻を残して解散。 
各メンバーは、 R.I0 の核として精力的な活動を続けている。 （真） 



CATALOG 
























ARZACHEL 

same title 

EVOLUTION 1969 年 

ZelZ-1003 m 

Dave Stewart:kbd. 

Mont Campbelhb. 

Clive Brooks:ds. 

Steve Hillage:g. 


カンタベリーを代表する 2 人のミュージシャン、デイヴ•スチュアートと 
スティーヴ.ヒレツジが在籍していた最も初期のバンド、 URIEL (ユリエ ル） 
がグループ名を変えてリリースした唯一のアルバム。録音はデイヴが EGG 
を結成した後に行われ、全員当時のスタイルにもどって録音したものであ 
る。サイケデリツクな匂いのするオルガンとスティーヴのギターをメイン 
にしたサウンドで古くささは否めないが、彼等のルーツを知る上では極め 
て興味深い資料である。契吟上の関係で全員変名でクレジツトされ•ている 
(デイヴは Sam Lee-Uff、 スティーヴは Simeon Sasparella)。 イタリア盤、 
ドイツ盤、アメリカ盤もリリースされていた。この後、 EGG—KHAN を経 
て2人は様々な音楽活動を開始したのは周知の通りである。 （山） 



ASGARD 

Same Title 

THRESHOLD THS6 72 廃 

James Smith (vo) 

Ted Bartleth (vo) 

Rodney Harrison (g. vo) 

Ian Snow (ds) 

Peter .. 


Orgil , 
Dave Cook(b)5 


(vln) 


アズ ガー ドは、 ムー デイーブルースで有名な レーベル.スロッシ ョルド 
から、 レコ ード会社が第二のムーディーブルースとして売り出そうとした 
いわくつきののグループだった。バイオリンをフューチヤーして、甘く、 
そして緊密に構成された音作りは充分にムーディーブルースに匹敵するも 
のだったが、同じくスロッショナルドよりデビューしたトラビーズのデビ 
ュー作にもいえた様に、あまりに スロッ ショルドの レーベル カラーに染ま 
りすぎた音楽性のために、どうしてもムーディブルースを越える個性を持 
つことができなかったといえる。トラピーズは 一 早くハード ロック 路線に 
転向したが、打開策を見つけられなかったアズガードは、 1 ST のみで解 
散してしまった。 〔坂〕 


:: 

ATOMIC ROOSTER 

I 


Same Title 



B&C CAS -1010 '69 廃 



東芝 Stateside Trio Aw-30lT* 


> A 

Vincent Crane" (Kb) 


. 一 

Nick Graham (b, g, vo) 

Carl Palmer (ds) 


令 . ダ % 

Produced By Atomic Rooster 



(A- Produced By Tony Colton) 

1 


アーサー.ブラウンのバンド（クレイジー.ワールド）にいたビンセン 
卜•クレインと力ール.パーマーが ニック. グラハムを加えて69年に発表 
したデビュー作。メンバー.チヱンジを重ねながら73年までに計5枚の才 
リジナル.アルノ《ム 「ATOMIC ROOSTER 」 「DEATHWALKS 
BEHIND YOU (以上 B & C)」「IN HEARING OFJ ( PEGASUS)「MADE 
IN ENGLAND 」「 NICE’N GREASY 」（ DAWN ) を発表している。彼ら 
の音楽は、ビンセントの特徴あるオルガンの響きを中心としたへヴィかつ 
ブルージーな演奏が特徴である。幾つかのシングル •ヒッ トも持ち本作に 
も「13日の金曜日」が含まれている。後期には、 IBIS ， NOVA 等イタリ 
アのシーンにもつながるリック•パーネルが参加する。グループは一度解 
散するが、後年に再結成されている。 〔後〕 


AUDIENCE 

i-riends Friends Friends 

CHARISMA CAS 1012 70 廃 フオノグラム 

Howad Werth (a-g. banjo, vo) 

Keith Gemmell (Six Woodwind) 

Tony Connon (ds. per. p) 

Trevon Williams (b. vo) 


英国のグループの中でも最もオーセンテイックな香りのするグループ、 
オーデイエンスのセカンドアルパム。これ以前にもボリドールから 1 ST 
アルバムを発表しているが一般にはあまり知られていない。 

彼等のサウンドは、リーダーのハワード.ワースが弾く特徴あるガット 
ギターや、エレクトリックサックスを取り入れ、ジャズ、フォーク、クラ 
ッシックをミックスした様な独自のサウンドを持つグルーブだった。この丨 
アルバムは最もプログレ色が強い作品だが、このあと、多少オールドタイ 
マーな 「ハウス. オン. ザ •ヒル」 「ランチ」と好アルバムを発表して いる 。〔坂〕 




1 へ農 

KEVIN AYERS 

[^ み ^ 备今琴 '^ そ '' へ ; 

% M 

The Joy Of A Toy 

. …. ■一 ■ t -- -……‘…. —. 


HARVEST 東芝 1970 年 

SHVL 763 廃 OP 80337 廃 


:. 、編 !^.: 

Kevin Ayers : vo.g. 

Robert Wyatt : ds. vo. 

Rob Tait : ds. 

Mike Ratledge : kbd. 

Hugh Hopper : b. 

David : Bedford : p. 


隱 


BACK DOOR 

same title 

BLAKEY BLP 59 明 ’ 72 廃 

COLIN HODGKIHSON-B 
RON ASPERY- SAX. FL 
TOW HICKS-DS 


ソフト.マシーンのオリジナル.メンバーであり、アルバム 「The Soft M- 
achine( Probe 4500 )68 年」を最後にグループを脱退したケヴィン.エアー 
ズの 1st アルバム。かつての同僚であるワイアット、ラトリッジ、彼に変 
わってマシーンに参加したホッパー （60 年代前半、彼ら3人はいずれもデ 
ヴィツド•アレン•カルテツトのメンバーだった）、更にはべッドフォード 
らの協力によって作られたこの作品は、エアーズが当時如何に進歩的なミ 
ユージ シャンであったかを如実に示している。エアーズのボーカルとクラ 
シック、ジャズの要素も取人れたバックの演奏が見事に一体化したサウン 
ドは変幻自在に変化し驚くほどにポップである。ウィットに富んだ彼独自 
の世界が鮮やかに描き出された名作と言える。 （賀） 


バック. ドアの1st。自主製作盤としてリリースされた本作品はメロデ 
ィ.メーカー、ニュー.ミュージカル.エクスプレス、クリーム等の大手 
音楽雑誌に絶賛され、改めてワーナーからリリースされた （WB K46231) 
という日く付きの作品である（写真はワーナー盤のジャケット）。ギターの 
ようにメロディアスな演奏を展開するべース、ジャズィなサックス、安定 
したドラムスによるサウンドは非常にテクニカルであるが、反面、曲とし 
ての面白味に欠けることも事実である。本作以後、 「Eighth Street Nites 
<WB K 46265 >74 年」 「Another Fine Mess 〈同 K 56098 >75 年」 「Activate. 
〈同 K 56243 >76 年 j (カール•パーマーがプロデュースを担当）の3枚のア 
ルバムを発表してグルーブは解散した。 （賀） 


M A R Q til E 

EUftOHAN ROCK M 































BADGER 

ONE LIVE BADGER 


Atlantic K- 4047 3 73 廃 
W • パイオニア P-8343A 廃 



大胆にもライヴ.アルパムでデビューを飾ったパジャー。中心メンパー 
は、イエスのオリジナル•キーボードのトニー•ケイ。彼は、イエスの3 
作目まで参加したが、バンドがより複雑でがっちりと構築された音楽へと 
向かったことに反発。より自由な場を求めて脱退。フラッシュに参加した 
後、自らバジャーを結成した。パンドの母体となったのは、元ウォリアー 
ズのデイブ.フォスターとのセッションであった。彼らの音楽はストレー 
卜なものだが、流麗なメロディ•ラインはパジャーとしての個性を決定づ 
けていた。バンドは大幅なメンパー•チェンジの後、エピックより 


「WHITE LADY」（EPIC- 8000 9) を発表。 （76 年）ファンキーに変貌した 


BARCLAY JAMES HARVEST 

Live 

POLYDOR ポリドール 1974 年 

2683 052 廃 MP 9484/5 廃 

John Lees : g. vo. 

Stewart Wolstenholme : kbd. 

Mel Prichard : ds. 

Les Holroyd : b. 

Pro: Rodger Bain 

J. リーズ率いる BJH の 3 枚あるライヴ•アルバムの内、最初のレコード 
である。アルバムとしては6枚目で、選曲から言っても、初期 BJH のベス 
卜•コレクションと言う事が出来よう0デビューは70年 「Barclay James 
Harvest」 で、 EMI も彼等の為にハーヴェスト•レ ー- ^ルを設立する程の力 
の入れ様だった。72年 「Baby James Harvest」 まで4枚の作品を発表、74 
年にポリドールに移籍して5枚目 「Every One is Everybody Else」 を発表、 
現在も活動は続いている。 BJH は J リーズの甘いギターメロディーが売り 
物で、73年に 「A Major Fancy」 という R. アージ x ント、 IOcg のメンバー等 
をハ*ックにしたソロ.アルバムも出している。叙情派プログレ.ファンに 




45年、ウヱストミンスター生まれのピーター. パー デンスは14才からプロ 
としての活動を始めた。ハミルトン•キングス•ブルース.メッセンジャーズ 
でデビュウし'シヨットガン.イクスプレス、ゼム等、数々のセッシヨンを繰 
り返し（モーガン•フィッシャーの最初期の グルーブ、ラヴ . アフヱアーと 
もプレイしていたらしい：) 71年にキャメルを結成し、黄金期を迎えるが、キ 
ャメル結成以前に彼は2枚のソロ.アルバムを制作している。 「THE ANSW¬ 
ER (TRA 222)」 と 本作がそれである。 ラグ•タイム、ブルース等からの影 
響の強いサウンドで、うつすらと後のキャメルを予感させる部分もあるが、 
基本的には彼の60年代の総まとめ的なものといえる。尚、後にこの2枚か 


ピンク •フロイドのオリジナル • メンバーであったシド.パレ ツトは 1st 
録音後グルーブを脱退する。その後2枚のソロ •アルバムを創るが、ドラ 
ッグと精神病の為、演奏活動がままならなくなり、以後彼の名前はロック 
界に見ることほできなくなってしまった。精神病院に入ったり出たりとい 
う生活をしていたと fe えられているが現在の状態は全く不明である。本作 
は彼の 1st ソロ （2nd BARRETT: Harvest SHSP 4007 1970) で、彼の非 
常に感覚的な世界観がある究極のあとの粋な平静の中に表現されている。 
そこには「ロック」本来の核のようなものが感じられる。曲は全てバレッ 
卜のもので詩は一曲がジヱイム ズ . ジョイスのもの以外は彼の ペンで ある c 


らのベストである 「VINTAGE 69」が76年にリリースされた。 



DAVID BEDFORD 

Nurses Song with 

DANDELION 
2310165 M 

David Bedford : pianica. rec. 
Mike Oldfield : b. 

Kevin Ayers : vo. 

& many musicians 

Pro. David Bedford 


Elephant 


(山） カヴァー.デザインはヒプノシス。 


1972 年 



BEGGARS OPERA 


Pathfinder 

VERTIGO 
6360073 廃 


Martin Griffiths : vo. 
Alan Park : kbd. 


フオノグラム 

RJ 7224 廃 


Ricky Gardiner : g. vo. 
uordon cellar : b. ac-ff. 
Ray Wilson : ds. 


FVo: Beggars Opera 


(山） 


1972 年 


デ ヴィッ ド •べッ ドフォードはイギリス若手現代音楽家としてもともと 
活動（レコードも数種リリースされていた。和声構造の複雑さ等にいくつ 
か特色がみられるが、スタイルとしてはオー ソ ドックスなもの。）していた 
が、 ケヴィン . エアーズと交流を深め、以来、 ロ ック界でマイク.オール 
ドフイールドのよきアドバイザーとして、あるいはアレンジャーとしての 
名声の方が先行してしまっている。 ロッ クサイドの ソロ . アルバムとして 
は本アルハ*ムが最初のもので ケヴィン . エアーズと M . オールド フィ ー ル 
ドがゲスト参加している。実験的な試みが強く、以降の作品は後になる程 
聴き易さを増していくようだ。本アルバムを含め、6枚の ソロ •アルハ•ム 
を製作している。 （山） 


「Act One (Vertigo 6360018 )70 年」 「Waters of Change (同6360 054 )71 
年」に続く ベガ ーズ•オペラの 3rd 。クラシックの名曲のよく知られた フレ 
ーズが次々に登場する1 st アルバムもそれなりに面白いものであったが、 
アルバム全体の出来から見て、 本 作品が彼らの 最高 作であろう。ハ。 ークの 
ピアノ、オルガン、ハープシコード等を用いたクラシカルかつ メロ ディア 
スな演奏及び ガー ディナ ーの ややハードな ギター.プレイ を主体として ボ 
一カル、コーラスが絡む曲展開は無理がなく、非常に聴き易いものとなっ 
ている。以後、 「Get Your Dog Off Me (同 6360090)」「Sagittary (独 JupU- 
er 88907)」 「Beggars Can’t Be Choosers (同27702)」の 3 枚のアルバムを 
発表、いずれもポップな作品となっている。 （賀） 


110 CK CATALOG 


















BEN 

same title 

VERTIGO : 6380 052 71 廃 

PETER DAVEY-S, FL, CL 

ALEX MACLEESEY -EL-P, HPD. SYN 

GERRY REID-G 

LEN SURTEES-B 

DAVID SHEEN-DS.PERC, VO 

PRO ： MALCOLM KOSS 


ジャズロック.グループ、ベンは 71 年に唯一のアルバムを発表している 
が、メンバーの経歴等詳しいことは分かっていない。オープニングは K . ジ 
ャレットのフレーズを採り人れた曲。経やかなベースラインに導かれ流れ 
る様な演奏が展開される。ジャズロックながらサックス系よりもフルート 
が前に出て来るケースが目立ち、 el ピアノや巧みなギタープレイと相まっ 
て非常にスマートな印象を与える。一方では緊迫感溢れる展開も盛り込ま 
れており、特に B 面ラストでサックス、フルート、ギターが代わる代わる 
ソロを取るパートは圧巻だ。全編インスト。ヴォーカルのクレジットも有 
るが、一部でスキャット様のヴォイスが聴かれるのみである。なお、余談 
になるが Vertigo 盤では唯一、カヴァーのロゴが欠落している。 （江） 


BIG SLEEP 

Bluebell Wood 

PEGASUS 1971 年 

PEG-4 廃 

Phil Ryan :org.p. 

Ritchie Francis : b-p. vo. 

John * Fug wash Weathers :ds ， vo. 

Raymond 'Taff Williams : g. 

Gary Pickford Hopkins : vo. g. 

Pro : Lou Reizner 

「大いなる眠り」と名乗るこのグループは、ナザレスのデビューアルバ 
ムをリリースしたことでも知られるペガサス.レーへ^レから70年に唯-の 
アルバムを発表している。本作の聴きどころは何といっても A -1,5 のスト 
リングスだ。キーボードのフイル • ライアンのアレンジによるもので人脫 
な導人が功を奏しているが、 A 面では次から次へと泣きのメロディーが砬 
くため、センチメンタルな要素というよリも、むしろ適度な乐.以法を保つ 
という方に作用しているようだ。もうつ忘れてはいけないのが流■なヒ- 
アノプレイ。 泣きのフレーズではどうしても英国臭の強いオルガンが U 之 
ってしまうが、その好対照がかえって新鮮でもあり、本アルバムを成功作 
へと導いた中心的な要素となっている。 （江: 





BRAND X 

Livestock 


CHARISMA フオノグラム 

CLASS 5 RJ-7361 

l J hi! Collins ： (Is. 

John (ioodsu 11: g. 

Percy Jones : h. 

Kobin Lumley : khd. 

Morris Vert ： perc. 

Kenwood Uennard : ds. 

Pro ： Brand X 


1977 年 



ARTHUR BROWNS 
KINGDOM COME 


Galactic Zoo Dossier 

POLYDOR 231013 0 廃 1972 年 

Arthur Brown : vo. Pro : Michael Finesilver 

Julian Brown : VCS Peter Ker 

Andy Dalby : g. vo. Kingdom Come 

Desmond Fisher : b. 


Michael Harris : or^. 
Martin Steer : dr, 
Denis lay lor : lights. 


ブランド X の 3 作 H 、76 〜 77 半のイギリスでの灾況銶疗盤、彼等はもとも 
とブリティッシュ.ロック界のアンダーグラウンドなンーンで U *'1 .グ結- 
を ■旁る ミュージシャン 達 であった。バンドとしてのデビュー （ 75々|い、レ 1時に 
もこのメンノ く一が参加した「ピーターと狼/火 V . 探険』といったアルバムが 
あり、セッションが岛じてバンド結成にセったものと思われる：巾-越した 
リズム感によってしなやかに、そしてスビーディーに繰リ LL •げられる彼等 
の A 楽は4時の所謂フュージョンと承なる部分もあり J 利曲の分れるところ 
だが、「铒常行為」「モロッカン.口ール」そしてこのライヴの3作における 
コンビネーションは秀れたものと〖:？える，尚' コリンズ、ジョーンズ、ラムリ 
イの3人はノヴァの「ヴィマナ」 （ 76平 ） にも参加している。 ( \ l i ' 


キングダム.カムの72年に発表された 1 st アルバム 3 クレージー.ワー 
ルド解散後 、 J . マーシャル等とパドルダウン•エキスフ•レスで沾勅してい 
たアーサーだが、相変わらずみ.劇性の強い卜--タル.アルバムには h けて 
いる。キングダム.カムはその後 2 ncTKINGD 0 M COM E "> 73 ). 3 rd "THE 
JOURNEY (73) を発表、ア -- サーはその後ソロとなリガル.レーベルから 
'* DANCE "(74 ) ，， CHISHOLM IN MY BOSOM "(78) の 2 枚めアルバムを出し 

他にも A .パー ソン ズ•ブロジェクト、映 「トミ— ， への参加、ンュ ルツ ニ 
の 1 C レーへ ^ ルでの活動等、幅広い仕唞をしている。妓-近は シ ンセ •フレイ 
ヤーとの作乩が多く、妓新作 “ REQUIEM ” では、アーサーの新しい境地;こ 
触れることが出米る。 （卜 



BRUF0RD 

One Of A Kind 


ALLAN HOLDSWORTH(G) 
JEFF BERLIN(B) 



UK を抜けたビル.ブラッフォードは、 UK 参加直前に発表したソロ. 
アルバム 「Feels Good To Me 」 に参加したメンバーを集め、自らのグルー 
プ、 Bruford を結成、本作でデビューを飾った。ここで聞かれる音は、各 
人のキャリアがうまく融合された、新しいタイプのジャズ•ロックと言え 
る。歴代の強者の中にあって新人のジェフ.パーリンも遺憾なくその実力 
を発揮し、以後その名を知らしめすことになる。前ソロ •アルバムも実験 
的要素がふんだんに盛込まれ、高い評価を受けているが、アンサンブルの 
高さで本作を推したい。その後、アランが脱け代りにジョン•クラークを 
加え、 2枚のアルバムを発表するが、こちらはフュージョン的にまとまり 
過ぎてしまつたのが惜しまれる。 〔飯〕 



ROBERT CALVERT 


Captain Lockheed & 

The Starfighters 

UNITED ARTISTS 1974 年 

UAG 29507 廃 


Robert Calvert : vo. perc. 
Paul Rudolph : g. b. 


oimon King : ds. 

Dave Brock : g. 
Adrian Wagner : kbd. 
Pro: Roy Baker 


Arthur Brown : vo. 
Lemmy : b. g. 

Nik lurner : s. 

Twin Twink : ds. 
Del Dettmar : syn. 


R . カルヴァートはホークウインドのメンバーとして著名な入物であった。 
彼の 1 st アルバムである本作は74年にホークウインド+ピンク.フヱアリ 
ーズ+豪華ゲストというバック.アップで発表されている。 A . ブラウン、 

A •ワグナー、イーノ、 V. スタンシャル' J. キャパルディ等、参加ミュージ 
シャンの名前だけで紙面がつきてしまいそうだ。彼はホークスでは作一】を 
报当しており、本作以前にはグループでボーカルをとることは希であった 
が、この後、ボーカリストとしてグループにカムバックし 、 「PXR 5」まで 
在藉している。彼のソロ •アルバムとしては 2 nd「Lucky Leif & The Lon - 
gship (75 年）」、 3 rd 「 Hipe (80 年）」がある。本誌バック.ナンバー Vol .8&9 


のホークウインド特集を参照。 
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CAMEL 

Moon Madness 

DECCA キング 

TXS-R115 K19 P-9052 

Doug Ferguson : b. vo. 

Andy Ward : ds. 

Peter Bardens : kbd. 

Andy Latimer : g. fl.rec. vo. 


1976 年 



CAPABILITY BROWN 

Voice 

CHARISMA フオノグラム 1973 年 

CAS 1068 廃 Rj-7223 廃 

Tony Ferguson : vo.ac-g. el*g.b.fl.pedal steel 
Dave Nevin : vo. g. b. rec. mtn. syn. kbd. perc. vib. 
Roger Willis : vo. ds.p. harmonica. 

Grahame White : vo. e g. ac-g. lute, b alalf ika.kbd. 
Kenny Rowe : vo.b.perc. 

Joe Whilliams : vo.perc. 

Pro: John Mills 


71 年に結成されたキャメルは現在までに11枚のレギュラー.アルバムを 
リリースし、尚活躍中である。本作は 4 th アルバムで、前作スノウ•グース 
，と共にキャメルの絶頂期に制作された名盤ということができよう。ソフト 
で甘いアンディー.ラティマーの ギターと 美しいバックを演出する ビータ 
一•バーデンスのキーボードに加え、洗練されたアンディ.ワードのドラミ 
ングも特筆すべきで、アレンジの端正さも好感がもてる。本作以後は円熟と 
いう形容も出来るが、作品のヴォルテージはややおちてしまっている。本 
作発表時に同時リリースされたシングルにはルナ.シーのライヴ•ヴァー 
ジョンが収録されている。又、グリージー.トラッカーズという2枚組の 
うちの片面にキャメルのライヴが収録されているアルバムもある。（山） 


元トゥデイズ•チャイルドのリーダーであったケニー • ロウによって結 
成されたケイハ•ビリティ.ブラウンは2枚のアルバムを残している。 （1 st 
「From Scratch : CAS 1056」）本作は 2 nd アルバムである。 1 st は地味なフ 
ォーク. ロック と ハ — ド •ロッ クの交互する作品で、特にバラ ー ドに彼等 
の持ち味が発揮されている。本作になるとよりプログレッシヴ色を増し、 
特に B 面の大曲にそれは表現されている。古楽器（リュート等）から現代 
楽器（メロトロン、シンセサイザー）、そして全員が取る絶妙なコーラスを 
まじえて素晴らしい独自の世界を表現している。後に2枚からの編集盤「ラ 
イアー」がリリースされ、又、リンダ•ルイスの LP に彼等が參加したも 
のもある。 （山） 



カンタベリーの重鎮キャラヴァンは67年にワイルド • フラワーズの最終 
解散後に結成された。（ワイルド•フラワーズからはもう一つのカンタベリ 
一を代表するグループ、ソフト•マシーンが誕生する ） 以後11枚のレギュ 
ラー • アルパムをリリースして、世界中に熱心なファンを獲得することに 
なる。彼等の存在は地味であるが、その音楽性は非常に高く、オリジナリ 
ティにあふれている。本アルバムは 3 rd アルバムで、初期のいわゆる最も 
キャラヴァンらしい時期の中では頂点に達した作品である。 A 面はキャラ 


D. アレン牢いる（ゴングのとは同名異人）カルメンは驚異のフラメンコ. 
ロック•バンドとして73年に D. ボウイのショーでデビュ.一した。 D •アレン 
のスハ •ニッシュなギター.ワーク、フラメンコのアクセントを巧みに取り 
入れたリズム•セクション、パッショネートなヴォーカル、デヴィッドの妹 
のアンジヱラの美貌は他に追従を許さぬ特異なスタイルを築きあげていた。 
アルバムとしては、これぞフラメンコ•ロックといった 1st 「Fandango in 
Space ( 73 )j, 多少プログレ色を感じさせる 2nd「Dancing in a Cold Wind」、 


ヴァンのポップな持ち味を十分にいかしたもので B 面は全面を費したプロ 
グレッシヴな作品 「Nine Feet Underground」。B 面にはデイヴ.シンクレ 
アのキーボード • ワークがふんだんにとり入れられている。 （山） 


B 級好みの 「The Gypsies(76) がある。 J. グラスコック（元ゴッズ）は76 
年に J •タルに参加、80年に病死するまで在籍。特異なラインとリズム•パ 
ターンを持った名ベーシストだった。合掌。 （千） 



CASTANARC 

Journey To The East 

PENINSULA RECORDS PENCIL 10 ’84 廃 

Paul lneson:g 
Mark Holiday:vo 
David Powell:Key 
David Kirkland:per 
Neil Duty.b 



CATAPILLA 

Changes 

VERTIGO 
6360>074 廃 

Anna Meek : vo. 
Robert Calvert : s. 
Graham Wilson : g. 
Ralph Ra wlinson : kbd. 
Bryan Hanson : ds. 
Carl Wassard : b. 


1972 年 


一時のポンプ.ムーブメントからやや遅れてデビューしたキャスタナー 
ク。だからというわけではないだろうが、他のグルーブとは全く趣が異な 
っている。軟弱と言えばそれまでだが、美しいギターとキーボードに甘い 
歌声は、ジャケットに描かれたお伽話の世界であり、キャメルのブレスレ 
スあたりを思い出させてくれる。随所にちりばめられたプログレッシヴな 
感覚に、かつてのプログレ•ファンも思わず笑を漏らしてしまう、そんな 
内容に仕上がっている。こうして見るとポンプ.シーンも様々なグループ 
が出揃ったが、中には1枚限りで行方不明のグループが早くも出て来てい 
る。ある意味では貴重な存在であり、期待の持てるグループだけに、この 
キヤスタナークも同じ運命を迪らないことを祈る。 〔飯〕 


キャタピラは 1st「Catapilla(Vertigo 6360 029 )71 年」と本 「Changes」 の 

2枚の アルバムをリ リースしている。 ロバート . カルヴァート（「ホー クウ 
インドにかって在緖した人物とは同名異人」という説が近時有力である） 
のサックスが大活胡する 1st も迫力に窑んだ仲々の力作であったが、本作 
はそれを凌ぐ素 Hi 呼らしいものとなっている。 カルヴァー トの宙を漂うよう 
なサックスとミークの力強い中にもどこか女っぽさを感じさせる ボーカル 
を中心にギターの ソロ 等を加えて曲はダイナミツクに展開する。そこには 
彼ら独 U の d: 宙が拡がっている。奏の主体がサツクスであるため、- 
聴したところややジャズィーな印象を与えるが、本質的にはロック色の濃 
いサウンドである。 （賀） 
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THE CHITINOUS ENSEMBLE 

Chitinous 

キング 1971 年 

廃 DL3011 廃 


DERAM 
SML 1093 


...aster : comp, i 
Ian し arr : tp.flugelhorn. 
Brian Smith :s 
Rob in so 


Peter 

他 . 


n : el-p. 


Pro : Gus Dudgeon 



CIRCUS 

same title 

TRANSATLANTIC TRA207 6 9 廃 


MEL COLLINS-S, FL 
IAN JELFS-6. VO 
KIRK RIDDLE -B 
CHRIS BARROWS-DS 


エルトン.ジヨン、デヴィッド•ボウイ、更にはサード•イヤー•バンド等、 
大物アーティストのアレンジを手掛けアレンジャーとして第一人者の地位 
を築いたポール.バックマスター。そんな彼が編曲家としてのみならず作 
曲家としての力量をも遺憾なく発揮したのが本アルバムである。総勢50人 
以上からなるオーケストラを率いて、自らも作曲、編曲、チェロ、エレク 
トリック.ピアノと大活躍している。クラシカルな弦楽器とジャズィーな 
管楽器を中心に、サード.イヤーを思わすタブラを含むパーカッションが 
加わったサウンドはダイナミックかつ繊細なものである。曲の進行も極め 
てスムーズであり70年代初期の作品であるということが信じられないほど 
に高い完成度を誇っている。 （賀） 


人呼んでメルコリ ORCUS 。 去年再発されて話題を呼んだ K の C 旧 KUS と 
は全く別である。伝説の初期クリムゾンで '' Poseidon 〃から'' Island " 迄在 
籍したフルート&サックスのメル•コリンズが67〜69年に結成していた幻 
のジャズ.ロック-グループ。69年に出た唯一の作品 '' Circus " は表が海 
辺のサーカス小屋に見立てたメンバー写真、中ジャヶでは ピエロに 紛した 
各人をカラフルにデザインした美しいもので楽しくなってしまう。毎水曜 
に Marquee クラブでショーをやっていて、中でもメルの卓越したフルート 
が注目されているとサンデー•タイムスに紹介された。あの ''Norwegian 
Wood ： ''Monday Monday " なんかをややブルージーなジャズ•タッチで 
軽やかに演じており、既に個性的な才能を感じさせる。 （0 M ) 



目主製作であるがプレス枚数は多かったようで、一時日本に輸入された 
との情報もある。内ジャヶの写真から判断してメンバー中数人はハイティ 
—ンと思われるが、音的には英アンダーグラウンドロックの最高峰だ。溢 
れんばかりのストリンダスとメロトロンは日本人好みで、 プログレ ファン 


60年代中期から NIRVANA というプロジヱクトを組んでアンダーグラウ 
ンドな名声を博したパトリック.リオンズ、70年代に突人するとブロデュ 
—ス業にも意欲をみせ、ヴァーティゴ初期を拠点に DR . Z 、 AQUILA などの 
新人単発組を紹介した。（ソロ.アルバムも72年に SOVEREIGN からリリー 


の間で静かなブームを呼んでいるが、聴きどころはこれだけではなく、交 
錯するギター、キーボードサウンドをも加えた演奏総体として三重丸がつ 
けられる。切れ味鋭く時には甘美、一方ではスマートさと泥臭さを併せ持 
った作品。特に A -1 〜2の動—>静のコントラストには舌を巻く。発表当時 
は大した評価もされなかったようだが、しっかりした後ろ権があればきっ 
とビッグ ネームと して君臨していたのだろう。 （江） 


スしている）若さを象徴するグループ名を与えられたのは18才のトリオ。 
作品としては変拍子を採り入れた即興的なハード•ロックが主体で、様々 
なアイデアをねじ伏せたパワーはタイプこそ違えど、ハイタイド、メイブ 
リッツに匹敵するものがある。セカンドも予定されたが、その前に早々と 
シーンから姿を消してしまった。 “ B 旧 DCATCHER ” を連想させるジャヶッ 
卜はロジャー.ディーンが相.当した。 （ Mo ) 



C0LL0SEUM 

Live 

BRONZE コロムビア 1972 年 

■ CD 1-2 廃 YS2647-8 廃 

Dick Heckstall-Smith : ss. ts. 

Dave Greenslade : org. vib. 

Dave Clem Clempson : g. vo. 

Mark Clarke : b. vo. 

Jon Hiseman : ds. 

Chris Farlowe : vo. 



COM US 

First Utterance 

DAWN コロムビア 

DNLS 3019 廃 YS 2543 廃 

Glen Goring : g. vo. ds. etc. 

Andy Hellaby : b. vo. 

Colin Pearson : vIn. via. 

Rob Young : fl.oboe. ds. 

Bobbie Watson : vo.perc. 

Pro: Barry Murray 


1970 年 


「Those Who Are About To Die(Fontana STLS 5510 )69 年 」 「Valentyne 
Suite (Vertigo VO 1 )69 年 」 「Daughter of Time (Vertigo 6360017 )70 年」、以 
上 3 枚のアルバムを発表して解散したコロシアムの、 グルー プ解散後に•リ 
リースされた、最後のオリジナル.アルバムである。71年の3月にマンチ 
ェスター大学及びビッグ•アッブルで開かれたコンサートの模様を収録し 
ており、_そこではメンバー全員が力の籠った演奏を展開している。ハイズ 
マンのテクニカルかつ力強いドラム、ブル_ズィーなファーロウのボーカ 
ルとクレムスンのギター、ややジャズィーなへクストール.スミスのサッ 
クス （ 2本のサックスを同時に演奏することもある）等が一体となったサ 
ウンドは正にブリティッシュ•ロック黄金時代の音である。 （賀） 


7〇 年という時期にア コース ティック楽器を用いて、これ程までに魅力的 
なアルバムを製作したコーマスは、近年、世界的傾向にあるアンダーグラ 
ウンド.シーンのア コース ティック化の最も原点となるべき存在である。 
それはリーダーであるロジャー•ウットンの才能に依るところが大きく、 
彼のセンスの特異性、オリジナリティは他に比するものがない。音的には 
ヴィオラ、ヴァイオリン、フルート、 オーボエ、 ギターというクラシカル 
楽器を基本としながらパーカッションやヴォーカルがからむスタイルであ 
る。このアルバムの他 LP 未収録のシングルも同レーベルよりリリースさ 
れている。この後、ヴァージン.レーベルより 2 nd「To Keep From Cryi - 
ngj を 74 年に発表してグループは解散する。 （山） 
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CONTINUUM 

Autumn Grass 

RCA VICTOR 1971 年 

SF 8196 廃 

Yo el Sc h wa rcz : c lass ic al g. fl.harmonic a. rec.s. 
Tim Rice : org. p. 




LOL COXHILL 

Ear Of Beholder 

DANDELION 
DSD 8008 廃 

Lol Coxhilliss.ts.fi. 
David Bedford : p.org. 
Mike Oldfield :g. 

Jasper Van'thofip. 
Burton Green : p. 

Pierre Courbois : ds. 


1971 年 


コンテイニウムは 2 枚のアルパム （1 st : CONTINUUM RCA SF 8157 '70 
年）を残したブリティッシュ.プログレッシヴ.ロック最初期のグルーブ 

である。 ヘンリー.パーセルの 曲をアレンジしたりしてクラシック-口 

ック ——ジャズの融合をめざしたグルーブ だが、 そのサウ ン ドはほのぼの 
とした香り漂うもので、いわゆるプログレッシヴ • スタイルとは多少趣を 
異にしている。人間の内面に語りかけるような曲想である。出来としては 
本 2 nd アルバムの 方がやや優れている。メロディーは、フルート、リコー 
ダーといった古楽器によって奏され、それが独特のムードを漂わせている。 
バッ クの ハモンド.オルガン、 ベース、ドラ ムスの アレンジは古さを感じ 
させる が 当時としては平均的であったのであろう。 （山） 


ロックからフリー•ジャズまで幅広い分野で活躍しているコックスヒル 
のソロ • デビュー作である。その内容は正に彼の音楽の原点とも言うべき 
ものであり、バラエティーに富んだ音作りがなされている。フリー•フォ 
ームなサックス.ソロ、ベッドフォードのピアノ伴奏によるノスタルジッ 
クなボーカル.ナンバー、子供たちの歌、スボンティニアスなインプロヴ 
ィゼイション、デキシーランド•ジャズ風の曲等が次々に登場する。異色 
の展開を見せる当時としてはかなりアヴァンギャルドな作品であるが、そ 
こにはどこか彼の風貌にも似たユーモラスな雰囲気が漂っている。翌年、 
「Toverbal Sweet ( Mushroom 150 MR 23)」 を発表、以後もキャロライン、 
オガン、イスタス等のレーへ；ルに数多くの作品を残している。 （賀） 



CRESSIDA 

Asylum 

VERTIGO 
6360 035 廃 

Angus sullen : vo. ar*g. 
John Cullen : g. 

Peter Jennings : org. p. 
Kevin McCarthy : b. 

Iain Clark : ds. 

Harold McNair : fl. 

Pro : Ossie Byrne 


1971 年 



CURVED AIR 

Phantasmagoria 

WARNER W . パイオニア 

K 46158 廃 P-8226W 廃 

Darryl Way : vIn. kbd. 

Francis Monkman : kbd. g. 

Son ja Kr istina : vo. 

Mike Wedgwood : b. 

Florian Pikington-Miksa : ds. 

Pro: Curved Air & Colin Cold well 


1972 年 


クレシダのセカンド.アルバム であり残念なことに最終作でもある。78 
年頃 ヴァーティゴの 名作群の多くが国内再発されているにもかかわらず、 
たまたま発売権がなく近年高値で取リ引きされている泣かせる一枚だ。ミ 
ドルテンポの 曲が多く全体から軽く ジャ ズの エッセンスを 匂わせるものの 
战本的にはキー ボー ドを メイン に、 ボーカルを 大切にした往年のプリティ 
ッシュ.ブログレッシヴ. サ ウンドで とりわけ メロ ト ロ.ン 張りの生の スト 
リングスをフィー チャーした A -2 は 数多い叙情的な曲の中でも屈指の名曲 
であると断言できる。なおヴァーティ ゴのオムニバス • アルバム にも彼ら 
の演奏が収められている。又、たくさんの石膏像をあしらった意味深なジ 
ャケット•ワークはキーフに よるものである。 （土） 


CZAR 

same title 

FONTANA 1970 年 

6309加 9 廃 

Bob Hodges : mtn.p.org.celeste.hpd. vo. 

Del Gough : ds. 

Paul Kendrick : b. ac-g. vo. 

Mick Ware :g. vo. 

Pro : Dave Voyde & Roger Wake 
Dave and Roger:noises 


カーヴド.エアのサード。ウェイ、モンクマン、クリスティーナの3人 
を中心としたオリジナル • グループ、最後の作品（75年に再編成され「しい 
ve(Decca SML 119)」をリリースしているが）である。その内容はロック 
を中心にクラシック、トラッド、ジャズ等の各種要素を取り入れて構築さ 
れたオリジナリティ溢れる素晴らしいものである。ウヱイのクラシカルな 
バイオリン、モンクマンの音楽的教養の深さを感じさせるキーボード、.ワ 
ーク、クリスティーナの情感に富んだボーカルが一体になった演奏は聴く 
者を幻想的な夢の世界に誘い込む。デビュー作 「Air Conditioning 」、「 Seco ¬ 
nd Album 」 、エディ. ジョブスンが参加した 「Air Cut 」、 前述の「 Live 」 の4 
つの作品も、本作同様、極めて質が高いものと言える。 （賀） 


DEEP FEELING 

same title 

DJM RECORDS 1971 年 

D 儿 PS 419 廃 

John Swail : vo. 

David Green : b.fl. vo. 

Derek Els on : org. harpsichord, p.vo. 

Martin Jenner : g. vo. 

Graham Jarvis : ds. vo. 

Pro : Des Champ & Roger Easterby 




ツァールの恐らく唯一のアルバムと思われる。経歴は何一 つ 分らないの 
だが、数曲でのメロディーからサイケデリック.サウンドの名残が感じら 
れるグルーブである。基本的には初期のブラック•サ パス やユーライア. 
ヒープが持っていた重い感覚を備えたへヴィー•ロックを演っていて、70 
年前後のアンダーグラウンドなプリティッシュ•へヴィー.ロックに独特 
の重苦しさが伝わってくる。重々しいギターのリフやサバス風の粘りのあ 
るリード.ギターが頻繁に横行する一方で、低音域のメロトロンと ハモン 
ド.オルガンがユニゾンやバッキングとして大胆にとり入れられている。 
廃盤なので例としては遣切ではないが、グレイシャスを更にへヴィーにし 
たようなサウンドを聴かせている。 （昌） 


71年という、プリティッシュ•プログレッシヴ•シーンとしては比較的 
初期にレコードをリリースしたディープ•フィーリングの唯一のアルハ•ム 
である。キーボード群がハモンド.オルガン、ハープシコード、ピアノと 
いった比較的地味な楽器の為か、作品全体から受ける印象はそれ程インパ 
クトは感じられないが、よく練り込まれたサウンド構成とアコースティッ 
クな響きが淡いロマンを感じさせる愛すべき作品集といえる。ヴォーカル 
•ナンバーはムーディ.ブルース風、インストゥルメンタル•パートはク 
ラシカルなアレンジがなされている。一流グルーブとは呼び難いが、無名 
グループの作品として好事家に愛されるような独特な味わいを持つ好盤で 
ある。 （山） 
































JULIE DRISCOLL 

1969 

POLYDOR ポリドール 1971 年 

2480 07 4 廃 23 MM 0197 廃 


Julie Driscoll:vo. ac g. 
Jeff Clyne : b. 

Eltoi> Dean : as. 

Trevor Tompkins : ds. 
Brian Godding : g. 


し hris Spedding : g. 

Mark Charig : cornet. 

Nick Evans : tb. 

Keith Tippetts : p.celeste. 
Bob Downes : fl. 


Pro.Giorgio Gomelsky 



DRUID 

Toward The Sun 

EMI 

EMC 308 1 廃 

Neil Brewer:b. 

Andrew McCrorie-Shand: kbd. 
Cedric Sharpley:ds.perc. 
Dane: g. vo. 

Pro: Bob Harris 


1975年 


ブライアン，オーガーズ.トリニティの ボーカ リストとして注目を集め、 

2枚組の大作「ストリート.ノイズ （Marmalade 608005,6 )68 年」（トリニ 
ティの最高傑作と言われている）でその実力をまざまざと見せつけたジユ 
リー.ドリスコール。本作品は、そんな彼女の「オープン （ Marmalade 607 
002 )67 年」に続く セカンド.アルバム であリ、トリニティ脱退後の初の作 
品でもある。製作会社のマーマレイドが倒産したため、69年に録音された 
にもかかわらず発表されたのは71年のことである。.当時の代表的若手ジャ 
ズ.ミユージシャンがバック.アップしているが全体としての印象はそれ 
ほどジャズィではない。切々と歌いかけるジユリーのややトラディショナ 
ルな歌声は聴く者に何かを感じさせずにはおかない。 （賀） 


ドルーイド（古代ケルト、ゴール族の間に流布していたドルーイド教の 
僧のこと：）はイエスに触発されてこのファースト.アルバムを75年にリリ 
ースした。メジャー.コードを多用して清涼感かつ透明感のあるソフト • 
タッチのプログレッシヴ • ミュージックを得意としたグループである。大 
変イエスからの影響が強い為、オリジナリティにかけるが、その大空をつ 
きぬけるようなサウンドは当時のシーンをなつかしみたい方には良質のア 
ルバムとなるだろう。この後翌76年に 「FLUID DRUID 」 を同 EMI レー^ルか 
らリリース（こちらは当時日本盤もプレスされた-)してシーンから姿を消 
してしまった。 2 nd はややポップな仕上がりで、オリジナリティの面では 
より独自性があるが、ブログレ色はやや後退している。 （山） 




DR.Z 

Three Parts To My Soul 

VERTI60 : 6360 048 71 廃 

KEITH KEYES-P.HPD. ORB, VO 
BOB WATKINS-DS. PERC 
ROB WATSON-B 
PRO ： KEITH KEYES 


EAST OF EDEN 

Snafu 

DERAM キング 1970 年 

SML 1050 廃 SL 285 廃 

Dave Arbus : vln. s.fl. 

Geoff ： Nicholson : g. 

Andy Sneddon : b. 

Geoff Britton : ds. 

Ron Caines : s. 


ドクター Z は 69 年にフォンタナより 1 枚のシングルをリリースした後2 
年を経て本作を発表、以降消息知れずになってしまった謎のグルーブで、 

英本国でも彼らについて詳らかな知識を持つファンは少ないと言われてい 
る。3人編成で一応はキーボードトリオのスタイルと言えるが、チヱンバ 
口を中心に持って来るという類を見ない特異な形態を採っている。歌詞の 
内容からも分かる様に、'悪魔的"な題材を扱ったコンセプトアルバムであ 
るが、音作り自体は予想外に分かり易く ''ゲテ物趣味"的な印象は全く受 
けない。が、その独創性豊かな演奏スタイルにより彼らの発するメッセー 
ジは余す所無く伝達されていると言ってよく、この手の作品では Black Wi ¬ 
dow の 1 st (音質的な共通点は無い）を遙かに凌駕する傑作となっている。 

(江） 


68年に結成されたイースト•オヴ•エデンの 「Mercator Projected 」 に続 
く作品である。デビュー作にあったサイケデリックな雰囲気が薄れ、彼ら 
独自のサウンドが確立されている。バイオリン、サックス、 フルー トを巧 
みに繰るアーバスとエレクトリック.サックスも浈奏するケインズの両者 
を主体とした軽快なジャズ•ロックであるが、リズム.セクションはロッ 
ク色が濃い。曲及びアルバム全体の構成もよく考えられており、非常に聴 
き易いものとなっている。当時としては極めて完成度の高いプログレッシ 
ヴな作品と言える。以後、グループは解散状態にあったが、71年には再結 
成され2枚のアルバムを発表している（その後再び解散）75年、グループ 
は突如復活、 LP も発表したがかつての精彩は見られなかった。 （賀） 



エッグは ユリエ ルを経た三人の若者により結成されたキーボード.トリ 
才である。69年にこの1 st 、70年には 「Polite Force : DERAM SML . 1074」 
を発表した後グループは活動を停止するが、74年に アルバム 制作の為に才 
リジナル • メンバーが召集され最終作 「Civil Surface : CAROLINE C 1510」 
を発表する。彼等の音楽が他のキーボード.ロックと--線を画すのは、 
その構造的な作曲法で、頻繁に使用される変拍子も、バッハから現代音楽 
まで吸収した和声も全て必然のうちにすんなり聴かせてしまうところなど 
非凡な才能を物語っている。この 1 st など69年という時代とメンバーの若 
さを考えると実に,驚くべき作品と言わざるを得ない。 3 rd はよりモント.キ 
ヤンべルの影響が色濃くシリアスな内容を 持つ。 （古） 


グラッドストン•ベリー.フェスティハつレに出演したアーティスト達、 
デヴィッド•ボウイ、ホークウインド、ゴング etc . の実況録音盤。3枚組 
でブックレットがついており、ピラミッドをあしらった6面開きジャヶッ 
卜で、イギリス本国でも一般のレコード店にはならばなかったといわれる 
希少盤である。このアルバムに対する興味は収録アーティストの雑多なと 
ころから様々なジャンルの音楽愛好者の感ずるところだろうが、読者の興 
味はホークウインドとゴングに絞られるであろう。特にゴングは LP 片面 

全てを費して収録されており、73年時の ゴング - つま り フライング.テ 

ィーポットの典型的インブロヴィゼイシヨンを聴くことができる。（山） 


M A R O U E E 
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ELECTROPHON 

Zygoat 

POLYDOR ポリドール 1974 年 

2383 27 0 廃 23MM-0239 廃 

Burt Alcantara : comp. 



EMERSON LAKE & PALMER 

Brain Salad Surgery 


w •パイオニア 

P-8395M 


Keith 


MANTICORE 
K 53501 m 

ith : Emerson : kbd. syn. 

Lake : b.12-ac-g.el-g.vo. 
Palmer :ds.perc.syn-perc. 


Pro:Greg Lake 


1973 年 


誰もが夢に見る神秘と幻の世界を描いた美しいジャケット。そして、レ 
コードに針を落とすと、ほとんどオーバーダビング無しでレコーディング 
されたと思われるシンセの音が、全面に渡って夢の中にでもいるかの様に 
舞っている。ポリフォニック•シンセ （ Arp . RSE ) を使用しており、当時最 
新の機材を用いてややフリー • フォームなシンフォニック•ロックを目指 
したものと思われる。又、速いアルペジオをシーケンサーに依らず手で弾 
いている事から考えてテクニック的にはかなりの実力を持ったキーボード 
• プレイヤーと推測できる p ドイツのシンセ•ロックとは一味違った作品 
である。エレクトロフォンを名乗る音楽集団は77年にも 「Further Thoug ¬ 
hts on The Classics (Poly dor 2482 335)」という作品を発表している。(青) 


70年代が生んだ名実ともに最高のキーボード • トリオ。このスタイルと 
してのハ•イオニアでもあり彼らに影響されたグループは数知れない。70年 
結成以来ライヴ3枚、ベストー枚を含む11枚のアルバムを発表し80年に解 
散する。アルバム発表毎に一回りずつ大きくなり長所だけを敏感に取り入 
れて本アルバム （5 作目）で一頂点を極めた。特に A 面後半から B 面すべ 
てを費やした「悪の教典# 9」は、クラシカル•ロック、シンフォニック 
.ロック、ジャズ.ロック、各ファンを魅了するとてつもない作品だ。こ 
の後グループは方向を変えメンバー個々の趣味に走り、徐々にボルテージ 
を落してあげくの果てには過去の栄光にしがみついたようなアルバム「ラ 
ヴ•ビーチ,を発表しうやむやの内に消えていったのが非常に残念。（土） 



EMERSON LAKE & POWELL 

Same Title 

Polyor Pold 5191'86 Palydor 28MM-0510 


Keith Emerson (Kb) 

Greg Lake (b, vo) 

Cozy Powell (bs) 

Produced By Tony Taverner Greg Lake 



ENGLAND 

Garden Shed 

ARISTA 
ARTY 153 廃 

Martin Henderson:b.vo. 
Franc Holland: g. vo. 
Robert Webb: kbd. vo. 
Jude Leigh:ds.perc. vo.b. 

Pro: England 


1977 年 


噂ばかりが先行していた EL & P の再結成が86年に入って現実のもの 
となった。それも新たに P としてコージー•パウエルを加えて。シンプル 
なデザインの新作の肝心の音は、往年の彼らを知る者にとって懐かしいも 
のだった。本作が昔を上回る作品かどうかは評価の難しいところだが、今 
またかつてのコンセプトを新たなオリジナルとして再現することは正直言 
って驚きであった。彼らの最近のライヴでは、 EL & P 時代ばかりでは 
なくナイス時代の曲もプレイしているらしい。しかしただ懐古趣味に走っ 
ているのではないことは本作にも収められた「火星」のライヴではっきり 
としそうだ。そこに表現される重厚さに彼らの底力が秘められていそうで 
ある。本 LP 及びシングル共にアメリカでヒットを記録したことも特筆す 
べきことだろう。 〔後〕 


イエスとジェネシスを足して2で割った よつ なサウンドと評されるイン 
グランド唯一のアルパム。確かにそういった感じを受け'るが（イエス風コ 
ーラス、ハヶット風ギターなど）、それ以上に良さを見い出せる部分は沢山 
ある。そのひとつにアレンジのよさがあげられる。何げなく聰くといわゆ 
る典型的なプログレッシヴ•ロックなのだが、静と動の対比、歌のバック 
におけるギターとキーボードの使い分け、時折り流れるメロトロン、実に 
見事だ。又、曲順がうまく構成されていて鉋きが来ない。これだけのアル 
八ムが作れるのにたった一作品を残して消えてしまったのば、やはり時流 
のせいだろうか。なお、別売で全曲の詩とイメージイラストの付いたブッ 
クレットがあり、アルバムのイ メージ をかきたててくれる逸品である。（土） 



THE ENID 


In the Region ot the Summer 

BUK KIN6 K2ZP-SU4 〇 

BULP 2014 m 1976 年 


Robert John Godfrey ： kbd. perc. 
Franc is Lickerish :g. 

Stephen Stewart : g. 

Glenn Tollett : kbd. b. tuba. 

Robbie Dobson : perc. 

Pro : John Sinclair 


BRIAN ENO 

Music for Airports 

AMBIENT1 ポリドール 1978 年 

Robert Wy au ： p. MPF . 1229 
Brian Eno : effects 

Pro : Brian Eno 


•: p. 


もともとはバークレー.ジェームズ.ハーへ^ストのアレンジ等をしてい 
たロバート•ジョン.ゴドフリーは74年に ソロ •アルバムを発表した後、 
エニドを結成し、本アルバムを76年に 1 st アルバムとして発表した。クラ 
シカルな手法 （古典派〜ロマン派） に基づく ロック作品で、 シン フォニッ 
クという言葉が最も端的に彼等の美意識を表現するであろう。以後エニド 
は 2 nd「Aerie Faerie Nonsense 」3 rd「Touch Me 」、4 th「Six Pieces 」5 th 「 Li - 
ve at Hammersmith Odeon ( vol .1 と vol .2 とある）」 6 th「Something Wicked 
This Way Comes 」7 th 「 Spell 」8 th 「 Live 1983」と続々と新譜を発表すると 
共に旧譜の再発（ほとんどが再録かリミックス盤）も自らのレーベルを設 
立して続々と発表している。 （山） 


イーノは71年にミキサーあるいはエレクトロニクス担当としてロキシー 
• ミュージックに加入した。これがロック界での彼のデビュウであり、口 
キシー脱退後はソロ活動を行ない現在に至る。彼の活動の場はロック•フ 
ィールドにあるが、位置的にはジャンルを超えたもので、手法的にはコン 
テンポラリー.ミュージックの流れをくんでいる。 エンジニア、 プロデュ 
—サー的な視野から曲を創造しているが結果的に非常に聴き易いタイプの 
音楽に仕上げられている。これが彼の アン ビエント.ミュージックの基本 
概念である。又、彼の音楽界に与えた影響は非常に.強く、よ穴も悪くも一 
つの流行をつくってしまった。今や彼の作品量は非常に多くなってしまっ 
たのでそれに関しては他の資料を参照していただきたい。 （山） 
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ESPERANTO 


Last Tango 

A& M 

AMLH 68294 廃 

Raymond Vincent :1st vln 
Godfrey Salmon :2nd vln. 
Timothy Kramer : cel. 
Tony Malisan : dr. 

Gino Malisan : b. 

Bruno Libert : kbd. 

Roger Meakin : vo. 

Kim Moore : vo. 


1975 年 


キング 

GP-234 廃 

Pro : Robin Geoffr 
Cable 



FANTASY 

Paint a Picture 

POLYDOR 
2383-246 廃 

David Read : b. vo. 

Paul Lawrence : 12g. vo. 
David Metcalfe rkbd.vo. 
Peter James : g. vo. 

Jon Webster : perc. vo. 

Pro: Peter Sames 


1973 年 


R •ヴィンセント牢いる世界最強のロック•オーケストラの 3 rd アルバ 
ムである。73年に “ ROCK ORCHESTRA ” でデビューしたエスペラントは当 
時15人編成、 vln がベルギー、 kbd が英、リズム.セク ショ ンがイタリア/ア 
メリカのハーフ等、様々な国籍のメンバーが集まっていた。74年にピート 
•シン フィ ール ドのプロデュースで“ DANCE MACABRE ，， を発表。だが最 
高傑作はこの 3 rd アルバムである。極端にアレンジされた「エリノア•リグ 
ビー」に始まるツイン.ヴォーカル&ツイン.ヴァイオリンの迫力はすさ 
まじい。結局、これが彼等の最後のアルバムになってしまったのは残念な 
ことである。チェロの T . クレイマーはコーマスの 2 ncTT 0 KEEP FROM 
CRYING '' (74) にも参加している。 （千） 


童話のような美しいジャケットにまず魅きつけられ、このイメージを描 
きつつ針を落してみる。厳密に言えばプログレの範 I 壽からは幾分外れるか 
も知れないがイメー ジと 寸分たがわぬ洗練された美しいサ ウン ドが スピー 
カーから溢れ出て来る。耳のこえたプログレファンでも十分に傾聴に酎え 
得る魅力的なアルバムだ。だが、うわべだけをなでるような聴き方では本 
作の本当の良さは味わえないであろう。派手な キ—ボ— ドプレイ等は一切 
採り入れず、あくまでも歌心を大切にして絶妙の ハーモニーで 聴かせる と 
いうタイプだからだ。また同じ美しさでもユーロック特有の甘美性とは一 
線を画す。瞬間的な美には酔えても、その裏にある「暗さ」をどう受け止 
めるかによっても本作に対する評価は変ってくるのだろう。 （江） 



元 レアー. バードのダラ ハム . フィールド、元キング.クリム ゾン のア 
ン ディ •マック ローチ、 そして、マイケル、ピーターのジャイルス兄弟と 
ダウン•ランス （レコー ドはリリースされていない）を結成していたアラ 
ン.バリーの 3 人からなるフィ_ルズは、各メンバーの輝かしき荇楽キャ 
リア も 手伝って、結成 時、一部 マニアの間で大きな話題となった。注目の 
うちに彼らが発表した LPrFields 」 はファンの事前の予想とはやや異なる 
内容であった。キーボード、ギターのソロをフィーチャーして曲は流れる 
ように進行する。そこではややポップかつ捻リの利いた サ ウンドを楽しむ 
ことができる。 本 作のみでグループは 解散、 マックローチはグリー ンスレ 
イドに参加する。 け‘〇 


フイル.コリンズのデビュウ.グループとして名高いフレミング.ユー 
ス。本アルバムは彼らの唯一の作品であり、火 M 、 金 hU 木 M 、 パルサー 
等、宇宙的タイトルの曲を収めたトータル•アルバムである。サウンド的 
にはスペーシーな感じはほとんどなく、コーラスを主体にした曲、ギター、 
オルガンのややジャズィなソロを前面に押し出した曲、いかにも60年代風 
のプリティッシュ.ビート風の曲調が次々に玆場する。いわゆるブログレ 
ッシヴ • ロックではないが、アルバム全体の構成は当時としては凝ったも 
のと言える。また、ステンド.グラス風の:.面開きジャヶットも笑しいも 
のである。この後、コリンズはジヱネシスに参加、チャットンはジャクソ 
ン•ハイツのメンバーとなる。 （背） 



FOREST 

The Full Circle 


HARVEST 
SHVL784 m 

Derek Allenby : vo. mdln. perc. harmonica. 
Martin Welham:g.vo.p.vln.perc.el-hpd. 
Hadrian Welham:vln.b.vo.cello.perc.g. 
Pro : Forest & Malcolm Jones 


1970 年 



FRIPP & ENO 

No Pussyfooting 

ISLAND ポリドール 1973 年 

HELP 16 廃 MPF-1218 廃 

Brian Eno : Revox A77 rape Recorder, etc. 

Robert Fripp : g. etc. 

Pro : Fripp & Eno 


日本に於いて全くの無名であるフォーレストは、ハーヴヱスト.レーベ 
ルより2枚のアルパムを発表したブログレッシヴな感覚を備えたフォーク 
•グルーブで、本国ではそれなりの人気がある。アメイジング.ブロンデ 
ルをより暗く、ファンタジックにした様なサウンドは完成の域には達して 
いないけれど、心 魅 かれるものがある。2枚共に同水準の出来であるが曲 
の良さを決め手にセカンドである本作を代表としたい。多種の楽器を導入’ 
した意欲的な曲作りは幾分持て余し気味とはいえ、一定の水準を保ってい 
る。 A -2 ，ブルーべル•ダンス"などの佳曲があるだけに円熟した姿を見 
たかったが本作発表後、解散してしまったようだ。 （土） 


フリップとイ j ノのコラボレイシヨン.アルバム。後期クリムゾンの時 
期と平行してアルバムを2枚発表した。本作はその一枚目で、 2 nd は 「 EV ¬ 
ENING STAR:lsland HELP 22 75」である。イーノのテープ•ループ.サ 
ウンドにやはりエレクトロ処理をしたフリップのギターをのせた作品で、 
両者共に80年代にまで渡るこれ以降の活動の原点が本アルバムなのである。 
現在まで流行するに至った環境音楽なるジャンルの音楽ももとをたどれば 
本アルパムあたりが一つの原流となると思う。 2 nd はよ0視覚的なイメー 
ジが加わりより聴き易くソフィスティケイトされている。又、本作の A 面 
は後期クリムゾンの演奏前に流していたことが有名である。 （山） 
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UNITED KINGDOM 



FRIJUPP 

Modern Masquerades 

DAWN テイチク 

DNLS 3070 廃 UXP-670-YD 廃 

Peter rarelly : b. g. vo. 

Martin hoye : ds. per. 

\ ince McCusker : g. vo. 

John Mason : kbd. 

Ian McDonald : s. 

Pro : Ian McDonald 


1975 年 



FUSION ORCHESTRA 

Skeleton In Armour 


EMI 

EMA 758 


廃 


Jill Sward : vo. el-p.p.fl.syn* 
Colin Dawson : g. 

Dave Cowell:b. g. 

Stan Land : g. syn. hca. 

Dave Belhds. 


1973 年 


アイルランド出#の4人組、フループはコウマス、ジョーンズィー等の 
尤銳的アー千ィストを発掘しているマイナー.レーベル、ドーンと契約を 
交し 'Future し egend ! DAWN DN し S3053)73 年 」 「Seven Secrets ([司 DN し 
S 3058 74 ' f -_ Prince of Heaven's Eye (同 DNLH2)74 年」そしてこの 4th 
をキーボード奏者を交抒し録 ff している。ファンタジーに題材を求めたフ 
ルーブの泞楽は他の大物アーティストと較べてしまえば演奏もアレンジも 
稚拙だか、尖いかけていた衆心を呼び覚ましてくれるような淡い郷愁の漂 
つ曲恕には彳て難い魅力がある。4枚中、特にこのラスト作では元キング 
• クリムゾンのイアン•マクドナルドの助けを得て、奥行きを感じさせる 
h げている。 （古） 


ディストーションの利いたドライヴ感のあるギターと乗リの良い女性ヴ 
ォーカルを主体とし、ジャージーな展開を見せるフュージョン•才ーケス 
トラの唯一のアルバムである。全体的にアップ.テンポの曲で構成されて 
おり、ロック•ファンが聴いても違和感はないと思える。カンタベリー系 
のジャズ • ロックではなく、一般的なプリティッシュ.ジャズの要素を取 
リ入れて、力強いロックと結合させていると言える。ジャケットを見ると 
邪悪なイメージがあるが、サウンドはそれほど暗くない。なおレコーディ 
ング•スタジオはロンドンの ''アビー•ロード"である。このアルハ*ム後 
のメンバーの動向は不明だが、実力を持つた人達なので何らかの形で他の 
レコードに参加している可能性もある。 （青） 



PETER GABRIEL 

same title 

CHARISMA フオノグラム 

CAS 4019 RJ-7637 

Peter (iabriel: vo. perc. syn. p. 
Phil Collins : perc. 

Larry Fast : s> n. 

Robert Fnpp： k. 

John (iib lin : b. 

Tony Lev in : b. 
l)av id Rhodes : 

Pro : Steve Lilly white 



GENESIS 

Nursery Cryme 

CHARISMA フォノグラム RJ-5143 廃 1971 年 
CAS 1052 m フォノグラム 2 0PP_ 6 7 

Peter Gabriel: vo. fl. 

Phil Collins : ds. vo. 

Steve Hackett: g. 

Michael Rutherford : b. 

Tony Banks : kbd. 

Pro : John Anthony 


P . ゲ丫ブリエしの 3 rd アルバムはスティーヴ•リリホワイトをブロデュ 
— X に迎え、笟くはど鋭角的な感性が表出した作品である。彼はブロデュ 
—サーによって阽分と表‘防を変えるアーティストで、 1 st はボブ.エズリ 
二が華やかなボップ • アルバムに fL •上げていたし、 2 nd ではロバート.フ 
リ/プと Jt -| uJ してストレートなロック.ビートに徹しそれがかえって凝縮 
された怡念のようなものを}'?-、たせていた。サウンド[竹にはシンバル類を 
• W ⑴いない強力なパーカ v ション、；んだギターなどリリホワイト坆 
.び参加ミュージシャンの個性が活かされた結采だが、ゲイブリエルは梢々 
ンンブルな，卜絶を選ぶようになリ叫らかにメッ セージ 色は強まっている。 
この後 4 th 、 そして2枚紺ライヴ 「Plays Live . を兌表している。 （占） 


68年にヴォーカル中心のトータル•アルバム「創世紀」でデビューした 
ジェネシスは、デッカからカリスマへ移褚し A . フィリップスの才能が突出 
したと言うべき「侵入」を経てこの「怪奇骨董音楽筘」で特異なロック • 
ミュージックを確立するに至った。ファンタジーへ^の傾倒、諧謔味を带び 
た P . ゲイブリエルのヴォーカル、今となっては典型的とさえ言える曲展開 
にも、鬱屈したエリート意識が噴出したような攻撃性が感じられる。シン 
フォニック.スタイルが最も説得力を持った作品として記憶にとどめてお 
くべきであろう。「フォックストロット」「月影の騎士」「幻惑のブロードウェ 
イ」と傑作を発表し続けた彼等も、ゲイブリエル脱退後は暫く自己模倣を 
繰り返した後、ポップ路線がアメリカ市場に受け入れられ現在に至る。（古） 



GENTLE GIANT 

In a Glass House 

wwa 日本フオノグラム 

002 廃 Rj-5131 廃 

Derek Shulman : vo.as.ss.rec. 

Ray Shulman : b. vIn. ac-g. perc. vo. 
Kerry Min near : kbd. perc. rec. vo. 
Gary Green : 6 ^ 12-g. min. perc. rec. 
John Weathers : ds. perc. 

Pro : Gentle Giant 


1973 年 



GILGAMESH 

same title 

CAROLINE ビクター 

CA2007 廃 VIP-4077 廃 

Phil Lee : g. 

Alan Go wen : p. el-p. syn. mtn. clavinet. 
Jeff Clyne : b. 

Michael Travis : ds.perc. 

Amanda Parsons : vo. 


Pro : Gilgamesh & Dave Stewart 


1975 年 


ジェントル.ジャイアントの5枚目。オリジナル盤は中央がセルロイドの 
変形ジャヶット。国内盤はセルロイドを使わず、袅ジャヶットに歌捎を印刷 
したもの。シャルマン兄弟の内、年技のフィルが脱退した後のレコードだが、 
M 事なコンビネーシヨンである。変則拍子、クロス.リズムの多い彼等のサ 
ウンドは本 [5] よリむしろヨーロッパで人スが高く 、 PFM を始め、影響を与 
えたバンドは多い。70年にデビューした彼等だが80年に発表された12枚目 
「 Civilian 」 が:後のアルバムとなった。関連アルバムとして SIMON DUPRE - 
E & THE BIG SOUND 1 " Without Reservations 」（67 年、シャルマン 3 兄弟のグ 
ループ）、 J . ウェザースが参加している EYES OF BLUErln Field of Arda - 
th 」 ( ’ 69 )、BIG SLEEPrBluebell Wood 」（，71) 等がある。 （千） 


カンタベリー系のビッグネームであるギルガメッシュはサンシップを前 
身とし、75年に本アルバムでレコード•デビューしている。正にカンタべ 
リー系のジャズ•ロックを代表するサウンドでハットフィールズと並ぶ高 
い音楽性を有する。ゴウェンのキーボード（ェレビ）が主体となっているが 
それぞれの織り成すインプロヴィゼイションは緊張感に富んでいる。ギタ 
一のフィル.リーはあまりバックにはまわらず、 ソロの パートをこなして 
いる。ゴウェンの音楽的才能はこの時点ですでに開花している。77年頃に 
はギルガメッシュは解散状態となり（ハットフィールズも同様）、後にカン 
タベリー系のスーパー•グループ、ナショナル.ヘルスが結成される。（青） 
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GNIDROLOG 

Lady Lake 

VICTOR 1972 年 

SF-8322 廃 


Pro: Dick Parkinson & Gnidrolog 


暗いアルバムである。けだるいまでの重苦しさこそ感じられないが、た 
とえ明るいメロディーであっても、一抹の淋しさを呈する彼らのサウンド 
は、リスナーの心理を動揺させずにはおかない。存在感を際立たせる強烈 
な自己アピールだ。前作 “ In Spite of Harry’s Toe - Nail ” では、強い個性を 
前面に出しすぎたため、標準的な出来ながらもあまり高い支持は得られな 
かったが、本作では目先を変えてブラス • セクションを導人。あくまでも 


ROBERT JOHN GODFREY 

i-all of Hyperion 

CHARISMA フォノグラム 1974 年 

CAS 1084 廃 BT-5167 廃 

Robert John Godfrey : kbd. 

Christopher Lewis : vo. 

Neil Tetlow : b. 

Jim Scott : g. 

Pro : Neil Slaven 

後にエニドを結成するロバート•ジョン•ゴドフリーの唯一のソロ作品。 
73年の秋に録音され、74年にリリースされたものである。全ての作曲と全 
てのキーボードは彼によるもので、クラシカルなピアノ、ハモンド.オル 
ガン、メロトロンのアレンジはかなり古典的なシリアス.ミュージックの 
影響が強い。後にエニドによって演じられる作風の典型が本アルバムに全 
てつめ込まれているといってよく、情熱的なロマンティシズムの流れでる 



独自のスタイルを保ちながら、個性の中でも特にアクの強い部分をこれに 
埋没させることによって秀作に仕上げた。カヴァー.デザインもまた秀逸〇 
恐怖におののく白鳥の姿が本作の全貌を表していると言えそうだ。72年発 
表の2 nd 。本作を最後に解散したものと思われる。 （江） 


様は圧巻の一語につきる。アルバム•タイトルは英国ロマン派の詩人キー 
ツの作品名よりとられたもので、このタイトルこそが最も端的に本アルバ 
ムのサウンドを伝えているといえるであろう。ヒプノシスによるジャケッ 
卜も又、素晴らしいものである。 （山） 


GRACIOUS 

same title 

VERTIGO フオノグラム 1970 年 

63 砂 002 廃 SFX 7362 廃 

Paul Davis : vo. l2g.perc. 

Martin Kit cat : mtn. p. el-p. hpd. vo. 

Alan Cowderoy : g. vo. 

Tim Wheatley :b. 

Robert Lipson : ds. 

Pro: Hugh Murphy 



GREENSLADE 

same title 

WARNER BROS. W. パイオニア 1973 

K 46207 廃 P-8368W 廃 

Dave Lawson:kbd.vo. 

Dave Greenslade : kbd. 

Tony Reeves : b. 

Andrew McCulloch : ds. 


グレイシヤスのデビュー.アルバム。一部マニアの間ではメロトロンロッ 
クの代名詞として通っており、シンプルなジャケットデザインからは想像 
もできない様なバラエティーに富んだ演奏を繰り広げる。確かにメロトロ 
ンの使用頻度は高く聴く者をうっとりとさせるが、ピアノ、ハープシコー 
ドを含めた全体的なキーボードプレイに、むせび泣く様なギターとファズ 
(?) ボーカルを加えて展開されるへヴィーな部分も持ち味の 一 -^^だ。それ 
によって静と動とのコントラストが一層引き立つ。 B -2 の頭にベートーべ 
ンが出てくるように収録曲のうち何曲かは原曲があると思われ、彼らの演 
つているフレーズがイタリアのパンナ•フレッダ、フランスのヴィジターズ 
の作品中でも聴かれる。なお 1 st ツアーは68年、フーの前座だった。（江） 


コ•ラシアム出身の尸イヴ•グリ_ンスレイドが中心となり73年にデビュウ 
し、4枚のアルバムを残したグリーンスレイドはダブル•キーボード.グルー 
プとして当時話題を集めたグルー7である。本作はその記念すべき 1 st ア 
ルバム。荒削りではあるが、すでに独自のスタイルを確立している。 2 nd 「べッ 
ドサイドマナーズ.アー•エクストラ」は多少ポップさが感じられるが洗練され 
た茳創り。 3 rd 「 スパイグラス•ゲスト」はもう•人のキーボード、デイヴ•口 
ウスンとデイヴの間の対立が目立ってきたがサウンドはクラシカルな好盤。 
4 th 「 タイム&タイド」はロック色が強く、メリハリの効いた作品。この作品 
後、バンドは解散し、デイヴはその後ソロ •アルバムを2枚製作した。 1 st は 
グループの廷畏線上、 2 nd はエレクトロニクスを多用している。 （山； 



NICHOLAS GREENWOOD 

Cold Cuts 

KIN6D0MKVL 900 2 鹿 

Nicholas Greenwood :vo.b. effects. 

Dick Heninghem: kbd. 

Eric Peachey :ds. 

Bunk Gardner : woodwinds. 

Bryn Howarth : g. 

Chris Pritchard 
Pro:Marc Chase & N.G. 


1972 年 



CAROL GRIMS & DELIVERY 

Fools Meeting 


CHARISMA 
CAS 1023 廃 

Steve Miller: kbd. vo. 
Lol Coxhill:s. 


PhilMiller ： g. 

»abbington: b. 

、 : ds. 

rims: vo. perc. 


rmi ivimer 

Roy Babbii 
Pip Py le ： d 
Carol Grin 


1970 年 

Pro ： Tony Chapman 



オリジナル•クレイジー.ワールド•オブ.アーサー.ブラウンのべ一 
シストであった ニコラス . グリーンウッド名義のソロ.アルバムである。 
グリーンウッドはブログレッシヴ•ファンの間ではカーン （KHAN) のペー 
シストと しての名前のほうが知られているだろう。カーンと同じ72年に本 
作を発表していることから、ほぼ同時進行的に活動を行なっていたものと 
推測される。ドラマーのエリック • ピーチヱイはカーンのドラマーでもあ 
る。ブルース•ロックの影をそこはかと湛えてはいるがやはり当時のブロ 
グレッシヴ•ムーヴメントに属するサウンドで、かなり高水準な出来であ 
る。その後、彼の名前をプリティッシュ • シーンに見い出すことのできな 
いのが残念である。 （山） 


フィル.ミラー、スティーヴ.ミラー、ロイ•バビントン、ピップ.パ 
イル、ロル.コックスヒル。後にブリティノシュ.ロック界で'大活蹐する 
ミュージシャンたちが顔をそろえている。ソフト.マンーン、マッチング 
•モウル、ハットフィールズ、ナショナル.ヘルス、ゴング、キャラヴァ 
ン…どのバンドも彼等を抜きには語れない。そんな彼等が無名時代に、女 
性ヴォーカリスト、キャロル•グライムスを迎えて、このアルバムを製作 
した。ジャズっぽいブルース.ロックといった内容で、やや古めかしい感 
じもするが、個々の演奏を聴くと、この時点でそれぞれのスタイルを確之 
していることがわかる。地味ながらも好盤である。 （松） 
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UNITED KINGDOM 


GRYPHON 

same title 

TRANSATLANTIC 東芝 EMI 1973 年 

TRA 262 廃 IRS-80364 廃 

Brian Gulland : crumhorn. bassoon, rec. kbd. vo. 
Richard Harvey : rec. crumhorn. kbd. g. min. 

David Oberle ： ds.perc.vo. 

Graeme raylor : g. kbd. rec. vo. 

Pro : Lawrence Aston, Adam Skealing 




グリフォンがデビュー当時からロック.バンドとして扱われた事は非常 
に興味深い。中世の曲やトラッド•ナンパーをブレイしながらロック.フエ 
スに出演し、好評でさえあったという事実。（無論、後期にはイエス風なグル 
ープに変貌してしまうのだが）それだけ彼らが卓越したグルーブであった 
という事だろう。グループは74年に 「Midnight Mushrumps」「Red Queen 
to Gryphon 3」、75年に 「 Raindance 」、77 年に 「 Treason 」 と 5 枚のレコード 


ガーピッツ兄弟のデビュー盤となった GUN の 1 st アルバム。アート•口 
ック界屈指のヒット曲 、 「Race with The Devil 」 を A - l に収録した名盤で 
ある。そのサウ ン ドはアート.ロックをベースにしながら、 ハード.ロッ 
クからアヴァンギャルド.ロックまで広範囲な要素を取り入れ、ブラス/ 
ストリングス.セクションを大胆に導入したもので、当時としては画期的 
なものであった。ガービッツ兄弟は 2 nd 「 GUNSIGHT 」（69) 発表後 、 THREE 


を発表している。 R •ハーヴヱイは2枚のソロ.アルバムを発表しているが、 
もう一人のグループの中心人物である B . ガランドはグループ解散後、マリ 
コルヌ（仏）に加入したり、イギリスで環境音楽風なオムニバス.テープに 
参加したりしている。 （千） 


MAN ARMY を結成、71年から74年にかけて4枚のアルバムを発表、74年 
に G . ベイカーを加え BAKER GURVITZ ARMY と名を変え、76年までに3 
枚のアルパムを発表。その後ムーディ.ブルースの G . エッジのパックを経 
て、アドリアンは現在ソロで活動している。 （千） 



STEVE HACKETT 

Voyage of the Acolyte 

charisma フオノグラム 

CAS1111 m RJ7074 廃 

Steve Ha kett : el-g. ac-g. mtn. \ 

John Hackett:fl.syn. " 

Phil Collins : ds. vib. pe 
John Acock : mtn. I 


1975 年 


ve Ha k w 

John Hackett : fl. syn. Mike Rutherford : b. 
).perc. vo. 
nium. p. 

Sally Oldfield : vo. Robin Miller : oboe, 

rren : Green : cel. 

John Gustafson : b. 
lackett & J. Acock 


Nigel Warre 
Percy Jone ： 
Pro : S. Had 



PETER HAMMILL 

Over 

CHARISMA フォノグラム 1977 年 

CAS 1125 廃 1^7256 廃 

Peter Hammiil : vo. g. kbd. 
urahame Smith : vln. 

Guy Evans ： ds. 

Nic Evans : b. 

Michael Brand :orchestra arr. & conductor 
Pro : Peter Hammiil 


スティ ーヴ.ハケット がジヱネシス時代に残した Is いノロ •アルバム。 今だ 
にこれを彼の最高作と見る人も多いだろう。彼がジ i ネシス最盛期におい 
て核の部分をなすアイデアを提供していた事実は、本作を聴いても疑いよ 
うがない。ここでアコースティック • ギターをはじめ生楽器が釀しだす内 
省的な空間は言葉にするのももどかしい程、独特のもの。ゲストの好演も 
あるにせよ、一徹な幻視者のヴィジョンが本作をさらに•高みへと引き上げ 
ているのがわかる。 続く 2 nd ,3 rd は自らのバンドを率いた同傾向の作品。 
他に特筆すべき アルバム としては生ギターだけを用いた 「Bay of Kings 」 があ 
る。ところで一貫してカヴァーを手掛けるキム.ブーアは画集も出していて 
ブレイクに通ずる幻想的なフォルムを得意としている。 （古） 


ここに在るのは個人的な作品集である。 V . D . G . G . のリーダーで内省的で 
ある P •ハミルの6枚目のソロ •アルバムは広義でのラヴ.ソング集である 
と言えよう。彼の場合、グループとソロを比較するとソロの方が、よりア 
コースティックで、より個人的な問題を扱っており、その繊細さは、バイ 
ロンの描いたハロルド像の様だ。 G . スミスのゲスト参加により、その色彩 
は強張されており、さながら過去にしか意味を見出せない男の迷宫世界の 
ようである。彼はこの後、自分の年齢や同時代性を考慮に入れた作品 「 Fu ¬ 
ture 等を発表、最近も来日する等意欲的に活動を続 

けている。 （千） 



CHRIS HARWOOD 

Nice to Meet Miss Christine 


BIRTH RAB1 廃 

Chris Harwood : vo. 
Tommy Eyre: kbd. 
Roger Sutton : b. 

Ian McDonard : s. fl. 
Dave Lambert : g. vo. 
Peter Banks : g. 


John Morgan : tb. etc. 

Pro : Mark Plummer, Miki Da lion 



HATFIELD & THE NORTH 

The Rotter’s Club 

VIRGIN コロムビア 1975 年 

V2030 m YX-7033-VR 廃 

Phil Miller : g. Pip Pyle : ds.perc. 

Richard Sinclair : vo. b. g. Dave Stewart : org. el-p. 
Jimmy Hastings : fl.s. Mont Campbell: French horn 
Lindsay Cooper ： oboe, bassoon. 

Tim Hodgkinson : cl. Barbara Gaskin : vo. 

Amanda Parsons : vo. Ann Rosenthal: vo. 

Pro : Hatfield & The North 


イアン•マクドナルド（元キング.クリムゾン）、ピーター.ハ*ンクス（元 
イエス、 フラッシュ）、 デイヴ. ラムバート （元 ストロー ブス）、 ロジャー. 
サットン、トミー•アイアー（いずれも元リフ .ラフ） ら錚々たるミュー 
ジシャンとともに制作されたクリス. ハーウッ ドの唯一の作品である。彼 
女の唄は素人っぽさを感じさせる素朴なものであり、雰囲気で聴かせる夕 
イプのシンガーである。一方、バックでは各人がその名に恥じない見事な 
演奏を展開しており、それはクリスのヴォーカルを盛り上げるとともに単 
なる歌手のサポートを越えた素晴らしいものとなっている。中でも、マク 
ドナルドの メロディアスな フルート、アイ ア ーのジャズ ィな キーボード等 
は印象的である。 （賀） 


初期ソフト.マシーンが持っていた可能性は、マッチング•モウルに受 
け継がれ、このハットフィールズによってひとつの完成をみた。彼等こそ 
カンタベリー最高のグルーブである。72年、経験豊富な4人によって結成 
された後、キーボードがスティーヴ*ミラーからデイヴ.シンクレアそし 
てデイヴ•ステュアートに替わり、74年にロパート•ワイアットの協力を 
得て r Hatfield & the North 」 を発表した。翌年発表された本作は、持ち前 
のウィットに富んだジャージーな感覚の音楽性にますます磨きがかかった 
最高の出来である。それだけに、直後の解散が惜しまれる。彼等の演奏は 
「 V 」（オムニバス ）、 「Over the Rainbow 」 （ライヴ）、 「 Afters 」 （ベスト）でも 
聞くことができる。 （松） 
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HAWKWIND 

Hall of the Mountain Grill 

UNITED ARTISTS 東芝 EMI 1974 年 

UA6 29672 廃 LLS- 8006 8 廃 

Dave Brock : g. syn.org. vo. 

Lemmy : b. vo. g. 

^5imon House : kbd. mtn. v In. 

Nik Turner : s. oboe. fl. vo. 

Del Dettmar : kbd. syn. kalimba. 
oimon King : ds. perc. 

Pro : Hawkwind, Doug Bennet, Roy Baker 


ホークウインドの ターニン グ•ポイントとなった作品。彼等の5枚目の 
アルバムであるが、 S . ハウスの加入を契機としてよりメロディアスでシン 
フォニックなスペース•ロックに仕立てられている。名盤 「The Warrior 
on the Edge of Time 」 に至る布石とも言える作品だが、 S •ハウスのヴァイ 
オリン •ソロを フィーチャーした A -2、 レミー、ミック.ファーレン共作 
による B -3 (モーターへッ ドの 1 st にも収録されている）等、隱れた名曲 
が 多い。 70年代においてドラッグ.カルチャーの為のスペース •ロックを 
演奏し続けて来たホークウインドだが、現在も活動を続けており、執念の 
17枚目 「Hawkwind & Relations Vol . II 」を発表している。尚、本誌 Vol .8,9 
のホークウインド特集を参照のこと。 （千） 



HENRY COW 

Unrest 


コロムビア YX-7034-VR 廃 1974 年 
ビクター VIP-4096 廃 


Fim Hodgkin son : org. as. cl.p. 
rred rrith : g. vln. xy lophon. p. 

John Greaves : b. p. vo. 

Chris Cutler : ds. 

Lindsay Cooper : bsn. oboe. rec. vo. 


68 年から 78 年まで活動を続けたヘンリー•カウは、カンタベリー•ミュ 
ージックのひとつの枢軸として今では計り知れない程の影響を及ぼしてい 
る 。 「Legend (73 年)」を経て本アルバムを発表。初期ヘンリー•カウの名曲 
として知られる '' Ruins " が収められている。その後、ドイツ出身の3人組 
スラップ.ハッピーと合体して 「Desperate Straights ( 75年 )」、 「In Praise 
of Learning (75 年)」を発表。スラップ•ハッピーと別れてからは 「 Conce - 
rts (76 年 )」、 「Western Culture (79 年)」を発表している。高度に構築的なジ 
ャズ•ロックとフリー.ミュージックを結びつけ、更に社会主義運動への 
共鳴を表明して行くという方法論を着実に実践し、アルバムを追う毎にそ 
れらが不可分のものとなって行くのが判る。 （坂） 



HIGH TIDE 

Sea Shanties 


LIBERTY 
LBS 83264 


廃 


キング 1969 年 

卩 Y- 5804- 02(NOT FOR SALE) 


Tony Hill:g. vo. 
^imon House : vln. 
Peter Pavl ： b. 
Roger Hadden : ds. 


69 年初めに結成されたハイ•タイドの 1 st アルバム。当時としてはロック 
界屈指のギタリストとも言える元ミスアンダーストゥッドの T . ヒルを中心と 
したグループ。 S . ハウスは本誌ではお馴染み、ホークウインド、 D . ボウイ 
• バンド等のヴァイオリニストとして著名な人物。ミスアンダーストゥッドは 
LP こそ残ってないが伝説的なグループで T . ヒル脱退後も N . ポーター、 G . 
エバンス等を加えて活動をしていたようだ。ハイ.タイドは本作後、デニ 
一 • ジヱラルドの 「Sinister Morning (70) j に全員で参加、同年に 2 nd 「 H 卜 
gh Tide 」 を発表している。サウンドは当時の時代を反映しており、プログ 
レッシヴと言うよりはアート•ロックの方が近い。幻のグループであった 
が、最近は再発されており比較的入手し易いようだ。 （千） 



STEVE HILLAGE 

Green 


VIRGIN 
V2098 m 

Steve Hiliage : | 


ビクター 

VIP-6918 


廃 


1978 年 


/：ARP & EMS syn. etc. 

Joe Blocker : ds. 

Curtis Robertson JR: b. 

Pro : Nick Mason & S. Hiliage 


カンタベリー出身のギタリスト、スティーヴ.ヒレッジは古くはデイヴ 
•ステュアート、モント•キャンベルらと ユリエ ルを、その後カーンを経 
てゴングに加人、アルバム 「 YOUj を最後に脱退してからは続々とソロ •ア 
ルバムを製作して現在に至っている。本作は彼の4枚目のソロ .アルバム 
で、彼の音楽スタイルの頂点を極める作品といえる。独特のディレイ効果 
とスケールを持つギター.ワークとそのドラッダに触発されたサウンドは 
彼独自のもので、加えてエレクトロニクスが効果的に使用されている。ゴ 
ングの傑作 「 YOU 」 の延長線上に位置するものである。オリジナルはポスタ 
一付で盤が緑色のもの。又、螢光塗料を使用した歌詞力ードは光をあてる 
と独特の輝きを放つ凝った代物である。 （山） 




RUPERT HINE 

Pick Up a Bone 

PURPLE 1971 年 

TPSA7510 m 

Rupert Hine : vo. g. harmonica. 

Simon Jeffs : a-g. e-g.slide g. 

David Maciver : g. 

Peter Robinson : p. org. 

Pete Morgan : b.. 

Terry Cox : ds. 
etc* 

Pro : Roger Glover 

ルパート .ハインの 名前は、本誌の読者にはキャメル、キャラバン、 K . 
.エアーズ、 A . フィリップスなどのプロデューサーとしておなじみだと思う c 
(これらのアルバムでは必ず演奏者としてもクレジットされていて、 M . ジ 
ャイルス、 J . G •ペリー、 G . リチャードソンと行動を共にすることが多い') 
ルパート •ハインの 天才的なひらめきは、70年初頭から現在まで雑多なア 
ーティストを精力的に手がけどれもを一流のインテリジヱンスで着色して 
しまう。第ーピリオドとしての本作品では、 P . バックマスターの協力によ 
って若き頃のナイーヴな感覚が強調され、いかにも英国風のヴォーカルが 
印象的だった。その他ソロとして Purple に1枚、 A&M に3枚。唯一のグ 
ループ活動、クァンタム•ジャンプで3枚のアルバムを残している。（森） 





asmm 

霞迸刪 

mw 


HUGH HOPPER 

Hopper Tunity Box 

COMPENDIUM 
FIDAD0 7 廃 

Hugh Hopper : b. g 
Elton Dean : s. 

Mark Charig : cornet, tenor horn. 

Dave Stewart : org. pianet. oscillators 
iry Wind :： 


Richard Brunton : g. 

Nigel Morris : ds. 

Pro : Mike Dunne & Hugh Hopper 


1977 年 


ソフト•マシーンをジャズに向かわせた男、ヒュー•ホッパー。彼のキ 
ャリアはそのままブリティッシュ•ジャズ•ロックの歴史でもある。古く 
はソフト.マシーンからギルガメッシュ、アイソトープなど。ソロ •アル 
バムやゲスト参加まで含めると、その意欲的活動はとても把握しきれない。 
77年頃、彼はベルギーのコンペンディウムからアルバムを発表している。 

本作もその一枚で、バランスのとれた好盤。強カメンバーによる好演の連 
続で、とりわけ、デイヴ•ステュアートのオルガンが冴え渡っている。他 
では、現代音楽的手法を取り入れた実験作「1984 (73 年)」やアラン■ゴウ 
エン（シンセサイザー）との絶妙なコンビネーシヨンを聞かせてくれる 「 Tw - 
〇 Rainbows Daily (81 年)」等が高く評価されている。 （松） 
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UNITED KINGDOM 


LINDA HOYLE 

Pieces of Me 

VERTIGO 1971 年 

6360 D60 廃 

Linda Hoyle : vo. Chris Spedding : g. 

John Marshall : ds.perc. 

Jeff Clyne : b. el-b. 

Karl Jenkins : p. el-p.oboe. 

Colin Purbrook : p. 

Pro : Pete King 


IGGIN BOTTOM 

Igginbottom’s Wrench 

DERAM 

SML1051 廃 

Alan Holdsworth : g. vo. 

Dave Freeman : ds. 

Mick Skelly :b. 

Steven Robinson : g. vo. 

Pro : M.J.M. Productions 




名盤「アフ ィニティ」 でヴォーカルをとっていたリンダ.ホイルは、71 
年にこの唯一のソロ •アルバムを発表している。バックに、初期ニューク 
リアスの豪華な顔ぶれを迎えたスタンダード•ヴォーカル風の作品集で、 
ピアノによる伴奏曲からストリ ン グス. 才ーケス トラ （ K . ジヱン キン スの 
アレンジ）を配した曲まで、オーソドックスで実に味わい深い。とりわけ 
彼女の声に魅力を感じる。憂いを带びたヴォーカルが、しっとりとした演 
奏によって更に美し〈響く。フィンランド出身で、ロニー.スコット•デ 
ィレクションズの秘蔵っチ歌手だった彼女。-瞬のきらめきを残しただけ 
で、二度と我々の前にその姿を見せることはなかった。 （松） 


ラヴ.アフヱア（モーガン.フィッシャーが在籍した，）に見出されたイ 
ギンボトムの唯一の作品である。そして、今をときめく人気ギターリスト、 
アラン.ホールズワースのプロ.デビュー作でもある。ホールズワース、 
ロビンソンのギターはチャーリー.クリスチャン以来の正当的ジャズ•ギ 
ターの影響を受けており、ベース.ギターのライン及びドラムにもジャズ 
の香リが感じられる。当時としてはかなり大胆にジャズの要素を取り入れ 
た作品と言える。時折登場する淡々としたややポッブなヴォーカルとジャ 
ズィな演奏からなる彼らのサウンドはそれなりにオリジナリティがあり、 
新たなものを創造しようという意欲に満ちている。プログレッシヴ•ロッ 
クが確立される以前の-つの試みとして資料性は高い。 （賀） 



ILLUSION 

Out of the Mist 


ISLAND 
ILPS 9489 


東芝 EMI 
ILS 80856 m 


John Hawken : kbd. 

Louis Cennamo : b. 

Jane Keif: vo. 

Jim McCarty : vo. a eg. perc. 
John Knightsbndge : g. 
Eddie McNeil : ds. 


1977 年 



INCREDIBLE STRING BAND 

Earth Span 

ISLAND キング 1972 年 

ILPS9211 廃 ICL48 ICL48 廃 

Hobin Williamson : g. vo. kbd. vln. cel. 

Mike Heron :kbd.g. vo.hca.fl. 

Malcolm LeMaistre : v . kbd. g. min. 
StuartGordon:vln.vo. Likky : vo. 

Stan Lee : b. Brian Davidson : ds. 

Jack Ingram: handclap. Dave Mattacks : ds. 


オリジナル.ルネッサンス解散後、メディスン•ヘッド、アルマゲドン 
を経たキース.レルフは、妹のジ丄ーン.レルフ、ジョン.ホウケンらと 
ともにナゥを結成するが、活動前に彼は亡き人となる。その後、彼の意忐 
をついで、オリジナル.ルネッサンスのジム.マッカーティらを迎えてナ 
ウはイリュージョンとして生まれかわったのである。彼等のデビュー作と 
なった本作品は、ルネッサンス M 様クラシカルであリ、とくに、八-1の「卜 
sadora 」 は、ロック史上に残る名曲と言いきれるほど素 n ,1 •らしい。また、 
B -2 の 「Face of Yesterday 」 は、オリジナル.ルネッサンスの 2 nd 「 lllusio _ 
n 」 の中に収められている。その後78年には2作目を発表するが、惜しくも 
グループは解散してしまう。 （山中） 


66年にデビュー.アルバムをエレクトラから発表した I . S . B . の12枚目の 
アルバム。祕本的にはトラッド.グループなのだが、シニカルなのか、冗 
淡なのか、素朴なのか、へタウマなのか、何とも判断し難い点を持ち味に 
している。本作もその例にもれず 、 J .エアブレインの様にルメイストル 
が叫い上げる A -5、 ウィリアムソンとルメイストルの対比を生かした B -2、 
ハ—モニウムをフィーチャーした B -4 等、様々なタイプの曲が収録されて 
いる。他の I . S . B •のアルバムとしては8枚目にあたる“ U ”（70 年）等も聴い 
てみて欲しいところだ。ソロ関係としてはヘロンのアルバムが2枚、マイ 
クのソロが3枚、ロビンのソロが4枚ある。特にロビンの 2 nd “ Journey’s 
Edge ”（77)は聴に値する。 （千） 



インディアン.サマーとは小春日和の,§:味。国内盤のタイトルは B -1 — 
Black Sunshine からとった「黒い太陽」だ。オルガン.ロックの典型であ 
るが、まだプログレに十分陽が当っていなかった70年において、2〜3年 
先に訪れるブームを彼らが知る由もなく、60年代のじ統をづ I きずった新し 
がリ屋のオリジナリティにあふれたサウンドは当時としては画期的なもの 
であったろう。もちろん ELP 等とは路線が铒なる。たまにメ ロト ロンが 顔 
を出す他は電イ•楽器等の使用は•切控え、徹頭徹尾オルガンで通している 
からだ。その合間に荒々しいギターが唸りを上げる。当然ある程度のパタ 
—ン化は避けられないが、にもかかわらず、-度針を落すと妓後まで聴い 
てしまいたくなる魅力あふれる作品である。 （江） 


とにかくジェネシス影響下のグループが多く目立ったプリ ティッシュ. 
ポンプシーン。そんなさ中、知能指数という意味深なグループ名を引っ提 
げて、一躍シーンに踊り出た I Q 。 彼らは中期ジェネシス——「月影の騎 
士」「眩惑のブロー ドウヱイ」の頃を彷彿させるサウンドを得意としており、 
仏作って魂入れず的なこの手のグループが多かった中で、ある意味におい 
て正統的な後継者と言えよう。センスの良いギターワークにオルガン、メ 
口トロン、シンセサイザーが絡み、ガブリエルスタイルの中では傑出した 
歌いっぶりを誇る P . ニコルスのヴォイスが聴き物である。85年には 2 nd 
n：ie WakeJ を発表。こちらも前作の要素に現代的な感覚を加味した好 
作品。グルーブはその後 V 0 を入れ替えて、現在も活躍中である。〔大〕 
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JADE WARRIOR 

same title 

VERTIGO 
6360 03 3 廃 

Tony Duhig ： g. 

Jon r ield : perc. fl. 

Glyn Hav ard : b. vo. 

Pro : Jade Warrior 


1971年 


ベースの LEE JACKSON が NICE と REFUGEE の間で結成したグ 
ループ CHARISMA に1枚、 VERTIGO に3枚の作品を残した。 VER ¬ 
TIGO 盤ではあの MICHAEL JILES . IAN WALLACE が'素敵なドラム 
スを聞かせてくれ、又メロトロンもかなり取り入れられている。一聴して 
ストリングスと美しく躍る KB ，コーラスを大切にしたソフイステイケ 
イト•サウンドが見事なセンスで統一されている事に気付く。ホツと息を 
つけるソフト路線だけならどこにでもあるが、随所にハツと輝くアレンジ 
や暖かさとテクに溢れたこの KB 群は絶対に貴重なものだ。多数のスト 
リングスを迎え、オシャレなスリーブに包まれたこの作品、チェンバロを 
フイーチユアした軽快なタツチには NICE の影が見える。 〔 OM 〕 


JAN DUKES DE GREY 

Mice and Rats in the Loft 

TRANSATLANTIC 1971 年 

TRA 234 廃 

Derek Noy : g. tp. tb. zelda chord. 

Denis Conlan :ds. 

Michael Bairstow ： fl.c 1.s. 

Pro : Stuart Taylor 


グルーブの核であるトニー•ドゥーイグとジョン•フィールドの2入は、 
M •才ールドフィールドに関係するトム • ニューマンと共同で68年にアルバ 
ムを-枚発表している。 （「July [Major-Minor ]」） 英国の統への阎執はやが 
て遠く第-—.世界へと移行し、ヴァーティゴに3枚、アイランドに4枚の才 
リジナル•ア ルバム を残し、現在に至る。最新作は 「Honzon (Nada Pulse し 
自らの対極である東洋への造詣の深さを、アフロ.ジャズ的手法に交錯さ 
せた独自の世界は、こめ 1st に凝縮されている。レーベル移褡後は、その 
うわずみを抽出したような全てインストゥルメンタル。よリ内面に潜行し 
た感もあるがどれも完成度は高い。その他、アサガイ、ニアヴァーナとも 
交流があった。 （森） 


JETHRO TULL 

This Was 

ISLAND ビクター •リブ II ーズ1968年 

ILPS 9085 m SJET 8129 m 

Ian Anderson : fl. p. vo. mouth organ, c laphorn 
Mick Abrahams : g. vo. 

Clive Bunker : ds. 

Glenn Corick : h. 




「 Sorcerers《Decca SDN8》70 年」に続くヤン.デュークス•ドゥ•グレ 
イの 2nd 。 ノイと ベア ストウの2人によって作られた 1st は、ヴォーカル 
主体の、ほのぼのとしたフォーク色の濃いアルバムであったが、本作品は 
新たに コンランを 加えたトリオ編成になっており、サウンドもインスト重 
視のハードなものへと大きく変化している。ギターを中心に、ヴォーカル 
も含めて、如何にもロックといった、自由奔放かつ大胆な演奏が展開され 
ている。時としてジャーマン.ロックを思わすそのサウンドは、当時のイ 
ギリスにおいてかなり異端的なものであった。なお、レコード自体の内容 
とはイメージ的に異なるものの、ジャケット. デ ザイ ンの 素晴らしさは特 
筆に値する。 （賀） 


フルートを本格的に用いた最初の ロック . グループとして知られるジェ 
スロ.タルは68年にデビュー、今なお活動を続ける非常に息の長いバンド 
である。現在までに20枚以上のアルバムを発表しているが、本ファースト 
•アル 八ムは 「Thick as a Bnck(Chrysalis CHR 1003'72 年 」 「Minstrel 
In The Galler y (同 CHR 1082 75 年」などとともに彼らを代表する作品であ 
る。当時、ローランド•力ー ク （ジャズ.シーンを代表する肓目のマルチ 
管楽器奏者）と比較されることの多かったアンダーソンのノイズィかつワ 
イルドなフルート、 ロック、 ジャズ、ブルースの各要素が巧くバランスし 
た軽快なギター、それらを見事にサポートするドラムス等、彼らの油奏は 
時の流れに色褪せることのない輝きを今も放っている。 （賀） 




ドーン.レーベルに3枚のアルバムを残しているジヨーンジー。 ファー 
ストは荒削りなものの仲々の好アルバムでそれに続くセカンドが本作だ。 
初期クリムゾンの影響下にある内容といってしまえばそれまでだがジエイ 
ミーの奏でるメロトロンは ロバート. フリツプのそれより優しく、悲しい。 
最大の聴き所は「サンセツト•アンド•イヴニング•スター」からの/ドレー 
で老いた兵士の死、そのレクイエム…正にその情景が目に見える様だ。ク 
レシダの「ミュー ヘン」 と同等、あるいはそれ以上の名曲である。 B 面に2 
曲程フリーな曲がある他は落ちついて聰ける、名盤と呼ぶにふさわしい作 
品だ。サードは、一般的な評価は高い（モントルーのダイアモンド賞を受 
けている）が、デリケートな部分が失なわれてしまっている。 （土） 


アルバムの名義はサヴァリンの個人名であるが、その実質は ジュ リアン 
ズ .トリートメントの 2nd と解して間違いない。本作は坫本的に前作“ A 
Time Before This ” の 路線を継承しているが、メロトロン及びオー ケス ト 
ラの大幅な導人によってスケールアップし、大いなる飛秘を遂げている。 

また前作ではあまリ存在感のなかったギターも本作では多くのパートをり- 
えられて活蹯し、 サウンドの重厚化に大きな役 H を果たしている。しかし 
シンフォニックな要素が増しても、ポップな感覚をなくさないのが、彼ら 
らしい所で、それはハ。ワフルな女性ヴォーカルーレディ.ジョミークの存 
在に負う所が大きい様だ。アルバムの中には、サヴァリンのベンになる哚 
作本の穴広告が人っているが、彼の本業が茳楽家か作家かは不明。(城) 
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皿 IAN’S TREATMENT 


A Time Before This 

Y 0 UN 6 BLOOD 1970 年 

SYB -2 廃 



KESTREL 

same title 

CUBE 

HIFLY19 廃 

Dave Black : g. vo. 
John Cook : kbd.sy 
David Whittaker : c 
Fenwick Moir : b.. 
Tom Knowels : vo. 
Pro : John Worth 


1975 年 


ジュリアン•ジェイ.サヴァリン率いるジュリアンズ.トリートメント、 
70年発表のアルバム。サヴァリン自身が、作曲.アレンジを担当し、さら 
にオリジナル•ストーリーも彼のペンによる物と推される。内容は、全編 
これ全て、ハモンドオルガンと女性ヴォーカルの独壇場である。部分的に 
はギター、フルートも聞かれるが、それはあくまで付加的存在にとどまっ 
ている。後の “ Waiters on the Dance ” が、あまりにも傑出している為、 
存在感の点で少々割を食っている様に感ずるが、グループの指向は本作に 
おいて既に明確になっており、初期のプリティッシュ•ロックの中にあっ 
ては、かなり良質な作品である。派手なテクニックなど期待されては困る 
が、ブリテイッシュ然としたオルガンワークが堪能できる一枚。 （城） 


Kestrel (チョウゲンボウ）と名乗る5人組は、75年にキューブ.レーべ 
ルから唯一の アルバムを 発表している。プログレ.ファンにとってはメロ 
トロンの クレジ ットが気になるところだが、そのポップな曲作りには驚か 
される。軽快なリズムに乗った流れるような演奏が持ち味で、特に B -2 な 
どは力ーステレオに最適!？英国特有の香りを残しながらも妙にアカ抜け 
したサウンドは若干重量感に欠けるが、それでもプログレ • ファンの人気 
を集めるのはポップなメロディーと異和感なく融合したメロトロンブレイ、 
従来の「泣かせ」のパターンから脱却したスマートな手法が支持されたた 
めか。75年というプログレッシヴ•ロックの過渡期において次代を模索し 
た作品とも考えられよう。 （江） 



KHAN 


Space Shanty 

deram キング 

SDLR11 廃 SL288 廃 


Steve Hillage : g. vo. 



Pro :Neil Slaven 


1972 年 



KING CRIMSON 

Lark's Tongues in Aspic 


ISLAND W . パイオニア 

ILPS 9230 m P-8330A 


Robei 
John 
David 
Jamie 
Bill Bn 


rt Fripp : g. mtn. 
Wetton : b. vo. 
d Cross : vln. 


1973 年 


ユリエルを離れ、大学へ進学したスティーヴ.ヒレッジは、音楽が: g れ 
られずカンタベリーに戻ると、71年4月、元クレイジー•ワールド•オヴ 
. アーサー.ブラウンのメンバーらとカーンを結成した。72年5月にこの 
アルバムを発表したが、録音ではキーボード奏者が脱け、代りに親友のデ 
イヴ.スチュワートが全面的に参加している。曲によってはやや古めかし 
さを感じさせるものの、ロック寄りのカンタベリー.ミュージックの佳作 
となっている。当然ゴング色はまだない。録音後、エッグの解散に伴いデ 
イヴ•スチュワートは正式メンバーになったが、72年10月にバンドは解散 
してしまった。ヒレッジはケヴィン.エアーズのバックを経てフランスに 
渡り、ゴングで大活? S することになる。 （坂） 


69年に衝擊的デビュー作「クリムゾン •キン ダの宮殿」を発表して以来、 
幾度かのメンバーチ x ンジを経て、74年の解散、7年後の81年再結成から 
現在に至るまで、ライヴとベストを含む計13枚のアルバムをリリースし、 
今尚、ロック界孤高の位置に君臨しているキング•クリムゾン。通算6枚 
目にあたる本アルバム「太陽と戦慄」は、初期の頃に見られた幻想.抒情 
的な面は後退し、潜在意識に及ぼす強烈な心理的インパクトを彷彿させる 
狂暴性と得体の知れないほろ苦い世界で満ちている。魔術的なフリッブの 
ギターとメロトロン、デヴ ィツ ド.クロスのヴァイオリン、ジェイミー. 
ミューアのハ•一カッション群が奏でる、金属質のへヴィな旋律は、81年の 
「ディシブリン」へと見事に受け継がれていくのである。 （大） 



BASIL KIRCHIN 

Worlds within Worlds 

ISLAND 1974 年 

HELP IB 廃 

Created and produced by Basil and Esther Kirchin. 



LIVERPOOL SCENE 

St. Adrian Co. Broadway and 3rd 

RCA 1970 年 

SF8100 廃 

Adrian Henri: vo. Mike Evans : vo. ts. ss. 

Andy Roberts : vo. fl.g. vln. s-glockenspiel. 

Percy Jones : b. Pete Clarke : ds. 

Ian Carr : tp. flugelhorn. Karl Jenkins :oboe. b-s. 

Pro : Sandy Robertson 


バジル • カーチンの 2 nd 。 前作 「A World Within Worlds (Columbia SCX 
6463》71 年」の続編である。ここではフリューゲル•ホーン、チェロ、オル 
ガン等の通常楽器、昆中からフラミンゴ、ゴリラに至る各種動物の鳴き声、 
子供たちの遊び声、ジュット機及び波止場の騒音等を素材とし、それらを 
電気処理して組み合わせるといった実験的手法が用いられている。重くう 
ねるようなミュージッタ.コンクレート.サウンドが主体であるが、時折 
現われる、フリップ&イーノを思わす部分、初期のグル • グル等のジャー 
マン.ロックに通じる部分、ジャズのフリー•インプロヴィゼイシヨン風 
の部分等がこの作品をポップ•サイドに位置付けている。本作品以後の力 
ーチンの動向は全く不明である。 （賀） 


リヴァブール.シーンは本 4 th アル バム 以外に、 1 Incredible NewLiverp - 
〇〇 I Scene く CBS 63045>67年 」 「Amazing Adventures ofCRCA SF 7995) 68 
年 」 「Bread on the Night 《同 SF 8057>69 年」 「 Heirloon 《同 SF 8134>70 年」 
の 4 枚、計 5 枚の LP を発表しているが、本作品はニュークリアスのイア 
ン.カーらをゲストに迎えた異色作となっている。 A 面はメンバーによる 
ポップな演奏、カーらのジャズィな演奏、オーケストラによる演奏、電気 
処理したヴォイス等をヘンリの卜ーキング • ヴォーカルで繫いだ構成にな 
つており、あたかもポンゾ*ドッグ•バンドを上品にしたかのようなユー 
モラスなサウンドを聴くことができる。一方、 B 面はよりトーキングに重 
点を置いたライヴとなっている。 （賀） 



































THE LONG HELLO 

same title 

UNITED ARTISTS ( Italy ) 

UAS 29718 m 

David Jackson : s. fl.p. 

Hugh Ban ton : org. p. b. elg. ds. 
Guy Evans : ds. 

Pietro Messina : ac-g. el-g. p. 
Ced Curtis : el-g. el-b. 

Nik Potter : b. 

Pro : Guy Evans 


1974 年 



MAHAVISHNU ORCHESTRA 

Birds of Fire 

CBS CBS ソニ- 

65321 廃 S 0 PL 175 廃 

John McLaughlin : g. 

Rick Laird : b. 

Billy Cobham : ds.per. 

Jan Hammer : kbd. 

Jerry Goodman : vln. 

Pro : Mahavishnu Orchestra 


ヴァン. ダ—. グラーフのメンバーの 内、 ピーター. ハミ ルを除く 4人 
が中心となって製作したアルバムである。上のジャケット.カヴァーはイ 
タリア盤のみのもので、イギリスで ファン. クラブにより限定製作された 
ものは白ジャケットに通し ナンバー 入り。その後数回に渡り再発され、現 
在はシャンハイ.レーハ^ルのものが入手可能である。このプロジヱクトは 
後に断続的にレコードをリリースし、現在では4枚のロング.ハロー名義 
のアルバムがある。このアルバムのサウンドは アコース ティック楽器を多 
用した牧歌的なもので、内省的な趣きのある好演奏である。 2 nd 以降は多 
少現代的なスタイルをとり入れているが、本作を超える作品は未だでてい 
ない。 （山） 



ジョン•マクラフリンが結成したマ ハヴィ シュヌ.才ーケ スト ラの2 nd 。 
彼が参加した数多くの作品の中でも、前作 「Inner Mounting Flame 《 CBS - 
64717》71年」と本作品は最もロック色が濃く出たものである。そして、本 
作品は彼の最高傑作の一つでもある。驚異的と呼ぶに相応しいコブハム（元 
ドリームス）の強烈かつ正確なドラムと レアー ド（元ブライアン. オーガ 
一 •グループ） のべースをバックに、 マ クラフリン、 ハマー、 グッドマン 
(元フロック）がインタープレイ、ユニゾン等による極めて緊張惑に富んだ 
スピーディかつメロディアスな演奏を展開している。翌年、ライヴ.アル 
バム 「Between Nothingness &. Eternity 《同69046》」を発表してグループ 
は解散、各メンバーは現在に至るまで各方面で活躍している。 （賀） 


MANDALABAND 

same title 

CHRYSALIS キング 1975 年 

CHR 1095 廃 CHY -1095 廃 

David Durant : vo. 

Ashley Mulford : g. 

John ^timpson : b. g. 

Tony Cress well : ds. 

Vic Emerson : kbd. 



レフユジー、イエスを経てビッグ.ネームとなったパトリック.モラー 
ツが無名時代に参加していたグループとして知られるメインホース。本ア 
ルバムは彼らの唯一の作品である。液奏の中心はモラーツとロケットであ 
り、前者がプログレッシヴ•ロックとしての、そして、後者がハード•口 
ック部分の要となっている。モラーツはメロディアスかつクラシカルなプ 
レイを展開するとともに、ハード•ロックとしての演奏や地味なバッキン 
グも見事にこなしており、当時、既に彼が非凡なキーボード •プレイヤ— 
であったことを痛感させる。他のメンバーもハード.ロック部分を中心に 
力の籠った演奏を展開しており、なかなかの力作と言える。なお、•バンド 
は英国バレー団とともに来日している。 （賀） 


ロック.オーケストラの名がふさわしいマンダラバンド、75年発表の1 - 
st 。 特に A 面を費してのタイトル曲「曼陀羅組曲」は圧巻である。無気味 
な声の幕開けより、突如としてそれを引き裂くようにして壮大なロック • 
シンフォニーがはじまる。チべット語によるヴォーカルにはじめは馴染め 
ない人もいようが、テクニカルなドラムに拍奉をかけられながら、と•きに 
は優しく美しくときにはハードにキーボード群とギターのアンサンブルが 
登りつめていく展開のあとには、ちょっとした感動が残る。この作品発表 
後、サッド.カフヱとリーダー格のデヴィッド.ロール率いる新たなプロ 
ジェクトに分裂し、後者は78年に 「The Eye of Wendor 」 を発表。これに 
は、美しいブックレットがついている。 （山中） 


MANFRED MANN CHAPTER THREE 

Volume Two 

VERTIGO フォノグラム 1970 年 

636001 2 廃 sfx -7267 m 

Mike Hugg : vo. p. el-p. Manfred Mann : org. 

Cra ig Collinge : ds. Bernie Living : as. 

Clive Stevens : ss. ts. Steve York : b. 

Andy McCulloch : ds. 

Pro : Hugg ， Mann, Had fie Id 


ブリティッシュ.ロック.シーンにおいて、62年頃から現在に至るまで 
20年以上も活動を続けてきた マン フレッド. マン。 チャプター•スリーは、 
その名の示す通り、 マン•ハグ. ブルース. バンド、マン フレッド .マン 
に続く彼の3番目の バン ドである。グループは69年に結成され、同年、 1 st 
アル バム 「Manfred Mann Chapter Three 《 VertigoV 03》」 を発表、翌年、 
ラスト .アルバム となった本作品を リ リースしている。そのサウンドは ジ 
ャズ要素を巧みにロックと融合させた聴き易くかつロックとして完成度の 
高いものである。特に B -1 の大曲 「Happy Being Me 」 におけるハグとステ 
ィーヴンスのジャズィな浈奏は最大の聴きものである。また、 A -4 ではク 
リム ゾン加入以前の マツクロッ クのプレイ を 聴くことができる。 （賀） 



PHIL MANZANERA 

801 Live 

ISLAND ポリドール 1976 年 

ILPS 9444 m MPF 1101 

Phil Manzanera : g. vo. 

Brian Lno : kod. vo. 

Lloyd Watson : g. 

Francis Monkman : kbd. 

Bill Maccormick : b. 

Simon Phillips : ds. 

ロキ シー.ミュージックが活動を中止して いた 76 年、その メンバー、フ 
ィル • マンザネラは実験的なプロジヱクト 、801 でライヴを行ったが、これ 
はその際の録皆である。メンバーは彼の古巣で75年に唯--の作品 「 Mains ¬ 
tream 」 を残したクワイエット.サンの旧友達に当時転換期にあったイーノ 
等を迎えたもの。両者の代表曲を中心に ロキ シーでのコマーシャルな活動 
に対する彼の陰の部分、クワイエット•サンの咅楽性が打ち出されている。 
曲はコンセプトにある実験性と切れの銳いきめの細やかな池奏で平静さと 
原曲をしのぐ緊迫感を伴う。又ラテン系の血を引く彼の色濃いギター、イ 
—ノの効果音の様なシンセ等によるテクニカルで時として陰うつなサウン 
ドからは、両者の知性がほとばしる様な知的な響きが感じられる。 （昌） 
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所謂ポンプ•ロックの旗手として着実な活動を続け、イギリスではビッ 
グ.ネームになってしまったマリリオン。アメリカ進出を狙いながらも、 
そちらはシングルのみで、アルバムではプログレ•スタイルを保っている 
のは、今時好感が持てるメジャー•バンドである。本作は彼らの 4 枚目。 
今までのアルバムでは各曲の出来具合の差が大きく、アルバム1枚を聞か 
せるには無理があったが、本作ではあえて両面切れ目なしの卜ータル•ア 
ルバムに挑戦しつつ、この問題をクリアしている。ゲイブリエル•スタイ 
ルをとるフィッシュ以外は、これといったフロント.ブレーヤーこそいな 
いが、40分以上にわたるこの演奏をそのまま再現した日本公演で、彼らの 
実力もまんざらではないことがわかったと思う。 〔飯〕 


MARSUPILAMI 

Arena 

TRANSATLANTIC 1971 年 

TRA 230 廃 

rred Hasson : vo.perc. 

Dave Loverock : g. 

Leary Hasson : kbd. 

Mike Fouracre : ds. 

Ricky Hicks : b. 

Jessica- Stanley Clarke : fl. 

Mandy Riedebanch : s. fl. 

Pro : Peter Bardens 

一部には「オランダの グループ」 という説もある マース ピラミの 2 nd 。 
前作「マースピラミ （Transatlantic TRA 213)70 年」も迫力に富んだ、当時 
としては完成度の高い作品であったが、本作は明らかにそれを凌いでいる。 
口ーマ時代をテーマとしたトータル.アルバムであり、起伏の多いドラマ 
チックな構成になっている。インスト中心に曲が展開しており、メロディ 
アスなフルート、ハードなギター、ややジャズィなピアノ等が次々に前面 
に登場し、ある時は力強く、そしてある時は優しく、素晴らしいソロを繰 
リ広げる。そのなめらかな泳奏は聴く者を徐々に彼らの世界に引き込んで 
いく。知名度は低いものの、当時の プログレッシヴ .ロックを代表する傑 
作である。 （貿） 




MATCHING MOLE 

same title 

CBS CBS ソニー 

64850 m ECPL 45 廃 

Robert Wyatt : mtn. p. ds. vo. 

David Sinclair : p. org. 

Phil Miller : g. 

Bill MacCormick : b. 

Dave Me Rae : el-p. 

Pro : Matching Mole 


1972 年 



McCDNALD & GILES 

same title 

island w. パイオニア 

ILPS9126 m P-8034A m 

Ian McCdnald : g. p. org. s. fl. cl. vo. 
Michael Giles : ds. perc. vo. 

Peter Giles : b. 

Steve Win wood : org. p. 

Michael Blakesley : tb. 

Pro: McCdnald 6L Giles 


1970 年 


今な お ロック界の上: u ：、 として意欲的活動を続ける ロバ ート•ワイアット。 
その支持者は後を断つことがない。その彼が、71年ソフト•マシーンを脱 
退後、 この M •モウ ルを結成した。本作は72年に発表された蛟初の アルバム 
である。势しいヴォ_々ル曲から フ リー. インプロヴィゼーシ ヨンまで、 
'起に バラ エティに忘んだ内容で、持ち前の左軟な迕楽性がいかんなく発揮 
されている。また、73年には、イーノがゲスト参加、 ロバー ト .フ リップ 
がフロデュースの —Matching Mole’s little Red Record 」 を発表。その後の 
活蹒が人いに期待されたが、 M 年末あえなく解散してしまった。しかし、 
M . モウルの造,と: は R . ワイアットの ソロ 活動やハット フィールズ 等によ つて 
新たな敁開をみることとなる。 （松） 


‘ 69年未クリムゾンを脱退した阆者による唯…の作品。この作品はイアン 
•マクドナルドの ジャズ、 バラード、ロックンロールと. いった 幅広い音楽 
への関心が、マイケルの癖のあるドラミングに支えられてよリ個人的なレ 
ベルで打ち出されたものと苢える。フルートやメロトロンの使用法は初期 
クリムゾンの流れをくむものだが、管楽器やアコースティックな音色がよ 
リ好まれて用いられている。クリムゾンの「ケイデンスとカスケイド」と 
その哚曲 A -2 —アイビスの飛行」の大らかさのある簡素なアレンジとの比 
較からも窺えるように、彼等のめざしたサウンドの根底には愛によっては 
ぐくまれた様な物金げで暖かなものが流れている。クリムゾンとの決定的 
な系違である。ジャケットが全てを語っていたのかもしれない。 （昌） 



MELLOW CANDLE 

Seaddling Songs 

DERAM 
SDL-7 廃 

Alison Williams : vo. 

Clodagh Simonds : vo. perc. 
David Williams : g. vo. 

Frank Boylan : b. 

William A Murray : perc. 
Pro : David Hitchcock 


1972 年 



MOGUL THRASH 

Same title 


RCA 

SF 8156 71 廃 


JAMES LITHERLAND- 6 
JOHN WETT0N- B 
BILL HARRISON- D 
ROGER BALL-SAX 
MAL DUNCAN-SAX 
MIKE ROSEN- TP 
PRO ： BRIAN AUBER 


メロウ •キャンドル- 特異な地平に位置する、女性ヴォーカルを中心 

としたユニットである。彼等の音楽性はポップスとトラディッショナル. 
フォークの中間に位置し、アレンジの細部にはクラシック=シリアス•ミュ 
—ジックからのアイディアも随所にちりばめられている。イメージ的には 
スパイロ.ジャイラの 3 rd アルバム、チュダー.ロッジのアルバムあたりと 
近い地平にある。ベースとギター以外は全て生楽器によって演奏されてい 
る。一聴するとトラッド.グループのような印象があるが、一概にそうも呼 
ベない様々な音楽からの影響をうかがい知ることができる。女性ヴォーカ 
ルのタイプはルネサンスのアニー.ハスラムをよ0フォークっぽくしたよ 
うな印象である。この手のサウンドとしては最高の部類に属する。（山） 


COLOSSEUM のオリジナル VO &ギターの JAMES 
LITHERLAND が69年に5人で結成、後に華々しい道を歩むことになる 
JOHN WETTON の在籍で知られるグループ。70年に BRIAN AUGER 
のブロデュースで発表された唯一のアルバムは、良く歌うベースとドラム 
スのリズム•セクシヨンにブルージーな V 0 を配した典型的なブリテッ 
シュ•ジャズ•ロックの作品である。特にサックスをメインとした分厚い 
ブラス•セクシヨンの金属光沢には COLOSSEUM を、長く続くファズ • 
ギターのインプロには CREAM 的な色彩を濃く感じ取ることができ、た 
だのコレクターズ • アイテムですますには惜しい力強さを持っている。な 
お、 BRIAN も一曲ピアノで参加している。 WETTON は FAMILY へ他 
の3人は AVERAGE WHITE BAND に散った。 〔 OM 〕 


M A R O XT—E’ E 

EUROPIAN ROCK CATALOG 





























MOODY BLUES 

Every Good Boy Deserves Favour 

THRESHOLD キング THU 廃 1971年 

THS 5 ポリドール L 20 P 1022 


Mike Pinder : kbd. vo. 
Graeme Edge: dr. 

Ray Thomas : fl.s. vo. 
Justin : Hayward : g. vo. 
John Lodge : b. vo. 



MICHAEL MOORCOCK & DEEP FIX 

The New Worlds Fair 

UNITED ARTISTS 1975年 

UAG 29732 廃 

Michael Moorcock : g. min. vo. lyrics. 

Steve Gilmore : g. vo. lyrics. 

Graham し harnock : g. vo. lyrics, 
ornion House : arr. vln. p. mtn. 

Simon King :ds.perc. Alan Powel:ds.perc. 

Snowy White : g. Kuma Harada : b. 

Pete Pavlircel. Dave Brock : g. 

Pro: Steve Gilmore 


ムーディー•ブルースの根底にあるテーマは ''愛と平和"である。それ 
が当時の ウェスト.コー ストあたりのグループの発言が言わば ジャンキー 
が勢いだけで言ってるかのように見えるのに対して、ムーディーズの視点 
は生活レベルからのものであったのが特徴と言える。世界創造を テー マに 
した本作にもその考え方は滲み出ているはずだし、この次の9作目 「 Sev ¬ 
enth Sojourn (72)」で歌われている''音楽で世界を変える事は出来ないが、 
それでも愛を世界中で歌い続ける事は出来るんだ〃という骨の強さを我々 
は評価すべきだろう。80年に元祖メ ロトロンとも言うべきピンダト ロンを 
操る M . ピンダーが脱退、パトリック.モラーツを後任に加えて活動を続け 


M •ムアコックは本誌でも著名なイギリスの SF 作家。最近は我国でも翻訳 
が多数出版され始めたのでご存じの方も多かろう。これ以前から彼のレコ 
ードが出るという噂はあったのだが、発表は結局75年になった。シャレた 
ポップな曲調と S •ハウスの編曲——ストリング•セクションの多用を特徴 
とする——は聴いていて楽しい。ホークウインドと M •ムアコックの関係は 
本誌バック.ナンバーに詳しい。ムアコックは最近も P . ハ。ブリと共に DEE - 
P FIX を続けており /Hawkwind & Relations Vol .1 & 2」にも収録されて 
いる。無論、 SF 作家としての活動も続けており、話題作 ''グロリアーナ" 

が日本で紹介されるのも時間の問題であろう。 （千） 


ている。 


(千） 



PATRICK M0RAZ 


CHARISMA フ オノ グラム 1975年 

CDS 4002 m RJ - 71 56 廃 


Patrick Moraz : kbd. vo.perc. 

John McBurnie : vo. Vivienne McAuliffe : vo. 
Ray Gomez : g. Jef Berlin : b. 

Alphonse Mouzon : ds. Andy Newmark :ds. 
The Percussionists of Rio De Janeiro etc. 


Pro : Patrick Moraz 



NATIONAL HEALTH 


same title 




Dave Stewart :org.p. 
Phil Miller : g. 


el-p. 

Neil 


Pip Pyle : ds.perc. John Mitchell:perc. 
Alan Gowen : syn. el*p. Amanda Persons : vo. 
Jimmy Hastings : fl. 


Pro : National Health 


スイス出身のキーボード.プレイヤー、ハ*トリック. モラー ツがイエス 
在籍時代に制作した 1 st ソロ •アルバムである。彼は自分の 「The Story 
of i 」 をもとに、自ら作曲.アレンジ.指揮••ブロデュースまでこなしてい 
る。彼の卓出したキーボード•ワークもさることながら、アレンジャーと 
しても評価したい。ブラジルのパーカッショニスト達が参加しているが、 
その赤熱の音塊もエレクトロ ニック. サウンドとともに蒼穹にはめ込まれ 
ている。同様の布陣で 2 nd「Out in the Sun 」3 rd「Patrick Moraz 」、 また 79 
年 11 月のテレビでのライヴより 4 th「Future Memories 」 を発表。81年ムー 
ディ•ブルース参加後、ビル•ブラッフォードとの 「Music for Piano and 
Drums 」、 そして 5 th「Time Cord < LMGLP 6000>」をリリース。 （中） 


75年頃、元ハットフィールズのメンバーを中心に、元ギルガメッシュの 
アラン.ゴウェン、元ェッグのモント.キャンベル、ビル.ブラッフォー 
ド等により活動を開始したナショナル.ヘルスはメンバー.チヱンジ，を繰 
り返した後、77年に本作を完成した。ハットフィールズをよりジャズ的に 
発展させた内容で、ジャズ•ロック史上最高作の一枚である。78年に•は、 
ジョン.グリーヴス（元ヘンリー.カウ）が加入した第2作 「Of Queues a - 
nd Cures 」 で、より緻密な演奏を聞かせてくれた。その後、活動停止状態 
となり、82年に N . ヘルス名義で 「 D . S.AI Coda 」（81 年5月17日に f 逾した A . 
ゴウェンの追悼盤的作品）が発表されただけで、各メンバーは地味ながら 
も独自の活動を行なっている。 （松） 



THE NEUTRONS 

Tales From the Blue Cocoons 

UNITED ARTISTS UAG 29726 廃 1974年 

Will Youatt :g.b. vo. 

Martin Wallace : g. vo. 

Phil Ryan : kbd. 

Stuart Holliday : ds. 

Caromay Dixson : vo. 

Toff Williams : g. b. etc. 

Pro : David Charles, The Neutrons 



TOM NEWMAN 

Faerie Symphony 

DECCA 

TXS 123 廃 

Tom Newman : glockenspiel, mtn. g. etc. 
Jon Field :fl. etc. 

Tom Nordon : g. 

John Collins : vln. 

& many more musicians 
Pro : Tom Newman 


1977 年 


アイズ.オヴ.ブルー、ビッグ.スリ•ーブ、マンの流れをくみ、ジェン 
トル.ジャイアントのジョン.ウェザースが在#| (1 st アルバム 「Black H - 
ole Star (United Artists UAS 29652 >74 年」に参加）したことでも知られる 
ニュートロンズの2 nd 。収録された8曲はいずれもそれほど凝った作りで 
はないが展開に無理がなく，聴き易い作品と言える。音の傾向としては、女 
性ヴォーカリストを含むコーラス等によるヴォーカル主体の部分とインス 
卜部分に二分される。前者もさわやかな印象を与えるが、やはり、聴き所 
は後者であろう。そこではライアンのキーボードを中心としたメロディア 
スな演奏が展開されている。それは決して技巧的とは言えないが、歌心溢 
れる センス あるものである。本作発表後グループは解散した。 （賀） 


ヴァージン.レコードの スタ ジ オ 、「マナー」 のチーフ.エンジニア ーで 

あったトム •ニューマン。 あの名作チューブラ-^レズも彼の手腕に依る 

ところが大きい。彼はソロ .アルバムを2枚制作しており、本作はその 2 nd 
である。 （1 st ; フ ァイン•オールド•トム ー Virgin V 2022)1 st はポップな作品 
で、当時のヴァージンのイメージとは多少異なるものであっだ厂本作品は 
1 st とは大きく異なり、 マイク. オールド フィ ールドと ジヱ イド.ウォリ 
アーをプレンドしたようなミステリアスで美しいプログレッシヴに仕上が 
っており、比類なきジャヶットと相まって多くのファンに愛聴されている。 
68年にグループ •ジュラ イで活動を共にしていたジ ヱイ ド.ウォリアーのジ 
ヨン •フイ ー ル ドのバッ ク アップも絶妙である。 （山） 



MPEAN 


jmalo e g 




































UNITED KINGDOM 



「Thoughts of Emenst Davjack《lmmediate IMSP 016》67 年 」 「Ars Lon ¬ 
ga Vita Brevis 《同 IMSP 020>68 年」に続くナイスの3 rd 。バンドの絶頂期に 
リリースされた彼らの最高作である。 A 面がスタジオ録音、 B 面がフィル 
モア.イーストでのライヴという構成になっており、 A 面では、エマーソ 
ンがピアノ、オルガンを見事に使い分け端正なソロを展開する。そのクラ 
シカルな、そして、ジャズィな演奏は彼がロック.キーボードのイノヴヱ 
ーターであり、ヴァーチュオウゾであることを実証する素晴らしいもので 
ある。一方、 B 面ではオルガンによるワイルドかつエキサイティングなプ 
レイを聴くことができる。他の2人のメンバーの熱演も印象的である。以 
後、カリスマ•レーベルに移籍、2枚の LP を発表して解散する。 （賀） 



実験的な作品を多数70年代初期に残すニアヴァーナの中で、美しいキー 
フによるジャケットの成せる業か、一番ポピュラーな作品である。ジェイ 
ド•ウォリアーのメンパーやメル.コリンズ等が参加しており、泥くさい 
セッション的な作品といえよう。プリティッシュ.アンダーグラウンド. 
シーンで無気味にアルバムをリリースし続けたこのグループの意図するも 
のは一体何だったのであろう。サイケデリックから構築的なプログレッシ 
ヴ.ロックへと移行するこの時期に、たえず意識的に横道へとべクトルを 
はぐらかし続けたような印象を受けるニアヴァーナ。オーヴァー • グラウ 
ンドへと浮上することなしに流れた彼等の時間の意味は大いなる謎である。 

(山） 



NUCLEUS 

Erastic Rock 

VERTIGO フオノグラム 

6360 008廃 SFX 7259 廃 

ian Carr : tp. flugelhorn. 

Karl Jenkins : bs. oboe. p. el-p. 

Brian smith: ts. ss. fl. 

Chris Spedding : g. 

Jeff Clyne : ac-b. el-b. 

John Marshall : ds. perc. 


1970 年 



OVARY LODGE 

same title 


RCA 

SF 8372 廃 

Keith Tippett: p. syn. 
Roy Babbington : b. 
Frank Perry : perc. 
Pro : Robert Fripp 


1973 年 


ドン•レンデルとの双頭コンボ、レンデル=力一•クインテットを解散 
したイアン • カーは、69年10月、ニュークリアスを結成する。本作品は翌 
70年に発表された彼らの 1 st アルバムである。そのサウンドは、当時、大 
きな盛り上がりを見せていたニュ ー • ロック•ムーヴメントの影響を受け 
ており、正統的モダン.ジャズにロックの要素を取り人れたものとなって 
いる。各メンバーはいずれもかなりのテクニシャンであるが、中でも、ジ 
ャズ色の濃い カーのクールな トランペット、小:^味良いロック•ビートを 
叩き出すマーシャルのドラム、当時としては-風変わったジヱンキンスの 
オーボエ等が印象に残る。本作以後もヴァーティゴ、キャピトル等のレー 
ベルから数多くの作品を発表している。 （賀） 


オヴァリー•ロッジの 1 st 。72年にキース.ティペット名義で発表され 
た「ブルー.プリント （ RCASF 8290)」 の続編とも言うべき作品である。同 
アルバムに参加した3人のメンバーに加えて、プロデュースも引き続き口 
バート•フリップが担当している。収録された全ての曲がインブロヴィゼ 
イションによるものであり、トリオ、デュオ、ソロの3形態から成る演奏 
が展開されている。フリー•フォームなものが主体となっているが、一部 
を除き、昔数が少なく、その感情表現の繊細さは見事としか言いようがない。 
油奏にグルーブとしての統-性があり、それが本作品をより聴き易いもの 
にしている。76年にはオヴァリー.ロッジとしての第2弾「オヴァリー • 
ロッジ （Ogun 0 G 600)」をリリースしている。 （賀） 



ANN ODELL 

A Little Taste 

DJM 

D 儿 PS 434廃 

Ann Odell : kbd. vo. 


1973 年 


Bruce Rowlands : ds. perc. 
Ray Fenwick : g. 
Christopher Neal: harp. 


Ray Cooper : perc. 

John (ju stafson ： b. 

Richard Taylor : rec. 

Madeline Bell, Liza Strike, Doris Troy : vo. 
Arr. Fro : Ann Odell 



MIKE OLDFiED 

Tubular Bells 

VIRGIN コロムビア YQ - 7005廃 1973 年 

V 2001 ビクター VIP -4146 廃 

Mike Oldfield : g. b. kbd. min. p. org. tubular bells. 

Sally Oldfield :vo. 

Steve Broughton : ds. 

Lindsay Cooper : oboe. 

Mundy Ellis : vo. 

Jon Field : fl. 

Viv Stanshall:vo. 


レイ•ラッセルと共に「シヨパン」の中心人物であったアン.オデルは、 
73年、強力なバック.ミュージシャンに支えられて本アルバムを発表した。 
全ての曲で自らキーボードを浈奏し、作詩.作曲はもちろん、アレンジか 
らプロデュースにいたるまで-入でこなすという才女ぶりを発揮している。 
アルバム全体の印象はそのキュートな顔立ちから想像される暖かくやさし 
いものとなっており、ポップで美しい仕上りである。典型的プログレッシ 
ヴ•ロックではないが、聞く者に安らぎを与えてくれる作品と諍える。特 
に A -6 はピアノの弾き語りであり、彼女の歌からは愛が感じられる。又、 
オーケストラの効果的導人が印象的である。 （青） 


依然ヴァージンの最主要アーテ イス トとして活躍中の M . オールドフイー 
ルドは、68年に姉のサリーと結成したフォーク•デュオ、サリアンジーで 
レコー ド.デビューしている （当時 14才） K . エアーズ•ホール. ワールド 
への参加を主軸にカンタベリー.ファミリーとの交流を深めたが、彼の天 
才が開花するのは言うまでもなくこの 1 st を含む初期3部作でのことだ。 
幾多の楽器による織物にも似た彼の音楽がもたらす精神的昂揚は当時の口 
ック界には例がなかっただけに、コンテンポラリー.ミュージックの金字 
塔として絶賛に値するものである。しかし 「エクソシスト」 の成功にもみ 
られるように、幾らかの誤解がつきまとうのがユーロ. ロックの宿命であ 
るようだ。他に雄大な叙事詩「呪文」も忘れることはできない。 （古） 


輪 a! rJckWog 





































PATTO 

Hold Your Fire 


VERTIGO 
6360 032 廃 

Mike Patto : vo. 

Oily Halsall:g. org. vib. p. vo. 
Clive Griffith : b. vo. 


John Halsey : ds. 
Pro: Muff Winwood 



1971 年 


大変美しいジャケットに飾られたパラスのセカンド.アルバム。基本的 
にはギターを中心としたハードな展開に、美しいキーボードによる味付け 
という構成は、所調時代の風の音だ。そう言った意味では完成度は非常に 
高いが、果たして多くのプログレ•ファンにアピールするかというと、や 
や疑問である。それは A —1、 2等の短い曲は明らかにシングル•ヒット 
を狙ったものでありハード.ロックの域を出ていないからだ。しかし A - 
3のような大曲にはイエスを思い起こさせるようなアレンジが施され、 
キーボードの洪水には誰もがハッとさせられるだろう。こういった面を大 
切にして欲しかったのだが、その後はアメリカを意識した普通のロックに 
なってしまい、非常に残念な限りだ。 〔飯〕 


今は亡きマイク•パトゥーと、中期ヶヴィン.エアーズの良き協力者で 
もあつたオリー. ハルソールの 双頭 グループ、 パトウーは3枚のアルバム 

を発表した。 1 st 「 Patto ( Vertigo 6360-018 )j は典型的なブリティッシュ. 
ハード。 3「 d 「 Roll’em Smoke...(Island I し PS 9210 )」 は一風変わった コミ 
カルな 作品。 そして この 2 nd では、 M •パト ゥーの 熱唱とそれとはおかまい 
なしにジャズ*ギター（テンペ ス トの 2 枚でアラン. ホールズワースと 聴 
き 比べる の も面白いと思う）をかき鳴らす ハルソールとの コントラストが 
かつてない味を醸し出すという、プリティッシュの王道をゆく重厚な内容。 
カヴァ— •ワーク も、 ロジャー. ディーンの知られざる名作と いえる であ 
ろう。 （森） 



PENDRAGON 

Fly High Fall Far 


ELUSIVE ARRMP 001 '84 

RETER GEE : B.G 
RIK CARTER : KEY 
NIGEL HARRIS : DS 
NICK BARRET ： VO. G 



JOHN G. PERRY 

Sunset Wading 

DECCA キング 1 976 年 

SKL 5233 廃 K22P-118 

John G. Perry : b. vo. p. Rupert Hine : el-p. hhpd. syn. 
Michael Giles : ds. Geoffrey Richardson : via. fl. 

Morris Pert : perc. Elio D’anna : s. fl. 

Corrado Rustici:g. Roger Glover : syn. 

Simon Jeffs : koto, arr conductor of string quartet 
Pro: Rupert Hine 


ブリテイツシュ • ボンプロツクにおいて、 イエス やキヤメルが持ってい 
た70年代全盛期の熱いスピリツツを受け継いで実践に移したペンドラゴ 
ン。現在まで、デビュー直前に製作したテープによるデモ作品を含めて、 
ミニ LP とライヴアルバム合わせて4作品発表している。音的には前述の 
2グルーブから強い影響を受けながらも、典型的なプリティツシュナイズ 
されたプログレ&ハードタイプの白熱した演奏を聴かせてくれる。本作品 
は 1 st . の4曲入りのミニ LP で初々しさと若々しい躍動感に満ちたナン 
バーが聴かれる。形式にこだわり過ぎている面も見られるが、商業べース 
ながらも自己の姿勢をかたくなに保持している点で大いに評価したいもの 
だ。 2 nd の 「The Jewel 」 も本作品の延長線上、白熱の演奏が聴ける。〔大〕 


グレ—ブフルーツ、トランキュリティ、キャラヴァン、そしてグリンゴ 
とジョン .G •ペリーは数多くのグループに参加した、長いキャリアを绔 
るべーシストである。力ーヴド .エア 脱退後に本アルバムを ルパート. ハ 
インのプロデュースによリ制作する。彼はもとよりバックの浈奏もすばら 
しく、正にタイトルに象徴された夕焼けのごとく美しくも淡い音楽である。 
全体としての印象は、各自の個性あるインプロヴィゼーションが溶けあっ 
たジャージーなブログレタイプの作品と言える。中でも初期キング•クリ 
ムゾンのドラマー、マイケル.ジャイルズの飛ぶ様なドラミングが光る。 
なお、彼は本アルバム発表後、クォンタム.ジャンプを結成してぃる。 



ANTHONY PHILLIPS 

The Geese & The Ghost 

HIT & RUN MUSIC フオノグラム 1977 年 

HIT 001 RJ " 7241 廃 

Anthony Phillips : g. b.syn. mtn. p.org. ds.perc. 
Michael Rutherford : g. b.org.ds. perc. 

Phil Collins : vo. Rob Phillips : oboe 

Lazo Momulovich : oboe. John Hackett : fl. 

Wil Sleath : fl. rec. piccolo. 

and many more musicians. 

Pro : Simon Hay worth, M. Rutherford, A. Phillips 



PINK FLOYD 

The Dark Side of The Moon 

HARVEST 東芝 EMI EMS- 80324 

SHVL 804 EMLF- 97002 

EOP- 80778 

David Gilmour : vo.g. syn. 

Roger Waters : vo.b. syn. effects 
Richard Wright: vo. org. syn. p. el*p. 

Nick Mason : ds. perc. effects. 

Dick Parry : s. 

Eng : Alan Parsons Pro: Pink Floyd. 


1973 年 


「創世紀」「侵入」を残しジェネシスを去ったアンソニーは、音楽の研究 
に没頭する。そして6年もの歳月を経て本作を完成させた。初期ジュネシ 
ス特有の繊細で童話のようなロマンあふれる世界を、よりいっそう深めた 
作風は、いかにも夢想家の彼らしい。以後順調^7 ル バムを発表して いるが 
中でも 「Private Parts & Pieces 」 と称された6枚の作品の魅力こそ、彼の 
本質で A ろう。ほとんどがアコースティック.ギターだけでの浪奏で、その素 
朴な調べには彼のいじらしいまでの純粋さが感じられ、実に心温まる思い 
がする。他に 「Wise after the Event 」「 Sides 」 「1984 」 「Anthony Phillips 
Band 」 が あるが、次第に彼らしさが薄れてポップになって いる。 コンポー 
ザーとしての可能性を追求した結果だとは思うが…。 （松） 


プログレ最盛期に最も商業的に成功した アルバム であり、現在もアメリ 
力においてチャートの200位以内に時々ランクされる。 アレンジ、 スタ ジ 
オ • ワークにおいては他の追従を許さず、時代に流されない音楽を創造し 
てきた彼らが、69年の実験的レコード 「 Ummaguma 」、 オー ケス トラを使用 
した 「Atom Heart Mother 」、 そして広がりのある音宇宙 「 Meddle 」 の長所 
を融合させ作り出したのが本 アルバム である 。 「Wish You were Here (75)」 
r Ammals (77) j で本作を最初とする三部作を終了、以後ウォーターズ以外 
の メンバーの ソロ .アルハ•ムがリリース される。79年ウォーターズの一大 
コンセプトの下に 「The Wall 」 を発表し、ロックにおける究極的な昔世界を 
創造した。更に83年には続編 「The nnal Cut 」 を発表している。 （青） 
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UNITED KINGDOM 


QUATERMASS 

same title 

HARVEST 東芝 1970 年 

SHVL775 廃 OP 8008 5 廃 

John Gustafson : b. vo. 

Pete Robinson : kad kbd. 

Mick Underwood : ds. 



今も昔もプロコル■ハルムと云えばあの大名曲「青い影」の印象があま 
りにも強い。確かに Regal Zonophone 時代前期にあっては、マシュー•フ 
ィッシャーの流麗なオルガンと大規模なオーケストレーションの導入一 J 辺 
倒、その後期と Chrysalis に移ってからは、ロビン•トロワーのハードなギ 
ターを売り物にするも転身には中途半端であった。ところがクリス.トー 
マスによる本アルバムではスウィングル合唱団とストリングスの登場が絶 
妙で、へヴィーなブロコルズとの絡みが実にスリリングな好結果を生んで 
しまったのだ。特に A - l 、 B -4 などでののけぞる大叙情は、クラシカル. 
ロックという言葉が何の意味も持たないことを示してあまりある。続く 「 Exot - 


69年末から70年代初頭にかけてのプリティッシュ.ロック.シーンにお 
いて、オーバーグラウンドな存在だったナイスを別格とすれば、エッグとと 
もに最も優れたキーボード，トリオがクォターマスである。本アルバムは 
31人からなるストリングス.セクシヨンを導入するなど、数々の意欲的な試 
みがなされた彼らの唯一の作品である。ヴォーカルを前面に押し出した典 
型的ハ ー ド•ロックと当時のロック •シ ーンにおけるメインストリームの一 
つであったブルース•ロックを主体に、ロビンソンのややクラシカルなキ 
—ボー ド （ p , orq ) と、ポール .5 K ックマスターを含むストリングス•セクシヨ 
ン （ vln , vla , cello , double - b ) によるドラマチックな演奏が効果的に挿入され 


iQ_Birds &. Fruit 」（ CHR -1058) も良い出来。 



QUIET SUN 

Mainstream 

HELP 19 

Charles Hayward : ds. 
Dave Jarrett : kbd. 
Phil Manzanera : g. 
Bill MacCormick : b. 
Eno : syn. effects. 

Pro : Quiet Sun 


ポリドール 

MPF1147 廃 


(森） ている。また、ヒプノシスによるジャケも秀逸である。 （賀） 


1975 年 



THE QUIET WORLD 


The Road 

DAWN 

DNLS 3007 m 

Lea Heather : comp. 
Neil Heather : comp. 
Eddy Hines : fl. s. 

Dick Driver : b. 

John Hackett : ac-g. 
John Schroeder : Pro. 


コロムビア 1970 年 

YS2568 廃 

John Heather : ac*g. vo. comp. 
Sean O’Malley :ds 
Steve Hackett : g. 

Phil Henderson : p. tp.org. rec. 
Gill Gilbert : vo. 


クワ イエ ット•サンは 60 年代後期から 72 年まで活動を続けたグループで 
ある。解散から3年後、 フィル •マンザネラがソロ •アルバム、「ダイアモ 
ンド•へッド」を制作するにあたり、彼等の遺産を世に沄えるべく、一時的 
に再編成しスタジオの控き時間を彼等の録音に提供した。当時としては画 
期的な24トラック.マシーンを使用しての本アルバムは皮肉なことに「ダ 
イアモンド.ヘッド」よりもはるかに完成度の高いものになった。カンタ 
ベリー系の実験的な作風の中にメ ロディアスな要素を加味した名作で、サ 
ウンド構成も緻密である。後にドラムスのチャールズはディス•ヒートを 
結成し、リズムをテーマにした良作を発表したことは広く知られているが、 
そのルーツは明らかに本作品の中に横たわっている。 （山） 


クワイ エッ ト.ワールド.オヴ.リ ー &ジヨンとして1枚のシングルを 
発表した後にリリースされたクワイエット. • ワールドの唯一のアルバムで 
ある。70年という制作年度を考えると、極めて斬新かつプログレッシヴな 
作品と言える。一部ジャズィな箇所もあるが、大部分でクラシカルかつメ 
ロディアスな演奏が展開されている。オーケストラの使い方が非常に効果 
的であり、彼らのプレイを見事に盛り上げている。また、コーラス等を用 
いたヴォーカル重視の音作りも特色の一つである。「ザ•ロード」という 
アルバム•タイトル及び胎児と老人を描いたジャケットからも分かるよう 
に、人生をテーマとしたトータル作品である。更に、本作はスティーヴ • 
ハケッ トのファースト • レコー ディングとしても有名である。 （賀） 



RAMASES 

Glass Top Coffin 

VERTIGO 1975 年 

636011 5 廃 


Kamases : vo. 

Roger Harrison : ds. 

Eddie Lester Chorale : vo 
Barry Kirsch:kbd. 

Jo Romero : g. 

Pete Kingsman : b. 

Kay Garner:vo. 


Sel: vo. 

Bob Bertles : s. 

Colin Thurston :b. 
Sunny Leslie :vo. 
Sue ulorer : vo. 



RARE BIRD 

As Your Mind Flies By 

CHARISMA 日本フォノグラム 1970 年 

CAS 1011 M RJ 7257 廃 

Graham Field : org. kbd. 

David Kaffinetti:el-p.kbd. 

•Steve rould : vo. b. 

Mark Ashton : ds. perc. 

Pro : Rare Bird 


ラマセスとその妻セルと いう 謎のアーティ ス トによって2枚のアルバム 
が制作された。 1 st「Space Hymns ( VERTIGO ) 6360 046)」は IOcg (ホット 
レッグス解散後 10 cc 結成の間に制作。）のメンバーの全面的なバックアップを 
得て71年にヴァーティゴ•レ-^ルよりリリースされた。スペイシーな感覚と 
宗教的ムードをたたえた好盤で、ロジャー•ディーンによる6面開きのジャケ 
ットも話題になった。本作は 2 nd で、バックは新たなセッションマン達に委 
ねオーケストラをフィーチャーして創られたものである。エキゾチックなムー 
ドのラマセスのヴォーカルとオーケストラのからみが見事でドラッグ•ミュー 
ジック的な印象も強い。ジャケットも前作同様印象的なもので水平線の上を 
飛ぶ不気味なフヱニックスを描いた内ジャケットは一見の価値がある“山） 


「レア.バード （Charisma CAS 1005)69 年」 に続くレア.バードの2 nd 。 

A 面には 1 st の延長線上に位置する、ヴォーカルとオルガン（一部ハーブ 
シコード）を中心とした、ややクラシカルな作品が4曲収められている。 
—方、 B 面は「フライト」と題された組曲になっており/彼らの最高傑作 
と呼ぶに相応しい大作である。作品全体の構成はシンブルであるが、4人 
のメンバー による バランスの とれた演奏は メロディアスかつ 印象的である。 
更に、エマージ x ンシィ ■ クワイヤによる混声合唱が効果的に用いられて 
おり曲を見事に盛り上げている。70年代初期のプリティッシュ.シンフォ 
ユック • ロックを代表する一枚である。以後も メンバー •チヱンジを重ね、 
3枚の LP を発表したが、初期の2枚を凌ぐには至らなかった。 （黄） 


EUROPEAN ROCK CATALOG 


























REFUGEE 

same title 

CHARISMA 日本フォノグラム 1974 年 

CAS 1087 廃 BT 5200 廃 

Patrick Moraz : kbd. vo. 

Brian Davison : ds. perc. 

Lee Jackson :b.g. cello, vo. 

Pro : John Burns & Refugee 


71 年に発表された 「Time ls」（NEON : NE -8) は、サックスを採り入れたヴ 
ァン-ダー風の演奏、シンセサイザーの大巾な使用によってプログレ•フ 
7ンからも好評を得ているらしいのだが、それ以前にもう一枚アルバムを 
録音している。当時、新興のエヴォリューシ.ョン.•レーベルにあって、ア 
ーザチェルに次ぐ本格的ロック-グルーブのデビューとなったわけだが、 
60年代型プリティッシュ.サウンドがいまだ生き残って、混池とした中に 
ブリティッシュ•ロックが蘇生しつつあった69年の状況をみると、実にフ 
ッきれて、ハモンドとヴァイヴの音色が魅力的な落ち着いた内容。語りと 
メ ロトロンだけで構成された終曲 「Destruction of America j に、一つの時 
代に訣別を告げる彼らのメッセージを読みとることができる。 （森） 


ナイス解散後、ジャクソン.ハイツ、ブライアン.デヴィソンズ. エヴ 
リフィッチ • ウェイをそれぞれ牢いた、ジャクソン、デヴィソンが約4年 
ぶりに再会、新たにモラ_ツ（元メインホース）を迎えて結成したレフュ 
ジーの唯一の作品である。オルガン、ピアノ、シンセ等を紊快に弾き捲る 
モラーツのテクニックは素晴らしく聰く者を圧倒する。他の2人も中々の 
力演であるが、やは/)聴き所はモラーツのキーボード.ブレイであろう。 
エマー ソンの 影響を感じさせる部分もないことはないが、クラシ ッ クやジ 
ャズの要素を巧みに取り入れた独自の演奏スタイルを持っており、早弾き 
を中心に緩やかなブレイも効果的に揷入している。本作発表後、モラーツ 
はイエスに加入、グルーブは解散する。 （黄） 



今は亡きキース • レルフらによって68年に結成されたルネッサンスだが、現 
在のルネッサンスは第一期ルネッサンス解散後、一期とは完全に別のメンバ 
一によって72年にリリースされた「ブロローグ」を事実上のファーストと考 
えていい。以来、長い活動を統けるが、78年以後は多少ポップス的な味付け 
が強くなっている。それまでのアルバムはどれもそれぞれ持ち味のある素 
晴らしいものであるが、ここでは新生ルネッサンスの6枚目のアルバムをあ 
げておく。彼等の特徴はアニー.ハスラムの透明感のあるヴォーカルとクラ 
シカルな展開をする曲構成にあるが、エニドと同様に純正クラシカル•ロッ 
クの雄ということができるだろう。エニドと比べると地味な印象を受けるが、 
実際に音に接すると、その 幽 幻なるサウンドの 虜 となるに違いない。（山） 


マーク=ア_モンドのファースト （ HARVEST : SHSP -4011) において、 
主役の2人以上にいぶし銀の魅力を放っていた T . アイアーと R . サットンの 
コンビは、案の定自身のオリジナル.グループ「リフ.ラフ」結成へと向 
った。デビュー•アルバム （ SF -8351) では、トラディショナルな香りも 
するアコースティックでブルー ジーな 演奏と翳りのあるヴォーカルが特徴 
的だったが、本作では全体の印象がモノトーンからカラフルに若干変化し 
ている。いずれもニュークリアスなど内省的な英国ジャズ.ロックの伝統 
を踏まえながら、滋味に富んだ好アルパム。この後、ブラジル人パーカッ 
ショニスト、 A . デスーザ帰国の為グル-ブは解散、アイア ー& サットンは、 
ゼブラの 2 nd に仲良く参加している。 （森） 


ROXY MUSIC 

Stranded 

ISLAND キング 1973年 

ILPS 92521 ICL 80 廃 

Bryan Ferry : vo.p. 

Andrew Mackay :oboe. s. 

Paul Thompson : ds. 

Phil Manzanera : g. 

Eddie Jobson : vln.syn. kbd. 

John Gustafson : b. 

Pro : Chris Thomas 

72 年にデビュー、派手な化粧とコスチュームにより一世を風糜したロキ 
シーは、イーノを辈出した事やカンタベリーとの絡み（元クワイエット•サ 
ンの マン ザネラ）、そして エディ.ジョ ブスンの参加、助っ人の ジョン.ウ 
ェツトンなど、通受けする話題にこと欠かなかったグループである。そし 
てヒット作 「アヴァロン」 を最後に解散するまで一般的評価をも持続した 
持異な存在である。特に上流階級(或いはインテリ層）の屈折した爱の表現 
において彼等の右に出る者はいないと思われる。これはサードにあたり、 
初期のトリッキーな音響操作も最小限に抑えてメロディーの美しさを際立 
たせた逸品。中でも圧巻の「ヨーロッパ哀歌」など、意味深長な アルバム 
•タイトルと重ね合わせてじつくり味わって欲しい。 （古） 



SAMURAI 

Same Title 

GREENWICH GSLP 1003 71 廃 

DAVE LAWSON : VOCALS. JOHN EATON : BASS 
KEYBOARDS 

TONY EDWARDS : GUITAR KENNY BEVERIDGE : DRUMS 
TONY ROBERTS : TENOR SAX,CONCERT & ALTOFLUTES.BASS 
CLARINET 

DON FAY : TENOR,ALTO & BARITONE SAXES,CONCERT FLUTE 


WEB 時代の名盤 I SPIDER から加わったデイヴ.ロウスンとで 
WEB から SAMURAI へと名前を新たに発表されたのがこのアルバムで 
ある。サウンドは事実上前作である I SPIDER と同じ路線にある。ジ 
ャズ的要素が多分に感じられるが、ジャズ.ロックと呼ばれるものではな 
く、 70 年代初頭の深みのあるプリティッシユ.サウンドを土台とするもの 
である。このアルバムを名作と呼んでも決して過言ではあるまい。しかし 
ながら、 SAMURAI もこのアルバムを1枚出しただけで解散してしまし'*、 
一時的なグループであったようだ。全曲を書いたリーダーの D . ロウスン 
は英国のサウンドを築いた1人として認めてもよかろう。国内盤も出てい 
た。 （杉） 
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UNITED KINGDOM 



SECONDHAND 


Death May Be Your Santa Claus 

MUSHROOM WMRE 2006 廃 丨 971 年 

Ken Elliot : kbd. vo. 

Rob Elliot : vo. 



Tony McGill:g. 
Moggy Mead : g. 
Paul Greedus : vo. 



SEVENTH WAVE 

Things To Come 

GULL GULP 1001 廃 キング 

Ken Elliott ： kbd. perc. vo. GP 528 廃 
Kieran O’Conner : ds. perc. vib. 

Pro : Kieran O’Conner 


1974 年 


後にセヴンス•ウェイヴを結成するケン.エリオット率いるセカンド • 
ハンドは2枚のアルバムをリリースしている。本作はその 2nd (1st : Reali- 


初期ガル.レーベルを代表するセブンス•ウヱイヴの 1st 。本アルバム 
は同レーハ c ルの第1回作品として発表されたものである。元セカンド•ハ 


ty, Polydor 1968) である。様々な種類の音楽をコラージュ的にまとめあげ 
ていき、その中にケン■エリオットのエッセンスを加えていく手法がとら 
れ、そういう意味ではフランク•ザッパ的な印象を受けるが、音楽のフィ 
ールドは正に70年初頭のプログレッシヴ•ロックである。変拍子、ロマン 
派的和声、全音階、ハ*ロック、ブルース、ロックンロール etc とそのモチ 
ーフは多種多様で、それらがこま切れにされ、一曲の中でも様々につなぎ 
あわされていく様を聴いていると、セヴンス•ウヱイヴへの流れが良く理 
解できる。エリオットはかなり意識的な才人である。 （山） 


ンドの2人から成るセヴンス • ウヱイヴはキーボードとパーカッションの 
デュオという当時としては斬新な最小編成のグルーブであったが、そのサ 
ウンドは多重録音を効果的に用いた厚みのあるものとなっている。各種キ 
ー ボードを巧みに使い分けたエリオットのメ ロディ アスなプレイに オコー 
ナーのパーカッションが見事に呼応している。 また、ボーカル.パートも 
印象的である。ややポップな部分もあるが、良質なシンフォニック•ロッ 
クと言える。翌年、ヴァン•ダー.グラーフのヒュー.バントンらをゲス 
卜に迎えて 2n<T サイ•フアイ（同 GULP1010)」 を発表している。 （賀） 



PETE SINFIELD 

Still 

M ANTICORE W . パイオニア 

ANTI 2001 P 8382 

Pete Winfield : ac g. syn. vo. 

Greg Lake : el-g. vo. Mel Collins : s.fl. 

Keith Tippet : p. Boz :b. 

John Wetton : b. Ian Wallace : ds. 

Pro : Pete Sin fie Id 


1973年 


他 



「宮殿」から「アイランド」までの期間、詩とアートワークで、キング•クリ 
ムゾンを、より文学性の高い存在ならしめていた彼は、 R •フリッブとの音楽 
的対立によって71年に脱退してしまう。以後、唯一のソロが本作である。 
彼特有の装飾的な詩を活かしながらも、クリムゾンでは実現できなかった 
牧歌的な曲や、幻想的な中にも暖かみを感じさせる曲など、素直に彼自身 
が表現され、全編を通じて非常に親しみやすい。彼のちょっぴり頼りなげ 
なヴォーカルも初めて披露されたが、旧友たちの好サポートで実にほのぼ 
のと聞える。その他、詩あるいはプロデュースを通じて、ロキシー•ミュ 
ージ ック、 EL&P, PFM, アンジヱロ.ブランデュアルデイ、 エス ペラン 


ドイツに渡り、コンテンポラリーな活動をしていたアンソニー•ムーア 
とダグマー.クラウゼを核として結成された。72年 isr SORT OF (独ポ 
リドール)」、74年 「SLAPP HAPPY ( 本作)」（英ヴァージン）そして同年ヘン 
リー.カウとの共演盤である 「DESPARATE STRAIGHTS」 （英ヴァージン） 
をリリースし、分裂してしまう。ポップでノスタルジックなサウンドに極 
めて昇華された前衛的手法をエッセンスとして加えたそのサウンドは新感 
覚派ポップスの先駆的なものである。後にリコメンディッド系一派に属し、 
各白各様の活動を行ない、特にニュー.ウヱイヴ路線となったアンソニー 
•ムーアは現在でも精力的に活動している。 （山） 


卜等の作品に彼のキャラクターをうまく反映させている。 （真) 



THE SOFT MACHINE 

same title 

PROBE キング 1968 年 

CPLP 4500 m SR 303 廃 

Mike Ratledge: org. 

Robert Wyatt : vo. ds. 

Kevin Ayers : vo. b. 

Pro : Chas Chandler, Tom Wilson 



SOLSTICE 

Silent Dance 

EQUINOX EQRLP 001 '84 

ANDY GLASS : G.VO 
MARK ELTON : VLN.KEY.VO 
MARK HAWKINS : B 


MARTIN WRIGHT : DS.PER 
SANDY LEIGH : VO 
PRO : MAZLYN JONES 


P •フロイドと並んでプログレのパイオニアである S •マシーンの歴史は、 
66年まで遡る。当時からユニークなライヴ活動を展開していたというが、 
本作が 1st にあたる。ロックを基本にジャズ、現代音楽等の要素を巧みに 
消化、実験的でありながらもポップな内容には、今なお新鮮な響きがある。 
しかし、この第1期マシーンも、 K. エアーズ、 R •ワイアットが脱退、 H. ホ 
ッパー、 E. ディーン、 J. マーシャル、 K. ジヱンキンス、 A. ホールズワース 
等が加入、徐々にジャズ色が強まる。現在までに13枚のアルバムを発表し 
ているが、最終的にはフュージョン的なバンドに変貌した0また、カンタ 
ベリートゥリーと称されプログレ界でも特異な活躍を続ける一連のアーテ 
ィストたちのカリスマとしても、偉大な存在であった。 （真） 


マリリオン、トゥエルフス•ナイト…等の登場で俄に活気づいてきたイ 
ギリスのボンプロックシーン。出来不出来を問わず多数のグルーブが輩出 
されたが、ここに登場するソルステイスは数あるポンプ系の中で唯一、卓 
越したオリジナリティと演奏水準を持った第一級クラスに位置する存在と 
言ってよいだろう。色鮮やかな曼陀羅模様に彩られた見開きのジャケット 
を開くと、マザーグースの如き童謡の挿絵を思わせるイラスト付き歌詞で 
埋め尽されており、音の方もイギリスの古き良き時代を傯ばせてくれるか 
の様で、片田舎の田園風景が目に浮かんでくる。女性 VO を含む5人編 
成で、音のルーツは正にルネッサンスそのものを思わせる。もし、まだ存 
続しているのであれば、次回作を大いに期待したい所なのだが？ 〔大〕 


E 


SA A R Q U E E 

UR0PEAN ROIJK CATALOG 































SPIROGYRA 

Bells, Boots & Shambles 

POLYDOR SUPER 2310 24 6 廃 1973 年 

Barbara Gaskin : vo. Martin Cockerham: vo. 

Steve Ashley : whistle Steve Borrill:b. 

John Boyce : cel. Julian Cusack : p. vln. 

Henry Lowther : tp. Dave Mattacks : ds. 

Stan Sulzman : fl 
Pro : Max Hole 



SPRING 

same title 

RCA/NEON 
NE 06 廃 


1971 年 


スパイロジャイラはバーバラ•ガスキンと マー テ ィン •コ ツカー ハムを 中 
心にしたカンタベリ——派のフォーク.ロ ツク •グルーブだった。 こ im r st 
RodigundSj(71)/Old Boot Wine 」（72)に続くラスト•アルバム。フォーク 
のイデオムに様々な楽器を持ち込んだ作風は共通しているが、この作品で 
はほとんどの曲でバーバラがその線の細い、夢見心地な歌声を聴かせてい 
ることもあって、繊細で陰りのあるさわやかさが一際印象的である。また 
トラツド界の大御所、シャーリー•コリンズとは姉妹で古楽に知識の深い 
ドリー•コリンズが数曲で弦楽器のアレンジを担当していて、曲に盛り上 
がりやクラシカルな色相いが加わっている。パーバラのデリケートな感性 
が溢れたブリティッシュ•フォーク•ロックの名作。 （昌） 


スプリングは71年にネオン•レーハ^ルから 唯一 のアルバムを制作したグ 
ルーブである。メンバーの内、3人までにメロトロンがクレジットされて 
いることから「トリブル* メロトロン」の肩書きが付けられ、メロトロン 
•ロックの代名詞的扱いを受けている。しかし、3台同時に演奏されてい 
る部分はなく、フルート+ストリングスとして2台併用している箇所もあ 
るが、ほとんど1台のみである。それは別にしても本作にはプリティッシュ 
臭い独特の味があり、全体の感じは実に牧歌的で素朴な仕上りなのだが、内 
に秘めたものは極めて攻撃的で詩をとても大切にしているのがわかる。そ 
ういった内容を見事に表現した3面開きのジャケットは鬼オキーフが制作。 
国内 盤 も予定されたが残念なことにオクラ入りしてしまった。 （土） 



STRAWBS 

Grave New World 

A&M キング 1972 年 

AMLH -68074 廃 AML -141 廃 

David Cousins : vo. g.dulcimer.rec. 

Tony Hooper : vo.g. perc.autoharp. 

John Fora : vo. b. g. 

Richard Hudson : vo.ds.perc. sitar. tablas. 

Blue Weaver :org.p.mtn.harmonium.clavioline. 



STRING DRIVEN THING 

same title 

CHARISMA フォノグラム 

CAS 1062 m RJ 5070 廃 

Chris Adams : vo. g. 

Pauline Adams : vo. per. 

Grahame Smith : vln. 

Colin Wilson : b.g.banjo 
Pro : Shel Talmy 


1972 年 


ストロべリー.ヒル.ボーイズというブルーグラス.パンドにいたデヴ 
ィッドとトニーがロン.チヱスターマン（ベース）を加え、ストローブス 
は結成された。68年にサンディー.デニーを迎えて 1st「All our own Wo - 
rkj を録音（発表は 73 年）してから、通算6枚目になる本作は、それまでの 
宗教色の濃いブロテスト•ソングを前進させて、北アイルランド粉争をテ 
ーマにしている。音楽的には起伏に富んだフォーク•ロックであるが、キ 
—ボードのブルー•ウィーヴァーは、前任のリック•ウヱイクマン、そし 
て後任のジョン • ホウケンという名プレーヤーに勝るとも劣らない演奏を 
繰り広げ、特にメロトロンの大胆な導入により、本作を成功に導いた。78 
年に 「Deadlines」 を発表後解散。同年、2枚組べストを発表した。（隆） 


ヴァン.ダー.グラフのメンバーとして一時脚光をあびた G •スミスだが、 
これは彼が在籍していたことで有名な S.D.T •の 2nd である。彼等は所属レ 
一べルからの予想とは裏腹にプログレ•バンドではないし、又、トラッド 
.パンドでもない。だからといってただのロック.バンドではない。彼等 
の奇妙な持ち味を説明するのは難かしいが、アダムス兄妹のツイン • ボー 
カルとスミスのヴァイオリンとのからみは絶妙なバランスである。彼等は 
5枚の作品を発表しているが、本作と 3rd「The Machine That Cried (73)」 
は名作と言えるだろう。特に本作 A-3、4 はスミス•ファンにはこたえられ 
ない名曲である0他の作品として 4th「Please Mind Your Head(74)」 と5_ 
th「Keep Yer’and On It (75)」がある0 (千〉 



SUN TREADER 

Zin-Zin 

HELP 13 廃 

Morris Pert : ds.perc. 
Peter Robinson e-p. 
Alyn Ross : b. 

Robin Thompson : ss. 


1973 年 



TEMPEST 

Same Title 

Bronze llps -9220 73 廃 

コロンビア Yz -13 73 廃 
Mark Clarke (b, vo) 
Paul Williams (vo) 

Jon Hiseman (ds) 

Allan Holdswohh 



パート、ロビンソン（元クォターマス）、ロスの 3 人がツトム•ヤマシタ 
ズ•レッ•ド •プッダ • シアター. カンパニーで 競演したことをきっかけと 
して結成されたサン.トレッダーの 1st アルバムである。ロビンソンのジ 
ャズィな演奏は軽快であり、その音色は心地よい。また、ドラムスを中心 
に 各種 パーカッションを巧みに使い分けたパートの 繊細 かつ力強いブレイ 
は、彼の打楽器奏者としての非凡な才能を如実に表わ•している。ゲスト参 
加のトンプソンも中々の好盤である。グルーブが一体となった演奏はジャ 
ズ* ロックとして、パートのソロ部分は打楽器曲として、いずれも質の高 
いものでかる。76年に発表された「ミュージック•オブ•モーリス•パー 
卜 （Chantry ABM21)」 の B 面にも彼らの演奏が収められている。 （賀） 


やはりジョン.ハイズマンは凄いドラマーである。70年初頭のイギリス 
のシーンを賑わせたテンペストは、とかくアラン•ホールズワースのギ 
ターに話題が集中しがちであるが、忘れてはならないのがジョンのドラミ 
ングである。元々ジャズ畑出身であり、伝説のコラシアム n 、 その中間に 
位置するテンベストはその中でも最もワイルドで骨太のロックを聞かせ 
る。また、イギリスならではの声質を持つボール•ウィリアムスも一級品 
だ。本作はジャケット.デザインのように「火」と「水」を思わせるうね 
りが感じられる。74年に2枚目 「LIVING IN FEAR 」（ ILPS -9262) が出 
るが、ギターをオリー •ハル ソールに替え一層燃え上がって いった。 〔後〕 
























UNITED KINGDOM 



THIRD EAR BAND 

Alchemy 

HARVEST 東芝 1969 年 

SHVL 756 廃 OP 80263 廃 

Glen Sweeney : tabla. hand drums, wind chimes. 
Richard Co 任 : vh.vla. 

Paul Minns :oboe. rec. 

Mel Davis : cel. slide pipes. 

John Peel: jaws harp. 

Dave Tomlin :vIn. 

Pro : Peter Jenner 



THE KEITH TIPPETT GROUP 

You Are Here—I Am There 

P 0 LY 00 R 日本ポリドール 1969年 

2384 004廃 23 NIM 0196 廃 

Mark Charig : cor. 

£,lton Dean : as. 

Nick Evans : tb. 

Jeff Clyne :b. 

Alan Jackson : ds,glockenspiel. 

Pro : uiorgio Gomelsky 


心霊術と音楽の結合の実験に参加したことがある神兪のサード•イヤー* 
パンドは、68年に結成され、翌年に本作「練金術」を発表する。ヴァイオリン、 
オーボエ、ハンド • ドラム等の生楽器を多用した呪術的即興演奏は、聞く者を 
謎の深淵へと誘い込む様な魔力に满ちている。70年の「天地火水」では、後 
にアレンジャーとして大成功を収めるポール•バックマスターか加入、前作 
同様催眠的音世界を作りあげた。また、「マクベス」 （72 年）は、ポランスキー 


現在のプリティッシュ•ジャズ.シーンを代表するミュージシャンであ 
るティペット、チャリグ、ディーン、エヴァンスのデビュー作である。彼 
らの演奏は、後のややフリー•フォームなものとは異なり、当時のマイク 
. ウェストブルック.コンサート•バンドにも通じる、正当的プリティッ 
シュ•ジャズと言える。それはクラシックやロック （ B -1 の曲ではヘイ.ジュー 
ドのフレーズが登場する）からも影響を受けており、ボップな箇所や ューモ 


監督による映画のサントラである。以前のシャーマニックな潜在力は後退 
したが、その分音楽的まとまりを見せ、 最も 完成度の高い出来となった。 
まもなく活動は停止してしまったが、その音楽性は、ユニヴュル•ゼロ等 
に受け継がれ、尖銳的価値は今なお失なわれていない。 （真） 


ラスな部分も少なくない。非常にゆったりとした演奏か笼然と展開されて 
おり聴き易いものとなっている。個々のブレイではティぺットのクラシカ 
ルかつリリカルなピアノが印象的である。71年に 2 nd を発表した後、グル 
—プは消滅するが、各メンバーは以後も数多く競演している。 （賀） 



JULIE TIPPETTS 

Sunset Glow 

UTOPIA UTS 601 廃 RVC 1975年 

Julie Tippetts : vo.p.g.perc. HVP 8021 庚 
Keith Tippett : p. harmonium. 

Brian Godding:g. Mark Ch 狼 rig:cor.horn. 

Elton Dean : as. Nick Evans : tb. 

Louis Moholo : ds. Brian Belsmanrb. 

Harry Miller :b. 

Pro : George Chkiantz, Julie Tippetts, 




ジュリ—. ドリス コールは アルバム号カタログ参照）を録音 
した後、キース•ティペットと_婚しジュリー.ティペットと改名する。 
以後、スポンティニアス•ミュージック.アンサンブル、オヴ ァ リー.口 
ッジ等で活躍したが、本作品は約6年ぶりに制作されたソロ.アルバム （3- 
rd ) である。彼女の唱法は切々と歌いかけるものからフリー•フォームなも 
のまで表面的には様々に変化するが、それは数多くの舂びや悲しみを体験 
した彼女の心の叫びに他ならない。そして、それは人々に感動を与える、 
芸術と呼ぶに相応しいものである。フリー.フォームな奏法の中にも叙情 
を感じさせるキース•ティペットらが、メロディアスなバッキングを行つ 
ており、それが本作品をよりリリカルなものにしている。 （黄） 


アルパムとマキシ.シングルを各1枚ずつ発表して解散したタイタス • 
グローン。60年代末から70年代初頭にかけて、プリティッシュ•ロックの 
—大勢力であったジャズやブルースの要素を大胆に取り入れた口 ツク•ノく 
ンドの1つである。本アルバムはベース、ドラムスのリズム•セクション 
をパックにギター、各種管楽器が次々にソロを取る曲とボーカルを主体と 
したポップな曲が中心になっている。中でもフルート、オーボエ、サック 
スを使い分けるマルチ管楽器奏者、トニー•プリストランドの意欲的ブレ 
イが印象的である。プログレッシヴ • ロック最盛期の作品と比較すると曲 
構成、テクニック等で見劣 •） するが、ブリティッシュ•ロック初期の一形 
態を示す資料と言える。 （黄） 



TONTON MAC0UTE 

Same title 


NEON NE -4 廃 

Chris Gavin : b.el-g. 
Dave Knowles : as 
Paul French : org. 
Nigel Reveler : perc. 
Pro : Tonton Macoute 


g.ac-g. 

.ts.fl.clvo 
el-p.p. vib. 


ビクター 

SRA 5530 廃 


1971 年 



TRADER HORNE 

Morning Way 

DAWN コロムビア 

DNLS -3004 廃 YS -2 S 61 M 



1970 年 


英国の伝統に培われた土の薫りと、いわゆるジャズロックを融合させた 
ような音だ。グルーブの中心となるのはピアノ、オルガン、パイブ等を搡 
るポール.フレンチ。特に彼の弾くピアノは本作に於るジャズロック的要 
素の8割方を構築 、 B -2 などはリズムを刻むベースまでが完全なジャズの 
スタイルとなり、フレンチのプレイが讶え渡るピアノカルテットの形であ 
る。一方、時によってはハ♦イブの音が幅を効かせ、忘れた頃にハモンドオ 
ルガンが唸りを上げる。更には渋めの sax ( B -3 は el .)、 流れるようなフ 
ルートというように、割と限られた要素ながらも巧く組み合わせて案外多 
彩なブレイを聰かせる。 A -1 に針を落し、そのおとなしめのサウンドにが 
っかりしたとしても、全面聴き終える頃には満足感を得られるはずだ。（江） 


フェアポート.コンヴヱン シヨ ンを脱退した ジュディ.ディ ブルが在籍 
したトレーダー.ホーン唯一のアルハ•ム。内容はいわゆるフォーク•ロッ 
クであるが、彼女が在籍していた当時のフ x アボートがまだあまりトラッ 
ドを取り上げていなかったように、トラッド色は薄い。聴き手をハッとさ 
せるようなものはないが、ドラムスを用いず、美しいア コース ティック • 
ギターの上に落ち着いたヴォーカルが重なり、曲によってはピアノや小編 
成のストリングスか加わる。さながら絹のような肌触りを持つ上品な音作 
りは、佳作と呼ぶにふさわしい。ジャッキー•マクオーレイは71年、同レ 
ーハ^レよりソロ •アルバムを発表している。 （ DNLS -3023) なお、ジュディ 
はクリムゾンの「風に語りて」の別テイクで歌っている女性。 （隆） 


























トゥリーズは 70 年に 2 枚のアルバムを残して消えた。フォークを基本と、 
したグループである。結成は 69 年。若い年齢層のグルーブで、女性ヴォー 
カリスト、セリア•ハンフリーを中心とし、トラディッ ショ ナル.フォー 
クを浪奏する。それはフヱアポート. コンベンション 系の音として水準は 
かなりなもので、当時も好意的に受け入れられていたようである。本作は 
1 st アノレ ノヽ ♦ムで、同年 2 nd「ON THE SHORE ( CBS 64168) をリリー ス〇ジ 
ャケットのセンスの良い 2 nd のほうが巷ではとりざたされているが、内容 
のほうは 1 st ,2 nd 共に甲乙つけ難いものである。その後、メンバーをチェ 



70年に唯一のアルバムを発表している T 2は基本的にはハード•ロック • 
トリオである。 A 面3曲、 B 面1曲の構成。 A -1 はキーボードレスでソリ 
ッドなギターで押しまくるへヴィーなナンバーだ。彼らの本来のスタイル 
であろう。ところが A -2 ではガラリと展開が変わり典型的なシンフォニッ 
ク • ロックとなる。 ac - ギター、ピアノ、ハープシコードそして メロトロン 
と来ればユーロ族の感性を刺戟するのに十分であろう。この余韻は A -3 へ 
と引き継がれ、再び前面に出てくるへヴィーなギターともうまく調和して 
いる。 B 面は A 面各曲で聴かれるそれぞれの中心的要素をほぼ満遍なく織 


んジして 72 年頃まで活動していた様子だがその後の消息は明らかではない。 

(今） 


り込み21分に及ぶ大作をこなしている。彼らの持ち味であるハードな音が 
メインだがアコーステイツクパートではしっとりと聴かせてくれる。（江） 




TWELFTH NIGHT 

Live At the Taraet 

TWELFTH NIGHT RECORD 
TN001 ’81 


Clive Mitten : b 
Rick Battersby : key 
Andy Revel I : g 
Brian Devoil : ds 


ニューヨークに生れたアン.ステュアートは 69 年に渡英して男性 2 人と 
グルーブを結成、その名はレディングにあるパブに由来している。ヴァー 
ティゴに残した唯一のアルバム、内容的には同じレーベルに所属していた 
マダナ*カルタにも似た流麗な非トラッド系のフォーク • サウンドになっ 
ているが、全体グ室内楽的なアレンジ、そしてなんといってもアン嬢のヴ 
ォーカルとフルートの調べが、抗しがたいような格調の高さを与えている。 
6面開きの美しいデザインのジャケットと共に、この地味なアルパムがあ 
る種の感慨をもたらす所似である。その他彼女に関する資料として、カー 
ヴド.エアーの名曲「メリン ダ」 における好演、オムニバス 「HEAD TO ¬ 
GETHER 」 のジャケッ 卜では、その潰^な面影を伺い知ることができる。（森） 



TWINK 

Think Pink 


Polydof 2343 023 70 M_ 

Duncan Sanderson-G 
John Alder (twink)-dr 
Steve Took-perc 
Produced By Mick Farren 


ポンプ系のグルーブでは最古参のトウヱルフス•ナイト。本作は彼らの 
デビュー作である。キーボード、ギター、ベースのいずれかが弾くシーケ 
ンス.パターンの上を他のパートがからんで行く展開、エレクトロニクス 
の多用はシンセサイザー.ニューミュージックからの影響を感じさせる。 
但しそれほど洗練されたイメージではなく、演奏も荒削りだ。しかしジェ 
ネシスのコピー的なバンドが多いポンプグループの中にあっては、充分に 
オリジナルティを感じさせるし、力強い演奏は新しい世代のプログレッシ 
ヴ•ロックを産み出そうとする、情熱を感じさせる、又、それが最大の魅 
力であり、情熱の爆発する B 面の大曲は圧巻である。本作は全曲インスト 
ウルメンタルであるが、その後ヴォーカルを加え、現在も活動中である。 

〔飯〕 




UK 

Danger Money 


POLYDOR 
2302 089 


ポリドール 

MPF -1227 


1979年 


John Wetton : b.vo. 
Eddie Jobson : kbd. vln. 
Terry Bozzio: ds. 


元ピンクフェアリーズのトウィンクことジョン.アルダーが、同じ元ビ 
ンクフェアリーズのダンカン.アンダーソン、元テラノザウルスレックス 
のスティーブ•トゥック等と結成したハードロックグル'-プ。 

彼等はピンクフェアリーズの様なストレートなハードロックよりは屈折 
したサイケデリックな傾向のハードロックを得意とした。 

アルバムの中では随所に東洋指向の音作りがされており、ドイツのアシ 
ユラテンプルの最初期のころの様なドラックによるトリッブ的なサウンド 
を聞かせる。全体的にけだるく、空に暗雲が垂れこめている憂うつな午後 
にでも聞くと共感できそうな内容の作品である。 〔坂〕 


UK はブログレッシヴ系の大物バンドを渡り歩いて来たミュージシャン達 
の集合体であったが、音楽的指向の違いによって、ウヱットンとジョブス 
ンのロック派、ホールズワースとブラフオードのクロスオーヴァー派に分 
裂してしまう。前者の2人は、ドラムスにジョブスンの旧友テリー•ポジ 
才を迎え、トリオ編成で本作の 2 nd を製作する。ジョブスンのキーボード 
とヴァイオリンをメインにした、現代的感覚に溢れた親近感のあるサウン 
ドはバンドとしてのまとまりが、より一層強固になったことを物語ってい 
る様だ。同79年の来日公演の模様を収めたライヴ • アルバムを発表後バン 
ドは解散してしまい、ウエットンはソロ活動等を経てエイジアへ、ジョブ 
スンとボジオはそれぞれ独自のブロジヱクトに着手する。 （大） 
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VAN DER GRAAF GENERATOR 

Pawn Hearts 

1971年 


CHARISMA 
MS 1051 鹿 


Pete 

Dav< 

Guy 


cr Hammill：v 
eJackson : s 
Evans : ds. 


Hugh Banton : kbd. 
Robert Fnpp : g. (guest) 



VARIOUS ARTISTS 

Beyond an Empty Dream 

CHARISMA 
CASH 01 廃 

ANAWIM 

CAPABILITY BROWN 
CHARTERHOUSE CHORAL SOCIETY 
FRIENDS OF St: FRANCIS 
JOHN McLAUGHUN 
CLIFFORD T.WARD 


1975 年 


ピーター •ハミルを 中心として67年から78年まで解散、再編を繰り返しな 
がら10枚のアルバムを発表したヴァン•ダー•グラーフは斬新なアイディア 
とインテリジヱンスを誇り、一部に熱^、なファンを持つ英アンダーグラウ 
ンド界の大物とでもいうべき存在だった。本アルバムは4枚目で前期ヴァ 
ン•ダー•グラーフの手法が頂点を極めたものとして高く評価したい。構造 
的にも非常に斬新なものである。この後、グルーブは内省的な方向に向い 
それは6枚目のアルバム 「Still Life 」 に於いて見事に結集された。尚、ビータ 
一•ハミルは多数のソロを制作しており、現存も活躍し、デイヴ.ジャクソン 
らは 「The Long Hello 」 名義のアルバムをリリースし統けている。プリティ 
ッシュ•ロックを語る上で極めて重要なグルーブである。 （山） 


“Song For A Modern Church ” とサブタイトルが付けられているように 
現代の教会音楽を創作する意図をもったアルパムであり、合唱、パイブオ 
ルガン、ピアノ、アコースティック.ギター等、生音を中心にしているこ 
ともさながら、作曲、アレンジの面に於いて教会というあの独得の雰囲気 
を作り出すことに成功している。マイク • ラザフォードとアンソニー•フ 
ィリッブスが共作で一曲書き下している他、ケビン.ピーク（スカイ）も 
二曲クラシック*ギターを弾いている。又、ケイパピリティー•ブラウン 
の曲はレアパードの大ヒット曲のカヴァー.ヴァージョンであるが、絶妙 
なオーケストラ•アレンジがパイブオルガンと絡む様は夢から醍めた時の 
空しさを感じさせ、彼らの作品中でもかなりの秀曲である。 （土） 



当時、ブリティッシュ•ロック.シーンの頂点に位置したイエスのキー 
ボード奏者として、ファン注目のうちに発表されたリック • ウヱイクマン 
のソロ •デビュー作である。.ヘンリー八世の六人の赛をテーマに、彼女た 
ちからイメージされる6つの作品が収められている。キーボード.ソロで 
ある B -1 を除いて、ストローブス、イエスのメンバーらが彼をサポートし 
ている。クラシカルな霁囲気を持ったウヱイクマンのブレイはリリカルで 
暖かみのあるものとなっている。よどみなく進行する曲は起伏に富んだド 
ラマチックな展開を見せる。キーボード•ロックを代表する一枚と言える。 
本作以後もオーケストラを本格的に導入した「地底探険」「アーサー王と円 
卓の騎士たち」の他、数多くの力作を発表している。 （黄） 


DALLYL WAY’S WOLF 

Canis Lupus 

DERAMSDL 14 廃 キング 1973年 

Darryl Way: vbi. via. kbd. M. 

Dek Messecar : b. vo. 

John Etheridge : g. 

Ian Mosley :ds. 

Ian Mcdonald :p. 

Pro: Ian Mcdonald 


「ボブ •ハリスとリ ック.ウェイ クマンの 共同ブロ デュース」 という こ 
とで 若干 話題 ¢3* なった、ウォーリーの デビュー•アルバム。 しかし、 この 
2 人の名前を売り物にしなくても充分に聰き応えのある アルバム である。 
スティール. ギターとエレキ.ヴァイオリンの美しい調べに乗せて、フォ 
ーク • タッチのブロ グレ ッシヴ • ロックを聰かせる このアルバムは、カー 
ヴド. エアー •タイブ、普通のフォーク.タイプ等々、曲の傾向がはっき 
り分れているため、支離滅裂と言えばそうかもしれないが、1曲1曲はよ 
く 出来ている。翌年 「Valley Ga 「 dens 」（ K 5018 0) を発表 0 アルパム 全体の 
構成がまとまり、シンフォニックな展開を見せた。なお、7を年6月、彼等 
は ミ ッ シェル.ポルナレフのハ •ックとして来日している。 （隆） 


WEB 

I Spider 

P 0 LYD 0 R 2383 024廃 1970年 

Dave Lawson :org.D. hpd.mtn. va. 

し ennie Write : ds. vib.perc. 

Kenny Beveridge : ds.perc. 

Tom Harris : s.fl.perc. 

Tony Edwards : g. 

John Eaton : b. 

Pro : Lennie Wright & Web 




カーヴド•エア—での活躍を通じ、 ロック ヴァイオリ ニ ストとしての地位 
を確固たるものとした D •ウェイが結成したウルフの 1 st である。 I . マクド 
ナルド（元クリムゾン）がブロデュースしたことでも話題になった本作は、 
D . ウ x イの演奏はもちろんのこと、 J . エサリッジのスティーヴ•ハウばりの 
ギターの好演が印象に残る。また、マクドナルドがピアノを奏でる B -2 やメ 
ンバーがマクドナルドに捧げた佳曲 B -3 など、彼等のクラシックセンスが 
光っている。以後、厚みのあるアンサンブルが特徴的な「飽和点」、ヴォーカ 
ルにジョン•ホジキンソンを迎えた円熟の一枚「狼の夜の歌」を残し解散、 D . 
ウェイは再編カーヴド•エアーへ、 J . エサリッジはソフト•マシーンへ、 I .モズレー 
はトレースへ、 D . メセカーはキャラヴァンへと参加していった。 （真） 


不気味なジャケットに包まれたウヱッブのサード • アルバムは、デイヴ 
• 口ーソンを迎えて制作された。このグルーブ、デラム時代は平垣なジャ 
ズロックという印象をぬぐえなかったが、本作で大きく成長、「金色の毒グ 
モ j に取材した 2 nd のコンセプトを発展させて独特の終末観を見事に描き 
切っている。例えば B -1、 へヴィーなブラス • セクションの間隙を縫って 
メロトロンと ティンパニが 登場するあたりのゾクッとくる感覚は、聴く毎 
にプリティッシュの底力を思い知らされるような瞬間だ。全曲口ーソンの 
ペンになるものであり、またヴォーカル、キーボード•ワークともグリー 
ンスレイドの頃とは比較にならぬ程攻擊性が感じられる。この後グルーブ 
は SAMURAI と改名、またも優秀な作品を提供してくれた。 （森） 
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MIKE WESTBROOK 

The Westbrook Blake 

0 RI 6 INAL RECORDS 0 RA 203 

Mike Westbrook : p. 

Kate Westbrook : vo. tenor horn.piccolo. 
Phil Minton : vo. tp. 

Alan Wakeman : s.fl. 

Chris Biscoe:s.cl. 

Dave Barry : ds.perc. 
etc. 


1980 年 



WHITE NOISE 

An Electric Storm 

ISLAND ILPS 9099 廃 

David Vorhaus 
Delia Derbyshire 
Brian Hodgson 
Paul Lytton 
Annie Bird 


1969 年 


彼の存在が、何故、日本でこれだけ無視されているのか僕には理解し難 
い。70年前後にはプリティッシュ • ジャズ界においてトッブの人気と実力 
を誇っていたウェストブルック。ジョン•サーマンの盟友として、ウェス 
トブルック.コンサート•バンド/オーケストラ/ブラス•バンド、そし 
て伝説のソリッド • ゴールド • キャディラック、と彼の足跡をたどってい 
るだけで枚数はつきるだろう。本作はあのウィリアム•ブレイクの詩に曲 
をつけた意欲作で、ケイトとフィルのヴォーカルを中心にした大作である。 
特に B 面の出来は凄まじく、人間の生死の限界をかけたものが感じられる。 
ケイトの唄う B-1、 フィルの熱唱が光るラスト•ナンパー等、ひたすら圧 
巻である。 （千） 


エレクトリック.キーボード群をメインにして驚くべき感覚派のブログ 
レッシヴ.ロックを創りだしたデヴィッド • ボウハウス率いるホワイト- 
ノイズの 1st アルバム。 69年の作品ということを考えると、明らかに数年 
プログレッシヴ • ロックに先行している恐るべき代物である。トリッキー 
で摩河不思議、とらえどころのないこのサウンドは、彼の感覚が中枢とな 
って形成されていったようである。75年にヴ T— ジンより 2nd r White No- 
ise」、 又 80 年ハ•ルスより 3rd「RE ENTRY」 をリリースして現在に到るが、 
後の2枚はこの 1st の領域を凌ぐことはできていない。作品発表の間隔が 
長いことから、他にも活動が予想されるが、残念ながら筆者にはこれ以上 
の知識はない。 （山） 



ROBIN WILIAMSON & HIS MERRY 

Journey’s Edge BAND 

FLYIN8FISH033 廃 1977 年 

Robin Wihamson ： vo,g, vln, min. 

Sylvia Woods : Celtic narp,hpd,glockenspiel 
Christopher Caswell:fl.kbd.perc. 

Jerry McMillan : vln. 

Likki Lambert :vo. 

Brian Lambertg. 

Jamie Faunt b. 

Mark Bensi:dr.perc. 

Larry Drummond: min. 

Gerald Walker:oboe. 


インク レディ ブル•ストリング.パンドのヴァイオ リニ ストと呼ばれる 
ことの多いロビンの2枚目の ソロ •アルパム。ほとんど一人で全楽器をブ 
レイしていた前作と比較すると、ハ•ック • ミュージシャンの充実によって 
彼の全作品中、一番派手で、技術的にも完成度の高いものに仕上がってい 
る。ロビンを一言で表現するならば、道化の仮面をかぶった放浪者、と言 
ったところだろうか。明るいヴォーカル•スタイルの裏にあるのは r 無常 j 
の二文字なのかもしれない。彼は72年に ISLAND レーハ^ルで“ MYRRH” を 
発表、77年{こ本作、78年に“ AMERICAN STONEHENGE”、 79年 t こ“ G し卜 
NT AT THE KINDLING” をリリースしている。本作以後の 2 枚も地味だが、 
出来の良い作品集に仕上がっている。 （千） 



WRITING ON THE WALL 

Power Of The Piets 


MIDDLE EARTH 
MDLS 303 m 


WILLY FINUYSON- KBD.V0 
BILL SCOTT- 
JAKE SCOTT- VO 
LINNIE PATERSON- 
JIMMY HUSH- 


ベガーズ.オペラの 「GET YOUR DOGS OFF ME 」 でのヴォーカ 
リスト、リニー.パターソンが在籍していたことで知られるライティン 
グ•オン.ザ•ウォールの唯一のアルバム。マイナー.レーベル、ミドル 
アースに残された5枚のうちの1枚である。荒削りなギターとプリティシ 
ユ然としたハモンドの音を中心とした魅力的なアルバムである。時折ヴ 
ォーカルの叫びがアーサー.ブラウンを思わせるが、クレイジー.ワール 
ドとの活動時期がほぼ近いせいがあるかもしれない。 B - 1や B — 4では 
トラディシヨナルのアコーディオン演奏が頭を出しドキッとさせられる 
が、へヴィでブルージーな音があくまでも中心である。 B — 2はボレロ風 
のイントロが印象的。アルバム全体の雰囲気はベガーズ.オペラのファー 
ストにとても似ている。 〔後〕 



ROBERT WYATT 

Rock Bottom 

VIRGIN コロムビア 1974 年 

V 2017 廃 YQ 7017 VR 廃 

Robert Wyatt : kbd.vo. Richard Sinclair : b. 

James : ds. Hugh Hopper :b. 

Gary Wind : s. cl. Fred Frith : via. 

Mike Oldfield : g. Laurie Allan : ds. 

Pro : Nick Mason 



オリジナル•ソフト•マシーンの 1 人である彼の 「The end of an ear」 に続 
く 2nd ソロである。73年6月、事故のため不幸にも下半身不随となってしま 
うが、入院中の様々な思いが本作を生んだ。物悲しげに響く独特のヴォーカ 
ル、苦悩と不安が交錯したかのような感傷的美しさ。しかしながら、暗さは 
微塵もなく、奇妙な明るさが残る。翌年には、彼らしい余裕のある知性を感 
じさせる傑作 「Ruth is stranger than Richard」 （フレッド•フリス 、イーノ 
参加）を発表、他でも客演等していたが、暫く活動を停止してしまう。80年に 
再起後は、 4th「Nothing can stop us」 やシングルで、万事を達観したかのよ 
うな味わい深い作品を発表しているが、いずれの曲もメッセージ色が強い。 
彼は今、芸術を超えたヒューマニストとして活躍している。 （真） 


71年の「こわれもの」と並んで、最高作と名高いイエス5作目のアルバ 
ム。本作に於いて、彼らの持つ構築的な音楽性と独創性は一気に頂点を極 
めたと言っても過言ではない答だ。一糸乱れる事なく、大河が流れる様に 
繰り広げられる A 面四部構成の壮大なロックシンフォニーは、聴き手に息 
つく暇を与えない位の感動を超えた衝擊をもたらすだろう。メンバー個々 
の演奏も素晴しいが、クラシックを基盤としたウュイクマンのキーボード 
プレイも一段と光っている。 R •ディーンのファンタスティックなカヴァー 
•ワークも見逃がすことは出来ない。グループは後に10作目の「究極」あ 
たりからタイトかつポップな音創りを目指し、行く末に81年一時消滅する 
が、83年に「ロンリー•ハート」で活動を再開している。 （大） 
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四人噸子 


四人攤子の歴史は、都立鷺宮高校において同級で 
あった森園勝敏 （G .) と岡井大二 （ Dr .) が Music 
l ife メンバー募集により応募して来た中村真一 （B.) を 
加えて結成した“ザ.サンニン”に逆上る。後に森園 
の武蔵ヶ丘高校時代の同級生、坂下秀美 （Key .) が加 
入した時点で第一期四人攤子が誕生し、彼らは71年5 
月の東大五月祭においてデビューを果たす。彼らが高 
校3年の時であった。高校卒業後すぐの72年4月に彼 
らは当時絶頂期であったフラワー.トラベリング.パ' 
ンドの帰国コンサートツアーに同行し、各地で評判を 
得る。これが「プロとして最初のステージ」（岡井談） 
であった。以後コンサート中心の活動を続けた彼らは、 
翌73年11月に初の LP 「二十歳の原点」を発表する。 

これは高野悦子という女性の手記を映画化した同名映 
画のサントラとして製作されたもので、映画での悦子 
役である角ゆり子の語りと映画主題曲の演奏を合い間 
に織り込みながら四人攤子の演奏が進行するものであ 
る。その演奏は、彼ら本来の姿とは少々異なり、 r モ 
ア」〜「おせっかい」期のピンク.フロイドのアコー 
スティック•サイドに影響を受けたものとなっている。 
そしてついに74年6月に実質的 1st アルバム「一触即 
発」を発表。この「一触即発」こそ70年代の日本の 
ロック•シーンにおいて正しく最高峰に位置する作品 
であり、彼らをそのシーンのスターダムに押し上げた 
アルバムである。この時期、彼らのサウンドは全体に 
エコーを多用し、曲によってメ ロトロンをフィー 
チャーするなどの理由から“プログレ”と呼ばれる事 
が多かったが、一方ディープ.パープル張りのハード 
な面も合わせ持ち、決して一つのレッテルの範ちゅう 
に納まる物ではなかった。75年に入り四人攤子は初の 
メンバー変動を経験する。2月にナイス， E,L&P スタ 
イルのグループ 「ミス タッチ」のキーボード奏者茂木 
由多加が加入し、ダブル.キーボードの5人編成とな 
る。そして5月にはオリジナルメンバー中唯一人大学 
に進学していた中村が就職期になりグループを脱退し、 
代わってやはり 「ミス タッチ」のベーシストであった 
佐久間正英が加入する。9月には初のシングル「空飛 
ぶ円盤に弟が乗ったよ」を発表。直後茂木がグループ 
を離れ、再び四人編成に戻る。76年になりレコード会 
社を東宝から CBS ソニーに移し、5月に 2nd アルバム 
「ゴールデン.ピクニック ス」 を発表。この四人攤子 
のオリジナリティである「多面性」が最大級に発揮さ 
れたこのアルバムも「一触即発」同様好調なセールス 
を記録し、彼らは日本のロック界において不動の地位 
を確立したのである。当時の Music Life の人気投票に 
おいて彼らが国内2位であった事からも、その人気が 
近年のプログレ系バンドの比ではなかった事がうかが 
える。しかしこのアルバム制作直後にグループは最重 


要 メンバー 森園の脱退と いう 一大危機に直面する。年 
内の スケジュールはハルヲフオンの 小林克巳の助けを 
得て消化するが、活動は一時休止を余儀なくされる。 
やがて北海道は札幌で 「クロス•トゥ•ジ.ェッヂ」 

「マー シャン. 口ード」 のギタ リストと して活躍する 
佐藤ミツルを見い出し、77年2月に正式メンバーとし 
て 招く。 ちなみに 「マーシャン•ロード」 にはあの中 
島優貴も共に在籍していた。この無名だが、驚異的な 
テクニック と個性を兼ねそなえたギタ リスト を得た新 
生四人攤子はキャニオンと LP3 枚制作の契約を結ぶ。 
高度で テクニカルな 要素を多く盛り込みながらも、 
ポップな メロディー を前面に押し出した彼らは、新た 
な層のファンをも獲得し、77年8月に 3rd アルバム. 

「プリンテッド • ゼリー」を、78年7月には 4th アルバ 
ム「包（バオ）」を発表して再び好調な活動を展開する。 
またこれらと同時期の78年1月には東宝レコードより 
73年8月の俳優座でのライブの模様を収めたアルバム 
が、グループの強い反対を押し切って発売された Q こ 
の「’73四人攤子」は音質 • 演奏共粗悪だが、当時の彼 
らの姿を知る非常に貴重な資料である。79年に入り才 
リジナルメンバーの坂下が脱退。再び旧メンバーの茂 
木がヘルプの形で戻って来る。 7月にカンフー映画の 
主題歌「挙法 P 乱（カンフージョン）」のシングルを発 
表。そして11月には 5th アルバム 「NEO —N」 を発表 
る。この最終作となった シース ルー.レコードのアル 
バムは森園脱退後の後期四人雠子の作品の中で最も充 
実した出来となっている。だがグループはこのアルバ 
ムのためのライブもほとんど行なわずに活動を停止し、 
解散状態となってしまう。 

四人攤子の歴史を振り返ってみると、彼らが高い音 
楽性と絶大な人気を共有し得た、日本において稀有の 
存在であった事に今さらながら驚く。「良いものはアン 
ダーグラウンド」といった図式が定着した惑のある日 
本のプログレ シーンに、 彼らの様な活力溢れる存在が 
再び登場するのはいつの日か……。 城元隆志 


















FAR EAST FAMILY BAND 


ファ—•イースト•ファミリー •バンド（以下 
FEFB と略す）の母体は 73 年に 1 枚のシングルと 1 枚 
の LP (日本人一 COLUMBIA CD 5047) をリリー 
スしたファーラウト (FAR OUT ) である。このグ 
ループは後に FEFB のリーダーになる宮下フミオを中 
心にジョーや喜 多嶋修ら をゲスト 参加させて制作され 
た。このァルバムは良くも悪くも 70 年代前半の日本の 
ロック. シーンというものが、 反映され たアルバムで、 

6〇年代のブルース、あるいはサイケデリック•ロック 
からの影響と、その中に日本人としてのァイデンティ 
ティーを注入させようとしたものであった。この段階 
では コンセ ブトだけが目立ち、あまりに未消化でプリ 
ミティヴなものであったが、後の FEFB の伏線として 
の役割を感じさせる。 FEFB としてのファースト•ァ 
ルバムは75年にリリースされた「地球空洞説」である。 
FAR OUT の コンセプト をより発展させた LP で、日 
本ぶえなどを導入し、日本人としてのプログレッシヴ. 
ロックを暗中模索するひたむきな姿勢が感じられる。 

又、初期ピンク.フロイドからの影響が強い。この時 
のメンバーは宮下文夫 （VOCAL & GUITAR ) 、伊藤 
明 （ Kbd )、 深草彰 （ BASS )、 福島ヒロヒト 
( GUITAR ) 、 高橋正明 （ Kbd ) 、 高崎しずお （ D - 
RUMS ) の6人で、このメンバーで「多元宇宙への 
旅」まで創ることになる。翌76年には前作からの曲と 
未収録曲を収録したァルバム 「 NIPPONJIN 」 がリ 
リースされ、これはドイツ等でもリリースされた。明 
らかに前作の延長線上に位置する音である。このァル 
バムはクラウス.シュルツヱによってミキシングされ 

た。 77年には彼等の最高作と思われる「多元宇宙への 
旅」 を リリ ース。このアルバムは 当時ブ リ ティッシュ. 
プログレ ッシ ヴのメ ッ カといわれた、 ヴァージン ， 
レー^^ルの 古城を改造した スタジオ、「マナー」で、ブ 



ロデューサーにクラウス • シュルツヱを迎えて制作さ 
れた。この作品には A 面3曲、 B 面が6曲の小品から 
なる組曲「多元宇宙への旅」が収められている。セッ 
ション的にメソバーの感性を大切にした録音がされて 
おり、ダブル.キーボードのうま味と文夫のデイヴ • 
ギルモア的なトーンのギターが印象に残る好作品であ 
る。オリジナルはポスター付で、後にジャケット違い 
で再発されたが、いずれも廃盤である。そして 
FEFB 最後のアルバム「天空人」がリリースされる。 
この作品はアルバム•カヴァーをジヱネシス、ヴァン 
ダー.グラーフのカヴナーで有名なポール•ホワイト 
ヘッドに依頼したもの。サウンドはより洗練されてい 
るものの、メンバーの分裂もあり、広がり惑には欠け 
ている。このアルバムを最後にして各メンバ-はそれ 
ぞれソロ活動に入って行くのである。高橋正明は名前 
を喜多郎とし、ビクターの新盤レー^ル 「 ZEN 」 より 
ファースト•ソロ「天界」をリリースし、後に日本を 
代表するシンセシストとして世界に名を轟かすことに 
なるのは御存知と思う。もう一人のキーボード奏者伊 
藤明は、名を伊藤祥と変え 、 rINNER LIGHT OF 
LIFE 」 というソロでデビューし、喜多郎と同系統のェ 
レクトロニクス作品（カタログ参照）をリリース。後 
にアニメ ー*ションのサウンド.トラック盤を手がけな 
がら現在に至っている。リーダーである宮下フミオは 
ギターからシンセサイザ—までもこなし、やはりソロ. 
アルバムを続々とリリースするが、彼の持ち味を殺し 
てしまっており、単純極まりないエレクトロニクス 
作品をリリースするに甘んじてしまっている。ベーシ 
ストの深草彰は観世音というグループを結成し、アン 
ダーグラウンドな活動を行なっていたが、自主制作で 
「MADE IN JAPAN 」 というアルバムの片面にレコー 
ディングしただけで現在は解散してしまっている。日 
本的な音階をブログレッシヴに同化させた好作品で 
あった。彼は現在はソロ活動をしており、今年 
SIRIUS レーベルよりソロ.アルバム （SC 2011) をリ 
リースしている。内音的ではあるが良質な作品である。 

FEFB の求めたものはプログレッシヴ.ロックと日 
本音楽の融合であった。その発想は、いささか60年代 
を感じさせる短絡的なものではあったが、日本のロッ 
クの黎明期から80年代への橋渡しをした重要なグルー 
プであったといえるだろう。日本人としてのアイデン 
ティティーを追い求めた姿勢にも好感が持てる。ただ、 
同畤代の欧米のグループ達と比べると、明らかに5年 
程は立ち遅れていたような印象を受けるが、それはな 
にも FEFB に限ったことではなく、70年代の日本の 
ロックシーン全体に言えることである。 FEFB はいろ 
いろな意味で僕達日本の70年代の世代を代表する象徴 
的なグルーブといえるのではあるまいか。山崎尚洋 








JAPAN 



デビュー •シングル 「アフター.ディナー/夜明けの シンバル」 に続く 
45回転 LP 。 変形小冊子付き。テープ操作された効果音、昭和初期の歌謡曲、 
わらべ唄を思わせる女性ヴォーカリスト 、ハコの 唄、時として雅楽のような 
楽器の使用法の計算され切った組み合せが絶妙である。全体が、がらくた 
を精巧に組み立て上げて出来た作り物のようだ。まるで、幼ない頃、道に迷 
って見知らぬ風景に出会った時のような、不安で不思議で物淋しい感覚を 
覚える。前衛が昭和初期のイメージをもって、 ハコの 少女趣味の中で完結 
しているというべきか。比較的、寺山修司の世界に近い。暗示のようなハ 
コの詩、唄は、どこか「夜明けの晚に鶴と亀がすうべ•った」という、あの 
唄へ、あの唄を歌ったリスナー達の遠い思い出へと連がる。 （昌） 


天地創造、幽霊船といった関西の伝統的グルーブの強者らが集結したア 
イン.ソフ。オリジナルメンバーだった Key の藤川から服部に交代後発表 
された本 1st は、テクニカルかつ変拍子を伴った透明感漂うシンフォニッ 
ク&ジャジーな A 面と、壮麗でクラシカルなシンフォニーを主体とした幻 
想美に満ちた組曲の B 面で構成されている。収録された全曲中 A 2、 B 
一2のア コース ティックギターによる ナンパー は、グループの要でもある 
山本要三の根底と心の描写を物語っている様だ。グループはその後服部と 
Ds の名取が抜け、新作発表の話も跡切れてしまい、以後6年間の沈黙を守 
るが、86年の春、再び藤川を迎えべラフォンの Dr を兼ねる富家も加えて、 
2nd の 「Hat and Field」 を発表する。 （大） 



A-MUSIK 

e ku iroju 


竹田賢一(大正琴、 VO) 率いるアヴァンギャルド.チーム。元パンゴの篠 
田 （sax)、 石渡 (ds) の他、小山哲人 (b)、 エ藤冬里 (pf)、 千野秀一 （kbd) とい 
ったメンバーで、或る意味ではアンダーグラウンド.シーン最後のスー八 一 
• グルーブという言い方も可能だ。ただ、残念なことに一般レベルでの侵 
透性がやや低い。その原因となっているのはグルーブの持つ政治性だろう。 
気がついてみると若者が政治を語らない時代になってしまったという訳だ。 
音楽的にはロック色より、むしろ C• ヘイデンのリベレーション.ミュー 
ジッタを思わせるジャズ的なアブローチを感じさせる。竹田の大正琴を大 
担にフィーチャーした A-1 は感動的である。多少、メンバーは流動的なよ 
うだが、今後の活動も期待したいところである。 （千） 



少女 マン ガの持つ独特の ロマン ティ シズ ムはどこか シンセ 音楽に合う。マ 
ンガの TV や映画のサントラ、そしてイメージ•アルバムの発売は数多く、 
最近、内容の良さがアニメ .ファン、マン ガ •ファン 以外の 人に も理解さ 
れ始めたのはうれしい。本作品もすでに好意的評価を受けている。いろい 
ろな制約を受けながらも、これだけのアルバムを完成させた安西の力 M は 
見事なものだ。 A 面のトッブを聴けばこのレコードの良さが分るにちがい 
ない。好みからいえば、リン.ドラムを使用したドラマチックな曲が見事 
である。このアルバムのように シンセ 奏者にレコードを作り出す機会が 与 
えられるのは喜ばしい限りで、その機会を全力投球で全うすれば、すぐれ 
た作品が残るという好例である。 （吉） 




アタラクシアの記念すべきデビュー作品。84年の春、慶応大のユーロ研 
から現メンバーの Vo と B の村田、 Ds の松尾、 Key の沼田、そして現アウタ 
ーリミッツで G の荒牧と4人編成で、アタラクシアの母体とも言うべきグ 
ループでスタート。翌年には、村田と共にグルーブの要である Key の小町 
明が加入。本作品発表前に荒牧がアウターリミッツに正式加入する為脱退、 
後任に大宮淳を迎えて現在のラインナップとなる。ジ X ネシスから影響を 
受けたシアトリカルかつヨーロピアンナイズされた音作りが成されておりこ 
または I Q あたりに近いボンブ系の音をも思わせる。個人的な考え方だが、 
レコードという形で作品を発表するのが夢であったからには、今後は自己 
满足に陥る、ことなく夢以上の目標を持ってほしいと願う。 （大） 


1st と 2nd の二作品を残して、一身上の都合で（これが本当の理由かど 
うかはわからないが）惜しくも解散してしまった美狂舌し。彼らの残した二 
枚の作品共、甲乙を付け難い位の完成度を持っているが、あえて代表作を 
選ぶならやはり 2nd の本作が挙げら fl るだろう。前作と同じリズム陣に多 
数のゲストを迎えて、 A 面は前後期クリムゾンタイブのナンパ ー、 B 面は 
アヴァンギャルドな室内楽とミステリアスな要素が全面に押し出された組 
曲構成を展開している。クリムゾンや R •フリッブに多大な影響を受けた 
須磨邦雄_身が単なる模倣にとどまる事なく、前衛的な精神と本質を確実 
に会得した、いわば沄統と叙情の裏に潜む奥深い暗黒と真紅の迷宮への探 
究を極めてしまった頂点と言うべき名作である。 （大） 



























JAPAN 
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ブラックペイジ、衝撃のデビュー作。85年の春に結成され数回に渡るギ 
ダを消化、僅か1年足らずで見事に急成長を遂げ本作品のリリースまでに 
至った、近年には例を見ない驚異的な超テクニカル集団である。メンバー 
各人共長い間それぞれのバンドや七ッションにおいて演奏活動を行ってい 
たので、当然の事ながら素人臭さの全く無いブロの実力を思う存分に発揮 
している。 UK 的な曲から、ブラフォードや後期クリムゾンタイプのナン 
バーまで手掛けるリーダー、小川文明は単なる真似事という低次元とは無 
縁な、また、それを遙かに超えた自分自身にとっての音楽性を総決算的な 
形で表わしたのかもしれない。彼の Key を含めて、弟の G と、 B 、 Ds 共息 



BRUSH 

same title 

自主制作盤 


このアルバムの存在は一般にはまったく知られていない。1971年に自主 
製作で発表されており、当時アンダーグラウンドで活動していた二つ以上 
のグルーブが合体して完成させたセ ッション アルバムである。メンバーの 
中には、フライドエッグ加人前の高中正義も在籍し、作曲、ギター、ボー 
カルを担当している。内容はクリムゾン、ブラックサパス等の影響を受け 
たブログレッシヴなものであり、パワーこそ不足するが、当時の同傾向の 
作品の中でも、最も創造的なものである。レコードとして残っているもの 
こそ少ないが当時アンダーグラウンドで活動していた創造的グループは意 
外と多かった様である。尚、アルバムには30ページのブックレットかイ寸い 



の合ったプレイを聞かせてくれる。 


(大） ている。 


(坂） 


J .A.CAESAR (+ 悪魔の家 + 天井棧敷） 

国境巡礼歌/ J . A . シーザー • リサイタル 

VICTOR SJX 130 73廃 


ピンクを基調とした渦状の花弁が起立する地獄に少女が着物をひるがえ 
して舞い踊るカバーデザイン（及川正通か？）、頂きには上 A •シーザーらし 
き人物が立ち、はるか下には天井棧敷の人々の姿も。詳細は不明だが裏面 
に73と記されている。かの唯一無二の劇団の劇中歌の集成である。ほぼ 
同時期に同劇団の ''身毒丸〃の公演の実況録音盤があるが、内容も近く、 
数曲重複している。寺山修司のテクストから触発された音は彼の内なる記 
憶の音符で構成されており、日本的普遍性を有する。肉体による表現はこ 
こでは民族楽器と電気音楽におきかえられ、言葉はその間を走りぬけ、あ 
るいはからみつく。ここで生まれた劇的な音は後の映画のサントラでも再 
生されている。 （修） 



COSMOS FACTORY 

トランシルハ*ニアの古城 

コロムビア YZ -41 73廃 


卓越したオリジナリティーを身につけていた四人雜子、和風旋律に基づ 
くブログレを築き上げたファーイーストと並び、初期の日本のブログレ* 
シーンを代表するのがこのコスモス•ファクトリ—。彼らは4枚のアルバ 
ムを制作したが、プログレ色の強いのは初期の2枚であり、その中でもこ 
の 1 st アルバムが傑出した作品。陰鬱な空気の流れる中、冷たいメロトロ 
ンの波と泣き泣きのギターを中心として展開していく様は正しく初期クリ 
ムゾンの叙情ハ。ートのそれ。日本のブログレ史上、叙情派シンフォニック 
•ロックの先駆的アルバムであり、当時のブログレアルバムの中で1、2 
位を争う高水準作だ。なお、東芝に移籍しリリースされた 2 nd アルバム「コ 
スモス号」の方はよりカラフルなサウンドへと変化した。 （ UNO ) 




19 75年に突如としてアメリカデビューをはたしたクロニクルは逆輸入の 
形で日本に紹介されたグルーブであった。（アメリカ盤のジャヶットは日本 
盤と異なる：）デビュー直後は NHK に出演したり、 PFM の日本公演の前座を 
つとめたりしてかなり話題になったが、その後セカンドアルバムを発表した 
ころからファンが減りはじめ、1977年ごろまでは小さなライヴハウス等で 
活動を続けていた様だが、やがて自然解散してしまう。彼等は、ピンクフ 
ロイド世代のグルーブの一つであり、ファーイースト.ファミリーパンド 
とも共通する音楽性を持ったグルーブである。 （坂） 


かつて フュージョン. グルーブとして売り出していたグループのアルバ 
ムの中で、最もプログレ色が強いものを1枚举げろと言われたら、やはりク 
ロスウインドの 3 rd (本作）だろう。スペース.サーカスやプリズムがスパ 
ニッシュ • メロディーを多用しているのに対してこのクロスウインドはあ 
くまでハード • ロック色の強い派手な小川銀次のギターを中心とするサウ 
ンド形態をとっており、ハヘンクのリズムのロック乗り、キーボードもオルガ 
ンを多用したブレイをベースとして複雑な変拍子と派手なリフのアップ. 
テンポ.ナンバーとメロトロンや生ギターをバックにヴァイオリン奏法を 
多用し、泣きのメロディーを演出するギターをフィーチャーしたスローバ 
ラードとの対比が作り出すトータル.アルバムに仕上っている。 （ UNO ) 






























DADA 

浄 

VANITY 0001 廃 


ヴァニテ〉.レーベルの記念すべき第一弾リリースの作品。初期ヴァニ 
ティはエレクトロニクス系の作品を中心にリリースしていたが、その中で 
も最高レベルにあるのがこの作品であろう。内容は、日本的な静かなイメ 
—ジのもので、実験的な要素がかなり感じられる。当時はまだ、日本的な 
ものを取り入れたエレクトロニクス • ミュージックは少なく、ダダのこの 
作品が先1¢けといえる。ダダはその後、キングより 2 nd アルバムを発表し 
た後、リーダーの泉奥陸彦は、ケネディを結成して活躍中であり、現在で 
もそのアヴァンギャルドな姿勢はくずしていない。 （坂） 



FAR EAST FAMILY BAND 

地球^洞説 

コロムビア CD- 7139 75 


1973年頃にピンク•フロイドが爆発的な人 K を日本で誇り、同時にピン 
ク • フロイドからの影響を受けて幾つかのグループが日本で誕生した。そ 
の代表選手が四人雠子とこのファーイースト♦ファミリー。彼らはピンク 
.フロイドの 「おせっかい 」 あたりからの影響が強く、和旋律によってこ 
れを表現するグルーブ。また精神的な内向性を重要視していたグループで 
もある。彼らは3枚のオリジナル LP とイギリス他で発売された編集もの 
の 「 Nipponjin 」 を発表しているが、最も欧米のプログレ•スタイルの構成 
を持っているのは 1 st である本作。その他のものはインプロ傾向が強いシ 
ンセ中心のサウンドである。なお深草アキは観世音、喜多郎と伊藤样はソ 



口活動へとグループ解散後、歩んで行った。 （ UNO ) 



FAR0UT 

日本人 

コロムビア CD-5047 廃 


ファ—イースト.ファミリ ーバン ドの前身 グループが このファーラウト。 
ファーイーストと同じくピンク•フロイドをベー シッ クにしたサウンドを 
有していたが、琵琶の喜多嶋修等の邦楽器のゲストを加え、より和旋律と 
精神性に基づくインブロヴィ ゼーシ ョンを中心とした荒削りで大胆なサウ 
ンドを持っていた。変にまとまりのついたファーイーストよりも自分達の* 



日本のプログレ黎明期の中で、ブリティッシュ.スタイルの本格的プロ 
グレッシヴ.ロックの形態を全面的に押し出した初めてのグループがフラ 
イド•エッグだ。エマーソンからの影響が多大なオルガン.ワークとギタ 
一を担当する成毛溢、パワフル*ドラミングと泣かせる歌声の持ち主であ 
るつのだひろ、そしてべーシストであった高中正義の3人による強カトラ 


FLIED EGG 

Dr. Siegel’s Flied Egg 

Shooting Machine 

VERTIGO 8603 12 m 


スタイルを暗中模索している本作を評価する方が多く、私もその中の1人。 
特に、'丁〇〇 Many People "の出来がよい。また ''日本人」というアルバム 
に、リミックス•ヴァージョンで収められている。なお彼らには LP 未収 
のシングル「シュシュ」があるが、これは聞くべきものはない駄作。 （ UNO ) 


イアングルが結成され、 1 st アルバムである本作が発表されたのは1972年 
のこと。 EL & P のタルカスを思わせる 、'0 ke - Kus 〃や K •クリムゾンのェピ 
タフ調の泣き泣きのナンバー ''プラスティック.ファンタジー 〃、 Rare Bi ¬ 
rd の “ As Your Mind ..." 風のドラマティック.ナンバー “Guide Me ，’あた 
りがこのアルバムのハイライト。初期の名作だ。 （ UNO ) 



東大のプリティッシュ.ロック研究会内で結成され、学園祭で活動して 
いたグノい-プが、卒業記念として制作し,た限定100枚ブレスのアル パム。 ア 
ルバムの1/2 くらいは、ボーカルを中心とした2流のポップ& ロックだが、 
残りの1/2は UK 的コード進行を中心とするプログレッシヴ•ロック。特に 
A 面ラストの長編ナンバーは仲々の出来栄えでこのアルバムのハイライト。 
1980年前後に東京では UK から影響を受けたサウンドを有するグループが 
数多く存在していたが、その中の--例。全体的にはネガスフィアに近い音 
楽性を持ったグループである。おそらくこのアルバム後の活動はないと思 


このアルバムは1970年に発表されたものだが発表当時はかなりの話題に 
なり、ロック雑誌でも大きく扱われ寶否両論で物議をかもした作品だった。 
内容の方は、ジャズに影響されたアバンギャルドなインストゥルメンタル 
ロックであり、当時流行していたサイケデリックで、やたらと楽器のソロ 
を強調するスタイルの-一つである。メンバーは、ドラムに角出ヒロ、ギタ 
—の陳シンキ、ベース加部正広、キーボードの柳旧ヒロの4人で、そのテ 
クニックとパワーはものすごい。しかし発表後15年以上たっているこの作 
品は、当時の時代背景をも考えて聞かないと理解できない面があるかも知 



われる。 


( UNO ) れない。 


(坂) 


EUROPEAN ROCK CATALOG 
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JAPAN 



FROMAGE 

Ondine 

BELLE ANTIQUE 8401 .84 廃 


本誌マーキーが設立したベル.アンティークレーへ^ルの第一弹としてリ 
リースされた、京都のフロマージュの 1 st 。 现 ページヱントの中島 、見や 
永川敏郎（ノヴヱラ、 ジュラ ルド）が在褡していた事はあまりにも有名だ 
が、そんなお定まりな経歴とは無関係に、彼らは日本語特有の イン トネー 
ション や響き、感性を大切に持った歌心ある グルーブと 言えよう。派手な 
演奏ではないが、人間の本質に迫るかの様な瑞々しさと躍動感は、同じキ 
ャメル 影響下の グループに おいて、 フレンチ 系や ジャーマン 系には ない 趣 
を秘めている様だ。度重なるメンバー交代にも拘ゎらず、 VO & フルートの 
東沢と DS の谷口を核に甘く時には切なく劇的に展開しつつも決してハード 
路線に陥らない、極めて純粋な作品であると言えるだろう。 （大） 


GERARD 

same title 

KING K28P-424 84 


ノヴヱラのキーボード奏者である永川敏郎のソロ • プロジヱクトとして 
スタートしたジヱラルドは現在までに LP 2枚と12•シングル1枚をリリー 
スしているが、何と言ってもプログレとして傑出した作品なのはこの 1 st 
アルバム。尨任乱のレ;説的ドラマー A 藤正治らをゲストとして迎え、メロ 
トロン、オルガン、シンセ等の多彩なキーボード群をメインとして繰り出 
す大シンフォニック絵卷。大阻で陰鬱なベースラインから早いパッセージ 
で繰り出される A -2 の中間部や、泣き泣きのメ ロトロンをフィーチャーし 
て歌い上げる中期ジ x ネシス風バラードの B -1、 スリリングなドラミング 
が聞きものの B -2、 キーボード群の洪水によってドラマティックに演出さ 
れる B -3 等聞き所が沢山のシンフォニック•ロックの傑作だ。 （ UNO ) 




ハプニングス.フォーというと「透明人間」のイメージからどうしても 
ポップ.グループと思われがちだが、彼等も初期のころは、プリティッシ 
ュ.ロックに影響を受けた創造的なグループだった。このアルバムはトー 
タルに作られており、入の誕生から死までを、引潮と満潮にたとえた内容 
で仕上げている。特に B 面の「死に直面した人間の状態と心理」という10 
分以上の大曲では、当時のプリティッシュ • ロックの創造的な面を取り入 
れ、プログレッシヴに完成させた名曲である。ジャケットも天国に続く階 
段を描いたチト河内デザインのもので創造的な息吹きが fe わってくる。こ 
の作品にはメンバー以外に篠原信彦がオルガンで参加している。 （坂） 


元オシリスの河原博文が中心となって結成されたプロジェクト、ヘレテ 
ィックのデビュー作。タイト ルの 「インターフヱイス」は エル ドンを意識 
したものとも思うが、内容の方はそんなにエルドン的でもなく、むしろエ 
レクトロニクスとシンフォニックの良い面をうまく調和させた聞き易いも 
のに仕上っている。地味なジャケットデザインや内容がいまひとつ盛り上 
りに欠ける点など、インパクトが弱い面もあるが、他の日本のグループが 
持っていない計算された音楽理論を取り人れてアルバムを制作している所 
など良い意味での日本のプログレ界のお手本となるべき完成度の高い作品 
である。 （坂） 



ノヴ x ラのギタリスト兼リーダー、平山照継のソロ名義第一作。自らの 
プロ ジヱ クト、テル ズシン フォニアを率いて彼自身が創作した童話を元に 
壮大なシンフォニーと夢物語が繰り広げられている。ブログレッシヴ系の 
ギタリストのソロ作品はそう珍しいものではないが 、 S • ハケットにも通 
ずるファンタジーの世界、中世浪漫を題材にしたスタイルの作品において 
は‘、我が国では彼が初めてではないだろうか。構想からブロデュースに至 
るまで、トータルアートや大作志向を某盤とする彼の意図に沿った見事な 
名作に仕上がっている。85年には 2 nd の 「シン フォニア」をリリースする 
が、こちらも壮麗な音ながら親しみ易いメロディが魅力の好作品。ノヴェ 
ラの音がどんなに変ろうと彼の本質は変りはしない。 （大） 


ジャ ズの中古盤 コーナ ーで見つけたこの レ コードとの付き合いもずいぶ 
ん長いものになってしまった。日本の皆楽にだってまだまだ埋もれてしま 
うには惜しいレコードがたくさんあると教えてくれた1枚だ。それからと 
いうもの、日本のジャズ、映画音楽、現代皆楽、効果疗の中古盤を漁る羽 
目になってしまうのである。オルガン、シンセ、そしてメロトロンを操る 
稲田保雄なる人物ただ者ではない。彼に関する资料がないのが残念。ドビ 
ュッシ ー 、ベートーヴェンの曲を用いて いる 通り、クラシカルなジャズ.口 
ック.サウンドが聴ける。場違いな曲もあったりするが、イタリアン•口 
ック•ファンまっ青の A の中間、 B 面の前半のコーラス.メロトロンを用 
いたところなど聴き応え十分。 （吉） 
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mi CATALOG 























KATRA TURANA 

same title 

TELE6RAPH RECORDS T8-0 明 82 廃 


ファー. イースト •ファミリー. バンドのもう 一人のキーボーダー、 伊 
藤詳がグループ解散後に創った ソロ 第一弾。以後、アニメーション •フィ 
ルムのバック•グラウンド • ミュー ジック等を手がけて現在に至っている。 
本作品は、日本舞踏家のハナヤギ•キヌスヨの依頼で、日本舞踏を今まで 
舞ってきた音楽とは違った新しい音楽で作りたいとの要望に答えて伊藤詳 
がイメージをサウンド化した作品である。彼も日本人のアイデンティティ 
一を打ち出した作品を自分のものとしたいという欲求があり、それが、具 
体的に表現された第一作目ということができると思う。安易に日本音階を 
使用するということではなしに、日本の思想、宗教の持つ時間への独特の 
アプローチをある程度、サウンド化した作品として僕は評価したい。（山） 


レコード.デビュウ以前のカトフ.トゥフーナはスラップ.ハッピィの 
影響を感じさす知的なサウンドを演奏していたが、このファースト•アル 
バム製作時にはかなりオリジナリティの面で進歩がみられる。少なくとも 
あまたある自主制作レコード群の中では傑出した作品であったと思う。以 
後、大幅なメンバー • チヱンジの後で一枚のマキシ.シングルと 2 nd アル 
ハ•ムをリリースし、現在も活躍中である。カトゥラ•トゥラーナの彦楽は 
—言でいうと知的なポップ.ミュージックである。現在の彼等は洗練され 
てきたと同時に多少マンネリを感じさす部分もあるが、アンダーグラウン 
ド：シーンを見渡すかぎり、高水準のヴォルテイジを保っているといえる 
だろう。 （山） 




元 DADA の泉陸奥彥がべ--ル.アキュート.ムーンのキーボードの仙波 
基らをゲストに迎えて結成した新生ユニットがこのケネディだ。どうして 
も元 DADA という冠語をつけ、またグループ名がケネディでタイトルが卜 
ゥインクリング，ナサとなれば、よくありがちなスペースもののシンセミ 
ュージッタと想われがちだが、実際の所の趣きはかなり異なる。ドラム、 
キーボードが一体となり、全編に渡リスリリングに展開されるサウンドに 
乗せて鋭角に切り込んで行くアヴァンギャルドで大胆なギターソロがフィ 
ーチャーされる様は、ホークウインドや HELDON を連想せざるをえない。 
ましてメロトロンまで飛び出して来るのだからもう…。この機会に読者の 
皆さんに認識を変えていただきたい作品だ。 （ UNO ) 


アウターリミッツと並び東京のプログレ.シーンを代表するグループで 
あり、最も完成されたオリジナリティーと表現力を身につけている彼らは 
白主製作で 「 KENSO 」 と本作、キング.レコードから r KENSO ； III js r LI - 
VE 」 の4枚のアルバムを発表しているが、ライヴ.アルバムを除けば、彼 
らの本領を発揮しているのはこの 2 nd とキングからの3 rd 。複雑多彩な変 
拍子とジャズ • フィーリングに支えられ、 H まぐるしく展開して行く流れ 
る様なアンサンブルと美しい調べのフルートと印象深いメロディーを車.ね 
て行くギターが作り出すサウ ン ドは中期 P FM やスペインのゴ ティノ クに 
相通じる所。特にいかにも KENSO 白勺なスリリングなアンサンブルを見せ 
つける ''空に光る"や ''はるかな地へ〃が素暗らしい。 （ UNO ) 


KITARO ( 喜多郎） 

Oasis 

CANYON C25R 0030C 


「シルク • 口ード」の成功以来、一般にも広く知られるようになった喜 
多郎だが、古くはファー.イースト.ファミリー.バンドのシンセサイザ 
一奏者でもあった。彼のシンセサイザーとの関わりは、クラウス•シュル 
ツエとの出会いがきっかけであった。ソロ •デビューは78年の「天界」で 
あり、マインド•ミュージックとして紹介された。いわば環境音楽の走り 
とも言えよう。本作は彼の第3作であり、「シルク • ロード」以降の音楽性 
も既に本作で完成されている。言い尽くされた言い方だが、やはり彼の音 
楽からは東洋、禅といった言葉を連想してしまう。それは、ロック•フィ 
ールドであれほどの名声を博したツトム • ヤマシタもが到達した境地であ 
り、東洋人に流れる血を感じずにはいられない。 （飯） 



TAKEHISA KOSUGI ( 小杉武久 ) 

Catch-Wave 

CBS SONY S0CM88 75 廃 


タジ.マハール旅行[、8、イースト.バイオニック•シンフオニア、ツト 

ム山下&ホライズン、高橋悠治等に関わった節金人りの前衛疗楽家。60年 
代から暖めてきた音作りのシステムを用いて製作されたソロ第1作。タジ 
•マハール旅行団での試みを、より濃縮、整理したような、まとまりのあ 
るサウンドである。 A 面は高周波発振機と受信機によって生じる半規則的 
な皆のうねりとヴァイオリンの茳色による即興。 B 面は替ってエコー処理、 
テープ操作された声が中心になる。共に、ゆったりした直観の音世界が広 
がるかのようだ。実験的というよりも、むしろ、適度の技術と計算にささ 
えられた上での即興が、感性を一歩先走りさせるかのように、聴き手に疔 
の柔かさとイメージの十二分な広がりを覚えさせる。 （昌） 
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LACRYMOSA 

same title 

6 峰 1 〇〇 8 m 廃 



LOVE LIVE LIFE + 1 

Love Will Make A Better You 

KING SW30 的 71 廃 


カトラ•トゥラーナのべーシストであった斎藤千尋が結成したラクリモ 
ーザはカトラ•トゥラーナが持っていたアヴァンギャルドなア コース ティ 
ソク•サウンドをより発展させた形態、つまりフランスのユニヴェル•ゼ 
口、 アール.ゾイに代表されるチヱンバーロック.サウンドを演る日本で 
は唯一のグループ。現在までに LLE レーへ^ルからアルバム1枚とシングル 
1枚をリリースしているが、この 1 st アルバムは現在の彼らのサウンドに 
比べるとアヴァンギャルドな即興的ハ。ートが多い。特(こフランスの DUN 
あたりと近似した素晴らしい彼らのサウンドは、日本では異端児的存在と 
して捕えがちだが、高い芸術性とスリリングなアンサンブルを持ったグル 
—プだ。 （ UNO ) 


し L 丄.というグループは当時のプログレ.シーンを支えた キー ボード奏 
者の柳田ヒロとギターの水谷公生に、チト川内、東京ユニオンの管のメン 
バーを加えたスーパーセッション.グループであり、アルバム3枚を発表 
しており、本作がその 1 st アルバム。このアルバムだけ L . L . L .+ 1という 
名義になっており、この+1なるゲストの人物はあの布施明。（当時、彼は 
レア.バードが大好きだった！！）全体的にブラス.アンサンブルとアヴァ 
ンギャルドなストリンダス、 ファ ズの利いたオルガンとギターを中心とし 
たマクドナルド&ジャイルズ風のサウンド。そしてラジオ.ボイス的なノ 
イジーな布施明のボーカルがフィ ーチャー された実に実験的な先進サウ ン 
ドを試みている。なお 2 nd アルバム以降はブラス•ロックへと変化した。 （ U ) 



Polydor 時代の：-:枚の L P はメジャーからのリリースとしては稀なほど 
自由な創作姿勢に貫かれているように思う。’56年生まれの彼のレコード • 
デビューは ’73年、コンテンポラリーなさまざまな日本の音を引用し、鮮 
かに定着してみせた。そして2年後この 2 ndLP を発表。未だ見ぬ異国の 
幻野から遙か小宇宙までの mind trip 。 しかしその表現に大仰さはない。一 
聴すると平淡な音楽のようでいて、その実奥行を感じきせるのはこの音の 
発生の源が彼の深層部であるからだろう。スタジオという密室での個人録 
音というと閉鎖的な状況を想像しがちだが彼は多数の聴衆に向けて演奏し 
ているようだ。77年の 3 rd はバンド編成ということでサウンドの外殼には 
変化がみられる。 （修） 


クラシックとロックを融合させた音楽がこんな早い時期に生れていたと 
は。自主製作に近い発売で、大•勢の友人たちの協力を得て1枚のレコード 
を作り上げたこの人物、ほんとうに音楽が好きでたまらないというのが分 
る。付属のブックレットを見ると ELP のポスターが彼の部屋にはってあり、 
当時全盛の ELP あたりも意識されているのだろうか。ギター.テクニック、 
ヴォーカル曲はさすがに古さを感じさせ失望させられるが、ピアノを中心 
として作られたインスト曲は、森下の音楽の造詣の深さをうかがい知るこ 
とができ、興味深い曲になっている。パイブ.オルガン人りというのも珍 
しい。その後、78年に水木しげるの妖怪をイメージした「妖怪幻想」とい 
うシンセ • アルバムを発表している。 



アウター•リミッッと並んで（個人的には）80年代を代表するブログレ 
• バンドに成長しつつある夢幻。今までの日本には見られない叙情性とス 
ケールの大きさを持ったデビュー作もよく聴いたものだった。選ぶとなる 
と、ヴァイオリン（川口貴）、フルート（宫武和広)、ギター（中島一晃）の 
好演に因るものが大きいが一段と磨きのかかった本作であろう。 B 1の典 
型的シンフォニック•ロック•サウンド、フランスの映画音楽を想わせる 
美しい B 2、夢幻のもうひとつの面を見せるポップな B 3など彼らの作り 
出す音に酔いしれてしまう。ヴォーカルが力量不足であること、曲に意外 
性がないこと、さらにアレンジに奥行きが足りないことを感じるのは私だ 
けの贅沢な不満であろうか。 （吉） 


突然われわれの前に現われたこのアルバム、かなりの衝撃を聴く者にあ 
たえた。へヴィ•メタル.アーミーの キーボー ド奏者の ソロ. アルバム か 
ら、このようなシンセをメインにした一大シンフ ォニッ ク .ロッ クが聰け 
るのだから。リズム•セクション、ヴォーカルのパートな どへ ヴィ•メタ 
ルの悪い面と良い面が出てとまどってしまうが、その キー ボードの表現力 
はさすがにブロの仕事である。その中でも、 A 2 は彼の持ち味が引き出さ 
れたドラマチックでへヴィーな名曲。全曲通して50分以上のこの力作、ジ 
ャケットも仲々よろしい。その後、快調にレコードを発表しているものの、 
本作以上に印象を残すものはないのが残念。なお、参加メンバーも実力者 
が揃っている。 （吉） 


A ? つ す丁 p p 

EUROPEAN R0CK CATALOG 


























デビュー当時から一貫したポリシーを持ち続けている貴重な日本のプロ 
グレ.バンドの1つ、難波弘之とセンス•オブ.ワンダー。 1 st アルバム 
こそ散漫さが目立つものの 、 S F 作家でもある彼の作品を音楽化した 2 nd 
「Party Tonight 」 以後、「飛行船の上のシンセサイザー弾き」、「ブルジョワ 
ジーの 秘かな愉しみ」と良質の作品を発表し続けているが、本作では、彼 
の目指すポップスとの共存というテーマが理想的に展開されている。それ 
はエイジア的な、アレンジのみにプログレの大仰さを残すといったもので 
なく、曲作りの段階からプログレをこよなく愛する彼のセンスが生かされ 
ているという点で、ファンも納得する作品に仕上っている。多々ある SF 
のイメージ作品も又、楽しめる。 （飯） 


ネガスフィアは77年、川崎薫を中心に結成された. 81和に L . L . E . から同 
名のテープを発表し、オムニバス LP 「精神工学様変容」に1曲参加した 
が、この頃はまだバンドの方向性が定まっておらず、散満な印象をぬぐえ 
なかった。しかし、84年に発表された本作で彼等は大きく前進した。背野 
. 徳武の超強カリズム•セクションに矢田 • 川崎の S くるめくキーボード 
• ワークが絡み、真嶋の罕-弾きギターが駆け抜けるというタイトなプログ 
レッシヴ•ロックがこのアルバムでは展開されている。翌年矢 HI が脱退し、 
残りのメンバーにヴオーカルの平田を加え、 2 nd Disadvantage 」 を DIW 
から発表。その後、菅野•徳武•真鳩が相次いで脱退するが、蛟近は來 H 
したドイツの NOVALIS の Detlef Job と共演するなど、今なお健在。（降.) 



関西のプログレ.シーンの最たる立て役者であり、日本だけのオリジナ 
リティーを持つ ''ハード•プログレ〃という分野を作り上げたノヴヱラの 
初期の 4 枚のアルバムは、どれもシンフォニックとハード•ロック色の均 
整の取れた秀作だが、ここでは 懐 しいデビューアルバムの本作を取り上げ 
た。このアルバムには A 面にハード.ロック色の強い小曲、 B 面にシンフ 
ォ ニック色の強い大作が収められている訳だが、本誌読者にとって興味あ 
る所は B 面、特にラストの 「魅惑劇」。 メロトロンを始めキーボードの洪水 
は無論のこと、華麗に次々と展開して行く構成の各パートに飛び出すクラ 
シカル&スリリングなアンサンブルは見事。平山のメ ロディーメーカーと 
しての作曲力に脱帽だ。イタリア的シンフォニックを演出する秀作だ 。 （U 


関西プログレ•シーンでは、ノヴヱラの台頭した1980年前後から、ノヴ 
エラから多大なる影響を受けた数多くのグループが登場したが、このオル 
フエウスというグループもその中の一つ。一時期、夢幻に在緒していた事 
のあるギターの釜木を中心として、メタル色を持つドラマティックなナン 
バーを全面的に展開する。メロディーラインが美しく大作指向の楽曲はこ 
の手のグループとしては仲々のもの。ボーカルの不安定な歌唱力と薄っぺ 
らなキーボード_ワークに難があるのが残念。なおこのオルフヱウスはこ 
のアルバム発表後、シルフイードというオルフヱウスのサウンドを後継す 
るグループと、同じく ノヴヱラ系の音をベーシックとしながらもポップ. 
ロック色を加味したサウンドを展開する剣の舞とに分裂した。 （ UNO ) 



シンフォ ニックロッ クの王道を行くアウターリミッツのセカンドアルバ 
ム。作品の完成度は高く、グループのスタイルもこのアルバムによって確 
立された様に思う。音楽的にみてもクラシカルでシンフォ ニッ クであるに 
もかかわらずかなりシリアスな面も兼ねそなえている点など高度な内容で 
あるし、この点から考えても現在でも彼等は本物のマニア向けのプログレ 
グルーブとしての態度を崩してはいないと思うが、今後のこの手のグルー 
ブの運命の別れ道ともいえるメジャーへ^の進出という問題が、彼等の音楽 
傾向をどのように変えていくかが気がかりでも.ある。 （坂） 



PAGEANT 

螺鈿幻想 

MADE IN JAPAN MlJ- 1005 86 


関西の大御所、ページヱントのデビュー作 。 Made In Japan レーベルか 
らアウターリミッツの 1 st に続く第二弾としてリリースされた本作は、日 
本古来の旋律と耽美さが随所に鏤められた、夢野久作ばりの怪奇と幻想の 
世界から幻年期への回帰性まで、アナクロ的かつモノクロな色合い凌湛え 
ながらも聴く者の脳裏に鮮烈なイマジネーションを描き出してくれる。高 
度な演奏水準もさることながら、ライヴパフォーマンスにおいても圧倒的 
な好評を博していることは周知である。全編に渡って永井博 f - の独特の歌 
唱力には光るものがあり、それは可憐な少女、時には妖し K な鬼女さえも 
思わせる。中島一晃と宫武和広の刻む美しいメロディもまた絶妙で、馱人 
芸にも似たベテランの域を感じさせてくれる。 （大） 


L 

I 

Pag 


A R 


E E 


EURflPEAN ROCK CATALOG 
























JAPAN 



平山照継のソロ「ノイの城」に参加していたキーボード奏者、仙波基の 
プロ ジヱクト、ペイル •アキュート •ムーン （青白く 銳い 月）の 1 st 。 Vo , 

G . B . Ds を含む 5 人編成に、同じく平山の ソロに 参加していた女性 Vo の 下 
町をゲストに迎えて 、 R •ウュイクマンやエニドを彷彿させる、荘厳かつ 
雄大な シン フォニックロック絵巻を創作している。動と静の対比や計算し 
尽された曲の展開、作品のイメージを強く印象付ける劇的なカヴァーワー 
ク等、良い面はかなり見い出す事が出来るのだが、その反面プログレを作 
るという観念にとらわれ過ぎて有名グループの使っていた様なフレーズま 
で聴こえてくる箇所もある為、少々オリジナリティの欠如が感じられる。 
グループはその後大幅なメ ン バーチ エン ジを行った。 （大） 


日本の ロック.グルーブで これだけ息の長い グルー プも珍らしい。1976 
年にデビューして、現在までにアルバム12枚（内べスト2枚）をリリースし 
ており、ギター少年から神様と拝められていた和田アキラという スーパー 
スターが在籍している グループ だ。彼らは ロッ ク •サイドからアブロ—チし 
てはいる が あくまでフュージョン.グルーブなのでアルバム全曲が プ ログ 
レしている訳ではないが初期の頃から最近のものまで、必ずブログレ色の 
強い長編のナンバーが各アルバムに収められている。森園（四人囀子）脱退 
後のこの 3 rd でも、、風神"という大作があるが、ガムランを フィ ーチャーし‘た 
イントロに始まり、テーマ•メロディーに乗せて次々とスリリングに進行す 
る名作。また A -5 もオルガンとギターが泣かせる秀作だ。 ( UNO ) 



PUNGO 

1980-1981 

PINAKOTHEKA RECORDS 廃 



RAREINYA ( 羅麗若 ) 

Same 

COLOMBIA YF- 7046 11 MU 


パンゴは菅波ゆり子 （ vln , pf , vo )、 篠田正己 ( sax , fl )、 佐藤幸雄 ( g , vo )、 今井 
次郎 ( b , vo )、 石渡明ま （ dr , 後に g も）といったメンバーが中心で、時にはこ 
の中の数人、極端な時は数十人でライヴが行なわれた。（この作品内にも50 
ある噂だった。「パンゴという、タンゴを得意とするパンク.バンドがある 
らしい。」一彼らは確かにタンゴを取り入れたスタイルを持っていたが、む 
しろ C . ブレイ、或いはリコメンデッド系の味わいを持つグノレ-プだった。 
当時の東京のシーンは、パンク/ NW 系ビート.バンドでなければ吉样寺 
マイナー系フリー/ノイズ.バンドという状態で、多少なりともスコア的 
なナンバーを持つア ヴァンギャル ド.グルーブは非常に少なかった。その 
上、安定した技術を持つグループでもあった。 （千） 


羅麗若(ラレーニャ）というグループを知っているだろうか？ 東京の読 
者には馴染みない名前だと思う。彼らは5年程前に関西で活動していた ジ 
ャズ •ロック. グループで、 コロム ビア.レコードから1982年に本アルバ 
ムをリリースしている。彼らのサウンドは基本的にはウヱザーリポートあ 
たりからの影響が顕著な訳だが、アマチュア時代にはクリムゾンなどのプ 
ログレを演っていた経歴の持ち主達だけあって、 A 1曲目あたりの曲など 
は変拍子ビシバシのクリムゾン.タイプのプログレとして仕上っており、 
やはり、一般のフュージョン.グループとは異なるひと癖もふた癖もある 
グループだ。今日の関西のプログレッシヴ .ジャズ•ロック. グループへ 
の影響も大きかったグループだ。 ( UNO ) 



78年にロック•マガジンが設立した自主レーベル、ヴァニティの第2掸 
(第1弾は後にキングよりアルバムをリリースした DADA )。 サブとはシン 
セサイザー.ミュージックを奏するソロ.ユニットのこと。 Crystallizati ¬ 
on と名付けられたこの作品は、 文字通り、繊細な音の微粒子が宇宙空間に 
舞うようなイメージを持つ好作品。ジャケット*ワークも美しい。感覚的 
に優れた演奏をするミュージシャンで、ひたむきな情熱が音を通じてリス 
ナーにまで伝わる。しいていえば、日本人の僕達の世代が共有しうる感覚。 
冒頭にピアノの黑鍵だけを使用して現代音楽風の箇所があるが、こういう 
気負い、わだかまりはなかったほうが良かったと思う。感覚的にだけで十 
分に素晴らしい作品であるのだから。 （山） 


サジタリアンというグルーブは東京のグループであり、目ぼしい活動も 
ないままに解散してしまった叙情派シンフォニック • グルーブだ 。 ROSE 
の主宰する ROAD レコードからカセットがリリースされたが、このカセッ 
卜以前に限定100枚ブレスで LP がリリースされており、カセットはこの LP 
からの抜粋編集されたもの。ツイン•キーボードに、ツイン•ギター、ベ 
ース、 ドラムという構成のこのグルーブはドイツのノヴァリスやキャメル 
あたりのメロディアスなギターと爽かなストリングス•シンセを中心とす 
るサウンドであり、演奏力、作曲力、アルバム完成度に於いてすベて今一 
歩の出来ながら、ほのぼのとした暖か味を感じる作品だ。なおリーダーの 
和田は現在ソロ.テープ制作活動中だ。 ( UNO ) 

























佐藤允彦といえば実験的な音楽を作り出したジャズ.プレイヤーである。 
この奇妙なタイトルのレコードも前衛的ではあるが、不思議な魅力を持つ 
た世界を築き上げている。 B 面はハ•一カッションを中心としたフリー•ジ 
ャズで、時々加わるオルガンと女性スキャットとのコントラストがおもし 
ろい。 A 面は柳田ヒロ、水谷公生の黄金コンビの参加によってロック色が 
強く、演説、効果音、クラシック荭楽やらが引用され、聴く者を飽きさせ 
ない。その2人もさることながら、他のメンバー（外人の名でクレジット 
されているが仲間たちの変名かもしれない）の演奏も刺激的だ。また、ジ 
ャケット、およびジャケットにまで書かれてある過剰ともいうべきライナ 
一も秀逸。 （吉） 


70年代末期、美狂乱、観世音、グリーン等と共にマイナーな存在ながら 
も精力的に活動していた新.月のデビュー作。リーダー兼 Key の花本彰を始 
めとする5人編成 （ 1曲のみ、サックス奏者がゲスト参加）で、日本的イ 
マージュを重視した演劇的なステージは、当時かなりの話題と評判を呼ん 
だそうである。近代日本文学の叙情性が香り漂う歌 N とメロディにおいて、 
日本という一種独特の風土に程良く溶け合った、初のオリジナリティを持 
ったグル-プと言えまいか。その後、 2 nd の予定もあったが、リズム陣の 
脱退から端を発した様々な原困がもとで、グループは解散してしまい花本 
と G の津田は共にフォノジエニックス結成の道へと歩む。尚、作品に収録 
された全8曲中「鬼」「白唇」の2曲が秀逸。 （大） 


SPACE CIRCUS 

Fantastic Arrival 

RCA RVL-8043 79 廃 


現在のブラック•ペイジを驚異的と言うならば、8年前の彼らはさしず 
め神技的テクニックを誇っていたグループと呼ばなくてはいけない。彼ら 
はリタン•トゥ. フォー エバーあたりから影響を受けたロック•サイドか 
らのアプローチの フュージ'ョン • グルーブである。当時新月らと共演して 
いた事からも想像できる様に同じ系統に属するプリズム、クロスウィンド 
よりも明確にプログレ色を押し出したグループであった。彼等は2枚のア 
ルバムを RCA から発表したが、特にキーボード&ヴァイオリン担当の豊田 
貴 志が加入した本 2 nd アルバムは宇宙冒険物語をテーマとした卜一タル作 
品仕立てになっており、スケーノ U 7) 大きいキーボード群と美しいヴァイオリ 
ン、スハ*ニッシュ•エッセンスの利いたアンサンブルが素晴らしい。 （ UNO ) 




ネクサス•レーベルのニュー.プログレ.ノシヴ.リヴオリューンヨンカ 

記念すべき第1作となった本作はセ H 象以 h の出来映えだった。この f - のバ 
ンドが落ち人り蜣い単調さもなく、曲作り、アレンジは仲々ツボを以てい 
る。敢えていえば曲が小粒でグループ n 体の印象を弱めてしまぅ結火を十. 
じているよ-)だ。個人的には中川降雄の曲作りと、 :/ U - E ク、勝(元ノヴェ 
ラ）の影髁が強すぎてマイナスになっているところもあるがジュラのヴオ 
--カルに魅力を感じる。ノヴェラの初期の作品と並んで、プログレ•ハー 
ド系の代表作に数えられるだろ ノし その後、 メンバー. チェンジがあった 
らしいが、再び元 X な姿を見せてはしい。 


STRAWBERRY PATH 

I When The Raven Has Come 

To The Earth 

フォノグラム FX-B516 71 廃 


日 本のブログレ史上初の本格的なブリティッシュ.スタイルのプログレ 
を築き上げたフライド•ェッグの前身グルーブがこのストロベリーパスだ。 
成毛滋とつのだひろのメンバーにゲストでベーシストの江藤勲が加った布 
陣。あのつのだひろの大ヒット•ナンパー''メリージェーン"のオリジナル 
.ヴァージョンがこのアルバムに収められており、ポップ色の強いロック. 
ナンバーがこのアルバムの中心だ。このアルバムの中で唯ーブログレ色が 
強いナンバーは B 面ラストのタイトル.チューンの大作で、嵐■の S E と不 K 
味なフルートが絡む朗々とした曲。フライド•ェッグを形成して行く過程に 
於いて重要な通過点的レコードだ。あおフライド•エッグ解散後、再度べ一 




60 年代、ニューヨークでブレヒト、白南準、小野洋 f 、ジョナス.メカス等、 
各国の楽家、画家、映像作家、詩人等から成る総合芸術集団、フルクサスに 
参加していた 小 杉武久が、 帰国 後の69年に結成した即興浮楽集 闭。 初期夕 
ンジヱリン.ドリームやアーバン.サックスに非常に近い、商観にたよった 
サウンドのためか、ロック•サイドでも前衛昔楽、実験斤楽の草分けとし 
て有名だが、 小 杉の経歴を考えれば、仮に--般的なわく 人れ をするとして 
も現代音楽の 範 中に 人れ るべきだろう。これは東京、草月ホールでのライ 
ヴをまとめたもの。このユニットでは他に、やや散漫な2枚組ライヴ r Au ¬ 
gust 1974」を残している。エコーをきかせたヴァイオリン、声、発振機に 


スに江藤を迎え成毛滋グループとして活動していた。 


⑴ N 0) よる m 想的な昔群のうねり、と書けば、想像がつくだろうか。 （昌） 
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こうもプログレを意識させるジャケットも U 本では珍しい。ライナーの 
玉木 t ' i 身の H 葉によれば、疗楽はみんな好きだが、とりわけドビュッシー 
とインド u 楽とキース.エマーソンが好きだということもあり、彼の作り 
出す疗楽にはひとつのジャンノ W こ収まリきれない多面的要素を持っている。 
彼の想像豊かな疰楽をバック.アップしているのは、杉本喜代志、高中正 
義、江藤呷、松武秀樹...•といった実力者たち。彼らの力演も見のがせない。 
アルバムのトップにふさわしい緊張感と美にあふれた A 1、バッハの名作 
をアレンジした B 2 、 そして最大の聴きものであろうアルバム.タイトル 
曲と当時の H 本ロック界の最先端を行くものだろう。82年発表された「存 
在の詩 j もヴォー々ルの多重録昔に挑んだ異色作。 （吉） 


大 M に作られているニュ ー•ミュージックの副産物といえるかもしれな 
いこの.レコード、もう10年以上も前の作品ではあるが、未だに新鮮に響い 
て来る。なぜか。テクニカルな面やらメカニックな面が強調され易い蛟近 
の傾向に反して、歌心を大切にしているからだろう。それを浮き上らせて 
いるのが、美しいストリングス、インド茳楽風なパーカッション、効果的 
なシンセであり、その的確で変化に a んだアレンジ（水谷•公生と渋井博） 
は並々ならぬものを感じさせる。全曲聴きものといえるが 、 B 2、3は当時 
のユーロ. ロックの名曲に匹敵する傑作である。山本道則とバックで好浈 
している水谷公生グループについては不明。ニュー.ミュージック界から 
人知れず秘かに第2の ''微笑"が生まれているかもしれない。 （吉） 



STOMU YAMASHTA 

& THE HORIZON 

Sunrise From West Sea “Live” 

KING SLC( J)359 71 廃 


現在も地道な活動を続けているツトム•ヤマシタの1971年のライヴ作品。 
この作品は海外では発表されていないため、外国人のマニアが人手したが 
勹ている作品でもある。この当時の山下は、クラシック界から抜け出てき 


たばかリのみずみずしさを持っており、ほとんど即興に近いその演奏は、 
ライヴでの観客との一体感が感じられ、非常に熟 K のあるものになってい 
る。当時の聴衆は、ジャンルを問わず、この手の先進的な音楽を好意的に 
受け入れる状況があった様だ。尚、バックには佐藤允彦や小杉武久など、 
クラシンク、ジャズ界の大物が参加している。 （坂） 



初期の日本の ロッ ク界において、 H 本のキース. エマーソンと も呼べ そ 


うな存在の柳 m ヒロの 1 st アルバム。彼はフードブレインのメンバーでも 
あり 、 LOVE LIVE LIFE 、 ミルクタイムにも参加している重要人物である c 
彼はかなりのソロアルバムを出しているが、その中でもこの 1 st アルバム 
は番ブログレ色が強い。 A 面はキーボード中心のインストゥルメンタル 
ナンバーであり、 ELP の影響をかなり受けている。サイケデリックで、ソ 
ロブレイ中心の演奏は当時の流行のスタイルであり、フードブレインとも 
共通するものである。 B 面はボップな小品が多いが、その後、彼はこの路 
線で完全なフォークシンガーになってしまった。 （坂） 


HIRO YANAGIDA GROUP 

Milk Time 

東芝リバティ LPC-8037 廃 


当時地道ながら革新的な迕作りをめざしていた男たちが集まって作られ 
た LJ 本版スーパーグループといえるのが柳⑴ヒロ.グルーブだ。メンバー 
1人、1人の略歴を#くスペースはないが、名前だけでもあげておかなけ 
ればならない。柳出ヒロ （ kbd )、 水抒公生 ( g )、 角田ヒロ （ ds )、 玉木宏樹 (vln 
山'⑴ケイジュ （ t ))、 それに中谷ノゾミ （ fl ) といったメンバー。ここでくり拡 
げられるのは情熟と若さに満ちたへヴィーなロックである。ヴァイオリン 
を使用したということでも記憶に残すべき作品かもしれない。チェンバロ 
とフルートの美しい曲が間奏曲として使われ、対称的な効果をあげており、 
柳出ヒロが残したレコードでは本作とワーナー時代のソロがベストと思わ 
处る。 （吉） 



Y0NINBAYASHI ( 四人雠子 ) 

Golden Picnics 

CBS S0LN 7 76 廃 


日本のプログレ.グループの中で最も商業的な成功を収めたのが、この 
四人難子だ。四人嘸 f - の代表的アルバムと言えば直ぐに73年に東芏レコー 
ドよりリリースされた 1 st アルバム「一触即発」という返答が多いが、本 
質的により ''プログレッシヴ"であり、完成度の高い作品はこの 2 nd アル 
バム「ゴールデン.ピクニックス」の方だ。アルバム全編にスト—リ—形 
式を用いて、多榷に渡る昔楽の隔合及びパロディーまで加味された豊かな 
彼らの感性が発揮された名作。特に本作のハイライトである大作 ''泳ぐな 
ネッシー"はピンク•フロイドの「狂気」的な昔のコラージュの手法や複 
雑多岐に及ぶ変拍 f - を駆使した曲構成、ギルモア&フリップ.スタイルの 
ギターワークが-一体となったオリジナリティー溢れる名曲だ。 （ UNO ) 






























SINGLES 



筆者の J 己憶では我国のユーロ《 ロック，ファンが中 
古盤に闺を向けるようになったのは?7年頃のことだっ 
たと思う、もちろん、それ以前にも中古レコード0は 
あり、ューロ* ロックのレコードも極少数ながら売ら 
れていたはずであるが、それは p ッグあるいはポップ 
スの一部としてであり，少なくとも専 H 店はなかった 
ものと思われる。それとほぼ竑行して、マニアの間で 
廃盤ブームが起った。その後の約5年間ぐらいはブー 
ムの最盛期とも言うべきもので、ヨーロッパ各国から 
珍しいレコ--ドが数多く我国に入ってきた c こうした 
こともあり、また、田本人の循民性もあってか、現在 
の p 本はヨーロピアン•ロックに関して世界中で最も 
多ぐの情，報を持った（情報のみが先行し、肝心の音が 
それに付いていっていないという大きな問題もある 
が）国となっている。 

廃盤 ブー ムが轉を越えた頃、一部のマユアが シング 
ル盤にも関心を持つようになった 3 こうした1人に、 
始めて、 マクソ フォーネ、ロ カン ダ* ヂ レ*ファーテ 
らの シンダルを 見せられた（見ただけで聽かなかった 
が）時のことは今でも覚えている a そ^)後しばらくし 
て、山畸氏が ヨーロッパへ 行き、 イタリアで シンダル 
盤を大量: に貿フ てきたそれは 100 枚近い量で> 資料 
としても重要な ものと なった。 PFM の前身と して 知 
られる クェッリが ビート •サウンドのシングルを かな 
りの数リリー スしていること。 フィ！； ッ ブスから LP 
を発表する以前のレ. オル メがボッブス* グループと 
して力一‘ジュークボックス* レー ベルに 少なくとも 
6 枚 以上の シングルを 残して いること ◊ ラッテ•ミ 
エーレ、ダルッポ卻 m、 ジェットが lp (ラッテ •ミ 
ェーレは 3rd アルバム）発表後、いずれも数枚のシン 
ダルを リリースしながら、70年代後半まで活動を続け 
ていたこと、 ブルンニ*ヂル •ソーレが！ st アルバム 
リ リース以前に初期のアルバムに収録されたいくつか 
の曲をシングル（別テイク）で出していたこと等、各 
:穐情報を実際に確認するに至った，それにも增 して、 
イル.バレット* ヂィ 、ブ p ンゾ、 ラッテ* ミェー レ、 
R.D.M. (ビクチャー.スリ ーブに アルバムからのカッ 
卜と記されており、 4th アルバムを必死で捜した：： と 
を思い出す。その後、アルバムはリリース されて いな 
いことが判明した）、 ブロ ッコ •メン ターレ（内容が 
充実していることもあって > これは特に印象に残ってい 
る） 等の LP 未収の作品は筆者に シングルの 面白さを 


教えるに充分なものであった 4 

こうしてシングル盤に興味を持った集者はフレン 
チ* ロックを中心にシングルを集め始めたのである， 

今、筆者の レコード•ボック スには200枚近い ユー 
口* ロックのシン ダルが ゝ 収められている。特に思い出 
深いものを以下にいくつか上げてみたい ◊ 最も印象に 
残って いるのが アール■•ゾイの「 Sangrta/Something 
in Lovej である。かなり前に外国の雑誌でアール. ゾ 
イが f Symphome Pour Le Jour 011 Bruleront 
Us Citesj 以前にもレコードを澍していることを知っ 
1■こ, その後、フランス人にそれがシンダルであり、非 
常に珍しい レコー ドであることを教えられた。 フ^:イ 
ヴァ リット.ダルー プの i つで ある アール，ゾイ の デ: 
ビュー作，音だけでも聴いてみたいとつくづく思った 
ものである ◊ 約2年前、本シングルの入手が決まった 
時のこと、音とピクチャー*スリーヴを想像しつつ心 
待ちにしたレコードが到着した時のことは今なお忘れ 
られない P レ ニス，コレアのシングルに関する思い出 
も忘れ難い。 3 年以上前、ジャン，ピエール.アラル 
サンと クロード.ピュトゥルフラムのコラボレー シヨ 
ンであるということ以外一切分らぬ1枚のシングル盤 
を入手できるかもしれない機会を得た。あのサンド 
ローズの ギターリストで あり， ザカ、ベラン ジ ュのア 
ルバ A でも素晴らしいプレイを展開しているアラルサ 
ンであるが、単なるバック.ミュージシャンに徹 U 念: 
作品もあり、シンダルということもあってこのレコー 
ドを簡単にあきらめてしま っ た。これが大間違い。 
fMea Culpa」 は サンドローズのアルバムに収録され 
たものの原曲で、アラルサンも メロディアスな 好プレ 
イを披露していた◊時、既に遅し。二度目のチャンス 
は今もってやって来ない。その他、 マグマ、ヤニック. 
トップ、アンジュ、タイ •フォン、シゾ ー 、ラッテ. 
ミエ ー* レ、イノレ*バレット•ディ ，ブロン ゾ、 コー マ 

ス （33 固転）等*思い出のシングルは数多いが、それ 
らについてはまたの機会に書いてみたい。 

長い曲が多く、作品としてのトータル性を重視する 
ことの多いプログレ、パンヴ •ロック では元;来 シングル 
盤の重要性は低いものであった。個人的には今もこの 
考えは変わっていない u また、入手が難しく一般性に 
乏しいというのも事実である，しかし、主たる LP 作 
■を聴き終えた人達がシンダル盤に興味を持つ:：とも、 
ごれまた当然のファン心理と言えるだろう。貿川雅彦 




SINGLES 

ITALY 



プログレ ッシヴ.オルガン.ロック.トリオの ALLUMINOGENI はアル 
バム1枚とシングル5枚をリリースして1974年に解散したが、そのリーダ 
一であったキーボード奏者のパトリッツィオ.アルミニオは翌75年にソロ 
-シン.グルを1枚発表している。アルミノジ上二時代にはいかにも一部の 
マニア向けの2流オルガン.ロックであったが、このシングルは、雄大に 
溢れ出すストリングス • シンセと悲愴感を漂わせるピアノ、果てしなく響 
き渡る低音シンセによって作り出されるシンフォニック.サウンドにイタ 
リアならではの歌い上げる泣き泣きのカンタウトーレ.ボーカルが絡む名 
曲。アルミノジュニ時代にこれだけのサウンドが出来たなら、もっと評価 
も変っていたのに… （ UNO ) 


アルンニ.デル.ソーレ（太陽の徒弟とでもいう意味）は実に息の長い 
グルーブである。60年代中期から活動を続け、現在でも活動中であるから、 
足かけ20年近くも活動していることになる。彼等のサウンドは、イタリア 
を象徴するといっても過言ではない程、南欧の哀愁に满ちて悲しい。この 
シングルは彼等の L P デビュー以前のもので、70年にリリースされたもの。 
最初期の叙情と初々しさを感じさせるサウンドで、ハ•オロ •モレルリを中心 
とした彼等独自のサウンドは既に確立されている。 A 面はファンタジアと 
いう佳曲。 B 面「花 （ Fiori )」 は P . A レー八:ルより後にリリースされる 2 nd ア 
ルバム 「E Mi Manchi Tanto ...」 の中の曲だがテイクもアレンジも全く違う。 
アルバムの録音より若さを感じさせる好テイクに仕上がっている。 （山） 



プログレッシヴ.サイドから見た場合、はっきり言って余り大した事の 
無いのがこのレー-^レ PDU なのだが、それでもこんな思わせぶりなシン 
グルに出会うこともある。多分別人なのだろうけれど、そのボーカルは余 
りにも Alvaro Fglla ( Jumbo , Prenestum Blocco 452) に酷似し過ぎている。 
A 面はポップ指向乍、このボーカリストの独壇場で思わず聴き惚れてしま 
う。 B 面は構成のしっとりとしたかなりプログレッシヴな作品。前半は清 
らかなボーカルでたおやかに流れるのだが後半に差し掛かるや否や、突如 
としてあのボーカルが叫び、キーボードの高鳴りがそれに続き、一気に終 
局へと流れ込む 。 J u mbo の活動が伝えられていない頃だけにかなり気に懸 
るボーカリストでありグルーブである。 （鈴） 


イタリアン Bast といえば Murple しか紹介されていないようだが、その 
手のマニアには謎め いた 魅力を持っている。今回紹介するこのシングル、 
まずジャケットが良い。私がもう1枚持っている同じ Basf の Polifeno (こ 
ちらはブラス•ロック）と同じ人の手によるものだろう。音の方も B 面は 
ブラス.ロック風で好みではないが、 A 面の 「 Passagioj は仲々の秀曲で 
ある。イタリアン•ロックには珍しくフルートがメインを取っており、バ 
ックに美しいストリング系シンセが流れる。ラヴ_ ロックと呼ぶには、へ 
ヴィーな感じで、改めてイタリアの層の深さを思い知らされる。このレー 
ヴェルにはまだ他のシングルがあると思われるが、水準が高いのではない 
かと想像される。 （吉） 



ノ％. 




BLOCCO MENTALE 

Uamore Muore A Venfanni 
Lei E’ Musica 

TITANIA TA101 73 



BOTTEGA DELL’ARTE 

Amore Nei Ricordi 
Mare Nustrum 

EMI 3C006- 18165 76 


レアー粮の多いイタリア.シンフォニック.ロックの中でもよリ人丁.•が 
W 難な ブロ ッコ.メンターレであるが、彼等はティタニア.レーベルにア 
ルバムー枚とシングルー忟を録•している。本シングルは咖面とも LP 木； 
収録曲で、サウンドはアルバムと M じような; Viw 感のあるなブログレ 
ッシヴ.ロックである。，決して派 f - さはないが、イタリアらしいグルーブ 
で、そのせいか、多々イタリアを聴き込んだマニアの叫ではその•沖_は“ 
い„ A 向 はピアノやアコースティック • ギタ ー にヴォーカルがのるのど 
かな曲、 Bifti も l “ J タイプのメンバーだがマイナーな感じのする切々とした 
iiii 0 ルに n パ I •のイタリアの以吹を感じさせる好ナンバーである、 ( Hi 1 


たおやかなメロディ ー•ラインと多種のキーボード群を絶妙に使いこな 
した見事な演奏力で、トップ.クラスのボルテージを誇る作品をリリース 
したボッテガ•デッラルテ。特に初期2枚の LP は素晴らしい作品である。 
そんな彼等のシングルは LP 未収録曲が多い。このシングルは A 面が未収で 
B 面はファースト•アルバムからのインストゥルメンタル.ナンバー。他に 
も 「Ghe Dolce Lei / Pastelli」（B 面が未収 ）、 「Bella Sarai/Resta Co L'occhi 
Ghiusi 」 （両面未収）等、 LP のボルテージと同等の名シングルを残している。 
サラリと歌い流して いる 為か日本での評価はまだまだ低いグループである 
が、この機会に再評価を促したい。イタリア人の持つ叙情と素晴らしい演 
奏力をかね備え持つグルーブ、それがボッテガ•デッラルテである。（山） 



M A R Q U E E 

EJURflP[AP^ 


























SINGLES 

ITALY 



IL BALLETTO Dl BRONZO 

La Tua Casa Comoda 
Donna Vittoria 


POLTDOR 2060 053 73 


シングルが 3 枚確認されている八レット.ディ•ブロンゾ。1枚目は 1 st 
Sir 1 〇 2222からの Neve Calda と L P 未収曲 Gomincio ’ Per Gioco のシング 
ル。ハード•ロックである。2枚目は両面とも Sirio からのカット曲で、 1 st 
時の名曲 「 Meditazione 」 が収録されている。（残念ながら最後のリリカルな 
生楽器によるエンディングがカットされている。）そして本作が3枚目のシ 
ングル。名作 Y S 時のもので両面共未収録曲。 YS が多少ポップになると 
こうなるというようなセンスの良い作品で、レオ.ネロのヴォーカルが絶 
妙の好盤である。往年期のバレット•ディ.ブロンゾの LP 未収作品とし 
てその価値は高い。ジャケットは Y S のジャケットと同じコスチュームを 
着た彼等が川辺にたたずむものでこれ又、必見の価値あり。 （今） 




THE COUNT 

Abracadabra 
Magic Drops 

RCA TB 的 -1270 78 




前回のシングル編で私の持っている貴重盤はかなり紹介されてしまった 
ので、今回自分のレコード棚を物色していると某氏よりもらったこのシン 
グルが目に止り聴き直してみた。盤にオリジナル•キャストと書いてある 
ことから、ラジオかテレビの番組のテーマ曲かもしれない。音はイージー 
•リスニング風なジャズ•ロックとでもいえそうな軽めの感じであるが、 
キーボードの使い方などプログレ然としており謎を呼ぶ バン ドである。-- 
切手掛かりになるようなことがジャケットに記入されておらず書きようも 
ないのだが、 RCA ということもありひょっとして有名な人でも参加してい 
るのではないかと想いをめぐらせるのも楽しいことだ。 （吉） 



CRASH 

Meditation 

Ekstasis 

VALIANT ZBV 7073 77 


イギリスの有名なパンク.バンドに CLASH があるが、こちらは彼らと 
は何の縁もないイタリアの CRASH 。 彼らについての資料がないので、正式 
なグループであったのかどうかは定かでない。また手元にあるこのシング 
ル以外のレコードが存在するのかも不明だ。さて、この謎多きレコードのサ 
ウンドの方であるが、 A 面のナンハ*一は爪弾かれるピアノとオルガンをバッ 
クに優雅なフルート、泣き泣きのギター、そして後半のハイライトに華鼸な 
ヴァイオリン•ソロが次々とオーバーラップされて行くクラシカルな秀作。 
クエッラ•ヴエッキア.ロカンダの 2 nd やルネッサンス的な味わいのある作 
品だ。シングル数枚だけをリリースして埋れてしまった多くのグルーブの 
中にも素晴らい、サウンドを持ったグノレ-ブか％、るという好例である。 ( UNO ) 



GIANNI DALL’AGLIO 

Aria Triste 
Mai Bam bole 


C6D C 6010046 78 


II Volo のドラマーとして著名な彼も 1 st LP の 「 Sonoj で名ソング.ライ 
夕一ぶりとヴォーカルを披露してくれた。もともと彼のグループ Dall ’ Aq 卜 
io Sera Mattino を聴し > た人なら分る通り、 メロディ アスでドラマチックな 
曲を書ける人なのである。78年発表されたこのシングルの A 面は彼のちょ 
つとたよりないヴォーカルを活かしたラヴ.ロック調のすばらしい曲。女 
性スキャットが絡むあたりの美しさは彼のファンでなくても K に入ること 
だろう。この曲その他の聴き所も多いのだが、それは CGD の優秀なスタッ 
フの力によるところが大きいかもしれない。作曲は Gianni Bella , G . Biga - 
zzi と彼の手によるもので、 B 面はリズムを押出したポップス調。 （吉） 



DALTON 

La Donna E II Bambino 
Vuoto 

IAF 1902 74 


60 年代後半から活動を開始したイ•ダルトンは数枚のシングル（これら 
はいわゆるビート•グループ.スタイルの作品）をレーへ^レを点々としな 
か*らリリースした後、72年に名作 '' RIFLESSIONMDEA D ’ INFINITO " を MU ¬ 
SIC レ一へ^ルにて製作。そして 2 nd '' ARGIALr を IAF レーへ W レよりリリース 
して解散してしまうわけだが、本作は両面共に、 2 nd LP からのカットであ 
る。ジャケット*カヴァーの絵が非常に印象的なのでここにあげておくこ 
とになった。この時期には、すでにプログレッシヴ色は後退しているが、 
ほのぼのとした歌を全面におし出したもので、切々とした哀愁がイタリア 
然とした叙情をかもし出している。それはメタモルフォーシにも通じる泥 
くさいものだ。 （山） 



DELIRIUM 

Jesahel 
King's Road 


FONIT SPF 31293 72 


デリリウムは 3 枚のレギュラー.アルバムの他に m の知りうるかぎりで 
も6枚はシングルをりリースして，、る。7バ1•■から75十•.の間にリリースされ 
ているが、それらのほとんどは LP 未収鉍曲である。本作品もその例にも 
れず、_面米収録曲で、ことに B 面は彼等の仝作品屮、敁もプログレッシ 
ヴで权怙的なナンバーである。インストゥール.ナンバーでムリ、もの悲 
しげなピアノがメロディーをとる liirr 部から、ややジャージーなアドりブ 
を展開する屮問部（やはリピアノがメイン ） 、そしてためにため込んだ後に 
G 場するメロトロンの洪水と力強いシンフォニック•サウンドである。イ 
タリアの(鎖であリながら遂に ㈤ 内盤がリリ -- スされずじまいのデリリウ 
ムであるが、彼等はオリジ十リティーあふれるなグルーブである。（今) 


























JOCULA の結成以前に ANTONIO BARTOCCETTI 力《在籍していた 
グループ。編成は4人でサウンドの要はボーカルも兼ねるオルガニストの 
LUCIANO LUCA と作_、ベースの ANTONIO 。 両面共に単なるオルガ 
ン • ロックの域を出ず、聴くべきものは殆んどない。所謂コレクターズ. 


アイテムであり、後に開花する ANTONIO BARTOCCETTI の非凡な才 
能は未だ混沌の中に埋もれていたのだろう。蛇足ながら、ジャケットの美 
しさだけは、特筆ものである。 〔鈴〕 



フォ ルムラ•ト レは多数のヒット曲を出したグルーブであるからして当 
然シングルの数も多い。しかしそれらのシングルの中でも最も話題性のあ 
るのがこのシングルである。両面を通して一曲という異色の作品でライヴ 
• レコーディングである。 71 年であるから 2nd アルバム頃の作曲で、アル 
ベルト•ラディウスのへヴィーなギター.ロック、ラフなガブリエレ•口 
レンツィのオルガン.トーン。ホットなトニー.チッコのドラミングとラ 
イヴ演奏の熱いムードを良く伝えた好 盤。 演奏はアート•ロック的なへヴ 
ィーなものである。他にもソニャン ド•エ•リソ ニャンドの別テイクとい 
うような話題シングルもあるが、こちらのほうは彼等のベストに収録され 
ているテイクなので今でもなんとか入手できるだろう。 （今) 


FORUM LIVII 

Space Dilemma 
Homesick 

Ml MO ZMS0199 72 


ミノ.レーへ i ルからシングル1枚をリリースしたのみ （L P があるとい 
う説もあるが筆名は米だ U ていない）のフォルム.リヴィは70年代前ずに 
活動してぃたグループである。へヴィーな部分とプログレッシヴなアイデ 
ィアが交尨するプログレ=ハード路線のグループで、このシングルから全 
てを推测するのは余りに危険であるが、おそらくライヴではノリの良いホ 
ットな演奏をしてぃたものと思われる。ギター、ベース、ドラムス v キー 
ボードの編成でメインになるのはやはリギターである。 A 面が様々なアイ 
ディアを盛り込んだ仲々の曲で、 B 面はプリティッシュナイズされた完全 
なハード.ロックの曲。イタリアにはまだまだシングルのみで終わったバ 
ンドの名盤が埋もれているようである。 （今） 



EQUIPE 84 

Sogni Senza Fine 
Meditazione 

ARISTON AR 00682 


エキぺ • オツタンタ.クァトロは LP 5枚と多数のシングルを70年代に 
戏したが、.基本的にはボッブス.グルーブである。しかし73、74半頃の彼 
%は他のホッブス.グルーブがそうであったように一度はプログレッシヴ 
.ロックの:^哪を，;2:けた時期が.あった 。 L P でいえば SACRIFICIO であリ' 
ンングルでは本作品あたリが一#、プログレッンヴな内容ではないだろう 
か。本作品は陶面ともメロトロンを人幅に導人して、曲構成こそ単純では- 
あるがメランコリックなムードを出しており、惝緒あふれる Ut ， な a -上が 
I ) である。ブログレッシヴ.ロノクがイタリアで降盛を極めたこの時期に 
はボッブス.グル--ブまでもがそのイディオムを吸収して iT 花爛漫であっ 
たのだということを恕い出させる一枚。 （今） 




FORMULA 3 

Sognando E Risoanando 
Storia Di Un Uomc E Una Donna 

NUMERO UNO ZH 50148 72 


最もブログレッシヴな作品として評価の高いフォルムラ.トレのサード 
•アルバムからのカットである本シングル。しかし 、 A ifii Sognando e Ri - 
sognando は LP とは別テイク。どちらかといえばこちらのほうがスリリン 
グなテイクに仕上がっていて出来は良いと思う。このテイクは後にヌメロ 
•ウーノ •レー-:ルからリリーズされた彼等のベスト•アル八ムに収録さ 
れているものと同テイクである。フォルムラ•トレが従来のサウンドと、 
当時流行したプログレッシヴ•サウンドを非常に高いレベルで結合させな 
珠玉の名作ということができると思う。テクニック云々という壁を越えて、 
今、尚、良質のグルーブであったと僕に確信させる、素晴らしいロック • 
ユニット、フォルムラ.トレの名シングルである。 （山） 


GATTI ROSSI 

E Dire Che A Maggio/Se Ne Va 

Philips：6025 076 72 


60 年代からビート.グルーブとして活動していた彼等は 68 年 IstL 戸を 
発表する。編成は Ninni Carucci を含む4人。サウンドは当時の Dik 
Dik や Equipe 84と同様のもので 、 Moody Blues の“サテンの夜”など 
も取り上げている。 LP 同様シングルもヒット曲路線で大したものはない 
が、唯一これだけは別格である。両面共プログレッシブな演奏•展開が極 
めて魅力的である。特に A 面はあの Mauro Pelosi の記念すべき 1 st の名 
曲で、彼の唱法から完全に離れ、ダイナミックで劇的な曲へと変貌してい 
る。高揚するボーカル、華麗なキーボードそして感動的な旋律。全てが我々 
の感性に訴えかける。真に偉大なる曲であったと再認識させられると共に、 
最盛期イタリアの底深さを感じずにはいられない。 〔鈴〕 

























SINGLES 

ITALY 



60 年代から活動している GENS が、驚くべきことに、メロトロンを使 
用していた頃のシングル。フィリップスの LP は極平均的ポップスの為、 
無視されがちな存在だが、このシングルを聴いた後ではそうした彼等のイ 
メー ジを払拭せざるを得ない。ボップでドラマチックなメロディー.ライ 
ン、イタリア的なハーモニー、それらを包み込む重厚にしてダイナミック 
なメロトロンの波、全てが一つの極点に流れ込む様は圧巻の一語である。 
他にもこの作品に前後して同傾向の良質なシングルを2、3数えることが 
出来る。ラブ•ロック、ポップス系のグループにも隠れた名曲が有り得る 
好例である。 〔鈴〕 


GRUPPO 2001 

し ’ anima 
Angelo Mio 

K UNIVERSAL ISP 56140 73 


60 年代にイタリアのみならず、人気を呼んだジガンティは、いわゆるビー 
卜•グルーブである。が、しかし、ラスト•アルバムの ' "Terra In Bocoa 〃が、 
素晴らしいプログレッシヴ • ロックの名盤である為に、マニアの内では評 
価の高いグルーブである。本作はそんなラスト•アルパムの冒頭部分から 
のカットである。力強いイントロダクションから始まってヴォーカルがひ 
とくぎりするまでの部分が収録されている。ただしアレンジもテイクもか 
なり LP とは異なるというマニアを悩ますシングルである。ジャケットも 
LP と同じであるのにテイクが違うというめずらしい例の一枚。ジガンテ 
ィは他にも実に多数のシングルをリリースしているが、それらほとんどは 
ビート-グルーブとしてのものである。 （山） 


IL GUARDIANO DEL FARO 

II Gabbian. Infelice 

MCMOI SRL 10671 




国内盤もリリースされているグルッポ 2001( ドゥエミッラウーノ）は70 
年頃から70年代後半までに LP 1枚（ラルバ•ディ • ドマーニ以前に 1 st 
があるという説あり）と少なくとも7枚のシングルをリリースしており、 
内“ Una Bambina.../Messagio ”以外は全て L P 未収曲である。本シングル 
は73年にリリースされたもので彼等の歌の部分が強調された出来の良い作 
品である。イタリアらしい清涼感あふれる名曲といえそうである 。 KING 
レーベルに3枚のシングルを残した後、 Mercury , CP , Strega レーベルを 
点々としながらシングルを発表するが後の作品になる程、ヴォルテージは 
落ちていき、最後の作品はテクノ色がある作品となってしまった。彼等の 
盛期は71〜75年頃までと推測される。 （山） 


イル.グアルディアーノ .デル. ファーロは一 言でいうとイージー•リ 
スニングを浈奏するユニットである。アルバムもシングルも多数リリース 
されているので、一度くらいは輪人盤店で名前をみかけた人も多いものと 
思う。ジジ.カペロット（ベース）やトゥリオ•デ. ピスコ ポ（ドラムス） 
が在错していたこともあるが、祐本的にはシンセサイザーをメインにイー 
ジーリスニンダを奏でている。本作はそんな彼の代表的なサウンドであま 
リプログレッシヴとは関係ないが彼の代表的な作品としてリストアップし 
ておく。彼の多数の作品の中にはブログレッシヴな佳曲も多々あり、シン 
グルとして聴くとハッとするものもあるが、 LP 全面を通してのプログレ 
ッシヴはない。 （山） 


HUNKAMUNKA 

Fino A Non Poterne Piu 
E’ Pura Fantasia 


HUNKA MUNKA 

Dolce Mela 
SulTaereoplano 


RICORDI SRL 10647 71 


HUMERO UNO Z 明 7214 81 




Hunka Munka の本名はロベルト.カルロッ > 。彼は 1967 年に "'Anonima 
Sound " というビート.グルーブの一員としでデビューし、1972年にリコルデ 
ィから初の ソロ •アルバム1枚と2枚のシングルを発表。同時にディク•デ 
ィクの アルハ •ム 「Suite Per ...」 の制作を協力したのがきっかけとなって、 
ディク•ディクに加入し、 「ソ〇13(1(1〇」、「厶[711〇0」の激のし？に参加後脱退し 
自らのグループを率いて活動する傍ら、1981年にヌ メロ •ウノより ソロ. シ 
ングル1枚を発表し、現在アレンジャーとして第1線で活躍しているアー 
ティストだ。そして1971年にリコルディからリリースした LP 未収録曲の 
1 st ソロ. シングルは美しいストリングスと独得の音色のオルガンが印象 
的な 「 Volando 」 をしのぐ秀作。思わず涙してしまう。 （ UNO ) 


72屮に 「Dedioato A Giovanna Gj というアルバム（歌の仿感とブログレ 
ッシヴな浪奏がブレンドされた好作 M ) をリリースしたフンカ.ムン乃 （ 7 C 
アノニマ.サウンド LTD の口-ベルト.カルロットの変 X )であるが、それ 
以後の彼の活動は一切わかってはいない。がしかし、81肀になって、突然 
シングルをヌメロ.ウーノよリリリースした 0 それがこのシングルである。 
liijlft •共-、アレンジをひき'5:けたエンリコ.リッカルディの曲。フン々.ム 
ンカはヴォーカルをメインに録•している。特に A サイド、ドルチェ•メ 
—ラがたおやかなヴォーカルを土沐にした秀曲。ブログレッシヴな系#こ 
そ期はできないが、それをおぎなってあまりある熱叭。小:物のイタリアめ 
歌というものを感じる。 （今） 



























J.E.T. 

Anikana 〜〇 

Guarda Con I Tuoi Occhi 

DURIOM Ld « 7796 



JUMBO 

Vorrei 

II Re Dei Re Del Rock & Roll 

ATLANTIC 110672 75 


変型ジャケットのほうが先行して話題になっているふしのあるジヱット 
であるが、彼等のサウンドは基本的にはプログレ=ハードであるといえる。 
しかしそこはやはりイタリアらしく、地中海の太陽につかれたような甘美 
なメロディーラインと流れるようなサウンドを持ち、不思議な魅力を放っ 
ている。それは彼等のシングルにもいえることであり、今尚我々に問いか 
けるイタリアの恋の炎はおとろえてはいないといったところだろう。本作 
品は73年のサンレモ音楽祭で彼等が歌った作品が A 面に収録されたもので、 
ホーンセクションを加えたポップな好ナンバーと生ギターとヴォーカルの 
からみが哀愁をそそるナンバーを収めた LP 未収作品である。従来のスタ 
イルとは少々傾向が違うが、その核はやはりジェットであるといえる。(今) 


JUMBO は LP 3枚をリリースしたことが知られているが、そのブルース 
をルーツにするあくの強いブログレッシヴ.サウンドは—部に根強いファ 
ンを持つ。牧歌的な渋い味わいを持つセカンド 「 DNA 」、 多彩なゲストを迎 
えて重厚なシンフォニック作品に仕上げられたサード 「 Vietato ...」 は特に 
素晴らしい作品である。サード•アルバムを録音した73年にメンバーの一部 
が Prenestum Blocco 452というグルーブ名でシングルを一枚発表するが 
JUMBO 自体、その後も活動を続けていたようだ。75年に Atlantic レーベル 
から本シングルを発表した。おそらくこれを最後にグルーブは解散したも 
のと思われる。ここではすでにブログレッシヴ色は失なわれてしまってい 
て、本来のオーソドックスなロック.バンドとなってしまった。 （今） 



I KREL 

Fin Che Le Braccia Diventino Ali 
Ell Mando Cade Giu 

RIC0R0I SRL 10573 70 


PFM の前身グループとして” QUELLI " はあまりにも有名であるが、 PFM 
=QUELLI という単純な図式は成り立たず、 QUELLI に在籍していたのは 
Key のブレモ ーリ とギターのムシーダの 2 人のみで、例えばべ--スの G . ピ 
アッツァは自らのグルーブを牢いて活動し、アルバム1枚をリリースした 
後に PFM へ加入している。ここに紹介するクレルも PFM 関係の重要なグ 
ループであり、ドラムの F . チョッチョが在籍していたグループだ。シング 
ルという限られた枠内であり、しかも 1970 年という年代の制作であるので 
当然、本格的なプログレは望めないが、重厚でスリリングなハモンド•才 
ルガンを中心としたポップ&ロックでビート.グルーブであった QUELLI 
より PFM のサウンドへの直接的な影響は強いと思われる。 （ UNO ) 



LA VERDE STAGIONE . TAVOLA ROTONDA の中心人物 、 I 
HLE の兄弟による秀逸なる1枚。特に B 面に於けるあまりにも美しいサ 
ウンドは70年代後期イタリアの中にあって一際清純な音世界を展開してく 
れる〇どこまでも清らかな彼等のサウンドは、何百のラブ •ロック、 ポッ 
ブスとは一線を画し、それらが決して辿り着くことの出来ない夢想と哀愁 
と感傷の空間となる。 

決して LP をリリースする機会を持てなかった悲運の兄弟、 LAND 0 
と LUCA 。 しかし彼等が60年代から遺してくれた何枚かのシングルは、 
今もなお、我々の感性を櫟り、忘れかけていた感動を呼び覚ましてくれる。 
聴く度に味わいが増す彼等のサウンドは決して派手ではないが、とても大 


事なもののように思えてならない。 


LATTE E MIELE 

Mese Di Maggio 
Tanto Amore 


LATTE MIELE 

Un Silenzio Diviso In Due 
Per Poter Vivere 


POLTDOR 2060 085 74 


MAGMA MAB 06 77 




〔鈴〕 


ラッテ•エ.ミエーレは 3 rd LP 発表後も活動を続けており、レーベルを 
点々としながらもシングルのみはリリースしてきた。もちろん 3 rd までの 
時期も L P 未収シングルをリリースしており、その中には佳曲も少なくな 
い。本作は 74 年のリリースで、 2 nd パピヨンの一年後のもの。おそらくポ 
リドールからの最後のシングルと推測される。曲は両面共 LP 未収録曲で、 
たおやかなイタリア然としたヴォーカル曲。例えば 1 st の B -2 のヴォーカ 
ル-ナンパーを想い出してほしい。あの叙情が同ヴォルテ ージで 演奏され 
ていると思えば大かた想像がつくのではないだろうか。正にイタリアン. 
ロック往年期を謳歌する名盤である。彼等の初期のシングルについては未 
だ良くはわからず、他にも LP 未収曲があるのかもしれない。 （山） 


ラッテ. ミエ レは 1971 年に Durium レコードからシン グル •デビューして 
以来、同レーハ^ルから 2 枚、 1972 年に Polydor に移籍して 3 枚をリリース 
した後、 1976 年に Grog から 2 枚と 1977 年に Magma から 1 枚リリース。 以 
降、移籍を繰り返して RCA から 2 枚、さらに E Ml から 2 枚リリースして現 
在までに12枚ものシングルを発表しており、その大半のものは L P 未収録 
曲シングルで、その中でも 77 年までにリリースされたもの ( i どれも甲乙を 
つけがたい程、好ナンバー揃いでマニアでなくとも収集意欲をそそられる 
訳だが、その中でも 77 年に Magma からリリースされた本シングルは 出色の 
作〇スリリングなストリング.アンサンブルを大幅に導入し、甘く切ない 
''ラッテ- ミエ レ"の世界を華麗に演出している。 （ UNO ) 
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SINGLES 

ITALY 



Latte E Miele といえば 1 st LP の印象があまりにも強くあの面影を追っ 
て行くと失望してしまうことのほうが多い。このシングルは 1 st LP にこだ 
わって％かなければ、水準以上の出来であるといえる。キーボードを多用 
したラヴ.ロック.サウンドで翌年発表されたシングル （Magma MAG 06 
先号参照）と比べるなら新メンバーのためかアンサンブルの点で物足りな 
さが残る。とはいえ、時代の波に流されず自分たちの音楽をやりとげた彼 
らの執念に敬服する。 B 面は LP からのカットでだらだらと長くやってい 
るよりこの方が聴き易い。まあ、 LP のさわりを B 面に持って来たという 
ことだろう。 （吉） 


ラッテ. ミエ ーレは70年にリリースしたサード. アルバム 後も RCA~E 
Ml とレーハ^レを移りながら、シングルをリリースしている。テレビの司会 
等を手がける等、彼等も時代の波を泳ぐ為には苦労をしてきたようだ。77 
年以降は完全なポップス，グルーブとして再出発した彼等だが、過去のプ 
ログレッシヴ • グループというレッテルにとらわれなければ、良質な作品 
を歌っているといっても良いと思う。本作品はそんな後期のラッテ •ミエ 
ーレを代表させる一枚で、都会派ボップス的サウンドが両面を占めている。 
後期のラッテ. ミエ ーレを聴くと、往年のイタリアン•ロック.ムーヴメ 
ントへの想いが募るが、古い槪念でこの作品を評価するのは彼等にとって 
も無礼であろう。良質のアーバン•ボッブスである。 （山） 



LEO NERO 

Fremo 

Monitor 

EMI 3C 006 18364 



LM SPECIAL 

Funky Prugna 
Avventura 

6R06 CR03 77 


レオ.ネロことジャンニ.レオーネは、70年代前期にバレット•ディ•ブロ 
ンゾのキーボーダー及びセッションマンとして活動していたが、バレット • 
ディ.ブロンゾ解散後はソロ活動を行なっていた。高水準の演奏技術と天才 
的なひらめきを持つ独得のヴォーカル.スタイルで、イタリアン•ロック.フ 
ァンの心を動かす名作アルバム「 VEROj を77年に EMI に録音する。80年に 
は CB 0 レーヘ^レよりセカンド 「 MONITOR 」 をリリース。前作の名ごりを残 
しながらもニュー <7ヱイヴ.グルーブへと変容していつた。本シングルは 
78年のもので A 面は L P 未収曲でポップな中にもセンスの光る曲。 B 面は 
アルバム r VEROj よりのカットで、たおやかな彼のヴォーカルをフィーチ 
ャーした叙情ナンバー。共に彼の才能の開花した好作品。 （山） 


数年前から マニアの 間で噂されていた グループに LM • スペシャルが あ 
る。これはラッテ. ミエー レの改名したグループでレコードが残されてい 
るらしいという曖味なものであった。それがこのシングルなのである。サ 
ー ド. アルバムの 翌年77年にグロッグ.レ ーへ ^レに残されたこのシングル 
で聴くことのできるサウンドは、 キーボー ドをメインにしてはいるものの、 
ディスコテックな作品であり、出来はそれ程良くはないが、読者への解答 
という 意味でここにリストアップしておく。明らかに商業的視野にたって 
の作品であリ、彼等の持ち味はここでは後退してはいるが、ヴォーカルラ 
インにそのなごりをとどめている。 （山） 



口々ンダ.デレ.ファーテには3枚のシングルがあり、1枚は 1 st L P 
からカットされた 「Non Chiudere A Chiave Le Stellej r 1976 /Polydor : 
2060 -148 、 もう 1 枚はこの 7 インチ.シングルに1曲加えた12インチ.シ 
ングル。そして最後の1枚が L P 発表の2年後にリリースされた L P 未収 
録曲の 「New York , cw : Neve Lune 」。 ツイン.キーボードの片割れであつ 
たオスカー■とボーカルのレオナルドが脱退し、代わりにサックス奏者とボ 
—カリストが新加人して録， V されたこのシングルの A 面は、いかにも彼ら 
らしい甘いポップなスローバラードで、 B 面の方はアルバムの名曲である 
A -1 に非常に近いナンバー。今 M 紹介したシングルの中で1、2位を争う 
名曲だ。 （ UNO ) 


$ t •を落すや否やディスコ調のイントロに思わず身を乗り出してしまう。 
終りまで聴けば特に悪い出来でもなく、キーボードを中心としたテクノ¬ 
ポップと ディ スコを収リ人れた--般受けしそうなサウンドを持っている。 
レコードをひっくり也すと別人の如き哀愁のラヴ.ロック 。 Sandro Giac - 
obbe のラヴ.ロックの名作 「 Bimba 」 という LP を想い出してしまった。泣 
きの フレーズで 盛り上げてースに聰かせてしまうというその手の ファンに 
はこたえられない1枚であろう 。 Danilo Rustici のグノ h ブのシングルと思 
い 買ったわけなのだが、これは別グルーブであり、メンバーその他に つい 
ても分らない。レコード会社から考えると結構人 K があってもおかしくな 
いのだが。 


MARQUEE 

EJUftflPEAN ROCK CATALOG 





















MAXOPHONE 

II Fischio Del Vapore 
Cono Di Gelato 

PR00UTT0RIASS0CIATIPA/NP-3267 77 

Pro : Sandro Colombini 


彼らは 75 年に唯一の L P を出しているが本作がリリースされたのは77年。 
この2年間の空白について語る資料は何もない。 LP が高水準のシンフォ 
ニック•ロックだったため若干ポップな色合いを増した本作は音無しく聞え 
るかもしれないが、 A 面は仲々の秀作といえそう。メロディーライン等に彼 
ら特有の持ち味を残しながらも、とても美し v 、歌物に仕上がっている。 ac . ギ 
ターによる静かな幕開けながら後半の盛り上がり方などは往時の面影を忍 
ばせる。一方 B 面に入ると澄み切った音色は相変わらずだが現代風でかな 
りイージーな作りになっており、後半部分のピアノ、サックスなどはともす 
ればジャジー。もっ,とも、ジャズ風の音作りも彼らの守備範囲であることは 
LP の A 1の曲中程で顔を出すパートを聴けば判ることではある。（江） 



NEW TROLLS 

La Prima Goccia Bagna II V is o 

CETRA SP1460 71 


多数 LP 未収シングルがあるニュー.トロルスだがそんな彼等のシン 
グル群の中から本作を代表してあげておく。71年、ヴュネチア音楽祭のラ 
イヴ.レコーディング作品で AB 面あわせて8分半の演奏が収録されてい 
る。日本では A 面が71年に、 B 面が79年にと別々に発表されている。初期 
ニュー.トロルスのハードな側面をかいまみることができるだろう。聴く 
曲々によって、多少統一感のないグルーブだが、どのアルバムもそれなり 
に素晴らしい作品であり、いぶし銀のようなしぶさを秘めた玄人好みのグ 
ループであるといえるだろう。トロルスを軽棟している向きにはこの機会 
にぜひ再評価をうながしたい。 （今） 


I. MIGRANTS 

In Una Sera 
Fiore 

BLA BLA BBR1304 


プログレ •イ コール 大作というお考えの方にはシングルはあまり魅力が 
ないかもしれない。だが、実力はありながらもシングルだけで終ってしま 
ったグルーブは数多い。それでも無視するか、それとも、その一端にでも 
触れようとシングルを買い集めるか、迷うところである。この Bla Bla レー 
ベルより発表された Migrantes の多分唯一のシングルは70年というまだ早 
い時期にありながらかなりの完成度の高いサウンドを持っていた。オルガ 
ンの イントロから始まりへヴィ ーなギターと ドラムが加わり、 ヴォーカル 
•パートになると叙情的になる。 B 面もイタリア独特の生ギターのつま弾 
きから始まる叙情的な面を持つたへヴィー • サウンドの秀曲。 （吉） 




NEW TROLLS 

Black Hands 
Percival 


CETRA SP1494 


B 面が 「Searching For The Land 」 からのカッティングなので72年頃の 
発売だろう。 Fomt は発売年が明記されていないので困る。次々と名作を発 
表する以前とはいえ、この 「Black Hand 」 の出来はすばらしい。 TV ドラマ 
のテーマ曲のためか、いままでの彼らのサウンドと多少異なる部分がある 
が、メロディの感じは前述の L P の1曲 「 Searching 」 に良ぐ似ている。さ 
らにロック調でドラマチックな曲作りにしたという感じ。 （ ドラマチックな 
曲が好きなので、私の担当にはこの言葉が多くなってしまう。）ジャジーな 
感じの Gianni Belleno のドラムがいい。曲全体をひきしめている。さらに 
効果的なビアンといい、ヴォーカルのメロディーラインといい New Trolls 
フアンでなくても魅力的なシングルにちがいない。 （吉） 



NUOVA IDEA 



.... 

Pieta, Un Uomo Contro Llnfinito 
Dolce Amore 



: 塵 

OREGON OR/ 700 70 
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OFFICINA MECCANICA 

Bambini Innocent; (Strumentale) 

PICCI 163929 3029 73 


ヌオヴァ•イデアー知られているだけでも3枚の LP と4枚のシングルを 
リリースしているク;ループである。本シングルは、 LP リリースに先がけて 
彼等がリリースした最初の録音で、 LP 未収録曲である。70年ということも 
あって荒削りなサウンドであるが、後の彼等のサウンドへの伏線的な役割 
を担っているといえば良いのだろうか。数あるイタリアンロックの中でも、 
名前こそ知られているものの、日本では、人 K のないグループであるが、 
プログレッシヴでかつポップなサウンドは、オリジナリティあふれる素晴 
らしいものであるといえよう。初期オザンナ風1 st 、軽快なプログレッシヴ 
• サウンドを有する 2 nd , 2 nd の延長線上にありながら自己の音楽性を最も 
明確にした 3 rd とどれも仲々の好作品である。 （今） 


読者の皆さんにはこの ''オフィチーナ.メカニカ"というグループ名は 
あまり馴染みの々い名前だと思う。それもそのはず、現在3枚のシングル 
の存在が確認されているだけの超マイナーグループだ。（恐らく L P は制作 
していないと思われる J ここに紹介するものは確認されている3枚のシン 
グルの中で最も新しいシングルで、暗い讚美歌風コーラスをイントロとし 
て、クリムゾン張りのブラス.アンサンブルと憂い溢れる生ギター&ボー 
カル • パートが相互に織りなすプログレを展開する。チヱルヴヱッロやイ 
ル.バレット •ディ .ブロンゾの 「y S 」 のイントロ的霁囲気だ。 B 面は 
この曲のインスト.ヴァージョンで、こちらはイフ.タイプのブラス•口 
ック.アレンジに仕上っている。また他の2枚も同様のブラス.ロック. 
サウンド。 ( UNO ； 
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SINGLES 

ITALY 



Officina Meccanica の Vedette 移籍後の秀逸な 1 枚。 Picci 時代のサウ 
ンドは、 Osanna や Cervello 等にも通じる妖し気な暗さと P • F • M や 
Latte E Miele 的清澄さとが、練り上げられた構成の中で極めて魅力的 
に作用し合った非常に優れたものだった。真にプログレッシブなグループ 
であり、当時の第1級のグループと同列に扱われ論じられるべきである。 
このシングルは彼等のそうした持ち味を失うこと無く更に純化され、無垢 
なまでの清楚さを漂わせた名曲である。穏やかな情感ど不思議な温もりに 
色どられたこの作品は、静かに高まる緊張感を伴って、再び我々に忘れ難 
い Officina Meccanica 節を聴かせてくれる。 〔鈴〕 



現在まで実に長い音楽活動を続けてきたオルメだが、一般に知られてい 
るのはフィリップスに移籍後のアルバム群である。しかし、オルメはそれ 
以前にも数年の音楽キャリアを持ち、カー.ジューク.ボックス*レーベ 
ルに2枚の L P(Ad Gloriam , L ’ aurora ) と知っているだけでも6枚のシン 
グルを70年までにリリースしている。本作は 2 nd LP からのカットであり、 
フィリップス以前の最大の名曲である「ラウロラ」が片面に収録されてい 
るので、前後オルメの作品を代表させてリスト•アップしておく。最初期 
のビートルズとサイケデリック•ミュージックからの影響を離れ、たおや 
かなオルメ節とでもいうべきものを確立したモニュメント的作品で、正に 
イタりアの夜明けの空をかざるオーロラ的名曲である。 （山） 


I 励薦 


BLUE RONDOoAUTURK 

V # 


LE ORME 

Concerto N.3 

Blue Rondo’A La Turk 

CM JUKE BOX CRJ-NP 1090 73 


オルメ 73 年の作品。すでにフィリップス時代であるのに何故か古巣カー 
.ジューク•ボックスからリリースされた。片面が バッハ、 片面がデイヴ • 
ブルーべックの曲で両面 LP 未収。インストゥールメンタル.チューン。両 
面の油共キース.エマーソンがナイス時代に演奏していた曲である。両面と 


(LE) 0RME 

Sera 

India 

PHILIPS 6025134 75 


レ.オルメ——イタリア語の美しさを聴かせる愛すべきプログレッシヴ 
.ロック•グルーブだった彼等はその長い歴史の中にシングルも多数録音し 
ている。本シングルは75年。アルパム 「 Contrappunti 」 録音時に同時リリー 
スされたもので A 面が L P 未収曲。 B 面が 「 Contrappunti 」 からのカツトで 



もナイスに非常に良く似た演奏で、従来のオルメとは又、違った側面のプロ 


ある。「夕暮れ （ SERA )」 と名付けられた A 面はオルメ従来の歌心を大切にし 


グレッシヴ.クラシカル.ロックを聴くことができる。オルメはカー•ジュー 
ク.ボックス時代、フィリッブス時代を通じて L P 未収録のシングルをリリ 
ースしており、他にもコントラプンティ時の LP 未収曲 「 Sera 、 フィリップ 
スよりの 1 st 時の未収曲 Ricordi Piu Belli 等秀曲がある。 （山） 


た好ナンバーで、暖かさを感じさせるほのぼのとした作品。オルメは数ある 
イタリアン•ロックの中でも最近は軽視されるむきがあるのでここで読者 
の注意を再度促したい。特に 「Uomo di PezzajrFelona e SoronajrContr - 
appuntij r Storia o LeggendajrFlorian 」等は少なくとも一膀すべきアルバ 
ム群である。オルメを聰かずしてイタリアン•ロックを語ることなかれ。（山） 



PREM1ATA FORNERIA MARCONI 

La Carrozza Di Hans 
Impression! Di Settembre 

NUMERO UNO ZN 50126 71 



PFM 

The World Became The World 
し a Carrozza Di Hans 

MANTICORE 13 SOS 


''セレブレーション"と並ぶ大ヒット•ナンバー、'甦る世界"と ''ハン 
スの馬萆"という 1 st アルパムの名曲の豪華カップリングによるデビュー 
シングル。 A 面の '、ハンスの馬車〃の方はアルパムよりも多彩な展開とし 
っかりとした構成を持つヴァージョンに仕上っており、特にクラシック • 
ギターの ソロ. パートに続く展開•部は著しく異なり、ヴァイオリンの ソロ 
がフィーチャーされている好アレンジ。 B 面の ''甦る世界"の方は 1 st ア 
ルバムのテイクのショート.ヴァージョンに当り、全世界へ向けてリリー 
スされたアルバム「甦る世界」に再録された英語ヴァージョンと同じ構成 
だが、このシングルでは再現部の名フレーズがフルートではなく、シンセ 
で演奏されキーボードがより重厚なアレンジに仕上っている。 （ UN0 ) 


ブレミ アータ.フォ ルネリア. マルコーニの リリ ース したシングルの中 
で最も話題性のあるのが本シングルであろう。本作は英マンティコアから 
彼等がオーバーグラウンドへと浮上した時期にリリースされたもので、ド 
イツ、フランス、日本他（全てジャケットが違う）でもリリースされてい 
る。このジャケットはフランス盤のもので、日本盤はカラー•ジャケット 
(といっても紙一枚ではあるが）である。 A 面は甦る世界であるが、特筆 
すべきは B 面であろう。ハンスの馬車 （La Carrozza di Hans ) のライヴ • 
ヴァージョンが6分にも渡って収録されている。もちろんこのライヴ•テ 
イクは他の LP 他では全く聰くことのできないもので、 PFM が最も多感 
な時期の素晴らしい演奏を聴くことができる。 （山） 
































QUELLI 

Mi Sentivo Strano 
Dettato Al Capello 

RICO 刖 I SRL 10.502 


ブレネストゥー ム .ブ ロッコ. クァットロチキント•チンクァンタ•ドゥー 
ェというとてつもなく長〜いグループ名を持つこのグルーブは1969年にユ 
二^、し-サル•サウンドという超マイナーなレーベルからこのシングルを唯一 
リリースしたグルーブでありまた、キーボードとベースのピナ兄弟を中心 
として、あの JUMBO のボーカルであるアルバーロ •フェラが在籍してい 
たグループでもある。音の方は1969年という年代から想像がつく通りかな 
り古めの音作りであるが、あの嗄れ声で歌い上げるカンタウトーレ•メロデ 
ィーの合間に重厚なオルガンやメロトロン、陰鬱なメロディーを奏でるギ 
ター&ベース等を盛り込んだ当時としてはかなりの意欲作。ジャケットは 
最低だが、音の方はなかなかのもの。特に JUMBO ファンは注目。 （ UNO ) 


ブレミアータ.フォルネリア•マルコーニ （ PFM ) はクエッリ （ QUELLI )、 
クレル （ KREL ) というグループを母体として誕生したが、フランコ•ムッ 
シーダとフラヴィオ•ブレモリを正式メンバーとし、一時期ラディウスが在 
籍していたクエッリはプログレッシヴ.ムーヴメント以前としては忘れて 
はならない人脈を形成するグルーブであるといえる。彼等は数枚のシング 
ルと一枚のアルバムをリリースしてその歴史を閉じたわけだが、サウンド 
のほうは、 PFM からは想像もできないようなビート•サウンド。アフロディ 
ティス.チャイルドやディープ•パーブル等のカヴァー . ヴァージヨンを得意 
としていた。本シングルもそういったビート的作品で、プログレッシヴ以前 
のイタリアのサウンドを象徴する-—枚である。 B 面は LP 未収録曲。（山） 



RICORDI D’INFANZIA 

Mani Fredde 
Latte E Rhum 

FONIT CETRA SP1497 



ROVESCIO DELLA MEDAGLIA. 

Let’s All Go Back 
Anglosaxon Woman 

FR06 FRS 3001 75 


本誌 12 号のイタリア•カタログから漏れたアーティストの補足として後号 
で紹介した幾つかのグルーブの中に'、リコルディ•ディ•イ ンファンツィ ア" 
というグルーブのアルバム 「lo UomoJ が紹介されていたのを憶えているだ 
ろうか？ このアルバムは重厚なオルガンが印象的なブラック•サバス張 
りのへビー•ブログレ•サウンドであったが、彼らが残した唯一の LP 未収 
録曲によるシングルは前記したサウンドを一切感じさせない朗々としたイ 
タリアン•カンタウトーレをベーシックとした歌心溢れるメロディアスなナ 
ごペーで、雄大な メロ トロンをバックにじっくりと閜かせてくれる。特にブ 
ラス•メロトロンが奏でるエンディングのハイライト•シーンは圧巻！ ア 
ルバムよリシングルの方が良い作品であるという数少ない例です。 （ UNO ) 


名作、 コンタ ミナ ツイ オーネをリリースしたイル. 口べ ッンオ.デッラ 
•メダリャは R C A に3枚の L P をリリースした後も活動を続け、フロッ 
グ.レーへ:ルにニュー.アルバム （ 4 th ) を録泞した。本作はその 4 th アル 
バムからのカットである。しかしシングルを出した後、何かの理由で LP 
リリースはたち消えとなってしまい、そのマスター.テープの所在もわか 
らずじま、、と.、-)状況である。サウンドのほうは、オーケストラこそは，、 
つて.、ないものの、洗練されたシンフォニックを聴かせてくれ、ことに A 
面は鉍悄的なヴォーカルをフイーチャーして、徐々に盔りあげていく作風。 
威風党々として、円熟したサウンドを聴かせてくれる。 RDMfe 後の-撃 
である。 （今） 



ファンの間でもあまり口にのぼることがないようだが 、 Tito Schipa Jr . 
が中心となって作られた 「Or feo 9」はよく聴いたレコードであった。70年 
あるいは、71年に発表された、彼の最初期のシングルであろう。 A 面は、 
r lo Ed lo Solo 」 に収まっている。生ギターをバックに彼独特の語りかける 
ように叫うスタイルはすでに確立されている。うって変って L P 未収の B 
面 「 Combat 」はロック調のかなり礙ったアレンジによるドラマチックな曲。 
Bill Conti のアレンジに因ることも多いと思われるが、発売時期の古さを感 
じさせない。彼の知る人ぞ知る 「Occhi Del Nordj に次ぐ名曲といえよう。こ 
んな曲をシングルの B 面として封じ込めてしまうイタリア入の大胆さと創 
造力に脱帽せざるをえない。 （吉） 


シニョーリ•デッラ•ガラシア （ S . D . G ) というグルーブは1976年にこのシン 
グルで レコー ド•デビューし、4枚のシングルと 「 lceman 」（1981 年）という L 
P を2枚リリースしているグルーブであり、このシングル及び3枚目まで 
はラッテ•ミエーレ+イ.ブー風のシンフォニック•ラヴ•ロックを主体とす 
るサウンドだ。どれも良質な作品だが、その中でもこのデビューシングルの 
出来が良い。 A 面は優雅なピアノと女性スキャットが印象的なインストゥ 
ルメンタル•ナンバーで、 B 面の曲が、美しいストリング•シンセのアルべ 
ジオとオルガン、ピアノによって作り出されるシンフォニック•ラヴ.ロッ 
クの傑作。なお 3 rd シングル以降のシングル乃び 2 nd アルバムは、ポップ 
要素が強く押し出されたサウンドへと変化して行った。 （ UNO ) 
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フイアバ.ボポラーレなるこのシングルをリリ_スしたエンツォ•スタヴ 
ォ ーロについては残念ながら現在のところ他の何の資料もない。78年に本 
シングルをリリースした以外は全て謎に包まれたままだ。さて内容だが、い 
わゆるカンタウトーレであって、国内盤がリリースされている GRUPPO 
2001を想わすような清涼感のあるヴォーカル、パロック調のアレンジをほ 
どこざれた演奏が一体となり極めてイタリア然とした雰囲気をかもし出す 
ことに成功している。ことに生の弦楽器とメロトロンを併用したバッキン 
グがなんとも絶妙なアンサンブルを聴かせてくれる。 A 、 B 両面共好作であ 
るだけに L P がリリースされているとすればそれにかける期待は非常に大 



TAVOLA R0T0NDA 

Principessa/Destino 

RIFI:RFN-NP 16542 73 


La Verde Stagione 解散後 Ihle 兄弟が新結成したグループ • Tavola 
Rotonda の唯一 （ ？ ） のシングルは、数あるシングルの中でも屈指の一枚。 
夢見心地のボーカル、ハーモニー、華麗にして気品漂う各種キーボード、 
爪弾かれる清澄な生ギター、幽玄かつ流麗なフルート、そして深遠なメロ 
トロンが聖神の中に翳りを添える。クリムゾン、ジェネシス、キヤメル等 
のエッセンスを巧みに吸収しイタリア独特の繊細で奥深い美意識で包み込 
み、嘆息も出んばかりの叙情で我々を圧倒する 。 A • B 面共甲乙つけ難い 
完成度を誇るこのシングルは I hie 兄弟渾身の1枚であり、比類無き美し 
さを湛えた信じ難い逸品である。 〔鈴〕 



LP —枚を残して消えた愛すべきキーボード•トリオ、トリアーデ。彼 
等は LP 以外にもシングルを一枚だけリリースしていた。残念ながら両面 
共、 LP からのカットである。ジャケットは LP のカヴァーになっている 
3つの頭を持つ男のイラストが渋い茶色の紙に印刷されている。彼等のサ 


かつては幻の名盤としてファンを騒がせた 「Time Of Change jo グ■プ 
自体の人気も下がる一方でちょっと残念。70年11月に発売された彼らのデ 
ビュー•シングル、まずジャケットに目が行ってしまう。いかにもそれら 
しき出で立ちで当時イタリア国内でそう多くはない演奏主体のバンドだと 


ウンドはテクニック的にいまひとつではあるが、独特の哀愁を秘めたアイ 
デンティティーはやはり人の心を打つものがあるような6セカンド.アル 
バムがぜひとも聴きたかったグルーブの一つであるように思う。才ーパー 
グラウンドに浮上できずに消えた数々のグルーブの中でも特に、印象の強 
いグルーブであっただけに、現在から回顧する想いは募るばかりである。 

(今） 


分らせる。 1 st LP と同じく Up & Down Studio のデザインによるものだろ 
う。 1 st LP はブログレ•ファンを喜ばせる内容とは言い難いが、それでも 
オルガンの使い方、曲の構成など注目すべき点を見つけることはできる。 
この2曲、やはり、オルガン中心のプリティッシュ.ロック風とはいえ、 
曲の良さもあって仲々鉋きさせない。初期のトリッブを知るには最適な1 
枚といえる。 （吉） 



FEDERICO TROIAN I 

Lupo Solitario 
Tarantella 

RCA PB6014 77 



レアーレ.アカデミア r ディ.ムジカの キー ボード奏者、フヱデリコ • 

トロイアーニが、ソロ LP 「 Strada 」 に先がけて発表したこのシングルは、 
レアーレ.アカデミア.ディ•ムジカの蘇生を思わせる 賁 重な1枚。特に 
B 面 「 Tarantella 」 には、ただただ驚嘆あるのみ。深遠かつ幽幻なピアノの 
音色に導かれ、物悲し気なメロディー.ライン、唄心充分なボーカルそし 
て華麗にしてダイナミックな演奏が交錯する様は、正しくあのレアーレ節 
の再来。イタリアン•プログレ • ファンを满足させうる名曲，名演である。 

(鈴） 


ウー.ティ ( UT ) は一枚のアルバム （ MARQUEE 12号ヨーロビアン.カタ 
ログ•イタリア編参照のこと）の他、そのアルバムからの抜粋とシングル.テ 
イクを収録したベスト•アルバム的色彩の強い 「La Strada Era Bella 」 と計 
2枚のアルバムをリリース後、シングルを数枚リリースしながら70年代後 
半まで活動を続け、解散してしまったグルーブである。後期のシングルは当 
然、 LP 未収曲で、かなりタイトになってしまっているものの、 UT のオリジナ 
リティを感じさす好作品群である。ここでは両面とも LP に収録されてはい 
るが、ジャケットの美しさが光る本シングルを代表的一枚としてリスト. 
アップしておくことにする。カンタウトーレとブログレッシヴ.ロックの 
橋渡し的なグルーブ UT 。 機会があったらぜひ聴いてほしい。 （山） 
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レコードに針を落とすや否や、なつかしいようなイタリアン•ラヴ•口 
ックの世界へと引きこまれてしまう。70年発表ながら後年たくさん生まれ 
てくるこの手のグルーブと比べても遜色はない。同じレーベルの Formula 
3 が 派手な活躍を見せているのに比べ、実に対照的な サ ウンドを持った地味 
とはいえ良いグルーブだったのに、何枚かのシングルを発表して解散して 
しまったようだ。せめて1枚は L P でも作ってくれていたらと思うのは私 
だけではないだろう。私の持っている3枚の中ではこのシングルが推薦で 
きる。 A 面は甘く切ない メロディ •ラインを持ったラヴ•ロックの典型と 
もいえるサウンド。ストリングスも美しい。 B 面は幾分ボップな曲で、ギ 
ターのメロディが 楽しい。 （吉） 


v u ンチ • u ック.ン -- ンにおける]) i 初期のブログレッンヴ•ロック. 
グル-- フ、 アリスは 3 Y ( i レー ベルに： ■! 枚のンングル （2 ncl の Arti 以外は分て 
L 1， 米収）を残している。牟ンングルは彼らのデビュー作で >) リ、クロー 
ド•オルモ（本作のみでグルーブを脱; U し、クール•マジックを結成した。 
その後、マグマにも参加して-、る）を念むオリジナル，メンバーによる唯 
一の 作品でムる 。シングルと.つ ことも あつ てか、 ボーカルが 中心に なつ 
ており、ブログレッ 〆 ヴ. ロックと 呼ぶ には多少ホップ過ぎる感は否めな 
X > が、曲作リ及び演奏はそれなリに- T . 火されたものであり、彼らの疗楽に 
於する斬新な•だ勢が斑われる。なお、+作に絞く 1 st アルバムは初期のフ 
レンチ. ブロ グレ ッシヴ •ロックを代表する作 M と H える。 （ h ) 



ALPHA BETA 

Astral Abuse 
Who Killed ? 


ITS 121 0321 70 


II ■繼 lil 


L，AME SON 

Je Veux Juste Dire 
Unity 

BY6 129.023 70 


アフロディティス.チャイルドのヴァンゲリスを中心としたアルフ T • 
ベータは70年代初頭に極短期閽活動し、本シングル1枚を残して消滅した 
グルーブである。ここで嫌くことのできるサウンドはアフロディテス•チ 
ャイルドの「666 (Vertigo 6673 00 ”72」及びヴァンゲリスの 1 st ソロ •ア 
ルバム 「Earth (同6499 693) 73」の両傑作の原点とも言うべきもので、彼 
の特異な才能が十分に発揮されている。女性のなまめかしいボイスとパー 
カッシ 3 ンを大胆に使い、シンセサイザー、ピアノ、ギター等を巧みに加 
えた音作りはオリジナリティ溢れるものであり、ギリシャ神話にも通じる 
エロスを感じさせる。ヴァンゲリスの数多い作品の中でもギリシャ人とし 
ての意識が最も色濃く出たものの1つである。 （黄） 


仏 BYG レーへ i ルは70年代初頭に数多くの作品をリリースしているが、中 
でも、ジャケット右上に通し番号を入れたアクチュエル•シリーズは当時フ 
ランスで人 K のあったフリー•フオームなジャズを中心とした同レーハ i ル 
の看板シリーズであった。その中に例外的に含まれていたロック系の作品 
がデヴィッド•アレン、ゴングの 「Magick BrotherjrBanana MoonjrCa - 
membert Electriquej とアム•ゾンの 1 Catalyse 」 であった 0 「 Catalyse 」 は 
彼らの唯一の LP であり、フルートとギターが印象的な、初期のゴング的要 
素を持ったサイケデリック•サウンドの力作である。本作品は LP 未収の2 
曲を収めた、これまた唯一のシングルであるが、内容的には LP と同系統の 
ものとなっている。メロディアスなフルートカ M ：、 地良い。 （黄） 



2枚のシングルをリリースして消減した Caepe レコード（アンジュのマ 
ネージャーとしてイ f 名であり、後にアルカン、クリブトの_レーへ^レを説 
.、_/:したジャン.クロ ード.ポニャンのレーベル）の第2弾として発表され 
たのが、このアンジュのデビ ュ ュ•シングルである。その内容は後のシア 
トリカルなサウンドとは多少異なり、当時のブリティッシュ.ロックに影 
啊されたものとなっている。 A 面のややブルーズィな演奏、 B 面で聴くこ 
とのできるキース.エマーソン（ナイス）を总識させるオルガン•ソロ等、 
彼らの“楽のルーツを知る上で興味深い。この翌年、冇名な Golf Drouot 
のセッションにピキルサーらと出蒗、好評を得た後、フィリッブス•レコ 
—ドと契約してスダーへ^の道を歩み始める。 （ H ) 


アンジュのフイリップス.レーベルからの第一弾、 1 st アルバム 「 Carri - 
catures (Philips 6332 06 6) 72 j に先立って発表された 2 nd シングルである。 
1 st シングルが‘後の彼らの音楽性とは多少なりとも異なった作品であった 
のに対して、本シングル（両面 LP 未収）の A 面はアンジュ•サウンドの原点、 
フレンチ•シンフォニック•ロックの根源ともいうべきものとなっている。 
メロディアスな キーボー ドとギターをバックにした情感に富んだボーカル 
は正に彼ら独自のものである。一方、 B 面はややハードな内容となってお 
り、デビュー作と以後の作品の中間に位置するものと言える。なお、本作 
に統く 3 rd シングル 「Le Soleil Est Trop Vert/Le Vieux De La Montagne 
(同 6009 284 ) 71」 の 2 曲も LP 未収である。 （黄） 


ITALY 

st-v 

FRANCE 
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72 m 】- なわれた [ BEST 」 誌グラシ•コンクールの糾 A アルジル。本シ 
ン r ルはその優勝を記念してりり--スされた彼らのデビュー作である。メ 
ンバ -- の X liij を始めとして、グル--フのパーゾネルに問する詳しい資料は 
他いが、レコード及びビクチ V -- •スリ -- ブから推定するに、ギタ ー 2 ノ、 
(内1ベがボ--ウルを取る ） 、フル--卜&サノクス' ベ--ス、ドラムの5 /、 
編成だった L のと, 1 ど、われる u そのサウシドは初期の （ シンフォニックな音 
作リをしていた如の）マルタン.サ--々フ、の;お1や I 、にあるもので、 A ば li は 
ボ-々ルを十心としたポツプな作品に、一ん、 B 而はフルートを他血に押 
し出したメロディ r スなインスト曲に仕上がっている。その後の活躍を人 
いに期 U された彼ら.であるが、緋1枚を戏して m えていった。 ( fl ) 


今やし へ, 说的となった、アール •ゾ イのデビュー. シン グル。1 st ア 
ルバム 「Symphonie Pour Le Jour Ou Bruleront Les Cites (Production 
Michel Besset 001}」 に先立つこと 5 にリリーフ、された作品である。 
ピクチャー•スリーヴからそえて5 人のメンバー によるものと思われるが、 
1 st アルバム発表時には金 H がグループを脱けていたとのことである。ギ 
夕一、ベー ス 、ドラムス、サッグ ス I ， こボー カルが加わった#奏は 、 L P 兌表後 
のものと比べて、かなりハード €• 印象を受ける。それはニュー.ロック、ア 
— 卜.ロックと呼ばれた頃の妬米のロックの流れを汲むものであるが、サ 
ックスのソロを 人 m に導 人す るなど、彼ら独 丨丨 の斬新な試みも兑られる。 
フレンチ •ロック黎明紀の作品としては ,•/■，; 水，にあるものと h える。 （ n ) 



ATOLL 

Je T’aime Ouand Je Te Vois 
Change Ta Vie 

EURODISC 12.806 73 



EMMANUEL BOOZ 

Ma Terre 

Tout Est Tres Bien Com me G 

BARCLAY 61420 L 


アンジュ、ビュルサ… などとともに フレンチ.シンフォニック•ロック 

を代厶するアトール。約6 T に渡る活#期問中に、彼らは LP を4枚（グ 
>1 -フ斛敗後にベスト.アルバムが出た）、シングルを少なくとも4枚 （LP 
からのカットもネむ}记炎して，、る。本ンシグルは 1 st アルバムに光、 V :つて 
リリーフ、された彼らのデビュー作であり、 LP 木;収の作二（ I 山 jifii とも）であ 
る',シニグルということを,してか、そのサウンドは LP と比較してホ 
つマなものとなっている . A Ifil •にはハイ.トーンのボーカルを効來的に川い 
た明るく軽快な曲が収められて.?)•リ、 Blfii ではビートの利 k たシンブルで 
ややへヴィな演#を聴くことができる，なお、木作に続く 2 nd シングル 「Le 
Secret Du Mage Jc Fa is Un Reve ( l"'J 1 丄 811)」 の Blfil •も LP >| ミ収で h る。（賀） 


エマニュエル.ブーズの 4 th シングル 0 彼はパークレイ.レー^ルに 「|_e 

Mont Des * Oliviers(Barclay 61.18 5) j r Au Restaurant D ' Alice/Jean Et Je - 
an (同 61_273) j 「 Rosy - Rag/La Rone En Bois (同61.314)」そして本作の計 4 
枚のシングルを残している。 2 nd ,3 rd は LPrAu Restaurant D ， alice (同920 
186)」からのかソト、 1 st と本作は LP 未収である。バークレイ時代の作品は 
いずれもブーズのシンガーとしての面が強く出たものであるが、 ‘3 rd まで 
の3枚がカントリー•ミュージック等からの影響を感じさせる、ほのぼのと 
したものであつたのに対して、本作品はより歌い込んだ、奥行きの深いもの 
となつている。特に叙情的なフルートをバックにした A 面、海根の生えた赤 
ん坊を描いたピクチャー•スリーヴのデザインは初期の傑作と言える。（黄） 



EMMANUEL B00Z 

Chanson Liber te 

Et L’On M’Appelle Emmanuel Booz 

ATLANTIC 10633 75 



存在しないというのが定説だった （2 nd アルン、•ムからカットしたブロモ 
ーショナル.シングルのみが知られていた）エマニュエル•ブーズ（数人 
のフランス人に尋ねたところ、ブとボの中間、 Z も発音するらしい）のア 
トラン ティ ック • レー ベルにおける LP 未収 シングルである。彼が 同レー 
ベルから発表した2枚の L 尸では、ウィリアム*シヱラーの壮大なオーケ 
ストレイション（2 nd )、クリアライトのメンバーを中心にしたテクニカル 
な演奏 （3 rd ) と、バッキングの比重が極めて高かったが、本シングルでは 
あくまでも彼の唄を中心に、キーボード、ギター、コーラス等がそれを巧 
みに盛り上げている。説得力あるボーカルと派手さはな v 、が的を射たバッ 
キングが見事に-体化した好作品である。 （賀） 


Epic レーへ^ルの AKT シリーズはクロード.デルクローのプロデュースのも 
と、幾つかの創造的作品をリリースしている。代表的なものとしてはムー 
ヴィング.ゼラチ'ン.ブレイツの作品 （LP 2 枚、シングル 1 枚）、フランシ 
ス•モーズ、アラン•アトらマグマ.ファミリーによるレジュス.才の 「 Rhe ¬ 
sus 0 (Epic EPC 64560 ) 71」 等がある。ここに取り上げたクリスタルは 
ジャズの影響下にあるアーティストを擁した同シリーズで、_一例外的に 
ジャズ色を感じさせないグループである。彼らの唯一の作品と思われる本 
シングルでは、ギター、コーラスを中心にフルート、ヴィブラフォーン等 
も用いた、最初期のアトールにも通じるメロディアスかつポップなサウン 
ドを聴くことができる。 （賀） 























AS 8702)」の 2 枚のシングルをリリースしている。後者が LP「On The Way 
To Eden 」 からカットされたブロモーション用のシングルであるのに対して 
本シングルは A 面に LP 収録曲の別テイクが、 B 面に LP 未収録曲が収め 
られた貴重なものである。 LP 同様、両面ともアンリ•ガルラ作曲のイン 
スト •ナンバー であり、 A 面では軽快なリズムをバックにアラルサンカ< や 
やハードでブルーズィなソロを、ガルラがややジャズィでブルーズィな演 
奏を、それぞれ展開している。一方、 B 面はガルラのメロディアスなオル 
ガンを中心としたスロー.テンポのハ•ラードで、甘くムードのある作品に 
仕上っている。69年という制作年度を考えると完成度は高い。 （黄） 


渡る活動期間中に LP 1 枚とシングル2枚を残している。デビュー作である 1- 
st シングル 「Give Your Name/Everyday (AZ SG 170) 70」はかなりブルーズ 
ィなものであったが、本シングル（両面とも LP 未収）及び LP「Mexico ( Th - 
eleme 6332 500 ) 72」はよりプログレッシヴな内容となっている。リオネル 
• レディスのボーカルは非常にブルース色が濃いが、 ジャン.ジュ エラン 
( Key , fl )、 口ーラン-メイネ （ vln , g ) らによる演奏はテクニカルで洗練され 
ている。本作でもレディスの個性的なボーかルとバイオリン、フルート、 
ギター等による巧みにアレンジされた軽快な演奏が一体となって彼ら独自 
のサウン.ドを作り出している。 （賀） 



G0NG 

Hip Hip Hypnotise You 
Est-Ce Que Je Suis 



73 年以降、活動の場をイギリスに移し、数多くの作品を発表したため、 
フランスの グループと d 識 されること の 少な，、 ゴン ダでふるが、70年代初 
頭、彼らは正にマグマと 並ぶフレンチ •ロック.. シーン のビッグ.ネーム 
であった。本シングルは彼らの唯-の L P 未収作品であり、 1 st アルバム 
「マジック.ブラザー （BYG 529305 とはぼ同時期にリリースされて.、 る。 
そのサウンドは初期ゴングの典型的な音であり、デヴィッド.アレンの感 
性による茳作リがなされている。各種迕楽要素を雑った煮にした かの よ-) 
なユーモラスなわ 奏、狂 X をも感じさせるギリ. スミス のウィ スパー.ボ 
—カル、そこにはゴング神話の幕 11 ’ 1 けを告げる彼ら独 I 〗の彦宇宙が広がっ 
て•、る。 （賀） 


エルドンの 1 st シングル。両面とも33回転、計15分を越える力作である。 
いつ頃の作品かはっきりしないが、内容から推測するに、 2 nd アルバム 「 AII - 
ez Teia 」 とほぼ同時期に作られたものと思われる。 A 面ではスピーディか 
つうねるようなシンセ•リズムをバックにリシャール.ピナスのギターが 
唸りを上げている。単調なリズムと電 K 処理されたギター音が一体となっ 
て呪術的雰囲気を釀し出している。一方、 B 面はフリップ&イーノの影響 
を感じさせる作品で、同じフレーズを繰り返す穏やかなギターの流れる中、 
シンセサイズドされたギターが音の伸びを生かしたブレイを展開している。 
なお、本作以外のシングルとしては 「 Perspective 1/同 4( U「us 000102)」 
(4 th アルバム 「Agneta Nilsson 」 からのカツト）が知られている。 （黄） 



IRIS 

Aux Portes Des Villes 
Opus 340 

SONOPRESSE CONECTION CTN907 72 



K0MINTERN 

Fou./Roi，Pantin 
Elle Etait Belle... 

HARVEST 2C 006-11775 72 


イリスは フレン チ. ロック. シーンにおける最初期のシン フ ォ ニック. 
ロック. グループの1つである。彼らは本セカンド.シングル以外に LP 
「Litanies (Sonopresse Conection CTN 69561 B ) 72」及びシングル 「Chrys 
alide/Decadance (同 CTN 902 J ) 72」（両面ともに LP からのカット）を発表 
している。本シングルは A . B 面ともに LP 未収の作品であるが、内容的に 
は LP と同系統のものとなっている。ボーカルとオルガンを中心に コーラ 
ス、ギター等を巧みに組合せた曲展開はシンブルではあるが、非常に メロデ 
ィアスで独特の味わいがあり、強いオリジナリティを感じさせる。なお、 
グループ解散後、主カ メンバー だったカルボナール兄弟はマシャン、更に 
はウルタンべフルべと活動の場を移していった。 （賀） 


フラシ スにおける幻の X 粘の代衣侪 だっ た、 コミンテルン の吡一の L P 
r Le Bal Du Rat Mort 」 も遂に冉兌 fOryomc MAD 30191され入手が比較的 
料姑になった。本作品は MLP から々 v 卜された、彼らのやはり咄一のシ 
ニグルで あるバイオ リニ、サックス、 ギター、 ベース、 ドラ ムス％ によ 
って城問されるメロディ r スな演奏は、かすかにジ v ズの tV ) 漂うノスタ 
ル ジック かつ ユーモラスな ものであり、に フランフ 、の エスプリ、 他 |ul の 
シーン では聴くことの できない サウシ I である。 Z N R 他、以後のフレン 
チ•口 / ク •シー ニ に对して、音楽的に、また粘沖的に、多人な釤郛をり•えた 
コ ミンテルン。 本ン： • グルでその•た-を る こと が 能で あるが、やはリ、 
その本 f {を理解す るた^ こは LP を 聴く ことが 必耍であろう： (TO 



tflPEAN _ 

























SINGLES 

FRANCE 


TEDDY LASRY 

Tarzoon’s March 
Bug Blues 

PATHE MARCONI 2 CD10-14222 75 



LENIS CHOREA 

Mea Culpa (vocal) 

Mea Culpa (instrumental) 

FLAMOPHONE FLAM 4503 


テディ • ラスリーの作品としては RCA からの2枚の LP がよく知られて 
いるが、彼はその他にも数多くの作品を製作している。しかし、それらは 
いずれも放送局用、あるいはプロモーション用に作られたもので、その内: 
容も我々の興味を引くものとは言い難い。そうした中で、上述の LP 以外 
に、唯一公式に（一般に対する販売を目的として）リリースされたのが本 
シングルである。とは言うものの、このレコ_ドもまた、映画 「Tarzoon 
La Honte De La Jungle j のためのサントラであり、彼自身が目差す音楽と 
は異なったものとなっている。 A 面はシンプルなリズムをハ•.ックにしたボ 
一カル作品、 B 面にはダルな感じのジャズィな作品が収められており、完 
全なコレクターズ•アイテムと言える。 （黄） 


レ ニス. コレアとはフラモフォン•レー ハ ^ルの創設者クロード.ピュト 
ゥルフラムの変名であり、本作ではアラルサンと共演している。一般にサン 
ド ローズの 前身は エデン.ローズと 言われているが、 エデン.ローズが 60 
年代のグルーブであったのに対して、本作品は70年にリリースされており 
サ ウン ド的にも サン ド ローズに 近いものと なって いる。それもそのはず、 

「 Mea Culpa」 は LPrSandrose 」の B-1 に収められた 「Old Dom Is Dead」 の 
原曲なのである。 A 面には、システム•クラブチック以来の付き合いである 
2人によって作られた、同曲のボーカル入りナンパーが、 B 面にはイン 
スト•チューンが収められている。ギター、コーラス、ボーカル（仏語）等が 
叙情的サウンドを奏でる名作である。（黄）（協力：中藤正邦） 



麵釀 mu 鑛 s ぼ 


MAGMA 

Mekanik Machine 
Kohntarkosz Part 2 

VERTI 60 8061 的 0 74 


フレンチ.ロック.ンーン におけるカリスマ的存在でふる マグマ。 彼らは 
15’屮以上の U きに渡ってトップ•アーティストの地位を山めてきた。この叫 
に12枚の LP を発表した他、8枚のシングルをリリースしている 0 本シング 
ルは 3 rd に当たるもので、両面とも LP 未収の作品である。 A 面の ： Meka - 
mk Kommandoj は M 曲の^ I :初の録广|••であり 、 Theleme レーベルから2枚の 
オムニバス L P (「Puissance 13 + 2 」「Music Is My Hor > ey 」） にもほぼ M ； — 
メンバーによる別テイクが、 Ri に 3 r d アルバム 「Mekanik Destruktiw Ko - 
mmandohj にステラのボーカルによるものが収録されている。 一"、 B 面 
は本, Li ( 019.で紹介した彼らのベスト アルバムに 収められた作品でふる。闽 
面とも力強くまとまリのある摘奏で“い V こ成度を示して.，る。 （ H ) 


マグマの 4th シングル。 L P 未収の 「Mekanik Machine」 が収められて 
いることもあって、彼らの8枚のシングルの中でも人気が高い。ヤニック 
•トッブによって作られた 「Mekanik Machine」 は彼の超へヴィー級、地の 
底から沸き上がる地鳴りのようなベースのイントロでスタートする。そし 
て、重々しいベースを基礎に、クロース•ブラスキ、ステラ•ヴァンデル 
らが「メカニック•マシーン」を連呼するなか、ドラムス（クリスチャン•ヴ 
ァンデル）、ギター（ブライアン.ゴディング）等が曲を盛り上げていく。そ 
の混神•とした音宇宙は決してフォロワーを生むことのないマグマ独白の世 
界である。数多い彼らの作品の中でも名曲の一つと言える。 B 面は LP「Koh¬ 
ntarkosz」 収録の 「Kohntarkosz Part 2j からのカット（後半部)。 （黄） 
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M0RM0S 

Magic Stone 
Hey Gilles 

CIS 7575 71 


20 周年を迎えた Golf Drouot の、新人コンテストで金貨を受寅したメモ 
リアンス〇アトールと同じアラべラ • プロダクションに所属し、デビュー 
• アルバム 「Et Apres(Eurodisc 91308 4) 76」を発表、79年には 2nd r LE- 
cume Des Jours (Philips 9101265〉」をリリースして中堅シンフォニック 
.ロック. グルーブとしての地位を築いた。その後の彼らの消息について 
ははとんどわってくることなく、一部でニュー•ウヱイヴに転向したと 
噂されていた。果たして彼らは活動を続けており、81年にグルーブとして 
の方向性を変えて本シングルを発表していた。定型ビートをバックにボー 
カルを重視した彦作りは確かにニュー•ウェイヴ的であるが、ピアノ、ギ 
夕一等のブレイにはかすかながら.も懐旧の感がある。 （黄） 


モルモスは70年代初期にフランスで活動したアメリカ人のバンドである。 
活動期間は約2年と短かかったものの、その間に LP2 枚一「 Great Wall Of 
China (CBS S 64440 ) 71」 「The Magic Spell Of Mother Wratch (同 S6497 
9) 72」、シングル 2 枚一本作及び 「Listen To The Flavor/Paranoid Nig¬ 
ht Dream (同 7962) 72」一更にフランソワ•ベランジェとの競演盤 「g a Do- 
it Etre Bien (同 64558) 71」を発表している。ブログレッシヴ.フォーク.口 
1 ックと呼ばれることの多い彼らのサウンドはトラッド色の濃い女性ボーカ 
ルとクラシック、ジャズの素養をも感じさせるフルート、チヱロ、サック 
ス等による演奏が無理なく融合したもので高い完成度を誇っている。本作 
でも巧みにアレンジされた演奏が展開されており実力が窺われる。（賀） 


























MOVING GELATINE PLATES 

Funny Doll 
Cauchemar 

CBS 7752 72 


7()十代初期のフレンチ.ロ ノク.シーンにおいて、マグマとともに、 iii -もフ 
ログレッシヴな作作だっ たムーヴィング •ゼラチン.ブ レイツ。 彼らは::： 
f 义の L P「Moving Gelatine Plates ( CBS 64339 J 71 / The World Of 
Genius Ha n s ( l"J 64168 ) フ 2 」 を免 ii •して.す；り、1叫れとも允 ' Ji した内打 
を“して,いたが、特にセカンド（ファーストより レコー ド很リ-がれい）はヨー 
ロッパのファンの燜で北常にいを以ている。本作袖はルバムか 
らカットされた彼らの唯一のシシグルであり、人叭な企拍子に乘せて、サっ 
クス、フルート、トロンボ -- ン、バスーン、ギター％が、ゾロやユニゾンで、次 

々に多少ジャズィでメロデ考すスな演餐を Ml 阳している。允ぶベ I ほを，える 
ii , 恤:めて斬新な作,二であり、後逃に人 > な;;;•辨を与えたものと忍われる （賀） 



mnjam 


^rrow in my dream 
dawn over darkness 


PULSAR 

Sorrow In My Dream 
Dawn Over Darkness 

CBS 5875 77 


日本のプログレ.ファンの間でアトールと並んで絶大な人気を集めてい 
るビュルサーの演劇用サントラ.アルバム 「Bienvenue au ...」 や、このアル 
バムに続く作品がカセットのみでリリースされている事、また彼らのアル 
バム.デビュー以前のライヴが収められているオムニバス L P「Groovy 
Pop Session 」（ LP 未収録曲）等の存在が確認され、さらにはグループは現 


在でも存在し新譜 LP を出したがっているというニュース等…。ファンに 
はとっても気になる所。当然シングルが存在するかどうかというのも話題 
の的。そして、これが彼らの唯一のプロモーションのみのシングルで名作 
「 Halloween 」 からカットされたもの。残念ながらテイクも同じですが、資 
料的な価値は高いのです。 ( UNO ) 



ロトマギュは60年代末から70年代初頭にかけて活動したバンドで、本セ 
カンド他2枚、計3枚のシングルを発表している。グルーブはベース、ギ 
夕一、ボーカル、ヴィブラフォーン&パーカッション、ドラムス、フルー 
卜をそれぞれメインとする6入から成り、ドラマー以外はコーラスも扨当 
している。本レコードのスリーヴの裏側に各メンバーが影響を受けたミュ 
ージシャンが記されており、ティム.ボガート、ピート.タウンゼント、 
ジョー.コッカー、ヴァニラ•ファッジ、ジンジャー•ベイカーらの名前 
が挙げられている。クラシックのフレーズを使いながらも極めてワイルド 
な A 面、ややブルーズィな B 面、.、ずれもそれなりのオリジナリティを感 
じさせるが、上述の人々の影響下にあることもまた事実である。 （ n ) 


サンドローズの唯一のシングル。残念ながら両面とも LPrSandrose 
(Polydor 2393 030)」からのカットであるが、それでも彼らの素晴らしさは 
十分に f 云わってくる。本カタログでも述べたように、 A 面は2年前アラル 
サンのグルーブ、レニス.コレア（アンリ.ガルラが参加していたか否か 
は不明）がレコーディングした 「Mea Culpa 」 を原曲とした作品である。ボ 
—カリストを男性から女性に変え、歌詩もフランス語から英語に変えている。 
アラルサンのギターもより叙情的になっており、新たに導入したメ ロトロ 
ンと一体化してシンフォニック.ロック色を強めている。一方、 B 面はア 
ル バムの トップを飾った作品で、ローズの力強いボーカル、アラ ル サンの 
メロディアスなギター、ガルラの巧みなバッキングが印象的である。（黄） 
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SCHIZO 

Schizo ( and the little girl) 
/Paraphrenia Praecox 
SFP 4400 5 廃 

Le Voyageur/Torcol 
Disjuncta In ten sit 各 
0&1 廃 



TAI PHONG 

(if you're for headed) North For Winter 
し et Us Play 

WEA 16542 75 


シゾー（発音はピクチャー•スリーヴから推定）はエルドンの前身であ 
る。彼らの残した2枚のシングルにはリシャール • ピナスを始めとして、 
ノ< トリック •ゴ ー テ ィエ、ジョルジュ •グランブラット、 ココ •ルッセル 
らが参加している。ファースト•シングルに収められた2曲はともにギタ 
一とボーカルを主体とした、サイケデリック•サウンドを思わすものであ 
る。これに対して、セカンド.シングルはインスト指向になっており、フ 
リップの影響を受けたピナスのギターやゴーティエのエレクトリック•ピ 
アノ •ソロを聰くことができる。なお 、 「Le Voyageur 」 はエルドンのファー 
スト•アルバムにも別テイクで収録されている。以後、彼らはエルドンと改 
名し、2枚のシングルをリリースした後、初のアルバムを発表する。（賀） 


フランス における, WIVi 派フロクレの代ぬ丫バ/イ1:である 夕丫 •ソォ ニは以 
卜にヂげる6忟のン：クルをリリーブ、している。一 Sister /Crest ( WEA 16- 
542 1 75. North For Winter Let Us Pldy(l"j 16692 ' フ5」 Gurries/ The uu 
If Of Knowledge* M16748 76. Follow Me Ddncc( 1*016955 77 ^ucK 
Ayuih Uherry f l"J*1 7174フ 8 ン Fed 14)/ Shunqhtii U!sino( k 17408 79」こ 
のうち、 1st と 3rd 以外は令て LP 未収作品である。グルーブが絶 fil 期に至る 
過 fV. で兌ムされた木 2nd ンニ//レは彼らの^ち味が丨•分(こ免揮された#晴らしいも 
のとなっている。 A [ Ai はアコーフ、ティック.ギター、ピアノ、ストリングス、コーラス 
でをバ v クに甘い歌山が於 > 渡るタイ•フォンなら TU 啸力な作品である。また、 
b ifd では多少ビ -- を強•刺したメロティアフ、なサウンドが栾しめる。 （ n 




2 54—255 





































SINGLES 

FRANCE 



タイ.シン （vo, b) とジャン•アラン.ガルドゥ （key) が脱けた（新メン 
バ ー2 入が参加した）新生タイ.フォンの第1作（翌年発表された 3rd ア 
ルバムには両面とも収録されていない）である。ジャン•ジャック•ゴ- 
ルドマンのペンに よる A 面は スロディ ックなピアノとスウィートなボーカ 
ルで幕を開け、両者を中心にコーラス、ギター、オルガン等も加わって、 
曲が徐々に盛り上がるというドラマチックな展開になっている。また、同 
様に、カーン•マイ作の B 面も切々と歌い上げるボーカルをピアノ、コー 
ラス等が巧みにバック.アップした叙情的作品であり、タイ•フォンなら 
ではのロマンチックなサウンドを楽しむことができる。 A . B 両面を通じ 
ての印象は 3rd アルパムよりも前2作に近いものと言える。 （賀） 


ベルナール •ハ•ガノッ テイ、 ジョ エル •デュグル ノー 等とともにフレンチ 
•ジャ ズ•ロックを代表するべーシストである ヤニ ック•トップはマグマの 
メンバーとして、また、フランス•ギャル等多くの人気歌手のバック•ミュ 
ージ シャンとして安定したブレイを展開している。そんな彼であるが自分 
名義の作品は本シングル1枚のみである。 「Kohntarkoszj を発表し絶頂期 
にあったマグマのメンバーを従えて製作された本作はトッブの本領が十二 
分に発揮された傑作である。重々しくもリズミカルなベースを基礎にキー 
ボード、ギター、ドラムス、ボーカル等が一体となった力強いサウンドは 
当時のマグマに酷似したものとなっている。それは当時のマグマがヴァン 
デルのみならずトップの影響下にもあったことを感じさせる。 （黄） 


SYNTOBA 



JEAN MY TRUONG 

Indi 

Indenland 

無番号 



TRYPTIQUE 

If You Are In A Bad Mood 
Don’t Worry 

OPALINE 45-1102 70 


フレンチ•ジャズ.ロック. シーンにおける トップ. ドラマー、 ジャン 
.ミ.トゥルオン。彼の活躍はザオ、スルヤ （Surya) 等を通じて広くファ 
ンの知る所となろている。そんな彼がラモー •エレ クトロ ニッ ク社に請わ 
れて、同社開発の 「Syntoba」 というインストゥルメントのデモンストレー 
シ ヨン用に作製したのが本シングルである。 「Syntoba」 自体がパー カッ 
シヨンなのか、あるいは、従来の楽器に接続して音を シンセ サイズドする 
装置なのかは不明であるが、ここで聴くことのできるサウンドは極端にシ 
ンセサイズドされた典型的な電子音である。その蕙子音とドラムの生音が 
奇妙に融合したスピーディかつドライヴ感に富んだ演奏はトゥルオンの力 
量が十分に発揮された素晴らしいものである。 （黄） 


トリブティクの唯一の作品。本シングルのスリーヴにはメンバーの顔写 
真が載っているだけで名前の記載はないが、フランスの雑誌によると、メ 
ンバーはアラン•ルノ ー (g & vo, 後にディスジャンクタ•レーベルから2 
枚のソロ.アルバム 「Renaud」「Out Of Time」 を発表、エルドンの 「Allez- 
Teia」「Thirdj にも参加）、ディディエ.バタール （b&vo, エルドンの 「Inter¬ 
face」、 リシャール•ピナスの 「Chronolysej 等に参加）クレマン.ベリー 
(ds,& vo, 後にマグマのメンバーとなる。ルノーの2枚のソロにも参加） 
とのことである。そのサウンドは当時のプリティッシュ•ロックの彩響下 
にあるブルージィなもので、 A 面はクリームを思わすギター中心のややハ 
ードな曲に、 B 面はより内省的な暗い感じの曲に仕上がっている。（黄） 


VOYAGE 

Slicker 

Live Your Life Again 

OPALINE 45-1104 71 


FRANCOIS WERTHEIMER 

Le Compagnon De Voyage 
L’Automne 

BTG 1290301 71 




ヴオヤージュは、 アール.： ゾイのデビュー.シングルで知られるオパラ 異色のシンガー、フランソワ•ヴェルテーメの2枚の LPrWertheimer 


イン..レ ーへ i ル U 2 夺 父のンングルを找した他.デフ々、ホリドール$のレ 
一べルからもヒングルを免羞するなど、 LP こそリリースして，いないが、 
比較的, t !, の長いグルーフであった。各也品ごとの詳しいバーゾネルは不明 
であり、 何 M かメンバー•チェンジもあった よう だが、ギタフ （2 人)、 フル 
—卜&ボー々ル、ベース、ドラムスという編成を基本にしていたものと忍 
われる。本セ々シド•シングルの A 面はゲスト#加のチェロとボー々ルを 
刖面に押し出し、それにフルート、アコースティック•ギタノ等が絡むと 
いう、彼らとしては W -每な、ややクラシ々ルな作品になっている。 一"、 
B 面はブル--’ズィな雰囲気を打った彼らの 本 ^的サウシドである。（賀） 


(BYG529 028) ，, 71j r Fermez Le Yeux (Philips 9101 133)'77j は実力派ミュ 
ージシャンを擁したブログレッシヴな作品として知られている。彼の唄は 
同系統の作品を発表したエマニュエル.ブーズ、オメタクサリアと比較し 
てよりナイーヴであり、シャンソン色の濃いものと言える。本シングルは 
彼の唯一のシングルであり 、LP 未収の作品が両面に収められている。 A 面 
はピアノと管楽器をバックにしたヴヱルテーメの叙情的な唄から始まり、 
厚みのあるコーラス、ハードなギター、効果音等が次々に加わり曲を盛ゲ 
上げていく展開になっており、彼の本領が発揮された力作である。一方、 

B 面はアリスのサウンドを、思わすややハードな作品である。 （賀） 































私の爱暖盤 



山畸尚洋 


OMARQUEE 編集長。大学のサークル誌から数え、約8年に渡って MARQUEE と共に靑春 
を歩んできた。趣味はクラシックを含む音楽鑑賞及び演奏、オーディオ。自称食通。 


A. POPOL VUH/Hosianna Mantra 

B. GENESIS/Nursery Cryme 

C. BALLETTO DI BRONZO/Sirio 2222 

D. UMBERTO BALSAMO/Malgrado Tutto... 

L f Angelo Azzurro 

E. OPUS AVANTRA E DONELLA DEL MONACO 

F. IL VOLO/same 

G•ISLAND/Pictures 

H. CANARIOS/Ciclos 

I. CARPE DIEM/En Regardant Passer 

Le Temps 

J. EARTH & FIRE/Song Of The 

Marching Children 



自分で決めた企画ながら、 10 枚の愛聴盤を選び、限 
られた枠の中で説明するのは、本当に困難なことだ。 
又、愛聴盤というからには、単に評論家として音楽性 
の高い作品をあげるのと違い、私情をまじえた、これ 
だけはコレ クション として大切にしているレコード達 
ということになるだろう。そう視野で10枚を選んでみ 
たが、これらの他にも同等の愛聴盤は多数存在するこ 
とをおことわりしておきたい。 

まず、多感な20才前後に没頭していたドイツ•ロック 
の中から A を代表させておこう。当時はこのレコード 
は極めて入手困難で、見ることさえ容易ではなかった 
ものである。ようやく友人から譲り受けたこのレコー 
ドに酔いしれた当時がなつかしい。深いゲルマン•口 
マンティシズムあふれる作品。イギリスはきりがない 
ので B を代表してあげておく。高校時代の想い出とし 
て、 プログレ ッシヴの美意識に目覚めた原点として。 
プログレ ッ シヴだけが唯一の救いであった時分の愛聴 
盤。イタリアの一番手は C である。意外に思う方が多 
いだろうが、レコードを物としてみる時、僕にとって 
非常に価値があるレコードがこれである。プレミアム 
のことをいっているのではない。イタリアン • プログ 


レッシヴの黎明70年に創られた一枚で、いわゆるハー 
ドロックである。特に A 面が好きだが、こと A 面ラス 
卜の “ MEDITAZIONE ” は僕にとってはイタリアン- 
ロックの中でも5指には入れたい曲。録音の悪さもこ 
こでは魅力である。個人的な趣味性が余りに強いレ 
コードなので、一般の方には勧められないけれども…。 
D はカンタウトーレの代表として。他に MAURO 
PELOSI，BOTTEGA DELL ， ARTE . R . COCCIANTE , 
ALUNNI DEL SOLE 等いくらでもあげたい物はあ 
るが、現時点で最も良く聴くものを選んだ。生活のき 
びしさをもふまえた上で尚、媛かく語りかける彼の歌 
声は僕には本当の優しさに聴こえる。シリアス畑寄り 
の作品の代表としては E である。バロック、ポップス、 
フリーの様々な要素をインヴォルヴしながらも、イタ 
リアという風土に根ざした見事な独自性を持つ。プロ 
グレッシヴ.ロックの生んだ最大の遺産の1つである。 
F は僕の目をドイツからイタリアへと向けさせたグ 
ループのアルバムとして忘れるわけにはいかない。叙 
情派のイタリアン•ロックの作品としては最も好きな 
ものである。もちろんセカンド.アルバムのほうが音 
楽的には完成度が高いが、初々しさと個人的な思い出 
とでファーストのほうをあげておこう。 G はヨーロピ 
アン.ロックの中で最も次元の高い構築美を誇る作品 
として。今聴いても、やはり驚くべきコンポース能力 
演奏水準、センスである。 H はスパニッシュ•ロック 
の中から。高校生の頃、何も知らず、若さだけを持ち、 
ヨーロッパのロックの底しれぬ淵を予感しながら買い 
漁ったレコードの1つに CANARIOS があった。当時 
の僕はこんなグループが存在するヨーロッパというも 
のに想 L 、をはせながらむさぼり聴いたものである。今 
でもよく、回想にふけりながらターンテーブルにのせ 
るアルバムである。丨はフランスである。昔、レギュ 
ラー.プライスで ARCANE 盤を買ったそのレコード 
がずっと今でも棚の中にあるので愛着を感じるもので 
ある。ジャケットのセンスの良さもさることながら、 
その音色が新鮮だった。明らかにフランスの音である。 
最後にその他の国ということで J をあげよう。70年代 
初頭の赤裸々な青年達の真実への希求を感じとること 
ができる作品で良くも悪くも70年代のアムステルダム 
のホットな息吹きを聴かせてくれる。僕の年、あるい 
はそれ以上のファンにとってこの音は郷愁をさそうも 
のだろう。以上、イタリアが多くなってしまったが、 
各国を代表させて選んでみた。何故か想い出のレコー 
ド選のようになってしまったが御許し願いたい。 













賀川雅彦 


1>マーキー 発行人。最近ワインに凝っています（まだ、駆け出し）。近時、印象に残ったも 
のとしては シャトー.ピション* ロングヴィル•バロン、シャトー.マルゴー • /く ピヨ 
ン • ルージュ（シャトー.マルゴーの セカンド • ワイン）他。ワインの ヤ クラとも言う 
べき ロマネ•コンティ、オパス•アヴァン トラとも言うべき シャトー•マルゴ（いずれ 
も価格に関して）を飲める日は来るのでしょうか？ 


EMERSON LAKE & PALMER/ 

Brain Salad Surgery 
GENTLE GIANT/Playing The Foole 
ALUNNI DEL SOLE/Dove Era Lei 
A Quell T Ora 

ANGELO BRANDUARDI/Cercando L T Oro 
DONELLA DEL MONACO/ 

Schonberg Kabarett 
KOMINTERN/Le Bal Du Rat Mort 
ZAO/Kawana 
UNIVERS ZERO/Uzed 
JULVERNE/Umballade 
(+ 1 ) 



早いもので、僕がプログレッシヴ•ロックと言われ 
る音楽を聴き始めてから15年以上の年月が経った。60 
年代最後の高校生 （69 年4月入学）だった僕は我国に 

プログレッシ ヴ. ロック、更にはユ ーロ. ロック が 根 
付く過程を最初から見てきたファンの1人であろう。 
そんな僕がこの15年間を振り返って10枚のレコードを 
選んでみた。 

エマーソン • レイク&パーマーの各種作品はフログ 
レッシヴ•ロックがメジャーな存在だった頃に最もよ 
く聴いたレコードである。ェマーソンの華麗で迫力に 
富んだプレイには何度も驚嘆させられた記憶がある。 
初期の5枚のレコードは全て僕の愛聴盤であったが、 
代表作として「恐怖の頭脳改革」を挙げた。なお、ェ 
マーソンがロック界最高のキーボード.プレーヤーで 
あったという認識は今も変わっていない。 ELP を始め 
として、キング•クリムゾン、イエスらの大部分の作 
品を聴いた後、僕の興味はイギリスのよりマイナーな 
アーティストに移っていった。そんな中で最も気に 
入ったのがジェントル•ジャイアントである。日本盤 
で出た「ガラスの家」を聴いて虜になり、それ以前の 
作品を苦労して輸入盤で集めたのを思い出す。その後 
少しして入手したブートレッグでは、変拍子を多用し 
多くの楽器を持ち変えて変化に富んだ演奏を展開する 


という、彼らの持ち味が十二分に発揮されたライヴ. 
プレイを聴くことができた。正式のライヴ•アルバム 
が発表された後、このブートレッグは手放してしまっ 
たが、本当に僕の愛聴盤であった。 

そして、 ユーロ •ロッ クの時代へ。最初に我国に 
入ってきたのが ジャーマン.ロック。 好きな レコード 
も幾つかあるが、残念ながらここに挙げるほどの愛聴 
盤はなかった。我国で一番人気のあるイタリァン. 
ロック。シンフォニック•ロッ クの代名詞のように 言 

われており、実際、優れた作品が数多くある。しかし、 
僕が挙げた3枚はやや趣を異にしている。ァルンニ • 
デル•ソーレは所謂ポッブス.グループである。しか 
し、その叙情性は際立っており、ジャン.ピェロ •リ 
ベルベリ、アレンジのオーケストラをバックに、見事 
に愛の世界を唄い上げている。アンジェロ •ブラン 
ドゥァルディのレコードはいずれも高水準の出来であ 
るが、特に 「Cercando L’Oro」 は曲がバラェティに富 
み、細かい部分にも気を配ったサゥンド作りがされて 
おり、聴く度に感心させられる。そして、巷では幻の 
レコードと言われているドネラ•デル•モナコの 
rSchonberg kabarett」。 完全なクラシックの作品であ 
ることを考えると、その内容は恐ろしくポップである。 
世紀末のウィーンを夢見つつ、ワインを飲みながらこ 
のレコードを聴く時間は何物にも代え難い。フランス 
には愛聴盤と呼ぶに相応しいレコードが少なくないが、 
今回は敢えて2枚だけを選んでみた。コミンテルンは 
正にフレンチ•ロックの原点と言うべき作品である。 
表面的にはユーモラスであるが、その実、知性と毒を 
隠し持ったサウンドはフランス以外では決して聴くこ 
とのできないものである。ジャズ•ロック王国フラン 
ス。その頂点に位置するのがザオの 「Kawana」 であ 
る。 セ ファー、カーン、トゥルオン、プレヴォス、 
ロックゥッドが織り成す白熱のプレイは世界最高の 
ジャズ•ロックと言える。シーンの規模は小さいも.の 
のベルギーにも2枚の愛聴盤がある。ユニヴヱル.ゼ 
口の 「Uzed」。 軽快なリズム、絶妙のアンサンブル、才 
リジナリティ溢れる曲作り等、チェンバー•ロックの一 
品である。もう一枚がジュルヴヱルヌの 「Emballade」 。 
その趣味性の極致とも言うサウンドはヨーロッパの古 
き良き時代に憧れる僕にとってはたまらない魅力であ 
る。最後の1枚。いろいろ考えたがいずれも上述の9 
枚と比較してターン.テーブルに乗った回数は少ない。 
そういう訳で10枚目はあえて空席とした。今回選ばれ 
なかった僕の愛する沢山のレコードのためにも。 
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江田和宏 


** プロフィール ** 栃木県宇都宮市出身。83年早大卒業後、地元企業に就職。現在は現地 コレクター 
との個人レベルのコンタクトを保ちながら、日本盤とのトレードを中心に興味のあるレコードを取り寄 
せている。 


MUSEO ROSENBACH/Zarathustra 
LATTE E MIELE/Passio Secumdum 
Mattheum 

IL BALLETTO DI BRONZO/YS 
BIGLIETTO PER L f INFERNO/same 
METAMORFOSI/Inferno 
QUELLA VECCHIA L0CANDA/I1 Tempo 

Della Gioia 

RUSTICHELLI & BORDINI/Opera Prima 
SEMIRAMIS/Dedicato A Frazz 
CERVELLO/Melos 
FORMULA 3/La Grande Casa 
DELIRIUM/Dolce Acqua 



80 年前後、ヨーロッパに赴いた日本人業者の手でプ 
ログレファンを仰天させる様なレコードが次々と発掘 
された。とくにイタリアからは完成度の高いシンフォ 
ニック系の作品が多数入荷、いつの間にか“専門店” 
に足繁く通う様になっていた私は、この驚くべき事実 
に大いなる興味をそそられた。しかし絶対的な入荷枚 
数が少なかったため市場は過熱。プレミアムはウナギ 
上りとなり、一般収集家の手に負える額を遥かに越え 
て行った。そこで、懇意にしていた輸入盤店の某氏に 
頼み込み、入手可能なレコードを一枚ずつテープに録 
音してもらって毎日の様に聴きまくる。当時、ユーロ 
ロックについて僅かな知識しか持っていなかった私に 
とって、一種異様な魔力を持ったそれらのサウンドは 
余りにも刺激が強過ぎ、結果、コレクターという泥沼 
の道を歩むきっかけとなってしまった訳である。その 
後、苦労に苦労を重ねて一枚一枚入手して行ったので 
あるが、実際に現物がターンテーブルに載る遥か前か 
ら各々の作品に対して限りない愛着を覚えていた。以 
来、現在に至るまで、どんなに素晴らしい作品に巡り 
会っても、当時を上回る感動を味わったという記憶は 
無い。従って愛聴盤を挙げろと言われれば当然、思い 
出深いイタリア盤の数々ということになろう。 

いずれも演奏技術の巧拙等は度外視し、全くの個人 
的好みで選ばせて頂いたが、客観的に見ても完成度の 
高いものばかりと言える。うち約半数は国内盤がリ 
リースされ、多くのファンがその素晴らしいサウンド 


に接することが出来る様になった。何故あれ程騷がれ 
ていたか、改めて納得してもらえたことと思う。ここ 
で、既に国内発売が実現した物も含め数枚をピック 
アップ、簡単なコメントを記しておきたい。 

MUSEO ROSENBACH / Zarathustra : 壮大なキー 
ボード群、イタリアンロック特有の叙情性等既に分か 
り切っている事は改めて言うまでもない。本作の魅力 
を増幅するのは何と言っても強力なリズムセクション 
だ。プログレ特有の目まぐるしいリズムの変化もソツ 
無くこなし、クライマックスではそのパワーが一気に 
爆発する。 

LATTE E MIELE/Passio Secumdum Matheum : 
たった 3 人の若者が“キリスト受難”という難題に 
真っ正面から取り組んだものであるが、多彩なキー 
ボード群や壮大な混声合唱の導入等により驚異的な作 
品を創り上げてしまった。「遠くはルネッサンス時代、 
いや、もっと前から連綿と受け継がれて来た美意識を 
ロックという現代的な手法により見事具現化」などと 
いう歯の浮く様な言葉にも何故か抵抗を感じない優れ 
た芸術性には誰もが魅了されることだろう。 

MATAMORF 〇 Si / Inferno : 紋切り型の表現になる 
が、壮大なキーボード群…但し本作の場合、その後に 
続く言葉が見当たらない。悪く言えばキーボードのワ 
ンマンバンド。それ故、ある程度のパターン化は免れ 
ない訳であるが、個人的にはキーボード音の大判振る 
舞いにより次から次へと畳み込む展開にたまらない魅 
力を覚え、ビブラートの効いたスピタレッリのヴォー 
カルからも何故か劇的な香りを感じ取ってしまう。 

QUELLA VECCHIA LOCANDA / I 1 Tempo Della 
Gioia : 叙情派シンフォニックの最高峰。ヴァイオリン 
とピアノを核に構築される“究極の美”その前では理 
性の存在さえも危うくなり、こみ上げて来るものを禁 
じ得ない。限りない甘さの他、一種異様な重々しさを 
も併せもった作品。某店による再発が着々と具体化し 
ており、多くのファンが待ちに待った「歓喜の時」も 
遠からず訪れることだろう。 

DELIRIUM/Dolce Acqua : ここで取り上げた作品の 
中では最も地味なものであるが、個人的には愛すべき 
—枚となっている。プログレ的見地からは 3 rd の方が 
高い評価を得ているものの 、 ac ギター、フルート それ 
にフォッサーティ の語り掛ける様な ヴォーカルに よっ 
て釀し出されるどこか郷愁めいた味わいは捨て難い魅 
力と言えよう。 A 1の曲を耳にする時、何故か、地中 
海に夕陽が沈む光景が想起される。 














吉瀨孝行 


t > 世界各国に強力なコンタクトを持つシンフォニック • ロック愛好家。情報の早さにも定 
評があり、彼によって初めて我国に入ってきたレコードも数多い。また、日本のロック 
にも造詣が深く、広く海外でもその名を知られている。（賀川） 


THE BEATLES/Sgt. Peppers Lonely 
Hearts Club Band 

KING CRIMSON/In The Court Of The 
Crimson King 
SANDROSE/same 
IL BALLETTO DI BRONZO/YS 
MUSEO ROSENBACH/Zarathustra 
FORMULA 3/La Grande Casa 
QUELLA VECCHIA L0CANDA/I1 Tempo 
Della Gioia 
IL VOLO/same 

IL VOLO/Essere 0 Non Essere? 



ユ ーロ. ロック も再発ブ ー ムである。それは 80 年代 
のレコ ー ドへの 不満を反映して いるの かもしれない。 
新譜もかなり買い求め ている けれども、とうとう80年 
代のレコ ー ドをこの9枚の中に選ぶことはできなかっ 
た。愛聴盤ということで、音楽性よりも、音楽観を変 
えたレコード、何回となく聞いたレコードに重点を置 
いた。ジャンルを問わず選んだにもかかわらず、それ 
らしきレコードばかりならんでしまい、われながら許 
容範囲の狭さを嘆かずにいられない。残りの1枚は日 
本のアイドル歌手なので、名まえを残念ながら伏せる 
ことにしょう。 

(イギリス）ビートルズとクリムゾンを抜いてしまう 
と収まりがつかない。彼らとの出会いがなければ、 
まったくちがう人間になっていただろう。ほんとは、 

「アビィ•ロード」と「リザード」もいれておきたい 
ところだ。この2枚を挙げてしまうと、他のイギリス 
勢はかすんでしまう。演劇的で個性的なヴォーカルは 
あまり好きではないから、ジヱネシス、 VDGG はパ 
ス、もちろん、演奏面においては好きなので、不届と 
自分でも思うが、ヴォーカルパートを飛ばして演奏だ 
けをよく聴いたものだった。 EL & P 、 ピンクフロイド. 
イエスは今となっては.、あまり聴く気が起こらず、 
どのレコードという訳ではないが、かえってジ ヱント 
ル•ジャイアント、キャメルのほうが新鮮な感じがす 
る。廃盤組の中では、 Spring . Fantasy . T wink とここで 


名まえだけでも紹介しておこう。 

(イタリア）どうしてもこの国がメインとなってしま 
う。次々へと発見されて行ったこの国のレコードに当 
時のファンがどんな熱い想いをめぐらせていたか。今 
となっては遠い過去のことになってしまった。ラジオ 
でもよくかかっていた PFM が最初に買ったイタリア 
ものだったとはいえ、その英語ヴァージョンは彼らの 
魅力を十二分には伝えてくれず、彼らとの出逢いには 
最初から “Storia Di Un Minuto ” を聴いていたなら、 
この10枚の中にいれておいただろう。フォルム • トレ 
の「夢のまた夢」は B — 2があるがために、愛聴盤と 
呼んでもおかしくない。それでも、「神秘なる館」に比 
ベると完成;度は低いということで、見送り。イル 
ヴォーロはどうしても両作ともいれねば気がすまない。 
バンコ、ニュートロスは1枚のレコードに絞るのは難 
しい。曲によっては好きではないのもある。イル•バ 
レット•ディ•ブロンゾ「 YS 」 、ラッテヱ.ミエーレ 
1 st 、 Maxophone は今聴いても古さを感じさせず、聴 
くたびに新しい発見さえある。すさまじいとは思って 
いたものの、そのへヴィーさのために何回とは聴く気 
になれなかった 「 YS 」 をこの3枚の代表として選 
ぼう。ここまで、徹底的に作り出された音楽も珍しい。 
その対照的ともいえる QVL のセカンドはあふれんば 
かりのクラシカルなメロディが美の極致へと招待して 
くれる。他にもムゼオ.ローゼンバッハ、トリアーデ、 
Biglietto Per L ’ Inferno , アル ティ•エ•メスティエリ 
どれをいれても構わない。これらのレコードはあまり 
聴かなくなったとはいえ、最初に聴いた時のインパク 
卜も強く、この中から1枚選び、これでイタリアは打 
ち止めにしよう。 

(世界各国）フランスのベスト5はタイ.フオンの 
1 st 、アトール「夢魔 」、 Asia Minor “Between 
Flesh & Divine ” Sandrose , Arachnoid あたり。中南米べ 
スト 3 は Bacamarte , Pablo El Enterradore , Crucis 
1 st 。 スペインでは 、 Granada の 1 st 、 Crack , Tarantula , 
Atila — Intencion 。その他、わが日本の山本道則「微 
笑」、トレース「島人王国 」、 Parzival “ Ba - Rock ”， 
Wind “ Morning ” 。この中から 1 枚となるとヤケクソ 
で選ぶしかない。女性ヴォーカルがちょっとひっかか 
るが、 Sandrose にしておこう。ギター、 メロトロン、 

曲作り文句なし。もし、何年か先にこのような企画に 
参加させてもらえるなら、きっと日本、アメリカ、力 
ナダあたりからも候補作がたくさんでるであろうと信 
じている。 
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NUMERO 

UENO 


t >9 年程前、もともとイタリアン狂だったが、マニア2、3人と共にソシアル•コンブレ 
ックスという輸入卸の会社まがいのものを設立。その会社で当時レコードコンサートや 
日本のプログレバンドのライヴ企画等をやっており、それが契機で当時結成したばかり 
のアウターリミッッ、観世音等と知りあい、彼等のプロデュースをするようになった。 
その時 MADE IN JAPAN RECORD としてスタートし、現在はプロデュースのかたわら、 
エジソンの店頭で大好きなレコード達に埋もれている。 


1 •BANCO/Darwin! 

2. KATE BUSH/Never For Ever 

3. MAX0PH0NE/same 
A.CIRKUS/One 

5. RENAISSANCE/Novella 

6. / same 

7. PFM/Storia Di Un Minuto 

8. KING CRXMSON/Lizard 
9.IL BALLETTO DI BRONZO/YS 

10.QUELLA VECCHIA LOCANDA/ 
II Tempo Della Gioia 



本誌編集長の山崎氏から、「愛聴盤10枚を選んで書 
いて欲しい。」と言われ、色々思い浮べた末、選んだの 
がこの10枚。僕のバンコ狂は有名な事だけれど、10枚 
中の半分までがイタリアで見事に占められている。 

(これでも随分遠慮したつもりなんだが…）思えば、 
レコードを買う場合、どこの国のものだろうとイタリ 
ア臭さがあれば分別なく買ってしまう癖が僕にはある。 
僕にとって愛聴盤の条件というのは、①お気に入りの 
曲が1曲でもあれば、それでいい。②とにかく派手で、 
クラシカル.シンフォニックしていれば…③一緒に歌 
えれば、なを最高。など々…。結構、理由は単純な訳 
だ。サーカス/ One やマクソフォーネなんて、③の一緒 
に歌うのが大好きなレコードの一つ。サーカスの1曲 
目の例の“ You are 〜”って繰り返して歌うあのフ 
レーズを今か、今かと身 If えて、ど派手な才ーヶスト 
ラ.アレンジに耳を澄せて聞いて、例の所に来たら我 
を忘れて歌ってしまう。マクソフォーネも、しわがれ 
声で歌われる。 “ C’e un paese almondo …”って歌い 
出しが大の気に入り。いつもこのフレーズを聞くたび、 

“やっぱり マクソフォーネは 英語盤じゃなくて、イタ 
リア語盤に限る！”と納得している。もちろん、サウ 
ンドの方も言う事なし。次に PFM の1 st 。 2 nd の 


「 PerUnAmico 」 も大好きなのだが、“甦える世界” 

や“ハンスの馬車”といった名曲が入っている 1 st の 
方を、よくレコード棚から取り出してみる機会が多い。 
これぞ、イタリアン • クラシカル.シンフオニックの 
極致です。クヱラ•ベッキア•ロカンダの 2 nd は僕の 
ヴァイオリン大好き嗜好の代表選手。“泣き々き 
の…”というフレーズはこのレコードの為にある様な 
ものではないでしょうか？ イル•バレット.ディ. 
ブロンゾは、全編一気に聴くにはあまりにヘビーなレ 
コード。このレコードを初めて聞いた時の衝撃と言っ 
たら、もう。このレコードのオリジナルが欲しくて、 
当時、某レコード店の廃盤セールに徹夜で並んだ事も 
あったっけ…このレコードの為に、僕はマニアの道へ 
と入り込んでしまったんだ。そして、イタリア勢の最 
後はもちろん、バンコ。曲では 1 st に収められている 
“ Metamorfosi ” が一番のお気に入りだけれど、アル 
バム全体としては何と言ってもこの「ダーウイン」。 

愛聴の度合（病気？）が進み、このレコード、過去に 
10枚程、聞き潰している。また7年程前にローマで彼 
らのライブを初めて見た時の興奮は、今でも僕の一番 
の宝物。イタリア勢の次は、キング•クリムゾン。よ 
くプログレ.ファンをジヱネシス派とクリムゾ y 派と 
に2分するけれど、僕は断然、クリムゾン派人間。ど 
のレコードも愛聴盤だけれども、彼らの中で最も叙情 
的であり、怪しい幻想を秘めた「リザード」を選んで 
みました。ところで、僕は女性ボーカル•マニアな訳 
で、海外へ行くたびに得体の知れないマイナーなレ 
コードを無限に買って来てしまう癖がある。そんな僕 
が、愛聴盤10選に入れたのが、ケイト•ブッシュの 
「魔物語」とルネッサンスの r ノヴヱラ」の2枚。ル 
ネ ッ サンスの方は Progressif の斎藤君のオハコだけれ 
ど、あの壮大なオーケストレーションといいアニーの 
天使の歌声といい、僕だって大ファンなのだ。ケイト 
の方については何も言う事はない。とにかく多彩なア 
イデアとボーカル•スタイルを持った天才歌手なのだ。 
最後に、日本の新月。このアルバムは、“鬼”という 
1曲しか聴けないと陰口を言う方もいるが、この1曲 
だけで充分なのだ。今まで、これ程までにパーフヱク 
卜なプログレ.ナンバーがあったろうか？ この曲は 
日本、いや世界のプログレを代表する名曲の一つ。僕 
は現在、メイド•イン•ジャパン.レコードをプロ 
デュースしている訳だけれど、“いつの日か、この曲 
を抜けるレコードを作りたい！”と心に秘めている永 
遠のライバルなのです。 
















中藤正邦 


[> 元マーキー • ムーン誌ライター。モノリス•コミュニケーションズを通じて日本のプロ 
グレ•バンドの紹介に努める。マーキーの賀川氏に次ぐ長老。 


OPUS AVANTRA E DONELLA DEL MONACO 
MELLOW CANDLE/Seaddling Songs 
ABEL/l+2(cassette) 

PALE ACUTE MOON/Newtopia 
FLYTE/Dawn Dancer 
STEVE LACEY/Truments 
ANNETTE PEACOCK/Revenge 
TAJ-MAHAL TRAVELLERS/July 15,1972 
JEAN LUC PONTY/Enigmatic Ocean 
SOFT MACHINE/Softs 



まず、オパス•アヴァントラのファースト。これは 
本当に優れものの1枚だと思う。ドネラ•デル•モナ 
コの歌声とアルフレッド•ティソッコの作曲能力に、 
いたく感銘をうけている。おそらく、セカンドのロー 
ド•クロムウエルを持っていたら、これも愛聴しただ 
ろう。その時は90分テープにカップリングでダビング 
して、オート.リバースで年中再生しているだろう。 
きっと 0 



メロウ•キャンドルのスワッドリング•ソンダス。 
言わずと知れた名盤。スパイロジャイラのサード、 
チュ ダー•ロッ ジと並んで、英フ ォーク . ロックの3 
本柱と評されているが、文句なくトップ.ランクであ 
る。二人の女性ボーカリストによるかけ合い、アレン 
ジ、コーラス、どれをとっても最高の部類。デビッド. 
ヒチコックのプロデュースの勝利か。 

アベルのテープ2本（どちらも30分）を60分テープ 
にダビングしたもの。厳密に言えばレコードではない 
ので、まずいかな。アベルは、かつて東京で活躍した 
プログレ. ハード . バンド。その ノ ヴェラからの影響 
を モロに 受けたサウンドは、ほほえましくもあって、 
大好きだったりする。 


ペイル •ア キュート •ムーンの ニュート ピア。 我田引 
水というか、自分で制作したものをこの項でリスト. 
アップするのはおこがましいかな、とも思うが、実際 
にかなりの頻度で聴いている。本誌ではオリ ジナ リ 
ティ云々で批判をしていたが、僕にとっては、そんな 
事はとるに足らないこと。親しみやすい メロディー、 
シンフォ ニックの音の渦、 アレンジ カ、演奏力、どれ 
をとっても安心して心地良く聴くことができる。しか 
も変形ポスター•ヵバーだったりして。おっと、これ 
は CM だった。かんべん。 

フライトのドーン.ダンサー。これは、ライナー. 
ノートを書いたので良く聴いた。安定していて、力強 
くて、美しい。そろそろ飽きてきたかな。 

私的なことで恐縮だが、昨夏に転居をした。その際 
に、レコードはほとんど実家に預けており、手元には 
数える程しかないという現状なので、以下のレコード 
は、かつて頻繁に聴いていた、とか心に残っているも 
のを挙げてある。 

スティーヴ•レイシー。これは間章のモルグから出 
されたもの。 ソロ。ェコーと 緊張感がたまらなくすご 
い。しんみりする。 

アネット•ピーコックのファースト。 ポ ール•ブレ 
イとのコラボレーション だが、 この時期のこういうア 
ヴァンギャルドなセンスにノスタルジーを 感じたり、 
ノイズ、ェレクトロニクス、ボイスの絡み合いに一喜 

一憂。 

リベンジと同じ感覚でよく聴いたのが、タージ.マ 
ハール.トラべラー ズ。 これはやはり小杉武久の構築 
力によるところが大なのであろうが、アンサンブル 
(と呼ぶにはあまりにおぞましい）仲々のもの。 

ジャン•リュック•ポンティ、ソフト•マシーン。 
共にプログレ•フュージョ\ノのノリ。ポンティのヴァ 
イオリンとホールズワースのギターの絡みは圧巻。ど 
ちらがどちらの楽器か、 と 見極めるのも大変だったり 
して。 ソフツの 方は、 カール•ジェンキンスの 楽曲/ 
アレンジカが、ジョン•エサリッジのギターを 伴って 
派手派手に展開する。前任のホールズワースのぬめぬ 
め ギターと 対称的な、 ェサリッジの 鋭角的な ギターが 
ヵッコ良い。大げさなくらい良い。 

その他、選には漏れたが、 ロバート •ジョン•ゴド 
フリーの ヒュ ペリ オン、ザムラ •ママズ•マンナの 
ファミリエスプリ ッカー、 ユニヴェル.ゼロの サード、 
そして、ルネッサンス、ブランド X 、ジヱントル. 
ジャイアントのライヴ盤も忘れられない。 


262—263 













鈴木伸一 


1> プログレは10数年前に聴いたクリムゾンとピンク•フロイドが最初。イタリアン•ロッ 
クは、 PFM が最初で、特に固執し出してから彳〇年近くなる。最近ではカンタウトーレの 
個性的な作品やシングルに興味がある。又、ここ1年位 LD も集め出したのだが、イタ 
リア映画を買ってしまう事が多く我ながら苦笑してしまう。 Taviani 兄弟の「カオス•シ 
チリア物語」が、特に気に入っている。 


MUZZI LOFFREDO/Tu Ti Nni Futti 
TITO SCHIPA JR./Io Ed Io Solo 
MAURO PELOSI/A1 Mercato Degli Uomini 
Piccoli 

CERVELLO/Melos 

BANCO DEL MUTUO SOCCORSO/same 
MUSEO ROSENBACH/Zarathustra 
JUMBO/Vietato Ai Minori Di 18 Anni? 
OPUS AVANTRA E DONELLA DEL MONACO 
IL PAESE DEI BALOCCHI/same 



MUZZI LOFFREDO/Tu Ti Nni Futti 


余りにも傷ましい女性ボーカルで、愛聴という言葉 
は似付かわしくないが、情念の噴出とも言うべきこの 
ボーカルは経験を遥かに越えた苦渋と怨念の彼方へと 
我々を葬り去る。決して妥協を許さぬ彼女の声の狭間 
で Pierrot Lunaire の演奏がとても哀し気に木霊する 0 
TITO SCHISCHIPA Jr/IoEdloSolo 

存在自体が奇跡的なアーティストである。繊細にし 
て劇的な表現力、凄絶なまでの感情移入。全てが極限 
の状態で張りつめ、その連続する緊張惑は、いかなる 
神経の弛緩をも許さない 9 個の表出という点において 
右に出るもののない孤高の1枚である。 

MAURO PELOSI/AI Mercato Degli Uomini 
Piccoli 


淡々と唄われる哀愁に满ちたこ の作品を聴く 度に 
染々とした情懐と静かな感動に包まれる。正に珠玉の 
名編である。 



OSANNA/Palepoli 


CERVELLO/Melos 

共にミステリアスな雰囲気を漂わせる蒼黒とした闇 
の音世界である。秘教的 Palepoli , 神話的 Melos , その 
衝撃と破壊力を決して忘れることは出来ないだろう。 
BANCO DEL MUTUO SOCCORSO/same 

哀しみを秘め乍も大らかに包み込む Francesco の 
ボーカルは 慈愛に溢れた優しさで満ちている。数ある 
クラシカル•ロックの中で 最も敬愛して止まない極上 
の傑作である。 

MUSEO ROSENBACH/Zarathustra 

何と言っても Stefano Galifi の壮絶なボーカルとク 
リ ムゾン 顔負けのメ ロトロンの洪水に圧倒される。そ 
の重厚にして大胆なサウンドは逆巻き奔流となって脳 
裏へ傾れ込み永遠の渦を巻く。 

JUMBO/Vietato Ai Minori Di 18 Anni ? 

より味わい深く滋味を感じる DNA も愛聴盤だが、 

スリリ ングで妖し気な展開を見せるこの作品こそ悪夢 
の如き音の迷宮である 。 Alvaro Ferra の ボーカル 自 
体変化に富んだ魅力的なもので、この不思議な音世界 
に一層の複雑さと奇怪さを増幅させている。 

OPUS A V ANTRA - DONELLA DEL MONACO 

妖気漂う逸品であり、夜の闇に包まれながら聴く時、 
更にその真価は発揮される。前衛と古典が美しく融合 
しているが、最も感動的なのはやはり Donella のボー 
カルである 。 Saint Just , Pierrot Lunaire , Jacula 等 
もとても気に入っているが、彼女のボーカルが最も深 
みがあり忘れ難い。 2 nd Lord Cromwell , A . 
Tiscco の Katharsis , そして Donella の各ソロ •アルバ 
ム等、彼等が遺 L た種々の作品は各々独自の魅力に富 
み乍も極めて普遍的な美意識に貫ぬかれている。 

JL PAESE DEJ BALOCCHiysawe 

幾多有るイタリアン•ロックの中でも一際異彩を放 
つ1枚。深遠なる空間と深い静寂を感知させるこのア 
ルバムは、魅力的な小曲を巧みに繫ぎ合わせ、あたか 
も水面に浮かぶ泡沫の如く現われては消え、聴者の感 
情を弄ぶ。正しく名作と呼ぶに耐え得る作品である。 
イタリアばかりで偏執的だが、因みに他国では 
Emmanuel Booz の Le Jour Ou Les Vaches , 
King Crimson の 1 st , Genesis の Nursery Cryme , 
Hammill の Cameleon 等が特に印象深い。 Wallens ¬ 
tein , itoiz , Marsupilami , A . Carrion 等も忘れ難い。シ 
ングルでは Tavola Rotonda と Officina Meccanica 
が群を抜いている。共に超弩級の サウンドで 驚愕を禁 
じ得ない。 















山本雅幸 


t > 大学卒業と同時に、某出版社に入社し、三流エロ劇画誌の編集に従事して7年。現在、 
「漫画エロトラブ j という月刊誌の編集長をつとめながら、劇画誌混迷期の中、新人の 
養成及び、コミックスの単行本企画など幅広い編集作業を展開中。 


1 . FAUST/same 

2. KLAUS SCHULZE/Cyborg 

3. ASH RA/Correlations 

4. POPOL VUH/In Den Garten Pharaos 

5. AM0N DUUL/Yeti 

6. CAN/Landed 

7. NEU/3rd 

8. ANTHONY MOORE/Secrets Of The 

Blue Bag 


振り返ってみれば、今からもう 15 年ぐらい前、つま 
り70年代前半というのは、ドイツにしろ、イタリアに 
しろ、ユーロ ロックを語る上で、一■番おもしろい時期 
だったように思う。初めて手にするアルバム、聴くア 
ルバムが実に衝撃的で、心地よく、当時は1日中でも 
よくレコードを聴いていたものだ。そんなアルバムの 
中で、特に最近でもよく聴くものをリスト•アップ 
してみると-。 

FAUST / lst : ジャーマン.ロックの中でも、これ 
だけは時代を感じさせない、究極のプログレッシヴ • 
ロックだ。71年という数字が、単なる記号でしかなく、 
今もって、ロックの内包するあらゆる可能性を垣間見 
せてくれるアルバムである。巷では、やたら破壊的で 
攻撃的な音などと評されがちだが、これ程、やさしく 
柔らかい音は他にはないのではないかと思う。 
KLAUS SCHULZE / CYBORG : こ. のアノレノ< ム （2 L - 
Ps ) は、今も昔も変わらず、絶品のへヴィ•メタル. 
ロックだ。ワグナーのオペラにも匹敵する壮大な音空 
間と、強迫神経症的にジリジリ迫ってくるシンセサイ 
ザーの洪水が心地よい。 

ASHRA / CORRELATIONS : このアルバムには、姿 
形は変われど、 かつてのジャーマンロックの 巨星、 ア 
シュ•ラ.テンペルの織りなすストイシズムが連綿と 


脈打っている。ジャケットのセンスも抜群だが、マ 
ニュエルの 憂愁を帯びたギターが何と言ってもいい。 
宵闇の子守歌ってところ……。 

POPOL VUH/IN DENGARTENPHARAOS : ま 
さに、 ルード ヴィヒ2世に捧ぐ アルバム。 静けさの波 
間に見え隠れする狂気、不安感、焦燥惑に ジャーマン • 
ロックの宿命的な重さを感じることができる。ポポ 
ル•ヴフは、 3 rd 以降の洗練された音より、やはり初 
期の エネルギッシュな 音の方が好きだ。 

AMON DUUL H / YETI : コンセプト、内容に関し 
て言えば、今となっては、もう古き良き時代の産物で 
あるが、 ハー ト '.• ロックスタイルの音 造り の 中では、 
この アルバム 程完成されたものはないと思う。妙に 
粘っこい演奏が アモン.デュールなら ではの歴史を物 
語っているようだ。 

CAN / LANDED : アモン•デュールと並んで先駆者 
的な存在として知られているカンの後期アルバム。 

“ フューチャー •デイズ”も名盤だが、ダモ鈴木の亡 
霊から逃れ得た （？） 安堵感が全体をおおっていて、 
イージーリスニング 的な構成が聴きやすい。 このアル 
バムでのミヒャエル.カローリのギターには、思わず 
顔が微笑んでしまいそうだ。 

NEU /3 rd : ノイほど、パンク以前に、真剣にパンク 
していたグループはないであろう。 1st 及び 2 nd の内容 
の素晴らしさは、言うに及ばず、 3 rd の完成度は聴い 
ていて、実に小気味よく、血湧き肉踊るものがある。 
一家に1セット、ノイの残した3枚のアルバムは、今、 
聴いても、やっぱり“新しい”音だ。 

ANTHONY MOORE/SECRETS OF THE BLUE 
BAG : ある人は、寝入ってしまい、また、ある人は、い 
ら立って思わずレコード盤を放り出したくなるという、 
非常に ナイー ヴで扱いにく いアンソニー.ムーアの 
2 nd アルバム。 でも、この間延びした5音階の呪術に 
かかってしまうと、もう脱け出せなくなってしまう。こ 
のアルバム は唯一、あの トニーコンラッド.ウィ ズ. 
ファウスト の 大作“ アウト •サイド•ザ•ドリーム • 
シンジケート” に対抗できる究極の金太郎飴 ミュー 
ジッタの決定版でもある。 

以上、10枚にも満たなかったが、古き良き時代の懐 
古趣味的な寸評としてまとめてみた。ドイツ以外、イ 
タリアや フランス、 ブリ ティッシュ などの愛聴盤を挙 
げることができなかったのは残念だが、やはり、一番 
思い入れ深く、かつ今でもよく針を落としては聴き込 
んでいる レコー ドは、 ジャーマン なの だ。 




















松本修一 


t > 東京都荒川区在住、最近はフランス物を聴く時間が多いが基本的には地域限定はありま 
せん。シンフォニック、アイドルも可。 


MAGMA/Attahk 
GENTLE GIANT/Octpus 
KATE BUSH/The Kick Inside 
UNIVERS ZERO/Uzed 
OPUS AVANTRA E DONELLA DEL MONACO 
GENESIS/The Lamb Lies Down 
On Broadway 

VAN DER GRAAF GENERATOR/Still Life 
CHRISTIAN VANDER/Offering 
PETER HAMMILL/And Close As This 
PFM/L f Isola Di Niente 



ここにピックアップしたレコードは日常よくターン 
テーブルに乗る個人的な愛聴盤であり私自身の音楽的 
体験の推移のなかで出合ったこれからも長くつき合え 
るであろう10枚です。音の説明は不必要と思うのでこ 
れらの音楽に出合った状況を思 I 、返してみたいと思い 
ます。10代の初め頃、そろそろ意識的に音楽を聴くよ 
うになってもやはり知識や経済面での不足のためやは 
りその中心は流行や環境がほぼ決定していたのだろう。 
ステレオなど持っていない頃であり、音楽専門誌など 
も読む習慣はなかったので情報源は AM ラジオぐらい 
のものだった。当時はベトナム戦争を背景としてゥッ 
ドストックを頂点とするイベントやフラワームーブメ 
ントなどと呼ばれるある種のドラッグ.カルチャーが 
日本にも伝えられ、その本質は理解し得ないまでも、 

—種の カルチャー.ショ ックを受けたのは確かだった。 
ずいぶん昔のことなので記憶が不鮮明に なりつつ ある 
が当時 スター だった ジェファーソン.ェア プレイン、 
CSNY 、— ジョニ•ミッ チヱルな どが好きだった。高校 
に入って ステレオ 装置を手に入れても、 レコードは 依 
然高嶺の花であった。したがってあいかわらず FM 放 
送や、近所の図書館の貸し レコード など金のかからな 
いところから音を収集していた。当時の コレクショ 
ン•テープには 日本のフォ ーク. ニュ ー ミュ ー ジッタ 
から マイルス、コルトレーンまで、 採集、分類されて 


いた。当時イギリスの音楽産業も隆盛を誇り、末期 
ビートルズからハードロック、またプログレ以前の 
アート•ロック、と呼ばれるものまで多種多様だった。 
NHK . FM でも渋谷氏の紹介でブリティシュ•ロック 
はよくオン.ェアされていた。その中の BBC ライブは 
キャメル、クリムゾン、ジェントル•ジャイアントな 
どの演奏も含まれていた。そしてあるとき昔の友人に 
再会したおり、互いの音楽の好みについて話が及んだ 
のだがジャンルは同じらしいのにまったく聞いたごと 
もない名が彼の口から出てきた。アンダーグラウンド 
とまでいかなくても、マスメディアからの情報の中に 
は含まれない未知の世界があるらしいことにようやく 
気づきはじめた。新しいもの、非コマーシャルなもの 
はそれ自体の質が高くても多数に承認され、知られる 
ようになるには時間を必要とするのだ。しかしそれを 
待っていられるほどの時間を所有しているわけではな 
い。私は彼の話をヒントにはじめてレコードを探しは 
じめた。しかしいきなり輸入盤店へ直行したのではな 
く、行った先は秋葉原の有名レコード店だった。そこ 
の海外アーティストの日本盤コーナーで自分の知らな 
いようなレコードから選び出してみた。 VDGG にめぐ 
りあったのはこのときだった。このレコードの紹介者 
であるたかみ氏のおかげで、それに連なる奇妙な味の 
プリティシュ•ロックを知ることができたのであった。 
たいへん感謝している。音を聴かずにレコードを買う 
のも初めてのことだったが、ライナーが無かったらさ 
すがに二の足を踏んでいただろう。 

一方メジャーな“プログレ”も今までまともに聴い 
ていなかったので同時に集めなければならなかった。 

日本盤を集めているうちはまだよかったがすぐに限界 
はやってきて、輸入盤に手をだすようになる。しかし 
そこには廃盤、プレミアの壁があった。それは現在も 
この世界につきまとっているが。この当時はまだキン 
グのユー ロック. シリーズなど影もない頃であり、そ 
の道の険しさに因果な物に手を染めてしまったものだ 
と暗くなるのだった。しかしマルコポーロが思い描い 
た日本のごとく、西方に宝があると信じた私はあとに 
引くことはできず、マニア諸氏のうしろをうろうろし、 
首をつっこむのだった。実際そこにはまぎれもない傑 
作も存在していた。その後状況も関係者の努力などに 
より徐々に変化し、半ばあきらめていた音に接するこ 
とができるようになった。しかし“今”の音楽に関し 
ては相変らず紹介されているとは言い難い。その日が来 
るまでまだ長い時間を要するのだろうか。 














坂地昭一 


!>日本でユーロ ビアン. ロックが騒がれる以前からの、愛好家。 ジャンルに こだわりなく、 
幅広い趣味と知識を 持つ。 「クエラ•ベッキ ア. ロ カンダ/2 nd 」 を某 中古レコード店で 
発見し、この レコードが 知られるようになった話は、あまりにも有名。 （松本昌幸） 


MICHEL ZACHA/La Nu：i t Des Cigales 

ILOUS & DECYPER/same 

SANDROSE/same 

DAN AR BRAS/same 

MILESTONES/Emigration 

FRANCK DERVIEUX/Dimension ” M” 

PARZIVAL/Barock 

HOLDERLIN/Holderlins Traum 

ASIA MINOR/Between Flesh And Divine 

OUTER LIMITS/Misty 



私がプログレと呼べるレコードを最初に聞いたの 
は、ピンクフロイドの「原子心母」が初めてだったと 
思う。1971年、中学2年の時である。それ以来プログ 
レに狂って15年余り、30になった現在でも好みの傾向 
はあまり変わっていない。 

中学、高校時代は主にプリティシュ系の有名グルー 
プ、クリムゾン、ジヱネシス、イエス、ジェントル. 

ジャイアント等を中心に聞き、その後75年ごろからは、 

ブリアィッシュのマイナーシーン、さらにユ ーロロッ 

クへと興味の対象は移っていく。 

私の好みの大半は、シン フォニックロックで アバン 
ギャルドで暗いサウンドよりは、わかりやすく メロ 
ディアスなものが中心である。 

国別で好みの順位を書いてみると、1位イギリス、 

2位フランス、3位イタリア、4位カナダ、5位日本、 
6位ドイツ、7位北欧という様な順になる。以下プリ 
ティッシュは除いて現在の10枚の愛聴盤をあげてみる 
と二 

① MICHEL ZACHA/LA NUIT DES CIGALES 
このアルバムは72年に国内盤もでているが、発表当 
時はまったく話題にならなかった作品。内容は当時の 
フランスのアンダーグラウンドを代表する、重くて暗 
めのサウンドで、ピンク.フロイドの影響を受けてい 


る。72年発表ということから言うと、当時のフランス 
の状況からいって録音、アレンジがきわめて良く古さ 
をまったく感じさせない。 ミッシェル •ザカはその後 
も何枚かアルバムを出しているが内容的には本作より 
劣ると思う。 

© ILOUS & DECYPER 

ミッシヱル•ザカの作品と同じくジャン.ピエー 
ル•アラルサン参加の名盤である。どちらかというと 
ミッシェル.ザカの 1 st よりはポップでアンニュイな 
フランス的な仕上りであり、幻想的なフランス映画を 
見ている様なストーリー性もある。 

③ SANDROSE 

フレンチロックの 最高峰はなんと言っても この 作品 
に尽きる。 ジャン. ピエール.アラル サンの 才能が最 
も良く生かされた作品といえる。 

④ DAN AR BRAS 

この人はエキサゴンレーベルに籍をおくコンテンポ 
ラリーなギタリスト である。内容は エキサゴンレーべ 
ルのトラディショナルなカラーが強いのだがアコース 
ティックギターの つまびき や、リコーダーのソロには、 
ハッ とするきらめきがある。また ェレキギターの力強 
いソロパートは、アラルサンのそれに匹敵す る もので 
ある 。 

⑤ MILESTONES/EMIGRATION 

マイルストーンをプログレグループとするのはむず 
かしいが、この 2 nd アルバム B 面におさめられた組曲 
は、ドイツシンフォニックロックの良質なサンプルで 
ある。ギラの 2 nd アルバムとも傾向を共にしておりク 
ラシカルなストリングスと、オーボエのソロが素晴ら 
しい。 

⑥ FRANCK DERVIEUX / DIMENSION 「 M 」 

このアルバムはあまり知られていないが、カナダに 
おけるシンフォニックロックの名盤の一枚としてあげ 
たい。内容は、イタリアのフェスタ•モビーレに近く、 
パイプオルガンの効果的な導入はシンフォニックファ 
ンに はこたえられないだろう。 フランク •デルビュー 
は本来はジャズ系の人らしく、ゲストにもジャズ系の 
女性ボーカル、バイオリニストが参加している。製作 
年度は75年ごろと思われる。 

以上の6枚以外に愛聴盤としてあげらるものに、パ 
ルジバルの「バロック」 や ヘルダーリンの 1 st アルバ 
ム、 それに アジアマイナーの 2 nd アルバム等を あげて 
おこう。そしてやはり日本のプログレではアウターリ 
ミッツの 1 st アルバムを あげるしかない。 
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松本昌幸 


1> 3年間の企業生活をはみ出し、これから、ワールド•ディスクのお店を祖当することに 
なりました。「求む！ j ケイト • ブッシュのポスター。 


CATHERINE RIBEIRO + ALPES/Paix 
MAGMA/Live 

OPUS AVANTRA E DONELLA DEL MONACO 
IL PAESE DEI BAROCCHI/same 
ALAN HULL/Pipe Dream 
SANDY DENNY/The North Star Grassman 
And The Ravens 

POPOL VUH/Einsjager & Siebenjager 
PINK FLOYD/The Dark Side Of The Moon 
PFM/Per Un Amico 

SPIROGYLA/Bells,Boots And Chambres 



Catherine Ribeiro + Alpes/Paix 


「 L’temps De L ’ autre 」「 Passions 」 なども良い 
けれど、とにかく、このアルバムの B 面につきる。深 
く沈み込んでいくようなリベロのヴォーカルが、美的 
に感じられる。 



Magma/Live 


スタジオ•テイクを何倍も上回る凄味と、テクニッ 
ク、熱気があって、筆舌につくしがたい。後期クリム 
ゾンの持っていた、力量を越えているかのように、ぼ 
くは思うのですが。 「 Kontarkoz 」 の演奏が終わった瞬 
間、声を張り上げている.貴方の気持ちが、よく理解で 
ぎる。 

Opus Avantra e Donella Dell Monaco/Same お馴染み 
の 1 枚。果実が熟し切った時の、濃厚な甘みを持って 
朽ち果てていく、その瞬間をとらえたような甘美さが 
魅力。 

II Paese Dei Barocchi/Same 

物憂気な雰囲気が、非常に心地良い。 A 面後半部で、 
同じメロディー•ラインが繰り返される所など、夢が 


どんどんと広がっていく。 

Alan Hull/Pipe Dream 

元リンディスファーンのギタリストのソロ第1弾。 
イギリスの片田舎の臭いが、よく伝わっている。くっ 
たくのないフ オーク•ロッ クです。 

Sandy Denny/The North Star urassman And The 
Ravens 

亡き彼女のソロ 1 作目。イギリスの湿った空気と海 
の匂い、灰色の空、どれもピタリとくる 。 「Blackwater 
Side 」 などは、もう、たいへんです。 

Popol Vuh/Einsjager & Siebenjager 

「Hosianna Mantra 」 は深い 。 「Das Hohelid 
Salomos 」 もいいけれど、思い出が残っている分、こ 
のアルバムを入れておきたい。 「 Aguirre 」 のメイン. 
テーマとか 「 Morgengruss 」 か、どれも美的な音色だ 
と思う。良い良い。 

Pink Floyd/The Dark Side Of The Moon 

フロイドは好きです。今、唯一の コレクト 対象 アー 
ティストでもあるし、何よりこの作品が、ぼくの道を 
誤まらせた張本人でもある。特に「神秘」からこの作 
品までのフロイドが良い。ちなみに今、最も好きな曲 
は「望みの色を」。 

P . F . M/Per Un Amico 
物思いにふけるような抜群の始まりが、特に印象的 
なこのアルバム、1作目よりも、ぐっと繊細さが出て 
いて良い良い。マンティコア.レーベルに移籍してか 
ら希薄になってしまった、さりげなさが、実に魅力だ。 
bpirogyla / Bells , Boots & し hambres 

バーバラ.ガスキンにつきる。ブリティッシュ. 
フォーク.ロックの最もいい面が出ていると思う。と 
ても良い。 

クリムゾン、ジェネシス、 E.L & P , イエスは、言うに 
及ばず、変則拍子から抜けるようなコーラスになだれ込 
むジェントル.ジャイアントの 「Three Friends 」 、月 
並みながらラッテ•エ•ミェーレの 1 st . 2 nd ソフト. 
マシーンの 2 nd の A 面、 V . D . G . G , 本当を言うと 
Czar の1曲目、グレイシャスの「！」，スプリング、ク 
レシダ2作、などのコレクターズ•アイテム、カテ 
リーナ.カッセルリの 「 Primavera 」 、初期ゴング、 
初期タンジェリン • ドリーム 、 「Cosmic Century J 
などなど、ケストレルとか、話がつきなくなるのでや 
めておきますが、最後に、はっきり言ってケイト • 
ブッシュは好きです。 












CHIHIRO S. 


> MARQUEE が大学のサークルだった頃から本誌にたずさわっている男。元発行人。現在 
はグループ LACRYMOSA のリーダーとして精力的に活動を続ける彼は、今や日本アンダ 
ーグラウンド • ロックの生き証人ともいわれている。 


1 .HORSLIPS/Happy To Meet, 

Sorry To Part 

2.SP0TNICKS/? 

3. RAYN0LD & CAMERIA/Mula Meria 

4. MIKE WESTBROOK/The Westbrook Blake 

5. VANILLA FUDGE/Renaissance 

6. C0MPANYIA ELECTRICA DHARMA/ 

L T Angel De La Dansa 

7. ESPERANT0/Last Tango 

8. CARMEN/Fandango In Space 

9. ROBIN WILLIAMSON/Journey f s Edge 

10.JETHRO TULL/"A" 



最初に、編集部の意向により、クラッシック/現代 
音楽物，及び民族音楽は今回のセレクトからはずして 
いることを書いておくべきだろう。したがって、メシ 
アンもベルリオーズも、バルカン半島の民族音楽も、 
伊福部昭も、これに含まれていない。この時点で普段 
聴くものの内、半分以上は無くなったと言える。又、 
今回の原稿担当分、すなわちアレア、ジヱントル. 
ジャイアント，アモンデュールは意識的に避けた。話 
がダブるとクドくなるからである。同様にホークウイ 
ンド、 A . ブラウンも避けた。ホークスのレコードが 
必ずセレクトされると思っていた読者もいただろうが、 
人がホークウインドを白面で聴いているとは思わない 
で欲しい。それから、大方の予想に反して、リコメン 
ディッド系のレコードは、今となっては持っていない。 
(複数の理由による。）ユニベル•ゼロのレコードは自 
分では買ったことはない。又、それぞれの番号は、単 
に今日思いつた順番で、他の日にセレクトしても、似 
たようなメニューにはなるだろうが、順番は変わって 
いるだろう。逆に言えば、この辺の物ならば、自分の 
中であまり価値に相異がないのも事実である。さらに 
余談になるが、自分には基本的に、レコードを聴くと 
いう習慣がなく、日常聴くのはテープのみである。そ 
れぞれに関して、多少解説めいたことを書くと、ホー 

スリッブスはアイルランドのトラッド•ロック•バン 
ド。アイリッシュ•トラッドに演歌ギターが炸裂する 
この 1 st アルバムはほとんど圧巻である。 

スブートニクスは「霧のカレリア」のヒットで有名 


な、あの スプートニクスで ある。 

レイノルド&カメリアは昨年来日したインドネシア 
のポップ.グループ。「’70年代は様々なロック•バン 

ド- J . エアプレーンやジヱスロ •タル等-のコ 

ピ ー•バン ドをや っ ていた」という レイノ ルド 率 いる 
シタール， 竹笛， syn - dr , ツイン • kbd を含む11人編 
成。後進国なのを良いことに（こんな事書いて良いの 
かな？）禁じ手無しの曲展開には、ひたすら絶句して 
しまう。 

M . ウェストブルックは本誌のレビューでも何度か 
取り上げられたが、これはタイトルからもわかるよう 
に、 W . ブレイクの詩に曲をつけた作品を集めたもの。 
特に B 面は15分の曲と9分の曲の2曲のみという力作 
で、 B — 2のフィル.ミントンの熱唱は是非聴いて欲 
しい。 

ヴァニラ•ファッジに関しては、何を今さらという 
声もあろうが、この時期のティム•ボガードの演奏は 
語り継がれるべきだろう。豊富な意表つきバッキング • 
パターン、当るを幸いの半音進行など、この時期のプ 
レイはすさまじい。プログレ系べーシストの7割は黄 
金時代のティムには軽く負けてしまうだろう。 

未確認ではあるが、どうも、コンパニヤ•ェレクト 
リカ.ダルマのフォート ゥニィ 3兄弟の内、ギターの 
ェスティーヴが昨年、亡くなってしまったらしい。 
ジョアンのサックスが泣き、ギターがボケるという得 
意のコンヴィネーションはもう聴けないのだろうか。 

エスペラント，カルメン， R . ウィリアム ソ ンに関 
しては 本誌 カタ ログを参照。 

ジェスロ.タルは ’80年代に入ってからェディ. 
ジョブソンを迎えて作られたアルバム 「 A 」 を。意外 
と知られてないが、これが名盤だったりするから世の 
中はおもしろい。元々、ェディの最大の欠点は底の浅 
さだった訳だが、イギリスの怪人「子泣きじじい」イ 
アン•アンダーソンのサポートで、ほとんど目立たな 
くなっている。 A 面最後の “Black Sunday ” は隠れた 
名曲。 

この セレクトの 中には単に、聴くことがある、とい 
うアルバムからある種のメモリアルアルバムまで ラン 
ダムに入っている。どれがどれであるかを語る程、今 
日の私は正直ではない。一つ言えるのはメモリアル. 
アルバムには2種類あって、時々ひっぱりだして聴き 
たくなるものと、嫌いではないのに二度と聴きたくな 
いと思うものである。後者はこの セレクトに 入ってい 
ない 0 
















田中昌延 


>二うした音が好きになったきっかけは意外だが、おそらく中学生の頃に聞いたエルトン•ジョンの 
2枚組 L P「Goodbye Yellow Brick Road 」 に入ってる、'葬送"じゃなかったかと思う。あれはキーボー 
ド他の音の洪水だった。その頃カンサスなどがデビューし、スターキャッスル他アメリカにこったりも 
した。ある国のひとつのバンドが気に入ると、しばらくはその国ばかり探すようだ。最近は南米、ユー 
ゴ、今は北欧の冷たい Symphonic を探している。 


1. MIKil OLDFIELD/Incantations 

2. ANYONE T S DAUGHTER/Adonis 

3. KESTREL/same 

4. GENESIS/ Second Out 

5. TODD RUNDGREN/Something Anything 

6. ASIA MINOR/Between Flesh & Divine 

7. KAIPA/Inget Nytt Under Solen 

8. L0CCANDA DELLE FATE/Forse Le 

Lucciole Non Si Amano Piu f 

9. LA MAQUINA DE HACER PAJALOS 

10.TAK0/same 




ちょっと考えただけでも、愛聴盤を10枚だけ挙げろ 
と言うのは酷な企画だった。仕方がないので取りあえ 
ず思いついた順に書き連らねることにしたが、当然そ 
こには順位などなく、またこれ以外にも、自分にとっ 
て同等に値する作品があることは言うまでもない。 

実際のところ、その候補としてレコード棚から抜き 
出してしまったジャケット達の大半が、誰もが見なれ 
ているものだと言うことに、今さらながら、メジャー 
のメジャーたり得る当然さを思い知らされた気がした。 
ここで最初に白状しなければならないことは、私がマ 
イク.オールドフィールドの ミ ーハーだと言うこと。 
こうあっさりと告白してしまえば、話も進めやすい。 
いっそのこと、この10枚をすべて彼の作品で固めてし 
まうことも出来たが、その中でも、何か聞きたいと 
思った時に流れているのは「呪文」だったと思う。夕 
イトル通りの優しい螺旋音と、マディ•プライアのリ 
フレインは今だに永遠を奏でている。一時ピルツ系の 
再発などもあり、ドイツに固執した時期もあった。ェ 
ニ ワン ズ.ドーターはその頃出合ったグループで、 
「アドニス」には、随分と悩まされ続けたものだった。 

それに比べると、ケストレルは十分に健全な感動を 
与えてくれた。初めて音に触れた時から、あの粋なメ 
ロディが体中を駆け巡り今もって耳から離れないでい 
る。思い通りにゆき過ぎた、いやに懐しい体験をした。 


懷しいと言ってしまうのはどうかと思うが、ジェネシ 
スを 忘れてはならない。彼らには「セ コンド •アウ 
卜」と言う不動の名演があったのだ。中でもとびきり 
“ ファース •オブ •フィフス” が好きで、 ス ティーブ. 
ハケット の ギター•ソ ロが、 スタジオ 盤よりもやけに 
生々しく、震え、同時にその震えを自らも味わうのだ。 
これ以外に何がいいと言うのだろう。 

突然だが、プログレ•ファンには余りなじみのない 
トッド•ラングレンも、どうしようもなく好きな1人 
だ。彼の作る曲、歌うバラードには、人間愛が満ち溢 
れていて常に建設的だ。ちょっとおかしいだろうが、 

1人で歌うのではなく、何人か仲間を集めて合唱した 
くなってしまう。「サムシング•エニシング」には、そ 
んな歌がたくさんつめ込まれている。話題を元に戻そ 
ぅ。 

ある時期を過ぎた頃、ひとつの壁を乗り越えたかの 
ように、イギリス以外の言わゆるヨーロッパの国々が 
気になり出した。それ以前にもっまみ聞き程度には聞 
いていたが、ある種の B 級志向なるものへと目覚めさ 
せてくれたのは、ノヴァリスであり、タイ•フォン、 
そしてアジア • マイナーだった。特にアジア • マイ 
ナーの「ビトウィーン.フレッシュ.アンド•ディバ 
イン」は、真に生涯を誓い合うことの出来るひとつだ。 
そして、これに匹敵する程聞き込んで来たのが、カイ 
パだ。巷ではサード.アルバムが持てはやされていた 
ようだが、真実はセカンドである「インゲット•ニッ 
卜 • アンダー.ソーレン」にあるのだ。これが僕を北 
欧病にした原因で、今なお進行している。ダイスはそ 
れに優るとも劣らないと言いたかったが、規定打席に 
満たないので番外。さて、普通ならたくさん出て来る 
イタリア勢だが、特異体質の私はロカンダ•デレ • 
ファーテにとどめをさす。この LP もケチのつけよう 
がない程に感動的。こうしたイタリア勢に少なからず 
影響を受けてきたのが、中南米のグループ達だったの 
だろうか。他の国々にひけをとらない第一級のバンド 
が多くある。ここでは、ラ.マキナのファースト • L 
P を挙げておこう。ミアやクルチスよりも、僕には親 
しみがあった。これに共通した色彩を持つものがタコ 
で、どことなく垢抜けない泣きが、いっも鳴り響いて 
止まなかった。 

こうして思いつくままに進めて来たが、いつの間に 
か規定枚数に達したようだ。読み返してみると、他に 
もっと良いのがあったような気もするが、それは他の 
筆者の方々にしても同様だろう。 















杉山薫 


0現在、故郷である静岡市に在住。基本的には世界中のどの国のグループも聴いている。 
数力月に一度上京し、コレクターたちと会い情報交換の場を設けている。 


ODISSEA/same 

FESTA MOBILE/Diario Di Viaggio 
Della Festa Mobile 
LOCANDA DELLE FATE/Forse Le 

Lucciole Non Si Amano Piu’ 
MAXOPHONE/same 
BANCO/1st 
SAMADHI/same 
ATOLL/Tertio 
TAI PHONG/same 
CRACK/Si Todo Hiciera 
GENESIS/Nursery Cryme 



僕はレコードを聴く時に、それがキーボード中心で 
メロトロンも入っているとか、大曲揃いで組曲構成で 
あるとかいうプログレ系のレコ ー ドの条件的なものな 
ど、僕の好みとなる絶対的な対象にはなり得ない。無 
論、それらの事を毛嫌いするのではなく、より僕が魅 
力を感じる.事に、アルバム全体に同じ音楽性を貫ぬい 
ている、自国の国民性をサウンドに反映していること 
などがあげられる。さて愛聴盤だが、どうしてもイタ 
リアのレコードが多くなったが、そこは誰でもプログ 
レを聞く人にとって通るであろう領域であり、一度足 
を踏み入れたなら魅了させられてしまう。釣では鮒に 
始まり鮒に終るなどと聞くが、プログレではブリ 
ティッシュに始まりプリティッシユで終るという事に 
なろうし、僕も実際にそうであった。ところがまたイ 
タリアに戻ってしまっている。イタリアは僕にとって 
底無し沼のようだ。さて順を追って紹介すると、まず 
ODISSEA は僕が一番数多く聴いたアルバムだと思 
う。彼たちのサウンドに対してプログレ云々は必要あ 
るまい。彼たちの特徴は、イタリアの味だ。つまりイ 
タリア語の響きであり、イタリア独特のメロディーな 
のだ。8つの小曲は、正に聴けば聴く程に味わいが出 
るもので、イタリアン•プログレの原石がちりばめら 
れているアルバムであり、僕にとって大切な一枚だ。 

FESTA MOBILE はとにかく、 テクニシャン 揃い 


で切れのいいサウンドも僕好みである。ェモーシヨナ 
ルなサウンドがイタリアには多い中、異彩を放ってい 
る。世界にフヱスタ.タイプが出て来ているが本家本 
元のフヱスタには足元にも及ぶまい 。 LOCANDA 
DELLE FATE 、 彼らのアルバムは A — 1ばかり目 
立ちすぎてしまい、残る作品は霞んでしまっているが、 
ボーカル•ナンバーも瑞々しく聴き残せない。黄金時 
代に出し忘れたように77年に登場したこのアルバムは、 
忘れ物にしては高価な、喜ばしいものだった。 
MAXOPHONE の唯一のアルバムだが中世のイメージ 
を現代に置き変えた様なサウンドは洗練され、余裕を 
も感じる。久しぶりにイタリアのレコードを聴こうと 
思う時、ジャケットの美くしさもあってか、まずこの 
アルバムに手が掛かるのである。 BANCO はアルバム 
を出すたびにパワーが落ちてく感じがする。確かに完 
成度は高くなってはいくが、荒々しくパワー漲る 1 st 
アルバムが好きなのだ。 SAMADHI はあまり知名度は 
高くはないが、東洋的な風味があり、イタリアでは一 
風変ったサウンドである。しかしボーカル主体ではあ 
るが、そこにはやはり当時のイタリアのサウンドが 
宿っている。次にフランスに移り、 ATOLL と TAI 
PHONG 。 アトールはセカンドでの堅苦しい演奏に比 
ベ、サードは何と伸び伸びとしたサウンドか、彼たち 
のポップではあるが本来の姿がここにあると思う。夕 
イ•フオンはデビュー時のシスター.ジェーンの印象 
が強く、本格的にフランスに注目するきっかけとなっ 
たアルバムであり今もって愛聴している。そしてスぺ 
インの CRACK 、 あの小川のせせらぎの音が聞こえる 
とほっとする。ほんとにこのグループがスペインから 
出てよかったと思う。カナリオスがあったにせよ、当 
時のスペインの株を彼らの一枚のアルバムで一気に上 
げてしまったのだから。最後には GENESIS . このアル 
バムに関しては何も言う必要がないだろうが、世界中 
に影響を及ぼした、特に変幻自在のあのサウンドはこ 
の NURSERY CRYME が主に手本となったであろ 
う。本家の面目躍如たるものがある。さて以上のよう 
に70年代のレコードに集中してしまったが、此の頃の 
プログレのレコードには魅力が少なく感じるのは僕自 
身正直な所で、いつまでもレトロ感覚と言うか、昔の 
レコードを求め聴く心を目覚めさせてくれるグループ 
が今、出現してくれないものかと思う。だが、プログ 
レの全盛期の音にどっぷりと浸ってしまっている現在、 
そんな期待も難しい。この世界で、僕はもう旧人類な 
のだろうか。 


270—271 


















SOUNDS NICE P . パ，クマ； 1，一が»擇とアレンジ奢した雄大な c 
CHAC MOOL . ••••+ 今 BM の中南米から■場した泣猶と重 S のメ ♦レカン•二 

当店のレコードはすべてオリジナル！！ 

原耋のぬくも y がどうしても忘れられない人たちのために ある 
のが' アーバン，レ コーズです • 再発*では味わうことのできな <• 
•何か • 奩提供してゆ S たいとしっています， 


_〇グレ メ a 卜〇ンが泣か曾る， 

Progressive - Jazz Rock 4 Trad 奂 f 汁 f - 1 , 抽米を中心に約 4 (X 
当然すベて各 W のオリジナル tt W 発は作なし.、 
Psyche & Garage 60 - 70 «| : ftO 蚝米 m サイケ.アンダー 
1 グランド•ガレージパンクんとに珍しいものばかり 
Hard Rock ブリテ f /シ .i »V V * リカン.ハ--ドを屮心に 

約 3000 枚卜 f ベて Kt(B. そして才りジナル » のみ， 
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ユーロ•ロック 多数 在庫 あり 
中古レコード買取強イ匕中 

〒 194 東京都町田市中町 1_15—9 All ビル 2F 

TEL . 0427 -23-1005 #火曜定休営業時間1 :00 PM —8 :00 PM 



廃盤，貴少盤の専門店.グ〖通販専門】 

#1 〜 2 力月に 1 回カタログ発行 0 

癱ご希望の方は切手 62 円を 10 枚同封の上ご請求下さい。（約一年間送 
付致します） 

• 廃盤，プログレ高価買い取り致します 〇 (10 枚以上出張又は送料も 
ちで買い取ります） 

※ 只今買取り強化中！特に贵重盤は当店にて独自に高額査定させ 
て頂きます 0 TEL 又はリストをお送り下さい〇 


03-69 フー3281 

午前9時〜止午 


〒 134 東京都江戸川区宇喜田町 1245— 29 
1245-29 Ukita-cho, Edogawa-Ku,Tokyo 134 



EURO & PROGRESSIVE 

EUFA-2 


ユーフア .2 


• 毎週火曜定休 PM2 :00 ~ PM8 :00 
• 手数料 15 % にて委託販売受付中 
• 貴重盤の買い取りもします。 


ユーロ •ロック 
ブログレッシヴ•ロックの 

廃盤•貴重盤の 
専門店 


世界各国より続々入荷中ガ 


〒 171 東京都塱島区高田 1-36-22 朝日第 2 目白台 ▽ ンシヨン 303 号 
1-36-22-303, Taka 伸 . Toshlma-ku. Tokyo, 171 Phone 03-980-3199 






★ SURPRISE (USA ) 限定入荷/ 
夢見るブログレッシヴ•バンド Surprise 
の才 1 J ジナルを当店が発見/売り切 
れは時間の問題ですのであわてて下さ 
い/ スゴーく良いヨ/ 


• RARE ITEM の在庫を更に増やします。 

お店が開店したとなれば通販 u ストにのる前に 
売れてしまろものが……。との不満の声にお応 
えするためにも，廃盤を更に強化いだします。 



議 


-M 



AUGUST CAROL 

通販リスト 
偶数月5日発行 


リストをご希望の方は 200 円分の 
切手を同封の上，ご請求下さい。 
お申し込みは ， AULD LANE 内 

AUGUST CAROL まで 


KARNELIJE ( ユ ■■ ゴスラビア） RAIN BOW BAND ( デンマー ^) AGATHORN ( スウェーデノ） 





一番 ■! 

〒 

オールドレーン 

癱マロニエ〗2 番蘸 3 F 

P 

〇 中島 シューズ 

〇 

フジサキ 

中央通 

〇大内* 

至仙台 駅 

高山窬庞〇 

：) 電カ ビル 


営業時間/ 

AM11:00 〜 PM9:00 


亍980仙台市青葉区国分町 1—6 —2マロニエ12番館 3 F°TEL 022-213-01 41 
3 F ,1-6-2 KOKUBUN-CHO AOBA-KU SENDAI 亍 980 JAPAN FAX 022-21 3-0427 


原盤廃盤人手困難盤専門アーバン•レコース 
〒160新宿区西新宿7 —18 — 12新都心ビル1 F 
TEL 03-5386- 4 6 0 5 

11: 30〜20: 00年中無休 


























































































レコード • LP * V カセット高価買取致します 

ユーロ •ロック、ジャズ、クラシック、ポピュラー(シャンソン、カンツォーネ、ラテン、ブルーグラス、 

B 0 年代以前の サントラ•イージーリスニング 等)、 ソウル•ファンク•ブルース、オールディーズ、 ， BOs - 
70 s ロック •落語の レコード 歓迎致します。 シングル 盤も歓迎致します。 

•ノノ トを脚败对さ ifl 6芯各棟へ- - 

❶当店へお持ち頂ければ1枚でも大歓迎。身分確認証(免許証•学生証など）と印 
鑑をお持ち下さい。20才未満のお客様は保護者の同意が必要となります。 

❷ LP * CD * LD « V カセット50枚以上御処分のお客様は電話確認の上、着払い宅急 

三 s 

民 ヒル 


n 愛国 韌茶 


1 

小 

CD - LP - LD - g ^- EP-SP 
中古 AV ソフト 専門 SHOP 

Disc Fun 

1 F 

Disc fun 


k |i 罕墦田 | 

■ 柳 $ 1_ 

13 時 ホール 

マクトナルト厂 

稲 

田 


便でお送り下さい。折り返し銀行口座に振込、又は現金書留で御送金致します。 

❸ 都内及び近郊にお住いの方で、 LP - CD-LD 50枚以上御処分の方、出張サービ 
ス致します。お気軽にお 電話 下さい 



-| 

~ II ~ 

i § 

り 


r 

JR 高田馬場駅 bJ 

声 

[取扱いジャンル]ロック •ジャズ •クラシック•ポピュラー全般 


1 1 

1 

田 

定休日火曜日(祭日の場合は営業） 

〒169新宿区高田馬場 4— 10 — 6 三栄ビル " IF a 3 BT — 06 BB 


営業時間 PM 0:00 〜 PM 8:00 


For Euro Progressive Fan Presented By DISK AOTC 

RARE ITEM 9 S LIST VOL .1 

ユーロ，プリテイッシュ，アヴアンギヤルド，シンセ,サイケ……オールプログレッシプロック 
毎回〗，000 w を網羅した資重盤リスト 

• リスト申込は切手78円分罔封して下記まで./ 


亍980宮城県仙台市青葉区中央2丁目 6-22 森屋ビル 3 F ディスクノート M 係 TEL (022)222-2837 


AFFINITY, HELDON, T2, 
CRESSIDA, LARD FREE, 

ASH RA TEMPEL, ZAO, 
GREENSLADE, GRACIOUS, 
MOGUL THRASH, TEMPEST, 
KEITH TIPPETT, FLIED EGG, 
COSMOS FACTORY, SFF, 
TRANSIT EXPRESS, DRUID, 
AMAZING BLONDEL, etc …… 


★鼸、珍盤、貴鼸が入荷中// 


通信販売リストのお知らせ 


お申し込みは、62円切手を5枚、お送り 
下さい。店頭品とはまったく別のストッ 
ク品のリストをお送りします 0 
故御不用のレコード、 CD、 買い入れしま 
す。貴重盤は高く買います。 

► WANT し 1ST WELCOME. 


二和銀行' 


• t 



ド 



■j 

東宝， 


1 

拳 厶 


丸光 


r n 




クレート•ミュージック TEL. 022-221-7031 * ノノ ラ 

mi SEND AIM ANSION-306 ,1 - 15 . CHUO 2 CHOME AOB A 


GREAT MUSIC 


SEND AIM ANSION-306, 1-15, CHUO 2 CHOME, AOBA-KU 
SENDAI. JAPAN 



F タリア買付による貴重盤 

アルバムはもちろですが 
シング/レの豊富さは、 

常識を越えています。 


:黑您〇03(419)2217 



おもなアルノくム~ 


STEFANO TESTA/LATTE E MIELE 
MARIO PANSERI/MAURIZIO MONTI 
CARLO SILIOTTO/COCAI/R.R.R. 

CLAUDIO FUCCI/UNO/FESTA MOBILI 
R.D.M./RENZO ZENOBI/LUCIANO BASSO 

おもなシングノレ- 

GIGANTI/FORMULA 3/MUCCHIO 
DALTON/FLASHMEN/DELIRIUM 
ARIES/ORME/CIRCUS 2000 
PANNA FREDDA/OPERA/VERDE STAGIONE 


通信販売用のリストも用意じ T あります。 
62 円动手同封の上お申し込み下さい。 










































































































I belle musique d’aujourd’hui 

arquee 


CI3S 
__ 


8 月 10 日発売予定 


税込定価830 


5 

ブリティッシュ•プログレッ 


シヴ•ロック集成 


JULY 

今まで詳細が語られることのなかつたプリテ 


税込定価 

3030円 

ィッシュ • プログレッシヴ • ロック • シーン0 
その全てのユウロ • ロックの源であるシーン 
の全貌を明かす為にこの本は世に出ます〇プ 
ログレッシヴ/フォーク/ジャズ等，様々な 
側面からみたプリティッシュ•シーンを知る 
為に，ぜひお読み下さい。 



胎動する’90年代のユーロ • 
シーン！ 

香りの音楽 
後ろの正面 

レーベル •ディスコグラフィー 

ブリティッシュ • ロックの 
巨人遑 

他 


BACKNUMBER 〇撙載されていないものは在庫切れです 0 御了承下さ w 



H \ RQ u % 

\1〇〇,\ 



OQ8 ¥670 

特集：香りの音楽 （ボポル•ヴ 
フ/ 中世音楽と現在/ダンス リ 
一/バート. ヤンシュ，ジョン 
. レンボーン/コールド.ブル 
一. レーべ ル/フレイグラント 
.ミュージックカタログ） 'ク 
ラウス.シュルツェインタビュ 
ウ/ルイス.フューレイ/ホー 
クウインド （第1回） /ベルナ 
ール. ス ジャネール 


003 ¥6フ〇 


ロルケストラ.レ— c ル/映固 
の中の ユーロ .ロック（ア ギー 
レ， ノスフェラトゥ，マクベス） 
リッカルド.フォッリ/エイジ 
ア/ コー ネリアス. カーデュー 
/アラン. ホールズワース.イ 
ンタビュウ/ホークウインド 第 
2 回） /キャラヴァン/非常階 


段/カトラ.トウラーナ/フラ 


ンク•ザッ 

OSO 


パ（第1回） 

¥510 


ジャップス.プログレッシヴ (夢 
幻.アウターリミッツ，ページ 
エント，ラクりモーザ）/ヴィ 
クトール • ボッス（ピュルサー ) 
インタビユウ/アルゼンチン. 
ロックの全貌/ジャーマン.シ 
ンフォニック/東欧のブログレ 
ッシヴ.ロック/ザ•ブートレ 
ッグ：ピンク.フロイド（第2 
固）/コレクターズ.コーナー 


021 ¥510 

ジャッブス.ブログレッシヴ（フ 
ロマー ジュ，ベラフォン，マグ 
ダレーナ他）/コンハ•クト•デ 
ィスク.レポート/コレク ター 
ズ. コーナー/ザ.ブートレッ 
グ：ピンク.フロイド（第 3 回） 
香りの音楽：ドビュッシー/ヴ 

アーティ ゴ.レーべ/ レ/ユーロ 
ピアン •ロック. カタログ：シ 
ングル編（第2回） 


025 ¥51 〇 

ヴァージニア.アストレイ/ユ 
ニヴヱル•ゼロ，アール.ゾイ 
/エニ ワンズ. ドーター/口べ 
ルト.カチャパリャ/ ユーロ 幻 
想紀行/ ジャッブス•プログレ 
ッシヴ/デトレフ.ョープ（ノ 
ヴァーリス）インタビュウ/ブ 
リティッシュの巨人達：グリー 
ンスレイド/ネオン.レーベル 
/香りの 音楽 

HOS 7 ¥510 

須磨邦雄（美狂乱）インタビュ 
ウ/ジャップス•プログレッシ 
ヴ（ケネディ.フロマージュ， 
ヘレ テイック）/ア ノレ トゥ ーロ 
•ス f ルテリ，ティト•スキッ 
パ J r/ プリテイッシュ•フォ 
ーク/プリティッシュの巨人 達 
:キャメル/ プ n グレッシヴ • 
ロック •カタログ：中南米 編/ 
香りの音楽 




028 ¥510 

ヴィエナ.スペシャル.インタ 
ビュウ/ヘレティック/フロマ 
ージュ/ペッカ/トロル/イシ 
ルドゥルス.バー ネ /ムジカン 
テ/アルファ m / ブリティッシ 
ュの巨人達④ジエントル•ジャ 
イアント/ザ•ブートレッグー 
ソフト.マシーン/プリティッ 
シュ.フォーク/高見博史のブ 
ログレッシヴ！/香りの音楽 



029 ¥2260 

#総勢19名によるユウロ. ロッ 
ク•エッセイ集.グ 
〇付録：ユウロ. ロック.ジ r 
ヶット'真集/イタリアン.々 
ンタウトーレ.々タロダ/持別 
寄稿…メロトロンとプログレッ 
シヴ • ロック 


■ 032 ¥6フ〇 

ダ.ウルファ/ジャップス.プ 
ログレツシヴ89/プリティッシ 
ュの巨人達⑦キャフヴァン/レ 
一べ ル•ディスコ グラフ ィー⑤ 

ドーン/究極のへヴィ ー . ロツ 
ク/英文学とプリティッシュ • 

ロック/プログレッシヴ.ロッ 
ク•カタログ④カナダ編/アト 
ール来日に寄せて/他 

0 033 ¥1390 

SSm 

•ロック③ 80年代をふり返って 
-FAREWELL'80*3 /香りの 
音楽/ソフト .マシーン/アト 
ール.インタヴュウ/ニュー. 
トロルス/スティーヴ.ヒレツジ 

034 ¥B30 

オール.アバウト.イヴ/プロ 
グレツシヴ • メタルの現在 （ vo - 
IVOD, WATCHTOWER etc.)/ 
アメリカン•ブログレツシヴ未 
紹介 アルバム選/レ ー- :ル•デ 
ィスコ グラフ ィー =オール，ピ 
ルツ， コ ズミツ シヱ/プリティ 
ッシュの 巨人達= ジェス ロ.夕 
ル/文部省 検定 外アメリカン • 
プログレッシヴ/香りの音楽 



•送料は冊のみの場合200円，2_3冊は250円， 4*5 冊は 
300円，6,7冊が350円です。 

•お近くでお求めになれない場合は，定期購読をお勧め 
します。6回分で6480円（送料_税込）を，現金書留か 
郵便為替で御送金下さい。雑誌が出来上がり次第，送 
せて頂きます。 

•御送金後2週間以内に雑誌が届かない時は，御連絡下 
さい。 （ TEL : 954-2055) 



















































MARQUEE 

未紹介アルバム選 


_選評•協力: 

g (敬称略） 

:»内田哲雄 
ノ江田和宠 
■ 荑川雅彦 
沢田守 
城雄志 

m% 

K 田中昌饉 

、、、、林克彦 

_松尾宏正 
■ 松本晶幸 
_山崎尚洋 

1 is 





ABISSI INFINITKitaly) 


Tunnel 

KNIGHTS / K . N . R .00181 年 


A ① Come Bambini DiSera(2)il Segreto 
③ Spirale ④ Tunnel ⑤ Abissi Infiniti 
B®Nebbia lncantata(2)Fessure Di Luna 
③ Merlino ④ La Grotta D 七 ristallo 


Claudio Liotto:p ， vo. 
Andrea Zanatta ： g. 
Paolo Fin ： ds. 

Lucio Negretto ：b 
Alberto Cazzola ： key. 
Enrico Kotterlisolina 



AERODROM ( Yugoslavia ) 

Kad Misli Mi Vrludaju 

JUNGOTON / LSY - 66072 79 年 

A®Kad Misli Mi Vrludajud)Nestada Do- personnel : No Credit 

brota ③ Vrati Se,lvane(4)PustiNekaTr- 

aje 

B ① Sareni Kolaci ② Kraj Tebe U Tami ③ 

R azgovor P red Z oru ④ B jegunci 


このアルバムは’ 81 年に発表されたにも拘らず，自主製作の少数プレスの為昨 
年になってイタリア本国のマニアによって発掘された一枚である。厚手の W ジ 
ャケットでいやがうえにもあの’70年代への熱い思いが甦る。ジャケットのデザ 
インからはハードな音が予想されるが，実際はカンタウトーレの流れを汲むヴ 
オーカルを中心に据えた歌心溢れるバンドである。バックの Ac •ギターが効果的 
に使われ，ソリーナ専門奏者を加えた二人の奏でるキーボード • プレイは非常 
にメロデイアスで，トータルのイメージはとても瑞々しい音作りである。70年 
代の多くの名盤に付け加えたい一枚。 （高橋） 


正統派シンフォニック•バンド，エアロドロムの1作目。ジェネシスの影響を 
感じさせる軽妙なフレーズ。ハーモニックな美しさを大切にした音作りからイ 
エスとの共通点を指摘する人もいる。さ程仰々しいキーボード.プレイ等は無い 
が，透明感を前面に押し出した演奏は清々しくもあり，本場のポンプ勢ともさ 
して変わらぬレベルに位置すると言える。ポップな要素を適度にプレンドした 
サウンドは重量感にやや欠ける嫌いはあるが構築性は十分で，70年代の共産圏 
では希に見る爽快な作品。ジャケはシングルだが裏カヴァーのデザインも秀逸。 

(江田） 



AGATH0RN 

Agathorn 

private 6.16002 ?年 

A®Suferagette-Sei(2)Mr.Suicide(Dlm- Jan Heidebo ： key. 
pression(J)’85 Lars Jensen ： key. 

B(DGood Days(2)Day Mare ③ Reflectio- Morten Bruun Pedersen : b. 
ns Part 1,2 Henrik Dalhg. 

ErikHavaleska Jensen : ds. 
Jan KargaardMadsen ： g. 



ARMANDE ALTAI ( France ) 

Atavisme 

RCA/PL 37329 79 年 


A ① Miroir MiroirMagique ② TurcoLyh- 
co Rock ③ Q uand JetaisO iseau ®Le Ch¬ 
ant De La Mer 

B®Kacsam/Si Je Pouvais Fuir (2)Barb- 
a「ockd)L’OngeDeLumiere(3)Le Mess- 
ace De L’E spaced)」’Aimerals Devenir 
Une Fee 


Armande Altai :vo. 

Jay Gottlieb ： p. 

David Rose ： vln. 

Joel Dugrenot ：b. 

Serge Heouzi .ds. 

Frangois Jeanneau:s'sax, 
fl,syn. 


確かどこかのグループで名前を見かけたことのあるキーボード祖当の Lars 
Jensen を含む6人組の AGATHORN 。 彼以外にもう1人のキーボードがいると 
書けば，かなり派手な期待を持たれそうだが，全体的な印象は少々地味だ。そ 
れでもその特性を活かした A ②や A ④には納得。また，ギタリストも2人いる 
せいか，彼らの絡みは仲々の聴きどころで，敘情性と以前何かで書いた北欧性 
とがうまく嚙み合って，異常な盛り上がりを見せるところもある。特にパート 
I と II に分かれる B ③の9分弱の曲までの流れが素晴らしい。 （田中） 


アルマンド.アルタイのデビュウ作。全ての曲の作曲とアレンジを元ザオの 
ジョエル.デュグルノーが祖当しており（作詩は全てアルタイ），アルタイと彼 
の共作的色彩が濃い。力強くも伸びの良いアルタイのメゾ•ソプラノ •ヴォイス 
とデュグルノー他，デヴィッド•ローズ，フランソワ•ジュアンノーらフレンチ • 
ジャズ.ロック界の強者達の演奏が見事に融け合い，エレガントかつインテレ 
クチュアルなサウンドを作り出している。アルタイの歌手としての才能はもち 
ろんのこと，デュグルノーのアレンジヤーとしての実力を見せつける力作であ 


る。 


(賀川） 



ANGRABARN ( Sweden ) 
Angrabarn 

PLUMP / PLP -1000 73 年 

A ① Angrabarn ② I Farger ③ SePaMej ④ 
IS kuggan A v D i 11L jus (T i I lagnad Ti t ti) 
⑤ En KvinnasDrom(|)Den Lilia 
B ① Frihet，FredOchMatd)TagMinOro 
③ llyckans Land ④ D ikt Och Vers(|)Ur 
Drommen 


Dan Tillberg ： vo,ac-g f el-g, 
conga 

Sven I.Ohlsson: vo,b,ac-g. 



DAN AR BRAS ( France ) 
Douar Nevez 
HEXAGONE / 883009 ? 年 


A ① Intro ② Retour De Guerre ③ Naissan- 
oe De Dehud ④ Mort E t Immersion De Mal- 
guen-FinDu Voyage(DNaissance De La 
Ville ⑧ Morvac’h( Cheval De La Mer) 

B ① Orgies Noctu「nes®L’ennui Du Roi 
®L©s Forces Du MaKDUappel Du Sage 
(f)SubmersionDe La Ville(|)Douar Nev- 
ez( Terre Nouvelle) 

Dan Ar Bras ：el-g,ac-g. 

Patrig Molard ： fl, Uilean Pi¬ 


pes, Biniou Bras 

Benoit Widemann ： el-p,ac-p, 

eminent 

Da " 


syn,org,ei 

ivePeggb 
cheI Santa ns 


Michel Santangeli ： ds. 

Marc Chantereau ： perc. 
Emmanuelle Parrenin ： Vielle 
a Roue 
Bruno Menny ： 

Prod. Hugues De Courson 


アングラバーンは D . Tillberg(vo & g ) と S . l . Ohlsson(vo & b ) のシンガー•デ 
ュオ。全12曲収録と小品集の感が強いが，18人のゲスト陣がバックをしっかり 
と固め，プログレ•ファンにも十分に訴え掛ける作品だ。陣容はヴァイオリン， 

トランペットが各4台，他にキーボード，チェロ，パーカッション等々。特に 
ピアノとストリングスの奏で出す叙情的な雰囲気は特筆に値し，加えてコーラ 
ス隊をも導入したラスト•ナンバーの美しさは感動的でもある。一部パートでは 
ヴァイオリンが積極的にソロを取り，ギター伴奏のみで聴かせる A ④はライヴ 
録音。 （江田） 


ARCH AIA ( FRANCE ) 

Archaia 

CH 0 RAV 0 X / CC 77976 77 年 

ADSoleilNoirXL'ArcheDesMutations PierrickLe Bras : g.syn.vo. 
3)SurlestracesDeVieuxRoy Philippe Bersan ： vo,syn,per. 

B3)LaRoue(2)LeFestin Du Lion Vert Michel Munier .b 

③ MassaConfasa3)LeGrand Secret ⑤ Prod.： Dominique Calmel 
VolDuPhenix 


トラッドの血である民族性とフランスの基盤を形づくるジャズの接点を，ミ 
ュージシャンの独創性の中に求めたならば，この作品以外にはない。洗練され 
た音色にひそむ夢幻的な響き，これを支える卓越したテクニック。彼がこのデ 
ビュー作で示した方法論は，ブルターニュ系ギタリストの彼の証明でもあり更 
に説得力を持ち得る。エッセンスの取り込み方の流麗さが，全体に及んで繊細 
なトーンとなり，これがジャズ•ロック•パートやバグ•パイプ，ピアノなど 
の音色をも巻き込んでいる様は，自然に産まれ出てきたプログレッシヴ感覚と 
いうべきものだ。現在もソ a で活動中。 （松本） 


AUNT MARY ( Norway ) 

Janus 

re ; PHILIPS / 6478055 73 年 

A ① Path Of YourD「eam(2)Mr.Kaye(D Personnel: No Credit 

Nocturnal Voice ④ For All Eternity Prod.: Stein Robert Ludvi- 

B(j)Stumblin’Stone ② All We’ve Got To gsen & AUNT MARY 

Do Is Dream ③ Candles 0 f Heaven ④ Wh- 
atA Lovely Day 




アノレカイア唯一の作ロロロ。フランスには ART ZOYD，ETRON FOU LELOU - 
BLAN , ARBERT MARCCEUR 等，混';屯とした中にも知性と強いオリジナリティ 
を感じさせるアーティストが少なくないが，アルカイアもそうしたものの1つ 
である。ドラムレスのため重々しさこそないが，シンセサイザーを中心にベー 
ス，ヴォイス，ギター，パーカッションを独特の方法で組み合わせ呪術的で暗 
いサウンドを作り出している。かつてのジャーマン•ロックのように技術では 
なく思想を基本としたグループであり，万人向けの作品とは言い難いが中々の 
力作であるのも事実である。 （賀川） 


これはノルウヱイのアント•マリーというグループの作品。3枚のアルバム 
があるが，最も完成された作品はこの最終作である。イメージとしてはプ Q コ 
ル•ハルムのセカンド（これ自体，シーンに先がけた一大トータル作品だった 
が）あたりに共通点が感じられるもの0オルガンとギターを核にした豊かな表 
現形式を持ち，素晴らしいアレンジ能力を誇り，異国的な香りを放つ各楽曲は， 
古さこそ感じるものの，相対的なヴォルテイジはすこぶる高い。一聴に値する 
好アルバムだ 0 (山崎） 




















PATRICK BERNARD (France) 
Exil 

GOPAL/R.P.llO 81 年 


A ① UnEt Different ② VoifLeSoleiKD 
Le Lieu D’ou L’On Ne Pevient Pas ④ Int- 
erieurs 

B ① Exil ② LesMendiantsD’Amour(f)Le 
Veritable Ami ④ Le PereOui Regarde 


Patrick Bernard :vo，g，key，b. 
Robert Lafond: key，vo 江 
Pat Martel :b,ds,per. 

Claude Laplante ： g. 

Michel Pepin ：ds. 

Nirantara Dasa b. 

Brigitte Pellerin ： vo. 

Prod.： Marc Hamilton 


WWm 


BLAKULLA (Sweden) 
Blakulla 

ANETTE/ALP218 75 年 

A ① Frigivning ② S げ enernas Sang ③ Ide- 


1, ,1■ alei ④ De’EalaStaOppe’TessVidare 

_,續# 1 歡-- " 




_ _ Solnidgangen ② Drottningholmsmu- 
siken,Sats 1(DVarldensGang ④ Erinran 




Bo Ferm ： key. 

Dennis Lindegren ： vo. 
Tomas Olsson : ds. 
Hannes Rastam：b 
Mats Ohberg g. 


「Montre-Moi Con Visage(Gopal 2212.78 79)j に続くパトリツク•ベルナー 
ルのセカンド。 前作を遥かに凌ぐ出来を誇っている。フランスにはエマニュエ 
ル • ブーズを始めとして，シンガーとバックを務めるミュージシャンとが一体 
となった好作品が少なくないが，本アルバムもそうした1枚である。ベルナー 
ルはブーズ，リベロ等の先人に匹敵するほどの強い個性こそ持ち合わせていな 


KAIPA のファーストが出された75年，この BLAKULLA も Anette と言う自主 
レー- i ルから，ひっそりとアルバムをリリースした。片やメジャー，片や マイ 
ナー•レーベルだが，その類似した音楽性の下に作られた作品が，条件の違い 
によっては，これ位の差が出てしまうのだろうか。しかしながら， A ②において 
は Bo Ferm のオルガンと Mats Ohberg のギターは，まるで KAIPA の Hans Lun- 


いものの，繊細な感性の持ち主であり，リリカルなキーボードを中心とする演 
奏をバックに情感に富んだヴォーカルを披露している。地味ながらもフランスな 


din と Roine Stolt のそれに近い。硬質なシンフォニックというイメージだが，大 
作になる程出来が良く，これも北欧のトップ。 （田中） 


らではの一枚である。 


(賀川） 



BONFIRE (HOLLAND) 
Bonfire Goes Banana 
EMI/5C0 62.25163 75 年 

A ① Delirium ② Contrast ③ Vuurstaalpt. 
2®Chinese In Europe pt.1 (DCircle 
B®The Sage 0 f The Running Nose a) 
Running Nose b)Cabaret c)ThirdEye 
d) Cabaret Again e) Running Nosell 


FrankWitte ： key. 
Eugine Den Hoed ：g,fl. 
Kees Den Hoed ： b. 
CeesMeerman ： ds. 
Prod.: John D’Andrea 
& Toni Scotti 



BOUNTY (usa) 

Bounty 

HARTS/H755 81 年 

A ① JuangoZingo 

B(DSoHaveAGoodTime(2)Fireflight 


Steven Hartman ： key. 
Alan Mintz : b. 

David Scheff : ds. 

with 



ボンファイアーはオランダのシンフォニック.ロック.グループである。彼 
等の得意とするところは，確かなテクニックに裏付けられた，軽快でテクニカ 
ルなインストウールメンタルである。そこにはジャズやクラシックのイデイオ 
ムもうつすらと香り立つが，どこかほのぼのとした暖かさを持つのは，やはり 
オランダのグル-プの性だろうか。次から次へと様々なフレーズが沸き出る様 
を聴いていると，彼等の才能の冴えにいつしか舌を巻くことになる。強いてい 
えば，中期のスーパー•シスターにどことなく似ているだろうか。共に一筋縄 
ではいかないグループである。 （山崎） 


BOUNTY と言うアメリカのグループは，キーボード担当の Steven Hartman 
を中心とする，キーボード*トリオ。10分程の大作が3曲収録されているが， 
録音はリリース時より4年古く，’77年とクレジットされている。自主制作らし 
さを丸出しにしたジャケットの様に，オープニングの安っぽいピアノのソロが 
気に入らないが，ものの1分もしない内に，“テクニカル.トリオ”らしさが全 
編を覆う。ほんの少しゲスト参加のギタリストも加わり，3曲全てがそれ相当 
の盛り上がりを見せてくれる。 （田中） 



ALAIN BURO (Belgium) 
Fume ， C’est Du Beige 

OMEGA/LPZ 505-Y 75 年 

A ① Trilogie a) La Chine b)Bah../tesNi- 
ks Santei c)La RaceDes Soiffardes 
(2)L*etanaMort 

B ① Brel (l)Les Reactions Chimiques ③ 
Grandeur Et Decadence ④ Post-Script- 
um 


Alain Buro ： vo,etc. 

Eric De Wolf :b,vo. 

Robert Beleyn ： g. 

Gerry D’Ayens :ds，perc. 
Prod.: Lou Deprijck 



FABIO CELI (Italy) 

Follia 

STUDIO 7/LP1101LG 73 年 

A(TFolliad、Uomo Cosa Fai ③ II Capes- 
tro 

B ① L’Artista Sadico ② II Presidente ③ 
Distruzione 


Fa bio Celi:org,p，syn，vo. 

Ciro Ciscognetti ：org,p,syn. 
Roberto Ciscognetti :ds,perc. 
Rino Fiorentino b 
Luigi Coppa ：g,hca. 

Prod. -.Eduardo Conte 


ジャケットから受ける粗悪なイメージに反して音の方は主人公である Alain Buro 
のヴオーカルを中心にタイトで引き締まったシンフオニック • ロックを聞かせ 
てくれる。特に A ①の組曲 Trilogie の出来が特筆に価する。全曲フランス語で歌 
われているせいかアンジュ，モナリザといったフランスの大物グループに非常 
に近い音創りがなされてはいるものの，流石にこれらの大御所連に比較すると 
小ぢんまりした印象は拭い切れない。隣接国がフランスである事からもべルギ 
一には本作以外にもこうした方向性を持つ未知数のミュージシャンが少なから 
ず存在すると思わせるに充分な好素材でもある 0 (松尾） 


Fabio Celli なる人物については，この自主制作による作品以外には何等知る 
術も無いのが残念だが， INFERMIERI というグループと共に創出したそのサウ 
ンドは，ダイナミズムとリリシズムの交錯する凄絶なイタリアン.ロックであ 
る。魂の雄叫びのような，又時に虚しい眩きの如き Fabio のボーカルに，彼自身 
とじ Ciscognetti によるダブル.キーボードが，ミステリアスにスリリングにそ 
してクラシカルにと変幻自在に絡み付きせめぎあう様は圧巻/逞しい生命力と 
狂おしい美意識の発露が，何処迄も何時迄も熱く切なく胸を焦がす。傑作であ 
る。 （鈴木） 




CONTRALUZ (Argentina) 

Americanos 

EMJ/ 6404173 年 

A ① IndiosSinPrision(2)SinTrabajo ③ Personnel: No Credit 

NoStaQui CaiGas Mendigando ④ Clave 

DeSol 

B(I)La SarnaDelVieto(2)EICharco(D 
Abrir EIDia ④ Seamos 


COSMONATUTA (Spain) 

Transit。Espacial En Cuatro Estancias 

ACCIOY/ACX- 30.006 71 

A® El EstallidoDelMiedod)EI Estalli- Soprano: Mercedes Valimana 
do De La Luz lector ： Jos§ Antonio Munoz 

B®EI Estallido De La Maquina(2)EI y Luis Gomez Escolar 

Estallido Del Silencio 


今のところこの CONTRALUZ は，アルゼンチン盤ではあるものの，ブラジル 
のグループという可能性もあり，どちらとも言えない。現地では TELLAH より 
も希少価値が上らしく，実際の作品の評価もかなり高い。73年という時代も反 
映してか，プログレッシヴ • ロックとしての十分な完成を見ることは難かしい 
が，力強いヴオーカル，オルガン•ワーク，そして随所にちりばめられたフル 
一 卜が 一体となって，恐しい程のインパクトを与えて くれる。 オサン ナ•タイ 
プのへヴィなプログレッシヴ•ロックと言ってしまえば簡単だが，それで片付 
けたくはないグループ。 （田中） 


本作は非常にシリアスかつアヴァンギャルドな作品で，なんとフランコ政権 
下の71年の作である。圧力に抵抗するかのような唸るフル.オーケストラと， 
美しいチェンバロ，ドネラ • デル • モナコを思わせるオペラチックな女性ヴォ 
イス。跡絶える事のない不協和音と地を這うような呪文的コーラス。76年にリ 
リースされたアルフレッド•カリオンの ソロ • アルバムを思い出すが，もっと 
別のアンダーグラウンド•パワーに満ちたハングリーで暗黒をさまよう芸術の 
魂を感じ取ることができる。独裁政権崩壊後，一気に燃え上がったスパニッシ 
ュ • □ックを予感させる1枚。 （LUNA) 


276—277 


































DADO ( BRAZIL ) 

Atras Da Luz 

private ’84 年 

ACDEuar Menino(2)D©ixaO Amor Viver Dado : p ， vo. 

③ Ondas ④ Viaj^nte Joe Varella：b. 

B(DSob A Luz(2)A Ponted)Atlas Da Luz Carlos Eduardo ： g. 
(J)Romance(DNoEspeeho Francis Drake ： ds. 



Mike Floothuis：org. 
Jaap LindiJer .syn. 
Kees Neeteson：t-sax. 


ブラジルは，’ 80 年代に入ってからも COMUNIDADE S 8 のように，自主制作な 
がらプログレッシヴなグループの活動が比較的多いが，年代が新しい割に知ら 
れていないものも多い 0 この DADO もそのひとつで，これは’84年の作品 。 DADO 
は個人名で，ヴォーカルとピアノを祖当，その他にベース，ドラム，ギター， 
シンセが脇を固めている。魅力なのは表情豊かなピアノ，ヴォーカルで，その 
ためかアルバム全体に，しっとりと落ち着いた印象を受ける。控え目ながらギ 
ターも効果的。 （田中） 


オランダのグループであるが，体質的には’70年代の ジャーマン • ロックの一 
派に属するといっていいと思う。オルガン，シンセ，サックス等による即興曲 
だが，そのトーンは鉛のように重く，無機的で，思考を不安に陥れるような種 
のものである。インダストリアル•ビートの原点のようなサウンドで，この種 
の即興ロックとして非常に高いクオリティを有している。このようなアグレッ 
シヴなロックは，’80年代には存在すらできなかったような獰猛な感覚であり， 
今となっては棰少数派となってしまったものである。硬派のファンよ，ぜひ入 



手されたし。 


ERIC DELAUNAY ( France ) 
Antagomsme! 

VOGUE / 574021 80 年 

A® Antagonisme(2)HistoireDeMonsieur Eric Delauney ： ds. 
K.(|)Ballade Philippe Bambak.g. 

Bd)Amuse Gueuled)Celui Par Qui Tout Jean-Marc Thiebaud： key. 
Arrived)Final PaulAmarb. 



FANTASIA ( FINLAND ) 
Fantasia 

HI HAT / HILP -107 75 年 

A(J)PilvienTakaa(2)UnikLJva(DHuutoka- 
uppa ④ Suihkuliidolla ⑤ Hautausmaani 
Rannoilla 

B ① Tulen P isara ② Agressio ③ Harma 
Jazz ④ Depressio 


(山崎) 


RoulHelantie：p,org,syn. 
Hnnu Lindblom : g. 

Harri Piha ： b. 

Karl-Erik Rdnngard：ds. 


デビュウ作が好評を博した TIEMKO のドラマー，エリック.ドゥロネイがグ 
ループ結成以前に発表した ソロ. アルバム。 TIEMKO のアルバムで聴くことの 
できたリズム•パターンは既に本作品で完成していたと言える。力強く躍動感 
溢れるリズムを受けてギター，キーボードが軽快なソロを展開している。4人 
のメンバーのアンサンブルも良く，グループが一丸となってのたたみかけるよ 
うな演奏は聴く者を圧倒する。知名度こそ低いものの，高い完成度を誇る作品 
であり，フレンチ•プログレッシヴ•ロック.シーンの奥深さを痛感させる1 


75年にフィンランドで製作された作品。思わせ振りなグループ名，幻想的な 
カヴァー•アート等で好事家の注目を集めているが，内容的にもまずまずの出来。 
ギタリストとキーボーディストが殆どの曲を書き上げ，演奏面でも2人がリー 
ダーと言える。使用キーボードはハモンド，各種シンセ類が主で メロ トロンの 
導入は無し0派手な展開で攻めまく る 場面はないがストリング•シンセや メロ 
ウなギターワークで叙情性を打ち出したパートが最大の見せ場となる。十分に 
楽しめる作品ながらリズム陣が若干貧弱なのが気に掛かる。 （江田） 


枚である。 


(賀川） 



HALINA FRACKOWIAK ( Poland ) 

Ogrod Luizy 
MUZA / SX -2346 ? 年 

A®PodrozZ Ukochana3)JedynaSwia- Halina Frackowiak .vo. 
tlosc ③ NaSamymDnie ④ Milosc ⑤ Usta Josef Skrzek： key,b T perc, 
TwojeCaluja(f)Umilowanie ⑦ DoNocy cl,vo. 

B(D 合 mutek(^NocWMiescie(^Lekcja Hubert Rutkowski.perc. 
Natchniema®Piesn Weselna®Coraz 
Blizej ⑧ KoledaDziecinna 



GIANT(france) 

Giant 


INTERNATIONAL / Z 0201 V ? 年 


A ① Black On A White Ground(2)Underg- 
round Session 


B ① X enosC osmos ② G iant Locomotion 
③ Mou • 


MouvementsAquatiles 


Janko Nilovic : arr.direction 

Andre Ceccarelli：ds. 

Jean Pierre Alarcen g. 
Antonio Rubio :b. 


Graziella：cxg,p. 

他： tp，tb,fl,sax，cl，vln，vla， 
cello, etc. 


ハ リナ* フラコ ヴイアックはポー ラン ドの女性ヴォーカリスト0これまで数 
枚の アルバムを 残しているが， SBB のキー ボーデイ スト，ヨゼフを迎えて製作 
された本作は聴き応えも十分だ。’80年代前半の作と思われ，音作り自体は少々 
新しめながら，全体がムーグ類ゃピアノの優しい音色に彩られて彼女の歌唱も 
俄然冴えを見せる。さ程目立たないが，バックにさりげなく織り込んだ鐘の音 
等が適度なスパイス効果を見せると共に，時折ソロを取るムーグの働きも見逃 
せず，一部には歌よりも演奏に重きを置いたパートも見られる。 （江田） 


ジャイアントはジャンコ • ニロビックを中心に30人を越えるミユージシャン 
を擁したオーケストラ的セッション • グループである 0 ニロビックはホーン， 
ストリングス，リズムの各セクション及びコーラスを巧みにまとめあげ，流麗 
なシンフォニック.ジャズ.ロック.サウンドを作り出している。収録された 
5曲はいずれもハイ • レヴェルの出来であるが，やはり話題は SANDROSE の 
アルバムでも聴くことのできた A ②であろう0ジャズィなホーンとクラシカル 
なストリングスが混り合う中，アラルサンが短いながらもソロを展開する部分 
は特に印象的である。 （賀川） 


GIOVANNA(italy) 

Ho Passato Un Brutto Inverno 

ARISTON / AR / LP 12104 73 年 


A(DQ uesto AmoreUnPo’Strano(2)ll Fi- 
ume CorreE L’Acqua Va ③ A Tutti Ouan- 
ti ④ Ricordo DiUn A more d)S halom S hu¬ 
la Shalom(DMistolnventandoUnMondo 
B0Dolci Fantasie®LaGrande Rispost- 
a(|X)uantoAmore(I)MaTuChiSei(5)Piu , 
D i Tutto II Bened)Canzone DiUn Inverno 


Giovanna ： vo. 

Dario Baldan Bembo： p,org, 
mtn.syn, celeste 
Gigi Cappellotto：b. 

Andy Surdi : perc. 

Massimo Lucca：g 
Andrea Sacchi：g. 

Prod.: Leo Ricchi 


MAREK GRECHUTA ( Poland ) 

Szalona Lokomotywa 

PRONIT / SX 1496 77 年 

A®Na Skale Czarnej(I)Nad Zrebem PI- Marek Grechuta ： vo,key. 
anety(|)Hop Szklanke Piwa ④ Z Glebiny J.K.Pawluskiewicz ： vo. 
Nocy Nieqojete|(DPrzez Uczuc Najdziw- Michat Poltorak : skrzypce 
niejsze Sploty(|)Oto Ja-Oto On ⑦ Mot- PiotrTechmanski： fl.cl.s. 
orek(DZagadki(DPomne Jak Niegdys Jerzy Wysocki ： ac-g. 

B ① Czy To Tu ?(|)Taniec Szewcow ③ PawetScieranski:e 卜 g. 
Ktoz Moze Bye Bardziej Szalony ④ Za- Krzysztof Scieranski：b 
bu Ten Lek(Dlkar (DWez Mnie Ze Soba Marian Bronikowski: perc. 
⑦ Ostatnia Stacja Rezygnacja ⑧ Chce Jerzy Grzywacz： key. 

6le Uchronic Jan Kanty Pawluskiewicz : 

fortepian 




達者なバック陣を従えて， GIOVANNA は我々に唄心の大切さを再認識させて 
くれる。確かに豊かな広がりのあるオーケストレーシヨンや，メロトロンまで 
使用したキーボード群の極上の美しさは，この作品を語る上で決して欠かすこ 
との出来無い要因ではあるけれども，心の深奥に潜む諸々の感情を，その起伏 
や微動のままに多様なメロディーに織り込んでゆく彼女の唱法が，何と言って 
も魅力的だ。つくづく表現力の豊富な歌い手だと感心してしまう。尚，彼女は 
この他にも何枚かのアルバムを発表している。又，デビュー曲は ， “lo Volevo 
Diventare'o (鈴木伸一 ) 


彼は NIEMEN と並んでポーランドを代表するシンガー，詩人，コンポーザー 
である。ノスタルジックで内省的な曲を，バック•バンド ANAWA の水準の高い 
重厚なジャズ•ロック•サウンド，そして弦を中心とした時代的なクラシカル • 
サウンドをバックに歌う0又随所に現われるフイメール.ソプラノ • ヴォーカ 
ルが作品にアクセントを与えている。小曲が並び曲調の変化が激しいが散漫な 
印象はない0本作はヴォーカルと演奏のバランスが良く彼のスタイルを確立し 
ている0以降同傾向内容の作品が続き，アレンジがシンプルになりシャンソン 
的感覚が次第に強くなる。 （吉野） 



































SVEN GRUNBERG(ussr) 


Hingus 

MELODIA/C90-16301-2 80 年 

A ① HingusI ② Hingus II ③ Hingus III ④ 
Hingus IV 

B ① Teekondo ② Valgusois 


All compositions： 

Sven Grunberg 



NACHA GUEVARA (Spain) 

Para Cuando Me Vaya 
HISPAVOX/S 60.146 78 年 

A®Para Cuando Me Vaya(2)Ay ， Del Am- Nacha Guevara : vo. 
or ③ DonCarlos ④ EstaCancion(f)Vuela Alberto Favero : Arr. 
Pena 

B ① Yo No Te Pido ② Anos ③ EI Manantial 
(£)Diario(DEn Busca DeUnaNuevaFlor 


ス ヴェン • グリ ユン ベルクは， ソ ビエトのエレクトロニクス奏者である。何 
枚のアルバムがあるのかはわからないが，知り有る限り，これが彼の最高作で 
あると思う。エレクトロニクスというものをヴイジュアルに演ずる場合，その 
作品の完成度に貢献するのは，まず第一にミュージシャンの感性である。技術 
はその感性に仕える下僕である。このミュージシャンの豊かな表現を聴く限り， 
彼は，エレクトロニクス.ミュージック界でも有数の天才的な感覚を有してい 
る。この雄大な感覚は，広大なロシアの平原を明らかに連想するものだ。彼の 
78— ’80年までの作品が収めてある。 （山崎） 


アルゼンチン生まれで，スペインで活動をしているナチャ • グヱヴァラが何 
枚のアルバムをリリースしているか正確には知らない。しかし，初期の作品に 
違いない77年の “AMOR DE CIUDAD GRANDE ” と次作である本作の出来は 
素晴らしい。オーケストラをバックに歌う彼女の歌声は声楽的な唱法で，ノス 
タルジックに彼女の世界を描いていく。生の喜びと悲しみとの間を揺れ動く歌 
声は，モノトーンに限りなく近い淡い色彩感に満ち，祖国を遠く離れた人の心 
に映る異国的な郷愁を感じさせる。古いラヴ•ストーリーを観るような，そん 
な気持ちにさせてくれる名品であると思う。 （山崎） 



HANUMAN(w.germany) 

hanuman 

KUCKUCK/ 2375012 71 年 


A®Schadel Statten(2)Machtwechsel 
B®Lied DesTeufels(2)Taue Der Fremd- 
heit(DSonnenaufgang 


Wolf-RUdigerUhlig ： key.vo. 
Peter Barth ： fl,a-sax,vo. 

Jdrg Hahnfeld b. 

Thomas Holm :ds. 
Prod.:HANUMAN 



HAI KARA (FINLAND) 
Haikara 

RCA/LSP 10392 72 年 

A®Koyhan Pojan Kerjays(2)LuojaKuts- 
uu ③ Yksi Maa-YksiKansa 
B ① Jallen On Meidan ② Manala 


Vesa Lehtinen ： vo,per f 
Vesa Lattunen ： key. 
Harri Pystynen:t-sax. 
Timo Vvorinen ： b. 
Markus Heikkero ds. 


71 年，ミュンヘン出身の 4 人のアーティスト達によって人知れず発表され本 
作のみで消えて行ったこのグループ，先ずこの時代にしては異常な位，録音レ 
ベルが良い事に驚かされる。音楽形態としてはオルガンを中心にフルート，サ 
ックス，ギターが各自一体となってジャージーでスリリングなインター.プレ 
イを繰り広げ，その上にヴォーカルが重なるといった形式を取っている0同レ 
一べルには Murphy Blend,Armaggedon,CWT, Lied Des Teuffels,Out Of Focus 
といったミュージシャンが名を連ねているがこの内， Out Of Focus に近い良質 
なジャズ•□ツクを聞かせてくれる。 （松尾） 


その名の示す通リハイカラであるかは別にして女性キーボードを含む5人編 
成からなる彼らの音は正にクリムゾンの Islands , Lizard を初めて聞いた時のあ 
の感動を如実に呼び起こしてくれる。ジャージーな展開を持つ曲から時として 
情感豊かに切々と歌い込むヴォーカル，北欧神話から題材を取ったと思われる 
大曲指向かつトータルな音創りはドラマー自ら描いたジャケットの素晴らしさ 
にも見て取れる 0 本作発表後同年に 2 nd の“ Geafer ”, 翌年には 3 rd とコンスタント 
にアルバムを製作していて，そのどれもが申乙つけ難い。こうしたグループと 
の出合いによって筆者はコレクターとしての甲斐を見い出すのである。（松尾） 



HAIKARA 

Geafar 

RCA/YFPL1-809 73 年 

A3)Chang9Kun Menet Taroeeksi Kauas 

I ulevaisuuteen Huomaat Olevasi Menne- 

isyydessa(DKantaatti 

Bj)Laulu SuSurullisesta Pilvesta3)Ge- 

afar 


AuliLatt unen: vo. 
Vesa Lattunen ： key. 
Harri Pystynen：sax 
Timo Vaorinen ： b. 
Markus Heikkero ds 



INQUISTION (DENMARK) 

Inquistion 

GE N E RATION/GRL- 8518 85 年 

A ① Evil Eyes Intro ② Evil Eyes ③ Hide Personnel: No Credit 
A way®Evil Eyes Part 2(DPointifix Ma- Prod.：Gert Hilmfred, 
ximus ⑧ Right Away Bo Moller ’ 

B ① Old Wise Man ② Moonlight Dancer ③ 

Water Test 法 TheCourt(I)Voteing(|) 

Judgement ®Time Passenger 


ハイカラのセカンド。ややブルーズイな A 面も悪くないが，やはり B 面の出 
来が圧倒的である。 B ①はクラシカルな小品でフルート，弦楽器，ピアノ，ソ 
プラノ • ヴォイス等をフイーチャーしたリリカルな演奏を聴くことができる。 
また， B ②は14分を超える大曲であり，グループの本領が発揮されたものとな 
っている0管楽器を巧みに使った力強い演奏は時として初期のクリムゾンを彷 
彿させるが，ややジャズイな要素を持った独特のシンフォニック•ロックと言 
える。北欧のシンフォニック.ロック系の作品の中でも屈指の1枚であり，非 
常に魅力的である。 （賀川） 


INTERNATIONAL HARVESTER(sweden) 
Sov Gott Rose-Marie 

L0VE/LRLP-1005 ? 年 

A®Dieslrae(2)lVillandeSkogen(DThere Bo Anders Passon ： g,vo. 

Is No0ther Place®The Runcorn Report Thomas Gartz ： ds. 

On Western Progress(DStatsmisternd) Torbjorn Abelli ： b. 

HoChiMinh ⑦ lt’sOnlyLove(|)Klockan Thomas Tidholm : vo. 

Ar MycketNu(|)UtTill Vanster(|j)Som- Arne Ericsson ：ce. 
marlaten(0)Sov Gott Rose-Marie 
B ① I Mourn You ② How To$urvive 


中世ヨーロッパの宗教裁判を描いたトータル•アルバム0美しい見開きジャケ 
の内側には曲毎のイメージを表したセピア色のリーフレットが付されている。 
主な演奏者は16人，他にオーケストラとブラスが加わる。全曲英語で，歌い手 
が曲によって随時入れ代わる。情趣満点のストリングスで幕が開く A ©。 その 
厳かなムードは，クリアーな女性ヴォーカルに受け継がれ，非常に劇的な展開 
を予想させる。が，作品全体を見るとシンフォニックー辺倒ではなく，適度に 
ポップなサウンドをも包含。軽快なテンポといい，いかにも80年代らしい作品。 

(江田) 


JACKAL (CANADA) 

Awake 

PERIWINKLE/PER7309 

Al)At The Station ② For You ③ Sunny Personnel： No Credit 
Side Of The Day®A New Day Has Ar- Prod.： JACKAL & 
isen Periwinkle Records 

BCDHow Time Has Flown(J)Lost In The 
World (Din The Heavens® A wake 




“北欧のアモン •デュー ル”， イ ン ター ナショナル • ハーヴエスターの 作品 。 A 
①にはフオルムラ3でお馴染のトラッドミサ曲 “ Dies Irae ”， 更にトラッドを1 
曲継げた後，初期の ADII を彷彿とさせる破壊的ナンバーに突入。 A 面は全 n 曲 
の細切れながら，小鳥の囀りや犬の吠え声等効果音を随時導入，不気味な鐘の 
音が醱し出す呪術的な味わいや，各種管弦楽器によるシャーマニックな装いが 
ドイツ•ロックの愛聴家を喜ばせそう。ストックホルムでのショウの模様を収録 
した約13分にも及ぶ B ①が本作の ハイ ライトと言えそうだ。 （江田） 


71年，カナダはトロント出身の幻のグループ JACKAL , 噂のみぞ聞〈存在で 
あったが実際に手にしてみてその音楽水準の高さに改めて感心させられた。プ 
ログレ，サイケ，ハード•ロックと言った全てのカテゴリーを起越し，ロック 
本来の持つ血の熱くなる様な高揚感をその卓越したテクニックと素晴しい楽曲 
センスでキーボード，ギター，ベース，ドラム，ヴォーカルを通じて徹底的に 
押しまくり，尚かつリリシズムも兼ね備えた彼らのサウンドは正に圧巻という 
言葉が相応しい0ジャケットのセンスもこの手の大物らしさを感じられて好感 
が持てるが，メンバーのクレジット等一切無いのは残念である。 （松尾） 
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JESSICA (W.GERMANY) 
KNOTERICH/Kn583 75 年 

A®AllegrettoGraziosod)Andantino 
B(J) Vivace ② Allegro Con Spirit 。 


Henner Herdick ： p. 
Peter Biichehg. 
Lother Piechottka ：b 
Klaus T.Tolges ： perc. 



KARUSSELL(ddr) 
Entweder Oder 

AM IGA/8.55-687 79 年 

A(J)Entweder Oder ② Der G itarrist ③ 
Autostop ④ Whisky ⑤ Mcdonald 
B®Fenster Zud)Ehrlich Will Ich Bleiben 
③ Tanzen ④ Ein Langer Weg ⑤ Besinn- 
ung 


Reinhard Huth 
Joe hen Hohl 
Wolf Rudiger Raschke 
Bernd Dunnebeil 
Peter GISser 
Claus Winter 


独の自主制作盤。おそら〈唯一のアルバムであろうが，あまり知られていな 
い。1900年前後のドイツの作曲家，マックス.レーガーの作品「4つのソナチ 
ネ」を編曲•演奏した内容。キーボード，ギター，ベース，ドラムのオーソド 
ックスなインストゥルメンタル • バンド編成ながら，キーボードはピアノか電 
気ピアノ系の物以外は使用されておらず，所謂シンフォニック•ロックとは一 
種異なったサウンドである0むしろ軽快なジャズ • タッチのアレンジが印象的 
だ。しかし全体的に一本調子で，各メンバーのセンスと技術的な問題に不満が 


東ドイツのカルッセルはラヴ•ロック様のサウンドを得意とするポップ•バン 
ドで，残された数枚の作品のうち本作の出来が最も良い。イタリア物等には見 
劣りするものの哀愁感の漂う搬細なフレーズ，やや民族がかった演奏，非常に 
泥臭いパート，片肘張らないソフトなナンバー…とかなり雑多な要素が詰め込 
まれている0グループの性格上，プログレッシヴな色合いはさ程濃くはないが， 
6分強の A ①泣きのメロディーが次々と続く他 ， B ②， B ④などでも質の良い 
歌が聴ける。シンフオニック系よりも，歌物の好きな人に薦めたい。（江田） 


残る0 


(沢田) 



KORAL (HUNGARY) 

Koral 

PEPITA/SLPX 17633 80 年 

A ① Eloszo ② Kiuzetes A Paradicsombol 
③ FeketeBarany(|)HangoddalEbrest A 
Szel ⑤ Maradj Velem 
B ① A MasikOldalon ② Anyam ， Vigaszta- 
Ijen^em ③ Tudom ， EnMeqnyugodnek(|) 
Amit Nem Mondhattam EI(£)Utoszo 


Balazs Ferenc ： key. 
Fischer Ldszl6 ： g. 
Scholler Zsolt ： b. 
Dorozsmai P^ter .ds. 



KULTIVATOR (Sweden) 
Kultivator 

BAUTA/Bar 8101 81 年 

A ① H oga Hastar ② Vemod ③ S mafolket 
®Kara Jond 

B ① BarnoomensStigar ② Grottekvarne- 
nd)Varfol 


Stefan Carls son ： b,b-pedal 
Johan Hedren ： p,key. 

Jonas Linge ： g,vo. 

Ingemo Rylander ： vo,rec,p. 
Johan Svard ： ds,per. 

Prod .KULTIVATOR 


KORAL はキーボードを含むハンガリーの4人組。’80年にペピータから出さ 
れた 「 Koral 」 は，ハード•ロック的な手法をベースにしているものの，ハモンド 
• オルガンやシンセサイザーを祖当する Dorozsmai のセンスは，紛れもなくプ 
ログレッシヴ•ロックのそれである。ハードな展開ながら，愛くるしいメ〇デ 
ィが印象的な彼らの活動は，75年と古いが，この作品がファーストらしく，こ 
の後 「Az Ocean - Koramij と「1975〜1985 KorallVj が出ていることから，4枚 
の作品を発表していることが分かる。 （田中） 


スウェーデンのマイナー•レー^ i ルからリリースされた作品。女性ヴオーカ 
ルをフィーチヤーしたカンタベリー系のサウンドで，所々 ハット フィールド* 
アンド•ザ • ノースを思わせる。彼らに比べると少々曲展開の面白味に乏しい 
が，それでも好感が持てるのは，各メンバーの確かなテクニックとセンスの良 
さ，そして印象的なメロディによるものであろう。ある意味ではベルギーのコ 
スに近い位置にいる様にも思える。ダイナミックなドラムスやテンションを抜 
いた女性ヴォーカルは，その手のフアンにはたまらない演奏スタイルだ。 


(沢田） 



LAGGER BLUES MACHINE (Belgium) 
Lagger Blues Machine 

CBS/S 65230 72 年 

A®Symphonie rPartie(2)Darknessly Personnel ： No Credit 
③ Tanit 

B ① Symphome 2_ Partie ② Born To Be 
AloneOn A White Desert Island 



LIFT (DDR) 

Lift 

AM IGA/8.55- 550 77 年 

A ① Wasser U nd Wein(2)...Fallt Der Ers- 
te Reif ③ Und Es Schuf Der MenschDie 
Erde(S)Jeden Abend ⑤ Fruh Am Morgen 
B ① Ballade VomStein(2)DuFalsche 
Schone ③ Komm Her ④ Abendstunde, 

S title Stunde 


Wert her Lohse ： ds,vo. 
Michael Heubach ： syn.org, 
el-p. 

Till Patzer ： a-sax,fl,vo. 

Wolfgang Scheffler.el-p, 
mellotron.syn. 

Henry Pacholski ： vo. 
Gerhard Zacher:b,vo. 


ラガー•ブルース•マシーンと名乗るベルギーのバンドの唯一の作品である。 
グループ名から所謂ブルース，ロックと思われがちだが，その要素は極めて少 
なく，70年代のベルジャン•プログレッシヴ•ロック.シーンが生んだトップ. 
クラスの作品の1つと言える。そのサウンドはシンフォニック•ロック，サイ 
ケデリック•ミュージック，ジャズ•ロック，ブルース•ロック，更にはマグ 
マ的要素までが入り混じった幅広いものであり，彼らのプログレッシヴな姿勢 
が窺える。フルート，ギター，ピアノ等のソロをうまくちりばめた曲展開は非 
常にドラマチックである。 （賀川） 


東ドイツのシンフォニック.バンド，リフトはギターレスの変則6人編成。 
77年に発表された本作はメ ロトロンが効果的に使われるなど聴き応えのある内 
容になっている。冒頭から暫くはややポップなフレーズを交えながらほのぼの 
としたムードで進むが， A ⑧になって華麗なピアノのイントロと共にメ □卜 □ 
ンが参入。 B 面に入ると更に佳曲が続く様になる0優しいフルートの音も所々 
で登場。メロトロンの効用としては短いながらも柔らかいタッチで仕上げた B 
②，オルガンと併用し叙情的な盛上げが最高潮に達する B ④等が目に付く。 

(江田） 



LLUIS LLACH (Portugal) 
Companades A Morts 
MOVIE PLAY/17.0915/8 77 年 

A®CampanadesA Morts Lluis Llach ： vo,p. 

B®A LaTvernaDelMar(2)Luna ③ Viny- Laura Almerichig. 
es Verdes V ora AI Mar (J)Canco D f A mor Prod .： Joan Molas 



BARIS MANCO(turky) 


2023 

YAVUZ/LP-1015 ? 年 


A ① Acih’da BagaVir! d)Kayalarin Oglu 
③ 2023 ④ Yolverin Agalar Beyler! <|)Uz- 
unlnceBir Yaldayim! 

B®Yine Yol Gorundu GurbetedBaykoca 
Destani a)Gulme Ha,Gulme! b)Gelinlik 
K izlarin Dansi c) Kara Haber Turnanin 
Olumu d)VurHa,Vur! e)DurmaHa,Du ， 
rma! ③丁 avuklara K issst De ! ④ Kol Ba- 
sti! 


Personnel ： No Credit 


過去に多くの作品を残し，その精力的な活動ぶりが日本のファンにも幅広く 
認知されている彼。しかしシン フォ ニック性という点では本作にとどめを刺す。 
特に A 面全部を費した18分弱にも及ぶタイトル曲の存在はユーロ狂を大いに満 
足させよう0オーケストラと混声合唱団をフイーチユアし壮大なスケールで描 
き上げた純シンフォニック•ワールド。全体的にロック的な要素は少ないものの， 
B 面収録の4曲もクラシック•ギターやピアノをバックに切々と歌い上げる秀作 
揃い。彼の多才ぶりを改めて見せ付けた作品とも言える。 （江田） 


トルコのバリス • マンチョは現地では非常にメジャーな存在らしく，道端で 
露天商が売るカセット•テープの中には彼の作品が多数含まれているという。従 
って何枚のアルバムが出ているか想像もつかないが，本作はたまらない郷愁感 
と異国情緒がたっぷりと詰め込まれた好作品。民族楽器をふんだんに使った才 
ープニングも印象的ながら，フルート，シンセ陣が醸し出す叙情性や水音，鳥 
の囀り等の効果音にトルコ語のヴォーカルが絡んでの独特の装いが最大の持ち 
味だろう。いかにも“東西文化の接点”を思わせる作品。 （江田） 






































JUAN MARTIN (Brazil) 
Picasso Portraits 
POLYDOR/2383 630 82 年 

A ① Harlequin ② Desire Caught By The 
TaiKDThree Musicians ④ Sleeping Girl 
(DSelf Portrait 

B ① The Aficionado(|)Girls Of Algiers 
③ Weeping Woman ④ The Picador 


Simon Phillips ： ds. 
Ian Mosley ：ds 
John Gustafson ： b. 
John G.Perry ： b. 



Prod ： Roger Hand 



AMEDEO MINGHI (italy) 


Amedeo Minghi 
APOLLO/DZSLA 55165 73 年 

A ① ETuConLei ② FratelloInCivilta ③ 
し’ uomo E し a Ter ra ④ Candida S idelia 
B ① La ^^eranza ② Mexico ③ Un Uomo 
G rande ④ R acconto 


Massimo Buzzi：ds. 

Piero Montanarib. 

Luciano Ciccaglioni.g. 
Jimmy Tamburelli：g. 

A Ido Pizzolo： org ， p ， syn ， key. 
BABA YAGA： ohorus 
Prod.: Edoardo Vianello 
Arr ： Amedeo Minghi 
A Ido Pizzolo 


全曲ピカソの作品を題材としたインストウルメンタル。彼の生まれ故郷であ 
るスペインを意識したフラメンコ.スタイルのギターを中心に，哀愁と情熱を 
表わしたフユージヨン.サウンドをバランス良く収録。ギタリストのマーティ 
ンが全て作曲したソ□作品の形態を取っており，彼の個性的アレンジ能力が特 
筆すべき事である。しかしロンドン録音である本作が質を保っているのは，ブ 
リティッシユ • ロック界起ベテラン達の的を得た演奏に依るところが多大であ 
る。又このメンバー，エレクトリック時代のゴードン•ギルトラップと重複し 
ているのが興味深い。 （吉野） 


コチャンテ，バリオーニといつた若きカンタトウーレ達が，より柔軟で積極 
的なアプローチにより伝統を見つめ直したのと同様に，この作品も又，古法と 
同時代性を混在させ乍ら，本質的な美を追求した好例である 3 Amedeo Minghi 
の優しい唄声を包み込む豊かなオーケストレーシヨン，花を添えるキーボード， 
艶やかなバイオリン•ソロ，あらゆる楽器が美し〈華やかで，生命あるもの全 
てを心から讚えているかのようだ。尚，この年同レーベルより卜 VianeMa と共に 
2nd “Homeide” を発表している。 （鈴木） 



MIRTHRANDIR(usa) 
For You The Old Women 


private /2276 76 年 

A®Number Sixd)Light Of The Candle 
③ Conversation With Personality Giver 
B®For You The Old Women(2)For Four 


Robert Araceds. 

James Miller ： b,fl. 
SimonGannett key.vo. 
JohnVislocky ： lead-vo.tp. 
RichExlon：g. 

Alexandon Romanelli q. 



MURPHY BLEND (w.germany) 
First Loss 

KUCKUCK/ 2375 005 70 年 


A ① At First ② Speed Is Coming Back 
③ Past Has Gone 

B ① Praludium/Use Your Feet ② First 
Loss ③ Fumy Guys ④ Happiness 


Wolf-Rodiger Uhlig ： org,vo, 
chembalo, 

Wolfgang Rumler：g,vo. 
Andreas Scholz : b. 

Achim Schmidt: vo. 


本作のテープを某店長の好意により送って戴いた。アメリカがいまだ未開拓 
であるのを実感させられる内容であった。まず フルー トによる幻想的な曲から 
始まる。ヴォーカルの表情豊かな張りのある声が作品全体の印象を良くしてい 
る。 A ②のハードな曲はその典型。そしてこのバンド， GENTLE GIANT のス 
タイルを独自に消化した水準の高い演奏を行なう。日①で本領を発揮，トラン 
ぺットが効果的。 B ②の大曲はプログレッシヴ • ロックの定形パターンが次々 
と現われる曲。彼等の造詣の深さと愛着を感じる。全体的にメリハリが効いて 
密度の濃いイタリア最盛期を想わせる音。 （吉野） 


本作は OUT OF FOCUS, HANUMAN, CWT 等の好盤をリリースしたドイツ 
の中堅 レーベルより 発表された 0 ハード. ロック•ファ ンからも好評であるこ 
の作品，アシッド•サイケデリックの色のあるハードな曲が中心。そして B ① 
冒頭部の CURVED AIR 「ヴイ ヴ ァルデイ」 のようなクラシカル. フレーズを 大 
仰に使う部分もある内容。 レズ リーの効いたハモンドを中心としたアート•口 
ックからの影響が強いが，ドイツ特有の混沌とした雰囲気もある。又スタジオ. 
ライヴー発録り的な熱気のあるロックの原点のようなものを感じさせるのが魅 
力である。 （吉野） 



MUSICALIA (Italy) 
Musical ia 

MADAU DISCHI/D-017 


A(J)’0 Giocatored)Antidotum(D*0 Tie- 
mpo C he V o f C h io ve ® M i I !e S t oocate d) 
Santo Revolio 

B ① Tarantella Figurata ② NinnaNanna 
③ Serenata ④ ’A FestaRint’oVico ⑤ 
Musical ia 


Amerigo Ciervop, key,fl. 
Marcello Chiervo ： g, 
Giuseppe Fucci：vo,per. 
Gennaro Cappabianca: via, 
vln. 

Antonio Di Fra ncia : cello. 
Luigi Mazzeo：ac-g. 



NIEMEN (Poland) 
Aerolit 

MUZA/SX1192 74 年 

A®Cztery Sciany Swiata(2)P ielgrzym 
B ① Kamyk ② Daj Mi Wstazke Blekitna ③ 
S mutny KtosIB iedny Nikt 


Czeslaw Niemen ： mellotron, 

syn ， vo,etc. 

Piotr Dziemski ： ds,perc. 
Andrzej Nowak： key,p,etc. 
JacekGazdab. 

Stawomir Piwowar ：g. 


本作はトラッド.レーベル， MADAU DISCHI からリリースされたもので，年 
代は’80年初期だろう。アンジヱロ •ブランドゥアルディに似たトラディシヨナ 
ルな音作りが基本となっているが，彼らはもっと南イタリアの香りに満ちた土 
着的な要素を含み，それでいてコンテンポラリーなサウンドだ。特に， オペラ 
チックな女性ヴォーカルが歌い上げる B ②， B ③の哀愁と美には誰しも心を震わ 
せることだろう0ヴァイオリン，フルートも最上のアンサンブルを奏でている。 
僕は本作を聞くとカオス • シチリア物語に映し出される貧しくも美しい南イタ 
リアの村々を思い出す。 (LUNA) 


ニエーメンは’60年代終りから活動を続けている東欧一のアーティストである。 
泣きのブルースを基本にジヤズや実験色をも採り入れた独特の音楽で，デビユ 
一前の SBB やリック.レアード，ヤン. ハマーら との共演でも知られている。 
オルガンを大胆にフイーチヤーした 「Enigmatic」，SBB のバックが冴える 「St¬ 
range Is This World」， アヴアンギヤルドな方向へ走った r Vo.1j「Vol.2」， 合唱 
を導入した 「Mourner’s Rhapsodyj 等の出来が良い。本作は重いメ ロトロン. 
ブルースから軽快なリフまでが様々に交錯するバランスの良い作品で，入門用 
には最適である。 （沢田） 



NIGHTRIDER (France) 
Nightrider 

CBS/ 83886 79 年 

A J)A Change In Ti me ② Juggernaut 3) 
Blinded 

B ① Hard Rook Kid ② Nightride 「 _3)Albat- 
ross ④ Angel Heights 


Herve Guido : key ， o 「 g. 
Jean-Louis Bianchina: ds. 
Christian Banet ： b. 

Fred Rossini :syn ， b. 
Andre Roe ： g. 

Bobby Salazar： vo. 



NOVA (FINLAND) 
Atlantis 

LOVE/LRLP169 ? 年 

A®Se V uosi ② Kauoungin Naiset 
B®Atlantis(2)VanhaSurullinenLaulu 


Antti Ortamo : key.vo. 
Jukka Marjala ： ds. 
Micca Vasenius ：g. 
Petri Peltola ：b. 

Jouka Helatie：g. 


グループ名，ジャケット，更には A ①の ハードな イントロから ハード.ロッ 
ク系の作品と判断しがちであるが，確かにそうした要素は持っているものの， 
シンフォニック.ロックとしても十分に聴けるサウンドである。聴き所はイン 
スト部分であり，クラシカルでリリカルなピアノ，多少なりとも STEP AHEAD 
を思わす軽快でメロディアスなギターが特に印象的である。 ハード 部分と メロ 
ディアスな部分をうまく組合わせた変化に富んだ展開も中々のものである 3 ジ 
ユネーヴで録音されており，スイスのグループの可能性もあるが詳細は不明。 

(賀川） 


この作品，北欧においてソネット，サイレシスと並ぶ三大レーベルよりリリ 
ースされた0やはりこのレーベル色である ジャズ. ロック.インストゥ ルメン 
タル中心のサウンドであり，プ a グレッシヴ色の濃い内容に仕上げられている。 
A ①は15分以上の大曲。技術的水準は高いが，それを前面に出さず歌，演奏の 
メロ ディーを聞かせる淡々とした演奏が続き渋さを感じさせる曲。②はギタ ー. 
ソロ中心のモダン感覚ブルース.ロック。そして B ①②はこのバンドの特性と 
いえる北欧の風土を感じさせる，アコースティックな響きを大切にした，しつ 
とりとした展開をする曲。 （吉野） 
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ORME (ITALY) 

L’Aurora 

CAR JUKE BOX/CRJ-LP00023 69 年 

A ①じ Aurora ② Milano 1968 ③ Fumo ④ 
®lrene(5)NonSo Re stare Solo Lacrime 
DiSale 

B ① Senti L’Estate Che Toma ② I Miei 
Sogni ③ Finita La Scuola(|)Mita Mita 
⑤ (5asa MiaCDFioriE Colorj 


レ.オルメの幻のセカンドとしてリリースされたこの作品，数あるイタリア 
盤の中でもレアー中のレアー盤として我々を悩ます作品である。その内容は力 
一 •ジューク.ボックス時代のベスト.アルバムであった。推測するに，まず 
ファーストがリリースされ，収録されなかったシングル曲を集めてこのベスト 
を作り，オルメはフィリップスに移籍して再デビュウすることになるのだろう。 
タイトル•チューンを始め，美しいバラードをも含むアルバムで，オルメの歌 
の部分に惹かれる方になら，最初期の曲もぜひ聴いてもらいたいと思う。 

(山崎） 



PANDORA 

Measures Of Time 

SMA/ 3002 74 年 

A ① Measures 0f Time ② Dusty Ledger 
③ TheQueen 
B ① LifelsGood，L 


Mind Of Confusion 


_ife Is Bad ② Tailor ③ 


Bjorn Malmqvist :b. 
Peter Hjelm ： vo. 

Ake Rolf ： g. 

Jan-Erik Deckner ： key. 
Leif Hellquist:g. 

Bertil Jonsson .ds. 


LOTUS などを出している SMA レ ー^ 1ルの 74 年の作品がこの PANDORA 。 全 
曲英語で歌われているせいか，ブリティッシュ • ロックに近いものを感じるが， 
確かにセンスの良さはそのものと言える。が，北欧独特の滑らかギター•ワー 
クはここでも聴くことが出来る。時折り Roine Stolt に近いラインもあると書く 
と誉め過ぎかも知れないが，それ程的はずれとも思えない。またそれ以上にピ 
アノの旋律が胸をえぐる。言葉では表現しにくいが，タイトル曲のピアノ •ソ 
口には誰もが泣かされるのではないだろうか。 （田中） 



PANTHEON (HOLLAND) 
Orion 

VERTIGO/ 6360850 72 年 

A ① Daybreak ② Anais ③ Apocalyps ④ 
The Madman 
B ① Orion 


Ruud Wouterson ： key.vo. 
Albert Veldkamp.b.g. 
Hans Boer ： fl,sax,vo. 
Rob Verhoeven ： ds. 



PETRUS CASTRUS 
Mestre 

GUILDADA MU SICA/DP-025 73 年 

A ① Mestre ② PatriaAmada ③ Porque ④ PedroCastr( 

Pais Relativo 這 ) Macao Jose Castro 

B®S.A.R.L.®Pasargada ③ Velho Ava- Rui Reis :p,org. 
rento ④ Tiahuanaoo ⑤ HistoriaDoAzul Julio Pereira ： g,b. 

DoMar(DSoMaisNada Joao Seixas :ds,pei 


j,vo. 

p ， xilophon ， vo. 


極度なまでに FOCUS ナイズされたオランダのグループ。知る限り唯一の作品 
である。メンバーの構成は FOCUS とは若干異なり，ギターの活躍が若干滅りサ 
ックスがプラスされた形になっている。が，その曲創りと各自の演奏スタイル 
は FOCUS そのもので，特に各楽器のサウンドメイクは影響というよりコピーと 
呼ぶにふさわしい。こうした要因は当然聴き手により対極の意見を持たれるの 
は間違いないが，結果としての作品全体のヴ ォル テージは正に本家 FOCUS に迫 
る内容で，数年後に登場する「剛」の FINCH に対棰する，「柔」のイメージを 
抱く作品である0 (城元） 


ペトルス•カストルスの1作目。 78 年に高水準のシンフォニック作品“ Ascencao 
E Queda ” を発表した彼らだがその間の活動内容は不明。本作はピアノと ac ギ 
ターの使用頻度が高く，オープニングのタイトル曲の美しさはシンフォニック 
大作への序曲の様にも聞える。が，織細さと泥臭さが雑居する本作ではオルガ 
ンの出る幕も多くプログレッシヴな趣では後作に後れを取る0小品が中心でも 
あり歌物の延長として楽しむのが順当な所0 A ①等数曲で認められる洗練され 
た美的センスが 5 年後の作品にもしっかりと受継がれていることだけは確かな 
様だ。 （江田） 
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PHOENIX (ROMANIA) 
Cantofabule 

ELECT/STM-01115/6 ? 年 

A ① Invocatie ② Norocullnorogului ③ Sc- 
araScarabeului 

B ① Delfinul，Dulce Dulful Nos ru(2)Uci- 
derea Balaurului ③ StimaCasei ④ Pasa- 
reaCalandrinon 

C ① FilipSiCerbul ② VasilisculSiAspida 
Sirena®PasareaRoc...k And Roll 
DCDCintic-Lu A Cucuveaua-Lliei(2)Zoo- 
mahia ③ Phoenix 


_ : g.vo, 

Iosif Kappl:b,vo. fl. 
Mircea Baniciu ： vo,ac-g. 
Gunther Reininger ： key. 
Ovidiu Lipan ： ds,per. 



PING PONG (ITALY) 
About Time 

EM I LIANA/LP 5022 70 年 

A ① About Time ② You And M9j)Dark 
MomingS kiss 3)Daft ^Confusion 
B(j)Drinking ② Someway ③ Bahshee ④ 
D iamond Seller (DFunny Wife 


Personnel ： No Credit 


ルーマニアのフヱ ニックスは 68 年に デビュー， 本 作 以前に2枚のアルバムを 
リリースしている。民族音楽的な要素を取り入れた前作はやや消化不良気味で 
完成度も今一つだったが，初の2枚組となった本作では非常 にパワフ ルな演奏 
を聴かせている。元来がハード•ロック•バンドながら，シンセ，チェレスタ， フ 
ルート，各種打楽器等を効果的に活用，そこそこのハード•プログレッシヴ•サ 
ウンドが散りばめられている。この手のバンド共通の弱点は曲の出来，不出来 
の差が激しい点で，その意味では密度の濃い1枚物にまとめて欲しかつた。 

(江田） 


イタ リアン. ロックが，あの輝かしい時代への胎動を徐々に具現化し始めた 
頃，この PING PONG も混沌とし錯綜した自己の音楽表現の確立を目指していた 
のだろう。全曲英詩による為，イタリア然とした面が薄れてしまったのは残念 
だが，それでも時に軽やかに浮遊し，時に扇情的に狂舞するフルートを多用し， 
ジャージーにクラシカルにそしてハードに迫るそのサウンドは一聴の価値有り。 
特に A ①は、プログレッシヴ且つアグレッシヴに展開する名演て，溢れんばかり 
の情熱を感じずにいられない。 （鈴木） 



POLIFEMO (ARGENTINA) 
Polifemo 

EMJ/8406 77 年 

A ① El Sueno Termino ② Viene Del Sol ③ 
Superhombre 

B ① TropicoDeCancer ② Dualidad ③ Pie 


Rino: vo ， b. 
David ： g. 
Ciro.key. 
Juan.ds. 



POLYPHONY (usa) 
Without Introduction 
ELEVENTH H0UR/EH-1003-S 

A® Juggernaut(2)40 Second Thing In39 


? 年 


今となってはアルゼンチンのスーパー•グループと呼べそうな p 0 LIFEM 0 は， 
SUI GENERIS の Rinaldo Rafaneri , Juan Rodriguez , COLOR HUMANO ゃ 
SERU GIRAN の David Lebon ， そ して ESPIRITU の Ciro Togliata の 4 人によっ 
て， 75 年に結成され，76年にファースト r Samej , 77年にセカンドである本作 
「 Same 」 を発表後，それぞれの活動のために解散。’83年には，未発表曲2曲を 
含むベスト盤 「 Retrospective ) 75〜’77」も出ている。 （田中） 


Martin Ruddy :vo ， b. 
Seconds Christopher Spong ： ds. 

B®ArielsFlight l)GorgonsOfTheGla- Craig Massey ： vo.org,moog 
de 2)The 0neirocritic Man 3)The Frog Glenn Howard ： vo, lead & 
Prince (2)Crimson Dagger slide-g. 

Chatty Cooper ： congo-ds, 
Timbales, per. 

Prod.: Chuck Taylor 


NICE から ELP への進化は批判性を持った革新的攻擊スタイルの確立であっ 
た。そして全世界的にポスト . ELP が出現し，個性的な良さはあったが，ほと 
んどが実質的に NICE の域を出ていなかった。しかしこのバンド，サウンド面に 
おいて ELP を継承した数少ない音楽性を持ち得ている。加えてスライド，アー 
ムを用いたハードなギターが各曲効果的に活躍する。更に実験的サウンドの導 
入やワルツの曲等バンド • オリジナリティーを感じさせる部分もある0リズム 
感覚がやはりアメリカ的（テキサス出身）といえ洗練された演奏が聞ける作品。 

(吉野） 

































RAG I RYGGEN (Finland) 

Rag I Ryggen 

RON DO/RON-ST- 114 75 年 

A3)Det Kan Val Inte Vara Farlight(l)You Jonas Warnerbring ： vo. 
Know It A ， n’t Easy(DSpangaforsens Brus ChristerSjoborg ： key. 
B ①」 snBsnari ② NaksdMem ③ 3u 的 n Of Bjorn Aggemyr b. 
Darkness®Sahningsserum Bjorn Nystrdm :g. 

Jan Aggemyr g 
Peter Sandberg ： ds. 
Prod .KjellGradin 


RAINBOW THEATRE (Australia) 
Fantasy Of Horses 

CLEAR LIGHT OF JUPITER/CLOJ783 76 年 

A ① Rebecca ② Dancer a)Staircase b) Julian Browning ： g,key. 
TheBiaTime c)Spin d)Theatre e)Far- FergMckinnomb. 
ewell ③ Caption For The City Night Life Graeme Carter .ds. 

B ① Fantasy Of Horses a) Early Light b) Keith Hoban: vo,org. 
Frolic c )Trappers d) Captives e) Frolic Frank Graham ： tp. 
f) Escape g)Cliff Edge plus string section 

& brrass section 
Prod. .Julian Browning 


URIAH HEEP 等に代表されるへヴィ•ロックの躍動感にプログレの持つ織細 
さをうま〈融合させ北欧独特の淡々としたメロディー • ラインで味付けすると 
この RAG I RYGGEN の音になる。本作1作のみで消息を絶ってしまった彼らだ 
が，その才能はハード•ロック•ファン，プログレ•ファンを問わず，その双 
方を納得させざるを得ない演奏技術，センスの点で数ある北欧産ハード•□ッ 
ク•バンドの中にあっても頭一つ抜き出た存在である事は疑いの余地も無い所 
である。 （松尾） 


レインボー • シアターには2枚のアルバムがあるが，やはりこのアルバムの 
ほうが出来は良いと思う。トランペット，サックス，トロンボーン，ヴァイオ 
リン等の生楽器が多用されているのが特徴だが，オルガンやメロトロンも多用 
されており，情感に満ちたシンフォニック•サウンドが収められている。管楽 
器系のアレンジに多少難を感じるのであるが，それ以外は素晴らしいアンサン 
ブルである。オセアニアのシンフォ系の作品でも5指には入れたい出来である 
ばかりでなく，世界的にみても屈指のシンフォ系のコレクターズ • アイテムで 
ある。 （山崎） 



RAMINGHI (Italy) 

… il Lungo Cammino Dei Raminghi 
BENTLER/BE/LP1016 72 年 

A ① Donna Hai Ragione Tu(2)La Nostra Prod. ： Gualtiero Guerrini 

Verita ③ Cose Superate ④ Partire 

B® Every Day Jesusd)Non MoriremoM- 

ai ③ Buio MondoNeroE G iallo ④ G uarda 

Tuo Padre 



PIERRE RAPSAT (Belgium) 

Musicolor (French Version) 
ATLANTIC 50108 74 年 


Ad)Faut Pas Grand Chose PourEtre 
Heureux(2)Un Jour, LesCouleurs ③ L’o- 
mbre Et La Lumiere ④ Djumbo L’averiok 
(DC ha nson A Ma Femme 
B(3)N usicdon ② Adieu, LesC towns ③ 
Le Brochet ④ RapsatusVulgarisd)Bus ， 
ter K eaton 


Pierre Rapsat ： vo,g. 

Albert Marcoeur ： ds,per,cl. 
Patrice Tison ： g. 

Michel Bernhole ： p. 

Pascal Arroyo : b. 

Francois Breant ： key. 


70 年に Bentler よりシングル.デビューを果たした彼等の唯一（ ？） のアルバム。 
メンバー等は不明だが， 1 st シングルのジャケを見る限りでは男性四人組である。 
サウンドはサイケ色を残したオルガン • ロックといった所だが， A ①の9分を 
超える大作が，意欲的な展開•暗い曲調による中々の出来映えで，我々にとっ 
ては最も説得力のある曲だと思う。シングルは3枚を確認出来るが，取り分け 
3 rd シングルの A 面 “Rendini L ’ anima”（Bentler : BE/NP 5093) は，色彩感豊 
かなキーボードをバックに配した名曲で，彼等のベスト•チューンであろう。 

(鈴木） 


JENGHIZ KHAN , LAURELIE のメンバーだったピエール•ラブサツト。グ 
ループ解散後は活動の場をベルギーからフランスに移し，ソロ •アルバムを10 
枚近く発表している。本作品は 「New Yorkj に続くセカンド • アルバムである。 
アルベール•マルクール，パスカル•アロヨ，フランソワ•ブレアンらのべテ 
ラン，ミュージシャンらが派手ではないが実に効果的な演奏を展開する中，ラ 
プサツトは情感を込めて切々と歌い上げている。それはプログレツシヴ•ロツ 
クの香をほのかに残したヌーベル.シャンソンと言うに相応しい。本作以降の 
作品もポップかつ良質なものである。 （賀川） 



MICHAEL SALVATORI (USA) 
Waiting For Autumn 
NIGHTSKADE/N-00182 年 


Aj)Wh9nl Lookln Your Eyes3)Wait_ng 
For Autumn3)Th - ow In ToThe Wnd 
BCDLetter From The Front a) Our Love 
IsRea' b) A PlaceOfSolitude c) The Fin¬ 


al Entry 3)A Matte r Of TimeCDEpilogue 


Michael Salvatori ： g,b,syn, 
effects, vo. 

Henry Bahr ： ds,perc. 

Gary Polkow : key. 

Prod :Michael & Thomas 
Salvatori 



SBB (POLAND) 

Pamiec 

MUZA/SX1345 77 年 

A®W KolyseeDloniTwych(2)Z Ktorych Josef SkrzeK ： b,p,org t syn, 
KrwiKrew Moja vo. 

B®PamiecW Kamien Wrasta Apostolis Antymos ： g. 

Jerzy Piotrowski:ds ， perc. 


生ギターを基調としたサウンドは一聴すると地味な印象を与える。しかし， 

B 面を聴き終える頃には，この レコー ドの不思議な エナジーに 包みこまれて行 
く自分に気付く。同時期のルディ•ペローネのソロに傾向は近く，演奏技術， 
音楽性は見劣りするものの，静けさの中にも盛り上がって行く様は，すがすが 
しく心地良い〇サルヴァトーリはギター，ベース，シンセ，ヴォーカルを祖当。 
それに加え，ドラマーとキーボード奏者の3人が基本的メンバーで，曲によっ 
て6名が客演し，一役買っている。といっても，客演なしの B ⑧が一番の出来 
なのだが。 イ吉瀬） 


彼らは本来直情的な即興バンドでありながら，ある種の「抑制」をテーマと 
していた様だ。そういう観点からすると，本作はその二者の均衡が絶妙であり， 
最高作といえる。抑制する意志もなく爆発した 1 st は別として，中途半端なバラ 
ンスの2 nd ，本作，少々抑制しすぎた 4 th の3作はプログレ色が濃い。以後は徐々 
にポップ性を加えていくが， 8 th 「 Welcomej までは出来が良くおすすめ品。本作 
B 面，延々と疾走する15/16等，アレンジ次第ではいくらでも過激になる所を， 
最後までモコモコし続けるあたりが彼らの本質だと思う 0 SBB は Search , Break - 
up , Build の略との事。 （沢田） 



SCAPA FLOW (FINLAND) 
Uuteen Aikaan 
KOMPASS/KOLP22 80 年 

A ① Valmmiina Heraamaan(2)Salaisuuk- 
sien Satiiniverhot ③ Mika Aarnu 
B ① Uuteen Aikaan ② TuuleenKaiverret- 
ut Portaat ③ Koi ®Askel Y lospain 


Ismo Jarvinen ： vo,sax 
Leevi Leppanen ： ds.perc. 
Timo Ssppanen ： g. 

Pia-Maria Noponen ： vo,key. 
Eelo-Pekka Kolehmainen ： 
key. 

Asmo Ahonen ： b. 



SCHWARZARBEIT(w.germany) 

Schwarzarbeit 

private ’80 年 

A ① Danke(2)Verheiszungd)lchBinAn- Gerd Bracht .ds. 
ders ④ Missverstandnis Dieter lxter ： b. 

B ① Geschandet 穿 ZecheFrauengluck ③ Jo Post ： key. 

MeinSpielplatz®LedenNachDem Le- Klaus Schroder ： g. 
eben(|)VertreibungAusDemParadies Nina Schulte ： vln. 


フィンランドでは数少ないシンフオニック.グループの唯一の作品。フィン 
ランドの音というよりはむしろゲルマン系，隣国スウェーデンの MR . BROWN 
あたりに近いアコースティックなカラーを有している。生 ギター やフルートを 
多用した明るいフォーク的曲調は一聴すると地味な感じがするものの味わい深 
い佳曲が多く，まとまりも良い。ドラマーが以後 PEKKA POHJOLA の “ Arban 
Tango ” に參加した他はメンバーのプロフィールは不明。フィンランドは民族柄 
かシンフォニックが根付きにくく，ジャズ.ロックやトラッドを追った方が面 
白いのだが，突然変異はどこにでもいるものだ。 （内田） 


ドイツ•ロマン派的味わいを持つ彼らの作品は，一時セカンドの 「Traum Oder 
〜 j が大量に輸入されたが，この作品は，それより2年前に出されたファース 
卜•アルバムで，同じく自主制作。アコースティック•ギター，ヴァイオリン 
等のアコースティックな趣を大切にした，とても詩情的なアルバムだ。泣きの 
ギターを含め，叙情性という点においてはセカンドとは比べものにならない程 
の深みがあり，強いてルーツを遡るとするならば，それはジャーマン•ロック 
の一時代を築いた ElVmDI であり， NOVALIS だろう 0 (田中） 


282—283 




































SEGUIN(canada) 

Festin D’amour 

CBS/PFS 90385 76 年 

A ① Global Refus ② J さ vaisOub lie ③ Pro¬ 
clamation® V ’ la L’bon Vent d)D ialogue 
AvecGaladriel 

Bd)Le Silence ② Alison ③ Si On Prenait 
Le Temps®L’homme Du Nord ⑤ Creps- 
cule 

Marie Claire Seguin : vo, fl, perc. 


Richard Seguin ： vo,g,banjo 
hca.mandline 
Bruce Munchison : vln,vo. 
Yves Cloutier ： g,vo,mandline 
Guy Richer :b ， perc,p ， fl ， vo. 
Serge Locat ： syn. 

Yvan Oullet p. 

Richard Gregoir ： p,vib. 

Gilles Valiquette g. 



SFINX (RUMANIA) 


Zalmoxe 


ELECT/STM-EDE 01537 77 年 

A ① Ursitoarele ② B lanaDe Ursd)Mier- 
ea ④ Pestera ⑤ Epiphania 
B ① Furtuna Cu Trup De Balaur(2)Calato- 
rulPrin Nuuri ③ Kogaion ④ Epilog 


Dan Andrei Aldea :g ， vo. 
CorneliuBibi lonescu ： b. 
NicolaeEnache.key. 
HihaiCfrnea ： ds. 


カナダはケベック州のフォーク•バンドのたぶん3 rd 。基本的には初期 MALI - 
CORNE に近い音だが，彼らは心の奥底に眠るムキ出しの「愛 j をとても素直に 
表現している。加えて A 面後半から B 面にかけてはジプシー•ヴァイオリンが突 
如クラシカルになったり，天にも昇るような伸びやかな女性ヴォーカルがソロ 
を取ったりしてシンフォニック顔負けの盛り上がりを見せる。彼らは harmo ¬ 
nium と 交流が深く関連アルバムもリリースされているが，そういえばサウンド 
にも共通点が見られる。なお，マイナー•リリースの 1 st も TUDER LODGE を 
ケベック • フォークに寄せたような好作品。 （内田） 


ルーマニアのグループ。 セカンドは軽いリズムのシンセが全面を支配し，と 
ても勧められるような代物ではないが，この ファース トの完成度の高さは素晴 
らしい 〇 典型的なシアトリカル • シン フォニックの 形式を持ち， トータルな 流 
れの中に幻想的な世界を描く彼等のサウンドは，世界的レヴ：！:ルで考えても第 
一級のものである。全員共，豊かな表現力を身に付けているが，特に キーボー 
ダーの それは見事で，シン フォニック 系の キー ボーダーの 中でも トップ. クラ 
スの実力/センスを身に付けている東欧らしい味わいのカヴァーも LP ならで 
はの魅力を持っている。 （山崎） 



SKALDOWIE (Norway) 
Stolen From Time 
POLYDOR 2480 332 76 年 

A ① Krywanin Krywanin 

B(I Juhas Zmarld}Jescze Kocham ③ G- 

dzie Man Ciebie Szukai(J)The Violet 

Lady 


Jerzy Tarsinskirg 
Konrad Ratynski:b,vo. 

Jan Budziaszek:ds. 

Jacek Zielinski :vln,tp, perc, 
vo. 

Andrzej Zielinski:org,p,vo. 
Jozef Gawrych:conga 



SLOGANS (Italy) 

Photosynthesis 

private/SL-001S 84 年 

Ad)LaFestaDelTiranno(2)WithThe Sun Roberto Gemo : g ， vo. 
WeHide(3Bianca ④ OldFamily(DAspeUa Michele Bianchini:syn. 
ilG iorno IvanoTolio ： p,syn ， vo. 

B ① Corri Nel Vento(2)Fastum(3)Con La Palmiro Gnoato: b. 
TuaMusica®Photosynthesis®L , Altra Marco Carlesso ： ds. 
Faccia Silvia Bizzotto : vo. 

Prod .SLOGANS 


A 面は MOODY BLUES スタイルの親しみのある曲から始まる。ハモンドに 
よるクラシカルな演奏から次第に盛り上がり NICE の強い影響下「ロンド」のラ 
イヴ.ヴァージョンを意識している。そして「プロムナード」の フレーズを 挟 
み，初期のダリル•ウェイ的荒々しいヴァイオリン•ソロと続く 〇「ウィリアム* 
テル序曲」からの引用でクライマックスを迎え， PFM のライヴを想わせる。プ 
ログレッシヴ • ロックの初期段階のスタイルを並べており，当時のポーランド 
の水準を窺わせる内容。 B 面は凡庸。なお本作はこの国では珍らしい見開きジ 
ャケット。 （吉野） 


ミラノからヴヱネツイアに行く列車に乗って途中パドヴァで乗り替え，そこ 
から約40分の所にある小さな町，バッサーノ，デル*グラッパ出身の女性ヴォ 
一カルと2人のキーボードを含む6人組。’84年のローカルプレス。音の方は伸 
びのあるギターを中心としたもので A ③などは哀愁を帯びたピアノのイントロ 
で始まり，アルゼンチンのパブロと音作りが似ているが，リズム陣が多少甘い 
ことと，単調なフレーズが所々に出て来て，完成度はもう一つで，イタリアら 
しさもあまり感じないが，淡い色彩のジャケと相まって，コレクターの心理を 
くすぐる一枚である。 （高橋） 



SMAK (YUGOSLAVIA) 
Smak 

SAKOJ/1079 76 年 

A ① Perle ② Mracni Mol ③ Blues U Par- 
ku ④ BISKA 2 
B ① Put Od Balona 


Zoran Mitanovic :b. 
Slobodan Stojanovic ds. 
Radomir Mihajlovic ： g. 
Lazar Ristoyski ： key. 
Boris Arandelovic ： vo. 
Prod.: IV 



GREG SNEDDON (Australia) 
Mind Stroll 
MUSHROOM/L 35356 


A ① Mind Stroll ② Winter ③ Take It Slow 
And Easy 

B ① A Spell Of Destruction ② Minuet In 
E(DConcerto For Two Handed Plectr¬ 
um Madman 


Greg Sneddon : p ， org,syn, 
mtn,el-p,per 
perc.vo. 

Dayle Alison ： vo,perc 
Phil Buston ： g. 

Jerry H.Speiser ： ds. 

Gary Ricketts :b. 

Prod.: Charles Fisher 


A ①〜②とハードでキャッチーな曲で始まる。16ビート感覚を取り入れ安定 
した演奏力があるのが分る。後の作品（フュージョン化する）が米，独盤等で 
リリースされ，ユーゴ（共産圏）では異例といえる足跡を残したバンド。⑧は 
曲名通り泣きのギターをフィーチャー。④はハード•ロック寄りのリフを中心 
とした曲。本作の目玉はやはり B 面全てを費やした大曲。各自のアコースティッ 
ク • ソロからハモンドを中心としたアドリブがほとんどない最後まで見事な展 
開をするプログレツシヴ•インストウルメンタル。このデビュー作，彼等はコ 
ンポーズ能力があることも示している0 (吉野） 


本作はオーストラリアのキース.エマーソンという触れ込みであった。しか 
し攻擎的な緊張感のある展開は聞かれず，逆にやさしさを感じさせメロディー 
を引き立たせるシンプルなスペイシー感覚のアレンジが全体的に施されている。 
シンガー • ソングライター的性格の強い作品。 A ⑧は当時シングル，カット 
されたメロトロンを伴うバラード佳曲。又彼のピアノ，オルガンを中心とした 
インストウルメンタル部分が多く収録されており，水準を保った出来となって 
いる。この国の国内発売されていない他の作品も聞いたが，本作同様淡白な印象 
が残るものが多いようである。 （吉野） 



SOLUN A (ARGENTINA) 
Energia Natural 

MICROFON/SEL844 77 年 

A®EsperameEncendida(2)MananaPu- 
edeSel EIDia ③ EllaDespertaba(DVoy 
A Hacer Las Paces ⑤ Sin ZapatosEs 
Mejor 

B ① Si ElManzanoDuerme ② DetrasDe 
LaValla(DUnaVidaParaAmar(3)EITe- 
rrorDe La Abuela(|)Detras Del V idrio 
Roto 


Gustavo Santaolalla ： g. 
Alejandro lerner ： key. 
Sergio Polizzi:vln. 

Ricky Libmanb. 
HoracioGianeNo.ds. 
Chaiiy Garcia ： mellotron 



IGRA STAKLENIH PERU (Yugoslavia) 
Vrt Svetlosti 
RTB/ 2120070 80 年 


s 勰 


ac ② Carobnjacivo. 
tSvetlosti(Z)Lunarni Modus(DS- 


Zaran Lakic ： key,vo. 
Vojkan Rakic : g. 
Boba rrbojevic : b. 
Peda Vukovic ： 
Dragon Soc ： 

Dragana Saric : vo. 


数々の名盤を送り出して来た MICROFON レーベルに， またひとつ加えなけ 
ればならない作品が出来た。それがこの SOLUNA。Sergio Polizzi のヴァイオリ 
ンが，かなり重要な位置を占め，女性ヴォーカル Monica と共に，このグループ 
の大きな魅力となっている。殆んど今までに聞いたことの無い人物ばかりだが， 
ギターを始め他のパートもしっかりしている0また，アルバム中3曲で，恐ら 
く解散直後の LA MAQUINA の Charly Garcia のメロトロンが聴ける。 AUCAN や 
ETERMDAD と同系統でしょうか。 （田中） 


タコと 並ぶ ユーゴの トップ•プログレ ッシヴ集団，イグラ•スタク レニー•ペル 
リ。本作は彼らの2作目だが，デビュー作共々，ズシリと重たい重量級のサウ 
ンドが楽しめる。タコと同様，ポンプ勢の様な手法は一切取り入れず，一貫し 
て重々しい演奏で攻める。 A ①がやや毛色の変わった作風ながら，他はギルモ 
ァを意識したと思われるギターと，キーボード陣を柱に息もつかせぬ展開。演 
奏テクも一級品で見せ場ではビタリと決める。1作目，2作目共，作詞作曲は 
全て ISP 名義で，メンバー全員がかなりの実力者と見受けられる。 （江田） 































STIG & STEEN (Denmark) 
Forchromede Dage 


SONET/SLPS-1543 73 年 

A ① Nedenomsvej ② Foraesvise (DMaeh 
kebotterned)Bag E t U kendt Landskab 
B ① Forchromede Dage ② Natten Over 
S tranden ③ Tabte S lag ④ Bring Hosten 
Ind 


Stig Kreutzfeldt .vo.g, 
per. 

Steen Toft Andersen ： vo, 

b,ac-g ， har, mellotron 
Nis Jorgensen ： vo,org,fl, 


Ken 


per, me 

Gudmai 



STORM (Spain) 
El-Dia-De-La-Tormenta 

ALBA/PA6017 79 年 

A ① Este Mundo ② La Luz De Tu Voz 
③ Saeta Ensayo(Part 2) 

B ① Saeta Ensayo(Part 2) ② Lejos De 
La Civilizacion(l)Desde El Mar Y Las 
Estrellas®EI Dia De La Tormenta 


Personnel ： No Credit 


2 人のギタリスト，スティク•クロツフェルトとスティーン ， T •アンデルセ 
ンが，更に2人のミュージシャン （ key , ds ) の助けを借りて創り上げた作品。才 
ープニングこそ地味ではあるが，常に流麗で敍情的な音作りを心掛け，北欧の 
澄みきった青空の様な爽やかさでシンフォニック通の心を満たす。大らかなス 
トリングス•アレンジ，清らかな小川のせせらぎを思わせるリリカルなピアノと 
フルートの調べ，そしてスティーンとキーボーディストが奏で上げるメロトロン。 
劇的な展開が少ない事と，僅かな泥臭さを除けば躊躇なく及第点がつけられる 
作品。 （江田） 


このグループ，前作では’70年代前半スペインにおいては数少ないハード•口 
ック•バンド （ D . PURPLE スタイル）として良質な作品を残した0それから5 
年後，本作は再起をかけた意気込みが感じられる。まずキーボードを前面に打 
ち出した厚みのある音作りをしている。そして熱唱型ヴォーカルと泣きのギタ 
一を中心としたメロディアスな曲が収録されている。前作よりテクニック的に 
安定しており，発表年度から当然だがかなり洗練されている。全体的にハード 
な印象が残り，結局^ IU や BLOQUE と並ぶ/、ー ド•プログレッシヴ•バンドと 
いえる。 （吉野） 



TABULA RASA (Finland) 


Tabula Rasa 

LOVE/LRLP135 78 年 


A ① Lahtod)Miks’ Ette Vastaa Vanbat 
Puut ③ Tubo ④ Gryf 

B®TyhjaOn Taulu ② Nyt Maalaan E lam- 
aa...(J)Vuorella Istuja ④ Prinssi 


Heikki Silvennoinen ： g. 
Jukka Leppilampi ： laulet. 
Tapio Suominen b. 

Asko Pakkanen ： rummut. 
Jarmo Sormunen：builu 



TAKO (YUGOSLAVIA) 

U Verci Za Spavanje 
RTB/ 2120305 80 年 

A®U Verci Za Spavanje(2)Senke Pros- Dusan Cucuz ： b. 
lostid)NaPutu KaSebi Djorde llijin: fl ， hca,syn, 

B®PriceOLeni(2)DolinaLeptira(Dlgra mellotron 
Devojcice Miroslav Dukic : g. 

Slobodan Felekatovic ： ds. 


ユーロ集成で紹介したものはセカンドで，これが幻のタブラ • ラーサのファ 
—ストである0白地に金のレリーフ文字，インナー•スリーヴに裸女が山頂に 
佇む幻想的な絵を配したもので，ジャケットだけでも， LP レコードを所有する 
喜びに浸れるような代物。音は75年ということを考えると古いスタイルではあ 
るが，北欧のグループ達が黎明期に創るような，ポップ，ジャズ，サイケデリ 
ックを融合させたような音である。ウィグワムの初期に共通するような，とて 
もなつかしさを感じるようなプログレッシヴなもので，北欧らしい，とても心 
暖まるサウンドだ。 （山崎） 


タコは80年前後に高水準のアルバム2枚を残しているユーゴの4人組。キー 
ボードとギターを中心に組み立てた本格派シンフォニックを得意とし，両者のコ 
ンビネーシヨンに冴えを見せる本作の聴き応えは十分だ。地を這う様なベース 
ライン，意欲的にソロを取るギター。ポンプ勢の様な明るい彩りとは無縁で， 
キーボード音はどこか気怠い独特の零囲気を醸し出し，その端々には一流の美 
的センスが見え隠れする。派手なソロは無いものの常に重々しさを失わないの 
も特徴。更にキーボーディストの吹く フルー トが加わり，音の厚みは一段とア 
ップする。 （江田） 



TANTOR (ARGENTINA) 
Tantor 

PHONOGRAM/5240 79 年 

A ① Guarreras 〇 lub ② N iedem wohren ③ 
LlamaSiempre ④ Oreja Y Vuelta Al Rue- 
do 

B ① Halitos ② EISolDeLaPobreza ③ 
Carrera DeChanchos 


Personnel No Credit 



TAU (W.GERMANY) 

Tau 

PLANE/ 88304 82 年 

A ① Willkomme つ ^Ds'Traum^Todssf- 
ugg 

BDWenn Die Rots Some Bei McDonalds 
Versinktlm Hausermeer(2)Eins Morgens 
ImApriKDGotl ④ LSD 


Dirk Martens : vo. 
Michael BarfuB ： key,vo. 
Michael P ickerott:g,vo. 
Fritz Keipper b. 

Helge Birlow ： ds,vib. 


以前南米カタログで紹介したのがセカンドだったが，これは’79年に出された 
TANTOR のファースト.アルバム。7曲中5曲に MIA の Lito Vitale が參加して弾 
きまくっている。セカンドでは，テクニックはあるものの，余りにもフュージ 
ヨン的だったが，このファーストは良い。 SPINETTA との共作になる A ③， B ② 
はさすがに歌そのものが良く， Lito と Leo Sujatovich のキーボード•バトルが 
楽しめる A ④など，久々の感動を味わえる。作風としては， ESPIRITU のサード 
を多少ジャズ.ロックよりにした様なものか。 （田中） 


ドイツらしからぬジャケット • ワーク。オープニングの軽快な曲にたじろぐ。 
次なる曲は，ジェネシス調のアンサンブルを持ったドラマティックな出だしで 
期待を抱かせる。それもつかの間，中間部が平坦で曲が長く感じられる。それ 
はそれで，聴き所の多いマニア好みの曲にはちがいない。 A ③ B ①は好みに有 
らず。インストの B ②はキーボードをメインにした雄大な曲。 B ③は後半泣き 
のギターで盛り上がり， B ④はビートルズの「ルーシー•イン•ザ•スカイ • 
ウィズ•ダイアモンド」をベースに熱い演奏でアルバムを締めく くる。5人編 
成のタウの唯一の作品と思われる。 （吉瀬） 



TAURUS (Taurus) 
Tapes-Live 

WORLD RECORDS/WR 83.011 

A ① Robot Romanced)Waiting For You 
③ Voodoo ④ The Boatman ⑤ Window 0 f 
Your Mind 

B ① One For The Kingdom(2)Resistance 
③ Man In The Mirror ④ Show It 丁 o Me 


83 年 

R.Spierenburg ： key. 

M. Scheffer :vo,g. 
D.Bevan ： ds. 
P.Traanberg ： b, laurus 
T.De Jong ： b, Taurus 

J. Schild ： b,Taurus 
R.Stulp ： ds. 

K. Wassenaarids. 
J.Phillippo ： vo,key,g,fl. 
Prod.:Rijno Zeulevoet 



TEMPO Dl PERCUSSIONE (Italy) 
Tempo Di Percussione 

PHONOTYPE/AZQ 40031 75 年 


A(D し e Alture Del Golan(2)Po Chung 
And The Chur»g®lnvenzione Di J.S.Ba¬ 
ch n° 1(J)lnvenzione Di J.S.Bach n°2(|) 
African Sketchesd)Go Down,Moses 
BDDeep River®The Battle Of Je r ico 
③ Double Music ④ Spazio Zero 


Gianni Desidery ： perc. 
Cuono Correra ： pe-c. 
Gianni Nicotra : perc. 
Vittorio Buonomo ： perc. 
Walter Scotti ： perc. 
Benny Forestiere :perc. 
Antonio Romano ： perc. 
Loredana Neri ： vo. 
Prod .： Antonio Buonomo 


タウラスには 2 枚の LP (内，一枚はマーキーより CD 化されたもの）と2枚 
のシングルがある。本作は2枚目の LP で，77年から’82年までのライヴよりセ 
レクトされたライヴ•アルバム0しかし，前作の曲とは一曲も重なっていない 
から，彼等のレパートリーがいかに多かったかがわかる。録音が悪いのが残念 
だが，曲はよくアレンジされており，端正なイメージのシン フォ ニック•ロッ 
クが展開されている。この後，グループは’80年代中頃まで存在するが解散して 
しまう。オランダ特有の暖かみのあるサウンドを持つ，素晴らしいグループで 
あった。 （山崎） 


ナポリの起マイナー • レーベル，フオノタイプ.レコードから人知れず世に 
送り出されていたこの作品は，種々多様な打楽器類のみによって創り上げられ 
た非常に ユニークで 独創的なものである。まるで閤の淵から湧き出でるかのよ 
うなイントロに始まり，魅力的なメロディーによる美しくも果敢無い小曲や， 
憂愁に満ちた女性ヴォーカル曲（但し英語）等を交え乍ら深く静かに進行し， 
アヴァンギャルドなクライマックスを迎えるこのサウンドには，正にプログレ 
ッシヴという形容が相応しい。尚，素晴らしいジャケット • ワークは OSANNA 
の Lino Vairetti 。 （鈴木） 


284—285 







































TETRAGON (wgermany) 

Nature 

EINE SOMA/SMI 71 年 

Hendric k Scha per: org ， p ， vo, 
clavinet.chembalet. 

Jurgen Jaehner ： g. 

Rolf Rettberg ： b. 

Joachim Luhrmann ： vo. 
Prod. ： P.Kretschmann 


A ① Fuga ② Jokus ③ Irgendwas 
B ① AShort Story3)Nature 


TEVERANO (Spain) 

Teverano 

DISCOPH ON/TL- 10001 82 年 

A(])Cowboys(DConversesAmbL’Aire Josep Ma Bardagi ： g. 
(DSonACuba ④ PerTu... Josep“Kitflus”Mas :p. 

BCDMusical Express(|)Volen,Pero Sent- Pere Bardagi vln. 
rebanquenAmbNuvols(DTemps ④ Cel Jordi Clua ： b. 

DeNit Franc esc Rabassa ds. 


ドイツ北部，オスナブルックの出身ノ70年には，ギタリスト参加以前のキー 
ボード•トリオで前身に当たる TRIKOLON 名義作 「 Cluster 」 を150枚限定リリ 
ース。これは4曲入りで，サイケデリックなオルガンやピアノを多用した NICE 
の亜流作風ながら，明らかに当グループの布石に，そしてグループの歩みが当 
キーボード奏者のそれであることも明かす。本作の A ①はバッハ， B ①はバー 
ンスタインの作をアレンジ。 更にジャズ感覚も備わり，ハモンド•オルガンの 
洗練と多用が映える高水準の自主製作。近年，キーポーダーはウド • リンデン 
ベルグのバンドで活動。 （松本） 


’82年，スペインはバルセロナの完全自主制作盤で出された TEVERANO のフ 
ァースト•アルバム。実はこのレコード，数年前にドイツの輸出業者が何枚か 
持っていたものを取りよせて，以前勤めていたお店でレギュラー価格で数枚売 
ったのだが，その後スペインのマニア連に探して欲しいと頼んだところ，名前 
すら知らないらしく，それから一年程後に，ものすごい価格を提示されてびっ 
くりした経験がある。あの時入手したお客さんはラッキーのひと文字である。 
音はギター，ヴァイオリンのバカテクものが4割と，胸キュン叙情ものが6割 
のハイセンスな作品。 （田中） 



TIME (YUGOSLAVIA) 

Time 

JUNG0T0N/LPYVS- 60978 72 年 

A ① IstinaMasina ② PijesmaNo.3 ③ Heg- Branelambert Z ivkovic : 
edupaUpa key,fl,el-g. 

B ① Kralj Alkohol ② ZaKoji Zivot Treba Dado A.Topic : vo ， b,ac-g. 
DaSeRodin Mario Mavrin ：b 

Ratko Divjak.ds.perc. 

Vedran P.Bozic ： g,vo. 

Tihomir Pop Asa no vie org. 
Dabi Lukac : syn, mellotron 
Prod. : Vladimir Mihaljek-M iha 



V.A. (ITALY) 

Concerto D’Estate 

CBS/ 69150 75 年 

A ① E Quando( Marcella ) ② Mary Clair(S.Giacobbe ) ③ ilGiardlnoPro- 
ibito(S. Giacobbe) ④ Sei Bellissima(L. Berte) ⑤ Le FeriteDell’Amore 
(LBerte) ⑧ Love Said Goodbye( Toto Savio) ⑦ Canzone E Carcere 

(Co ncetta Barra) 

B ① Notte(Cico) ② Agua(Toto Savio) ③ Allegri Beviam ， da“L’Ernani 
(La Banda) ④ Fantasia: LaPiogg 旧， Banbolo(G.Cinquetti con La Ba¬ 
nda) ⑤ La Bussola( La Banda) ®Human Gl ow( Black Bio wing Flower- 
s) ⑦ AmoreNel2000(AI Bano e Romina Power) ⑧ UnMomentoDi 
Piu(l Romans) ⑧ CadiamolnAmore(Tutti Insieme) 


タイムは スマック， ゴルディ等と共にユーゴを代表するハード •ロック •バンド。 
オープニングの様な重々しくパワフルな展開が本来の持ち味と思われるが ， A 
②の スロー バラードと B 面の“泣き”の連続が人気を集める。渋めのハモンド 
とギターが中心的な存在だが， B 面ではメロトロンまで登用0—瞬ジャズっぽ 
いピアノが流れる他，フルートも銳い切れ込みを見せ，目一杯迫力のあるプレイ 
を繰り広げる。曲の出来に多少バラつきがあるのが難点だが，英国臭が好きな人 
なら容易に溶け込める内容。72年発表のデビュー•アルバム0 (江田） 


CBS 系のアーティストが’75年に一堂に会したライヴ。題して「夏のコンチェ 
ルト jo マルチェツラ，ベルテ， ジャコべ 等，気になるアーティストが参加して 
いるが，何といっても B ①のチコの 「 Notte 」 と B 面の BBF という謎のグループ 
が本命。この BBF というグループはイル•ヴオーロのメンバーか，彼等の内の 
何人かがいるグループで，何とイル•ヴオーロのファーストの A ②を女性スキ 
ャツト入りで演奏している。後半にはあの独特のキーボード • ソロも入る。彼 
等のライヴを聴くことのできる，たった一つのアルバムなのである。マルチェ 
ラもいいよ。 （山崎） 



WERWOLF (W. GERMANY) 
Creation 
F 667.943 ? 年 

A(3)Hohenflug(2)Die Reise Ins Land Der 
Flugschweined)Way To Paradise 
B ① Daydream^)TheGamelsOver ③ D- 
er Achte Tag 


Peter Besting ： ds.vo. 
Gerd Heuel g 
Burkhard Hackestein：b 
Wolfgang Unthan ： key. 
Gitta Lowenstein: vo. 
Luis Lopes ： vo,g. 

Prod.: No Credit 



IGOR WAKHEVITCH (France) 

Docteur Faust 

EMI PATHE/CC72-11537 71 年 

A(])Aimantation(DMeteriaPrima(DEau Personnel ： No Credit 

Ardente 

B ① Tenebres( Warpurgis ) ② Mantines ③ 

Licornes ④ SangPeurpre 


ドイツのシンフオニックと言えば Amenophis ， Eden , Faithful Breath の 1 st あ 
たりが良質な作品として思い浮かぶが，本作品もこうした作品群と並び称され 
るべき典型的ジャーマン • シンフォニックの知られざる傑作と言えようか〇製 
作年度はク レジ ットが無い為明確ではないが’80年前後と推測される。男女混合 
によるヴォーカルのユニゾンが嫌が上にも各曲を盛り上げる。演奏は叙情派の 
極地。どっちに転んでもドイツ人にしか出せない音でありそれが又，妙に婿し 
くなって来る。このドイッこそ今だ最も開拓の余地の残されたプログレの宝庫 
であると筆者は声を大にして言いたい。 （松尾） 


イゴール.ワケヴィッチはバレー音楽を中心にしてコンテンポラリー•ミュ 
ージック • シーンで活動している作曲家である。現代音楽的手法をメインとし 
ているものの，デビュウ作 「 logosj では TRIANGLE と共演するなど，ロックの 
要素も積極的に取り入れた曲作りを行なっている。本セカンド•アルバムは Crea ¬ 
tion Mondiale Au Festival D'Avignon 71 における Norbert Schmucki のバレーの 
ための作品を収めたものであり，オーケストラによるダイナミックな演奏とバ 
ンドによる力強い演奏を組み合せることで躍動感に富んだサウンドを作り出し 
ている。 （賀川） 



P.P.ZAHL(w.germany) 

Alle Tiiren Offen 
ANTAGON/ALP3216 78 年 

A®MeinenKultiviertenBekannten(2) Michael Iven ： vo,q. 
Minguneo Hansi Schwarz ： g. 

B®A lieTurenOffen 1)HinterDerDunk- Peter Robert : syn.str.orq. 
lenSeite DesMondes 2)Zuruckgebom- Kalla Wefel ： b. 
bt...3)Dynamos 4)...ln DieSteinzeit 5) Ali Husscini ： ds. 

AlleTurenOffen Prod ：Peter Robert 



ZINGALE (Israel) 
Peace 

KRYPTON/DIX- 35095 77 年 

A ① Love Son^)Camival(|)Help This 
Lovely World®Heroica 
B ① Lonely V iolin Crying For Peace ② 
Stampede (3)7 F lowers S tree t d)0 ne 
Minute Prayer 


David Hofesh lir. 
Yonathan Stern ： hr. 
Eh lid Tamir.b. 
Efrain Barak ： g. 
David Sha nan ： ds. 


Ady Weiss ： key. 

Tony Brower ： vln,mandlin 

David Rosental:syn,per. 
Prod. ： Yaacov Bachar 


自主製作盤。 A ①の語りから A ②の 22 分以上の大曲は，アコースティック. 
ソロ（フラメンコ•スタイル）と弾き語りが中心。ジャケットからも窺えるよ 
うにべルリンの壁にまつわる政治色の濃いメッセージ的な歌を聞かせる。社会 
派バンド OKTOBER や JOY UNLIMITED のメンバーがバックを務め，前者のリ 
ーダー格キーボード奏者ピーターが音楽面において中心となっている。 B 面は 
A 面に比べ癖のあるシンセサイザー • ソ a や，テクニカルなギター • ソロが盛 
り上げる。そして実験色のあるアレンジが施されインストウルメンタル重視に 
なつている。 （吉野） 


イスラエルのプログレッシヴ•ロック • グループ ZINGALE の唯一の作品。「音 
楽のある星では戦争はすぐに終わる」をテーマとしたトータル • アルバム であ 
る0ソフトなヴォーカルを全面に押し出したヴォーカル曲と力強いヴァイオリ 
ンとややジャズィなキーポードが特に印象的なインスト曲を組み合わせた展開 
になっており，リリカルでラヴリーな曲調の前者とシンフォニックでたたみか 
けるような演奏の後者が無理なく調和している。イスラエルという特殊な状況 
にある国ならではのオリジナリティ溢れる特異な作品であり，聴く者に強く訴 
えてくるものがある。 （賀川） 
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